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テツ テニ ク  ズ  -I ェシ ヨリ 二  ニゲル コ トス ル シヲテ セント 

吾 友植村 君。 一 日來 語， 余 曰。 我 昔時 遊 一一 學横 濱， 見， 子 以來。 恒懷 K 欲 一- 著， 書以 益で 

世 之 志 i 久矣。 近 應-敎 友 之 需-而 著- 一書？ 今 將，， 一 上， 木 公二 之 世？ 請 爲レ我 作- - 序文？ 余 

ス 

スルニ テス キヲニ  ゾレ スル  ガル ハヲ 二 ズ  二 チ  ノミソ セン ャ ヲ 

乃辭 以， 拙， 文。 君 曰莫， 辭。 我 求 H 之 於 子？ 非， 1 新奇 之 文？ 乃 舊交之 情 耳。 何 要 多言， 

哉。 題- 一 言， 則 足。 於， 是余 不二 敢辭？ 問， I 其 書名， 曰，1 眞理 一 斑？ 始總- 論 宗敎？ 次 論 下 講-- 

スルノ  シ  ヲ  ニス  ルノ 

究 宗敎， 之 精神 ^ 又 論-, 神 之 存在 與ニ 攝理？ 終 論 k 靈魂之 不滅。 基督 爲， 神 之 證據。 宗 

敎 與-學 術， 之關係 等？ 其 文甚簡 短。 而 其意頗 深長。 我 基督 敎之 要。 悉皆 包 n 括 於 其 中？ 

ケテ ヲ スルモ  ナリ  チラ  ト シ  ナリト  ク  シ 

則名此 書， 稱，， 眞理 全豹， 可也。 乃君自 名，， 之眞理 一斑， 可， 謂， 謙矣。 君 平素 善 奉  >- 戴 上帝 

之 聖旨？ 遵，， 守 基督 之 聖訓？ 以 講論辨 解。 孳々^ 々。 至 X 忘，， 寢食？ 其 言行 可， 嘉者 多矣。 

君 之 言 曰 人類 愛爲， 性。 故 吾 之 生命 與 一一 他 之 生命 ー聯結 不， 得 一一 以不, 求 一一 幸福 於 相愛 相 

思 之 間， 也。 君已 施， -之 余， 而踐二 其 言， 矣。 君 益 固 i 〈志， 將 ，0 欲 T IP 人心 反覆 之 險路- 

ス 
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眞理之 大洲？ 浮，， 發見之 舟 於 宗敎之 大海？ 講-- 究眞理 -而永 不= 倦矣。 

クン ヲ レミ ナラ ムヲ  ヲモ ハル、 ヲ ミ -キニ  二  メ 

同 得， 望 二 無限 之 境。 全備 之 地？ 世人 亦 得， 免 T 倦 n 其 船路 之 遠？ 僅認 

見 之 大陸? 焉。 蓋 此書之 益， 世 也 大矣。 . 

.柬 京 奧 野 昌 

明治 十七 年 四月 


眞理ー 班 再版 序 

謙 堂 植村君 弱冠 一一 シ テ夙ク 基督 敎ヲ 奉ズ 曾テ予 -1 語 テ曰ク 人 ノ性ヲ 天 一一 禀ル ャ 各長ズ ル所ァ リ其長 

ヲ 修メテ 以テ 神榮 ヲ顯揚 ス ベ シ 彈琴 謳歌 シ テ人ノ 衷情 一一 訴へ人 ヲ 論理 ノ外 一一 悅服セ シムル ハ企テ 及 

ブ所 一一 ァラザ ルナ リ 雄辯宏 辭能ク 理ヲ 列ネ情 ヲ鈹シ 人 ヲシテ 聖地 一一 立ッ ノ感ァ ラシ ムル ガ 如キ亦 luK 

ズル 所-一 ァラ ズ惟文 ヲ草シ 章 ヲ編ミ 言 辭 流暢 立論 正確 抑揚 法ァ リ擒 縱節ァ リ靜思 默坐ノ 間 人 ノ理生 

ヲ誘！ ^やン テ 永遠 ノ 疆 - 到ラ シ メ覺 へ ズ 皇天 ヲ 崇敬 セシ ム ル ハ 余 敢テ之 ヲ學バ ン ト眞理 一斑 ハ謙堂 

漁史著 害の 最先キ ナル モノ ナ リ之 ヲ名ケ テ 一 斑ト 云 フ安ゾ 他日 其 全豹 ヲ知ラ シ ムルノ 前驅ナ ラ ザ ル 

ヲ知ラ ン ャ而 シテ此 書實 一一 眞理 ヲ以テ 充塞 ス然 iH 淡 純ナル 眞理未 ダ必シ モ世ヲ (i^ スル モノ  ,1 ァラズ 

ゥォ カル 氏曰ク 眞理ハ 光明 ナレ 生命 一一 ァ ラ ズ 生命 ナ キ 光明 ハ 冬日 ノ 銀界 ヲ照ラ ス ガ如シ 寂寞 凄 

々絕テ 生意ァ ル ヲ見ス 惟靈ノ 光明 ハ之 一一 反 シ恰モ 夏日 ノ 宇宙 ヲ遍照 シテ生 氣ヲ賦 シ紅綠 色 ヲ爭フ 

テ 黄白 芳ヲ競 フー 1 似 タリ ト 

眞理 一 斑 ヲ讀テ 紙面 一一 顯現ス  "道理 ノ光 フ觀乂  ノ ミ ナ ラス 同時 二 沈思 潜心 シ テ 以テ 靈ノ 光明 ヲ觀 

ル 「 ヲ勉メ バ 著者 ノ意 ヲ得ル 一一 庶幾 力 ラ ン 

明治 廿 一年 五月  本 多 庸ー識 
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第一章 宗敎ヲ 總說ス 其 一 

第二 章 宗敎ヲ 總說ス 其 一一 

第三 章 宗敎ノ 眞理ヲ 講究 ス. \ 一一  必要 ナ K 精神 ヲ論ズ 

一 懷疑ノ 性質 ヲ明カ 一一 スべ シ 

1 一 先入 ノ妄 見- 壓倒 セラ レズ 習慣 ノ 治下 ヲ脫 セザル 可ラズ 

三 眞理 ヲ敬崇 シ テ 之 -ー 忠義 ナ ル 志操 ヲ 培養 セザル 可ラズ 

四 宗敎 ノ眞理 ヲ知 ラント 欲セ バ須ラ ク意想 ノ上 一一 安 ン ゼ ズ 

躬親 カラ 之ヲ 實踐ス ルノ氣 風 無 カル 可ラズ 

五 德性ヲ 涵養 シ吾ガ 現狀ヲ 視察 スべシ 

第 四 章 神ノ 存在 ヲ論ズ 其 一 

一 無神論 決シテ 容易- 1 非ズ 

二 有神論 ノ 倫理 ヲ論ズ  . 


二 


曰 


次 


三 有神論 ノ 起原 何 レノ所 一一 アル ャ 

第五 章 神/存在 ヲ論ズ 其 一一 

一 天地 ノ大 原因 ヲ論ズ 

二 結局 原因 ヲ論ズ 

三 良、 い 一一 由 リテ神 ノ德性 ヲ論ズ 

第 六 章 神 ト人ト ノ關係 ヲ論ジ 併 セープ 祈 禱ノ理 ヲ說ク 

第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナ, ヲ論ズ 

第 八 章 耶穌 基督 ヲ险ス 

第 九 章 學術宗 敎ノ關 係 ヲ論ズ 


四十 三 丁 

五十 三 丁 

同  丁 

七十 丁 

八十 丁 

八十 九 丁 

壹 百 丁 


百 w 十三 丁 


第 一 章 宗 敎ヲ 總說ス 其 一 

人類 ノ最モ 尊重 二 シ テ能ク 萬物ノ 首長 タル 所以 ノ モノ ハ現 一一 已ノ スル所 ヲ以テ 足 レリ トセ ズ目ヲ 

殊絕 高遠 ノ 境界 -1 注 ギ望 ヲ 妙奧ナ ル 理想 一 1 屬 スルー 一 在 リ之ヲ 略言 ス レ バ 宗敎ノ 念ハ 人-一 在リ テ 至贵 

至尊 ノ者 ナリ トス 

近頃 吾ガ 日本 ノ 形勢 俄然 ト シ テ 變動 ヲ 生 ジ：. K 下ノ 事物 大 一一 改リテ 制度 典 章 等 モ亦舊 En  ノ 態 一一 非 ズ 今 

ノ 日本 國ヲ見 レ バ 宛 モ 明治 年間 一一 別天地 ヲ 現出 シタ ルガ 如 シ此ノ 新陳交 迭ノ際 一一 ァ タ リ 邦人 ガ頻リ 

ニ宗敎 ヲ輕侮 スルノ 傾向 ヲ呈シ タル ハ更 一一 驚クべ キ 一 1 非ズ況 ンャ從 米 民間 一 1 行ハ レ居 タル 宗敎ハ 或 

ハ 空理 一一 流 レ或ハ 虚誕 一一 陷リ 或ハ 數 百年 ノ 素 食 シ テ徒ラ 11 民ノ 膏血 ヲ消费 シ タル 者故斯 ル 激變 一一 

際 シテ甚 ダ 蔑視 セラ ル 、 ハ 自然 ノ勢 ナリト 謂フべ シ思フ 一 1 彼ノ神 佛ノニ 敎ガ辛 ウジ テ共 ノ； 在ヲ今 

日ノ 世界一 一 維持 シ得ル ハ蓋 慣習 ノ庇陰 一 1 倚リ 姑. E|  ノ餘 澤ヲ被 フリー ーッ 二 ハ 世人 ガ其ノ 思想 ヲ. 5^ き §ヒ 

ノ事  一一 ノミ 用ヰテ 宗敎 ヲ 度外視 スルー 1 出 レリ 風潮 一 トタビ 變リテ 宗敎 ノ 論社會 一一 起ル コトァ ラ バ 必 
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ズャ土 崩 瓦解 ス ル 一一 至ラ ン 世人 ノ敢テ 顧 ミザル ヲ以テ 萬 一 ノ 僥倖 トス ル ハ飼然 一一 乇亦危 ゥシト 云 尸 

ザ ル ベ 力 ラ ズ 

凡ソ亂 ノ始マ ル ャ 事物 ノ得ヲ 知 リテ其 ノ失ヲ 知ラズ 其ノ失 1 一驚 キテ盡 ク其舊 ヲ革メ ント スルー 一 在リ 

吾人 ハ古來 世 一一 勢力 ヲ 振へ ル 宗敎ノ 虛誕ナ ル 一一 懲リ 其ノ弊 ヲ改メ ン ト欲ス ルナ リ然レ iH 世上 一般 ノ 

形狀 ヲ視ル 1 一宗 敎ノ失 - 懲リ タルコ ト ハ即チ 之有リ トイへ 1H 其 弊 ヲ改メ ント乇 セズ漫 一一 之 ヲ度外 一一 

措 キテ顧 ミル コト ナシ 是レ 宗敎 ノ失 一一 懲リテ 宗敎 ヲ亡ボ サン トス ルー 1 異ラズ 叉 痴人 ガ法ノ 弊 11 懲リ 

テ之ヲ 論ズル 一一 足ラズ ト云フ 一一 同ジ li 〈儒べ ー コ ン曾テ 云へ ラク 人民 ガ從來 服シ居 タル 迷妄 ヲ覺リ 極 

メ テ之ヲ 忌避 スルノ 時- 尸 迷妄 ヲ避 クル ノ 迷妄 ァリト 信ナル カナ 言 ャ今 ャ吾ガ 邦人 ガ宗 敎ノ 弊- 徵 

リテ之 ヲ度外 一一 措クノ 傾向 アル ハ 焉ゾ其 蔑視 ス ル 宗敎ノ 迷妄 ヨリ モ更 一一 大ナル 迷妄 ナラザ ルヲ知 ラ 

ンャ 

上文 一一 開陳 シ タル ガ如 キハ實 - 現時ノ 風潮 ナ ルコト 疑 フべカ ラ ズ トイへ ドモ 之 一一 附隨シ テ其ノ 是非 

ヲ問 ハザル ハ 吾人 ノ愧ヅ ベ キコ トナリ 苟ク乇 道理 ヲ重 ンゼン モノ ハ妄リ 一一 世人 11 lis^ セズ 細心 精 思 

シ テ其ノ 正邪 善惡ヲ 判別 セザル ベ カラ ズ然ラ ザ レバ 迷妄 ナル 風潮 一 1 乘ジテ 人性 ノ 大事 ヲ誤 マル 一一 至 

ラン トス 

蓋 シ 人類 ハ 宗敎的 ノ 動物 ナ ルガ 故 一一 坤 輿各國 ヲ 經歷シ 五方ノ 人民 ヲ觀察 スルー 一文 明ノ 程度 政治 ノ規 

模 風俗 ノ好尙 等 1 一至 リテ ハ互 ヒー 1 懸 絕スル 所ァリ トイへ iH 精粗 〈鬼 モアレ 必ラズ 一 ノ宗敎 ヲ奉ゼ ザ 


ル モノ ナシ或 ヒハ淺 薄ナル 行旅 ノ傳說 一一 據リテ 蠻族中 全ク無 宗敎ノ 民ァリ トイ フモ ノア レド 此等ハ 

未 ダ 人生 ノ 事情 一一 通達 セザル モノ、 言 ナ リ 有名 ナ ル ラ I, ッ， 爿 ノ如キ ハ博ク 證例 ヲ 擧ゲ テ無神 ノ民ァ 

ル コ トヲ 主張 セラ レ タレ ド氏ガ 引用 セル 事實ノ 誤謬 多ク シ テ取ル 一一 足 ラザル コトハ 近 來ノ發 見 一 1 由 

リ テ明ラ カナリ -  ント著 非 無神論) 徒ラ 一一 區々 タル 外面 一一 基キテ 所見 ヲ 立テズ 人心 ノ底 蘊-進 

入 シ テ 之ヲ 昆ナバ 何人 トイへ IH 奉 敎心ノ 種子 無 クン パァ ラ ズ無 神家ナ ルヴ オル テ ー ル 曾テ アルプス 

高嶺 二 登 リ萬恨 ノ斷崖 千 丈 ノ絕壁 -ー 臨ミテ 暴力 一一 風雷ノ 激シキ 一一 遭 ヒ我ヲ 忘レ地 一一 跪キテ sWK 一一 號 

哭 シ タリ ト聞 ク敎育 習慣 等ノ タメ 一一 暫ラ ク奉 敎心ヲ 抑制 ス ルコト アル モ內 心ヲ棵 レバ 其 念 勃々 禁ズ 

ル能ハ ザ ルヲ見 ルべシ 

未開 ノ 人民 -1 ハ宗 敎ノ發 育未 ダ 十分 ナ ラザル 一一 由 リ殘忍 愚蒙ノ M ヲ以 テ毫モ 愧ヅべ キコ ト ト做サ 

ズ 宗敎ノ 名義 ヲ以テ 人性 ノ 至情 ヲ 抑へ 信仰 ノ爲 一一 ハ人ノ 得テ忍 ビ難キ コ ト ヲ忍ブ モ ノア リ例 之バ慈 

母 一一 シテ 愛子 ヲ 猛火 一一 投ジ或 《身 ヲ以テ 水中 一一 沈ム ル乇 ノア ルガ 如シ 世ノ輕 躁ナル 論者 ハ斯 ル事實 

ヲ以テ 宗敎ヲ 非難 スル ノ資ー 1 充テ ン トス ルナ ラ ン然レ ！£ 吾人 ハ之 ヲ以テ 宗敎ノ 人心 一一 切耍ナ ルヲ證 

セント 欲ス ルナ リ何 トナ レバ 古へ ョ リ 天下 ノ 人民 ガ 水火 戰鬪 殺戮 ノ中 ヲ事ト モセ ズ己レ ガ 至情 一一 戾 

リ忍 ビザ ル事ヲ 忍 ビテ殆 ド憫笑 一一 堪ザル 宗敎ヲ 奉守シ タル ハ適々 以テ宗 敎心ノ 須臾 モ離レ 難 キヲ示 

ス 一一 足ラ ン 「人類 ハ 上帝 ヲ 索メテ 止マズ ト雖モ 自己 ノ カー 一由 リテ之 ヲ求メ 得 タル モノ 有ルヲ 見ズ故 

一一 世 一一 存在 スル 宗敎 ハ 大抵 彼ノ 未ダ知 ラザ ルノ神 ヲ褻溃 シ甚ダ 無道 ナ ル形狀 一一 陷 リタ ルナ リ 遮莫是 
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眞理 一斑 

等 ノ惡ム ベ キ妄 II ノウ チ 一一 モ高 尙ナル 天 性ノ見 ハル 、 モノ ァリ 蓋此等 摩： 示 敎ハ北 ハノ屮 心ヲ離 レ其ノ 

目的 ヲ 失へ ル靈 魂ノ哀 呼スル 聲ナリ 人類 ハ已レ ノ身ヲ 蔽フべ キ衣 ナキヲ 悲シミ 爭フテ 吾ガ手 一一 躅.， 

タ卜ヒ  ヒメ  *  I , 

ヽ モノ ハ設， ^&褸 一 1 テ モ切テ 《之 ヲ執ラ ント 欲スル モノ ナリ」 吾人 ハ不 經ナル 宗敎ヲ 見ル毎 一一 此ノ 

點 ョ リ觀察 ヲ下セ バ殆ド 同感 ノ 哀情 一一 堪へ 難キ 心地 無 キ ヲ得ズ 蘇國ノ 哲擧 士，^ ュ ガ ル ト， T,^^^^;,^ 

ル ト曰ク 「抑 人類 ハ極 メテ 尊大 ナル モノ ナル 11 其ノ 倨傲 ノ心ヲ 以テ甘 ジテ奇 惟 背理 ノ敎 義ヲ 奉き：： シ 

最 乇 笑 フ ベ キ儀 文禮典 ヲ 迤守シ タル ヲ： レ バ 寧 敎念 ノ深ク 人性 一 1 根柢 セル コ ト愈確 ト シ テ 疑 ヲ容ル 

ベ カラ ズ」 

い  は  イタ  ， 

フランス ノ コント ハ太ク i 示敎 ヲ嫌惡 シ テ 之ヲ 社會ノ 外 二 驅遂 シ 去ラ ン ト試ミ タル 人ナレ ド其ノ 言 一一 

曰ク 人類 ハ益奉 敎心ノ 篤キヲ 加フト 是クノ 如ク言 へ ル ノ ミナ ラズ 良シ 其ノ說 《誤謬 ナ ルー ー乇セ ョ實 

二 規模 雄大 ナル 理擧及 社會擧 ヲ設ケ タル ノ チ私カ - 足ラズ ト思フ 听ャァ リケ ン皮ノ 有名 ナル 人類 敎 

ナル モノ ヲ 創立 セント 企テ タリ 是 レ倨然 タル 實理 學モ 人心 ノ止ム ベ カラ ザル宗 敎ノ念 ヲ即へ カネ 夕 

ル モノー 一  非ズ ャ 人性 ノ 組織 ヲ シ テ大 一一 誤ル所 無力 ラ シ メ バ 吾人 ハ 現象 ノ 境界 マ 逾越シ 萬物ノ 基木ヲ 

求 メ吾ガ 身心 ヲ盡シ テ 敬愛 スべ キ モノ ヲ ia; &フ ヲ禁 ズル能 ハザ ルナ リ 人心 ハ 擧術ノ 開示 スル所 一一 由リ 

テ滿 足セズ 一 ノ 宗敎ヲ 求ムル コト最 モ切ナ リ彼ノ  TT^ 氏モ時 一一 眼ヲ 人性 ノ 至情 一一 注ギ意 ヲ宗敎 一一 

轉ゼ ザ ル ヲ 得 ザ リシナ リコ 已 一一 死 シ テ其ノ 虚誕 ナ ル 思想 ハ汎ク 世 II 行 ハル ベ キ 资格ァ ル モノ  二 

非ズ トイへ ド モ今尙 ホ其ノ 門徒 ト稱ス ル者ァ リ英國 ノ！^ レデリ ッ ク • ハリソ^  ノ如キ 此ナリ 7^ 


叫ハ 安. s: も rn ゴト 一一 公 堂 一一 オイ テ 人類 敎ヲ說 キ以テ 衆人 ヲ 誘導 ス ル 二 汲々 夕 リト云 フ ハ リソ ン ノ宗敎 

ヲ聽ク 一一：：： ク人ハ 婉曲 ナル m 心 想ヲ以 テ足レ リ トセ ズ社 會ハ 單純ナ ル觀念 11 支 セラ ルべ カラ ズ即 

ハ チ " 大ナ ル 敬 崇服事 ノ  nil 的ヲ 要スル モノ ナリ 人生 ノ 更新 ハ 天然 ノ 敬崇心 一一 依 ラザル ヲ は ズ此ノ  ：史 

斬 ノ本原  一一^ カズ シテ 世ノ 改良 更新 ヲ企 圖ス ル ハ 甚ダ 緣由ナ キ事 トス 吾人 ハ 與 一一 迸 德上ノ 親交 ヲ 爲 

サ ンガ爲 11 死物 一一 ァ ラ ヌ活潑 々地ノ 乇 ノ ヲ需ム ト社會 一一 生レテ 圖ル所 アル モノ ハ 生涯 ノ問 一一 少ナ ク 

モ 一. 回 ハ必ラ ズ此ノ  nl^ 大 E 的ヲ 決定 セザル ヲ得ズ 唯其ノ 問題 ヲ考 フル 一一 アタリ テ之 一一 包含 連帶 セル 

S 物ヲ 一 々考. 1^ シテ其 ノ本原 一一 溯ラザ ルガ 故 一一 宗敎 一一 意 ヲ留メ ヌナル ベ シ或ハ 酒銜林 ノ樂ー 1 身ヲ 

♦5^, ネ 或ハ蕃 ヲ爲ス コト最 モ樂シ 我 未 ダ行 フコ ト能ハ ズ トイへ 、ドモ 願 フ所ハ 孔子 ヲ舉バ ント 一一 一一 II ヒ或ハ 

最大 多數 ノ  ：^^ 大 幸福 ヲ求 メ或ハ ハ リソ ン ノ如ク 古往今来 ノ 人類 ヲ 敬崇 シ テ 之 一一 服 ス べシト 云 ヒ 或 

ハ H お：： 敎徒ノ 如 ク 上帝 ヲ 以テ 人生 ノ  ^^.大1111的ト 做 ス等ハ 皆ナ ハリソン ノ 所謂 撲滅 スべ カラ ザル 天然 

ノ  £{ポ 敬 心 一一 根ザス モノ ナリ トス 

* 淑^ 試ミ  一一 m 心へ 我何レ ノ所 ヨリ カ來レ ル我何 ノ爲メ 一  1 シテカ 存スル 我何レ ノ所 一一 カ行 ク此ノ 三 問題 

ハ 人類 ト シテ 吾人 ノ 講究 セ ザルヲ 得ザル モノ ナリ 之ガ 答解ヲ 得ザル 以上 ハ 吾人 ノ心 片時 モ安 キコト 

ヲ 0 ズ ？れ令 講究 ノ服ヲ 星辰 ノ徙 界- ー放チ 實験査 察 ノ 勞 ヲ 物質 ノ間 一一 盡 シ 萬 物 ノ 定規 ヲ明 ラメ 人類 ノ 

心性 ヲ探リ 開化 ノ歷史 及ビ單 ヨリ 複 一一 移 ル 人世 ノ 進歩 ヲ推 シ 鐸 ネ 進化 變遷 ノ 順序 及ビ 北 ハ將來 ヲ 知悉 

ス ルコト アル モ 吾人 ハ特 一一 此等ヲ 以テ心 一一 安 ンズル コ ト能ハ ズ此ノ 天地 一一 オイ テ我ハ 如何 ナ ル 地位 
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ヲ .H: メ 如何 ナ ル 方向 ヲ取ル べキ モノ ナルャ ト云フ 問題 ノ愈 切迫 ナ ル ヲ覺ュ ルナ リ 

3  K ミ 

古人 曰ク 「行 ク川 ノ流レ ハ斷 l-r ズ シテ然 モ本ノ 水 一一 非 ズ激水 一一 浮ブ ウタ 力 夕 ハ ほ ッ消 H a ッ 結ビテ 

ァシタ ユウべ  ナラヒ 

止 マル コト無 シ世ノ 中 ノ人ト 住家 ト叉 之レ 一一 同ジ曰 一一 一生 ジ夕 二死 ヌル 常習 夕 >  水ノ 泡 一一 似 タリ ケ 

ル」 仰 イデ 天 ヲ視ル 一一 茫 々トシ テ其 際涯 ヲ知ラ ズ俯シ テ地ノ 悠久 ナルヲ 想へ バ 天地 長へ 一一 沒セズ 山 

川改 マル 時 無 シ 草木 ャ 禽獸 ャ 各 其 ノ 常理 ヲ得 タリ トイへ iH 三才 中 ノ最乇 露 智 ナル人 一一 至リテ ハ忽奄 

ト シ テ去ル 三皇ハ 大聖 人 今 復タ何 レノ所 一一 力 在 ル彭祖 壽永ノ 年留マ ル コ ト ヲ欲ス レ iii 住 マルコ ト能 

ハ ズ鳴呼 老少 同 一 死 賢愚 復夕數 フル コ ト無キ 二 似 タリ 日出 デ 、 沒シ 叉出デ 、沒ス 人生 ノ妝況 宛乇波 

浪ノ 起伏 スルー ー異ナ ラズ目 ヲ擧グ レバ 天地 盡ク 寂寥 焉 ン ゾ 懂湎 ト シ テ 感慨 11 堪ザル ヲ 得ン或 ハ曰ク 

何ゾ生 ヲ傷ム ノ拙ナ ルャ 宜シク 運命 ノ 趣向 二 委カ セ大 化ノ中 一一 縱浪シ テ喜ビ ズ 叉懼レ ズト ハ 盖眞理 

ノ極處 二 非ズャ ト是レ 剛毅 ナル 人ノ 首ナリ ト見ュ レ iH 其ノ實 ハ即チ 望ヲ絕 チ氣ヲ 落， セル モノ  、悲聲 

ナリ 佛家ノ 所謂 厭 求 者 一 1 非ズャ 昔英國 ノ バ イロ ンハ 無神論者 ノ 眼 ヲ 以テ此 光明 ナル 天地 ヲ 冥々 ノウ 

チ 一一 觀察シ 或 ヒトノ 人生 ヲ 幸福 ト ス ル說 ヲ難リ 一 詩 ヲ賦シ テ曰ク 「我 レ世 1 一生 レ タリ 此ヲ福 ヒナ リ 

イノ チ 

トイ ハ 、"ィ へ 亦 死 ヌル 生命 ヲ 如何 二 セン」 

シィレ ルノ 著書 一一 一 一 少年 森林 一一 遊ビ 山河 草木 ノ 美妙 殊絕ナ ル ヲ 眺望 シ 感 ズ ル 所 各異ナ レルヲ 記セリ 

甲ナル 少年 乙ヲ難 ジテ曰 ク君ハ 何故 一一 此ノ 天地 ノ如キ 喜樂ノ 燦爛ト ノ 充溢 セル 玉盃ヲ 一 顧セ ザルャ 

僕大 一一 之 ヲ怪マ ザ ルヲ得 ズト乙 曰 ク僕此 ノ盃中  一！ 厭 フべキ 一 個ノ 蜘蛛 蠢爾 トシ テ 漂へ ルヲ見 タリ 爭 


カデ之 ヲ樂ム ヲ ST へ キ sf^  ノ眼 一一 ハ 天地 絡 『i ヲ飾リ テ宛モ 絕世ノ 色 アルガ 如 ク見ュ ルナ ラン 左レ ド僕 

ヲ以テ 之ヲ視 レバ 天地 ハ眼焚 ミ顿ま 0 ヲ生 シ虑僞 ノ飾ヲ 以テ漫 一一 頭 髮ヲ粧 へ ル 一個 ノ醜婦 タル 一一 過ギ 

ザ ルナ リ彼レ 晴衣ヲ 着シテ 己レノ 美麗 一一 誇ル トイへ ド モ之ヲ 熟慮 ス レ バ已 一一 百 千 回 ffl ヰ 故 ビタル 舊 

衣ナ リシ ヲ知 ル僕ハ 天地人 生 一一 滿足 スル コ ト能ハ ザ ルナ リト暫 クシ テ甲ノ 曰 ク彼所 11 欝蒼 タル 樹木 

ァ ル ヲ見ズ ャ此レ 、、ソ 僕ノ 初メテ 最愛 ノ ジュ リ ャ I 女 一一 遭 へ ル所ナリ乙曰ク5^ンテ然ル^>然レ iH 回憶ス 

ル モ淚ノ 種 一一 ハァレ ド僕 ハ 曾 テ彼ノ 樹林 ノウ チ 二 オイ テ ラウ ラ ヲ 見失 ヒ タル ナリ 

同一 ノ 世界一 1 棲息 シ 同一 ノ 境- 1 奔走 スト 雖モ 吾人 ノ 所感 11 由リテ ハ此 ノ如ク 懸隔 セル 結果 ヲ生 ズ讀 

者ハ 世上 ノ 事物 烦擾 ナル 一一 紛レ 日夜 風塵 ノ中ー 1 日月 ヲ送リ 謹嚴ナ ル 人生 ノ疑 題ヲ究 察セザ ルガ 故  一 I 

此ノ 宇宙  一 I 往ミテ 宇宙 ヲ知 ラズ故 - ー此ル 思想 ヲ理會 セザル コト乇 ャァラ ン然レ ドモ暫 ラタ ノ間危 座 

正 念シテ 自已ノ 狀況ヲ 靜思セ ョ 吾人 ハ此ノ 世界 - 於テ吾 ガ最モ 愛スべ キ モノ ヲ 見出 シ タル n トァリ 

ャ 吾人 ノ 有様 ハ 茶シテ シィ レルノ 述べ タ ル 甲 少年 ノ 如 クナリ シカ將 タ吾ガ 望 ヲ屬シ タル モノ ヲモ變 

遷消長 ノ 雲霧 中 一一 見失 ヘル 乎 思 フー 一 吾人 ノ世ー I 在 ルャ乙 少年 ノ 地位 ト 趣ヲ異 一一 セザ ルナ リ蓋シ 人類 

ハ愛ヲ 以テ性 トス 故  一 I 吾ガ 生命 ヲ他ノ 生命 ト聯結 シ以テ 相愛 相思 ノ 間- 幸福 ヲ求メ ザ ルヲ得 ズ少壯 

一一 シテ 未ダ多 タノ 世故 ヲ越 歷セ ザルモ ノ ハ人 ヲ信ズ ル コ ト極メ テ深ク 吾 ガ愛ス ル モノ  、完備 ナラ ン 

ヲ期シ 彼 一一 求ムル 一一 無限 ノ愛 ヲ以テ ス 即チ意 へ ラク 人間 到ル所 靑山ァ リ ト此レ 少年 ノ 冀望ナ リ何ゾ 

其ノ 思想 ノ淡薄  一 I シテ忌 ム所無 キヤ 然レ iH 世故 ノ閱藤 幾 ク程モ 無 クシ テ己 一一 此ノ 望ノ 虛キヲ 悟ル而 
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シ テ服前 11 其 人 無 キヲ以 テ之ヲ 往日 ノ事躐 11 尋ネ靑 史ノ上  一 I 見 ヌ世ノ 人 ヲ侶ト セ ント 欲ス西 人ノ听 

ヒ In ゥ オル シップ 

謂 英俊 ヲ禮拜 スル 是ナリ 時ノ流 レー I 溯 リテ古 ヲ懷ヒ 豪俊ノ 胸襟 遣德ノ 活水 ヲ掬シ テ 吾 ガ塵煩 ヲ遗ラ 

ン ト欲ス トイへ m 眼 ヲ定メ 批評 ノ 世- 立チ テ之ヲ 熟視 ス レバ 忽 11 シテ其 水 ノ涸レ 行 クヲ兑 ル我レ 今 

日 -1 共 人 ヲ e: 儿ズ叉 古へ  一 I モ其人 アル ヲ知ラ ズ 蕭條ト シ テ 徐徊空 シキヲ 如何 ン 吾人 ノ 愛慕 セント 欲ス 

ル 现想的 ハ 果シテ 飄ァ ル 乎何ゾ 去ル コトノ 速力 ナルャ 顯聞榮 達以テ 英雄  一 I 更 フべキ 乎 聞 見知 識以テ 

吾ガ 望ヲ滿 タス 一一 足 ル乎我 一 々之-一望 ヲ屬シ 一 々之 一一 失望 ヲ懷 カザル ヲ得ズ 徒 一一 外物 11 向ッ テ此ル 

1  莨 驗ヲ有 スルノ ミ ナ ラ ズ 吾ガ本 我, I 對 シ テ 乇望 ノ期ァ リテ而 シ テ 後 一一 失望 ノ期 至ル ヲ知ル ベ シ 吾人 

ノ世ー I 出 ルャ初 メ許多 ノ冀望 ヲ懷キ 世上 ノ 人事 ヲ信ズ ルコト 極 メテ深 シ 世故 ノ 經驗愈 熟 スルー I 從 ッ 

テ渐ク 此ノ望 ヲ絕チ 忌 嫌 惑ノ念 心中 11 充滿ス ル ヲ覺ュ 之 ヲ以テ 望 ミ多ク 信 ズル所 篤 力 リシ 少壯ノ 

昔日 一一 比ブ レ バ 殆ド 天地 ノ 差異 嚴夂 A 陽春 ノ驟 隔ァリ トイへ IH 漸ヲ 以テ來 ルガ 故 11 吾心 ノ 非常 一一 變化 

セル ヲ知 ラザル ナリ 吾人 ガ 今日 ノ 有様 ハ 望ミ ナ クシ テ求メ 厭フテ 尋ヌ ル モノ 11 非ズ ャ 人心 ノ自ラ 矛 

盾 スルコ トヲ好 ム此ー I 至 リテ極 マ レリ ト謂フ ベ シ此 ノ感覺 ノ漸ヲ 以テ來 ラズ盧 生ガ夢 瞬時 11 驚キテ 

俄 力 一一 失望 ノ念ヲ 生ズル モノ ハ或 ハ自ラ 奮激 シテ 吾ガ 生命 ヲ絕 チ或ハ I 心 發起シ テ菩捉 ノ近ヲ 求ム. 

ル 一一 至ル ffr 西行ノ 如キ ハ卽ハ チ是ナ "或 ハ 在 二 衰世 ハ 懲, I 末 擧枸腐 之 語レ道 也迂、 治 {R 烦擾之 勞レ下 

也濫、 人 ほ 義忠 之遇レ 害也慘 1、 而毘 11 退虛守 默之爲 1 レ 愈老聃 莊周ノ W ノ如 キア ルナ リ 

人世 ハ 斯ク絕 望ノ域 一一 彷徨 シ或ハ ^忌ノ 途 一一 困シ ミ或 ハ. ^無 寂滅 無爲 守默ノ 地 一一 迷フヲ 以テ發 兒究 


察 ノ極所 ト做ス モノ ナル ャ將タ 外力 一一 求ム ベ キノ 道 アル ャ是レ 至大 ノ 問題 一一 非ズャ 

デ ランス ノ パスカル 曰ク 吾人 ハ 自已ノ 狀況ヲ 細 力 - 思察ス ルキハ 天地 ノ  我ガ心 ヲ慰メ 得べ キ モノ 

有ラ ヌ5^^ーー£!-敢ナキ モ ノナ" 世ノ 帝王 一一 ハ 多 クノ臣 妾傍ラ -I 侍シ 百方 カヲ 盡シテ 自已ノ 身上 ヲ顧ミ 

ル ュ ：ぶ ナ カラ シム ルガ 故 -1 辛 ウジ テ其ノ 心 11 安易 ナ ル ヲ覺ュ ルナ" ト思 フー 1 世人 ノ  -en 已 一一 於ル ャ時 

ト シ テ 帝王 ノ 有様 ,1 同ジ余 ハ 目ヲ閉 ヂ危キ ヲ覺 H ズ シ テ 薄氷 ヲ踏 マン ョ リ無乃 目ヲ開 キ危ゥ キヲ見 

而シ テ之ヲ 救フノ 堅固 ナル地 ヲ求メ ン ト欲ス ルナ リ 

世人 或 ハ曰ク M 理ハ 到底 究 ム ベ キー I 非ズ 眞正 ノ 幸福 ハ得テ 望ムべ カラ ザル モノ ナリ 說？ < ；ノ如 ク人ノ 

= -ヲ 3 え ふ シテ 憂愁 ノ情 ヲ發ス ル ハ徒勞 ナリト i ふへ テ曰ク 其 心中 坦然 トシ テ毫モ 顧慮 ス ル所 ナク妄 

  ゥシナ 

リ 11 斯ノ如 キー 一一 一口 辭ヲ 發スル モノ ハ未ダ 世ヲモ 我ヲ乇 知ラザ ルナ リソ a ン曾テ 愛子 ヲ 亡ヒテ 悲シム コ 

ト^ シ 或 人 之 ヲ慰メ ン トシ テ曰ク 子ガ悲 シムハ 徒勞  一 I 屬 スルー I 非ズ ャ ト ソロン 曰ク然 リ氽ハ 徒勞ナ 

ルヲ知 ルガ 故  一 I ハ俭哀 マ ザ ル ヲ 得ズト 吾人 若 シ眞實 -1 世ノ 事物 ヲ 思考 セバ ソ n ン ガ子ノ 死 ヲ哀メ ル ト 

同 I  ノ 感ヲ懷 カザル ヲ得ザ ルナ リ  . 

之ヲ 耍スル  一 I 吾人 ハ 限界 一 1 制 セラ レ^^！ダ不完全ーー シテ 獨立ス ル コトヲ 得ザル モノ ナリ 西哲 ノ 所謂 萬 

有 中 ノ最モ 脆弱 ナ ル モノ ナリ 吾人 ハ之  一一 f テ 生命 ノ 短縮 ナ ル コ ト及ビ 識見 ノ狹 隘ナ ルヲ悟 ル然レ 

m 吾ガ纖 性ノ妙 ナル此  一 I 一  倘ノ 意想ヲ 生起 ス ル トキ ハ 必ラズ シ モ之ガ 對偶ヲ 思 ヒ起サ ..、 ル ヲ得ズ 吾 

人ハ 已レガ カノ 限 アル ヲ知 ル片ハ 必ラズ 其 對偶ナ ル 無限 ノ 存在者 ァ ルコト ヲ知. ル 吾人 ノ 脆弱 短命 ナ 
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.  眞理 一 斑  一〇 

ルヲ悟 ル片ハ 全能 ナ ル 永住者 ヲ想 ハザル 「能 ハズ且 夫 レ人ハ 交 親 相愛 ヲ性ト シ之ガ 目的 タルモ ノノ 

無限 ナラ ソ コト ヲ期ス 無限 者 一一 非 レバ 吾ガ心 ノ望ヲ 途グル 一一 足ラザ ルナ リ此ノ 無限 ナルモ ノト ハ F— 

タノ ミ 

ゾ ャ此ノ 絕對ナ ル モノ 何 レノ所 11 在ル ャ吾 ガ憑ト シ テ 心 ヲ安 ン ズべキ モノ ハ 誰ゾ ャ之  一 I 答 ヘント 欲 

スル ヨリ 世 一 1 俊秀 ノ  士 東西  一 I 輩出 シテ 多クノ 宗敎 ヲ 與起 シ 各 其眞理 ト認 ムル所 ヲ以テ 世ヲ救 ハント 

企テ タル ナリ 吾人 ノ 本務 ハ 之 ヲ討 尋シ テ眞理 ノ何レ 11 存スル ヤヲ 求ム ルー 1 在リ トス 

吾人 ハ特 一一 天然 ノ 制限 ト ほ己ノ 脆弱 ナル 事トヲ 知覺 シ テ 心 一一 其 ノ 重任 ヲ荷 ヘル ノ ミナ ラ ズ天ノ 明 命 

ナ ル 吾ガ 良心 一一 徵シテ 之ヲ考 フル 1 一 人類 ハ 盡ク： 道 一一 背キテ 邪曲 ノ 岐路 一一 迷 ヒ 世界 ハ 之 ガ爲實 一一 汚 

レ タル 所ト成 リ茶テ タル ヲ 知ル S 訊 宇宙 ハ井然 タル 秩序 一一 テ 充滿シ タル モ ノナリ 西 人之ヲ 「コスモ 

ス」 ト名ケ 東 人 ガ天ヲ 見 星辰 ノ 附麗 排列 呰其 ノ所 11 居 ルヲ頌 シテ天 一一 焕乎 タ ル 文章 ァ リト叫 ビタル 

乇實ー I 左ル事 ナリ然 レドモ 唯 人類 ハ此ノ 秩序 ノウ チ 一一 在 リテ 罪惡 ヲ 行 ヒ 肉 慾ヲ縱 一 1 シ テ妄リ 一一 紛亂 

ヲ生 ゼリ故 一一 「善ェ ヲ助ケ 美事 ノ 媒介 トナル ベ キ 物理 モ 今日 ハ人ノ 悪 一一 便 リス ル コト ヽナリ 太陽 ノ 

如キモ 適々 以テ 匪徒 ノ 害毒 ヲ 流スノ 手段 トナリ 地味 ノ富 饒ナル モ惡愁 放恣 ヲ競ハ シム ル所ト ハ ナ レ 

リ」 吾ガ 一 心ヲ顧 ルー 一 私情 猖獗 一一 シテ 眞正ノ 自由 ヲ保チ 難 タク 自ラ 反省 シテ靜 力 一一 思フ トキ ハ卽チ 

哀聲ヲ 發チテ 嘆 ジテ曰 ハク 蓋 我 所, 爲者、 我不レ 取、 緣二我 所.， 欲 者、 我不 レ行レ 之、 我所レ 悪者、 我 新 行,， 

之、 若 我 行 11 所： ；不 い 欲 者 T 則 允證， 1 律法 爲 &I 矣、 即行 レ之者 非， 我、 乃 居， 一 於 我 1 之 罪 也、 蓋 我 知, 無, 二 

善 居 11 於 我 即於我 肉 i 蓋 有 n 愿在 I. 我、 化. 不 レ克， 行, 善、 蓋 我 所, 欲 之 善、 我 不レ行 VN、 我 所 レ不レ 欲 之 


悪、 我斯 行， 之、 お 我 行い 所： レ欲、 則 行 1 之 者 非 1 我 也、 乃 居 11 於我衷 1 之 罪 也、 n:.! 以我. E レ 此覺, 有 二 

； 法？  § 我欲：， 行, 善、 乃 有 二 悪 偕 <A 我、 蓋我以 1ー在- 內之 人； 悅， 一 於 神 之 法； 惟 我 見 有, 一 他 法 在 一一 我狭體 7 

戰， 一 於 我心 之 法 1 而擄, 我、. 服 申 我 狡 體中之 罪 之 法/噫、 我 也 困苦 之 人 哉、 誰將 1 救 11 我於此 使/死 之 

體 1 乎、 ト加之 ft{ 心ハま t 胜ク 吾人 ヲシテ 怯 Si ナ ラシ ム已ュ 彰々 タル 正 善 ノ法ヲ 犯シ身 ハ此レ 天地 ノ罪 

人 ナルコ トヲ知 ル我誰 一一 對シ テ此ノ 責任 ヲ負 擔ス ル ヤヲ 明 知セズ トイ へ ド モ萬物 共 一一 我ガ罪 ヲ嗚ラ 

シ 我ヲ懲 サン トス ル 一一 似 タリ 噫 我 之 ヲ免レ ン ガ爲メ 一一 何ヲカ 爲ス可 キト 是ノ 如キ 感想 ハ少シ ク端莊 

ノ 性質 アル 君子 ノ 必ラズ 起 ス所ノ モノ ナラ ン 吾人 若シ 義務 責任 ナド云 へ ル觀念 一一 注 思 シテカ ントノ 

カテゴリ カル • イン ペレ チブ  ，  . ：  ， ， 

所謂 倫 现ノ無 上 大法 ノウ チ 一一 含蓄 セル 事物 ヲ担究 セバ威 儼 堂々 吾人 ヲメ 危坐 正 念 セシム ルノ域 

亍進 ミ人ル ベ シ义**^ロガ私心日 々增長シテ自ラ之ヲ如何ト モス ル 一一 由ナ ク吾ガ 今人 ハ 故人 一一 壓セ ラル 

スゥぺ 

ルコト 極 ヌテ； a シ キノ 狀 態ヲ哀 シ ミ 疾痛 嗟嘆 スルー 一方 リテハ 知ラズ く眼ヲ 無限 ノ境 一一 放 チ望ヲ 超 

理 ノ鄕 一一 屬スル 1 一至 ル是叉 宗敎ノ 起レル 一 大 原因 ト做ス 一一 足 ラン 固 ヨリ 罪悪 ヲ知 レル コトハ 基 

督敎 11 至 リテ始 メテ其 正. ヲ得 タル コ ト 一一 テ其レ ヨリ 以牲 ハ罪惡 トイ へ ル語ノ 意義 中  一 I 似 モ付カ ヌ事 

物ヲ 混同 シ甚シ キー 一至 リテハ 之 ヲ以テ 物 體若ク ハ 疾痛勞 苦 等 ノ事ト 同 一視 スル モノ ナキ 一一 ァラズ 左 

レバ 天下 ノ宗敎 ハ皆ナ 上文 ノ如キ 意義 一一 テ罪 惡ノ觀 念ヲ含 メリ ト斷 定スル コトヲ 得べ カラ ズ余 ノ說 

ハ是 ノ如キ モノ 一一 ァ ラ ズ タ ..、 其ノ 思想 一一 精粗 純雜ノ 別 アル 一一 拘ラズ 人類 ノ 良心 及 罪惡ノ 觀念 ハ 宗敎 

ヲ 生起 スル 一一 オイ テ大 一一 力 アリシ モノ ナリト 論ズル 一一 在リ 

第 一 章 宗敎ヲ 總説ス  二  . 


此ノ 外人 性 一一 他ノ 一大 原理 ヲ 具有 セ リ 原因結果 ノ 關 係即チ 此 レナ リ 吾人 此理ヲ 知 ルガ 故 一一 吾 耳 rH 等 

一一 感觸ス ル所ノ 顯象ヲ 觀察シ テ其ノ 由テ來 ル所ノ 原因 ヲ究ヌ ント欲 スルノ 念ァリ 是ノ 如キハ ヒ トリ 

擧術ノ 起レル 所以 ナルノ ミ ナラズ 生死 ノ理 人世 ノ由 來ヲ考 _ ^：シ 萬物ノ 原因 ヲ探 ルヲ 本色 トス ル 宗敎 

ノ 起レル 一原 因 ナリト 云 ハザル ベ カラ ズ彼 ノ實驗 論者 ガ 講究 ノ區域 ヲ顯象  一一 ノミ 限レル  一 I モ 拘ラズ 

歐西 / 學術 ク駸々 乎 トシ テ 宇宙 ノ 原因 論 一一 直進 シテ止 マ ズ 原因結果 ノ 關係ハ 固 ヨリ 人性 ノ 大道 理ナ 

レバ 僅々 少數 ナル學 者ノカ ヲ以テ 消滅 シ 得べ キ 一一 非 ルナ リ宜 ナル哉 獨乙國 ノウ ルリ シ氏ガ 原因 ノ 主 

義 ヲ以テ 宗敎ノ 直接 ナル 本源 ナリト 謙ケル ャ  . 

以上 揭ゲ タル 如 キ 因由 ヨリ 世 一一 宗教 ハ起 リシナ リ 其 由 テ來 ル所ノ 主義 須更 モ 人性 ト離ル ベ カラ ザル 

ガ故 一一 之 一一 基 ク所ノ 宗敎 ハ 永 ク社入 i! 一一  忘ラ ルべ キー 一 非 ルナ リ 英國ノ 非 基督 敎 論者 ナ ルチ ン ダル 氏 云 

ク 無神說 ノ辯論 ハ人ノ 性情 ヨリ 宗敎 ヲ 驅逐 スルー 一由 ナシ 論理 學ハ 吾人 ノ 生命 ヲ靡 フコト 能 ハ ズ 宗敎 

ハ 即チ宗 敎家ノ 生命 一一 非ズ ャ宗敎 ハ 意識 ノ 實驗ナ ル ガ故 一一 全ク 論理 學ノ 攻擊 シ及バ ザル所 ナリト 

第二 章 宗敎ヲ 總說ス 其 一一 

現界ハ 獨リ自 ラヲ以 テ完具 シ得ル モノ 一一  非ズ見 ri ル 世界 ハ見 H ザル 世界 ト聯結 シーア 初メー  1- 全キヲ 

得べ シ 有限 ナル我 ノ求ム ル所ノ 無限 ノ 永住者 ハ何所 一一 在リャ 吾人 罪惡 一一 壓セ ラレ テ 自 ラ之ヲ 如何 ト 

モ ス ル能ハ ザ ルに困 ム我ヲ 助 クル 超 理ノ鄕 何 所 11 カ在ル 宗敎ノ 必要 此 一一 於テ 力 起ルモ ノト 云フべ シ 


古へ ヨリ 東西 諸國 -1 ハ多 タノ 聖賢 世々 出シ 宗敎ノ 眞理ヲ 講究 シチ 人生 ノ疑題 ヲ解說 セント 企 千 タ 

リ地ノ 形 狀ヲ考 へ 陸土ノ 排置ヲ 視察 ス レバ 太 西 二 陸土ァ ル べキコ ト 必然 ナリト 思ハ ル 故，； nrD:T^ 

ス ハ 眼 未 ダ之ヲ 見ズ足 未ダ之 一一 觸 レズ ト雖此 太 西 一一 陸土ァ ル ヲ信ジ 百艱撓 マ ズ 四方 一一 周旋 シ テ舟ヲ 

赠シ 萬紙ノ 波濤-一 乘リ 出デタ リコ P ンバ ス ノ舟已 11 數日ノ 間 海中 一一 漂 ヒ人々 更ル- ^遙カ 一一 西ノ方 

タ ナビ 

ヲ眺メ 茫渺 タル 水際 二 一朶 ノ 黑 雲腌藹 ケルヲ 望 ミ チ歡喜 一一 堪へズ 地 ァリ地 ァリト 呼べ ルナ ラン 然レ 

共 舟行 愈 進 ミチ 又 前 路ヲ見 レバ 此 ハ 如何 一一 翁 一一 發見シ タリ ト思 ヘル 陸土ハ 穴 エタ 一 片 ノ雲ト ナリテ 跡 

モ ナ シ 海路 數日ノ 間斯ノ 如キ事 其の 幾 次 ナルヲ 知 ラズ舟 飾等此 一一 於 千 力 次第 一一 望ヲ失 ヒ瞻ヲ 落シテ 

栗 一 1- ハ 大陸 ノ 存在 ヲ疑ヒ 終 一一 舟行 ヲ止 メ航ヲ 轉ジチ 故山 二回 ル事ヲ 謀リ甚 シキハ コ 口，； ST1 ス ヲ殺サ 

ン トス ル ニ至レ リ然レ 共 剛毅 ナル コ 口 l;ST,T<l ハ 犬然ノ 法則 ヲ信ズ ル事厚 キヲ以 テ益其 志 ヲ固ゥ シ怒 

濤及ビ 人心 反覆 ノ嶮ヲ 冒 シテ終 一一. 亞米利 加ノ大 洲ヲ發 見シ功 Is. ヲ 千載 ノ下 一一 留ム ル コトヲ 得 タリ 吾 

人此 ノ世ノ 形勢 ヲ熟察 シ 心意 ノ向フ 所ヲ考 ウル 一一 無限 ノ境 全備 ノ地 アル ヲ望マ ザルヲ 得 ズ 菴萬有 ハ 

萬 有 一 1 超越 スル モノ ヲ須ッ テ 初 テ 全璧ト ナルヲ 得べ シ此故 1 一世 ノ 俊秀 拔萃 ノ 君子 發見 ノ舟ヲ 宗敎 ノ 

大海 一一 浮 ベ 眞理 ヲ 講究 シチ倦 マズ殆 ド 其 問 一一 生活 シ 其 間 1 一老 タル 者 古 今 其 人 一一 乏 シ 力 ラ ズ 然 レ 共 見 

，ル 所未ダ 至極 ノ域 一一 達 セ ズ或 尸 空 现ヲ 認メテ 眞理 ト做 シ或 ハ甚シ キー 一至 リテハ 倫理 ヲ紊リ 人世 ノ秩 

序 ヲ 害フ乇 ノア リ或  <  退潮 ノ時 一一 ノミ辛 ウジ 千 水上 一一 見ハ ル 、 コト アル 暗 碟ニ 跨リ 安全 ノ 大陸 此 11 

存セリ ト呼ブ モノ 少 カラ ズ 昨 是今非 甲 輿 レバ 乙 之ヲ仆 ス 宗敎ノ 眞理何 所 二 在リャ 今日 マ デ ： 大下ノ 人 

第二 章 宗敎ヲ 總說ス  き  ニニ. 


ガ 宗敎 ヲ 講究 シ タル 有様 ハ恰カ モ秦ノ 始 皇帝 ガ 不老 ノ藥ヲ 求メン ガ爲ー 一方 士徐福 ヲ來海 一一 遣 シ タ リ 

トイへ 共 如何 一一 ナリケ ン其 音信 ヲ乇聞 カズ 徒ラ 二 不死 ノ望ヲ 懷キッ ゝ モ 果敢 ナク此 世ヲ逝 リタ ルガ 

如 シ果シ テ 宗敎 一一 眞理 アル 力 我 必ラズ シモ其 ノ然ル ヲ知ラ ズ寧ロ 去 向 ヲ轉ジ チ 飲食 ノ鄕 一一 歸リ 良シ 

ャ 頃刻 ノ 間ナル 一一 モセ ョ世 ノ快樂 ヲ取ル 一一 如 ズト是 レ恐ラ クハ世 ノ宗敎 ヲ索メ チ望ヲ 失へ ル モノ ノ 

言 ナ ラン 然レ 共是 レ TTBTTK 一一  從 ヘル 水夫 ノ 議論 ノ ミ決 シ チ 沈勇 剛毅 ナ ル コ —^.TT^  ノ 與スル 所 

一一 ァ ラザ ルナ リ飢渴 義ヲ慕 フ乇ノ ハ福 ヒナ リ其人 ハ 必ラ ズ飽ク コ トヲ 得ント 聖書 ノ言豈 我 ヲ欺ン ャ 

暫ラク 忍耐 シ テ 吾ガ說 ン ト欲ス ル所ノ 基督 敎ヲ 講究 セョ必 ラズャ 吾ガ 心ヲ 安ンジ 丁身ヲ 立ルノ 大地 

ヲ發 見スル 一一 至ラ ン 讀者ョ 宗敎ノ 道理 ハ 人生 ノ 關スル 所 極 メテ大 イナ ル モノ ナリ 21- シ チ 其 中 一一 發見 

ス ベ キノ 眞理 アル コ ト無 ク バ 吾人 ハ全ク 望ナ キノ 世界一 1 住 メル ナリ 吾人 ハ 虚僞 夢幻 ノ 間 一一 奔走 ス ル 

一一 過ギズ 嗚呼 宗敎ヲ 棄テ復 ビ顧ル 一一 足 ラズト 做スコ ト 決シテ 容易 一一 非ル ナリ *€1 哲曰ク 人 ハ自ラ 生死 

災厄 無知 ノ害惡 ヲ免ル 、 ノ路ヲ 知 ラザル 一一 由 リ故ラ 一一 此等ノ 事 ヲ思ハ ズ シ テ以テ 一 身ノ安 カラ ン コ 

ト ヲ求ム ト何ゾ 人ノ陋 ナルャ 試ミ. 一一 思へ 冉々 タル 征途 ノ間誰 レカ是 長年 ノ モノ ゾ吾ガ 身 內ノ事 一 朝 

改變シ 來ル之 ヲ止メ ン ト欲ス ルモ 得べ カラ ズ況ン ャ彼ノ .1^ 外ノ 事悠々 タル 通 ト塞ト ヲャ夏 木繙カ 

一一 陰ヲ 結べ バ秋 蘭已 一一 露 ヲ含ム 人 誰 レカ能 ク斯ル 思想 ヲ免ル 、 コトヲ 得ン又 吾人 世-一 出デ 、 S 夜 

汲々 トシ テ 業務 一一 奔走 シ計畫 圖維ス ル トコ B 算 フル 一一 堪へ ズ然レ 共 時 一一 居 易が 懷慨ノ 詩 ヲ思ヒ 出 

ルコト 無 キヲ得 ル乎曰 ク裁植 我 年晚。 長 成 君 性遲。 如何 過 二 四十？ 種 二 此數寸 株？ 得 レ見レ 成レ陰 


否。 人生 七十 稀。 ト 見ズャ 人生 艱辛ノ 狀ハ世 ノ文擧 11 發シテ 其 ノ聲色 最モ偶 レムべ キ モノ ナ リ之ヲ 

思ハザ ラント 欲 スルモ 得べ キー 一 非 ズ余ハ 已レノ 茶敢ナ キヲ知 ラザル 屠所 ノ羊 タラ ン ヨリ ハ無 乃之ヲ 

知 ルノ人 タラ ン ト欲ス 西哲 云ハ ズ ャ人ノ 大ナル ハ 已レノ raK 敢ナキ ヲ知ル 一一 布 リ木ハ 已レノ 敢ナキ 

ヲ 知ラズ 吾人 ノ 果敢 ナキヲ 知ル ハ 果敢 ナキ コト ナルべ シ然レ 共吾ガ 果敢 ナキ ヲ知ル ハ 尊貴 ナ ル事ナ 

リト此 言^^ 氏 ノ說ト 符合 ス 曰ク余 ハ豚ト ナリテ 滿足セ ン ヨリ ハ無 乃不滿 足ノ人 タラ ンコト ヲ願フ 

ト 宗敎ノ 理ヲ尋 え. テ滿 足スル コ ト能ハ ザ レバ トテ 忽チ之 ヲ棄テ 、顧 ミズ 風 類 ノウ チ 一一 滿足シ 飮食ノ 

鄉 一一 遊ビテ 人ノ人 タル コ トヲ 得べ キ 無限 ノ地ヲ 求 メズ ン バ焉ゾ 氏 一一 愧ル所 ナキヲ 得ン鷹 ハ飛禽 

ナリ トイへ 共生 肉 一一 非 レバ 食セ ズ飛禽 スラ已 一一 斯ノ 如シ 況ンャ 人類 ヲャ 吾人 若 シ 吾ガ 本性 ノ间 ス 

ベ キ乇ノ ヲ得ル 能ハズ ンバ 憂愁 悲慟 シテ之 ヲ求ム ルノ 人トナ ラン ノ ミ況 ンャ宗 敎ノ眞 现必ズ シモ知 

リ難キ 一一 非ザル 11 オイ テヲャ 

人後， I 天地 1 生、 知 二 天地 之始 T 先 n 天地 一死、 知 二 地 之 終 T 天地 之 終始 在 二 一 身？ 人類 ノ靈能 ハ其作 W 

驚 クべキ モノ ァリト 謂ハザ ル可ラ ズ然レ 共或擧 者ガ言 へ ル如 ク人ノ 尊責ナ ル ヲ知ラ シ メ ズ シ テ其ノ 

禽獸 一一 近キ ヲ見セ シム ルト其 微弱 ナルヲ 示 サズシ チ其ノ 尊大 ナルヲ 知 ラシ ムルト 一 ー者大 一一 里 ハナ リト 

ィへ其 害 タル コト 一 ナリ兩 ツナ ガラ知 ラシ メザ レバ 其ノ害 タル コト更 11 甚シ ト善ィ カナー 一一 一 II ャ蓋 世人 

ノ 敎法ヲ 論ズル ヲ見ル 一一 動乇 ス レバ 妄リ 一一 人知 ノ 尊大 一一 誇リ限 リアル 才能 ヲ以テ 限 リナ キ 事物 ノ準 

的 ト爲シ 吾ガ思 フ所必 シ乇是 ナリト 想像 シ以テ 上帝 ノ施爲 政治 ヲ 非難 シ或ハ 自家 ノ狹^ ナル 見聞 一一 
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眞 理 I 斑  一 六 

基 キ以チ 1K 啓 ノ說ヲ 攻撃 セン トス 其 事 タル 素 ヨリ 人類 ノ分 ヲ忘レ 倨傲 ナル 思想 ヲ逞 ウス ル モノー 一  シ 

テ我ノ 可 タル ヲ知ラ ザ ルー 一 坐 スルノ ミ Tv^、 ヴォ ルテ. I ル者流 ノ 議論 卽 チ此 ノ範圍 一一 屬ス歐 西 一一 

チ ハ斯ル 非 基督 敎論 全ク其 跡ヲ斂 メタル 一一 ハ有ラ ぇド 人智 ノ 分限 ヲ 知覺ス ルコト 昔日 一一 勝 レリ ト謂 

ハザル ベ カラ ズ吾ガ 日本 國 一一 オイ チ ハ宗 敎ノ 議論 ハ 大抵^ オル テ， "刻、 等ノ 範圍內 一一 在ルヲ 

ォ え 

見レ世 一一 我ハ 東洋 ノ哲舉 者ナリ トー 一一 一 n ヒ ナガ ラ ぺ ィ ン 者流ヲ 祖述 セント 欲スル モノ アル コソ 可笑シ ケ 

レ斯ル 反 對論ハ 余 今之ヲ 論破 スル ヲ 1;^ トセ ズ 

然レ 近来 二 至 リ此ニ 叉 一 流ノ§ ァリ其 ノ說ニ 曰ク 人類 ノ 知見 ハ 無限 絕對ノ 域 二 達ス. ル コ ト能ハ 

ズ 宗敎ノ 事 ハ 吾人 ノ得テ 知ル ベ カラ ザ ル所ナ リト世 二 不可 識論 ト稱 スル モノ 此 レナ リ 

ヒサ、 ン  ■   1  

抑此ノ 不可 識論 ナル モノ  、由 テ來ル ャ尙矣 其 極 子ヲグ リシ ヤノ 詭辯. 者 流 ニ發シ ヒゥム ハミルトン 

TTTX 等 ヲ經テ IIK^r^l^J,^  二 至 リテ其 ノ高點 二 達 シ終ニ 宗敎 ヲ以テ 一 切 不可 識ノ 部內ニ 抛 却 スルコ 

ト 、 ハ ナレル ナリ 前章 ヨリ 續ィ テ縷々 開說 セル 始ク 宗教心 ハ 人類 ノ 固有 物  一一 メ苟 クモ横 縦 C ルノ人 

ナラ ン 二 ハ 必ラズ 宗敎ヲ 奉ズル ノ念ヲ 懷 カズ ンバァ ラズ此 ノ若ク 人類 ノ冀 望シテ 鋭意， 5^ ラ ント欲 

スル 事物 アル 二 モ 拘ラズ 造^ ハ之 ヲ滿足 スルノ 準備 ナシ ト說ク 論者 ノ考 モ亦奇 ナラズ ヤスべ ン セル 

氏ノ 如キ ハ 彼ノ 不可 識的ノ 者 二 對シ テ 人類 ノ 奉敎心 ヲ注グ べシ トイ ハレ タル ャゥナ レド最 モ惟シ 力 

ル 論ナリ トス 何トナ レバ 吾人 ハ 不可 識的ノ 者 ヲ拜ス ルコト 能ハ、 ザ レバ ナリ漫 二 不可 識的ノ 者 ヲ拜セ 

ョト 云フハ 罕スべ ク敬 崇スべ キノ 理ヲ 知ラズ シ テ之ヲ 敬拜セ ョト云 フニ 同ジ哲 ノ宗敎 ハ此ニ 至 


リテ 迷妄 惑溺 ノ 信仰 ト其^ ヲ  一 二 ス 偶像 菩薩 ヲ敬 崇スル 匹夫匹婦 ノ宗 敎ト何 ゾ撰バ ン 

說者 口 ク盖シ 人智 ノ限 リアル ャ 決シテ 無限 ノ境ニ 渉 ルヲ得 ズ之ニ 涉ラ ン ト試 ミル ハ遊ダ 倨傲 ナル コ 

トナリ 之 二 反シテ 不可 識論 ナル モ ノ ハ最モ 謙遽ニ シテ 道理 二 適 ヘル モノ ナリト 

答 へ テ rn ク子ガ 所謂 謙 遮 ト ハ 如何 ナルコ トゾ ャ吾ガ 五官 ヲ以テ 直接 二 知リ難 キコト ハス ベ テ 疑惑 二 

附シテ 顧 ミズ 天 地 ノ理ヲ 察 シ吾ガ 至誠 ノ情 ヲ究ム レバ 如何 シテ モ問フ コ トヲ禁 ジ難キ 問題 ヲ妥リ 二 

抑制 シ テ 是 レ 不可知的 ノ 涯域  一一 M ス ト斷首 スルヲ 眞正 ノ 謙遞 ナリ トス ルカ 眞正ノ 謙遽 ハ 造化 無盡藏 

ノ眞理 二 關シ I： 女リ 二 是非 ヲ斷 定スル コトヲ 好 マ、 ザル モノ ナレド 又妄リ 二 眞理ヲ 放 郷スル モノ  ニ非ル 

ナリ 余ハ人 意ノか „g 測 ヲ以テ 宗敎ノ 是非 ヲ呶々 スルノ 非 ナルヲ 知 ル然レ m 彼ノ 不可 識論 ナル モノ ハ人 

心ノ 0; 弱ナ ルヲ： E ゃァ 謙遍ノ 道ヲ學 ベリ ト揚 首スル 二 モ 拘ラズ 實際ハ ：® ダ 倨傲 ナル モノ ナリ T^T ノ 

知事 ピラト ガ M 现ト ハ 何ゾ ャト云 ヒッ、 答へ ヲモ 待タ デ席ヲ 起チ タル 若キ ハ 恰カ モ 今ノ 不可 識論者 

ノ  ロ氣ニ 似 タル 所ァ リ然レ iH 吾人 尸 ピラト ヲ以テ 眞正ノ 謙 遞ヲ懷 ケリト 做スべ キカ將 タ身宗 敎ノ眞 

理ヲ 感悟シ 確乎 ト シテ 之ヲ信 ジ毫モ 己レノ 思想 ヲ疑ハ ズ單身 虎 娘 ノウ チ 二 立テ iH 從容 トシ テ屈 スル 

色ナ ク彼ノ  乂：；： 々タル 天ヲ仰 ギ意ヲ 靈ナル 無限 鄕 一一 注 ギ赫々 タル 天父 ノ榮 光ヲ仰 ギ斷然 眞理ノ 所在 ヲ 

明 曾 シ タル 耶穌ヲ 以テ 倨傲 者ト爲 ス ベ キ乎敝 衣 ヲ着シ テ 狐紹 ヲ着シ タルモ ノト 立チテ 愧、、 チザル モノ 

ハ其レ 子路ナ ルカ 然レ 其實際 二 就テ 子路ト 美服 ヲ着シ タル モノ ト孰レ カ最モ 倨傲 ナ リシ ャ ト問ハ 

.  ォ乇ヒ   

バ 余 ハ 子路ガ 傲然 敝衣 ヲ以テ 富人ヲ 蹂躪 シ 去ルノ 想 無力 リシ 1£ 言 ヒ難キ ヲ覺ュ 西 人 ノ說ニ 彼 ノデォ 
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ハ 更ニ大 イナ ル 傲慢 ヲ以 テ^^^  ノ 傲慢 ヲ 蹂躪 セリト 見 ヱ タリ 天下 似テ 非ナル 謙遞少 ナカ. 

ラ ズ 不可 識論豈 亦 之 二 外 ナルべ ケンャ 

思 フ 一一 不可 識論ノ 如キ 辯論ヲ 以テ 宗敎ノ 行路 ヲ 杜絶 セント 欲 スルハ 甚ダ徒 勞ナリ ト云ハ ザルヲ 得ノノ 

盖 吾人 ガ 宗敎 ノ眞 理ヲ知 ルー ー堪 フル ノ識カ ヲ有ス ルャ否 ヤヲ 斷定 セント 思 ハ、、 、. 宗敎 ニ係ル 吾ガ 心 ソ I 

ノ 思想 ヲ 究杏 セ ザ ル ベ 力 ラ ズ 已 一一 思想 ヲ究杏 セント 欲ス ルキハ 自然 吾ガ 思想 ス ル所ノ 事物 ヲ檢 定セ 

ザルべ カラ ズ何 トナ レバ 思想 ナル モノ ハ其ノ 思想 スル 事物 ト離 レテ 成立 スル モノ  二 非 レバ ナリ故 二 

吾人 ガ宗 敎ノ  K 理ヲ 推究ス ルノカ アル ャ否ヲ 考察 セ ン トス ルハ ^^^^ ノ官 へ ル如ク 取リモ 直サズ 

之ヲ 思辨シ テ 吾人 一一 幾分 力 其カァ ルヲ 證スル モノー 一  非ズ ャ試ミ 一一 視ョ彼 ノ禽獸 ハ自ラ 仁義 ノ性 無キ 

ガ故 ニ己レ 二 之無キ ヲ覺ラ ズ獨リ 人類 ハ己レ 此ノ性 アル ヲ以テ 禽獸ニ 之 無 キヲ知 ル若シ 人 ヲシテ 全 

ク無 浪的ノ モノ ヲ知 ルコト 無力 ラシ メ パ 豈 能ク已 レ 一一 此ノ識 力無 キヲ 覺ラ ン 幾分 力 之ヲ スルノ 

り ァリ此 二 於テカ 己レノ 知見 淺近 二 シ テ全 カラ ザ ルヲ覺 ルコト ヲ得ル モノ トス 彼ノ 不可 識論 ノ 

ヲ た^ 一一  措キ テ 絕對 無限 的ノ 事物 ヲ きいん さぁ^^ノ 列 一一 伍セザ ル間ハ 吾ガ 人類 二 宗敎ヲ 知ルノ 

力無 シト 斷言 スルヲ 得べ カラ ズ是ニ 由 リテ之 ヲ觀レ バ 不 可識論 ナル モノ ハ吾ガ 知兒 完全 ナラズ トイ 

ヘル 事實ヲ 附會 シ 牽强 シ テ 其說ヲ 立テ タルモ ノナリ 果シテ 其論ズ ル所 ヲ正當 ナリト セン 力 所謂 絶對 

ナル モノ ハニ间 ン字割 ニ止ラ ンノミ 唯せ， ハノ他 字 ト異ナ ル所ハ 吾人 毫モ其 意義 ヲ知ラ ザルノ  一  I- 二.，. - 

リ トス 生 レナ ガラ IE ヒ タル モノ ガ色ノ 何 モノ タル ヲ知ラ ザ ルモ亦 之 二 異ナラ 、ザ ルバ 、ン 


不可 識論ノ 事 ハ 上帝 ノ  ^在ヲ 說クノ 章 二 ま リテ更 二 辯 論 ス べケレ バ 今 ハ 詳密 二 之 ヲ論ゼ ズ 

然レ共 不可 識 論者 ノ說ヲ 待タズ 宗敎ハ 無限 ノ 事物 一一 關ス ル事ナ ルガ 故 I 一  固 ヨリ 吾 入ノカ ヲ以テ 知悉 

スべキ モノ 一一 非 ズ宗敎 上 一一 係 ハレル 吾人 ノ 知見 〈未 ダ其ノ 全豹 I 一達 シ タリ ト謂フ ヲ得ザ ルナ リ經 

曰、 出 A 銀 有 1 目、 凍 金 有， 方、 土中 取：， 鐵、 煮 レ石成 A 銅、 窮極 奥妙、 格， 物 致, 知、 陰翳 暗邃之 穴、 

. 皆能遍 察、 鑒レ穴 深邃、 迴異 二人 世？ 足不， 及 A 地，。 鎚而 下、 空懸藤 レ定、 地上 所 可- 1 以食？ 地中 所レ 

堀、 可 ，爲， 火、 石靝， 玉、 沙藏レ 金、 鷲不 H 之識？ 鷹 目不， I 之 窺？ 惡獸 未， 一之 履 T 猛獅 未， 1 之 過 一 磐石 雖レ 

1% 者 註、 約 百 

i 八 *1- 堅、 人 能 翳い 之、 山根雖 堅、 人 能斷, 之、 藝：. 石 以殺ニ 河水 之 勢？ 珍寳畢 露、 障 二 其 川 流； 得, 窺 一一 底蘊ハ 

要 其 智慧 聰明、 不？ 得而 測, 也、 (中略) 索， 1 之 深淵； i 淵 無， 有、 求，ー之滄海？^^51海難,遘、 斯智 也、 金 

不レ得 銀 不-得 1 肯 * 阿妃之 金、 碧玉 青玉、 無， 1 能 相 均 T 琉璃 精 金、 不， 能 二相 易； 珊瑚 水晶、 俱不レ 

足ニ以 介,， 意、 蓋 智慧 之價、 過, 於， 一 琅圩ハ (中略) 智慧 從, 何 至、 聰明 在，！ 何方 一、 生 民 未， 一之 说； 飛鳥 

未 二 之 見？ 司 喑府唯 聞 二 其 名 1、 上帝 自知 レ之自 識レ 之、 ト 宜ナル 力 ナ言ャ 蓋 宗敎ノ 眞理ハ 其貴キ コ ト比 

ブ ル ュ物 ナク之 一一 依ラザ レバ 人生 ノ 趨向 ヲ知ル 能ハズ 今日 ノ 今日 タル 所以 ヲ乇 解セズ 漠然 トシ テ夢 

裡に揣 摩 セザル ヲ得ズ 宗敎 ノ眞理 ォ パル ノ 黄金 ョ リ 貴重 ナリ ト謂フ ベ シ然 レドモ 人類 ハ之ヲ 獲ンガ 

アサ 

タメ 一一 天 一一 求メ地 ニ探リ 深淵 一一 獲リ タレ、 ド未ダ 其 ノ妙境 -1 達ス ル能ハ ズ徒ラ 一一 門墻 一一 彷徨 スルヲ 恨 

ム是レ 古今 聖賢 ノ每ネ 二 慨嘆 ス ル所 一一 非ラズ ャ ユダヤ ノソ， 10,$ ハ絕倫 ノ識量 ヲ以テ 人生 ノ狀 況ヲ 

看破 シ 至極 ノ幸幅 ノ在ル 所 ヲ求メ 終 一 1 長 太息シ テ曰ク 太虚 ノ虚 天下 皆虛 ナリト 然レド モ幸ヒ 二 シテ 
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眞 瑰 一斑 

5lf  ノ 邦土  - 一生 レ I ナル 人智 ヲ輔ク け 光明 ヲ以テ ，11 コト ヲ得タ ルガ 故-一 漸ク 大悟 

シテ曰 ク畏ニ 耶和華 r 而守 一一 其 命令？ 蓋 此乃盡 1 一人 之 大端ー 矣ト— 力，^^^.^^ ノ 聖人 釋迦 牟尼ハ 至誠 ヲ拍 

シテ博 ク衆ヲ 愛 シ最モ 感ズル 一一 易キ 性情 ヲ以テ 天 了 情 態ヲ觀 察シ頻 リー 一太 虛ノ虛 一一 感ジ タレ 叉 

. 、レ ヲ壓 倒スル 凡祌說 ノ 空氣 蔓延 セル 地 一一 生レ 少シモ 眞祌 ノ大 光一 一 導 カレ ザ ル ヲ 以 テ 人生 今日 ノ，^ ク 

ナ ル 所以 ノ理； ：i イ^ ムス ル コ ト 能. ハ ズ其ノ 所謂 無上 正 覺ハ眞 個 ノ覺悟 至極 ノ 大道 一一 非 ルナ リ.^ 暴氏ノ 

生涯 及ビ 古今 佛道ノ 全 體ヲ評 ス レ バ 即チ 虚ヲ覺 リテ之 ヲ塡塞 ス ル ノ實ヲ 悟ラザ ル モ ノ ト謂フ ベ シ吾 

人 ノ目ヲ 以テ觀 ルキハ 佛氏ノ l^t ハ眞正 ナル祌 ノ國ト 其 公義 トー ー非ル 「論 ズルヲ 待タズ 古へ ヨリ 歐 

. 洲 一一 於テ 文物 典 章 ノ最モ 旺盛 ナ リシ 邦 國ヲ言 へ バ人 必ラズ 昔時 ノグ リシ ャ、 ^ゥマ ヲ推サ 、マ ル ハ ナ 

、ン抑 彼 レー 画一 ーハ 聖賢 彬 々 輩出 シ テ 道義 ヲ講ジ 眞理 ヲ索メ タリ トイへ m 中 一一 就 テ最モ 神妙 ノ聞 -ァ 

ル ソクラテス、 ダ， yx, ウノ 諸賢 ハ已レ ノ知覺 ヲ以テ 足 レリ トセ ズ遙カ 一一 上帝 ノ啓 迪ヲ望 メル ガ如シ 

殊 一一 ハ哲舉 ヲ以テ 宗敎ト 異名 同義 ノ モノ ト做シ 哲舉ハ 完備 ノ 智慧 ヲ 愛スル 一一 在リ 完備 ノ，. - 

. 養 ハ 完備 ノ善德 一一 在リ 完備 ノ善德 尸 祌 ナ リ哲擧 ハ祌ヲ 愛 スルコ トナリ ト說キ 道攀ノ 成功 ハ 實 一一 天助 

一一 出デザ ル ベ カラ ズ ト明言 セリ故 一一 ^^^：^ノ擧流ヲ汲メ ル 後世 ノ 哲人 ノ中 一一 ハ 吾ガ 天啓 ノ 基督教 

ヲ見テ 先師 ノ冀 I ル モ ノ終 一一 此ノ敎 法 一 一存 セリト 思 推 シ悅ン デ之ヲ 信奉 セ ル 乇 ノ少 カラ ズジ ャ ス 

^•，3r ル及ビ 近世 ノー ーァ. y3 諸氏 ノ如 キ是 レナ リ孔聖 莊周ノ 如キハ 倨傲 ナル 中華  一 i レ行 

ク所 ノ路各 異ナル モノ ァリ トイへ 氏 求ムル 所ハ亦 至善 一一 止ルノ 大道 一一 在リ トス 形祌ヲ メ永ク 合セシ 


メ身 ヲ玄鬧 一一 逍遙 セ シ メ ント欲 スル老 君 三 皇ノ敎 ハー 一一 一口 フ 一一 足ラズ 仲：^ ハ； 人縱 ノ德ヲ 具へ 意思 ノ嚮フ 

所 _w 衆ノ流 一一 超軼シ さヲ好 ンデ竊 力 一一 身 ヲ老彭 二 比 シ唐虞 三代 ノ道ヲ 祖述 シ テ化ヲ H< 下 一 1 布 力 ン ト 

セリ 斯文 一一 於 ルャ其 功 偉ナリ トー： ムハザ ル ベ カラ ズ然レ it 共 ノ道ャ 宛 力 乇鐵路 ヲ敷キ 機關ノ 準備 略ポ 

^ヘリ トイへ 共 如何 ニセ ン之ヲ 運 轉スル ノ蒸氣 力 ヲ缺ク 一一 似 タリ 仲 尼 ノ道ハ 近世 歐洲ノ ガ所 

說ナル 「アルト ルイズ ム」 (愛 他 之義) ナリ トス 而シ テ主 トス ル所 國家ノ 治安  一！ 在 リ即チ rr^;^ 流ノ 

人類 敎 一一 於テ十 ：！ 今ノ 人類 ヲ奉ジ テ之 一一 神事 スル 一一 同 ジ思フ 一 1 儒敎 一一 祀先 ノ說ァ ル モ或ハ 人類 敎ノ流 

亞 一一 過 ギザ ルナ ラ ン 一人 地；： 在ノ 理及ビ 人生 ノ 趨向 等 ハ古來 折：： 人ノ 細心 講究 シ タル モノ 一一  テ生 民ノ等 

閑 11 附スべ カラ ザ ルコト 一一 非ズ ャ然レ 共 仲尼ハ 上帝 ノ說ヲ 漠然 ノウ チ 一一 放 シ未ダ 生 ヲ知ラ ズ焉ン 

ゾ死 ヲ知ラ ンャト 言 へ リ我此 ニ於テ カ孔聖 ノ說ク 所未ダ 全備 セザ ル ヲ 知ル： 人 ノ著ハ セ ル 一 書ヲ見 

ル 一一 仲尼脊 ティ ヘラ ク 西方 有， 一聖 人 , 此レ恐 ラクハ 後世 ノ附 AI§  一一  メ齊東 野人 ノ 唱道 ス ル所ナ ラン 遮 

莫仲 ：！ ^〈夢寐 トモ 11 逹德ノ 君子 タラ ン コ トヲ求 メタル モノ ナル ガ故 一一 克己 シ テ自 ラ道ヲ 守ラ ン ト シ 

若クハ 叫 方 一 流シテ 天下 ヲ化 導セ ン トス ル 一一 方リ 人心 反覆 ノ危險 ナルヲ 見テ道 ノ行ハ レ 難キヲ 嘆 

ジ五： ガ德ノ 意 ノ如ク 進 マ ザルヲ 想ヒテ 慷慨 一一 堪へズ 德之不 レ修、 舉之不 レ講、 聞レ義 不レ能 レ徙、 不 

善 不レ能 レ改、 是我 薆也ト 哀シミ タル コト 疑フべ カラ ズ而 シテ 孔子 ノ說ハ 稍 今日 ノ T,^ 者 流 f 實 

理ノ論 一一 類似 セリ トイへ ドモ 天理 ノ 公道 ヲ信ジ 謹嚴 ノ 精神 厚ク敢 テ世ノ 詭辯 ヲ 舉ブ コ ト無 キガ故 一一 

彼せ テ我ヲ 知 ル者ハ 其 レ天カ ト 言 ヘル 心ヲ 以 テ 慨嘆 ノ餘リ nl ヲ超 理ノ境 一一 屬シ 蒼天 ヲ 仰 イデ 救援 ノ 

第 iKEf 宗敎ヲ 耱說ス  二 一 


眞理 一斑 

所在 ヲ求 メ 人間 以外 一一 啓迪者 ヲ尋ネ タル コト アル ナラ ン 西洋 ノ仲尼 ナル 1 「シフ I 一  v^,' ハ祌ノ 意 皆ヲ知 

ル ハ極メ テ幸ナ ル コト ナレド 理性 ノ究察 一一 由リ テ之ヲ 知ルコ ト難シ 故 一一 吾人 ハデ f ィ f —ノン f ノー 一由 ラザ ル 

ヲ得ズ ト言 へ リ 東西 一 一聖 ノ感ズ ル所蓋 シ 大同小異 ナリ シ ト思 ハ ル令日 ハ 文化 ノ 世界 一一 シ テ 知見 藝術 

ハ 昔日 11 凌駕 スル 萬々 ナリ トイへ iH 人力 ヲ以テ 完全 ノ宗 敎ヲ 興起 セ シ乇ノ アル ヲ聞 カズ 倡コ ントノ 

如キ 輩ァリ トイへ 共論ズ ルー 一足 ラザ ルナ リ古來 世 一一 多 タノ 宗敎更 ル く 出デテ 消長 スル &-以 ノ跡ヲ 

見 ルー 二 勝 一敗 一起 一 仆 恰カモ 波浪 ノ起 リテハ 叉忽チ 一一 シテ摧 ケ去リ 起伏 定リ 無キ 一一 努臂 タリ 吾人 

ハ 宗敎ノ 史上 一一 於 テ僅カ 一一 其 泡沫 ノ聲ヲ 聞 クノミ 

人力 ヲ以テ 宗敎ヲ 知 了 スルコ ト能ハ ザルハ 以上 論辯シ タル ガ如シ 吾人 ハ此ノ 欠 ヲ補ハ ンガ タメ 一一  人 

as 以外 -  ^3^ヲ導 ク モ ノ ヲ求 メ ザ ル ベ 力 ラ ズ 之ヲ求 ム ベ カラ ズト セン 力 人類 ハ 堅固 ナ ル宗敎 ヲ奉ズ ル 

コト 能ハズ 堅固 ナル 宗敎無 シト セン 力 益 岐路 一一 迷ヒテ 至大 ノ 幸福 ヲ 失フナ リ加レ 之 至大 ノ 不幸 立 地 

一一 至ルコ ト無 キ ヲ保セ ズ余ハ 天理 ノ 公道 ト 人心 ノ 儼肅ナ ル 意嚮 トヲ 思念 スルー ー隨 ッ テ 益プ レト ち 

ソ クラ テ ス 諸氏 ノ冀望 一一 同. 意 セント 欲ス ルナ リ 智慧 何 レョ リカ 至 ル 聰明 何 レノ方 一一 力 在ル生 民未ダ 

之ヲ悟 ラズ唯 上帝 之 ヲ知ル 

第三 章 宗敎ノ 眞理ヲ 講究 ス \  -ー  必要 ナ A 精神 ヲ論ズ 

宗敎 ハ 人類 ノ缺ク ベ カラ ザル モノ 一一  シ テ說 ク所ノ 事物 ハ大ィ 一一 吾人 各自 一一 關繫ヲ 有スル コトハ 前章 


- 於 テ 略 ボ 叙述 シタ ルガ ゴ ト シ 古今東西 ノ 哲人 ガ 畢生 勞苦 ヲ 厭ハズ 危疑 ノ問ー I 共ノ眞 理ヲ尋 緯シ多 

少 世上 -利ハ 俭ヲ與 へ シ モノ アル ハ宗 敎及ビ 哲學ノ 史上 -歷 々顯著 ナル事 實ナリ 後世 ノ 吾人 焉ンゾ 之 

ガ爲メ 一一 自ラ 感 憤激 切 ノ 情無 キ ヲ得ン ャ讀者 ハ 此等ノ 事情 ヲ觀察 セラ レナ バ余 ガ此ノ 小冊子 一一 說ン 

ト 欲スル 「ノ最 モ假肅  一 I シテ 容易 ナラ ザル ヲ知ラ ン此ノ 至大 至重ノ 論題  一 I 說 キ至ラ ン トス ルー 一方 リ 

余ハ 諸君 ト 、 モ 一一 左ノ要 點ヲ揭 ゲ以テ 宗敎ノ 講究  一 I 必要 ナル 精神 ヲ養ハ ン ト欲ス 

一 懷疑ノ 性質 ヲ明 ラカー I スべシ 

天地人 間 ノ玄理 ヲ考へ 秘奥 ノ要道 ヲ閬明 セン トス ルャ舉 者ノ心 一一 疑惑 ノ 念 交 起 リ來 リテ時 一一 心意 ノ 

向 フ所ヲ 知 ラザル ハ蓋 止ムヲ 得ザル 事ナラ ン然レ 共 疑惑 ハ 哲人 ノ至ラ ン ト期ス ル 最後 ノ極所 一一 ァラ 

ズ卽チ 明確 ナ ル眞理 ヲ覺知 スルノ 門路ノ ミ眞正 ノ懷疑 者 ハ 撫然ト シ テ 疑惑 ノ門墻  一 I 彷徨 スルヲ 好 マ 

ズ切 11 確 知ノ堂 一一 進 マン ト欲 シ テ止マ ザ ルナ リ 世人 動 モス レ バ疑ヲ 述べ 惑 一一 居ル ヲ以テ 擧者ノ 佳境 

ト做シ 斷然確 知 決定 スルノ 地ナキ 一一 誇 リ之ヲ 人 一一 向ッテ 蝶々 スル ヲ喜ブ ノ風ァ リ最モ 惟シム ベ キ事 

ナ リベ 丄 ン 曰 ク余 ハ 世間 一一 蹣 跚踉蹌 タル ヲ喜ビ 吾 ガ信ズ ル 所定 マル ヲ屑シ トセ ザル モノ アル ヲ知 

ル ト宗敎 一一 關シテ ハ此ノ 如 ク虛妄 奇佑ノ 疑惑 一一 安 ンズル モノ 最モ 多シ トス 此レラ ハ象ナ 眞正ノ 疑惑 

者 一一 非 ルナ リ抑 人類 ハ眞理 公義 ノ タメ 一一  シテ造 ラレ タル モノ 故 吾 ガ心ー I 確乎 タル 知識 ヲ蓄へ 斷然信 

認スル 所 アル 一一 非ル ヨリ ハ決 シテ滿 足スル コ ト能 ハ ズ彼ノ 疑惑 ヲ喜 ブガ 如キハ 人心 ノ正ヲ 失 マリ 岐 

路 一一 趨レル モノ ナリ 之ヲ喩 フル 一一 眞正ノ 疑惑 ハ 食物 ノ何レ 力 可 ナルヲ 知ラザ ルガ 故-撰 擇 一一 意ヲ用 

■  第三 章 宗敎 ノ眞ヲ 講究 スル -1 必要 ナル 精神 ヲ論ズ  二三 


眞理 一 斑  一一 P 

ウルガ 如 シ然ル 一一 慮妄 ナル懷 疑者ハ 如何 ナル珍 膳 佳 看 ノウ チ 一一 乇 毒物 ノ在ラ ン コト ヲ懼レ 疑惑 ノ餘 

リ吾ガ 身 體ノ漸 ャク疲 弱 スルヲ モ顧 ミズ 一 切ノ 食物 ヲロ  - 容レ ザルノ ミナ ラズ 自ラ斯 ノ形肽 -居ル 

ヲ悅 ビ揚々 衆人 一一 誇ル豈 以テ當 然ノ事 ト爲ス ベ ケンャ 

盖 人類 ノ擧動 一一 ハ 正當 ノ條 理ヲ以 テ 解 ス ベ カラ ザル モノ 少 カラ ズ トイへ 共 上帝 ノ 存在 生死 ノ 现其ノ 

他宗 敎 ノ事 一一 付キ 容易 一一 疑ヲ 懷キテ 毫 モ之ヲ 苦慮 セ ズ 危疑 未定 ノ？^ 一一  心ヲ 安ンゼ ント欲 スル乇 ノア 

ル コソ最 モ怖シ ムべキ ゴトナ レ此ノ 不正 ナル 精神 ハ 思想 緻密 ナラズ 或ハ己 レノ情 一一 展レル 道理 ヲ忌 

避シ 或は 常人 ノ 意表 一 1 出ル ゴトヲ 喜ビ或 ハ 奇 ヲ好ミ テ妄リ 一一 高談 ヲ事ト スルョ リ生ズ ル ノ弊 ナリ君 

子，、 g 水ク此 一一 注意 シ テ銜ル 過失 一一 陷， フ ザル ヲ要ス 宗敎 ノ事 一一 關シ眞 正ノ疑 ヲ懷ク モノ ハ 吾ガ 疑惑 ヲ 

以テ 金城 鐵壘 ト做サ ズ其ノ 思想 ノ 理由 亡 カラ ン コト ヲ望ミ  一 口 モ早ク 我 ヲ暧ス モノ  、出 ルヲ望 ュ.， タ 

カ乇 早天 一 I 時雨 ノ降ル ヲ待ッ ガ如ク ナラザ ルべカ ラ ズ 余 ノ 懷疑 ノ性 I 只ヲ明 ラカー 一 セン ガ タメ # 人力 

^^：^  ノ言ヲ 引 ン曰ク 疑 フヲ以 テ學者 至極 ノ 目的 ト做シ 之 ヲ樂シ トス ルノ懷 疑說ハ 凡、 ノ哲擧 ノラ 敵 

ナ リ 眞正ノ 疑惑 ハ 眞理ヲ 逃避 セ ズ而シ テ其ノ 之ヲ疑 フハ切 一一 眞现 ヲ 求ムル ノ念 深ク之 ヲ敬崇 スルノ 

心 アル- ーぬリ 或 ハ似テ 非ナル モノ ヲ 誤認 ス ルコト アラント 怖 ルレ バナリ 不正 ナル懷 疑說ハ 之-一 異ナ 

リテ眞 理ヲ厭 棄シテ 之 ヲ無何 有ノ鄕 一一 放チ遣 ラント 欲スル モノ ナリ眞 正ナル 疑惑 ハ哲 學ノ タメ 一一 時 

一一 不便 ノ 事 無 キー ー非ズ トイへ 共概 シ テ 言 へ バ 其 有益 ナル 朋友 ト 見做 サ、、 、ルべ カラ ズ左 レド 不正 ナル 

懷疑 說ハ哲 擧ノ最 モ惡ム ベ キ靜 敵ナリ 云々 宗敎上 ノ懷疑 亦 決シテ 之ト異 ナルべ 午 理由, マン 


^1 カル— 曰ク r 宗敎 一一 付キ 人類 ノ爲ス 所善ク 道理 一一 契合 スル モノ 僅 一二 一種 ノ外 一一 出デズ 一 ハ き-;^ 

ノ亇 在ヲ知 リタ ルガ 故  一 I 心ヲ盡 シ テ 之ヲ 敬愛 スル モノ  ニハ 未ダ之 ヲ知ラ ザ ル ガ故  一 I 心ヲ盡 シ テ 之ヲ 

求ムル モノ 是ナ リ」 ト是ノ 二 極ノ外 ハ呰ナ 虚妄 不正 ノ 種類 一一 屬ス ルナ リ讀者 未 ダ宗敎 ノ理ヲ 悟リテ 

之 ヲ信ズ ルコ ト能ハ ザ ルカ 然 ラバ 之ヲ 信仰 スル ノ外 一一 ハ 吾人 ノ取ル ベ キノ 行路 唯一 一一 シテ 一 一 無キヲ 

記憶 セョ ffj;: 人 ハ 卽 チ 沈潜 反覆 シ テ 懇 一一 宗敎 ノ 義理 ヲ 探ルノ 外 ァラザ ルナ リ余ハ 左 ノ如キ 言說 ヲ以テ 

最 モ不當 ヲ極メ タルモ ノト 思考 セザ ルヲ得 ズ曰ク 

我 未ダ我 ヲ此世 一一 生 ジ出セ ル モノ 誰 ナルャ 此世ハ 如何 ナ ル 境遇 ナルャ 叉 我ノ何 タル ヤヲ 知ラ ズ我 

毫乇 確知ス ル所 無シ唯 吾レノ 必ラズ 死スべ キヲ確 知ス我 レ死ノ 何物 タル ヲ知ラ ズ唯其 ノ避ク 可ラザ 

ル ヲ知ル 我何レ ヨリ 來レ ルヲ知 ラズ故 ニ何レ 二 行クべ キヲ 知ラザ ルナ リ我 此ノ世 ヲ去ル コ ト 必然 ナ 

ルヲ知 レドモ^ シ テ無有 一一 歸スル モノ ナ ルカ 將タ 罪ヲ 以 テ其ノ 怒 一一 觸レ タル 上帝 ノ 前 一一 至ルべ キ ャ 

K« ヲ知ル 能 ハ ズ 斯ノ 如 ク最モ 重要 ナ ル事 ヲ知ラ ザ ル ハ 人生 ノ 最大 不幸 ナ リ是故 一一 我 此ラノ 事物 二 思 

ヲ. 1- メズ 漫然 吾ガ 生涯 ヲ送ラ ント 決心 ス我レ 疑惑 ヲ直： ビ知ラ ザ ルー 一安 ンジ 道ヲ求 ムルコ ト無キ 一一 誇 

ラ ン ト欲ス ルナ リ我 之ヲ尋 It ス ル 一一 堪へズ 無 乃飮食 名利 ノ間 一一 馳驅 奔走 シテ止 マ ント 

讀者ハ 平 心 ニ此ル 奇怖ノ 說ヲ聽 カバ 其妄ナ ルヲ驚 カル ヽ ナラ ン然レ 共 宗敎ノ 事 一一 關シ 一 種ノ 疑惑 ヲ 

懷キ之 ヲ論ズ ルヲ好 マザル モノ ハ食 ナ實際 一一 此ノ 說ヲ 持人ル モノ ナリ 余ハ 世人 ノ 椽朱ノ 弟 ノ狗ヲ 記 

憶 セラ レン コトヲ 冀望 ス 昔 シ 揚 朱ノ. 弟 素衣ヲ 着 シ テ 出デ緇 衣ヲ着 シ テ反ル 其 狗之ヲ 迎へテ 吠 H タリ 

第三 章 宗教 ノ 眞理ヲ 講究 セル 二 必要 ナル 精神 ヲ諭ズ  二 五 


吾人 ハ 紙上 ノ斷見 ト實際 上ノ斷 見トヲ シテ相 表裏 セ シム ルコト アルべ カラ ズ 

余 ハ 讀者 ガ妄リ 一一 宗敎 ノ 議論 一一 雷同 シ テ 是非 ヲ 明辯セ ズ 妄リ 一一 之ヲ 信奉 スルヲ 望 ム モノー 一  非ズ 眞正 

ノ 疑惑 ハ余ノ 鼓舞 ス ル所ノ 乇ノナ リ唯冀 ハク ハ彼 ノ不 當ナル 疑惑 一一 安ンズ ル コ ト無ク 眞正ノ 懷疑說 

ヲ 執リ以 テ余ト トモ 二 眞 理ヲ尋 ヌ ル モノ トナ ラン コ トヲ 切望 ス ルノミ 

一 一 先入 ノ妄見 一一 壓倒セ ラ レズ 慣習 ノ 治下 ヲ脫セ ザルべ カラ ズ 

ソクラテス 曰 ク人 已レノ 事ヲ知 ラント 欲セバ 先入 ノ 意見 情慾 及ビ g 惰 疎漏 ノ 念ヲ 棄テ ザ ル ベ 力 ラ ズ 

ト凡 ソ此ノ 訓誡 ヲ守 ラザル モノ ハ 決シテ 3 具理 一一 達 スルヲ 得 ザ ルナ リ良シ 少シク 之ヲ得 タリ ト思 フモ 

似テ 非ナル モノ ヲ認 ムル 一一 過 ギザ ルナ ラン 

人 ノ社會 一一 生ル ヽャ已 一一 成立 シ居 タル 國俗家 風讀書 友朋 敎育等 許 多 ノ强 大ナル 感化 力 ノ 中 一一 出デ其 

間 一一 運動 スル ヲ以テ 未ダ 充分 一一 之ヲ考 ス ルノ遑 モ無ク 多クノ 意見 ハ 知ラ ズ 識ラ ズ 已 一一 先入 シ テ 吾 

ガ心內 一一 主 タル ヲ免 レズ 世人 ハ 容易 一一 此ノ 先入 ノ斷 見自ラ 知覺セ ザ ル 思想 一一 支配 セ ラル、 ガ故 二  M 

理 ヲ 直接 一一 看破 シ得ザ ルナ リ即チ 種々 ノ 私見 臆 度 及 ビ 預想 ヲ 根據 ト シ 以 テ其 同意 ヲ促 サレ タルー 切 

ノ 新說ヲ 是非 セ ン ト欲ス 眞理ノ 害何モ ノカ之 ヨリ 甚シ カラン 是故 一一 擧者 ハ 務メ テ 先入 ノ妄見 即チ其 

イナ 

ノ 理由 ヲモ究 メズ 知ラ ズ識ラ ズ之ヲ ノ吾 ガ心內 一一 主 タラ シ メタル 思想 否感覺 ヲ排シ 所謂 虛、 も 一一 ナリ 

テ 眞理ヲ 講ゼザ ル可ラ ズ耶穌 曰 ク汝ラ 幼 兒ノ如 クナル 一一 非ズ ン バ 天國 一一 入ル能 ハズト 盖 先入 ノ 妄想 

排シ 十分- 眞 ®i ヲ容ル 、餘地 ヲ造リ 道 ノ在ル 所 一一 適從セ ン ト欲ス ル精祌 ヲ養フ ベ キヲ敎 へ タル ナヲ 


リ 吾輩 ハ此ノ 邦 一一 生レ 習慣 ヨリ シテ許 多 ノ弊ヲ 被 フレル モノ ナリ 就中 宗敎 ヲ 治具 ト 見條 シ 毫 モ 良心 

一一 係ハ レ ル 眞理ァ ル コトヲ 知ラズ 殊ニ甚 シキハ 宗敎ヲ 一 切 度 外 二 放棄 シテ 顧ミザ ルガ 如キハ 其ノ最 

モ 著明 ナル乇 ノナ リ歐西 ノ舉術 -ー 長ジ 頻 リ 一一 思想 ノ 獨 立ヲ唱 フル 土人 スラ 大抵 ハ 衆多 ノ意氣 一一 漂 ョ 

ハ サ レ 先入 ノ 妄想 社舎ノ 習慣 二 使役 セ ラ ル ヽ ヲ覺ラ ズ平心 二 シテ 基督 敎ヲ 論ズ ルコト 能ハザ ルガ 如 

シ ピ T^l ル— ガ 習慣 ハ世ノ 女王 ナリ ト評シ タルモ 實 一一 左ル事 ニテ現 一一 吾國ノ 形勢 一一 就テ 其ノ 大差 ナ キ 

ヲ見ル ベ シ讀 者若シ 十分 一一 基督 敎ヲ 究察セ ント 欲セバ 先、、 ッ 此要點 一一 注目 シテ 私見 臆 度 ノ爲メ 一一 眞理 

ノ明 ヲ蔽ハ シム ル勿レ 

一一 一 眞理 ヲ敬崇 シ テ 之 二 忠義 ナ ル 志操 ヲ 培養 セ ザ ル ベ カラ ズ 

眞理 ハ 風流 韻事 ヲモ ッテ視 ルべキ モノ  二 非ズ心 ヲ潜メ テ之ヲ 窺へ バ其ノ 尊 キコト 言 フ 可ラズ 眞理 ハ 

素ト 上帝 ョ リ發ス 而シテ 上帝 ハ 所謂 嫉妬 ノ神 一一 シテ 人類 ノ他神 一一 兼ネ事 フル ヲ許 サ、、 、 ルガ 如 ク眞理 

ヒ タス ラ 

モ亦 吾人 ガ專 一 純 粹ノ念 ヲ以テ 只管 一一 之 ヲ愛シ 之 一一 事フ ルヲ要 ス人ハ 財ト； g ト 一一 併 ハセ 事 フル コト 

能ハザ ルガ 如ク 名利 榮譽及 快樂ト 同時 一一 眞理 ヲ愛ス ル コ ト能ハ ザ ルナ リ世ノ 損害 謗 毀 ヲ怖レ 左 顧 右 

^シ テ频リ 一一 憂慮 ス ル モノ ハ 到底 宗敎ノ 理ヲ 明ラカ 一一 スル ヲ得ズ 世人 ノ宗敎 ヲ疑フ ハ 大抵 理性 ト良 

心トヲ 以 テ之ヲ 推究ス ルコト 無ク 加減 乘除 ノ數理 一一 由リテ 是非 ス ルガ 故 ナリ葡 1.^ 曰 ク行ニ 術 道 1 者 

不レ 至、 事 n 兩君 1 者不 レ容、 ト人焉 ゾ察セ ザルべ ケンャ 

吾人 ハ 設如ヒ 眞理ノ タメ 一一  無 乃 忠義 ノ鬼 トナ ルモ 名利 一一 迷ヒ 講究 ノ難 一一 恐レテ 之ヲ賣 ルノ亂 臣賊チ 

第一 11 章 宗教 ノ 眞理ヲ 講究 スル -I 必要 ナル 精神 ヲ論ズ  二 七 


トナル ベ カラ ズ 昔、；；^^ y 國 一一 詭辯 者 流 ナル乇 ノア リ 正邪 ノ別 ぽ德ノ 懸絶 ヲ以テ 一 一一 人々 ノ 意見 

習 賞 一一 歸 シ £ シキハ 善悪 ヲ 混同 シ 良心 ヲ 以テ 風俗 一一 出ル事 ト做セ リ 彼等 ハ 服然タ ル 眞瑰  >  談ヲ ^ テ 

茶話 ノ如ク 一一 思惟 シ 談笑 ノ間 一一 道 ヲ嘲ケ リ理ヲ 弄 シ擧問 ハ徒ラ 一一 風流 釣 利 糊 ロノ 術 ト成リ si- ツル 一一 

至 レリ 近世， TTT^^r:^ ガ 物理 學 ノ爲メ 一一  互 萬 ノ富ヲ 致スべ キ 地位 ヲ モ土芥 ノ如ク 一一 棄テ タリ シ如キ 

忠誡ノ 赤心 ハ 其 頃 全 ク 跡ヲ 絕チ テ 恰カ 乇 私利 人慾ノ 陪臣 國命ヲ 執リテ 眞理ノ 逢 躬殆ド 蒙塵ノ 姿ナ リ 

シガ^^^^^; It^,^:^ 出デ、 彼等 ノ妄ヲ 怒リ深 ク眞理 ノ確實 ナルヲ 信ジ以 テ吾ガ 一 身ノ 君主 ト做シ 誠心 之 

ヲ 椎尊シ 木鐸 トナリ テ道ヲ 天下 亍 王唱セ リ 天眞理 ヲ亡ボ ス コ ト勿レ 時 一一 ソ クラ テ ス無 キー 一 シ モア ラ 

ズ 此 一一 於テ 力 3 具理ノ 光赫々 ト シ テ 私心 暴撗ノ 妖霧ヲ 排ラ キ 後世 ノ人ヲ シ テ 益之ヲ 推崇ス ル ノ念ァ ラ 

シ ム思フ  一 r> ；^; ^9 ガ 道ノ爲 メ從容 トシ テ飮ミ タル 一杯 ノ毒 劑ハ 浮薄 狗私ノ 徒ヲシ テ愧死 セシム 

ル 一一 足 ラン 其 功 亦 偉 ナリト 謂 ハザル ベ カラ ズ  - 

能 仁 氏 ハ 東洋 ノ 王族 ナ リ 身 宮中 一一 在ル トキ ハ 歡寞娛 藥充滿 シテ餘 リア リシ トイへ 共 一 曰. 一生 老病 死 ノ 

四苦ヲ 觀ジテ ハ眞 理ヲ求 ムルノ 念頻リ 一一 萠起シ テ禁ズ ル 能ハズ 妻子 珍寶及 王位 ヲ棄テ 、 土芥 ノ如ク 

シ 夜半 王宮 ヲ遁レ 深山 ノウ チ 一一 數年ノ 修學ァ リ其間 ノ苦楚 艱辛實 一一 飢寒 ノ 支へ ザ ル 一一 至 ル^レ. P フ毅 

然ト シテ倦 マ ズ 屈セズ 十 數年ノ 苦 思 ヲ積ン デ曉 天明 星 ノ出ル ヲ兑ッ 、 佛道ヲ 成就 セ リ其 平生 ノ論 -ー 

曰ク 我不, 愛二 身命 T 佤惜ニ 無上 道？ ト 喷 佛氏眞 理ノ爲 一一 志 ヲ致ス 亦 深 シト謂 ハザル ベ ケンャ 

讀者 ョ 此等 諸賢 ノ 前言 往行 ハ魏々 乎 トシ テ高ク I 暮 一一 錄へ 庸衆ノ 得 テ 望 ム可ラ ザ ルガ 如ク P ょ可レ 


tH 決 シテ然 力 ァ ル可キ 一一 非ズ 吾人 各自 モ亦 之ヲ以 テ吾ガ 理想的 ノ 標準 トシ 自 ラ奮テ 眞理ノ 忠臣 トナ 

リ徒ラ 一一 世ト共 一一 出沒 浮沈 スべ カラ ザ ルナ リ今ャ 士風大 ーー衰 へ 人々 名利 ノ途 -I 汲々 トシ テ眞理 正 善 

ノ道ヲ 重ンズ ルコ ト無シ トイへ iH 古へ ノ 義人 ガ 道義 ノ タメ 一一  盡シ得 タル モ ノ ハ 以テ 今人 ノ爲シ 得べ 

キ所ノ 斗 量 ト做ス ベ キナ リ思フ 一一 世人 少シ ク 人生 ノ 理想 ヲ更 一一 高 尙ノ點 一一 進メ 謹ンデ 良心 一一 愧ル所 

無キ ヲ勉ム ルー 一至 テハ 道ノ 進歩 著 シキ モノ アラント ス 獨 リ憾ム ラ ク ハ 新, 靈爽ノ 大氣洋 々タル な 2 嶺 

ノ存ス ルヲモ 顧 ミズ 妄リ 一一 名利 ノ 井底 一一 坐シテ 基督 敎ヲ 小ナリ ト云フ 豈慨ス ルー ー堪ュ ペケ ン ャ明人 

王 守仁ガ 出征 ノ 途次 釣臺 ヲ過ギ リシ ト キ詩 ァリ云 ク仰 瞻臺上 雲、 俯濯臺 下水 、 人生 何碌 々 、高 尙當レ 

如 レ此、 ト余 不敏 ナリ トイへ iH 如 今 諸君 ト、 一一 乞 フ此語 ヲ事ト セン 

凡 ソ眞现 一一 忠義 ヲ致サ ン ト欲ス ル 輩ハ敢 テ吾ガ 頂ネテ ョ リ思 ヒ設ケ タル 議論 ヲ 愛惜 セズ發 ノ 方向 

11 依リ テ吾ガ 從來ノ 思想 全 ク土崩 瓦解 ス ルー 一至 ル モ之 ガ爲メ 一一  眞理ヲ 抂グル コ ト無 カルべ キナ リ舉 

者 士君子 一一 取リテ ハ此ノ 種類 ノ 克己 至難 ノ事 ナルべ シ然レ Jii 苟クモ 姑息 ノ情 一一 溺レ テ斯ル 忠誠 ノ心 

志 ヲ起サ 、>  ルキハ 讀者ガ 眞现ヲ 看破 セン コト ハ望ム ベ キ 一一-非 ル ナ リ試 ミ 一一 思 へ 吾人 ノ曩キ  一一 タル 

所ノ 眞理ノ 一  琉即チ 具足 セザ ルノ眞 理否ナ 誤謬 ヲ切斷 シ去ル モ之ガ 全豹 ヲ保績 シ得ナ バ是レ 反ッテ 

勝 レル事 一一 非ズ ャ吾ガ 今日 ノ 意見 二 シ テ K 11 至大 ノ眞理 ヲ受ル 一一 障碍 ヲ與フ ル モノ ナ ラシ メバ 一刀 

兩斷メ 之 ヲ振リ テ ョ是レ 道  一一. 55 ナ ル士ノ 本分 ナリ トス 殊 -今 tn ハ 古ト異 ナリテ 組櫬ノ 世界 一一 シテ 

シ ス テム 

舉者 論客 ハ 細心 注目 シ テ吾ガ 議論 ノ照應 ヲ考へ 百方 前後 ノ 矛盾 セザラ ン コト ヲ是レ 務ム其 畢世ノ n 

SB 宗敎ノ 眞理ヲ 講究 スルー 一 必要 ナル 精神 ヲ論ズ  二 九 


的 ハ巍々 タル 有機的 ノ 知識 即チ 攀術ヲ 造築セ ント 欲スル -在リ 此事ャ 固 ヨリ 美ナリ トイへ 1£ 道 一 一忠 

ナル 精神 ヲ以テ 其 運動 ヲ 進退 スル 一一 非 レバ 其 弊ャ終 一一 組織 ノ タメ 一一  大道 ヲ錯マ リ照應 合致 ノ タメ 一一 

大 一一 眞理ト 連庭ス ル所ヲ 生起 ス ルー 一至 ン トス 彼 ノス ペン セル 氏ガ 其哲學 原理 論 一一 於テ 進化 ノ、 H- 義萬 

有 一一 涉ルト ノ說ヲ 演べ終 一一 社 會宗敎 政 治 道德等 ノ諸件 ヲ說明 スルー 一方 リ盡ク 進化 ノ諸法 一一 則リ 毫 モ 

他ノ事 實妙理 ヲ R: ルル 11 遑無キ ガ如ク CT ル ュ ル ハせ ハノ 故意 一一 出 ルカ 將タ 不用意 一一 生ズ ル 力 ヲ問 ハ ズ 組織 

ノ爲 一一 眞理 ヲ犧牲 一一 供 スルノ 過失-非 ズ シテ 何、 ゾャ 孔子 程 朱ノ如 キ古ノ 思想家 ハ幸ヒ 一一 シ テ此ノ 弊 

ヲ免ル 、モノ アル 一一 似 タリ 程 朱ノ輩 ガ天ハ 理ナリ ト說キ ナガ ラ忽チ 一一 シテ亦 天 一一 意 アルガ 如ク 正義 

ノ念 アルガ 如 クー ー說 ケルハ 如何 一一 モ 前後 掠 着 ノ論ナ レド此 時 一一 方 リ學 問未ダ 十分 一一 發達 セ ズ 思想 ノ 

組織 具足 セザ リシ ヲ以テ 不幸 ノウ チー 一反 ッ テ 僥倖 ヲ 得 赤裸 死灰 ノ 論理 法  一一 ラ ズ 天性 ノ 指導  一一. S リ 

テ 宇宙 ノ大 道理 ヲ失ハ ザ リシナ リ彼ノ 諸子 一一 シテ 不完全 ナル 思想 ノ 組織 ヲ 贯徹セ ン ト 欲セシ メタ 

ラ ン 一一 ハ 後世 ノ 吾人 ハ之ガ タメ  -其 論說中 ノ最モ 貴重 ナル 部分 ノ傳ヲ 失ヒシ コ トナラ ン余ハ 諸子 ガ 

此 ノ 矛盾 セ ル 思想 ヲ 吐露 シ タル ヲ 遣憾ト セ ズ 即 チ眞理 ノ 全體及 ビ 其 ノ 關係ヲ 見出 シ 支 離 ノ 諸說 ヲ八门 

一 セシム ルノー  大意 志 ヲ起シ 得 ザ ル ヲ^ ムナ リ然レ iH 今日 ノ或 ル學士 論者 ガ此ノ 至大 ノ 意志 無 キノ 

アイデア 

ミナ ラ ズ僅カ 一一 小 部分 ヲ占ム ル 己レガ 知見 一一 割 據シ之 一一 適合 セザ ル モノ ハ 渾テ 放棄 シテ顧 ミズ 假僞 

ノ 組織 ヲ 貫徹 セ ンガ タメ 一一 良心 ヲ 抑へ 至情 ヲ壓シ 人性 ヲ 蹂躪 ス ル 一一 比ス レバ 諸子 ノ優レ ル コ ト： S ノ 

幾等ナ ル ヲ知ル ベ カラ ズ 吾人 ハ 急據 小成 ノ 思想 ヲ 貫徹 ス ルー 一 汲々 タラ ズ苟ク モ眞 理ノ爲 一一 ハ 吾ガ舊 


思想 ノ 四分五裂 ス ルヲ乇 忌ムべ キー 1 非 ルナ リ 

^文 公ガ人 一一 與フ ルノ 書- 曰 ク安得 下 因 二 一 摧折 1 自毀 一一 其 道 1 以從 * 於 邪 上 也 ト誠寶 透 ヲ求ム ル乇ノ 尸 

失敗 ノ タメ  -容易 一一 其 ノ志ヲ 挫 カザ ルナ リー 肷シテ 其 講究 ヲ 放擲 ス ル モノ ハ吾 徒ノ人 ニ非ズ 吾人 ノ 

眞现 一一 於ル ヤ^カ モ宋ノ 文 天祥ガ 社稷 -ー盡 セル ト同  一 ノ 精神 一一 出 デザル ベ カラ ズ元ノ 博羅天 祥ヲ詰 

リテ云 ク汝ー 一王 ヲ立テ 、竞 一一 何 ノ功ヲ カ成セ ル 答へ テ曰ク 君 ヲ立テ 、宗社 ヲ存ん 1 日存ス レバ 则チ 

臣子 1 曰ノ 责ヲ盡 ス何ノ 功力 之冇ラ ン 曰ク旣 一一 事 ノ成ル ベ キ ヲ知ラ ズ何 ゾ必ズ シ モ之 ヲ事ト セン ャ 

答へ テ曰ク 父母 疾ァ リ已 一一 作スべ キヲ 知ラズ トイへ IH 孝子 タル モノ 焉ゾ之 一一 藥ヲ與 へ ザルヲ 得ンャ 

我 ハ 其 心 ヲ盡 スノミ 之ヲ救 フ能ハ ザルハ 天命 ナ リト 吾人 眞现ヲ 得ル能 ハ ズンバ  一 R モ 安居 ス ルコト 

難 シ宜シ ク之ヲ 討尋 シテ死 一一 至リ而 シテ後 一一 止ムァ ラン ノ ミ 

四 宗敎 ノ眞现 ヲ知ラ ン卜 欲スル モ ノ ハ 須ラ ク意 想ノ上 一一 安 ンゼズ 親 カラ 之ヲ 實踐ス ル ノ：： 湫風 

無 カル 可ラズ 

攀者 思想家 ノ 通弊 ハ 事實 一一 思 ヒ ヲ注ガ ズ シ テ事實 ノ意想 上  一一 ノ ミ心ヲ ^ゥ ル コトナ リ意想 五 C ガ 心裡 

サナ 

ュ止 マレ ド モ其 ノ本體 タル 事物 ハ去 リテ跡 モ亡シ 宛ガラ 太陽 ノ光 微耀ク トイへ tid 爲メ 一一  太陽 ノ本體 

ヲ見ル ノ障礙 ヲ來ス コ ト アルガ 如 シ盖眞 理及ビ 意想ナ ル モノ ハ 事實 一一 寓シ實 物 I  了：；^ ル モノ ナル 一一 擧 

者 思辨家 ハ之ヲ 切斷シ テ直チ 二 孤立 懸隔 セシ ムルコ トァリ 例へ バ祌ハ 吾人 ニ與 フル 一一 世界 ヲ以テ セ 

リ然ル 一 1 擧者 ハ此ノ 世界 ヲ見ズ シテ單 一一 其 ノ心裡 一一 在リテ 世界一 ー係レ ル我ガ 意 想ノ境 一一 彷徨 ス神ハ 

第三 章 宗教 ノ眞 理ヲ 講究 スルー 一 必要 ナル 精神 ヲ論ズ  三 一 


0  0 一  斑  ョニ 

實 一一 存在 スル モノ  一一  メ 吾人 一一 關ス ルャ極 メテ大 Rd 切ナリ ト謂ハ ザルべ カラ ズ然レ iH 擧者ハ 唯 祌ト云 

フ意想 一一 心 醉シテ 直 一一 神 ノ事ヲ 感ジ之 1! 從フコ トヲ爲 ザ ルナ リ 罪悪 生死 ノ道ハ 人生 ノ 大事 此 上無キ 

モノ 1 ー非ズ ャ然ル 一一 擧者ハ 其 事 一一 係レ ル意想 二 鍵々 トシ テ斯 ノ假 著ナル 事實ヲ 正面 ヨリ 觀察 スル コ 

ト能 ハズ故 一一 神人 罪 惡ノ理 ヲ益知 了スル 一一 從ッテ 其 ノ心ノ 實際ハ 益之ヲ 度外視 スル 一一 至ル 理論 K.^ 想 

ノ害是 一一 至 リテ最 乇甚シ ト謂ハ ザルべ カラ ズ世ノ 人 ガ輙ク 吾 神 在 ルヲ知 ル吾レ 人性 ノ罪惡 一一 沈 メル 

ヲ悟 ルナ ド 、謂 ヒッ 、毫モ 敬虔 恐懼 悔改ノ 念ヲ發 セズ未 ダ曾テ 救援 ノ 所在 ヲ 求ムル コト有 ラザル ハ 

意 想 思辨ノ タメ 一一  實物ヲ 看過 シ タル モノー 1 非ル ヲ得ン ャ 余ハ赛 ラ神攀 及 基督 敎ノ哲 舉ヲ攻 メント 欲 

スル モノ ナリ 一 日 一思 慮ヲ 此ノ邊 一一 及ボ ス キ ハ 悚然ト シテ 戒心 セザ ル ヲ得ズ 

Hj ッ宗敎 ハ 單純 ノ敎理 一一 非ズ即 チ吾ガ 心理 一一 勢力 ヲ 占 ム ベ キ 生命 ナ ル ガ故 一一 吾人 ノ巳デ - 一知 レル所 

ノ眞理 ハ 之 ヲ實際 一一 應 w シ テ成ル ベ ク 充分 一一 其 ノ效果 ヲ敛メ ザ ルべ カラ ズ 吾ガ旣 一 1 知 レ ル所 ヲ實踐 

スル ハ未ダ 知ラザ ル所ヲ モ知ル ノ捷徑 ナルべ シ知ル 則 チ是レ 行 ナリト 說ケル 論 モア リタ レド 非ナリ 

反 ッテ行 フ 是知ル トイ フべ シ耶穌 曰 ク吾ガ 意 旨ヲ行 フ モノ ハ 敎 ヲ知ラ ント 乃チ是 ノ謂ナ リ論^^曰ク 

我 未 ダ之ヲ 知 ラズ焉 ゾ之ヲ 行 フヲ得 ン ト實ト 一 1 然 リ然レ ほ 人 ハ 若 シ心ヲ 道 二 川 ウルキ ハ道ノ 一端 ヲ 

見ルコ ト難キ 一一 非 ズ余ハ 世人 ガ未ダ 知 ラザル 事ヲ以 テ己デ 二 知レ ル事ヲ 害 セズ先 ヅ吾ガ 知ル所 ヨリ 

行フヲ 望ムノ ミ例 1 之バ讀 者ノ 如キハ 已デ 一一 宗敎ノ 必要 ヲ感ジ タルカ 即チ 吾ガ當 然ノ理 一一 基 キテ之 

ヲ求メ ョ而シ テ漸ャ ク祌ノ 存在 ヲ覺 リ得ナ パ 心 ヲ盡シ テ之ヲ 愛スル コト ヲ勉メ ョ叉旣 一一 シ テ罪惡 ノ 


猖贩ナ ル ヲ感ジ 天道 ノ公ケ 一一 シテ I- 毛私ナ キヲ 了知 シタ ラバ 其 ノ如ク 一一 思ヒ其 ノ如ク 一一 一 身 ヲ處セ 

ザ ルべカ ラ ズ斯 タノ 如 ク吾ガ 知 ル所ヲ シ テ意想 ノウ チ 1 一死 ナシ メズ 之ヲ實 際 一一 活 W スル キハ終 一一 宗 

敎 ノ大理 ヲ悟リ 吾ガ 信仰 盤石 ノ上 一一 堅固 ナル ヲ覺 ラント スタ In ィ ル 云 ク 昔時 或 ル 智者 ガ 總べテ 疑 

惑ナル モノ ハ唯實 行 一一 由 リテ除 カル 、 ヲ 得べ シト敎 へ タル コ ト誡ト 一 一理 一一 適へ リ ト思ハ ル是ノ 故 11 

危疑 ノ 思想 ニ惱 ミ頻リ 一一 明光ノ 現出 スル ヲ冀望 スル輩 ハ左ノ 誡命ヲ 心 一一 銘ズ ル ヲ要ス 余 ハ 曾テ之 一一 

依リテ 益ヲ瘦 タル コ ト實】 1 少小 11 非ズ 曰ク汝 一一 最モ近 ク迫レ ル 義務 ヲ盡ス ベ シ 左スレ バ次ニ 行フべ 

キ 義務 ハ 隨ッテ 明瞭 ナル 一一 至ラ ント兹 一一 妙齡ノ 一 少女 父 ュ伴ハ レテ 田圃 ノ間ヲ 逍遙 ス道 邊ノ 草花 ヲ 

摘 ミ テ II ク父 ョ何ゾ 此花ノ 美ハシ キヤ ト 野卑 ノ 農夫 之 ヲ聽テ 曰 ク兒ョ 措 ケョ是 レ最モ 惡ムべ キ雜草 

ナリ常 一一 . 五：： ガ 耕耘 ヲ妨 ダルコ ト少 カラ ズ 此ノ憐 レムべ キ 少女 ガ 理論 ヲ以 テ其ノ 美妙 ノ 感念 一一 乏 シ キ 

父ヲ說 破 シ得ル コトハ 萬々 望ムべ キー 一 非ズ蓋 美妙 ノ 趣味 ハ言外 一一 在リテ 人， - ノ心裡 一一 存スル モノ ナ 

レ バ 义 如何 ト モ爲 シ難キ コトナ リ宗敎 ノ理亦 之 一一 異ナ ラ ズ之ガ 眞味ヲ 知リ其 妙 境 一一 至ラ ント 欲セバ 

身ヲ以 テ北ハ ノ底蘊 一一 沈ミ實 驗ノ功 ヲ谏ラ ズ ンバ ァ ラ ザ ルナ リ tr^,^ ッ ヂ曰ク 基督 敎ノ 憑 一一 四種ァ 

リ トス 第一、 基督 敎ノ 說ク 所世ノ 道理 ト 符合 ズ是 レ以テ 福音 ノ確實 ナルヲ 證スル ノ板據 ト做ス 一一 足 

レリ 之ヲ 耶路撒 拉城中 ノ聖殿 一一 喩フ レバ 此證 據ハ其 ノ外院 一一 比スべ キナリ 第二、 基督 敎 ノ 奇蹟 ハ信 

ズ ベ キノ 明證ナ リ之 ヲ聖殿 一一 昇ル ノ 段階 一一 擬スべ シ 第三、 吾ガ心 一一 靈ナ ル活水 ヲ求ム ルコト 切ナリ 

基督 敎 ノ 福音 ハ 恰カモ 吾ガ 需求 ヲ 供給 スル モノー ーャト .3 想セ ラル 余 ハ之ヲ 以 テ 靈宮 ノ 基礎 ナリト 思 
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眞理 一 斑  三 四 

惟ス第 、 我レ 實際 基督 敎 ヲ 信ジテ HE 明 ラケク ナリテ 天 光ヲ見 ルヲ得 タリ 我 基督 一一 由リテ 言 フべカ 

ラ ザルノ 平和 ヲ覺 ュ我ガ 憂愁 下 ヨリ 起 リテ安 慰 上 ヨリ 照臨 ス是： -靈魂 ノ實験 一一 非ズャ (抄 略) 之ヲ 

マレ テン ジャゥ  ♦  カナ メイ シ 

靈宮 ノ穹 盛 ト 見做 シ テ可ナ リ而ゥ シ テ之ヲ 完備 セ シ ムルノ 要石 ハ 信仰 ナリ云 々 

五 德性ヲ 滿 養 シ 吾ガ 現狀ヲ 視察 ス ベ シ 人類 ノ 居住 スル 世界 ハ K 力 力 動作 ノ場 屋ナ ルノ ミナ ラ ズ亦 

其 ノ 究察ス ベ キ眞理 ノ 無盡藏 ナリト 謂 フべシ 有形 ノ物界 一一 係 ハレル 眞理 ヲ探 ラン 一一 ハ tn カダ 一一 具有 

セバ 着々 其 ノ妙境 一一 造詣 スル ヲ期ス べキナ リ此ノ 種類 ノ智 識ハ 舉 者德義 上ノ 品性 如何 ヲ問 ハズ 何人 

一一 モ與へ ラル 、 モノ トス 譬へ バ 雨露 ノ澤 日光 ノ惠ハ 善 者 惡者ヲ 論 ゼズ世 一一 齊ネ ク與へ ラル 、ガ 如シ 

然レ 1H 宗敎 ハ深ク 人心 一一 關藥シ 德性ノ 蘊奥 一一 涉ル モノ ナ ルガ 故 一一 單 一一 智力 ヲ以テ 之 ヲ知ル コ ト難シ 

或 人 ノ說- 曰ク宗 敎上ノ 講究 一一 ツイ テ ハ 智力 德 性互ヒ 一一 婚配 シテ 一 體トナ ラザル ベ カラ ズト 思フ  一 I 

德 in  ノ 協力 ス ル ヲ待チ テ知ル コトノ 始メテ 全 午 乇ノハ 宗敎 以外 一一 モ 其例少 カラ ザ ルナ リカ ァ ライル 

曰ク 吾人 ノ足 ハ 手ノカ ヲ藉ラ ズ シ テ 歩行 ス ルー 一足 ル ベ シ然 レ it 德義無 クバ 智力 充分 一一 働ク ゴ トヲ得 

ズ全ク if 一 わ i!i  ノ 腐敗 セル モノ ハ 何事 ヲ 乇知ル -由 ナシ眞 一一 事物 ヲ知ラ ント 欲セバ 先、 ヅ之 ヲ愛シ 且之ト 

心ヲ 一 一一 セザル 可 ラズ云 々譬 へバ 公事 ノ爲メ 一一  家 ヲ忘レ 親戚 故舊ヲ モ顧 ミズ 赤心 實 一一 燃ュル 如キ義 

人 ノ心術 ハ高尙 ノ氣節 一一 乏シ ク人 ノ薄キ 智者 擧者ノ 窺 ヒ知ル ゴトヲ 得ザル モノ ナリ故 一一 輕薄 ヲ以 

テ生ト スル モノ ハ 懷慨 悲歌 ノ士ヲ 目スル 一一 狂 愚 ヲ以テ ス ル 亦條ム  一 I 足 ラズ唯 有 二 英雄 1 知 = 英雄 1 ト ハ 

即チ 此事ヲ 謂へ ル モノ 一一  非ズ ャ意氣 投合 スルキ ハ倾 蓋尙 ホ故舊 一一 優 レリ 吾人 ガ宗 敎ヲ 講究 スル 一一 方 


リテ胡 越 管 ナラザ ルノ想 アル ハ心ノ 欲スル 所 未 ダ宗敎 一一 於 テ 要 ス ル 高尙 ノ點ー I 向ハズ 只管 一一 眼ヲ人 

世-一 注グガ 故ナリ 

英國 ノ 達人 「力 アデ ナル」 一一 ウマン 曰ク 畢竟 スルー 一人 ハ 推論 スルノ 動物 11 非 ラズ即 チ見且 ッ 感 ジ 思 

ヒはッ 働クノ 動物 タル ナリ ト實 一一 然 リ 人生 ノ 管轄 ヲ專ラ 論理 擧ノ爲 ス所 一一 委セナ バ世ハ 如何 一一 成リ 

行 クナラ ン北 ハ阁陋 一一 シテ或 ハ甚シ キ 無道 ノ 有様 一一 陷ィル ャ蓋 必然 ノ數 ナリ トス 幸 一一 シ テ fft! 人 ハ道德 

ノ至性 ヲ以テ 賦與セ ラレ タレ バ 之 ヲ 擴充 シ テ以テ 至大 至妙 ノ 境 - 達 シ 智力 ノ 單行 シ テ 知 ル 能 ハ ザ ル 

所 ヲモ知 ルナ リバス カル 曰ク 天性 ハ 理論 ノ弱 ヤヲ 支持 シ之ヲ シテ 無道 ノ點 -至ル コトヲ 免 レシ ムト 

讀者 TJ,^  ノー 一一 一  n 一一  就 テ德性 人情 ノ關渉 スル所 大ナル ヲ悟レ ヒゥム 曰ク我 人智 ノ示ス 所 矛盾 極 メテ多 

ク ダ 不完全 ナル ヲ見テ 疑惑 ノ念 頻リ 一一 起リ テ止ム ゴ ト能ハ ズ爲メ 一 1 諸ノ 信仰 及ビ 推論 ヲ棄テ 、皆 

ナ：： ：：r ス ル 一一 足ラ ズ ト 思考 セリ吾 ガ 存在 ハ何 レス 原因 ョ リ來リ 叉 如何 ナ ル 形狀 一一 歸 ス ベ キ乎我 誰ガ恩 

ヲ. 求メ义 誰ガ愤 ヲ恐ル ベ キ吾 ガ周邊 一一 在ル モノ ハ 何人 ゾャ我 之 -1 化 力 ヲ及ボ シ彼又 我 一一 化 力 ヲ及ボ 

ス所 ァリャ 我此， ノ  ^題  一 I  ^ リ 心 氣擾亂 シ 萬 物 ヲ疑 フガ故 一一 喑冥 裡 一一 彷徨 シ 故舊 ナ ク親朋 ナ ク 吾ガ 

身體ダ 一一 之無キ -I 至 レリ 不幸 ノ極何 モノ 力 之 1 一過 ギ ン ャ然レ iH 幸- シテ 天然 ノ至 性ハ 此ノ哲 學上ノ 

. 變狀ヲ 治スル I 一足 ルモ ノア ル ナリ我書{^.-ヲ出デ 、馬 一一 乘リ 遊戯 ヲ試ミ 朋友 ト團樂 シテ說 話スル 僅々 

三 四時 問 一一 シテ 實在ノ 世界 一一 住居 スルノ 快 樂ヲ縦 一一 シ復ビ 以前 ノ思辨 ヲ爲サ ン トス ル 一一 無味 冷澹 一一 

シテ 笑フべ ク 卑シム ベ ク甚ダ 牽强ノ 說-ゾ 似 タリ ケル我 殆ンド 之 ヲ爲ス - 忍 ビザ ルナ リト 

第三 章 宗教 ノ 眞理ヲ 講究 スル -I 必要 ナル 精神 ヲ論ズ  ，  三 五 


宗敎 上ノ事 一一 ツイ テ モ單 一一 孤立 ナル 智力 ヲシ テ之ヲ 探究 セシ ムル トキ ハ知 ルコト 不完全 ナ ルノミ づ 

ラ ズ或 ハ 愈 進 ン デ愈惑 フス 念 無 キヲ 得べ カラ ズ故 一一 德性 ヲ養ヒ 至情 ヲ 鼓舞 シ テ 智力 ノ援 クル ヲ要 ス 

至 人 非 fel レ己、 過 X 門不 レ遑レ 入、 憂 勞豈得 レ已、 讀者ョ 目 ヲ擧ゲ テ吾ガ 同胞 人類 ノ狀態 ヲ考へ 衆ト偕 

カヽリ 

一一 喜 ビ衆ト 偕-憂 フル ノ心ヲ 以テ世 ノ樣ヲ 觀察シ 時 一一 身 ヲ反ミ テ己レ ハ此レ 宇 1 由 ノ孤子 ラル ヲ忘ル 

、 勿レ凡 ソ宗敎 一一 通ゼ ン ト思 フ者ハ 吾ガ 志望 ヲ 正 善 高 尙ノ域 一一 置キ 世ノ汚 レ 一一 安 ンズル づ ト勿 レ 

耶穌 曰ク心 ノ淸キ モノ ハ福 ヒナ リ其ハ 神 ヲ見ル づトヲ 得 レバ ナリ ト殊 - 必要 ナルづ トハ 各自 ガ罪惡 

ヲ悲シ ムノ念 ヲ發揮 シテ之 ヲ救フ ノ道ヲ 求ムル 一一 在リ 世人 ハ 罪悪 一一 感染 スルノ 久シキ ヨリ 良心 ノ感 

覺極 メ テ痴 g ナ ルガ 故 一一 容易 一一 宗敎 ノ现ヲ 明 ラカー ーセザ ルナ リ 耶穌 基督 在世 ノ事鎮 ハ悉ク 正 善ノ法 

一一 則リ 雄大 美麗 日月 ト光 ヲ爭 フー 一足 レ リ而シ テ其 ノ德義 ノ榮光 尸 十字架 一一 釘 死 セ ラル、 一一 至 リテ最 

乇咬著 ナリト 謂 フ ベ シ 耶穌ノ 磔刑 一一 就 ク時兩 傍  一一 二人 ノ 賊ァ リ テ 同ジ ク 十字架 一一 釘セ ラル T ハ频リ 

一一 耶穌 ヲ 晉 リテ止 マ ザ リシ 力 ド乙ハ 死時此 一一 至リ 條然 タル 永遠 ノ世 目前 一一 在 ルヲ以 テ 今 マ デ 一一 陲 リ 

居 タル 良心 e: 然 トメ 驚キ 前日 ノ非ヲ 悟 リ吾ガ 罪惡 ノ 充盈 セル 悲シ ミ 感慨 - 堪 へ ズメ耶 穌ヲ兑 ルー 一身 

碟刑 一一 處セ ラレ テ 衆人 ノ詬誶 スル所 ト爲リ タレ ドモ正 善 ク德ハ 掩フべ カラ ズ彼 レ未ダ 推論 ノ勞ヲ 費 

サ ズ博ク 天下 ノ書ヲ モ搜索 セズタ 、、、目 覺 メタル 良心 一一 導 カレ 瞬時- シテ 來世ノ 事 及 基督 ノ 救 主 タ ル 

「ヲ 看破 シ 甲- 言 ッテ曰 ク爾同 ジ ク罪 ヲ受ケ ナガ ラ祌ヲ 畏レザ ルカ 我 ラハ當 然ナリ 爲セシ づトノ 報 

ィヲ受 クルナ レド此 人 ハ何モ 善 カラ ヌ「 ハ爲サ 、、、リシナ リ 斯クテ 又耶穌 一一 云 ヒケル ハ爾 其ノ國 一一 至 


ラン トキ 乞 フ我ヲ 記憶 セョ 耶穌 答へ ケルハ 誠 トー 一 我 爾-吿 ゲン 今日 爾我ト 偕-一 「パラダイス」 一一 在 

ル ベ シ ト 讀者祌 ノ 存在 未來 ノ理耶 穌ノ神 タル 「其 他宗 敎 ノ 大端ハ 單獨ノ 知力 ヲ以 テ悟リ 得べ キー I 非 

ズ愈ナ 各自 ノ 良心 ヲ喚 發スル 一一 非 レバ 知リ 難キ眞 理ナリ 故-空理 高談 ヲ事 トセ ズ心 ヲ當然 ノ狀態 一一 

置 キテ基 将敎ヲ 査察 セョ孟 曰ク 仁者 如レ 射、 射 者 正レ己 而後 發、 發 而不レ 中、 不レ怨 一一 勝レ己 者？ 反 

求 二 諸 己 一而 己矣、 宗敎 ノ理 一一 志シ アル モノ ハ 亦 何ゾ射 者ト異 ナル所 アルべ ケ ン ャ 余切 一一 讀者 一一 望 ム 

乞フ實 在ノ間 一一 立チ 偏セズ 黨セズ 正大 ノ心 ヲ以テ 基督 敎ノ 理ヲ 討尋 スべ シ實在 物 トハ何 ゾャ此 美妙 

リアル チイ 

ナル 天地 ハ實 在ナリ 天地 ノ 現象 已 一一 實在ナ ルガ 故  一 I 天地 ノ大 原因 ハ實 在ナリ 叉世ノ 艱難 ハ爭フ ベ 力 

ラザル i 古 パ シキ實 在 ナリ吾 ガ罪惡 ハ最モ 怖ル可 ク悲ム ベ キノ 實在  一 I シテ慮 名 -非ズ 吾 ガ心內  一丁 王權 

ヲ執リ 傲然 トシ テ我ヲ 命令 シ言 行云爲 一 切ヲ 賞罰 スル 良心 ハ最 モ謹ム ベ キ實 在ナリ 人生 五 4- 七十 ハ 

古來 稀ナリ トス 吾人 ガ將 一一 死 ナン トス ル 「 モ亦 動力 ス可ラ ザ ル實在 一一 非ズ ャ此ノ 諸 ノ實在 物 ヲ嘲リ 

宗 敎ヲ輕 ベ 論 ジ去ラ ン トス ル者ハ 人心 有ル モノー 一  非 ルナ リ ra^ シ テ此 等諸ノ 事物 ヲ正當 一一 觀察 シ タラ 

ン者ハ 危懼 胸 -塞リ テ計ノ 出 ル所ヲ 知 ラズ或 ハ喜悅 心 一一 滿テ手 ノ舞ヒ 足 ノ踏ム 所ヲ覺 H ザ ルナ ラ ン 

第 四 章 神ノ 存在 ヲ論ズ 其 一 

祌ノ 存在 ハ天 下萬敎 ノ基趾 ナ リ殊  一 I 基督 敎ノ如 キ ハ 有神論 ノ最モ 高 尙精英 ナルモ / ブ 基本 トシ テ其 

敎道ヲ 組織 シ タルモ ノナレ バ神ノ 存在 ヲ說明 ス ル ハ 之 ヲ論ズ ルノ第 I 着 ナリト 謂 ハザル ベ カラ ズ故 

第 四 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  三 七 
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一一 余 ハ此ノ 章 一一 於テ 基督 敎 有神論 ノ 大要 ヲ論ゼ ン ト欲ス 

1 無神論 決 シテ容 3^ 一一  非ズ 

世人 《曰 取 誇リ& 一一  神 無 シト言 へド善 ク其理 ヲ考フ レバ 天下 祌無シ ト云フ 程 難キ事 有ラザ ルナ リ保羅 

曰 ク 其 時雨 等 ハ望ナ ク叉世 一一 在リ テ神無 キ 者ナリ キト 即神無 キガ故 一一 望 無 キ 也衆メ 天地 萬 物 ハ之ヲ 

、王 宰スル ノ； t 無 カラン 力 吾人 ハ 窮阨 一一 臨 ミ テ呼ブ ベ キ天無 キ 也寃枉 一一 遭 テ號泣 スべ キノ H 文天ヲ 亡へ 

ル ナ リ ノ人 シォ ゥ ベン ハウ ェ 1 ル ガ 吾人 若 シ知覺 慈悲心 無 キ能 カノ 趨向 一一 從 ハザル ヲ得ズ ン 

バ是ノ 天地 ハ 天地 無 キヨ リ反ッ テ悪キ モノ ナリ ト試ミ 一一 思へ 宇宙 ハ 能力 及 定則 ノ 一  大機關 ナリ舉 術 

ノ日 一一 進歩 スル 一 1 從ヒテ 吾人 ハ益 造化 ノ極メ テ强大 ナルヲ 知ルト 同時 一一 吾ガ カノ 極メテ 微弱 ナル 一一 

驚 カザル ヲ得 ズ斯ル 世界 一一 住ミ テ之ヲ 保護 スルノ 天父 存在 スル 無キヲ 確知ス 人心 ノ 不幸 何事 力 之 一一 

如ンャ 吾人 若 シ眞正 ノ 無神論 ヲ唱 フル 一一 至 ラ バ 敢 テ 生命 ヲ 乇 物憂 ク思 フべキ 害ナレ ド 其 ノ 實際 ハ 假 

ン UJ 

面ノ 無神論者 一一 シ テロ 一一 論ズ ル程心 一 1 ハ確ト 神無シ ト思フ ュ非ズ 故 一一 辛 ウジ テ此生 ヲ營ム コトヲ 得 

ル ノ ミ譬 へ バ悪ヲ 行ヒテ ハ之ヲ 理スル モノ アルガ 如 クー 一 感ジ 不幸 宽屈ノ 境遇 ニ陷リ テク 何 ト無 ク 

天 一一 我 ヲ眷顧 スル乇 ノア リト 思惟 ス ルナ ド深 ク其 ノ實情 ヲ探グ レ バ 人類 ハ已レ ガ 認識 セザル 上帝 ヲ 

隱然ノ 中 一一 奉戴 シテ聊 力 其ノ心 ヲ安ン ゼ ン ト欲ス ルナ リ果 シテ其 ノロ 頭 一 1 呶々 ス ルガ 如ク心 一一 上帝 

無キヲ 確知セ シ メバ 人生 ノ有樣 宛カモ 地球 一一 太陽 無 キト 一 般ナラ ン トス 天下 ハ之 ガ爲メ 一一 甚ダ欝 結 

ャ 

^滯ノ せ 勿 iw^ ト ナリチ お ミナ ン英 國ノ； g: 儒べ ー コ ン曾テ 愚者 ハ 心  一一；^ 無 シト言 ヘリ トァ ル聖詩 ノ語ヲ 


解釋 シ テ曰 ク此所 一一 言 フ ト記 シ テ思 フ ト書セ ザ リシ ハ 蓋 深意 ノ存ス ル コトナ ラン. M トナレ バ無祌 論 

者ハ 口頭 一一 テ其說 ヲ 唱フレ iH 十分-一之 ヲ信ジ 或 ハ之ヲ 確知シ タルモ ノー 一  非 レバ ナリ ト誠 W 一一  無祌論 

ヲ rp フル コト決 シ テ容 3 一一  非ズ 

加, 之祌ノ 存在 一一 關シ テハ 人類 ノ 分當サ 一一 言ヒ得 ル所ノ モノ ハー 一 點ノ外 一一 出ル コト能 ハ ザ ル害ナ 

リ即 チ證據 ヲ檢定 シ テ祌 ノ 存在 ヲ 認識 ス ルカ 若クハ 其ノ  |ほ 據ヲ見 ザ ルガ 故-其 ノ 存在 スルヲ 知ラ ズ 

ト 云フ是 レナ リ余 ハ 世人 ガ有祌 論 ノ 證據 ヲ 不十分 ナリ トシ テ其 存在 ヲ 認識 セザ ルヲ見 テ敢テ 不當 ノ 

所見 ト見 傚サ 、v ルナ リ然レ m 特ー 1 上帝 ノ 存在 ヲ知 ラズト 云フノ ミナ ラズ 純然 タル 無 祌論ヲ 主張、 ンテ 

天地 ノ 主宰 必ズ 存在 セズト 云ハ、 >  其ノ不 當ナル コト明 カナリ 何トナ レバ 吾人 ハ知 見限 リアル モノ ナ 

レ バ 宇宙 ノ 事物 原因 ヲ 知悉 スル 11 由 ナシ已 一一 吾ガ知 レル所 一一 祌ノ 存在 ヲ證 明スル モノ 無キ乇 ン ゾ 

吾 ガ知ラ ザ ル沂 一一 ソノ明 證ナキ ヲ保セ ン ャ 吾ガ旣 11 知リ タル 原因 上帝 一一 非ズ トス ル 乇焉ン ゾ吾カ 未 

ダ知ラ ザ ル モノ、 祌 一一 非ラザ ル ヲ知ラ ン之ヲ 要スル 一 1 神ノ 存在 ヲ證セ ン 一一 ハ僅カ 一一 宇宙 ノ 一  小 n:^ 部 

一一 テモ 其證據 トスべ キモ ノア ラバ 足レ リ然レ iH 純然 タル 無神論 ヲ 左證セ ン ト欲セ バ此ノ 際涯 ヲ究メ 

ガ タキ 宇宙 ヲ盡ク 究察セ ザ ル ベ カラ ズ 宇宙 ヲ究察 シテ遣 ス所無 カラ シムル ハ人 カノ 能 スル所 一一 非ズ 

故 一一 專斷ノ 無神論 ハ 人類 ノ得テ IF フべキ モノ 一一  非ラザ ルヲ 知ルべ シ例レ 之 遠洋 ノ 孤島-舟 ヲ寄セ 居 

民ノ 有無 ヲ知ラ ント 欲スル 一一 方リ 全島 一人 モ住ム モノ 無 シト言 ハ ント欲 セバ先 ヅ徧ネ ク.！ 15 中 ヲ巡リ 

テ 隅ナク 人跡 ノ絕 H タル ヲ究メ ザ ルべ カラ ズ然 レドモ 吾人 ハ未ダ 該島ヲ 徧ネク 巡 覽セズ トイへ ド モ 

神ノ 存在 ヲ論ズ  .  I  三 九 ■ 


僅 力 一一 炊 烟ノ細 ク立チ 上 ボレル ヲ望ミ 或 ハ海逄  一 I 漁獵セ シ モノ  、跡 アル ヲ見バ 、必ラ ズ此所 一一 住 ミ 

シ人 ァ リ トー 一一 一口 フ ヲ得 ベ シ 無神論 ヲ唱 フル コ ト 有神論 一一 比ブ レバ 更 一一 困難 ナル モノ ァリト 謂ハザ ル 

ヲ得ズ 

二  論ノ 倫理 ヲ論ズ 

宗敎ノ 倫理 ハ 通常 人間 ノ事 ト歸 趣ヲ異 一一 スル モノ 一一 非ズ 唯之ヲ 適用 スル ノ 場合 一 1 異同 ァ ル ノ ミ蓋 倫- 

常 ノ道ハ 宇宙 一般-行 ハレ テ彼ノ 所 ト此ノ 所 ト敢テ 差異 ヲ生ズ べキ モノー 1 非 ルナ リ地 一一 在リテ 吾人 

ノ 義當サ 一一 務ムべ キ事ハ 天 一一 在 リテモ 務ムべ キコト ナルべ シ祌人 ノ事ハ 天地 懸隔 ス トイへ 氏 其 間 一一 

行ハ ルべキ 倫理 一一 至 リテハ 二者 同 一 ナリト 謂 ハザル ベ カラ ズ良シ ャ有祌 論ノ事 實即チ 上帝 ノ 存在 =^ 

關 シテハ 多少 分明 ナラ ザルコ トモ アルべ シ トス ル 乇其 倫理 即チ 吾人 ハ 如何 一一 シ テ之 一一 事フべ キヤ ト 

云 フー 1 至 リテハ 甚ダ 明白 一一 シ テ火 ヲ觀 ル -異ナ ラ ズ 宛カ乇 物理 擧 一一 ォ ィ テ 天文 舉ト 機械 舉ト ノ論ズ 

ル所大 一一 懸絶 シテ實 一一 天地 ノ差ァ ル 一一 モ拘ラ ズ其ノ 間 一一 同  一 ノ 數理ヲ 通用 スル ヲ得 ルガ 如シ 天文 學 

ノ究 察スル 境域 ハ渺々 タル 虚空 ュ涉 レリ トイへ 1H 之ヲ 支配 スル ノ數理 ハ地ノ 山川 家屋 ヲ 支配 ス ル所 

ノ數 理ナリ 吾人 ハ 遊星 ノウ チ 一一 未ダ發 見セザ ル モノ アル モ之ヲ 支配 スべ キ數理 尸 已 -齊 失ス ル所ナ 

レバ 敢テ 研究 ノ勞ヲ 費 ヤス 一一 モ及バ ザ ルナ リ昔シ 及ビ  1^,^  H リ H ルノ ニ氏ガ 「ユウ ラナ 

ス」 星ノ 軌道 ノ 位置 11 不審 ヲ懷キ タル ョ リ終 一一 海王星 ヲ發 見スル 一一 至 リシ ハ全ク 地 一一 行ハ ル ヽ數现 

天 一一 行ハ ル 、 ト 思ヒタ レバ ナリ 


是ノ 如ク 有神論 ノ 倫理 ハ極 メテ明 ラカナル モノ ナリ蓋 上帝 ハ 天地 ノ 主 生民ノ 大父 二 シ テ 吾人 ハ 晝ト 

ナ ク夜ト 無ク斷 H ズ其ノ 愛育 ヲ被ブ ル モノ ナ ルガ 故 二 之ヲ シ テ 果シテ 存在 セシ メ ン 力 則チ心 ヲ竭シ 

精ヲ 盡シ テ之ヲ 愛ス べキコ ト固ョ リ論ズ ル ヲ待タ ズ然レ iH 有神論 ノ 倫理 ハ 吾人 ガ未 ダ其ノ 事實ヲ 熟 

知 セ ズ 即 チ祌ノ 存在 ヲ確知 セザル 以前 一一 ハ絕 工テ顧 ミル ヲ耍 セ. ザル モノ ナルャ 吾人 未ダ 上帝 ノ 在 ス 

コトヲ 知ラ. サル ゥチニ 倫理 上ノ 義務 ハ疾ク 二 切迫 ナル モノ 無キ乎 乞フ少 シク之 ヲ說カ ン 

此 二 一 家族 ァ リ曾テ 非常 ノ貧窶 二 陷リ 飢寒 身 ニ迫レ 如何 ト モス ル能ハ ズ唯死 スルヲ 待 ツバ 力 リナ 

リケ ルガ 忽チ 無名氏 ョ リ金帛 ヲ贈ラ レ 圆ラズ モ 富裕 ノ家 トナリ 二 ケリ 此家ノ 人々 後日 彼ノ 無名 ノ仁 

^ 二 邂返ス ル ヲ得バ 感泣 シ テ切ニ 其ノ恩 ヲ謝ス ル r 、ト ナラ ン其 ノ行此 二 出 デズ恩 ヲ恩ト シ モ思ハ ザ 

ル如キ 「ァ ラシ メバ 天下 擧リテ 其 罪 ヲ嗚ス ベ シ然レ iH 該家 ノ人ガ 倫理 上ノ 義務 ヲ食擔 スルハ 無名氏 

ノ 所在 ヲ 知ルキ ニ始マ ルカ 或 ハ未ダ 之 ヲ詳知 セザル 時 二 モ 及ブモ ノト ス ルカ 余 ハ未ダ 之 ヲ知ラ 、ザル 

時 二 モ 關係ス ル所少 力 ラ ズ ト信ズ ルナ リ何 トナレ バ 彼等 ハ 義當サ 二 未見 ノ 恩人 ヲ 欽慕 シ之ヲ 尋求 ス 

ルノ道 ヲ盡サ 、-、 ル ベ 力 ラ ズ 若シ 徒ラ 一一 飽食 緩 衣 逸居シ テ 吾ガ 幸福 ノ由 來ヲ 探 リ其ノ 恩 二 謝 セント 欲 

スルノ 心 ナク、 、ハ _1 令其ノ 所在 ヲ知ラ デル モ已ニ 道德ノ 罪人 タル コ ト ハ 推諉ス ル 二 由 無力 ル ベ シ故 一一 

吾人 ハ時ト シ テ 未見 未知 ノ人 一一 對シテ 非常 ノ罪ヲ 犯 スコト アル ナリ 今人 類ノ 此世ニ 棲息 スルャ 日月 

ノ光 ヲ受ケ 雨露 ノ澤ヲ 被 プリ 親 養 ヒ人助 ケテ以 テ其生 ヲ安ン ズ俯シ テ思ヒ 仰 イデ 之ヲ 觀察ス ル 二 誰 

カ奇 ナリト 謂ハ. ザルモ ノア ラン ャ又私 力 二 吾 ガ心ニ 省ル 二 神ヲ觉 ム ルノ念 勃々 禁ズ ベ カラ デル モ ノ 

第 四 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  四 一 


眞理 一斑  P  二 

ァリ牝 二 由 リテ古 ヨリ 世々 ノ 賢哲 輩出 シテ 上帝 ヲ尋 ネ其 存在 ヲ說キ 心 ヲ盡シ テ之ニ 事へ タルモ ノ少 

力 ラ ズ 現 一一 有神論 ノ 主義 一一 本キテ 億兆 ノ 信仰 ヲ 支配 スル 宗敎ノ 存スル 程ナリ rai- シテ 上帝 ヲ シテ^ 在 

セ シ メン カ大ィ 二 吾人 倫理 上ノ 義務 二 關係 スト 首 フべ シ若シ 模糊 タル 雲霧 ヲ排 キテ 上帝 ノ_ ^在ヲ ゆ 

知 スルヲ 得 ナガ ラ尙且 ッ之ニ 事 フル ノ心ナ クバ 不虔ノ 罪 之 ヨリ 甚シ キハ無 カルべ シ然レ 氏 上帝 ノ^ 

在ヲ蔽 ヘル 雲霧 未ダ 晴レャ ラデル 先 二 吾人 ハ 已 二 未知 ノ 上帝 二 對ノ 不虔ノ 罪ヲ食 フ 「必 ズ シ モ 之 無 

シ ト 謂 フ可ラ ズ 區々 タル 人類 ノ 才識ヲ 以テ純 乎 タル 無 祌論ヲ 唱 フル コト 能ハ. ザルハ 余已 二 之 ヲ論ジ 

タリ 然 カノ ミナ ラズ 此ノ 天地 ノ妙ェ 經營ヲ 觀察シ 近クハ 人身 ノ 機巧 ヲ考 フル 二 豈之ヲ 以テ必 シモ大 

造 化工 ノ手ニ 成ラズ トス ルノ 现ァラ ン ャ良シ ャ 是等ノ 事物 未ダ 十分 二 神ノ 存在 ヲ證 スル 二 足ラ ザ ル 

モ或 ハ^ 在 スルコ トモ ャト思 フー 點ノ 想像 ヲ起ス 二 ハ 事足 リナ ント言 ハザ ルヲ得 ズ左ラ ヌ ダ ニ剥ヲ 

求ム ルコト 極メテ 切ナル 人心 ヲ以 テ此ノ 宇宙 ヲ觀 察スル コト故 古来 各國ノ 人民 殊 ニ其ノ 俊秀 ノ士ハ 

此ノ 想像 二 導 力 レテ終 二 上帝 ヲ認 メタル モノ 多 シ現ニ 有神論 ノ 主義 ヲ本ト セル 宗敎ハ お 球惊兆 ノリ 

ヲ支. g スル ニ非ズ ャ斯ル 場合 二 居 ナガ ラ必ズ シ モ 存在 セ ズトハ 云 ヒ難キ 天父 ヲ尋求 スルノ 念 無 /ノ  ノ 

是レ大 イナ ル道 德上ノ 罪人 ナリト 謂 ハザル 可 ラズ是 二. S リテ觀 レバ 吾人 ハ未ダ 上帝 ノ 存在 ヲ 七 

ザル モ揣摩 シテ之 ヲ兒出 サン トス ル ハ最モ 切迫 ナル 倫理 上ノ 義務 ナリ トス 

故 二 人 若 シ 其 ノ證跡 ヲ 見出 サ 、、、 ルガ タメ  二 無神論 ヲ ^フル 二 至 リシ トセ バ 敢テ 咎 ム ベ キ所無 シ ^ レ 

m 己 レノ眼 ヲ閉， 、チテ 之ヲ求 ムルノ 心無 カリ シガ タメ  二 無神論者 ト爲 リシ モノ ハ咎 ムべキ モノ ナリ己 


ガ親 察ノ及 ベル 境域 ノウ チ ニ其ノ 證據ヲ 見出 サ V ルガ 故 二 我 未 ダ神ノ 存在 スルヲ 知ラズ ト謂フ モノ 

ハ 無卵ナ リ然レ iH 故ラ 一一 注意 ヲ他 一一 轉ジ飮 食 名利 ノ爲メ 一一  心 ヲ奪ハ レ終 ニ其ノ 證據ヲ 見ザル モノ ハ 

極メテ 有罪 ノ人ナ リ祌ヲ 知 リテ之 二 敵スル 尸 明. ノ 大罪 ナレ ド之ヲ 尋ネズ シテ 自ラ 滿足ス ル ハ 人ノ 

思ヒ 寄ラ. サル 大罪 ナリ トス 斯ノ 如ク 吾人 ハ 未知 ノ祌ニ 責任 ヲ 負へ ル モノ 一一  テ不 虔ノ罪 ハ祌ヲ 知ラ， ザ 

ル 時 二 モ推諉 ス ベ 力 ラ ズ 凡ソ 隱微ノ 情實ヲ 明知シ タマ フ祌ハ 必ラ ズ 無神論者 ヲ j 嘛. 判 ス ル 二 其 ノ論ノ 

.ra テ起 レル事 情ヲ 酌量 シテ 之ヲ 責罰ス ル コトナ ラン 余ハ此 ノ說ヲ 爲スニ 方 リ< ！ほテ 己レガ 旣往ノ 有様 

ヲ顿ミ レバ 實ニ 戰慄ニ 塔へ. ザル モノ ァリ始 メ余ノ 基督 敎ヲ 聽クャ 厦祌ノ 存在 ヲ說キ 示サレ タリ トイ 

へ ド モ 馬耳東風 毫 モ 意ヲ留 メズ シテ 空シク 日月 ヲ經 過セリ 上帝 ノ 鴻恩  一一. S リ幸 ヒー ーシテ 現今 ノ 有様 

二 至ルコ トヲ得 タレ ド モ今將 タ之ヲ 思へ バ夢ノ 如シ縦 令余ヲ シテ他 二 罪悪 ヲ犯 セル コ ト莫ラ シムル 

モ若 シ此ノ 一事 ダ 二 アラバ 已ニ萬 死ニ當 レルノ 罪ァリ ト斷定 セラ レザル ヲ得ズ 

三 有神論 ノ 起原 何 レノ所 二 在リャ 

宗敎ハ 人性 ノ 1： 有 物 タル コ ト及ビ 其 ノ由來 ハ余已 二 之 ヲ略論 セリ本 項ノ如 キハ自 ラ前說 ノウ チ 二 包 

含 セル モノ ナレ ド特ニ 有神論 ノ 起源 ト題 シテ此 ニ之ヲ 論ズ ルハ其 ノ後ノ 議論 ト關係 スル所 アル ノミ 

ナラ ズ 今日 ノ 世論 二 對シテ 適用 スべ キ モノ 少 カラ ズ ト信ズ ルガ 故ナリ 

有 祌論ノ 起原 一一 付 千 諸 舉士ノ 所 說紛々 一 定セズ トイへ 共 大約之 ヲ左ノ 四 類 一二 R 分 スルヲ 得べ シ 

第 I 進化 說 

第 Bf 神ノ 存在 ヲ論ズ  四 一一- 


今日 ハ 何事-一由 ラズ 進化々 々 ト言フ 世界 ナリ 動植物 ノ事 ヨリ 始 マリ 社 會藝術 道 德ハ云 フモ更 ナリ終 

一 一宗 敎ヲモ 進化 ノ理 一一 チ說 キ去ラ ン トス 其說ヲ 略言 ス レバ 有 神 ノ說ハ 稍 下 リー 1- 劣等 ナル他 ノ感覺 意 

思 ョ リ 進化 シ來レ ル モノ ナリト 謂フ -1 過ギ ズ 

現 時 ノ如ク 進化 說ノ 蔓延 セザル 前 夙 一一 宗敎 ノ化醇 ヲ說ケ ル 乇 ノ少 カラ ズ ヒゥム 曰ク 人類 ノ奉信 セル 

最古 ノ宗 敎ハ 多神敎 ナリト 氏ガ此 ノ說ヲ 主張 サル 、 ヤスべ ン セル 輩 ノ如ク 許多ノ 事實ヲ 陳列 シ千 之 

ヲ 證明セ ン ト乇セ ズ若シ 上古 ノ世 專ラ 一 神說 ノ行ハ レ タル 「ァリ タラ ン 一一 ハ 人類 ガ之 ヲ棄テ 、自ラ 

墮落ス ルヲ甘 ンジチ 再 ビ多神 說ヲ奉 崇スル 一一 至 ラント ハ思ヒ f しフズ ト云フ 先天 ノ 論理 一一 根據シ タル 

モノ ナ リ 人類 最古 ノ宗敎 尸 多祌 敎ナリ シ ト 云 フ證據 分明 ナラ ザルノ ミ ナ ラ ズ 今日 ノ 攻古擧 ハ比々 1 

神敎ノ 最古 1 一行 ハ レ タル ヲ 證スル 一一 似 タリ 左 レバ 多 神 說ヲ以 一 1- 議論 ノ 基礎 ト做ス モノ ハ歸納 法ノ論 

場 一一 出ルノ 資格 無 キ乇ノ トス 良シ其 說ヲシ チ眞ナ ラシ ムルモ 多神說 ハ 一 種ノ 有神論 ノ ミ 進化論者 ハ 

多 神 說ノ由 來ヲ說 カザレ バ單- 1 ノ 現象 禀 青- ヲ 開陳 シ タル ノミ 一一 シチ未 ダ之ヲ 說明セ ザルモ ノト 謂 

フべ シ蓋 事實ノ 開陳 パ說 明ト 大差 ァ ル コ ト 論ヲ俟 タザ ルべ シ 

ガ 一 祌敎ヲ 多神說 ヨリ 進化 セシ ムルノ 方法 亦 奇ナリ トス 其ノ説 一一 由 レバ 上古 之 世人 民 ハ 皆 多 

神敎ヲ 奉崇シ タリ シガ 各人 已レ ガ鄕里 一一 屬スル 神 一一 媚 ヲ獻ゼ ント 欲スル ヨリ 終 一一 進化 シチ獨 一 專 一 

ノ神 ヲ奉ズ ルー 一至 リタ ルナ リト 斯ル 議論 ハ唯其 意義 ヲ 了解 シ タル ノ ミ 一一 テ理 一一 適ハザ ルコト ヲ發見 

スべシ 亦 多言 ヲ要セ ザ ルナ リ 


コント ハ稍之 ト異ナ リチ拜 物 敎ヲ以 一二 初發ノ 宗敎ト 做シ之 ヨリ 渐ャク 進 ミー 1- 多 神說- 至リ終 一一 宇 

フキ テ. ンス S 

宙ヲ、 王宰 スル獨 I  ノ 蓖祌ヲ 奉ズル 11 至 レリ ト論ズ 

此 ノ說ヲ 確立 セ ント 欲セバ 拜 物敎ノ 上古 一一 徧ネ カリ シヲ 明示 セザル ベ カラ ズ然ル 一一 スぺ ンセ 叫ノ言 

フ所ー I 據 レバ 開化 ノ 度 稍 高 キ 一一 進 ミ 千 思想 ノカ渐 ャク熟 スルー 一至 ラザレ バ 拜物敎 ハ起 ルべキ モノー 一 

非ル ナ リ蓋拜 物敎ト テ强チ 一一 物體 ヲ直チ 一一 禮拜 スル モノ トハ 謂フ ベ カラ ズ即チ 物ノ中 一 1 寓居 セ ル靈 

ヲ 敬崇ス ル コトナ リ靈ノ 存在 ヲ信セ ザル所 一一 ハ 拜物敎 ノ起ル ベ キ餘地 アル 「無シ 左 レバ T;ITW^ 

ァ ウス トラ リャ ン、 ブシ マン，. 等ノ 人民 ノウ チ 一一 ハ 拜物敎 ノ跡ヲ 見ザル ナリ人 ハ 如何 一一 シテ 主張 ス ル 

ガ如ク 萬 有 ヲ以チ 活動 セ ル モノ ノ如ク 思惟 ス ル 一一 至 リシ ャ又萬 有 ヲ見テ 活動 セ ル モノ  、如ク 想像 ス 

ル ヨリ 如何 一一 シテ之 ヲ禮拜 スルノ 感想 ヲ發 生スル 二 至 リシ ャ 

H- ッ コ ントノ 稱道ス ル如ク カノ 蠻挨 中拜物 敎ヲ奉 ズルモ ノア レバ トテ之 ヲ以テ 人間 最古 ノ宗 

敎ト 謂フハ 不可 ナリ焉 ゾ其ノ 一  祌 ヲ奉ジ タル 信仰 ヲ懷 ケル 原始 ノ 思想 ヨリ 墜落 シ來レ ル モノ 1 ー非ル 

ヲ知ラ ン加 フル 11 拜物 論者 ハ ベ ロウ サス、 マえ ソ 其 他 旅客 ノ 紀行 ナド ヲ參照 シチ已 レノ說 ヲ固メ ン 

ト欲ス トイへ モ ー セノ經 典 ハ 之ト 同ジク 彼等 ノ 尊崇 引據 スル- ー堪へ タル モノ ナルヲ 記憶 セザル 可 

ラ ズモ ー セノ記 スル所 ハ以チ 原始 拜物敎 存在 ノ確證 ト爲ス べキ モノ 一一  非 ルナ リ余 ハ 反ッ チ 其 ノウ チ 

一一 原始 一 神 敎若ク ハ 多 神敎ノ 存在 セ シ事實 ヲ見レ 拜 物敎ノ 最先ナ リシ コ ト ハ 毫モ其 ノ左證 ヲ見ズ 

是ヲ以 テ 考フレ バ コント ノ 所 說孟浪 杜撰 一 1 シテ取 ルー 一足 ラ ザルコ ト知ル ベ キ ノ ミ a ッ拜物 ヲ以ッ テ 

第 w 竜 神ノ 存在 ヲ論ズ  K 五 


眞 0 一  斑  P7 

奉种 念ノ 出 來ヲ說 明 スルハ 抑 原因結果 ノ關係 ヲ顚倒 シ タルモ ノナ リ蓋 拜物敎 ノ 存在 ハ 舉敎心 ノ 存.^ 

ス ル 一一 依ラ ザ ルヲ得 ザ レバ ナリ次  一 n^m.^ 說ヲ揭 ゲチ此 ノ宗敎 進化 說ノ略 評 ヲ終ラ ン ト欲ス 

其 ノ論ノ 略 二 曰ク 原始 ノ人ハ 身 ノ影ヲ 見 一 下腹 朧ト第 ニノ 我 アル ヲ知リ 夢-一依 リテ更 一一 此ノ 想像 ヲ確 

赏 一一 シ終 一一 死者 ノ靈 存在 スル ヲ信ズ ルー 一至 レ リ是  一一 .S リ 生前 一一 畏敬 セラ レ タル 祖先 ガ死 シ 一て 後チ子 

孫 ノ禮拜 ヲ受ル ハ亦 自然 ノ勢 ナリト 謂フべ シ禮拜 ノ念是 一一 起 リーア 漸次 其 ノ歩ヲ 進メ拜 物敎ト ナリ英 

雄ヲ崇 拜スル ノ風 トナリ 終- 上昇 シ テ 上帝 敎ヲ 現出 スルー 一至 レリ ト 

余ハ lTcryr¥ ^ノ說 ヲ 評スル タメ 一一  左 ノ條項 ヲ揭ゲ テ之ヲ 辨論ス ベ シ  . 

1 最古 ノ 宗敎 ハ 祖先 ヲ禮 拜セシ モノ ナリト ノ說ハ 歷 史上 其 ノ明證 ヲ 見ザル 「ナリ 蠻族ノ 民 ガ祌ヲ 

父ト 稱スル 事跡 ナドヲ 引 イチ 之ヲ證 スルハ 毫 乇 効力 無 キ 辯 論 - 近 シ 

二 祖先 ノ禮 拜ハ 世界 普通 ノ事實 一一 非ズ 巴人 種 乃至 「セ M ゃッ ク 人種 ノウ チ 一一 上古 死者 ヲ禮 

拜ス ル ヲ以チ 宗敎 ヲ立テ タル モノ アル ヲ見ズ . 

三 祖先 ヲ 敬愛 シ 死後 一一 之ヲ 欽慕 スル ノ情ヲ 抱クハ 人情 ノ常 ナレ ド或ル 人民 ノウ チ 一一 之ヲ禮 拜スル 

ノ風 アル ハ 蓋シ 人心 一一 奉祌 念ノ疾 ヨリ 働キ居 タル ヲ以チ 之ヲ死 セル 祖先 一一 適用 シ タルモ ノー 一  まラ ス 

ャ故 一一 一歩 ヲ譲 リチ 上古 ノ宗 敎ハ皆 祖先 禮拜 一一 始マ レリ ト爲 スモ 吾人 ハ此 ノ說明 一一 滿足 スル コト能 

ハ ズ 何故 一一 未開 原始 ノ人 ハ 祖先 ヲ禮 拜ス ルー 一至 レル ャト問 ハザル ヲ得ズ 生前 -ー 之ヲ 敬愛 シ タ レ バ う 

リナ ドト チ比ノ 難題 ヲ說 キ去ラ ント欲 スル乇 ノア レ ド是レ 禮拜ト ハ 如何 ナル コ トナル ヤヲ 知 ラザル 


論ナリ トス 

一， ウマン- スマ イス n: ク冇神 說ノ發 育ヲ推 究シ共 履歴 沿革 ヲ撿定 スルコ トヲ以 テ其ノ 發育ノ 木. 源ヲ 

認ルト 151.  一  ^^ス ベ カラ ズ故 一一 スぺ ン セル 氏ハ 其 ノ 社會舉 一一 於 テ 紙 先 禮拜ノ 事資 ヲ 极據 ト / 宗敎 ヲ 論 

ゼラ レ タレ ド是レ 人類 ヲメ禮 拜スル 一一 至ラ シ メ タル感念ノ解ー^.^ト兌做ス べキ モノ 一一 非ズ 感念ト 共ノ 

發 表スル 形狀ト ハ細カ -lEi: 別スべ キ づトナ リ此ノ 二者 ヲ 混！^ スル ハ宛カ モ火ノ 熱 ト烟ノ 形 狀トヲ 同 

視スル ュ異ナ ラズ云 タ 

叫 物敎 ヲ以テ 有神論 ノ 起原 ト 爲ス說 ノ妄ナ ルコ トハ， ^已 一一 之 ヲ論ジ タリ 然レ ス ノ說 

一一 比ブ レ バ 稍取ル べキ モノ ァリト ス蓋シ 人類 ガ己 レー 一力 アル ゴ ト及ビ 知 E 識ァ ルづ トナド ヲ知ル ハ 心 

ノ；， ^動 スルト 同時 一一 起ルモ ノト ス然 リ而シ テ其ノ 未開 幼稚 ノ時 一一 方リテ ャ 外物 ノ 動クヲ レバ 我ト 

同ジ クカァ リ知 ：2 識ァ ル モ ノト m 心惟ス ルコ トナラ ン就レ 中 rnH  ノ 運動 海波ノ 雄大 ナ ル川 流せ 十木ノ 溫！^ 

一一 シ テ親シ ム 可ク且 ッ 山嶽 雷 ノ我 ヲ應倒 スル勢 ヲ有ス ルナ ド 一 マ 始ノ人 一一 非常 ノ感格 ヲ與へ 未 

ダ 祖先 ノ死 一一 遭ハ ズ其ノ 禮拜ヲ モ始 メザル 以前 一一 オイ テ已 一一 之 ヲシテ 拜物ノ 徒 夕 ラシ メタ リト 一一 n フ 

乇何ノ 不可 カ是 レア ラ ン人 若シ余 一一 向ッテ 此說ト ス， Yi ン I セ I ルス 迂遠 ナ ル幽. ！說 トー 一 者 孰レヲ 執ルャ 

ト ハ、 -、 無 論 拜物敎 ノ說 一一 左祖 セント 欲ス ルナ リ 

之ヲ 要スル 一一 以上 三說ト モ或 ハ孟浪 一一 シ テ取ル 一一 足 ラズ或 ハ其ノ 起^  ノ 起原 ヲ须 ッテ始 メテ^ 立ス 

ルヲ i:! ル モノ 故 不充分 ナリ トス 判決 ヲ下サ 、、、 ル ベ カラ ズ 

•  第 E;^ 神ノ 存在 ヲ論ズ  M 七 


此ノ說 一一 據 レバ 神 ノ事其 他宗 敎ノ 事ハ ！ 切 天啓 一 I 出、、 ツル ト爲 スナリ 

思フ 一一 天啓 ノ說ハ 宗敎ノ 起原 殊 一一 其ノ 沿革 ヲ說 明スル 一一 オイ テ ハ大ィ 一一 思 i スべ キ 一 原素 ナ ル ベ シ 

トイへ iH 左ノ 困難 アル ヲ免カ レズ 

一 普 天ノ父 ガ其ノ 子孫 ノ心 -生レ ナガ ラ之ヲ 認識 スル 一一 至ルべ キ カヲ賦 與セズ 天啓 一一 由ラザ レバ 

少シ モ斯ル 事 一一 思ヒ及 ボスコ ト無シ トセ バ是 レ最 モ怖シ ム ベ キ所爲  一 I 非 ズャ物 一一 ハ物ノ 性質 及ビ定 

則ヲ 與へテ 天地 ノ經 營ヲ 爲サシ メタル 上帝 ハ人 一一 許多ノ 原理 固有 ノ意想 ヲ與へ 之 一一 由リ テ神ノ 存在 

ヲ感ジ 之ヲ推 シテ其 理ヲ證 明セシ ム ル コト無 カルべ キカ食 ヲ嗜ミ 交 社ヲ慕 フク 念ヲ與 へ以テ 肉體ノ 

健全 ヲ 保持 セシ メタル 天父 ハ豈揣 摩 飢渴シ テ知ラ ザ ル神ヲ 求ムル ノ念ヲ 吾人 一一 賦卑 セザル コ トァラ 

ン ャ 天啓 論者 ハ 神 ノ 存在 及ビ 凡テ 宗敎 ノ事 ハー 切 子孫 相繼 ギ 人 タ 相 授受 スルノ 遺傳 一一 由リテ 維持 セ 

ラル 、 モ ノト 見做. サ 、、、 ルべ カラ ズ而シ テ此ノ 遣 傳ナル モノ ハ常ー 一定 マリ アル モノ  -非 ルガ 故 一一 祌ノ 

事ヲ 忘レ眞 ヲ變ジ テ僞ト 做スガ 如キづ ト起 ルャ必 セリ已 一一 此ノ 如キ弊 ヲ生ズ ルづト アル モ決 シテ罪 

ァリ ト謂フ ヲ得ズ 何トナ レバ 固 ヨリ 己 レー 一 之ヲ 知ルノ 力無 キ乇ノ 故斯ル 場合 一一 於 テ誤ル づト アル ハ 

數ノ然 ラシ ムル所 一一 シテ其 ノ避ケ 難 キコト 宛 力 モ 大山 ヲ 挾ンデ 北海 ヲ超 ュル 一一 均 シ然ル 一一 保 羅ガ上 

帝ヲ 誤認 セル 化 外人 ヲ指 シテ推 諉スべ キ 所ナシ トイへ ルハ 如何 ナル コトゾ ャ是レ 天啓 說ト 頗ル 矛盾 

スル モノー 一  非ズャ 


二  .：-: 小敎ノ 天下-普通 ナル コト前 ヨリ 爆樓陳 セル ガ若シ 天啓 說 ハ此ノ  I 事ヲ 解明 スル 一一 困難 無キヲ 

得ザル ベ シ 蓋此說 一一 據 レ バ 宗敎 思想 ノ 維持 保續 ハ 一 み 遣傳 ノ カー 一依 ラザル ベ 力 ラ ズ 若 シ 天然 一一 之 ヲ 

感ジ敎 ヲ須タ ズ シテ 之ヲ求 ムルノ 心無 カリ セバ 遣傳 ノカ 如何- シ テ 能 ク宗敎 ノ 思想 ヲ 萬阔 - 維持 シ 

得ン ャ5^族ノ多カ ル中  一 I ハ全ク 之 ヲ忘ル 、モノ モ起ル ベ キ害ナ リ歷史 ノ事實 ハ宗敎 ノ如ク 軍純ナ ル 

意 想 上ノ事 一一 比ス レバ 記憶 シ易キ コト論 ヲ俟タ ズ然ル 一 1 是スラ 久シキ 一一  ハ全 ク忘レ 2^ テ タル モノ 

無キ  一 I 非ズ 南海 ノ 島人 ハ其 祖先 ノ事ヲ 知 ラズ. XW^T^ ノ 人民 ハ古坊 ノ， S 來 ヲ說ク 能ハズ 最モ記 

憶 スルー I 便 リアル 事物 スラ巳 一一 斯ノ 如クナ レバ 單 一一 言 々 語 リ繼 ギ 言 ヒ 纏 ギ テ 能 ク 宗敎 ノ 思想 ヲ保チ 

之ヲ シ テ萬國 11 徧 カラ シム ルゴ ト 決シテ 容；^  - 非 ザ ルナ リ 

三 或ル學 者ノ言 一一 曰ク 吾人 ハ自ラ 彼-向 ッ テ働ラ クトゴ ri 無 クバ 我 一一 働ラク モノ  、知識 ヲ獲ル ゴ 

ト能 ハ ザ ルナ リト 若シ 人類 ヲシテ 全 ク神ヲ 知ルノ 力無 力 ラシ ムル トキ ハ從 令百ノ 天啓 ァ ル モ 能ク祌 

ヲ知ラ シメ能 ハ ザ ルナ リ余ハ 斯等ノ 理由 一一 依リ 人類 ノ神 ヲ知レ ル コ ト全ク 天啓-出 デ タリ ト 云フノ 

說取ル 一一：： 止ラザ ルヲ知 ルナ リ 

第三 推 究ノ說 

此說 11 據 レバ 人類 ノ神 ヲ信ジ タル ハ 人性 ノ理ヲ 推シ萬 物ノ， S 來 ヲ究ム ル ヨリ 起レル コト ナリト 云フ 

ナリ余 ハ此ノ 見解 ヲ左ノ 如ク評 セン トス 

. 种ヲ信 ズルコ トハ 人智 未ダ 十分 一一 開 達セズ 天地 ノ大 原因 ヲ尋ネ 究極 ノ元因 ヲ探ル 等ノ說 起ラザ 

.  ファイナル カウス 

第 四 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  四 九 


眞理 一斑  一 コ.^ 

リシ 時 ヨリ 疾ク 一一 世-現 ハ レ タル 事 實ナリ   . 

二 推究論 一一 據リテ 古今 人類 ノ 確認 シ タル ガ如ク 上帝 ヲ信ズ ルコト 容易 一一 非 ズスマ ー イス 曰 ク或ル 論 

者ハ 信認 ノ 基礎 ヲ 誤解 シ椎究 論 ヲシテ 其負擔 スルー ー堪 へザル 證明ノ 大任 ヲ負 ハシ メント 欲ス此 ノ^ 

謬 ョ リ多ク ノ懷疑 說ヲ生 ジ タ ル 事實 ハ 神舉 ノ歷史  一 I オイ テ蓋掩 フべ カラ ザ ルゴ トナリ 上帝 ハ 吾人 ノ 

理 論辨說 ノ局ヲ 結 ブー 一至 リ始 メテ 存在 スル モノー ーァラ ズ即チ 吾人 ヲ シ テ 之 ヲ 思ハシ メ 且其 ノ 存在 ノ 

證左ヲ 集 メシム ル紫動 カナリ 吾ガ 心內ノ 顯示ハ 人類 ガ 上帝 ヲ信ズ ルコト ノ山テ 出 ル所ナ リ而シ テフ 

地 萬 物ハ神 一一 ツイ テ知 ルヲ 得可キ 事物 ヲ明ラ 力  一 I スルノ 證左ナ リト此 ノ言善 ソ余ガ 意ヲ得 タル モノ 

ナリ尙 ホ後文 一一 オイ テ之 ヲ說 明スル づト アル 可シ 

第 四 天 然 ノ 傾向 

直覺 說ヲ唱 フル 哲舉者 ノウ チ 一一 ハ 上帝 ヲ直 覺スル トノ論 モアレ ド余 ハ之ヲ 黉成ス ル コ ト fpj ノス 左レ 

ド余 ハ 人性 自然 祌ヲ 信ゼ ント 欲スル 欽慕 ノ 情 ァリト 思 フナリ 此ノ生 レナ ガラノ 傾向 アルト 外物 ノ 感 

格スル トー 一 由 リ神ノ 存在 ヲ明ラ 力 一一 認ム ルコト 天下一 一 徧ネク ナレル ナリ (本書 第 I  ?_ ー窜ノ  ^1 

ヲ 記憶 セ バ 此事益 明白 ナ ラ ン) 詩 一一 云 ク祌ョ 吾ガ 心 爾ヲ慕 フ 猶鹿ノ 溪水 ヲ慕フ ガ如シ 吾ガ 心 一 W ヲ 渴 

慕 ス即チ M ル神ヲ 慕フナ リト保 羅曰ク i ハ人 ヲシテ 祌ヲ求 メシメ 彼等 ガ或 ハ揣摩 リ得ル コトァ ラン 

爲ナリ ぎ レドモ 祌ハ我 倚 各人 ヲぎル コト遠 カラ ズト 是レ 上帝 ヲ渴 慕スル モノ 一一 非 ズャ盖 人ノ世 一一 出 

ル ャ漸ャ ク長ズ ル 一一 及 ンデ我 ヲ知リ 世界 ヲ知リ 叉我ト 世界 ノ 共-一依 ル所ノ モノ アルガ 如ク 一一 感ゼザ 


ル ヲはズ スべ ン セル ノ 所謂 未見 ノ實 在者ハ 少シク 人心 ノ發 逹セ ル モノ  、盡ク 認識 ス ル 所ナリ 此ノ感 

念ハ 一一  幼稚 未開 ノ 時-一存 スルノ ミナ ラズ 智力 渐ャク 長ジ 外物 ヲ 統御 スルノ 權愈擴 充スル 二 隨ヒ世 

ノ 現象 ヲ 左右 シ M 门ガ 生命 苦樂ノ 柄ヲ 掌握 スル モノ  、強大 ナルヲ 益 深 ク感ゼ ザルヲ 得ズ 並， Z 國ノ  t^y^ 

リ ック 大王 ガ已ノ 經營セ ル 政治 戰鬪ノ 活劇 ヲ 回顧 シ 成敗 ノ數人 カノ 外 一一 在 ルヲ認 メタル ハ 決シ テ 偶 

然ノ 事-一 非 ズ昔シ 諸 葛 亮ガ兵 ヲ出ス 一一 方 リ凡事 如 レ是雖 レ可ニ 逆 料 T  ^^盡 レカ 而後 已、 至 一一 成欣 利鈍； 

非 riHl 之 明 所 二 能 逆 W 一也 ト言 ヘル トキ ハ 何 ト無ク 宇宙 ノ間 一一 我ナラ ズ叉 世界 ナラ ザルモ ノア リテ存 

スル コト、 m 心へ ルナ ラン 夫レ 吾人 ノ賴、 リテ以 テ生キ 又動キ 叉在ル コトヲ 得ル能 カノ 存在 ハ 人類 ガ未 

ダ祌 トイ へ ル名ヲ 知 ラザル 前 一 一已 一一 其 心ノ 確知ス ル所ナ リシナ リ盖 「人 已レノ 本 我 ヲ知リ 叉 本我ノ 

世界 ト異ナ レル ヲ知ル キ ハ之ト 同時 一一 更 一一 高尙ナ ル本 我即チ 天地 ト我ト ノ依テ 立 ッ所ノ 活潑々 她ノ 

能力 アル ヲ 認識 ス ルナ リ」 コ— ッ Ilr5) 特 一一 是ノミ 二 非 ズ吾ガ 良心 ノ作 m ヲ觀 察スル 1 一正 邪 ノ別赏 罰 

ノ分 ヲ辨ズ ル ト共 一一 アル ノ ル-. ^ノ 所謂 正義 ヲ 保護 貫徹 セ シムル 所 ノ我ナ ラザル モノ 冇 リテ存 スルヲ 

  ハボゃ シ ス 

感ゼ ザルヲ 5£ ズプレ トウ ハ之ヲ 上 二 向 ヒテ引 カル ヽ コト 、云 ヒア リス トウ トル ハ 齊通 ノ  J:^ 輝： ト 名ケ 

ェ ピキゥ ラス ハ世ニ 徧ネキ 通弊 ト稱シ シ セ！， 口 ハ生レ ナガ ラ 人性 二 根柢 セ ル 預想ト 呼べ リ此 ノ感念 、 

揣摩、 豫想 ノ情ハ 議論 引證 一一 前 キ立チ テ存ス ル モノー 一  テ時 一一 隱顯强 弱ノ差 無キ 一一 非ラズ トイ へ JH 人 

心 -ー在 リテ非 货ノ影 HE ヲ及ボ ス モノ ナルコ ト疑フ ベ カラ ズ故 一一 吾人 ガ 上帝 ノ 存在 ヲ 證明セ ン トス ル 

ハ 即チ吾 ガ心內 一一 此ノ如 キ預想 信認 ノ念ァ ル ハ果シ テ客觀 上 之 一一 對合ス ル 所ノ實 在者ァ ルコ トナル 

第 ulssf 神ノ 存在 ヲ論ズ  五】 


眞理 一斑  ョこ 

ャ ト云フ 問題 一一 外 ナラズ 左 レバ 「有神論 ハ 絕 H テ人ノ 知 ラザル 事物 ヲ知ラ ント 5^ スルー 一 ハ非ズ m. チ 

nx|E> ナル故 力 吾人 ノ已 I 一信 ズ ル所ノ モノ ヲ證 明ス ル コ トナリ 叉 知 ル事ヲ 推究ス ル 二 非 ズ天タ r^H 通ノ 

架キ 信認 ノ爲メ  二 其 ノ確實 堅固 ナル 理由 アル ヲ示ス コト ナリ」 ( へ ン リイ *ビ* ス ミス) 人 ご 亦ヲ目 

勺 トシ テ造 ラレ タルモ ノナ ルガ 故 二 之 ヲ信ジ 叉之ヲ 認メ ザルヲ 得ズ 然 レ 田 天然 ノ 知 徽感念 ハ 新タ 一一 

鑛 U ヨリ 堀 出 セル 金石 ノ如 シ 經驗 辨論證 明ノ ェヲ 經ザレ バ 充分 一一 其 本質 ヲ 顯 ハス コ ト能ハ ザルノ ミ 

ナラズ 之ト共 一一 外 f  -  ノ混ジ 人リ居 ルヲ免 カレ ズ是 ヲ以テ 古今 宗 敎ノ歷 史ヲ觀 レバ 此ノ 奉敎ノ 念 動 モ 

ス レバ 迷 塗 妄信 - ー陷ィ レルコ ト 其冽少 カラ ズ故 一一 吾人 ハ推 究辨論 ノエ ヲ以 テ之ヲ 孫磨ス ル ヲ要ス ル 

ナ リ或ル 折 C 學者 ハ 此ノ 感念ヲ メ未 ダ知ラ ザ ルノ 勢力 不可 測ナ ル實在 者 ヲ認ム ルー 一止 マラ シメ 吾人 ハ 

敢テ 其ノ生 貧ヲ究 察スル コト莫 カルべ シト 言 ヘリ 是レ 宗敎 ノ  S 「、物 ヲ 琢磨 セ ズ シ テ 粗野 ノ 形狀 一一 保存 

シ 上帝 ノ 顯示ハ 古へ ヨリ 漸次 明ラカ ニナ リ行キ タル- モ拘ラ ズ俄カ 一一 其ノ 進路 ヲ遮斷 シテ再 ビ赞族 

ノ 模糊 タル 宗敎 思想 一一 回ラ シメン ト謀ル モノ 一一  ァラズ ャ然レ m 吾人 ガ 天然 一一 懷ケル 奉神ノ 念ハ單 一一 

此 ノ 曖昧 模稜ノ 感念ヲ 以テ足 レリ トセ ズ 更 一一 一歩 ヲ進メ テ 椎究 思辨ノ 工夫 ヲ竭 シ此ノ 感想 ノ 意義 ヲ 

解釋シ 已 一一 心理 一一 存セ ル 信仰 ヲ辨護 精確 ナ ラシ ムル モノ ナリ 

余 ハ佛人 パウル *ジ ャネ ー ノ 名言 ヲ引テ 此ノ 章ノ局 ヲ結バ ン曰ク 吾人 ハ 天性 及ビ實 歷德 義ゃノ 理由 

ヨリ 上帝 ノ 存在 ヲ信ズ 其ノ 信仰 ハ 辨證 理論 ノ 得テ 及ブ ベ キ所 一一 非 ザ ルナ リ然レ 氏 靈魂 ハ 特 一一 信ズ ル 

コトヲ 求 ムルノ ミナ ラズ叉 明知セ ンコト ヲ冀圖 シテ止 マ ズ即チ 理性 ノ 法則 一一 由リテ 事物 ノ 原因 ヲ？ i 


發セ ン ト欲ス ルナ リ蓋 シ己ノ 知識 ト 信仰 トヲ 一 一一 歸セ シメン トス ル ハ 人心 ノ 切ナル 志望 ナリ トス 

第五 章 神ノ 存在 ヲ論ズ 其 二  . 

紀元前 六 百年 ノ  ヨリ 諸阈ノ 人民 究察ノ 精神 ヲ發 揮シ 理學ノ 思想 大ィ -1 興起 セリ" ；儿 レ 史冊上ぉモ 

明ナ ル事實 ナリト ス驚此 ヨリ 以牲 嚷眯 野蠻ノ 時代 一一 オイ テ 人類 ハ 已 ュ 日月 ノ， m 行 草木 ノ發生 等ノゴ 

ト キ 选化ノ 顯象ヲ p 擊シ之 ヲ實際 一一 利 シ タリ シ ガ六 百年 ノ 頃 一一 至 リ徒ラ -1 皮 ffl ノ 知識 ヲ有ス ル 一一 

安 ン ゼ ズ 事物 入现. e 及ビ 其， E 來ヲ 講究 スルコ トヲ始 メタ リ此ノ 時 一一 方リ 印度 一一 ハ m 迦牟： ^起 リ 支那 

一 I ハ仲 c:^ ノ如キ 人 sr 一 アタリ  一^- ,5 レバ 波斯國 火敎ノ 開祖 力 ロア ス トル モ殆ド 同時代 ノ人ナ リト云 

フ然レ 以上 三ケ國 ノ如キ ハ仰以 ，一天 文 T 俯以 察， 一地 现 T 是 故知 ニ陶明 之故ハ 原 4i 反レ 終、 故知 二死 

生之說 1 等ノ事 幾分 力 之 無 キー ーァ ラネド 宇宙 原始 論-一 ツイ テ S ダ 著明 ナル成 靖ァラ ザ リシ ナ リ而シ 

テ共ノ 議論 最モ 旺盛 一 I シテ許 多 ノ成鑌 ヲ生ジ タル モ ノ ハ ダリ シ ヤノ 折：： 舉 一一 如ク ハ ナ シ該國 一一 ハ 殆ド 

時ヲ M. ゥシ テ三大 派 起 レリ SL- 萬 物 ノ大原 ヲ講ズ ルヲ 以テ. 其ノ專 耍ノ趣 匕门 ト ス 一 ヲ 「叫ォ 二 ャ IX 

派 卜 稱ス 北 ハノ隨 j  ノ 首唱者 ナ ル タ 1 リ irr ハ 水 ヲ以テ 萬物ノ 起原 ヲ 解說シ p.rfr キ シ マネ スハ 氣ヲ以 

テ 之 ヲ 說ケリ 次デ， ij タゴ ラ IR 派ナ ル モノ 起ル此 ノ學流 ヲ汲メ ル モノ ハ 水火 風土 ノ 如 ク變易 .：疋 リ無 

キ モノ ヲ以テ 萬 物 ノ起木 ト爲ス ヲ善 トセ ズ更 11 深ク 究察シ テ井然 タル 模形及 ビ數ト  一一 .E リテ 之ガ解 

說 ヲ試ミ タリ ピ夕ゴ ラ ス ハ 宇宙 二 秩序 ノ行ハ ル 、 ヲ見テ 萬 有ノ昔 樂ヲ聽 クト言 へ リ 第三 ヲ H リア チ 

第五 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  五三 


ト ス此ノ 派- 1 屬ス ル學者 ハ更ュ 深遠 ナル 說ヲ持 スト 揚首 シ 單純 ナル现 性-一依 リ テ 千 態 萬狀ナ • 

ル^？匕ノドーー 一 ノ、1:^^ナ ル 存在者ヲ發見セリト 言へ "其レ ョ リ凡ソ 一 百年 ヲ經テ 後 數名ノ 折" 士 W 

ド ノン^ ホ 發見セ シ所少 カラ ズァ I ナ クサ ゴ ラス ハ 「アイ ォ 一一 ャ ン」 派ノ 主義 ュ本キ テ其說 ヲ立テ タレ 

ド也 水火^ ノ  r し ザ ノミヲ 以テ足 レリ トセ ズ 之ヲ 排列 措置 ス ル所ノ 智力 ァ" ト說ケ リア リス トウ トル 

^^：^ノ 一 ー賢ガ アナ クサ" ゴ— 一フ ー スノ 首ヲ 自家 掠 着ト思 へ ル ハ 未ダ共 ノ妙理 一一 通ゼザ "シモ ノト n しュ 

七ノや ^ ムメ— ド I 〔リ ス 、 dr^s,«r^ 等ノ 諸氏 前後 踵 ヲ接シ テ 興リ 各自 { 豕ノ意 2!^ ヲ宣べ 舉問 ノ逬ヲ 

頫 f セリ其 ノノチ ，^^l^Ft^ 者流ナ ル モノ ァリ此 ノ輩ハ 名利 一一 奔走 シテ 眞 、理 ヲ觉ム ルノ 精祌. 無シ 

议  一一 if 學ノ 進歩 一一 ハ左マ デ功繽 無力 リシナ リ加レ 之反ッ テ之ヲ 妨害 シ タルモ ノ 僅少 一 1 非 ルべシ 時 

一一 彼等 ノ 惡風 一一 反對. シ テ起レ ルー 聖人 ァリ ^^ス ト稱ス 一代 ノ 所說 後世 一一 傅 フべキ モノ 少カ ラ 

ズ. P 一  1 チノ ァ 動物 體 一 1 意匠 ノ存ス ル ヲ認メ 冥々 ノウ チ 一一 萬 物 ヲ攝现 シ我ヲ $^4- タト コ a  ノ 神明 ヲ.^ f セ 

リ其ノ 高弟 プ， TI 卜 ハ更 一一 高遠 幽邃 ノ 思想 ヲ 吐露 メ曰ク 無始 ノ世 ヨリ  一 ノ意想 上帝 ノ 心理  一一^ セリ 

天お 之  一 I  f  " テ ヲ成 シ 萬 物 之 -I  f テ 育 ス トァ —リカ I トウ— トル ハ 事物 ノ 原因 ヲ論ズ ル  一一 f 

ノ！^別ァ ルヲ示セリ氏ハ或ル社殿-1-安置セル7^^^^^ノ石像ヲ以テ例ト做シ此等四種ノ原因ヲ 

解^ セリ， 3.^^;^ ハ何ー I 因リテ 成ルコ トヲ得 タリ ャ即ハ チ其ノ 材料 ナル 大现石 アル ヲ耍 ス之ヲ 

其ノ 材料 原因 ト稱ス 叉之ヲ 造ルノ 工人 及 ビ刀鋸 無力 ル ベ 力 ラ ズ之ヲ 施行 原因 ト稱ス 次 一一 石像 ノ模形 

ま： 力 ル ベ 力 ラ ズ之 ヲ模形 原因 ト稱ス 最後 -I 此ノ 石像 ノ成ル ハ 社殿 一 1 安置 セ ント欲 スルノ 目的 ァ リ シ 


11 .E レリ 之 ヲ結 局 原因 ト 稱 ス 後世 ノ 舉士  - シ テ 今尙ホ アリス トウ トルガ 四 種 ノー R 別 ヲ宗 トス ル モノ 

多シ 

此ョ" 歐西ノ 舉術 世界 一一 ハ 天地 ノ 原因 ヲ論 ズル モノ 絕 H ズ現ー I 彼 ノ諸國 一一 オイ テ 學術上 ノ 議論 最 モ 

^：潑ナ ル モノ ハ glf 天地 原始 論  ー1過グべ カラズ，刊「ン，^ゃ.^ ハ，，^へ ルファ スト 演說ノ 開 端  一二 一一 口へ ルコ トァリ 

曰ク 原始 ノ 人-  一  ノ间有 ナル幾 動力 アル ヲ以テ 時至ル 一 1 及ビ共 思想 講究 ヲシテ 天地 現象 ノ本 原-向 

ハシ メタ リト 又， TTYnr^  ノ 首  一 I 曰 ク永ク 世上-^ シ廣ク 天下 11 行 ハレ タル 信仰 ハ何 モノ 力 之ガ基 

本 タルモ ノア リ其中 ,1 幾分 ノ 〈輝- ヲ 含有 セル 「蓋 疑 フ ベ キ 一一 非 ズト實 一 1 天下 ノ人ガ 徧ネク 信認 セ シ 

所ノ モノ ハ必ラ ズ 動力 ス ベ カラ ザル 现由ァ ル 「ナ ラン 已 一一 四千 年 以前 一一 於 テ敢テ 今日 ト異ナ ル 「無 

ク人 額ノ明 ラカー I 主張 セル &: 想ハ 世々 ノ經 驗ヲ積 ン デ 起レル モノ  一  I 非 ズ其ノ  .E 來ハ 世界 萬物ノ 攀遷 

移ぶ. "スル ヲ觀テ 之 ガ元因 タル 永 固不變 ノ實體 ヲ求ム ル - 在" 蓋シ 天地 ハ 化育 シ テ止マ ズ北ハ ノ變易 ハ 

實 - 千 態 萬 狀毫モ 問斷ァ ルコト 無シ此 一一 於テカ 人心 ハ 自力 ラ 現象 ノ 下 -1 資體 ヲ探リ 有限 界ヲ 超越 シ 

テ 無限 界ヲ尋 ヌ左レ バ 今日 マ デ世 一 1 現 ハレ タル 折门學 ハ 非常 一一 相異ナ ル所ァ レ 1H 結局 其 歸趣ヲ 問 へ バ 

スぺ ン セ.^ノ所謂宇宙ーー係ハ レル 先天 ノ解說  一 I 外ナラ ズ彼ノ 無神論者 トイへ tH 亦此 ノ範圍 ノウ チ  一 I 

在ル モノ トス 何トナ レバ 共 根據ト ス ル所 有神論 ト全ク 異ナリ トイへ m 物；^ R 及ビ勢 カノ 自立 ヲ唱 へテ 

宇宙 ノ 存在 ヲ解說 セント スルヲ レバ 一 種ノ 天地 原始 論 ナル コ ト明ラ カナ" 斯 ノ如ク 古來ノ 现舉宗 

敎ハ 大抵 天地 ノ 現象 ヲ以テ 现當サ - 解說 ヲ耍シ 叉解說 スルヲ 得べ キ モノ トノ 認定 ヨリ 起 レルモ ノト 

第五 Ss} 神ノ 存在 ヲ論ズ  五 五 


眞理 一斑  五六 

ス 「サ， -」 ウイ" ャム • タムゾ ン曰ク 寧 術 ノ耍ハ 天地 ノ現 狀ヲ 推シテ 其已往 一一 溯 リ 吾人 ノ  n 擊ス ル 

事物 ヲ究メ テ 將來ノ 進化 ヲ預知 スルー I 在リト 同氏 ハ已 レノ 言 -I 背 力 ズ 勢力 ノ 散布 說 一 1 據 リ^々 现ヲ 

推 シ テ 終 一一 天地 ノ： t 滞 亡 減スル 一一 至ラ ンコト ヲ 言 シ 叉已往 一一 溯リテ 今 ノ宇 苗 ハ 其ノ 秩序 無始 ノ時 

ヨリ 斯クノ 如クナ リシ モノ  - 非 ズ必ズ ャ 判然 夕 ル 紀 原 無力 ル ベ 力 ラ ズ 而ゥ シ テ其元 因 ハ 現今 行 ハ ル 

ルモ ノト 同ジ カラ ザ ルナ リ ト斷言 セリ 

今ノ 舉術ノ 開示 スル所  一一. H レバ 天地 ノ現 狀ハ素 ヨリ 始 アリシ モノ ナリ 山川 草木 A 介 日 n 星 K ハ 

呰太 十：： ヨリ 靴々 ノ 釋 動ァ リタ ルガ 爲メ 一一 渐ヲ 以テ 今日 ノ 有様ト 尸 ナ レル ナリ肯 ハ  >  因々 相精 キ ra;: -々 

相結ビ テ現 出シ タルモ ノト ス 十：： 人 ハ 世  一 I 最モ、 水闹 不拔ナ ル モノ、 例 ヲ摘示 セント 欲セバ 必ラ ズ彼ノ 

繁同ナ ル 南山 ヲ指 シ テ 其ノ 壽 一一 比シ タリ 然レ ドモ 學術ノ 發： 一 1 據 レバ 獨" 彼 ノ 市出ノ ミ ナラ ズ之ヲ 

載ス ル所ノ 大地 之 ヲ覆ヒ 之 一一 臨ム所 ノ穹茶 星宿 一一 至ル マ ギ悉ク 太古- 始マ レル時 アル ノ ミナ ラズ亦 

瓦解 散 失 スルノ 期ァリ トス 是レ殆 ンド斷 々乎 トシ テ更 一一 疑ヲ容 レ ザ ル  ー^_^ナ リ サ レ バ 天地 ノ樣： t) ハ 決 

シテ 松柏 ノ摧ケ テ薪ト ナリ桑 M  ノ變メ 海トナ ル類ノ ミー 一 非ズ此 等變化 ヲ 溯リテ 次第 一一 其 ノ源ヲ ネ 

果ヲ 椎シ因 ヲ探リ 叉之ヲ 究メテ せ： (ノ 前因ヲ 1? 明シ此 ノ如ク 着々 因 ra^ ノ關 係ヲ討 肆スル トキ ハ 終 一一 開 

端 原 乃 チ諸ノ 現象 ヲ 生起 セル 一大 本 原ュ逹 セザル ヲ得ズ 論者 或 ハー 一一 一 "ハ ン我レ原21結£_-ノ 现ヲ：！：：^ズ 

然レド モ諸ノ 原因 論 ノ如ク 際限 モ無ク 互ヒ -相 嗣ギ至 レリ トイ フ モ何ゾ 之 ヲ不當 ノ說ト は做ス ベ ケ 

ン ャ ト此 ノー 一一 一  L 或 ハ现 アル 一一 似 タレ ド モ 吾人 ハ 開端ノ 原因 無キ モ ノ  、 連鎖 ハ 眞 H:i  ノ 原因 一一 非ルヲ ず， 憶 


セザル ベ カラ ズ 1-.： へ バ 此 一一 一 一十 侗ノ鐵 環 ヨリ 成レ ル鏈ァ ラ ン 一一 各 環 互 一一 聯贯、 ス トイ へ 之ヲ 支持 ス 

ル モノ 無 クバ 中  一丁目 ラヲ 保持 スル 「能 ハザル ベ シ僅カ 一一 十 個 ノ鐵環 己一 I 是ノ如 シ乂千 fE 個ノ モノ 

ヲ 如何 ン P 讥ンャ 無 數ノ鐵 環 ヨリ 成レ ル鏈ハ 鞏固 ナル 一 大盤石 一 I 倚ラザ レバ 之ヲ支 フル 一一 出 ナカラ ン 

トス モヅレ ィ臼ク 原因 ノ 無數ナ ル 承 續述鎖 ハ  一 ノ 原因 一一 モ依ラ ザ ル モノ ナリ 备個ノ 15^5:1^ ーヒ  一 I 依 倚 

ス トイ へ 1H 全體 ノ倚ル ベ キ 原因 無シト 一一 一一 II ハ ザル ベ カラ ズト故 一 I 宇宙 ノ 現象 ヲシテ 原因 ノ無數 ナル述 

銷承續 一一 依 ラシ ムル モノ ハ 天地 一一 原 因 無 シト云 フ 一一 同 ジ是レ 理性 一一 极柢セ ル 一 大 原理 一一 牴牾ス ル モ 

ノ 一一  非ズ ャ是 ヲ以テ 吾人 ハ 萬物ノ 現象 ヲ以テ 必ラズ シ モ  一 ノ開端 原 WI  一一  セザル ベ 力 ラ ズ カント！：！ 

ク 现性ハ 原因 ヨリ 原囚 一一 溯ル 一一 方 リ：： ルノ 終極 一一 止 マルべ キ所 ヲ何レ 一一 力 ネザ ルヲ得 ズ若シ 何 モノ 

力 現  一一 ：：^ 在ス ル アラバ 無始 ョ リ 必然 一一 存在 シ居 タル モ ノ 無力 ルべ カラ ズ何 トナ レバ 他 一一 依リ テ立ッ 

モ ノ ハ 其 原因 タル モノ  、支持 一一 依 リテ存 ス之ヲ 抱シ尋 ネ テ 究極 一一 至 レ バ 獨立. IS 在 ノ 原 2! 一一  溯 ラザル 

ヲ得ズ 卜 人心 ハ 此 ノ髙點 一一 達 セザレ バ決シ テ滿： ： 止 スル モノ ュ非ル ナリ斯 ク論ジ 来 レ バ 天地 萬 物ノ  ^ 

端 原 N ハ 絶對 純全ノ モノ ナラ ザルべ カラ ズ 乂此ノ 絕對的 ノー： 儿因 ハー 一丁 ン テ 一 ー無キ 道理 ナ リ 蓋絶對 ハ 

； 一一 非レ バ 絕對 一一 非ズ 一 ー侗ノ 絡 對的ァ リ トス ルハ 衲 墜： ノ 論ナ リ 

ra^ ン テ此ノ  -:-H 由 ヲ シ テ 絕對 ナ ル 存在 ノ 表象 ナ ラシ メ バ 吾人 ハ 萬 有 ノ 有様 ヲ 考へテ 上帝 ノ 性 は、 ヲ 推 

究 スルヲ 得べ キ 害ナリ 猶ホ， 類ノ 工事 ヲ見テ 其智愚 巧拙 能 不能 ヲ辨 ズル ヲ得 ルガ 如シ ぼ：： へ バ 1^:: 人 

フカ— エル ノ ま风 ヲ眺メ テ其ノ 意匠 ノ 高 妙 ナ ル 一一 驚キ其 理想 ノ 絕美 一一 敬服 セ ザルヲ 得ズ經 一一 曰 ク夫レ 天 
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ハ神 ノ榮た ヲ顯ハ シ弯 蒼ハ其 

無 クシ テ iTi ハノ霄 地 之 極 一一 達ス 

ヲ 創造 シ テ ョ リ以來 之 ヲ明ラ 

是 レ 偏僻ノ 心無 キ モノ、 見解 

ズト 何等 ノ 謬見、、 ソ ャ萧. 物ノ 原 

^ハ 此现ヲ 名ケテ 合 當现山 

トキ 人 ハ 種々 ノ 瞭測 ヲ爲シ 

歸 スルモ ノア "就. s^i ォ— ルテ 

レム 城 一一 參詣 スルノ 風ナリ 

々ノ 貝ヲ 佩ビ 居タ リシ 故？^ あ ク 

シテ 僅々 數十 百侗ナ ラ シ / バ 

レルヲ 以テ見 レバ 此說 ノ穏當 

土ハ 一 面 ノ海ナ リシ ト云フ コ 

レ 他 無 シ ヴ オル テ 11^  ノ 見解 

ノ ハ其ノ 結果 ヲ生 ズル 一一 合當 

吾人 ハ此ノ 天地人 物 ノ經綸 


ハ ミルト ン in ク 吾人 ガ 上帝 ト稱ス ル所ノ モノ ハ 開 端 原因 ト見ル ノ ミ 二 テ ハ 甚ダ 不充分 ナ リ トス ，a -ト 

ナ レバ  一 ノ開端 原 3： ヲ 認識 ス ル 一一 至リテ ハ 無神論 トイ へ iH 敢 テ有祌 論者 ト異ナ ル トコ " ナケ レバ ナ 

リ叉 .1:^ シ ャ比ノ 開 端 原因 二 全能 ノ德ヲ 附加ス ルモ 以テ足 レリ ト ス ベ 力 ラズ 何ト ナ レバ 物^せお ク ハ 必 

然ノ+ ネフ カヲ以 テ有ラ ュ ル 存在 ノ本原 ト爲ス 無神論者 モ 已レノ  W 執ス ル^!::: 目ノ 勢力 ヲバ 全能 ノ モノ ナ 

リト r ム フ；； I- レバ トテ 共ノ執 ル所ノ 勢力 ヲ シ テ 上帝 一一 化 セシム ルコト 能ハザ ルナ リ 譏^ 潔 ノ德ヲ 全 

能 ノ開端 原 因 二 附加セ ザル トキ ハ 眞正ノ 上帝 一一 逹ス ルコト アルべ 力 ラズ 云々 故 一一 吾人 ハ是レ ヨリ 更 

一一 ム I 鋒ヲ 進メテ 唯物論 者ヲ 破 リ 奇偶 論者 ヲ 仆 シ テ 上帝 論ノ 完備 ヲ 期 セント 欲ス抑 天地 ハ 上帝 ガ自叙 

ノ取記 ナリ&  ニ之ヲ 披閱ス レバ 幾分 力 上帝 ヲ知ル 一一 足ラ ンス I ベ！， ン I セ— ル I ノ輩ガ 天地 ノ 現象 ヲ究 察シテ 

バイ ヲ グラフ ヰ 

之ガ 實體 タル 無限 的ノ 存在 ヲ 認メ タルモ 尙 ホ之ヲ 不可 識ナ リト言 フ ハ 抑 充分 一一 此ノ 自叙 ノ 傳 記ヲ讀 

マ ザ レバ ナリ 或ハ之 ヲ閱ス ル モ 先入 ノ斷見 一一 蔽ハ レ テ之ヲ 了解 ス ルコト 能ハザ ルノミ 

此 一一 不可 識論 ネナ ルモ ノア リ 吾人 ノ 進路 ヲ此ノ 所 一一 テ 横斷シ 有祌 論者 ヲ シ テ 更  一一 ロヲ 力 シ メ ザ ラ 

ン トス 山 一 少シク 論辯セ ザルヲ ンャ 

最モ 極端 二  レル 不可 識論ハ 何事 ヲモ 知ルノ 力無 シ トス ル者ナ レバ 人性 ノ原 理並 H 遍 ノ 意識 一一 背戾 ス 

ル コ ト明ラ カナリ 故 一一 之 ヲ實際 一一 應 s セ ント 欲セバ 狂人 ノ列 一一 加へ ザル ヲ得ズ 叉 ヒ 一一 確實ノ 知識 ヲ 

得難 シ ト 云 フ 以上 ハ 自家 ノ論 說ヲ 辯護ス ル 「能 ハザル 苦ナ リ何ト ナ レ バ 辯 論左證 ハ知ル 「ヲ 鎖ッ テ 

而メ 後一 一 スル モノ ナ ルガ 故 一一 知識 ノ 信憑 ス ベ カラ ザ ルヲ證 セン ガ タメ  ニ之ヲ 知識 -ー 訴 ヘント ス 

,  第五 JSi 祌ノ 存在 ヲ論ズ  五 九 


ル ハ抑^ 妄ノ 至リ 一一 非 ズャ加 フル 一一 論者 ガ 不可 識論ヲ 主張 スル ハ已レ 一一 知 ルノカ アル ヲぉ„ "明 スル 

一一 足ラ ン 何トナ レバ 彼レ已 一一 オノ レガ 事物 ヲ知ラ ザ ルヲ知 ルナ リ若シ 確乎 タル 證左 ヲ舉ゲ テ歷々 不 

可 識論ノ 眞理ヲ 明ラカ 一一 做シ得 バ是レ 取リモ 直サズ 不可 識論ノ 0: 偽 ナルヲ 確定 スル 一一 異ナラ ズ何ト 

ナ レバ 此ノ 如クナ レバ 彼ガ 不可 識論 ノ眞 理ナル ヲ知ル コ ト明 カナ レバ ナ リア ゥ ガス テ ン闩ク 已レノ 

存在 セ ルヲ確 知ス我 之ヲ知 ルヲ喜 ビ トス ルナ リ反對 論者 ガ我 一一 對ッテ 焉ゾ爾 ガ欺カ レ タル 二 非ザル 

ヲ知 ラン トイ フモ恐 ルル 一一 足ラズ 乇 シ我ヲ シテ欺 力 レシ ム ル モ我ガ 存在 ハ動 カザ ルナ リ何 トナ レバ 

存在 セザ ル モノ  、欺 カルべ キ害ナ シ然リ 而メ已 一一 欺 カル、 以上 我ハ 必ラズ 存在 ス ル モノ ナ レバ 如何 

デ吾ガ 存在 ヲ信ズ ルヲ 以テ欺 カレ タリ トセ ン何 トナ レバ 欺 カル 、 モノ  、 存在 ハ 確資ナ ル コトナ レバ 

ナリ故 二 設如欺 力 ルヽモ 欺 カレ タル 我レハ 存在 スべ キ理ナ レバ 我レ 已レノ 存在 ヲ信ズ ルハ欺 カレ タ 

ル 一一 非ズ 同ジ理 二 由リ テ我レ ハ已レ ヲ知ル コトァ リト思 ヒテ欺 カルべ キヤウ 無 シ何ト ナ レバ 我 ハ已 

レ ノ 存在 ヲ知ル 如ク吾 ガ知ル 「ヲ知 レバ ナ リ ト是ノ 如ク 極端 ノ 不可 識論 ハ 到底 維持 シ難 キ說ナ リ 

蓋不 可識論 ハ 知識 一一 關シ タルー 種ノ 解說ナ yT^^ 曰 ク人若 シ 之ヲ 超越 スルー ー非レ バ 缺 點若ク ハ 制 

限 ヲモ覺 H ザ ルナ リト 此ノ 理ハ已 一一 第一 一章 一一 於 テ之ヲ 略言 セ ルガ 如シ我 若シ吾 ガ信ズ ル所 虚妄 ナリ 

トイ、 へ-、 是レ已 一一 知レ ル所ノ 眞正ノ 知識 ト 比較 シテ 判別 シ タルモ ノナリ 若シ我 ガ心才 信憑 ス ル 二 足 

ラズ トイ ハ 、、、 是レ我 一一 一 歷勝 レテ高 尙ナル 心才ァ ルヲ知 リ之ト 比べ テ他 ノ心才 ヲ取ル 二 足ラズ ト 

ヘル ノミ へ 說ハ 普遍 ノ 不可 識論ヲ 破ル 二 適へ ルノ ミナ ラズ實 二 事物 ノ全體 二 ハ涉ラ ズ僅カ 二 


其 一 部分-一 限レル 不可 識論ヲ モ仆ス 一一 足 レリ 哲學 者ガ我 レ物ノ 現象 ヲ知レ & 物 自ラヲ 知ラズ ト云フ 

ハ 已 一一 物自ラ ヲ 知リテ 其 現象 ト 一?i 別 シ タル 上 ノ 見解 ナ リ チン ダル ガ我 神ヲ知 ルべキ 才力 ノ 起端ヲ モ 

有 セズト 云 ヒシハ 彼 ガ已ニ 之ヲ知 ルノカ アル ー證ナ リスべ ン セル ガ絕對 的ノ モノ ハ 存在 スレ IH 知ル 

「 能 ハ ズ ト 論ズ ルヲ兑 レバ 余已 一一 彼能ク 有限 界ヲ 超 へ テ 絕 對的ヲ 實在ナ リト知 ルノカ アル ヲ明 知ス 

彼 ノまニ シテ 牛馬 ノ 幾何 學 ヲ知ラ ザ ルガ 如ク絕 對的ノ モノ ヲ知 ルノ 力無 カラ シメ バ已レ ニ此ノ 力無 

キヲ 全ク覺 H ズ シテ 過ギナ ン故 一一 ハミル M ンハ之 ヲ知ル 能ハズ ト 云ヒッ 、 尙ホ 信ジテ 禮拜祟 敬ヲ致 

スべ シ ト說ケ リスべ ン セル ハ絕 對的ハ 到底 之 ヲ知ル 二 由ナシ ト云ヒ ナガ ラ尙ホ 原因、 能力、 寓種ノ 

現象 ヲ表 ハセ ル勢、 吾人 ノ 感化 サル ヽ 力、 在 ラザル 所 無 キ永同 純 ーナル モノ ナ リナ ド、 說ケ リ是實 

一一 S 家 矛盾 ノ 言 一一 非ズ シ テ 何ゾ 叉 或 ハ 人類 ハ 神ヲ 知ル ノ 力無 シ ト 說キ ッ 、 罪 M- 危害 ノ 世 一一 多 キヲ見 

テ祌 ハ斯ノ 如キコ トヲ爲 スべキ モノ ユア ラズト 喋々 ス是レ 暗 一一 上帝 タラ ン モノ、 资格 ト其ノ 攝理ノ 

方法 ヲ 了知 セ ル モノ  ニァ ラズャ 

或ル祌 學者ハ 人心 二 上帝 ナル モノ ヲ 思念 スルノ 力 アル ヲ觀察 シ此ノ 、王 觀ノ 事寶ヲ 椎究シ テ客 觀ノ實 

體ナル 上帝 ノ 存在 二 論ジ至 リタ リ其ノ 說固ョ リ附會 一一 シ テ取ル 一一 足ラ ズ然レ 以テ 不可 譏 論者 ノ說 

ヲ破ル 一一 ハ 足ラ ン若シ 人類 ヲ シテ S 者 ガ昔樂 ノ妙ヲ 辨ジ其 感念ヲ 想像 ス ルノ 力無 キガ 若ク 上帝 ヲ觀 

念 スルノ 力無 力 ラ シ メ バ 其 思想 ハ 决 シ テ 心內 二 起ラ ザ リ シ 害ナ リ 

不可 識論者 曰ク限 定 ハ 否 定ナリ 事物  一丁 ソィテ 彼是 ト吾ガ 思想 ヲ定ム ルハ之 一 1 區域ヲ 立 ルー 一 

デ トル ミネ ，1 ション ネゲ， I シ ヨン 

第五 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  六 一 


眞理 1 斑  •  六 二 

外 ナラズ 無限 絕對 的ノ モ ノ ヲ 思念 ス ル中ハ 之 一一 制限 ヲ措 カザ ル ヲ ス 制限 ヲ立ッ レバ 已 一一 絶對 一一 非 

ズ 故 二 絕對的 ハ 思 フ ベ 力 ラ ズ 叉 知 ルべ カラ ザ ルナ リ 

此 ノ說ハ 數现 上 ノ 總念 二 ツイ テ云フ トキ ハ少 シモ 然 ス ル 所 無 力 ル ベ シ 譬 へ バ 是 ハ 幾何 數ナ リト 云 

へ バ共高 ヲ限制 シテ其 中 一一 含 マ レザル 他 ノ數ヲ 否定 スル 二  n: ジ叉 論理 上 ノ總念  一丁 ソィ テモ 同 一 ノ现 

ナリ トス 碧 へ バ此 二 動物 ト云 フ總 念ァラ ン 一一 手足 アル モノ ト云フ トキ ハ大  一！ 其ノ 域 ヲ縮メ 魚介 ノ 

如キ モノ ヲ除 カザル ヲ得ズ 

然レ tH 之ヲ 上帝 ノ事 一一 適用 セ ン ト欲ス ル ハ 上帝 ハ萬 物ヲ 總合シ タル モ ノナ リトノ 誤解 ヨリ 起レ ル コ 

トナリ 若 シ之ヲ シテ萬 物 ノ總念 タラ シメバ 吾人 ハ 已レノ 思念 知識 一一 出リテ 之ヲ限 制スル ノ现 ナシト 

是 レ全ク 大ナル 謬見 -r 鳩 スルモ ノナリ 蓋 上帝 ハ純 I  ノ實在 一一 シ テ 一 切 萬有ノ 依憑ス ル所ナ ル 絕對ノ 

理性 無限 ノ能 カナリ 存在者 ガ諸ノ 性質 ヲ有 スル ハ以 テ其ノ 存在 ヲ限ル 一一 足 ラズ反 ッテ之 ヲ，： f 尙ノ地 

位-一進 マシ ムルモ ノト ス醫 へ バ犬ナ ル總念 ハ 動物 ナル總 念 一一 比ブ レ バ 多クノ 性質 ヲ 具有 ス從ッ テ犬 

ノ數ハ 動物 一切 ノ數 ヨリ モ少 ナケ レ ド之ヲ 限定 ス ル所ノ 性質 一一 由 リテー 歷 高尙ノ 乇 ノト ナレル ナリ 

人 ハ有ス ル所ノ 性質 多 キガ故 一一-犬 ュ比ブ レバ 限定 セ ラ ル &所更 一一 多キ モノ ァリ トイへ m 之ガ爲 一一 犬 

ョ リ劣レ ル 地位 一一 降ラザ ル  一！ 非ズ ャ 人類 ノ现性 ハ絕 對ナル I 莨 在者ヲ 認識 ス而シ テ之ヲ 全能 全 至 仁 

至愛ノ モノ ナリト 云 フハ敢 テソノ 存在 ヲ狹 ムル 一一 非 ズ反テ 其德ヲ シ テ愈盛 ンナ ラシ ムル モノ ナリ或 

ル 存在者 ヲ 觀察シ テ之ヲ 一個 ノモ ノト 做ス ハ論现 上 ノ總念 ヨリ 云へ バ I 種ノ 否定 限 制ナリ トイ へ モ 


之 ヲ狹小 一一 スルモ ノト ハ云ヒ 難 シ余ハ 犬 一一 非ズ石 一一 非ズ即 ハチ 一 個ノ 人ナリ トー， ムフモ 敢テ之 ガ爲小 

ナ ルノ理 無シ祌 ハ其ノ 純全獨 一 ナ ルコト -.H リテ 天地人 物 ト全ク 1511^ ァ ル モノ ナ レド之 ガ爲メ 一一  無 

限ノ性 ヲ失フ 一一 非 ルナ リ試ミ 一一 思へ 人類 ノ布 限ナル ハ 思想 愛情 行 爲等ノ 事 アルガ 爲 メカ 否ナ 其ノ冇 

限ナ ル 力無 限ナ ル カノ 問題 ハ 思想 愛情 行 爲等ノ 完全 ナル ト否ラ ザ ル ト  一一. H リテ定 マ ル ナ リサ V-VIV 

曰 ク我ハ 知 ni カァ リ我ガ 智力 ハ 有限 的 一 1 屬ス是 ノー 一事 〈共 二 明白 ナ ル事實 ナ リ我レ 智力 ァ ル 二 由リテ 

禽獸ト 異ナリ 五；： ガ 智力 限制ァ リ諸ノ 眞现ヲ 一時 一一 見ルコ ト能 ハ ズ之  一一. H リテ 1 切ノ 眞现ヲ 一  m  ノ 下 

一一 觀了ス ル所ノ 絕對ノ 存在者 完備 ナ ル 智力 ト異ナ リ吾ガ 不完全 ヲ 致スモ ノ ハ吾ガ 智力 ァ ルコトー 一 非 

ズ反ッ テ吾ガ 存在 ノ 勢力.^ 豐 富.、 及ビ尊 贵ハ全 ク此ノ 一事 一一 由 リテ立 ツナ リ： 五：； ガ i 任 弱 ヲ致ス モノ ハ 

此ノ カノ 境界 狹 L 呶ナル 一一 在リ トス 故 二 我レャ 智力 ァ ル 一一 由リテ 完備 ノ德 ニ與 カルコ トヲ ル 乇知ル 

所 限 リア ル  一一. S リテ 不完全 ナル モ ノ ナリト 有神論 者 ガ祌ノ 品性 ヲ論 辯ス ル ヲ見 テ共ノ 無限 ノ性ヲ 害 

ス ト. 解セ ル 不可 識 論者 未 ダ此现 -1 通ゼザ ルナ リ 

次 一一 聊カ 唯物論 者ノ非 ヲ辨ゼ ン其ノ 論 一一 曰ク 天地 ノ 現象 ハ 必ラズ シ モ  一 ノ 原因 無 カル ベ カラ ズ 我物 

ヲ以テ 之 ニ充 ツ^ 物質 以外 一一 開端ノ 原因 ヲ求ム ベ ケ ンャト  < 水 ハ 唯物論 ヲ左 二 論駁 セ ン トス 

一 天地 萬物ノ 現象 ハ變態 極 マ リ無シ 吾人 ノ现 性ハ之 ヲ生ズ ルノ常 往不變 永^ ナル 一 大 原因 ヲ求メ 

ント 欲ス. 何ヲ以 テ此ノ 原因 一一 充ッべ キ乎 唯物論 者曰ク 物質 ヲ以 テスべ 、ン ト然レ 共試ミ  一！ 思へ； 大地 ノ 

現象 ハ何 モノ、 現象 ナ リ ャ 物質 ノ 現象 一一 非ズ シ テ. 何、、 ソ 天地 ノ 變遷 ハ. 何 モノ、 變遷 ナ リ ャ物 la: ノ變 1) 
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眞 理 一斑.  六 四 

一一 非ズ シテ何 ゾ是ヲ 以テ觀 レバ 物質 ハ變遷 シテ極 リ無シ 如何 一一 シテ 之ヲ名 クル 一一 常住 不變永 M ナ" 

I 大 原因 ヲ 以テセ ンャ 3, ン曰ク 現象 ノ 永久 一一 變化ス ルナ 力  一！ 在リテ 終始 同一 ナル萬 

存ァリ ト云フ ハ自語 相違 ノ說 ナリ 何トナ レバ 變化 スル モノ ハ 同一 ナル コト ヲ得ズ a タ？ 變化 スル現 

象ノ ミア リテ 之トヽ モ 一一 變化 スル 本體ナ クバ 是レ 現象 一一 非 ズシテ 幻影 ナリト 噫 唯物論 者モ亦 幻影 論 

者 ナル乎 

二 物質 ハ 無始 ノモ ノト 斷言ス ベ キ モノ  二 非 ズ余ハ 正 當ナル 心 ヲ以テ 考察 セバ 何人 トイへ *^物|ロ、ヲ 

以テ 必ラズ 無始 ナリト 云フべ キ 譜跡ヲ 得難 シト 信ズ ルナ リ未ダ 其 ノ證跡 ヲ得ズ シ テ之ヲ 無始 ナリト 

云 フ ハ 架空 ノ 臆 度  一！ 外 ナラズ 吾人 ハ 前項 一一 說ケル 如 ク 物質 ノ 變化極 マリ 無キ ヨリ i シ テ之 ヲ 無始 

ト故ス ノ妄見 ヲ波ル 一一 足ラ ン a ッス ペンセ— 〖ノ論 ヲ可ト シ テ 宇宙 最. ノ 狀態 ヲ シテ 全ク, iff- ノ 

JI  »^  rP  、ン 二  T フ 

モノ タラ シメ バ今ノ 各 異ナル 元素 〈其 ゥチ 一一 存スべ キヤウ ナ シ即チ 所謂 六十 叫 元行ナ ル モノ ハ 純一 

ノ モノ ョ リ 分化 シ 來レル モノ トス 是ヲ以 テ見レ バ 現今 ノ如キ 性質 ヲ 供へ 形狀ヲ ビ タ ル 元素 微分 子 

ハ 無始 ノ モノー 一  非ズ已 一一 始 メアリ トセ バ何 ョ リ 成立 シ來 レルャ 純一 的ハ 之 ヲ生ズ ル能 ハ ザ ル ベ 、ン何 

トナ レバ 純 1 的ハ 運動 スル モノ 一一  非ズ 運動 ス レバ 純一 一一 非 レバ ナリ斯 ク說キ 去 レバ 共ノ緣 由ヲス へ 

ノ 純一 的 以外 一 1 求 メザル ベ カラ ズ 唯物論 ノ 宇宙 ヲ解 說スル 二 足 ラ ザル以 テ見 ル ベ シ 

蓋 思 フ 昔 W リ I シャ ノ ピ i 列 ¥1  ラ Ir^ ガ 宇宙 ハ活 クル 數理 ノ發表 セル モノ  ニテ 仉鉢ノ 幾何 學ノ 安定 シ タル 

乇ノナ リト云 ヘル 說ハ舉 術 ノ開ケ 行 クニ 從ッテ 谷： 左證セ ラル 、モノ、 如シ 吾人 ハ之ヲ 天地 ノ大 ナル 


現象 二  ng- スルノ ミナ ラズ 微細 ノ 分子 二 モ 亦此现 勿が ハ ル 、ヲ 知ル 近世 物理 學ノ 大家 クレルク • マク 

J^T^l ロタ 宇宙 ノ微 分子 ハ秩然 タル 數现 一一 本ヅキ タリ、 、 、進化 說ハ 微分 子 ノ形狀 均シキ 所以 ヲ 

解 說スル コ ト能ハ ズ 何トナ レバ 進化 ナル モノ ハ 本 來斷續 ナキ變 化 アル ヲ耍ス ルコト ナルニ 微分 子ハ 

成長 セズ衰 へ ズ又生 ゼズ亡 ビザ レバ ナリ 天地 ノ始 マリ ショ リ以來 自然 ノカハ 微分 子ノ 性質 二 オイ テ 

少シ モ 異 ヲ生ジ タル コ ト無シ 故 二 吾人 ハ微 分子 ノ 存在 若ク ハ其ノ 性質 ノ同 一 ナルコ ト ヲ以テ 所謂 

自然 的 ト 稱スル 原因 ノ 作用 二 歸スル ハ頗ル 理由 無キ兒 解ナリ i ッ 同種類 ノ 微分 子ガ 毛 艇 モ 差 ハ ズ 互 

ヒニ 均一 ノ形狀 性質 ヲ帶ル ハ 之ヲ シテ 製造 セラ レ タル 物品 ノ闽 有性 ヲ呈セ シムル モノ ナリ是 一一 由リ 

テ 五：： 人 ハ 微分 チノ 無始 自立 ナルヲ 否決 スルヲ 得べ シ ト r サ ル 」ジ l.nN  • ハ I ル 「ン— ェ I ル ガ物質 ハ 製造品 及 

ビ附 ffi ノ作 囚 タル 形 狀ヲ呈 セリト 云 ヘル モ亦之 二 同ジ 唯物論 者ガ 物質 ヲ 無始 ナリ トス ル ハ 全ク 無根 

ノ ig 測ナ ルノ ミナ ラ ズ 吾人 ハ 殆ド 其反對 ノ左證 ヲ得ル 二 至ラ ン トス 

或 ル 論者 ガ 進化 ノ 主義 二 勢援ヲ 藉リテ 唯物論 ヲ 保護 セント 欲 スルハ ダ 理由 無 キコト ナリ何 トナレ 

、パ蓋 進化 說ナル モノ ハ 宇宙 原始 ノ狀 態ヲ 純一 均等 ト 見做 サ V ル可 ラズ而 シテ其 中二 運動 ノ起ラ ント 

キニ 純一 瓦解 シテ 分化 ト做ル 故-一進 化說 ニ由レ バ 運動 ハ 無始 ナリト 謂フヲ 得ズ 唯物論 者 若 シ此ノ 純 

一 的ヲ 無始 ナリ トセ バ之 ヲ以テ 運動 モナ ク 作用 モ無ク 無始 ヨリ； ty^ セリト 云 ハザル ベ カラ ズ是 ノ說 

ノ 一 兌シ テ信シ カラ ヌ事 ハサ テ置 キ今假 一一 其說ヲ シ テ 誤^ 無力 ラシ ムルモ 吾人 ハ 運動 ノ 起源 セル 所 

以ノ 解說ヲ 求メ. ザルべ カラ ズ 純一 的 二 運動 ノ發シ タル ハ 自己 ヨリス ルヲ得 ザルべ シ 何トナ レバ 純一 
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的 ユー 在リテ ハ萬物 萬 能盡ク 平稱メ 動力 ザ レバ ナ リスべ ン セル ノ如 ク之ヲ 安定 ナ ラデル 平稱ト 云フモ 

外物 ノ 刺衝 スル無 クバ 此平 稱ヲ搖 カス コト能 ハデラ ン トス 萬 物 一 タ ビ平稱 ニ陷ル トキ ハ 永遠 二 運動 

ス ル コト アル ヲ得ズ 果シテ 其ゥチ 二 運動 ヲ生ジ 進化 ヲ生ズ ルコ トァラ シメバ 物質 以外 二 有能 者ノ存 

在 ヲ期ス ベ キヤ 必セリ  * 

且 ッ 學術ノ 開示 スル所 二. H レバ 現今 ノ 進化 ハ 幾多 ノ 歳月 ヲ經 過シ タル 後チ 全 ク 平稱 不動 ノ 點 二 至 リ 

生活 運動 分子 化 舉的ノ 作用 等 一 切 停 息スル 一一 至ラ ン トス 若シ 進化 ヲ ノ是 ノ如ク 終末 一一 至 ルべキ モノ 

ナ ラシ メ バ 必ラ ズ 其 起原 ァ リシ モノ ナル べシ 

論者 此ー 一至 リ テ今ノ 進化 ヨリ 前 一一 ーノ 進化 期 ァリ叉 其ノ前 一一 モ他ノ 進化 期 ァリ斯 タノ 若 ク層々 相糧 

ギ 聯絡 シ テ今ニ 至ル何 ゾ始メ アル ヲ耍 セント 言 ハ 、、、 是レ余 ガ前キ ニ辨倒 セル 原因 ノ 無限 聯績論 二 シ 

テ 到底 原因 無シ トス ル ニ歸ス 最モ愚 カシキ 見解 ナリ ト云ハ デルべ カラ ズ加 フル 二 一  旦平稱 二 至 リタ 

ル モノ ハ 自己 ノ カヲ以 テ後ノ 進化 期ノ 端緒 ヲ開ク コ ト能ハ ザルべ シ 論者 ガ之 ヲ曆々 相繼ギ 云々 トイ 

フハ 全ク根 モナ キ 想像 ノ 說ナリ 

三 唯物論 者ハ 天地 間 二 勢力 ノ行ハ ル ヽ ヲ 記憶 セザル ベ カラ ズ抑 此ノ 勢力 ナル モノ ハ 何レョ リ發シ 

來 レリ トス ル乎 若シ 物質 ヨリス ト云ハ 、マ 則 左 ノ妄見 ニ陷リ タルモ ノナリ E ク 物質 ハ 結果 ヲ生 ズルノ 

力無 クシ テカヲ 生ジ得 タリ ト 是 レ 物質 ハ 原因 タル 二 適 ヘル 資格 ナ クシ テ 原因 タル モノ ナリト 斷定 ス 

ル 二 同ジ llKp  ノ極何 モノ 力 之 二 過ギ ン然 ラバ 勢力 ハ 物質 ト偕ニ 存スル モノ  ニテ】 一 者 永遠 ョ リ 並立 セ 


リト謂 フべキ 乎 論 ジテ此 二 至 レバ 唯物論 ハ 運動 ヲ 解說セ ンガ タメ  二 勢力 ノ援ケ ヲ乞ハ ザルヲ 得， ザル 

者ナ レバ 物質 ヲ以テ 宇宙 ノ 原因 ト ス ルノ 論ハ 消滅 二 至ル モノ トス 且ッ此 ノー ー者ヲ シテ 無始 ョ リ 存在 

スル モノ タラ シメ バ是レ 所謂 天地 二元論 二 非 ズャ歸 一 ヲ求メ 一 ノ絶對 的ヲ尋 ヌル 理性 二 ハ此論 如何 

二 ァラ ン蘇國 ノ敎授 カル— ド？ ，.^—、：^门曰 ク 勢力 及 物質 ヲ以テ 無始 ヨリ 存在 セル モノ ト做 スト キハ 難題 

疑問 频リ  一一 ^集 シ テ 辯論ノ 路ヲ 杜グ 一一 足 レリー 一元論 一一 由 レ バ 物質 勢力 ハ 性質 ヲ 異 ニノ 互 ヒー 一 相 限 制 

ス ル 所 無力 ル ベ 力 ラ ズ 此ノ 差異 ト限 制ト ハ 吾人 ガ解 說セ ント 欲スル 問題 ヲ ：史 ニ起ス モノ トス 此論ハ 

天地 ノ 原始 ニ係ハ ル 一 侗 ノ解說 ナレド 吾人 ハ此ノ 解說ノ 解說ヲ 耍スル ヲ禁ズ ル能ハ ズ且ッ 唯物論 者 

ガ物 1^ ト 勢力 ト ノ事ヲ ！^々 スル ハ素ト 運動 ノ顯 象ヲ 解說セ ンガ爲 メナ リ (運動 ハ 動クモ ノト 動 カス 

モノ トノ 存在 ヲ耍ス ) 然レ iH 此ノ  二者 ガ 運動 ヲ解 說スル ハ適々 以テ 存在 ヲ解 說セ ンガ タメ  二 ハ其ノ 

不充分 ナルヲ 明スル 二 足ラ ン 何トナ レバ 動 カサレ ン タメ  二 カヲ 耍スル モノ ハ 自足 的 二 非ズ 叉其ノ 

勢力 ヲ施 用セ ンガ タメ 一一  物質 ヲ耍 スル モノ モ絶對 自足 ノ モノ  二 非 ルナ リ ト余ハ 此 ノ如キ 不十分 ナル 

二元論 ヲ取ラ ン ヨリ ハ無乃 一 ノ 全能 全智 $g 對ノ 上帝 ヲ以テ 物質 勢力 ノ大 原因 ト爲 スノ 勝レル ニ與ミ 

セント 欲シ 

或ハ 以上 ノ 一 ー說 ヲ棄テ 、勢力 ヲ以チ 物 赏 ノ 原因 トセ ン カ是レ 唯物論 ヲ 仆スノ 說ナリ 今日 歐米 諸邦ノ 

擧士 一一  シー 1- 此 ノ說ヲ 主張 ス ル モノ 多シ余 ハ 未ダ 其眞 理ナ ルカ 否 ヤヲ 必シ 難シ トイ へ 共假リ 一 1 之ヲ信 

然ナリ トセ バ 如何 博士—^ 曰ク物 赏ト心 トノ間 一一 ハ同 一 若クハ 類似 ノ關係 ヲ設ケ ン トス ル 

第五 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  六 七 


眞理 一 斑  ナカ 

乇全ク 徒然 一一 屬ス べキナ レド心 トカト ノ間 一一 ハ甚ダ 親密 ナル 關係ノ 存在 スル ヲ示ス コ ト難キ 一一 非ズ 

ト蓋シ 天地 ノ 現象 ハ 一 一一 勢 カノ  In- ヒ 一一 枯 抗スル 運動 ノ平稱 點ナリ トセ バ 所謂 勢力 ナル モノ ハ 靈ナル 

實 在者ノ 作用 一一 歸ス ルカ 若クハ 勢力 トイへ ル 實體ノ 存在 スルー ー歸 セザル ベ カラ ズ而 シ 一 ャ 形而 外ノ實 

體ヲ 認識 スルー 一至 リチ ハー ー者異 ナ ル 所 無 シ トス 果シ千 此ノ 勢力 一一 辯 別 ノカ及 ビ自ラ 方向 ヲ撰 ピ事ヲ 

央ス ルノカ ァリト セン カ是レ 上帝 一一 非ズ シ チ 何ゾ I ス I。 へ ンセ— ル 1 曰ク 終極 ノ實體 無限 的 ノ 元 因 ハ知ル ベ 

カラ ズト 基督 敎徒 及ビ 有神論 者 曰 ク否之 ヲ知ル コトヲ 得べ シ 天地人 性ノ 道理 ヲ 究察ス レバ 此ノ 終極 

ノ 元因ハ 智德ヲ 兼有 セ ル大能 主宰者 タル コ ト明ラ カナリ ト是 ノ如ク 一方 ヨリ： nj- ル トキ ハ 反 割- 3^ ナル 

l^YT^  ノ說 ハ大ィ 一一 有神論 一一 近キモ ノア リト謂 ハザル ベ 力 ラ ズ 

四 良シ 分子 ハ 勢力 ヲ 固有 シ  一二 連動 スルヲ 得ル者 トス ルモ 唯物論 者 ハ 未ダ全 ク 苦 戰窮阨 ノ地ヲ I レ 

タリ ト謂フ ベ 力 ラ ズ何ト ナ レバ 物 體ハ働 タノ 力 アル モノ ナレド 之 ヲシー 1- 孤立 獨往 ナラ シムル トキ ハ 

1,11  ウト— ンガ其 運動 ノ第 一 則 一一 述べ タル 如ク 他物 -1 要セ ラレ ザ レバ 自ラ 運動 若 クハ靜 息 ノ狀ヲ 更變ス 

レ 七.^ へ ザ ルナ リ故 一一 物體ノ 運動 ハ 各個 ノ 分子 互 ヒ 一一 相 待 ツチ 成立 スル コトヲ 得 可シマ コッシ ガ凡ソ 

, ^理^  ノ京因 一一 ハ 一 一個 以上 ノ物 體ァ リー ャ 互 ヒ 一一 働 ラキ又 互ヒ 一一 反動 ス ル ヲ要 スト 云 へ ル ハ ni4 ザ 4- レ 

ノ謂 ヒナ リ左 レバ 一 分子 ノ 運動 若クハ 其ノ 形狀ノ 原因 ハ自已 1 一存 セズシ 一 卞 他 ノ諸ノ 分子 一一 在 リ千存 

ス此ノ 如ク互 ヒー 一依 倚シチ 立ッ者 ハ之ガ 全體ヲ 運用 支持 スル モノ 無 カル ベ カラ ズ而 シ 一 1- 全體ヲ 支持 

スル モノ ハ 其 各 局部 -ー # スルコ ト能ハ ズ 何トナ レ バ各 局部 ハ互 ヒー 一 相依ッ チ 始メ チ 立 ツモ ノナレ バ 


ナ リ然 ラ バ 共 ノ依ル 1^ 局部 ノ 總合即 チ全體 一一 在リト セン カ否ナ 全體 ハ之ヲ 成 ス所ノ  部ョ リ出デ タ 

ル モノ  、ホ カ有ス ル所無 シ安ク ンゾ 能ク断 ノ如キ ヲ得ン ャ是 11 リー T 之ヲ觀 レバ 吾人 ハ ^化 ノ； fin, 仃 

ヲ以ー 一' 之ヲ^ 现ノ 一  大 原因 一一 歸セザ ルヲ得 ズ！^ リス トウ，^ ハ I 一千 年 ノ昔ー 1 在 リテ已 一一 此理ヲ 明言 

シ千 き：： へ リ若シ 勢 カトナ リ千 現 ハル、 乇 ノ 存在 シ 千 之ガ 原因 タラ ズ ンバ物 I 只 何カデ 運動 スル 一一 至ル 

ヲ ン ト此现 蔡術ノ クル 一一 從ッテ 益 明ラ カナリ 

五 唯物論 者 ハ 人類 及ビ北 ハ 他動 梳物ノ 存在 ヲ忘 ル ベ 力 ラ ズ抑 生命 ハ 何レョ リ發源 シ 來レル 唯物論 者 

ハ物！^ヲ以ー！' 之ヲ 解說シ ル乎 有機 體必 ラズ 無機 體 ヨリ 出 デズ然 ラバ 原始 ノ冇機 體ハ何 レノ所 ヨリ 

力 出. デ . タル i 右 シ 天 { 仝 ノ 及 ビ 野 ノ 百合 花 ヲ 解說 ス ル能ハ ズ ン バ 唯物論 ヲ以ー T 萬 一 刊ヲ解 說スル 二 足 ラ 

ザ ルナ リ n-nM 乇闲 難ナル ハ 人心 ノ 現象 ナリ 唯物論 者ハ 物質 及ビ蓮 動ノ理 ヲ以チ 意識 良心 自主， ノ心 

if ヲ解 說スル ヲ得ル 乎余ハ 北ハ斷 ジ  一二 匕 ハザル ヲ知ル 唯物論 ハ 合當 ノ解說 11 非 ズ 唯物論 尸 .51 僞 ノ 穴よ ■ 

ナ リ 唯物論 尸 宇 { 由 ノ事資  一一 & ハ ザル 見解 ナ リ故 一一 余 ハ 唯物論 一一 左 袒スル ヲ得ザ ル ナ リ讀 者以チ  < 水ヲ 

非ナリ トス ル乎 

0 ョ 吾人 ノ梭总 ス ル所ノ 世界 ハ 秩然 ト シ  一 T 條现 ァ ル 世界 ナ リ仰 イデ _ 八 ハ々 タル 天ヲ觀 レバ 悼 タル 彼 

ノ&ぉ 漢爲レ 章 ニ于天 1 之ヲ 天文 ト稱ス 蓋シ其 餐现ァ レバ ナリ 俯シ テ地ノ 形勢 ヲ蔡ス レバ 山川 ノ布^ 草 

木 ノ_^？： ：々 タル 禽獸 魚礮ノ 繁殖 ス ル ヲ觀 レバ 之ヲ 名ケチ 地理 生理 ト稱ス 蓋 又 其 ノ條现 紊レザ ル者ァ レ 

バ ナリ此 ノ條现 アル 乾坤 ヲ以千 非理 ノ物 カー ー歸ス 5 一  之ヲ 正當ノ 見ナリ トセ ンャ —ハル シェル 天 ノ 文 章 
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絕 妙ナル 一一 感ジ 讚嘆 ノ聲 ヲ發 ツチ 曰 ク此ノ 宇宙 ノ 空間 一一 オイ 一 ァ 微分 子ト 微分 子ト ノ互ヒ 一一 相 響應ス 

ルノ 迅速 緻密 ナル 一 一一 何 ゾ斯ノ 若 キヤ 蓋シ其 ゥチ- 靈智ノ モノ 存在 セザル 可ラズ 非力 然リ萬 有ノ現 

象ヲ解 說スル モ ノ ハ 其ゥチ 一一 無限 ノ心 存在 スト 云フ 11 在リト 

余 W ハ此 ヨリ 結局 原因 ノ論 一一 移ルべ シ  . 

近 來ハ攻 古 ノ學駸 々乎 トシ テ 一 開 ケチ行 キ今曰 一一 居チ 千古 ノ昔ヲ 想 見 スルヲ 得べ シ 一 擧士 ァリ或 

原野 ヲ淌 徉スル ノ際圃 ラズモ 土中 -ー 一 ッノ 石器 ヲ 見出 セリ其 形 甚ダ粗 一一 シ チ作爲 極メチ 巧 ミナ ラズ 

其ノ道 一一 通 ゼザル モノ ハ取 ルー 一 足ラヌ 石片ト 思ヒチ 穴于ン ク 看過 シタ ルナ ラ ン然レ 共擧士 ハ 之 ヲ觀察 

シ ーァ 思へ ラク是 レ 通常 ノ石 11 非ズ 雷斧即 チ物ヲ 研 リ或ハ 穿ッ爲 一一 用 ヰ ラル 、 器具 ナリト 舉士ハ 何故 

一一 斯ル 思想 ヲ起 スャ他 無シ其 模様 恰カ モ听り 或ハ穿 ット云 へ ル 結果 ヲ生ゼ ン ガ爲メ 一  1 設ケラ レ タリ 

ト見ュ ルガ 故 ナリ此 ノ雷斧 何故 一一 斯ル形 狀ヲ取 リシ ャ斯ハ 之ヲ听 ルノ用 一一 供スル トー 一一 一！： フ コト ヲ考へ 

ザ レバ 說明 スルヲ 得べ カラ ズ研ル コ トハ實 一一 雷斧ノ 構造 性質 等 ヨリ 起レル 結果 一一 ハァレ ド素ト 一 ノ 

石片， ガ斯 ル形狀 ヲ做ス 一一 至レル ハ此ノ 結果 ヲ 目的 トシ タルモ ノア レバ ナリ故 一一 一方 ヨリ 見 レバ 雷 斧 

ノ 構造 ハ其 結果 一一- e リ チ定リ タル モノ  -ー 非ズャ 即チ此 ノ石片 ハ或ル 造ェガ 一 ノ 結果 ヲ前知 t ま 定シク 

ル ョ リ斯 ノ如キ 形狀ヲ 取レル 乇 ノト ス此ノ 結果 ハ雷 斧ノ 目的 ナリ 其ノ 目的 ハ 所謂 結 局 原因 ナル乇 

ファイナル • カウス 

ノナリ 

尙ホ I 歩ヲ 進メテ 天工 物ヲ觀 察スル 一一 人 鉢 中胃腑 ノ如キ ハ肉ヲ 消化 スル 一一 合當セ リ然ル 一一 肉類 ヲ消 


化 il 變ス ルノカ ヲ冇シ ナガ ラ自ラ 消化 セラ ル 、 ノ 危險ナ キ ハ 抑 何故 ゾャ 各種 ノ 食物 ヲ 消化 ス ルノ勢 

ァ ル 胃液 素 ハ 食物 ト類 ヲ同ゥ セル 胃贿 ヲ 融解 ス ル 「無 キハ 何等 ノ 理. s ゾ ャ #3 化 、ノ 預カ ジ メ此ノ 難題 

ニビ テリ アム 

ヲ 解說セ ン ガ爲メ  -ー 胃 ノ內面 一一 上 ie- ナル者 ヲ設ケ テ之ヲ 防禦 スルノ 準備 ヲ 整へ 置ケリ 此ノ 上皮 ノ存 

ス ル ハ後來 S!I 鹏ノ生 起ス ベ キ 現象 一一 適セ ンガ タメ 一一 設ケラ レ タル 者-一 非ズ ャ若シ 之-反 シテ 上皮 ハ 

斯ル EE 的ノ タメ 一一  設ケラ レ タル - 非 ズ全ク 篇ノ會 合 ヨリ 起レル づ トナリ トイ ハ V 是 レ恰モ 物理的 

ノ原 Ml  一一 .5 リ胃 俯ノ成 レル時 一一 方 リ他ノ 原因 ハ 前者 ト毫モ 約束 ヲ定メ シ づ ト無キ モ上^^{ナ ル モノ ヲ 

構^ シテ s:: 膽ノ 保護 一一 充テ タリ ト臆度 スルノ 議論 ナリ此 等 一 ー聯ノ 原因 ハ相 H ノ 關係ヲ モ定 メズ 將來 

ノ事ヲ モ慮ラ ズ何ノ 心 モ無ク 働 キ居タ ルガ 終 一一 暗合 シテ 斯ル 不思議 ノ妙契 ヲ生ゼ リ斯ノ 如 キ說ヲ 立 

テ 、 之ヲ 偶然 一一 歸セ シムル ハ合 當理. S  ノ 法則 一一 背 違スル モノ 一一  非ズ ャ 日本人 ト 支那 人 ト互ヒ  一 I 其方 

言 ヲ辨へ ネド喃 ，ベ 呶々 ス ル ノ際其 言フ所 偶然 暗合 シテ終 - 善ク 談話 スル ゴ トヲ得 タリ ト云 フ モ誰レ 

力 此ノ說 ヲ信ズ ル モノ ァラ ン左 レド之 ヲ前說 一一 比スル 一一 稍信然 一一 近 シト謂 ハザル ベ カラ ズ 

歸納 論理 學 ノ 泰斗 タル ジョン • スチュ アルト • ミル ハ 上文 ノ如キ 理論. ヲ以テ 歸納法 ノ最モ 著明 ナ ル 

的 例 ナリト 言へ リ凡 テ他ノ 事物  一 I 於テ ハ異ナ レ ル 許多ノ 現象 ガ斷 H 間 無ク同  一 ノ情態 ヲ呈ス ルキハ 

之 ヲ以テ 其 原因 ト做 スヲ 得べ シ論. 理學 一一 テ ハ 之 ヲ會合 ノ法ト 稱ス譬 へ バ眼ノ 光 一一 適合 セル 事 實ヲ以 

テ例セ ン 一 1 殆ド 無數ノ 現象 ハ見ル r ヲ致 スト 云フ 一 事 ノ爲- 共同 戮 カセリ 視覺ハ 衆多 現象 ノ湊 合シ 

テ生 ズル所 ナリ故 一一 湊合ノ 原因 ハ視覺 一一 在リ トス 然レ iH 他 ノー  方ョ リイへ バ視覺 マタ湊 合ノ結 wi^ ナ 
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レバ 視覺 自身 一一 テ此 ノ湊合 ヲ生ジ タル - ハ非ル ベ シ 何トナ レバ 物ハ 己レノ 存在 セザル 前 一一 働ク コト 

ヲ得ザ レバ ナリ 某メ然 ラバ 視覺 ヲ以テ 湊合ノ 原因 ト做ス ハ何 ゾャ他 ナシ眞 一一 其 原因 タル モノ ハ視覺 

ヲ致サ ン トス ルノ 目的 ナリ 吾人 ハ目 ハ見ル タメ-造 ラ レ タリ ト言フ  一 I 非ズ ャ若シ 視ルト 云 フ 意想ナ 

クバ 此ノ湊 合 ハ起ラ ザ リシナ ラ ン玆 一一 一 ッノ 注意 ス ベ キ 「ァリ 吾人 ガ斯 ル說 ヲ爲ス ハ敢テ 結局 ノ原 

因即チ 目的 ナル 者ァリ ト預定 シテ然 ルノチ 一一 之ヲ證 スルー 一 非ズ始 メハ單 ニー  一  ノ結菜 ヲ實驗 シ叉其 結 

果ハ 無數ノ 湊合ヲ 要スル モノ ナルヲ 知 リ而シ テ後チ 1 一湊 合ト 結果 トノ 約束 斯 ノ如キ ヲ推メ 目的 ノ存 

スル 「ヲ 究知ス ルノミ 

以上 開陳 セル 所ハ 機關ノ 其ノ用 一一 適應 ス ル 事實 ヲ辨ジ タル ナリ 之ョ リ進 ン デ 機關ノ N ヒ 一一 相繁聯 セ 

ル ヲ見バ ：！ 兪驚ク べキ モノ ァラ ン譬へ バ肺ノ 如キハ 其ノ用 ヲ成ス 一一 適 ヘル モノ ナ レド心 臟及ビ 其 作用 

ナ ル 血液 ノ 流通 無 ク バ 動作 ス ルゴ トヲ得 ザ ルナ リ此 ノー 一機 關ト其 作用 トガ N ヒ 一一 契合 スル 一一 至レル 

ハ 一 一 者ノ關 係ヲ明 知シ相 W ノ用 ヲ爲サ ンガ タメ 一一  之. ヲ 約束 シ タル 因 無 クバ 最モ 惟シム ベ キノ 奇跡 

ナ ル ベ シ 

有名 ナル クヴヰ H ハ 其機關 穀聯ノ 法則 論ヲ左 ノ如ク 一一 說ケリ 曰 ク凡テ 有機 ノ 存在者 ハ ニノ 全 體乃チ 

閉鎖 セル 組織  一一 メ其ノ 各 局部 互ヒ 一一 適 應シ相 ft- ノ 動作  一一. H リテ 一 ノ 通有 的ノ作 ffl 11 湊 An スト カント 

乇之ト 同義 ノ說 ヲ爲シ テ曰ク 機體ナ ル者 ハ其ゥ チノ モノ 皆 相互  一一 IE 的 手段 トナ レ ル所ノ モノ ナリト 

クヴヰ ェ  一 ノ的例 ヲ示シ テ曰ク 鋭利 一一 シテ肉 ヲ劈ク 一一 適 セル 齒牙ハ 馬 ノ如キ 蹄ト共  一一.； スル モノ 一一 


非 ズ是レ 馬 ノ類ハ 物 ヲ负フ ノカァ レド 生物 ヲ 捕獲 スル コ ト能 ハ ザ レバ ナ リト此 等ハ最 モ複雜 靈妙ナ 

ル if: 聯 ノ簡？ 早ナル 類例 ノ ミ m カジ メ全 體ノ 意 想 ヲ 立 テ 各 局部 ノ湊 合一 一由 リテ 目的 ヲ連 セント 欲スル 

乇 ノ無 クバ ハサ デ北 ハレ是 ノ如ク ナル ヲ得ン ャ 衆多 ノ 原因 各 孤立 シ テ働ラ キ 目的 ナク働 キテ是 ノ驚ク ベ 

キ：^ ヲ 成就 スル タメ  一一 _ ^合セ ント ハ 吾人 ノ 思議 ス ベ カラ ザルコ トナ リ若シ 有機 體ヲ生 ズルノ 原因 

ヲシテ ーナラ シメバ 其 ハ恰カ モ全 體ノ結 5^ ヲ豫期 スルノ 意 想  一一. H リテ之 ヲ然カ 整頓 セ シ メント 

見ュル モノ ァリ ト謂ハ ザル ヲ得ズ 

論者 或 ハ 前說 一一 反對 シ テ 言 ハン トス 蓋 専物ノ 是ノ如 クナル ハ他ノ 方法-一由 リ 存在 シ難 キー 一山 ル 男女 

ノ^ナ クバ 該 動物 ノ IS 類亡滅 スルー 一至 ラ ン 若 シ 機關  一一 メ 各 其 用 一一 適セズ M ヒ 一一 聯絡 應和 スル 所無ク 

バ 是レ 宇宙 一一 生物 ノ存ス ル能 ハザ ルナ リ適稀 生存 ノ 世界 - 於 テ獨リ 存在 スル- 適 ヘル モノ、 ミ遣リ 

タルコ ト故 現在 ノ 動物 中  一一 # 在ノ 便宜 ァ ル 乇何 ゾ驚ク 一一 足ラ ンャ蓋 ロヲ有 セザル 動物 斃レ 生殖器 無 

キ 乇ノハ 一代 一一 シ テ類滅 ス幸ヒ 一一 シテ 遺存ス ルヲ得 タル モノ ハ體 格具ハ レル モノ  、 ミナ リ左 レバ 吾 

人ガ 現- H ルル トづ a  ノ モノ ハ無智 暖 味ナル 運命 ノ奇禍 一一 由リ テ生ジ タル モノ  、 一  部分 一一 過 ギズト 

今：：^ ス ル 所ノ秧 序井然 タル 世界 11 先 キ立チ  一 ノ混 トシ テ條现 モナ ク徒ラ 一一 揣摩シ テ去向 ヲ.： ルメザ 

ル 世界 ノ： ：^.^^, セ シ ト云フ ハ 吾人 ガ 萬お ノ常規 -ー付 テ知ル 所 ト大ィ 一一 遠反セ ル コ トナリ 學術ハ 今日 一一 

11^ ル マデ 混沌 世界 ノ 存在 シ タル 形跡 ヲ發 見セ ズ且ッ 现ヲ以 テ推ス トキ ハ ra^ シテ 萬有ノ 起初ヲ シテ條 

珂. 莫カ ラ シ メバ 如何 一一 シ テ モ. rii: ラ其ノ 情 態 ヲ脫ス ル コ ト能 ハザ リシナ ラ ン 
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良シ少 シ ク 地歩 ヲ彼 一一 讓リテ 存在 一一 適セ ザル乇 ノ無キ ヲ侬シ トセ ザル モ 吾人 、ノ 生存 一一 適當 セル 物ァ 

, ル テ見 テ大 一一 驚 力 ザ ル ヲ得ズ 何トナ レ バ斯ル 生物 、ノ 必 ラ ズ シ モ 存在 セザル ベ カラ ザルノ 现無ケ レ バ 

ナ リぼ目 無智 ナル 天地 如何 一一 シ テ斯 ノ若キ モノ ヲ作爲 シ得 タリ ャ 是レ說 明ヲ耍 ス ル ノ疑 題ナリ ト ス 

論者 曰ク 萬有ハ 偶然 一一 各 称 M ハ樣ノ モノ ヲ生ジ タリ シガ就 A 中 遣 存スル モノ 資格 アル モノ  、 ミ存 4il ス 

ル コ トヲ得 タル ナリト ra^ シテ然 ラバ 吾人 ガ現 11 生存 ノ 便宜 ヲ 有セズ シテ 生ズル モノ ヲ見 ズ悉ク 其ノ 

便せ ノ 關係ァ ル 場合  一一 ノ ミ 生出ス ル ハ 何故， ゾャ 彼等 或ハ 答へ テ首ハ ン萬 有ハ當 初，^ 軟 一一 シテ 種々 ノ 

形狀 ヲ取ル ヲ得タ リシ 力 ド今ャ 漸ャク 安定 メ擎固 一一 ナレル ガ故 一一 唯從來 ノ模形 一 1 從ッテ 生 ズルヲ 得 

ル ノ ミ ト是 ノ解說 ハ 全 ク架 { 仝 臆度ノ 妄說 一一 シ テ ロハ 管 一一 人ノ 想像 一一 訴 フル 乇ノナ レバ 敢テ 喋々 スルヲ 

待タズ 論者 ガ是ノ 如キ恼 說ヲ爲 ス ハ 實驗 及ビ堂 々 タ ル眞理 ノ上ー 1 オイ テ已 レノ 論 趣 ヲ證明 スル モノ 

ナキ ヲ以テ 一一 非 ズャ又 現存 スル 生物 ノ 種類 一 1 ハ定限 アル 一一 似 タリ 其 去 向 ヲモ定 メズ 揣摩シ テ斯ル 動 

物ヲ 牛： ジ得 タル^ ノ 天 地 ハ 何故 一一 今 俄 力 一一 生 魔 メカ ヲ消盡 シ タリ ャ 彼等 ハ之ヲ 解 說スル 一一 苦 マ ザ 

ル ヲ得ズ a ッ能ク 生存 ス ル 二 堪フ ル资格 アル 者 ヲバ已 一一 悉ク生 ジ盡シ タリ トス ル モ今ハ 何故 一一 其ノ 

资 格ナキ 不具 ナ ル モノ ヲ絡 M テ生 出ス ル コ ト 無キガ 何故 一一 吾人 ハ 今日 鉢中ノ 官能 合和セ ルガ 如キ モ 

ノ  、出現 11 遭ハ ザ ル ャぉ： ！目 ナル 天地 ハ 經驗  一一 ，w リテ眼 明ラカ 一一 ナリ タルカ 將タ 無智 ナル 奇遇 ハ適 ffi 

生存 ノ 殷鑑遠 カラ ザルヲ 見テ 已レノ 未 ダ曾テ 有 セザル 智力 ヲ 會加 シ得 タレ 力 

論者 言 ハン 然レ iH 生物 ノウ チ 一一 特 一一 不具 奇 依ナル 形狀ノ モノ ヲ見ル 〈世人 ノ 知ル听 一一 非 ズャ ト余ヲ 


以テ 之ヲ觀 レバ 論者 ガ此ノ 明白 ナ ル事實 一一 據リ之 ヲ生ズ ル モノ ヲ 無智^ EI ト斷曾 ス ル ハ 已 ニ大 早計 

ナリト 言 ハザル ヲ得ズ 何 トナレ バ 實際 惟物ナ ル 者 ハ 無機物 ョ リ 自然 一一 發生 セ ズ 必ズ ャ善 ク安棑 措置 

シ タル ^機 鉢ノ 存在 スルヲ 要 ス故  一一 物 ハ 正當 完具ノ モノ ァリ テ 生殖 ノ理 一一 從ヒ之 ヲ生出 シ タルー 一 

外ナラ ズ即チ 生物界 ノ 奇遇 變故 一一 シテ其 ノ常套 格 率 -非 ルナ リ己 一一 完具ノ 生物 存在 セバ 諸ノ 原因 相 

椅着メ 不具 ノ 依 物ヲ生 ズル 「乇 ャァ ラン 然レ iH 論者 ノ如ク 惟 物 ヲ以テ 原始 起 初 ノ 模形 ト做 シ 完具 ノ 

種類 ヲ以テ 僥倖 ノ 奇遇 ト做 ス ハ 首尾 ヲ願 倒シ 秩序 ヲ 不法 ヨリ 起サ ン トス ル 者-一 非ズャ 

物 鉢ノカ 奇遇  一一.^ リ テ斯ル 美妙 ノエ 事ヲ 成就 シ得 タリ ト云 フ說ハ 熟ラ其 意義 ヲ考フ ル モノ  、決 シテ 

同意 シ難キ モノ ナラ ン蓋其 原因 ハ斯ル 結 ral^ ヲ生ズ ル 一一 適 當ナラ ザ ル コ ト論 ヲ待タ ズ然レ iH 余 ハ 左ノ 

事項 ヲ揭 ゲテ此 ノ說ノ 非ナル ヲ辩ゼ ン 

1 h 文 一一 開陳 シ タル 如 ク 造化 ノ養 尸 恰カモ 後 チノ 結果 ヲ預 知ス ル乇 ノア リテ 生ズ ルガ 如ク： a ュ 

ル 一一 モ拘ラ ズ全ク 無智 ぼ 目 ノ機制 之ヲ爲 スト セバ 吾人 ノ 同類 タル 他ノ人 一一. モ ra^ シテ 智識 意志 ノカァ 

リトハ 必スべ カラ ズ蓋 他人 ハ我ト 同ジク 智力 ヲ有 スル モノ ナリ ト云フ 一一 何等 ノ確證 ァリャ 吾人 ハ意 

識  一一. E リ 直接 一一 我ガ 智力 アル ヲ知レ iH 他人 ノ內 -存ス ル モノ ハ然 ラズ唯 歸納ノ 手段  一一^ リテ 彼モ我 

.ト11： ジ ク知覺 M 由ノ心 アル ヲ究知 スルノ ミ實 一一 人ト人 トノ間 一一 ハ 非常 一一 類似 ス ル所ァ ル ヲ以 テ斯ノ 

如 キ歸納 ヲ爲ス コトヲ 得 ルナ リ左 レド己 一 一縷々 說明シ タル ガ如ク 天 エト 人 エト ハ亦 非常 一一 類似 セル 

モノ 一一  非 ズャ若 シ諸ノ 原！： 暗 一 一湊 合シテ 何ノ心 モナ ク 生物 ノ 鉢格ヲ 生ズル コ トヲ得 タリ トセ バ何砍 
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一一 他人 ノ心 ァリ氣 一一 見 ュ ル所 爲ヲ以 テ必ラ ズシモ 心 ヨリ 起レル モノ トス ル乎 造化 一一 許サ 、>  ル 知識 ノ 

存在 ヲ何ノ 故ァリ テ獨リ 人類 一一 ノミ 許スべ シ トス ル乎 

若 シ 人類 ノ  爲 非常 一一 相 類スル ヨリ 其ノ 心ァリ 氣ナル 行爲 ヲ以 テ我ト 等シキ 知力 11 歸シ 又 他動 物ノ 

舉動 一一 オイ テ我ト 類スル モノ アル トキ 之ヲソ ノ知覺 一一 歸ス ルヲ 得べ シト言 ハ  >  余ハ 論者-一問 ハ ント 

欲 ス此ノ 類 稚論ハ 如何 ナル 場合 1 一 オイ テ ハ用 ウベ キ モノ ナルャ 叉 如何 ナル 場合 一一 オイ テ ハ ffl ゥ マジ 

キ乇 ノナル ャ禽 ガ .rnl カラ 保護 セント テ. 稀； 々奇 巧ナル 手段 ヲ用 ヰ テ其ノ 目的 ヲ报 サン ト試 ミル ヲ觀 

察 シ テ 吾人 ハ其ノ 知 r 一一  驚クヲ 得 可 シ 然 ラ バ 何故 一一 造化 ガ 最モ奇 巧ヲ極 メタル 工事 ヲ 成就. スル ヲ兑テ 

吾人 ハ 必ラズ シ モ之ヲ 直 目 ナリト 謂フ乎 

一 一 如何 ナル 無神論者 一一 テ モ 人類 ハ. 目的 ヲ定メ 計 ヲ畫メ 之 一一 從事 スル ノカァ ル ヲ ス ルナラ ン然レ 

iH 無神論 ノ說 一一 據 レ バ 造花 ハ 目的 ナ クシ テ働ク モノ ナル 一一 忽チ 其ゥチ ,ー 目 的 ヲ立ル ノカァ ル.； ：；： 在 者 

ヲ 生ズル 一一 至レル ハ辰モ 依シム べキコ トナリ 盲目 ナル物 力 ハ揣摩 ノ問ニ 如何 シテ己 レガ後 チノ 結 raj^ 

ヲ 豫期 ス ル 一一 基 テ 兵ヲ 擧ゲ 堂宇 ヲ 建築 シ 川 流ヲ通 ジ 軿耘ヲ 勉ムル コトヲ 5£ ベ キ 人類 ヲ 生出シ タリ ャ 

結局 ノ 原因 ヲ 川 ヰ ズ單 一一 機 制 的ノカ 一一 ョ リ テ 宇宙 ノ顯象 ヲ說 ン トス ルモ 人類 ノ 事 一一 至レ バ ff 論ノ連 

鎖頓 -ー 斷 絕シテ 照應ノ カヲ失 フべ 、ン ボス ゥ H  ノ 首 最 モ 適切 ナ リ ト ス 曰ク理 會スル ノ カナ キ此ノ 令： 體 

ノウ チ  一一 It 一 會スル j 部局 ノ 存在 スル ハ 如何 一一 モ解シ 難キコ トナリ 何トナ レバ 知覺ハ 無知 無覺ノ モノ 

ヨリ 起 ル能ハ ザ レバ ナリト 唯物論 ハ 思想 ノ顯象 ヲ以テ 一 一一 頭 腦ノ作 川 一一 歸セリ 今假リ ニ其說 一一 不都 


Alrfr ント ス ルモ 頭腦ヲ シテ 思想 ノ働キ ヲ爲サ シ メント 欲セバ 最モ 巧妙 ナ ル 方法 ヲ以 テ之ヲ 構造 セづ 

ルべ カラ ズ北 ハノ 構^ 微密 複雜ナ ル 一一 隨ッ テ 配合 ノ 秩序 ヲ錯 マ リ 思想 ノ 作 ffl 一一  障寄ヲ 來スノ 危險更 * 

^シ カルべ シ抑モ 思想 ハ 秩序 ノ 調和 ヨリ ナレル 組織 一一 シ テ 衆多 ノ 感覺 ヲ集メ 前後 相 照 ラ シ gf  -  二 依 

リ テ 議論 ノ M 結 ヲ推 ス等ノ 事 無 クバ 決シ テ起ル モノー 一  非 ズ左レ バ ？乂ロ 如頭腦 ヲ以テ m 心 想 ノ 〔g 體ナ リト 

スル モ論 ik: ノ 困難 ハ毫乇 解除 スル 一一 足ラザ ルナ リ何 トナ レ バ計 畫無ク 目的 無キ 盲目 ノ物體 ガ少シ 一一 

テモ 秩序 ノ紛 亂スル r ァレ バ 其 ェ ヲ成シ 難キ 細密 複雜 ノ機 關ヲ作 ラン 爲メ 一一  衆多 ノ  ^部 ヲ 湊 合スル 

ヲ 5 ^タリ トハ最 モ解シ 難 キ說ナ リ若シ 物^ ガ獨リ 物理的 ノ 法則 一一 運ッテ 思想 ノ機 關ヲ 造成 シ タラ ン 

一一 ハ 人生ノ^！^套ハ 疯歸 一一 シテ 理性 ノ 完全 ナ ル モノ ハ甚 ダ稀ナ リシナ ラ ン 如何 トナ レ バ 許多ノ 細胞 ガ 

互 一一 應和 シ a 能 ク 外界 ト 契合 シ テ  一. 當 ノ 思想 ヲ 生 ズ ル 一一 至 ル 是 レ モ 信 ジ 雞 キ奇跡 一一 非 ズ ャ 

盖 無數ノ 微分 子 ガ千差 萬^ ノ 方向 一一 運動 ス ルノ 際不圖 奇遇 一一 由リテ 僥倖 ナル 暗合 ヲ來シ 天 トナリ 地 

トナリ 日月 口 生 ぽトナ リ叉 草木 走獸 人身 ト ナ リタ ルノ ミナ ラ ズ 偶然 排合 シ テ 思想 ヲ爲ス 一一 適 セル 頭腦 

トナリ タリ トセ ンカ 是レ 古へ ノ擧 者ノ引 W セル 「ィ リヤド」 ノ譬 一一 適 中 セル モノ ナリ 「イリヤ ド」 

ハ .ir^ ノ 詩ナリ 令 若千ノ 文字 ヲ幾 回ト無 ク投人 スルモ 奇遇 一一 由リ テ其ノ 名吟 ヲ出 スコト 能ハザ 

ルべ シ然レ 田 論者 ノ說 ハ實ー 1 此ノ 事ァリ トス ル モノー 一  非 ズャ抑 「ィ リヤド」 ノ 詩ハホ メル ノ 思想 ョ 

リ ET テ タルモ ノナル ガ故 一一 奇遇 ノ 配合 能 ク此ノ 思想 ヲ起ス ト セ バ 是 レ取リ モ直サ ズ 奇遇 ノ 「イリヤ 

- ドー ヲ 造レル 一一 非ズ シテ何 ゾャ栗 シテ斯 ノ如ク ンバ 獨リホ メル ノ詩ノ ミナ ラズ 天下 ノ學 術文藝 其 他 
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汗 牛充楝 ノ卷帙 ハ 悉ク 奇遇 僥倖 ノ 結果 ナリ豈 驚ク べキコ トー 一 非ズャ 

盲目 無覺ナ ル 物質 若ク ハ 勢力 ガ 盲目 ナ ル 法則 一一 遵ヒ 配合 シテ 叙智 ノ行爲 ヲ生ズ ルー 一至 レリ トス ルハ 

宛 力 乇 狂人 ト 愚人 ト互ヒ 一一 遞返ス レ バ 以テ 正當 本心 ノ人夕 ルヲ得 ルト云 フ 11 同ジ故 二 論者 或 ハ此ノ 

難題 ヲ遁レ ンガ タメ 一一  ライプ 一一 ッッ ノ說ニ 傲ヒテ 一 種 ノ瞹^ ナル 感性 ヲ 物質- 1 賦與セ ント 欲スル 乇 

ノ ァ リ之 ヲ前說 一一 比ブ レ バ 宇宙 ノ 組織 ヲ以テ 無限 ノ 智識 一一 歸セシ ムル 有神論 一一 少シク 近 ケルモ ノト 

謂ハ ザルべ カラ ズ然レ m 感性 ヲ有 セリト 想像 サ レ タル 此等 微分 子ノ 配合 シテ能 ク是ノ 如キ顯 象ヲ生 

ズ ルー 一至 リシ ハ 何故 ナ ルカ 此等ノ 物質 ガ 結 約 シ テ 調和 ヲ生 ズル ヲ 得 タル 理由 ハ 更 一一 解說ヲ 要スル 一 

問題 ナリ譬 へ バ此 一一 各々 美音 ヲ 具へ タルー 一個 ノ樂 器ァラ ン 一一 若 シ之ヲ 合奏 シテ 金石 絲竹相 和 スルノ 

妙 ヲ 致 サシメ ント欲 セバ他 一一 人ァリ テ 之ガ 節 序 ヲ 整 へ ザ ル ベ 力 ラ ズ 不幸 一一 シ テ 其 人 ノ伎ー 1 巧 ミナ ラ 

ザル 「アラバ 音調 亂雜ー 1 シ テ聽ク 一一 堪へ ザル 者ァラ ント ス  . 

天地 ノ 現象 ヲ觀 レ バ 動植物 ヲ始ト シ テ 日月 星辰 草木 山河 等 皆安排 布置 絕妙ナ ラ ザルハ 無シ 吾人 ガ上 

文 一一 論ジ タ ルゴ トキ ハ 僅 力 一一 其ノ 一  小 部分 ノ ミ讀者 ハ 此等 事實ヲ 考察 シ テ 何等 ノ 思想 ヲ 提起 サ ル 、 

ャ 

ケ プレル ハ 近世 天文 學ノ 大家 ナ リ 一 日書齋 一一 坐シテ 微分 子 及 ピソ ノ 配合 ノ理 ヲ推究 シテ餘 念無リ シ 

ガ 折シ乇 同氏 ノ 夫人^ ルバ ラ 午餐 ヲ 調へ 「サ ラド」 (宜萵 ヲ以テ 調理 セル 食物) 一 盂ヲ案 上 II 置ク 

ケ プレル 從容之 - 一問 フテ 曰ク 開闢 ノ時 ヨリ 宜萵、 鹽、 油、 酸、 鶴 卵及ビ 器 皿 {4. 一間 一一 漂ヒテ 秧1^^ モ 無 ク 


方向 モ 無クァ リシナ ラバ 今日 一一 至リ 奇偶 能ク之 ヲ集メ テ此ノ 佳味 ヲ 調理 スル ヲ ベ キカト 夫人 微笑 

シテ曰 ク否ナ 妾ノ如 ク巧ミ 一一 料理 ス ルコ ト思ヒ モヨ ラ ズ其ノ 風味 モ マ タイ 力 デカ之 一一 及ブべ キト 

フラ ン ^ ハ 古 來宗敎 ヲ駁擊 セル 粗暴 論 ノ 淵叢 ナリ曾 テ 無神說 ノ 勢最 モ 暴横ナ リシ 頃 デ ホ ルバ，^ 侯ノ 

書院 -1 數名ノ 紳士 去-響 シ相競 ヒ テ無 神說ヲ 主張 ス當 時即： 一一 妙ヲ得 タル^^^^ 靜カ 一一 衆客ノ 議論 

スルヲ 聽キ居 タりシ ガ 食後 榻 一一 倚リ手 ヲ擧ゲ テ 言 ヒ出デ ケルハ 諸君 ハ此ノ 天地 ノ 奇偶 一一 成 レルヲ 信 

ズ ル 二 非 ズャ兹 一一 諸君 ノウ チ三ノ 殺子ヲ 取リテ 博スル モ ノア ラン 一一 敵手 ノ人若 シ絕ェ ズ六ノ 目ヲ振 

  イタ ダ 

リ 出サバ 如何 ン吾ガ 友 デデロ ゥ君 ハ 之ガ爲 メ少頃 一一 シテ囊 底ノ. シ カラ ン トス ル ヲ昆 テ大ィ 一一 焦 立 

チ此ハ 欺騙 一一 出ル コトナ リト言 ハ ン哲 擧者ョ 骰子 ガ十次 若クハ 十一 一次 或 ル數ヲ 振 リ出シ 夕 ルガ タメ 

一一 僅々 六 「フラン」 ノ金ヲ 失フモ 諸君 ハ之ヲ 狡 猜ナル 詐術 欺騙 ノ所 爲ナリ トス 抑 モ此ノ 天地 一一 ハ更 

一一 複雜 繁多 ナ ル 仕組 ァリ テ 少シモ 敗ヲ取 ラ ズ 然 ル 一一 諸君 ガ 造化 ノ 骰子 二 紛塊ノ 人 リタ ルヲ知 ラズ諸 

君ヲ 術中 一一 陷レテ 喜色 ァ ル 一 大 黠兒ノ 頭上 一一 在 ルヲ覺 ェザル モノ ハ 蓋 何故 ゾ ャ ト 衆默然 トシ テ 閉口 

ノ色 ァリキ  ， 

讀者 ノ或ハ 蔑視 サル 、 一 書 ノウ チ 一一 左 ノ語ァ リ曰ク 神 語リテ 天地 即チ成 レリ 叉 神 云ク. {且 シ ク光ァ レ 

ョ ト即チ 光ァリ キト 吾人 ハ 天地 原始 論 一一 關シ テ 未ダ斯 ノ如ク 高遠 ノ 思想 ァ リシ モノ アル ヲ聞 カズ 天 

地ハ 上帝 ノ 言 一一 由リ テ成リ 其 言 ハ 上帝 ノ 永遠 ナル 理性 ヨリ 發ス之 一一 由リ テ 萬 物 尸 上帝 ノ 田 5 想 ヲ ハ 表 

イト ルナ ル*リー ゾン 

シ 而 シ テ 天地 位 シ萬物 育 ス喷誰 レカマ タ 神無シ ト 謂フャ 
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吾人 ハ 外界 ノ 物象 ヲ觀 テ 上帝 ノ德ヲ 發明 スル所 多シ然 レドモ 其 ノ  g で德 ノ  モ彰々 トシ テ明 ラカナル 

ハ 遠 ク千萬 里 外ノ覆 liK 一一  求ムル ヲ要セ ズ近 ク吾ガ 心裡  一 I 在リ テ存ス 良心 此 レナ リカ ン ，z, 他ノ 事物 ョ 

V 祌ノ 存在 ヲ證 スル 一一 付テ ハ 多少 異議 ヲ唱へ タレ ド 良心 ノ 證左ヲ 確信 シテ 疑ハ ズ設令 {〈- 一念 思 辨ノ際 

一一 ハ ^^1^  ノ 心 宗敎上 ノ懷疑 者 タル ヲ免 レネ ド其ノ 所謂 實用 理性 ノ境 一一 人リ 道義 ノ 命令 ヲ聽ク トキ 

ハ で け ノ疑惑 忽チ 消散 シ去 リタ ル ナ リ カント ハ 良心 ノ 光リ  一一. H リテ次 一一 三 大要 现ヲ視 出セリ ト論ズ 

一 人類 ハ 禽獸 ト異ナ リ テ 自主 ノ 權ヲ 有ス此 一一 於テカ 良心 ハ 無上 大法 ヲ示 シ テ 護 ヲ行 フべキ ヲ命ズ 

一 一 善ヲ行 へ バ 必ラズ 幸福 ヲ享 受ス ベ キ害ナ リ然ル 一一 實際 一一 ツイ テ之 ヲ觀 レバ 善 者 必ラズ シ モ幸者 

ナ ラ ズ 正義 ノ  士逢 IS 阨 一一 極ル乇 ノア リ此 一一 於テカ 良心 ハ 未 來世ノ 必在ナ ルヲ 示ス三 至上 ノ 德ヲ成 

シ 至上 ノ 幸福 ヲ 得ント 欲セバ 未來ノ 存スル ノ ミナ ラズ 公道 一一 本キテ 幸福 正 善ノ 關係ヲ 確立 スべ キ者 

アル ヲ耍 ス此 一一 ヲィテ 力 良心 ハ 上帝 ノ 存在 ヲ明ラ 力 一一 スト 此レ カント ノ論ナ リ余 ハ其ノ 議論 一一 堂々 

タル 勢力 ァリト 思惟 ス 上帝 ノ 存在 一一 就テ ハ 己 一一 縷々 其 證左ヲ 開陳 シテ 余リ 一一 長文 一一 亘レ ルヲ 恐ル然 

レ ド モ良 心ノ證 左ヲ 看過 ス ルキハ 佛迭リ テ魂ヲ ィ レズ トカ 云へ ル薄： 喩  一一；^ レザル ノ恐ァ リ乞 フ 簡略 

- 其ノ說 ヲ辨ゼ ン但 シ余ノ 目的 ハ 良心 一一. S リテ 上帝 ノ 存在 ヲ 證明セ ント 欲スル 一一 在ラ ズ右ハ 已 一一 論 

ジ得テ 明ナリ ト信ズ ルヲ 以テ今 ハ人 ノ德性 ョ リ神 ノ德性 一一 推究 シ至ラ ント思 フ ノ ミ 人類 ガ善惡 1^ 邪 

ノ別 ヲ辨ズ ルノカ アル ハ 天下一 一 普 ネキ事 實ナリ 或ハ敎 育ノ洽 カラ ザ ルカ 或 ハ^ 慣 ノ爲メ 一一  害 セラ レ 

タルカ 種 々ノ 原因 ヨリ 德義 上ノ 見解 ヲ異 一一 スルモ ノア レ ド是レ 道義 ヲ實際 一一 適 ffl スル 上ノ 差異 一一 シ 


チ 人倫 ノ 大道 一一 至 リテハ 天下 ノ 民 互 一一 差異 ァ ル 所 無 キ者ト ス ミル、 ス ベンセル ノ 如キハ 寳利ヲ 主義 

卜 シ テ S 德ヲ 論ジ タ レ ド快樂 幸福 ノ 念 ハ 決シ テ 道念 ノ  .S 來スル 所  一 I 非 ズ若シ 善惡ノ 刖苦樂 一一 在リト 

セバ 午餐 ヲ 喫シテ 口中 ノ快 ヲ取ル モ亦 堂々 タル 正 義ノ名 ヲ負フ ベ キ モノ トナラ ザルヲ 得ズ故 一一 實利 

論者 ガ快樂 幸福 ヲ以テ 正義 ノ 根柢 ト爲ス ハ 結局 正義 ノ 固有 性ヲ 撲滅 シテ }^ 義ナ ラザル モ ノト 同一 ナ 

ラシ メ ント 欲スル モノ ナリ ッ世ノ 情 態ヲ見 レバ 正義 幸福 常 11 相伴 ハ ズ跖ト 回トノ 反對ハ 吾人 ノ展 

見 閱スル 所 11 非 ズャ此 事實蓋 爭フべ カラ ザ ルガ 故 一一 カント ハ 之  一一 .5 リテ未 來世ノ 存在 ヲ證 明セ ント 

欲 スルー 一至 レリ 正義 邪惡ノ 念 若 シ快樂 幸 一 1 ヨリ 起ル モノ トセ バ 吾人 ハ 今日 ノ如ク 不拔ノ 信認 ヲ之 一一 

置ク コ トヲ得 ザ リシナ ラ ン或ル 一 個人 ガ 正義 ヲ 行ヒテ 幸福 ヲ獲 タル 實驗 一一. e リ 惡人ノ 世-幸福 ヲ猶 

タル 實験ヲ 塗抹 シ以テ 人類 ノ 心裡 一一 道義 ノ 大法 ヲ銘ズ ル 一一 至 ルトハ 最モ信 ジ難キ 見解 ナリ ITrTr セ 

5- ノ 云へ ル如ク 子孫 相繼續 シ 實驗 一一 實驗ヲ 累 ネ斯ル 秩序 ノ 紊レ タル 道德 世界 一一 オイ テ li^ 義ノ 大法 ヲ 

確立 スル 「ヲ得 タリ トセ バ 又 如何 一一 シテ 實利ト 正義 及び 快樂ト 公道 ハ 太古 ヨリ 人類 ノー 百 語 思想 ノ ゥ 

チ 一一 判然 iHil 刖セ ラル 、 「トナ リタ ルャ 又若シ 正義 ハ 幸福 一一 在リ ト言ハ 、>  何故 一一 實利 一一 本ケル 道德ハ 

：俭 劣等 ノ 地 一一 下リテ 高尙ノ 域  一 I 進 ムコト 能 ハザル ャ世ノ 快樂 幸福 ヲ求メ 功利 ノ 事 一一 汲々 タルモ ノハ 

達 德ノ人 タル ヲ得ズ 利害 得 喪 ヲ謀リ 若クハ I 一一 自他 ノ 幸福 ヲ 標準 トス ル モノ  、道義 充分 1 一高 尙ナル 

ヲ 得ザル 事赏ハ 利舉 論者 一一 取リ テ最モ 困難 ナル 問題 ナ ル ベ シ或ハ 社會ノ 風潮 ヲ以テ 道念 ノ. S 來ヲ解 

說セ ント 欲スル モ ノア レド 吾人 ノ 理性 憤然 其ノ妄 見ヲ排 擊ス豈 亦辨ズ ルヲ^ タン ャ、： ゃン I  ノ如 
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眞理 一斑  八 二 

キ ハ 之 ヲ以テ 交社ノ 性 一一 基 クト云 フ然 レ ド モ 道念 ノ 淸流 ハ 常 一一 交 社 親愛 ノ 溝路 ヲ守ル モノ 一一  非ズ無 

上 大法 ハ傲 令ヲ發 シ人ヲ シテ自 然ノ情 一一 逮 ハシム ル コトァ リ是レ 所謂 大義 親 ヲ滅ス ル モノ 一一  非ズャ 

アブラハム ハ 交 社 親愛 ノ 情 一一 導 力 レ テ 愛子 ヲ モリ ャ山 一一 殺 サン トシ タル ャ K" ナ 無上 大法 其ゥ チ 一一 大 

權ヲ執 リテ之 一一 命ジタ レバ ナリ親 屬皆ナ 刑 一一 就 クヲ見 テ覺へ ズ 淚下ル トイ へ ドモ更 一一 屈ス ルナ ク正 

義ノ タ メ 一一  死 シ タ ル 方孝懦 ハ 交社ノ 情 一一 導 カレ タルモ ノナル ャ孝友 ガ阿元 何 必淚潜 々 、 取レ義 爲レ仁 

在, 一 此^ ート 云へ ル 一 言 ハ僅々 十四 字ナリ トイ へ ドモ實 利 論者 輩ガ 著述 セル 萬卷ノ 書籍 ヲ雲烟 一一 歸セ 

シ ムルノ 勢ヒ ァリト 云 ハ ザ ル ベ カラ ズ或 ハ 道念 ヲ以テ 國家ノ 權柄 一一 出 デ社會 ノ 裁判 一一 起ル モノ ト做 

ス論^ ァ レド 社會ノ 是認 ハ 正義 ノ 一?il 域 ヲ掩フ 一一 足 ラズ世 ノ悛レ タル 士人ハ 己レノ 良心 ヲ以テ 日  一 I 社 

兪ヲ： H 非シ 國家ヲ 裁判 スル 一一 非 ズャ殊 一一 注意 スべ キハ レ キイ ガ 言へ ル如ク刑法ノ處刑ハ悪ノ：^^モ現 

ハ レテ賤 シムべ キ モノ  ノミ 一一 涉 レリ 且ッ 社會ノ 刑罰 ハ道 德ノ 至高 ナル モノ ヲ攻 擊スル コト アル ナリ 

此等事 實ヲ考 フ レ バ 正義 道德ノ 念 ハ 利害 ヨリ モ起ラ ズ經験 ヨリ モ 發 セズ 人定ノ 法律 一一 モ， H ラザ ルナ 

リ然ラ バ 正義 邪悪 ハ何 レノ所 一一 其 區別ヲ 生 ジ亦 吾人 ハ 如何  一丁 ンテ 之ヲ知 ルー 一至 ルャ 曰ク 正邪 ノ別ハ 

； ゆ-:. 始 一一 存ス }ii 義 ノ法ハ 永久 ョ リ 永久 一一 逹スル モノ ナ リ然 レドモ 吾人 ノ棲息 スル 宇宙 ハ 具體 ナル霄 在 

ヨリ 成立 スル モノ  I 一  シ テ虛軀 抽象 ノ モノ ヨリ 成レル 一一 非 ズ眞理 li^ 義ハ 永久  一 I 存在 ス トイへ ド モ应軀 

一一 シテ 存在 スル 一一 非ズ若 シ虛軀 一一 シテ 存在 ス ル トイ ハ  >恰 モ動ク トコ 。 ノ物 體無ク シテ 運動 ァリト 

説キ或 ハ形ナ クシ テ影 ァリ ト言フ 一一 同ジ 余思フ 一一 眞理 正道 ナル モノ ハ 心 ヨリ 離 レテ獨 立スル モノ 一一 


非 ズ即チ 现性ノ ゥチ  一一.；：^ スル モノ トス ヒ トリ 正義 ノ ミ ナ ラ ズ凡ソ 必然 ノ 现 普遍 ノ道 萬般ノ 原理 ハ 

絕 對ナル 现性ノ ゥチ 一一 在リテ 永久 不拔 ナル モノ ナリ此 ノ說ハ 古來賢 § や 哲士ノ 採 川 スル所 トス F^:^ 

トウ トルー 曾 テ アナ クサ ゴ ラス ヲ 評シ テ 曰ク 衆人 一一 先キ立 チ テ 造化 萬有ノ 妙川ノ 原因 ヲ以テ 理性 ( ヌ 

ゥ ス ) ナリト 說キ始 メタル 人ハ 揣摩 臆測 ヲ事ト セル 前人 一一 比スレ バ大に 見ル所 ァリト 稱セザ ルべカ 

ラズ 云々 殊 一一 プレト ウノ 如キハ 最モ深 ク此理 ヲ悟リ タリ ト見ュ 其 論ノ略 一一 曰ク 物界ヲ 超越 ス レバ 意 

想ノ 境界 アル ヲ知ル ベ シ此ノ 意 想 ハ 备個獨 立 ノ 存在 的 一一 非 ズ即チ 永 在 者 ノ 思想 ナリ ト是レ 萬 代 不磨 

ノ 高見 ナリ トス 蓋 必然 翁遍ノ 道 到 ハ 悉ク 永在ナ ル 现 性乃チ 上帝 一一 基ケル モノ ナリ 正義 亦斯ノ 如ク無 

始ノ世 ヨリ 上帝 ノ  1 ^性 一 一存 ス而ゥ シ テ 上帝 ノ 像ヲ其 理性 一一 具へ タル 人類 ハ他ノ 必然 ナル 眞现 ヲ 直 知 

.^g: ス ルガ 如 ク度チ 一一 正義 ヲ 認識 スル コトヲ 得 ルナ リ余ガ 正邪 ノ wi: 別ヲ解 說スル コト 概ネ新 ノ如シ 

然 レドモ < ぶ ハ決シ テ 正邪 ノ 區別 上帝 ノ 命令 意 旨 ョ "發 スト 云 フ 一一 非 ズ蓋正 義 邪惡ノ 別 ハ ヒ帝ノ 性 一一 

具ハリ テ之ト 共 一一 、水；：^ 無究 ノ原 现ナリ 是ノ故 一一 上帝 ハ之ヲ 下民  一 I 令ス 讀者謹 ン デ 此ノ 刖ヲ誤 ル勿レ 

}ii 義 ハ即チ 人類 ヲ統 御ス ベ キ 無上 大法 ナリ 吾人 ハ 方寸 ノウ チ  一 I 在リ テ此ノ 法令 ノ咸儼 一一 接近 ス故 一一 

時ァ リ テ 力 戰！^ン テ 爭足 ノ 措ク 所ヲ 知ラ ズ 乂時ァ リ テ 力 發憤與 起 シ テ 大難 一一 堪へ死 セドモ 死 セズ外 

ルレ ドモ仆 レズ 應 セラ ルレ ド歷 セラ レズ 堂々 タル 正 氣四表 1 一 發 揮スル 「ヲ得 ルナ リ視ョ 實利 論者 

ナ ル ジ  1^7 ン • スチュ r ル ト！、 、ルハ 此 無上 大法 一一 感格 セラ レ タルー 一 由リ 懷慨ノ 言 ヲ發シ テ曰ク 萬 一 不 

義ナル 上帝 ヲ 拜セザ ルガ タメ  一 I 冥府 一一 陷ラ ザルヲ 得ズ ン バ 我レハ 無 乃 其 府 一一 下ルモ 不義 ノ奴 タル コ 
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ト能 ハ ズ ト何ゾ 其語ノ 悲壯ナ ル ャ然 レ ド モ 其 一一 一一 II 已 一一 實利 論者 ノ 一 百 一一 非ズ 無上 大法 ヲ 感銘 セ ル モノ、 

一一 一一 ロナ リ 淺惡ナ ル マノ  一一  ロウ ハ 此ノ 大法 一一 責メ ラレ タル 一一 山 リ戰慄 恐 I 偶 終 一 一已 レノ爲 一一 害セ ラレ 

タル モノ  、亡 靈ヲ 兒ル 一一 至ル 暴主ノ 威力 橫恣 一一 シテ 道廢レ 文弊ュ ル 一一 當リ 吾人 ハ勢利 彼 一一 在リ 

トイへ ドモ 正當ノ 權利 ハ 道義 一一 存スル ヲ知 ル喧慾 海 常 一一 浪荒ク シ テ ： 止 邪ノ跡 混淆 ス ルガ 如シ ト雖乇 

菩人 ハ 正義 ノ 巖石波 上 一一 屹立 ス ルヲ 疑フ能 ハザ ルナ リ 雪中 松柏 愈 靑々、 抉ニ植 綱常 1 在 11 此行 T 天ド 

力  ノミ カラン  チ  一一 ル 

久無 11 襲 勝 潔 T 人間 何獨伯 夷淸、 義高 便生堪 レ捨、 禮重方 知 死 甚輕、 南 八 男 兒終不 10g、 皇天 上帝 眼 分 

明、 此 詩善ク 道念 ノ 意義 ヲ彰ハ ス 一一 足ラ ン此 等ノ事 實ヲ 觀察ス レバ 萬 物 ヲ造リ 天文 地理 ノ法 ヲ立テ 

タル 上帝 ハ即チ 無上 大法 ノ 制定 者 タル ヲ知ラ ン 

加 フル 一一 吾人 ノ 良心 ハ 正義 ノ 大法 ヲ 示スノ ミナ ラズ 上帝 ノ 目 的ん ヲシテ 正善ナ ラシ ム ル 一一 在 ルヲ示 

ス ナリ蓋 上帝 ガ 吾人 一一 賦與ス ル 一一 道念 ヲ以テ シ タル ハ之 一一 依リテ 人心 ヲ 統一 セシ メンガ 爲ナ リバ ッ 

ト レ ル最乇 善 ク此ノ 理ヲ闡 明セリ 人類 ガ天 ヨリ 賦與 セラ レ タル 才力 ハ 备其ノ 目的 ァリト 雖モま (ノ 

- 明白 ナル 差等 ァリ 而シテ 道念 ハ 人性 ノ ゥチ 一一 オイ テ最モ 高責ノ 地位 ヲ占 メ其ノ 目的 他ノ 目的 ヲ總 

括 シ テ 最首  一一： M ヰスル モノ トス 故 一一 人類 ノ 理想 ハ 道義 一一 在 リ英國 ノ或ル 舉者 ハ 人類 ノ 學 ヲ分チ テ 兩 

アイデ ャル 

種 トシ 其 一 ヲ現實 人類 舉ト云 フ即チ 人類 現存 ノ事 實ヲ 講究 スル學 ナリ其 一 一 ヲ现想 人類 學ト稱 ス即チ 

曾 行 思慮 凡ソ 人生 ノ 有様 一一 シ テ 完備 ノ 域 一一 進 マ シメン ト欲 シ其ノ 现想ノ 性質 ヲ講 明スル モノ ナリ是 

レ 倫理 學 一一 外ナラ ズト云 ヘリ 若 シ己レ ノ上ー I 昇ル コ ト能ハ ズ ンバ 人ハ實 一一 陋劣 ナ ル モノー 一  非ズ ャ萬 


物ヲ、 干： 宰スル 上帝 ノ好ム 所 道義 一 I 存スル コ ト以テ ルべ キナリ 

適 稀 生存 優勝 劣收 ノ說ハ 今日 世人 ノ稱 道ス ル所ナ リ若シ 此ノ理 ヲシテ 弱肉強食 ノ 意義 ノ ミナ ラ シ メ 

バ 天地 ハ腕 カノ 天地 世界 ハ禽 獸ノ 世界 ナリ 然レ 最古 ヨリ 地 ノ變遷 シ來レ ル履歷 ヲ考フ レバ 暦々 進 

化 シ テ 次第 -ー 高尙 ノ 位置 一一 進 ミ 草木 出デ テ 而 シ テ 後 一一 魚介 禽獸 現出 ス 余輩 ハ 一 進化 ゴ ト-新 タナル 

勢力 ノ顯 ハル、 ヲ見 ルナ リ終 一一 人類 一一 至リ 進化 ノ 程度 更ラ  一二 咼尙 ノ點 一一 向ヒ智 ヲ贵ビ 德ヲ重 ンズル 

ノ^ 界ト ハ ナ レ リ 而シテ 進歩 ノ跡ハ 人間 以外 一一 見 ュルノ ミナ ラズ資 - 人類 ノ歷史 中 一一 モソ ノ 形跡 爭 

フべ カラ ザル モノ ァリ 現今 ノ 文明 諸！： 人 民 ノ 狀態 ヲ以 テ之ヲ 上 十 口 各國 ノ野 蠻ナリ シ 時代 一一 比 ブ レ バ 

其 差異 霄壤ノ ミ  一 I 非ラ ズ然 レ 11- 吾人 ハ 此 進歩 ヲ以テ 天下 I 般 一一 徧ク行 ハレ 何 レノ時 一一 オイ テ モー 様 

一一 進 ミ 1 タ ルモ ノト 思フべ カラ ズ ギ I ッ 、ポ— ン I ノ 著書 ハ 口 ゥ マ帝國 ノ 衰亡 史 ト名 クルー ー非ズ ャ埃及 ノ 角 塔 

nHM^ ヲ^ 築 セル 舉術 ハ 今 何 ク 一一 力 在 ル又 昔時 歐洲 一一 大ナル 影響 ヲ及 ボセル ァラ ビ ヤノ 舉術 ハ徒ラ 一一 沙漠 

ノ  Sit ハ ノ風 一一 吹キ去 ラレ タル 11 非ズ ャ米 國ノド レ I プル ハ 此 等事實 一一 注目 シ テ大ィ 一一 悟 ル所ァ リ國 消長 

iu  ノ 順序 ヲ說キ 終 一一 勢力 衰耗 シ テ 社稷 土 崩 ス ルヲ必 トセ リ氏 ノ說 一一 曰ク 國民ノ 生命 ハ 妄信  一 I 始 マリ テ 

取 ルー- ァ 講究 ノ 時代 トナリ 三轉、 ンテ 信仰 ノ 時代 一一 移リ四 轉シテ 道理 ノ世ト ナリ五 轉シテ 逸樂ノ 風盛ン 一一 

？ 起リ 文弱 ノ弊ヲ 極メ士 氣大ィ -衰へ 德義地 一一 陷チ廉 恥 跡 ヲ絕ッ - 至 ル之ヲ 衰亡 ノ期 トス 其ノ亡 ブル 

ャ蓋 必然 ノ數ナ ル ベ シ ト然ル 11 ス ぺ ン 4^ ル ハ 之 一一 反シ テ單 -I 進化 成長 ノ 事實ノ ミ 一一 意 ヲ注ギ 社會ハ 

永久 一一 進歩 シテ 止マズ トー 一氏 ノ說 相容レ ザルコ ト 水火 ノ ミ 一一 非 ルナ リ 吾人 ハ此ノ ニ說 ノウ チ何 レヲ 
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以テ 眞ナリ トス ベ キヤ 余思フ - 一 ー者ト モ 一一 眞理ノ 一斑 ヲ窺 ヘル  一 I 過ギ ズ其ノ 一  ,1 遍スル トキ ハ大ィ 

一一 誤ル トコ P ァラ ン— り， 叫.， JPN, ルノ說 ヲ取ル トキ ハ 天下 ノ歷史 漠然 トシ テ空ヲ 攫 ムガ如 ク甚ダ 望 ナヤ 

乇 ノト ナルべ ク又 ^^。へ，y,^^ノ說ヲ取 レ バ 如何 一一 シ テ 彼ノ歷 々爭 フ ベ 力 ラ ザ ル邦國 衰亡 ノ事 實ヲ 解 

說スル ヲ得ン 故-吾人 ハ他 一一 一 大眞理 ヲ發晃 シ テ 一 一氏 ノ 所說ヲ 看過 セ ズ 叉 其牴牾 スル トコ a ヲ合和 

セ シメン ヲ要ス 抑此ノ ニ氏ノ 開說シ タル トコ 。 ハ 天下 ノ社會 一一 普遍 ナルニ 大事 實ヲ 論. ジ タル モノ 一一 

非 ラズ各 其 ノ見ル 所 一一 局シ テ社會 ノー 一大 傾向 ヲ發 見シ グルノ ミー 一大 傾 ii: ト ハ何ゾ ャ即チ 進歩 及ビ衰 

亡 瓦解 ノ 傾向 是 レナ リ此 ノー 一 ッノ倾 向社會 ノウ チ 一 一存 スルハ 一 一氏 ノ所說 一一 由 リテ愈 明白 一一 ナ レ リ然 

レ iH 一 一 者 孰 レ 力 勝利 ヲ社會 一一 制 シ テ 歷史ノ 事實ト ナ ルべキ カ此ハ 種-ベ ノ 境遇 一一 由ルコ トナリ 決シテ 

之ヲ 概說シ 去ルヲ 得べ カラ ズ蓋 社會ノ 消長 ハ許 多ノ 境^ 一一  由 レリ トイへ 德義 ノ關ス ル所最 モ大ィ 

ナリ トス IT レ— い I。 フ  1^  ノ說- テ ハ終 一一 德義 ノ衰 フル 一一 至 ルヲ以 テ社會 亡滅ノ 因由 ト做セ リ余深 ク其ノ 

高見 一一 服セ ザルヲ 得 ズ 實  一 I 道德 ノ 消長 ハ 社會 存亡 ノ 起因 ナ リ古 來亡國 ノ史ヲ 見 ルー 一 其ノ衰 フル ャ純 

ハラ 風俗 ノ 腐敗 スルー 一由 レリ 其 亡 ブル ャ即チ 正 氣ノ先 ヅ 亡 ブ ルー 一 根ザセ リ實 一一 禮義廉 恥 ハ國ノ 四 維 

四 維 張ラザ レバ 何ヲ以 テ危亡 一一 陷ラ ザル ヲ得ン ャ 近世 バ ッ クル ガ其ノ 文明 論 一一 オイ テ智 カナ ドヲ以 

テ社會 進歩 ノ 原因 ト認メ 太 ク道德 ノカヲ 蔑視 シ タル ガ如キ ハ未ダ 事實ノ 眞相ヲ 看破 シ得 タル モノ 11 

ァ ラ ズ譬 へ バ 氏ガ 曠野 一一 徘徊 セル ァ ラビ ヤノ 人民 ノ漸 ャク 開進シ テ デル ヒ、 グ ラ ナ ダ 等ノ邡 乎タ 

ル 文物 ノ 民トナ レル事 實ヲ以 テ居ヲ 沙漠 ヨリ 轉ジテ 膏腴豐 饒ノ地 一一 移レ ルー ー歸 セル 如 午ハ全 ク 皮相 


ノ淺 見ナリ 何トナ レバ ァ ラビ ヤノ 人 力 此ノ變 化 ヲ爲シ テ新ラ シ キ 進路 一一 就 午 タル ハモ ハメット ノ 

宗敎  一一. H リテ其 生 5^ 義務 一一 係レル 思想 大 一一 動キ頓 一一 非常 ノ變化 ヲ爲シ タル  一一. S レリ 人心 ヲ潜 メテ 

之ヲ察 ス ル -I 天下 ノ邦國 ハ 首ト シ テ 道德ノ 支配 スル所 人民 ノ歷史 ハ 之  一一. H リテ共 方向 ヲ定ル ヲ知ル 

蓋 シ人意 ヲ以 テ作爲 セル 敎 法道德 ハ 其 勢力 タ 旺盛 ナラザ ルガ 故 一一 社會 衰亡 ノ 傾向 一一：； 1^ 抗ス ルコト 

能ハズ 終-亡 國ノ名 ヲ靑史 一一 止ムル モノ 多シ 東洋 諸國 ノ如 キハド レ ー プ I ル ノ 所謂 老 1^ 衰亡 ノ期 一一 迫 

リ沈滯 停 息 シテ活 澄 ノ氣ヲ 失 ヒ僅カ 一一 呼吸 ヲ保 ッノ勢 ヒナ リシ ガ 西洋 ノ 開化 一一 刺激 セラ レ大ィ 一一 其 

ノ元氣 ヲ復シ マ タ 少壯ノ 時期 一一 反ラ ン トス ル者ノ 如シ然 レ 社會ノ 繁固ヲ 永遠 一一 保チ 旺盛 ノ元 氣ヲ 

無！^ 一一  維持 シ其ノ 進歩 ヲ メ敢 テ止ム ナカ ラ シ メン ト欲セ バ 眞正 ノ 德ヲ養 ヒ眞正 ノ 義氣ヲ 興起 スルノ 

カァ ル  一 ノ ぼ； 敎無ル 可ラズ 西洋 諸 國ガ現 I 一富 强古 ノ亡國 一一 勝レド モ尙ホ 少壯ノ 氣§- へ ザ ル者ハ 基督 

ノ眞 敎行ハ ル 、ヲ 以テ 一一 非ズ ャ歐洲 人民 ヲメ 基督 敎ノ 道德 ヲ失ハ シム レバ 人民 ハ忽チ 富 强ノ體 カー 一 

堪へズ 衰亡 ノ期ャ ガテ其 ノ頭ヒ -I 臨ン トス 噫 歷史 ノ 事實豈 我ヲ欺 カン ャ之ヲ 以テ觀 レバ 人倫 ノ 大法 

ハ  一^人 ノ間 一一 行 ハル 、ノ ミナ ラズ 天下 邦 國 ノ間 一一 モ マ タ 道義 ノ 秩序 確乎 タル ヲ見ル ベ シ 天地 社 .$リ 

ハ 獨リ物 力 tn 能 ノ 主宰 スル所 一一 非 ズ魏々 タル 上帝 倫现 ノ 大道 一一 本キテ 之 一一 照臨 ス 余輩 世ノ 有様 ヲ if 

察 シテ時  一 I 太 史公ト ヽ モ 一一 天道 ノ 是非 ヲ疑 フク 念 アル ヲ免 レズ トイへ 是レ 淺近ノ 見解 ノ ミ是レ 小 

兒ノ才 ヲ以テ 無限 ノ大 主宰 ヲ是 非セ ン ト欲 スル ノ妄說 一一 過ギズ 天命 之ヲ性 トイ フ性 二 率フ之 ヲ道ト 

ィ フ丑： 人ハ此 ノ天ノ 明命ナ ル 良心 ヲ以テ 見解 ヲ立 ルス 根襍ト シ其ノ 光明 ヲ藉 リテ 宇宙人 生ノ事 實 ヲ. 

第五 章 神ノ 存在 ヲ論ズ  八 七 


照サ バ 上帝 ノ 聖德 ヲ瞻仰 スルヲ 得べ シ 公義 聖潔ノ 上帝 在 リテ 存ス故 一一 善人 君子 ハ 陸行 不レ 遇 二 児 虎 r 

人 レ軍不 レ被二 甲兵 Ta- 無レ所 1 投 1 一 其 角 T 虎 無 A 所 レ措ニ 其 爪？ 兵 無 レ所レ 容ニ其 刃； ヲ得 ルナ リ、， ^^ガ Ty 

1^  ノ詩 一一 曰ク 

仇の さか しら まがもの、 のり さわぎつ、 わが 心 とりひしぐべき いき ほひ も なに か 怖. 

れん 世の 人 は たと ひ痴れ たる こ.^ ろ もて これ を 奇遇と とな ふと も 惑 ひな ゆき ぞ よ 

の 中 は たえす か はりて 定まらす 見る もけ はしき 山 坂の なやみ は あれ ど まさみち は 

た 1^ ひとす ぢに か はりな く よろ づの もの を をさむれば よしやよ からぬ ともがらの ち. 

からに まかせ おそ ふと も 攻めに せむ とも 正義 ある 人 はいかで か 亡ぶべき しかの みな. 

らす あだびとの はかりし こと は ひるが へり 正しき もの、 幸と なり つみの むく ゐは 

おのれより いで， - ふた、 び かへ り來っ 時いたり なば われと わが をな じたぐ ひと あつ 

まりて 君子の むれに 潜みえ す 身より いでたる 火のう ちに つきぬう きめに 遇 ひぬべし 

もし この ことば たが ひなば 彼のお ほ ぞらを 支へ ぬる はしら はくされ あらがねの 地の. 

ぐち さ 

もと ゐも 朽木 なし もろく ついえん いつの 世まで も 

此ノ章 一一 オイ テ余 尸 先ヅ 天地 ノ開端 元因ノ 存在 ヲ說キ 次 一一 造化 ノ 經綸 ヲ究メ テ祌ノ 聰明 ナルヲ 示 、ン 

第三 一一 良心 一一 就キテ 上帝 ノ 公義 ヲ證明 セリ余 ノ論說 甚ダ拙 陋ナル ヲ以 テ此等 諸證ノ 勢力 ヲ合當 一 ー闘 

發シ 5r ザ リシナ ラ ン然 レ共讀 者若シ 虚心 -1 ナリ テ之ヲ 謹セバ 上帝 ノ 存在 ヲ 認識 スル 一一 至ラ ント ス 


果シ テ斯ノ 如クナ レバ 吾人 ハ此ノ 空漠 タル 宇宙 一一 住、、、 テ常 一一 古人 ト 、 乇 一 1 孤 兒ノ思 ヲ懷キ シ モ今ャ 

在天 ノ愛 父上 一一 在 リテ我 ヲ鑑ル ヲ知ル 愉快 何 ゴトカ 之 一 1 如 カン ャ余ハ 世人 ガ 上帝 論 -1 關 シ 焦 思 苦 心 

シ テ 極 々ノ臆 說ヲ臚 列 シ務メ テ其 ノ 存在 ヲ否決 セン ト欲 スルヲ 見 テ 其ノ. 何等 ノ意ナ ルヲ知 ラズ亦 世 

上ノ  I 大惟察 一一 非ズ ャ 

第 六 章 神 ト人ト ノ關係 ヲ論ジ 併 セテ祈 禱ノ理 ヲ說ク 

上帝 ノ 存在 ヲ シ テ確實 ナル憑 據ァラ シメバ 人類 ノ 幸福 之 ヨリ 大 イナ ル モノ アルべ カラ ズ英 阈ノ 詩. < 

ブラウ  一一， X グ曰ク 世 一一 ハ祌無 シ ト唱フ ル 愚者 ハ 往々 一 1 シ テ見 ル所ナ レ、 ド 古今 一人 トシ テ我レ 憂愁 ナ 

シト云 ヘル モノ アル ヲ閜 カズ ト善ィ カナ 言 ャ人ノ 世 一一 處ス ル實 一一 悲哀 疾痛 ヲ免ル 、能 ハ ズ而ゥ シ テ 

まナ己 レノカ 能ク自 ラ助ク ル ュ足 ラザル ヲ確 知ス是 11 オイ テ 上帝 ノ 存在 ヲ了 得スル トキ ハ共 ノ歡 賓. 

名狀 ス ベ カラ ズ 

余 ハ 前章 一一 オイ テ已 一一 祌 ノ.； ty^ ヲ略 說シタ リ 本章 -1 オイ テハ 神ト 人トノ 關係ヲ 論 ゼ ン ト欲 ス蓋 シ 單 

一 1 上帝 ノ 存在 ヲ知 リタ ルノミ 一 1 テハ 人心 ノ 要求 ヲ滿足 スルヲ 得ズ左 レバ 祌人ノ 關係ヲ 說ク實 一 1 至要 

ノ事ナ ル ベ シ昔 翻細ァ テ ン ス特 一一 至 リア リヲ 山ノ 中央 一一 立チ 福音 ヲ說キ テ曰ク 其ノ主 ヲ尋ネ 瑞 摩シ 

：  イノ 手 

テ之ヲ 5£ ン 「ヲ， ぼ 幾 ス然レ it 主 ハ我ラ 各人 ヲ去ル 「遠 カラ ズ其ハ 我ラ之 一 1 由リテ 生キ叉 動キ叉 生命 

ァ ル ナリ 汝ラノ 詩人 乇我ラ ハ即ハ チ其ノ 子 ナ_リ ト云ヒ シ ガ如シ 云々 此 一 一尋 ヌ ルト云 ヒ揣摩 ト云ヒ 終 

第 六 祌ト人 トノ關 係 ヲ論ジ 併 セテ祈 禱ノ理 ヲ說ク  八 九 


一一 獲 ルト歷 々說キ 出 セル ハ 人類 ノ 上帝 ヲ求 メ其ノ 理由 ヲ求 メ其ノ 存在 ヲ究知 スルノ 順序 ヲ示セ ルナ 

リ先ヅ 第 一 一一  吾人 ハ 天地人 生 ノ 情況 ヲ觀察 シ テ其 ノ理. E ヲ求 メ其 ノ解說 ヲ探ラ ザ ルヲ 川む ズ是レ § ハ 

チ ノ 所謂 尋ヌ ル モノ 一一 非ズ ャ次 一 1 良心 醒覺 シテ 靈性ノ 渴望ヲ 刺激 シ恰 カモ 上帝 一一 接近 シ タル 

ガ如ク 一一 感ズ 是レ揣 摩シテ 上帝 ノ聖躬 一 1 觸レ タル モノ  -1 非ズ ャ 第三 一一 親シク 上帝 ト交 和シ 父子 臂ナ 

ラザル ノ念ヲ 提起 スル ハ實 一一 祌ヲ獲 タルモ ノト 謂 ハザル ヲ得ズ 余ハ讀 者ト、 モ ュ 上帝 ヲ求メ 又 幾分 

力 之ヲ揣 摩スル ノ實 驗ヲ得 タリ ト 思考 ス 今更 一 1 沈思 默想 吾ガ 靈性ヲ 發揮シ テ 上帝 ノ  js^ ヲ觀 察スレ バ 

容易 一一 左 之事ヲ 了知 スルー 一至 ル可シ 

1 上帝 ハ實 一一 吾人 ヲ去ル コ ト遠 カラ ズ 

蓋 上帝 ハ斷 ヱズ 人類 ノ近ク 一 1 在リ其 存在 ノ及ザ ル所ハ 宇 {由 六合 ノ間 一 1 之 レ有ル べクモ m 心ハ レズ 詩  一 r 

曰ク我 爾ノ靈 ヨリ 離レ テ何レ 一 1 力 往クべ キ叉爾 ノ前ョ リ逃 レテ何 レノ所 一一 カ行 力 ン我サ 右シ； 大 一 1 昇ラ 

バ 爾已デ 一一 彼 所 一一 在リ我 若シ冥 府 一一 寢所 ヲ設ケ バ爾已 一一 彼 所 一一 在リ我 朝ノ冀 ヲ取リ テ海ノ 終極 一一 至 

ラバ 爾ノ手 尙ホ我 ヲ導キ 爾ノ右 ノ手尙 ホ我ヲ 支 へ ン トス 爾我ガ 前後 ヲ圍ミ 手ヲ吾 ガウ H 一 Is ケリト 

天下 一 人モ 神ノ前 ヲ去ル コ ト能 ハ ズ住ム 人 モナ キ 孤島 一一 至リ 寂寞 タル 幽獨ノ 地 一一 居ヲ 卜：： ム ル 乇祌尙 

ホ其ノ 所 一一 存在 シ テ隱ル ベ キ所 ヲ知ラ ズ 想像 ヲ馳セ テ萬物 草創 日月 未ダ照 ラ サ ズ 風波 未ダ起 ラ ザ ル 

元 i 曠ノ 世 亍溯リ 或 ヒハ渺 タル 彼 ノ靑天 ノ極ュ 至ルモ 上帝 ノ聖論 ハ尙 ホ我ガ 耳底-一 響キ テ 「ムク 人： 

誰 レ 力 秘密 ノ所 11 潜ミ テ我 ヨリ 匿ル、 コトヲ g: ン ャト 上帝 ハ常 11 我 ラノ傍 一一 在リテ 腐， モ離ル ヽ モ 


ノ 一一 非ラザ ルナ リ波斯 國ノ語 一一 云ク 祌ハ爾 ガ已レ 一一 近 キヨ リモ爾 一一 近キ モノ ナリト 此ノ首 我 ヲ誣ヰ 

ズト謂 フべシ 

一 一 上帝 ハ萬物 一一 在リテ 作用 ヲ爲 ス我ラ ハ即 ハチ 之 一一 由リテ 生キ叉 動キ叉 生命 ァ ル ナリ 

祌 ハ特 一一 吾人 一一 近 キノ ミナ ラズ其 ノカハ 萬 物 一一 涉リ 吾人 ノ身ヲ 支持 スル 乇 ノナリ 天地人 物ヲ シ テ皆 

上帝 ノ造ル 所ナラ シメバ 其繼繽 保； t スル コ トモ 同一 ノ 能力 一一 由ラズ ンバ ァラズ 蓋 生命 ノ柩機 ヲ執リ 

存在 ノカ ヲ自ラ ノウ チ 一一 保存 ス ル モノ ハ獨リ 上帝 ァ ル ノ ミ故 一一 今日 ノ如ク 世界 ト 人類 トガ 依然 トシ 

テ 存在 スル ヲ得ル ハ 上帝 ノカ絕 ヱ ズ之ヲ 支： t シ 上帝自 ラ萬物 ノウ チ 一一 遍不キ 一一 由 ルナ リ 聖書 一一 云ク 

然レ 我ラ 一一 ハ 一 リノ 神即 ハチ 父 ァリ萬 物之レ ヨリ シ叉其 ノウ チ 一一 在 リ叉云 ク衆ノ 事 ヲ衆ノ ゥチ 一一 

行フ ハ乃 チ同ク I リノ 祌ナリ 叉 云 ク萬有 ノウ チ神 タリ 父 タル モノ 一  リナ リ彼萬 有ノ上 一一 位 ヰ シ萬有 

一一 貫キ又 爾ラ衆 ノウ チ 一一 在リト 吾人 ハ 才能 ヲ 用キテ 事物 ノ理ヲ 究知ス 然レ共 我 ヲ照ラ ス 所ノ祌 一一 由 

リ テ之ヲ 知 ル ナリ故 一 1 聖書 ュ 云ク神 ハ 智者 一 一智 惠ヲ施 コ シ哲者 11 謀ヲ與 フ トセ ネカ ハ 未、 め 「リスト 

敎ヲ 了知 セザ ル モ ノ ナリト 雖モ已 一一 此ノ 理ヲ 會悟シ タリ ト見 ュ其 ノー 一一 一口 一一  云ク祌 11 由ラズ ンバ 英雄 起 

ルべ カラ ズ大 イナ ル考說 高 明ナル 意志 ヲ以テ 吾人 ヲ 鼓吹 スル モノ ハ 上帝 ナリ、 ヽ 、 、祌ハ 凡 テ有德 

ノ 人士 ノウ チ 一一 寓ス祌 無 クバ 則 ハチ 德無キ ナリト 

基督 敎徒中 或ハ凡 祌 說ノ 妄謬ヲ 忌ムノ 甚シキ ヨリ 上文 ノ如キ 想念 ヲ 抑止 セ ン トス ル モ ノア レド聖 

パン， セ イズム 

書ノ 明文 爭フべ カラ ズ a ツヤ 能 ク自ラ 一一 由 リ自ラ 存在 シ自ラ 一一 依頼 スル モノ ハ 上帝 ノ外 一一 有ル ベ 午 
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冒」 理 一斑  九 二 

ノ理無 シ 自餘ノ 乇 ノ ハ皆 ナ其ノ 存在 ヲ 上帝 一一 受ケ タル モノ ナ レバ 自由自在 ノ理ヲ 有セザ ルナ リ之レ 

ヲ要 スル- ー凡ソ 上帝 一一 依リ テ 存在 セル 萬物ハ 上帝 二 依リ テ保鑌 動作 ス ベ キ 「論ズ ル迄 モ^カル ベ シ 

耶穌云 ク試ミ 一一 觀ョ 天空 ノ鳥ハ 稼 セズ稽 セズ叉 倉 一一 積 マ ズ然レ m 爾ノ 天父 之ヲ養 フ試ミ 二  m 心へ 好 = - 

ノ 百合 花 尸 如何 一 1 シテ長 ズルャ 彼 レ勞セ ズ紡セ ズ 然 レ 共 所羅" 門ガ 榮花ノ 極 モ尙ホ 之 一 1 如 カザル ナリ 

叉 云 クニ 雀ハ ー錢 ノ爲メ 一一 售 ラル、 ュ非 ラズャ 若シ爾 ラノ父 許サズ ン バ其ノ  I モ地 -1 隕 チズ 爾ラノ 

髪 乇亦數 へ ラレ タリ  . 

三 上帝 ハ生民 ノ父ナ レバ 吾人 ノ 上帝 一一 於ル實 二 父子 ノ關係 アル モノ トス 是 レ， ガ我ラ ハ即、 

チ 其子ナ リト！ 一一 口へ ルノ 義ナリ 神ヲ以 チ人靈 ノ父ト 稱スル ハ敢チ 一 時ノ 比喩 一一 非ラズ 人ハ素 ヨリん：： 

靈妙ノ 性ヲ 具有 シ祌ノ 像 一一 肯リチ 造 ラレ タル モノ 故資際 一 1 オイ チ祌ノ 子 類 ト云フ べキモ ノアレ ナリ 

神 ノ像ト ハ何ゾ ャ決シ 千 有形 ノ體 軀ヲ謂 フー 1 非ズ其 性質-一 上帝 一 Is^^si タル 靈魂 ヲ指シ タル モノ トス 

上帝 ノ 至大 ナル 心性 ハ 人類 ノ 有限 ナル 心性 ノウ チ 一一 反射 セラ レ タリ 吾人 ノ識 性、 ；ぉ； 3 力、 愛 f 及ビ良 

心ハ即 ハチ 上帝 ノ 全知全能 全 仁至聖 ノ影ナ ルノミ r:nrr^ ノ. ク E,t^ 一  ノ ：^、 

世ノ 創造者 ナ ル コ ト疑フ ベ カラ ズ而ゥ シ チ 天地 外界 尸 其 工作 二 成 リシ モノ ナ ルガ 故 二 大ィ 一一 ト； 帝ノ 

德ヲ 表彰 セザル ベ カラ ズ然レ m 上帝 ハ殊， 1 人類 ノ父 ナリ故 一一 上帝 ノ 智力 心性 ハ 吾人 ノ 智力 心性 ト全 

ク類ヲ 同 ウス ル乇ノ トス 唯 神 ノ人ト 異ナル 所 《人心 ノ 必然 ナル 思想 法 一一 率 ヒ其ノ 心性 ヲ 無限 ナリト 

スル 一 事ァルノミ云々是レ—コ，^^,;-氏が赌世ノ識量ヲ以チ著述セル哲舉總統史中 一 の歸 結ナリ トス 


是 ノ如ク 人類 ハ 上帝 ノ 子類タ ルガ 故 一一 其 存在 ヲ 認識 シ 又其ノ 性質 ヲ測 知シ之 一一 事 フル-一 何等 ノ 義務 

ヲ以ー h スべ キヤ ヲ知ル ヲ得ル ナリ 蓋人ノ 心性 ハ祌ヲ 想念 シ 千 之ヲ 信認 ス ルノ 極 子ナリ 自主 ノ意 仁義 

ノ念 可否 ノ 識別 等 ハ其ノ 原因 タル モノ  、 ゥチ 二 適宜 ノ解說 ヲ求メ ザ ル可カ ラズ^ ハ無 ヨリ 生 ゼズ乂 

有意 ノ 無意 ヨリ 出ッ ベ キノ 理無シ 理性 ハ 非理 ノ 原因 ヨリ 起ル ヲ得ズ 故-一 吾人 ヲ迭リ 之 一一 賦スル 二 良 

知 良能 仁義 道念 ヲ以 ー卞 シ タル S 一物 者 自ラ乇 亦 有識 自主 公平 善良 ノ 存在者 タル ベ キコ ト明ラ カナ ラズ 

ャ是レ 聖經及 ビ靈心 ナルモ ノ  、論理 法ナ リ聖經 一一 云ク耳 ヲ梳ェ シ 乇 ノ聽ク コ ト無 カラ ンャ E ヲ作リ 

シ モノ 視ル 「無 カラ ンャ 異邦人 ヲ認責 スルモ ノ糾ス コ ト無 カラ ンャ人 一一 知識 ヲ敎 フル モ ノ知ル 「無 

カラ ンャト 人 二 理性， ヲ 娬與シ タル モノ ハ 必ラズ 永久 ノ 理性 ナ ラザル ベ カラ ズ羞 惡ノ念 是非 ノ心 ヲ以 

千 人 心 一一 銘ジ タ ル 者爭デ 公直 正義 ノ 存在者 タ ラ ザルヲ 得ンャ 惻隱ノ 情ヲ以 千人ヲ 鼓吹 スル 天父 ハ 北ハ 

性愛 一一 非 ズ シ チ 何 ゾ ャ 西哲 曰 ク若シ 天地 ノ大 原因  一丁 ンテ 此等ノ 性質 ヲ欠 クキハ 吾 儕 人類 一一 取リチ ハ 

恰モ 祌無キ 一一 異ナ ラズト 良シャ 上帝 ノ大 能ハ 無限 一一 シーア 其 存在 ハ 無始 無 終ナル 一一 モ セ ョ 知識 仁義 ノ 

性 無 クバ 有限 的ノ 人類 ガ a ッ識 リ且ッ 愛シッ 、經 過ス ル所ノ 頃刻 ノ時 一一  モ痛ク 劣 リヌべ シ斯ク 推 

究 シ來 レ バ 天地 萬 有 ノ造ェ ハ 一 大 無限 ノ 心性 一一 シ チ 全知 全 仁至義 至公ノ モノ タルコ ト知ル ベ キナリ 

祌ハ實 二 生 民 ノ父ナ リ故ニ 吾人 ハ 之 ト最モ 親密 ナル 交誼 ヲ結 ビ渴慕 敬愛 シチ 永ク 服事ス ル 「ヲ 得べ 

シ 人類 ガ自 カラ 上帝 ノ 臺前 -ー 跪 キチ之 一一 拜事 スルハ 奴隸ノ 如ク其 ノ權能 一一 畏怖 シ 妄 リー 一 將來ノ 刑罰 

ヲ ^懷 ス ルガ タメ 一一  非ズ 今日 マ デノ 實驗 11 據 レ バ 畏怖 尸 未 ダ曾チ 人 ヲ 善良 一一 爲セシ r ナク又  一 n 一起 
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く、 何ぞ 死せ る 者の 中に-生ける 者 を 零ぬ る やと。 此の 詰問 は 余 W をして 頒迷 保守 戀舊の 夢 を 破って 

. 進歩 開 創の 途上 に 銳意 興奮せ しむる の聲 なり。 後に ある もの を 顧みす して 唯 だ 前に ある もの を 追 ひ 

求むべし と は、 バウ。 の敎訓 にして、 基督 信徒の 平素 心懸 くる 所に 非す や。 死者 を 葬らし めよ。 失 

敗の 跡に 躊躇して、 己れ のために 新田 を 開墾し 別天地 を 創 起す るの 考へ もな く、 茫然自失して 死た 

る 兒の年 をのみ 數 ふる 如き 愚 を學ぶ 勿れ。 祇園 精舍の 鐘に 泣く もの は然 かせよ" ィ、 ス トルの 凱歌 

に 目を醒 せる もの は然 かする 勿れ。 基督 敎は 夕に 響く 遠 寺の 鐘に 非す。 復活の 朝 天地に 響き わたる 

讚美の IS なり。 事業に 失敗せ る もの も、 復活 節の 氣カ を帶 びて 再び 限りなき 進歩の 途に 上れ。 親し 

きものに 死に別れ しもの も.、 復活 節の 签 しき 墓に 詣 でて 不朽の 世界 ある を 喜びと せよ" 罪に 慨き、 

道德の 失敗に 落膽 する ものよ。 主眞に 甦れり。 彼はシ モンに 現 はれたり。 三た び 耶穌を 知らす と 首 

つて、 雞嗚に 腸 を 破られた る シ乇ン も、. 之れ がた めに 奮起して 大 いなる 人となり しに 非す や。 陳套 

を 墨守し、 惡 しき 意味に 於て 十 年の 如く、 何の 仕出した る ことなき 敎會も 牧師 も 傳道者 も、 皆な 復 

活 節の 新鮮なる 空氣を 吸入し 爽快なる 進歩の 活力 を 養 ひて、 生ける 仕事 を 尋ねよ。 何ぞ IhM 々死せ し 

者に のみ： S の 眼 を 注ぐ や。 

とけ 

マグ ダラの マリア 己が 名 をよ ばる、 に 至り 遽 かに 心 付きて ラボー 一と 呼ぶ、 譯ば 即ち 夫子な り。 彼 

は 其の 喜びの 餘り、 前後 不覺 の淚に 咽び、 耶穌 に鎚り 付かん とせり。 主日く、 我に 觸る、 勿れ 未だ 

父-の 許に 昇らざる なりと。 基督 敎は 進歩な り。 信仰 も 亦 進歩な り。 福音の 道 は開發 なり、 成長な 


り。 マ リァは今ゃ 一 傳歩して役^の^^を！！；；^じ、 祌の右に座して、 ^の 終りまで 我等と 共に 在る W 

き祌の？.^-に_5^ふるものとなるべき時機に際.5^せり。 此の 新 陳交迭 の 場合に 臨み、 . ^ほ 作 夢 を 破り 5^ 

すして、 の 關係を 維持し、 g: 熊 を^ 守して 北ハ 志をャ いげんと 欲す。 是れ復 おの 趣お に 非ざる なり。 

^^は^を 去り、 ： 人に：； 升り^ て^に 在りし 時より 大 いなる 力 を 以て 人 を 救 はんとす。 今 は. T:: へに 非 

す、 之れ を辨ま へす して^ ほ 十 ：！ へ の 如く、 }^ に 觸れ、 五官に 便りて 北 ハの f 癒さん とする は， S なり。. 州 

迷なる 祌 si. 者の 如き も、 m 心 想の 進化に 心 付かす して、 唯 だ 1 一力 ャを 語り、 ォゥ ダス ブル グを淡 じ、 

ウェスト ミンス トル を 説きて 餘念 なく、 之に 非れば-お 生 を 如何せんとの 杞憂 をな す。 之 を マ ググラ 

の マリアに 比 ぶれば！ に W なり， ifri はざる 可から す。 ：i:ぞ死者のぅちに：i^^<;を尋ぬるKJをするゃ。 

まな、 5.^ しき ィ 1 ス トル 

》 な ハムへ  - 

キ *i に 復活り ぬ。 此の li::^ 仰に. E りて、 の 敎會は 立てられたり。 五 X の み、 人划 の將來 は、 

此 の 事 K の お 無に 出り て、 非 《がな 影響 を 被ら ざ る を 得す。 

，； 仅活の 如き 神 奇なる ie?- 起る ベから すとの 反 對論は 人智の 分限 を 超過せ る^ 斷 なり。 ヒ帝 がし、 * 小 N 

界の现 法服 然として 立ち， 萬 物の 進化 n 然 の變動 は. g 々乎と して、 灭 1： の 設立 を 促が せり。 ：：！^ ゆ 

る 世界 は：： えざる の 世界より 來る。 佛氏此现を首^：：し、 ス ペンセ ル氏 之に i? 和し お 神 論^ 之に 據り 

ばし きィ ー ス トル  九 五 


ノ氣カ 茅 塞、 ビア 精祌ノ 完結 ヲ生ジ 凄 凉ナル 貪欲 胸 二 滿チ少 壯ノ勢 曰々 ニ衰 ヘント ス思フ 二 比 ノ如千 

人 ハ 山間 幽棲 ノ 地 二 屏息 シ テ 風月 ヲ 嘲ケ リ無爲 無心 ノ道ヲ 修 メ若ク ハ 肉慾ヲ 縦 二 シ禽 t ト 、モ 二ぬ 

食 逸 居シテ 歳月 ヲ經過 シ徒ニ 射利 煩 惱ノ？ 累 ハサ ル或ハ 今日 二 至 ルマデ 東洋 二流 行 セル II 

ヲ尊 ベル 英雄 ノ風釆 二 傚 ヒま眼 ニシテ 一世 ヲ啤 睨ス ル所ノ 俊傑 トナ リーア 止 マント ス然レ I 人ヲシ 

テ 危坐 ふ遙 ルカ-一 宇宙 ノ大 原因 タル 天父 上帝 ノ事ヲ 思量 シ 忠愛 欽崇 ノ念ヲ 以て 之 一一 親.^」 シ、 ぃヲ潜 

メ テ 無限 ノ聖德 ヲ窺ヒ 暫ラク 已レト 世界 ト ヲ 措キ テ 帝 傍 ニ至リ 懇 誠切實 二 祈 禱スル キハ其 ^良钝 潔 

チル 感化 ヲ被 フル 果シテ 如何 ゾャ 抑々 祈 禱ナル モノ ハ 匹夫匹婦 ガ妄 リニ +i ヲ求メ テ#佛5 スレ 

ガ如キ モノ 一一  非 ズ其ノ 第  一 ノ 主意 、ノ 上帝 ノ 德 ヲ慕ヒ テ 之ト交 親シ a 一一  通ズ ルュ 在リト ス 

之 二 加ぶ 二 古人 云ク 山中 ノ贼 《討 チ易シ ト雖モ 心中 ノ贼 ハ最 モ制シ 難シト 吾人 一 曰 f 立テ、 な-ひ 

5 キ已 ヒー 克ッ S- ー復 ラント 欲ス ル.， S 心 横 逆 ノ雷艇 -ーシ テ其ノ 計ノ出 ル所ヲ 知ラズ 人、 い 

惟危ク 道心 愈 微ナリ 蓋 i 達德ノ 君子 タラント 欲 セバ敎 募惯ノ 弊、 吾 ガ蜃ノ 貪欲、 I 案 

ノ爲 一一 養成 セ ラレ タル 専制 横恣ノ 念、 酒色 ノ 快樂、 世ノ 物議、 社會ノ 風潮、 叉或ル 時ハ壞 一一 向 

ッテ 十分 二 對抗 スル ヲ耍ス 是レ豈 人力 ノ堪 フル 所ナ ラン ャ言リ 支那-一 モ曰 本-一 モ f 工夫 ヲ、 f 

シ 自修 自進 ノ道ニ 由 リーア i  ノ 域-一達 セン トシ タル 者少 カラ ズ實ニ 其ノ I ト S ト 二 至 リーア ハ.. - 

. 世 ノ人一 I 舞 スルー 一足 ル モノ 多 シト雖 モ斯ク ノ若ク シ テ 養成 シ タ ル 口  i ハ 秀美ノ 最高 等 ナル モノ  二 

非ズ擧 動ノ敢 爲ナル ハ稱 スべシ トイへ ド モ其 ノ弊ャ 自負 ナリ 其ノ自 ラ信ズ ルノ  S. 或ヒ ハ 取ル ベ 午 


所無キ 二 非ズ トイ へ ド モ其弊 ャ傲ナ リ已レ 二 足 リテ他 二 求ムル 事無ク 一 決専斷 ヲ以テ 事ヲ處 スル如 

キ ハ 英雄 ノ 資見ル ニ堪 フル モノ ァリ トイへ iH 斯ノ 如キハ 以テ 秀美ノ 尤ナル モノ ト做ス ベ カラ ズ高贵 

ナル 品性 ハ自遽 一一 基ク モノ ナリ 眞正ノ 英雄 ハ 非常 一一 信 ズル所 ァリテ 其 勢力 ト氣 カトヲ 上天 ョ リ受ケ 

タル モノ トス 唯物論 者チ ン ダ ル 曾 テ 有名 ナル 物理 學ノ 大家 ファラ デ ィ I, ト 午餐 ヲ 喫 ス フ ァ ラデ 引 ハ 食 

卓 二 就キシ 例 二 依リ テ 神前 二 拜謝 祝禱セ シ ガ其 ノ懇誡 痛切 ナル 能ク チン ダル ノ心ヲ 動 カセリ チン 

ダ， ル 後年 二 至 リ之ヲ 一書 ノウ チ 二 記載 シテ in ク rNl^、lsl^ ノ 祈禱ハ 心 二 基督 ノ 精神 ヲ懷ケ ル兒ノ 父 

二 哀呼シ タル モノ  二 テ少シ モ餘 蘊ナキ 信任 ヲ以テ 神 ノ恩惠 ヲ求メ タリ ヽ ヽ ヽ 、フ ァラ ディ ハ 今年 六 

十二 歳ナリ トイへ iH 豁達 愉快 二 シ テ 毫 モ 壯者 二 異 ナ ラ ズ 其 功業 ハ 余ヲ メ 驚嘆 敬服 セ シムル 二足 レリ 

トイ へ 1H 親 シク之 二 接 スルキ 其 人物 能 ク吾ガ 心情 ヲ熱 セシ ム， hi ァラ ディ ハ眞疋 ノ剛者 ナリ我 レ素ョ 

リ剛ヲ 愛 ス然レ 力 ノ 品性 二 オイ テ ハ 謙退溫 柔和 樂ノ 能ク 剛毅 ト トモ 一一 相伴へ ルヲ見 タリ 

我.^ i 幾ハ ク ハ 永 ク之ヲ 胸間 二 記シ テ忘ル 、事 無 カルべ シト此 ノ如キ ハ 豈獨リ ファラ ディノ ミナ ラ ン 

ャ 凡ソ 信實ノ 心 ヲ以テ 祈ル者 ハ 其 器 二 應ジ テ 皆ナ 同樣ノ 感化 ヲ 受 クル 事ァリ 祈禱ハ 人 ノ心ヲ 寧靜純 

良 勁 健ナラ シ ム ル 者ナリ 叉能ク 困難 ヲ輕 ゥシ 憂愁 ヲ解キ 誘惑 二 勝ッノ カヲ與 へ罪惡 -ー 抗スル ノ勢ヲ 

得 セシム 祈 禱ハ， 7; ァラ ディノ 事 二 於 ルガ 如ク 謙退溫 柔和 樂ノ氣 質 ヲ盛ン ナラ シ ムルノ 効力 ァリ 之ヲ 

約言 ス レバ 祈禱ハ 人ノ 品性 ヲ 模造 スルー ー於テ 非常 ノ功 アル 者ナ リ 特リ靈 魂道德 ノ上 一一 關係 アル 事ノ 

、い ナ ラ ズ 世ノ 衣食住 疾痛 患難 遭 逢 通 塞ノ事 二 至 リテモ 上帝 一一 祈 ル事ヲ 得べ シ何 トナレ バ 上帝 ハ 全智 
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王 能 至 慈 至 公 二 シ テ能ク 宇宙 ヲ銃 一 シ 萬物ヲ 主宰 スル モノ ナレ バ 其 子孫 タ ル 所ノ 人類 ト メ 之 二 祐％ 

ヲ乞フ ベ カラ、 ザ ルノ理 ナシ唯 道德上 n 係ル 事物 ュ就 キテ祈 ル.^ ハ之ヲ 誠 實ニ求 ムレ バ必 ズームい ガ ハ乙フ 

ガ如 クー 一 應驗ァ ル 事 疑 フ ベ 力 ラ ズ 然レ 世間 生 平ノ 事物 ニッキ テ祈ル トキ ハ然ラ ズ 吾ガ 誠資ナ レ 祈 

禱ハ 上帝 ノ 尊重 二 達 シ必ラ ズャ何 レノ所 二 オイ テカ 其ノ 佑助 ヲ賜 ハル ャ 確乎 トシ テ信 ズべキ 所ナレ 

ド5^ンテ我ガ祈レル如クニ應驗ァルャ否ャヲ知ルべカラズ何トナレバ吾人ハ何等ノ事巾ノタメ  二 今 

日ノ 如キ狀 態ニ陷 リシ ャ又 目下 ノ 境遇 ハ 自他 眞正ノ 利害 得 喪及ビ 上帝 ノ榮 光二 對シテ 如何 ナル羅 係 

ヲ有ス ルカ 養 へバ我 今產ヲ 破リ業 ヲ失ヒ テ殆ド 赤貧 ノ人 トナ レリ 之ヲ 免レテ 富 ル：, ^ノ 身ト ナルハ 其^ 

美 ナラ， ザル 二 非ズ然 レモ 我ガ 一 已ノ 資格 得失 二 ッィテ考フル.^ハ£^ンテ是レ大利ナルべキカ《ニ世 

上ノ榮 辱窮達 一一 關 ハルト キハ 其 疑 題 ハ 容易 二 解說ス ベ キ 二 非ズ 喷 人生 ノ遭逢 一 々 之ガ现 m ト 結奇ノ 

成 菜 トヲ明 ラカー 一 シガ タキ r 斯ノ 如シ豈 吾ガ淺 薄 疎漏 ナル 意見 二 拘泥 シテ 上帝 ノ 措置 ヲ指 スルヲ 

得べ ケンャ 今日 是ナリ トス ル所 ヲ以テ 祈禱ス トイへ Hi 吾 ガ求ム ル所或 ハ天ノ 妙 W 至慈ノ 聖旨 二  i ォ レ 

ル 「無 キヲ保 セズ故 二 吾 ガー 切 ノ利ヲ 神 ニ委ネ 死生 命ァリ 窮逹天 ニ在リ トイへ m 決シテ 無. ポ 服ぶ 見ナ 

ル 能力 者ノ命 二 ァ ラ ズ 至 慈 至公ナ ル 天父 其ノ モノ、 命ナ レバ 通 ト塞ト ヲ 論ゼ ズ 如何 ナル 場合 二 ォ ィ 

テ モ吾 ガ願フ トコ 0 ヲ 天父 二 訴 へ 無限 ノ 信任 ヲ之， 一 安置 シ 公直 無私 ノ 心 ヲ以テ 順逆 ノニ 境ニ處 シ ， 

二 神ノ 祐助ヲ 俟ッ 是 レ 生. 平ノ 境遇 二 關 シ 常 二 上帝 二 祈 ル所ノ 基督 敎 信徒 ノ 精神 ナリ m 山 之桥、 南風 

之 琴、 勞逸變 n 於 前-、 而舜之 心 未， 一 # 變 一也 ト替 艘ノ子 如何 二 シテカ 能 ク是ノ 如 キヲ得 タリ ャ，， クに 


ノ能 ク忍ブ コトヲ 得ザル 苦境 二 陷ィル 二 及 ビ田ニ 往ィテ 號泣シ 祐ヲ殳 天 ニ求ム ルノ覺 1^ ァ リタ レバ 

ナ リ 是故 二 孟 柯 ノ 所謂 浩然 之氣ヲ 養 ハ ン ト欲セ y ノ 祈 禱ノ最 モ欠ク ベ カラ ザル モノ ナルヲ 記憶 ス ベ シ 

余輩 ハ已ニ 上帝 ノ 存在 ヲ 知 リ且ッ 其 ノ人ニ 於ルノ 關係 父子 ノ親 啻ナ ラ， ザ ルヲ覺 レリ 此ノ 際宜 シ ク靜 

座 默 想 シ テ 吾ガ 心ヲ掩 ヘル 諸ノ 塵煩ヲ 拂 ヒ 論 習 爭競毀 譽榮辱 固執 傲慢 等ノ 妄念 ヲ斷 チ獨リ 己 レノ靈 

魂 ヲ以テ 宇宙 ノ大主 無限 絕 對ナル 上帝 至 仁 至 愛ナル 天父 ノマ へ 一一 跪キ 丹誠 ヲ抽 ンデテ 祈禱シ 誠正ノ 

衷情 ヲ 吐露 シ テ聖祌 ノ啓迪 ヲ索メ 眞理ノ 明ラ カナ ラ ン コトヲ 望ミ德 性ノ益 改良 セ ン コトヲ 冀ヒ鄙 

吝！； W ノ疾頓 ニ癒ン コトヲ 祈ルべ シ 天 二 我等 ノ事フ ベ キ 上帝 ノ在ス ァリ故 二 是ノ如 ク行フ ハ 人類 ノ 

分當サ ニ盡ス べキ所 ナルノ ミナ ラ ズ 安 慰 幸福 ノ道何 モノ 力 能 ク之ニ 及ブ ベ ケンャ 吾人 不幸 二 シ テ 不 

虞ノ 災厄 二 福リ 憂愁 並 ビ至ル 時 ハ宜シ ク之ヲ n 文 天 二 吿グ べキナ リ眞祌 照臨 シテ上 二 在リ之 ヲ信ズ ル 

モノ 罪 ヲ悔ィ 自ラ謙 リテ哀 求スル トキ ハ必ラ ズャ吾 ガ祈禱 ヲ容ル シ其ノ 至智至 仁ナル 聖旨 二 循ヒテ 

我 ヲ祐ケ 叉 我 ヲ導カ ン コ ト疑フ ベ キ 一一 非ズ是 ノ如ク 人生 ノ 禍福 屈仲ハ 悉 ク祌ノ 手中 二 在リテ 其ノ按 

排スル 所 二 任 ス故ニ 苦 厄災 害當サ 二 免ル ベ ク ン バ之ヲ 免 力 レ ン 事素ト ヨリ 我ガ 欲スル トコ ロナ リ然 

レ iH 若 シ當サ ニ來 ルべク ンバ ノ 災害 モ來レ 力 シ若シ 逢 フべク ンバ忠 難 モ敢テ 妄リ ニ辭 スルト コ 口 

二 非ズ 順境 逆境 ノ別ナ ク我ハ 唯 其ノ境 一一 オイ テ 上帝 ヲ信ズ 天父 ノ祐助 一一 一任 セント 欲 スルノ ミ誠ニ 

神ヲ ：！：^ ス ルコ ト深キ モノ ハ 驚 波 怒濤 ノ タメ  二 漂 ハサ ルヽコ トナク 疾風 雷雨 トイ へ iH 決 シテ其 ノ心ヲ 

迷 ハス コト ァラザ ルナ リ 

第 六 iiS 神 卜 人 トノ開 係 ヲ論ジ 併セテ 祈； i ノ理 ヲ說ク  九九  - 
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第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナル ヲ論ズ 

天地 秘奥 ノ理 充滿 シ テ 吾人 ノ解說 一一 苦 シム者 頗ル多 シ然レ iH 生死 ノ事ノ 如 ク 剴切 重大 ノ 關 ァ ル 乇 

ノ無 カル ベ シ蓋シ 人ノ世 一一 在 ルャ少 壯ノ日 幾程 モ 無 ク 老義死 亡 ノ 期 瞬時 一一 シ テ 至ル杜 子美ハ 諸葛武 

侯ノ墓 一一 詣デ 、 出師 未 ダ就ラ ズ身先 死 スト 云ヒケ ン是ノ 言詞獨 リ武侯 一一 適切 ナ ルノ ミナ ラ ズ 十：： 今 天 

下ノ人 自他 ノ事 一一 關シ 之ト 同一 ノ 感慨 ヲ 懷ケル モノ 枚擧ー I 遑ァラ ザ ルナ リ譬へ バ蒲生 氏 鄕ガ將 一 一死 

ナント スルー I 臨 ミ國歌 ヲ詠ジ テ 

かぎり あれ は 吹かぬ も 花 はちる もの を 

こ.^ ろ 短 かき はるの やまかぜ 

ト言へ ルガ 如キ實 一一 無限 ノ遣恨 悲慘極 マ レリ ト謂ハ ザ ルヲ得 ズ太闢 曰ク彼 心中 以爲其 家 永存 其 居所 

S 綠、 の 必存. 於 二世々 一 彼 以ニ己 名 1 稱ニ其 田 畝ー兮 但人必 不二 常 貴 一 乃 成 如下將 一一 敗亡 一之 獸上… 彼 如 一一 羊 群 一見き 一一 

』 了 二 於 陰府- 有お 以牧， 之兮 平曰囊 人將， 治：， 之 陰 府將， 壞ニ其 容貌 1 彼 必離， 一己 家 1 而往， 一 其 所 一 兮… 緣ニ 有， 人 

致 レ富其 家增榮 1 爾毋ニ 因， 之而權 1 兮盡 彼死悉 無， 可， 携其 榮不， 得， 匿， 之 下, 兮蓋彼 在世 時將， 祝, 其 鑿, 

而爾爲 一二 己 施 二 善行 入將 レ頒， 爾兮彼 必歸ニ 其 列祖之 世代 一 而 永不レ 見 レ光兮 人處， 榮不智 乃 成 如： ト將ニ 敗 

. 亡 1 之 獸上兮 ト試 ミ 11 思へ 世ハ 是レ 富 責ヲ求 メ 名利 II 奔走 ス ル ノ 境快樂 四面 一一 溢 レ テ其盡 クル ヲ知ラ 

ズ 四時 ノ美 山川 ノ妙 佳肴 珍 膳 前 一一 陳列 ス見閒 ノ樂、 口腹 ノ快亦 盛 ンナリ ト謂フ べシ更 一一 I 歩 ヲ進メ 


テゃ 識ノさ If ラレ タル 天地 ノ形 狀ヲ 觀察ス レバ 玄之 叉玄 至大 至妙 ノ文 I 地 i ハレ テ掩フ ベ 

カラ ズぉ來 群 賢 輩出 シテ之 ヲ籠シ タレ ほ 未 ダ其ノ 底 蘊ヲ尋 了 スルヲ 得 ザ ルナ リ此 レ豈 學問ノ 無盡 

藏 一一き ズ ャ 親子 兄弟 夫妻 圑藥 シ テ 爐邊 一一 座 シ 情話 時 ヲ移 シテ春 ノ夜ノ 短カキ ヲ恨ム 相愛 相思 ノ 幸ぎ 

、人生 已 一一 其 ノ 準備 ァリト 云 ハザル ベ カラ ズ此等 事實ノ 明白 ナル 一一 乇拘ラ ズ敢テ 人生 ノ 幸福 ヲ 無視 

シ 怨喰 悲哀 ノ辨 ヲ逞ゥ シ テ空寂 虚無 ノ 說ヲ爲 ス モノ アル ハ蓋 人心 ノ病 一一 極 リタ ルー 一由 ル モノ ナ ラン 

然 レモ 上文 ノ如 キハ 未ダ以 テ眞理 ノ全體 ヲ解說 スルー 一足 ラズ 吾人 ハ他ノ 側面 ヨリ 人生 ヲ攝察 スルヲ 

耍ス曾 テ閒ク 昔時 „3 ノ人ハ 盛宴 ヲ張リ 饗筵ヲ 開 クー 一 アタリ 席ノ 一方 一一 葬具 ヲ 並列 スルノ 風 ァリキ 

吾人 乇亦 I 了 儼 肅ナル 故智 一一 做 ヒ漸ャ ク眼ヲ ー轉シ テ他ノ 側面 ヨリ 人生 ヲ 講究 セザル ベ カラ ズ人 

生 五十 其 七 4- ヲ 超ュル モノ ハ十中  一一 一 ニダ I ル コトナ シ和擎 康ノ曰 光能 ク世ヲ 照 ス トイへ S 

隋 タル 死ノ  i 美 ノー  方 一一 横 ハリ將 一一 哀別 ノ 淚 雨滴 一一 等 シ カラン トス 智愚 老少 此數 一一 洩 レズ 山 

下 一一 ハ 帝王 鹿 人ノ刖 アル ヲ見ザ ルナ リ加 フルー 一死 ハ 必ラ ズ シ モ 久後ノ 事實 一一 非 ズ叉其 期 至 ラザル 間 

ハ き ヲ注グ 一一 及バ ズト ナスべ キ， 一一 非ル ベ シ何 トナレ 、、ハ 死 i 一一 吾人 ノ 眼前 一一 出 沒シ宛 力 乇盜ノ 

來ル預 カジ メ其時 ヲ定メ ザ ルガ 如 シ此ノ 秘奥 一一 シテ 最モ愼 ムべキ 死トハ 如何 ナル モノ ヲ謂フ 乎 三寸 

息 絶ュル トキ ハ萬事 終 レリ トス 可 キカ死 ハ或人 ノ說ケ ルガ 如ク 果シテ 永遠 ノ陲眠 ナリヤ 又 吾人 如何 

ナ ル 精神 ヲ以 テ死ヲ 待遇 ス ベ キ 乎是實 一一 至要 ノ疑題 一一 非ズ ャ 

或 人 會テ哲 擧者某 一一 問 フテ曰 ク哲學 ハ何ノ 用 ヲカ爲 スト 答へ テ曰ク 人ノ死 スべキ 方法 ヲ敎 フ ル ギ 
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ノ ナ リト此 赏少シ ク 疵瑕 無キ -1 非ズ トイへ ^亦以 テ此ノ 問題 ノ直 要ナ ル ヲ示 ス 一一 足レ リ^ ハ 無ウ" 

敎ノ 大家 ナリ 然レ m 最愛 ノ妻死 シテ後 太ク此 問題 ノ爲 一一 心ヲ動 カサレ 其 哲學ノ 形 狀殆ド ー變 セント 

スルー 一至 レリ シセ 口、 プ<^ ル，^ I 其 他 ストイック 派ノ 諸賢 ハ疆 慰藉 篇ヲ 著ハ シ テ死ノ 鋭鋒 一一 常 ラン 

ト試 ミ タ リ 就中 1^ ノ 著述 ハ 最 モ廣ク 天下一 一知 ラル 彼ノ  キ.，ノ，^ス ノ 如 キ モ 無 神 說主樂 論 ヲ 以 

テ 後世- 1 師ト ナレル モノ ナレ -i ハノ 唯物論 ハ 人ヲシ テ 死時ノ 恐怖 ヲ脫却 セシ ムルノ 主意 一一 出デ タ ル 

ナ リ其言 一一 曰ク 人類 困苦 盡期ァ ル ヲ知レ バ 幾分 カ宗敎 家及ビ 歌人 ノ 恐嚇 一一 抵抗 スルノ カァ ル ベ ケ レ 

m 靄 魂 一一 シテ 永存 スルモ ノト 爲サバ 之 一一 抵抗 スルノ 手段 アルべ カラ ズ故 一一 死ハ萬 事ノ終 リナ ルヲ證 

明スル ヲ要ス 云. C 近頃 世 ヲ去リ タル 英國ノ 哲舉者 クリフ 才— ル，^ 墓碑 一一 奇ナル 一句 ヲ鏤 リ付ケ タリ 云 

ク予 ャ眷テ 存在 セザ リシ ガ母 ノ胎內 -1 娘 レリ 予ャ 生活 シテ 少シク 爲ス所 モア リ午 予ャ今 存在 セズ乂 

悲シム 所 アル 「無 シト氏 ガ斯ル 言 ヲ爲 シテ世 一一 傲 ラン トス ルハ妄 リー 一議 I  ノ 勢力 ヲ以テ 天然 ノは^ 

ヲ壓シ タル モノ ナレド 充分 一一 死ノ 恐怖 一一 勝チ得 タルモ ノト ハ云フ 可ラズ 碑銘 ノ末句 稍せ、 ノ、 ぃ事ノ  £ 

藏ヲ兑 ルー 一足 レリ 遮莫氏 ガ聊サ 力， 一 テモ 斯ノ如 ク死ヲ 待遇 スルヲ 得 タル ハ唯物 無神論 ヲ以テ 幾分 力 

此 ノ  一  -< ^問 ヲ解說 セン トシ タレ バナ リ是  一一. H リテ 之ヲ觀 レ バ ^Ty^ 乇ソ— ク. T フ ITT^ モ 又 

スモ クリフ ォ ル モ 传此ノ 儼肅ナ ル 疑問 ノ 衝 一一 當リ 多少 之ヲ 思量 ス ル ヲ猜ズ ル能 ハザル モノ ナリ 

讀者 ョ 吾人 ハ前ノ 數章 一一 才ィテ 基督 敎 ノ 要 理數項 ヲ 講究ず 今此ノ 章 一一 於 ィテ閬 示 セント 欲 スル所 

ハ 靈魂ノ 不滅 ナル ャ否ャ ト云フ 問題 -1 係 レリ 其 事 至大 ノ事 タリ 其 論 至 重ノ論 タリ 人生 做 力 一一 五十 年 


ヲ以テ ぶ T 七 バ i ャ，？ スル モノ ナ リ乂 f 死 ス ル ャ露ト 消 ヌル， な 做サ -、 ル可 

カラ ズ， 去 向 ヲ知ラ ザ レバ 吾ガ所 山ヲ詳 カー ースべ カラ ズ吾ガ 生命 ノ繁ヲ 明 ラカー ーセザ ルュ此 

&、. ..然 タル 1^ 敏 霧中 一一 過 ギズ冀 クハ平 心^ 氣余ト トモ 一一 此ノ 疑題ヲ 講究 セラ レン 「ヲ 

雙類ガ 己レノ 無ぎ 一存 スルヲ 信 ズルハ 其 Is ル モノ トス 暫ク 事物 ノ議 ヲ離脫 シ茫. ^タル 宇 

ジ HI テ吾ガ 生死 ノ 現象 ヲ 襲スル トキ ハ何 人力 己 レノま 出 タル ハ漸 ャク 耳順 S ノ年 一一 至 

；テ； ：； 一一 や ル モノ ナリト スルモ ノア ラン ャ 故-冷 谈ナル 唯物論 If ル 飲食 學モ未 ダ？ 

此 ノ  I 暴 ク 人 問 一一 揚 ス ル 「能 ハザ リシナ リ S 風 一一 搖動セ ラレ テ岸頭 一 一楓々 タル ヲ a テハ 吾 

ガ a 先ノ  I  ノ管 スル聲 ナリト 謹スル 未開 ノ 蕃俗 或 ヒハ千 萬 無數ノ  |ヲ信 ズル讓 n  ノ徒或 

ヒ、 生ヌき 一 漂フヲ f テ疆 ノ靜寂 一一 沒入 セラ レン コトヲ 期 スル佛 敎徒 或ヒ S  ノ， 一死 ヲ祝 

レュ 死力 S ス ルガ 如ク思 ヘル 忠肝薦 ノ士或 ハ死ハ S ホ眠 ルガ 如 シ短カ 夜 ノ夢？ テ、 i  ノ 朝-一 

4 ム ベン ト， セ ル着敦 I 一一  至 リーア ハ 其 龍 霧粗ノ  i ハ ァリ トイへ .^雙 ノ靈 奮究ナ ル 

ヲ 1 シ タルモ ノト I 人心 ノ 運用 ハ大 一一 限 制セ ラル、 所ァ "トイへ ドモ S 育 ハ藤ヲ 知 ラズ殆 

ドゅ， き 一 笼，， x ルノ カヲぉ f ル モノ、 如シ 少シク 心志ヲ 高遠 ノ地 一一 馳セ タル 人 ハ古來 隠然 ト已レ 

ノウ チ t ノカヲ 包蔵 セル i レリ 此 一一 於 テカ豆 大ノ 地球 石火 光中ノ 生命 ハ其志 ヲ滿ス 一一 足 ラズ而 

ンテ 今曰ノ  t ハ其ノ ず 滿足ス ルコト 能ハザ ルガ 故 一一き フ眼ヲ 悠久 ノ世ー S シ己ガ I  ノ 無究ナ 

ルヲ 想念 スルー 一到 X ナリ 之ヲ 想念 スルハ 世人 ノ證ス ルガ 如ク I 奠ノ籠 一一 非ズ 人心 一一 深ク 

、  1 〇 三 
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ほに タ， 大ま 當然ノ 信仰 ナリ I 者 「レ -.^ ゥガ f タル 賽ノ 名ヲ 後世 一一 垂レ タレ、 

フ キド， I リ パブ リツ クノ 二番 ヲ以 テナ リ此ニ 書 ノ萬代 不朽 ナル 所以 ノ乇ノ 《首 トシ テヌ， 性 犯. ひ九ノ 

理ヲ タレ x^" ダン， 「《己 ガ深ク 感銘 セル 未 來世ノ 信仰 ヲ欹訶 -ー發 表 シテ歐 洲鉱フ 2 ヲ著 

述シ シェク スピ！ ャ ハ舊ノ 才 識ヲ以 テ 能 ク 世態 人情 ヲ 詩歌  一一 S シ 死後 ノ 麗 ノヽ ，i  一一  Mi 

タル 時 ヨリ モ更ー li ナル事 アルべ キヲ 朗詠 セリ S 仰ハ時 一一 吾人 ノ思ヒ 寄 ラザル 所 一一 共 

出 スル羞 タリ 例レ之 十八 世紀-一 、ノ 非 宗教 i  メテ 横 恣ノ狀 ヲ呈 ハシ 天下 蒸 トシ テ ぼ-一 不一 I- 一 

傾 カン トセ シカド モ彼レ 非 基督 敎 論者 ノ中 一一 於 一 ァモ明 力-一未 來世ノ 存在 ヲ說 ケル モノ 枚舉 スルー i 

ァ ラズ即 チヴォ ルテ、，3,^^^,^^.^33^トノ如キ諸氏皆之ヲ主張シテ止マザリキ 

吾人 辈曰ノ 瘦ャ斯 ノ若ク 其 ノ靈纖 究ヲ， ル 「ノ 天下-一 普. 不キ 3 ト亦， ま^  si ほ 

仰ヲ辨 護シテ 無根 ノ 妄信-一 非ル I 明 セン ガ爲 メ-ー  如何 ナル理 ま 提出 スルヲ 得べ キカ乞 

ヲ說 カン  P  ： 

然レ晨 性 無 究ナル ノ靈ヲ 提出 スルーる キ立チ 身 ト心ト ノ關係 及 ビ其ノ 殊別ノ モノ タル ヲ聽ス 

余 ハ前キ 一一 彼ノ 唯物論 ハ 天地 萬 物動桢 諸類ノ 現象 ヲ解說 スルー 1 足 ラ ザルヲ 明示 セリ^ テ然ラ ベ 位 

物 論 ヲ以テ 萬物ノ 首長 タル 人ノ 心性 ヲ說キ 去 ラント 欲 スルモ 吾人 《其 成功 二 付 テ已- 一七 八分ノ 疑， 照 

キ ヲ PJI^ ズ  • 


第 十八 世紀 ノ 唯物論 ハ ッ テ 粉 野 陋 ノ形狀 ヲ呈セ リ其 例ヲ擧 レバ 力 アバ 一一 スノ 如キハ 頭腦ノ 思想 

ヲ 分泌 ス ル ャ恰カ 乇肝藏 ノ膽汁 一一 於 ルガ 如 シト云 ヒデ ホル 、パ  1^ 公 尸 思想 ヲ以テ 神經ノ 作用 ナリト 解 

釋 セ リラ メッ トリ， -、 へ ^.^;^1<  ノ 說亦之 一一 異 ナ ラ ズ 今日 ノ 唯物論 ハ 稍高尙 ノ 點 一一 進歩 シ タル ガ 

如ク昆 ュ レドモ 其 R 左 一一 非ズ 議論 ノ 粗野 不充分 ナル 形狀ハ 往日 一一 讓ル所 無 カルべ シ モリ ショ ゥ m ク 

Ebm ぃハ 物質 ノ 運動 ナリ トフ ォ グトノ 說ハ 力 アバ 一一 スノ肯 へ ル所 一一 同 ジビヒ ネル ハ； S 引例 ノ 野卑 ナル 

ヲ忌 ミ更 一一 他 ノ例ヲ 引 キテ曰 ク靈魂 ハ頭腦 ノ發育 セル 結 ra^ ナリ 猶ホ筋 カノ 作用 ガ筋 カノ 發育 ヨリ 生 

ズ ルガ 如シ胃 腑ヲ シテ 食味ヲ 消化 セ シ ム ル 身體ノ 勢力 ハ又 頭腦ノ 物質 ヲ シテ 思想 ヲ生ゼ シムル モノ 

ナリ 敎授ハ ュ ゲル 曰ク 人心 ハ 中央 神 系統 ノ 官能 ナリ ハツ クス レイ 曰ク 一 種ノ 現象 ヲ以テ 物質 ノ結茶 

タル 能 ハ ズト j^?; 明スル ハ斷 ジテ人 ノ能ク セザル 所ナレ ド凡ソ 學術ノ 應史ヲ 了知 セル モノ ハ 何人 ト雖 

モ 其 進歩 ハ 漸次 一一 物 1^ 及 ビ 原因 ノ區 域ヲ擴 充シテ 世人 ノ 所謂 靈物 ト 奇偶 トヲ 思想 ノ外 一一 驅逐 スルノ 

倾向ァ ルヲ疑 フヲ得 ズ是ノ 傾向 ハ今曰 一一 在リ テ最モ 著明 ナル徵 候 アル ヲ ：15- ルべ シ云々 

余 ハ此等 議論 ト心 h  ノ 現象 トヲ比 照スル キハ大 一一 逕庭 ス ル モノ ァリテ 其ノ言 ノ頗ル 粗野 ナル 一一 驚 力 

ザ ル ヲ 得ズ然 レ m 今少 シ ク 細目 一一 渉リテ 共非ナ ル ヲ辨ズ ベ シ 

唯物論 者ノ肯 一一 R ク心裡 ノ事實 ハ頭腦 ノ變化 ト頗ル 緻密 ナル關 係 ヲ有シ 一 一 者 相伴 ヒテ同  一 ノ 領分 ヲ 

占有 ス 故-心 裡ノ 現象 ハ頭腦 ノウ チ 一一 起レル 變化 ヨリ 生ジ 來レル モノ ナリト 

然レ 1H 此 ノ說ハ 容易 一一 斷言 スべキ モノー 1 非ズ何 トナレ バ 生 现 舉者 ノ 實驗  一一. H レバ 服 耳鼻^  ノ神經 一一 

第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナル ヲ論ズ  一 〇 五 - 


眞理 一斑  一 〇 六 

感覺ヲ 起シ之 ヲ頭腦 一一 通ゼ シ メタル 時ト 心性 ガ注 思ト 意思 トヲ 以テ之 一一 反動 ス ル トキノ 1? 一一  少 ノ 

間隙 アル ヲ知 ル是 ヲ以テ 觀 レバー 一 者 冗 ヒ 一一 相關 係スル 所ァリ トイへ iH 同 一 一一 非 ラザル コ ト論 ズルヲ 

俟タズ 又彼ノ 論者 ガ唱 說ス ル如ク 心 裡及ビ 頭 腦的ノ 現象 ハ同  一 ノ廣 サヲ卜 ：！ ム ル領 分ヲぉ セリト ：ぶフ 

1 一至 リテ 尸 余 未ダ其 確證ァ ル ヲ見 ズ敎 g, フ エリ H ルハ 頭 腦ノ事 一一 關シ テ ハ歐米  一 I 名高 キ舉士 ナリ廿 ：ハ 

曽 一一 曰ク 頭腦ノ 生理的 ノ 運用 ハ其ノ 心 裡ノ作 ffl ト廣 サヲ同 ウス ル モノ 一一  非ズト フユ リ T^,  ノ說 一一 

據 レバ 人或ヒ ハ 事故 ノ爲メ 一一  頭腦ノ 一  半 ヲ失フ モ 意識 ノ 完備 ヲ 減ゼズ 十分 一一 心ノ 述^ ヲ (M ス ノカヲ 

欠ク 一一 至ラザ ルモ ノア リ然 カノ ミナ ラズ 同氏 ノ論辨 セ ル如ク 意識 ハ必ラ ズ シ モ神經 及 ビ頭腦 的ノ作 

用 二 副 從スル モノ- 非 ズ或ヒ ハ 神經 ハ 其 作用 ヲ 十分 一一 爲 ス 乇 心裡ノ 現象 決 シテ起 ラザル 「アル ナリ 

辦 ル窜實 アル 一一 モ拘 ラズ生 现的ノ 作用 ト 心理的 ノ作 W トヲ 混滑セ ン トス ル ハ 最モ大ナル僻：^^^ナリト 

謂 ハザル ベ カラ ズ良 シ假 一一 一 步 ヲ讓リ テ人ノ 思想 感念ヲ ^ズ ル トキ 一一 ハ 頭 腦中ノ 分子 必ズ シ モ 之ガ 

爲メ 一一 特殊 ノ 作用 ヲ 表スル 「ァリ トス ル モ之 ヲ以テ 心性 ノ物質 ナルヲ 證明ス ル ヲ 得べ カラ ズ心 上 

ノ 現象 ト 生理 上 ノ 現象ト 冗ヒ 一一 相伴 フ トイへ iH 之 一一 由リテ 二者 同一 ナ リト霄 ハ  >  以テ ノ外ノ 論ナル 

ベ シ何 トナレ バ常 一一 相伴 フ モノ ハ 必ズ シモ 同一 ナリ ト謂フ ヲ得ザ レ バ ナリ- 五： 人 ハ ？ 一一  人心 ノぃ； 1: 怒哀 

樂ノ情 容貌 一一 發表ス ルヲ見 ル然レ 喜 怒 哀樂ハ 容貌 ノ 作用 ト 同一！： スべ カラ ザル 一一 非 ズャ樂 器ヲ弄 

ビテ 特殊 ノ 音調 ヲ發セ ント欲 セバ絲 竹 管絃ノ h 11 種々 異様 ノ作 ^ ヲ施サ  >  ル ヲ得 ズ然レ 何： < 力 之 

一一 由テ 絲竹ノ 運動 ト妙節 佳調 トヲ 同視 シ若 クハ 絲竹ノ 外力 樂 一一 ェナル 伶人 ノ 上手 達者. I：； ル コ ト無シ 


ト云フ 者ァラ ン ャ乇 リシ ョ ウノ 所謂 「ボス ホラ ス」 無 クバ 思想 無 カルべ シトハ 或ヒハ 信然 ノ說ト H 几 

做 スモ之 ヲ以テ 靈性ノ 存在 ヲ否 決セ ン ト欲 スルハ 未 ダシ故 一一 唯物論 者ガ 思想 ハ 頭 腦中ノ 運動 ト 相伴 

フ モノ ナリト ノ事實 ヲ 利用 シ テ己レ ノ說ヲ 岡メン トス ルハ 到底 徒然 ノ勞 一一 歸セ ザル ヲ得ズ 

吾人 若シ 物論ヲ 辨倒 セント 思ハ、 、、人心 ノ全ク 物質 一一 依 ラ ズ シ テ 運 S スルヲ 證明 スルヲ 必要 トセ ズ 

其ノ 生！：； 形 狀互ヒ 一一 相容レ ザルヲ 明ラカ 一一 スル キハ則 ハチ 事足 リスべ シ何ゾ 二者 ノ關 係繊密 一一 シテ 

離ルべ カラ ザル モノ アル ャ否 ヤヲ 問フ ヲ要ス べケン ャ蓋心 ト身體 トノ關 係 ハ稍物 it 學 一一 開示 セ ル物 

質ト 勢力 ト 一一 於 ルガ 如 キ者ァ リ舉術 ハ决シ テ物 トカト ヲ 同視 セズ 一 一 者全ク 殊別ナ ル モノ ト做ス ナ リ 

然レ iH 實際 1 一 ツイ テ考フ レバ 一 一 者 相伴 へ ルナ リ 吾人 ハ物 一一 離 レテ勢 カノ 存在 スルヲ 見ズ叉 勢力 ヲぉ 

セザル 物質 ノ在 ルヲ知 ラザル ニ非ズ ャ科學 ハ此等 一 一種 ノ乇ノ ヲ以テ 各自 孤立 シテ 存在 ス ル モノ トハ 

說カ ザレ、 ドモ 其ノ 異殊同 I ナ ラ ザ ル ヲ信ズ ルヲ 妨ゲズ 故 一一 靈性 ハ固ョ リ 物質 ト全ク 類ヲ異 一一 セル 乇 

ノナレ ドー 一 者 孤立 ス ルヲ以 テ其ノ 同一 ナラザ ルノ證 左 一一 必要 ナリト 云フべ カラ ズ 宇宙 問 一一 在 ルぉ限 

ノ靈 性悉ク 物 F 、ト 聯合 スル 所ァ ル モ其ノ 判然 物質 ト 種類 ヲ 異 一一 スルー ーハ 毫モ 差支ナ カルべ シ ト m 心 

ハ ル  " 

因 ニ曰ク 唯物論 者 ハ 頭腦ヲ 以 テ 樂器 一一 比シ 心裡ノ 現象 ヲ バ 其ノ 音調 一一 比セリ 即チ之 一一 依リテ 說ヲ 

設ケテ 曰 ク音樂 器ノ作 兩及ビ 昔調ノ 同視 スべ カラ ザル r ハ已 一一 命 ヲ聽ケ リ然レ Jii 器亡ブ レバ 藥 亦- 

之 ト偕ニ 亡 ビザ ルヲ 得ズト 鳴 呼何ゾ 其 レ然 ラン 余ヲ以 テ觀レ バ 此ノ比 i- 反 ッテ反 對ノ證 左 ヲ供ス 

第 七 章 人ノ I ま 性 無 究ナル ヲ論ズ  一 〇七 . 


眞理 一斑  一 〇 八 

ル 一一 足ルべ シ何 トナレ バ 美妙 ノ 昔樂 ハ 樂器 li 存スル 一 1 非ズ 即 ハチ 聽者ノ 心 一一 存シ 叉 怜人ノ 心 ヨリ 

發スル モノ ナ レバ 其 器 一一 シテ 破ルヽ モ樂ハ 之ト偕 一一 消失 セズ 依然 トシ テ 伶人 樂官ノ 心 一一 存シ 他ノ. 

器 ヲ須ッ テ復ビ 梁 上 塵 ヲ舞ハ スノ 昔調ノ 發表ス ルコト アル ャ 論ゼズ シテ明ラカナリ^^人已 一一 衰 へ 

テ手ノ 技工 ヲ失フ 一一 至ル モ昔樂 ハ沈默 ノウ チ 二 尙ホ共 ノ心裡 一一 止 マ ル 一一 非 ズャ故 一一 論者 ノ 比喩 ハ 

反シ トナリ 却ッテ 自家 ノ妄ヲ 證スル 一一 足 ラン トス - 

若シ 唯物論 者ノ 主張 ス ル ガ如ク 心裡ノ 現象 ハ 頭腦ノ 變化ト 相伴 ヒ テ 頭腦ノ 作用 一一 憑ラ ザルヲ 5£ ザル 

ガ故 一一 頭腦ノ 外 別 二 之ガ 實體タ ル モノ 無シト 云 フ ノ 論法 ヲ 正當ナ リト 云ハ、 、、事理 ノ上 一一 オイ テ 頗 ル 

不都合 ヲ圈 成スル 一一 至ルべ シ 響へ バ 吾人 ノ物ヲ 見ル ハ 必ラズ シ乇 眼ノ作 S 一一  憑 ラザル ヲ得ズ 唯物論 

者 ハ 頭腦ヲ 以テ 思想 ノ 本源 ナ リト 唱フレ iH 見ル ト云フ 作闲 ハ 眼ノ 作 招 一一 依ラ ザルヲ 得 ザ ルガ 故 一一 上 

文ノ 論法 二 準據ス ルキハ 眼ハ即 ハチ 頭 腦ナリ ト云ハ ザルべ カラ ズ 其 論法 ノ 妥當ナ ラ ザ ル 以 テ見ル ベ 

キナリ 故 一一 心身 一 ー者ノ 緻密 一一 相關繁 セル ヲ證據 トシ テ靈 性ノ 存在 ヲ 否決 セ ン ト欲ス ル ハ頗ル 過 テリ 

ト云フ ベ シ況ン ヤー 一 者ノ作 S 同 一 ナラザ ルノ徵 候 ノ存ス ル アル 一一 オイ テヲャ 

尙ホ紬 力 一一 心裡ノ 現象 ヲ觀 察シ 來ルキ ハ之ヲ 以 テ 物質 ノ作 ffl 一一  歸ス ルノ 虚妄 ナル コト 益 々明ラ カナ 

ラン トス 盖此等 心裡ノ 現象 ハ 本来 物理的 ノ 現象 ナ ル 運動 ノ 如 キ乇ノ ト全ク 其 性質 ヲ 殊 一一 シ テ 敢テ 廣 

厚 重量 速度 ヲ 測 知 ス ベ 力 ラ ズ 物質的 ノ 勢力 頭腦中 一一 行 ハレ テ 其 分子 一一 運動 ヲ 生ジ 其ノ 消費 ヲ 來ス 「 

ァ ル ハ 生理 上 疑フべ 力 ラ ザ ル 事實ナ リ然レ iH 心裡ノ 現象 ハ 運動 一一 非ズ 叉 勢力 若ク ハ 分 f.^ ナド ノ 消費 


一一 乇 非ズ 即 ハ チ 意識 上 一一 發現セ ル 知 覺感念 志 意等ナ リ 是等ヲ 以テ 物理的 ノ 運動 一一 歸スル ノ非ナ ル 「 

論ズ ル迄 モ アルべ カラ ズ 電 氣的ノ 勢力 ハ神經 トイへ ルー 物 一一 感ジ 之ヲ 通過 シテ他 ノー  物ナ ル頭腦 一一 

達 ス然レ iH 吾人 ハ： i.- ノ 現象 ト 之-一次 デ 生起 セ ル 思想 感念 ナドィ へ ル 現象 ノ全ク 異ナル ヲ知ル 前者 決 

シ テ 後者 ヲ 說明 スルー 一足 ラズ何 トナレ バ 神經ヲ 刺衝 セ ル 物質的 ノ 勢力 ト心 裡ノ 現象 例 へ バ 一 窒 一一 閉 

ヂ籠 リテ坐 ナガ ラ 天地 ノ 經營ヲ 究察 シ 大節 一一 臨 ン デ ハ 利 rl 身命 ヲ モ惜 マザル 忠肝 義膽ノ 如キ乇 ノト 

ハ如可 一一 モ 同一 視 スべキ モノ 一一 非ズ 物質的 ノ 運動 ナドヲ 以テ 心上ノ 事物 ヲ說キ 去 ラント スル ハ未ダ 

已レノ 問題 ナル 心ノ何 タル ヲ察セ ザルモ ノト 謂 ハザル ヲ得ズ 博士"， 3 曰ク 思想 ト頭 腦ノ 運動 トヲ 

同視 スル ハ大 イナ ル 誤謬 ナ リ 吾人 ハ 電信 ヲ通 ゼン ト欲セ バ 之 一一 副從 セ ル 化 擧的ノ 作 m 無 カルべ 力 ラ 

ザ ルヲ知 ル然レ iH 電線 ノ 報道 スル 音信 ヲ以テ 越歷、 化 學的ノ 作 S 現象 ト同 一 視スべ カラ ズ頭 腦及ビ 

心裡ノ 現象 ノ互ヒ 二 關係ス ル所 一一 至リテ ハ 此理更 一一 確 當ナル モノ ァリ トス 實 一一 頭腦ハ 一 種ノ 機械 一一 

シテ 思想 一一 非ラザ ルナ リ云々 

叉 菜シ テ 物理的 ノ 勢力 ヲ シ テ 思想 感念 意志 等 一一 變化セ シメン 力 是ノ 如 クナレ バ 勢力 ハ自ラ 消滅 一一 歸 

スル 道理 ナリ何 トナレ バ 勢 カノ 發表ハ 運動 一一 在リ トス 然ル 一一 思想 ナド ハ 運動 一一 非 ルガ 故 一一 思想 ト ナ 

リ タル 勢力 ハ 結局 立 チ消ヱ ノ 狀 二 陷ラ ザ ル ヲ得ズ 是 レ 物理 上 有 ル マジ キ 事ナリ 故 一一 思想 ヲ 以テ 一 一一 

物 1 的 勢 カノ 結 栗ナリ トセ バ 思想 感念 意志 等ヲ 當初ノ 勢力 一一 復セ シメ テ敢テ 勢力 立チ消 エノ 困難 i 

キヲ 明ラカ 二 セザル ベ カラ ズ此 ノ證 跡無キ 以上 ハ 唯物論 ノ根據 極メテ 危ゥシ トス 

第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナル ヲ論ズ  一 0 ブ 


眞理 一斑  二 〇 

スぺ ン セル ハ 吾人 ノ 心中 非常 ノ 感慨 ヲ懷ク トキ 一一 方リ 血液 ノ 運動 活 澄-一 シテ 容貌 其 ノ他ノ 筒- 听 一一， ま 

候ヲ露 ハス 二 至 ルト云 ヘル 事實ニ 依リテ 心裡ノ 現象 物質的 ノ 勢力 一一 由 ルー 證 トセ ラレ タレ ド 米阈天 

擧ノ 大家 二 ゥコゥ . ^ハ 鋭ド ク之ヲ 論破 シ テ 曰 ク若シ 思想 ヲ シ テ 勢 カノ 生起 スル所 タラ シ メ バ 思想 ノ 

發 スルト 同時 一一 物理的 ノ 勢力 幾分 力 消失 スべキ 害 ナリ然 ルー ー此 ノ理- 一反 シテ 其ノ 勢力 著 シ ク 發表 ス 

ル ハ 蓋スぺ ン 4.,^  ノ 議論 ヲ 反證ス ル 一一 非ズ シテ 何ゾャ ト思フ 一一 心裡ノ 現象 物質 ノ乍 闭 ト同 f  スべ 

カラ ザル コトハ 此 翁拿實 一一 由リ テ 明白 ナル ベ シ斯ル 場合 一一 オイ テ 思想 ヲ 分子 的ノ 運 m 一一  歸 セン トス 

ル ハ最モ 擧術ノ 精神 一一 反對 セル コトナ リ獨乙 人^.^  ノ說 ハサ スガ 一一 公平 ナル乇 ノア リト 云フべ シ 

曰ク 思想 ト 分子 的 運動 ト ノ 差異 懸 絕ハ 今日 モ 尙ホ (往昔 ノ唯物 者) ノ時 一一 讓ラ ズ而シ 

テ 學術ガ 此 等 運動 ト 人心 ノ 感想 トノ間 一一 橋梁 ヲ架 スルハ 吾人 ノ得テ 望 ムべキ 所 一一 非 ルナ リト (^ シ 

同氏 ハ大ィ 一一 唯物論 一一 傾ケ ル人 ナリ故 ，ー 其 言 深 ク味フ ベ キ モノ トス) 

a ッ 思想 感 念ヲ以 テ之 一一 副從 セル 頭 腦ノ形 狀變化  一一 ノミ 由ル モノ トス ル トキ ハ 許多ノ 難題^ 桀 シ テ 

百方 之 ヲ解說 ス ル ノ術ヲ 求 ム ル モ得 ベ カラ ズ タトへ バ 唯物論 者 ノ言フ 所 一一 據レ バ 吾人 ガ旣往 ノ事實 

ヲ 記憶 スル コト アル ハ諸 ノ感覺 ヲ腦中 -1 銘ジ置 ケルモ ノト 見做 サ、 ：.. ルべ カラ ズ此事 シテ现 一一 オイ 

テ不 者. 合 無 カルべ キカ 吾人 ハ前キ 一一 運動 ト 思想 ノ  ftr! ヒ -1 驟絕 セル ヲ見タ リコ 、 一！ 叉 記 隐ト腦 中ノ記 

銘トノ 間- 1 モ同 一 ノ 隔離 天地 モー 啻ナ ラザル モノ アル ヲ認ム 何トナ レバ 頭 腦の中 一一 存在 スト 假定 セラ 

^  、 ，銘 痕.^ ハ至底 無形 ナル 思想 感念 一一 似ル ベ ク乇ァ ラズ加 フル 一 1 人 ノ感念 思想 ハ 有形 ノ モノ  II ノ 


ミ屬セ ズ 懷慨義 一- 湫 ノ 如キハ 何ヲ以 テ 其ノ眞 狀ヲ模 スルヲ 得ン左 レバ 之ガ記 銘ヲ止 メント 欲スル トキ 

ハ 五：： 人 ガ 思想 ヲ 代表 スル 1 一文字 ヲ以 テス ルガ 如 ク其ノ 標章 ヲ 印シテ 之-一充 ツル ノ 外 其 策 アルべ 力 ラ 

ズ是ノ 如クナ レバ 誰カ此 ノ 標章 ヲ解釋 スル モノ ゾ或 ヒハ 標章 ハ自 ラシ テ己 レノ 意味 ヲ知 ルコ トヲ得 

タ リ ャ 余輩 ハ 斷 ジ テ其 ノ然 ラザル ヲ知ル 蓋 之 ヲ檢閱 取捨 スルノ 任 一一 當ル モノ ハ即チ 心 ナルべ シ而ゥ 

、ンテ 心ノ蓮 用ハ何 モノ、 運用 ナリヤ 斯 ク論 ジ來レ バ 唯物論 者 ハ 物質 ヲ以テ 記性ノ 現象 ヲ解說 スルコ 

ト能ハ ザ ルナ リ 

萬 一 此 ノ記銘 ヲ以テ 記憶 ノ 由来 ヲ 解說シ 得べ シ トス ル モ其ノ 困難 ノ局 ハ未ダ 結了 スルヲ ^ベ カラ ズ 

何トナ レバ 抑 此ノ記 銘ナル モノ ハ絕 H ズ腦中 一一 存スル モノ ナレ バ 其事ノ 記憶 モ絕 ヱ ズ 意識 上 一一 發表 

スべ キ 理ナリ トス 然ル 一一 何故 一 1 吾人 ガ數 年ノ間 忘却 シ居 タル コトハ 今日 ュ至リ 俄然 胸腊 一一 現出 シテ 

意識 上 ノ事實 トナル 一一 至 ルカ 斯ル 事實ヲ 看過 シテ記 銘ノホ 力 ュ之 ヲ生ズ ル作因 ノ必在 ナルヲ 覺ラザ 

ル亦妄 ナリト 謂ハザ ル ベ カラ ズ叉 過去 ノ經歷 心 上 一一 回復 シ來ル トキ 何 一一 由リテ 吾人 ハ 是レ即 ハチ 旣 

往ノ 事ノ再 ビ現ハ レ出デ タル. モノ ナルヲ 認識 スル ャ此モ マタ解 說ヲ要 スべキ 一 疑 題ナリ トス a ツヤ 

人ノ 身體 ハ頭腦 一一 至ル マ デモ 凡べ テ動轉 シテ止 マ ズ新陳 交迭少 シモ間 斷ナキ モノ ナル 一一 尙ホ 無數ノ 

記銘ヲ 永久 一一 保存 スル ヲ得 ル コ ト實 一一 吾人 ノ 想像 スルモ 及 バザル 「一一 非ズ ャ 

： ^ォ— ：^—^.^;^ スノ句 一一 兒ハ 成人 ノ父ナ リト見 H タレ ド今ノ 我 ハ尙ホ 昔年 ノ我 一一 異ナ ラズ壯 年ノ我 

ハ 曾テ 襁褓 ノ我 一一 テア リシ モノ ナリ已 一一 數回ノ 春秋 ヲ經 タル 「故 知識 進 マザル ュ非ズ 叉經驗 熟セザ 

第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナル ヲ論ズ  一 一 一 


眞理 一斑  一  一二 

ル 一一 非ズ叉 習慣 ノ如キ モ大ィ 一一 往時 一一 異 ナレル 所ァリ トイへ iH 我ナル モノ ハ此ノ 千 變寓化 ノウ チ 一一 

ァリテ 永久 不變 ナル コト 疑フべ キ 一一 非 ズ讀者 ョ試ミ 一一 此ノ 本我ノ 終始 同 一 ナ ル事資 ト 全身 ノ常 一一 轉 

變更化 スル 事實ト ヲ對照 ス ベ シ蓋 生理 舉ノ示 ス所 一一 據 レバ 身體 ノ 分子 舊新 M 一一  更代 シ テ 〔.- リナ ク吾 

人ノ身 ハ變化 ノ場屋 ナリト 云フモ 可ナリ トス 此ノ 變化ス ル身ヲ 以テ變 化スル 天地 一一 住居 シ許 多ノ變 

化 中二 奔走 スル我 ナル. 乇ノハ . 此等變 化 ヲ目擊 スレ 自ラ ハ少シ 乇變化 スルコ ト無 キ モノ ナリハ 1:3：  二 昨 

日 ハ非 11 シテ 今日 ノ是 ナル ヲ覺ル モ我 ノ變化 セザル 一一 由 レリ 若シ我 11 シテ 外物 身 體トヽ モ 一一 變化セ 

シ メ バ 焉ゾ能 ク 今昔 ヲ比蛟 ス ル ヲ得 ン ャ其 ノ之ヲ 比較 スルハ 昨日 ノ事 ヲ觀察 シ タル 我ハ 即チ 今日 ノ 

事 ヲ觀察 ス ル我ナ レバ ナ "唯物論 者ノ說 ヲ可ナ リ トス ル トキ ハ 何故 I 一本 我ハ 變ルコ ト無 キカ 是レ最 

モ解シ 難 キ事實 ナリ人 ノ肉體 ハ數年 ヲ出ズ シテ 全ク變 リ行ク モノ ナル 一 1 我ノ？ ル コ ト無キ ハ我ノ 肉 

體ー 1 ァラ ズ 叉 其 一部 ナル 頭腦 一一 モア ラザル ヲ知ル 一一 足 ラン 

更 一一 他ノ 一  事ヲ擧 ゲテ之 ヲ論ゼ ン 吾人 ノ心若 シ數 個ノ殊 刖ナル 局部 ヨリ 成立 スル トキ ハ全ク E 心想ノ 

作用 ヲ爲ス コト能 ハザル 一一 至ル ベ シ 何トナ レバ 凡ソ 思想 ナル モノ ハ 衆多 複雜ヲ 致 一 11 歸セ シム ルヲ 

職 トス 蓋 智識 ハ常 一一 許多ノ 事物 ヲ比 照交參 シ 以 テ之ヲ 總合ス ルノ謂 ヒナ リ而 シ テ 五： 人 ノ 識 性複雜 一一 

シ テ純 I ナラズ ンバ. 何 ヲ以テ 力 此ノ總 合 ヲ來ス ベ キ此 レ決 シ テ望ム ベ キコト 一 1 非 ルナ リ It: へ バ此 11 

盲者， 者 ァ ラン 一一 彼 レラ素 ヨリ 二 個 殊^  ノ人ナ ルガ 故 一一 其經驗 スル 所ヲ輯 メ參互 錯琮 シ以テ 梵鐘 ノ 

如キ モノ  、形 ト音ト ヲ併セ タル 識認 ヲ生ズ ル 一 1 由シ無 カル ベ シ 簡 者ハ 永久 一一 其 ノ形ヲ 見 ルノミ ュ止 


リ 盲人 ハ 盡未來 際マデ モ其音 ヲ聞ク 二 止 マ ルナ ラ ン決 シ テ 一 一人 ノ知見 ヲ 交換 シ テ 一 ノ完^ ナル S あ 想 

ヲ起ス 二 至ラザ ル ャ明ラ カナリ 今人 此 ノー 一人 ト異ナ リテ形 ト音ト ヲ兩ッ ナガ ラ總合 シ テ 梵鐘 一一 係ハ 

レ ル 完全 ノ 思想 ヲ懷ク 所以 ノ モ ノ ハ形ヲ 見 音ヲ聞 ク所ノ 心固ョ リ同 一 ナ レバ ナリ 先輩 已 1 一之 ヲ明論 

セ リグ リシ ャ ノア リス トウ トル ノ說 一一 云 ク人ノ 智識 一一 ハ 1 ノ 高等 ナル 才能 ァリテ 五官 等ノ 呈出 セ ル 

種種 ノ知 C 覺ヲ集 メ其交 _tri  ノ 關係ヲ シ テ 判然 タラ シ メ以テ 識認ノ 全璧ヲ 調和 セザ ル ベ カラ ズ凡 ソ物ノ 

異同 ハ知覺 一一 由 リテ知 ラル 、 モノ ナ レ ド其ノ 異同 ァ ル 所以 ヲ 認定 ス ル ハ 五官 中ノ 乇 ノ 11 非ズ 何トナ 

レバ 各宫 ハ己レ 一一 適シ タル 所ヲ 知覺ス レ共之 ヲ他ノ 官能 一一 屬ス ルコ トニ 比照ス ルノ 力無 シ此 事ハ殊 

^ナル 數 個人 ノ爲シ 能 ハザル ガゴ トク 五官 乇亦能 ク其任 一一 堪へ ザル モノ ナリ トス 故 一一 人心 一一 ハ 一般 

ヲ總 括スル 單獨純 一 ノ感覺 無 カル 可ラズ 云々 然ル -1 モウズ レイ 氏ノ說 一一 曰 ク祌經 細胞 ハ其數 凡ソ六 

億 一一 シテ腦 ノ嵐色 質 ノウ チ 一 1 存ス是 レ即チ 思想 觀念ノ 中心 點 タル コト論 ヲ俟タ ズト此 等 殊^  ノ觀念 

ヲバ 如何 -1 シ テ カ能ク 總合ス ル ヲ 得可キ 吾人 ハ純 一 不變ノ 存在者 一一 非ル ヨリ ハ決 シテ之 ヲ爲ス コ ト 

能ハザ ルナ リ蓋 衆多 ハ單獨 純 一 ノ反對 ナリ然 ラバ 衆多 ノ 分子 細胞 如何 一一 シ テ總念 ヲ生ジ 又 自已ノ 全 

ク 純一 ナルヲ 想 ヒ起ス 1 一至 レルャ 唯物論 者 十死ノ 數此ノ ー點 一一 在リ テ存ス 

又 思 フー 一 吾人 ノ頭腦 ハ其ノ 廣サ極 メテ大 イナ ル モノー 一  非 ズ而シ チ能ク 千 萬 無數ノ 記錄ヲ 保存 シ 得 ン 

コトハ 決シチ 想像 モ尙 ホ及バ ザ ルコト ナラズ ャ譬 へ バ 唯物論 者ノ說 一一 依 レ バ 余 ガ或人 ヲ知ル ト キ ハ 

頭 腦中ノ 分子 特殊 ノ 排列 措置 形狀 ヲ取リ テ 宛 ガラ其 人 ヲ頭腦 ノウ チ 一一 寫シ出 ダセ ルガ 如クナ ラザル 

第 七 章 人ノ？ 性 無 究ナル ヲ論ズ  .  一二 二 


ベ カラ ズ斯ク ノ如ク 一人 ヲ知 レバ 頭腦ノ 分子 一 人 特殊 ノ 位置 形狀ヲ 取リ 一 一人 ヲ知ル トキ ハ 第一 一人 S: 

殊ノ形 狀ヲ取 ラザル ヲ得ズ 左 レバ 千 百 人 ヲ知ル トキ ハ 其形狀 ノ當サ 二 千百ナ ルべキ 「推 シ テ知ル ベ 

シ之レ ヲ人ノ 知見 一一 觸ル 、事物 ノ數 一一 付ィ テ考フ レバ 茫乎 トシ テ其ノ 際限 ヲ知 ラズ 支那 ノ 十三 經 一一 

ハ 殊別ノ 文字 六 千 五 百 四十 七個ァ リ然 ラバ 十三 經ヲ 讀ム モ ノ ハ頭腦 中 一一 六 千 五 百 四十七^ ノ 特 殊ナ 

ル 形狀ヲ 包藏ス ル乇 ノト ス況ン ヤー 國の方 一一 一一 口 ヲ解シ 能 ク十數 國ノ土 音 ヲ辨ズ ル乇ノ 11 オイ テ ハ 5^ ン 

テ 幾許 ナ ルべキ 力 其數ヲ 知ルべ カラ ズ其 ガウへ 一一 吾ガ 記憶 スル 所ノ無 數ナル 天下 ノ 事物 ヲ 一 々頭腦 

ノウ チ-ー 錄銘シ テ 間斷無 ク其分 子 ノ轉々 變化 スル際 一一 オイ テ モ 其 痕跡 ヲ失 ハズ能 ク數千 百日 ノ 感覺 

ヲ蓄精 シ 敢テ 紊亂 ス ル コ ト無 カラ シム ルトハ 蓋 最モ疑 ハ シキ依 談妄說 11 非ズ ャ浙 ル兑解 一一 安 ン ズ ル 

コ ト ヲ得ル 頭腦ヲ 以テ實 に 偏 僻 二 陷リ其 分子 ノ形 狀頗 ル曲メ ル 乇 ノト 斷定ス 

以 上論辨 セル 如ク 心裡ノ 現象 ハ 物質 ノ 現象-一 歸スル ヲ得ズ 到底 心 ノ 作用 ト 物質 ノ作 川トハ 氷炭 異類 

ノ モノ タル 「明 ラ カナ レバ 之 ヲ以テ 同 一 實 體ナリ トス ルハ 大ィ ナル誤 讓ナル ベ シ蓋 吾人 ガ資 體ノ別 

ヲ立 ツル ハ タ>  其 性質 ノ 異同 ヲ撿定 スルノ 外 アル 可ラズ 故-一心 裡ノ 現象 一 1 シテ 全ク其 性質 ヲ異 一一 ス 

ル トキ ハ其ノ 寶體 ヲ以テ 別種 ノ モ ノ ト 見做 スべ キ 害ナリ 博士 カルペ ン トルガ 靈ト 物質 ノ要 性ハ互 一一 

混 滑スル ヲ容ル サ  >  ルモ ノナリ トー 一一 一口 へ ル ハ 至當ノ 見解 ナリ新 ノ如ク 性質 ノ異ナ レルョ リ別 極ノ寶 體 

ヲ立 ツル ハ固 ヨリ 擧術ノ 法則 一一 適 ヘル コト ナリ譬 へバ 現今 物理 舉 一一 オイ テ六 十四 元素 ノ 存在 ヲ認ム 

ル ハ諸ノ 分子 其ノ 性質 ノ上 二 オイ テ互 一一 相 交換 ス ベ カラ ザルノ 展別ァ レバ ナリ 吾人 ガ 心性 ヲ以テ 全 


ク物領 ト異ナ レ ル宵 -體ト スルモ 此ノ现 一一 外ナ ラズ然 カノ ミナ ラズ 舉術ハ 直接 一一 實驗 セル 事寶 一一 據リ 

千 ーぼ驗 以外 ノ 事物 ヲ 論究 スル コト ァ リ譬 へ バ 物質 ヲ見テ 未 ダ顯微 鏡 ヲ以 テス ラ資 地其ノ 極 一一 達スル 

コ ト能 ハ ザ ル モ 微分 子ノ 存在 ヲ必ト シ 千疑ハ ズ聲音 ノ 耳-一達 スルァ レバ 必ラ ズ空 氣ノ中 一一 波動 ァ リ 

ト ジ光埶 -: ノ至ル 一一 人  13 へ バ即ハ チ遍 ネク穴 t 間 一一 充塞 セル 「ィ ー テ ル」 ァリト 認定 ス此 等ハ 五官 ヲ以 

一 了 ％i 驗シ タル 一一 ハ ァ ラネド 物理 上ノ 事實ヲ 論究 ス レバ 終 一一 此ノ點 一一 達 セザル ヲ得ズ 舉術ハ 光熱 其 他 

ノ 現象 ヲ說キ 明 サン ガ爲- 現在 ノ 物質 ト ハ似モ ッカヌ 「ィ 1- テル」 ノ 存在 ヲ論 ジ今ノ 物質 ノ. S 來ヲ 

^リーア 原始 ノ  t 動物 一一 及べ リ此ノ 流動物 ハ 運動 シテ洞 欲 環 ノ形狀 ヲ取リ 而シー 一 '其ノ 分子 トナ リタ 

f 「 ム、  <  フ"^ ^ド  ゥ オル テックス • リング 

ルノチ 二 非 ノバ 吾人 ノ 五官 一一 .M 觸シ能 ハ ザ ル ナリト 西國ノ 物理 舉者 ハ 是ノ 如ク目 一一 見ュ ル 世界 ノ本 

ヲ バ 目 一一 見 ェザル 世界一 ー求ム ルー 一至 レ ルナ リ故 一一 吾人 ガ 心性 ノ  f 殊ナル 現象 ヲ究 察シ チ 其ノ 

實體全 ク 物質 以外 一一 在ルモ ノト 認定 シ 靈界 一一 オイ 千其ノ 實在ヲ 求ムル モ何ノ 不可 カ之ァ ラン 加 フル 

二  質 ト異ナ レ ル 心性 ノ 存在 ハ 微分 子 「ィ ー チル」 等ノ 存在 一一 比ブ レ バ 更 一一 確寳ナ ル モノ トス 何ト 

ナ レバ 「ィ， - テル」 ノ 如キハ 議論 上ノ便 一一 供スル 設理- 過ギズ トイへ m 吾 ガ心ノ 物 類 ト異ナ リテ自 

ノ 性質 ヲ冇シ 廣狹 輕菓等 ノ別 無キハ 自已ノ 意識 一一 オイ チ頗ル 確知ス ル所ナ レバ ナリ斯 ク論ジ 

来く、 ハ，^ y,:^;^,^^ ノー 百へ ル如ク (レイ • サルモ ンス百 四十 匹 葉) 世界一 一 ハ 物質 運動 及ビ 必然 ノ勢 

力 ノ 外 何物 乇 存在 セズ ト云フ 議論 ハ 天 下 空論 中 ノ更 一一 空ナル モノ ナリ 

^TIT^ ゲ、、 ：- ト 物質 トハ同  一 ノ實體 一一 シテ心 物 ニ個ノ 側面 ヲ有 セル モノ ナリ ト云ヒ 以チ此 不都合 ヲ免 

第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナル ヲ論ズ  一 一 五 


レ ン ト試ミ タル ハ實 一一 相容レ ザルノ 性質 ヲ同  一 ノ實體 一一 陚與セ ント欲 スル乇 ノナリ 形無ク 重量 ナク 

又 自主 隨意ナ ル心ノ 現象 ヲ以チ 其 性質 ヲ全 ク異 一一 セル 物質 ト 、モ -1 同一 ノ モノー 1 歸スル ハ恰モ 水火 

黑白ヲ 混淆 スル 1 一同 ジ豈 一一 通論 ト謂フ ベ ケ ン ャ ぺ ィ ン ハ 自家 ノ說 ヲ目ス ル 一一 謹 愼ナル 唯物論 ノ名ヲ 

以千 セリト 雖乇^ 3  ノ  7 ルマン •  口 ッッ J ハ之ヲ 評シテ 無益 ノ  一  事 ヲモ說 明スル 「能 ハ ズ トイ 

へ リ 此論實 一一 當 レリ ト謂フ ベ シ 鬼 シ テ ノ 所說ノ 如クナ ラシ メバ心 ト物ト ノ 現象 ヲ說明 セ ン ガ 

タメ 一一  第三 ノ 一  物ヲ 設ケチ 相反 對 セル 性質 ヲ以チ 之レ 一一 附着 セ シメ ザルべ カラ ズ第 三ノ 一  物ノ 存在 

ヲ假 定スル スラ 容易 ノ事ー 1 非ル 一一 此ノ 如キ 性質 ヲ携帶 セシメ ン トス 吾人 ノ 困難 モ亦ー ト方ナ ラザル 

二 非ズャ  ， 

唯物論 者 ナ ル 1^、 カル ガ 曾 テ ぺ ィ ン ノ說ヲ 評 セル 語最乇 的確 ナリ トス 曰 ク客觀 及ビ、 王 觀上ノ 結 2^ ヲ 

以テ 同一 現象 ノー 一 側面 ナリ トス ルモ 之ヲ 一 倘ノ 解說ト 見做 ス ベ キ 一一 非ズ 何故 ニ此ノ 現象 ハー 一個 ノ側 

面ヲ 有スル ャ是レ 議論 ノ 百出 シ タル 根源 ナ リ トス 吾人 ハ 分子 的 ノ 運動 一一 シテ 毫乇 ニ個ノ 側面 ナキ者 

少 ナカラ ザル ヲ知ル 露降リ ーァ 玻璃 上 一一 霜 ヲ結ブ ト キ ハ 何等 ノ 思想 感覺ヲ 生 ジ タル ャ果 シテ 霜 11 ハ 思 

想 ナシ感 覺ナシ ト云ハ  > 何故 一一 頭腦ノ 分子 ノミ 運動 ノ際 一一 獨リ 彼ノ 秘奥 ナル 伴侶 即チ 怠識ト 、 乇 一一 

成立 スルー 一至 レル ャ云々 余ハ. ガー 一 側面 說ノ 到底 取ル 一一 足ラザ ルヲ知 ル讀者 モ少シ ク之ヲ 推考 

セラ レナ バ 鬼シ テ 思 ヒ半バ 一一 過 ギル 者 アラント ス故 一一 敢テ 之ヲ 詳論 スルヲ 須ヒザ ルナ リ 

余ハ已 一一 許多ノ 證左 ヲ擧ゲ チ 唯物論 ノ 不都合 ナ ルヲ辨 明セリ 尙ホ此 一一 其ノ 不都合 ノ 極點 ヲ 示 シ テ 此 


ノ項ノ 局 ヲ結バ ン ト欲ス 

蓋 シ隹物 論 ヲ以テ 正當ノ 見解 ナリト 認ムル トキ ハ 思想 ノウ チ 一一 眞妄ノ 別ヲ 塗 抹 シ人ノ 行狀 云爲 一一 正 

邪 善 惡ノ分 無 シト スルー 一 至 ル ベ シ 是 レ 理當サ 一一 然 ル ベ キ 自然 ノ勢ナ リト謂 ハザル ヲ得ズ 何トナ レバ 

物質 ハ 必至 ノ理 一一 循ッ テ働ク モノ ナリ 若シ 心裡ノ 現象 一一 シ テ 物質的 ノ 作用 ナ ラシメ バ 吾人 ノ 思想 信 

忍 へ 必至 ノ數 - シ テ 理由 憑據 一一 基 カズ 純然 タル 元因ノ 生起 セル 結果 ナリ已 一一 之 レヲ生 ズ ル 元因ァ リ 

テ 必至 ノ數 止ムヲ 得ザル モノ ナラ バ 豈之 レ ヲ 合理 ノ 信認 ト 云フヲ 得 ン ャ叉豈 一一 之 ガ眞僞 ヲ辨ズ ル ヲ 

用 ヰ ンャ抑 合理 ノ 信認 ナル モノ ハ 吾ガ 眼前 一一 種 . ベ ノ憑據 理由 ヲ臚列 シ 吾心 內 一一 存スル 眞理ノ 標準 一一 

率ガヒ テ之ヲ 判別 取 拾スル ヨリ 起レル モノ ヲ謂フ ナリ故 一一 自主 自由 ハ 理論 一一 欠クべ カラ ザルモ ノト 

ス然レ  一一 4^ ノ 唯物說 ハ此ノ 自由 ヲ 否決 シ 物界ノ 法則 ヲ以 テ悉ク 心理 ノ 事物 ヲ解說 シ去ラ ント 欲ス是 

レ人 一一 理論 ノカ アル ヲ担ム ノ說ナ リ且ッ 此奇怖 ナル說 一一 據ル トキ ハ 吾人 ノ 物質 ノ結^ 一一  シテ 吾人 ノ 

言行 思慮 ハ 吾人 ノ 結果  一 I 非ズ即 ハチ 物質 ノ 結果 ナリト 云 ハザル 可ラズ 吾人 ノ說 一一 可否 信僞ノ 別ヲ立 

テ行爲 ノウ チ 一一 正邪 曲直 ノ異 アル ヲ知ル モ是レ 妄想 一一 過 ギズ叉 誰 レヲカ 賞 シ誰ヲ カ咎ム べキ素 ヨリ 

其ノ責 一一 任ズ べキ モノ ハ 物質 ノホ カー 1 存在 ス ベ キ理無 キ 一一 非ズ ャ唯物 者 ハ 單リ 理論 思 辨ノ柯 If  f ラ 

許 サ、、 、ルノ ミ ナ ラ ズ 吾人 ヲ シ テ道 德上ノ 賞罰 ヲ受 ル 一一 其 ノ餘地 無 力 ラ シ ヌン トス 物質 ハ 必至 ノ 法則 

一 I シタ ガヒテ 自己 ノ理 當サ 一一 生 ズべキ 結果 ヲ生ジ 其 生ズべ カラ ザル 結果 ヲ生 ゼズ其 運動 ノ形 狀毫乇 

賞罰 ヲ加 フ ベ キ 所以 ノ理無 シ故 一一 唯 物者ノ 見解 ヲ シ テ 無根 ノ妄說 タラ ザラ シ メ バ 正 人 モ稱 スルー 一足 

第 七 章 人 ノ靈性 無 究ナル ヲ論ズ  一 一，" 


眞理 I 斑  一一 八 

ラズ惡 人 モ咎ム ル 一一 及バ ズ 義士  ノ 節操 汚 吏 ノ貪戾 モ等シ ク是レ 物質 上正當 必至 ノ 作用 ノ ミ豈今 曰 ノ 

-クま 常ノ  iHil 別ヲ設 クべキ r ナ ラン ャ世ノ 唯 物者ガ 己レノ 議論. ハ 結局 是 ノ 極端-一達 スべキ モノ ナレ 

ヲ覺ラ ズ敢テ 理ヲ說 キ道ヲ 論ジ或 ヒハ時 一一 他人 ノ妄ヲ 排キ善 ヲ勸メ 惡ヲ懲 サン トス ルモ 毫モ北 ハノ反 

對者 ト異ナ ル 所ナキ ハ 人性 自然 ノ至 理才 ノ ヅ カラ 世ノ淺 薄ナル 推論. 空理 一一 勝 ツモ ノアレ、、、 ナリ： y  ノ 

中 一一 嚴密 ナ ル 論. 理法 行 ハレ テ人々 皆 其 ノ 所論 ヲ 結局 一一 至 ル マ デ 十分 貫徹 スル 「トナ ラバ き-:、：^ 說，. £勿「 

論ノ行 ハル、 社會 ハ 渾沌 荒茫 ノ狀 一一 陷 ラン コ ト必セ リ然レ m 人心， I ハ論. 理法 モ之ヲ 如何 トモ シガタ 

キ道 德ノ至 性儼然 犯ス可 ラザル モノ ァリテ 異說區 ぺ 衆論 沸騰 ノ間 一一 在 リテ能 ク其ノ 勢力 ヲ 維持 ス是 

一 I 由リテ 無神說 唯物論 ノ如キ モ其ノ 愚 蒙 一 1 シ テ 且 ッ 悲 慘ナル 演劇 ヲ 完了 スル 能ハザ ルナ y^^T^TV 

ゥ オル スノ言 一一 曰ク 推理 カノ 虚妄 ナル歸 結ヲシ テ人ノ 耳目 ヲ掩ヒ 心ト相 逋ズル ノ路ヲ 杜絶 セシ メバ 

社會ノ 有様 實 一一 淺 間シキ 限 リナ ルべシ 云 タ此ノ  5 天地 美妙 ノ 感化 ヲ論ジ タル 者ナ ランガ 取 テ以テ 

唯 物說ノ 結局 如何 ナルべ キヲ示 ス 一一 足ラ ン 嗚呼 唯物論 ノ世道 人心  一 I 於ル ャ斯ノ 如キ關 係ァリ 而シテ 

其ノ 天性 ノ 原理 一一 戾ルコ ト實ー I 甚シト 謂 フべシ 

以上 解說 セル トコ n  - 一由 テ之 ヲ觀 レバ 心ノ 現象 ハ 物質 ノ 作用 二 非ズ シ テ全 ク 之 ト殊刖 ナ ル實體 一一 屬 

ス即 ハチ 之 ヲ名ケ テ靈ト 稱ス身 ト心ハ 決シテ 同一 ノ モノー 1 非 ルナ リ 5^ シテ然 ラバ J が ト如ヒ 形質 一一 屬スル 

體軀死 シ テ 敗壤 スルモ 靈魂必 ラズシ モ之ト 、モー 一 滅亡 スべ キノ 理無 シ 昔 シ ^x-^ ガ ：^^^^^^rrrA 

ビア ルシ ビヤ— IT ノ 問答 中 一一 巧ミ 一一 開示 セル 如ク身 ハ心ノ 使用 スル  一 ノ 器具 タル 一一 過ギズ 故-身 亡ブ 


ルト キー I 心 亦亡ブ ベ シト云 フ ハ 恰カ モ樂 器破ブ レ バ 伶人 亦 共 一一 亡ビ ン ト云フ 一一 同. ジ豈 通論 ト謂 フ ベ 

ケンャ S フル -歐 米ノ擧 士ハ 今日 一一 至ル マデ頻 リー 1 刻苦 厲精メ 研究 ス トイへ iH 未ダ 生命 ノ 起原 ヲ明 

瞭 一一 解 說ス ルコ ト能ハ ズ 叉肉體 ノ妝壞 スル トキ 一一 發現ス ル 生命 ノ 終結 ヲ詳カ  一 I セザ ルナ リ死時 一一 方 

リ 吾人 ノ 眼目 一一 觸ル 、 モノ ハ 物理的 ノ變化 一一 外 ナラズ 敎^^ ^^^n,^ 曰 ク身ノ 死スル 一一 及ビ逝 リタ 

心で ノ ハ何ゾ ャ叉其 逝 ルャ何 レス 方 一一 向へ ル モノ ナルャ 是レ舉 術 ノ未ダ 了解 スルヲ 得 ザル所 ナリト 

未 ダ死ノ 何物 タル ヲ明 知セズ 叉其ノ 結很ノ 終極 ヲ究了 セズシ テ心ノ 滅スル ヲ說ク ハ甚シ キ妄兒 一一 非 

ズャ 

靈魂ト 肉體ト ハ 固 ョ リ殊別 ナルニ 個 ノ實體 ナルノ ミナ ラズ時 一一 盛堯 消長 ヲ同ゥ セル コトァ リ蓋 シ 正 

當ナ ル鉢驅 ノウ チ 一一 寓 スト ハ 實驗上 動力 ス ベ カラ ザル 定論 ナリ トイ、 へ 氏 二者 ノ 發 育及ビ 作用 ハ殊 

ナル 法則 一一 從フ モノ ナ ルガ 故 一一 心靈ノ 作用 身艉ノ 盛衰 消長 ヨリ 離 レテ獨 立スル ノ狀ヲ 呈スル コト往 

往ュ シテ之 アル ヲ見ル (一) 肉體ノ 發達ハ 成熟 ノ期 一一 至 レバ 進歩 ヲ止 メテ 渐次襄 頹ノ途 一一 上 ラザル 

ヲ ズ然レ yii 心靈ノ 進歩 ハ老 ィテ 益盛ン  一 I シテ肉 身 ノ如ク 堯頹ノ 法則-制 セラ レザル モノー 一  似 タリ 

(一 一) 病勢 甚ダ 重リテ 眼前 ノ 事物 ヲ知覺 スル能 ハズ トイへ m 數十年 前 一一 見聞 セル づ トヲ 明瞭 一一 記憶 

スル づトァ リ是レ 吾人 ノ愿目 擊スル 所ノ事 實ナリ トス (三) 腦ノ 一半 ヲ失フ トイへ 氏 思想 ノ上 一一 ハ 

左 マ デ變化 ヲ生ゼ ザルコ トァリ (四) 身 一一 非常 ノ 傷害 ヲ被 プリ 體カ衰 へ テ 何事 ヲ モ爲ス 能 ハ ザル程 

ノ  #<? 一一  オイ テ 精神 ノ 作用 意志 ノ 効力 一一 由リ肉 體ヲ皺 舞シテ 莫大 ノ事ヲ 行 へ ル者 古今 其 人多シ ト ス 

第 七^ 人ノ 性 無 究ナル ヲ論ズ  -  一一 九 


此等 ノ事仞 ヲ按ジ 心身 ノ關係 ヲ究察 スル. t ハ 二者 必 ズシモ 盛衰 ヲ 共-一 セザル ヲ知ル べシ、 ^ づめ 

(生命 ノ疑 題) 曰ク 體軀ノ 傷害 及 疾病 ハ 靈智 ノ發達 ヲ碡害 スルヲ 必 トセ ズ然 カノ ミ ナ ラ ズ ^接 一一 其 

最乇 高遠 ナ ル發揚 ヲ賛ク ル 「ァリ 非常 ノ痛 楚ヲ覺 ュ ル 一一 方リ 平生 一一 於テ ハ 迚 モ及ブ マ ジ キ 想像 i 

ノカ ヲ表ハ セル 者 アル ハ人ノ 普ネク 知ル所 ナルべ シ斯ル 場合 一一 臨 メル 人 ハ曾テ 消失 セル ネカ哲 一一 復 

シ 痴鈍 ナ ル感覺 敏捷 ヲ極メ 忘却 シ タル 旣往ノ 知識 再ビ胸 一一 浮ビ 驚嘆 一一 堪ザル 思 察 力 ヲ生ズ 例 レ之叫 

ベルト • ハ ウル 1 ノ雄辨 ハ其ノ 脊髓病 一一 關係 アル コ ト蓋少 小 一一 非 ズト云 フー 一 非 ズ ャ 博士，^^  ノ 疯； 印ハ 

徵候論 一一 云 ク余ガ 知 レル人 一一 病苦 ノ時 一一 非 レバ 奇絕ノ 思想 ヲ出 シ得ヌ モノ ァリ キト 思 フー 一 诉ノ如 午 

世 i 多 アル r ナ ラン 且ッ神 經ノ病 i レル キノ 現象 〈人心 ガ 物質 ノ 制限 ヲ離 レ若ク ハ 物質 

上他ノ 適宜 ナル 情況  一 I 至ル トキ ハ 如何 ナル 大業 ヲ成 シ得ル ヤヲ 示ス モノ ナリ、 、 、 八"..^ 

リ起レ ル廠狂 ノ如キ モ之ヲ 熟察ス レバ 稍 同一 ノ徵 候ヲ呈 セザル 一一 モ非ザ ルナ リ死 一一 湖 スルト ，ー_、  口 

ハチ 病勢 ノ最モ 最高 點 一一 達 スルー ー及ビ 知 覺究察 ノ 力 深遠 ヲ極メ テ明哳 富 ナル乇 ノ少カ ラ ズ云， 曾 

子ガ鳥 ノ將， 一死 ナント スルャ 其ノ鳴 クコト 哀シ人 ノ將， 一死 ナント スル I  ノー  f コト 善シ备 ヘレ 

モ亦 斯ノ類 ナルべ シ是ク 說キ來 レバ 心身 ハ素ト 全 ク殊別 ナルニ 個 ノ實體 一一 シテ必 ラズン モ同诗 5 

衰 消長 スル モノ 一一 非 ルナ リ已， 一 其 ノ謹ヲ 共 一一 セズン バ其ノ 存亡 ヲモ共 一一 スべ カラ ザ ルゴ ト推 シテ 

知 ルべキ モノ トス 

次-叉 心性 ノ塵ヲ 豪 スル- 業 世 存在 ノ？ 爲ス べキモ ノア A 人生 ハ i ノ？ 非 ズ雲ノ 


世界 ハ现 想ノ 世界 一 I 非 ルナ" 而 ゥシテ 人類 ノ 世-一 在 ルャ常 一一 其 ノ望ヲ 理想 11 屬 シ頻リ 一一 高尙 ノ域ヲ 

渴慕ス トイへ ドモ宛 カモ已 レノ影 ヲ捉へ ント 欲スル 一 1 異ナラ ズ少壯 成熟 ノ 歳月 ヲ 窗鬪艱 辛 ノウ チ 11 

送リ已 一一 世 ヲ去ル -1 垂ン トシ テ是 一一 始メテ 事ヲナ スノ緒 11 就 ク然ル 一一 忽チ 一一 シテ氣^^^絕ス斯ノ如ク 

ナ レバ 人ハ 豈 一一 得べ カラ ザル モ ノ ヲ徒ラ  一 I 得ン ト欲ス ルガ タメ  一 I 造 ラレ タルモ ノ ナリヤ 將タ 其ノ生 

命 ハ 平素 ノ 现 想-達 スルノ 期 ァリト セン 力 、グ レツ、 グ曰 ク人ハ 其ノ 器具 ヲ 硏磨シ 共ノ 用法 ヲ 講習 セ ン 

ガ タメ 一一 短縮 ナ ル 生命 ヲ 消費 シ ソ ノ 敎育將 -成 ラント スルー 1 臨 ミ テ 俄然 己 レノ 工場 ヨリ 召還 セ ラル 

ルナ リト若 シ未來 世- オイ テ人ノ 充分 一一 發達シ テ其志 ヲ仲ス ベ キ 境界 無 クバ 是レ 最モ 不都合 ナ ル コ 

ト 一一 非ズャ 人生 五十 ,1 シテ 消滅 ス ル モノ トセ バ是レ 俚語 一 I 所謂 佛像ヲ 造リテ 精魂 ヲ加 へザル モノ ナ 

リ迭化 ノ妙巧 豈斯ノ 如キ 拙劣 ノ事ァ ル ベ ケ ン ャ苗 -I シ テ秀デ ズ秀デ 、 實 ラザル モノ アル ハ 天地 ノ常 

套ー I 非ズ 造化 ハ必 ラ ズ 自家 捸着ノ 事 ヲ行ハ ズ 其ノ 措置 ャ 首尾 貫徹 シ テ 照應 符節 ヲ合ス ルガ 如 シ斯ル 

智 巧妙 契ヲ極 メタル 萬 物 ノウ チ 一一 オイ テ唯 人ノ ミ 首尾 ヲ貫 カザル ノ现ァ ルべ カラ ズ且 ツヤ 入 ノ體躯 

ハ 成熟 シ テ 漸ャク く耗ノ 期-一 達ス トイへ ドモ 其ノ心 ハ則ハ チ然ラ ズ 仲 尼 ガ曾テ 加 二 我 數年？ 卒 以擧レ 

易、 可 1 一一 以 無二 大過 1 矣 ト云ヒ タル ガ如ク 永遠 一一 成長 ノ止マ ザルノ 资カヲ 具有 セリ 永遠 一一 發達長 成 ス 

ルノ 资質ァ ル モノ ハ 必ラズ 永遠 一一 發達 スべキ モノ トス 心 靈ノ歸 趣ハ其 性" 赏ー 1 出リテ 知ルべ シ其ノ 性 

質 ヲ觀ル -I 永生 ノ 资カ ヲ具フ 故  一 I 造 物 者 之 ヲ造 ルノ 目的 ハ之 ヲシテ 永久 11 保存. セ シメン ガ爲ナ リ然 

レ m 今日 ノ 世界 ハ人ノ 永存； 長 成スル 所- 非 ズ其ノ 最高 ノ 目的 ハ現界 一一 オイ テ 通達 スル ヲ得ズ 此ノ死 

第 七 章 人ノ S 性 無 究ナル ヲ論ズ  ニニ 


眞理 一斑  二三 . 

ヲ必ト スル 世- 1 在リテ 吾人 ノ 生涯 ハ g (想 待望 ノ境 ，1 シ テ志ヲ 成就 ス ルノ處 -I 非ル ナ リ是 一一 出 リテ之 

ヲ見 レバ 死ハ 萬事ノ 終結 ト 見做 スべ キヤ 否々 死ハ 人生 ノ 一 段落 ノミ 決シテ 全局 ヲ結ブ モノ-非 ズ七、 

ノ 佳境 ハ 遠ク 死後  一 I 在リ トス 是レ 靈性ノ 無究ナ ルべ キー 證 - 非ズ ャ 

然 カノ ミナ ラズ 今日 ハ此レ 試驗ノ 世界一 1 シテ殊 -I 人生 ハ 安定 ノ地 一一 在ラ ズ晝夜 相競ヒ 風雲 花 月相 戰 

フハ 恰カモ 吾人 ノ生 況ヲ表 章スル 一 1 足 レリ 玉石混淆 善惡 其ノ 正當ノ 位置 ヲ願倒 シ日ノ g,: ラス 、い W ク 

乇義 不義 者ヲ 論ゼズ 雨露 ノ澤 ハ同モ  一 I 君子 小人 一 1 及 ブ古來 世ノ斯 ル形狀 ナルヲ でン テ大ィ  一- £1 

生ジ 天道 ノ 是非 ヲ分^ スル 一一 困 メル モノ 少 カラ ズ昔シ 義ノ タメ 一  1 兵 ヲ擧ゲ タリ トイへ m 

軍 利有ラ ズ 一 敗 地 一一 塗 レ將- ピ リ 。J  ノ露ト 消 ,一 ン トス ルー 1 臨ミ 慨然 ト シ テ天 ヲ仰ギ 嘆息 シ テロ ク i 

呼 道義 ョ懂ハ 虚無 ノ名ー 1 過ギズ ト實ー I 世界 ハ試 驗ノ タメ 一  1 シテ作 ラレ タルモ ノナ ルガ 故-一ず j フク ノ 

間 玉石混淆 シ テ其ノ 分別 ヲ明ラ カー 1 セザ ルガ 如シ トイへ ドモ 日月 ノ 照ラ ス 所 上帝 ノ 明 力 一一 變ミ レ 所 

豈試驗 ノ期ナ カル ベ ケ ン ャ善者 惡者時 ァリテ 力 其居ル ベ キ所 -I 立 チ其ノ 受クべ キ所 ヲ享ク ル 一一 至ル 

《蓋 公道 ノ 必須 良心 ノ 疑フヲ 得ザル 所ナリ 天網 恢々 疎ナレ 決 シテ漏 スコト 無シ 天ノ 赏罰ハ t  、ノ理 

由ァ" テ遲 速ノ差 ヲ現ハ スコ トモ ァラ ン然レ m 其 終 一一 免 カルべ カラ ザル ハ論ヲ 俟タズ 若 シ，， ^ノ 一  事 

-1 シ テ 虚妄 ナ ラ シ メ バ 人性 天然 ノ感覺 ハ 憑 ム 一一 足ラ ズ 所謂 宇宙 ノ大 道理 ナル モノ モ信ズ ルー 1 足ラザ 

ルナ リ苟 クモ 良心 ノ 啓示 スル所 ヲ以テ 碗 實ナリ トセ ンカ 君子 小人 ハ其 所ヲ顚 倒シテ 、水 遠^ ム ベ キ 一一 

ま ズ保羅 曰ク欺 カル 、勿 レ神ハ 侮ルべ カラ ズ人 ノ播ク トコ ロノ モノ ハ亦、 ラズ 之ヲ， 乂范 J スべ， r ナリ 


ト未 來世ノ 存在 ハ 遠ク其 憑據 ヲ覚ム ル ヲ耍 セズ 已レノ 良心 11 銘ジ テ 頗ル i? 明ナ リ トス 左 レバ 吾ガ良 

心 ヲ明ラ 力 11 シ 正義 ノ志 氣ヲ擴 張スル コト愈 勉ムル  一 I 從ッテ 未 來世ノ 存在 モ愈 其ノ確 實ナル ヲ疑フ 

ベ カラ ズ白居 易 詠史 ノ詩 一一 曰ク 人事 離：， 可レ 罔、 天道 終難レ 欺、 明 則 有 一 1 刑 辟 1 幽則 有, 一 神 IKT 苟免勿 二 

私 喜 r 鬼 得 而誅レ 之、 a ゥマ ノ將！ ^^ST^ へ— ィガ戰 ^セル ノ チカ トウ ノ輩 計圖悉 ク畫餅 トナリ テ 最早 

事 ノ就ル マジ キヲ察 シ或ヒ ハ自盡 シ或ヒ ハ遁 逃シタ ルガ 中 一一 モカ トウ ハブレ トがノ 靈魂 不朽 篇ヲ讀 

ゲ   

ム 「一 一回 終 一 1 左 ノ言ヲ 述べ テ從容 死 一一 就 ケリト 云 フ實 - 斯ノ如 クナラ ザ ル ベ カラ ズプ レ トウ ョ倆ノ 

論 ズル所 ST タ妙ナ リ若シ 左 モナ クバ 吾ガ心 ノウ チー I 靈魂ノ 不朽 ナ ラン ヲ期ス ルノ冀 望 何 ヨリ カ生ズ 

ベ キ 叉 烏 有 一一 歸ス ルヲ 畏怖 戰慄 スル ノ念ハ 何 許 ヨリ カ來 ラン 何故 11 靈魂 ハ自ラ 退縮シ テ 亡滅 ヲ怖ル 

ルャ 是即ハ チ 神性 吾 ガウチ 11 在リテ 啓發ス レバ ナリ未 來世ヲ 指示 シ 永遠 ノ世ヲ 人 一一 敎 フル モノ ハ天 

ナリ 嗚呼 永遠 ノ世 ョ储ハ 悅ブべ ク叉懼 ルべキ 思想 ナリ抑 吾人 ハ尙ホ 如何 ナル 存在 ノ境ヲ 經過シ 叉 如 

何 ナル變 化 11 遇フ ベ キ 乎廣漠 無限 ノ 前途 吾 ガ前ー 1 在 リ我レ 固 ク此ノ 思想-依 リ テ立ン ト欲ス 天地 萬 

物ノ 等シク 證明ス ル如ク 人類 ノ上 一一 位 セル 巍々 タル 有能 者ノ 存在 スル アラバ 必ズャ 道義 ヲ悅ビ トセ 

ザルべ カラ ズ叉 上帝 11 悅バ ル、 モノ ハ 幸福 ヲ 享受 セザル ベ カラ ズ然レ iH 其 時 何 レノ時 ゾ其所 何レノ 

所ゾ ャ然レ 今日 ノ 世界 ハ 大赛 シ ィ ザルノ 爲 一一 設ケ ラ レ タル モノ ナリ： ： 今ャ 生死 吉凶 吾ガ 目前  一 I 

在 リ我之 11 由リテ 瞬間 時 11 終リ ヲ吿 ン トス 叉 之 n 由リテ 永遠 死 ス マジ キ ヲ知ル 其ノ 存在 ヲ 確信 セ ル 

靈魂ハ 閃々 タル 匕首 ヲ嘲 ケリ 泰然 ト シ テ 其 ノ鋭ド キ切先 11 向 ハン トス 1- 消 H 日衰 へ テ 六合 兹 一一 老ィ 

第 七 章 人ノ 性 無 究ナル ヲ論ズ  一二三 


朽チヌ トモ 霞 魂 ョ 慷 ハ 無究 ノ 少 壯ヲ樂 ミ 元素 ノ 戰 物質 ノ 破 壞及ビ 世界 ノ瓦 解ノ 中， 1 在リ テ毫モ 傷 ハ 

ル 、 所 無力 ル ベ シ ト讀 者靜カ 一一 人生 ノ现ヲ 推究ス ル 卜， キ 吾心  一一^^,:^ 氏ノ肯 ト相^ 和スル モ ノアレ 

ヲ知ラ ン之ヲ 耍スル 一一 死 ヲ以テ 吾人 ガ 存在 ノ 終結 ナリ トス ル トキ ハ タ人ノ ifiH - 一学 11^ シ大 一一 天然 

ノ和 序ヲ粉 亂スル コト、 ナ ルナ リ何 トナレ バ 驚 人 ノ 良心 ハ 善惡ノ 賞罰 ヲ明ラ 力 -1 シ 道義 ノ完 美ヲ期 

シ其ノ 成長 ノ 無限 ナ ル ヲ信ズ ル モノ ナ リ然レ m 今日 ノ 世界  一 I 於テ ハ 此 ノ泰絕 へ テ 成就 ス ベ 力 ラ ズ故 

- 萬 事 ヲ終ル 、ガ 如キ死 ハ 良心 一 1 悖 房 セル 一 大 紊亂ナ リ トス 人ノ 心情 ハ 永固ナ ル 親愛 相思 ノ タメ-一作 

ラレ タルモ ノナル 一一 忽チ其 ノ愛ス ル乇 ノー 1 離レ心 一一 モア ラヌ 哀別 ノ悲 一一 避 ハザル ヲ得ズ 故 一一 死ヲ以 

テ 盡亡ト 同一 ノ義ー 1 解スル キハ心 一一 悖 戻 セル 他ノ 一大 紊亂 ナリ トス 第三 一 1 人性 ノ 組織 ヲ思 考スル 一一 

吾人 ハ 生命 ヲ 保ンガ タメ 一  1 作 ラレ タルモ ノナ ルー 一 萬 一 五十 年 ヲ以テ 消 H 失スル キハ北 ハノ紐 織ト其 ノ 

歸結ト 犬 牙 ノ如ク 相反 キテ解 說ノ道 ヲ知ル ベ カラ ズ故, I 未來 世無キ ノ死ハ 人 ノ现性 一一 悖 屍 セル 第三 

ノ 一 大 紊亂ナ リ ト謂フ ベ シ 世人 妄  一 I 謂 へ ラク未 來世ノ 存在 ハ 容易 一一 思念 ス ル ヲ 得ズ實 ,1 不可 m 心議ノ 

事 ナリト 其レ然 リ豈其 レ然ラ ン ャ何ト ナ レ バ 余ガ 上文 一一 開陳 セ ル ガ如キ 事實ヲ 眼前 一一 列擧シ テ之ヲ 

思フ トキ ハ 死 ノ以テ 寓事ヲ 終ルべ シ ト 云 フ說 コ ソ 容易 -I 思念 スべ カラ ザル r ナレ 今ノ 如ク -1 能ク思 

ヒ 能 ク感ジ 能 ク慕ヒ 能ク愛 ス ル所ノ 靈魂 永久 一 1 存在 スルト 忽焉ト シテ 消滅 スル ト何レ カ最モ 不可 思 

議 ナルャ 存在 ノ 消滅 トハ抑 何等 ノ 意義 ヲ徵ス ルャ 少シク 之ヲ考 フルト キハ其 ノ極 メテ疑 フべキ モノ 

却 ッテ彼 レ未來 世無シ トス ル 論者 ノ說, 1 在ル コ ト明ラ カナ ラ ン トス 


是 一一 由リテ 之ヲ觀 レバ 古へ ヨリ 天下 ノ人 ガ 渴慕 畏怖 セ ル 未來世 存在 ノ 信仰 ハ 迷 護 一一 ァ ラ ズ 亦 妄信 惑 

溺ノ 一一 非 ルナ リ共 ノ 實 一一 道理 一一 基キ 人生 ノ 有樣ヲ 解說 スルー 一 必要 ナ ル 「明白 ナル 一一 非ズ ャ 故 一一 上 

來余ガ 說ク所 未ダ盡 サザル モノ アルべ シ トイへ 已 一一 之ヲ證 シ^ テ足 レリ ト信ズ ルナ リ然レ ii^ 其 K 督 

敎， y ハ舉 一一 是等ノ 理由 ノ アル ノミ 一一 テ未來 I ヲ信ズ ル 一一 非ズ固 ヨリ 基督 ノ 復活 ヲ 以テ歷 一確 ト シ 

テ 動力 ス ベ ラ ザ ル事實 ナリト 思惟 ス ルガ 故 一一 之ヲ 吾ガ 死後 一一お 在 スル確 證ト兒 做サ、 マル ヲ ^ ズ 基督 

死ノ權 一一 勝 チテ坑 墓ノ門 ヲ摧キ タル ヨリ 以来 未来 世 ノ猝在 ハま究 隐度ノ 事 一一 非ズ即 ハチ 明白 ナル 一 

大事 赏ト ハナ レ ルナ リ 聖書 一一 曰 ク 生命 ト 無究ナ ル コトハ 福音 一一 由リ テ明ラ カナリ 叉 曰 ク祌ハ ^穌基 

督ノ死 ヨリ 復活 シ タル 一一 由 リ再ビ 我ラヲ 活潑々 地ノ望 一一 生ミ タマへ リト 復活 ノ事 ハ此ノ 小冊 ノ得テ 

詳論 スル所 一一 非ズ 讀者自 ラ之ヲ 探 討 セ バ 未 來世ノ 存在 火 ヲ階ル ヨリ モー s^. 一一  疑フべ カラ ザル モノ アル 

一一 至 ラン トス 

第 八 章 耶穌甚 督ヲ論 ズ 

靈珠 產無レ 種、 彩雲 出無レ 根、 亦 如 ご 彼 妹 子： 生 二 此遐刚 村 一 トハ是 レ唐ノ 詩人 茶 ガ王昭 君 ノ生レ タリ 

ト相傳 フル 僻村 ヲ i ギリ シ トキ 奇異 ノ想 一一 堪へ ズシテ 詠 ミ出デ タルモ ノナ リ然レ 斯ノ如 ク其ノ 出 

所ノ 奇異 ナル モノ ハ 獨リ 脂粉 荣容ノ 美人 ノ ミ ナ ラ ズ 英雄 ノ 事跡 亦 大 一一 之 一一 似 タルモ ノア リト 謂ハザ 

レ ベ 力 ラ ズ 而 シ テ 耶穌 基督. 一 生 ノ 行實 ハ 吾人 ノ最モ 感嘆 驚異 ノ 念 ヲ懷キ テ止ム 能 ハザル 所ナリ 吾人 

第 八 章 耶穌 基督 ヲ論ズ  _  ニー 五 


眞理 一斑  一 二 六 

基督 ノ 人倫 一一 超絶 セル 性行 ノ 由來ヲ 地 一 一覚 メンカ 地 ハ其ノ 根幹 ノ 所在 ヲ示 スコト 能 ハ ズ 之ヲ 人類 自 

然ノ 資質 - 一尋 ヌル モ 人類 ハ未ダ 能 ク其ノ 種子 ヲ 指摘 ス ル ヲ 得ズ然 ラバ 其ノ 存在 ト 素行 ト ノ極概 一一 至 

リ テ ハ 歷 史上 敢 テ疑ヲ 容レザ ル此ノ 基督 、ノ 實 一一 彩雲 ノ极 無ク シテ出 ルガ 如キ モノ ナルャ 北ハ レ 然 ル 

ベ キ 理ァラ ンャ 基督 ノ 基督 タル 所以 ノ モ ノ ハ 必ラ ズ其ノ 適當ノ 解說ヲ 具有 ス ル 「論 ズルヲ 矣タズ な 

一一 經 一一 所謂 汝ラ 基督 ヲ誰レ トカ爲 スト 云 ヘル 問ハ已 一一 其ノ 在世 ノ時 一一 沸騰 セル 議論 ナ リシ 力 ド雨來 

一 一千 年 ヲ經テ 今 曰 一一 至リ 尙之ヲ 議スル モノ  、間斷 アル ヲ見 ズ殊 一一 第 十九 世紀 一一 オイ テ ハゼル マ-一 ャ 

ヲ 始ト シ歐 洲諸國 ハ 往ク 所皆此 議論 頗ル 激烈 一 1 ノ甚 ダ活澄 ノ姿ナ リ キ 議論 ノ餘 波遙カ 二  is- 洋 一一 及ビ 

近日 二 至リテ ハ 人心 ノ之ヲ 議スル モノ 漸ク 熾盛ノ 運-一向 ハ ン トス 余 ガ之ヲ 論ズル 乇實 一一 今日 ノ勢 一一 

注目 シ テ聊サ 力 基督 ノ事ヲ 世人 一一 示サ ント 欲スル 微意 一 1 出デ タル ノ ミ 

第 一 基督 ノ 過誤 罪惡無 キヲ辨 ジ其ノ 聖德實 一一 至 レルヲ 明ラカ ニス 

四 福音 一一 記載 セ ル 事實 一一 就 テ 仔細 -ー觀 察 ヲ下ス 一一 罪 惡貫盈 ノ世 一一 在リ テ獨リ 基督 ハ純 ノ德 ヲ顯ハ 

シ罪惡 ト認ム ベ キ事 ヲ行ハ ズ其ノ 世 一一 在ルャ 層， 惡者ノ 誘導 一一 遭へ リ トイへ ft 無罪 ノ 有様 ヲ 保存 シテ 

常 一一 惡ノカ 一一 勝テ リ 人間 一一 存ス ル罪惡 ノウ チ何レ ノ モノ カ能ク 基督 ノ名 ヲ汚ス コ ト ヲ m ォ ン ャ昔シ ョ 

.  アナ グ 

リ 基督 ヲ駁 掣スル モノ 巧 一一 疵瑕 ヲ穿 リテ 基督 ノ心術 一 1 利己 ノ 形跡 ァ ル ヲ 見出 サ ン トシ タレ iH5S ズ情 

愁 ハ 其 和 光 ノ前 一一 退縮シ 詐僞ハ 全身 眞理 ナ ル 基督 ノ上 一一 汚 點ヲ止 ムルコ ト能ハ ズ 其 ノ 錯誤 ノ 憂ナキ 

公義 平 直 ノ旁ラ 一一 ハ 不義 ノ 並立 スべキ 餘地ヲ 遣サズ 耶穌ノ 博愛 仁慈 ノ德ヲ 仰 ゲバ 貪 黎ノ心 其 ゥチ 一一 


交，、 レリ ト ハ夢ニ モ想フ ベ カラ ズほ カラ ヲ拍テ 他ノ爲 一一 スル 節操 一一 注目 ス レバ 此人 一一 シテぉ 名ノ念 

一一 蔽 ハル ベ シ ト 思想 スルコ ト能ハ ザ ルナ リ施 洗ノ 約 翰 ヲ始メ トシ テ諸ノ 使徒 ハ 無限 ノ 崇敬 ヲ 致 シ テ 

基 $s ノ魏然 タル 盛 德ノ前 一一 跪キ 公直 淸潔 一一 シテ 罪無シ トイへ リ 外邦ノ 士^ ピラト 夫妻 ノ モノ ハ 基督 

ヲ刊 一一^ レ 、 二 反 ビ戰慄 一一 堪へ ズ手ヲ 洗ヒテ 己レガ 無罪 ノ血 ヲ流ス 一一 與 カラ ザ ルヲ 示シ 十字お ノ 

下 二 立 テル 百 夫 ノ長ハ 感激 ノ餘 リ實 一一 此コ ソ神ノ 子ナラ メト 明言 シ叉 キリスト トト 乇 二 出 人 起居 善 

ク北ハ 內外ノ 行狀ヲ 知リ タル ハ 痛悔ノ 極 終 一一 我レ 無罪 ノ 血 ヲ 賫リ テ 罪 ヲ 獲タ リト叫 ビタリ 特 一一 他 

人 ノ 之ヲ證 ス ル ノ ミ ナ ラ ズ 基督 ハ 自ラ 無罪 ナ ル ヲ信ジ テ 疑ハズ 門徒 一一 向ヒテ 我ラノ 罪 ヲ赦シ タ マ へ 

ト沂 レコト ヲ敎へ タレ ド自ラ ハ 未 ダ曾テ 此ノ 祈禱ヲ 爲サザ ルナ リ 人類 ハ 憂愁 身 一一 迫ル. t ハ初 メテ^ 

覺 メグ ルガ 如ク 一一 旣往ノ 行狀ヲ 智ミ大 一一 謙 恭ノ心 ヲ起ス モノ ナレド 基督 ハ 患難 一一 方リ テ獨リ 他人 ノ 

罪惡ヲ 憂へ ト爲セ リ斯ノ 如クナ レ バ 基督 ノ事 ハ左ノ 二者 以外 一一 出デズ 基督 ハ眞 一一 純 全 ナル聖 德ヲ具 

^n.- セル 力 否 ラズ -バ 殊 二 偽善 ヲ 粧飾 シ テ 世ヲ 瞞着 セント シ タル 奸人ナ ラ ザ ル ベ カラ ズ後 ノ說ノ 如キハ 

い ノシク E5 慮 アル モノ  、決 シテ取 ラザル 所ナラ ン 耶穌自 ラ人ノ 公平 ナル 判斷 一一 訴へ テ曰 ク汝ラ ノウ チ 

誰レ 力,， -ヲ罪 一一 定ムル モノ アル ャト 今日 マデ巳 ニニ 千年 一人 トシ テ 未 ダ會テ 十分 ノ憑 據ヲ 擧テ 基督 

ノ 非道 ヲま 7 ラ シ タルモ ノ有ラ ザ ル ナ リ，. ^：^^ 曰ク耶 穌果シ テ 罪人 ナリ シ ナ ラ バ 他人 ノ如ク 吾ガ罪 

惡 ヲ 覺知 シ居 タル モノ チラ ン 其 雷 行 ヲ 見 レ バ 至誠 天地 ヲ 動力 シ 公義 仁愛 人 ヲ 感ゼ シ ム 何ゾ共 ノ德ノ 

盛 ンナル ャ然レ JH 其ノ心 一一 立 チ入リ テ之ヲ 窺へ バ非ヲ 飾 リ僞善 ヲ粧ヒ 世ヲ欺 カン トス ルノ奸 物ァリ 

第 八 章 耶穌 基督 ヲ論ズ  ニー，^ 


基督 實 一一 一 個ノ僞 君子 ナ ラバ 其 僞善 ヲ粧 飾シテ 馬脚 ヲ露ハ スト コ n 無キハ 開闘以 來未ダ #テ 聞 カザ 

ル ノ 一  大 奇蹟 一一 非ズャ 云々 盖 道義 愈 高尙ノ 地位 一一 進ム トキ ハ 又 愈 己 レノ足 ラザル ヲ 覺 へ 北ハ ノ 德ハ鈦 佳 

境 一一 入ル トキ ハ 益 僞善ヲ 装飾 スル コ ト能 ハ ザルハ 人性 ノ 自然 ナリト ス故 一一 孔子 ノ曰ク 若 二 樂與, 仁ハ 

則 吾 豈敢、 抑爲レ 之不, 厭、 誨レ 人不： fel、 則不 レ謂レ 云レ爾 已矣、 又 HI 丘 也 幸 苟有レ 過、 人 必知レ 之、 又 

曰 加， I 我數年 T 卒 以攀レ 易、 可 S 以無二 大過 1 矣、 叉 曰德 之不, 修、 攀 之不, 講、 聞 不 レ能レ 徒、 不善 

不レ能 レ改、 是吾 憂也ト 聖人 ト稱 セラ ル、 モノ モ 自己 ノ 心中 一一 ハ 大ニ快 ラヌ所 アリシ コ ト以テ 見ルべ 

キ ナリ此 他古ノ 聖賢 ハ德 義ノ 進歩 スル 11 從ヒテ 成繽ノ 十分 ナラ ザル ヲ悲シ ミ 夕 リブ レ トウ ー ノ如キ ハ 

此ノ 思想 ヨリ 終 11 推究シ テ天ノ 救援 ヲ 待望 スル 一一 至 レリ 然レ 人類 ノウ チ 一一 テ獨リ 基将ハ 大山 ノ平 

原 二 聲 H ルガ 如ク 特殊 ノ 地位 ヲ占 ム其ノ 生涯 ノ 事蹟 中 11 罪惡ノ 痕跡 ヲ 見出 サ 、>  ル ノ ミナ ラズ 自ラ ハ 

天人 ノ前 一一 オイ テ毛 厘ノ罪 アル ヲ覺 ェズ 一 點ノ曇 リナ キ 良心 ノ 平和 ヲ以テ 明 |_ ^-錯 マ ル 所 無 キ 上帝 二 

親近 シ テ敢テ 畏懼 スル所 アル ヲ見 ズ是レ ヲ以テ 僞善ヲ 被 飾 シテ 一 世ヲ 瞞着 スル 者ト セン 力 何ゾ其 K 督 

ノ 素行 心 術 凛 乎 トシ テ 公義 天 ヲ貫ヌ キ巍々 乎 トシ テ 人倫 一一 超 出スル 一 一一 是ノ如 キヤ 偽善者 イカ デカ 

能 ク斯ノ 高 明 正大 ノ德ァ ル ヲ得ン 基督 ノ罪惡 一一 染マ ズ其 ノ行爲 非難 ス べキ モノ 無 キヤ 以テ 明瞭 ナ リ 

ト 思考 ス 

初 世 ナボレ ヲ ン曾テ セント • へ lyl; ノ 孤島 ニ在リ テ耶穌 山上 ノ 垂訓 ヲ讀ミ 其ゥチ 二 示サレ タル 道義 

ノ 純潔 正大 優美 ナル 一一 驚嘆 セリト 云フ盖 基督 ノ 訓誡 倫 《せノ 道 一一 オイ テ盡サ V ル所無 ク精微 二 涉リ人 


性 ノ祌髓 一一 人ル k リク モ 心ヲ^  二 シ 公平 ノ 眼 ヲ以テ 新約 ノ敎 ヲ晃ル ト キ ハ せ、 道義 完備 セリト 謂 " サ ル 

ヲ ズ然レ iH 基督 ハ單 ニー 一一 一口 說ヲ 以テ 道ヲ宣 ベ タル 二 非 ズ身親 ラ道ニ シ テ其ノ 一生 ノ擧 止云爲 ハ虛體 

ナ ル$. 讥義ノ 發表シ テ實體 トナレ ル モノ ナ リ 佛國ノ ルナン は奇 惟ノ 說ヲ ^ケテ 基^ ノ行實 ヲ論 ジ去ラ 

ン トシ タル モノ ナレ ド其ノ 堂々 タル 聖德ニ ハ感ゼ ザ ルヲ得 ザ リシ 二 ャ之 ヲ讃嘆 シテー 百行 敎說 實際ト 

モ 二 ノ 耶穌ハ 比倫 無キ モノ ナリ其 榮光ハ 完全 二 シテ 永久 ニ至ル マデ 新鮮 ノ態 ヲ失フ コ ト無シ 

ト非 基督教 家，.；： wndlT^— アル，^ 叫^/  nl ク 基督 ハ 喊世 絶倫 ノ 器 葉： ヲ 以テ 地球上 恐ラ ク ハ 至大 

ナ ル 首) 息 上ノ 改革者 ト ナリ叉 己レノ 食擔 セ ル 任命 ノ 爲ニ身 ヲ殺シ テ 犧 牲ト爲 シヌ是 ノ事ヲ 思量 ス ル 

ト キ ハ 宗教家 ガ 斯ノ 人ヲ 以テ 人類 ノ 现想 模範 ト爲 シ タル ハ撰ム 所 ヲ錯ラ ザルモ ノト 謂 フべシ ッ 今 

日 二 於テ モ若シ 道義 ノ 訓誡 ヲ全ク 身 二 應用セ ント 欲セバ 基督 ガ 吾人 ノ 言行 ヲ以 テ可ト 認ムル 二 至ラ 

ンコ トヲ期 スルョ リ善キ ハ 無 カルべ シ非 基督 敎徒 トイ へ 之 二 反對 スルヲ 得， ザ ルナ リト 抑， や リスト 

ノ世 ニ在ル ャ 親子 兄弟 友朋 師弟 國民ノ 關係 ヲ有シ テ 四方 二 奔走 シ 公私 內外 二 渉リテ 種々 ノ 境遇 二 處 

セ リ或ヒ ハ敎堂 一一 立チテ 衆人 ヲ迪 キ或ヒ ハ國都 山村 一一 在 リ或ヒ ハ祝 賀ノ宴 席 二列 ナリ 或ヒ ハ 哀傷 挽 

  ァラ 

歌 ノ#  二 臨 ミ或ル 時 ハゲッ セ マネ ノ公 園 一一 慟哭 シ叉 或ル トキ ハ 公廳ニ 出テ 祭司 長 國王方 伯 暴 ビタル 

武士 及ビ 信 ヲ專ラ ト シ テ毫モ 規律 ナキ 一 投ノ 目前 一一 牽 カレ 終 一一 力 ルバ リイ 山 二 至リ 十字架 上 二 刑 

殺セ ラル 何ゾ 其 遭 逢 ノ 千 變寓化 ナ ルャ斯 ノ若ク 尋常 ノ人 ナラ バ 眩キ テ 茫然自失 ス ベ キ程ノ 事變ノ 僅 

シ バ ラク 

々三年 ノ間ニ 群 ガリ 起 レリ トイ へ 氏 基督 ハ 頃刻 モ 平生ノ 志操 ヲ更 H ズ 終始 一 轍 二 出.、 テテ 咋日 今日 ノ 

第 八 章 邯穌 t_ -齊 ヲ論ズ  ニー 九 


眞理 一斑  ！ 三 〇 

如ク 禍福 緩急 安危 毫モ其 ノ志ヲ 改メ、 ザル ナ リギゾ ゥ曰ク キリスト ハ 何 許 二 在リテ モ叉 如何 ナル 境遇 

二 處スル モ常ニ 同一 ノ 精神 二 動 カサレ 同 一 ノ光ヲ 放チ叉 同一 ノ 道ヲ宜 ベタリ ト其業 漸ャク 成 テ將ニ 

,  ヮザ 

世ヲ 去ラ ン トス ルニ 臨ミ謹 ン デ 上帝 ニ訴 へテ曰 ク我レ 汝ノ 榮光ヲ 世 二 顯ハシ 汝ノ我 二 委ネシ 行ハ我 

之 ヲ成セ リト此 語 以テ耶 穌ノ人 ト爲リ ヲ示ス 二 足ル ベ シ 

第一 一 基瞥ノ 逢德 ハ 完全 美 備普ネ ク萬 世萬國 一一 通 ジ テ 吾人 ノ 標章 模揩 ト爲 スべキ モノ ナルヲ 論ズ 

世 ニ勝レ タル 英雄 起 ル トキ ハ社 會ヲ 風麼シ 世運ノ 方向 ヲ 一 輕スル コトァ リ殊ニ 善人 君子 ハ 宛カモ 雲 

漢ヲ 衝ケル 高岳ノ 若 ク溪間 二 淸流ノ 源 ヲ發シ 遠ク 平原 二 逋ジ テ 艸木 花舟ノ 發生 ヲ资ク ル ガ如 ク其ノ 

英 風遣德 ハ 社會 二 良好 ノ 感化 薰陶ノ カヲ 及ボ シ 人民 ノ志氣 i§ 操ヲ 鼓舞 シ 固 W ノ 風俗 ヲ脫セ シ ムルノ 

効ァ リ之ヲ 例スル 二 ァ ブラ ハ ム起リ テ T, 勺 ャ 國 祌民ノ 基礎 ト爲リ 仲 尼 ハ道ヲ 慕 ヒ德ヲ 修メテ 久シク 

支那 日本 ノ 化育 ヲ賛 ケ钊ゥ T ァ刈、 力 , ^ヴ イン ノ 諸氏 ハ加特 カ敎ニ 抗シ テ疋： If ヲ首 iF シ以テ 「プ 口 テス 

タ ン ト」 ノ 基督 敎ヲ與 起 シ其ノ 感化 天下一 一 延及ス ル事兹 一一 數 百年 其 他 各國ノ 英雄 贤哲ハ 皆 人間 ノ山 

岳ナリ 吾人 ハ 其 ノ溪間 一一 發源 セ ル 淸流 ヲ掬シ テ 胸襟 ヲ豁 ニス ルコ トヲ得 ルナ リ然レ iH 此^ 聖.^^  ノ  ^ 

ヲ觀ル 一一 美 ハ乃ハ チ 美ナリ トイ へ 時勢 ノ 風潮 一一 制 セラ レ 風土 習惯ノ 61! 域ヲ 励却ス ル コ ト能ハ ザル 

ヲ以テ 種々 ノ弊 ヲ受ケ 多少 ノ 疵瑕 アル ヲ免レ ザ ルナ リ若シ 夫 レ；大 下 普通 ノ俄表 タラ ン モノ ハ^ 世-一 

通 ジ萬國 一一 適シ タル 道德 品性 ヲ 完備 セ ザ ル可ラ ズ 彼ノ 孔子 ノ如 キハ 支那 周末ノ 君子 二  メ 其ノ 性行 ハ 

一 々以テ 代ノ 儀表 ト爲ス 二 足 ラズソ クラ テ ス、。r^レトゥ、別ゥテ ^、^^ン ント 如 キ何レ モ 絶ん 叩 


ノ 賢人 タルコ ト ハ^フべ カラ ズ トイへ li- 仔細 二 之ヲ 觀察ス レバ 世代 邦土 ノー R 域 二 拘束 セラ レテ 一得 

一 失ノ憂 アル ヲ知ル ベ シ 英雄 ノ失 賢哲 ノ 短所 ハ其 長所 ノ 宏大 ナル 二 從ヒテ 益 大且ッ 明 ラカナル モノ 

ァリ トス 然レ 1£ 基督 ハ世ノ 賢 折：： 聖 人 ト 異 ナリテ 衆 美 ヲ 兼ネ備 へ 世代 邦土  ノ  m 域 ニ制セ ラレ ズ 其 m 心 想 

ダ ヒデ  .  H —— H 

行爲ハ 天下 二 通ジテ 模範 ト爲ス 二 足 レリ 何トナ レバ 其生ル 、 ャ 太闘ノ 苗裔 ョ リ出デ 、：莨 二 ユダヤ ノ 

民 タリ トイ へ iid 該國ノ 陋ニ習 ハズ嶄 然獨立 シテ以 テ人ノ 人 タル 至善 ノ 地位 ヲ 卜い メタ リ耶 穌ハ素 ヨリ 

ダビデ ノ 子孫 ナ ル 二 尙ホ 殊更 二 之 ヲ稱メ 人ノ子 ト云フ ハ 即チ此 ノ故ァ ルヲ以 テノミ 吾人 ハ バウ ロヲ 

見 レ バ 其 ノ へ ブ ル人ノ  人 タル ヲ知 リル ウテ ルヲ見 レバ 容易 二 其ノ ゼ ルマン 人 タル ヲ覺ル ベ シ 

然レ lid 人 ノ子ノ 言行 ヲ 觀察ス ル 二 毫モ ュ ダャ人 ノ^ 味ヲ帶 ビズ叉 n ゥ マノ 權威 一一 服 セル 祌國 民ノ態 

ヲ有セ ザ ルナ リ然レ ！ £ 異邦人 ノ 形狀ヲ 具へ 或ヒ ハ. 異邦 ノ 精神 ヲ以テ ュ ダ ャ人ト 混和 シ タル モノ ナル 

ャ 余輩 ハ 深ク考 フル 迄モ ナ ク斷ジ テ 其 ノ然ラ 、ザ ル ヲ知ル 耶穌ハ 獨立 シ テ 世 二 倘作 シ 正大 ノ 精神 ヲ 

以テ 古今 遠近 二 通ズべ キ德義 ヲ顯ハ シ 萬世ノ 師表 トナレ ル モノ ナリ故 一一 邦土 時勢 ノ臭 味ヲ全 ク離臉 

セル モノ ナ ラデル ベ 力 ラ ズ 余輩 福 昔 書 ヲ講ズ ル 愈 熟 スルニ 從ヒテ 此ノ見 解ノ愈 適切 ナルヲ 覺 ュ 左 レ 

、、へ ユダヤ 及ビ ャ 開化 及ビ 不文 ノ別ヲ 問ハ ズ凡ソ 人類 ノ存ス ル所ニ ハ 基督 ヲ 標章 ト爲シ テ行爲 

品性 ノ 規矩 準繩ト 爲スヲ 得べ シ 

第三 基督 ノ 品性 尸 衆 美 ヲ兼ネ 衆德ヲ 適度 一一 具有 シ テ 過不及 ノ跡ヲ ル ベ 力 ラ ズ 

昔 シ 曲 亭翁ガ 八 犬傳ヲ 著シテ 仁義 八 行 ノ德ヲ 八 人 一一 配シテ 全 篇ノ 脚色 ト爲 セル ハ 高見 ノ至 リナ リト 

第 八 章 耶魷 基督 ヲ論ズ  ニー 二 


謂 ハザル ベ カラ ズ何 トナレ バ 人情 ハ 一 偏 一 I 局 シ易ク 悉ク 衆ノ美 德ヲ具 へ テ 過不及 ノ弊無 キ モノ ハ蓋 

シ 一 人 モ之ァ ル ベ カラ ザ ル ナ リ 水戶ノ 義公ノ 名言 一一 モ見 H タル ガ如ク 仁 一一 過 ギテ弱 一一 陷ィ リ義 一一 過 

ギテ陋 一一 陷 イリ 知日 一一 過ギ テ虛僞 一一 陷ィ レル モノ 天下 比 ，ベ 告然 リ善ヲ 行ヒテ 諸ノ德 ヲ守ル コ ト資 11 難 

シ然レ iH 之 ヲ行ヒ テ善ク 衆美ヲ 調和 シ敢テ 過不及 ノ^ 無 カラ シムル 「更 11 難シ トス 溫ト. ill ト ハ相容 

レザ ルガ 如キ モノ ナル 一一 仲 尼 ハ能ク 之ヲ 兼ネ備 へ 此等 ノ 反對 ノ性 ts; ヲ有チ テ稍 過不及 無 キノ 地位-一 

達シ タリ 魯論. 一 1 in ク子溫 而厲、 威 而不， 猛、 恭而安 ト此語 僅々 數字ー I 過ギズ トイへ iH 孔子 ノ 衆人 一一 

阜出ス ル モノ アル ヲ巧ミ 一一 赞稱シ タル モ ノナリ トス 何トナ レバ是 ノ 如キづ ト ハ 人類 ノウ チ稀レ 一一：：： ル 

ル所ナ レバ ナ リ 唯稀レ 一一 見 ル所ノ ミナ ラズ^ク 君子 賢 折：： ト稱ス ル所ノ モノ ハ 人 一一 比ブ レバ 殊 - 一 

偏 一一 局シ己 レノ適 トス ル所ヲ 首 トシ テ發 達シ タル 人々 ナ リ或ヒ ハ 仁人 義士 ト名 稱ヲ異 一一 スル ハ蓝シ 

叉此故 ヲ以テ 一一 非ル ヲ得ン ャ然ル 一一 基督 一 生ノ 事蹟 ヲ見 ル  ー I 少シ モ偏 僻ノ弊 一一 陷ル 所無ク 仲：：^ ノ稍 

近ヅ ケ ル所ノ 衆 美 兼備 ハ リ衆善 相 和 スルノ 域 I 一達 シ テ 遣憾ト ス ベ キ所 アル ヲ见ズ 其 熱心 鋭意 ハ 怨愤 

慷慨 ノ 弊 一一 陷 ラ ズ 其 仁愛 ハ 義氣 公直 ノ 元素 一一 乏シ キヨ リ或ハ 所謂 宋褒 ノ仁 一一 流ル、 コ ト無 シ 共 ノ 世 

利 情慾  一 I  j.^ レザ ル心ハ K 落 若 クハ 遁世 隱逸 ノ過チ 一一 陷ラズ 其 ノ 威條 ハ 傲慢 ノ弊ヲ 被 フラズ i ツヤ 基 

督ノ溫 容實 一一 親シム ベ ク又 善ク人 一一 親ムコ ト篤シ トイ へ iH 狎レ 侮ルノ 態ヲ現 ゼズハ S 宇德 然當ル ベ 力 

ラ ザルノ 勢ァリ トイへ iH 溫良 恭謙 ノ心 ハ恰カ モ小兒 一一 異 ナラズ 身ヲ盡 シテ祌 一一 服事ス トイ へ iH 常 一一 

世ノ 憂愁 ヲ哀 レミ 厲精シ テ之ヲ 解除 ス ル 一一 從事シ 罪 ヲ責ム ル 一一 雷霆 ノ如シ トイ へ iH 之ヲ 海容 スルノ 


愛 心 ヲ失ハ ズ智蛇 ノ如ク 淡 ： 们溫良 ハ：！ I  ノ如シ .il 氣發 スル トキ ハ 獅子 ノ如ク 和 柔^ 羊 一一 似 タリ 鞭ヲ^ 

ゲ 叱-化 シテ欺 殿ノ屮 ヨリ 奸商 ヲ驅逐 セル 所ノ  E ハ幼兒 孩提ヲ 祝 シ癞. お ヲ癒シ 沈 マ ン トス ルノ。 へ テ ！ 1 

ヲ， へ ル モノ ナリ僞 善 者 ヲ責メ 太ク悪 念 ヲ禁メ シ所ノ  ロハ 心ノ 貧シキ モノ ヲ祝 シ姦： t  ノ  1^ 一 一赦 ^ノ 

福脊 ヲ聽カ シ メ己レ ヲ殘害 暴 殺 スル モノ ノ タメ-祈 レリ 其ノ眼 ハ能ク 祌ノ秘 養-通^ シ明ラ 力 一一 人 

、レヲ 看 波セリ トイ へ iH 亦恩葸 一一 感ゼ ザル 無道 ノ 1^1|^—サ 「ム— ノ タメ 11 哀憐 ノ淚ヲ 流 シラザ a  ノ  Is 墓 一一 

至リテ ハ 友誼 ノ淚坐 P 一一  港然タ リシ  ー1非ズャ此等反對ナル諸ノ性|^ ハ凡庸ノ人 一一 在リテ ハ平稱 和合 

シテ 並ビ立 チ難シ トイへ キリスト  一 I 在リテ ハ最モ 美シキ 調和 ヲ" 壬シ 北ハノ 光曜な ヒ  一一 ffl 映ジテ ー曆 

ノ 美觀ヲ 現出 セ リ是レ 基督 ノ 性質 ヲ論. ズ ル モノ  ノ古來 最モ注 目 シ テ 感嘆 一一 堪へ ザル 所ナリ トス- 

第 四 基督 ノ  0? 一一  自ラ覺 知シ居 タル コ ト ハ最 モ驚ク ベ キ事 實ナリ 

パ ゥロ 曰ク彼 一一 ハ 是ト言 フづト アル ノミ ト 蓋— ゃリ ノ行爲 及 ビ其ノ 心中 ノ  m 心 想ヲ考 フル-己 レト 

矛 シ 或ハ自 カラ 難詰 スル 等ノ事 ナク絕 H ズ自ラ 確 トシ テ識認 スル所 ァリテ 終始 誠ト 一一 一人 ノ如ク 

ナ ル 尸 fft 人ノ  Si ダ驚奇 一一 堪へ ザルコ トナリ トス 何トナ レバ 吾人 ハ 孩提ノ 時 ヨリ 苑カ モ數人 一一 分レタ 

ルガ 如ク 往日 ノ我 ヲ悔ィ 今日 ノ 我ヲ疑 ヒ蕃惡 相排シ 利害 相 フテ是 K ロヲ 決スル ゴ ト能 ハ ズ 危疑 迷惑 

ノウ チ 一一 生活 スル コト アル ヲ免レ 得ザル モノ ナリ然 ルー 一 耶穌 基督 ハ 未 ダせテ 己 レ ノ身 一一 疑惑 ヲ懷午 

シ コ ト無ク 明 力 一一 己 レ ノ.^ 來 ヲ知リ 又明ラ カー 一己 レ ノ往カ ン ト スル所 ヲ知リ 如 何 ナ ル 危な ノ場 八：： 一一 

オイ テ モ己 レヲ覺 知スル ゴ ト暫 ラタ モ暖昧 ノ態ヲ 現 ハサ 、-、 ルハ唯 人 一一 シテ能 ク成シ 得べ キ 一一 非ズ先 
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眞 0 一  斑  ニー 一四 

ヅ 吾人 ヲ以テ 之ヲ觀 レバ 天下 最モ 奇異 ナル モノ 吾ガ身  一一 ノ 宇宙 ノ秘 義或ヒ ハ此ノ 一 點ー 1^ マ レル 一一 

ャト E 心ハ ル 、程 ナル 一一 基督 其人ハ 泰然 トメ 獨リ 己レ ノ身ヲ 了知 シ 須臾 ノ W モ 疑惑 スル所 無シ n: ッ其 

ノ 平素 敎理ヲ 說ク ヲ聽ク - 沈吟 苦 思シ辛 ウメ 己ガ心 一； 疑ハ シキ事 ヲ舉者 ノ如ク 一一 述ル 一一 非ズ 基督 ノ 

言 說ハ常 一一 是ト言 フ 一 字 ヲ以テ 貰 ケリ而 シテ是 ノ若ク 確信 メ： 非 ヲ首下 一一 斷決 スル ハ敎 育惯ぉ サ右ク 

ハ 無知 ヨリ 起 レル者 ナラズ ヌュダ 1. ノ學者 ノ如ク 理非  一 I 係ハ ラ ズ妄リ  ーー^55:斷ヲ下ス 一一 モ非リ 午即ハ 

チ 悉ク其 ノ心ノ 含蓄 セル 自然 ノ權ョ リ出デ タル モノ ナリ試 ミ 一一 之 一一 向 ッ テ 人類 ノ未 來佌ハ ：！^ 在スル 

ャ 否ャト 問ハ、 > 耶 穌忽チ 一一 之 一一 答へ テ曰 ク我ハ 復活 ナ リ又 生命 ナ リ ト人ハ 能ク 天父 ヲ知リ 得 ルャト 

問ハ 丄 S 一一 應ジテ 論 スラク 然リ汝 ラ若シ 我ヲ知 ラバ 吾 ガ父ヲ モ知ル ベ キ 害 ナリ今 ヨリ 汝ラ ハ彼ヲ 知 

リ又 彼ヲ見 タリ ト神ハ 人類 ノ 安危 ヲ顧 ミル ャ 答へ テ曰 ク然リ 天父 ハ汝ラ 一一 必要 ナル モノ ヲ知 ル汝ラ 

カウべ 

ガ頭ノ 毛 モ亦數 へ ラレ タル 一一 非 ズャト 祈禱ハ 効力 ヲ有 スル モノ ナルャ 然リ求 メョ左 ラバ 遇ヒ 鬥 ヲ叩 

ケョ左 ラバ 開 カルべ シト 吾人 ノ罪 惡ハ 赦サル 、 ヲ 得べ キヤ 然リ子 ョ汝ノ 罪ハ汝 一一 赦サレ タリ ト基 

ハ是ノ 如 ク毫モ 猶豫ス ル所無 キ斷言 ヲ以テ I 々秘奥 絶大 ノ 道理 ヲ談ジ 去 リテ少 シモ苦 E 心 沈吟 ノ體ヲ 

見 ズ此人 如何 一 1 シテカ 能 ク斯ル 眞理ヲ 確信 スル コトヲ 得 タリ ャ 

第五 耶穌 基督 ガ許多 ノ酸苦 一一 遭ヒ テ終 一一 十字架 一一 釕セ ラレ タル ヲ論ズ 

始メ アル モノ 多シ トイへ 能ク其 終ヲ全 ウス ル モノ 稀 レナ リ 平時 一一 君子 タル 所ノ モノ 或ヒ ハ 之無キ 

一一 非 ズ然レ iH 一  欧随 躓シテ 盤根錯節 ノ危 一一 逢フ モ尙 ホ且ッ 平生 ノ志ヲ 失ハズ 其ノ龍 ノ签暮 バシキ 


モノ ハ t-- ダ 少ナシ トス 喩へバ la 熱 漸ャク 至リテ 霜雪 爲メ 一一 消 ュ然ぃ 芙蓉 峯ハ獨 リ萬古 變ラザ ルガ 

n シ ^. がー 一 ゥシテ 1^ 一 柏 ノ凋ム 一一 後ル、 ヲ 知ル卷 ノ和氣 一一 養ハ ルル トキ ハ諸ノ 草 木欝蒼 ト シ テ 寶  一一 S 

ナリ トイへ ドモ ？ M 冬烈 日 一一 アタリ 能ク 勁節ヲ 持スル モノ 幾許 力 アル 古へ ノ 英雄 ハ 時機 一一 投合 シ 勢 一一 

乘ジ氣 運 一一 鈹舞セ ラル、 トキ ハ吾 ガ實有 セル 氣カ 精神 一一 優レル 車ヲゅ 〈就シ 一 世ノ耳 ヲ驚 カセリ ト 

ィへ i£ 市》 下 ラギ テ漸ャ ク我ヲ 振作 セル 非常 ノ事 變鎭 靜スル 一一 至リテ ハ吾ガ 本來ノ 等級 一一 復リ古 一一 尸 

似モ 付カヌ 卑劣 男子 トナリ テ 或ヒハ 一敗 挫折 シテ氣 屈スル トキ ハ憤怨 咨嗟時 一一 笑フ べキ舉 動ヲ爲 

ス 一一 至ル 初世刊 ガ志 ヲ得テ 一一-軍 ヲ率ィ W 方ヲ 征伐 シテ吾 ガ心ノ 儘 一一 爲セシ トキ ハ氣 宇澗大 

容海 ノ 若 ク 豪傑 ノ 跃 敬服 一一 堪へ タリ トイへ HdT^^XT?, ノ 戰敗レ タル トキ 及ビ 孤島 一一 左遷 セ ラ レ 

タル トキ ハ忽チ 精 祌氣カ 昔日 ト異 ナリ テ殆ド 庸愚 ノ人 一一 近キ奢 アル ヲ免レ ザリキ 或ヒハ 毅然 トシ テ 

忠雞 一一 堪 へ 百艱屈 セザ ルガ 如キ 人物 モ無 キー 一 ァ ラ え ド 多 クハ 虚勢 ヲ張リ 或ヒハ 据傲 尊大 ノ心 ヲ以テ 

1 命ノ 窮達ヲ 嘲ケリ 一 世 ヲ脾睨 ス ルノ心 ヲ以テ 災厄 一一 耐 フル モノ ナレ バ 畢竟 利己 傲慢 ノ？！ t 謗 ヲ免ル 

ベ 力 ラ ズ I 一は 之 ヲ正 當ノ 地位 一一 在ル モノ ト謂フ ベ ケンャ 然レほ 今 基 督 ノ 言行 ヲ 觀察 ス ル 一一 苦樂 一一 出 リ 

千.，.、 ノ 心。！^ ヲ贰 一一 セズ 災厄 並 ビ至ル 一一 從ガ ヒテ其 ノ榮光 愈炳焉 タル ヲ見ル ベ シ蓋 其ノ世 一一 在 ルャ禍 

害 一一 圍繞 セラ レ經 ユ 所謂 惡人 ノ 反逆 一一 遭へ ルコ ト 前後 其ノ幾 问ナ ル ヲ知ラ ズ身ハ 貧賤 一一 シ テ 疆飢 娥- 

一一 苦シ ミ或ル トキ ハ魔 鬼ノ攻 擊ヲ被 フル 等始メ ヨリ 安居 無事 ノ日 トテハ 一日 モ無 ク權門 豪家 官人 ， 

M ハ其ノ 道 ヲ擯ゾ 生ノ 所論 ヲ附會 護 誣シテ 之 ヲ刑辟 一一 陷レ ント欲 シ之ヲ 罪人 ノ友侶 卜.... 
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眞理 一斑  . 

一 三 六 

ケ疯^  ノ人ト 稱シ茶 シキハ 神 ヲ濟ス モノ 上 f ハヤ セリ ッ庸衆 俗民ハ ノ行 爲ヲ现 * セズ^ 或 

故舊 門人 等 一一 至 ルマデ 種々 ノ 誤謬 ヲ懷キ nl^ 解ヲ 錯リテ 基督 ノ露 意ヲ 了ラズ S 基 晋ノ. ヲぉメ タレ 1 

ァ リ罪獎 5 ぎ 1 シテ 邪曲 地-一 溢レ 汚行 世 i ル斯ル 世界-一 在 リテ正 人君 子ノ厄 5 ル f リ期 

スズ ナルべ シ左 レバ 基督 ハ j 生ノ 間具サ 一一 人心 反覆 ノ ヲ寶驗 シ其ノ 純潔 無 添 ノ、. ^ヲ 闲メ タルコ 

ト多カ リシ コトナ ラン 三十 一二 年ノ 任已デ 一一 滿 ツル 一一 及 ビー 二 終 一一 政府 及ビ 人お ノ 暴横 ナル S  一一.^ 

リ 不法 ノ 刑律 S セラ レーア 殘酷 ナル 十字架 一一 釕セ ラル、 コト ニナ レリ 其ノ 末路 一一 臨ミシ トキつ 人 

ハ 之 ヲ棄テ 、 遁逃シ 平生 親 メル 所ノ  ハ 恩義 一一 戾リテ 之 ヲ寶リ 心無 キ 武士 ハ 之ヲ 侮に ぶン 人， に、 ぶ， 

f 辨へ ズ シ テ 唯高聲 一一 十囊 一一 釘セョ ト號べ リ耶 穌ノ捕 へ ラレ タル ハ 夜 g  ノ コ トナ リシ ガ 

所 彼 所 一一 牽 カレ 厦 公 廳ヲ更 へ テ豫判 ヲ受ケ 荆棘ノ  m ヲ戴キ 鞭撻 殿 打 ノ苦ミ 一一 遭 ヒ而上 一一， ラレ テ 

後 二人 ノ惡 徒ト、 モ 一一 罪囚奴 隸ノゴ トク 一 1 刑戮 セラ レ タリ 

基督 ハ感 覺ノ 痴鈍 ナル 人-一 非 ズ其ノ 憂歡苦 樂ヲ感 ズル亦 極メテ I ナ リシ コトナ ランし. -づハ 朋友 ノ 

喪-一 實 レバ 哀傷 ノ淚ヲ 流 シ將， 一死 ナント スル トキ-一至 ルマデ S  ノ事ヲ 忘 レズ，. 

ヲ爲ス コト切 ナリト 謂ハザ ルヲ得 ズ斯ル 感ず 具，^ シ敢テ 一時 ノ 感激 一一 制 セラ レズ 憂愁 W お 大山 ノ 

落 力 力 ルガ 如 ク其身 ； ー及ビ タレ ド之ヲ 哀シム ガ爲メ 一一  吾ガ 一 身ノ主 タルコ トヲ 失ハズ 淸，^  ノ能^ 如何 

二 トモ 名 狀スべ カラ ザル モノ ァリ 吾人 ハ 基督 ノ 生涯 中 未ダ曾 テ幽憂 f  ノ徵候 アル ヲはザ レナ； ぶル 

着 ノ前ニ 《危 I 亡 モ其ノ 威ヲ示 スコト 能ハズ 天地 力 1.- テ之ヲ 康スル モせノ ，破 ルー 一 


ラズ丼 is^:: ハ 總テノ 境遇 11 在リテ 々乎 トシ テ 十分 ノ餘裕 ァリト 謂 フべ シ共ノ 首 一一 HI ク M ルサ レム 

ノ女ョ ぶ： ガ タメ 一一 悲シム 勿 レ唯汝 等 及 ビ汝ノ 子女 ノ爲メ ュ悲 シムべ シト！ K 下 ノ人壶 ク之ヲ 接 斥シタ 

リト i ュ ル トキ 一一 オイ テ敢テ 人ノ手 一一 慰 薪ヲ兌 メズ 反 ッテ斯 ノ如キ 言 ヲ發ス 其ノ心 想像 スル 一一 堪 

へ タリ ト 謂 フべ シ又曰 ク我レ 平安 ヲ汝ラ 一一 予フ我 ガ予フ ル 平安 ハ^ノ 予フ ル如キ 一一 ァ ラズ 汝ラ心 一一 

憂フ ルナ 力 レ义 タ懼ル 、勿レ トキ リスト テガ リラ ヤノ 湖上 一一 在 リシ 時 風波 频リ 一一 ま ホシテ 今一 一 モ 

船 ノ覆ラ ン トス ル狀況 一一 際シ 門徒 哲色ヲ 失へ リ トイへ iHral ラ悠々 ^！得 ノ舉 止怖シ マ ルル バカ リナ リ 

ャ 上、 ノぉ 平ノ： 隊資 一一 此ノ 時ノ 如クナ リシナ ラン 然 カノ ミナ ラズ 我ヲ^ -苦ス ル モノ、 タメ 一一  祈リテ 

n ク父 ョ彼ラ ヲ赦シ タマへ 共 ハ彼ラ 未 ダ已レ ノ爲ス 所ノ何 _ ^ナル ヲ知ラ ザ レバ ナリト 是赏 一一 比倫 ナ 

キ詞 一一 非ズ ャ 十字架 上 一一 在リ テ斯ル je?- ヲ肯 ヒ得ル 乇 ノ ハ 如何 ナ ル 心ナル ャ之 ヲ仰ゲ バ 愈 高ク *A 人 ハ 

其ノ嶺 ヲ着ト メ得ザ ル ナ リ又 基督 ハ 大帝 國ノ 知縣ピ I ラト ノ廳 一一 出デ 囚人 ノ坐 一一 就 キ從容 トシ テ rt: ラ 

靈ナ ル If- 土 ノ 帝王 ナ リ ト公首 シ テ 法官 ノ 心 膽ヲ挫 キ之 ヲシテ 坐。 一一 戰慄 セシ メタ リ 祭司お ノ 公廷 一一 

ゃテ C 己 レノ罪 ヲ訴へ ラ レ タル 一一 モ拘ハ ラ ズ假然 トシ テ 之-答 フル コ ト寶 ュ北ハ 身全肚 界ヲ丄 き. ef- ス ル 

權威 アル モノ、 如シ (馬 太 傅 二十 六 音 十六 十 節) 十字架 一一 釘セ ラレ タル 刑 辟 ノ身ヲ 以テ尙 ホ且ッ i 非 

ヲ# ィテ 北 ハ救ヲ 求 メタル 盜賊 一一 樂園 一一 入ル 「ヲ 許シタ ルガ 如キ北 ハノ事 ノ奇絶 ナル何 グー ユ是ノ 極 一一 

至レ ルャ少 頃ァリ テ大聲 ヲ發シ 凱歌 トモ 兑ル べキ 首 ヲ 吐 テ E ク 事終 リ ヌ ト 此等 ノ  ヲ 細 心 考察 ス レ 

、、へ 昔 シ^ ノ ルゥ I ソ列ガ 言へ ル如 クシ 口 一一  力 ス ノ子ソ クラ テ ス ノ苦ヲ 受ケ死 一一 就キ タルお^ 
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ヲ シ テ哲學 者タ ル 11 相應 シ 力 ラ シ メ バ 基督 ハ 神 一； 相應 ハ シ ク苦 ヲ受ケ チ 死-就 キ タル ナリト 謂ハザ 

ル ヲ n*^ ズ 

ノ  VI  ーノ 

基督 ノ 性行 一一 關 シテハ 絕倫ノ 事 尙多ク ァリテ 一 々枚 擧ス ル 二 追 ァラザ ルナ リ現 一一 其 ノ道ノ 天下 一一 行 

ハレ 勢 カノ 月 ヲ追ヒ 日ヲ累 ヌル 一一 從ッテ 益活逾 ナ ルガ 如 キモ 著シキ 的例ナ ルべシ 然 レ iH 最乇 奇異 一一 

シテ 吾人 ノ 注目 ヲ 要スル モノ ハ甚 # 已レ ノ爲メ  二 要求 スルノ 地位 一一 如 クハ無 カルべ シ世問 往々. 155- ヲ 

席 衆ノ上 一一 匿 キ自ラ ノ爲- 特殊 ノ 地位 ヲ耍 求スル モノ 無キ 一一 非 ズ然レ di 基督 ノ如キ コ トヲ已 レノ爲 

一一 主張 ス ル モノ ハ實- 一空 前 絶後 ナリト 謂 ハザル ベ 力 ラズ 曰ク我 ハ， tnT 一一  勝 リ智惹 ノ最モ い レ タル，^ 

ロモン ノ上ュ 出デ ダビ f ァ ノ 子孫 一一 ハァレ ド其實 、ダビ— テノ主 ナ リ ；^,^^^^<il,^^ノ 在ラザ リシ キ 一一 我ハ已 

一一 在り 我ト 父トハ 一 ナリ故 一一 我 ヲ見シ モノ ハ父ヲ 見 シナリ 我 ヲ知ル モノ ハ父ヲ知ルナリ我ハ世ノ^;:=- 

ナリ我 ハ道ナ リ眞理 ナリ叉 生命 ナリ ト曾テ 祭司 長ノ庭 一 1 牽キ 出サ レシト キ爾ハ キリスト 1： ノ 子ナル 

ャト問 ハレ シキ靜 力 一一 之 一一 答 へ テ然リ 爾ガ言 ヘル 如シ トイ ヒ テ已レ ガ後チ 一 1 受ケ ン トス ル榮 光ヲ指 

示 セリ此 レ最モ 諾 ム ベ ク 最モ備 カナ ル 場合 1 一才 ィテ已 レノ祌 ナルヲ 明首シ タル モノ 一  1 非ズ ヤシ ュ ラ 

イエ ル マ ITT 曰ク キリ ガ此ノ 時 ニ於テ 祭司 長ノ問  一！ 然 カナリ ト 答へ タル ハ 人類 ノ 吐露シ タル ゥ 

チ 一一 テ 至大 ノ 一 一一 一一 门ト謂 〈ザ ル ヲ得ズ ト 五：： 人 モ此ノ 事 一一 付テ ハシュ ライ H ルマ へ . ^ト 同感 ヲ^ セ ント 

欲スル ナリ 基督 ぼ； 11 神ノ子 一一 非ズ シ テ 通常 人類 ナリ トセ ン カ即ハ チ已ヲ 欺 タノ 愚人 カ若ク 〈人 ヲ坎 

キ世ヲ 瞞着 スル ノ惡人 タラ ザ ル ベ カラ ズ然レ m 余輩 ガト； 文 一一 略說セ ル所ヲ 熟察シ Mi! ガ 良心 ヲ 喚發シ 


チ.； 、ノ 人ト s リヲ想 兑スル 一一 基督 ノ心屮 一一 ハ斯 ノ若キ 不明 ノ la ヲ容ル ベ キ餘地 ナク叉 斯クノ 如キ欺 

^ ノ 念 ヲ スべキ 邪 心お ル コ ト無 シ wi- シ テ然 ラ バ 基督 ノ 言 ハ已レ 露 一一 神ノ子 タルー 一由 リ テ發 シ タル 

モ ノト 做サ -.、 ル ベ カラ ズ 基督 實 一一 上文 ノ如キ 要求 ヲ自 ラノ タメ  二 主張 セル 力 近世 ノ者 古辨 拆學ハ 

之ヲ證 明 シ テ餘 m 無シ トス 然 ラバ 基督 ハ資ニ 神 カ將タ 天地 ノ容 レザル 悪人 ナル乎 之 ヲ論ズ ル モノ 

ハ 一 一 者必ラ ズ 共 一 一一 居 ラ ザ ル ベ ラ ズ 祭司 長 は 吾人 ノ 判斷此 ノニ 點ノ外 一一 出ヅ ベ カラ ザル ヲ覺知 シ タ 

ルニ出 リ已レ ノ斷案 ヲ下シ テ曰 ク汝祌 ヲ褻. M ス ル ノ言ヲ 吐 ケリ ト若シ 之ヲ祌 トセ ザル トキ ハ 論理 上 

、仏 然ノ 勢力 ハ 吾人 ヲシ テ 祭司 長 ノ斷案 ヲ下サ シ メザル ヲ得 ズ讀者 ハ 一 一 者 何 レ ノ點 一一 已レノ 論 攄ヲ取 

ラン トス ルャ耶 穌ヲ以 テ眞： 爪 ノ 君子 萬 世 ノ懷表 ナ リナ ド ト 明言 シ ッ 、 尙ホ 之ガ祌 タ ル ヲ認 メ サルモ 

ノ ハ 論理 上ノ 罪人 ナリ ナス 

祈ク 論ジ來 レバ 基督 ノ祌 タル コ ト明ラ カナリ 祌現ハ レテ肉 身ヲ取 ルトハ 秘奥 ノ理 一一 シテ淺 藏ナル 人 

智 ノカヲ 以テ悉 ク其ノ 意義 ヲ 了知 ス 可ラズ トイへ m 此ノ 眞理ハ 基督 ノ降世 以前 ヨリ 業二已 一一 先建ノ 

； ヒ ル所 二 シテ .TTX.^  、ヴィ ルジ 1 ルノ如 キハ幽 力 一一 之 一一 論及 セリ 巧ョ ス テン • マ. - トル ノ.^ キノ 

之ヲ. シ テ終 二 基督教 一一 オイ テ已レ ガ 素望ノ 成就 スルヲ 見 タリ ト 云へ リ蓋 人性 ハ 已 レ ノ 全身 ヲ盡 

シ テ 敬愛 スべ キ 最高 等ノ 理想 ヲ求メ 叉 タ其ノ 理想 ノ近ク 形 體ヲ取 リテ現 ハ レ ン 「ヲ冀 望、 ン テ止 マ ザ 

ルナ リロ- ゥ マノ 賢哲 セ 「不 叫ハ 基督教 徒 一一 ハァラ ネド已 一一 此事 ヲ論ジ タリ ト聞ク 叉 是ノ故 二 仲 J-^ ハ理 

想 ヲ兌 メ テ其 ノ 志望 ヲ 周 公 一一. 止メ 夙夜 周公ノ 如クナ ラン コト ヲ勉メ 子 輿氏ガ 吾 レ 未 ダ行 フ 能 ハ ズ ト 

第八窜 耶 穌恶督 ヲ論ズ  一 三づ 


眞 押 一一 斑  Is. 

ィへ共 願 フ所ハ 孔子 ヲ舉バ ント首 へ ルァリ ，1 力 一 1 共 ノ情狀 ヲ思景 ：ス レバ！^ 下ノ 人悉ク ； ノ ザ-想 ヲ i:;! 

ヒ叉  一 ノ 基督 ヲ設 ケザル ハ無シ 偶像 ヲ拜 シ或ヒ ハ 特 殊ナル 想 二心 醉シテ 之ヲ樂 ミ慕ヒ テ；， ^ヲ送 

ルガ 如 キ 基督 ヲ 求ムル ヨリ 起 レリ 壯士笈 ヲ负ヒ テ京都  一！ 上 リ 舉成 ラ ズ ン バ 死ス H£ 歸 ラズト は，^ 叉 一 

ノ 基督 ヲ 求ムル 一一 外 ナラズ 列 IT^rll ク 吾人 ガ道德 上 ノ^ 弱 ナルャ 純粹ナ ル絕對 ノ鍵ヲ 十分 一一 想念 

ス ル 「能 、ノ ズ 又 之 ヲ戰慄 畏怖 セ ザルヲ 5：： ズ心 ハ 極メテ 雄大 ナル モノ  二 養 ハルべ キ モノ 一一  非ズ に-人 

ハ 冷淡 ナ ル莊嚴 ヲ懷ク コト 能ハズ 吾人 ハ無 CM 無限 ト擬手 スル 能ハザ ルナ リ ト 人類 ハ 純纖 絶對ノ 

ヲ 想念 スル コ トモ 叉 之 ヲ愛ス ル コ トモ タ難シ ト做セ ルガ 故 ュ北 ハノ做 カャ終 一一 偶像 ヲ作 リ菩. 瞌ヲ； t ス 

ルー 1 至レ ルナ リ Iff; 子 ハ悪 ン デ其 ノ美 ヲ知ル ： 五： 人 ハ 彼 ノ 偶像教 ノウ チー！ 乇 ，們 リス H 降世ヲ . や 、朋 スル& 

ノ アル ヲ兑 ル ベ シ 

斯ノ如 ク世ー 1 基 齊ヲ要 スルノ 志望 ァリテ 其ノ眞 偽 精粗 ノ^ アル ユ モ拘ラ ズ此所 一一 モ艰- れ；： 彼 所 一一 モ基 

督 ト云フ モノ アル ハ 基督 ノ 需求實 一一 人性 ノ需求 ナルヲ 知 ルべシ 然レほ 人^  ノ^ 求ハ必 ラズ應 驗ヲぉ 

スル モノ ナリ此 二  一  ノ 人性 一一 具 ハ リタ ル需求 アラバ 吾人 、ノ 必ラズ {ぼ 際 二 オイ や 之 一一 鹿 ズルモ ノア ル 

ヲ知 ルナ リ, 5ー  ァ レバ 必ラズ 其 ノ性ノ 需求ス ル水ノ  ：：^ スルァ yft- ァ レバ 必ラズ 共 ノ^ノ；^ n トス， -さ 

氣ァ リ 造化 ハ 最下 級ノ 生物 ョ リ 漸次：！： 進シ テ 人心 一一 至ル マ デ 善 ク需耍 供給 ノ则  一一 ；？： -ヒ 之 一一 反 セ ル 

的 例 アル ヲ知 ラズ 今人 心 11 ハ^ v^^l ヲ求ム ルノ念 自然 一一 倫ハ リ千 排除 スル コトヲ 得ズ獨 リ此事 一一 

オイ テノミ 其 ノ惯行 一一 戾リテ 天然 ノ 欲望 需求ヲ ^ウス ルコト アルべ ケン ャ余ハ 容^ 一一  之ヲ^ ズル能 


ハ ザ ルナ リ何 トナ レバ 是ノ 如ク ンバ 天地 二 行 ハル 、繼續 ノ法ヲ 犯スモ ノト Pi ハザル ベ カラス 故 ニキ 

リスト ヲ求 ムルノ 念 人 心 一一 固着 シ チ 其 性分 ノ本有 スル所 ナルヲ 見 レバ S! 化ハ n ャ 晚必ラ ズ 之ガ & 土ヲ滿 

足スル コトァ ラ ン ダビデ 祌 ヲ顿シ チ 曰ク汝 ハ手 ヲ披キ チ 諸ノ 生物 ノ 欲望 ヲ滿足 ス ト此曾 ノ應 W ス ル 

所實 一一 廣 シト師 W ハザル ベ 力 ラ ズ 率霄 一一 云 タキ リス —ト ハ 萬阈民 ノ渴^ スル所 ナリト 北 ハレ 之 ヲ謂フ 乎 人 

性 一一 ハ ぎ ラ斯ノ 如 キ冀ひ 卞： ァ リ チ 存 ス然ラ バ 耶穌ハ 人ナリ トイへ ドモ赏 一一 神ノ 肉體ヲ 取リテ 世 一一 現ハ 

レ タルモ ノト ィフモ 何ゾ之 レヲ妄 リー 一 擯斥 スル ノ 理ァラ ン ャ？ 机 ン ャ It ガ心ヲ 顧 ミ祌ト 我トノ 關係ヲ 

熟慮 スルキ ハ罪惡 ず、 盈 天地 身 ヲ容ル 、 一一 所 ナキヲ 知 ルナ リ之ヲ 思念 ス ルキハ 上帝 二 救援 ヲ觉 メほヲ 

§  ノ^^兄 二 放 タザ ル ヲ得ズ 人 ハ 共 ノ信ズ ベ キノ 憑據ヲ 見バ悅 ンデ" 五" ガ主 ョ 吾ガ祌 ョ ト謂フ ベ キ害 

ナリ ぉヒハ 心 ヲ托、 ゲ務メ  一 h 基督 ノ祌 ナラザ ル證憑 ヲ求メ ン ト欲ス ル人ァ リ是レ 未ダ共 11 道 ヲ談ズ ル 

ノ 場合 一一 逹セ ザル 人ナリ トス 

I   v- ケ  ナ    イカ  ナ  ナ 

曰ク 初メノ  ム生 ル靈ト 爲ャレ タリ 終 リノ アダム ハ 活ス靈 ト爲サ レタ リ^レ ド ナル モノ 

初メ 一一  來ラズ 肉 一一 歸ケル モノ 初メ  二 來リテ 後靈ナ ル モノ 來レ ルナ リ初 メノ人 ハ地ョ リシ 一 1- 地 一一 嵐ケ 

リ次ノ 人 ハ天 ョ リノ、 ナリ 云々 又 曰 ク萬物 ヲ其ノ 足ノ下  一一 Is- キ敎八 I：  ノ タメ  二 之 ヲシー 一' 萬 物ノ竹 タラ 

シ メタ リト此 ノ文ノ 怠 義 ハ 未ダ 十分 一一 其 蘊奥 ヲ盡ス 能ハズ トイへ iH 近来 ノ 舉術 ハ 吾人 ヲ助ケ チ漸ャ 

クパゥ ロガ 思想 ノ， 一  端ヲ親 ヒ知ラ シムル 二足 ル ベ シ乞 フ試ミ 一一 之 ヲ說カ ン 

進化 說起 リテ ヨリ 宗敎 上ノ 議論 大ィ 一一 其ノ眞 面目 ヲ更 メタ リ或ヒ ハ 之ヲ以 チ全ク 進化 說 一一 逮 背シタ 

第八{|1^ 耶 穌荼督 ヲ論ズ  一 M 一 


眞理 一斑 .  le:  二 

ル モノ  、如 クー ー說ク モノ ァ レ ド 正 當ナル 進化 說 尸 基督 敎ノ 友侶ナ リ. 汲 シ チ 共ノ 怨敵 一一 非ル ナ リ諸ノ 

眞理 ハ互ヒ 一一 猜疑 邪推 シテ 隔離 セザル ヲ要ス 蓋 シ眞理 ハ必ラ ズ致ヲ 一 一一 スル モノ ナ レバ 明白 ナル眞 

, 理 ノ互ヒ 一一 反對ス べキ害 無シ其 反對ス ルガ 如ク見 H ル ハ未ダ 各 iin  ノ 意義 ヲ盡ク 了解 セザル 所 アル 11 

職由ス 各自 ノ 意義 明 ラカナル 一一 從ヒテ 往日 ノ 腿 齬ハ 今日 ノ 一致 トナル 11 至ラ ン此 一一 近來ノ 進化 S ポヲ 

按ズル 一一 左 ノニ大 眞理ヲ 確定 シ タリ ト思ハ ル (一) 世界 ハ 無機 ノ物體 ヨリ 生物 1 一至 ル マ デ悉ク 進化 

シ歷々 昇 等 シ テ 高尙 ノ域 一一 進ムナ リ其 進化 ス ル 手段 方法 ハ 論議 一定 スル 11 $ シ トイへ iH 進化 ノ事 

實 一一 至リテ ハ蓋亦 疑 フべキ ユア ラズ (二) 進化 ハ均 一 同形 ノウ チ  一一^ 異 ヲ生ジ 分立 ヲ成シ 漸次 北ハノ 

線路 一一 沿 フ テ 高等 ノ 地位-一至 ルナ リ 進化論 一 1 據 レ バ 衆-一先 キ 立 チ チ 差異 ノ形 狀ヲ取 リ大ー 一勝 レ タル 

位置 二 達、 ン タル モノ 出デ テ更 一一 新種 類 ノ 元首 開祖 トナル 左 レバ 進歩 ノ 順序 ハ常 一一 特選 ノ  I 個人 ヨリ 

始マ ル モ ノナリ 萬 物ハ皆 合同 一 致シ テ 至高 至全ノ 特殊 ナル 形狀ヲ 生ジ之 -ー 從ッ テ新 稀： 類生ズ 若シ此 

理 一一 シテ 十分 一一 行ハ レ シメバ 宇宙 ノ 傾向 ハ或 ル最モ 特殊 二  、ンテ 善盡シ 美盡シ タル 形狀 ヲ出ス 一 1 在リ 

ト斷定セザル ベ カラズ r^。へI^TT氏<此ノ理法ヲ根據トシテ進化ノ事ヲ論ジ或ヒ ハ人ノ 心性 ヲ以テ 

其 類例 ト爲ス ベ カラ ザル モノ 無 キー 1 ャトノ 問ヲ起 サレタ リ實 一一 進化 ノ 路 人類 一一 至 リ テ 忽攀； 塞 シ タ 

リト做 シ或ヒ ハ 人類 ヲ以テ 進歩 ノ最 極ト 見做 ス ハ 決ノ當 然ノ說 一一 非 ズ焉ゾ 今 m マデ 進歩 シ來 レル所 

ノ モノ ハ 。ハウ I 口  ノ 所謂 天 ヨリ 出デ タル 主ノ 降臨 ヲ 預言 ス ルコトー 1 非 ルナ キヲ ン ャ神ハ 人類 ノウ チ 

ヨリ アブ ラ ハ ムヲ 特選 シ之 一一 特殊 ノ形 狀ヲ取 ラシ メテ新 ター 一 一！： ヲ 創立 セリ 又是ノ 如ク萬 カノ 倾向 


ト. ま」 史ノ； Lt 趣ト 一一 從ヒ テ 特殊 ナル人 ノ子ヲ 生ジ之  一一 .5 リ千 地  一一 一 ノ王 國ヲ创 起シ刖 乾坤 ヲ^ ク - 至 

ラ ン トス 豈奇依 ノ談ト 言 フ ヲ得ン ャゼル マ ンノ S 〈儒ム ウレ ル 一 大 思想 ヲ 吐露 シテ 曰ク我 レ時ノ 次序 

一一 衣 リ 古昔 聖賢 ノ 著述 ヲ讀ミ 居 タリ シガニ ヶ月 以前 一一 圖ラ ズモ 次序 一一 先 ジ テ％:5 全書 ヲ 讀ミ始 メタ 

リ我 レ其ノ 寺マデ ハ 聖經ヲ 尊崇 ス ルノ 念極メ テ 簿 力 リシ カド之 ヲ讀ム 「未ダ 幾許 モ無キ - 書中 ノ記 

ス ル所ョ リ靈光 ノ赫々 タル モノ アル ヲ見タ リ 基督 ハ諸 ノ冀望 ノ應驗 ス ル 所 哲舉ノ 完結 ス ル 所 改革 ノ 

解 一せ 勿， 界 道德界 一一 オイ テ 事理 一一 矛盾 セリ ト見ュ ル事 ノ辨明 ナリ古 へ ノ史ヲ 讀ンデ 種々 解 シ難キ 疑 題 

多 力 リシ 力 ド今 基督 ヲ知 リ テ而ゥ シ テ後 一一 之 ヲ見レ バ 凡テノ 事靑天 一一 白日 ヲ仰グ 一一 異 ナ ラ ズ 云 々 シ 

^J,^、：^ノ徒叫v^.-,^^,^ス^^^ェ—^,^^其人類學ノ中 一一 左ノ言 ヲ記セ リ曰ク 人類 ハ 無限 ナル過 

去 ノ歸結 無限 ナル 現世 ノ 中心 無限 ナル 未来 世 ノ起初 ナリト 此ノ語 基督 ノ事 一一 付 テ最モ 的確 ナル ヲ覺 

ュ 生物 舉者 地質 舉者 ナ ドガ 地球 太古 ノ 有様 及 ビ諸ノ 動植物 ノ 形 狀ヲ觀 察 ス レ バ 內 一一 人類 ノ 出現 ヲ 要 

シ 之ガ來 ラン r ヲ ；ぬ言 スル モノ ァリ ト論辨 シ タル ガ如ク 萬物ハ S 白 基督 ヲ待チ チ其ノ 出現 ノ  K 言ヲ 爲 

セリト 謂 ハザル ヲ得ズ 基督 ハ萬 物ノ依 ツー T 立ッ所 天地 ノ歸向 スル所 人世 ノ藤史 終 一一 基督 ノ 一身 ヲ以 

千 集點 ト爲ス 萬 物 皆其國 ノ 隆盛 ヲ 翼贊 シ 古今 人 ノ 經營 ス ル 所 悉ク其 ノ榮  一一 S セン トス 北ハノ 聖名 ハ 世 

々無究 一一 崇 メラ ルべキ 乇ノナ リア ー メン 

第 九 章 宗敎學 術 ノ關係 ヲ論ズ 

第 九 章 宗教 a& 術 ノ關係 ヲ論ズ  一 一一 一 


眞理 一斑.  . 

今 ャ基叔 ほ敎ノ 吾邦 一一 行 ハレン トス ルー 一 方 リ世ノ 學者或 ハ 淺 薄ナル 見解 ヲ 立テ 敎 ハ 舉術ト 颇ル反 

對 セル モノ  、如ク 一一 思惟 シ 知識 愈 開 タレ- バ宗敎 漸ャク 一一 シテ其 跡ヲ滅 スト 妄想 スル モノ 少 カラ ズト 

聞ケ リ且ッ 僧侶 輩 一一 於テ ハド レ ー ブルノ 學敎爭 闘 史ナ、 ドヲ 翻譯シ テ頻リ 一 1 世人 ヲ瞞辛 5 セ ン ト欲ス ル 

モノ  、 如シ故 一一 余ハ此 ノ書ノ 大局 ヲ結ブ 一一 前キ立 チ聊カ 古今 擧術 宗敎 關係ヲ 論究 セ ン ト欲ス ルナ リ 

第 一 敎 法家ガ 舉術ノ 進歩 一一 反 セ ル歷 史上 ノ事 實ハ 論者 ノ揚言 ス ル如キ モノ 一一 非ル ヲ論ズ 

論者 ハ 宗敎舉 術ノ 相反 對ス ルヲ以 テ 殆ド 必然 ノ數ト 見做 ス 一一 似 タレ m 十 ：！ 來 物理 擧ノ 沿革 史 一一 オイ テ 

最 乇 功績 多 力 リ シ 大家 有名 ノ 人 々 ハ 大半 宗敎 ヲ奉ジ テ 毫 乇 擧術 一一 乖戻 セリト 忍 惟 セザリ キ"^ ^お 

ロウ マ 等 ノ如ク 眞冗ノ 敎法未 ダ開ケ ザル國 一一 オイ テ スラ 物理 擧ノ 進歩 ハ 唯物論 ノ カヲ藉 リシ コ ト ハ 

少 ク首モ 一一 折：： 學家 宗敎家 ノ功勞 一一 歸セ ザルヲ 得ズ中 一一 就 キテプ I レ トウ、 アリス トウ ト I ルノ 如キハ 多 

少明ラ 力 ニ獨ー ノ 眞神ヲ 認メ 得 タ リド レ ー 。7^1 ハ 中世 ノ  I^PTST^  ノ 擧術 二 進歩 セ * ル事 資ヲ 舉ゲ 

テ 基督 敎徒ヲ ^サン ト 企 テ タリ 然レ氏 此事實 反 ッ テ 余ガ 論鋒 一一 勢ヲ 添ュル モノ ナリ何 トナレ バ 

ビ ャ人 ハ 當時 純然 タ ル 一 神敎徒 二 シ テ最 モ宗敎 一一 熱心 セ ル モノ ナ レバ ナ リ ドレ ー プル ハ マ 夕 TITS" 

ヤノ 文明 ハ頓テ 衰滅 シ タレ ド乇 基督 敎ノ 文明 ハ駸々 乎 トシ テ 退歩 ノ色ヲ 呈 ハサ ズ終 一一 舉問 ノ 恢復 ヲ 

致 シ タル 事實ヲ 忘レ タリ ト見ュ 斯ル 著明 ナ ル 事實ヲ 看過 シ 務メ テ 基督 敎ノ 不利 二 歸セ シメン トセ ラ 

ルル ハ豈奇 條ナリ ト謂ハ ザルヲ 得ンャ 

且ッ擧 術 開達ノ 史上 二 有名 ナル士 人 ノウ チ 二 ハ 宗敎ノ 敎師少 カラ ズ 中二 モ英國 Irr^^l 及ビ IT 。叫 


ル 一一 力 ス ノ如キ ハ共 ノ尤ナ ル モノ トス コ ペルー 一力 スハ 天 舉 中興 ノ祖 一一 シテ地 動 說ヲ： リンタル 人ナ 

リ， 人 ハ 氏ノ 攀說ガ 常時 二  (谷レ ラレ ズ 多少 危害 一一 擺レ ル事實 ヲ知レ iH 其ノ 天主 敎偕ナ リ シ ヲ記 憶セ 

ザ ルナ リ， コ ぺ ル  一一 ， ^スノ 著書 ヲ 《: ルル 一一 其 ノ發明 ノ說ヲ 世 一一 公布 スル 11 至レル ハ全ク 數名ノ 友人 强テ 

之 ヲ從^ 1^ ゎス ル 一一 出デタ ルナ リ而シ テ今其 友人 ノ 姓名 ヲ撿ス レ バウチ 一一 數名ノ  侶 アル ヲ！ ル殊 一一 奇 

ナ ルコトー 一 ハ此 齊 ヲ時ノ 法皇 ピャ ス第 三世 一一 奉呈 スルノ 語ァリ (著書 ヲ 奉呈 スルノ 風 -r;^:: 邦 一一 ハ未ダ 

行 ハレ ザレ ド g: 國 一一 テ ハ已レ ノ 敬愛 ス ル モノ 11 宛テ 、 之ヲ奉 ロニ スル 云々 ノ語 ヲ卷端 一一 記聰ス ルコト 

ァ リ (頼 翁ガ 外史 ノ卷端 一一 白 川 ノ少將 樂翁公 二 ヒレル 書ヲ 加へ-タル ハ 聊カ此 風 一一 近シ) 

之レ ヨリ 近代 一一 至 リテモ 擧術ノ 大家- ハ 敬虔 ノ人尤 モ多シ トス 「サ ル」 —ハ  1^,^ リ ，- • —デ ー ヴ キ云 ク 

我 天才 一一 マ レ氣カ 二 マ レ 機智 若ク ハ 想像 一一 マ レ 他人 ノ 智力 心 才ヲ羨 マ シ トセ ズ 然レド モ我ヲ シテ： g 

乇 i 水 シク叉 最乇有 H ナリ ト思フ モノ ヲ撰マ シ メバ 何ノ 幸福 ヨリ モ宗 敎ノ 信仰 ヲ取ラ ン ト欲ス 何トナ 

レバ 宗敎 ハ此ノ 生况ヲ シ テ 善德ヲ 修煉 スルノ 所 タラ シメ凡 ソ世ノ 望 盡キ テ ン トキ 衰耗 死歿 ノ上ョ 

リ赫奕 タル 光 ヲ發 チ死 ノウ チ 一一 生命 ヲ起 シ 腐敗 衰耗ノ ゥ チヨ リ 美妙 ト 神聖ナ ル欣ヲ 喚起 ス ト 梳物學 

ノ 大家 リン 一一 ヤス ノ 首 ヲ聽ケ 余 ハ 永存 全智 全能 ナル. 神ノ 背面 ヲ艸木 ノウ チ 一一 拜シテ 畏恨ノ 念 一一 堪 へ 

ズ (神ノ 背面 トハ 摩西ノ 故事 一一 出ヅ 人心 ノ全ク 神ヲ見 ルカ ナキヲ 云フ) ト又 理舉ノ 泰斗 タル 11 ュ ト 

H ガ其原 现篇ノ 末 一一 述べ タ ル 言 一一 曰 ク 太陽 遊 虽及ビ 彗星 ヨリ 成レル 此ノ美 ハシ キ 系統 ハ ぉ智冇 カノ 

存在 ァリテ 之ガ 意 匠 ヲ 立 テ 其 命令 ヲ布 クー 一 非 レバ 起 ルべキ モノー 一  非 ズ此ノ 存在者 ハ 世界 ノ魂 トシ テ 

第 九 iSf 宗教 擧術 ノ  Si 係 ヲ論ズ  一 e: 五  ， 


眞理 一斑.  一 s: 六 

萬物ヲ 治ムル 一一 非ズ字 宙ノ主 トシ テ之ヲ 統御 ス ルナ リ彼ハ 11 神 ノ、： 一一 非ズ マタ 一大 生宰ぉ ナリト 

ス 我等 ハ共ノ 性質 聖德ト 天地 萬物ノ 聰明 ナル 構造 及 ビソノ 結局 元 K  一一  ^リテ 之 ヲ知ル 我等 ハ 其 完全 

ナ ルガ タメ 一一  之ヲ 嘆美 シソ ノ 政治 ノ故 ヲ以テ 之ヲ敬 崇禮拜 スト： 大擧者 宇宙 和合 論ヲ 著述 シ， ヲ 1:- ク 

一一 方 リ敬崇 ノ念ロ 一一 溢 レ出デ 、 in ク 嗚呼 萬 有ノ光 ヲ以テ 吾人 ノ心裡 一一 爾ヲ 欽慕 ス ルノ念 ヲ起シ 之 一一 

由 リテ爾 ノ榮光 一一 昇 達 セ シメ ント欲 スルノ 天地 ノ 造成 者 萬 物ノ主 ョ我爾 ガ我ヲ シテ萬 物 ヲ樂マ シメ 

面ガ手 ノ作レ ル モノ ヲ以 テ悅ビ 二 堪へザ ラシ メ タル ヲ厚 謝ス我 爾ノ與 へ タルカ ヲ以 テ此ノ 著述 ヲ成 

就セ リ我 此ノ狹 K ナル 心ヲ以 テ爾ガ 無限 ノ德ヲ 窺 ヒ知レ ル限リ 其榮光 ヲ此書 ノ讀者 一一 示セ リ若シ c 比 

蟲 ニ均シ ク且ッ 罪人 ナ ル 我ニォ ィ テ爾ノ  if, 德ヲ 濟スべ キ r ヲ 述べ シ 「アラバ 願ハ ク ハ我ヲ 啓 發シテ 

如何 ナル事 ハ言フ ベ キ カヲ敎 へ ョ若シ 天工 ノ餘リ 二 美妙 ナル  一一. S リテ 過激  一一^ リシ r  ノ若ク 爾ノ榮 

光 ヲ顯ハ サン トス ルノ 著述 一一 オイ テ自 已ノ タメ 一一  人ノ 譽レヲ 求メシ r ァ ラバ 溫柔 慈愛 ノ 祌ヒ ト へ 1 一 

之 ヲ宥恕 セョ願 ハク ハ此 ノ書ヲ シ テ爾ノ 榮光及 ビ人ノ 安康 ヲ 殖セ シメ ョ天ノ 調和 ョ爾ラ 邪 和 if ヲ 

頌美セ ョ新タ 一一 萬有ノ 妙契ヲ 發明セ シ モノ ョ耶刺 華 二！！ 歌スべ シ吾 ガ魂ョ 生命 ノア ラ ン限リ 爾祌ヲ 

譜 美 セョ物 モ靈モ 我等 ガ知ル モ未ダ 知 ラザル モ萬物 ハ彼ョ リ出デ 彼 一一 依 テ存シ 叉 彼 ノウ チ 一一 在ルモ 

ノ ナリ其 ハ我ラ ガ爲ス ベ キコ トー 一 テ未ダ 成就 セザル モノ 多ケ レバ ナリト 歸納理 學ノ祖 ト稱セ ラ ル 、 

ベ II コ ンノ 如キモ S 斯ル 感嘆 ノ言ヲ 吐露 セ リ斯ノ 如 ク古來 學術ノ 史上 一一 最モ 英名 ヲ輝カ セ タル 人々 

ハ 深遠 ナル 擧術ト 深遠 ナ ル 奉敎 心 ヲ 兼ネ 具へ タルコ ト疑フ ベ カラ ズ 彼等 ガ 奉 敎心ノ 感慨 ハ 智力 ノ 發 


明 ト兩立 合 和 シ タル ナリ眞 正ノ 學術宗 敎何ゾ 相反 スルモ ノト 謂フべ ケンャ 

ゆ ノ新發 ハぉ 一一 敎舍ノ 反 對スル 所ナリ キト 云 フモ ノアレ ド 是レ最 モ大ナ ル 誤解 ナリト ス t.: へ 

、ペ レ —ォ. ガ^ 迫 一一 遭へ ル如 キハ歷 上 ノ事實 一一 シテ反對論^^ノ引證ス ル所ナ レド此 等少數 ノ例ヲ 

引 テ敎. ^：: ハ常 一一 舉術ノ 新發明 一一 抵抗 セリ トイ フハ無 板 ノ妄兑 一一 過ギズ 何トナ レバ 浙ノ 如ク 抵抗 シタ 

ル實 例ハ決 シ テ 論者 ノ 揚言 ス ル如ク 衆多 ナ ルー 1 非ズ 寧 術 ノ 歷史 • ヲ 熟知 スル モノ ハ 新發明 ノウ チ多ク 

ハ 敎會或 ハ 祌舉 ネノ 妨害 ヲ被ラ ズ シ テ 平安 一一 進歩 スルヲ 疑 フ能ハ ザ ルナ リ 

.p!s: カ敎八 I: ハ m 心 想 ノ 自由 ト 矛盾 セル 主義 ヲ持 シテ 十九 世紀 ノ 文明 ヲ攻， スル モノ、 如シ 前 法皇 ピ ャ 

ん第 九世ガ 一 千 八 百 六十 四 年 一一 公布 セル 異端 八十 筒條ノ 禁令 ノ コ ト 即チ此 レナ リ然レ 之 ヲ以テ 基 

5. 敎ノ 全體ヲ 非難 セント スルハ 玉石 ヲ？ ^「滑 スルノ 誤謬 ナリ 況 ンャ之 一一 由リ テ 基赞 敎北ハ レ自ラ ヲ駁， 

セント スルー 一 至リテ ハ 最モ 非ナリ トス 何ト ナ レ バ 基督 敎ト 某督敎 # ト ハ 實 一一 殊^ ナ ル モノ ナ レバ ナ 

リ 敎人  1: ノ 非^ ヲ 摘 示 シテ其 ノ道ヲ 難 ゼント 欲 スルハ 恰カモ 朿京 ノ 舉 士食院 ノ 失策 ヲ舉 ゲ テ 寧 問 ヲ 非 

難 スルー 一 異ナ ラ ズ 豈以テ 當ノ 所爲ト 做 スべケ ンャ故 一一 宗 敎家ノ 失  一一 リ 其道ヲ 難ゼ ン トセ バ 其敎 

理 ノウ チ  ーー£^カラ斯ノ如キ結衆ヲ生ズべキ訓誡ァリャ不门ャヲ撿定セザルべカラズ天、モ敎(加特カ敎) 

ノ 弊 ヲ 舉ゲ テ 某将敎 ヲ 雞ゼ ン トス ル 論者 菜 シ テ聖經 ノウ チ 一一 左ル敎 理ヲ 發 シ 川：： タリ ャ否ャ 

蓋 天主 敎 ハ 同 ョ リ 基赞敎 ノ 正統 ヲ嗣 ゲル 者 一一 非ズ 半途  一 了ンテ 妄信 ノ 岐路 一一 迷 ヒ人リ タル 者故斯 ル 誤 

謹 一一 陷 イリ タルコ トァ ルナ リ然レ レ，^ 3  ノゴ トキ ハ 一 一一 其ノ 失策 二 注目 シテ其 美 ヲ埋沒 セン 
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眞 1 - 

c ま 一お  1 w 八 

トス ルー 一 似 タリ 豈 君子 ノ屑シ トス ル所ナ ラ ン ヤ^— ー プル ノ說 二 依 レバ g; 世紀 ヨリ 卜」、 し  一一 ノ 

ル 欧洲 暗 世 ノ 寄惡 ハ 悉 ク 其 ノ 責 ヲ 天主 敎會 一一 歸セ ザルべ カラ ズ斯ク 長 遠ナル 年月 ノ  , 一^ レル 蕃.. 力 

ノ 形 形 ラ解說 セ ン ガ爲 一 1 唯一 ッノ 原因 ヲ以テ セント スルハ 最モ 奇異 ノ  g. 論ナ ル ベ シ 《お 時ノ  Kntis- ヲ熟 

察 セ バ此ノ 暗世ヲ 生起 セル 原因  一 一丁 ンテ 足ラ ズ即チ 口 ゥ II マ 帝隨ノ  ，：JJj- 亡 ヨリ 起レル 阔家ノ 形勢^ ク テ 

マ タ 社會 ノ 秩序 紊 レ テ 風俗 陵 夷 セル コト 基叔 I： 敎 ト： E 抗 セン ガ 爲 一一 東方 ノ 妄信 迷 護ノ敎 ヲ ュ 輸 

入セ シコト 北 狄ノ襲 來及ビ 從前ノ 制度 瓦解 シ 夕ル コトナ ドハ 共 ノ娱モ 著明 ナ ル き 一一 非ズ ャ，； 小 二 1 

ゥマ 帝國衰 翻ノ勢 猛烈 一一 シテ 百般 ノ 文物 消滅 ノ恐レ アル -1 方 リ能ク 之 一一 抵抗 シテ終 一一 舉問ノ 復與ヲ 

^  、ン 宗敎 ノ 改革 ヲ 成就 セル 者ハ 迷妄 一一 陷 リタ ル敎會 ノウ ザ 一 1 0 セ ル 其 K 叔：； 敎ナ リギ 、、^ 1 ク 敎 今 ヽ 

a ゥ マト 北狄ノ 世界 トノ 間 ヲ聯結 セ ル 一 大鏈鎮 一一 シ テ 之ガ 文明 ノ 起本ナ リ キ敎 八ヴガ 近代 ノ 文 匕 二 及 

セ ル 影響 ハ 基督 敎 ノ 反對 者及ビ 辨護者 ノ 想像 スル ヨリ モ大 イナ ラント 思考 ス 云 々 導敎 ノ 欧洲 一一 に 

リテ ョ リ 推究ノ 精神 勃興 シ 遠大 ノ 議論 活澄 一一 ナリ 不朽 ノ 著書 亦 少カ ラズ 人心 ハ f: ネク、 述動 シテ人 S 

ノ 幸福 一一 係レル 問題 ヲ講 ジ タ リ 基督 敎 ハ 人民 ノ心ヲ 卑屈 ナ ラシ メタル 多祌敎 ヲ 仆シ、 \. ヲ 高尙 ノ  ， ；，， 

一一 進メ テ靈ナ ル祌ヲ 拜スル 一一 至 ラシ メタ リ靈 ナル 祌ヲ拜 スルハ 人心 ノ 一  大 進歩 二 非ズ シ テ 何ゾ ャ 

基督 敎 ノ 歐洲 一一 普及 セント セシ時 一一 方リ 71^: マ 帝 面 ノ 文化 其 ノ 高點 一一 達 シ 騸奢淫逸風..^^ シテ 人民、 

文弱 花 美 ノ弊 一一 流レ 高尙 ノ 氣節 ヲ失ヒ 形 而上 ノ 事物 ヲ 侮慢 シ 飮貪 ノ 擧 天下 一一 橫 f 了セリ S フレー 一 f  ； 夷 

人寇シ テ 猖獗ヲ 極 メ像敎 夷俗 及ビ 無政府 ノ 有様 ヲシテ 至ル所 一一 遍カ ラ シ メント セリ 某- 叔 M: ^比お  一一 


デテ 天下 ヲ 改造 スルノ 任 ヲ負ヒ 非常 ノカ ヲ以テ 夷俗 ヲ敎 化シ 其 偶像 ヲ 毀 タシメ 制度 ヲ設ケ 法律 ノ尊 

贵 戎儼ヲ 灰復 シ 一 日 一 g: 沌タ ル形狀 一一 陷リ タル 中 ヨリ 更 一一 純粹 高貴 ナ ル 文明 ヲ生 出セリ 其 功 亦 偉 ナ ラ 

ズ ャ 藤 ヲ 熟讀 セル 擧者ハ 當時暗 世及ビ 敎會 ノ最モ 腐敗 セ ル 頃甚叔 H 敎 / ぼへ 理 ハ 隱然其 ノ？？ 一一  在リテ 

勢力 ヲ 四方-一 發布シ 諸ノ 弊害 ヲ改 メン トメ 止 マ ズ 敎 法 改革 及ビ 歐洲 維新 文 明ノ甚 礎ヲ^ ゥ セル ヲ 知 

ラ ン 人類 ノ 進歩 ヲ 以テ學 術ノ發 見及ビ 機械 ノ 創作  一一 ノ ミ歸ス ル論者ハ 敎法改革ノ晨星ナ ル.^^—叫，—ク 

^ノ 起リ 夕ルト ボヒミ ヤノ ジ ョ ン •— ハ II スガ 死 ヲ以テ 浙道 一一 從事 シ 己レノ  ^人 ヲ シ テ 思想 ヲ 活潑ナ 

ラ シ メ： a 宗敎 改革 ノ緒 一一 就カシ メタル トノ  ニ事ハ 印 版 ノ術未 ダ發見 セラ レザ リシ 時 ナルヲ 忘 ルべカ 

ラ ズ叉 一 INT ガ 九十 五ケ 條ヲ ウイ ッ テム ペル グノ寺 門 一一 釘シ タ ル ハ 望遠鏡 顯微 錯^ 便 

法ナ ドノ 世- 出デザ ル前ナ ル ヲ 記憶 ス ル ヲ要 ス然カ ノ ミナ ラ ズ彼 ノ義氣 凛然 タル 「ピ ゥリ タン」 ノ 

敎 徙ガ英 n 一一 現ハ レテ 一 千 六 百 四十 九 年 及 一 千 六 百 八十 九 年ノ大 革命 ヲ行ヒ 英阈及 ビア— メリ 力 聯邦 

ノ.！ ：>EW 度 ノ  礎ヲ 設ケタ ル ハ 實  一一，^ 1 ッ ト若ク ハ アルタ，^ T^vx, ノ生 レザル 時 一一 在リ シ ヲ心 一一 銘セズ 

ン バ ァ ラ ズ余ヲ 以テ 之ヲ觀 レ バ 鎮界 一一 涉リ 心性 一一 深 ク關係 セル 眞理 ァリテ 先. ヅ 人心 ヲ 興起 シ而シ テ 

後 一一 寧 術 上ノ發 見及ビ 機械 ノ 創作 之 一一 亞グ是 レ 古 來歷^  ノ 明示 ス ル所ナ ラン 

ドレ 1. プル 若シ ^^^ノ實驗理學ヲ 一 讀シ タラ ン 二 ハ 斯ル 妄見ヲ 吐露 ス ル 二 至ラ ザ リシ ナルべ シ 

,^r^ ハ 有名 ナル 基 Mm 敎ノ 反對 者ナレ iii 歷史ノ 事實 一一 據リ 說ヲ 爲 シ テ曰ク 奴隸ヲ 解放 シ 工作 ヲ導ク 

ノ風ヲ お) シ 工業 ノ 開化 ヲ以テ 征伐 侵掠 ノ 開化 二 代ラ シ ム ル 二 オイ テ最 モ功ァ リ シ ハ 基督 敎ナ リト又 
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rn ク 基督 敎ハ道 德ノカ ヲ以テ 人心 ヲ 動力 シ 所有 f シテ 本心 ヨリ 奴？ 解放 セシ メタ リ比ノ 風ハ盖 

當時ノ 社會 二 普ネカ リ キ故 二 法皇 第三 世ガ 基督 敎國 二 オイ テ 奴隸廢 4^ ノぉ S シ タ 

ルハ已 二 數 fc 年ノ 間 天下-一行 ハレ 居 タル 習惯ヲ 公 ャケニ 發令 シ タル 二 過 ギ ズ ト 

^ゥ マ—、 グ リシ ャ 等ノ 哲擧士 ハ役奴 ノ非ナ ルヲ知 ラズ叉 工作 ノ尊 キヲ 覺ラ . ザ リシナ リ ァ" TK, ト 

ゥ トル m ク 吾人 ノヽ 農 人 及ビ H 夫無ク ン バ 不便 ヲ 來サ V レノ ヲ 得ズ 然 レ |等 ハ 公事 二 與カ ル r ,、 ズ 

叉 驚 ト稱 スルニ 足ラザ ルナ リ彼ノ 輩 9 大 ノ氣ヲ f ル事 難ク 大丈夫 ノ まず ルコト^ ズ何 

トナ レバ 彼 ノ輩ハ 給料 ノ タメ 一一 働ラ キ 自然 輕薄ノ 精 祌無キ ヲ 得、 ザ レバ ナリ 彼ノ  f 奴錄ト ノ 養 ハ 

外面-一 f ルノミ 彼 輩 ハ奴隸 タルべ キ モノ ナリ 余 f ク 尸 疆十 分ノ 富ヲ 致 シ以テ 之 ヲ購ヒ ルカ 

或 ノ 十分 ノ 權カ ヲ握リ テ 之ヲ 奴錄タ ラシ ムルヲ 得ル- 一至 ラン 事 ヲ左レ バ 吾 ガ自出 ナ ル 少年 ハ 商業 ヲ 

擧ブ ベ カ^ト ナ レバ 之-一ず テ 彼等 國民タ ル ヨリ 終 一一 工夫 ノ 地位 二  I スレ 、、ハナ リトル 後き 

年 ヲ經テ ロウ マ 一一 シ セ 口— ァリ公 首 ノロ ク凡 ソ國民 タラ ン モノ ハ H 商ノ 業務 ヲ奴錄 及 I 放 セラ レ タ 

ル モノ  ニ委ネ ザルべ カラ ズ 何トナ レバ 給料 二 依頼 スル モノ ハ自ま ルヲ得 ザ レバ ナ リー， ノ如ク 

ナレノ 何 レノ曰 力 役奴ノ 惡風ヲ 矯正 スルヲ 得べ キ 基督 敎 ハ 直接 一一 此ノ 誤 見 - 一反 對シ大 ニ之ヲ 改ムル 

ノ 感化 ヲ 普及 セリ ^^:1<^自ラ 僕ノ 狀 二 來リ 以 テ 3r ャ， ノ 文明 二 反 シ テ 使役 勞動ヲ g に 

セ デル ノ 精神 ヲ發揮 セリ. ハ躬ラ 天幕 ヲ造 ルヲ業 トシ 己レノ 手ヲ以 テロ  二 糊 スルヲ # ミビ 人ニ敎 

へ テ 曰ク 人若シ 勤勞セ ズ ン バ 亦食フ 「勿 レト此 ノ精祌 《一般 二 信者 ノ 間 二 受授 シ タル モノ  二 テ比ノ 


现ヲ _ 者 書 二 講談 二 世人 二 向ッテ 說明シ タル モノ 枚 擧スル 二 遑ァラ ザ ルナ リク リソス トム ロタ 奴 i ヲ 

殘 ま：： スルノ 罪ハ咎 メナ シト思 フ勿レ 人お ノ 法律 ハ 人類 ヲ 二等 二分 テドモ 上帝 ノ法ニ ハ此ノ 一^別 アル 

コト 無シ又 口 ク 吾人 ハエ 作 勞動ヲ 恥 トス ルコト アル 可 ラズ無 乃 徒手 爲ス コト 無キヲ 蔑視 スべ キナリ 

爾ノ父 ハ 货族爾 ノ母ハ 逮徒ナ ル ハ 良シ是 ノ如キ ハ 格別 ノ事 二 非 ズ我ニ 示 ス 二 爾ノ 性行 ヲ 以テ セ ョ 唯 

之 ニ巾リ テ 我 能ク爾 ガ贵キ ヲ知 ルナ リト 此ノ 精祌ハ 千 百年 ノ 後 二 至ルマ デ 敎會ノ 間 二  1 セ ザルヲ 

以 テ m 一 奴 解放 ノ 成績 ヲ 今日 二見 ルコ トヲ 得ント ハス ルナ リ是ヲ 以テ見 ルキハ ドレ， ー ブス 力 基督 敎ノ 

勢力 ヲ 蔑視 シ テ最 乇 回敎ノ 民及ビ サ 叫 人 ノ 感化 カヲ 推 尊 セント スルノ 妥護 ナル 「明ラ カナリ 

敎 ^^d. 敎會ノ 如キ妄 謹ノ中 一一 圍 マレ テ在リ ナガ ラ尙ホ 學問ノ 上せ 〈他社 會ノ 事 二 功績 ァ 

リシ コト斯 ノ若シ 余ハ他 ノー  事ヲ 示シテ 論者 ガ 基督 敎ヲ 以テ學 術 二 害ァリ トス ルノ 妄ヲ 辨ゼ ン 

巢術 ノ發^ ハ 祌 i ヨリ ハ 無 乃 物理 i ノウ チ ョ リ 抵抗 ヲ蒙ム リ シ コ ト多シ トス ホイ ー ゥ H ルノ， S 

納法 舉術史 二  n ク， rr。—r3>r^  ノ 說 ハ 祌 i  ノ ゥチ ヨリ 反對ヲ ゥケズ 則 ハチ 從來ノ 天文 學？^ ョ リま 

^ノ 妨害 ヲ被ブ リシナ リ ト是レ yYT, 一  ノ 預期シ タル 所 ナリト 云フ氏 ノ說ハ 容易 二 ，人ノ 信用 

ヲ ル能ハ ズ其ノ 漸ャク 二 シテ學 術 社會ノ 是認 スル 所トナ リシ ハ蓋數 星霜 ノ後 ユア リキ ベ，' コ ンノ 

如キ歸 納舉ノ 首唱者 スラ頌 然此ノ 新說ニ 抵抗 シ死ニ 至ルマ デモ 其现ヲ 悟ラザ リシナ リ テ地動 論者. 

ヲ^ 斥 メ曰ク 彼等 ハ 大地 ヲ 諸方 二 馳驅セント欲スル少數ノ御者ナリト.^-^^^^^曰ク英國^ 

テ， TTYT^l^ ノ說漸 ャク. 勢力 ヲ得ル 二 至リ シ ハ 有名 ナ ル 敎 正^^,^ 1^  ノ カニ^ レリ 又 ユウ ト 
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一 五 二 

ンノ 引力 說ハ 如何 ナル 運命 二 遭ヒシ ャト問 フニ 十七 世紀 及ビ 十八 世紀 ノ初ッ 方-一天 下 ニ名ヲ # レ 

看 哲學士 ハヒゥ イジ H ンス 、TT^ 、^！ ^ン IH^. 及ビ H 刃ト 派 ノ學士 ヲ始メ トメ 

大抵 此ノ 說ヲ 非難 セリフ ラ ンスニ オイ テ 尸 ^ルが 一 千 七 百ー 一十 八 年 英國ョ リ itf.^ ン テ比ノ 

說ヲ 稱道 セシマ デハ^^  ノ論 一一 信 ヲ措ク モノ 甚ダ稀 レナ リキ 同氏 ノー  f  口 ク此ノ 時マデ ハ英國 

ヲ 1 シ f ヽ何 レノ 所-一 モ 引力 說ヲ信 ズル モノ 二十 人ノ 少數 一一 モ足ラ ，ザ リシナ リト ガ血液 

09fai^.^f  二 之 ヲ嘲ケ リテ氏 ノ治ヲ 請フ モノ 俄 力 二 其 數ヲ减 少セリ き 

キハハ アベ ィヲ乇 ツー ァ疯顧 ノ人ナ リト云 フー 一至 レリ 一 千 七 冥 十九 ンネル ガ M 痘術ヲ 發，. し ヒ 

シ トキ 各國ノ 醫士 悉ク 之， 一 抵抗 セリ又 顯霧ノ 世 ニ出デ タル ノチ 一軍 ヲ經 テスラ 巴 里 ノ大， 之 

二 由リテ 發見シ タル 事物 ヲ探 用セズ 公言 シ S ク人ハ 己レノ 想像 スル 所ノ モノ ハ何ニ テ モ顯微 5 

テ見ル コトヲ 得べ シ ト言ァ 3,3  •  3  - 云 へ ル 人ガ 意識 -ー 關 セ ズ 全ク 故意 二 出ズ シ テ 述， 

スルノ カァリ トノ新 說ヲ發 明セリ 此說 ハ 近来 世人 普ネ ク眞理 ト認 ムル所 ナレド 當 時氏ガ 王， - 豕學完 二 

其ノ 意見 ヲ呈 シ之ガ i トシ テ頭 ヲ切斷 セル 龜ノ 運動 スル 狀ヲ 叙べ タリ 滿場ノ 人 多クハ 其ノ？ 嘲 

ケリ 中-一 モ 一 人 ノ擧士 ハ氏ニ 一書 ヲ與 へテ曰 ク龜ハ 調味 シテ汁 ト爲シ タル 後ニテ モ尙ホ 生活 スルャ 

ト同 震ノ精 i ラク 《之 二 外 ナラザ リシナ ラン ハ 一千 八 I 十七 年 再 ビ此ノ 說ヲ 讓學院 

二 呈出、 ン タレ ド衆 學士ハ 又モャ 是認 スルニ 足ラズ トシ テ之ヲ 排斥 シ タリ ト云フ 以上 揭載 セル 所ノ亊 

實 ハ其 ノ萬ー - 一過 ギザ ル モノ トス 敎 家-一 シテ斯 カル 所爲 アラバ 論者 ハ得 タリ 賢 コシト 之ヲ以 テ基條 


敎^ 雞ノ资 二 充ン トス ルナ ラン 現今 英國ノ 王家 擧院 二 長 タル 人ハ ハックス レイ ニ非ズ ャ同學 院ガ曾 

テ M 々ノ 新說ニ 抵抗 セル 事實ヲ 擧ゲテ 今日 之ガ會 員 タル 所ノ 人々 ヲ 非難 セ バ 如何 ン 叉同學 院ガハ 

,.^1 ル 一一 抗抵 セル. ヲ以テ 攀術ノ 所 爲ナリ ト云ハ V 如何 ン 何人 トイ へ iH 之ヲ 誣言 ナリ トス ルナ ラ ン然レ 

醇ガ 天主 敎會ノ 措置 ヲ 以 テ 全 ク 主義 ヲ 異 ユセル 今日 ノ 敎會ヲ 非難 シ或ハ 敎食ノ 失策 ヲ 以 テ 基督 

敎 自身 ノ 失策 ナリ トス ルガ 如キハ 何、、 ソ之ト 異ナル 所ァラ ン ャ 

是ヲ 以テ觀 レバ 敎會 ガ昔シ 學術ト 抗爭シ タル コト アル ハ 事實ナ レド 論者 ノ言ヒ ハ ヤス 程 一一 ハ 非ズ假 

令 此ノ如 キコト アル モ是レ 敎畲ノ 罪 一  シテ 基督 敎ノ責 一一 歸スべ キ モノ 一一  非 ザ ルナ リ 

余 今日 一一 至 ルマ デ世ノ 論者 ノ 言 フ所ヲ 聞 クー 一 敎家ガ 學術 一一 抗抵 セル 事實 ヲ擧ゲ テ之ヲ 辨難 論議 ス ル 

モノ 多シ トイ へ 卜 モ學 術家ガ 淺簿ナ ル意兑 ヲ立テ 、聖 經ノ 義理 ヲ 誤解 シ 漫然 其ノ 非ヲ嗚 ラシ テ II 一 

信仰 ノ 進歩 ヲ害シ タル コ ト少 カラ ズ抑 擧術モ 宗敎モ 同ジク 人性 一一 根柢 セル モノ. 一一  シテ 各々^ 冇正當 

ノ 領分 ヲ治ム ル モノ ナ リ何ゾ 獨リ學 術家ノ ミ其ノ 寃屈ヲ 世人 一一 訴フべ キノ 理ァ ラ ン ャ 敎家モ マタ己 

レノ 權现ヲ 伸張 スルヲ 得べ シ若 シ或ル 敎家ガ 眞正 ノ 學術 一一 抵抗 セル ヲ非 トセ バ 叉學 術家ガ 眞正 ノ 敎 

法 一一 抵抗 シ タル ヲ 非難 セザル ベ カラ ズ曾テ 一一 ゥ トン ガ引 カノ 說ヲ 世 一一 公布 セ シ 卜 キ 或ル學 術お ハ 共 

說ノ  經ト 牴牾セ ズ反ッ テ其ノ 意想ヲ シテ更 一一 高 尙ナラ シムル モノ ナル ヲ悟 ラズ之 ヲ以テ 基督 敎ヲ 

駁擊 セン トセ リ乂 ラプラ ー スノ 輩ガ攝 霧 說ヲ唱 へ タ ル 時 輕躁ナ ル學 者ハ之  一一 .2リ テ無祌：^^1ノ 根據ト 

認メ タリ 吾人 ノ觀ル 所ヲ以 テス レバ 近時 ダ ルゥ キン ノ 唱へ出 セル 進化 說 ハ 未 ダ學術 上確實 ナ ル 事實 
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一一 非ズ トイへ ドモ 極メテ Iffl ナ ル設理 一一 近シ トス 而シテ 其 意義 ヲ正當 一 1 解！： ス レバ 毫モ 有神論 及ビ 

基督 敎ノ 組織 ト 相背ケ ル モノー 一  非 ズ左レ バ 基督 敎熱 信ノ 學術 家及祌 舉+对 一一 シ テ其說 一一 左 祖 シ テ之ガ 

爲 メ  II ハ分ノ 上帝 ノ妙川 一一 感ジ タル モノ 頓ル多 シ或ル 有名 ナル 學士ガ 進化 說ヲ 以テ 上帝 論 ヲ 廣大 ナ ラ シ 

ムル モノ ト爲 セル ハ故 ナキコ トー 1 非 ルナ リ然 ルー 一 學 者或ハ 進化 說ヲ以 テ宗敎 ヲ駁ス ルノ料 一一 充テ之 

一一 山リテ 無祌說 ヲ唱へ ン トス ル モノ ァリ —r ェ）， 、—フォー グトノ 如キ是 レナ リ 進化論 ハ 夙 一一 彼、 ノ妄 

用スル 所トナ リシ ガ 故-事情  一 I 疎 トキ 或 ル敎家 ハ知ラ ズ識ラ ズ無神 說ト逃 化. ぉト ヲ： ：！： 視 スルー 一： ム丄レ 

リ 今日 或 神 學者ヲ シ テ 容易 一一 此ノ 說ヲ 是ト 認ヌザ ラシ ムル モノ ハ 蓋， 711 エケ ル 、 r^^^ 者 流 ノ妄： 15^ 

一一 歸ス べキ モノ  モ多シ ト ス 博士 カルペ ン トル 曰ク 近世 ノ 學術 ハ 十：： へ 一一 比ブ レ バ 一一  審 I：  ノ 方向 ヲ 

取リ タリ 學者 ハ 特 一一 萬有ノ 秩序 一一 着目 シテ元 因ヲ求 ムルヲ 本色 ト セ ル 神 舉ト全 ク 分離 スル  一 I  ：ム 丄 レリ 

是レ學 問 ノ獨立 ヲ爲サ ンガ タメ 一一  必要 ノ事 ナラ ン然 レドモ 物理 學ガ 已レノ  域ヲ 超越 シテ已 レノ考 

想 セル 宇宙 ノ 秩序 ヲ 述べ テ 天地 ノー： 几因ヲ 解說シ 得タ リ ト做サ バ是レ 己 レ-屬 セザル li^ 分ヲ 犯 ス  一一 

チラ ズ斯ノ 若クナ レバ 學術 ノ最乇 良友 タルべ キ モノ ヨリ 非常 ノ 抵抗 ヲ受ル 一一 至ル何 ゾ惟シ トス ル 一一 

足 ラン ャト 二 千 八 f.:! 七十 二 年大英 國舉士 會院 一一 テ演諫 セル 一文 ヨリ 抄 ス) W 心 フー 一進 化： お ヲシテ 

せ： ハノ 正當ノ 伴侶 タ ラ ザ ル無祌 說及ビ 唯物論 ト初メ ョ リ 分離 セシメ バ 其ノ 進歩 今日 ヨリ モ 迅速 ナ リシ 

「ナラ ン是ノ 如 ク古來 學術家 ガ妄リ 一 一宗 敎ヲ非 トシ 無 极ノ說 ヲ立テ 、信仰 ヲ 妨害 シ タル モノ 少 カラ 

ズ學術 家 能ク其 罪 ヲ免ル ベ ケ ン ャ然レ 人 ハ 斯ル 事寶ヲ 以テ學 術ヲ厭 惡スル 「無 シ蓋 シ學 術ハ或 


ル 學 術家ト ハ 全 ク同  ーノ モノ-非 ザ レバ ナ リ 論者 $ ェム ラ ク ハ 無祌 說及ビ 唯物論 ト 舉術ヲ 混同 セ シ ム 

ル勿レ 

第二 古へ ヨリ 學術 上ノ發 兒ト gl- 經ノ所 說ト頗 ル反對 スト 見 H タル コト モア リタ レバ 學術愈 i ^ケ如 1- 

經ノ解 詁漸ク 進歩 スル -從ヒ 矛盾 スル所 次第 一一 消 H 行キテ 一 致 合和ノ 形狀ヲ 呈スル 11 至 レリ 彼ノ地 

學ノ如 キ始メ ハ 摩西ノ 創世記 ト全ク 齬スル モノ  、如 クナ リシ モ今ャ 著シキ 協和 ノ簡所 ヲ顯ハ セ 

リ ^、！ 等ノ 著書 一 I 就 テ見ル ベ シ 費 へバ 世界 ハ六 日間 1 一成 レリ ト云 フ說ノ 如キハ 學者大 - 

異議 ヲ唱へ タレ ド素ト 創世記 ノ日ノ 字 ハ必ラ ズシモ 二十 四時 間ノ謂 ヒー 一 非ズヒ ブル 語ノ  r ョム」 ハ 

幾何 ト モ限 ラザル 時期 ヲ云フ モノ ナリ加 レ之 其ノ第 一 日ノ如 キ之ヲ 二十 四時 問 ト見ル トキ ハ 到 其 

義ヲ 解スべ カラ ズ記 11 曰 ク祌名 II 光 者 1 曰 レ晝、 嗜 者曰レ 夜、 是乃 元日 ト此 一一 暗 トイへ ルハ 前節 一一 淵 面 

晦其 トイ ヒシ コ トヲ指 スナラ ン又此 1 一 光 トイ へ ル ハ 前節 ニー  光ァ レト言 ヒ以 テ造リ タル モノ ヲ 指スナ 

ルべ シ故 一一 光暗ノ  二字 ハ 今日 ノ晝夜 ノ如ク 時 ヲ云フ 一一 非ズ單 一一 其 現象 ヲ言フ 一一 過 ギザ ルべ シ而シ 

テ 光 一一 前 キ立テ ル 晴夜 ハ £^ン テ 今ノ 十二時 ナリ シ 力 淵 面 晦冥 ト ハ 何時 ノ 顷 ヨリ 始 マリ シャ 第一 日ヲ 

以テニ 十四 時間 ト 做 ス可ラ ザ ル以テ 見 ルべシ 論者 或 ハ 言 ハン トス 祌學者 ハ 學術ノ 進歩 一一 迫ラ レ 止 

ム ヲ得ズ シテ此 カル 說ヲ 附會シ タル ナラ ント然 レドモ 地質 學ノ未 ダ開ケ ザル前 一一 方リ 紀元後 三百 五 

十四 年ノ昔 - 系統 祌學ノ 鼻祖 ァ ゥガ ス チ^ノ 曰 ク未ダ 太陽 ノ 無力 リシ 頃 ノ此等 一 日ハ： 1: 等ノ 義ヲ微 

スルャ 其 所謂 晝夜 ナ ル者ハ 未ダ 成就 セザル 萬有ト 已 一一 成就 セル 萬有ト ノ區別 一一 非ラズ ャ左レ バ せハ朝 
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ヲ 「プロ プ トル」 「ズぺ シ ィム」 (模形 若 クハ稀 族 ノ發現 セル コトヲ 云フ) ト名ケ 北 〔夕ヲ 「プロ プ トル」 

「プリ ゥ ァテヲ ネム」 (消失 ノ義) ト名ク ベ シ ト此ノ 見解 ヲ爲ス モノ ハ 獨 リア ゥ ガス チン ノ ミナ ラズ 

イリ 一一 ヤス、 オリ ゲン、 バシル、 ナ ジ ァ— ン ゾ ス ノ グリゴリ ー 及ビ 近代 一一 下 リテハ カルメ 、v:,ITr^ 、力 

ゥ ル 等 諸賢 ノ 解釋ナ リ キ而シ テ 此等ハ 皆 地質 學ノ 開ケ ザ ル 以前 ノ 人ナリ トス 殊  一一、 mini ス べキハ 十：： へ 

ノ ユダヤ 國ノ 學士- 一一  シテ 創世記 ヲ新 ノ若ク 现舍 シ タル モノ 少 カラ ズト云 フ是レ g や： 經ヲ適 常 一一 解. 釋ス 

ル トキ ハ學敎 相反 ケル モノ 一一  非ザル 一例 ナルべ シ 乂彼ノ 進化 說ノ 如キモ チ  ーー^^^經ノ趣3::ト£北：ナル 

モノ 一  1 非 ズァゥ ガス チ ンノ言 一一 曰 ク祌ハ 物質 一一 力 ヲ賦與 シ之ヲ シ テ或ル 境遇 一一 於テ發i^::-セ シ メリ： テ 

有機 ノ 體形 ヲ生ジ タ ル ナ リ乂タ E ク 喬木 一一 發現 ス ル所ノ 諸 物 ハ核ノ 屮ニ含 マレ ぉル ガ 如ク： t ガで  =j 物 

ヲ造レ ル 卜 キ 宇宙 ハ 總テ ノ モノ ヲ含 蓄シ タ ル チラ ン 元始 迭成ノ 時 天 池 ハ 將 成的ノ 乇 ノ ヲ包 ゲン 55 タ 

ル コ 卜 蓋 疑 フぺ キー 一 非 ズト： K 、レ ヨリ 敎 法 改革 ノ頃 マデハ 祌舉者 ハ 强 テ 動梳物 ノ  せ ヲ 唱 へ ズ や， 生 

說ヲ 主張 セル モノ 少 カラ ザリキ ミヴァ ー 曰ク 昔時 ノ 徒 ハ 今日 ノ 人が 罰 スべキ モノ トは 做ス 議論 ヲ 

罰 セザリ キト C1 ウジ ョル • ベ ー コ ンノ 首ヒシ ハ 進化 說 一一 ツイ テ： ：；^ モ其ノ 常 レルヲ J リー ュ ト 娘シ劍 ^»<ぉヲ 

兑 レバ 眞 二  ^造 ノ字ヲ W ヰ タル ハ人ヲ 造レル トコ コト他 一 ケ所 トー 一過 ギズ 餘ハ 5.:: 池 〈に シ ク之ヲ 牛： ピ 

ョナ ドトは FI タリ 吾人 ハ 祌ガ 數多 ノ 順序 ヲ 踏 ミ テ 萬 物 ヲ 造成 セリト 云 ヘル 進化 說 モ放テ 經  一一 m ル 

コ ト無ク 又 有神論 一一 北 ほお スル 所ナキ ヲ知ル 譬 へ バ 吾人 ハ 父母 ヨリ 生レ タリ トイへ iH 以 テ神ョ リ ラ 

レ夕リ ト做ス 一一 妨、 ゲ無キ  ーー=^^ラズャ8^書.^人體ノ造成ーー ツイ テ 11 示 セル 所 一 一一 シテ足 ラズ屮 一一 就 午 


テ： ：！^ モ^ 明ナル モノ ハ左ノ 二 文 ナリ曰 ク耶和 華祌、 以ニ塵 土 一造 レ人、 暇 ニ生氣 1 二 其 愚？ 而人爲 二 生 

戴 T  (创世 記 二 章 七 節) 叉 III ク我 被, 造, 於 二 喑處？ 被：， 聯， 1 絡 於 地 之 深淵 ハ 時 我 之 形體無 feh 乎 レ爾、 

今 我^ 爲 A 胚、 而爾 目已鑒 VN、 我 之 日 未, 成， 一 其  一 ？ 悉乃已 定呰錄 1 一 於爾之 策！ ト余 未 ダ此語 ノ^ 義 

ヲ悉ク 了解 スル 能ハ ズ 何トナ レバ 事已 一一 隱所 一一 渉リ 秘奥 ノ境 一一 關ス ル所ァ レバ ナ リ然レ iH 之 ヲ以テ 

進化 ノ^ー I 比 iii スル トキ ハ幽カ 一一 其ノ 意義 ヲ悟ル モノ アル 一一 似 タリ 

第三 宗敎 ト舉術 トハ互 ヒー 一 相反 セザ ルノ ミナ ラ ズ頗 ル緻 I？ ナル 關 係ヲ冇 スル モノ ナリ 

S 孤人ノ 智識 ハ同 ヨリ 一 一一 シテ ニ無シ 共 發表ス ル所ノ 方向 ト形 狀ト  一一. S リ テ共ノ 種類 ヲ異 一一 スル 1 一至 

ル 學術 ト云ヒ 折 ri 學 ト云ヒ 或ヒハ 宗敎神 擧ト云 フモ同 I ナル 人智 ノ 管^ スル所 互 ヒー 一 相 须ッテ 進行 ス 

べキ モノ トス 譬へバ 擧術ノ 若キハ 宇宙 ノ 現象 ヲ觀察 シ類ヲ 分チ法 ヲ立テ 、現象 ノ次 &ヲ明 ラカー 1 ス 

ル モノ ナ レド 哲學ノ 境界 一一 屬スル 第一 原理 一一 倚 ラザル ヲ得ズ 若 シ此等 原理 - シ テ仆ル レバ 經驗 ノ舉 

ハ板據 無 キ. 乇 ノト ナル ベ シ 叉哲學 ノ如キ ハ 經 驗ノ學 一一 由リ テ其ノ 適用 ス ベ キ事實 若ク ハ 講究 スべ キ 

問題 ヲ 供給 ス ル 「無 クバ 非常 ノ 趣味 ヲ 呈スル コ ト能 ハ ザ ル ベ シ si 哲擧ノ 原理 ハ 的確 ナ ル事實 一一 適用 

セ ラル、 場合 一一 於テ ノ ミ 吾人 ノ 知識 ヲ 進歩 セシム ルヲ得 ルナ リ 哲學ノ 原理 ハ 心鍵ノ 羽冀ナ リ然 レ iH 

經驗 一一 由 リテ得 タル 事實ノ 大氣中  一 I 飛翔 セザル トキ ハ 玄妙 ノ境 一一 達ス ルゴ ト能 ハザ ルナ リベ ー コ ン 

曰 ク擧問 ヲ修ム ル モノ ハ經 驗ヲ主 トシ 或ハ獨 斷ヲ尊 ブス 風 ァリ經 驗ヲ主 トス ル モノ ハ螻蟒 ノ如ク 唯 

蓄積 シテ 之ヲ川 ウル ヲ知 ル獨斷 ヲ貴ブ モノ ハ蜘妹 ノ如ク 己 レノ身 ヨリ 晃ヲ 經營 シ出サ ント欲 ス蜂ハ 
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此ノ 一 一 者 ノ中問 - 立チテ 田園 ノ花 ノウ チ ヨリ 物ヲ吸 牧スレ ！ ii 自ラ盡 力 シテ之 ガ經練 ヲ爲シ 乂能ク 之 

ガ 模形ヲ 成就 ス抑 哲學ノ 職ハ蜂 一一 類スル モノ トス 何トナ レバ 其 ノ依ル 所 全 ク心才  一 I  ノ ミ 限 ラ ズ 义 天 

下ノ 事物 ヲ記性 中 -1 蓄積 スルヲ 以テ足 レリ トセ ズ即 チ之ヲ 悟性 - 照 ラシ テ經 練融 化スル -在 リイ.^  -I 

吾人 ハ 經驗學 哲學ノ 純 乎 タル 交 和  一一. S リハ發 スル所 多 カラン トス ト歐羅 巴 中世 ノ哲舉 ハ 人" 力 モ 蜘跌ノ 

爲ス 一一 做ヒ事 實ヲ重 ンゼザ ル風ナ リシ ヲ以テ 其 ノ成鑌 彼 ノ如ク 陋劣 ナ リシナ リ. g 對者ノ ，在ヲ s^t 

トセ ル祌 學ノ 如キハ 學術及 ビ 哲學 ノ 事 實眞理 一一 依 ラ ザ レ バ 宇宙 ノ原固 ヲ間發 スルー I 至ラ ル ベ シ .tr ベ 

シ 人心 ヲ シ テ絕對 的 一一 係 ハレ ル意想 ヲ懷カ シムル モ 天地 ノ 事實無 クバ 全 ク 不可 識 一一 シ テ 止 ミ ナン 何 

トナ レバ 祌ノ 見ルべ カラ ザル 事物 ハ見ル ベ キノ 物象 一一 由 リテ明 ラカナル 一一 非ズ ャ斯 ノ如ク 人^  ノョ 

大藏域 ハ互 ヒー I 交 涉スル 所 アル モノ トス 

加 フ ル  一 I 學術 モ 哲學 モ 之ヲ尋 綠 シ テ 次第 - 至極 ノ 地 -1 至 レ バ 究竟 神 學宗敎 ノ 部内 一一 進入 セザ ルヲ 得 

ズ 蓋 吾人 ガ 前韋 -1 於 テ 崖樓陳 セル 如 ク學問 ノ道ハ 現象 ヲ 見聞 類^ スルー 一安 ンゼズ 終 一一 天地 ノ.^ 來ヲ 

極メ 無限 ノ モノ ヲ 考察 セント 欲スル モノ ナリ故 一一 西 國ノ擧 術 ハ其歸 スル所 宇 { 巾 Ira 闢 論トナ リシ 一一 非 

ズ ャ或ハ ハ ヒ ケル ノ如ク 物質 一 元 論 ヲ 主張 シ或ハ r<,YX セ— ル I ノ如ク 不可 識的 ノ說ヲ 1? フ或ハ 宇宙 ヲ 

解 說スル - 實體ヲ 以テシ 或 ハ元因 ヲ以テ ス 又最モ 多數ナ ル擧士 ハ 宇宙 ヲ究察 シテ終 -ー 基督 敎ノ^ 祌 

論 一一 出入 スルモ ノア リコ ムトハ 施行 元因ノ 論ヲバ 學術 ノ部內 一一 置クべ カラ ズ 一 タビ 之ヲ； ii ズ レ バ 祌 

擧ノ議 論 止 ムヲ得 ベ 力 ラ ズ ト說 ケリ然 レ 氏 施行 元 因 ヲ講ズ ル ハ 學術ノ 要 3ei ナ レ バ ^^ノ  說  一 I 乇 


拘ラズ ^ノ： f 終 一一 祌學 一一 入ラ ザルヲ ill ザル コ ト叩， カナリ 

ノ 舉 問 ハ 宗敎 ノ 議論 天 地ノ IS  說  一一. H リテ 鈹舞セ ラレ タルコ ト少 カラ ズ余ハ 此ノ； ^1^ ヲ 鶴 

セン ガ タメ 反對家 ナル チン ダル ノ 首 ヲ用ヰ ン 曰ク 原始 ノ人 一一 间冇セ ルース 錄 動力 ァ リ テ其 m 心 想ト疑 

§F トヲ 天地 現象 ノ本 一一 向ハ シメ タリ 其 紫 動力 ヲ 子孫 枳嗣ギ  一 &a 强大ナ ラシ メタル ハ即チ 今 ロノ 舉 

トノ述 動ヲ敛 舞スル モノ ナリ 事物 ノ 起原 ヲ 思考 スル 1 一方 リ. き 一一 兌 H タル 吾人 ノ 祖先 ハ智 カノ 許 

ス限 リ之ヲ 修練 セリ 云 气ゼ— ル マ ン ノ， ir^T^ ガ 唯物論 史 一一 曰 ク 古來デ モク リタ スノ 外グ リシ ャ ロウ マ 

ノ 梨お 上發兑 ノ 大家 一一 シ テ 唯 物 派 一一 屬シ タルモ ノア ラズ 之ト 反對 ナ ル 意 想、 模形若 シ ク ハ 熱心 等 ノ 

諸 流 一一 出入 セル 人士 ノウ チ 一一 ハ 吾人 ノ最モ 尊重 スべ キ舉 術家少 カラ ズ殊 -數 现ノ舉 一一 注意 スべ シ M 

乇 高遠 ナ ル 折：： 舉及 神擧ノ 巨魁 タル—。 1,^^^ ゥハ 古代 - 在リテ 數學ヲ 最高 ノ點 一一 達セシ メタル 舉者ノ 鼻 

祖ト稱 セザル ヲ得ズ 云々 之ヲ要 スルー 1 宗敎 ノ 念 愈 明 ラカー ーナリ 有神ノ 說漸 ャ ク高尙 ノ點 一一 進ム トキ 

匕ノ妙 m ヲ講明 セント 欲 スルノ 心 勃興 ス ル亦 自然 ノ數ナ リト謂 ハザル ヲ得ズ 古へ ダビデ ガ ベ ッ 

TT? ノ綠野 一一 在 リテ彼 ノ燦爛 タル 雲漢ヲ 眺メ天 ハ 上帝 ノ榮 ヲ顯ハ スト 云ヒ キリスト ガ 野徑ノ 花、 

樹 K ノ，： IT ヲ兑テ モ祌ノ 恩惠ヲ 知ルべ シト言 ヒシ ョ リコ ノ カタ 基督 敎徒 ノ科舉 一一 熱心 ナル モノ 擧ゲテ 

算フべ カラ ズァ 、祌ョ 我爾ノ 後一 ー從ッ テ爾ノ 思想 ヲ讀ム ト 云ヒシ ハ獨リ 天文 ノ 大家 ナルケ フ レルノ 

ミ 一一 非 ルナ リ 天下 斯ノ如 キ擧者 其 幾人 ナルヲ 知ルべ カラ ズ 

今士  1^ 者ノマ へ 一一 諸 葛亮ガ 出師 ノ表ァ リト假 定セョ 文字 ヲ撿 點シ 字句 ヲ讀 下ス ル是レ 所謂 經驗 學ノ職 
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眞理 I 斑  一六 〇 

務ナ リ 文章 ノ照應 ヲ究メ 議論 ノ全 體ヲ 概括 ス ル 是レ哲 擧者ノ 長所 一一 非ズ ャ數 千年 後ノ 今日 一一 や- ； テ 

面前 其 人 ヲ見ズ トイへ 1H 武侯ノ 忠誠 表 文 一一 溢 フル 、 モノ アル 一一 感ジ欽 仰 愛慕 ノ情 11 堪ヽズ 夢，^ 

岡 一一 遊ビ 神馳 シ テ 先帝 托孤 ノ狀 一一 接 スルヲ 得 泣 涕發奮 シ テ 措 ク能 ハ ズ是レ 宗敎 - 類似 スル モノ 一一 非 

ズャ 字句 ノ勞解 詁ノ業 善 力 ラザル 一一 非ズ 唯其ノ 充備 セザ ルヲ 如何 セン 凡ソ 大丈夫 タル モノ ハ亮ガ 文 

章 ヲ 讀 ン デ終 一一 亮ガ 賢明 忠誠 ノ 德 一一 感 ジ 奮然 興起 シ テ 亮ガ 人ト 爲リヲ 慕 ハ ズ ン バ 有 ラ ズ 天 地 ノ 現象 

ヲ 觀察 シ テ 其ノ 全體ヲ 包括 スルノ カァリ ト雖乇 未ダ 天地 ノ 思想 ヲ覺ラ ズ萬物 ノ 德義ヲ ^破 シ テ h 帝 

ノ 大智大 能及ビ 全備 ナル聖 德ヲ頌 美 スルノ 心無 キ モノ ハ 正當ノ 地位 一 1 立ッ モノ 一一 非ズ, T 呼學 問宗敎 

ハニ途 一一 分レ タレ ド實 際ニ途 一一 非ズ 究竟 ス レバ I  -1 歸 ス世ノ 擧者ガ 擧術ヲ 以テ宗 敎ヲ駁 攀スル 所以 

ノ 乇ノハ 未ダー 一 者 ノ眞味 ヲ悟ラ ザル モノー 一  非ズ ャべ ー づ ン 云 ク神ョ 爾ノ受 造 物 ハ 吾ガ害 ナ リ キ然 \ 

JH 爾ノ 聖書 ハ 我最 モ之ヲ 重 ン ズ 我 田園 外庭 一 一才 ィテ爾 ヲ求メ 夕 レド爾 一 1 邂返 セル ハ逮， ノウ チナリ 

叉曰ク づ ナル理 學ハ人 ノ心ヲ シ テ 無神說 一一 傾 力 シ ムレ 理學 一一 深遠 ナ ル： it ハ人ノ 心ヲシ テ宗敎 一一 

造詣 セシム 何トナ レバ 人 心ガ 單 一一 散在 セル 第二 原因 -I 目 ヲ注グ トキ ハ 之 一一 安 ン ジ テ更 一一 進 ムコト s:、 

カルべ キ モ諸ノ 原因 聯絡 シ テ 相與 一 1 其 目的 ヲ逹 スル ヲ見レ バ 終 一一 造化 ノ 攝 理及ビ 上帝 ノ 許  一 I 上 ラ ザ 

ルヲ 得ズト 

眞理 一斑 大尾 


福 音 道 志 流 部 序 

今や 基督の 道駸々 乎と して 吾が 阈に行 はれん とする に 方， 敎 書の 需求も 亦 極めて 大ぃ 

なる rJ となる ベ し 然るに 同志の 傳 道士 屢.^ 嘆息して 曰く 敎 * の 著述 已に 少しと する に 

あらね ど 繁簡 其の 當を 得て 能く 聖 道の 要旨 を 說き其 堂に入る の 階梯と 爲 して 衆人に 頒 

布すべきもの甚だ稀れな，c^と余頃日尾三の地方に傳道するの際亦之と同 一 の 感慨 を 起 

さくる を ず 故に 主事 鞅掌 中の 餘暇筆 を 採 ft- て 此の 小冊子 を 編し たれ ど 果して 吾が 望 

を 達する を 得べき や 否 を 知らず 試みに 之 を 活字に 付して 之 を 公け にす ると 云爾 

明治 十七 年 ♦ 

十 一 月 岡 崎の 客舍に 於て 

謙 党 主 人 識 

字 


第 一 章 

をし へ  たいせつ 

宗敎の 切要なる を 論ず • 

われ つら/ \  ありさま  / 

予熟々 世の 狀態 を視 るに 人生 僅かに 五十 年 七十 は古來 稀な り 其の 生る ^ や 露霜のお ける に ひとしく 

其 死ぬ る や 宛ながら 幻し に 異ならす 昔し 後醍醐 帝繼々 世の 浮沈に 遇 ひ 具ぶ さに 艱難 を眷 めた まひて 

い^つき  は かな 

終に おもき 疾病に か、 りて 頓て 消え ゆかんと する 生命 を架敢 みて 

た-^ 

露の 身 を 草の まくらに おきながら 風に はよ もと 憑む はかな さ 

くちずさ  ふ；^ ども 

と 口占み たま へ る も實に 然る ことにて あらゆる 書籍 を 探りな ば 斯る言 は 殆ど 數 ふるに 堪 ふべ 力ら す 

一一と わざ  た。 し さ くひ 

然る を 世の 人お ほく は 日 々 の營 業に 眼 をう つし 浮き. 逸 樂に魂 を 飛ばし 朝より 夕に いたる まで 飲食の 

さと さまよ おる  、 ， ゝ 

鄕に 彷徨 ひ 行きて 少しも 此の 邊に心 を 用 ふる こと を 知らす 是 れいと も 危うき ことならす や 古 へ より 

むご そか  U とわり 

心儆 にして 能く 物の 奥 を 究めん としたる 人 は 常に 思 ひ を此に 凝らし 深く その 理 を 推し 尋ねたり 中 

め  つま こ 

に は 愛でい つくしむ 妻子 を ふり 棄て」 深山のお くに 道 を 求めた る もの も ありき 蓋し 世界 は 如何なる 

と-一 フ  め あて  い クニ  ， ぃヴニ さ 

境遇に して 何等の 目的 あるに やわれ 人の こ k に 現れ 出で たる は 何 所より なるや また 何 所 を 向して 去 
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福 一音 道 志 流 部.  二 

る ものなる や 或 ひ は 世の中 は 何に へん 朝 ぼらけ 漕ぎ 行く 舟の 跡な きが ごとと 觀念 する も あり 或は 

をし へ  さ  sr.-\ 

いづれ かの 宗敎を 修め その 道に 依りて 此の 大事 を 思ひ識 めんと する もの あり 左て こそ 阔々 に ！S タの 

をし へ  いまく ぜ  ないがしろ 

宗敎 となんい へ るもの、出で來れるなれ現今の世の習俗として動もすれば妄りに宗敎の^をーri^^如に 

ひた す- :1 

し 只 名利の 途に迷 ひて おのが 住む 世界の ありさま を 思 はす 只管に 邪惡の 海に 漂 ひその 身簿 氷の 上 

に 立 つ な る を も 覺らす 夢 の 世 を 夢 の うち に 住 み暮す もの 十が 七 八に 居る なるべし せめて は 此の 秕を 

覺 めて こそ わたら ま 欲しき ものなる に 尙ほ覺 めすして 夢路 をた どる は 是非な くもまた 哀れな りこ ^ 

われひと  つまり 

ろみに 思へ 吾人が 額に 汗して 爲す ところの こと は 結局 何等の 益 か ある 粒々 辛苦の 生 IS も て は 如何 

をし へ  •  つか 

なる 功 を か 奏すべき 若し 宗敎の 眞理を 知らす も あらば 盡く空 を 捉み影 を 捕 ふるに 同じ からん 或る 說 

たと へ  はか リ ごと 

にい はく 設令 わが 身の 生命 あらん 限り は 望を遂 ぐるに 由な きにせよ 子孫の ために 謀 を爲 すまた 善 

ほね をリ 

からす やと 是れ 深く 思 はざる のみ 何ん となれば わが 勞苦を 受け 嗣 ぐべき 子孫 も 悉く われに 等しき 人 

類 なれば 失望の 期限 を延 すの みに て 其實少 しも 異な ると ころな かるべ し斯く の 如くならば 人生の 勞 

苦 はま 煙りの ごとくに 消え 行ん とする にあら す や 衆して 然 らば 此の 生命 は 生きて E. 斐 なき 生命たら 

ざる を 得す 仁と いひ 義と い ひ 或 ひ は 道理と 呼ぶ も 空しき 名に 過ぎす 之 を 喋々 する も 何の 益す ると こ 

ろ あらん やと 斯く思 ひ 来れる やから も 少なから すと い へ ども 更に 之を考 ふるに 仁義 決して^ 名に あ 

らす 此れ わが 良心の 絶えて 與 せざる 說 なり 世界 は 幻の ごとく 兒 ゆれ ども 何れに か 堅！： にして 動かす 

變ぜ ざる もの あるべし 良し 世の なか をば 虚しき 影の みとい は い へ 影 は必ら すし も その 形に 添 ふ も 


の なれば 何れに かその 本 原なる 實體の あるべき こと 疑 ひなし 世の 人み な 知らす/ \ 此近理 を 信す 故 

も. -ち  なべ をし へ 

に 千た び 失敗に 遭 ふ も尙ほ 懲りす まに 新たなる 望 を 起すな り 且つ 渾て 宗敎て ふ もの は 此の ひと 

つの 望 もしくは 信仰に 鈹 舞せられ たるより 眞實 にして 堅 同なる もの を 出さん と はした るな り 之 を 

しも见 出す ことなくば 世に ありて 更に 眞正 の 安 尉.』 を 得る にぬな からん とす バ ゥ a が祌 なく 望 あるな 

ありさま  をし へ  たれ かれ けじめ 

しとい へりし は即 はち 此の 形狀に ほかなら ざるべし こ、 を 以て 宗教の 道 は 甲乙の 差別な くみな 人の 

ゆる がせ 

忽 諸に 爲 しがた きものと いふべ し 

支那の 文 王と いひ けん 人 は 道 を 望みて 未だ 之 をみ ざる もの、 如くす と 古き 書に も兑 えたり 是れは 善 

を 慕 ひ義を 務め 德を 建て & つねに 飽き 足らす おも ひしな り それ 道德は 天の 尊爵 なりこれ を 十分に 養 

ひえす 不善 改 むる こと 無く 唯 歳月の 改まる のみに て われ はいよ く 故り 行き 今日 尙ほ咋 日の ごとく 

き 5. うじん  Jtic はるまで 

依然として 鄕人 たる を 免 かれざる は古來 賢き 人 等の 終身 其の 憂と なした ると ころな り われに 罪惡ぁ 

る は あだか も據れ たる 屍 を 抱く に 異ならす 之 を ふりはなたん とすれ ど 肉 慾 邪念 放 僻の 鏈 しかと 結び 

て 解け やらす われ を 永遠の 死に 陷 いれん とするな りよし や 不思議の 力に より 己に 克 ちて 善 を 行 ひう 

か み  さ JI 一ろ そむけ 

るに 至る も已に 犯した る 罪 をい かに せん 一 とたび 惡を行 ひて 天地の 大法 を 破り 上帝の 意 に 戾る上 

は その 責罪惡 と、 もに 永く 消 ゆる こと ある まじ 若し 罪に して 消えす 罰に して 免れが たくん ば 何ん の 

たのしみ か樂 しからん 何の 榮花か 喜ぶ に遑 あらん や 此れ 良心の 人 をして をの」 きを それし むる 所以 

をレへ 

なりと す此 等の 事 ども はみ な 人に 取りて は 至って 重き 問題なる べし 而 うして 宗敎て ふ もの は 專ら之 
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^  ^  ^  よの ひと  ないがしろ  r はし 

をき- 說 する わさに しあれば 世人が 之 を 蔑 如に する は 甚だ 理.^ なき ことならす や 

くにひと  をし へ  あ 3J 

4 やわが 國人は よりもち 傳 へたる 宗敎を 後に して 大いに 開明の 路に 進み 復び 從來の におる 

くた r 一  し  一  b  ,  ,  I  * 

すきに 非 す^れ ど 前の 條に說 き 示せる 如く 宗敎は 人の 須臾 も 離る まじき もの なれば た. -1^^ の 迸 をが し 

却て た 0 まで は 中々 に便惡 しき Hi のみ 多 かるべし 必ら すまことの 1^ へ 敎を擇 みて 之に し！^ は 

,  C  おじた け の  こども  C あは  -7 

じ 之 を 上.., るに 淘 やく 身長 延びた る 人に 兒 時の 衣 は 似合し からね ど 之 を 脫棄て たるま.^ にて はえり 

て 世の なかに 耻を 輝かす わざなら す や 又 わが 奮の 家 住み 憂し とて 之 を 住ま ひすつ る はおけ.， ども 今 

住むべき 家 を^ ^ に 造す ば 風雪 露霜の 浸し 来る を 如何ん かすべき 今 曰の 無 宗教家 は 憂き ふしに 

遭遇 ひ 其の 身 死に 垂 とするとき は 何 を 以て 其の 心 を 安 すん べき ぞ又共 子弟の 漸次に 惡 しきな P に 

染みん とする をば 如何にして 救 はんとす るぞ 一 人の 身 はさて をき 此の 堂タ たる 此の 大曰 本阈を 如何 

にせん 不仁 不智無 禮無義 は 人の 役な りとの 語 も ある 如く 德義 興ら ざれ は國の 元氣振 はす 國の 元氣振 

はざる と き^と 國民を あげてみ な 他に 使役？ に 至るべし 若し fe^ と 正の 叙 t¥ とき は 一身 ー國 のうへ 

ぃjす^M等の危害立ちどぃ^^Aに至るべし然るをきき衣似合しからすとて敢て赤裸なるを好み或ひは葡の 

家 住ひ惡 しとて 刖に 家居 を 設けす 最も 誇り 貌に露 宿す ると もがら は |ハ に 道 を 語る に 足らざる なり 
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まし 
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グ リシ ャ のァテ ン ス人は 事毎に 鬼祌を 尊み お ほくの 偶像 を 安 S して 之に 事 へ たりし がそのう ちに 

ら ざる 神と い へ る もの ありき 使徒 パ ゥロ之 を 見て われ 汝ら が識ら すして 拜 する もの を吿 げんと て眞 

Q か おん ご ろ  か わき みち 

祌 のこと を 懇に 說き聽 せたり 思 ふに 世の 人 久しく 上帝の 道 を 忘れ 岐路に 惑 ひ 人り たる を もて 天に 在 

かたち  くら や »Q うち 

す 父を認 むる こと 能 はす 其狀 あだか も 暗 冥 裏に さまよ ひ 行く に 似たり ける 然は あれ どもお のれの 拜 

すべき もの を 求め 限りなき もの を尋 ぬる は 人の 止み難き 願 ひなれば 終に 似 も 付ぬ 偶像 邪祌を 崇め 其 

とリ け，？。  二と はリ をし  si 

の 禮拜を 草 や 木 や もしくは 鳥獣にまで 及ぼせり 物の 理を 推て 之を考 ふるとき は 最も 淺問 しき ことな 

まこと ^か！^  のぞ みた ふ  ，  、  あ. リ さま 

ど 眞神を 知らす 知らね ども 之 を 知らん と 欲する の 欲望に 禁る能 はすお のづ から 斯る 愚かしき 狀能化 

<VJ,^:\  -リ まれつ き そん は 

と はなれる なり 天が下に ありと あらゆる 邦 國の人 皆 此の 如くなる を兑れ ば祌を 求む る は 共 天性に 其 

いにしへ いま  二、  し  5.、 

れる ことにて 古今の 別ちな く 悉く 知らざる 祌を 崇め 居た る ものと す斯を もて 觀れば 人 は をし なべ 

て 神 を 慕 ひ 求む る ものな り大體 より 論 するとき は 天下に 虞 正の 無神論者 あるべ からす 或 ひ は 快樂に 

むさぼ  -リち 

耽り 功名 を 貪り 或 ひ は 慷慨 悲歌の 至り 天 を 仰 ひで 嘆き 或 ひ は 億兆の 人の 問に 交 はり 花 d| 風月の 藥多 

さ， ひ し おも ひ 

きな かにお いて 尙 且つ 寂寞き 想念 を 起すな どた とひ 偶像 を拜 せざる も そのこ、 ろは實 に識ら ざる^ 

つ ぬ  一 1 、ろ. » が-は  たち まち  こ と 

を 慕 ふ ものに 外なら ざるべし また 平生の 日に は 意 得 貌に神 はなしな ぞい ふ もの も 一 朝 非常の 變 故に 

0- まれ ンき もち まへ  たすけ  か- しみ なか か^なし ろんしゃ 

迺 ふとき は その 天然の 性質 を顯 はして 神の 祐助を 求む るに 至る 憂愁の 中に 無神論者 ある ことなしと 

い へ りし は 蓋し 此 等の 理由な らん 基督 敎の道 は 世の 人の 識 すして 求む る祌を 明かに 吿げ 知らし むる 

ゆか リ な 

ものな り然 にば 基鲁敎 の祌と 人の 心と は 全く 緣故 無き ものなら すなほ 飮 食の 創 渴 におけるが 如き も 
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0 音 道 志 流 部  し、 

ブ 

のなる ベ し 基督 敎は 人の 求む る もの を與 へその 尋 ぬる ものに 遇 はし めんと 欲する の 首 一. り 

世に 無神論者と 稱 ふるもの あれ ど 神 無しと いふが ごとき は 人の 得て 能す ると ころに 非す 何とな ，0.,^、 

天地 は廣く 世界 は 極めて 大 いなる ものな り 人の 智慧 を もて 之 を 知り 悉す こと 得 こそなる まじ けれ 宇 

宙の 間に は 如何なる 勢力の 行 はる、 にや また われび との 見聞す る 此の 現象 は 如何なる 乎繽に 由り て 

斯くは 成りた る ものなる か 遣す ところ 無く 之 を 探り 了ら すん ば 神 無しと はいふ を S^T じ となれ， よ b 

、ゝ HM 1 <  います  ことがら 

力 探り 遣せ ると ころに 神の 存在 を 必然と する 事實 ある も 測られざる にあら す や 人 ま 悉く  _ ^也 も 

みと ほ  1^  f  、  i  T  , ュ  # 

ろの 物 を 洞見す の 力 ありすな はち 自ら ひとりの 神と ならざる 限り は、 II まで も I^IJIt たる こと を 

得べ からす 

さ  『 

左 はいぶ もの. -ゎカ 知識 聞 見の 及ぶ 限のう ちに ありて 神 あるの 證據を 得すん ば われ 未だ 祌 ある を 知 

ら とい ふ も 不可な し然れ ども 未だ 十分に 心 を ひて 其の 憑據を 求めす 妄りに 斯る 臆斷を 下す まん M 

理に悸 り 道に 背く こと 之より 大 いなる はなし 故に 神 無しと いふと もがら は 論す るまで もな く 吾 神 あ 

る を 知らすな どい はる.. 人 はこ、 ろ を ひろめ 思 を 精 ふしてお のれ 言 ふところ を 1^1  ポ へざる ベから す 

さ  ォカ じと  ち；； ^  ^1 

左て 吾人 知見の 及ぶ ところに は 果して 上帝 存在の 證據 無き か 余 必らす 其の 明證 ある を 信す 下の If 

な はち 之 を說く 

今世界の 事物 を考 ふるに 人畜の 生す るより 風土 山川に 至る までみ な 前の 變 化より 来れるな り 前の 變 

化 はまた その まへの 變 化より 來る雙 化より 變 化に 溯 ぼり 次第に 其の 本 を 推す とき は變 化の！？ ^ に 至 


お ま もと 

りて 止む 比の 九 原 はすべ ての 變化を 引き起す の 原因 なれ ど 自ら は 他の カを軿 ますお のれに. W りて 獨 

一) とまり  こと はり 

り， する ものな り 之 を 原因結果の 理と いふ 此の 明かなる 理に 依る とき は 天地に ひとつのお ほいなる 

原因の ある こと 疑 ふべ からす 何と なれば 末 ありて 本な く 流 ありて 源 無き とい ふ 道瑰は ある まじ 已に 

比^ 世界 あるう へ は 神に も あれ 太 極に も あれ 或 ひ は物體 にも あれ 必らす や 之が 原因た る もの あるべ 

どころ  ちが 

ノこ. T こ 至りて は 無 神 論者 といへ ども その 所見 こそ 異へ决 して 異論 あるべく も はれす すでに 天地 

お I  霧  i と 

に ひとつの 4^ 原 ある こと 明なら ば 又 こ- -に 別の 問題 自 からいで 來 たる ありすな はち 天地の 大 原なる 

もの は 如何なる ものなる やとい ふ 此れな り 

十！： き 歌に いはく 

吉野川 そのみな かみ を尋 ぬればむ ぐらの しづく 萩の したつゆ 

と實に 此のうた に 見えた る ごとく 吉 野の 川の 淸き流 はい さ、 かなる ところより 起れ りと い へど また 

更に 之れ をお も ひみる にぎ 野 川は诀 して その 起因に まさりて 大 いなる もの にあらざる を 知らん その 

J£ か！^  つど あつま  お ほけ  r  J  > 

k ヒ はむ ぐらの しづくな るに もせよ 集 ひ湊り 寄り合へ る 水の 多 i れば こそ 斯る 大河と も 成りた るな 

れ 故に 知るべし 吉野 川の 水 は 其 起因と する 雨滴 小 流の 集 ひ よれる 總 量より 多から す 或 ひ は 之に くら 

ぶれば 稍少 きか も 知る ベから す 斯の理 を 單に吉 野 川の みに 限らす 天地 問 一 切の もの はすべ て 之に 漏 

つ 5*  やすら 力  ：  '  J >  

^ざるな り 之 を 約め て 平易に いはぐ 末 は 本よりも 大 ならす また 高 力らざる S なり M; 凡そ もの- - 原因 

は 充分に 其 結果 を 生す るの 力な ど 其の 他 之に 欠くべからざる もろ/ \ の 资格を 具へ ざる を 得ざる は 
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もはや 論す るまで もなからん 

こと はリ 

此の 理を 知る は 天地の 原因 を 知る の門戶 なりす でに 1: 戶に 入り たれば いざ これより は 共の 堂 こ 進ま 

さ  ありさま  かみしも.  ' i  / 

ん 左て 世界の 形勢 を 察する に 上 は 天文 下 は 地理 人畜 艸 木に 至る まで 資に美 を盡し 善を盡 したる もの 

にあらざる はなし 心して 之 を 見れば 恰 かも 一 篇の 文章 一 幅の 総靈 を：：！ 5- るに 異ならす 萬％ は ft の 13 

"くめ 

を 含蓄る 一 篇の 文章 なれば こそ 擧 者なる もの ありて 共の 理を 究め 道 を 論す る こと ある なれ 现を究 む 

るとは何ぞゃ天地のぅちに現れたる意義を究むることならすゃその道を論するとま：^,ぞ：：<^.^ー2?ひ^の 

- すじみち  われ ひこ  . - 

常^ 條 现を說 くもの なりと す 叉 宇宙 は 一 幅の 緣書： なれば こそ 吾人と もに 共の 布置 舍 意な ども 稱资し 

て 措く 能 はざる ことなれ 是を もて 考 ふれば 天地 萬 物 は 深奥なる 意義 を 含 や；，" み 維 致 美妙なる 布 S 契 介 

^ ら  ごと  rf.  ,t ろ 

畲意を 表： ±i はす ものな り斯の 若き 世界の 原因た ると ころの もの は 自ら： ル水 奥の 意義 を；；；^ ハ 、 たる： if<: 妙の 

お ほ もと 

ものなら ざるべ か らす之 に反して 若し 天地の 大木 をして 思慮 もな く 美妙 の 念 も 無き ものなら しめば 

此れ 大いに 原因結果 は 公理に 背ける ことにて 結果 を 生す るに 不和 應 しからぬ 原 ありと 爲 すに 異な 

ら ざるべ しその 愚 は 僅かに 一 滴の 雨露 を もて 大河 江 海の 木 原と m わ ふと 何ぞ擇 ぶべ けんや 

以上に 論じた ると ころより 推し 究めな ば 天地の 原因 は 靈智露 能 を r ^(へたる 上帝なる こと 知るべし 或 

-. 力ん 力へ  つち  くさき 

ひと Sfs なる 意見 を 述べて いはく 一  塊の 泥土 能く 美 魔なる 花卉 を 生す 是れ結 の iw:!^ に る もの こ あ 

つ ち くさ き  ひの ひか ゾ 3 めつ a 

らす やと 答へ て 曰く 泥土 は 花卉 を 生す る 一 元素の みその 外に n 光 雨露な ど 殊に 前より 生 ひ 茂り 居り 

あつ ま 

たる 花卉な 力る ベから す これ 等 もろく の 原因 湊合 りて 此の 結 菜 を 生す 花 舟の 美 はしき も 亦 まなら 


す や 

若し 此 天 也 の 原因 は 靈智 良能 無しと いは、.^ 是をも て 盲目と な し理義 をも辨 へ す唯大 い な る 機械の ご 

»^  すじ 擧 

ときもの なりと 做さ e るべ からす 此の 機械 は智 巧なる 運轉乎 もな く自 からして 能く 文理のう る は 

しく 整へ る 宇帘を 製造す るに If.: れり 奇怪の 談 これに 過ぎた る は 無 かるべし 且つ や 萬 物は& 目に して 

つ ひ  いと 5 

おもな く德 もな きものなる にの ち 終に 人の ごとく 智 あり 義理 ある もの を 造り 出せり と は 最も 信け 難 

ひと 

き 話な り 無神論の 困難 は 唯り これの みならす 天地 偶然に して 起り しならん に は 人生 もまた 偶然なら 

ん のみ 人生に して 偶然な らんに は 文明と いひ 眞理 とい ひまた 善惡 とい ふ も 悉く 偶然なら ざるべ から 

つま リ  こと はリ 

すその 結局に 至りて 斯る 法外の 說を 執らで 適 はぬ 議論 は 明白なる 自然の 理に 矛盾す る ものなる が ゆ 

いつは リ 

ゑに 護妄 なること 辯す るを俟 たざる なり 

おきて ；^ごそか  たが ひ 

加 ふるに 人世の 組織た る や 道德を 進め 悪 を 懲らし 善に 福 ひする の 規律 嚴 正にして 毛 厘の 差 ある を容 

わか 

さす 時として は 玉石し ばらく 混淆す るが ごとく なれ ども 良心 は 天の 公明 終に 之 を 判ち {#  くこと ある 

を 信じて 疑 はざる なり 聖書に いはく 眼 を 作れる ものい かで 見る こと を 得 ざらん や 耳 を 作れる ものい 

ひきおこ  ちから 

かで 問く こと を 得 ざらん やと 左れば 上來 論じた るが 如き 天地 萬 物 を 因 起せし もの は その 能力の 限り 

を 知るべからざる のみなら す 大智純 全 至 仁 至 公なる 一 大 原因た る こと 明らかな り 然り而 うして 是の 

如き もろく の性赏 を 具へ たる もの は靈に 非す して 何ぞ やおよ そ 天地 宇宙の あ ひだに 存在す る もの 

ふたつ  たも 

震と 物 l^EC と の 一 一 に 過ぎす 舊 へば 人の 心の 如き 即ち 靈 なりと す此 らもろ くの 性質 を 無限に 有ち て 純 
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全なる もの 之 を 上帝と 稱す 乃ち 靈 にして 見る ベから すと いへ ども その 妙 用に よりて 考 ふ.，， ま その... 

在お よび もろく の聖き 性質 は 明らかに 見る こと 得べ し 神の 存在 はわれ ひと 幸福の 關 はると ころ 極 

めて リ いなる もの なれば 其の 在す こと を 知る に 至る は 此のう へ も 無き 喜悅 とい はざる を 得ん や 

夫れ 祌； s!^ 物の 大原 なれば 純 全の 德を 具へ 至尊に して 對 すべき もの 無き の理 なり 若し i すべき もの 

ありて 衆多の 神の 存在す る あらば 何 を 以て か 之 を 至尊 もしくは 純 全な りと いふべき 若し 至尊に も あ 

らす純 全に も あら すん ば 何 を 以て か 天地の 本 原 萬 物の 首た る を 得べき ゆ ゑに いまく！^ が-?. -ー  こ レ 

<  あほく  あ ¥^  い t7  £^x^ 

て 二 ある ことなし 世の 人が 衆多の 神を崇 むる は 甚だ 理：^ なき 迷 謬に あらす や 

に 曰く 夫れ 宇宙と 其の 中の あらゆる 物 を 造りた まへ る 神 は 天地の 主にて を はせば 手に て 造れる 

殿に.^:1.^たまはすまた物に乏しくぁらせたまふがごとく人の手をもて事へらる.，ものにぁらす#は 

レ き  よろ ブ クー も 〔ノ-  ァ . 

^ど 4 と M 吸と 萬 物を與 へた まふ ものに あらす や 貴に 神の 子た ると ころの われら すら.^ 偶 畫像を もて 

^る こと 能 はす 且つ 無 靈無覺 なる 木石と りけ ものと 等しく せらる、 を耻 とす 況ん やだ^の 靈父. 

るに 偶像 を もてす るの 理ぁ. るべ からす 決して 神の 體を もて 金 或 ひ は 石な ど 凡そ 人の I, ザ を もて 11 

く  〈 き 者に 非ざる なり 神の 世 を 治めた まふ は 之を大 にして は國 家の 盛衰 天下の 形勢より 之 を 小に し 

て は  一^人の 生命 動作に 至る まで 一 切の 物事 を盡く 主宰り たま はざる はなし HI つ 主 は 我等お のく 

を 離る \ こと 遠から すと 此の 故に われら はすべ ての こと を 上帝に 委ね 變故 あれば 則ち 天に 吿 ぐる こ 

と を 得 われらの 幸福 何事 か 之に まさるべき ぞ耶穌 いはく 野の 鳥 を 見よ 敬す g すまた g に收 めすされ 


どなん ぢらの 天 の 父 は 之 を 養 ひた まふ 汝ら はかれら に まさる ものに 非す や 野の 百合 花の 如何に 生長 

  き はみ 

つ を 兌 よ^せす 紡 かす 左れ ど われ 汝ら にい はん ソ n モ ンが榮 花の 極 だ も その 被 ひ は 此らの ひとつに 

か； 6 「け  ま はり 

及ぶ ベ か ら すま た 曰く 汝らの 頭髮も みな ことん、 く數へ られ たりと 斯れば 吾ら 事 の 大小 を 問 はす 境 

遇の 幸 不幸 を 論ぜす 之 を祌に 托して 孟子の 謂 ふところの 法 を 行 ひて 靜 かにん 叩を俟 つに 如かざる なり 

たと へ  まな  つかさど 

設令法 をお こな ひて 靜 かに 命 を俟ん とする も 萬 物 を 主宰り て われらの 身のう へ に 係る 命令 を 下す も 

の 天に 在す ところの 父に あら すん ばいかで 泰然と して 心に 安き を 保つ こと を 得ん 祈禱 如何にせば 可 

C  わがへ や  かくれた る 

ならん 耶^す でに 之を敎 へ られ たり 曰く 汝ら 祈る とき は 私室に 人り 戶を閉 ぢて後 隱然に 在す 汝らの 

父に 祈れ 然 すれば 隱れ たるに 見た まふ 汝らの 父 は あら はに 報を與 へた まふべ し 左れ ど汝ら 祈る とき 

一一と くにび こ  くり かへ しごと  ことば  きか  まな 

は 異邦人の 爲 すに 倣 ひて 語 をい ふ 勿れ 彼ら は 首 多ければ 聽 れんと 思 ふなり 故に 汝らは 之に 眞似 

さぎ 

ぶべ からす そ は 汝らの 父 は 願 はざる 前に 汝らの 無くて かな はぬ もの を 知りた ま へ ばな り 左れば 汝ら 

はな  くに き》 り  ^ 一て ろ 

は斯 くこ そ 祈る ベ けれ 云く 天に 在す われらの 父よ 聖名を 崇めさせ たまへ 聖國を 格せ たまへ 聖旨の 天 

おひめ 

になる ごとく 地に もお こな はせ 給へ われらの 日々 の糈を 今日 も與へ たま へ われらに 負债 ある もの を 

われらが 赦る すごと くわれら の負债 をも赦 した ま へ われら を 試練に 至らし めす 反りて われら を惡ょ 

りすく ひ 出した ま ヘア ー メン 

是は祈 禱の標 式に て、 王の 禱 文と 稱す强 がちに 常例 斯 くの 如くに 祈れと いふに は 非す 祈 禱は先 づ斯く 

さと 

す ベ きぞと 論した ま へ るな り 
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第三 章 

人の 靈魂を 論ず 

ひ と  からだ 

人類 は 天下の 生物の 中に 於いて 體軀の 形狀最 とも 善く 整へ る ものに て 其の 美し さ 言 はんやう もなか 

るべ し然れ ども 其の 身 編の み を もて 言 ふとき は 他の 動物と 非常に 異なる ところな しとい はざる 可ら 

す 唯 其の 禽獸に 超れ て 萬 物の 首長た る もの は 霊なる 魂 を 具へ て 物の 是非 を刖ち 事の 善惡を 知る こと 

し，  一 でろ はたらき  u ゝろ  r ラ 

ぁォ はなり 之 を、 も 性の 作用と すそ もく 心性なる もの は 眼に て 見る ベから す 手に て 觸る& ベから す 

力 

色 もな く 臭 もな くまた 大，, ^輕重 ある ことなし 或 ひ は ひとつの 窒 のうちに 垂れ 籠め て 千里の 外 を 知り 

今 を もて 古 を 推し 能く 義 利の 別 を辨へ 自己が 意の 嚮 ふところ を 自由に 撰み 其の 一 了 ひて 付て 自ら 

の 免れ 難き を 知る 是らは 愈な 通常の 物體 において 未だ # て 見ざる 所な り 然るに 之 を もて， w-al の 作：：：：： 

と 爲すは 決して 理に 適へ る說に 非す 此を もて 觀 るに われらの、 $i は， fil! への ものに て 物 ぼに 非す ま 

た 物 K より 成れる 身驅 にも 非ざる なり 

つ か  ごうひ  ま , 

蒼し 身軀は 心性 の 使用 ふところの 機 ■ なれば そ の 强弱 盛衰 變 化に したが ひて 心性の P 大 に 鈍くな 

る こと あり 現今の 形狀 にて は 心性 は身艉 と.. もに 成り立ちて 用 を爲す ものなる が t に^の 如き はま 

し 力 

た^ょり 然るべき ことなり とす 然れ ども 此の 事實 あれば とて 心性の 靈 物なる をべ から 

,  ありさま  ； /| 

〃队 食の ために 胃腑の 容態に 少しく 變る ところ あれば 記憶 も 鈍， ひ 考へも 出で ざるに 至る こと 爆 ありと 


い へ ど 然れば 心性の 作用 は 腑の爲 すわ ざな りけ りと い ふ 人 は ある まじ 暖 部の 容態に 出て 心性 

わ ざ  あかし 

の 作 川 或 ひ は 進退す る さある も是を もて 思想 推究 皆頭腦 の所爲 なりと いふの 證據に 川 ふる を 得べ か 

らざ るな り F れんや 心性の 作用 は 頭腦な どの 如 く物體 より 成れる もの \ 有つ こと を 得 ざ る 性！^ e: を 4、 ふ 

るに おいて を や 且つ 心 は 能く 身 纏の 疲れ 弱りた る 勢 を 支へ あるひ は 病い よく 重りて 身體 死に 垂た 

るに 及ぶ も 心 はます く 高遠の 思を逞 ふし 反りて 健 かなる 時に 優れる 事 少なから す 體驅の ごとき は 

壯大 成熟の 期限に 達して 然うして のちに 漸く 衰へ或 ひ は 杖に 倚り 人に 扶 けられ 耳 襲 ひ 目 暗み 終に 血 

(湫 全く 消 へ 失せる に 至る 然れ ども {且 しきに 適 ひて 身と 心 を 養な へる 人 は年邁 みて 愈 才^« 嗜好 發 し 

ち 5 じ  のリ こ _ に 

德義 n を 追 ふて 佳境に 移る を覺ゅ 彼の 仲 尼の ごとき は 七十に して 矩を踰 すと いひた るに あらす ゃ然 

るに 心性と 身 軀とを 同 一 ものと 爲 すの 非なる は 理の最 とも 睹易 きもの なるべし 斯 くの 如き 說 は-中 (ム泥 

を 同視す る ものな り 豈信を 措く に 足らん ゃ靈 魂と 身軀と は 相 ひ 異なれる 種類の 實體 なる が 故に この 

いきお 

二つの も の、 夂ら すし も 存亡 をと もに すと いふべ からす 良し や 身 體は窘 へ 死ぬ るに 至る も 靈魂は 之 

5 けい  み こみ 

とともに 亡ぶ る こ と 無 か る ベ し是れ 少しく 思慮 あ る もの \ 容易 に 信容 る \ 兑 解な らん 

ひ と  まったき  かぎりなき さか ひ 

つ 此の世 は 人類の 爲に 完全 を 得せし むる ところに 非す 其の 志 悠久に 亘り 其の 望み 無限の 境域に 及 

,  ,  まめつぶ 

ぶ は 人の 性 なれば 僅かに 七十 年の 生  < 叩 を 保ち 豆大 ほどの 世界に て はとても 十分なる こと を 爲す能 は 

ざるな り もしも 天下の 苗 I 株 も殘ら す秀る ことなく 或 ひ は秀る も實る ことなくば 如何 斯る 不都合な 

る こと は 想像 にても 信じが たきもの なり 然るに 人類に して 此の 生涯 を 一 期と して 消え 5^ てんとき は 
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宛ら 秀で て實ら す 否 未だ 秀る にも 及ばす して 枯れ 失る に 異ならす 紀 伊の 某 公の 歌に 「思 ふこと ひと 

ふだ »  よいつ むつ  ことわり 

つ 適へば また 二つ 三つ 四つ 五つ 六 かしの 世 や」 と ありし も理に 非す や 此の こと は 余が 深く 論す る ま 

0 ま 

でも 無く 人 K おのれの 身に 立ち 反り 過ぎ 來し方 を 思 ひ 現今 を考 へな ば 針 もて 胸 を 貫ぬ くが ごとくに 

いたく 感じいた く 悲しむべき はすな り 今日まで 多く 天下の 士に 交りた るに 少しく 氣カ ある もの は $3 

やま  でく  の J ^くひの ひと 

この 憂 を 抱きて 心に 疾 しく 思 はざる もの は 稀れ なり 唯 木 偶の 如き 人 或 ひ は 飮食之 人 は 之 を 感ぜざる 

に 似たり 且つ 飮食之 人の 如き は 飽食 煖衣逸 居す る を もて 足れり とする が 如しと い へ ども 時に 望 を 失 

f  つ 5* ま 

ひて 心に 安から ぬ 思 を 起す こと 無き を 得ざる なり 約る ところ われら は 到底 この 世に て充 しむる を 得 

も  うまれつき 

ざる 望 を 有ち また 歳月と 場所 だに あらば 限りなく 仲び 行くべき 性と 资 力と を 具へ たる ものな り 十：： き 

歌に よく 此の 意義 を 詠める もの あり 

ぁリ？ f け  ふ 

有 明の 月の 光 を まつ ほどに 吾が よはいた く 更けに ける かな 

天地 は 巧 を 極めて 過ぎた る こと も 及ばざる こ ともなく 物み な その 處ろを 得て. S しきに 適 へ り然れ 

つ •  つま リ  わ ざ 

ども 若し 人生 を もて 此世 限りの ものと すれば 造化の 祌は 結局の 整 はざる 所爲 をな した ま へ りと f:^ 耵は 

ざるべ からす 何と なれば 限り無く 仲び 悠久に わたれる 志望 を與 へて 此の 限り ある 一 小 世界に 生れし 

ふ ゆう  "しな  ゆ 5 ベ 

め 蜉蝣の 生命 朝 ある を 知りて 夕 ある を 知らざる に §^ル しからし むる は 失策に あらす とい ふ 能 はざる な 

り 之を喻 ふるに 痴 かなる 父母が 何の 分別 もな く 其の 子 を學に 就かし むる に當り 之に 與 ふるに 後 來大 

攀に 入りて 用 ふべき 一 切の もの を 以てしながら 小學の 業卒る やい なや その 家に^る を 促す に 11： じか 


る べし 故に 人の 心性に 斯 るぬ 備の あるう へは必 す. N を 成し 遂 ぐるの 場合すな はち 未來の 世界 あるべ 

こ、 ろ がまへ なぞ- し  いと  たと へこと 

き はすな り 昔し 或る ひとが 此の世 を もて 客 を 待つ の 準備に 比へ たる は 最も 適切なる 比喩 なれ ど 若 

まろう ど  そ， 几へ 

し 人々 後に いたりて 達すべき ところの 見えざる 世界な くん ば是れ 心 あて も 無き 赏客を 待ち て 預備を 

め おて 

なすに 等しき ものと いふべ し； g 備 1： と 云 ふところの 東京に ある 程に て その： EI 的た る 大學の 設け 無き 

道现は ある まじ 故に 基督 敎 にて 未 來の說 を 爲すも 妄りに 之 を 嘲るべからざる のみなら す 深く 思 ふに 

從 ひて 實 にも 然る ことの あるな らんと 信す るに 至らん とす 未来な くば 此の世の こと 一 つと して 解き 

明し： きものな かるべし 吾は斷 じて 未 來の存 する を 信す る ものな り 

たしか  よしあし けお め 

天 地の あは ひに て 最も 明らかにして 確實 なること は 善 惡の理 正邪の 差別に 如く ものな し 此の， をし 

て瞹 味なら しむれば 天に 日な きが 如くな らん 更に 一 歩 を 進めて 之を考 ふるに われら は 啻に 善と g 心と 

たが 

の 異なれる を 知る のみなら す惡 の、 必す しも 罰 を 受け 善の 必ら すし も 賞 を 受けて 分厘 も 差 ふこと ある 

たしか 

まじき MJ を も 併せて 之 を 知り 居るな り此 もまた 最も 確實 なる 道现 にて 縱令海 は 山に なり 山 は；； g にな 

一 】と はリ  ありさま  わざ H ひ 

ると もこ の理の 變る ベ き やうな し 然る に 世の 形勢 を視ょ 善人 必らす 幸 ひな る か 悪人 必 らす禍 を 被る 

わかじに たうせ き  おご リ ほしい ま、  い のち 

か^ 回の 如き 賢人 も 貧く して 夭死し 盜跖の 如き 强賊も 富み a っ驕を 蹄に して 百 歳の 壽を 保てり 古へ 

I) と； 5-11  ぁリ さま いぶか 

の ^?!.跡を愈"き^%む る 人 は斯る 善悪 願 倒 の 狀態を 不審し み て 厘 天道 の 是非 を 知る に 惑 へ り然 らば 如何 

たしか  二と はリ いつは リ 

われらの 確寶な りと 思へ る 善悪 の ti: 別 も 應報赏 罰 の现 も虛妄 にして 信す る に 足らざる か 否々 斷 じて 

いつは リ  たしか 

然らす 天下の 人 の實 驗を妄 とな しすべ て 他の 事 は 信す る に 足らす と 云 ふべ くも この ことの 確 S な る 
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,  もと ゐ  -  ニ>* ろ 

こと は 疑 ふ 可ら す 善 惡の理 は 人生の 基 趾社會 の 柱石な り その 區 別と 應 報と は 深く 人の 心性に 銘ぜら 

れ たる 一 大 道理 なれば 正邪の 分 刹 然として 各々 賞罰 を受 くるに 至る こと 何分に も 疑 ひお も ふべき に 

ま- 3 あなり  えがよ 

非るな り然れ ども 現前 此の世界に おいて は 此の 151： 別 明らか ならす 惡人 のしば く 時 を £^ 貌 なること 

, r  か »  くだ リ  な が 

ある は 何故 ぞゃ 曰く 上の 條に說 きたる ごとく 人の 靈魂 永久く 存 して：」 ぶる ことなく 肉體の 死後に ま 

,  まの あた リ  ところ れだ 

で 及ぶ もの なれば なり 譬 へば 此の世界 は學 校の 如し 而 して 現前に おいて は； 止 邪 所 を 滑る と： ゆる こ 

. .  たれかれ 

と ある は 恰も 擧 校に 在る の 生徒が 試驗の 来らざる 間 は 甲乙の 別な く 玉石 人り 亂れて 同じ 狀態を 保ち 

なまけもの しあ はせ  さもに 

或 ひ は懒惰 者の 僥倖なる こと も あるに 勢 露たり 然れ ども 賢く a つ 正しき 敎師は 終に 公平に 共の 生徒 

おる じ  ひ と 

を處 置す る こと あるが 如く 天地の 主宰に て 在す 祌は 必らす 人類 を 賞罰した ま は ざ る ベ か らす而 う し 

て 之 を 何れの 時に 於て 爲 した まふべき ぞ唯 一 つの 未來 あるの み是 に. S りて考 ふれば 着 八.' の 世 I に 於 

かたち 

ぃて或ひは玉石所を同ふせるがごとき形狀ぁるは取りも直さす未來の無くて適はぬ證據なり^^：惡應 

もと ヴ 

報の 理 明白に して 疑 ふべ からすん ば 之に 本け る 未来の 說も 明白に して 疑 ふべ からすお： 惡の 道^して 

確實な ら ば 未來 のこと も 確實な ら ん 

耶穌 曾て 譬を 設けて いひけ る は 天1; は 人 美き 種 を 田圃に 播 くが 如し 然れ ども 人の ねむれる とき 敵 人 

ひ. 1^  はたけぬ し 

來 りて 麥 のうちに 稗を播 きて 去れり かくて 苗の 萌え出で しとき その 稗 もまた 現 はれたり K 主の 僕來 

はべけ 

りて 之に 告げい ひける は 主よ 汝 善き 種 を 田圃に 播 きしなら す やし かるに この 稗の ある は 如何に ぞ 

や 彼れ 之に い ひける は 敵人來 りて 之を爲 せるな り 僕い ひける は然 らば 爾 われら をして 往 きて 之 を 転 


い： な  くさぎ  |„3 リ.^  ふな 

らし めんと 欲した まふ や 曰く 否 稗 を 転らん として 併せて 麥 をも拔 くこと あらん 牧 種の 時まで-.！ つな 

-^^  あつ  や 

がら もろとも 長つ を容せ 収穫の 時 我莉る ものに 言 はんとす 汝ら 先づ秤 を歛め 束ねて 之 を 焚きた だ麥 

よ おも ひ はか  の ち 

をのみ わが 倉に を さめよ と 此の  一 一一 一一 n は赏 にわれ ひとの 熟く 慮るべき ものな り 稗か麥 かわが 將 來の述 

命 此の I 點 にあり て存す 聖書に いはくみ づ から 欺く 勿れ 主 は 罔 ゆべ からす 人の 播種と ころ 必す之 を 

牧 極れ ざる を 得すと 賞罰： 逸 速 ありと い へ ども其の至るゃ必らす疑を容るべきに=^^ダ西國の歌に曰く 

さばき  なへ  あやまり 

義鞫の 足 は 跛た る ご とく：115^ゅれどもそ の131^< に 追 ひ 及ぶ こ と 失錯 を爲 さすと ァ 、 われらの 居 する 

さか ひ  さま 

世界 は 妄りに 笑 ひ 妄りに 樂み 妄りに 溺れ 妄りに 醉 ふべき の 境域に あらざる なり 一 とたび 道念 を覺し 

つぬ， i\  よむ ひと 

て わが 平生の 事 を 顧れ ば ffi る ベ きもの あり 愼む ベ きもの あり 讀者以 て 如何と なす や 

よむ ひと 

ァ ヽ 讀 者よ 未來 の 事 見る ベ か ら すまた 聞く ベ からざる を 以て 之 を 迂遠な り となす 勿れ 獨り 耳目 の 世 

さまよ  まのあたり  つ ね 

界に 彷徨 ひて たビ 眼下の 事に のみ 心を勞 す是れ 小人の 常 行なり およそ 人の 禽ゃ獸 に 勝る \ もの は 目 

に 見ざる こと を 思 ひ 遠く 望 を 起し 深く 後來を 測る の 力 あるに 由れ り 此の 力の 大小に. S りて 人類 は^ 

子 ともなり 小人 ともなり ぬべ し 大業 を 不朽に 垂れ 功勳を 千載に 傳 へ 或 ひ は碌々 として 一 生 を 送る 皆 

此の 力の 强弱 あれば なり 世の 人 妄りに 耳目に 心性 を 縛られて わが 贵 尊の 位を棄 つる 勿れ 況ん ゃ未來 

ま 0 あ；！ りさぶ， i\ あ めかし  われ  ，  ,  VJ. 

の 事 は 眼下 極々 の 證據ぁ るに おいて を や 余 そ の 事 を 悉く  I 貧な りと いふ に は あらね ど 能く 耳目に.. S ら 

る- -の弊 を 穿つ に 足る を 以て 左の 一 事 を 日本の 藤史 より 引抄ん とす 昔し 仲 哀帝 西征 して 筑 紫に 至 

かど しらぎ  かど  う W ヴら 

りしと き祌 あり 皇后に 依りて 帝に 新羅 を 伐たん こと を勸 めたり 然れど 帝 山に 登りて 海面 を 望む に 雲 
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るか、/  ^プ =  みかど  かし ひ 

杏渺 にして 何 許に も 其の 阈 ありと も 見 分らざる が爲 めに 疑惑して 終に 止みぬ 帝 幾程 もな く概日 のん に 

に 崩御す 後世 之 を祌の 罰な りと いふ 果して 然る や 我 之 を 信ぜす と い へ ども 耳目に 縛られた るに より 

征韓の 威名 を 一 婦人に 譲りた る こと 掩ふ ベから すわれ 世に 斯の 若き 人 多き を 傷むな り 

第 四 章 

人類の 罪惡 ある こ と を 論ず 

h み； 、  r  二； こ  X  あな 55 ひ と  おきて 

罪 I^HJ レふは 如何なる 義ぞ 世俗に 言 ひなら はせ る もの k 如く 强 ちに 人間の 定めた る 法雖を 犯しつ る 

もの を 言 ふに は あらす 固よ ひ 然るな かに も此 所に 謂へ る 罪惡も あるべし 又よ しゃ 國 家の 法 にて は 

之 を 罪 ふべ しとす る も 此に謂 ふところの 罪惡と ならぬ も ある ベ し 夫れ 罪惡と は 上帝の 法雜を 犯した 

る ことにて 外面に 顯 はれた る 言行 は 更に もい はすお よそ 天理 人道に 外れ 上帝の 法律に 孛れる こと 人 

f ひ 

しれぬ 心中の 想念まで もす ベて 之 を 罪惡な りと いはざる を 5^ す 

はびこ  いど 

罪 lei お 世に 蔓延 ひ 居る は 言 は でもの こ となる ベ し 何と なれば 國 と！： と戰爭 を 挑み 人と 人と 1^: に 相殺 

そ ニ^ 

し 父子 相賊ひ 兄弟 爭ひを 結び あるひ は 淫慾に 溺れ 逸樂に 耽る もの 多く ある は是れ 罪悪の 世に 盛んな 

あか レ  さま 

る 據に 非す して 將た之 を 何とか 一一 一一 门 はんこ、 ろみに 世間の 狀 態を視 るに 惡を 行な ひ 邪 を 助け 暴を爲 

し愁を 遂げ 妄 ひに 天 物 を 害 はんがた めに は 人々 喜びて； S を 立て 會を 結び 財 を 捨て 力 を 盡し精 を 凝し 

て 奔け走 しるもの 擧 げて算 ふべ からす 天下の 廣き 人力の 大 いなる 實に罪 を 助け 成の 一 方に 倾 ける も 


たから 

の 多し とす 之 こ 反し^ 接に 赛を 助け 義を 立て 逍を 維^せん がた めに 費やし 用 ふるところの 力と 资財 

なら はし 

と は 前の ものに 比 ぶれば 相對 すべく も あらぬ 少數 なりと いはざる を 得す 近年に 至りて 世の 颁俗大 い 

こ 衰へ都 も!! も輕 薄の 流 を 汲み 邪悪き 習慣に 染漸る こと はなはだしく 心 ある 輩 は 常に 之 を 嘆息せ ざ 

ちリ さま  よ  っ^  -  /  >  J  -  rc- 

る. H 照し 是 くの 如き 情勢 を 見つ、 いかで 世 に 罪悪のお こな はる、 なしと 言 ふ を 5^ んゃ苟 くも 载 

V**- と はかりごと  、 

の 念.^ らん ひとは 之 を 見て 太く 憂 ひ 之 を禦ぎ 過む るの 策 を 思 はざる ベから す 之 を 悲しま さるもの は 

人 こ 非す 取りも^ さす 罪 惡に與 み する もの なりと す 察せ ざ る ベ からす 

つ？ つ 

然， e ども 世の なかに 罪惡の 在る こと は 人の 得て 疑 はざる ところ なれば 曲に 言 ふに 及ばす 吾 力 一 身 

ま"  てん 

の 事に 至て は 之 を 顧みる もの 殆ど 罕 にして 吾が 大 いなる 罪悪に 意 を 止む る ことなく 恬 として 之 を愧. 

さま， * 

る もの あるな し遮莫 自ら 之 を 知らす して 心に 毫 しも 憂 ひ悲 むこと なければ とて 敢て 心安し と ふ は 

1111 なるべし 何と なれば 今斯の 如く 前日の 非 を 覺らす 今日の 穢を 痛ます して 感じ も あへ す 穴. - しく 光 

を 送る は 安泰の 徵 症に 非す 豈に その 病 劇しく して 祌髓に 人り 道 德上渐 く 無 感覺の 人となり たるに 

非す ゃ將に 死なん とする 人 は 吾れ その 耳に 聞く こと 無き を 知る 然れば その 必らす 死なん とする の 症" 

即ち 此 にあるな り癱" ぬの 病に 福れ る 人 は 我れ その 痛 さ 冷 さ を 感ぜざる を 知る 然れ ども 其の ュ かしがた 

きの 徴こ、 にあ るなら す や 故に わが 心 に 罪惡を 痛む の 感覺 無しと て 心 を 安ん する 勿れ 

或 ひ はわれに 罪悪な しとい ふ もの もや あらん 然れ ども 是れ 人類に 對 して 首 ふの み 

無き 名 ぞと人 に はい ひて ありぬ べし 心の 問 は 、.. - 如何に 答 へ ん 
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一 J  C 

とよめ る 古歌の 意思 ふべ し 淸く義 しく 大 いなる 上帝の ま へ に 立ち 氣を 平らげ； f を 澄して 良、 い 月 を 

蔽 はす 15;^ しんで わが 今までに 言へ る こと 爲 せる ことおよ び 思 ひ 慮れる こと を 顧みれば 卬ぎ てま 人 こ 

C  一、、 -■ -  レゾ くん - 、わ ほく 

慚 づきして は 人に 愧 ざる こと 幾許 あり や 焉ぞ許 多の 慄 f るべき もの 無き を 得ん やおよ そ 罪悪に 一 一 

つの 種類 ありと す 一 は 正しく 道に 外れた る こと を 行 ふ もの をい ふ 怨らみ 憤 ほり 貪り 盜 むこと 不； 不 

義の 如き 此れな り 一 一は 我の 當に爲 すべき こと を 行 はざる もの をい ふ 響へば 恤れ むべき もの をち はれ 

ま， f 義を 見れ ども 進む の 勇な くして 空しく 名利 毀 春に 維され 或 ひ は 善 を 爲し義 を 取る の 機 食 を 徒ら 

に 過ぐ したるな ど 上帝の ま へ にて は 實に大 いなる 罪悪た る こと 疑 ひなし 第 一 種の 悪 は 之れ 無しと す 

る も讀者 誰か 第一 一種の 罪悪 無き を 得ん や 若し 罪悪な しとい ふ もの あらば 是れ 自ら を 欺く ものな りお 

よそ わが 良心に 照して 考 ふるとき は 一 人と して 罪惡 ある を 悟らざる もの 無 かるべし 吾が 暗み たる.,. ベ 

心すら 已 にわれ を 咎めな ば 爭でヒ 帝の まへ に罪惡 なき を 得べき また 爭で之 をい ひ あらそ ふこと をお 

べき ぞ なべて 恩 あれば 之に 感じて 其の 惠を德 とし 慕 ふべき は是れ 人の 行 ふべき 義務に あらす やゆ 神 

は 天地の 主にして 我人の 恩 惠を荷 ふ 之より 大 いなる ものな かるべし 此の 神の.；^ すと だに 聞かば 一  N ん 

で 之に 事へ 心を盡 して 之 を 敬愛すべき ことなり 然るに 人 は 特に 神のお 無 を 問 ことざる 

まてよ  - r 

鍵た るの みならす 神の 存在す を 知れ ども 尙ほ 之に 事 ふること をせ す 馬 耳 鬼 風 殆ど 之 を 聞きし こと 無 

t に 異な t す今此 所に 人 あり 久しく 生の 父母の 所在 を 知らす その 姓名 容貌 を辨 へす して ありし が ゆ 「か 

も 其の 所在 姓名まで 詳しく 之に 吿 ぐる もの あるに 《お. り 雀躍して 之 を 尋ね 行ん ともせす 又 之に 船 力 


も あえて 歡 立-: の淚を 流さす 親愛の 阪 問に？ fB  くこと なくば 人々 之 を 如何なる ものと いふ や 唯 之 を 

人の 面 ありて 心 は獸に 如かす とい はんの み 余世 人を兒 るに 天に 眞 正の 神の いますに やと 思 はる、 徴 

し  か. -ヴ  二と がつ なに ざリ 

證許多 無き にあら ね ど 進んで 之 を 尋ねん ともせす 榮 花に 累ら され 此の 重大なる 事件 を 等閑に なし：. 

く は 罪悪に あらす して 何ぞ やまた 甚だしき は 略ば 有 神の 議論 を聽き 取りて； t は 在す なるべし と 思へ 

よ， しひと 

ども 少しも 之 を 知る より 起るべき 感覺 欽慕の 情 を 起さす 知る も猶ほ 知らざる に 等し 讀者之 を もて 當 

然 のこと k 爲すゃ 自らの 肚裹に 問 ひて 明かに 之に 答 ふること をせ よ 鳴 呼 世人の 道德 上の 感覺痴 純く 

はか  n とはリ 

なること 此に 至りて 最も 極まれ. りと いふべ し 若し 心を虚 ふし 自ら 思ひ揣 りなば 容易に 此の 道 现を覺 

,  いな  B  a 

り 吾が こ.^ ろの 太く 邪に 溺れ 祌に 敵し 悪に 向 ひて 道義 ト； 殆ど 死した る もの & 如くなる を發 明し 茫然 

自失す るに 至るな らん 

ま こと  つくさ 

人お のれが 心の いかに 邪悪なる や を 知らざる は 主として わが 罪悪に 克 ちて 眞 正の 德を養 ふに カを盡 

いにしへ びと  . にさ 

ざれば なり わが 德 古人に 及ばす 時に 愧る ことのみ 多 かる を變 ひしき りに 工夫して 私の 情 を 抑へ 邪悪 

の 念に 克んと 欲する とき は 吾が 心中に 思 ひの ほかなる. 惡 事の 潜み 居たり しを發 明し 我ながら 驚き 朵 

る、 ばかり. ならん 譬 へ ば天氣 龍なる 曰 は 海面 おだやか にして 鏡の ごとく 徒歩 立に て 渡る ベう もやと 

も 見 ゆるな り是は 全く 之に 抵抗し 之 を抑應 して その 勢を激 せし むる もの 無ければ ならん 然れど 一 陣 

おもて  いかづち 

の 周 吹き 來り. て 其 面 を 打ち 之 を 制し 抑 へ ん とするとき は 忽ち 怒濤 山 をな し 其 昔 雷の ごとく^ じから 

たにま  も Q しづか 

ん溪 間の 淸き 流れ は 平 かなる ところに 通 ふ あ ひだ は 最も 靜寂 なりと い へ ども 巖石 道に 横 はりて 之 を 
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遏 めんと すれば その 勢 之を嚼 まんと す 人心の 悪念 も かくの ごとし われら 極めて 卑しき 道^に 滿 足し 

て 深く も その 進取に 心 を 注がす 方寸の あ ひだに 充ち 塞れ る 荆棘を 刈り 拂ん ともせで 徒らに 飲食の 人 

となり 居る 以上 わが 悪心の はなはだし きを 知る まじ けれど 少しく 志を尙 して 現今の 狀態を 卑しと し 

進んで 取らん と 欲する とき はわれの 情慾 私 念 ：® だ强 くして 當り 難き 勢 ひ ある を覺 り. 如何にも 淺 間 し 

よのつね 

きこと なりと ふならん 庸 常の 人 は 左までに 感ぜ ざれ ど 聖賢と もい はる i 人の 常に 道の 行 ひ 難き を 

おきて  いましめ 

憂 ひ 悲しめる は此故 あるに. S るの み 聖書の 言に 我 昔し 法律 無くして 生き たれ ど 誡命來 りて 罪悪 活き 

いましめ 

か へり 我 は 死ねり 斯て 人を活 さんため の 誡命は 反て 是れ我 を 死なし むる ものと なれり 如何と なれば 

をリ  ま. - 一は  ゃフ 

罪 惡は誡 命の 機に 乘 りて 我 を 誘し その 誡命を もて 我 を 殺せり と 見えたり 此に 罪惡誡 命の 機に 乘 じて 

…  つよく  あた 

來 ると はわれら 克 「に し 善に 邀 らんと するとき は 罪惡の カ猖獗 して 其の 勢 ひ 敵り がた き 程なる をい ふ 

律法に 因れる 罪悪の 慾 われらの 肢體に 働きて 死の ために 娱を 結べり と ある もすな はち 此 なり.，。 ハウ 口 

つぬ，^  さ ま 

は 生 平 善に 志す こと 深 かりければ 此の 狀態 を考 へて すこぶる 悲痛に 堪へ ざり きその 言に いはく 夫れ 

おきて  そ は 

律法 は 霞なる ものと われら は 知る 左れ ど 我 は 肉なる ものにして 罪悪の したに 寶られ たり 盖 吾が 行 ふ 

：4 し 

ところの もの は 我 これ を是 とせす 我がね がふと ころの もの 我 之 を 行 はす わが 惡む ところの もの 我 こ 

そま 

れを 行へば なり われね がふと ころの 善 を 行 はす 反って ねが はざる ところの 惡を 行へ り 蓋 われ. S なる 

のリ  ゥリ  とりこ 

人に 就て は祌の 律法 を樂 めど も 吾が 肢體に 他の 法 (情愁 悪念) ありて わが 心の 法と たたか ひ 我を擄 

？-り  な や  からだ 

にして 我が 肢體 のうちに 居る 罪悪の 法に 從 はしむ る を 悟れり 噫 われ 困苦め る 人なる かなこの 死の 體 


"2, "ひ S.  .  ひがし やま 

より 我 を 救 はんもの は誰ぞ やと 其の 心のう ち 想像る べきに 非す や 昔し A?: の 聖人 は 東 山に 登りて 魯の 

たか ね  た. S ざん 

國を 小な りと したりし がその 後 之より は ー央ら に 高嶺なる 泰山に 登し とき は 天下まで も 小な りと せら 

れ たりと かや 世の 德義の 平地に 下り 汚穢の ハ 介 間に 安居す る あ ひだ はさ ほどに は 思 ふま じ けれど 義を 

昆ては 之に 徙り 不善 を發 見して は 之 を 改めん と 欲して 頻りに I ま 力 すれば おのれが 罪悪の 怖し きまで 

ひ と  ひながた 

に 熾ん なる を 知るべし 人類 は道德 上の 標式 卑しく してお のれに 克 たんと もせす 從っ てまた おのが 罪 

か ； むきて 

惡の 容易なら ぬ を も 忘れたり とい へ ども 祌は 人に 善の 全き を 責めた まふ ものな り そ は 上帝の 法律 は 

.  ！ 一」；： ：-  おきて 

萬 古 不易の もの なれば 人の 乖き棄 つる こと あるに. H りて その 律法 を更 ぇ改 むる ことなければ なり 古 

たいしで つ はせ つ 二う のために じ やつ ぼくや m ら ためす てず 

の 人 も 一一 一一 C す や 大匠不 T 爲ニ 拙ェ ー改中 癡繩墨 上と こ の 一一 一一 1： われら を 欺かざる なり 

斯の 若く 視 来れば われらの すべて 罪人た る こと 明らかなら す や 聖書に 口く 義人な し 一 人 も あるな し 

はか  いつはり  0 ろ ひ にがき 

其の 喉 は 破れし 塋其 の 舌 は詭詐 をな しその 唇に は 蜆の 毒 を藏め その n は詛と 苦と にて 滿ち 甘： ハ の 足 は 

はや やぶれ .CJit. は ひ  Q  二  おだやか 

血 を 流さん がた めに 疾し殘 害と 苦 1^ は その 途に 遣れり 彼等 は平康 なる 道 を 知らす 其の 目の ま へ に 神 

ひ と あり 

を 恐る、 の畏 ある ことなしと 人類の 狀態 すでに 是の ごとく S だし 是の 故に 世の 人擧 りて 祌 のま へに 

罪 ある ものと-：: えりて おのく の 口 塞がらざる を 得ざる なり 祌は 人の 行狀 にした が ひて 各人に その 報 

たへ  よこしま 

を爲 すべければ 耐 しのびて 善 を 行 ふ ものに は 永生 を與へ 邪曲に 陷り理 を 非に 枉げて 道に 從 はす 不義 

いき ど はり  か 3^  さばき 

をお こな ひ 惡を爲 す もの は 報 ひらる るに 忿と 怒と 忠難 辛苦と を もてすべし 此れ 上帝の 義鞫 にあら す 

さば さ  / 

や 誰か また 其の 義鞫 ある ことなしと いふべき . 
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.  ま 力  いたみ  さま リ  も  r や 

無名の 指 屈り て仍 びざる 者 ありし が然 まで 疾痛 を覺 えて 事 を 執る の 障害に ならす とも 如し 之 を醫す 

と はき  かず  \ 

もの あらば 千里の 遠 も 物の 數と もせす して 往く は何ぞ やわが 指の 不具なる を 悲しめば なり 今人 ffl は 

■  ありさま 

罪悪 に 沈み 汚 に 染みて 人の 人た るの 道 を 離れ 鍵 魂 の 形狀 病み さらば ひて 兌 る 影 もな し逢齊 に は 罪 

か ほど 

悪 を 癩病に 比したり 斯程 醜く、 a つ 厭 ふべき 病 あらん もの は 朝に 逬を 聞きて 夕に 死す とも 可な り縱 

令 人生 をして 五十 年の 短き ものなら しむる も 精 を 盡しカ を 極めて 罪 を 免る、 の 道 を 求めざる ベから 

す 何と なれば た 一  日の あ ひだな りと も 罪 惡を脫 し 義人と なりて 終 はらば その 一 日の 生命 不義に し 

たから  あた ひ 

て 生き延びる 千 萬 年に も換 へがた く 天下の 珍齊を 寄せ あつむる も 其の 値價 之に 如くべ からす 證者何 

ぞ 此の 理を思 はざる や 況んゃ 前章に 說き 示せる ごとく 人の 靈魂 決して f 世 限りの ものに 非ら す 身 死 

, ,  か み ぐば き  か ひき .0 す 

して 後ち 明らかに 上帝の 義 鞫を受 くべき ものな り 西國の 語に 曰く 天 祌の碾 曰は遲 鈍に 似 たれ ども 其 

. ^かさばき 

の 粉 を 挽く や ST た 細やかな りと 人爭で 其の 正しき 審判 を 免 かる、 ふ：： んゃ. 身 を ころして 靈魂を 殺し 

得ざる もの を 怖る /1 勿れ 寧ろ 身と 靈 魂と を 併せ 殺す もの を 權れょ 曾て 富める 人 ありし が^ 鬧 ょく豐 

のり  おも 

熟し かば 自ら 付 ひける はわが 作物 をお さむる 所な きを 如何に せん 又い ひける は我斯 くな さん 11^:: が 倉 

お ほく  たから  も 

を 毀ち 更に 大ぃ なる を 建つべし 斯くて 靈 魂に むかひ 鍵 魂よ 多年 を 過す ほどの 許 多の 貨物 を 有ち たれ 

ば 心安く 飮み食 ひして たのしめ よと 一一 一一：： はんとす 然るに 祌 之に 言 ひける はおろ かなる ものよ 今夜なん 

ぢが靈 魂 取らる、 こと あるべし 然 らば 爾の そな へ しもの は 誰が ものと なる ぞ やとお ほよ そ 己れ のた 

, ，广  LI  よむ ひと 

めに 財 を 貯ふる も； W にっきて 富まざる もの 此 くの ごとくな り讀 者の 狀態 此のお ろかなる 富 人と 異な 


ると ころ あり や 良し 世界中の もの を瘦 ると も靈魂 を 失 は、 t 何の 益 か あ. ろ 乞 ふ 物の 大小 輕重を 誤 まる 

勿れ 

第五 章 

吾人 如何にして 罪 惡を免 かる 、こと を 得る や 

むきて  ，  • ， - 

日 や 月 や 星の 如き もの は 凡べ て 一定の 規律 あ りて 能 く 之を統 ベ 治む 靈魂 の 世界に おいても 其の 理之 

ま 

に 異ならぬ もの あり S へば 地球の ごとき は 引力に よりて 太陽に つながれたり 之が ために 能く その 周 

邊を 正 し く 歩 ゆ みて 四つの 時 を 差 へ す 萬 の もの 都合よ く發 育す る を 5^ るな り 靈魂 の 世界 にて は 唯 上 

帝 を もて その 中心とし もろ，/ \ の靈物 之に 服 事して 各 その 義務 を 守り 愛 心の 引力に 帝れ 恰も 北 "朕の 

むか  力 ^ 

そのと ころに 居て 衆 星 之 に 拱 ふ がご と くなら ざ る ベ からす 然る に 人類 は 上帝と；^ び 合 へる 此愛 心の 

綱 を 絶ちき りひと り 己れ の 利に 耽り 私愁を 逞し ふして 道德 世界の 秩序 を 破りたり 地球 もし 太お を 離 

れ 去らば 全く 暗 冥と なりゆきて 人物の 成育 を 害し 花 も 無く  sif^ 無く 實に いぶせき 世界と なり 終るな 

らん 叉斯の 如く 人 已に神 を 離れ 其の 中心 を棄 てた るが ゆ ゑに 罪惡 普ね く 流行して 困苦 災厄 天下に 充 

ち はびこる もまた 惟し むに 足らざる なり 地球に して 太陽に 離れた るの ち は愈久 うして その 離れ 行ん 

おのれ  も と  ， 

とする の 力 はます く 增 長すべき 理 なれば 自己の 力 を もて 舊來の 地位に 歸 らんこと は 永遠まで も 望 

むべき ことに 非るな り道德 世界に おいても また 然 なりと す 人類が 一 曰 一 罪惡に 由り て 其 仰ぎ 崇 むべ き 
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力 み 

上帝 を劑れ たるう へ は 日 を經る こと 愈 久し ふして その 遠き もの 益甚 しからん 道理 なれ. ま， ^己り 工夫 

勉强 によりて 本 善の 性に かへ り 當然の 地に 立ち もどる こと を^ざる 害な り 

前の 章に も說き 示せ る ご とく 人類 は 扉惡に おぼれた る ものな り 其の 結果の 怖るべき こと また 喩ふ 

るに 物な き 程な りと す 故に 古來 人類 は 之を脫 る、 の 方法に 思 を 凝して 其の 道 を 求めたり 就中お I の 

聖賢 は 最も 深く こ、 に 注意して 之 を 尋ね たれ ども 終に 其の 望を果 さす 唯々 善き ことの 行 ひ 難き を獎 

き 悲しみて 此の世 を 去れる もの 多 かりき そが 中に も^ = ^^國 の^^^^,^、  ^^^,^,^の 如き まセヒ 

く 人性の 奥底 を 看破し 其の 病を療 すの 方法 を 求めたり しが 此事 決して 人力の 能く 被 ふると こき 

」  か すく ひて  こ,  ' rrd^ 

る を 悟りた れぱ竊 かに 上帝の 慈悲に 因り 天より 救 者の 下らん こと を 望めり！^ に 此の 二人の みならす 

およそ わが 罪 惡の大 いなる を 感じた る もの は 古今 を 問 はす 皆 此の 望 を |g かぬ はな かりし なり 讀， ォサっ 

し 罪惡を 知り たるならば 亦 之 を 求む るの 念 ある ことならん 

蓋し 罪 惡を脫 かれんに は 第 一 にわが 旣往に 犯せる 罪 惡を赦 され の 怒 を 解きて 良心の 平和 を 獲 ざ 

る 可ら すわれ 已 に罪惡 を 天に 獲ながら 自ら 斯の 如くして 救 はるべし と 言 ふ は i^」 だ不 常の こと 

-  し 力た  か^  よんす ベ  』ら 

lelc を赦 すの 方法 は 固より 上帝の 定めた ま はで は詮 術な きこと なりと す 良し やわれ は 之に て赦 さるべ 

し とす る も 神 は B!^ して 之 を 赦 した まふ ベ き や S だ 疑 はしき ことなる ベ し.!， で 心に 安ん する こと あら 

ん や 或 人 曰く 前日 の 非 を 悔み 昨 曰 の 行 を 改め 善に 遷 らば 以て ま へ の 脫か る、 こ と を 得 ベ し と 

ルの說 を 難行苦行 もしくは 念佛 三昧な ど を 務めて 罪 惡を救 はれん とする ものに 比すれ.  ま大 いこ^れ 


あや -り 

るが ごとく： ゆれ どもせ： ハの 誤謬なる に 至りて は 一 なりとす何となれば^^"を爲すは吾が常然の務にて 

し ±  く  もとめ 

si 臾も之 を 離れて 餘暇 ある を 得す 吾が 行 ふところの もの は 今の 需求 にも 引き 足らぬ 程な り 何 を もて 

前の 罪 愆を補 ふの 餘裕 ある を 得ん や 讀者心 を 平 かにし 上帝の ま へ に 於いて 之れ を 念 ひ ば^ 令 われ 

すぎに つ；？. とが 

に 今日の 資 行 ある も 之 を もて 旣往し 罪 您を惯 ふこと tr た 難く おのれの 良心に 於ても 大いに 安から す 

おも ふところ ある を 悟らん わが 罪惡に 暗み たる 良心す ら斯 くの ごとく 尙ほ責 むる ところ あるに 似た 

り然 らば 何 を もて か h 帝の ま へ において その 赦 された る を 知らん また 設令 人類の 悔い改めて 全く 善 

ぁリ さま  まぬ か  われ^と 

にう つりた るの ちの 狀態を もて ま へ の罪惡 を脫れ しむる に 足れり とする も 吾人 心 を あらためて 全く 

忠！： に るの 力なく ば是れ 無益し きこと なりと 謂 はざる を 得す 神 は 人の ために 法 を抂る もの にあら ざ 

る こと 已にま へ の 章に 說き 明せ る ごとし 故に 德義も 完全き にあら ざれば 益な し少 小の 徳義 ありと も 

無き に 等し からん 然るに われび との 狀態は 此の 小善 を も 行 ふ 能 はす 況んゃ 全く 其れる 徳義 において 

を やわれ の 之を務 むる いよく 久ふ してます く 其の 及び難き を 知るべし 故に 德を 立て 義をを こな 

ひて上帝の赦を得良心の平和ならんことを望むもゎれらは斷へす失望のかなしみを懷き^^ぉを務むる 

くるしみ 

こ レ たが ひて、 レの 困苦 一 方なら ぬに 至らん とす 世 問 或 ひ はわれ 仰ぎて は 天に 1^ ちすな どい ふ スもぁ 

か W  むきて 

れど 此らは 全く 上帝と 其の 法律の なにものなる を 知ら ざれば なり 聖書に いはく 是の 故に 律法の を こ 

そ 

な ひに， H りて 神の まへ に義 とせら る& もの 一 人 だに ある ことなし 蓥は棒 法に. H りて 罪惡は 知らる & 

なりと 
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か おはれ？ 5 

ヒ帝は 全能に して 至尊なる 造 物 者 なれ どまた 慈悲に 富める 在天の 父なる が 故に"：^ ：! 人の 斯る狀 態なる 

かぎ リ  ゆる- ン 

を あはれ み 限 無き の 忍 を もて 暫 らく われらの 罪 を寬假 しその た f 獨り 生みた ま へる If: 子耶穌 基督 を 

世に 降し 之 をして 吾ら の 罪悪 を 救 ふの 道 を 設けし めた まへ り 是れ實 に 一 千 A 百 八十お 餘年前 ユダヤ 

ことども  われら 

のく に. て ありし ことなり この 詳細なる 事實 は戯 せて 福音の 書に えたり 吾人 其の 首 行に 現れた る 

み 二  M 卜 MhMMy  つかさ  

榮光を 見る に眞に 神の 聖子 たる こと 明かな り ュ ダャ 人の 有司に てパ リ サイの 一一 コ デモと いへ る 人 あ 

よ ふ 

り 彼 夜間 耶穌 に來 りてい ひける は ラビ (師の 尊稱) われら 汝は 神より 來 りし， 帥な りと 知る 共 は 神 も 

な  しるし 

し 人と ともなら すん ば汝が 行せ る 此の 休徵は 人の 行す こと 能 は ざれば なりと 乂 耶^の 首 を 聞きし も 

の は 曰くい まだ 此 人の 如く 肯 ひし もの 無しと てい たく 驚き あ へり この 行狀 を： れば 心無 き。 マ 人 も 

われ 其の 罪惡 ある を 見す とい ひに き 或る 秀逸の 句に 山 ffl の 案山子 遠 nH に は 人と ある ごとく  に は 

よく  とり しらぶ  11^1^1 

聖賢の 名 あ る も の 無 きに あ らねど 善く 心 づ けて 其の 思慮 言行 を檢 察れば 孔 子 も 釋迦も ソ クラ テ ス 

よろ ヷょ  て ほん  ひとりだち 


もプ レト ー も 1 得 一 失 過不及 ありて 萬 代まで も 模範と 爲 すに 足らす 人の 思想 獨 立して 論す る， こ 

ろ 自由な るに したが ひて 十 ：！ への 聖 賢 等 も 批評 を 免れざる べし 耶穌 のこと に 至りて は 彼 の 舉問 の 能 く 

開け 批評の いと も 激烈なる 歐羅 巴な どに てき：々 の 議論 も ありし が 一 人と して 其の 性行に 疵瑕 を は 出 

せし ものな く！ 之 を もて 德義 全く 具 はれる ものと なせり 孟子 は § 工人 は |C 世の 師 なりと いひし がま こ 

一. てろ ヴけ  ふれ たヴぬ 

と 能く 此の 任に 堪 ふるもの は 基督なら で 外に あるべ からす われら 注意て 福音の 書を搜 索れば 恭将の 

さな； S ら 

言行 雪 の ごとくに {Z  く  m の ご とく に 輝き て 宛然 大 いなる 山の 平地 に 1^ き 出で て X に § ^ゆ る に 異な ら 


す 決 L て 人 問の ものに あらす 全く 天 より 降され たる 神の 1 子なる こと 知るべき なり 加 ふるに この <上 

まつり ブ S さ  たま  ま ゾリ プ かさ 

身 Ms を もて 充ち たる 基 普が 自ら 祭司の ま へ において 明らかに 宜 はせ たる こと あり 祭司 之に 問て m 

く然 らば 爾は 神の 子なる やと 基督 は縲 純のう ちに ありと いへ ども おごそかに 答へ て 臼 く然り 爾 が 言 

へ る ごとく 我は即 はち 是れ なりと 此の 言 は眞に 基督の 首な り 基督に して まことに 神の 聖 らば 善 

ねお け， ひこ  ねお け 5,>こ 

しさな くば 基督 は 稀れ なる 俊奸 なりと いはざる を 得す 基督 を侫姦 なりな どと はわれ 人の 夢に 思 ふべ 

こと 

からざる と ころ なれば 其の 言の 偽に あらぬ こと は 推して 知る べきに あらす や 

耶穌 基督 は實に 神の 聖子 なり 祌の聖 子に して 罪 惡を救 はんが 爲に 汚れた る 世に 降り 極めて 卑賤なる 

ゆき、  けん一て なや  わくでき 

もの」 うちに 往来し 人心の 險輒に 困 まされ 人の 惑溺 を 救 ひ 世の 弊 を 正し 其の 心 をして 神に 歸 らしめ 

とも つ 5wi リ つれ 

ん とて 或ると き は 飢餓 を 厭 はす 罪人の 伴稅 吏の 侶と 呼ばれ 或 ひ は 狂と 叫び 鬼と 罵らる & をも辭 せす 

さまつぶ 

困苦の 狀態具 さに 名狀 すべきに 非るな り 終に 不義の 手に 執 はれ 不義の 審 1： にか &り言 ひがたき 侮辱 


あくに ？  お U な は 


つ 》 


を かふむ り 罪人と ともに 十字架の 殘 刑に 處 置れ 肉 を 裂ら れ血を 流して 死せ り是れ 悉く 世人の 罪 乾の 

ために 受けた る ものな り 聖書に いはく 義人の ために 死ぬ る もの 殆ど 稀な り 仁者の ために 死ぬ る こと 

をい と はざる もの もや あらんされ ど 基督 は 我 倚の なほ 罪人たり しとき われらの ために 死にた まへ り 

いふち す 

又 曰く 主 はわれら のために 生命 を捐 てた まへ り是 によりて 愛と いふ こと を 知りたり 我 倚 また 兄弟の 

ために 生命 を捐っ べしと 身に は 少しも 罪 惡を負 ひた ま はざる 神の 子 基督 かくの 如く われらが 罪惡の 

ために 苦しみ 之を驗 はんがた めに 十字架の 死 を 遂げた まひ たれば 最早 人類の 罪 惡を赦 した まふ も ゼ 
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帝に おいて 何の 故障 も 無き こと、 はなり ぬ 何と なれば 上帝と いへ ども 妄りに 罪 惡を赦 す こと あた は 

ざれば なり 聖書に いはく 神 は 耶穌を 信す る もの を義 とすると も尙ほ 自ら 義 たらん ために 今 共の 義を 

われ W といと けな  か； S  3 

彰 さんと すと 是れ 其の 事 をい 广 る ものな りと す 吾人 幼き ときより 上帝の 意に 恃 き 罪惡を 犯せる こと 

極めて 甚だしと いへ ども 吾が 罪惡を 悔い 之を惡 みて 耶穌 基督の 喷ひを 信 するとき はお のれに 功な し 

といへ ども 信仰に 由り 基督の 噴に 賴 りて 義 とせら る」 を 得べ し 人類の^ にても 仁人 義士 身 を棄 て. - 

國の 難に 仆る、 とき は 大いに 衆人の 助け を爲す こと あり 父母 寒 熱の 甚だしき を 忍びて 子の ために 後 

事 を圖り 力作 すれば 其の 功子 孫の 屋を 潤す に 足る 孟 柯 の 母 煩 はしき を辭せ すして 三た び 其 住" i5 を更 

つぎ  か み i 

ゆれば 其の 至情 天に 感じて 子に 聖人の 亞 なる もの 出で たり 今 天より 上帝の 聖 子耶穌 基督 降 世して 斯 

くまで 苦痛 を甞め 終に 世の 罪惡 のために 身 を 十字架に 殺した まへ り 之に 山り て われら 許 多の 罪惡を 

をん-..：! -リ じ  たま カー 一し 

赦 され 神の 子と 稱 へらる」 に 至る 亦 何の 疑 か 之 あらん や 語に いはく 婦人 は 姓氏な くして 玉 奥に 乘る 

つらく  +-ム W こ  さか 一 v~  いさ ほ 

と熟之を考るに吾人ともに罪惡を犯したれば祌ょり榮光を受くるに足らす身には毛：^^の功なくまた 

德無 きこと 彼の 婦人の 姓氏 無き に 同じと い へ ど 信仰に 由り て 基督に 付き 之と、 もに 十字架に 死なば 

また 之と、 もに 生きて 神の 子た るべき 害な り 聖書に いはく 是の 故に われら 信仰に よりて 義 とせられ 

たれば 神と 和ぐ こと を 得たり 此 はわれら の 主耶穌 基督に よりて なり 义闩く 夫れ 祌は 北ハの 生みた まへ 

ひと リご  かぎ リな 

る 獨子を たま ふ ほどに 世の 人 を 愛した ま へ り此 はすべ て 之 を 信す る ものに 亡ぶ る ことなくして 永 

きいの ち  ま 二と 

生 を 受けし めんが ためなりと 是れ 我らの 最も 喜ぶべき の眞理 ならす や 


且つ 基督 は 世に 降りて われらの 旣往し 卯 惡を救 ふの みならす われら をして 心 を. 止 ふして のま：；.，， 

けだし  t 一 か 

たらしむ るの 道 を 設けた まへ り 蓋 基督 は 神の 性質 を 明らかにし 未來の を確實 にし 倫 现を敎 へ 完備 

せる 德義の 模範 を 立て 後世の 人 をして 仰ぎ 傚 はしむ ると ころ あり 然か のみなら す 至大 至高の 愛、 い を 

- -ノ.  いき どほリ 

現し 之 を 信す る もの をして 心より 道に 從ひ 憤 を發 して 起り 進まし むる の 力 あり 古へ より 敎を 立べ 

うごか  しか" 

たる もの 少な 力ら ね ど 多く は 人 を 動して 道に 從 はしむ るの 方法 を 得 ざり ける が基經 天より 华 りて..^ 

しかた さた  .  f 

の 人性 恢復の 方 案 を 確め たまへ り 世の 愚かな りと すると ころ 反て 世の 智 きに 嫁る 共れ 比の 所 こ ある 

に 前章に 說け るが 如く 使徒 パ ゥ I 口 は 罪惡の 力強く 盛なる を 悲し み 殆ど. 絶 念の 詰氣 ありと 見 ゆれ ども 

むすび 

其の 章の 結末に 至り 大いに 歡び 叫んで 曰く われ 主耶穌 基督に 由り て 神に 感謝す と是れ 基督の I に.^ 

れば 必らす 此の 勝ちが たき 惡に 勝つ こと を 得る を 信じて 喜び勇める ものに あらす や 基 經敎. H 設文 D 

ふるき  >  »  4  - . 

舊樣 に. rti らす靈 の 新しき に 由り て 事 ふること を敎 ふるものな り 人 をして 卷に. ^ましめ ：5 一心 こ 進まし む 

る の 道 之 を 措きて 他に 求 む ベ か らす 昔し 天使 ョ—， ^フ に吿げ て R く 彼れ 子 を 生まん 其の 名 を と 粘 

くべ し 蓋 其の 民 を罪惡 より 救 はんと すれば なりと 罪 を 救 ふと は 何ぞゃ h かに 對 して ill ぢ， を き 

1 ,  はびこれ  く  ジ 

て を 免 わしめ また わが、 七のう ちに 蔓延る 罪 惡のカ を 折き 善德を 全から しむる の 謂な り 基督 實に能 

く 此の 救 を 成就せ り 故に 之 を 名け て耶穌 (救 者の 義) とい ふまた {且 ならす や 
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1 此の 書の 印刷に 附 せられし は 友人 某々 氏 等が 福音 新報の 屮 より 數め： s を 抄出して 之 を 印行 せん 

こ と を 求められし に 由る。 

1 余 は 一 とわたり 之 を 11 したれ ど、 多忙に して 修正 を 加 ふるの 暇な かりし かば、 福音 新報に 出 

だせ る ま にて 印刷す る こ と >1 はなり ぬ。 

一本 收 むる 所 余の 筆に 成りし もの も あり、 余の 意 を 承け て 社友の 害き しも あり、 巾に は 口授 

のま、 を 筆記せ しも あり。 故 を 以て 文體ー ならず 仝體の 構造 蕪雑 極まれる は 遺憾 千 萬な り。 

著と 首 はずして、 編と 謂 ふ も 之が ためなり。 

一 毎週 發 行の 新 紙に 急遽 書き 緩り たる 文章 を 載せし こと k て、 思想 上 負債 ある 方々 を 一 々記惊 

する こと 能 はず。 然れ ども マウ リス、 口 ウテ、 チヨ ルチ 等に は 取 も 多く 負 ふ 所 あり。 

一 片々 のうちに 見 ゆるお も ひや リは 他人の 文章なる を 如何にして 紛れ 入り けん。 校正の 際 心 付 

きたれ ど、 印刷者の 迷惑 を 思 ひ 遣リて 其の ま 、になし 置きぬ。 此類^ ほ 外に もぁリ ぬべ し。 

一 此の 書 は 余の 好んで 公に せし ものに 非ね ど 信仰の 友と して 或 ひは少 補な きに 非るべし。 

0f 一  年 三月 十九 HI  福 昔 新報 社に 於て 

植 村正久 

編者 註、 『おも ひやり』 の ー篇は 木 文中より 除く 
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精神の 高雅、 心 志の 獨立 

ゥ オルズ ゥォ ルス 幽雅 靜 閑の 山水 を 離れて、 暫 らく  a ン ドンの 市中に 住せし こと あり。 滿 都の 

紛擾 人 は $11 狂す るに 似. U り。 區々 たる 事物 は 詩人の 意馬 を 驅り之 をして た^ 風塵の 中に 老 しめんと 

する に 似たり。 彼は此 際の 所懐 を 述べて 曰く、 俗 塵界の 蔡 物に 圍繞 せられつ」 も、 常に 能く 最大な 

る もの を 記憶し 、 如何な る 境遇 に 於て も 共 の 感覺を 胸底に 蓄せ ん こ と を 務 むと。 

此の 偉人 は 居住 天 地 の 最大な る ものに 接す る の 修行 を 怠ら ざ り き。 是を 以 て 其 の 心 胸 愈 々 獨 立 し 

て 高潔なる 域に 進み、 方寸の 海 平和 を亂 さる & ことなき を 得たり。 吾ら の 世に 處 する また 斯の 如く 

なるべし。 精神 を 最も 高く 且つ 大 なる 所に S き、 人事 紛擾の 波及すべからざる 點に 立ち、 坦懷 以て 

利窖 得失 哀歡苦 樂を觀 察す る の 心懸無 かる ベ から や。 

然ら すん ば 精神の 獨立 得て 保つ 可ら す。 其の 弊 や 進退 去就 風に 吹き 去らる X 粃 糖と 毫も 異なる も 

のな きに 至らん とす。 攀ー乎 物 一 者常而 動、 況 逢レ變 乎、 安二 于地 ー者雖 レ逢レ 變不レ 動、 況常 乎、 是故於 

レ所レ 止、 不, 可ニ以 不,， 知, 止 也、 と は 吾ら が 王 陽 明の 徒に 舉 ベる 語な り。 變化定 りなき 物に 鬚が る、 

乎、 將た 地の 安岡なる が 如くに 永 在不變 なる ものと 結ぶ 所 ある 乎。 此の 問題 は 即ち 道 を 獲る と 獲 ざ 

るとの 分る、 所に 非す や。 
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宗教の 要はつ まり 此の 問題 を 決む る を 以て 其の 目的と す。 物に 束縛せられ す、 世の 利 齊榮辱 二 屈 

託せす して 歡 喜の 泉 常に 胸中に 湧く を 期す る は 宗敎の 志願な り。 闩 く 貧しき もの は 福 ひなり、 哀し 

む もの は 福 ひなり と。 貧富 哀歡の 境遇 は 其の 差異 天地よりも 甚だしと いへ ども、 之に 共：. i する  一^ 

の 幸福 在りて 存 する を宣傳 する、 此れ 山上 垂訓の 要領、 天 國の福 昔に 非す や。 

此の 福音 を 悟了す るまで は、 精祌獨 立の 基礎 定る ことなし。 此れ 宛 かも 柳 條に繁 がれて、 巾 穴 r: に 

懸 りながら、 身の 動かざる を 期す 可らざる が 如し。 た f 商業に のみ 繁 がる、 人は獨 立の 精： t を 以て 

營 むこと を 得す。 た、 ^ 政治に のみ 心 専らなる 人 は、 不屈 不撓、 獨立 不亂の 精神 を 以て、 阈 事 を經營 

する こと 能 はざる なり。 意 ふに 此の 福音 を 受容せ すして 世に立つ は、 砂塵の 上に 家 を 作る に 等し。 

風 吹き、 雨降り、 大水 出で て 流れ 覆らざる を保證 すべから す、 また 愚の 至りに 非す や。 花瓶に 挿し 

たる 花の 早 きを 爲 すが 如く、 暫 らく は 盛んな りと 昆 ゆる も元來 根な きものな るが 故にた：：^ 短 5： に 

して 終る のみ。 然れ ども 天 國の福 昔 は 常 在の 平和 を與 へんと 欲する ものな り。 

使徒 バウ B は 此の 福音 を 信じ、 安心立命の 地に 進みて、 世上の 事物に 束鞞 せらる.' ことなく、  3i、 

に 精神 上の 獨立を 得た る 人な り。 其の 言に 闩く、 人 を 惑 はす ものに 似 たれ ども眞 實、 人に 知られ ざ 

るに 似 たれ ども 人に 知られ、 死にた る ものに 似 たれ ども 生ける もの、 責を受 くるに 似 たれ ども 殺さ 

れす 薆 ふるに 似 たれ ども 常に 直：： び、 貧しき に 似 たれ ども 多くの 人 を 富まし、 何もお たざる に 似た 

れ ども 凡べ ての 物 を.；^ てり (ffl〉j ま ◦)。 また 哥林 多の 人 妄りに 黨 派の 爭ひを 事と し、 151； 々たる 差^,, 


汲々 として 已 まざる を 戒め、 大いに 敎 徒の 精 祌的獨 立 を 主張して n く、 然れば 誰も 人に 誇る 勿 

も ふ 

れ、 萬 物は爾 曹の屬 なり。 或は バウ 口、 或は ァボ n  、 或は ケ パ、 或は 世界、 或は 生、 或は 死、 或は 

今の もの、 或は 後の もの、 是 れ^な 爾曹 の屬 なり。 雨曹は 基督の 屬、 基*は神の屬なり(31^^蘊) 

憂 ふるに 似 たれ ども 真 、び、 貧しき に 似 たれ ども 多くの 人 を 富まし、 一 つの 物 を も.；；： せす して 凡ての 

物 を 有する に 異ならす。 精神の 獨立 此の 境に 達す。 此を名 づけて ぽ； 個の 豪 雄と 稱 する こと を 得べ 

し。 特に 注意すべき は バウ の 奉す る 所の 福音 は、 赤 h;^ の 如き 謙 遍 の 心と k もに、 此の 勇猛 不屈の 

精神 を 養 はしむ る ことなり。 

；?. なま つ  -  3  !H 

凡そ 露に 屬 ける もの は 人に 辦 まへ 知らる、 ことなしと 雖 ども、 萬 事 を 審判く の 力 反りて 餘りぁ 

はる 

り。 物に 繫 がれす、 世上の 利害に 役せられ す、 是 等よ. 0 も 優りて 迥 かに 菩きも の を 認め、 常に E:3 を 

二 ン 

之に 注ぐ もの は、 自づ から 事物 を 正當に 識別す るの 力 を 有する に 至る。 是に 於て 我等 は N ホパを 長 

る、 K に智の 本た る を 知るな り。 蓋し 人心の 明 は此邊 より 牛； す。 未だ 此の 獨立を 成就せ ざる もの は 

智者と いへ ども^し。 詩人 ゥ オルズ ゥォ ルス は、 最大の もの を 心 懸けて、 萬 事 を * 判す るの 力 を 養 

ひしが 故に、 精神の 獨立を 保つ こと を 得しな り。 然ら ざり しなら ば 彼 は 左 顿 右き、 一々 世上の 波 潤 

に動搖 せられ、 其の 過敏なる 神經は 常に 社會 ほ般 の出來 事に 驚かされて、 少しも 已が 本！ i 、を 保つ こ 

と を 5& ざり しならん、 否な 保つべき の 本領 を も 有せ ざ りしな らん。 
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人間の 平等 

吾國に 政論 大いに 興り、 西洋 流の 自由 民權說 初めて 天下に 唱 へられし は 僅かに 數ハ+ 前の is^ なりし 

が、 今 は 其ら の 議論 も 陳腐に 馬し H ^て」、 世間 また 顧みる ものな きに 至れり。 ス ペン セルの 社 十 

權 論が 政論 家の バ ィゾ ル たりし 時代 は 今後 夢にも 兒る こと を 得ざる べし。 此は 一に は 世の中の 進歩 

せし に 由る。 また 阈 民が をし 並べて 時事問題に のみ 目 を 着け、 政治の 哲理、 社會發 達の！ ^則、 人文 

開 進の 主義な どに 頓着せ ざる 氣風 となり 行きし も 他の 一 原因なる べし、 前者 I 只すべし、 後者 は 邦 

將來 のために 識者 の 警戒す ベ き 所な らん。 

流行の 時 過ぎし 今日 平等な どの 文字 を 列ぬ る は 心なき に 似 たれ ども、 此の 陳赛 なる .Mn!! に 就きて 

倫理 宗敎の 一 端 を 窺 ふ も 決して 無用の 業に 非ざる べし。 吾ら は敢て 通例の 政論 者 流と、 もに 此ら議 

論 を 上下 せんと 欲する ものに 非ざる なり。 

佛蘭西 革命の 如き は 此の 抽象的 平等 論 を 基と して 起れ り。 佛人 は贵族 E: 閥の 践 1!^ せる 時弊に 懲 

り、 社會の 不平 均甚 しき を 憤りて 他の 極端に 奔り、 人類 平等と 云へ る 其の 名 美に， して、 其の 實思ひ 

の 外に なる 說を唱 へしな り。 其の後に 至りても 此の 議論に 同じ、 熱心に 平等 說を 主張す る もの 

なきに 非す。 然れ ども 人類 平等と. 云へ る觀念 ほど 事理に 適 はざる もの は 天下に 北ハの 比 を 見ざる ベ 


し" 人心の 異なる は满ほ 其の 面の 千 差 萬 別なる が 如し" 其の 智愚賢 不肖 醜 美 善悪の 懸隔 實に S しき 

もの あ， り。 人^の^^^相を見しのみにても斯の如し。 心の 隱微を も 掌 を 指す 如くに 看破せ る 上帝の 前 

に 於て は、 世上の 不平 均、 人類の 不平等、 以外に 甚 しく 夥しき もの あるな らん。 或は 千金 を 受け、 

或は 二 千金、 五 千金 を 受け 得て 世に出で たり。 此れ は 決して 主の 譬喩の みならす、 宛然 活 世界の 寫 

生 11 に 非す や。 此を 以て 左し もに 一 代 を風麼 して 天下に 一翁き し 人類 平等 說も頓 がて ボルクの 堂タた 

る 言論、 ベン タムの 緻密 深刻なる 批評、 コル リツ ヂの 典雅 深邃 なる 駁議、 傍若無人なる カァ ライル 

の 諷的痛 篤に 造 ひて 微塵 に 打ち 摧 かれ 訖ん ぬ。 

然れ ども 人類 平等 說豈に 悉く 誤謬な らん や。 其のう ちに また 之が 基礎と して I 大眞理 の^す るに 

相逮 なからん。 此の 隱藏 せられた る 眞理は 平等 說の 生命に て ありき。 其の 能く 人情に 訴へ、 強大な 

る 拨助を 天性より 獲來 りたる 所以の もの はた！. 此の 眞理 あるが ための み。 吾ら は 之 を發揚 して、 其 

の 光り を 輝かさん と 欲する の點 より、 人類 平等 說の遽 かに 放棄 せらるべき ものに 非ざる を認 む。 純 

精な る 黄金 を 含有せ る 土塊 は輕 々 しく 棄 てら る ベ からざる に 非す や。 

蓋し 人類 平等 說の 根底に 横 はれる 一大 眞理と は、 人 は 皆な 萬 物の 首長と して、 靈 妙なる 资を具 

へ、 絶對 なる 價値 を存 する ものな りとの 觀 念に 外なら ざるべし。 支那の 孟子が 性 善の 說を唱 へ、 人 

皆な 堯舜 たる を 得べ しと 論じた る は、 人類 平等主義の 精髓を 得た る ものな り。 妓王 妓女淸 盛の 寵を 

佛 御前に 奪 はれし を慨 き、 斷 腸の 懷を 今様に 述べて 曰く、 
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^化の 友  六 

ほとけ も 木 は 凡夫な り。 我ら もつ いに， H まと ナ.. ぶり。 

おなじ 佛性 4、 せる 身に、 隔て ある こそ 悲し けれ。 

と 一 一 返 かへ して 舞ひ畢 りしと き は、 ル ゥサゥ よりもべ インよりも！^ ひ 盛んなる や, 論 を 以て 彼の 

ii.. 制 ^横のお 、下-なる 人 政 人 近 を 感動した るた らん。 蘇阔. M 畝のお 人 ボルン ズ：^ ハの 友人へ ン デル ソ ン 

の 死 を^£： み其 の 德 を稱譜 して 、 彼 はい 盯 接に 全能な る祌 の 手より 勳音 f を赐は り し紳 にな り きと 絡 叫せ 

り。 人 6： の 光 を _#) ふ 天 餘 の 盛んな ろ榮 譽、 匹夫へ ン デル ソ ンの 身に：：^ する を諧 せる； iiw 人の 胸屮を 

感動せ しむる もの は 人類 や 等 主義の 基なる 此の 大眞 If に 非す や。 マ シゥ ニク ルノ ルドが き •： 名の 碑の 

次 卜」 

Ask  n ご 1； 111V  iianie,  ()  friend  ！ 

、rl1at  P>e5g-  sllv,  wllk.h  liath  kll()\vn な ach Inan. 

tM.OS  die  l)】g.innlnc., つ an  . 

.lRel】lellll)cr  cadi  unto  the  2-0^--^ 

あ-' 無名^ 碑 を M して 死せ し 人はル 名人 に 知られす といへ ども 能 く 上帝に 記惊せ ら る  >な り。 

あて と  おリ ち 

ly" の货人 も、 i^:: に 伏す 賤の夫 も M 様なる^ 俯 を 有する こと を 以て r 几るべし。 此の 中；只 賤 M 一  の^ 伙に 

對 して は、 人 勝の^ 異 太^に 對 する 1^ 火 Q 如く、 有れ ども 無き に 異ならす。 折；： 舉^ カント 此の 天！^ 

を以て獨リ絶對なる^^：：なりとは論じたり (倫 斑 第 H3。 和^ を 求め、 人 を 愛する もの は灭 に，；^ る 


祠 の/と^ へらるべし。 /、額 は ； /、として： 1： の？.^ に 非る ものな し。 ぶ Z らは 堯舜を 標,. として 人の 惯 

：£ を ni 定す るに 非す。 乂. 51 無 寂.^ の 、下：. 箱に 迷 ひ、 厥 人顿^ のん 近に， まられ たる 佛の 獎 より 人の 

々，7 中ば v」-F£o 出さん と 欲せ ざ るな ひ 。 た 5^ 新らしき人類の 创1^^9なる 耶穌某.叔"と比〔の 顯ぉ移せ るせ，：：^ の 

父の 前に 於け ろ 人 節の E; 面！；：： に 山り て、 其の^! g を 量らん (此の こと i;:: し 成るべく 、ま) と 欲する の 

ヤコ ブ 1  かた 

み。 此の 故に^ 各 は！： の 形に 像 ど， ひて 作られし 人 を，？^ ふことの 容： 巧なら ざる を 誠め たるな り (一二の 

九、 此の 絕對 なる^ 俯を發 抓し、 此の ヒも なきお： を 顯£レ して 以て 光榮を 上帝 に^する を 人類の，. ：2^< 

：= 的と す。 即ち 才を 磨き、 ケ を^て、 人物の ni 位 を，： 咼尙 にし、 略 一一 一一 I； すれば 凡べ て 人の 人た る逬を f^i 

すべき は、 凡そ^に 生れた る 欠：： 倘人の .ji;^ 務 なりと す。 旣に 天に 對 して 此の 義務 を 良 ふ。 此に 於て か 

所.？ 列なる もの 生す。 何となれば*.^^リりは佌に在りて此の義務を全ぅするの.^11>2を享け、 之に 相 出 

する， い^ 地を與 へらるべき； や ：： なれば な"。 . 五： が 身 を 動かし、 ぜ：： ： がー；.； I を；；^ ひ、 ！^^：：が華を走らせ、 五；： が 

を：；： じ、 に：： が禮^ を 行 ふの 保證 なくん ば、 何 を 以て 能く.. 此の 天分の 義務 を 全うする こと を 得 7 

や。 公：^. r:;; 利 i^i: を 慮 かり、 天ド のために 終營 し、 已 むな くんば 人類の ために 身 を犧牲 にす るの 機， $：： 

を g (へ らる、 は 政事に 參與 する； しとに 非す や。 參 政の 權を 獲ざる は、 此の 近德 の高尙 にして ほつ 廣 

き 領分 を 取" ヒ げらる、 ものな り。 參 政の 植利を 求む る、 た^ 人：^ 經濟 上の 利益 を 阅 かるに 在りと 

e:; す もの は^ろ 斷 な.^ と E はざる ベから す。 $：： てま 贫の士 あり、 功に 出り て 勳？： ：f を 賜 はりし とき、 

叫-じて：：： く、 我れ 之 を 佩 川すべき 衣服 を 有せす と、 此らの 義務に 什 ふべき 樓利 なくば 人類の 有様 宛 
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が ら 彼の 貧士 に 異な る ものな からん とす。 

靈 なる 事物と 有形なる 事物 

祌に關 する 事物 は 何となく 不確かに して、 存す るが 如く、 存 せざる が 如く、 其の 有無 茫乎 として 

雲を捉 ふるの 感 あり。 有形の 事物 は然ら す。 論よりも 證據、 其の 存在 は確實 にして 疑 ふこと を容さ 

ざるな り。 然 らば 祌は 不確かに して、 金銀 木石 は 之よりも 確かなる か。 淺く 之を考 うると き は 此の 

疑 ひ頓る 道理 ありと 兑ゅ。 然れ ども 細心 之 を 察すれば、 事實は 反って 之と 異なる もの を 兌る" 何 を 

f,、  t  一  p^^  i  < 一,, t ヽ - i  O 

ねて カー 一一 一 ！•  "^力 

われひと  . 

吾人の 認識 十分なら ざる を 以て、 物の存在不確かなりと論結するは速斷の^^しきことなり。 何と 

なれば、 物 確かに 存在す と 云へ ども、 吾人の 之 を 認識せ ざる 場合 少 から ざれば なり。 譬 へば 此に物 

あり。 It 人の 周 圍に充 ち 塞がりて、 之を知覺すること^^：だ難からすとぃ へども、 之に 意 を 傾む け 心 

を 用うる に 非 ざれば、 何時までも 之 を 知らす して 止むべし。 所謂 心此に 在ら ざれば、 見れ ども 見え 

す、 聞け ども 聞えざる もの 此れな り" 

馨香 馥郁 として 薰 すれ ども、 故ら に 鼻 を掩は i^、 以て 吾人の 心意 を 動かす に 足らす。 斯 くし ご馨 

f おも 存 する ことなき に 同じから す や。 見るべし、 有形 界の もの にても、 ま、 の 存在す るの みに て 能く 


吾人 を感衝 しせ、 の：：^ 在 を 明示す る こと 能 はざる なり。 五宫 に觸る \ 事物と いへ ども、 之に 相". る 

條 件を展 むに 非 ざれば、 吾人 得て 之 を知覺 すべから す。 上帝の こと また 然 かなり。 之 を 確かに 力ま， 

せんに は、 之に 適する の 條件を 具 ふる を 要す。 

..^：： と 神との i§ に 一 極の 墻璧を 作り、 故ら に 心 を 他の 事物に 專ら にし、 た^ 現在の 利害に 意 を 注ぎ 

富贵榮 達の ために 先入 爲 VK- の權を 掌握せられ なば、 幾 萬 年を經 ると も、 上帝 を覺 るべ からざる なり。 

寶の存 する 所に 心 もまた 往て 止まるべし。 地に 心 を 置て、 徒らに 天の 見えざる を 嘆息す る は 愚 15 の 

至りに 非す や。 棄が 白晝眼 を！^ る も、 能く 物 を兑る ことなき と 何ぞ擇 ばん。 パゥ：！は斯る事實を^^ロ 

して、 《；^に學べども腐^を識るに至ること能はすとこそ評せしならめ。 

五；： 人 をして  一 n: 现 想の 股 を. 丼き、 露 性の 潜勢力 を 娘 起し、 高所 i;^ 所 を 仰がし めよ。 t: (の i 覺は有 

たや 

形の 事物に 比して  一 2^5 深く 且つ 切なる もの あらんと す。 冗 ：： 人輙 すく 彼の 外 誘の 私に 牽， か， e、 邪知 口 を 

うし、 ：^^：愁を！^にし、 心氣を 八方に 散逸し、 鍵 性の 眼 を 社ぐ。 此の 故に 上帝 存在の 確實 なる に.^ 

激 せざる なり。 人心 愈 危うく、 道心 愈よ 微 なり。 是を 以て 禮を 設け、 式 を 行 ひ、 紀念 に 妾し、 以 

て靈 性の 痴鈍 を， め、 散亂 せる 心 を祌聖 なる 事物に 集注 せんこと を圖 る。 此れ 亡 女の 寫眞を り 出 

で て 懷 花；： の 情 を 催す に 異な らざ るべ し。 

神は^^ける^體なり。 愛に 溢れた る 心性な り。 鍵と 靈相 接し、 愛と 愛 互 ひに 交感し、 心と 心 相， 

しむに 至りて は、 心と 有形なる 事物と 親しむ に 比して はるかに 密接なる もの ある を 疑 はす。 

?5瓜なる事物と^1?形なる事物  九 


信 s- の： K 

つく/^ と獨り 向へば； 43;：： が 身 さへ 

バの 中なる 心地 こそ すれ 

おい 人の 心 外界の 事物と 交 親す る こと 断の 如し。 其の 然る 所以 を 尊 ぬれば、 W を 以て^に "なりと 

せす、 花 を 以て 單に 花な りと せす、 月 に^り、 花に 因み て、 iS を 人間に I る 一 大心遵 の：^ する もつ 

ある を努鬆 として^ 形 無形 の^に izw^ する を 以てな り。 此の 消息 を 五 n 人に 傅 ふる はお 巧 W へ/の. く * 

人に 非す や、 唯 花の みならば 何 を 以て かよく 新く の 如く 相 親しむ を 得ん や。 , ^花の： 収も 近く^に 今お 

する は 無形なる 心 鍵の 力 を 所 依と する のみ。 れば稍 や 冷 かなる 自然 を さ へ 其の インス ピレ ー ショ 

ンに 山り て、 然く. H^x に 接近せ しむる 彼の 在 の 父 こそ、 日よりも、" n よりも、 ： 匕よりも、 みよ I 

も圾も 切に 义 近く 精 ：t を^ 激 せしめ、 心 胸 を 動かして、 北其 の靈沾 なる：：^ 在 を顯彰 する ものに て ある 

なえ /n れ ば 神 を感す る こと 物 を 咸 《す る よ り も 深 きもの ありと . 一， n へ る を しむ 勿 1 。 

：五：： 人お 形の もの を感 する こと 明らかにして、 祌を感 する こと 鹏：： ：： 夜に 於る が.^ き 想 ひ あ る よ、 

其の 现^ 祌 に：：^ せす して、 は 我の 方に 在り。 兩 者の^ 異 此の. 如くなる は、 ni^ の 如何に I いけ 

り。 故に 甚督の 山ト： 垂 謂に- K はす や、 心の 淸 きもの は： 幅 ひなり。 彼， は 能く 祌を視 るべ け e だな り 

と。 i ^謂の 論现 如何に 精密なる も、 心 の 論 现 別に：：^ 立す る を 忘却 するとき は、 戴 性 上の 桌物 すべ 

て 暗 屮に物 を 探る に 等 からん とす。 詩人 シル レル^く 此の； な^を 述べて S く、 智-. ^の 知力 得て 兑ざ 

の 事物 も、 .^广 の 如き 心 は， に. 已に： 大眞 爛燈 の！^ に 之 を S 行し つ ありと。 


献金の 道. 

ひとま はリ はじめ 

『  一 ？！！ の 甘の：：：： ごとに. 鲥曹 おの/ \ 其 i^: ると こる S 利に W ひて 之 を 家に i 咨へ 51^ け、 これ 我が 判る とき 始 

めて 出す こと & 々からん 爲なリ OK 前.？ ば 林 多^ 一  六の-:) 

八. 銀 は 比 〈の 所お ^；め を.；： ：问 せに し、 また 之 を 卑しく する の 力 あり。 之 を 川 ふるの 方法に よりて、 . ^は 

.ャ タンの 鮮に 人るべく、 或は 以て： 人の 使の 列に 加 はる： と あり。 之み 如何に^へ、 父 如 M に W ふべ 

きか、 M.:^ れ 我等の 研究すべき 所な り。  - 

^1 ま は ^林 多 人 に 向 ひ 金 の if 想 を 示 し 、 彼， が ュ 』 の 財に よりて 中 S くな り、 これ を 川 ふ る に よ 

りて、 來；^ たるの^ を敎 へたり。 ケ 林 多 前-, 卞： 十六 W い 二 ® に 於て、 彼が^^^き示せる所を分解するに 

^一  多少に 拘らす 財 を 投じ、 淡-の はめに 八.^ 銀 を擲っ は、 大^ 『クリスチャン』 たる もの、 ぉ務 

なり。 我， が 「しれの 愁 を-. 允た さん め、 比 ハ他世 卜：. か：：：. g の ：！： 的の 爲 めに、 费 せる 八. 額 を 以て、 これ を 

公共の 爲め、 ^^の爲めに川ふるものに比ぶれば 、 前^の だ 多くして、 後^の 尤も きを 知るな 

り。 人趙 が- 1 に： t し て^ふる 所の 八.^ 銀、 何れ の^に， M つて 流れ 行く や を ：13- れば 世の 逍 ti^ は 何れの 程 

度に ある を 知る こと 難から ざるな-ひ。 金銀 を 蓄へ、 ，\ーに出て^^我を行ひ、 迸 を 逃め、 枇を救 ふの 料 

に^する A- はしき MJ はな かるべし。 我 やや は 力めて 無 川なる た #へ を^き、" お A 、の 風 MM を廢 して 肘 

^ 金 の？！ g  二 


を 正義の 溝路に 流出せ しめざる ベから す。 新く の 如く^ ゐら る、 財 を 精む は高尙 なる 道德 なり。 之 

が 爲め に 質素 儉約 を努む る は 仁義 の 殊勝な る ものな り。 斯の 如く 之 を 用 ゆ る も 亦^だ き ことな 

り。 人お のおの 義の爲 めに 財 を投ぜ ざるべ からす。 

第二 天地 は 秩序に 隨 つて 述 行す。 上に n 生 辰、 下 は 山川に 至る まで、 一として 規律の 數然 たら ざ 

る ものな し。 自然 は 熱病の 如く、 廠 狂の 如く、 不時に 働き、 秩序な くして 動く ものに あらす、 日月 

の盈曰 K、 寒暑の 來往、 睡眠の 時 飲食の 度に 至る まで^ 犯す ベから す、 破るべからざる の 順序 あ 

り 風は氣 儘に 吹く といへ ども、 霞 界の事 又 規律な くんば あらす。 規律な くして 飮食 する もの、 ，s 

ちに して 病 を 得る が 如く、 規律な くして 祈る もの 及び 敎八 r の 義務 を識す もの は、 共の 信仰 を 傷つ 

け、 その 靈 性の 發達を 害する に 至らざる もの、 殆んど 稀な り。 義 指の 事、 また 然り。 ^るが 儘に 出 

し、 心の 向 ふに 隨 ひて 與 へ、， 少しも 一定の 規律 を 設けざる 時 は、 遂に 適當 なる 獻金を なすこと を 得 

すして 止まん とす。 

： ひとま は はじめ  . に はか あめ 

故に 保雜は 一 遲 りの 首の 曰 ごとに 敎へ たるな り。 驟雨の 如き 獻金 は、 或る 場合に 於て 害 を なすこ 

とも あらん。 凡そ 基督 敎徒 たる もの は、 安息 曰 (Ig に 多少の 獻金を なすこと を 心掛けて、 尖 序.^ に義 

の爲 めに 財 を投ぜ ざるべ からす。 獻 金に 規律 を設 くると 然ら ざると は、 一年の 後に 至り、 非常なる 

差異 を 生す る ことならん、 基督 敎徒 をして 其の 飮食 睡眠に 規律 ある 如く、 獻金にも礙然たる規^^を 

奉ぜ しめば 敎會の 維持 傳道上 の ；速 動す ベ て 今日 の 如き 有様 に は あらざる ベ し。 


第三 おの- -\ その 得る 所に 隨 ひて 財 を 家に 蓄へ 獻金を なすこと 阡 要 也。 已に (水に 蓄 ふるとい 

ふ、 以て 平生の 心掛、 容 13," ならざる を設. する に 足れ， ひ。 戶 n に 錫杖 を^ら す 旅 4^ の來 るに 遇 ひて、 

ii^ かに E 心 ひ 立ちた る もの A 如く、 金 を 投じ、 犬馬に 物を與 ふるが 如く、 何の 心 もな く 財を投 する 

は、 基： *E 敎 徒の 耻づ べき 所な り。 主の 事， の 世に 行 はれん が爲 め、 道義 を擴 張し、 ： 入^の 進歩 を ll ら 

んが爲 めに、 平生 祌に 祈り、 深く E わ ふ 所より 節儉 して 貯 ふる 所の 金 は、 此 世の 金に あらす、 資 に：. K 

闽の 金な り。 北ハの S きこと 知るべき なり。 たと ひ 厘毛の 微 とい へ ども、 主 は 彼の 變 おの レブ タ と共に 

大いに 之を稱 讚し 給 ふこと ならん。 爾は 幾何 の^人 ありて 幾何の 財 を 義の爲 めに 川 ふるや。 汝は飲 

食、 遊戯、 舉？！ の S めに 幾何の 財 を 消 # (し、 又 道の 爲め、 救世の 爲 めに は 幾何 を與 へつ k ある や。 

只與 ふる を 以て 足れり とするな かれ、 その 汝の 力と 平均して 化しき に 適 ふや を 否や を W 心 はざる ベ か 

らす。 此を 以て！ 3- れば、 千金 を 出す ものの、 尤も 醜き 守錢 奴たり、 IS 毛 を 出す もの 尤も 犬い なる 仁 

^たる ことなき にあら す。 舉 問の 爲め、 保養の 爲め などい へる こと は、 美 はしき ことの 如く 聞 ゆれ 

ど、 -\ 一れ が爲 めに のみ、 莫大の 金 を 費し、 義の爲 めに 出す もの 甚だ 少額なる もの は、 飲食 G 慾の み 

に 耽る ものと 其， おな： 異五十 歩、 fC 歩の のみ。 これ 同一に 利己主義の 奴綠 たる を 免れす。 讀愈， -講 舉 

を 以て 已れの C{ 心 を痴 ひ1 にし、 世の 毀 ま： を 瞞着す る もの 尠 からす。 我等 は 利己主義の 讀書 ま 舉、 攝 

生 保養 を攻 m, す る 必！ i 女 あ る を 見る 。 

第 叫 財を投 する もの は、 之 を 無心に する 勿れ。 思慮 を 以てし、 祈り を 以てして、 献金せ よ。 忍 


信仰の A  , ： 

慮な く、 祈りな きの 金銀 は 如何に E 額な りと も 土 芥を堆 精した るに 異ならす。 ぼ 人 は 心 を 川 ふす.. 

の. B 一 i を 求めす、 基 と共にす るの 情 を 人の爲 めに 催 ふすな くして、 1^ りに 献金す る こより、 

U ーハ の 得 ベ き 禾益を 得す 、 "大阈 にまで 通 州す ベ き 財 も し く 世 i^j の 兩替屋 にの み委す る こ と小ノ なか ら 

す 若し？.^ しき 心 を 以て 常に 献金す る こと を勉 めな ば、 或 時 は の說敎 千の 勸吿を 聞 きたる 時より 

も、 J ハグ： ク -ヌ， お (達する を： リ ことならん。 無心なる 献金、 祈りな きの 義捐 は、 すべての 惡不 S 

德と 1 に 贵 かるべ きもの を. き 地位に 棄て m:^ くこと なりと <ぶ はざる ベから す。 

金銀 は道德 の符號 なり。 忍耐、 節儉 にあら ざれば 之 を 得る こと 能 は ざれば なり。 マリヤの 旣げ る 

ナルダ の香脊 も 金銀 を 以てせ ざれば 之 を 買 ふこと 能 はす、 金銀 は已れ の ft: ら. ：；^ ら ざる 所に も 肉ら * 

場に 臨める と IM: じく 善 を 行 ひ、 義 をな さしむ。 金銀 は 人 をして ー體 分身の 魔術 を 行 はしむ。 昔 直 > - 

：^、 繼 は銀錢 を： おれたり として 乎 を 之れ に觸れ ざり しとい ふ。 是れ某 I" 敎の 精神 を 以てせ ざるが 故の 

み。 m 心 慮 深く 祈り と共にす る ま S 財 献金 i}! 共に 美 はしき ものに て、 之 を 仁^の 化 現な りと する も 不可 

な 力る へし 我等 は 世人が この 金銀 をせ ぶの. Q を舉 ばんこと を 

人生の 三 大勢 力 

5^1 铪 n て：；： K 、の 門人， と H リコ を 過り しに •  ま. 霞の 如き 群^ 之に 附き從 へり。 頓が て^^こ ほ ^ りしと 


き 名をバ ル テマ ィと 呼べる 替者路 のほとりに， して 乞 ひ nw.^ りしが、 へ rL も 耶穌此 所に 来れり と閱 

き聲を 放ち て 呼 はりけ る は、 ダビ デ の 裔な る耶 よ、 我 を 偶め 上 。 衆 if 之を禁 め て 械默れ と -. ム ふ 、 然 

れども 彼 は 益 呼ばり て 止ます。 耶穌 立ち 止り て 之 を ガ：： ばし む。 人々 忽ち 前の 程と は 打って 變り、 替 

5 は ざ 

^に 向 ひて、 心 を 安ん ぜょ、 生の 爾を 呼べるな りと-. ムふ。 替^ 其の 表 衣 を かなぐり _ ^て、 起ちて 邪 

, 挑の もとに 來ろ。 耶 i5 答へ て-. ム ひける は、 爾 我に 何 を爲ら れんと 欲する や。 ム ふ、、 よ、 はえな 

ん こと を 努ふ。 耶 之に：. ム ひける は、 往け爾の：：；^仰雨を救 へ.りと、 此に彼 はた、 t ちに： 1:=^ る こと を 得 

て、 耶穌に 從ひ往 きぬ (fifis  。仔細に 此の 物お を檢 し來れ ば、 人生の 實際 之に 類す る もの.^ か 

らす。 意 ふに バ ルテ マイの 身 k は 人生 を. 1  乂. g する 三 大勢 力 を：；：^ 一： 小せ り。 試みに 之 を 略： 説せ しめよ、 

めし ひ 

.1^ の 光 は n なり、 n にして 光 を 失 は i -、 共の 一晴き で， と 如何ば かり ぞゃ。 朝 出る n も替 おのた めに は 

徒らに 輝 やくの み。 ^の 花 も 穴」 し く^ふに 過ぎす。 花なら ば 乎に 取りて ん今 nn の：：；：： と：： W じけん 心 

のうち ぞ 哀れなる。 バルテ マイ は斯る 不幸なる 身 を 重 やかに 北；：： ft ひつく 左らぬ だに 辛き^ 世の 波 

^に -f! ひぬ。 余が 識れる 人 志尋赏 ならす、 氣分 た 盛んな りしが 半へ g にして、 雙眼 E 'を 失 ひぬ。 

彼 は 之が ため 據慨， ば 造る 方 もな く 一  夜 人の 眠れる を窥 ひて- n: ら矩 銑の 焖 となりて」」 びに き" 」n 人 

の 悲境 察する に餘り あり。 

生^ I 肌バ がは^の 習 ひなり。 新橋の ス テ ； シ ョ ン に下准する人 々を：：^-ょ。 彼らが ^海道 を 汽 ^ にて 

越 ゆる 徒然に、 四方八方の物..^^1をなしっ.-狎れ叙しむ歉親戚も之に過ぎじと：3-ぇたり。 然れ ども 旅 

人生の 三 大勢 力  Is 


の 終局に 達する や、 前後 を爭そ ひて、 我れ 勝ちに 出口 を 求む る體容 は、 左て く 輕 薄の 絶 m に 

し 人生の 行路 難 また 之に 異ならす。 個人主義の 横行す る 世の中 は 力 イン こそ 得意なら め、 我： ゾ J に 

兄弟の 衞士 ならん やと は、 人の 口々 に 罵る 所な り。 人 を a ば 敵な りと 思へ と、 世渡りの 經驗 家は敎 

力たり mv して 然 らば 人生 はた 油斷の 出来ざる 所、 片時の 安心 もなかるべし。 然れ ども 天 父に 感 

謝せよ。 險 坂の 旁り 魂 驚かす 九折に も 躑躅. kll 合 花 は 人 吹き 芳 へり。 我意の みと 思 ひたる 世に も 己れ を 

忘る-^ 家庭 はありに き。 生存 競爭に 他事な しと し 所に も斷 金の 交り 厚き 友の 情溫 かなり。 妄に 

人生 を戰 ひの 巷に 比する 勿れ。 愛の C 水 は 所々 に 湧き出で て 行き 艱む 旅人の!^ と はなり ぬ。 た,. 家 

庭 朋友の みに あらす。 人 誰か 測隱の 情な からん や。 人情 ®々 利己の 念に 勝ちて 慈善の 泰寶 となりし 

の-つ へ 

もの バノ 力ら す パル テ マイ は^る 不幸なる 身上な りしが、 世間 は 幾へ P か 之 fJiE み を 加/たり。 皮 ま 

R ごと 域の 門に 出で て 物 を 乞 ひぬ。 往来の 人に してい さ \ か ii; の 露を旣 ぎし もの も 多 かりけ し。 4^ 

ながら  -' ^  i  く，. 7 レ /  , く 

は 辛くも 世に 生存.， ^ る こと を 得たり 。此所 はた 個人 主 装の 世界に て はおら ざり けり？.^" 等 は 社交的 

の 動物な り。 ほの 虚 {r^ に 翔ける が 如く、 我等 は 社會の 問に. 生活し つ k あり、 社會は 我等 を獎勵 し、 

吾等 を 助け また 我等 を 妨げつ & あり。 或ると き は 之が ために 精 祌界の 死 をも遂 ぐるに 至る。 S に 

社會の 感化 は 人生の 一 大勢 力なり と 謂 はざる ベから す。 之 を 替者パ ルテ マ ィ の事資 に徴 して、 社會 

及 び 個人 の 關係を 明かに し 之に 對 する 我等 の 覺悟を 定め ざ る ベ か らす。 

バルテ マ ィは 世人の 扶助 を 被ぶ りたり。 彼 は 之が 爲 めに 墮 落せん とせし か、 進歩 せんとせ しか。 


此れ まことに 切要なる 一 ^题に 非す や。 世に 扶 けられて、 精神の 健全 を 維持 せんこと 極めて 難し。 

己；：^ を B にんじ、 つ 籠 ili の 事に 心驟 薄き 徒 は社會 のために 己れ の 1^ 在 を も 失 ふに 至らん とす。 然の 

き、 

みならす、 世 は バルテ マイに 其の 最も 渴望 する もの を與 ふること 能 は ざり き。 往来の 人 々は 僅かに 

銅 錢の類 ひ を 之に" 思み たりし のみ。 然れ ども バ ル テマ ィは 最も 切に 目の 見へ なんと を 求めし なり。 人 

Is!- 凡そ 斯の 如くなら ぬ もの 少し。 あ、 世界 はサ マ リャ の婦の 日毎 汲む に 疲れし 井の 如きに 非す や。 

之 を 汲みて、 活ける 泉 を 掬 せんと 欲する も 力 及ぶ ベから す。 施與の 衣服 錦 を 重ぬ るに せよ、 惠 まれ 

し 物充ち 足る にせよ、 バルテ マイの 心に は尙ほ 飽き 足らざる 所 ありし ならん。 功名 榮逹 にあく が 

れて、 人 問を賴 みとす るの みに て は、 何となく 本意に 背ける の感 無くん ば 有らざる なり。 胡馬 北風 

に 嘶き、 越 鳥 南 枝に 奥 ふ。 たぐ 祌を 愛する に. S りて 滿足を 獲ん 様に 造られし 人心の 至情 は康 土に 安 

ん する を 得す。 鐵相ビ ス マ ルク 此の程 人に 徴 悔して 曰く、 余が 名 聲の大 なる は 自ら も 知る 所な り、 

然れ ども、 此の 大 いなる 名聲を 以て 自 から 幸福 を 感じた る は、 一生の 問 僅々 二十 四時 間 あるの み 

と。 此の 徴悔 近刊の 國 民の 友に も 見えたり。 石火 電光 朝露の 事物 豈に 能く 人の 心 を 慰 さむる を 得ん 

や。 社 舎 は高贵 なる 冀、 望に 應ぜ ざるの みならす、 人 ありて 望み を 高き 點に 注げば 社會疆 之 を 憤り 

て、 1,:: 方 其 人 を 妨害 せんと 試みる こと あり。 社會は 保守的な り。 敢て 新機軸 を 出す こと を容 さす。 

社會は 己れ の 好尙を 模型と して、 一 個人 を 形成 せんと 欲する ものな り。 進歩主義の 人 破天荒の 15^ を 

試みん とすれば 社會即 はち 烈火の 如くに なりて 之れ を 憤らん とす。 唯々 諾々 其の 與ふ る ものに て 
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滿足 するとき は佛の 慈^ を 以て 我を兑 る。 然れ ども 之に 北 n きて 自家の 现 想 を 主張 せんと すれば 忽ち 

岡 魔羅 < 刈の 相 を 現じて 我 を 呵責：：？ や：^:: する こと S だし。 例 令ば バ ル テマ ィ城 e: の 袖 乞に 滿 足せす して 

ナザレ の耶 a4 に 呼ば はれば 盧外 なり、 推參な り、 缄默れ と 口 々に 叫びた る 如し" 社會は 尊ら 寄生 物 を 

愛する に 似たり。 故に 仲 尼 は 陳蔡に ra: しみ、 卞和は 玉 を献 じて 刖ら れ、 。ハウ a は 耶^に 從 ひて：：^. 志 

に恶 まれたり" 豫 一一 一一 n 者の 故山に 尊から ざる も 之が ためなり。 十：：： へより 義を へ、 道 を る の^子 多 

く は 厄に 遭 ふ もの 蓋し 此の 事情 ある を 以ての み。 而しぉ1^^、ハ ル テマ ィは 人生の 一 大勢 力た る 社 八 はに 

對 して 如何なる 態度 を 取りし ぞ。 

一 ^人と 社會 との 關係斯 の 如し〕 社 八 I：： は， S ほ 海の 如き ものに 非す や。 能く を 浮ぶ る も；； S なり。 

之 を ：0 へして、 人と 貨物と を 底の 藻：^ と 爲すも 亦 海な り。 風の 吹く に 任せ、 潮の 流る、 に隨 ひて、 

波の まに く 行く とき は 舟 必ら す覆沒 の 憂 あらん。 個人の 世に 立 つ 亦蓄 之と 異な る もの あ ら す。 

唯 だ 社 舎の 勢力に 辟易し、 衆人の 向 ふ 所に 從 ひて 進退し、 倚 かに 其の 手當 てす る 所 を 以て 滿足 する 

とき は 己れ が 天分の 才を 仲し 得す、 五十 ハ 小の 生命 な 永久の 生命まで も 亡ぼす に 至らん とす。 五：， 

は 社 八 I：： に對 して 大海の 一 粟に 比すべき ものな り。 天地の 悠々 たる 丑 ii. 等が 生命の 迅速なる、 社 八 I：： の紛 

紛擾々 たる を視れ ば、 ^人 何れに 在り や。 むしろ^と 推し 移り、 時と-もに 變 化して 穴-: しき 勞苦を 

脫ろ、 に は 如かす。 .E 來 幾多の 英雄 其の 志 を 此の- S 慕の 巾に 扉り しぞ。 人. 類の 進歩 は  一 ^人が 天ド 

萬 衆の 怒號嘲 篤す るに も拘ら す斷々 乎と して 己れ の 木^ を 守り、 已れの確！：：^をホ；^し、 己れ の 主義 


を iF へて、 飽くまで、 想の 〔小す 所に 向 ひて 進みし に 起. E せ すん ば おらざる なり。 碌々 世^に 追從 

する もの は、 ^に I 功を樹 つる こと 能 はす、 生べ 叩^の 零點、 また 何の M 航も 有る ことき けん。 祌の 

我を^に 降せ る は^して 偶然なら す、 我に は 我の 本^なる； P のおるべき .itw なり。 一寸の 蟲 にも 五分 

の 魂 あ "と、 ム はす や. - 如何に 無 舉短才 なれば とて、 此の 我と 一 * ム へる 城廓 をば 一歩たり とも 他人に 蹂 

躏せ しむべ からす。 立法 論の 著述 を 以て 英阔に 有名なる ベ ン サムせ つて 其の 恩人 廿 水の 事 を 記して R 

く、 彼は失.ま_^^膽の底ょり余を^き揚げたり。  <ル は 共の 獎勵 に， E りて 己れ て ふ もの、：：^ する を 知り 

ぬと。 ベンサムの 一 生 は 此の iljf^ に基ゐ せる ものに 非す や。 

^：：：&バ ルテ マイ は抵 人の 所！ i 慈お： なる もの に 露命 を繁 がる」 に滿 足せす、 耶 の 至れり と 聞き 

て、 此の T 歳の 一昨 を 失 ふべ からすと 大いに 聲を發 ちて 共の 哀憐 を 求めたり。 械默れ /\ の聲 i=- す 

しけれ ども、 彼 は 之 を： 斗に も 懸けす、 ハ分. 呼 はりて 止ます。 バルテ マイ は 此所ぞ と E 心 ひ 込みし 事に ひ 

きて は、 敢て 他人の 毀 眷に從 ふこと を 好 まざりし なり。 ； n; 邪穌 瞽者 を 呼ぶ と 聞く や、 さきに は n 

きたなく  Til いし 人々 も 心 を 安ん ぜょ、 主爾を 呼べり と 一一 一 .LI ひつ k 之み 祝せ り。 手を飜 せば 雲と なり、 

乎 を I 保せ ば： 吶 となる。 ^人の 褒 秋； 人 の 變り n 勿き より も： J::^ だ し。 紛々 た る 輕 it 何 ぞ顿む に 足ら ん 。 

所る 淺， まなる 他人の 好. あ を 標準と して、 逸 退 を 決し、 去就 を { えめな ば、 淺 It を械 めた る 生命に て々 

を 終らざる を. 6；：： す、 ペスト ス は。 ハウ n を 狂せ りと 云 ひぬ。 邪， 涨の 親戚 は 共の 舉 動 を 怪しみて、 共の 

精 rttS ならす と 思 ひ 僻めたり。 狂と n:! はれ たれ ど、 バウ。 は 福 昔 を 傅へ て 止ます、 精 祌錯亂 すと 誤. 
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解せられ たれ ど、 吾ら の 主 は 共の なる 事業 を 中止せ ざり き。 此れら 二人が 世の 淺 薄なる 毀 春に 顿 

着せ ざり し は、 人類の 祝賀す る 所に 非す や U バルテ マイ は金鐵 をも鎔 すて ふ 衆 ロの篇 々たりし に懸 

念せ す... またに はかに 赞 成す るが 如くに 兒 ゆるに も 頓着せ す、 獨立獨 行 一意 專心、 主の 援けを 呼 

びぬ" 蓋し 獨立 自信の 意氣 如何に 盛んな りと も、 I 心亂れ すして、 共の 志 を 成す に 尊ら なら すん ば 

何事 を も 成就す ベから す。 凡そ 事業 を 成し、 其の 目的 を 達せん と 欲する 人 は、 我の 信す る 所に 任す 

るの 獨立 心と」 もに 一意 專 念の 心 懸け 冇るを 要す。 而 して 之が 成就 せんがた めに は、 おら ゆる 代惯 

を支拂 ふの 決心 無 かるべ からす。 敢て爲 ざる を ^i:: る ものにして、 大いに 爲す所 ある を 得べ し。 敢て 

棄 つる 所 ある ものにして、 大いに 獲る 所 ある を 期すべし。 シィザ ルは舟 を 焚き 棄 て- r 光 榮の最 も大 

いなる 戰勝を 獲. U りと 聞く、 生きん と 欲する もの は 死す。 身 を棄 て， - こそ、 浮ぶべき 瀨も あれ。 拾 

身と 名 付く る 法 を 以て 對手を 仆すは 角力 社 乾の 秘訣に 非す や。 バ ル テマ ィは耶 穌の聲 懸かれり と 

うはぎ 

くや、 たド ちに 其の 表 衣 を かなぐり 棄て， - 起ちぬ。 目の 明らかな らんこと を 望む の 切なれば、 共 

の 故障と なるべき もの は 群衆の 舆論 をも棄 つ。 況んゃ 其の 表 衣 を や。 彼 は惜氣 もな く 之 を かなぐり 

棄 てたり。 其の 奪 ふべ からざる の志氣 堅き こと 斯の 如し。 彼が 兩 目の 終に 明らかな りし は { 且 なりと 

li ふべ し。 靈 性の 股 暗み て、 祌を 見る こと 能 はざる 人 もまた 然 かせざる ベから す。 世問：！！^！齊敎を硏 

究し、 其の 道に 志す ものに 付きて、 吾ら 最大 遣憾 とする は 彼らが 世人の 好惡に 支配 せられて 獨 立の 

たっと 

精 祌を尙 ばざる こと 其の ； つなり。 彼， らが 常に 或 心 を 持し、 手 を 鋤に 着けつ、 北 H を 顧みて 兩 可の 


に 中立し、 熱せす また. ならす、 約め て 之 を 言へば 尊 心 一意 有らゆる 行き 懸り を排 し、 凡ての 事情 

を 破りて、 バ ル テマ ィの 如くせ ざる こと 其の 一 一つな り。 桑の樹ょり^;1.6ぎ下りしザァカィは救はれ、 

財 を 失 ふに 路躊 せる 富 少年 は： S 然として 耶穌の もと を 去りぬ" 無名の 指 を 癒さん がた めに は 千里 を 

も 遠し とせす、 心の 目 を 開き 無 限界の 義を 見ん がた めに は、 天下 何もの か棄 てがた からん。 世人が 

道に 進む こと 能 はざる もの は理の 徹せざる に 非す、 基督 敎の 明らかなら ざるに 非す。 多く は 義を見 

て爲 すの 勇に 乏しく、 一  意 專心衣 を 脫ぎ棄 てて 之に 至る の意氣 なき を 以ての み。 

以上 論述せ し 所に 就きて 社會の 力と 我が 力との 關係稍 や 明かに なりぬ。 此の 二つ は實に 人生の 一 一 

大勢 力に して、 世上の 失敗 成功 は 常に 此の 二 力 配合 宜しき を 獲る と 否らざる とに 在りと 謂 はざる ベ 

からす。 然れ ども 此の 二つの みに て經營 せらる」 は 低き 生涯な り。 吾ら は 天て う 勢力の 存 する を 忘 

るべ からす。 之 を 忘れて 自ら ffl うるに 過ぎた るが ため、 鄙 吝の情 懷に胸 を 塞がれ、 大 なる 失敗 を 招 

きし もの 少 からす。 一 世 ナボレ オン まさに 大兵 を 露國に 出さん とす。 或 人 其の 不可なる を 論じ 天の 

畏 るべき を說 きて 之 を 諫止 せんと 試みし に、 帝 傲然と して 言へ らく、 天 は 吾が 手裡に 在りと。 あ、 

彼は獨 立の 人な り。 其の 意 氣旣に 乾坤 を吞 む。 大事 を 成す の资 格に 於て 獲る 所 固より 少 からす。 然 

れ ども 彼 は 長 天 敬神の 念 を 欠きぬ。 彼は肅 しみ 謙りて 神に 賴 むの 心 懸け を 有せ ざり しなり。 之が た 

めに 其の 品性に も 事業に も蔽ふ ベから ざる 大破 綻は 生じに き。 

頭 腦を役 ひ、 手 を 揮 ひ 專らカ を用ゐ て、 天下の 事盡く 成就す ると 思 ふ は 非な り。 世界 はた^ 力作 
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の 工場に 非す。 また 觀念瞻 仰の 聖所、 禮拜敬 事の 祭壇た る を 記憶すべし。 天助、 天佑な ど 云へ る 語 

は 決して 無意義の ものに 非るな り 趙甌北 曾って 李 白 を 論じて 曰く、 杜甫韓 退 之 を 以て 之と 比較す る 

に、 杜韓は 用 rR 而不 A 免 一 痕跡 ハ 而 うして 李靑蓮 は不, fflvR 而觸， 手 生， 春。 此れ 仙と 人の 別な りと。 

趦甌 北の 仙と 稱 する は 所謂 天才に 非す や。 詩の 仙なる もの は 力 を 用うる こと 無く、 手の 觸る、 所 春 

を 生す。 其 仙に 非ざる もの は 勉强勞 苦して 力 を ffl ゐ、 到底 其の 痕跡の 掩ふ ベから ざる もの あり。 此 

を 以て 知る、 人生 はた^ 力作の みに 非る を。 蓋 インス ピレ ー シ ヨン は 吾が 力の 致す 所に 非るな り。 

吾ら は 危坐 正 念、 自己の 力を入れす して、 神明の 感 格に 接する こと あり。 百 千た び 草稿 を更 むる に 

も 勝りて 湖 月の イン スピレ ー ショ ンは紫 女の 源 語 を 成す に 力 ありし ならん。 ソ クラ テ スは已 れを啓 

道す る 神靈を 信じたり。 大舜は 田に 往 きて Z 文 天に 泣きぬ、 仲 尼 は 知已を 天に 尋ねし に 非す や。 ハイ 

ドン は 一曲 を 作る ごとに 先 づ之を 上帝に 祈りし と傳 ふ。 人生 は勞作 活動の みに 非す、 また 營養 なり 

修練な り。 靜 かに 天の 物 を 受領し、 恭しく 之 を融變 同化す るに 非ら すん ば 活動 も 其の 極 所に 達する 

こと を 得ざる なり。 靜思 禮拜は 人類の 最高 本領な り。 たビ 世の 競 爭場裡 に 火花 を 散らして 戰ひ、 躍 

鬼 的 運動に 餘念 なく、 書 は 萬 卷を讀 破し、 足 は 名山 大川 を跌涉 して 遣す 所な きを 以て 人生の 事盡き 

たりと す 可ら す。 之 を 耶穌の 性行に 鑑みよ。 其の 事業の 偉大 悠久なる と 其の 活動の 盛んなる と は 天 

下 比類 無 かるべし。 然れ ども 彼 は 常に 祈 禱禮拜 の 人に て ありき。 路加 傳に 曰く、 耶穌 いのりの ため 

に 山に 注き 終夜 神に 祈れり と。 其の 平生 斯の 如し。 故に 天啓け て聖靈 馴鴿の 如く 之に 降下せ しも 祈 


りつ & ありし ときな り。 彼の 山の 上に て、 其の 容貌と みに 變り、 面 は 日の 如くに 照り、 衣 は 雪より 

も. CI く^きし と ある も 耶穌が 祈りし ときに 非す や。 禮拜は 人生の 常道な り。 畏天 敬神 は 生命の 柱な 

り。 希 伯來書 十一 章に 列擧 せられし 名 賢 巨人 は 皆な 信仰に 由り て、 其の 朽ちざる の聲譽 を 8 たり。 

自助、 奮勵、 力作の み を 以て 身 を 立てん と 欲する もの は 深く 此の 事 を 思 はざる ベから す 

雾バ ル テ マ ィは 非常なる 意氣を 示め し、 有らゆる 精力 を 注ぎて 耶穌 のま へ に 出で たり。 天國は 

爭 ふて 取るべき ものな りとの 一語 バルテ マイに 於て 事實 となりし を 見る。 然れ ども 彼が 耶穌 0 まへ 

にも 出る や、 肅 然として 容を更 め、 敢て 一 言 をも發 する ことなく、 ひたすら に 主の 八 g. を h... ちしつ 

み。 彼 は 己れ の 力 を 用うべき 時と、 氣を牧 め 心 を 平らかに して 謙り、 上 を 仰ぎて 待ち望むべき 時と を 

辨 へしな り。 た、. - 跳り、 走り、 爭ひ、 呼號 する のみに て. S しからす。 我 をして 周旋 盡カ のみの 世界 

に 住まし むる 勿れ。 時として は 靜思禮 拜の靈 境に 出入せ しめよ。 我 をして 額 上に 汗 を 流す のみなら 

t 感謝して 麵齣を 裂かし めよ。 我 をして 人間の 應對 のみに 疲れし めす、 爆意氣 精神 を 祌と交 i せ 

しめよ。 敬虔の 道 は 人性の I 大勢 力に 非す や。 

どよめ 

人 は動搖 きて、 山川の 淺き瀨 に 異ならす、 其の 罵る 聲は 百の 國語を 一 齊に 使用した らんが 如し。 

の に 在りて、 一人の 瞽者 覺 束な くも 至誠の 聲を 揚げて 主 耶穌を 呼ば はりぬ。 あ.， 彼が 切なる ね 

最も 明らかに 基督の 耳に 達したり。 彼 を 呼べとの I 言に て バルテ マイ は 感泣 やしつ らん。 爾 我に. & 

を爲ら れんと 欲する やとの 御 聲に彼 は 親しく 主の 同情に 接して 其の 恩愛に 由り 已に已 れの眼 は 明ら 

人生の 三 大勢 力  二三 


かにな りし 如き 心地 やしつ らん。 往け爾 の 信仰 爾を救 へ りとの 仰せに 見え ざり し 天 地 は 見えたり、 

天父の 恩 基督の 愛 は 前め て 肉眼に ける 太陽に も 優りし なり、 彼 は 喜びて 耶 穌に從 ひぬ。 

(右の 一 篇ボ イド. 力 アベ ン 卜 ル 氏の 著書に 負 ふ 所 あり) 

支那 日本の 相 異なる 點 

西 人 支那 國民を 批評して 曰く、 彼ら は 散文的に して 詩の 要素 を 含む こと 多から す。 彼ら は 余り 普 

i 感覺に 支配 せらる- - 人民な りと。 具眼の 人 支那の 文物 を 講究して、 此の 結論に 達せざる もの 殆ど 

罕 なり。 彼らの 回顧的なる 所、 彼らの 保守的なる 所、 彼らの 非傳奇 的なる 所、 彼らの 唯 物的なる 所 

を 見れば 支那 人の 想像力 は 現今に 限られ、 成敗に 屈託し、 普通 感覺の 重力に 抑留 せられて、 天馬 空 

に 駆る の^ある を 得ざる なり。 彼ら は餘 りに 多く 實際 的と はなり にき。 彼らの 儒道 は セキ" ラ リズ 

ムを 主張す る こと 過ぎたり。 彼らの 福音 は 現世 的な り。 彼ら は现 想の 要素に 於て 欠る 所 多し。 彼ら を 

して 今少しく iii ならしめ よ" 彼らの 壯丁 をして 少しく 夢に 動かさる i の 氣質を 有せし めよ U 之 を 

略言 すれば 彼ら をして 現狀に 落ち 付かす、 頻 りと 奇遇 的の 想像 を 縦に せしめ、 鋭意して 進歩 を 求め 

しめよ。 故に 支那 を 救 ふ もの は 理想な り、 健全なる 理想 は 健全なる 信念に 伴 はれざる ベ 力ら す , 

故に 結局 支那 更新の 一 大要 素と して は眞 正なる 宗 敎を算 へざる ベから ざるな り。 


ほが 日本人： は金錢 よりも 體面を 重ん する の 風 あり。 所謂 廉耻 名聞 は 大和魂の 柱石に て ありき。 

邦人の： iftslo ぉ惯 此の 體 面て ふ 一 一字に 支配 さる \ もの 幾. 何ぞ や。 吾ら は 此の 點に 於て 日本 魂のお 所 を 

發 見し、 其の 想に 遠き もの ある を 憂へ すん ば あらざる なり。 然れ ども 其の 金銀よりも 體 面て ふ 一 

ti, 股つ 形なる 理想 上の 事 を 重ん する は 誇るべき 所な りと 謂 はざる ベから す。 吾が 人民に 此の 意 〔湫 の存 

する は 共の 度まで 彼らが 非 唯物主義なる 證據に 非す や。 吾が 國の人 輕躁を 以て 天下に 知らる、 こと 

久し、 然れ ども 此の 短所の 裘面を 窺へば、 今よりも 更に 善き もの K 存 せんこと を 信す るの 念 勃々 禁 

する 能 はす、 善き もの を、 更に 善き もの をと 慕 ふこと 極 はめて 切なる 進歩的 精神の 要素 溢る、 を 見 

るべ し。 是 れ危險 此の上 も 無き 性質な り。 不平 も 失望 も、 革命 も、 社會 主義 も、 輕躁 も、 失敗 も此 

の 間より 进り 出づ。 然れ ども 更新 も、 進歩 も、 改善 も 健全なる 反動 もまた 活ける 泉の 如く 此の 危巖 

絶壁の 間より 流る。 吾が 日本人 民 は 現在 主義 を 奉す る ものに 非るな り。 之 を 手 短 かに 言へば、 吾ら 

は 理想的の 民に 非す や。 理想に 熱衷 する 是れ 吾が 邦人 先天的の 性質なる にも 拘ら す、 妄りに 過去の 

t 〈史を 顧み、 其の 成功に 悛じ、 現今の 日本に 誇る のみに て 其の 欠點を 指摘す る を 嫌 ひ、 新 文物 新道 

德の加 人 を 忌む 徒 は 日本的 精神の 賊 なり。 世間 通常の 論客に 在りて は、 此の 弊 聊か 容赦すべし。 然 

れ ども 设も 理想的な. るべき 基督 敎 徒にして、 國 家の 歷史 にの み心醉 し、 其の 旣に 獲た る眷れ に滿足 

し、 十字架の 福音に. H りて 此の 民 を 罪より 救 ふの 必要 を說 くこと を 怠た る は、 此れ 天國の 主義と 日 

本の 國粹 とに 對 して、 不忠な りと 謂 はざる ベから す。 此の 如き 徒 は 二重の 非難 を 免るべからざる な 

支那：！ 1 本の 相 異なる 點  二 五 


り。 福音 新報 は 常に 武士道 を賞讃 せり、 基督 敎に 非れば 之 を 保存す るの 方法な しと は 其の 常に 說く 

所に て ありき。 然れ ども 世間 浮薄の 徒 妄りに 之に 心醉 して 進歩の 大義 を 誤らん とする もの ある を 見 

ればセ ルバ ンチス の 筆を藉 り、 武士道の 破綻 を 暴きて 十字架の 福 一昔 を 主張す るの 必要 を 感ぜ すん ば 

あらす。 此れ 日本の 眞 正なる 國粹に 忠なる ものに あらす や。 吾が 邦人の 進取すべき 前途 を 暗く し、 

健全なる 道德 上の 不平 心 を 滅却し、 漫 りに 理想の 夢 を 破らん とする もの は 皆な 日本 をして 支那たら 

しめんと 欲する 徒の み。 (=3 活戰爭 最中 起稿) 

人力と 神 力 

ますら を 

『爾等 丈夫の 如く 剛 かれ。』 (前 哥林多 書 一六の 一 三) 

此の 譯文 少しく 穩當 ならざる に 似たり。 之 を 今一 段 精確に 譯出 すれば、 爾ら 丈夫ら しかれよ。 剛 

强 かれよ となるな り。 

丈夫ら しかれよ と 言 ふ は、 專ら 人の 義氣 節操に 訴へ、 其の 恥 を 知り、 面目 を 重ん する の 志 を 動か 

して 悪 を 去り 善 を 作 さし めんと 欲する の 意なる べし。 

例 すれば 昔ョ セフ 主人 ボテ フ アル の 妻に 懸想 せられて、 大 いなる 誘に か. - りしと き、 之 を 否みて 

口く、 見よ 我が 主人 家の 內の もの を 顧みす、 其の 有て る もの を 悉く 我が 手に 委ぬ。 此の 家 こ は 我よ 


り大 いなる ものな し。 叉 主人 何 を も 我に 禁ぜす、 唯 だ汝を 除く のみ、 汝は 其の 妻 なれば なりと" 是 

れ 彼が 良心の 力に より、 氣 節を勵 まし、 正義の 一念に 由り て發 したる 首な り.。 人の 性 もと 善な り。 

うまれつき 

誰か 方寸の 間に 震 明の 少しも 存 せざる もの あらん や。 此の 生得の 力、 大いに 人 を激勵 して、 義に勇 

み 善に 進まし むる こと 疑 を容れ す。 

然れ ども ヨセフ は页に 進みて、 我 如何で 此の 大 いなる 惡を爲 し、 祌に對 して 罪 を 犯す を 得ん やと 

1  一一 n ひ 放てり 一一)。 彼 は 巳が 胸中の 良心に よりて 此の 誘 ひに 克っ こと を 務めし のみなら す、 人間 

以上の 威光 を 借り、 其の 推獎鈹 舞す るに よりて、 已れの 精神 を 固た め、 養 S を 盛んなら しめたる も 

のな り。 我^の 道 德 は 唯 だ 自家 方寸の 力 をのみ 恃 みとす ベから す。 宜しく 天道 を 長れ、 神明 を愼 

み、 上帝 を 敬愛す るの 精神に も 深く 依頼す る 所 あるべき なり。 バウ C1 が剛强 かれと 首 ひし は、 即ち 

此の 事に 外なら す、 剛强 かれと は 自家 心中より 發 する 道義の 力 を 指せる ものに 非す。 バウ 口が エペ 

す こや 

ソの 書に (一一！ ふ) 其の 榮の 富に 循ひ、 其の 靈を 以て 爾曹の 衷の人 を 剛健 かにす、 と あるに 照し 合せて、 

其の 眞意を 明かに する こと を 得べ し。 或 ひ は 兄弟よ、 主お よび 其の 大 なる 能に 頼りて 剛健なる べしと 

肯ひ (ftg 力) 或 ひ は 我 は 我に カを予 ふる 基督に 因て 諸の 事 を爲し 得るな りと 言 ひ (ffsp) 或 ひ は I 任 

弱より して 剛强 せらる と 言へ る (Tff, が 如き は 皆な 此の 眞理 を敎 へし ものな らん。 讓に！ ：！  く 天 

は 自ら 助く る もの を 助く と。 若し 天助 を 得、 神の 能 を 賜 はらんと 欲せば、 宜しく 自ら も 大いに 勵み、 

裔發 して 志 を 堅め、 全力 を盡 して、 義を行 はんと 欲する の 決心 ある を 要す。 苟 くも 然 かせす して、 

人力と 神 力  二 七 


漫 りて 助 を 天に 求む ると 稱 して 激勵 する 所 無くん ば、 其の 結果 唯 だ 薄志弱行 何の 仕出した る 事 もな 

くして 巳まん とす。 然れ ども 唯 だ茫々 たる 天地の 間に 孤立 獨 行して、 已れの 道念 を 保ち、 正大の 氣 

よわき  つよく 

を 維持 せんこと 甚だ 難し。 此の際 荏 弱より して 剛强 せらる \ の經驗 なくば、 道德 上の 安危 實に心 も 

となき もの あるな り。 古への 義士 節操の ために 慘 刑に 處 せらる i に 臨み、 皇天 上帝 眼 分明と 言 ひ、 

天地 正大の 氣 ありと 絶叫した るが 如き、 明に 基督教 的の 思想 を懷 きしに は 非す と雖 も、 畢竟 一 稷 の 

力 を 人間以上の 威光より 借り 來 りて、 己れ の 意氣を 鼓舞した る ものな り。 人間の 義现に 因りて、 道 

ならぬ It 惑 を 担 絶せ る ヨセフ は、 之に 加 ふるに 神明 を愼 しみ、 天を畏 るとの 一念 を 以て、 更に 其、 の 

精祌を 堅固に する こと を 得たり。 蓋し 吾人 德を 立て 道 を 行 ふの 秘訣 此處 に存せ すん ば 有ざる なり。 

我に 非す、 基督 我に 在りて 生けるな りと。 是れ福 昔の 奥義に して、 人生 進歩の 大道に 非す や。 基督 

と 一致 契合し、 之と \ もに 死し 又 之と \ もに 生き 之と、 もに 戰ひ、 又 之と \ もに 勝つ と 言 ふ 眞现の 

外、 此の 如く 基督教 外の もの を 始めと し、 凡て 義士 仁人の 援助たり し 人間以上の 活力 を 十分に 彭は 

す もの あるべ からす。 バウ 口 は 然れど 我等 を 愛め る 者に 頼り、 すべて 此 等の 事に 勝ち得て 餘 ありと 

SHAW 左 も 喜 こば しげに 絶叫せ り。 我等 は 主の晩餐 によりて、 此の 見えざる 大眞理 を 表彰す るの 

機會 を與 へらる。 基督と 我等との 間に 成立す る 交通 契合の 道 は、 人の 生命な り、 光な り、 又途な 

り。 徒らに 基督の 人と 爲りを 想像して、 之 を 敬慕し、 道 德 の 模範と して、 之 を 慕 ふの みに て は、 此 

の 道 を 貫徹す る こと 能 はざる なり。 基督 敎は 現に 活き、 又 今方に 我等の 胸中に 生存し、 活ける 同情 


を 我 やに 與 ふる 基督 を 信す る ものな り。 一種の 基 将敎徒 あり、 常に 模範的の 基^ を說 きて、 聖晚餐 

の a; 现に 示された る基叔 JE を說 かす、 人物た る 基督 を 信じて、 活ける 救 者なる 基督 を寧ぜ す。 斯の如 

くん ば 何 を 以 て 能く 福 昔 の 耍領を 全 ふす る こと を 得ん や。 模範的 の 基 瞥に顿 り て 世 を 救 はんと 欲す 

る？^ は、 宛 がら 使徒 行傳 (一一 一一 一) に 記された る 呪を修 せる ものに 比すべき なり。 彼等 は惡 鬼に 憑 

れ たる ものに 向 ひて 試みに バ ゥ 口 が宜 ベた る 主 耶穌の 名 を 呼びて 之 を逐ひ 出さん と 企てし かど、 悪 

鬼に 憑かれた る 人 は 却って 彼等の 上に 飛び 上り、 之に 勝ちて 爾 伏せければ、 之が ために 傷 けられ、 

遂に 裸に て 其の 家 を 逃れ 去れり と 見えた るが 如き 末路に 遭遇せ ざる を 得ざる べし。 

生活の 雨 側面 

『我 は 世の 光な り。』 (約 翰傳 八の  一 二) 

『爾曹 は 世の 光な り。』 (馬 太傳 五の 一 四) 

基督 敎は活 きて 現存す る 所の 基督と 一 致 契合し、 共の 苦痛と 慰 樂とを 分ち、 之と 榮 1  斧 を 共に する 

を敎 ゆるの 宗敎 なり。 約 翰條に 記されし 所に て は.、 我 は 世の 光な.^ と 首 ひ、 山上 垂訓に は 汝等は 世 

の 光な りと あり。 儿れ 即ち 基督 自ら 光に して 之 を 信す る もの も 亦 光た る 可き を敎 へ しもの なり。 

或は S 叔 I 敎 は社舍 主義の 宗教な， りと 說 くもの あり。 我 は 之 を 個人主義 なりと 主張す る もの あり。 

生活の 兩侧面  二 九 


兩々 相異 るが 如しと 雖も、 基督教 精神の 根底 は 此の 兩 主義の 一 致 共存して 初めて 全きに 至れる もの 

なりと す。 

I  は： i め 

山上の垂訓 を讀 みて 行く に， 其の 初 端 を 見れば 全く 個人主義に 外なら す。 曰く、 心の 貧しき 者 は 

な ひさめ 

福 ひなり， 天國は 即ち 其の 人の もの なれば なり。 哀む者 は 福な り、 其 人 は 安 慰 を 得べ ければ なり。 

柔^なる 者 は 福な り、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也。 饑へ渴 く 如く 義を慕 ふ もの は 福な り、 

其 人は飽 くこと を 得べ ければ なり 云々。 一 事と して 個人的に あらざる ものな し。 矜恤 ある もの は 福 

S. はらぎ 

なり。 和平 を 求む る もの は 福な りと 云 ふが 如き は、 自已を 忘れ 全く 他愛の 精神 を敎 へたる に 似た 

りと 雖も、 其 人 は 矜恤を 得べ ければ なり、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる 可ければ なり、 と 首 ふに 至りて 

は、 亦 個人主義の たしき もの、 その 勘定高き こと 商 估 も 背なら す、 儒者が 敎 ゆる 所の 陰德 あれば 

陽報 ありと 雷 ふと 將た 幾何の 徑庭か ある。 我がた めに 人なん ぢらを 責め苦 めん、 其 時 は 福な りとの 

最後の 一節 も 亦 同じく 喜び 樂め 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ なりとの 語 を 以て 結ばる。 是を 以て 見 

れば 基督 は 唯 だ 神と 吾 I 個人との 關 係を敎 へ、 其の 相 接近す る 方法に 付て 說 かれた る ものと 見 ゆ。 

然 らば 基督 敎は唯 だ 個人主義の みのもの なる か。 何ぞ 夫れ 然 らん や。 我等 は 亦 その 社會 主義の 敎な 

る を 見る。 

故に 基督 更に 進んで 敎へ て 曰く、 爾等は 地の 臨 I なり。 世の 光な りと。 此に 至て 基督 敎の 社會的 精神 

初めて 顯著 なりと 謂 ふ 可し。 吾人 は 基督と 自 已の關 係を密 にし、 謙遜 溫良 慈愛 等に 於て 之と 一致 


し、 以て 地の たり 世の 光たら すん ば あるべからざる. H り。 

ます 

燈を點 して.； r の 下に 藏す ものな し、 燭臺に 置きて 家に ある 諸の 物 を 照さん。 蓋し 光 は旣こ 他愛 的 

の ものな り。 光明 遍照十 方 世界と 首 ふが 如く、 隈なく 已れを 撒布す る を 光の 性質と す。 太陽 は 常に 

光と 熱 を 吐く のみ、 幾 百 萬 年の 問 少しも 之 を 他に 求む る ことなし、 自己の 光熱 全く 失 はる.， に 至らん 

まで 他に 與 へて 息まざる なり。 基督 は 祌の榮 光 を棄て X 僕の 貌を 取り、 身 を 犠牲に して 人類の た. 0 

に與 へたり。 是れ實 に 世 を 照す 眞の 光に あらす や。 我等の 生涯 亦斯の 如く、 常に 私心 を 去り、 他の 

ために 已 れを棄 つるの 覺悟 なかる 可から す。 故に 曰く 我 は 世の 光な り、 汝等 もまた 世の 光な りと。 

i てラ フ ァ エルの 名畫耶 穌變貌 の圖の 模寫を 見る。 一幅の 畫中 一 方に は 至上の 光 榮に充 ち 輝け る 

山上の 光景 あり、 他方に は廠癎 にて 悔み 苦め る 小 兒と之 を 携へ來 りて 其の 癒されん こと を 弟子に 求 

めた る も 能 はす、 失望の 極 憂苦の 情 面に 顯 はれた る 父と、 多數の 人民 群集して その 混雜^ しき 光景 を 

示せり。 一幅の 中 此兩面 を 寫すは 稍 奇異の 感 なきに 非す と雖 も、 是れ 最も 善く 基督の 精； t を *s おせ 

る ものに 非す や。 山上に 於て は 耶穌即 はち 別 乾坤の 人な り。 聖 高純淸 なる 世界に 於て 其の 光 榮は實 

に 無上の 點に 達した るな り。 然れ ども 耶穌 は此を 去る を 難しと せす、 苦痛と 惱 みに 充ち 信仰 簿き 

者 、偽善なる 者の 群り 臻れる 山 下の 世界に 降りて、 病 を 癒し 民を敎 へたり。 山に 上りて は 其 ¥ 

じ、 祌と交 はり 聖徒と 語る。 是れ 即ち 個人的の 事な りと 離、 此の 心 を 鍛練し 養 4^ する こ 非 すん ば、 

, .  はたらき  ， 

汄 して 山 下に 於る 愛の 行動 を なすこと 能 はざる 可し。 山上の 變貌、 山上の 慈悲心 は 基督 敎 徒の 志な 

生活の 兩侧面  ，，， ， 


り。 ぜ箱入 娘の 如く 會 堂のう ちに 潜み 居る もの k 如き は、 未だ 基督の 精祌と 一致せ しものと- ふ 

ベから ざるな り。 

然ル ども 今日 基督 敎 徒の 通 忠は、 山上に 登 ゆて 神と 契合す る ことなき にあり 英國ヴ イク トリ ァ 

あきち  .  <1 -  ('ヽ I 

女王の 長 位 祝賀に 付きて、 或 人々 は熱閙 繁忙なる 都會の 中に 穴  1 地 を 作り、 樹を 栽し 州 を ，物り ク. -を 

ヴィク ト リア 公園と 名 づけ、 市民 をして 忽忙の 間 を 遞れ、 少しく 休息 を 得せし めんと 企てつ、 やり 

と 聞く。 眞に美 舉と謂 ふ 可し。 禮拜は 基督 教徒の 公園な り。 及び 得る 限りの 時 を 此に費 さすん ば 

あるべ からす。 願 はくば 日曜の 聖日 を會 堂の 一時 に 止めす 能く 之 を 架 別す る を 得しめ よ。 之を斷 

行す るの 勇な きがため 基督 敎 徒の 靈性 日々 疲勞し 蒸微し 行く さ 事實に 非す や。 在京 都の ゴ ルドン 氏 

過般 一 書 を 寄せて、 今日 敎 勢の 不振 は 聖日 を恪 守す るの 惯 疎 そかな りしに 由る もの 多き こと を 論 

述 4., り。 余輩 は 其の 所 說に黉 成の 意 を 表する ものな り。 基 骨 敎徒は 愛の 心 を 以て 社會 主義 を 奉す る 

とともに、 獨り聖 所に 入りて 神と 我との 關係を 密着せ しめ、 基 骨 耶穌の 心と 一致す る を 力め すん ば 

ある 可から す。 此に 至り 始めて 世の 光た る を 得ん。 . 


『数 H の後ィ ェ ス また カペナウム に來リ しに、 彼の 家に 居る こと 聞え ければ、 K ちに 多く の 人々 集ひ來 

リ、 門に 立つべき 場所 さへ もな き 程な リき。 ィ VI ス彼等 に 敎を宣 ぶ。 此に 癱瘋を める 者 を 四 人に 穽 

せ、 イエ スに 来れる もの ぁリ しが、 群集に より 近づき 難かリ ければ、 彼の 居る 所の 屋蓋 を取リ 除き、 癰 

瘋の人 を 床の ま  > -紘リ 下せ リ。 イエ ス 其の 信仰 を 見て、 癱疯の 人に 言 ひける は、 子よ 爾の 罪赦さ れ た 

リ。 ： ： 耶稣 傍らの 學者 たちが 之 を 咬 やき 論ずる を 知りて、 夫れ 人の子 地に て 罪を赦 すの 權烕 ある こと 

を 爾曹に 知らせん と 言 ひて、 癱瘋の 人に、 我 爾に吿 ぐ、 起て 床 を 取 リ爾の 家に 歸れと 云 ひければ 其 人 直 

.  ちに 起きて 床 をと リ人々 の 前に 出 づ。』 (馬 可淳ニ の  一— 一 二) 

嫌 赋と云 ふ 病 は、 身體の 利かぬ 症に て、 如何にも 難^ を 極む る ことなり。 此の 活潑 なる 世界に、 手 

足 を だ も 動かし 得す、 起き 臥し も 人に 扶 けらる k ほどの 不仕合 を 哀しむ 如何ば かり ぞゃ。 人と 生 

わざ  ともだち 

れて世 通の 業に 就き 難き 病に 罹れる を 怨みて、 自殺 を 企 だてた る 者、 余が 朋友の 內 にあり き。 

此の 癱擒 病みの 身の上に は、 同情の 念 を 催 ふさぐ る を 得ざる 次第な り。 

然 かし 世の中 は、 必す しも 情なき ことのみ に 非す。 互 ひに 憐れみて、 相扶 くるの 美事 も ある を 記憶 

よ たり ま 二と おつ 

すべし〕 此の 癱 M 病み は、 自ら 助く るの 力 を 失な へる もの なれ ど、 其の 友人に 四 個の 信 厚き もの あ 

りて、 其の 不幸 を 憐れみ、 之 を. 四 人に て s: ォき、 耶穌の 許に 来れり。 一 人の 病 客 を 四 人の 朋友 ォき來 


れる は、 實に美 はしき ことに 非す や。 世の中 は斯く ありて こそ、 人間の 住む 所と 見るべきな 1。 路 

加傳を 見る に、 耶穌 彼等の 信仰 を 見て と あり。 癱疯の 患者が，^ lg の 健康なる を 得しの みか、 殊に 罪 

を赦 さる、 までに 至りし は、 唯 だ 己れ の 志の みに は 由ら ざり しなり。 其の i と ある 友垣の 力に 由る 所 

多 かりし と 知るべし。 我等 は 己が 志と 祈りと に. H り、 赤誠の 通す る 所、 遂に 他人の 震 性 を も 救 ふこ 

と を 得 ベ し〕 信仰の 個人主義に 偏す る ほど 犬な る 誤り は 有る ベ からす。 

此の 朋友 等 は 病める 者の 不幸 を 深く 憐れみたり。 唯 だ 一片 同情の 淚を 流せる のみに て、 實際之 を 

救 ふの 手段 もな く、 空しく 憐れみの 感覺 のみに て 過ぎなん は、 眞に殘 念なる ことなり、 世に は 淚を流 

すと を 知りて、 手 を 出 だす こと を 知らぬ もの あり。 彼等 は 目に 哀憐 を 流し 去りて、 手に は 少しも 其の 

覺 えなき ものに 似たり。 宛 かも 人の 墮落を 便宜に 衣食す る藝妓 が、. 演劇 場に 人情の 所作 を 見て、 淚 

潸然 たるが 如し。 唯だ感 する のみに て 道德の 人た る を 得ば、 此の 輩 は 聖人 君子 を も 凌駕すべきな 

り 我等 は 感情の 念 胸中に ありと て、 必す之 を 道徳心の 厚き 證據 となす ベから す。 之が ために 力 を 

用 ゆるに 至らざる 同情の 淚 あまり 屢催 ふせば、 終に 薄弱 淺 忍の 心 を 馴致す る や も 計られす。 是 I:, 一 3" 

義上靈 性 上の 一 大危險 に 非す や。 此の 患者の 友人 は、 同情の 念より 實 際に 之 を 救 ふこと を 務め、 其 

の 心盡し 至らざる 所な かりき。 志 だに あらば、 其の 手段 は自づ から 生す とか や。 彼等が 熱心なる 盡 

力 は 其の 前に 横た はれる 障礙を 取り除き、 愈よ 出で て 愈よ 奇なる 方法 を 案出し、 大膽 不敵なる 所 一 了 

をな すに 至れり。 人事み な 此の 寸法に 運ばざる ものな からし。 


彼の 四 人 は 患者 を lg り 下し、 先に 屋蓋を 毀ちて 作りた る 件の 穴より 容子 如何にと 窺 ひたるな らん。 

彼等 は 慈悲 深き 耶穌 必定 其の 病 を 立 どころ に 癒す ことなる べしと 想像せ しならん。 然れ J も耶 

等の 信仰 を 見て、 雨の 罪は赦 されたり と 言へ り。 此の 聲を閒 きて、 屋上の 四 人 は 呆然 失望せ しなら 

ん。 彼等 は 信仰 ありと 雖も、 專 ばら 物質的の 惠みを 求めつ &來 りしな り、 肉體の 癒えなん こと を 望 

みしに 唯 だ 罪を赦 さる」 て ふ 目に も 見えぬ、 宛 かも 雲烟の 如き 賜 もの を 得し だけにて は、 拍子 拔サ 

したる 心地 やしつ らん。 屡々 之と 同様なる 愚痴に 陷 りし 彼等 は 深く 其の！ <pi を 偶れ まざる を 得ざる 

なり。 友 等の 心に は 患者の 苦痛、 首に 肉 體の自 .2 を 得ざる にあり と 見えし ならん。 然，.-、、-」も實は3^;、" 

らす 彼が 病 は尙ほ 奥深き 所に 痛み を覺 えしめ たり。 彼が 胸中に は、 傍人の 心 付かざる 刺 ありし な 

り。 壮も 彼が 病 は 如何なる 所より 起り しぞ。 これ を 醫士に 問へ 癱疯は 多く 不品 1了 より 生す。 彼し，， - 

身動きの 自由なら ざる は、 曾て あまり 自由に 之 を 用ゐ、 あまり 酒色の 樂 しみに 活潑 なりし 結，.、？. £■ 

ざるな きを 得ん や。 彼 は 過去の 失 欧，. 前日の 非、 ありく と 其の 痕跡 を 肉體に 留めた るを覺 えて、 

瘤 恨 腸を斷 ち、 道德 上の 肩身 甚だ 狭く、 良心の II 貝 針 を もて 刺さる、 如くに 感じた る ものな らん。 

醫藥の 力に 及ぶべき は尙ほ 忍ぶべし。 良心の 苦痛 何 を 以て 之 を 救 ふこと を 得ん や。 朋友の 信、 親戚 

の 扶助の 厚き を 見聞きす るに 付け、 物と して 其の 心 を 刺さざる なく、 萬 事 之を惱 ますの 媒を なすに 

似たり。 彼 は 良心の 全く 鈍りし ものに 非す。 肉體は 甚だ 不健全な りし かど、 心に は 尙ほ大 に 見る と 

ころ ありと 首 はざる ベから す。 我等が 遭遇す ると ころの 不^ 艱難 は、 肉眼の 見る 所、 醫士の 診察す 


るよりも 深き もの あ， る を 忘る ベから す。 或 ひ は ヨブの 如く、 惡 ならす して 苦み を受 くる もの も 無き 

に 非す。 罪な くして 配所の 月を眺 むる の氣樂 人， も往々 にして 是れ 有る を 得べ し。 然れ ども 貧、 r 

串 3、 損害の 中 こ 罪より 來り しもの 少 からす、 之 を 肉體の 事、 金銀 出納の 事、 利害 榮 辱の 事の みと 见 

.  つま， つき  ， ， ' • 

る は、 淺薄 極まる 考 なり。 道義の 心 ある もの は、 己れ が 失收、 顚躓を 良心に 照して、 其の. ril 來 する 

所 を 究め、 己が 罪 惡を觀 念すべき ことなり。 よし 針 を 以て 刺さる、 が 如くつ らく も、 之 をる はざる 

ベから す。 漫 りに 他の 事に 紛らせて、 之 を 忘れん と 計る は、 所謂 罪の 上塗 をな す もの、 共の 墮落ー 

曆 甚だ し と 言 は ざ る ベ か らす。 

耶 穌は靈 魂の 醫士 なり。 彼 は 其の 友 だち が 見た るよりも 深く 病 を 診察した るな り。 患者 は 今や 手 

足の 感覺を 失な ひ、 半死半生の 人なる にも 拘 はらす、 其の 心に 道德 上の 苦痛 烈しき を 着 破したり。 

此の際 高潔に して、 正義の 光り 人の 肺腑にまで 徹すべき 耶穌 は、 己が 不德を 悔み、 慚愧の 匁に 痛手 

を 負 ひたる 患者 を 見て、 同情 溢る.^ 如く、 慈眼 滴た るが 如く、 骨髓に 徹する 愛の 聲を 以て、 子よ と 

呼べり。 此の 明かなる 義 なる 眼に 兌ら れ、 新の 如き 慈愛の 言 を 掛けられて、 爾 の罪赦 されたり と吿 

げられ しとき、 癱疯の 患者 は、 枯骨に 膏 せし 如く、 留龜の 浮 木に 逢 ひし 如き 心地した るな らん。 彼 

が 如き 有様に 陷ゐ りし もの は、 耶穌の 外に 之 を 救 ふべき 力 あるべ からす。 有る ところの 罪 を 無き が 

如くに 赃 ほひ、 良心 を麻摔 せしめ、 旣往を 夢に 付し 去らし めて、 僅に 頓み 難き 平和 を與 へんと する 

者 天下 比々 呰然 り。 獨り耶 穌は罪 を 見る こと 叫かに、 之 を 感ぜし むる こと 痛切に して、 尙ほR^っ之 


をし も赦 さる \ て ふ 確信 を覺 えしめ、 幾多の 惡し きこと あるに 拘 はらす、 天父の 愛 を 辱け な ふす る 

兒 たる を 感ぜし む。 是に 於て 志を勵 まし、 精神 を 振って 道に 歸し、 善に 進む こと を 得るな り。 大 いな 

おきて 

る 哉 福音の 道 や、 律法に 遭 ひて 死にた る バウ n も、 基督の 福音に 邂返 して、 生きたり と 絶叫せ り。 

放蕩 淫逸の 少年 ァ ゥガ ス チン、 罪 を 悔いて 身 を 措く 所 を 知ら ざり しも 耶穌 を！ て 罪を赦 さる.， て ふ 

平和 を 感じたり。 ル ー テルの 如き、 ゥ ヱスレ 1- の 如き、 前聖 古賢 雲の 如く、  $ な 愛慈み の f^ii を繞 

りて、 祌の 羔を稱 讚す。 癱疯 病み は 罪を赦 されし 後、 其の 肉 體をも 救 はれて、 手足 自. S なること を 

0. 人^に 出で て 有益なる 事 紫 をな すの 機 會を與 へられたり。 基督 を 信す るに よりて、 靈性活 き； 

り、 道念 明かに なりて、 義人の 生涯に 移れる もの、 古今 幾何 ぞゃ。 赦 され、 癒されし 此の 撫疯 患者 

の當 時の 心事 思 ひやら る & なり。 


あまつ ましみ づ 

あまねく 世をぞ 

ながく かわけ る 

くみて いのちに 


ながれき て 

うる ほせる 

わがた まし ひも 

かへ りけ り 


見よ 神は大 なり、 我等 之 を 知らず 

な ひさめて 

是れ約 百が 慰撫 者の 一人なる エリスに 聽く ところな り。 天地の 悠久 洪大なる を 思 ひ、 藤史 の茫渺 

として 際涯な きを 考へ、 上帝の 威力 盛 德を觀 察すれば、 誰か 其の 大な るに 驚かざる もの あらん や。 

誰か 之 を 知らん と 欲する 己が 智慧の 小なる を 感ぜざる もの あらん や。 神の 存在 や 我 之れ を 知る。 其 

の大 なるや 我 また 之 を覺ら ざるに 非す。 其の 愛 や 聊か 之 を 味 はざる に 非す。 然れ ども 神の 知 曰と 愛と 

の 深さ、 高さ、 廣 さは 誰か 能く 之 を 探り 盡すを 得ん や。 然るに 余輩 動もすれば 斯の 如き 神の 盛德威 

嚴を思 ふこと を 避け、 唯 だ 之 を 己れ の 利益に 引き 着け、 不健全なる 感情に 支配 せられて 天父に 狎れ、 

ゐん *i ん 

其の 保護に 夤緣 して、 安心立命 を 僥倖 せんと 欲する の 弊 ある を覺 ゆ。 神 は 宛が ら宋襄 一流の 仁者な 

るか。 神 は 我等の 慵 ひたる 看護婦の 如き ものなる か。 曾て 或 人 在天の 父と いふ 語に 不滿を 抱きて 在 

天の 母よ と 呼びし こと あり。 是れ 現今 多くの 人 を 惑 はす 所の 信仰 上 一 種の 傾向に 非す や、 彼等 は祌は 

愛な りとの 語に 拘泥して、 凡そ 信仰 は祌を 畏れ 肅 むに 由て 全うせら る.^ て ふ 敎訓を 忘却し、 祌の威 

慨 と盛德 とに 對 して 殆んど 無感覺 なる もの & 如く、 俯して 人の 痛苦 艱難 を 感じて 罪惡と 其の 救 ひと 

に 心を勞 すれ ども 仰いで 祌の榮 光に 驚嘆し、 我 を 忘れて 聖な るかな を頌讃 する こと 甚だ 稀な り。 彼等 

w のり 

は 其の 祈禱、 讃美、 靜思， P ハ 想の 間に、 罪と 救 ひと を 記憶し、 甚 しき は 疾病と 其の 救 治と を 念頭に 


懸 ると 雖も、 祌の榮 光に 至りて は 一切 之 を 忘却す るに 似たり。 彼等 は 神の ®^ 義、 ぶ n 人の 思 ひに も 過 

ぎて 大 なる もの あり。 其の 罪惡に 反抗して、 之 を 悪み 憤る や 吾人の 意義に 超 ゆる もの ありて、 彼の 

舊 約の 詩人が 儼然たる 神の 公義 を 仰ぎ、 誰か 汝の 怒りの 力 を 知らん や、 誰か 汝を S 一なる k 畏れに 比べ 

て汝の 憤り を 知らん やと、 絕叫 せし 如き 經驗に 乏し。 此 故に 罪 惡に關 する 基督 敎の要 3:! を^ 諸にし、 

赦罪、 噴 罪 等 を輕々 看過して 十字架の 眞意を 誤解す る こと 甚だし。 余輩 は 之と 異 りて 大いに t:^ を 

加へ、 神と 人との 問題 を正當 に解釋 せんこと を 務め、 上帝の giSS 莨に 限りなく、 其の I 非 悪に 反抗し 之 

を 悪み 憤る の 力無 限なる を考 へ、 悔いざる 惡の結 菜 終に 如何なる 程度に 達すべき や を 思 ひて 神の 前 

に 危坐 正 念す る を 要す。 一種の 基督 敎徒 は舊約 詩人の 語 を 借用して、 H ホバは 心の 碎 けたる もの を 

癒し、 其の 傷瘦を 包み 給 ふと 歡 呼し、 婦女子の 如き 感情に 醉 ひて、 信仰の 秘奥に 達したり と 速 了す る 

が 如し。 彼等 は 同 詩人が 此 語に 次ぐ に 左の 句 を 以てした る を 忘却せ り。 曰く  H ホバは 諸の 星 を算へ 

て 凡て 之に 名 を 與へ給 ふ。 我等の 主は大 いなり。 其の 力 も 亦た 大 いなり。 其の 智慧 は きわまり 無 

おと 

し。 N ホバは 柔和なる もの を 維持し、 惡 きもの を 地に 引き し 給 ふと。 祌は 我等が 心の 碎 けたる を 

いや  , 

愈す の 慈愛 父母 啻 ならざる もの あるの みならす、 其の 智慧と 能力と は 天地 宇宙 を 貫通して 漏す 所な 

く、 其の 悪に 對 する や 必らす 不義なる もの を 地に 引き^す。 此の 如く 神の愛に 喜び、 其の 大 なる を 

ま ろ 

畏敬す るの 誠、 兩 つながら 並び 存 して こそ 之 を眞の 敬虔と は稱 する こと を 得る なれ。 余輩 は 恐る、 今 

日の 基督 敎徒 多く は 此點に 於て 非難 を 免れ ざらん こと を。 神の 義絕對 無限に して、 其の 惡に對 す 

見よ 神は大 なり、 我等 之 も 知らず  三 九 


る 反抗 力無 盡藏 なる のみなら す、 基督に 依りて 顯彰 せられた る 神の 慈愛 も 亦た 絶 無限に して、 (迩く 

吾人の 意表に 出づ。 祌 自ら 己れ を虛 うして 人間に 降下し、 僕と なりて 十字架の 痛苦 を經驗 せり。 是 

れ 愛の 最も 犬なる ものにして 我等の 得て 知るべからざる ものに 非す や。 s なる^、 バウ 口が 大 いな 

るかな 敬虔の 秘義と 絶叫した る や。 余輩 冀くは 成る 可く 多くの 點に 於て 祌の大 なる を 感じ 其 前に 拜 

伏 讚嘆して、 信仰 を 完全なら しめんと 欲す。 

祈りに つきて 

必 らす聽 かるべき 祈り 

路， 川傳 十一 章 十三 節に 曰く、 『爾ら のうち 父た る もの 誰か 其の 子 麵飽を 求めん に 石を予 へん や、 魚 

を 求めん に 之に 代て 蛇を予 へん や、 爾ら惡 きものながら 善き 賜 を 其の 兒ら に予 ふる を 知らば 天に 在 

す 爾らの 父 を や、 何ぞ 求む る ものに 聖靈 を予へ ざらん や I！ 

神の 國と 其の 義 きと は、 吾ら の 第一 に 求むべき 所、 惡に 勝ち、 正しき に 進み、 神と 一致す る こと 

を 得ん がた めに 天来の 感化 を 求む るに 於て、 何の 遲疑 する 所 か あらん。 正 心 誠意 願 ふ 所 は必す 成就 

すべき を 疑 はす。 

其の 場合に 由り て聽 かる 上 祈り 


馬 太 傅 二十 ーハ 十一 「一十 九 節に 曰く、 少し 進み 往て ひれ 伏し 祈り 言 ひける は、 我 父よ 若し かな は 此の 

杯 を 我より 離ち 給へ、 然れど 我心の ま k を 成さん とする に 非す、 聖旨に 任せ 給へ と。 人生の 利害 窮 

逹盡く 我等の 短視 淺見 を 以て. 判斷 すべき ことに 非す。 身 を 謙りて 萬 事 を 神に 委ね、 己が 心に 熱望す 

る 所 を俾る ことなく 聽ゑ上 ぐれ ども、 其の 結 は 神の 聖 慮に 一 任す、 是れ 基督 敎者 平和の 途 なり。 

何故に 祈り を 口に 唱 ふるや 

神 は 我等が 口に 言 はで も 無くて 叶 はぬ こと は 旣に之 を 知る。 隱れ たる 思 も 上帝の 前に は 之 を蔽ふ 

こと 能 はす。 故に 祈り を 口に 唱 ふる は 敢て 神に 聽か しめんと 欲する に は 非す。 心 動けば 言從 つて 之に 

次ぐ。 是れ 人性の 自然な り。 口 を 抑へ 耳 を 塞ぎ、 唯 だ 瞑目 默 想の 間に 祈 禱を壓 しすく めんと する は 人 

類の 情理に 反する こと 頗 ぶる 甚だしと 謂 はざる ベから す。 思 ひて 歌 ひ、 感じて 泣き、 疾痛 慘怛、 哀を 

天に 求む、 皆な 同一 の理に 基く ものと す。 斯る こと を餘ひ 窮屈に、 機械的に 考 ふるが 間違 ひなり。 

且つ 心に 潜める 祈り を 言語に 發 するとき は、 感情の 趨向 を 明かに し、 所懷を 確かにす るの 益少か 

らす。 之 を 心の中に 秘め 置く のみに て は 何となく 諸事 漠然として 不確かに 感ぜら る、 の 弊 あり。 容 

を 正し、 肅 然として 神聖なる 聲に 祈り を顯 すと き は、 言と 意と 相打ちて 精神の 火 漸く 燃え、 祈りの 

精神 一 歷旺ん なる を覺 ゆべ し。 我等の 深く 感嘆す る 所、 求む る 所、 及び 祝 謝する 所 を 言語に 顯 はし 

て 神に 吿ぐ。 是れ 最も 宜しき を 得た る 處箧に 非す や。 

ルゥ テル 曰く、 胸中に 潜める 感懷 及び 神に 向 ひて 上る 心の 活動 あらば 旣に 祈りた るに 相違な し。 

祈りに つきて  EI 1 


然れ ども 口に 唱 ふるの 祈り も 亦た 廢 すべき ものに 非す。 精神 上の 祈り を 熱 切に し、 純潔に せんに は 

之 を 口 に唱 ふること 實に 肝要な りと。 

祈り は 社交的な り 

闩く 天に 在ます 我等の 父よ と。 旣に 我等の 父と 稱 ふるから に は 他人と 相携へ て 神の 前に 出 づるこ 

となる を 知る。 宗敎は 孤立 單獨の 事に 非す。 利己心の 內に 籠城せ る ものが 神に 感じ、 人に 感じて 城壁 

を 取り毀ち、 兄弟 相 親しみ、 彼我 心 を 合せて 天父に 近寄る 是れ 新り の 特質に 非す や。 獨り 自ら 潔くし 

ひむろ 

己 を 高し として 孤立の 信仰 を 保たん とする は、 氷窒に 坐して 暖を 取らん とする に 同じく、 其の 所爲 

矛盾の 甚だしき ものな り。 

獨り 密室に 坐して 祈り すれば、 人情の 弱き より 動もすれば 唯 だ 己れ の 利害 休戚の み を 思 ひ 運ら 

し、 專ら 主我 的の 求め を 神の 前に 陳列して 少しも 其の 非なる に 心 付かざる こと あるべし。 然れ ども 一 一 

三人の 同志 膝 を 交へ て 肝膽を 吐露し、 靈性 上の 經驗を 交換 するとき は、 諸事 公平に なり、 純潔に な 

り、 志 高く、 愛 博く して、 神の 爲め、 また 人類の 爲め にす るの 希望 切なる に 至る。 斯くて 二三 人の 

意志 合し、 高潔 無私の 目的 を 明かに して 天父に 哀願 するとき は、 其の 勢力の 大 いなる 固より 其の 當 

然とす。 二三 人 集る 所に は 我 も 共に 集らん と 仰せられし、 聖 語の意味 蓋し 此に存 する にゃあらん。 

五十人と 言 はす、 又た 百 人と 言 はす、 僅かに 二三 人と 言 ふ。 ぁ& 何れの 敎會か 二三の 同志な から 

んゃ。 敎會の 現狀、 傳 道の 舆廢、 信仰の 冷 熱 等に 付きて 痛憤 憂慮す る 二三の 兄弟 姉妹 相 合して 神に 


祈る ほど贵 きこと なし。 此の 貴き 祈りの 如く 心靈 世界に 有力なる もの は 他に 之 を 見出だす こと 能 は 

ざるべし。 傅 道敎會 も斯る 祈りに. H りて 維持 せらる &が 存外に 多し。 

執り成しの 祈り 

身 を 以て 人に 代る は 基督教の 精神な り。 主 耶穌の 生涯 を 貫きて 顯 著なる は 人の 爲 めに 自ら を犧牲 

にす る ことなり。 唯 だ 十字架に 淋 たる 血 を 指して 此の 精神の 存 する 證 跡と する は 其 見解 甚だ 淺薄 

なる を 免れす。 基督 は 平生 人の 罪と 憂 ひと を 已れの 一 身に 食擔 し、 其の 不思議なる 同情に 由り て 我等 

の 苦痛 を 自ら 經驗 し、 血淚を 流して 天父に 哀訴し 我等の ために 言 ひ 難き 歎き を 以て 祈禱 せり。 之に 

.E りて ぺ テロ は 救 はれたり。 之に 由て 我等 も 亦た 救 はるべし。 基督 を 信す る もの は 皆な 他人の ため 

に 執り成しの 祈 禱を捧 ぐるて ふ特 權を與 へらる。 病 ひに 罹れる もの、 誘惑の 內に 在る もの、 困窮に 

泣く もの 疑惑の 晤 中に 迷 ふ もの、 生別に 泣く もの、 死別に 腸を斷 つもの & ために 溫 かなる 同情 を 抱 

き、 熱 切なる 新 禱を祌 に 棒げ、 獨り. 祈る のみなら す、 同人 心 を 合せて 諸共に 祌の 助け を 求む。 基督 

敎^^の最も善く其の主に似たりと感ぜらる^は此の間に在りそ存す。 自ら 世の 罪悪 不信 を 嘆き、 他 

に 代りて 執り成しの 祈り を 天父に 棒ぐ。 精神 上の 高 i! 貝 之に 勝る もの 無 からん。 我等の 信仰 振 ひ 起ら 

す、 敎食を 擧げて 稍 沈 靜の姿 ある は 蓋し 執り. 成しの 祈り 盛んなら ざる を 以て： i«J の 一原 因と なさ る 

可から す。 我が 信仰の 發達 は、 朋友 執り. 成しの 祈り を捧 ぐるに 起因す る もの 驚く 程に 多く、 敎會の 

運命  一 ニ會 員の 熱心なる 祈禱に 由り て 決せら る、 こと 少 からざる べし。 近頃 世 を 去りし 北米 合衆國 

祈りに つきて  m 一一 


の 女 文豪 ハリ H ット • ビィ チヨ ル • ス タウの 傳を讀 むに、 之と 思 ひ 合せて 大いに 益 ありと 覺 ゆる 一 

節 あり。 女史の 愛兒 遠く 外國に 在りて 懷 疑の 風に 染み、 不信の 淵に 沈まん とせし こと あり。 女史 之 を 

聞きて 憂慮 措く 能 はす、 船 ごとに 昔 信 を 通じ 或は 論じ、 或は 論し、 或は 諫めて、 ^方せ： (の 力 を盡し 

たり。 慈母 子の ために 苦心す るの 誠、 腹を斷 つに 堪 へたり. と 謂 ふべ し。 然れ ども 愛兒の 心は頒 とし 

て 動かざる なり。 ス タウ 夫人 此に 於て 獨り 人力の 能くす る 所に 非る を 感じ、 之 を 天父に 訴 ふるの 外 

途な きを 悟り、 丹誠 を 挺んで、 神の 助け を 求めし が、 忽ち 郵便 は 好 昔 を 傳へ來 りぬ。 m く クリス マ 

スの時 余 は 圖らす も 心に 光明 を 得たり。 余 は 前日と 異なりし 眼 を 以て 事物 を 始めたり と、 此に於 

て 女史の 感謝 知る 可き なり。 然れ ども 豈に是 れハリ H ット • ビィ チヨ ル • ス タウ 氏の みならん。 基 

督敎者 は斯の 如く 相 共に 執り成しの 祈り を 成して、 宏大なる 恩寵 を受く 可し、 人の ため 家の ため 敎 

會 の爲、 國 家の 爲、 世界のために斯の如く祈りて大ぃに勢を振ふものは基^；敎^^：に非すゃ。 H ゼキ 

エルニ 十一 一章 三十 節に！ n く、 我れ 一 個の 人、 國の爲 めに 石垣 を 築き 我が 前に あたれる 其の 破瓌 所に 立 

かきく  •  つ 

ち、 我 をして 之を滅 さしめ ざるべき もの を 彼等の 中に 尋 ぬと。 是れ 祌の聲 なり。 城危 ふく IS 壞る \ 

に當 り、 祌は身 を 以て 其 所に 立ち、 以て 之 を 救 はんとす る もの を 喚ぶ。 所謂 國 i れて忠 ほ 出 づるも 

の是れ なり。 敎會も 國家も 人の 眠れる 間に 目 醒めて 憂愤 慷慨し、 切りに 執り成しの 祈 禱を捧 ぐる も 

の ありて こそ、 其の 存在 を 維持す る こと を 得る なれ。 夙夜 石垣の 破壞 所に 立ちて 祈る もの は誰ぞ や。 


深き 所に 漕ぎ出で よ 

ひと びと  ^ リ  , 

『衆人 神の 言 を聽ん とて 押し合 ひしと き、 耶穌 ゲネサ レ の 湖の 邊に 立ちて、 磯に 二 隻の船 ある を 見る。 

を は 

漁夫 は 舟 を 離れて、 網 を 洗 ひ れリ。 その 一艘 はシモ ン の 舟な りしが、 耶餘 敎へ竟 りしと き、 之に 謂 ひ 

ける は 沖へ 出で k 綱 を 下せと。 シ モ ン は 終夜 漁に カを盡 せし かど 所得な かりし 故" - 今 H は cli^ までな りと 

おも ひ めさら 

^念め たるな り。 ま いて：：：； 高く 上りし 今 は、 時 一刻 も 梵 しからず、 綱 を 下さん は 思 ひも 寄らぬ ことなれ ど、 

、H- の 仰せ かしこく、 御言に 從 ひて 之 を 試みん とて、 網 を 下せし に、 魚 を 園 める こと 意外に 多く、 網 も 裂 

けんず 勢な り 云々。』 (路加 傳五 章) 

もの 

思 ふに 吾等が 宗敎を 研究す る も 大いに 此に 類す る もの あり。 波打ち際 は騷 しきの みに て、 漁據も 

無 かるべし。 思 ひ 切りて 澳の 方に 乘り 出で、 一と 網 試みな ば、 或 ひ は 世に 珍ら しき 魚 を も 獲る こと 

ならん。 宗敎 のこと また 然り。 紛々 たる 議論、 多く は是れ 宗敎の 波打ち際、 磯 荒く、 潮水 濁りて、 

響き 烈しき のみ。 た 心 を 此の 邊に のみ 拘禁し、 末節の 問題に 思慮 を專ら にして、 彼の 千尋の 底 見 

かむ ろ 

え 難き 程の 大事 を 忘る とき は、 たと ひ 終夜 カを盡 して 書 は 萬 卷を讀 破し、 辨難 討論 は 筆を宪 にし、 

舌 を爛ら すに 至る とも、 何の 發明 する 所 無くて 止みなん。 罪惡は 何れより 來 りし ぞ。 祌は 如何なる 

方法 を 以て 世 を 統治す る や。 惡 魔に 關 する の 疑問 は 如何に 之 を解釋 すべき や。 ZI く 聖書の インス ピ 
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レ ー シ ヨン、 曰く 福 昔 書の 年代、 曰く 耶穌の 奇蹟 異能、 曰く 敎會の 利 弊， 曰く 傳道 者の 性質、 曰く 

基督 信徒の 陋習、 曰く 迷信 厭 ふべ し。 曰く 基督教と 仕官 商 賨の關 係な ど、 皆な 此れ 餘カ ある を 待ち 

て 研究すべき 大 問題な り。 理を 探り 智を 磨く 點ょ りすれば、 大切なる 事件に て、 其の 實 際の 影響 盖 

し 少なから ざるべし とい へ ども、 之 を 要するに 宗敎 海の 波打ち際 たるに 過ぎす。 此听に 鬚が れつ、 道 

い お 

の 妙所に 詣り、 霞 性の 眞理を 執へ、 宗敎の 堂奥に 達せん と 欲する も 無益な り。 區々 たる 門前の 小理 

,  めあて 

窟 にあたら 力 を 空費 せんより は、 靈 性の 問題 を 目標に、 生命の 澳に 心を馳 せ、 萬 里 一 碧 無限の 境に 

漁りす る を 務めざる ベから す。 

區々 たる 小節 目 を 討論す るに 忙 はしく、 事の 大體 を達觀 する こと を 心 懸けざる がた めに、 群 疑 百 

出して、 之 を 解く に. H なき を 苦しむな り。 吾ら は 己れ の 小 理窟に 立て籠り、 己れ の 思 ひ 込みた る 一 

點に喊 を 凝して、 廣く 考へ大 體の點 より 局部 を觀 察する を 怠る の 弊 あり。 悪鬼 ガダラの 豚に 入りし 

を 疑 ふ もの は、 たビ之 をのみ 考 へて 基督 傅の 全體を 察せざる なり。 墓 将敎の 超自然的 要素に 不審 を 

懷く物 は此事 一 途に 思惑 ふて、 天地の 根底 超自然に して 己れ の 求む る 宗敎の 基礎 本來此 所に 存 する 

を 思 はざる なり。 斯の 如く 廣き點 より 觀れば 容易に 合點 せらるべき こと を 翁 屈に 考 ふるため 迷惑に 

苦しむ もの 多し。 

クレオ パと 他の 一人 H マオの 邑に 赴く の 途上、 耶穌の 死と 其の 復活せ しとの 取沙汰に 付き、 互 ひ 

に 語り 論じて 疑惑 解 難く、 共に 愁然と して 嘆息す るの み (1 ま 簿)。 此の 二人 は 十字架と 復活と に關す 


る 議論の 波打 際に 漂 ひて 思 ひ 惑 へ るな り。 耶穌 自ら 近付き 之に 吿げて 曰く 預言者の 言 ひし 事 を 信す 

る 心の 遲き 愚かなる 人， かな。 試みに 思へ、 基督 は此 等の 難み を 受けて 其の 榮 光に 入るべき に 非す 

やと。 斯くて モ ー セ より 凡ての 頂 一一 r 者 を 始め 聖書の 記事に 就きて、 己れ の 事を說 き、 其の 隘き心 を 開 

きて、 ヒ帝顯 現の 歷史と 救世の 大道と を 熟慮せ しめ、 觀 察の 點を更 めて 彼の 十字架と 復活と を 思 は 

よ みが へ 

しめたり。 二人の 心 は 燃る が 如くに 感じ、 終に 主の まことに 復 生りし こと を 自ら 確信す るの みなら 

す、 他人に 向 ひても 之 を保證 する に 至れり。 

H: つ we そ 宗敎を 究めん と 欲する 人 は 成るべく、 其 疑問の なか にても、 霞 性の 事に 關 する 深き 點に 

着眼し、 大を て 小 を 併せ、 要 を 撮りて 閑 問題 を 後に する 用心 有る を 要す。 罪 如何に 脫 すべき や、 

人生の 志望 如何にして 成就 せらる、 や。 死 は 果して 萬 事 を 終るべき か。 神な しと すれば、 天地の 意 

義 Ei- して 如何ん。 此等を 問 ふ は、 即ち 宗敎の 沖に 靈魂を 漕ぎ出 だせるな り、 所 獲 必らす や 多から 

ん。 

宗敎の 眞理に 達せん と 思 はビ、 吾が 鍵 性の 底に 潜り 入り、 生命の 疑問に 心 を m ゐ、 高貴なる 志し 

まっし ひら 

に： E を 着け、 驀地に 其の 最大 問題に 向って 進まざる ベから す。 區々 枝葉の 議論に 精力 を 徒費す ベ か 

らす。 . 

そこ ひなき ふち や はさ わぐ 山川の 

あさき 瀨に こそ あだなみ は 立て 
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耶 SiC らメシ ャ なりと して 世に立ち、 神の 國を設 くべ しと 主張 せらる、 にも 拘ら. f 之 を阐繞 せる 

情況 及び 共の 遭 逢越歷 人の 意表に 出で て、 疑惑の 種と なりし もの 多し。 此の、 ち 共の * 子 多く 返へ 

り 去りて 耶穌 と、 もに 行 かざりき。 此は 彼らが 耶穌 に付きて 波打ち際の 問題に のみ 頓着し たれば な 

り。 之に 因りて 耶穌 十二の 弟子に 言 ひける は、 汝ら もまた 去らん と 意 ふや。 シ モン • ぺテ n 答へ ける 

は 主よ 我ら 誰に か 行かん。 永生の 一一 一一 II を 有する もの は汝 あるの みと、 彼 は 當時尙 ほ祌舉 上の 知識 殆ん 

ど 之 無 かりし 人な り。 種々 の 大切なる 點に 於て 理會 せざる こと 多く、 時として は 必定 疑惑に 苦しみ 

しこと ならん。 然れ ども 宗敎の 波打 際に 心の 舟を繫 がす、 其 沖の 方に 目 を 着け、 限りなき 生命て ふ 

大 問題の 中心として 耶穌に 接した るな ひ。 之に 因りて 彼 は 世の中 如何に 變 はり、 天下 を舉 りて 主に 

背く とも 自 から は 基督 を 離れ じと 決心せ り。 吾ら も 宗敎の 沖に 漕ぎ出で ざるべ からす。 

基督 敎 徒の 師道 . 

『ョ ハ ネ辭 みて 曰け る は、 我は爾 より バプテ ス マを受 くべき 者なる に爾 反って 我に 來 るか。』 

(馬 太傳 三の 一 四) 

新 日本靑 年の ために 最も 必要なる もの、 一 つ は 師道なる べし。 長上 を 尊び、 道の 存 する 所 を師と 

し、 喜びて 之に 事 ふるの 精神 厚から すん ば、 國家 健全なる 進歩 をな すべから す。 個人 も德を 建て 信 


を^：^^^！を得ざるなり。 師道 大いに 講ぜざる ベから す。 ベン ジャ ミン • キッド 科擧 的に 社會 進化の 

理を 研究し、 共の 原動力 は 理性の みに 非す して、 宗敎の 力に 由る もの 最も 多き を說 きぬ。 英國の 保 

守黨 政治家に 其 人 ありと 知られた るバ ルフォ ー ル氏は 其の 近著に 於て、 信念の 基礎 を說 明し、 凡そ 

人類の 進歩 は 理性よりも 寧ろ 權 威に 由れ る もの 最も 多し との 事實を 明かに せり。 世人 往々 此の 眞理 

ほし いま、 

を覺ら す、 傲然 放恣に 自家の 理性 を 弄し、 敢て 天地神明の 大道 を嘰々 せんと 擬す。 眞に思 はざる の 

甚 しきものに あらす や。 此の 點 より 見る も 我等 は 精神の 獨立を 鼓舞し、 事理 を 飽くまで も 研究す る 

の氣 象を發 5t すると 同時に、 正當 なる 權烕を 明かに し， 師道 を與 すの 必要 を 認め すん ば 有らざる 

なり。 

師道 は大 問題な り。 一 朝 一 夕の 談之 をして 餘蘊 なから しむる こと 思 ひも 寄らす。 < ^は 今夕 施 洗 者 

ョ ハネと 主耶穌 基督との 關 係を說 きて、 此の 道の 一 端 を 窺 はんと 欲する のみ。 

獨 I の 眞神を 奉じ、 萬國に 祝福 を與 ふる を 以て 其の 天職と 確信せ る ユダヤの 國民 も、 今や 羅 馬の 

武威に 屈し、 到る 所國 破れて 山河 ありの 感慨 を 催 ふさ^る 物な きに 至れり。 尊大に して 他 を 夷狄 視 

つまだ 

せる 祌州衰 ろへ て、 愛國の 志士 悲憤の 淚を荐 み 國勢を 挽回 せんと 欲して 經營慘 憎、 足 を 翹て」 時の 

至る を 待てり。 然れ ども 回天の 功 は 縦横の 策士に よりて 完 ふせらる ベから す。 眞 正の 改革 は靈 性の 

根底より 發し、 精神の 復活より 始まるべき ものな り。 政令、 法 術に 拘泥し、 專ら 制度、 文物に 恃み 

て、 ー國を 振起せ しめんと 欲する は、 我等 其の 智 なる を 知らざる なり。 ユダヤの 國勢 はま さに 精神 
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の 改革 を 促が し、 靈 性の 復活 を 待つ こと 早天の 雨に 於け るよりも 甚だ 切なる の狀況 にて ありき。 

時に ユダヤの 野に 卓犖奇 偉の 人傑 現 はれたり。 精神 火の 如く、 氣カ 一世 を 蓋 ひて 赤誠より 發 する 

其の 言論 宛 かも 雷霆の 如し。 即ち 叫んで 曰く， 天國は 近づけり、 悔 改めよ と。 祭司 も、 富豪 も、 ヌ、 

士も、 草の 風に 魔く 如く、 彼が 言論の 至誠に 打 たれて、 皆な 非常なる 感動 を 受けたり。 其の K パ レ 

スチナ の 山河 を 震撼して、 民 は H ル サ レム 及 ぴュダ ャを擧 り、 ヨルダンの 四方より 雲の 如く 群集 

し、 皆な ヨハネに 就きて 己が 罪 を 悔い、 之 を 告白して ヨルダンの 水に バプ テス マを受 たり。 斯の如 

くョ ハ ネは大 いなる 道 德的復 輿の 中心と なりたり。 

彼が 敎へを 受けん とて 集まり 来れる もの」 中に、 ナザレより 耶穌 も來會 せり。 主 は 他の 人民の 如 

く、 ヨハネの 洗禮を 受けん とて 來り しなり。 耶穌と ヨハネと、 相對 して ヨルダンの 河畔に 立つ。 偉 

大 なる 現象 之に 勝る ものな かるべし。 天下の 長者と 崇められ、 一 國の師 と 尊 まれし ヨハネ は、 更に 

偉大なる もの、 前に 謙り 之に 洗 禮を授 くる こと を辭 みて、 我は爾 より バ プテ ス マを受 くべき 者なる 

に爾 反って 我に 來 るかと 言へ り。 其の 狀宛 かも 師弟 地位 を 顧 倒した るに 異ならす。 傍の 人 をして 奇 

異の思 ひ をな さしめ しこと ならん。 耶穌に パプ テス マ を 求められ たる ヨハネ は、 反って 之に 師事せ 

んと言 ひ 出で たり。 王公に も 屈せす、 水火に も 怖れす、 天 地に 獨立濶 歩せ る 偉男 兒は、 今や 謹し み 

て 他の 敎を乞 ふに 至りし なり。 

彼 は學校 出身の 人に 非す。 孤身赐 野に 退きて 死海の 邊り 草枯れ 人 絶えて 沙漠々 たる 所に、 唯だ钟 


と 親しみ、 舊 約の 古聖 賢 を 友と して、 道 を 修めた る 人な り。 自づ から 敎 育す るの 益少 からすと 雖 

も、 共の 弊 動もすれば、 傲慢 不適に 流る、 に 至る。 斯る人 は 精 祌界に 於け る 擊壤の 老翁と なる の 恐 

あり。 1K を師 とし、 自然 を 友と して、 己れ の 心 を 修養す るより、 傍若無人の 氣象を 成さん とする 

は、 深く 怪しと する に 足らざる べし。 故に ヨハネが 自 から 屈して 他に 師事 せんとす るに 至りし ま、 

. た？ 

決して 容易き ことに 非ざる なり。 

然 のみなら す 彼が パリ サイの 徒 を 罵倒し、 權門 豪族 を 物の 數 ともせす 或は ユダヤの 王 を 責め、 或 

は 人 を 蛻の裔 に 比して 駁擊 せし を 想へ。 天性 獨立を 貴ぶ の氣 象、 其の 眉間に 躍如たる を 見ん、 此の 

獨立獨 歩の 人、 躬を卑 うして 人に 從 はんと 欲する は、 風に まく 草の 如きに 非す。 宛 がら 松柏の 風に 

僵 すが 如しと 言 はざる ベから す、 耶穌 曰く 汝等何 を 見ん とて 野に 出で しゃ、 風に 動かさる、 鞏 なる 

か柔 かなる 衣服 を 着た る 紳士なる か。 然ら す。 女より 生れし もの \內 最も 大なる もの はョ ハネ なり 

と。 此の 人^して 師道 を 重ん する こと 斯の 如し。 我等 後進の 徒、 之 を 顧みて 慚死 せざる を 得ん や。 

$f 時ョ ハ ネは頗 ぶる 得意の 人に て ありき。 ユダヤの 人心 は 響の 音に 應 する 如く、 野に 叫べる 人に 傾 

むきぬ。 彼 は 道 德界に 於け る 無冠の 王な り。 失意の 人 節 を 折りて、 人の 敎を 待つ こと は 容易な り。 

然れ ども 意 氣揚々 志渐く 成就して、 勢 IK 下に 時め くもの \然 する は 極めて 難事に 屬す。 況ゃョ ハ ネは 

已 でに 青年の 人に 非す。 三十に して 立つ と 謂 ふ 年齢 を 超え、 新陳代謝の 間に 立ち、 全く^ 的と な 

け ご ろ も 

り 得ざる 精神 を 以て 新時代の 創立者た る 耶穌の 前に 在り、 駱駝の 裘を 着、 腰に 革の 帶を 束ね 蝗と野 
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蜜と を 食 ふ。 其の 習慣 飮み食 ひしつ V 人間に 往来せ る 人の子と 相容れ ざる Hi 氷炭の みに 非ざる な 

り。 斯の 如く 觀 察し 来れば、 施 洗者ョ ハネの 師道に 於け る 精祌擧 動、 驚嘆に 堪 ざる 者 あり。 彼が 耶 

穌に 師事 せんと 言 出た る は、 深き 仔細な かるべ からす、 如何にして 彼 は斯の 如き こと をな すに 至し 

や。 ョ ハネが 耶穌に 就きて 感じた る 所の もの は、 彼が 世に 遣せ る 片言隻語 を 玩味して、 其の 一 斑 を 兑 

る こと を 得べ し。 彼 は 耶穌を 指さして、 世の 罪 を 負 ふべき 祌の羔 なりと 絕叫 せり。 耶穌の 品性 圓滿 

にして、 罪悪の 汚點 なく、 人倫に 超絶して 世の 罪 を 負 ふべき を 看破した る こと 以て 見るべき なり。 之 

^たま 

を 約言 すれば、 彼 は 耶穌の 人物に 敬服した るな り。 叉 曰く、 我 祌の聖 靈德の 如く 降りて、 其の上に 

止まる を 見たり と。 是れ ヨハネが 神の 威靈嚴 然として 基督に 寓 りたる を 認め、 天 を 畏れ 神 を 敬す る 

の 心 を 以て 此の 聖 なる 偉人 物に 對 せんと 心 懸けし ものなる を 示せる に 非す や。 彼 は 已れの 事業 未 曾 

有の 成功に 伴な はれ、 人心 を 感化せ しこと 非常に 大 いなる を 思 はざる に 非す と雖 も、 人力の 及ぶ 所 限 

り あり、 已が 感化の 達する 所、 靴 を 隔て &痒 きを 接く が 如き 遺憾な きを はす、 即ち 慨然と して 曰く、 

我 は 水 を 以て バプ テス マを授 くと。 彼 は 已れが 力の 足らざる を 感じ、 頻りに 火の バプ テス マ を 施 こ 

し 得べき もの \ 出ん こと を渴 望せ り。 唯 だ 天下の ために 之を渴 望せ しのみ ならす、 また 自らの ため 

に斯の 如き 救 者に 接せん こと を 求めた る ものな り、 ヨハネが 野に 呼べる 人の 聲と言 ひし は、 ィザャ 

の 四十 章より 出で たる 語な り。 彼 は 平生に 此の 豫言 者の 書 を 味 ひ、 此の 章に 述べられし 靈 なる 牧羊 

者の 必要 を 感じて、 切に 其の 出 でん こと を 望みし ものな らん。 叉 彼が 神の 羔を 見よ と 首 ひし は、 同 


豫言害 の 第五 十三 章に 出で たり。 神の 僕來 りて 世の 罪 を 一身に 負 はんとす る こ と 無限の 感慨 を以 

て、 此の 章に 記載せられ たり。 彼 は 常に 之 を 愛讀し 其の 意義に 感じて、 自 からのた めに 祌の羔 を 慕 

ひしに 非す や。 (ボイ ド， カル ペン トル)、 ョ ハネは 深き 人物な り。 常に 靈 性の 渴 望に 動かさ. s:i し 人な 

り。 彼は自 から 野に 呼べる 人の 聲に 比せし 如く、  I 身の 利害 榮 辱に 拘 はらす、 天命 を 奉じて 其の 聲 

はなむ- 1 

を揚 ぐる を 以て 滿 足せり C 彼 は 公平無私の 人な り 。新郎の 持てな さるる を 喜べる 其の 朋友 を舉 ばんと 

心 懸けた る 高潔の 精神 は 以上 列擧 せる 種々 の 事情に 促が されて、 ナザ レの 耶穌を 己れ の 師と仰ぐ に 

至りし なり。 時を隔 つる 二 千年の 今日と 雖も、 ヨハネの 如き、 心 を 以て、 また 彼が 如く 飢渴義 を 慕 

ふの 志 を 以て、 耶穌に 接し 其の 高潔 神聖なる 品性 を 仰ぐ 者 は、 實に 基督 こそ 人類の 師 なる を 悟り、 

罪 も 疑 も 誘惑 も 艱難 も、 彼に 由り て 救 はれん と 欲する に 至らん。 望む 所 低く 期す る 所 小に して、 自尊 

傲慢、 偏頗 固執の 徒、 耶 穌に邂 返して、 尙 師道の 重ん すべき を覺ら ざる は、 最も 殘念 なること なり。 

ヨハネ は是 くの 如く 虚心 平氣を 以て、 耶穌 基督に 師事せ り。 ただ 薄志弱行の 人の み 心 露界の 師 

を 要するに 非す。 然か思 ひて、 傲然 世に 睥睨し、 自負 高慢 ひたすら 已れの 智術識 に賴 む， はョハ 

ふるま ひ 

木の 擧動を 見て、 深く 顧みざる 可ら す。 夫れ 大人 は 赤子の 志 ある を尙 ぶ。 幼兒の 如き 精神 ある もの 

に 非れば、 1K 國の 秘義に 達し、 其の 眞味を 解す る こと 難し。 心の 貧しき ものにして、 初めて： t の國 

たから 

に 財 を 得べき なり。 得意の 人 ヨハネが 已れを 屈して、 耶穌を 欽慕せ る こと 斯の 如し。 その. -ち 失意 

の 境遇に 陷り、 疑惑の 喑黑に 包まれし 時、 彼 は 如何なる 擧 動を爲 せし か。 
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ヨハネ は 正義の 豫霄 者な り。 聽 くもの A 地位 名望に 隨 ひて、 其の 言 を 二三に する ものに 非す。 彼 

は 稅吏を 責め、 粗暴なる 兵卒 を 詰りて、 假借 する 所な し。 パリ サイの 徒 は 彼が 眼に は蛻の 類に て あ 

りき、 へ ロデ王 其の 兄弟 ピリ ボの妻 を 奪 ひて、 人倫 を紊 り、 人君の 德を 破りて 忌み 憚 かる 所な し。 

玉座 を 汚せる 罪悪 は 世の 最も 非難すべき 所な り。 是の 故に ョ ハ え 古へ の豫言 者の 如く 忠寳 に國 1_ ？; を 

諫め、 切に 其の 反省 を 促せり。 良藥 口に 苦し、 野に 呼べる 人の 忠言 は 端な く 王の 逆鱗に 觸れ たり。 

天爵 を 有せる ョ ハ え. は 鄙 俗なる 人爵の 前に 身體の 自由 を 失 ひ、 死海の 沙靈 吹き荒ぶ マカエ ラスの 図 

圄に繫 がれたり。 獄中の 艱苦 甚だしと いへ ども、 彼が 懷抱 せる 大志 を 奪 ふこと を 得 ざり き。 其の 思 

想 はつねに 國 家の 休戚に 注がれたり。 其の 慷慨 は祌の 選民なる イスラ ヱ ル の現狀 に付きて なり。 其の 

希望 はィザ ャの豫 言に 基け り。 彼が 獄中の 疑問 は來 らんと する もの は、 ナザレの 耶穌 なるや 否やて 

ふ I 事に て ありき。 以て 彼が 獄中の 思想 那邊 に專ら なりし を 知るべし。 依然た る 葡精祌 其の 胸に 躍 

りし かど、 其の 半面 は 疑 ひの 雲に 隱れ たり。 理想の 影 漸く 暗く、 思 ひ 設けし 所 或 ひは覺 束な く 感ぜ 

らる A に 至りて、 人生の 悲劇 實に 腸を斷 つに 堪 へたり。 彼 は 心中に 惑 ひて 曰く、 來 るべき もの は、 

果して ナザレの 耶穌 其の 人に て あるか。 我等の 希望 を遂 ぐる 近き に 迫れり と 勇み立ちし は 誤りに て、 

前途 は尙 ほ： 迥 かなる か。 人類の 欲望 は 左ながら 影 を 追 ふが 如く 永久に 延引 せらるべき かと、 志士の 

泣く 此所 なり。 仁人の 悲しむ 所、 他に 非す。 人情の 遣 恨 此の上 や あるべき。 ヨハネ は 今や 此の 悲境 

に 立ちぬ。 其の 心事 哀れむ に堪 へたり。 


タ-; れ ども 疑 l^hj に 難め る ョハえ は、 尙ほ耶 穌に向 ひて 其 解釋を 求めたり。 彼 は 耶穌の 精神に i じ、 

其の 德を慕 ふこと 深し。 彼 は 耶穌の 意識の 己れ の 意識よりも 犬なる を 知れり。 得意 時代の 師は又 失 

意 時代の 師 たらざる ベから す。 故に 此の 疑惑 を訴 へん もの 耶穌に 非す して 將た 誰ぞ や。 此の 問に 接 

して 耶穌 答へ て 曰く、 往 いて ョハ 木に 告げよ、 祌は 現に 今 世に 作用き つ \ あり。 人類の 必要 世の 苦 

痛 は 決して 天 の 看過さ^る 所な り。 視ょ 神の愛 は 余が 手に 由 りて 世界に 溢れつ.. あり。 マカエ ラス 

の獄 裏に 在りても 信仰の 眼に は、 天の 慈愛 日の 輝く に 異なら ざるべし。 大 いなる il^ は 其 歎 喜 を 苦 

痛の なかに 見出す こと を 得ん。 天 道 愛 無くして 靜 かなる に 非す、 心 短き は 人類の 弱點 なり。 上帝の 

道 人の 表に 出づ るが ために 信念の 躓き を來さ 1. る もの は 福 ひなり。 逆境の 五里霧中に 在て、 

自適 神の 妙 智に賴 る もの は 福 ひなり。 吾が 故 を 以て、 躓き 仆れ ざる もの は 福 ひなり と。 

心 翳界の 君師は 明かに ョ ハ えの 人となり を 知りぬ。 彼 は ョ ハ えの 非凡なる を 認め、 之に 信任 を 溝-く 

さ 深 力り し 力 故に ^る氣 韻 高き 答 をョハ えに は 贈りし ならん。 世に は 漫然 人 を 慰む る ものと、 慰 

むる と \ もに 其 精神 を 高貴なら しむる との 別 あり。 前者 は 獲 易く、 後者 はまこと に 獲 難し。 耶穌 

ョハぇ を 慰めし 如き は、 其の 心 を 安ん すると 同時に 其 志氣を 高潮に 逹 せしめ、 其 ji 一 S ふを絕 頂にまで 

らしめ たり。 たピ兒 女の 如く 泣き、 兒 女の 如くに 撫で 慰 さめら る. T は 志士の 本 まこ， 非る.. H り。 

信條に 非す。 多數 決に 非す。 威力に 非す。 た，. 眞 個の 精神 ひとり 世界の 君師 たり。 人性の 健全 は 

威力に 導かれ、 形式に 支配 せらる &に 由り て 傷 はれ、 高貴なる 精神 を 君 師と仰ぐ に 由り て 益 堅固に 
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且 上達す る を 望むべし。 ヨハネ は淸 めら る V ため、 救 はる、 ため、 導かる、 ため、 £ー さる 、ため. 

敎 へらる \ ために 耶穌に 師事せ り。 得意に して 心靑 天に 似た ると きも、 失意に して 疑 ひの 淵に 沈ま 

ん とせし とき も、 彼 は耶穌 基督に 訴 へしな り。 而 して 彼 は 人の 與へ 難き 火の バプ テス マ を耶穌 より 

受けたり き。 智者 何 所に 在る か。 哲學者 何 所に 在る か。 輿論 何 所に あるか。 多 數決何 所に 在ろ か。 

批評 何 所に 在る か。 我 は 人類の 大豪ョ ハネ とともに 耶穌に 師事 せんの み。 其の 一一 H 行 は 載せて 福音書 

に 在り。 其の 感化 啓 導は活 きて 尙ほ 吾ら のうちに 振へ り。 弋 いなる かな、 基督 教徒の 師道。 

. (右の 一 篇 英國ラ イボ ンの 監督の 著書 を讀 みて 說敎を 1^ せし に 起 2； す) 

明治 廿九 年の クリス マ ス 所感 

. 聖誕 節と 歲末 

基督の 誕生 は、 何の 月に 在りし か、 十：： 今舉 者の 說 iHi 々に L て 定かなら す、 或は 繁忙なる 年末に 之 

を 祝 せんよりも、 寧ろ 新年に 入りて 其の 節 會を催 ふす に 若 かすと 首 ふ 者 あり。 ！^！誕の巧日刺然せざ 

る こと 故斯 くな す も 敢て差 支へ ありと は 言 はす。 然れ ども 之 を 年末に 祝す る はー曆 趣味 深く、 精祌 

ヒ にも 利益 多 かるべし と 田 3 ふ听 あり。 歲 窮まりて 僅かに 數 日を餘 すの み。 老. K も 少壯も な 共に 年 


光の 疾 かなる に 驚き、 人生の 夢の 如くなる を嘆ぜ ざる もの 無 からん。 此の 時に 當り 家庭に 於て、 又 

敎^^に於て、 老人 も 共の 子女と 打ち 混じ、 相携 へて べッレ へ ムの 驚くべき 嬰兒を 訪問し、 其の 祝福 

に. E りて 前途 望み 多き 少壯の 意 氣を增 し、 老いた る は 益す 壯ん に、 若き は 愈よ 勇みて、 新年に 人る 

の 準備 をな す は、 幸慶の 至りな りと 謂 はざる ベから す。 基督の 福音 は 更生の 道な り。 紅顔の 齡遙か 

に 過ぎて、 白 頭の 翁と なりし ものに も 再び 生れ 更 りて 祌の國 に 進めとの 勸 吿は傳 へらる。 彼の 11 コ 

デモの 如く、 人旣ゃ 老い ぬれば 如何で また 斯 くの 如き こと あらんと、 老衰の 止め S きに 力 を 墮し老 

少 不定と 諦ら めを附 け、 々歲々 唯 だ 慕に 近づく を 嘆息す るの 外な く、 殊に 歲晚の 所感い と^ 濕り 

勝ちに て、 人生 を rai^ 敢 なむ 如き は 悲慘の 極、 人間の 恨事 此の ヒゃ あるべき。 四月 傳花 爛漫の 候に 復 

活を 祝せ る 基督の 徒 は、 厳冬 霜 深く、 草枯れ 葉 凋みて、 人生 衰老の 運命 を啷っ 頃、 俄然 基督 降誕の 

祝 節に 合する は、 枯木に 花の きたる 如き 心地 せらる \に あらす や。 我等 乞 ふ」 諸共に 此の 愉快なる 

節.，. t を 祝 ひ、 人も自 から 少壯の 意 氣を鈹 し 限りなき 永生の 希望 を 以て 新年 を迎 へん。 

豈に クリス マ スの 意義に 驚かざる を 得ん や 

恍 然として 生き、 た 夢心地の うちに 月日 を 送迎す る もの、 忽ち 釋迦の 如く、 西 行の 如く、 彼の 

敦 盛の^ 級に 泣きし 熊 谷の 如く、 人生て ふ 疑 題の 電氣 に擊 たれて、 恐ろしき 死の 正體に 接着す ると 

き は、 精祌の 根底 之が ために 震動し、 志 氣の向 ふ 所 之より 一 變 すべし。 是は 歷史に 於て、 我らの lif 
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見る 所の 事實に 非す や。 或 ひ は靜座 瞑想、 心 を 玄妙なる 理想 界に馳 せ、 幻影の 世界 を 踏破 超越し、 

初めて 眞 如の 月 を 仰ぎ、 萬 化の 源に 溯りて、 天地の 眞體を 看破し、 尙ほ 進んで ヒ 帝の 威惠 f,! 接觸す 

る もの は、 之が ために 旣往の 生命 宛 がら 夢の 如く、 現在と 將來 とに 對 する 其の 心の 姿勢 しく 別 天 

地 を 歩む もの \ 如く 然り、 然れ ども クリスマスの 意義 を 適切に 觀 察して、 其の 含蓄す る 所を鬧 き、 

其の 事の 眞相を 有りの ま &に覺 知 するとき は、 其の 結 菜 更に 大 いなる もの あり、 影響の 及ぶ ところ 

實に 無限な りと 謂ぶべし。 古への 人 之 を 以て 東天に 旭日の 輝く に 比せり。 蓋し 基督 以前の 旺ー界 を 

夜と し、 其 以後の 世界 を靑天 白日と 見做せる ものな らん。 クリスマスの 意義 を覺 ると 覺ら ざるに.^ 

りて、 ！ 個人の 生命に も 劃然 晝 夜の 如き 差異 を 生す。 此の クリスマスと は 何の 謂ひぞ や。 他な し、 

祌 人となりて 世に 生れたり と 云 ふ是れ なり。 クリスマス は 蒼生 を惠 み、 迷 愚 を啓發 し、 罪惡を 救 は 

んが ために I の 者 世に出で たる を紀 念す るの みならす、 又 吾人の ために 身 を 殺して 仁 を 成 をる 博 

愛仁 俠の 偉人 生れた る を 祝す るの みならす、 彼の 嬰兒 としてべ ッレ ヘムの 糟に 生れ、 吾ら のために 

死せ しもの は、 此れ 即ち 天地の 造成 主 全能の 神なる を 感銘す るの 祝 節な り。 天地 は 神の 祝福 を以 

て充滿 す。 ヒ 帝の 富 は 無盡藏 なり。 神の 賜 は 此の 無盡藏 より 出づる 大海の 一滴と 見るべき か、 將た 

神 は 無盡藏 にあらざる 其の 獨ー 無二の 愛子 を與 へし か、 否な 神 は 自ら を與 へし か。 身 を 殺して 仁 を 

成す て ふ 語 は 稀れ に 人間に 通用すべし。 此の 心 亦 神に 存す るか。 否な、 此の 事寶 現に 神に 存 する 

力 愛の 極 は 最も 高貴なる もの を與 ふるに 非す して、 能く 自 から を與 ふるに 在り。 神資こ 人の ため 


に 自ら を與 へたり と 信す る、 H だれ クリスマスの 本意に 非す や。 天地の 根底 は、 此の 如き 熱 切なる 愛 

なり。 横 牲獻身 はヒ帝 自らの 本性な り。 我ら は 各自 此の 愛 を 被ぶ り、 此の 執 (情に 包まれ、 此の 赤誠 

に^^かれ、 此の 犧牲獻 身 的の 精神に. H りて 救 はる、 此れ クリスマスが 我らに 傳 ふる 所の 消息な り" 

此の 消息 を 信すべき か、 將た疑 ふべき か。 生命の 晝夜此 に 於て 判^すべく、 基督教の 意義 之に. S り 

て 定ま る ベ し。 

東方の 博士 

『夫れ 耶稣は へロデ 王の 時 ユダヤの べッレ ヘム に 生れ 給 ひしが、 其の 時 博士 等 東の 方よ リ H ルザ レムに 

來り言 ひける はュ ダャ 人の 王と て 生れ 給 へ る 者 は 何處に 在す か、 我等 東の 方に て 其の 星 を 見 たれば 彼 を 

拜 せんた めに 來れ リ。 へ p デ王之 を 聞きて 痛む。 义 エルサレム の K も i^n 然リ。 凡ての 祭司の 一お と 民の 學 

者と を 集めて へ D デ問 ひける は、 基督の 生る べき 所 は何虔 なる や。 答へ ける は ユダヤの べッレ へ ムなリ 

： ： 是に 於て へ D デ 窃かに 博士 等 を 呼び： ： 之 をべ ッレ ヘム に 遣 はさんと て 言 ひける は往 きて 嬰兒の こ 

と を 具 さに 尋ね 來れ、 我 も亦往 きて 之を拜 すべし。 彼等 王の 命を聽 きて 往け リ。 f きに 東の 方に て 見た 

おさなご 

りし 星 先 だち て 行く。 博士 等 此の 星 を 見て いたく 喜びぬ。 巳に 家に 入リ ければ 嬰兒 マリアと 共に 居る を 

見、 平伏して 之を拜 し、 寳の 函 を 開き、 黄金、 乳香、 沒藥 など、 禮物を 捧げたり。 終に へ D デに歸 る 勿 

れと默 示 を蒙リ しかば、 途を轉 じて 其の 國に歸 れリ。 J1 (馬 太傳 第二 章) 

我等 は 此の 記事に 付きて 批評 的に 研究し、 E 生の 性質な ど を 蝶々 せんと 欲する 者に 非す。 此の 聖誕 


を 祝す るに 當り霞 性の 孰 益 を 得る の j 助に 供す るの 目的 を 以て 此の 章を讀 まんと 欲す。 

博士等は眞實に道を求むるの人な.c^ 

東方の 舉者 多く 迷信に 惑 ひ、 是を 觀て士 n 凶 を 卜 ふの 弊 あり。 然れ ども 基督 降誕の 頃 ユダヤの！： に 

來 りし 博士 等 は、 K に 道 を 求め、 靈性 上の 渴望已 み 難く 遙に 天の 一方 を 仰ぎて、 更に,^; 人の 出で な 

ん こと を 待ちし ものな り。 彼等 は 未だ 道 を 明に する こと 能 は ざり しと 雖も、 其 心 くして 所 fi 未だ 

知らざる の 神に 向 ひて 誠實に 進みつ k あり. き。 彼等 は 多くの 迷信に 眩 まされ、 其の 胸中に 蓄 ふる 所 

の 誤解 も少 から ざり しならん。 然れ ども 一片 至誠の 念 ありて 存せ しがた め、 終に 導かれて 基 蝥の許 

に來 りしな り。 蓋し 東方に 在りて 彼の 奇異なる 星 を！ nj^ しもの 何 ぞ是れ 博士 等の みならん や。 自餘の 

拳者もi^Eな之を仰ぎ昆て種々 の 臆測 を 下し、 覇者の 出づる 前兆な りと して 自ら 風雲の 會に乘 ぜんと 

謀りし もの も あらん。 唯 だ 人 の 英雄 を崇拜 する 念の み 盛んにして、 靈 性の 上に 感 する こと 深き も 

のに 至りて は、 エルサレムに 来れる 博士の 外、 之れ 有りし を 知らざる なり。 某督降 世の 時數 人の 博 

士、 靈 性の 渴 望に 導び かれ、 奋 異なる 星の 出現 を媒 とし、 眼 を 西の方 イスラエル 人民の 神に 注. ぎ、 

其の 逮王 を拜 して 年 來の志 を 衆さん がた めに、 萬 里 沙漠 を 越えて ユダヤの 國に 来れり。 同 一 の事實 

に 接しながら 甲 は 基督に 導かれ、 乙 は 依然として 迷信 疑惑の 舊 態に 安ん する もの は何ぞ や。 露 性の 

.渴 望 甲に 有って 乙に 無き を 以て のみ。  • 


博士 等 は傳奇 的の 精神に 富みし 冒險 家に て あ.^ き 

§は2： 化 を M て 長途の 遠征 を 企てたり。 彼等 は 未だ 見ざる 所の もの を旣 に！ nj^ し 如くに 確信し、 萬 

事 を 抛って 其の 冃 的を逹 せんと 心 懸けたり。 彼等 は 多くの 大人 lisB: と共に 夢の 人に て ありき。 北ハの 

^_^-まするの情切にして迸を信するの念確|2!:なりしょり、 終に 斯 くまで 大膽 なる 擧動 をな すに 至れ 

り。 故 鄕の天 を 仰ぎて ：0- たる 虽は其 の 途上 を ii さすな りぬ。 彼等 は 此の 光な くして、 茫漠たる 行程 

を迪り 来れり。 北ハの 苦心 して 如何 ぞゃ。 

彼等 は H レサ レム に 失望せ- y 

都 人士 は 浮薄に して 驕奢に 流れ、 RtR 物質的の^ 化に 埶 一中す るの み。 彼等 は 義 よりも 政略 を 尊 

ぶ。 滿 朝の 紳士、 制度に 拘泥し、 151： 々たる 典故に 束縛せられ、 政權爭 t_ ^の 外餘 念な し。 彼等の 最も 

東ん する 所 は、 機械的に して 人 を 枯死せ しむる の 治安 秩序の み。 故に 博士 等 • が エルサレムの 聖都こ 

そ イスラ H ルの^ 王 降誕せ し 所なら めと 想像して 來 りしに も拘 はらす、 此には 基督 を 《3_, 出 ださす、 

却ってべ ッ レ へ ムの草 慮に 之を拜 する HJ を 得たり。 3ー0^に唯だ東方の博士のみならんゃ。 茶督 は舉^ 

の # する 所に て必 すし も 之 を 出 だすべき に 非す。 音樂の 美、 天上 も斯 くやと 思 はれ、 禮拜 の莊嚴 

おの づ から 容を 改めし め、 巧妙なる 說敎聽 衆 をして 感嘆の 聲を發 せし むる 大會堂 は、 必す しも 基督 

東方の 博士  六 一 


の 見出ださる.^ 所に あらす。 ベ ッ レ へ ムの 草廬名 もな き 木工の 謙遜なる 家庭に 於て 主耶穌 基督に 接 

せし もの 豈に 唯 だ當年 の 博士 のみな らん や。 

學者は 他人に 敎 ゆるの み、 王 は 政治的に 之を觀 察する のみ 

エルサレムの 學者は 賢 こげに 舊 約を幡 き、 此： 故 を 調 杏して 基督の 生る 可き 所 を 指し示せり。 然れ 

ども 怪しむべし、 彼等 はべ ッレ ヘム に 向 ひて 一 歩 を も 運ばす、 博識 精通よ く 遠来の 人を滿 足せし む 

れ ども、 彼等 は イスラ ヱルの 王を拜 せんと もせ ざり しなり。 あ 、横着なる 學者、 知識に 富める 不信 

仰の 神學 者なる かな。 道を傳 へて 自ら は 愈よ 道に 遠ざかり、 基督 を 指し示して 其の 精神 は 愈よ 基督 

を 去る。 是れ 我等の 深く 戒愼 すべき 所に 非す や。 宗 敎は靈 なる 心 を 以て 研究すべし。 神 を說き 基督 

を 論す る も、 宗敎 的の 心 懸け 有る に 非 すん ば、 萬 卷を讀 破し、 研究 年を累 ぬる も 徒 勞に屬 せざる を 

得す。 へ a デの 如き 以て 我等の 鑑戒 となす に 足るべし。 彼は靈 性の 渴望を 有する 人類と してに 非 

す、 唯 だ 政權を 維持し、 秩序 を 保つ を 主眼と する 政治家と して、 博士 等の 問 ひに 倾聽 し、 其の 來意 

を 訊問した るの み。 斯 くの 如くして 道に 達せん と 欲する は、 ：li を 北に して 南に 往 かんとす るに 異な 

らす、 また W ならす や。 

博士等は徒手にしv-甚督を訪はざft^しな，o^ 


彼 f> は齊の lil を 開き、 黄金、 乳香、 沒藥 など 禮物 を獻 じて 其の 誠意 を 表せり。 是れ 今日 クリス マ 

スの 節， を 祝 ふ もの & 記憶すべき 所な り。 穴.！ 手に して 基督の 誕生 を 祝 ふ 勿れ。 我等 は 各々 分に 應じ 

カを盡 して 茶； 督に禮 物を獻 げざる ベから す。 クリスマスの 祝畲は 各自 禮物を 贈答して、 歡を盡 し 志 

を 致すべき のみに 非す、 其 0 最も 心懸 くべき は、 基督の 名に 於て 方 物 を 奉らん ことなり。 貧しく し 

やもめ  は 二 

て 唯 だ レブ タを納 むる 人 は、 福音書に 記載 せられし 殊勝なる 寡婦 を 記憶せ よ。 或は 111 ありて 物な き 

人 も 之 有らん。 然れ ども n ォテが 首へ る 如く、 我等 は 物な きも 決して 徒手 クリスマスに 會 する を耍 

せす。 lilは穴，^^りとも何ぞlMそれ自身を基督に獻げざる。 物 無く も 何 ぞ身を 基督に 獻 げざる。 タリ 

ス マ スの 最も 善き 禮物は 基督に 身を獻 ぐる ことなり。 黄金 も寶も 如何で 身を獻 ぐるに 及ばん。 貧家 

も 此の 禮物を 以て 堆 かかれよ。 11: 中空し き 寡婦 も、 獻 身の 禮物 他に 勝る こと を 得べ し。 

クリス マ スは 我等が 精神 上の 指南車な り 

5 まぶね 

耶 穌基螫 とべ ッレ ヘム の槽！ 其の 權衡を 失する 何ぞ 其れ i:^ だしき や、 新 天地の 創造 は斯の 如く 

着手せられ たり。 

我ら 世路に 立ち、 志 を 興して、 各自の 事業に 從 ふや 宜しく クリスマス を 以て、 已れの 標準と すべ 

きなり。 高き に 登る は 必す卑 きょりす。 人に 事 ふるに 非れば 之 を 治む るの 地位に 立つ こと を 得す。 
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先 づ幼兒 となる に 非れば、 天阈に 入るべからざる なり。 信じて 待ち、 忍耐して 忠實に 現今の 職分 を 

奉じ、 Kn たび 失敗 すれ ども 尙ほ 基督の 愛に 勵 まされて 能く 其の 精神 を 維持し、 已れの 愚かなる にも 

弱き にも 屈する ことなく、 た^ 神の 國の 幼兒 として 自ら 謙り、 活 澄なる 希望 を 抱き、 悠遠なる 前途 

に 向 ひて 邁往 すべし。 

凡そ 天國の 事業 は 微弱なる に 始まる。 其の 成長 漸を 以て 且つ 隱れ たり。 我らが 已れの 僻お と戰 ひ、 

克已 して 神の 道に 從 はんとす る や、 其の 成功 遲緩 にして、 進歩の 見るべき もの 少なし。 其 意 氣揚ら 

す、 志 屡 鈍らん とする のみ。 已 れの實 際 を 顧みれば、 誡に陋 にして 微 なり。 爭 でか 此の 絶大なる 现 

想に 達する こと を 得ん や。 思 ふて 此に 至れば、 氣 ゑ瞻 落ちて、 茫然 爲す所 を 知ら ざらん とす。 此 

の 時に 當 りべ ッ レ へ ムの槽 は、 精神 界に 於け る 起死回生の 神藥 にあら す や。 

日出で」 また 入る。 百 川流れて 盡 きす。 昔し 有りし もの、 今 尙ほ之 あり。 人生 は 水車 を 踏む に異 

ならす、 千轉、 萬轉、 只 だ 同一 の 點を旋 るの み。 あ、 陳腐の 事業、 因循の 世界なる かな。 1511.^<たる 

俗事 紛々 擾 として、 何の 歸着 する 所 ある を 見す。 世 は 幼稚園の 子女が 恩 物 を 玩弄す るに も 似たり 

けり。 然れ ども 賢き 保姆 は 頑是なき 此ら 遊戯 を爲す 間に 大人の 資格の 作られつ、 ある を 知るな り。 

神の 羔 のまへ に 立ちて 白き 衣 を 穿ち、 黄金の 冕 を 戴き、 手に 勝利の 踪橺の 枝 を 取りて、 聖歌 を唱ふ 

る もの ども をして、 其の 過ぎ 来し方 を 回顧せ しめば、 彼等 は 其の 事業の 陋 なりし に 驚き、 其の 戰パザ 

の るに も 足らざる 小 迫り 合な りし を 怪しみ、 其の 喜怒哀 歡の淺 薄な りし を 不審る ことならん。 然 


れ ども 彼ら は 之に. s りて 其の 榮 光に 進みし ものなる を 疑 はす。 

故に 丑 I ；ら をして 傲慢 を 去りて 謙 遍を學 び、 主耶穌 基督と ^ もに ベ ッレ ヘム の 糟に呱 パ の 聲を擧 ぐ 

るに 滿 足せし めよ。 

秘 義に充 ちた る 此の世界に 生れ、 限りなき 神の まへ に 立ち、 無 翁の 永生 界を 仰ぎつ、 瞬 問 時の 五 

十 年 を 僅かに 經過 せし 我ら は、 實に 幼兒に 非す して 何ぞ や。 たぐ 基督に 由り て 幼 兒の天 S を 保ち、 

從 順にして 歡 喜に 充 され、 活澄 にして 能く 進む もの. -み、 發 達して 聖域に 入る こと を 得。 

(明治 サ九年 クリス マ ス) 

神子受 肉の クリス マ ス の敎訓 

祌の子 人類の 間に 降下して、 限りなき の 愛を彰 せり。 人類の 罪 惡は傾 傲 目 尊なる に 在り。 人祖 窄 

門 に 由て、 高大の 地位に 達する こと を 意 はす、 恣に 神の 如くな らんと 欲して、 罪 を 天に 獲たり。 上 

帝の 救 ひ は、 人類 をして、 倨傲 を 去りて、 謙遜 を學 び、 己れ を 神と せす して、 神 を 神と なさし むる 

に 在るな り。 あ、 大な るかな 福音の 道。 人類の 倨傲 を療 さんがた めに、 神、 人類と 成りて 降 生せ 

り。 天も敎 へす、 地も宣 ベす、 唯 だ 神 子 受 肉の 妙理に 於て 神の愛た る を顯彰 すべし。 

此の 自ら を 空う して、 卑 きに 居れる 神の愛 は、 實に 吾等の 模範と すべき 所に 非す や。 耶穌 云く 我 
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れ爾ら を 愛した る 如く、 爾 らも 互に 愛すべし、 此れ 我が 命令す る 所な りと。 ァ タナシ ヤス 云く 人類 

ひ と  へりくだり 

神と な.^ 得ん がた めに 神人 類と なりぬ るな りと。 詩に 曰く 神の 謙虚に 由り て、 我れ は大 いなる こと 

を 得と 其れ 之 を 謂 ふか。 

物界に 於け る 神の 顯 現より 舊約 書に 記載せられ たる 啓示に 至る まで、 凡そ 神人 類に 近付きて、 之 

ヴ から 

に 自己 を顯 はすの 道 は、 人類の 地位にまで、 自己 を卑 くす る ものに 非る は莫 し。 時は滿 ぬ、 天國は 

來れ りと あるが 如く、 上帝の 顯 現に 次第 順序 あり。 また 進歩 あるな り。 次第と は何ぞ や、 進歩と は 

へりくだ 

何ぞ や、 即ち 神 自ら を謙虛 りて、 人類の 地位に 下らん とする の 傾向 發 達に 非す や。 此 傾向 は 宛 かも 

東 山の 嶺 漸く 白く、 旭日の 終に 輝き 出た るが 如く 耶穌 基督の 降誕に 至りて 完全す。 蓋し 一一 目 は 肉體と 

なりて、 人類の 間に 寓れ り、 其の 榮光を 見る に、 實に 神の 聖 子なる こと を 疑 ふべ からす。 

神の 自ら を虛 うして、 人類の 地位に 降下せ る は 此れ 同情 同感の 聖 3 曰に 外なら す、 試みに 思へ。 世 

の 中 は 利己主義の 横 流す る 所な り。 爾は爾 たり、 我 は 我たり。 目に て 目、 齒に齒 を 償 ふべ し。 權利こ 

そ 重ん すべき もの なれ。 償へ よ、 我は飽 まで 之 を 取らん と は、 即ち 人間の 常態に 非す や。 然れ ども 

神の 言に 曰く 善 を 以て 惡に 勝つべし、 敵に して 飢ゑ なば、 之に 食 ませよ、 爾を詛 ふ もの を 祝すべし。 

只 だ 罰 を 以て 惡に處 し、 鞭撻 を 以て 傲慢 を 辱し むる は 世の常 道た ひ。 然れ ども 天の 爲す所 は 之に 異 

なり、 自らの 謙虚 を 以て、 人類 を大 ならしむ。 敎育、 救濟、 博愛の 事業 は、 皆な 此の 神の 所 爲に模 

倣 はすん ば 其の 功 を 奏すべ からす。 神の 子 天より 降りて 我らの 侶と なり、 我らの 兄弟と な ひたる は 


抑 も 明らかに 此の 大義 を擴充 する ものに 非す や。 無限 無量の 愛 は 同情 同感の 事實に 於て 發 揮せられ 

しなり。 我ら は 基督に 由り て 同情の 神 を 知れり。 未だ 神子受 肉の 妙理に 由ら すして 上帝の 父た る こ 

と を 悟りた る ものな し。 

人を敎 へ、 人の 利益 を圖 るの 秘訣 は 忍耐の 精神 を 有する に 在り。 社會を 改良し、 國家 を治理 せし 

と 欲する に當 り、 前門 虎 を 防ぎ 了 すれば 後門 已に 狼の 来襲す るに 遇 ふの 嘆息 は、 志士 仁人 千古の 憂な 

り。 光り 世に 輝け ど、 暗き は 之 を曉ら ざるな り。 此の 悲境に 哀しむ は、 少し にても 基督の 志 を 抱け る 

もの、 免れざる 所に 非す や。 哲人 は 衆に 先立ちて 憂 ひ 、聖賢 は 天下の 思 ひ 知らざる の 恨事 あり。 此の 

心 誰と ともに か 語らん。 我 を 知る もの は 其れ 天 かと 云へ る 如き 懷疑的 信仰の 一念 は、 斯る 境遇に 於 

て發 揮す る ものなる べし。 故に 志士 仁人 は 忍耐の 德 飽くまで も 堅固なら ざるべ からす。 之 を 堅固に 

お IHP^. つ ざ 

する の 道 は 神子受 肉の 妙 理を觀 察し、 天啓 敎發 現の 由來 沿革 を尋究 し、 上帝 人類 を 救 ふの， 1^ 御 業 を 

窺 ひ 見る に 如く もの あるべ からす。 眞理 の發達 如何に 遲緩 なりし か。 幾 個の 預言者 之が ために 殺さ 

れ しか。 地の 旋る 天の 行く、 凡そ 自然界に 於け る擧 問の 進歩し 來れる 形跡 を 見る に、 みな 寸歩 を累 

ねて 千里の 遠き に 達した る ものな り。 人類の 歷史は 了 K 進化な ひ。 進化の 樞機を 支配す る大造 化工 

の 計 畫何ぞ 其れ 長 遠なる。 之に 現 はる、 忍耐の カ何ぞ 其れ 無量なる。 化育の 力 洪大に して、 驚く ベ 

しとい へど も、 其の 忍耐の 力 は 更に 驚くべき もの ありと 謂 はざる ベから す。 神が 罪人た る 我の 過失 

ある を も 忍び； g へ て 其の 救 ひ を 計りし を 思へ。 其の 攝理 何ぞ 其れ 奥妙 奇絕 にして、 長く 且つ 深き 
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や。 彼 は 雨 を義者 不義 者に 降らせ， 日 を 善者惡 者の 上に 照らせり。 

或る人 其の 葡萄園に 植ゑ 5^ きたる 無花果 樹 ありし が、 來， 0 て 之に rai^ を 求れ ども 得 ざり ければ、 

其 園丁に 云 ひける は、 我 三年 來 りて を 求れ ども 得す、 之 を斷り 去れ 何ぞ 徒らに 地 を 塞ぐ や。 園 

丁 答へ ける は、 主よ 我 其の 周圍を 堀り て 之 を 培養す るまで 今年 も容 せ、 若し 茶 を 結ばす ば 後に 之 

を斷 るべ しと。 

我ら は 已れの 罪を赦 さる、 如くに 人の 罪を赦 すべき こと を 主の 禱 文に 於て 學 ベり。 基督の 降 世 及 

び 忍耐 深き 聖 霞の 導き を 見て 感激す る もの は、 同類の 人に 對 して 忍耐すべき こと を 知るな らん。 我 

-i  さへ 

らは輙 く洌僻 傲慢に 流れ、 已れを 忘れ、 神 を 侮りて 天の 赦 せる もの 人 之 を 支ぎ りて 赦さ らんと 欲 

する が 如き 過ち 無き を保證 する こと 能 はす。 宜しく 神？ 4M (乂 肉の 事實、 十字架 上流 血淋： 满尙ほ 且つ 敵 

のために 神に 祈れる 基督の 膝下に 拜 伏して、 忍耐の 道 を 修め、 高遠 長大なる 神國の 事業 を 負 擔し得 

るの 心 胸 を 修めざる 可らざる なり。 

義を 忘る k の 人 は 徒らに 愛を說 きて、 公明なる 神の 阈の 大道 を 蔑 如す るに 至らん。 罰 何 ぞ輕ん す 

ベ けんや。 我等 は 惡を惡 み、 不義 を責 むる の務 を負撸 す。 宜しく 當 時の 偽善者 を 憤れる 基 # の 精神 

つみ  さば 

を學 ぶべ し。 然れ共 罰な ふ もの も、 審判く もの も 基督に 於て し、 其の 精神 を 以てすべ きなり。 ュダ 

ャ人は 淫婦 を 基督の 許に 携へ來 り、 浮薄なる 心 を 以て 其の 處置を 論ぜん とす。 主 曰く、 爾ら のうち 

罪な きもの 先 石 を 以て 之 を 撃つべし と。 之 を 聞く もの 告な 良心に 愧て 退ぞき 去れり。 甚督 曰く、 我 


また 汝を 罰な はす、 去れ、 復び惡 を 行 ふなかれ と。 必らす や 此の 一言 は 淫婦 を 化して 高潔なる 婦人 

となせ しならん。 

曰く、 謙虚、 忍耐、 同情、 博愛、 公義、 溫良、 此れ クリス マスの 敎訓に 非す や。 

(明治 廿五 年) 

基督の 謙遜  • 

徘立比 書 は 我等の 一身上に 關 して 懇切なる 訓戒 を 垂れし ものな り。 之 を 基督 敎 倫理 書と 見る も 差 

なかるべき か。 其の 第二 章 を 見る に先づ 基督 敎徒. が、 互に 一 致 合同し、 敎會の 團結を 堅^ 親密に 

あはれ み 

なすべき こと を說 きたり。 曰く、 若し 基督に 在る 勸と 愛に よる 慰めと、 靈の 交と、 慈悲と 矜恤と あ 

らば、 爾曹意 を 同う し、 愛 心 を 同し、 心 を 協せ て 念 ふ 事 を 一 にし 以て 我が 喜を滿 しめよ。 何事 を 思 

るに も、 黨を 結ぶ 可から す 云々。 是れ 孰れの 敎會、 孰れの 圑體 にも、 最も 必要なる 訓戒に 非す や。 

殊に 小黨 分立して 漫 りに 相爭ふ は我國 の欠點 とも 見るべき もの 故、 社 會を救 ふの 責任より 之 を考ふ 

ふ も、 基督 敎徒は 主の g や 旨 を 奉戴して 一 致團 結の 精神 を 盛なら しめ、 以て 世の 光たり 地の 鹽 たるの 

天職 を完 うせざる ベから す。 分爭 及び 不調和の 原因 は何ぞ や。 保 羅は唯 敎會に 不和の 存 する を 戒めし 

- のみに あらす。 其の 病 膏肓に 入りた る を 看破し、 其の 原因 を摘發 して 曰く、 爾曹 虛榮を 求む 可ら 
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へりくだ 

ず、 謙遜り たる 心 を 以て 互に 人 を 己れ に 優れり とせよ 乂各 己が 事 をのみ 顧みす、 人の 事 を 顧みよ と。 

, 實に然 り、 謙邏は 一 致 團結を 堅固に する の金鏈 なり。 高慢 は 圑體の 遠心力な り。 家庭 も 高慢に 依り 

つか  つか は 

て 破れ 敎會も 各自 己 を 高し とする に 依りて 分裂す。 我 は 人 を 役ふ爲 に來れ るに 非す、 人に 役れ ん爲 

に來れ りと 主 は 仰せられき。 此心 少なき 所に は、 凡て 不調 子の 甚だしき を兑 る。 保 羅は斯 くの 如く 

分爭の 原因 を 捉へ來 り、 之 を 救 治す る 唯一 の 方法と して 謙 遞 の 心 を獎勵 せし かど 只 之れ にて 止まば 

弗浩】 りて 其の 魂 を 入れざる に似て、 甚だ 不滿 足に 感ぜら る。 故に 更に 其の 說を擴 めて 曰く、 爾等キ 

かたち 

リスト ク- H スの心 を 以て 心と すべし。 彼 は 神の 體 にて 居りし かど 自ら 其の 祌と 匹し く ある 所の 事 を 

棄て 難き 事と 思 はす、 却て 己 を i 仝う し、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり と、 

-彼は 腓立比 人に 向 ひて 謙遞の 必要 を 論じ、 其の 模範と し、 a つ 之を勵 むの 動機と して、 基督の 謙遜 

を說き 出せし なり。 主が 受難の 一週 已に來 り、 次の 日曜日 は 基督が ホザナ よと 呼 はる 聲々 の 中に、 

. エルサレムに 入城せ し 日に 非す や。 次の 木曜日 は 基督が ゲッセ マネ 園に、 血の 如き 汗 を 流して 祈 

り、 終に 出で て、 從容 縛に就きし 夜に 非す や。 其の 次の 朝 は 主が 二 兇の？？ に碟 せられし 時に 相當す 

るに 非す や。 此際 我等が 此の 問題 を祸げ て、 基督の 謙 邏を考 ふる は 最も 其の 當を 得たり と 云 はざる 

： 可ら す。 (此文 受難週の 起稿に 係る) 

. 謙遜 は 基督 敎 固有の 道德 なり。 羅馬希 職の 道德を 首め、 儒 敎の敎 ふる 所に よる も。 亦 朝日に 句 ふ 

-山 櫻に 其の 風 を 比して、 誇稱 せる 日本 武士の 氣性 にも、 其の 根柢の 性質と して 自尊 自大の 精神 を 


：;^ せざる ものな し。 其の 所謂 謙遞と 基督の 敎 ふる 所と を對 li 一し 来れば、 二者の 間 雲泥の 和 遠 ある を 

rj- 出すべし。 故に 謙遜の 德は 基督 敎に 依りて 養成せられ たる 倫理 道 德の特 5^ なりと する も欣て 不可 

なかるべし。 然れ ども 甚督 自身の 謙遍を 見る に 非ら ざれば、 眞 個の 謙邏 なる もの は； 13- 維 からん。 謙 

遽の耍 素 本質 は 主耶穌 基督の 一身に 集まりし なり。 吾人 其の 德ょ， e 論 すれば 罪 ある 者な り。 天下 

一人と して 完全なる 正義 者は存 せす、 其の 智 より 兄れば、 何人 か 天地の 廣き、 祌の 無限なる、 靈性 

の 幽微なる に對 して、 己の 智識 十分に 透徹す る 能 はす、 宛 がら 五里霧中に 彷徨す るの 感 なきもの あ 

らん や。 其の 力 置より すれば、 彼の 山 下に 在りて 少年の 病 を 愈し 得ざる に 赤面せ るお 子等と 一 ル，， 乂、 

i 力 人類の 無能なる を嘆ぜ ざる もの あらん や。 智も德 も 力 も 不充分なる 吾等が 令 謙 pj した c^, まと 

て、 其 は 元より 當然の 事に て、 之 を 謙遞と 呼ぶ が 烏滸がましき 次第に 非す や。 只 基督 を 見る に 至 

り、 初めて 適 當に眞 の 謙！！ と稱し 得べき もの を 見出すべし。 神の 體 にて ありし もの、 自ら R の： と 

匹 しく ある の 事 を 粟て 難き ことと 思 はす、 却て 自を虛 うし、 僕の 貌 を.^ りて、 人の 如く， H れり。 .s- 

が 己れ を虚 うすと は 如何なる 事ぞ。 祌學 者の 議論 粉々 として 未だ 一 に 定まる を 見ざる なり。 大 なる 

敬虔の 秘義、 祌の > ^受肉 降 世せ し は 謙遞の 最も 較 著なる ものと す。 神人と なる て ふ 不可思議な 

る 事實に 接し、 此に 初めて 無限の 謙 遞 あるに 驚く。 イン カルネ，. 'シ ヨンの 秘義、 斯の 如く 謙遜の 屯 わ 

を顯彰 せりと いへ ども、 吾 や.. は 今 此の 點を 論す る 事 をせ す、 基督の 行 狀に顯 はれ、 其の 人に 對 して 

示された る識遞 を、 專ら觀 察して 大に 得る 所 あらんと 欲す。 
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く  ノレ ヘム ゥ鹿„ ^より カル バリ 丘上の 十字架に 至る まで、 基督の 生涯 は 何れの 點か、 謙 遞の德 を^ 

て滿 されざる もの あらん。 彼 は がの 友に て ありき。 彼 は 叫ぶ HI なく、 聲を擧 ぐる ことなく、 其 

て 聞え しめす、 また 傷める M を 折る ことなく、 烟れる ほの 暗き 燈火 を熄す こと をせ ざり き。 

は 弟子 等の 足 を 洗へ り。 贄に彼 は 僕た るの 生涯 を 送りし なり。 其の 精神 は 何 を 以て 特徵 とせし や。 

義な るか、 @ ^なる か、 智な るか。 主 は 素より 此 等の 德を 最も 美 はしく 具足せ り。 然れ ども 自ら 己れ を 

請て 曰く、 我 は 心 柔和に して £る ものな りと。 約 翰獄に 在りて、 基督の 事に 疑を懷 き、 使 を 遣し 

て 言 はせ ける は、 來 るべき もの は汝 なる か、 將た 我等 他に 待つべき かと。 耶穌 之に 答へ て 曰け る は、 

盲人 は 見、 跛 者 は 歩み、 貧しき 者 は 福音 を閒 かせら る。 我 本領 即ち 此 におす。 凡そ 我が 爲 めに 躓か 

ざる もの は 福な りと。  きぎと リ と 

基督 は斯の 如く 最も 不思議なる 謙 適の 生活 をな せり。 然れ ども 其の 親しく 交れる 稅吏 罪人 も 之 

を 汚す こと 能 はす、 門弟の 足 を 洗 ふ も 之 も 辱し むる に 足らす、 其の 謙遞の 問に 言 ふべ からざる 一種 

の 威厳 榮光を 具へ し を 見る。 故に 我 は 心 柔和に して 謙遜る 者な りと 述ぶ ると 同時に、 父 は 我に 萬 物 

を與へ 給へ り。 父の 外に 子 を 知る ものな く、 子の 外に 父 を 知る ものな しと 斷言 せり。 是れ 登に 人類 

の 能く 云 ひ 得る 所な らん や。 其の 語る や、 權烕 堂々 として 人を壓 する もの あり。 之 を 捕 へん 爲に遣 

はされ し 吏 も 未だ 此 人の 如く i りし ものな しとて 呆然たり。 耶穌を 縛す る 爲め歩 装して、 ゲッ セマ 

え. 園に 来れる 兵卒 は、 其氣 高き 聲に 驚きて 地上に 平伏せり。 基督 は 謙遜に して 烕嚴 あり、 卑 きに 在 


りて 北ハの .氣 品 最も 高く 僕の 貌を 以て 世に 生活す る 問に も 雄大の 氣四 邊を應 し、 堂々 たる 精祌^ を 

^！^叶するの概ぁり。 斯の 如き もの は 抑 も 何故 ぞ。 蓋し 基督の 謙遜 は 支那 流の 禮 節より 來 りしに 非 

す。 子房が 祀 橋に 货石 公に 對 して 謙遞 なりし 時の 如き 動機より 發 せす、 和して 衆 心を繫 ぎ、 暫く 讓 

りて 後に 多く 牧 めんこと を 期す る 底の 事業 心より 起ら す、 小人と 地位 を 爭ふは 徒らに 吾、 い 意 を 疲ら 

だいき 

する のみ、 か A る 事の 爲 めに 屈託す る 如き は、 乃公の 膀 しとせ ざる 所な りと 云 ふ 如き 豪傑 者 流の 怠 

氣 より 生じた るに は あらす、 基督の 謙遜 は 神に 從 順なる より 来れり。 神の 意 を 奉じ、 一身 を 犠牲に 

して 天父の を 成就 せんと 欲する、 此れ 基督の 謙遞 なり。 主の 如く 我等 も 世に 在るべし と は、 約 

翰の 懇切に 敎 へし 所に 非す や。 我等 は 基督 を 模範と し、 其 意 を 以て 意と し、 世に 處し身 を 修め 德を 

建て --祌 の 恩寵に 答 へ んと 欲する 者な り。 故に 神は從 順なる 事 を 以て 本質と なせる 基督の 謙遜 を學 

び、 能く 人に 下りて 卑屈なら す、 能く 稅吏 罪人と 交りて 汚されす、 僕の 貌を 以て 人間に 出入して 而 

も 堂々 たる 氣魄を 胸中に 堪 へん £ を 期せ すん ば あらざる なり。 基督の 生涯 は從 順の 生涯な り。 故に 

又 謙遜の 生涯な り。 世と 推移り 時に 從ひ、 囂々 たる 衆論に 雷同す るに 非す、 敢て 人の 意を迎 へて 事 

を 成さん と 欲する にも 非す、 唯 神の 意志 を 奉じて 之 を 遂行 せんと 欲する のみ。 此の 從順 ありて こそ 

能く 此 謙遜 を 現 はす を 得る なれ。 希伯來 書に 曰く、 基督 は 子 たれ ども、 受 くる 所の 苦難に 依りて 

從ふ をお ひたり (1^ の)。 羅馬 書に 日く、 基督 一 人の 從 順により て 多くの 人義 とせられたり (^ れ)。 耶穌 

ヤコ ブの 井戶 にサ. マリヤの 婦と談 りし 時、 門人の 怪しみ 見る に 答へ て 曰く、 我 を 遣 はせ し 者の 3in に 
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從ひ. 其 行 を爲す 此れ 我糧 なりと。 基督の 一生 は已の 意志 を 棄てふ 神に 從ふを 以て 一貫す。 此杯を 

我より 離ら せ 給へ と 祈る 時に も、 尙ほ敢 て 我が 意 を 行 はんと 欲する に 非す、 聖旨の 儘に なし 給へ と 

言 しに 非す や 。基督 は 常 に 其 意志 神 と 一 致す る 事 を 心 懸け たるが 故に 、神 交 默契事 ご とに 神の 聖ビ： n の 

^する 所 を 窺 ひ、 之に 適合して 誤 まる 所な かりき。 曰く 誠に 實に爾 曹に吿 げん。 子 は 父の 行 ふ 所 を 見 

て 行 ふの 外 は、 何事 を も 行 ふ 能 はす、 其 は 凡て 父の 行 ふ 事 を 見て 子 も 亦 行へば なり。 父 は 子 を 愛. 

し、 凡て 已の行 ふ 所の 事 を 之れ に 示す (fl 鳩 fj§)。 又 曰く 我 何事 を も 自ら 行 ふ HJ 能 はす。 聞く 所に 從： 

ひて 審判 は ハム 正し、 我 已が意 を 行 ふさを 求す、 我 を 遣 はせ し 父の 旨の 行 ふ K- を 求む (同 三 030 又 曰 

く 我 爾曹に 就きて 語るべき 事と 罪を定 むべき 多く あり。 我 を 遣 はせ しもの は 誠な り。 之に 閒きレ 

事 を 我 は 世に 吿ぐ。 我 何事 を も 自ら 爲 さす、 唯 父の 敎に從 ひて 此事を 云 ふ。 我 を 遣 はせ しもの 我と.. 

共に 在り。 父 は 我 を獨り 置き 給 はす、 そ は 我れ 常に 其の 心に 適 ふ 事 を 行なへば なり (s^ お ij®。 又 曰 

く、 我已れょり之を言ふ にw^、 我 を 遣 はせ し 父、 言 ふべき 事、 語るべき 事 を 我に 命じ 給へ るな 

り。 其の 命じ 給 ふ 所 は、 卽ち 限りなき 生命なる を 我 知る。 此 故に 我が 言 ふ 所 は 父の 告げ 給 ふ 儘に 一一！ Ic. 

へるな り (娟、 一 lfes)。 基督 は 天父と 神交默 契して 已れ， の 意志 を 張る KJ なく、 唯 神の 聖意を 奉じて、 其. 

の出處 進退 を 決したり。 一 一一 一 曰 一 行 苟も 神に 順な ら ざる も のな し。 事 小 なりと して 己の 志 を 次 心に せ 

す、 我が 希望 如何に 切なれば とて、 敢て漫 りに 之 を 遂げん K1 を 勤めす、 靜に祌 の 意志 を 察し、 唯 其 命 

する 所に 赴け るの み。 以賽亞 此の 理想 を發 揮して 曰く、 其の上に H ホ バの靈 留まらん * 此れ 智慧 ® 


明の 靈、 謀略 才能の 繫、 H ホバ を畏る A の靈 なり。 彼 は N. ホバを 恐る A を 以て 樂 とす。」 漫 りに 其の 貝 

兑る 所に 依りて 海 判 をな さす、 其の 耳 聞く 所に 依て 斷定 をな さすと (ylfJI5^。 已の目 見る 所、 耳 聞 

く 所 を 主張せ す、 唯 天父 上帝の 旨 を 奉じ、 虔 みて 之 を 成就 せん 事を勉 め、 エホバ を 恐る る こと を樂. 

とす、 故に H ホ バの靈 即ち 智慧 聰明、 謀略、 才能、 知識の 靈、 其の上に 留 りしな り。 活動的なる 無 

我從 順の 境に 達する さ、 断の 如く なれば 心 寛く、 體胖 かに 柔和 謙遜に して、 而も 氣 宇高 尙、 心 志 豪 _ 

他なる を べし。 吾人の 一生 は 正に 斯の 如くなら ざる 可ら す。 平生の 鍛鍊、 祈禱、 默思、 習熟の 功. 

程 を經 て、 神の 欺 旨 を 知り、 克已 して 之と 合し、 成るべく は勉 めすして、. 祌交默 契の 結 鬼 自ら 之と 

一致す る こと を 期す る は 基督 敎者從 順の 道、 謙遜の 精神な りと す Q 是れ 最も 偉大なる 精神な り。 M. 

も 淳良 溫恭の 精神な り。 大人に して 赤子の 心 を 失 はざる もの 即ち是 なり。 - 正氣も 浩然の 氣も此 問に 

^す。 武士の 氣性も 基督の 靈にバ プチ スマを 受けて 此 極に 達すれば 其の 弊 を 除かれ、 共の長所を^!;;; 

發 せられ 美 を 成し、 善 を 遂げて 十字架の 下に 發 達する を 得べ し。 儒者の 禮節も 基督の 謙遜と ji^ せ 

ら る A の 榮を擔 ふに 至り、 野生の 葡萄 初 めて 香味 美 はしき ものと 化する こと を 得べ し。 

此の 美 はしき 謙遜の 前に 出づれ ば、 王侯の 金冠 も 其の 光 を 失 ふ。 武夫の 勇稱 する に 足らす。 人卬 

の榮華 其の 眞價を 評定 せられて、 基督の 十字架 獨り 尊き を 見る. - 

1 うつりゆく 世に も  ひとり そび ゆる 

主の 十字架に こそ  われ は ほこらめ 

.  督の 謙遜  ヒ五 
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信仰の 友 
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是れ 基督 敎 者が 其の 主の 精神に 同化 せられて 已の 志す 所 を 歌 ひし ものに 非す や。 我等 未だ 行 ふこ 

と 能 はすと 雖も、 願 ふ 所は此 精神に 擧 ばんと 欲する のみ。 鳴 呼 謙遍の 生涯 は 從順獻 身の 生涯な り。. 


義を 取り 仁を爲 し、 自ら を 犠牲に 供す る を 厭 はざる の 生涯な り。 萬 事に 就きて 神の 聲を 聞き、 出 

進退 凡て 道念の 指 する 所に 從ひ、 I 毫も 私な からん 事 を 期す るの 生涯な り。 謙遜と 威 嚴は眞 に 碁 

督に 依る もの- T 額 上に 輝く。 バウ BE  く、 基督 は已 れを虛 うして 僕と なり、 死に 至る まで 從 ひて、 

十字架の 死 を さ へ受 くるに 至れり。 故に 神 は だしく 之 を 崇めて 諸々 の 名に 勝る 名 を 之に 與へ たま 

へりと。 

ゴ ル ゴ タの it 

今日 (グゥ ド • フ ライ ディ ) は 主が 十字架に 死に 給 ひし 日に て、 明後日の 聖日 は 其の 復 した まへ る. 

「ィ、 ス トル」 なり。 一は 以て 大いに 愼み、 一は 以て 大いに 喜ぶべき の 日に 非ず や。 

不法なる 審 きと 無情なる 宣告に 由り、 基督 は 自ら 十字架 を 背負 ひ、 有司 兵卒 どもに 引き立てら 

ほと  け 

れて， 城 iZ を 出で， 都の 傍り なる ゴ ルゴ タの 岡に ぞ 着きた まふ。 今まで は 群衆に 粉れ て、 誰彼の 差 

ぢめ  ； 5 ん！^ 

別 も 明かに は 知られ ざり しが、 此に 至りて 附き來 し 人 を 見渡した まへば、 中に 數 人の 婦女 等淚に 咽 

びつ、 遙 かに 事の 様 を 見て 居たり。 此 はかね てより 主の 恩寵 を 被りし 人々 にゃあらん。 十字架に 摩 

,  , ,  さわ  ていたらく 

くる 用意な りと て # 、卒 どもの 罵り 喋ぎ、 身の 毛 もよ 立つ 刑の 具 を 取りて、 ひしめ く事狀 見る につけ 

,  もガカ 

て も、 氣も 消え、 腸も斷 る.^ ばかりに 感ぜし ならめ。 主 は斯る 最中に も 人の ため 已れを 忘れた まへ 

•   ゴ ルゴ タの丘    七 七 


り。 其の 世 を まり まふ 時の 聖旨 は、 曾て ガリ ラャの 湖 邊に勢 ひ 盛んな りし 日と 異ならす、. 歎きに 沈 

むすめ 

める 婦人 等に 向 ひて 宣 はく、 エルサレムの 女よ、 我がた めに 哭 する 勿れ、 爾らと 爾らが 子ら のた め 

ためし 

に 哀しむべし。 見よ 此の エルサレム 城が 例な き災 ひに 植 りて 亡び、 人民の 慘苦言 ふに 忍びざる の 時 

期 遠から すして 來 たらん と。 基督 は ユダヤ人の 罪惡 極り て、 無殘 なる 結 某 を 見る に 至るべき を g 知 

*11 は  ？ SUV ろ 

し 給 ひて、 此の際に も 深く 聖慮を 傷めた まひし なり。 

て  ； f  ちレ 

頓 がて 彼ら は 主の 御身 を 十字架に 付けたり。 御手 も 御 足 も 釘に 貫かれたり。 處 刑の 模様 言 ふに 堪 

の；^ もの 

へす， 聊か にても 其の 苦痛 を輕 くせんた めか、 感覺を 痴鈍なら しむる 飮料 を持來 りし かど.、 主 は 之 

しりぞ  >J> -ろ たし 

を卻 けた まひぬ。 心 正 かに， 精神 終りまで 明白に して、 從容 苦痛と 戰ひ、 鍵なる 勝利 を 獲ん と 欲す 

なやみ 

るの 思 召な りしと 知られたり。 堂々 たる 萬 物の 靈長 たらん ものが 艱苦に 堪へ かねる とて 世の 痴漢 等 

が 所謂 憂の 玉 箒て ふ 酒に 助け を 乞 ふこ そ殘念 至極に 非す や。 

臨場の 有司、 刑 を 執行す る 下官ら は、 侮慢 殘 忍の 相貌 著しく、 宛ら 牛 羊 を 屠る が 如く、 人の子 を- 

や ^  ひが 

十字架に 附 けたり。 人心の 暗黑 あやめ も 分かす、 感情の 曲み たる、 此に 至りて 其の 甚 しきに 達した 

さま 

りと 謂 はざる ベから す。 主 は 深く 此の 狀を 悲しみ、 天 を 仰ぎて、 宣 はく、 父よ 彼等 を赦 した まへ、. 

其の 爲す所 を 知ら ざれば なりと。 人心 反覆の 臉し きも、 耶穌が 至 愛の 情 を 障ぐ る こと 能 はす。 無限； 

の 愛 は 侫邪殘 忍の 人情の まへ に 辟易せ ざるな り。 有司 兵卒 勝ちた るか。 否 * 勝利 は 基督の 手に 歸 し 

ぬ。 あ、 彼 は 十字架に 縛られつ \ も、 斯 くの 如く 祈り を爲 せり。 其の 靈魂 佝ぞ 其れ 大 なるや。 . ^は 


流れて 淋 滴たり。 身 鉢の 苦痛 比 へんに 物な し。 身 逄の事 何れ を 見ても、 悲哀と 罪惡 とのみ。 左右に 

くお とリ 

は 二人の 贼、 キ； とともに に處 せらる。 十字架の もとに は、 兵卒 ども 耶穌の 衣を鬧 取に しつ- -ぁ 

り。 十字架の 下に 在て 賭博 を 行 ふ、 是 人の 眞 相なる か。 堵の 如く 群る 人々 のうちに はた ビ 無心に て 

r}- 物した る もの も あらん。 然 ども 其が 前に 立ちた る は、 姦曲 無淸の 小人、 舌 を 吐き、 頭 を 振り、 眼 

W は 

を睜 り、 嘲笑の 聲を揚 て、 榮の主 を 辱し めたり。 貴き も、 卑 きも、 今 は 早 や、 獸の心 を 暴露して 口 

々に 叫びけ るは爾 他人 を 助けた るに、 何ぞ 己れ を 救 はざる、 疾々 十字架 を 降りよ と。 耶穌の 祈りと 

彼らの 惡言 と、 何ぞ 其の 相 隔たる の 遠き や。 

德 孤なら す、 心す 隣 あり。 此の世界 は 唯 だ罪惡 のみの 横 流す る 所に は あらす。 現に 視ょ、 新なる 

人類の 首長と して、 耶穌の 祈りに 無限の 慈愛 溢れ出で たるに 非す や。 共に 礎 殺せられ し賊の 一 人、 

主の 溫容 盛德に 感じ、 その 神聖なる 威厳に 服して、 前日の 非 を 悔い、 理想の 光に 打れ て、 悠遠 愉.？ i< 

なる 冀望を 生じ、 主 を 信じて 曰く、 余 等の 此に 至れる は 一 に 自ら 招ぐ 所、 また 誰 を か 怨みん、 然れ 

ども 此の 人 は 實に罪 無しと。 ユダヤの 政府 滿廳の 判決 は 土芥の 如く、 罪 を 悔いた るぬ 亀が 宜吿は 大山 

よりも 重し。 彼 は； 史に耶 穌に向 ひて 言へ り、 主よ 爾聖國 に 至らん とき 我 を 記憶せ よと。 死なん とす 

る 救 主 は、 此 人の 罪惡に 勝ちぬ。 之に 應 へて 宣 はく、 今日 爾は 我と \ も. に パラダイスに 居らん と。 

主 は 彼らの 挑める 如くに 十字架 を 降りた ま はす、 然れ ども 之に 懸 られつ、 人を赦 し、 且つ 其の 罪惡 

とほ リ 

を 救 ひた まへ り。 釘に 貫かれた る 手 は、 死ぬ まじき 靈魂 のために、 天の 帷幕 を 開きし なり。 之 を 神 

ゴ ルゴ タの丘  七 九 


の 如き 能力な りと 謂 はざる ベ けんや。 

たり  ひとり ますら を 

但だ 見る、 三 個の 婦は 一 個の 壯漢に 助け てられ、 力なげ に 出で 來れ り。 ああ 其の 一 人 は 耶穌の 母 

D  ,  ま d あた リ つるぎ 

マリヤな り。 昔 老いた るシメ ヲンが 預言せ し 如く、 彼の 心 は 眼前 劍 にて 刺されたり。 クレ ヲパの 妻 

も、 マグ ダラの マリヤ も、 主の 愛せし 門徒 ヨハネと \ もに 來れ り。 勇氣 あるべ テロ は 何 所に 在る。 

共に 死なん と 言 ひし もの 何 づれに 去りし ぞ。 愛の 至誠 は 世の 猛 夫に 勝れる 勇氣を 柔弱なる 婦女の 心 

胸に 吹き込みぬ。 耶穌之 を 見て、 大いに 感動し、 其 母に 宣 はく 雨の 子 を 見よ と。 此れ 今よりの ちョ 

； S のうへ 

ハネを 以て 子と し賴 めよ との 義 なり。 また ヨハネに 宣 はく 繭の 母 を 見よ と。 此れ 母の 身上 を 節義に 

富める 士に 托する の 遣 言に 非す や。 十字架 上の 一首、 腐儒 曲學の 語よりも 重く、 其の 孝道 を 扶植す 

る の 力 得 て 量る ベ か らざ る もの あり。 

斯くて 十字架に 懸られ しょり 二 時間 を經 たり。 死 は 旣に來 りぬ。 時に 天色 II 朧 として、 乾坤 暗澹 

たり。 後に 至りて 地震の 起るべき 兆と こそ は 知られ たれ。 是れ 十字架の 出来事 は 天地 を悲慟 せし む 

べき 程の 4<.變 なる を 示せる ものと 見るべき なり。 今や 耶穌 の靈肉 まさに 相 分れん とす。 死期 近 か 付 

くに 從ひ、 天地 漸く 微かに、 親しき もの 次第に 見えすな り 行き、 祌も萬 類 も 意識の ヒ より 消滅し 去 

さびし さ 

らんと-す。 死 時の 寂赛は 如何な らん。 神に して、 人なる 主 耶穌は 今 まさに 此の 境遇に 立ちた まへ 

5  な ひさめ 

り。 渴 すれば、 水をサ マリヤの 婦に 求め、 飢えれば 食 を 門弟 子に 請 ひた まふ。 靈 魂飢渴 して 安 慰 を 

要すれば、 聲を發 ちて、 之 を 天の 父に 求めた まふ。 前者 後者の 別實に 五十歩百歩の 間に 過ぎざる な 


り。 主此に 於て 詩篇の 語 を 誦し、 吾が 祌ょ、 吾が 神よ、 何ぞ我 を棄て 去る やと 叫び 給へ り。 其の 苦 

さ t、l しさ 

^、. 共の 寂寥、 其の 愛悶、 察する に餘り あり。 此の ニー 一一 II に. a りて、 天地 も 震 ひ 動かん とす。 況んゃ 

；^^ひ さめ 

活ける 愛な る祌を や。 神 は 之に 大 いなる 慰藉 を與 へた まへ り。 

のん ど 

氣息 奄々、 口のう ち渴 きて、 水 を 求めて 宣 ひける は、 我渴 きぬと。 咽喉 を？ i したる のち、 父よ 我 

れ爾の 手に 吾が 靈魂 を附 すなり と 呼 はり 給へ り。 さきの 祈 は聽れ たり。 主 は 父なる 神の愛に 其の 靈 

魂 を 托した まへ り。 基督の 心 胸 は、 此の 逆境に 於て 光風 I 齊 月の 如く、 名狀 すべから ざるの 平和 を 抱 

わた  い き  ぶの つ； J 

きたり。 つ ひに 叫んで 宣 はく 事 了り ぬと。 即ち 靈魂を 神に 附 して、 氣息絕 えた まふ。 あ.^ 尋常の 死 

に 非す、 百 夫の 長 は 右の 始末に 注目し、 大いに 悟る 所 や あり けん。 是れ賨 に 義人な りと 絕叫 せり。 

民約論の 著者 ルゥ ソゥは 更に 一 歩 を 進めて 曰く、 ソ フロー 1 カスの 子 (ソクラテス) の 死 をして 祈 n 舉 

ふさ 

者に 適 はしき ものたら しめば、 マ リアの 子 は實に 神の 如くに 死にたり と 謂 はざる ベから す。 

事 了り ぬ。 愛の 勝利 は 全きに 至れり。 噴 罪の 功 は 成就せ り。 十字架 卜： の 賊は、 主の 恩寵に. 5 りて 

§ 非 惡を赦 されたり。 凡そ 基督 を 信す る もの は、 み な 主の 死に 由り て 其の 罪 惡を赦 され、 爽快なる 理 

を 明かに し、 神の 國に 進む の 希望 堅 同なる こと を 得ん とす。 

い 3 

氣息已 に 絶えたり と 見えし かば 兵卒 ども 鎗を 以て 其の 脇腹 を 貫ぬ きし に、 血と 水と 流れ出で た 

ゆるし  なきがら 

り。 アリマ タヤの ヨセフ は ピラトの 免許 を 獲て 一一 コ デモと共に主の遣骸を共の新しき墳^2|,&に葬り 

ぬ。 主の 十字架に 懸 りた まひし 後に 至り、 今まで は 噫 病に て ありし 二 コ デモ 俄かに 變 りし 人の 如 

ゴ ルゴ タの丘  八 1 


く、 怖る- r 色 もな く、 其の 葬りに 與 りぬ。 『若し 我 擧られ なば 萬 民 を曳き 寄すべし と』。 其の 引力 已 

に 活ける 働き を 示 せ る に 非す や。 基督 豈に死 に 制せら る \ ものな らん や。 

主の 復活と 人生 

使徒 パゥ B は、 復活 を說 くに 當り、 常に 其の 能力 を 知る と 云 ふこと に 重き を 置きぬ QjJ 。一 g) 。復 

活の 能力 を 知る と は何ぞ や。 盖 し耶穌 復活の 事實 をば 一個の 藤. 的 問題との み 見做して、 之 を 知り 

得 たれば とて、 之 を 以て 虞に 基督 敎徒 となりた る ものと 思 ふべ からす。 之 を事實 として 信じ、 之 を 

信す るが ために、 其の 身に も、 心に も、 大 いなる 變化 起れ るを覺 え、 主の 復活て ふ 事實は 吾が 胸 巾 

. に 於け る 一 個の 活力と して 著る しき 結 菜 を 呈す るに 至る。 是に 於て 主の 復活 を 信す る こと 始めて 完 

しと 謂べ し。  , 

まのあたり 

試みに バウ n 其 人 を 見よ、 彼 は 主の 復活 を 以て、 彼の 一時の 出来事な りと せす、 此れ 其の IE 前に 

活動し つ、 ある 能力な りと 思へ り。 其の 性行 は 之 を 信す るが ために ー變 せり。 其の 神事 は 此の 信仰 

を 以て 充滿 せり。 彼 思へ らく、 主の 復活に 由り 一 大勢 力 は 世界の 歷 に 注射せられ、 讓界の 活動 之 

より 無窮に 達する もの あらんと。 バウ B の 書翰 は 此の 思想 を 以て 其の 議論の 中心 點と爲 す ものに 似 

もり。 


5^惡の勢カ世に|^.^りて、 吾が 心の 內 外に 於け る 不義の 熱 火焰々 たり。 理想と 實^ と 日々 に S  く、 

：義の 世界 は、 杳 として 33- るべ からす。 世 は ra^ して しくなる べき 乎。 我が 人生の IE 的 を 達する の 期 

して 待た るべき か。 生命の 歸趣 如何ん。 罪惡に 勝つ の 能力 如何ん。 若し 主の 復活 を 信じ、 其の 能 

力 を W に經驗 する に 非 すん ば、 明確なる 答 を 此らの 問に 與 ふること 能 はざる べし。 主 は 復活して 義 

人の 死に 制せられざる を 明に し、 其の 活ける 感化 は 至大の 靈カ として、 世に^し、 我らのう ちに 在 

りて 働き 以て 義を 大成せ しむべき こと を證 しせり。 盖し 此の 身 死す といへ ども、 鍵 魂 永く 死せ ざる 

の 糊 は 主の 復活に 由り て歷 史上の 事寳 となりぬ。 決して 折 n 學 者の 推 究 のみに 非るな り。 哀^ 離苦の 

憂 ある もの は、 『ィ、 ス トル』 日曜日の 朝 其の 死に 亡せ し 故人 舊友を 追想す るに 當り、 大いに 心 を 慰 

むる 所 あるべし。 然れ ども 基督の 復活 はた ビ 未来に 關す るの 眞理 のみに 非す、 其の 復活 は 現今に 係 

り 多き ものなる を 記憶せ ざるべ からす。 ラザ n の 死にし 時 基督 は 復活の 事 を 以て マリア を 慰めた 

り マリア 力 效り末 の 日に は 必らす 復活す ベ し と 答 へ しを更 に 論け る は 我. H 後の 復：： t ヒ るべき のみ 

Z ま 

■ ならす、 また 現今の 復活な り。 我 を 信す る もの は 死す といへ ども 尙生 くるな りと。 主に 在る もの は 

現在の 身に 於て、 已に 死に 打ち勝ちて 復活した る ものな り。 其の 肉 體はラ ザ n の 如く 墓 を 出で ざる 

のち 

も ？ ハ眞 正の 生命 活 澄なる もの あるな り。 豈に之 をし も 死と 謂 ふ を g: んゃ。 然か のみなら す、 吾ら 

は 基督の 死に 由り て、 赦 罪の 道 ある を 寧び、 其の 復活に 由り て、 人心 更生の 活力 存 する を 知りぬ。 

14: 督 罪に 勝ち、 死 を 制し、 最も 切なる の 愛 を 以て、 現に 生存し、 我らと、 もに、 また 我らのう ちに 
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ながら ふ  すく ひぬ し  *  .  - 

働きつつ あり。 彼 は 現に 存生る の 救 主な り。 此の 信仰 は哀む もの」 安 慰 望 を 失へ る もの、 光明、 

扉に 惱む もの、 元氣 なり。 眞に 此の 理を 悟る は 此れ 所謂 復活の 力 を 知る ものに 非す や。 

僅に 復活の 事實を 知る もの は、 門前に 彷徨す るの み。 其の 能力 を 知る に 非れば、 未だ 復活の 道 を 

僮 じて 其の 妙 境に 達したり と 謂 ふべ からす。 a つ 罪惡の 苦痛 を感 する こと 薄く、 人生の 理想に 其の 

心 を 刺れ 漸く 意 を 決して 福音の 道 を 信ぜし ものに 非 すん ば、 復活の 真 實を證 明す るに 重大の 關係ぁ 

かけ  ちから 

る 個 條を調 茶す るの 便を缺 り。 已に 復活の 能力 を 知る もの は、 よし 他の 擧證に 於て 充分なら ざる 

も、 自家 經驗の 左證誣 ベから ざる ものな り。 基督に 癒されし 盲人 曰く 彼が 罪人たり や 否や は 我が 得 

て 辯 明 せんとす る 所に 非す。 然れ ども 一 つの 事 は、 我に 於て 疑を容 る、 の餘 地な しとす。 我 は 盲目 

なりし が、 今 は 彼れ がた めに 見る こと を 得るな りと。 パリ サイの 徒 も 此の 議論に は抗 する こと 能 は 

ざり き。 基督 復活の 能力 を 知る もの は 罪に 對し、 憂に 對し、 世の 失敗に 對し、 また あらゆる 議論に 

：對 して、 少しも 恐る、 所な きなり。 

聖 受難週 所 感 

木曜日の 夜、 耶穌 縛に就かれ、 祭司 長の 邸に 曳 かれ、 羅 馬方 伯の 法廷に 審問 宣吿を 受け、 此の 金 

に ひ はか 

* 日の 朝 終に 十字架に 付けられて、 アリマ タヤの ヨセフが 新 墓に 葬られ 了ん ぬ。 是れ 耶穌の 門徒の 


頭上に、 恐る 可き 強大なる 打擊を 加へ しこと なり。 彼等 は牧ふ 者な き 羊の 如くに なりたり。 彼等 は 

其の 團體 を繁 ぐべき 鞏固なる 組織 を 有せ ざり き。 彼等 は 其の 頭 首 を 失 ひて 支離滅裂の 有様な り。 年 

來 彼等が 熱心に 從事 せる イスラ H ル王國 の 大事 梁 は 忽然 晝 餅に 歸し、 其の 胸中に 躍りた る 希望 泡沫 

と 化しぬ。 然れ ども 彼等が 尙ほ思 ひくに 四散 分離せ すして 一 所に 止まり、 踏み こらへ て 復活 日餐 

ル よ 

日の 味爽に 達した る は、 其の 志 堅固に して 品性 甚だ 高潔な りし もの ある を證 す。 我等 は 十二使徒 以 

下の 狼狠 せし を 見て、 之 を 卑怯な りと する を 常と す。 然れ ども 之 を 非難す ると 同時に、 上に 記載し 

たる 如き 事情 をも考 がへ、 耶穌 平素の 敎育を 思 ひやり て、 其の 感化の 深き と、 門人 等の 人品 高尙な 

りしと を 忘却す る ことなき を 要す。 

或 人の 說に、 福音 記者の、 縛に就き てより 復活の 朝に 至る までの 事を述 ぶる や、 己れ 等に 關 する 

こと はぺテ 口が 三た び 耶稣を 知らす と 言 ひし ことと、 十字架の 下なる 使徒 ョ ハネに 其の 母 を 托せら 

れ しこと \ の 外、 絶えて 記す る もの ある を 見す、 彼等が ゲッ セ マネ 園 を脫れ 去りし 心事 は、 如何な 

る ものに て ありし か。 彼等 は 主の 殺されん とする を 送りて カル バリに 到り、 衆と、 もに 其の 最後の 

様 を 見て ありし ならん。 彼等の 所感 は 如何に ありし や。 己れ 等の 地位 を 明かに し、 前後の 離散 を說 

きて、 其の 面目 を 保たん がた めに 言 はんと 欲せし 所の こと も ありし ならん。 次の 日曜日 は 猶太 人の 

聖日に て、 一同 靜肅 なる 時間 を與 へられ、 皆な 集りて 共に 語り 共に 祈りし ことならん。 ぺテ n は 如 

受難週 所感  八 五 


何なる 感じ 話し をせ しか、 主の 懷に 倚れる ヨハネ は 如何なる 懷舊談 をな せし か、 此は 我等が 切に 知 

らんと 欲する 所に 非す や、 然れ ども 四 福音書 は 右 等の ことに 付て、 我等に 滿 足を與 へざる なり。 蓋 

し 彼等 は 主の 事と 其の 復活と に關 する 思想 感情 胸に 溢れて、 餘 事に 及ぶ の 暇な かりし もの か。 此の 

一事に 付きても、 弟子 等當 時の 有様と 其の 心の 高潔な りし こと を 知る に 足らん。 

ゆ >リ げ  あら  しょさ 

約翰傳 十三 章に 耶穌 晩餐の 席上に 弟子の 足 を 濯 ひた ひとの 記事 あり。 是れ實 際の 所作に 演ぜられ 

たる 比喩に て、 意味 甚だ 高 妙なる もの あり。 弟子 等 互 ひに 其の 優劣 前後 を爭 ひて 餘 念な きを 見、 耶 

穌は 自ら 僕の 狀 とな ひて、 彼等の 足 を 濯 ふ。 且つ 我等 世に 在る や、 たと ひ 基督 を 信す る も、 因襲の 

然 らしむ る 所、 從來の 弊に 蔽 はれて、 心に も あらぬ 罪 を 犯し、 過ちに 陷ゐる こと ある を 免れす。 之 

れが爲 めに 厦 己れ の 非 を 顧み、 過ち を 悔い、 神の 赦 罪深く 心に 感銘し、 罪を悔 ゆると 同時に、 精神 

活澄 にして 德を完 うする の 志 愈よ 强か らんこと を 要す。 左れば 兄弟 姉妹た る もの は、 互に 過ち を赦 

し、 相規諫 し、 切磋琢磨し、 罪に 勝ち、 過 を 改め、 志 を獎勵 し、 之に 天父の 救 ひ を 示して 慰め を與 

ふること を 心 懸けざる ベから す。 主 耶穌の 我等に 向 ひて、 互 ひに 足 を 濯 ふこと を敎 へられた る 本旨 

實に 此の 點 にあり と 思 はる。 バウ 口 曰く 兄弟よ 若し 測らす も 過ちに 陷ゐる もの あらば、 汝 等のう ち 

靄に 感じた る もの 柔和なる 心 を 以て 之 を 正す 可し、 又 自ら を も 省みよ、 恐らく は汝誘 はる- - こと あ 

らん。 汝等 互の 勞を 負へ、 斯 くして 基督の 律法 を 全うすべ しと。 あ &パゥ 口の 如き は 眞に耶 穌の敎 


を 奉じお ftj ひに 足を灌 ふこと を 力めし ものに 非す や。 

シ モ ン • ぺ テ 。は 三た び 耶穌を 知らす と 言へ り。 彼 は 朴直 剛毅に して 氣象實 に 愛す 可き 人な りし 

かど 鬼 角 物に 慌 つるの- 1 あり。 耶穌 波に 駕 して 来れる を 見て、 之 を 喜ぶ の餘 り、 自ら 請 ひて 波の 上 

に 降り、 主の 端然 立ち 給 ふ 所に 至らん とせし が、 波騷ぎ 風吼ぇ 暴ぶ るに 驚き、 忽ち 沈まん とし けれ 

ば、 狼狠 して 主よ 我 沈まん とす、 助け 給へ と 叫びぬ。 アン テ オケに 在りて 異邦人と 席 を 列ね 食 を 共 

にす るに 當り、 偶 ま 猶太より 人の 来れる に 遇 ひ、 遽 かに 其の 席を脫 して 隱れ しこと あり。 彼 は 之が 

ために バウ a の 詰責 を 受けし と 見 ゆ。 使徒べ テ a は 美質 多き 善き 人な りし かど 容易に 感情に 的 せら 

る.^ の 人物に て、 事に 觸れ 物に 激して、 動もすれば 其の 精神の 度 を 失 ひ、 方寸の 取り締り 弛みて、 

いつしか 不思議なる 過失に 陷ゐる を 常と す。 彼が 弱 點は屢 一種の、 あ、 は、 て、 も， のたり しに あり。 斯の如 

き は？ Jj に 獨りぺ テ n のみな らん や。 

彼 力 三 たびまで も 耶穌を 知らす と 言 ひし は、 身の 危うき に陷 らんこと を 恐 しに 非ざる なり。 主 

の 門 人 其の 他の 関係者まで も 捕へ んと 企つ ると き は、 出 々しき 一 大事 を 生す る こ 至らん こと 鏡 こか 

た 

け兒る 如し。 奸智に 老けた る 祭司 長 等 豈に斯 る 愚 をな さんや。 nzj つべ テロ、 ヨハネが 祭司 liiK の g ぎ 

に 入りし こと、 及び 弟子 等が 耶穌の 十字架に 從ひ 行きたり し を 見ても、 左様なる 危險 なかり し を 知 

る 可し。 主と 共に 死なん こと を 誓 ひ 驚 破と 言 ふ 場合に 刀 を拔き 敵を靳 らんと 擬 せし ぺ テロ は、 唯 だ 

整 受難週 所感  ，、 一, 


み i  .  、L 

耶穌の 先途 を 見 と^け、 妨げられ すして 法廷の 邊に 居らん こと を^ ひしの み。 見 露 はされ て は 所 マお 

其の 事 も 叶 ひ 難 からん との 氣遣 ひより、 左までの 罪と も 思 はす、 前後の 分別 も 定かなら す 心の 度 

を 失 ひて、 唯 だ 漫然 主 を 知らす と 一 百 ひしな らん。 故に 彼方此方、 跪けつ 潜りつ して、 强情 にも 耶§ 

の 先途 を 見と どけ 得る 邊に 踏み止まり しなり。 豈に隐 病なる もの.^ 所爲 ならん や、」 敵に 向って 眞實 

を 語る の 義務な しと 言 へ る 非 基督教 的 道德に 支配 せらる \ 普通の 人情より 言 へ ば、 誰かべ テ 口 の 言 

を 怪しむ こと をな さんや。 

然れ ども，^ の 時べ テ n は 他に 向 ひて 己れ の 信念 を吿 白し、 主に 對 する 其の 關 係を宣 首して、 一 個 

の立證 者と なる 可き 機會を 失へ り。  . 

鷄は 三た び 鳴きぬ。 法廷に 立てる 耶穌の 一顧 は 心躁げ るべ テロ をして 我に 立ち 反らしめ たり。 彼 

は 主の 戒め を 思 ひ 出で 其の 愚かな りし を 悔い、 其の 理想の 明かなら ざり し を 嘆き、 慚 愧に堪 へす し 

て 打ち 泣きぬ。 

復 活 節 

耶穌 复活の i 遷々 弟子. 等に 現 はれて 之と 親しく 物語り をせられ たり。 其の 敎訓 及び 擧止首 動 深く 

彼等の 、いこ 感銘して、 消え失せざる 痕跡 を 留めし ことならん。 此の 事に 付きて 後世の 我练感 する 所 


少 からす。 取り 別け 耶穌 がー 回 も 其の 反 對黨に 現 はれ、 彼等の 膽を 冷やし、 彼等の 良心 を 刺し 之 を 

ひとこと 

して 慚愧 措く 所な きに 至ら しめたる 等の ことなく、 一 首もュ ダャ のこと に說き 及ばす、 一 句 も パリ 

サイの 罪悪 を數 ふること なかり し は、 不思議と 言 ふ も 愚かな り。 唯 だ 其の 語る 所 は 弟子 等の 慰撫 獎 

勵 なり。 其の 說く所 は 神の 國 のみ。 基督 は紛々 たる 世の 利害 鬪爭の 上に 超然と して.. 4. 立し、 ぁ子逹 

を敎 育し、 天國の 事に 心 を專ら にした るが 故に、 斯る 事柄に は苟 しく も 其の 思 ひ を 及ぼす の 暇な か 

りしな り。 其の 高潔 偉大なる こと 驚く に堪 へたり。 此の 一事 我等 をして 耶穌の 品性 絶倫なる を 感ぜ 

しむ。 

復 、活 の 後 幾程 も な く 弟子 達 は ガリ ラャの 故山に 歸り 暫く の 間 は 團體を 解散し て 各自 其 の {¥ 々に 落 

ち盖 きたる 者の 如し。 蓋し 彼等 は 神の 國てふ 理想に 付きて 其の 精祌 を攬亂 せられ、 茫然自失して 之 

が 解！： に 惑 ひ、 殆んど 爲す所 を 知ら ざり しなり。 耶穌 門徒 を敎 育す る や、 自然の 開發に 任せ、 S 實 

に 接し、 實 驗に微 して、 非 を 悟り 正に し、 漸を 以て 着々 進歩 啓發 せし むる の 方法 を 取りたり。 祌 

の國 に付きて は豫 ねて 弟子 等の 思想 未だ 世俗の 範 圍を脫 却せ す 世の 榮華 物質 上の 威力と 纏綿して 離 

る.^ さ 能 は ざり き。 然れ ども 基督 は 敢て之 を 論破す る さ を 試みられす。 徐ろにせ： ハの精 祌を敎 養し、 

渐く 其の 倫理の 思想 を高尙 にす るの 運び をな せる のみに て、 結局 人の子 奸 吏の 手に 付され、 隱謀權 

らしよ く 

略に 『維織 せられて、 十字架に 就くて ふ事實 自ら 之 を啓發 する を 待れ しものと る も 不可な からん。 


信仰の 友  九 〇 

基督の 十字架と 復活と は、 千 曾 萬 語 を 繰り返す よりも 遙にカ ある 敎訓を 彼等の 心に 與 へたり。 直に 

紛々 たる 世に出で 活劇 場に 出入して 戰 鬪に從 事す る さあらん に は、 如何で 此の 敎を 咀嚼し、 其の 意 

義を 心に 消化して、 眞に之 を 己が ものと し、 以て 他日 驚天動地の 功業 を 立つ るの 準備 をな す HJ を 得 

んゃ。 彼综は ガリ ラャの 湖邊、 水 淸く山 高き 邊に 退ぞ き、 或は 魚 鰕 を 侶と し、 畎 畝の 間に 逍遙し 

て、 近き 數 日間の 意外なる 出来事 を 思 ひ 回らし、 沈潜 反覆して 其の 意義 を考 へ、 其の 新たなる 經驗 

を 整理し、 其の 心の 態度 を 取り直し、 以て 戰鬪の 狼煙 高く 揚 りたる 彼のべ ンテ コ ステの 日を迎 へん 

とて、 H ルサ レムに 上る の 準備 をな せり。 是れ 精神 を 修養し、 靈性 をして 一 大 進歩 をな さし めん.^ 

欲する ものの、 常に； 奉すべき 千古 不磨の 規則に 非す や。 年々 歳々 ィヽス トルの 來る こと 同じと い 

へど も、 此を迎 へて 深く 感化 を受 くる もの 少き は、 蓋し 弟子. 等の 如き 用心な きを 以てに 非す や。 

復活 日の 朝、 我等 福音 史を讀 み、 路加 傳 第二 十四 章に 至れば、 即ち 記して 曰く、 

七日の 首め の 日 眛爽に 此の 婦人 等 調へ 置きた る 香 物 を 持ちて 墓に 來 りしに、 外の 婦人 等 も 共に 来れり。 

彼等 石の 墓より 韓 びたり し を 見て、 入りければ、 主 耶蘇の 屍 を 見ず、 之が ために 躊躇へ 居りし に 輝け る 

衣 を 着た る 二人 其の 傍に 立てり。 彼等 恐れて 面 を 地に 伏せければ、 其 人 言 ひける は汝 等何ぞ 死にた る も 

の  > -內に 生きた る もの を尋 ぬる や、 彼 は此に 在らず 鶴り たり。 曾て ガリ ラャに 在りし とき、 汝 等に 語つ 

て、 人の子 は 必ず 罪 ある 人の 手に 付され、 十字架に 付けられ、 第三 日に 輕る 可し と 言 ひたりし を惊 起で 

よつ 彼等 其の 言 を 憶 起で、 墓ょり歸りて之を比^！十 一 の 弟子と 他の 弟子 等に 吿ぐ。 是等 のこと を 使徒に 吿 

けたる もの は、 マグ ダラの マリヤ、 ョ ハ ンナ、 ヤコ ブの 母なる マリヤ、 又 也に 具に ぁリし 婦人 等な り。 


此の 味爽の 出来事 は， 先づ 弟子 等の 胸中に 大變 革を來 し、 次で 世界の 局面 を更 たむ るに 至れり。 

故に 希伯來 書に 曰く、 願 はく は 限りなき 契約の 血に 賴て 羊の 大 牧者なる 我等の 主耶穌 基督 を 死より 

i:! ら せし 平安の 祌、 耶穌 基督に 由て 其の 悅ぶ 所を汝 等の 心の 衷に 起し、 叉汝等 をして 其の 旨 を 行 は 

せんが 爲に、 凡ての 善き 事に 於て 汝等を 全うせ しむべし。 榮光 彼に 歸 して 世々 限りな からん、 ァ ー 

メン (i ヌの 一一 一一)。 復活 は 主の 悅びを 我等の 胸中に も與 へ、 i 奮起して 神の 3 曰を實 行し、 凡ての 善き 

事に 於て 全き を 期せし むべき 一 大勢 力なり。 

夫れ 人の 世 は 重き を 負 ひて 嶮坂 を攀ぢ 登る が 如し。 不撓不屈の 氣カを 抱き、 逆境に も 順境に も 毅然 

として 獨 立し、 成敗 利鈍に 拘らす 常に 歡直： する の ほ 意な くんば、 如何で 能く 人生に 處 する を^ん や。 

移らざる の歡 喜、 動かざる の 意志、 嚴肅 なる 樂 天の 氣象 は是れ 我等の 缺く 可らざる 所に 非す や。 

輕躁 浮薄に して 無顿 着を裝 ひ、 自然 を樂 しむと 稱 して、 時 をも慨 かす、 世 を も 憂へ ざる もの &如 

き は、 我等の 輕 蔑す 可き 樂天 家な り。 此の 罪と 悲 との 充ち 溢る」 世の中に 在りて は、 幾分 か 厭世の 

心 を 具 ふる を當 然とす。 然れ ども 一 點の 微光 胸中に 存し、 暗中 尙ほ遙 かに 鬼 方 稍 .«1 きを 望む の 信念 

覺 悟な くんば 何 を 以て か 能く 健全に して 成功 ある 生活 を なすこと を 得ん や。 

我， をして 不撓不屈の 精神 を 持し、 あらゆる 境遇に 處し て歡莫 勇 奮せ しむる に 必要なる 條件 は、 

少なくとも 次 の 二つの もの を 具へ ざる 可から す。 人生 の 高貴なる 目的 及び 之 を 成就す る に 足る ベ き 

能力 即ち 是 なり。  .. 


我等 は 何のた めに 生き 叉 死して 何も 成就 せんとす るか。 是れ 千古の 大 問題な り。 ；審ー 業 をな 

し、 或は 目前の 功 を 建つ るが 如き は、 未だ 以て 人類の 高貴なる 目的と 言 ふに 足らざる なり。 我等 は 

業 を 修め 志 を 成す と然ら ざると に拘 はらす、 疾病に も 健全に も、 生に も 死に も 共に 其の 成就 を 期し 

得べき 最大 目的 ある を 要す。 希伯來 書記 者の 所謂 耶穌 基督の 皆 を 行 ひ、 凡ての 善き 事に 於いて 自ら 

を完 うし、 榮光を 神と 基督と に歸 して、 世々 限りな からん こそ 是れ 人生の 最大 目的に あらす や。 所 

謂 業 成り 名を揚 ぐるの 目的に 於て 失敗す る こと ありと も、 此の 最大 目的 を 確定し、 着々 之に 向って 

進行す る もの は、 なほ 胸中 言 ふ 可から ざるの 安 慰 あらん。 

たと ひ 我に 此の 目的 ありと する も 天人 力 を 協せ て 我に 不利なら ば 如何。 我等 此の 場合に 於て は、 

唯 だ 签を擊 ち、 徒 勞に從 事す るの 外な かる 可し。 斯くて 唯 だ 運命 を 嘆き 宿緣を 憤り、 天 を 怨み 人 を 

咎め、 憂憤 悲哀 遣る 方な く、 氣 lil ゑ祌 疲れ 志 鈍りて 露 性 上の 死者と なり 了らざる を 得す。 故に 我等 

は 人生の 目的 を定む ると 共に、 之 を實踐 躬行す る に 必要なる 能力 ありて 存 する を 認めざる 可から 

はたら 

す。 凡ての 事 は 神の 旨に 由り て 招かれた る、 祌を 愛する もの. - ために 悉く 働 ffl きて 益 をな す を 我等 

は 知れり と斷 言せ しもの は バウ n なり。 此の 信念 あるが 故に 彼 は 善く 自ら も歡 喜し、 人に 向 ひても 

常に 喜ぶべき こと を勸吿 する を 得たり。 人生 は 目的 を 要する のみなら， f 亦 之 を 成就す べして ふ 希望 

を も 要す。 高尙 なる 目的 を 抱懷し 理想 を 肺肝に 銘 じて 之 を 追 ひ 求め、 加 ふるに 天父 ありて 我 を鈹舞 

督勵し 之 を 成就す るに 必要なる カを與 ふべ しと 確信す る は 人心 發 達の 一 一大 條件 なり。 


某： 揆は祌 の 意志と 合す る こと を勉め 常に 共の 旨に 隨ふ こと を 怠らす 實に善 を 躬行し 5!：： たる 人な 

り。 nl く 父の 旨 をな す、 是れ 我が 精な りと。 基督の 一生 を觀 察すれば、 人生の 目的 何れ に^する や 

を 知る 可し。 主は此 目的に 向 ひ、 邁往 直前して、 終に 死を遂 ぐるに 至れり。 然れ ども 天 何ぞ之 をし 

て {41- しく 死なし めん や、 彼 は りて 罪の 力 死の 力に 勝ち 天に 昇りて その 右に 座す。 彼 は 現に 生きて 

存し、 以て 我等に 人生の 目的 を敎 へ、 之 を 成就す るに 必要なる 勢力の 無 盡藏と はなり ぬ。 基^の 復 

^は 我等 を奮與 せし むる 事實 なり。 故に 曰く、 耶穌 基督 を 死より 聽ら せし 平安の 祌、 其の 喜び を 我 

^の 衷に與 し、 我等 をして 其の iiiii を 行 はせん 爲、 凡ての 善き 事に 於て 我等 を 全うせ しむべし と。 來 

れ 我等 ィ、 ス トルの 佳節に 當り、 復活の 力 を 受け、 新しき 元 氣を蓄 へて、 新しき 世界に 各自の 立場 

を 確定し、 たと ひ微 なりと 雖も已 の 本領に 安堵して、 祌の 意志 を實 行す る こと を 5 忖んァ ー メン。 

. 復活の 信號 

夫れ 進歩 は大 なる 目的 を 有し 之 を 成就す る を 得との 確信 希望 あるに 非 ざれば、 到底 期す 可から ざ 

る ことなり。 基督の 復活 は 我等に 此の 目的 を與 へ、 此の 確信 を 生ぜし むる ものな り。 基督教が 進歩 

の 原 動力た る 所以 此に 在りと 謂 ふべ し。 

耶穌 復活して 墓に 在ら. す、 其の 徒 墓前に 狼 狼して、 計の 出 づる所 を 知ら. す。 ： 大使 之に 告げて 曰 

- 復活の 信號  九 三  ， 


く 何ぞ 死せ る 者の 中に 生ける 者を尋 ぬる やと。 此の 詰問 は 余 W をして 頒迷 保守 戀舊の 夢 を 破って 

進歩 開 創の 途上に 鋭意 興奮せ しむる の聲 なり。 後に ある もの を 顧みす して 唯 だ 前に ある もの を 追 ひ 

求むべし と は、 バウ ri の敎訓 にして、 基督 信徒の 平素 心懸 くる 所に 非す や。 死者 を 葬らし めよ。 失 

敗の 跡に 躊躇して、 己れ のために 新 K を 開墾し 別天地 を 創 起す るの 考へ もな く、 茫然自失して 死た 

る 兒の年 をのみ 數 ふる 如き 愚 を擧ぶ 勿れ。 祇園 精舍の 鐘に 泣く もの は然 かせよ。 ィ、 ス トルの 凱歌 

に 目を醒 せる もの は然 かする 勿れ。 基督 敎は 夕に 響く 遠 寺の 鐘に 非す。 復活の 朝 天地に 響き わたる 

讀 美の 聲 なり。 事業に 失敗せ る もの も、 復活 節の 氣カ を帶 びて 再び 限りなき 進歩の 途に 上れ。 親し 

きものに 死に別れ しもの も、 復活 節の き 墓に 詣 でて 不朽の 世界 ある を 喜びと せよ。 罪に 慨き、 

道德の 失敗に 落膽 する ものよ。 主眞に 甦れり。 彼はシ モンに 現 はれたり。 三た び 耶穌を 知らす と 言 

つて、 雞 鳴に 腸 を 破られた る シ乇ン も、 之れ がた めに 奮起して 大 いなる 人となり しに 非す や。 陳套 

を 墨守し、 惡 しき 意味に 於て 十 年の 如く、 何の 仕出した る ことなき 敎會も 牧師 も 傳道者 も、 皆な 復 

活 節の 新鮮なる 空氣を 吸入し 爽快なる 進歩の 活力 を 養 ひて、 生ける 仕事 を 尋ねよ。 何ぞ til 々死せ し 

者に のみ 其の 眼 を 注ぐ や。 

マグ ダラの マリア 己が 名 をよ ばる、 に 至り 遽 かに 心 付きて ラボー 一と 呼ぶ、 譯ば 即ち 夫子な り。 彼 

は 其の 喜びの 餘り、 前後 不覺 の淚に 咽び、 耶穌に 鍵り 付かん とせり。 主日く、 我に 觸る \ 勿れ 未だ 

父. の 許に 昇らざる なりと。 基督 敎は 進歩な り。 信仰 も 亦 進歩な り。 福音の 道 は開發 なり、 成長な 


り。 マリア は 今や j 轉 歩して 復活の 基督 を 信じ、 神の 右に 座して、 世の 終りまで 我等と 共に 在る 可 

き 神の 子に 事 ふるものと なるべき 時機に 際會 せり。 此の 新 陳交迭 の 場合に 臨み、 尙ほ作 夢 を 破り 得 

すして、 昔の 關係を 維持し、 舊態を 固守して 其 志 を. ャ いげんと 欲す。 是れ 復活の 趣意に 非ざる なり。 

基督 は 世 を 去り、 天に 昇り 曾て 世に 在りし 時より 大 いなる 力 を 以て 人 を 救 はんとす。 今 は 古へ に 非 

す、 之れ を辨 まへ すして 尙ほ 古への 如く 主に 觸れ、 五官に 便りて 其の 渴を 癒さん とする は K なり。：^ ハ 

迷なる 祌學 者の 如き も、 思想の 進化に 心 付かす して、 唯 だ 一一 カャを 語り、 ォゥ ダス ブル グを談 じ、 

ウェスト ミンス トル を說 きて 餘念 なく、 之に 非れば 蒼生 を 如何せんとの 杞憂 をな す。 之 をマグ ダラ 

の マリアに 比 ぶれば 更に 陋な？ J 謂 はざる 可から す。 何ぞ 死者のう ちに 生者 を尋 ぬる さ をす る や。 

喜ばしき ィ ー ス トル 

主實に 復活り ぬ。 此の 信仰に 由り て、 基督の 敎會は 立てられたり。 吾人の 望み、 人類の 將來 は、 

此 の 事實の 有無 に 由り て、 非常な 影響 を 被らざる を 得す。 

復活の 如き 神 奇なる 事 起る ベから すとの 反 對論は 人智の 分限 を 超過せ る臆斷 なり。 上帝 存し、 靈 

界の 理法 儼然として 立ち、 萬 物の 進化 自然界の 變動 は駸々 乎と して、 天國の 設立 を 促が せり。 ゆ 

る 世界 は 見えざる の 世界より 來る。 佛氏 此理を 首肯し、 ス ペン セル 氏 之に 唱和し 有神論 者 之に 據り 

喜ばしき ィ —ス トル  九 五 


基督 信徒 も 之れ を 根本と して、 其の 信仰と 希望と を 堅固に す。 然るに 世界の 成立 斯の 如き を も 顧み 

す、 妄に 超自然の 事實 を担絕 せんとす る は、 仰も淺 慮の 至りと 謂 はざる ベから す。 故に 基督 敎に反 

抗 する を 以て 有名なる ハツ クス レイ 氏の 如き も 道理 上より 絕對 的に 奇跡 を 担 絶す る こと を 非と し、 

唯 擧證の 一 點 より 之に 反對 せし に 過ぎざる なり。 奇跡 は本來 信すべからざる ものな りとの 斷首は 到 

底 維持すべからざる ものな り。 詮 する 所 奇跡の 議論 は 擧證の 一 點に歸 着せざる ベから す。 若し 夭れ 

擧 證の點 より 觀 察すれば、 基督の 復活の 如く 明白なる 歷 史上の 事實 蓋し 少 からん。 に 復活て ふ 事 

實 のみに て ありた らんに は、 之 を 疑 ふこと 今日の 如く 甚 しきもの あら ざり しならん。 左れ ども 復活 

を 信す ると き は 之と 同時に 基督 敎を 信ぜざる を 得す。 菜して 主の 復活 を 以て 確實 なる 事實 なりと す 

る 時 は 之 を 認めて 神の 子と 謂 ひ、 之に 祈り、 己れ を棄て \ 之に 事へ ざるべ からす。 約め て 首へば 復 

活を 信す るに 至る とき は、 其の 心意の 傾向 を 全く 一 變し舊 慣を棄 て、 或る 場合に 於て は、 素志 を 放 

へりく  3^ 

擲し、 自ら 謙遜り て 基督の 臣僕 とならざる ベから す。 吾人 は 罩獨に 復活て ふ 事實を 信す る こと 能 は 

す、 此の 信仰のう ちに は 基督 敎の 信仰 を 含蓄せ り。 之 を 信じつ-!、 福音の 眞理を 顧みざる こと 能 は 

す、 復活に 反對 する て ふ 城 fl^ を 撒 去 すれば、 結局 基督 敎の 信仰 を 杜絶す る こと を 得ざる なり。 復活 

まこと 

を 信な りと する の 一事 關 する 所是の 如く 廣く 且つ 深し。 是を 以て 擧證の 勢力 は 道徳上 拒む ベから ざ 

る もの あるに も 拘らす 復活 を 疑 はんと 欲する は 世人の 知らす 識 らす陷 ると ころ の 過失と す。 

蓋し 靈な る 意義 を 含蓄す る こと 是 の 如く に 深き 基督 の 復活の 事に 付きて は、 唯 だ 智力 を 以て の み 


論すべからざる もの あり。 吾人の 意志 亦 大いに 之に 與 かると ころ あるな り。 意志 は 無我 無心に て智 

力の 慮 を觀 察する ものに 非す。 共の 狀宛 かも 專制 政府が 國 事犯 を處^ せんとす る 法院に 於け るが 

如し。 動もすれば、 之に 干涉 して、 自らの 意に 適する 宣吿を 下さし めんと 欲す。 宗敎 上の 研究に 於 

て は、 ^；总志と智カの關係最も困難なりとす。 之に 處す るの 道 正しき を 得る とき は、 基督 敎の眞 理蛟 

々として 心 胸 を Eii らし、 信仰の 念頓 みに 起るべき なり。 所謂 聖靈 の證と は、 是の 如く 大關係 ある 意 

志の 所 向 を 一 變し、 眞理を 正面より 觀 察せし むる ことに 非す や。 

耶穌 基督 は 今週の 金曜日に 磔 殺せられ たり。 天地 之が 爲 めに 悲慟 し、 日 n 之が ために 喑 らし。 此 

の 儘に して 墓 中に 朽ち H:^ てんか、 其の 生前に 在りて 自ら 許せし 所 は、 大言壯 語た るに 過ぎざる ベ 

し。 眞 正の 義人 此の儘 まにして 止ん か、 道德 上の 秧序何 所に 在り や。 此の 聖 なる もの 腐朽すべき 道理 

なし。 故に 其の 死 體にー fs 斤の 沒藥を 塗り、 面部 手足と も 悉く 白 布 を 以て 幾重 ともなく 卷 きたる に 

も：^ らす、 主 は 三日 を經て 日曜 曰の 朝 墓 を 出で」 其の 門徒に 現 はれたり。 是れ豈 に 重傷 を 負へ る昏 

ぬす 

睡 きの 能す る 所な らん や。 羅 馬の 衛兵 警固 する こと 甚だ 嚴 かなり。 誰か 能く 其の 死 體を竊 まん。 ま 

た 門 徒の 如き 性行の 人、 何のた めに か 之 を 盗み出す こと を 思 ひ 立つべき。 若し 基督 實に 復活せ す、 

其の 死體 依然として 墓 中に 存 せし ならば 祭司 長 其の 他 當路の 人々 は 論より 證據、 s:!^ も確實 なる 證跡 

に訴 へて、 風說の 蔓延 を 防ぎ、 妄信 者の 夢 を 破る の 最大 利器 を 手に 握りつ、 ありし なり。 何故に 之 

を擧 示せ ざり しゃ。 一 人なら すして 數人、 僅々 數名 ならす して 數百 人が 一 回なら すして 數回 死後に 

やせば しき ィ ー スト ル  九 七 


耶穌を 見て、 其の 音容に 接した る は 皆な 夢幻に 過ぎす とする か。 基督の 門徒が 天下に 福音 を傳 ふる 

や、 其の 主として 說く所 は 復活に ありき。 彼ら は 血 を 流し 身 を 殺して、 此の 事實 の保證 人と はなり 

しなり。 此の 如き 信仰 は 偶然に して 起る ものに 非す。 薄弱なる 基礎に 立つべからざる なり。 主 は 日 

つた „ぺ1 

曜日に 於て 五 回 其の 門徒に 現 はれたり。 マグ ダラの マリア 園 中に して 之 を 見、 また 他の マリア 及び 

サ ロメと、 もに 之 を 見たり。 間もなくべ テロ も 耶穌に 見えたり。 午後に 至りて クレオ パ等 これに 接 

したり。 晩に 使徒 等 は トマス を 除きて 皆 親しく 之に 見 ゆる を 得たり。 此の、 ちに 至り 主 は 六 回 門徒 

の 前に 出現せ ひ。 蓋し 福音書に 記載せ し 外に も 基督 は 尙ほ數 回 門徒 等に 現 はれし な ひ。 此れ 豈に虛 

妄 ならん や。 歷史の 一 大事 實 たる 敎會否 な 基督 敎の 根據 とも 云 ふべき 復活 豈た 夢幻な らん や。 主 

實に 復活れ り。 正義 は 終に 勝 を 得ん こと 疑 ふべ からす。 吾人の 靈性を 救 ひ、 吾人 を天國 にまで 導く 

こと を 得べき 基督 は 現に 活 きて 働ら きつ. - あるな り。 人類の 望み 多く は 枯死す るに 至る U 踪跎 たり 

白髪の 年、 形影 互 ひに 相 憐れむ。 宿 昔 青雲の志 今 何 所に 在り や。 人間 世界 は 希望の 墓地な り。 然れ 

よき 

ども 主 實に復 生れり。 人類の 歸趣 之が ために 明かる く、 理想の 世界 定かに 見え、 現今の 生命 意趣 分 

明なる を 得。 希望の 墓地た る 人間 世界に 於て 死すべからざる 活澄 地の 希望 を 生す るの 力 ある もの 

は、 其れ 唯 基督の 復活なる か。 他人 を敎 へて 自ら 棄 てられん こと を 恐れし もの はパゥ 口な.^ gg^f 

七) 基督 を 死より 復活ら し」 もの は 雨ら に 住む 所の 其の 靈を 以て 爾 等が 死ぬべき 身 體をも 生すべし と 

云へ る もまた 此れ バウ ：！ 彼れ 自身な り。 あ、 次の 日曜日 は 此の 生ける 望みの 根據 たる 主の 復活 を 記 


念す るの 日な り。 乞 ふ 我ら もろともに 之を鏘 はん" 

基督の 復活、 人生の 復活 

樱花 三月 胸中の 春最 との どかなる 今日、 ィ ー ス トルの 祝日 を迎 ふる は眞に 喜ばしき 心地す。 此の 

畲堂も 平生に 似氣 なく 花卉の 飾り 賑やかに、 來會 者の 精神 も 何となく 引き立つ が 如く 感ぜら る。 風 

塵の 中に！：々 として 世の 煩 ひに 俗 殺せら れんと する 我等の 心 も 今日の 祝意 を 表する に當 り. 幾く は 

基督 復活の 力に よりて、 各自の 精神 を爽 かにし、 活ける 望み を增 し、 人生の 陳套を 去って、 基督に 

於け る 其の 新鮮なる 側面 を 見る HJ を 得ん。 

基督の 死 は 其の 門人 等 をして 呆然 爲す所 を 知らざる 失望の 境遇に 陷ゐ らしめ たり。 クレオ パと他 

の 一人が 言へ る HJ は 他 門人ら の 心事 を も 代表す るに 足る。 口ぐ、 ナザレの 耶穌は 祌と寓 民の 前に w、4< 

わざ 

て、 行と 言に 大 いなる 力 ある 預言者な りしが、 祭司の 長と 有司 等 之 を 死罪に 付して 十字架に 釘け た 

り。 我 I.- イスラ ヱ ルを喷 はんもの は 此の 人な りと 望みし もの をと。 其の 狀宛 かも 手に 持てる 球 を 奪 

よお け  まゐ 

はれた るが 如し。 耶穌を 愛する 女た ち 七日の 首 日 味 爽に之 を 葬り. たる 墓に 詣 りしに、 主の 屍 を 見 

す。 之が ために 狼狠へ 居りし に 輝け る 衣 を 着た る 二人、 其の 傍に 立ちて 口く、 汝 等何ぞ 死にた る も 

の、 内に きたる もの を尋 ぬる や。 彼れ は此に 在らす g| りたり、 基督 曾て ガリ ラャに 在りし とき 汝 

^5SJ の 復活、 生の s^.! 活  九九 


信仰の 友  一 〇〇 

つけ 

等に 語って 人の子 は 必す罪 ある 人の 手に 付され、 十字架に 釘ら れ第 三日に^る べしと 言 ひたりし を 

憶 ひ 起せと。 死にた る もの X 中に 活 きたる 者 を 尊ぬ、 此の 故に 彼等 は 失望 懷 疑の 桎 槐を脫 する HJ を 

得 ざり しなり。 我が 國は 此の世の 國に 非す と耶 穌の敎 へられし に拘 はらす、 彼等 は 此の世 を 以て 其 

の 目的と なし、 死ぬ る もの \ 世界に 希望 を 止めて 志の 成就 せんこと を 計れり。 愈よ 進んで 愈よ 足ら 

ヌせ 

ざる HJ を覺 え、 もがき 急る に從 ひて 其の 身ます/ \> 深き 淵に 沈まん とす。 屍の 累々 たる 世界に うろ 

たへ て 目 を 天の 理想 境に 轉する HJ をせ す、 其の 望み を 失な ひて 勇氣 沮喪せ しも 怪しむ に 足らざる な 

り。 當 年の 門人 等の みならす、 有形 界に屬 する ことにの み 拘泥し、 唯だ圈 中の 鹿、 攔 中の 牛と 一般 

なる 生活 をな し つ \ ある 人 は 皆な 死者の 中に 生者 を 求む るの 愚を學 び、 影 を 逐ひ雲 を 櫻まん と 欲す 

るの 輩な り。 世 道 は 一日 も靜に 休止す る ものに 非す。 舊 去り 新来り て 今 は 全く 昔日と 異なり、 常に 

變 gj 一して 止ます、 新陳 交代して 事物の 滯 ふる HJ を容さ る 此の世界に 於て、 執念く も 前日の 殘夢を 

醒 さす、 新ら しき 生命に 移る HJ を 拒絶す る もの は、 皆な 死者の 中に 狼狠 へて 生者の 他に 存 する を 知 

ら ざる ものな り。 猶太 人は舊 約の 形式 中に メシャ を 求め、 其の 對外 問題 等のう ちに 娘狠 へて 終に 生 

ける もの を棄 て、 基督 を 十字架に 釘け しに 非す や。 バウ 口の 如き は 初め 死者の 中に 生者 を 求めたり 

と雖も 一 朝 夢 破れて 咋非を 悟る ゃ飜 りて 進歩 開 新の 主義 を 執り、 生者 を迎 へて 死者 をも完 うする の 

道 を {ー 且傳 する 人と はなり ぬ、 敎は言 ふ も 更なり、 政治 も 敎育も 凡そ 人類の 歷史 は、 生者 死者の 交迭 

をな すと なさ ると に 由て 其の 運命 を 決する ものな り。 


門人 3 お を 以て， 力れ、 を 以て 刺され、 苦み て 終に 息 絶えた る 耶穌の 屍に のみ 目 を 着けたり。 

彼等の 心 は 菜の 中に 在りき。 絶えた る 息、 變 りたる 容貌、 冷 かなる 肉體 など を 思 ふとき は、 人生 ま 

た 何の Slii みか あらん。 三寸 息絕 ゆると き は 萬 事 空し。 死 何事 ぞ。 此の 問題 は 古今 思慮 深き 幾多の V 

を愤 殺せ しめたる ものに 非す や、 耶穌 世に 在りし とき 其の 弟子に 告げて 曰く、 我れ 今 我 を 遣 はせ し 

ものに 往 かんとす。 左れ ど爾 等の 內 誰も 何 所に 往 くやと 我に 問 ふ ものな し。 却って 我が 此の 事 を 一一 目 

ひしに. E て 憂ひ汝 等の 心に 充てり と。 此の 高潔なる 基督 は 十字架 上に 全く 亡び 失 亡た るか。 義のヒ 

身、 人 を、 活動せ しむる の 大勢 力た る耶穌 の靈性 は、 去って 何 所に 行きし ぞ。 唯 だ 冷やかなる 屍 を兑 

る 勿れ。 また 基^の 精 祌盛德 を 熟思し、 其の 成り行き を 以て 一 大 問題と なさ^る 可から す。 我が.! 

誠 を 推し 以て 基督の 霞 性 何 所に 行きし ぞ との 問に 答 へんと 欲すれば、 物質的の ジック に束總 せら 

れ精， 界の迷 霧に 遮 ぎら る A を 忍び 難き HJ と感す 可し。 身の 光 は 目な り。 冃 にして a? から， ま 其つ f 

きさ 如何ば かり ぞ や。 基督の 如き 光 全く 消滅した らんに は、 世界 は 常, の 中に 投ぜ られ たりと 謂 まざ 

る 可ら す。 基 IN の 滅亡 は 世界の 滅亡な り。 基督 を 死者の 中に 尋 ぬるの 外 其の 死後に 於て 我等の 取る 

べきの 方針な くば、 人生 は悲慘 極まれる 絕 望に 沈淪 せざる を 得す。 若し 門人 等 をして 誠 實に汝 何 所 

に 行く やと 尋 ぬるの 心 あらしめば、 其の 死後 大に發 明す る 所 ありし ならん。 特に 復活の 報に 接する 

や 左て こそ m 心 ふに 違 は ざり けりと て歡喜 雀躍 之 を 信ぜし 害な り 。然れ ども 悲ぃ哉 彼等 は 唯 死者の 中 

にの み 娘^へ 居た るが 故に、 其の 心 失望 懷 疑の 深淵に 沈みて 憂愁の I ん I を脫 する 能 は ざり しなり。 

基督の 復活、 人生の 復活  一つ 一 


基督 は 何れに 行かれた るぞ。 墓 は 之 を 抑留す る HJ 能 は ざり しなり。 彼 は 第三 日に 醒 りて 父の 許に 

歸れ り。 曾て 其の 弟子に 向って、 我い ま 我 を 遣 はせ し 父の 許に 行く …… 我が 父 即ち 汝 等が 父に 行 

く、 我は汝 等の ために 所 を 備に 行く、 若し 行きて 汝 等の 爲に 所を備 へば 復た來 つて 汝等を 我に 受く 

べし、 我が B おる 听に汝 等 を も 居らし めん 爲 なり、 と 言 はれし こと {4- しからす、 主 は實に 父の 許に 行 

けり。 リヒテルの 言へ る 如く、 神な き 人 ほど 孤獨 なる もの は 無し。 故に 耶穌は 我 汝等を 棄て& 孤兒 

とせす と 言 はれき。 其の 復活 は 肉 體の冷 かなる も 以て 斷っ ベから ざる 深き 關係、 我と 神との 間に^ 

する を 明かに 示したり。 たと ひ 身 は 死す ると も 墓 は 我 を 永く 暗雲の 中に 拘禁す る さ 能 はす 我等 は ル" 

な耶穌 の 父 叉 た 我等 の 父なる 神の 許に 行く 可き ものな り。 

人 は 絶大なる 憤 値 を 有し、 又た 甚だ 賤 しき 現實の 有様に 立てり。 彼 は 至高に して 至卑 なる もの、 

レ-^  く  さびく さ  ， 

其の 一 面 は 無 限界に 接し、 其の 他面 は 蜜 蝕ひ銹 腐る 物質 界に屬 す。 . 無限の 意 を 短 かき 世に 寄せ 罪萠 め 

の 身に て ありながら 最も 美 はしき I の 理想 界を 以て 其の 目的と なさ、 2 れば滿 足す る Hi 能 はす。 彼の 

パスカルが 人の 大な るに 驚き、 叉た 其の 小なる に 泣ける も、 實に 左る ことにて ありけ るな り。 人生 

の 自家 捸着は 何に. m りて 和 協 一 致の 點に歸 着す る を 得べき か。 基督の 復活 は 此の 事に 付きて 光明 を 

世界に 注ぎ 我等 をして 人生の 意 を 悟り、 以て 其の 背馳 矛盾の 點を 調和し 生ける 望み を 抱きて 各 ほ を 

よみが へり はじめ 

進行せ しむる の 大勢 力なり。 バウ a 曰く、 今 基督 死より 麵 りて 寢 りたる もの &復 生の 首と なれり。 

アダムに 歸 ける 衆ての 人の 死ぬ る 如く、 基督に 屬 ける 衆ての 人 は 生くべし と。 肉に 出り て 生る もの 


H-lo  ^おは 肉 f に牧 ひて 動き 血 氣に從 ひて 生き 功名の 野心に 鞭う たれて 經營 苦心す。 ^5.-れっは 

罪惡 に蔽 はれ、 ：ル 機の 中に 包まれて、 胸中の 靈明 を發掷 する h; 能 はざる なり。 此の アダムに 屬 する 

の 人類 は SI みなき ものな り。 基督 世に 降りて 霞なる 生命力 を 振興し、 自 から 新たなる 人類の 開 創 者 

となりて、 別 乾坤 を 設けたり。 其の 復活 は 人類と して 己れ が 理想の 確寳 なる を 悟り 死者の 中 を 去つ 

て 生ける もの を 生ける もの、 中に 求む。 基督の 生活 及び 北ハの 復活に して 事實 なら すん ば 想.：.： の 人 

類 は 我等の 空想に 止まりて 未だ 少しも 事實 となりし ものに 非す。 我等 は 督と 北ハの sttq とこ 於て、 

類が 到着す ベ き现 恋の 事實 となりし を發 見す。 

滔々 たる 世界の 夢 を 慕 ひ、 多く は 之 を 夢と 識ら めて 固陋なる 現在に 安んじ、 時に 從ひ 俗に 窮び舊 

きに 姑息して 進歩の 希望に 充 たさる & ものに 非ざる なり。 然れ ども 基督の 復活 は 我等 をして 新たよ 

る 人類 及び 今の 世界に 勝りた る 別 乾坤の 存在す る を 疑 ふさ 能 は ざら しむ。 其+督 とその 複：^ と を 離る 

れば ョ- 想 は 夢な り。 基督と 其の 復活と を 以てすれば 理想 は事實 なり、 萬 物の 進化 は漸を 以て 人類, し 

達せり。 人類の 歷史は 其の 以前に 於け る 進化 史の說 明な り。 人類の 歷史は 基督に 達して 其の 2g も 高 

尙 なる 點に 進めり。 共 h 督の 生命と 其の 復活 あるに 非 ざれば 人類の 歷 史は歸 する 所な き邋 動な り。 其 

の枝繁 りて #1  ぶ は蓁々 たれ ども 花 開かす 實 結ばざる に 異ならす。 基督 を 度 外に 置きて 人類の 隱 史を說 

明 せんと すれば、 到底 迷 誤に 充 ちた る哲擧 に陷ゐ るの 外な かるべし。 基督 は 人類 旣往 の歷 史を說 S 

する のみに 非す、 新たなる 人類の 開發 すべき 起點 にして、 其の 充ち 足れる より 新 天 新地 を 現出す る 

^督の 復活、 人生の 復活  一 3 ョ 
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に 至らん とす。 此れ 我等が 其の 復活に 於て 舉ぶ 所に 非す や。 基督 は 死して 葬られ、 第三 日に 甦りて 

父の 許に 行き、 又た 人類の ために 其の 所を備 へられたり。 人生 は 之が ために 靈 なる 光明に 充 たさ 

る。 我等 は 復活の 力 を 感じて 靈 性の 復活す るを覺 ゆ。 

主耶穌 基督の 復活 は 我等の ために 限りなき 生命の 門戶を 開き、 我等が 自已の 力 を 用 ふるに 先 だち 

て與 へられた る 特別なる 恩寵に 由り て、 善き 志望 を 此の 胸中に 扶植し、 其の 間斷 なき 援助に 由り て 

善 功 を 全うせし む (聖 公會 復活 日の 祈禱 文を參 看す)。 

復活 は 人生 を 照す の事實 にして 之が ために 我等の 心 大いに 高尙 なる 點に 進み、 志氣 膨張 增 進して 

天に 達せ ざれば 已 ます。 然れ ども 此事何 を 以て 成就す る を 得べき や。 我の 弱 點に克 ち、 我の 卑陋な 

る 品性 を 修め、 我 を 物 化せん とする 惡のカ を 制して 基督の 示されし 如き 有様に 達する こと を 得る は 

決して 容易なる HJ に 非す。 我等 罪人の 得て 望む 所に 非ざる の感 あり。 

然，， ども ィ ！■ ス トルの 意義 は 生ける 基督 を 我等に 顯彰 す。 基督 は 唯だ歷 史的の 人物に 非す、 現に 

尙 ほ歷史 を作爲 しつ.^ ある 活 勢力と す。 彼 は 死して 葬 むられ たれ ど、 第三 日に 甦り 世の 終りまで 汝 

等と. T もに 在るべし と 明言せ り。 基督 敎の傳 道 は 此の 二百 を 力と して 開始せられ、 之 を 確信す るに 

由り て 維持せられ、 又 大成 せらるべき ものな り。 己れ 一 俩の救 ひ 成就し 新たなる 人類の 理想 を化實 

する も 亦 此の 活力に 依る の 外 あるべ からす。 生ける 基督 は 我等が 靈性 活動の 本源な り。 復活の 祝 

祭 をな すに 由り 生ける 基督と 交通す る こと 一 層 親しく 且つ 切なる に 至り、 基督の 愛 愈々 廣く 我等の 


胸中に 注がる \ に 至らん は、 兄弟 姉妹の 共に 勵み 求むべき 所に 非す や。 

ス テパノ 道の 爲 めに 證し を. N て &反對 者の 毒手に I 死 れんと する や、 聖 靈に充 され 天 を 仰ぎて 首 ひ 

ける は、 見よ 我 天 開けて 人の子 祌の 右に 立てる を 見る と。 蓋し ステパ ノ聖靈 の 感化に 由り、 主^ 穌 

基螫 彼が 神に 事へ て忠を 致し、 死 を 以て 道に 殉じ、 博愛 仁俠の 精神 終始 變ぜ ざる を 喜び、 之に 十分 

なる 同情 を與へ 限りなき 應援の カを蓄 へて、 宛 かも 手に 汗 を 握り、 足 を 爪立 一て. T 其の 所爲を 見つ，. 

ある を 明らかに 感覺 する HI を 得たり。 生ける 基督の 前に 在りて ふ觀念 は、 ス テパノ をして 如何に、 レ 

強く 思 はしめ しょ。 彼 は 之が 爲に義 に 勇み、 氣を勵 まし、 何 所まで も 立派なる 精神と 擧 動と を 維持せ 

ん HI を勉 めたり。 終に 跪 づきて 大聲に 呼 はり、 主よ 此の 罪 を 彼等に 負 はしむ る 勿れと、 首ひ畢 つて 眠 

りに 就けり。 獨りス テパノ 然るに あらす、 生ける 基督 は、 何れの 世に ありても 基督 信徒^ 機の if する 

所、 信仰 之に. E りて 生き、 品性 之に 由り て 養 はれ、 大事 之に. ffl りて 決し、 殉敎者 之に 由り て 石の 雨 下 

する が 如き 中に 在りて 眠に 就く。 天使 マリアと 其の 他の 女 等に 吿げて 曰く、 彼 ガリ ラャに 在りし 寺 

汝 やに 語って 人の子 は …… 第三 日に 甦るべし と 首 ひたりし を 憶 ひ 起で よと、 (fpijs) 之に. ffl りて 

昆れば ガリラヤ湖 畔風靜 かに 波淸 き邊、 耶穌 弟子と. - もに 道 を 語りて 餘念 なかり しとき 彼の 女た ち 

力 あ、 の 談話 を閜 きしの みならす、 目に 見えざる 邊 にも 之 を 漏れ聞き しもの あり。 彼等が 栢 語りし 所 

は 天の 使の 耳に も 達した る ものと 見 ゆ。 希 伯 来書に 記せる 如く、 我等 は 多くの 見證 人に 雲の 如く 圍 

まる k ものな り。 我 を 見る もの 豈 にた 人の みならん や。 靈界 にも 同情 を 寄せ 援助 を與 ふるもの 多 

の 復活、 人生の 復活  一 〇 五 
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し。 我等の 一 擧ー動 は 彼等が 手に 汗 を 握りて 見つ むる 所な り。 此 故に 凡ての 重き 荷と 纏へ る 罪 を 

はし 

除き、 堪へ 忍びて 我等の 前に 置かれた る馳場 を趨ら ざるべ からす、 特に 主 耶穌甦 ひて 神の 右に 座 

し、 我等が ために 死せ し 程の 愛と 同情と を 抱きて 何れの 所 何れの 時に も 我等と.^ もに 在り。 主 は 宇 

宙に 遍在す るの 活力. を 以て 我等と 交通す。 目 以て 之 を 見す、 耳 以て 之 を 聞かす。 然れ ども 基督 は 五 

宫に 接する の 存在よりも 更に 高尙 なる 存在 を 以て 我等と \ もに 在り。 當 年の 門人 等 は 目に 見 ゆる 基 

督を 失な ひて 靈 にして 見えざる 生ける 基督 を 獲たり。 彼等 は 十字架 以前の 基督 を 喪 ひて 復活 後 更に 

よ： ：6 かへ り 

大 なる 基督 を 獲た るな り。 パ ゥ 。曰く、 基督と 其の 甦りの 力 を 知る と。 實に 甦り は 乾燥， P 〔味の 事實に 

非す、 其の 存廢は 信仰 道 德に關 係す る 所な しと 言 ふ 可ら す。 基督 甦ら すん ば、 我らの 信仰 空しく、 我 

等の 希望 空し。 03 つ 我ら は 無限の 友 を 失 ふが 故に 我等の 愛 も 亦 {4," し。 基督の 復活 は 信仰 道德の 生命 

に 大關係 ある 事實 なり、 其の 存廢は 宗敎上 死活の 問題な り。 希伯來 害の 記者 は來 世の 力なる 語 を 用 

ちから 

ゐ 深く 之 を 味 ふべき さを敎 へたり。 我等 兄弟 姉妹 乞 ふ 今日の 祝意に より、 たが ひに 基督 復活の 能力 

を 我等の 身に 感じ 之を溫 かに 實驗 せんと 欲す。 愛する ものと 死別して 悲しむ もの は 復活 日の 慰め を 

獲て 心に 霞なる 喜び を受 よ。 衰 へつ & ある 敎會は 此の 活力に. ffl り 振 ふべ し。 沈滞せ る傳道 事業 は 曾 

て 萬國に 行きて 萬 民に 傳道 せん さ を 命じ、 我 何時 迄も汝 等と 共に 在るべし と 言 はれた る 基督の 復活 

に 由り て與 起せよ。 活ける 神の 實在 を感 する Hi 漸くに してう すく、 宗敎 上の 生命 形式的 陳套 に墮落 

し、 霞なる 經驗 非常に 低下して 氷點 以下に 達せん とする 者 あらば、 宜しく 基督の 復活に 由り て 其の 


確 を 挽 lil し、 ^将 の與 ふる 喜 樂に充 たされ、 奸惡 なる 世に 在りて 神の 事業に 與り、 天國の爲に^?^ 

往 S 逸して 大いに 爲す所 あらん を 心 よ。 誘惑に 極めて 惡 魔の 奸計に 陷ゐ らんと する 者よ、 ^お 

の 主 は 汝を兑 つ & あり。 此の 限りなき 慈愛の 君に 對 して 已れの 面目 を 保たん と 欲する の 志 を 失 ふ 勿 

れ。 義 に！^ み 已れの 意 を 棄て& 道の ために カを盡 さんと 欲すろ ものよ。 ステ パノの rzj- たる 基^ は 今 

日 も尙ほ 存し， 汝の 事業に 付きて 同情 甚だ 溫 かなり。 主 まことに 我等と 偕に 在り。 

同志 復活に 由うて 團 結す 

、王 耶穌復 の 日 二人の n 弟子 エルサレムより 三 里 許り 隔 りたる ヱ マオと 首へ る 村に 行けり。 北ハの 一 

人 を クレオ パと云 ふ。 彼 や.：. は 何が 故に エルサレム を 去りて エマオに 行かん とする か。 共の 頓 みたる 

、王 死して、 同志 生きた る 心地な く、 憂愁 悲哀の 中に 沈みたり と雖 も、 彼 や > は尙ほ 同情の 念に 繁が 

れ、 共に 心 を 合せて 一 所に 第り 居たり。 特に 主 復活せ りとの 說 聞え 群 疑紛々 として 決せす、 な 一頃 

あつ 

を^め 思 ひ 惑 ひて、 心を惱 ましつ、 あり。 あ A 此際友 を 離れ 群 を 逸して 僻遠の 地に 赴かん とす。 彼 

等 は 失望の 餘り團 結の 氣カ も衰 へ、 利己主義の 念に 引かれ 孤立して 獨り自 から を 潔く せんとす る も 

のに 非す や。 信衰へ 望み 冷 かにな り、 懷 疑の 雲に 隔てられて、 兄弟の 團結 弛み、 各々 其の 好む 所に 

赴きて、 倘々 分裂の 布 様 を呈 する に 至る。 古今 共に 此の 病 を 同う す。 豈に浩 嘆に 堪 ふべ けんや。 然 

, 、 1 Mil  - :1  たそがれ  ふた リ 

れ とも 復 Jil;: せる、 は ゆく りなく も F| マ 才に 行く の 途上 黄昏の 頃 此の 一 一人に 逢 ひ、. 其の 悲しみて 語り 

1^ 督對 懐疑 者  jQ セ 
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合 ふところ 何ぞ やとの 問を發 し、 談 漸く 進みて 基督 は此 等の 惱みを 受けて 榮 光に 人るべき を說 き、 

モ ー セ より 凡ての 豫言者 を 始め 聖書に 付きて 說明 せり。 彼等 心 燃 ゆるが 如くに 覺 えしが、 漸く 基督 

の 復活 を 確認す るに 及び、 大いに 喜びて 勇氣復 し、 熱情 起り 來 りて 終に 歩を轉 じて エルサレムの 兄 

弟に 歸れ り。 相 逢うて 彼等の 談論す る 所 は 主實に 甦れり て ふ 一事に して、 歡喜 其の 問に 充ち、 冋 志 

きん れん 

圑 結して 事に 從 はんと 欲する の 精神 極めて 盛んな り。 基督の 復活 は 同志 團 結の 金 鏈に 非す や。 

基督 對懷疑 者 

主耶穌 復活せられ たる 日曜日の 夕暮、 ぺ テ 口、 ョ ハ ネ 等の 徒 集まり 居りし 所に 突然 耶穌現 はれて 

, 汝等安 かれと 言へ り。 之が ため 門徒の 喜び 一 方なら ざり し 知るべき なり。 十二 徒の I 人 トマス 何 

故に や 其の 席に 居 合せ ざり しが、 友人 等が 云々 のこと ありと 吿 ぐる を 聞き、 我れ 其の 手に 釘の 痕を 

f  あばら 

見、 指 を 釘の 痕に 差し入れ、 我が 手 を 其の 肋に 差し 入る \ に 非 すん ば 信ぜす と 言 ひ 張りぬ。 斯くて 

八 B を 過ぎし 後門 徒 等 I 室に 集まりし 時、 トマス も 其の 席に 在り。 耶穌 前の 夜の 如く 現 はれて、 終 

に トマスに 言 ひける は、 汝の指 を此に 伸べ て 我が 手 を 見、 汝の手 を 仲べ て 我が 肋に 差し入れよ。 信 

ぜ ざる 勿れ 信ぜよ と。 トマス は 慚愧身 を 措く 所な く、 非常なる 熱心 を 以て 我が 主よ 我が 神よ と 言 ふ 

のみ。 耶穌言 ひける は 汝我を 見し に 由て 信す、 未だ 見す して 信す る もの は 福 ひなり と。 


此に 使徒 トマ スが 耶穌の 復活に 疑 ひを懷 きし 顧 末と、 之 を 氷解す るに 至りし 手 續とを 叙す るに 當 

り、 讀 者が 本誌 第三 十號に 立ち返り 『道に 進む の 心得』 と 題せ る 一 篇 (編者 註、 說敎 編上卷 所載) を參 

照 せられん と を 望む。 左て トマスの 人と 爲り を按 する に、 彼 はと かく 人生の 暗黑 なる 側面 を 見る て 

ふ 弊 ありし 人な り。 彼 は 厭世的の 傾向 を 有せし ものな らん。 ラザ a の 死す る や、 耶穌 都に 上らん と 

する を 見、 他の 弟子 等 は 皆な 其の 結果 如何 あらんと 危ぶめり。 獨り トマ スはー 歩 を 進めて 我等 もま 

た 行きて 彼と、 もに 死ぬべし と 言 ひ 放てり。 彼 は 事危險 なりと 思 ふの みならす、 已 でに 萬 事 休む と 

の 覺悟を 定めた るな り。 其の 智力 鋭く、 事物 を觀 るの 明 人に 勝る k もの ありし が 故に、 トマス は 時 

勢と 其の 歸着點 と を 看破して 斯くは 言 ひしな らん。 彼 は 疑 ひもな く 智力の 人に て ありき。 然れ ども 

彼 は 又た 熱愛の 人な りし を 以て、 我等 も 行きて 共に 死すべし と斷言 せり。 彼 は 冷酷なる a ジック に 

つまつ 

誤 まられ て 躓かん とし つれ ども、 此の 熱情 ありし がた め、 終に 救 はる、. ，0 を 得たり。 トマ スは又 誠 

實の 人、 苟 くも 己れ の 心に 感服せ ざると は 信仰 を 装 ひて 衆と 共に 進退す る >.t を 快し とせす、 容易に 

ぜんた く 

然 りと 言 はす、 輕々 しく 否と 答へ す、 是非 然諾 を 重ん する 誡實の 風 あり。 疑 ありと 雖も 此の 誡實を 

失 は ざれば 永く 光明に 見棄 てらる」 ことな からん。 熱愛 誡實の 美德を 具へ たる トマ スも 智力の 一 方 

に 拘泥し、 ロジックの 明白の み を 求め、 特に 人生の 暗 黑面を 見る に 慣れ、 物の 裏面 を橫 さまより 窺 

ふの 弊に 陷ゐ りしが 爲、 先に は 耶穌吿 別の 辭 として、 汝等 我が 行く 所 を 知り 又た 其途を 知る と 言 は 

れ しとき、 主よ 我等 汝の 行く 所 を 知らす 如何にして 其途を 知らん やと、 悲しげに 云 ひ 出で たり。 結 
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茶の 成敗 利鈍 を 問 はす、 唯 だ 己れ の 責任 を盡 して 義に 趣かん と 欲する は 諸 葛亮が 出師の 表に 顯 はせ 

る大 精神な り。 凡そ 道義、 靈 性の 事物に 付きて は、 結 茶の 如何 を 確かめす して 行く 可き 道 を 知り、 

從容 として 之に 就く は 吾人の 務 むべき 所な り。 ァ ブラ ハ ムが 行く 方 も 確かなら ざるに カル デャ のゥ 

ルを 出で し は、 志士の 模範な りと 謂 はざる 可から す。 ク 。ムゥ vf ル 曰く、 行く 所 を 知らす して 進む 

ときの 如く 高き に 達する ものな しと。 此の 大人の 言 決して 我等 を 欺く ことなし。 然るに トマス は 其 

の 性癖に 繁 がれ、 目前の 境遇に 泥み、 自ら 活ける 大道な りと 言 はれた る 耶穌を 見ながら、 我 は 未だ 

汝の 行く 所 を 知らす、 爱んぞ 其の 途を 知らん やとの 懷疑說 を 吐きたり。 叉 主耶穌 復活の 後、 斷 金の 

交り をな せる 友人 等が 信す 可き 證言 を與 へたる にも 拘 はらす、 彼 は 頑として 物質的の 證據 に 拘泥 

し、 目に 見、 手に 觸 る」 に 非 ざれば 之 を 信じ 難しと 斷言 せり。 トマスが 懷疑 的の 見解 を 固執す るに 

至りし 理由 は、 以上 說く 所の 如く なれ ど、 約翰傳 二十 章 二十 四 節に 耶穌來 りしと き、 十二の.？ 子の 

一人なる デド モと稱 する トマ ス 彼等と」 もに 居ら ざり きと 記載せ し を 玩味し 来れば、 彼が 疑 ふに 至 

りし 消息 を 別の 方面より 窺 ふこと を 得ん。 トマス は 人 を 疑 ふの 病 ひに 福れ り。 人の 說に誤 まられ、 

失敗せ しに 懲りて 彼 は 容易に 他人の 言 を 信ぜす、 孤立 獨行自 から 驗し、 自 から 究め、 自 から 決し、 

敢て 他人と もに 進退す まじとの 一 半 は 悪しき 精神 を 形成す るに 至れり。 約言 すれば 彼 は 傲慢なる 

人と はなれり。 天下の 人を賴 みとせ すして 唯 だ 己れ の 意に 適する に 任せ、 世人の 言論 意見に 頓着せ 

ざる ものと なれり。 智者 は 群集の 聲 高き 方に 與 すとの 邪 說實 際に 勢力 を逞 うする 世の中に は トマ ス 


の 如き 祌を適 常に 應川 する こと 肝要な りと 雖も、 傲然 世 を^ 睨して 自ら 以て 1 局し となし、 友人の 

^かなる 同情に 離れ、 三人 行けば 我が 師 ありとの 格 首 を 蔑視し、 唯 だ 自ら 思 ふこと を 勉めて 敢て他 

人に 舉 ぶこと をせ すん ば、 其の 弊ゃ懷 疑に 陷ゐ ひ、 無 神の 獄に 繋がれ、 靈性 をして 餓死せ しむる に 

至らん とす。 エマオの 村に 行ける クレオ パと 他の 一人 は、 耶穌の 死後 群 を 逸して 獨立 したれば こ 

一  そのよ 

そ、 其の 途上に 談論す る 所 も自づ から 悲しみ を帶 びた る なれ。 トマスが 當夜 他の 人 と共に 在ら ざ 

りし は： 1: ぞゃ。 彼 は 世 を 厭 ひ、 人 を 厭 ひ、 人 首 を輕ん じて 友の 忠告 を 顧みす、 孤立 獨行 己れ が 意の 

儘 C 進退 せんと 決意して、 精神 上 最も 危險 なる 迷路に 入りし ものに 非す や。 主が 傲慢の 念 は 身 を 誤 

り、 疑に 陷り陰 念 を 失 ふの 病根と す。 道に 志す もの 心 を 此の 點に 用ゐ て、 精神 を鍛 煉し靈 性の 姿勢 

態度 を 正う して、 眞理を 悟り、 基督に 達せん こと を 心 懸けざる 可ら す。 

然比 I ども 信念な きに も 二 igi の 別 あり。 一は 馬可傳 十六 車 十六 節に 13- えたる 如く、  ：r せす して 1=;^ に 

定めら る.. - もの 是れ なり。 此の 亡びに 至るべき 無 倍 は、 心 歪みて 基督 を 嫌 ひ、 ^を 悪み、 ：！： を 一. £ろ 

にし、 现 £5 を 厭 ひ、 光より は 却って 暗き を 愛する こと だしきより 生す る ものと す。 一は テモテ 後 

書 二 章の 十：. 一： 節に 兄え たる 如く、 我等 信ぜす と 雖も彼 は 誠な り、 彼 は 己れ に逮 ふこと 能 はざる なり 

と ある 即ち 比れ なり。 此の 種類に 屬 する 無 信 は 道 を 求む る 懇切に して 深く 理想の 美 を 慕 ひ 古 賢の 

安心立命 を 羨み、 喑淚 をた」 へつ \、  S 々バウ。 の 所謂 未だ 知らざる の 祌に向 ひて 祭 壞を築 づき 

冥々 の裡に 基督 を 尋ねつ あれ ど、 性癖に 蔽 はれ、 事情に 制せられて、 確信の 靑 天，： wn を H しること 
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さつ を  や  さ をし か 

能 はす、 獵 夫の 箭に 苦しめる 小 牡鹿の 溪水を 喘ぎ 求む るの 狀 あり。 不幸に して 無 信の 悲境に 沈む る 

も、 後の 種類 は 可な り。 努め 前の 種類に 屬 する こと 勿れ。 

ト マ スは 後の 種類に 屬 せし 人な り。 彼が 懷疑無 信の 精神 擧動は 主の ために 非難せられ たりと 雖 

も、 吾人 は 馬 可の 十六 章 十七 節に、 又た 其 後 十一 の 弟子 等 食し 居る 時 耶穌現 はれて 彼等が 信な きと 

其の 心の 鈍き と を 戒め 給へ りと 記載せ る を 記憶して、 獨り トマ スに のみ 酷なら ざる を 要す。 彼が 無 

信 は敢て 罪な しとせ す、 然れ ども 同病 相 憐れむ の 情 吾人 をして 之と \ もに 手 を 握り、 相携 へて 確信 

の 途上に 就かん こと を 思 はしむ。 

斯の 如く 其の 群 を 逸し 去らん とする の 迷 羊、 孤立して 獨 り懂洽 たる 異彩 を 放ち 憂悶の 情堪へ 難き 

トマス は、 耶稣の 教訓に， H りて 救 はれたり。 約翰傳 二十 章 二十 六 節に 八日 を 過ぎし 後に と あり、 あ 

此の 八日 は トマスの ために 如何なる 感慨、 遣 恨、 疑惑、 憂悶の 八日な りしよ。 孤立 獨行は 決して 

歡喜 慰藉の 途に 非す。 彼は堪 へがた き 寂寥 を 感じた ひ。 彼は自 から 思 ひ、 自ら 決して 萬 事 己が 意の 

如く せんと 志し たれ ど、 拔て實 際に 就きて 之 を 見れば、 己れ は 案外に 愚痴 多く、 迷 ひ 多くして、 識 

も 足らす、 智慧 も 乏しき を發 見せ ひ.。 彼 は 其の 友人 ぺテ a、 ョ ハネ 等が 復活 を 信じて 意 氣舊に 似 ざ 

る もの ある を 見て、 嫉 むが 如く、 羨む が 如く、 身 を. §: ち、 己れ を 咎めて、 Si え 苦しみし に は 非ざる 

か。 八日 間の 孤立 獨行は トマス をして 我を折り、 己れ を 屈し、 兄弟 を 慕 ひ、 謙 だり て 友人の 溫 かな 

る 群に 加 はらんと 欲する の 念 を 起さし めた.^。 彼 は 八日の 一日 を も 千秋の 如く 感じ、 起ちつ 坐つ 限 


なき 物お も ひに 沈みし ならん。 斯くて 八日 を 過ぎし 後、 又た 弟子た ち 家のう ちに 在りけ るが、 ト 

マス も. K 等と、 もに 在りと。 あ、 トマス も 彼等と、 もに 在り。 彼 は旣に 孺子敎 ふべき 人と はなれ 

。 七 こ 於て 耶穌來 りて 其の 中に 立て 言け る は 汝等安 かれと。 又た トマスに 言 ひける は、 汝の指 を 

此に 仲べ よ 云々。 其の 言 如何に トマ スの 良心 を 打ちし ぞ。 慚愧 痛恨の 顏 を擾げ て、 主 を 仰げる 彼が 

J^rL には懷 疑の 雲顿に 霽れて、 信念の 光り 一人 鮮 かなる を 見る。 彼 は 主よ 汝は 曾て 世に 在りし に， 

ならせた ま はす、 實に 復活した まへ りと は 言 は ざり き。 彼 は 有形の 境涯 を超脫 せり。 其の 信仰 は 手 

の^！きこ目も懸けす、 人なる 基督 を 超えて 神なる 基督に 達し、 我が 主よ 我が 神よ と 言へ り。 懷 疑の 

^、 トマス は 確信の 人となりぬ。 其の 一 言に は 無限の 慚悔、 感謝、 尊崇、 忠誠の 精神 決意 を 含め 

。 沈む こと 最も 深 かりし 彼 は 最も 高き 點 にまで 飛揚せ り。 トマ スと 同種類なる 懷疑 者に して、 彼 

如く 主我 自大の 念 を 折き、 謙 だり て 尊み、 他の 信念 を ま， んじ、 同情 溫 かなる 中に 身 を投ぜ ざるが 

ため、 主耶穌 基督の 顯 現に 接せざる もの 幾何 ぞゃ。 主 は 正しき 心 を 以て 道に 志し、 懷 疑の 暗 黑裡に 

t. 吟 する ものに 身 を 現 はすこと 今尙ほ 古へ に異ら す。 唯 だ トマ スの 如く 之に 必要なる 準備 をな す も 

の少 きを 遣憾 とす。 
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信仰の 友  =4 

I 一  に 

片 々 

靈 なる 光 

1 紳士 あり。 詩人 テ 一一 ソンと 相携 へて、 倫敦の スト ランド 街 を 歩す。 或る 店頭に ダンテ t えび ゴェ 

テ 二人の 肖像 並び 懸れ り。 客 卒爾と して テニソンに 問うて 曰く、 ダンテの 容貌に ずして.， ゴ H テに 

見ざる もの は何ぞ やと。 聲に應 じて 答へ ける は、 神聖て ふ 一事の みと、 祌と 共の 世界に， したる た 

めダ ン テに 在りて ゴ H テに 無き 一 種の 靈 光輝け る もの にあら す や。 

ジョ ルジ リオ ッ ト英 人の 容貌 を 批評して 曰く、 其の 多數は 泥の 如き 容 帶 びたり と、 女史の 

英人を 評する して 共の 當を 得し や 否や を 知らす とい へど も 泥の 如き 容貌 は 泥の 如き 思想より 來 

る 0 

,  な 

爾ら が盏と 做す もの \存 すると ころに は 心 もまた 存 せざる を^す。 泥中に 精祌を 置く もの 上 《：r. 兄 

に 天の 如き 光 は て 之 を 望む、 ベから す。 靈氣う ちに 動き、 灭 の 如き 思想 胸に 溢れ、 聖なる 都 城 建設 

の偉圖 方寸に 湧く とき は、 共の 餘光 面に も行爲 にも 赫灼 として 叫邊を 射る もの あらん。 な に^ぜん 

とする のステ パノ、 雲の 如く 群れる 反對 者の まへ に 古今の 感慨に 充 たされ、 應史の 意義 を 新しく 發 


n:r し、 U< 池 革新の 大现想 を 鮮やかに 觀 じて、 その 精神 絶 高の 點に馳 せた るが ため、 共の 《巧 き 

てに の 使の 如くな り ぬ。 衷な る靈 光. t 時し か 外面 に 輝きし ものな り。 

五" 人 基 赞の道 を 奉す る こと 久しと いへ ども、 多くの 點に 於て 常に 泥 色 を 示め せる もの は. 何ぞ や。 

福音の 大 思想 を 味 ふこと 少く、 限りなき 光に 接する こと 稀れ に、 區々 役々 として 日夜 人生の 泥中に 

を 以ての み。 昔し プリ ニイの 悲境に 沈む や、 我に 新たなる 大 思想 を 予へ よと 絶叫せ り。 

芙歆 Q 絶 ffii 、に 俯仰す る 者の 容貌 は自 から 新たなら ざる を^す。 地 を 西半球に 發 見せる コ ロム バ ス 

は 1 ひ 立ちて 其の 面に 一種の 光 を 港へ しこと ならん。 彼が 上陸し 地に 接吻して 上帝に 感謝せ しとき 

の意氣 精神 想 ふべき なり。 之 をして 其發 見に 伴な へ る 世界 藤 史の變 動と 西半球の 開 發とを 夢想 だに 

する こと を". - せしめた らんに は、 歡喜 更に 限りなき もの ありし ならめ。 祌の國 と其義 は是れ 何らの 

.1Z ぞ、 ^^>ら の 蕴 蓄ぞ、 萬 物 は慨き 求めつ k 其の 救 ひ を 待て. り。 救世の 經綸は 凡ての 人 を 蜜 起せし む 

るに：？；^ へヒ り。 あ- - 此の 輕んぜ らる上 1 音よ、 此れ 何らの 進歩 改革 を 意味す る も のぞ。 希く ば S 人 

基督の 大觀 念に 飮 食し、 其の 偉圖に 夢み、 其の 光明に 目覺 めて、 天 {な 海濶の 世界に 移住 せん。 文ク 

年 問 土 佐の 吉村 寅太郞 京師に 出で、 公卿 士 太夫の 間に 往来し、 日本 革命の 大事 を參畫 する にあた 

り、 自ら^ 天地に 飛翔す るの 感禁 する こと 能 はす、 精神の 爽快 比 ふるに 物な きを 覺ぇ、 鄕 里の 某に 一 

書 を 遣.： ^ て 曰く、  土 佐の 山間に 掌の 如き 天 を 見る と異 りて、 京師の 境遇 は 其の 快 一 百 ふべ からす。 余 

の 如き もの も 雲の上 人と 一 堂に 會 して 1K 下の 大事 を議 するな りと。 況ん ゃ此は 救世の 偉圆、 天國 の 


いさ、 

大事なる を や。 少 かにても 福音の 大 思想と 其の 蕴蓄と を 解す る もの . ^生涯 は已に 5^ 卞. 改革 の^に 

就きし なり。 其の インス ピ レ ー ショ ンに 接すれば 生活の 全面 一種 異なる 光彩 を 放つ に 至るべし。 

人生の 秘義に 接して 謙 遞を學 ぶ 

近着の 英字新聞 傳 へて 曰く、 

英國 の現內 閣員 ジョ ン* モル レイ 愛蘭の ダブリンに 在りし とき ァ ボル ヂ ー ン 伯の 《氷 こ j,n! せり。 

明くる 朝 伯の 家族 例の 如く 禮拜を 行 はんとす るに 當り、 伯 筒 夫人 豫 ねて ジョ ン • モルレ ィが 平素 某- 

督敎 に反對 する こと だしき を 知りし かば、 其の 事情 を 斟酌して 之に 吿げて 曰く、 君 若し 吾が 家の 

禮拜に列することを好ますんば乞ふ暫らく他の窒に人りて休^:、』せられょ、 決して 遠慮 せらる、 なか 

れと。 ジョ ン • モル レイ 答へ て 曰く 否と よ。 余 は 喜んで 禮拜の 席に 列すべし。 左る 場所に 臨み、 人 

生 の 秘義 に 接す れば復 た 己れ の 小なる こ と を感す るの み にても 非常 に 慣値ぁ る を覺ゅ と。 

ジョ ン* モル レイ は 文攀の 雄、 世界の 豪 者な り。 吾等 其の 着眼 ffl 心の 非凡なる を赞 嘆せ すん ば あ 

らす。 紛々 たる 世事に 奔走し、 風塵に 掩る 、 のみに て歲 ni: を 送らば、 鄙 吝の靑 胸に 滿 ちて、 可 .f-^T し 

か 俗 殺せられ て 止まん とす。 此 時に 當り 才名 天下に 高く、 富貴 一 世を壓 する が 如き 人物な らんに は 

己が 技能 智術 に慢 じ て 傍若無人 の 振舞 を爲す に 至らん も 知る ベ か らす。 吾ら 世上に 時め く 名流 大家 


を 見る に 門下に 伺候す る 輩の 尊敬に 乘 じて 意 氣 妄りに 昂然、 擧 ぶべき もの 多き 世界に 自 から は攀ぶ 

.Hi を 忘^つ、 あるに 似たり。 彼らはた^^-黨人の間に住み、 厘毛の 懸 引に 忙 はしく 專ら經 濟を談 じ、 

政略 を 語る。 故に 天地の 大 なる を 忘却し、 宇宙の 咸儼を も 感ぜす、 愚かに も 唯我獨 尊の 有様に 陷り 

しなり。 彼等 をして 少しく 人生の 秘義に 接し、 死の 大 問題に 觸れ、 無限 無 極の 境に 思 ひ 到らし め 

よ、 必らす 己れ の 小なる を 感じて 小兒の 如くに 爛漫たる 天 眞を發 揮し、 謙遜の 心 念 甚だ 美 はしき も 

の あらんと す。 

ジョ ン • モルレ ィは 宗敎を 輕んぜ ざる 非 墓督敎 徒な り。 彼 は 神 を 信ぜ ざれ ども 常に 心 を 潜めて 人 

生の 疑 題 を解釋 せんこと を務 む。 此れ 其の 俗流 政治家と 異なりて、 大いに 高尙 なる 點 多き 所以な 

り。 人生の 秘義を 揭げ、 當 代の 所謂 豪傑 をして 自ら 省る ところ あらしむ る もまた 有益なる ことに あ 

らす や。 

顯 はれた る 信念と 潜める 信念 

形の 上 若く は 儀式の 表に 顯 はる、 所に のみ、 宗敎の 信念 存 せりと 思 ふ は 過てり。 明白なる 信 條に 

もまた 禮拜を も 務めす、 祈 だ もせざる 心に も、 存外に 宗敎 心の 盛んなる を 忘る、 勿れ。 世の 憂に 腸 

を斷 つの 情 最も 深き 詩人 高 靑邱が 神仙 を 求めん と 欲すれば、 杯 酒のう ちに 在りと 絕叫 せし は、 宗敎 

心の 大いに 發 動せ しものに 非す や。 グ。 ゥトが 人心の 需要 を旣感 未感の 一 一 種に 分ち し は 甚だ 面. m 


し。 如何なる 無宗敎 者の 心に も 未感の 宗敎的 需要、 地下に 熱， 火の 潜伏す るが 如き もの あるべし。 喑 

黑裡に 泣く 所の 小兒は 光り を 呼ぶ の 言語 を發 する こと 能 はす、 彼が 言 は 僅かに 哀れなる 其の 泣聲ぁ 

るの み。 然れ ども 之 を 聞く 母の 心 胸 はために 鈹動 甚だ 烈し。 彼 は最と 明かに 其の 意義 を理會 せし な 

り。 人生 を、 行く 河の 流れに 比して 無常 を觀 じたる 鴨の 長 明が 

月影 は 入る 山の端 も つら かりき 

たえぬ 光 を 見る よし もがな 

と 嘆 聲を發 したる は、 もとより 宗敎 心の 顯れ しものに 相違な し。 然れ ども 斯の 如く 歌 はざる 人の 

心に も靈 性の 需要い とど 切なる もの ある を 疑 はす。 漫に 自ら. を宗敎 心なし とする 勿れ。 妄りに 人の 

か 9 そめ 

宗敎心 を 形式に 泥み て 批判し 苟 巨 に 其の 有無 を定 むる 勿れ。 人 は 悉く 宗敎の 觀念を 離れざる もの 

ぞ。 全く 之 を 離 るれば 人生 を 全うする こと を 得ざる なり。 

頑是なき 我ら  . 

詩人 コ ゥ ベント リイ • パト モ ウル 死去せ しこと は、 前日 本紙に も 報道せ し 所な り。 先月 刊行の 第 

十九 世紀、 フォルト ナイトリイ 評論 等に 其の 性行 を 述べし もの あり。 朋友と して、 詩人と して、 彼 

の 長所 欠點 共に 甚だ 詳ら かなり。 余 は 之が ために 其の 詩 を 愛する こと 昔に 優る もの ある を感 す。 

余が 愛誦す るパ トモ ウルの 詩少 からすと いへ ども、 左の I 篇の 如き は感 最も 深く、 情充ち 溢れ 


て、 共の I 端 K に 愛の 無 限界に 流れ 人る。  . 

わる さ  こら  ふしど 

パ トモ ウルの 子惡 戯を爲 して 痛く 其の 父に 叱り 懲 さる。 父 は 折檻せ しのち、 之 を 其の g 榻に追 ひ 遣 

ふ びん 

りぬ。 怒りに 乘 じて 斯 くは爲 せし もの.^、 退きて 之 を 思 ふに、 彼 は 子の 不愁を 感じて 坐ろ に淚 にか 

きくれ にき 母 こそ 父に は 優して 忍耐 も 深き 質な りし もの をな ど 思 ひっ^けて 斷 腸の 情に 堪す。 必定 

ふしど  か 

彼 は 先刻の 折檻に 心 を 傷め、 臥榻に 入りても、 眠り を 催し 難ね， 悶え 苦み つ X あるに あらす や。 あ 

ふびん  • ひそか 

な不 愁の兒 よと 父 は 心 も {4- にぬ き 足して、 子の 臥し 居る 室に 至り、 窃に 其の 模様 を 窺 ひ 見たり。 豈 

まくらべ 

に il らん や、 泣きつ A あらんと 思 ひし 子 は 枕頭に 玩具 を 並ら ベ 暫く 遊び 居たり しものと 覺 しく、 其 

二 一一-" い 

のま A 眠氣の 催す に 任せ 前後 も 知らす 熟睡せ り。 親の 心 子 之 を 知らす、 詩人の 煩悶 悲痛と 其の 子の 

頑是なき 安眠、 天下 之より t.^ しき 相違 あるべ けんや。 

詩人 右の 顓 末 を 叙し 來り、 更に 之 を 歌 ひっ^けて 曰く、 

北ハの 夜更けた る 頃、 我 神の まへ に 額 づき 泣て 言 ひぬ。 あ \ 神よ、 此の 子 を頒是 なしと 思 ふ 我ら も 

また 之に 似た るかな。 三寸 呼吸 絕 えて 死の 眠に 就かん 其の 日、 祌は 如何に 我ら を 見た まふらん。 我 

らが平 牛 一愚 かに も 玩弄物 を 喜びて 餘念 なく、 天の 懲戒 も 適切に は 之 を 感ぜす、 神の 命令 も 深く は 之 

としつき 

を 受けす して 穴 しく 年 を 累ね來 りし も、 亦何ぞ 吾が 此の 子と 異なる もの あらん や。 神 こそ 必らす 

之 を 熟知した まふら め。 然れ ども 泥土より 造られし 我に も 優りて 父 心 深き 祌は 怒り を棄 て&、 我 は 

た i.- 彼らが 戚是 なき を 悲しむ と 仰せら る i ことな らんと。 


此の 短篇の 詩讀み 来れば、 頑愚なる 心 も爲に 打破せられ、 我慢の 念 融け 和ぎ て、 謙遜の SS に 生 

する に 非す や。 

活計に 終る 生涯 

二六時中 生 意に 汲々 とし、 男子 は 牛馬の 如く、 婦女 は 婦女ら しからぬ 有様に て勞 働に 從 事し、 已 

れの 汗を飮 み、 己れ の 脂 を 啜りて 辛き 世 を 渡る。 彼等 は國 家の 事 を 思 ふ 暇な く、 文雅の 樂み をな す 

機會 なく、 鍵 性の 事に 意 を 注ぐ 餘裕 なし。 斯の 如くして 其の 生涯 は 活計に 終らん とす。 又た 憐 むべ 

きに 非す や。 

長者の 富を蓄 へ、 諸事 思 ひの ま A に 振舞 ひて、 世に 時め く。 其の 食前 は 方丈な り。 其の 着る もの 

は錦繡 なり。 其の 出 人に は 肥馬 輕車 あり。 然れ ども 物質的 利害の 外、 其の 心 を 動かす ものな く、 日 

夕 財 產の處 置 安排に カを勞 する のみ。 斯の 如くして 死す る もの ふ 生涯 は 唯 活計 を 立つ るに 終局す る 

のみ。 人生の 目的に 至りて は漠 として 之 を 捕捉す るに 由な し。 是れ また 憐れむ べきに 非す や。 

とうく 

滔々 たる 天下 營業を 以て 終局と する の 生涯の み 多し。 活計に 終る の 生涯 は 生命の 損失な り。 人生 

の 不生產 的 消費な ひ。 思 はざる ベ けんや。 

我らの 同盟 は 誰なる ぞ 


日本 傅 道の 道路に は 種々 の 障碍 物 横 はれり。 此の 事業の 困難なる を 思 ひ 我らの 微弱なる を 顧み、 

日 水 基赞敎 徒旣往 の喊. 史には 失敗と 兑 做すべき もの また 少 からざる を 記憶 するとき は、 危疑す る 所 

なきを5^んゃ。 

キ： R く、 我已 でに 世に 勝ちぬ。 爾ら萬 國に往 きて、 萬 民 を 吾が 弟子と なし、 父と 子と 聖靈の 名に 

於て 之 を 吾が 弟子と せよ。 吾 は 世の 終りまで 爾ら と-! もに 在るな りと。 死の 力に 勝ち 復活して 天に 

れる 基督の 曾斯 くの 如し。 傳 道の 允許 此に 在り。 其の 理. e 此に 在り。 其の 勢力 此らの 言に. H らす 

んば あらざる なり。 今や 日本の 傳道 甚だ 多難。 而 して 吾人 其の 策 を 建て、 其の 方法 を講 する は 可な 

り。 然れ ども 無くて 叶 ふま じき もの は、 基督の 遣 詔を感 佩し、 其の 復活の 能力 を 確認し、 我 は是れ 

祌と A もに 與 力して 運動 を爲す ものな りとの 覺悟 なり。 時の 利害、 方法の 巧拙、 事の 難易 をのみ 顧 

みる は 不可な り。 古 も 今も傳 道に 欠く 可らざる もの は 一 の 信 あるの み。 抑 も傳道 は祌の 事業に 非す 

や、 之に 從事 する もの は 神と 提携して 運動す る ものに あらす や。 

オレンジ 公 ウィリアム 兵 寡く、 財力 窮乏 を 告げながら、 歐洲の 半を領 し、 南米の 金鑛 を專ら にし 

て、 勢力 肩 を 比ぶ る ものな き チヤ ー ルス 帝と 戰ひを 交 へんと す。 或 人 其の 前途 を氣遣 ひて、 殿下 兵 

馬 精 食の 準備 如何ん と 詰り 問へ り。 公從容 として 之に 答へ て 曰く、 余 は 此の 戰ひ を爲 すの 意 を 決す 

るに 先き 立ち、 彼の 諸 王の 王と 親密なる 盟約 を 締約せ りと。 彼 は 義と祌 と を 信じ、 敢て寡 を 以て 衆 

に當 りしな り。 吾が 邦の 傳 道に 從事 する もの は 之に も增 して、 此の 精神 を 抱かざる ベから す。 神よ 

t  *  ニニ 


我らの 信念 を强め 給へ。 

病 軀と熱 信 

ム ゥ デ ィ 氏の 友人 は 去月 同氏 第 六十 回 の 誕辰 を 祝 せ ひ。 諸 新聞 に 其の 傳記 逸事 様 の もの 多く 揭載 

せられた る 中に、 次の 如き は 最も 深く 注意す 可き？ J なるべし。 (明： S 二十 九 年) 

ム ウディ 氏 は 狀貌魁 梧、 其の 身 體は巨 巖の屹 立す るに 比す 可し。 然れ ども 年來 心臓に 故障 ありて 

其が 病に 惱 むと 久し。 曾て 日曜 舉校 生徒の 野 遊會に 於て 身體稍 虚弱な りと 見 ゆる 或 人、 氏と 徒歩 を 

試みん と 一一 目 ひ 出で たるに 答へ て 一一 M ひける は、 斯る MJ を 試みな ば 余 は 半途に して 昏倒 絶息す るに 至ら 

んと。 此の 狀貌魁 梧の 偉人 は 心臓の 病に 惱 みつ」 あるな り。 彼が 傳 道の 事業に 全力 を 注ぎて 邁往直 

前す る もの は 蓋し 此の 病 あるに より 長く 世に 在らん, t 覺束 なしと する を 以てな りと かや。 ム ウディ 

氏の 病 は 彼が 基督に 對 する 忠義 を勵む 一大 動機な りき。 

宗教 上の 無頓着. 

我 は 宗教に 對 して 全く 無頓着な りと 得意がらる k 人 あり。 心得難き 次第な り。 元 來宗敎 の 念 は 吾 

らが 天性の 自然に 發 する ものに て 其の 念 を 抱く こそ 人の 持 前にて ある なれ。 左れば 宗敎 を輕ん じ、 

之 を 度：^ に棄て 置きて 顧みる 所な き は、 つまり 人心の 組立 を輕 じて、 天性 を a 愚と なすに 異. H ら 


す。 此は 己が 手 を 以て 己が 面 上に 汚泥 を 塗る の處 置、 まことに 奇怪 千 萬に 非す や。 

更に 宗敎 なる 問題 は 如何なる 事物に 關 する も のぞと 問 は^、 之 を 度 外に 棄て 置く の 無理なる こと 

愈よ 刺然 なる を 得べ し。 

.  なさけ 

此の世界 は 基将敎 徒の 信す る 如く 愛と 義とを 以て 性と なす 神の 治む る 所なる か。 或 ひ は 慈悲 愛情 

ほし ひ^.. -  ものすご 

もな き 勢力の 縦に 進行す る 所なる か。 娱 して 神な しと すれば、 實に 怖ろ しく 凄恰き 世界と なる ベ 

し。 我 こそ 宗敎に は 無頓着 なれと 大言 せらる」 人 も 是非 善惡 を照覽 する 天道 存 して 保護 を爲 すと 

の 一 念 漠然たるに は相逮 なけれ ど、 なほ 胸のう ちに 往來 しつ、 あるな り。 此を 以て 隨分難 かしき 場 

かす 

合に も 精神の 落着 を 保つ こと を 得る ものと す。 た ピ佝の 分別 もな く 漫然 神な しと 言 ふ も、 其の 實微 

かなる 一 種の 宗敎 念に 助けられて 僅かに 安心の 根 據を失 はざる のみ。 然れ ども 之 を 熟慮した る 上に 

て 全く 宗敎 を排 け、 徹頭徹尾 祌 有る こと 無しと 言 ひ 張る に 至らば、 一身 宛然 無人の 沙漠に 泣く 孤兒 

に 等しき 心地 やせん。 無神論の 結鬼自 から 厭世主義に 陷ゐ るて ふこと は 近頃の 哲 學に徵 して 明かな 

り。 ショウ ペン ハウェル 及び ハルトマンの 一 一氏 は少 くも 此の 二 事 を 明かに したる の 功 ありと 言 は ざ 

るべ からす。 

われひと  , 

吾人の 世に 在りて 日夜 經營 する 所、 ついに 如何なる 終極に 達せん とする か。 人類の 前途 如何ん。 

我の 成 ひ 行き 如何ん。 此 は古來 識者の 思 ひ 煩 ひし 問題な り。 彼等 は 之 を 以て 人生の 利害、 道 德の與 

褒に關 はる ものと せり。 


1 示敎上 の 問題 は 此の 外に も 多き ことなれ ど、 と にかく 斯 の 如 き 事物 に付きて 全く 無頓着な る は甚： 

だ 怪しむべき 事な り。 ひと ひ 宗教家に 向 ひて 其の 信仰の 理由 を 質す 勿れ。 汝が宗 敎を度 外に 棄て鬃 

くの 理. e こそ 聞か ま 欲し けれ。 

四 文 八 文の 帳面 

故 中 村 敬 宇疾ひ 危篤に して、 一命 旦夕に 迫りし と 聞き、 老 牧師 某し、 之を訪 ひて、 ともこ 宗教 をへ 

ぎ  . 

談す。 敬宇喟 然として 歎息して 口 く。 專ら身 を 文藝に 寄せた る 余の 生涯 は、 た ビ四文 文の 帳 } ^を- 

i せる に 過ぎざる を覺 ゆと。 若し 死と k もに 萬 事 やむ とすれば、 人生の 價値そ も 幾許 ぞ。 

•1 潷諭吉 氏の 道德說 

數年前 或る人 福澤 先生 を訪ひ 之に 基督 敎を 說き勸 めんと 試しに、 先生 答へ て 口 く、 慶應義塾に 英 

國 宣敎師 某と 云へ る あり。 其の 品行方正なら ざるに 非す。 然れ ども 余の 品行 を 以て 之に 比ぶ， e ば 余 

、. ^すし も 之に 劣れり と 思惟す る こと 能 はす。 此を 以て 見る に 基督 敎を 信す ると 言せ ざると に^て 其 

もち 

の^ 害の 差 幾許 ぞゃ。 何ぞ 故ら に 基督 敎を 信す る を 須ゐん と。 客對 へて！ n く、 表面に 於け る 差異 或 

ひ は 見 難き もの あらん。 然れ ども 決して 差異の 存 せざる に は 非ざる べし。 宣教師 某 は 日夕 上帝の ま 

へに 其の 品行の 全から ざる を吿 白し、 謙 適 にして 罪の 赦しを 祈り 求めつつ あるな らん。 彼 人 をして 


露 實こ 基^ 敎を 信ぜし むれ ズ、 祈りの 間 時として は 痛 悔の淚 に 咽ぶ こと も あらん を^ はす。 先生 は 

口 m 行々 て 某 宜敎師 に 劣らす、 然るに、 稍 や 之に 滿 足せら る X の 色 ある を 見る。 道念の 利鈍 现 想の 高 

率 二 至りて 信仰の 結果 甚だ 著る しきもの あるに 非す やと。 

p—m 攀論吉 氏 は 品行 正しき 人な り。 履歷大 いなる 人な り。 其の 出處 進退に 於て 立派なる 人な り。 吾 

ら 常に 其の 人 を 敬す る こと 茶 だし。 然れ ども 道德 上の 眞 面目 (30ral  earnestness) に 至りて は^ 

や 欠く る 所 あるに 似たり。 此の 欠點は 尊むべき 先生 をして 信仰の 念に 遠から しめたり。 道德 上の 眞 

面目と は何ぞ や。 孟 树 の 我 未だ 行 ふ 能 はすと いへ ども 願 ふ 所 は 孔子 を學 ばんと 絶叫せ し 如き、 また 

使 走 バウ 0 が 理想の 彌 高く、 實 行の 擧ら ざる を 悲しみて、 あ \ 困苦の 人なる かなと 浩嘆 せし， 5 きき 

ち是 t なり。 蓋し 道德 上の 眞 面目なき もの は 宗教の 問題に 對 して 輕 薄の 弊な きこと 能 はざる なり。 

事業と 信念 

長 周 叢書の 一 冊なる 吉田松 陰 先生 遣 文と 題す る 書を讀 みしに、 松 陰が 獄中より 友に 送れる 書翰に 

次の 語 あり。 

. 1^ ま ST の祌勒 に日嗣 の隆與 天壌無窮と 有 之候處 神勅 相違なければ、 日本 は 未だ 亡びす、 日本 未だ 

亡び ざれ だ.、 正氣 重ねて 發 生の 時 は必す 有るな り。 只今の 時勢に 頓着す る は、 祌勅を 疑 ふの 罪輕 

からざる なり。 


信仰の 友  、  ニー 六 

すめが み 

皇神 の 誓 ひ 置きた る 國な れ ば 

正しき 道の 如何で 絕 ゆべき 

道 守る 人 も 時には 埋れ ども 

みちし 絶えねば あら はれ もせめ 

m は 巧みに 出来たり とも 見えす、 然れ ども 彼が 國を 憂へ、 君を懷 ふの 忠志 空しく 世の 虐禺 } を 買 

ひ、 傳馬 町の 獄に 紫れ て、 斷頭 場の 露と 消えに し 當年を 想起し、 其の 心事 を 推し測れば、 其の 片霄 

隻語た にならぬ 力 ある を覺 ゆ。 

彼 は 目前の 時勢に 頓着せ ざる を 務めたり。 

彼 は 日本 帝國の 天職 を 確認し、 其必す 空し 

きに ぎ-せざる / きを 信じたり 0 

I は 唯 物的の 思想家に て 非 ざり しなり、 其の 心に はたし かに 道と 道 を 擁護す る 所の 神明と を 推し 

戴きし に 相違な し。 其の 信念 基督 敎有 神說の 程度に は 達せざる べき も。 マシゥ • アル ノル ドの 所謂 

る義に 向って 進み 行く 傾向の 潮流なる もの 位に は 至りし ならん。 吾ら は 松 陰の 信念、 天 眞爾漫 赤子 

の 心 を 失 はす めて 無 邪氣單 純なる を 見て、 マシゥ • アル ノル ドに 優れり と 田 ：3 ふ。 此の 旨 仰は獄 

中に 在りて、 吉田松 陰 を 照らす 天来の 光明に て ありき。 之に 由り て 彼の 志望 益々 確く、 其の 勇氣益 

々奮って、 一種の 平和、 心に 絶え ざり しなり。 

獄中の 義士 三 名 はや 打れ ぬと 聞きて 松 陰の 詠 じけ る. H 


國の ため 打れ し 人の 名 は 永く 

後の世まで も 談り傳 へん 

志士 節に 殉じ、 義 のために 死を遂 ぐるに 臨み、 若く は 出師 未だ 成らす、 身先づ 死す との 懷慨 に擊 

れては 身 後て ふ 問題 禁 する さ 能 はざる なり。 身 死す る も名傳 はらんと す る を 力 草に 義の途 を 歩み 

て、 死 を だ も辭せ ざり し を 思へ。 此の 身 死して 傳 はらす、 せめて 名のみ にても と 末 を 頼む 其の 心の 

うち は 如何に 哀.^ ならす や。 彼ら は 身の 死後に 傳 はらん こと を 希望す るの 情 甚だ 切なり" 身 後の 榮 

を 顿 むは、 何となく 自ら も 死後 存 して 之を樂 しむ を 得ん との 一 念隱 約のう ちに 繼繽 しつ.^ あれば な 

りと、 英國の モウ ヅ レイが、 舊約 聖書 講演と 題せ る 書中に 首 ひし は、 善くも 人情の 微を 穿ちた る も 

のかな。 

吾ら は. s の 名 を 希 ふ 心に 來世的 信念の 消息 を 窺 ふこと を 得べ し。 全く 神 もな く 望 もなかり し義 

士 英雄 もし 世に 在りと せば ffi だ 稀 有なる 現象の 一 つなるべし。 

仁 禽獸に 及ぶ ベ し 

西洋 諸國 にて 有 道の 人々 牛馬 鶴 犬な どの 虐待 せらる、 を 歎き、 之に 對 して 無慈悲なる 處 置な き樣 

にと て 種々 の 方法 を 設け、 其の 保護 を爲 しつ & あり。 市街の 馬車 荷車 等に つきて 注意 怠らざる は 固 

より、 學術 研究の 名を藉 りて、 無 ffl の 殺生 を 行 ひ、 濫りに 苦痛 を與 ふること など を誡 むるな り。 北ハ 


の 事業 まことに 感嘆すべき 者少 からす。 馬、 犬なん どが 善く 人に 馴れて、 其の 關係屢 々落淚 する ば 

とりけ もの 

か Q の 事 多し。 禽獸と 親み、 草木 を 愛で、 無期の 殺生 を 厭 ふの 習慣 を 養 ふ は、 盖し 家庭教育の 一 要 

さま 

點 ならん。 先つ とし 米人ノ ー ス ロップ 氏が 日本の 敎育 家に 說 きて、 樹裁日 を 設け しめたる 如き は、 

實に 面白き 事に 非す や。 

左に 載す る 話 は 橘 南 豁が東 西遊記の 一節に て 無 ffl の 殺生 を戒 むる 好き 例な り。 斯 る事實 封建の 世 

に は 有り得べき ことなる は 勿論、 其の 精神 を 味へば 感 いとぐ 深 かり。 隼 人の 薩摩 人に も斯る 殊勝な 

る 情 はありけ るよ。 文明 を 誇り 進歩に 馒 する 今の 人愧ぢ ざる を 得ん や。 

鹿兒 島に 遊びけ る 頃、 めづ らしき 罪人 ありけ り。 城下 を 去る こと 遠き 田舍の 百姓 何某と 云へ る も 

いきか は 

の、 慾 心 深く 愚かな りしが、 かね，， ^何ものに か 聞き けん。 牛の 生皮 は價 たっとき ものな りと て、 

親しき 友 一人 かたら ひて、 牛 を 生きな がらに 皮 を剝ぎ 取りぬ。 其の くるしみ 鳴く こと 比 へん 方 無 

し。 剝ぎ 終りて 其の 皮 を寶り けれど、 格別の 重寶 にも あらす して、 誰 買 ひ 求む る 人 も 無 かりき。 此 

のこと 村 役人 聞き及びて けしから ざる 心根の ものな りと 惡 みて 城下へ 訴へ、 城主に もいた く惡 ませ 

給 ひて、 一 一人と もに 獄屋に 召し 籠られ 終に 刑 を 加 へられに けり 云々。 

いかで 之を傳 へざる を 得ん や 


明月 や 坐 頭の 妻の 泣く 夜 かな。 月で すら 吾が 愛する 良人の 眼 盲 ひて、 見る こと 能 は ざれば 其の 

5 まれつ 

哀 -2 同情 を 引かれて、 淚禁め 難しと 云 ふ もの を。 此の 生得き たる 奉敎念 痴鈍に なり 行き、 靈性其 

の 明 を 失 ひて、 限りなき 愛の神 を も 認め 得す、 彼の バウ 口が 之に 比べて は總て 世の 物 は 無き に 異な 

0 め ひみ 

らす、 我 は 基督の 十字架の ほかに 何 を も 知る まじと 思 ひ 決めたり とまでに 極言せ る耶穌 君の 恩 慈 を 

まさ  0 

も i する こと 能 はざる なり。 世の 哀れ 之に 懾る もの ある 可ら す。 何の 不幸 か 之より ffi だし 力らん 

ウ しひ 

自ら 淸き 明月 を 仰ぎて 其の 樂 みに 入りし 妻 は、 盲目た る 良人の ために 泣きぬ。 自 から は 神の 不思議 

なる P に 依りて、 基督の 愛 を 味 は. ひ 知りし、 吾が 敎の 兄弟 姉妹 等が 斯る 實驗 なく、 所謂る 神な き 

望な き 所 親の 人 を 哀れむ の 情 また 斯の 如き もの あり や 如何に。 然ら すば 是れ 基督 を、 月 程に も 思 は 

にようば ち 

ざる 證據 にて、 平生の 讚美歌 も 鳴る 鎳 や 響く 敛の類 ひに 過ぎざる なり。 まことに 基督 を 愛する もの 

はらから ともだち  、 

ならん に は、 未だ 信念の 起らざる 親戚 朋友の ために、 悲嘆の 淚を 流し、 其の 感化 を 神に 求め おら 

ん 限りの カを盡 して 其の 勸 誘に 務 むべき 害な り。 妻 は 良人の 基督 を識ら ざるに 泣き、 子 は 親の ため 

かた  まこと  ， ， 3, , - 

に其靈 性の 明かな らんこと を 祈りて 泣き、 朋友 も迭 みに 斯の 如き 至 誡を懷 くに 至らば 信仰 を傳 

へ、 恩寵 は 恩寵 を 生みて、 道の 興らん こと 期して 待つべき なり。 

思想 を 費やす に 及ば さる 宗敎！ 

吾ら は 全、 ぃを盡 して 神 を 愛せざる ベから す。 身 を 以て 神の 祭壇に 獻 ぐる は 基督 敎 徒の 素志な り。 


宗敎は 人生の 活動な り。 健全なる 信仰 は 感じて 動く のみに あらす、 また 之に 知識 を 加 へんと 欲する 

ものな り。 思想 を輕ん する の宗敎 は、 實 行なき 宗教と \ もに 不具 宗敎の 辨りを 免 かる 可ら す。 

自ら 稱 して 我 は 熱心なる 基督 敎徒 なりと 云 ふ。 而 して 神の 事、 罪の 救 ひ 等に 付き 思想 力 を 費す に 

吝 なる は 何等の 矛盾 ぞゃ。 其の 足 は禮拜 堂に 運ば るれ ども、 思想 は宗敎 に付きて 活動せ ざるな. り。 

彼 は 宗敎を 感じて 樂し むこと を始 むれ ども、 之が ために 頭 腦を勞 する こと を 好まざる なり。 祌 のた 

めに 生命 を 惜しむ に 足らす と 一一 目 ふ を 聞け ども、 基督 敎の 思想 を 修めん がた めに は、 寸暇 を も 犠牲に 

供す る こと 能 はす、 思 はすして 感じ、 考へ すして 熱心なら んを圖 り、 たに 心臟を 活用せ しめて 頭部 

を 麻痺せ しめんと 欲す。 實 際に 於て 彼 は、 神よ、 我 此の 身 を 聖壇に 供せ り、 ひとり 思想の 力 は然ら 

す、 此は 布に 包みて 土中に 埋め 置かん のみと 祈れり。 然れ ども 如何に せん、 神 は 活ける 聖 なる 全き 

そな へ もの 

祭 物を徵 す。 故に 吾ら は敎會 のうちに 基督 敎の 研究 を 盛んにし、 教理に 通じ、 聖書 を 解し、 其の 倫 

理を 明かに せんこと を務 むる の 精祌を 振起し、 此の 目的 を 成就す るの 方法 を 講ぜざる ベから す。 

二種の 交際家 

頭腦 空虚に して、 獨り 夏日の 長き に 倦み、 人 を 尋ね、 友 を 求めて、 僅かに 其の 缺を補 はんと 欲す 

る もの あり。 随 にして 淺 しと 謂 はざる を 得す。 

頭腦活 澄、 感覺 敏捷に して、 意思 湧く が 如く、 人生の 浮沈 運命 其の 念頭 を 去 ひ 難く、 己れ の獨り 


なる に堪へ 兼ね、 我が 靈 魂の 外に 走り出で、 人と 語りて 平素の 欝を 慰めん と 欲する もの あり。 其の 

心 jlM とに 憐れむべき もの あり。 

人獨 居す る は {且 しからす、 友な くば 心 を 慰む るに 由な し。 然れ ども 最も 賢き 眞實 なる 友 何れに あ 

り や。 是れ 人類 千古の 問題な. り。 我 を 知る もの は 夫れ 天 かと 言 ひけん 人 は 幾分 か 此の 問題 を 解釋す 

るに 向って 其の 歩 を 進めたり と 謂 ふ 可し。 

時として は 仰ぎ 瞻ょ 

すきま 

紛々 たる 此の世界 は 吾人の 心 氣を勞 し、 勢力 を 催促して、 殆んど 間隙 ある こと 無し、 事に 接して 

は、 其の 成敗に 心 を 使 ひ、 人に 對 して は、 其の 向背 喜 怒に 思慮 を惱 す。 雨 降らば 降れ、 風 吹かば 吹 

. けの 意氣も 成敗 窮 達の 路に迷 ひて は、 累々 として 喪家の 犬の 如く、 日影に 生 ひたる 草に ぞ 似たり け 

る。 此の 五 尺の 身 もて 直立して、 天を瞻 仰べ し。 人の 獸 類に 異なれる もの は 此の 天 を 仰ぐ の 特質 ある 

を 以てな り。 汝の 左右 をのみ 見る 勿れ、 汝の 前後 をのみ 慮 ぼかる 勿れ。 恐らく は 精神 徒らに 勞れ、 

. 意氣 自ら 跽蹄 りて、 力 拔け勢 ひ 失せ 行きた る 幽靈と 化し 去らん とす。 あ X 汝の頭 は 天に 朝すべき も 

の。 汝の 渴 望は祌 に 向 ひて 騰る ベ きも の なり、 汝の祌 を 獲て 安ん ぜ ん がた め に 造られ しなり。 汝は人 

をのみ 見る や。 何ぞ 左右 前後 をのみ 思 ひ 煩ら ふや。 時として、 巍々 たる 上天 を 仰ぎ、 祌の 前に 拜伏 

して、 汝の鄙 吝を洗 維し 去れ、 人性 は 前進す る を 要する のみなら す、 また 宜しく 上進せ ざるべ から 


す。 祈 禱禮拜 の 秘義此 に 在り。 人に して 已れの 上に 昇る こと 能 はすん ば、 何ぞ 其の 規模の 矮小なる 

やと 哲人の 言 ひ しも 實に 左る ことなり。 

禮拜 して 祟 敬の 念 を 養 ふべ レ 

,m 々たる 批評の 世界、 人間 社會 もまた 窮屈なる かな。 高木 風 多し。 聲名 少しく 揚れ ば、 是非の 評 

判 喧し。 屍の 伏す 所に は 鷲 集ひ來 るの 道理 なれば、 況んゃ 惡德の 人 を や。 小善の 偽君子 口 を 極めて 

を 罵る。 彼の 姦淫の 婦ロ々 に 詬り辱 しめられて 面 を も 得 上げす。 罪な きもの 先づ石 を投ぜ よの 

1 言に、 鼠の 如く 逃れ 去らん とする 道德家 も、 身の程 を 知らす 得たり 貌に 人の 惡を責 む。 是非の 批 

判 止むべき に 非す。 吾人 は 到底 幾分 か 批評家た る を 免れざる なり。 黑 きを 白し とし、 悪 ありて、 之 

を咎 むる こと を 知らす、 唯々 諾々 世と 浮沈し、 時と 推し 移りて 腹 を 立つべき ことに も 笑 ふ 人 は 馬 を 鹿 

と 言 ひ 張れる 趙 高と 異なる 如く なれ ど、 其の 實 弊害 を 同じう すと 謂 はざる ベから す。 故に 吾人 活け 

る 人類た る 以上 は 迚も 批評な きこと 能 はす。 然れ ども 批評して 他の 疵瑕 を 指摘す るの みに て は、 世 

の 中 甚だ 面白から す。 斯くて は 人世 寂寞 無聊の 感に堪 へざる べし。 眞實に 人 を 見よ。 公平に 汝を顧 

念せ よ。 汝も人 も 果して 讃嘆欽 仰すべき ものなる か。 山 田の 案山子 も 遠目に は 人と も 見つべし。 見 

ため 

ぬ 英雄 も 見て 後の 凡夫た るの 例し もまた 多い かな。 批評の 世界と 不完全なる を 暴露す る 人類との み 

ならば、 如何に 吾ら は 悲しから す や。 讃嘆は 生命の 源な. り。 人 を 見下ぐ るの みの 人 は 返 歩の 路を急 


1 了し つ、 あり。 英雄 を崇拜 する もの は 以て 英雄た る を 期すべし。 褒むるは貶すょりも^^^益ぁり。 人 

の 世に 在りて、 英雄崇 拜の 實を完 ふし、 嘆美 欽 仰の 美 果を牧 めんと 欲する とき は、 唯 だ 人間 をのみ 

見る 可ら す、 仰ぎて 彼の 上帝 を拜 せざる ベから す。 

ぎ  禱 

たナ 

成人の 言 ひける は 長 高き 桶に 水 を湛へ 置きて、 其の 底 近き 邊 りに 管 を 揷し入 るれば、 水勢 迸し り 

出で 殆ん ど當 るべ からざる もの あらん。 此の 桶の 高さ 加 はるに 從が ひて 水勢 愈よ 盛んな らんと す。 

管 は 小なる ものに て、 孤立せ しむれば 斯 く目覺 しき 事 を 成す こと 能 はざる なり。 然れ ども 見 上る が 

如き 桶より 水 を堰き 入れら る \ に 由り、 此の 驚くべき カを顯 はすに 至る 精神 上の 事業 を爲 すに 常り 

神て ふ 一 念 濃き と 薄き とに 由り て 勢力の 差 甚だ 大 いなる も 之に 似たり と 謂 はざる ベから す。 

ケ プレルが 望遠鏡 を 天の 一方に 差し向け、 若しくは 或る 難題 を解釋 せんとす る や、 必らす 先づ跪 

づきて 無限なる 智に 佑助 を 求めたり。 フ リウス トル 其の 傳を 作りて 曰く、 ケ プレル をして 時に 誇る 

むしろ  えら ま  ， 

の 色^らし めば、 其 は 彼が 自家の 天才 人に 超る を 誇る に 非す して 無 乃 自ら 擇れて 神が 物理 を 開發す 

るの 器械と なせし を 誇る に 外なら ざり しなり と。 

力ら はし 

博士 ジ ョ ンソ ンは 其の 得意なる 妙 筆を揮 ふに 先き 立ちて 祈り を 獻 ぐる を 習慣と 爲 せり。 

マシゥ • へ ンリ T 曾って 云へ らく、 余 は 今日の 事業の ために 神の 特殊なる 佑助 を 求む るる を 忘れ 


たり。 左る からに 車輪の 重 やかに 進む ことよと。 

ひごろ  やしろ 

ビタゴ ラス 一 條の 幾何の 理法 を發 明せ しとき 日來 信す る 社に 牛 百 頭 を獻ヒ せしめたり。 彼 は 之 を 

恩 ひ 念へば、 鬼神 我 を 佑くて ふ經 驗を爲 せし に 非ざる を 得ん や。 

感謝せ よ 

試みに 詩篇 を通覽 せよ" 感謝 讃美の 語何ぞ 其れ 多き や。 吾人 罪惡の 世界に 住み、 其の 艱難 憂愁に 

遭遇す る こと 甚だ 多し。 是れ哀 聲を發 ちて、 祈らざる を 得ざる 所以な り。 然れ ども 吾人 はまた 噴 は 

れ たる 世界に 在り。 基督 は實に 此の世に 降りたり。 吾人 安らかに 生活し、 神の 慈愛の 表 様た る 日光 

を 仰ぎ、 基督 を 信じて、 其の 與 ふる 所の 冀望に 喜ぶ を 得たり。 吾人 は 神な く 望な きものに 非るな 

り。 何ぞ た^ 悲しむ のみに て 可な らん や。 吾人 は 喜ばざる ベから す、 感謝せ ざるべ からす。 吾人の 

祈り 何ぞ 求む る聲 のみ 繁 くして、 已に 得た る 神の 恩 を 謝する の 言 寂々 寥々 たる や。 祈る こと 可な り、 

哀願す る こと 可な り。 然れ ども 吾人 はまた 神の 恩 を 謝し、 其の 惠み を感 戴して、 之に 謳歌せ ざるべ 

からす。 
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靈 性の 危機 

題して 靈 ±1 の 危機と 云 ふ。 其の 第一章の 題目 を 採れる ものな 6^。 載す ると 乙ろ 說敎演 

說の 筆記 多し。 初めょ.^系統を立て、 順序 を 追 ひたる に 非ず。 故に 重複せ る も 有る ベ 

く、 文體 一致せ ざる も 有るべく、 簡に 過ぐ る も 有るべく、 冗漫に 失する も 有るべし。 

此の 不充分なる 有樣 にて 此誊を 公に する は、 余が 甚だ 不満足に 感ずる 所と す。 此書若 

し 一 人 こても jn 仰に 導き 德を 建て 光明 を 見せし むる の 階梯と もなら ば、 余が 望み 足れ 

.*^と云はざるべからず。 

明治 三十 四 年 六月 

福音 新報 社に 於て 
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靈 性の 危機 

ジョ ン* スチ ュ アルト • ミル る 時人 生の { 仝 虛 なる を 感じて、 憂悶 遣る ところ を 知らす、 其 性情 恰 

も 化石と なりし かの 如く 思 はれ、 氣 挫け カ盡 きて、 厭世 病の 淵に 沈淪 せり。 彼は數 日の 間 暗 黑の中 

に彷惶 せり。 一日 マ ー モンテルの 傳を讀 み 彼が 年少に して 父 を 失 ひ、 遣 族の 苦境に 陷 りし を 悲み、 

慨然と して 志 を 立て、 一身 を 犠牲に 供して 之 を 救 はんと 決心し、 爲 に勇氣 湧き出で、 精神 振 ひ 起り 

て、 叉 前日の マ ー モンテルに 非す、 全く 別人た るの 觀 あるに 至れる 條に 及び、 大に 悟る ところ あり 

て 氣カ爽 かなる を覺 えたり。 此に 於て 彼 は 爲我的 生活の 到底 幸福 を 全うする に 足らざる を 見出した 

り。 彼 は 己れ より 外に 愛すべき もの 重ん すべき もの を發 見し、 全身 全力 を盡し 心に 滿 足して 事 ふる 

に 足る 程の もの を 得 ざれば、 凡ての 經營は 失望と 不懾 快と に 終るべき を 認識せ り。 其 闲ゐし 適切な 

る 言葉 を 借りて 云へば、 各自の 幸福 は已れ 以外に 存 する 目的に 專心從 事す る 序で を 以て 之 を 獲る に 

若かざる なり。 己れ の 幸福 を 主賓と して 迎ふ 可ら す。 他の 大 なる もの を 主として 己れ は 之が 相伴た 

るに 安ん すべきな り。 直に 目指す 所の もの は 外に 在るな ひ。 自己の 幸福 は 其 序で を 以て 之 を 全うす 

る を 可し とす。 此れ 其 生命 を 保たん と 欲する もの は 之 を 失 ひ、 其 生命 を 失 ふ を も 顧みざる もの は 之 

性の 危機  1 


を 保つ ベ しと 耶穌の 言 はれし に 符合す。 

ミルが 人生の 空虚なる を 感じ 爲我的 生活に 安ん す る こと 能 はす、 其 目的 を 己れ 以外に 求めた る 

は、 蓋し 其 靈性祌 に 向 ひて 一歩 を 進めた る ものに 非す や。 彼 自ら は 之 を 意識せ ざり しも 其靈 性は實 

こきの 力 F を 慕 ふが 如く 活ける 神 を 求めて 渴き 居た るな り。 其 渴望は 限りなき 天父に 到達せ ざれば 

さ てん 

全く 成就 せらる る を 得べ からす。 惜む べし、 彼 は 前途 尙遙 かなる にも 拘らす ■ 路傍の に 憩 ひて 

熟睡せ り。 然れ ども 日暮れて 路 遠く、 目覺 めて 茶店の 我が 長居すべき 故鄕に 非ざる に 驚かされざる 

を 得ん や。 

獨り ミルの みならす。 吾人 は 己れ に 足りて 安ん すべから す。 己れ 以外に 超越して 之に 全身 全力 を 

棒ぐ るも惜 むに 足らざる 程の 或る 何物 か を 得 ざれば、 人生の 空虚 频 りに 感ぜられて 鍵 性の 飢渴 如何 

ともし 難き を覺 ゆべ し。 而 して 此の 或る もの は何ぞ や。 人なる か將た 神なる か。 

ァシジ のフラ ン シス 未だ 信 §: の 生活に 入らす。 鄕 里の 少年と 豪遊して 逸樂を 事と し 花 を 愛で 月に 

ちまた 

あこがれ 醉歌 § に 耽りて 餘念 なし。 忽ちに して 彼 は 重き 疾病に 罹りたり。 幾 週間 死生の 衢に 往来 

せる 其、 いは 圖らす も靈的 問題に 接したり。 肉體の 危機に 伴 ひて 靈 性の 危機 到來 せり。 彼 は 人生て ふ 

纖肅 なる 問題に 觸れて 年来の 宿 夢 破れたり。 病 漸く 怠りて 一 日 杖に. 倚り 郊外に 散歩し、 美麗なる 天 

然の風 も 1 に 接して 其、 い氣 を爽决 にし、 或は 其 體カを 恢復す る こと もや あらんと 望みたり しが、 豈圖ら 

やまが は  おと クれ 

k 靈 性の 危機に 際會 せる 身に は 天地 前日の 如くなら す、 山川の 笑 ひも 悲哀の 音信 を傳 ふるのみ， 


皮 ま 益， V 人生の 空虚なる を堪へ 難く 感じたり。 サバチ - 1 此 間に 於け る 彼の 胸中 を 描き出して 曰 

たまし ひ 

く、 彼 は 其 淋し さに 恐怖せ り。 卽ち內 に 祭壇 を 有せざる 大 なる 靈 魂の 淋し さなり と。 吾人 は 全心 を 

盡 して 敬愛し、 一 身 を 祭壇に 獻 じて 事 ふべき もの を 求め、 之 を 求めて 止まざる なり。 フランシス は 

t 寺 靈 魂の 覺め來 る 初期に 達した る も 未だ 充分に 诀 する 所 あらす。 心なら す も 昔の 生活と 新しき 生 

活 との 間に 往 きつ 戻りつ して 數月 を經 過せ り。 一 夕 彼 は 友人と 共に 宴 を 張り 遊興に 耽りて 餘念 なか 

りき。 頓て相 共に 携 へて 戸外に 出で 高吟 放歌して 狂へ る 者の 如し。 行く こと 幾程 もな く フランシス 

の 一行 中に 在らざる を發 見し、 皆 取て 返して 彼が 所在 を 尋ねたり。 彼等 は フランシスが 路傍に 屹立 

して ひに 沈める を 見出だせり。 

た、 ず 

甲 曰く、 何事 ぞ フランシス、 友 を 出し抜きて 此に 佇立む と は。 

乙！！ I く、 彼 は 今 美人 を 夢みつつ あるな り。 妻を迎 ふる にゃあらん。 

フラ ン シ ス EZ を 開き、 意味 深き 笑 ひを湛 へて 答へ て 曰く、 實 にも 然り。 余 は 諸君が 想像す るよりも 

たまし ひ 

更に 美しく 更に 富み 又 更に 清らかなる 妻を迎 へ んと 欲するな りと。 鳴 呼 彼は靈 魂の 戀人を 尋ねつつ 

ありし なり。 彼は眞 正なる 宗敎に 入らん とす。 信仰 は 愛の 極點 なり。 神と 基督 は靈 魂の 愛を盡 すに 

餘り ある 絞 も 美しく 贵 きものな り。 フラ ン シ ス 之を兒 出し 之に 身を獻 じて 新しき 生命に 進みたり。 

之 を ジョン • スチ ュ アルト • ミルに 比 ぶれば 其 優劣  一 nn 瞭然た るを感 す。 彼 は實に 信仰的 生活の 人と 

なりたり。  . . 
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わか 

富める 一 靑年 耶穌に 問うて 曰く、 我永生を5^^が爲に何を爲すべきかと。 彼 は年猶 少し。 家 富み 

かけはし 

て 物質 上の 束縛 を 感ぜす、 衆人の 上に 立てる 身は靑 雲の 梯 眼前に 焭 えて 望み 甚だ 多し。 彼 は 諫愼の 

人に て 道 德を修 むる こと 堅固な り。 然れ ども 滿足 する こと 能 はす、 現在の ものよりも 優れたる 生活 

なかるべからざる を 思 ひ、 彌 進まん こと を渴 望して 道 を 耶穌に 問 ひたるな り。 永生の 一 句 其の 志の 

高く して 大 なる を 示す。 耶穌 熟ら 之 を 見て 愛せられ たる も宜 ならす や。 即ち 答へ て 曰く、 汝尙ほ 一 

っを缺 く。 一 切 を寶て 我に 從 へと。 こは靑 年の 渴望 すると ころ、 フランシスの 所謂 靈 魂に 祭壇 を 築 

くの 一事に 外なら ざる を 示されし なり。 凡ての ものよりも 否 天地に も 勝りて 重んじ 011 つ 愛すべき も 

の を 見出し、 之に 萬 物 を祷げ て從ひ 行く に 足る 程の もの を 有する 之 を 永生と す。 

彼は靈 性の 危機に 際して 耶 穌の大 な. る 敎訓、 切なる 刺戟、 懇ろなる 招き を 受けたり。 然れ ども 遲 

疑 決する 能 はす。 潔く 耶穌 に從 ふこと 能 はす。 其 財 產を吝 みっつ 悲 みて 去りぬ。 此の 去りぬ との 一 

はプ  it 

句 短 かしと 雖 限りなき 距離 を 意味す。 彼は靈 性の 歸着點 を 外れて 岐路に 入りぬ。 無限の 失敗 此に在 

り、 彼 は寶の 山に 入りて 穴 H しく 去りぬ。 去て 己が 棄て 難き 俗界に 返りし も、 悲しみつつ 心 疚しき 生 

活を 送らざる を 得 ざり き。 玉と なる の 難き を禪 りて 彼 は 瓦全 を 11 り、 瓦に て 終りぬ。 叉 悲しから 

す や。 


少壯 なる 老吏 

路加 專第 十九 章に 見えた るザァ カイの 事に 付き 彼が 一 種の 好奇心と 天 眞の氣 象と は、 信仰の ため 

に， とも 善き 準備な りきと カルビ ンの言 ひたる は、 語簡 にして 其の 暗示す る 所の 敎訓 大部の 書籍に 

も 優る もの あり。 蓋し 耶穌 H リコ を 過り 給 ふと 聞く や、 德望 世に 高く、 名聲 天下に 遍 きょり、 人民 

4 つぎと リ 

は 镇食褒 紫して 之 を歡迎 せり。 彼の ザァ カイ、 稅 吏の 長に て 富める 者な り。 彼 は 年齢 もや、 高く し 

て 老境に 迫りし ものな らんと も 見 ゆ。 然れ ども 精神に 至りて は猶ほ 年少の 氣象を 失 はす、 世の中の 

事、 取り分け 大 なること、 貴き ことに は 心 を 動かさす と 言 ふこと なく、 好奇の 念 巳み 難き もの あり 

き。 ギリシャの 折！： 人の 雷へ るに は、 驚き 奇 しむの 念 は 智慧の 母な りと。 豈に獨 り 智慧の みならん。 

天下の 事み な.；^、； ら ざる はなし。 身 外の 事物に 刺激 せらる る こと 簿く、 上 を 仰ぎ 前 を み 遠く 慮り 

て、 進歩の 念に 驅ら れ、 希望に 勵 まさるる 所 あるに 非 すん ば、 たと ひ 生ける の 形 ありと も、 共の 實 

死た るに 同 じく 唯 だ 退き 守る とい ふの みに て 進んで 取る の氣 力なく、 搖籃と 墳墓との 問に 碌々 とし 

を さな ご 50  ：、  f ,-1 、 

て 夢路 を迪 るの み。 世に 在りて 最も 願 はしき は、 常に 稚心を 失 はぬ ことなり。 幼時に は 天地 出の も 

こどちら  ふた^ゃ 

の」 つと して 不思議 ならざる はなし。 彼の 兒女 等が 疊 懸けた る 質問 を 放ちて 其の 雙親 を惱 殺す る を 

少壯 なる 老吏  I 
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見よ。 彼等の HEI に は 凡ての もの 珍ら かなり。 彼等 は 老人が 陳腐な りと して 取り合 はざる 事物に も、. 

其の 好奇心 を 動かされて 驚き 狂す るに 至る。 其與に 入る や、 月に 躍り、 ■ 花に 歌 ひ、 蝶と 共に 狂 ふ。 

幼稚なる 目に 映す る 天地の 慕 はし さよ。 寄る 年波と 共に 好奇の 念 冷却し、 大 なる を 感じ、 高き を 幕 

ひ、 心を倾 ふけて、 悲喜 哀歡に 身を投 する ことの 出来が たきに 至らば、 人生の 悔恨 之に 過る もの あ 

るべ からす。 新る 有様に て は 感化の 惠みも 十分に 受けられ す、 精神の 發達 も途银 えて、 無窮 を 期す 

ゆめ まほろし 

べき 鍵 性 夢幻の 一生に 埋められて 已 まんと す。 眞 正の 宗敎は 人の 老衰す る を 防ぎて、 活 氣充滿 せる 

新ら しき 生活に 移らし め 老大尙 ほ 赤子の 心 を 失 ふこと なき を 得せし むる ものな り。 之 を 限りなき 生 

命と 云 ふ。 ゆ ゑに 基督の 天 國を說 くや、 先づ 再び 生れて 稚 子の 如くなる の 必要 を敎 へられし なり。 

其の 靈 魂に 露 を 含める 若葉の 如き 有様な く、 精神の 彈カ 大いに 弛みて、 屈曲 敏活なら す、 感情 硬 張 

り 形 i 谷の 量狹 くな りて、 其 身 イスラ H ルの師 なる にも 拘はら す、 知り 易き 事理に も 通じ 雞 きに 至 

れる 一一 コ デモの 如き は、 先づ 其の 老境 を脫 出して 少年 世界に 移ら ざれば、 共に 神の 國を 談， f るに 足 

らす。 況ん ゃ相携 へて 之 を經營 せんな ど 思 ひも 寄らす。 神 を 知りて 其の 道に 通 ぜんと 欲 亡ば 天眞蘭 

を さ！； f5J£0  , 

漫 たる 稚心を 以て 人生 を觀 察し、 靈 なる 感受性 を 開放して、 凡そ 大 なること 悠遠なる こ と高尙 なる 

ことに は、 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らざる ばかりに 驚き、 歡び、 i# ひ、 求む るの、 氣象 ある を 要す 

ベ し。 

よは ひ 

狼の ザァ カイ は 家 富み 榮 えて、 齢 もや.^ 高くな りたれ ど、 少年の 氣象 抑へ やらす、 耶穌 至る と 聞 


たけ ひく  あ 

きて は、 若き 者と 兢ひ 走り、 群衆 を 押し分け、 其の 丈 低き 體を 飽くまで 高く あげて、 之 を 見ん と 焦 

急る の餘 り、 忽ち 一計 を 案出して 走り 行き、 と ある 桑の 樹に 上れり。 莊 重なる 書の 記事文 を淺薄 

に讀み 去らば、 左まで 深く 感ぜざる べき も、 想像力 を 活用して 其の 時の 光景 眼 あたり 之 を 見る 如く 

ならば、 ザァ カイが 擧 動の 稚 心に 富める、 其の 氣 象の 快活に して 壯 なる、 其の 性質の 自然にして 有 

りの ま、 なる、 其の 好奇心の 禁 すべから ざ さ、 其の 飽くまで も 見ん と 欲する の 志 甚だ 猛烈なる、 機 

に 臨み 變に處 する の 計 術 湧く が 如く、 持 前の 不利益に も 打ち勝ち、 終に 辛うじて 耶穌を 見る こと を 

得た る、 實に 其の 人と 爲 りに 感ぜざる を 得す。 善き 意味に 於て だ剽輕 且つ 突飛なる ザァ カイ は、 

謹直なる 君子、 厳格なる 學者、 思慮 深き 多くの 先輩に 勝りて 神の 國の 子た るに 相應 はしき 资 格を備 

へたり。 耶穌 桑の 樹の 下に 至りし とき、 此の 奇異なる 老神士 の 意氣に 感じ、 之が 熟 切の 情 殆ど 忌み 

一】 ども 

憚る 所 を 知らす、 無邪氣 なる 兒 女の 如くに なりて、 無遠慮なる 物見 をな すに 至れる を嘉 みし、 孺子 

やど 

敎 ふべ しとて、 ザァ カイよ 急ぎ 下れ、 我れ 今日 必す汝 の 家に 寓 らんと 首 はれたり。 小學 生徒の 遠足 

に 出で たりと も兑 るべき 老 紳士 は、 此の 聲を閜 きて 如何に 喜びし ぞ。 彼 は 飛ぶ が 如く 轉 ぶが 如く、 

へりくだ  . 

桑の 樹を 下りし ならん。 主耶穌 基督 は 心 柔和に して 謙る ものな りと 雖も、 常に 斯の 如き 人物 を 愛 

し、 之 を 己れ の 傍に 引き 着け、 薰陶 して 眞に 天國の 民た るに 至らし むるな り。 

偉大なる こと 高 なること に 感じ、 善き 人に 接して、 英雄 崇拜の 饑渴を 慰 せんとす るザァ カイの 

如き は、 祌を敬 ひ 天を畏 るるの 種子 旣に 心に 萌せ しもの なり。 彼が 測らす 主 耶穌の 問に 雀躍せ る も 

少壯 なる 老吏  七 
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依し むに 足らす。 

永生の 要 道 

『或る人 來 りて 彼に 言 ひける は、 善き 師ょ我 限りなき 生命 を 得ん が 爲には 何の 善事 をな すべき か。 彼に 

言け る は 何故 われ を 善き とい ふや 一人の 外に 善き 者 はなし。 卽ち祌 なり。 若し 生命に 入らん と 思 はぐ 誡 

を 守るべし。 彼 答へ ける は 何 か。 耶絲言 ひける は 殺すな かれ、 赛淫 する 勿れ、 盜む 勿れ、 妄リの 證ど立 

つる 勿れ、 爾の 父と 母と を 敬へ、 又 己の 如く 爾の隣 を 愛すべし。 少き者 彼に 答へ ける は是れ 皆な 我が 幼 

き 時より 守れる ものな り、 何の 缺 ける 所 我に ある や。 耶稣 彼に 言 ひける は、 仝 からん こと を 思 はば 往き 

て汝が 所有 を賣 りて 貧き 者に 施せ。 さすれば 天に 於て 财 あらん。 而 して 來リ 我に 從へ。 少き者 この 言 を 

聞て 憂へ 去りぬ。 彼の 産業お ほ いなりければ なり。』 (馬 太傳ー 九の 一 六—. ニニ) 

耶穌は 精神 界の 大君 主な り 。其のべ テ。、 ナタナ H ル、 一一 コ デモ、 サ マリヤの 婦 などに 於け る を 

見る に、 神妙 不思議なる 勢力 を 以て 人の 靈性を 導き、 其の 心 を 支配して 至らざる 所な きを 知るな 

り。 耶穌の 面前に 立てば 凡ての 人 己が 心の 眞相を 露 はに せられ、 其の 靈 性の 底に 潜める 物 を 悉く 摘 

發 せらる。 人 己れ を 知る よりも 遙 かによ く 之 を 熟知す る もの は耶穌 なり。 主はぺ テロ を 知りて、 汝 

は 石の 如しと 呼べり。 其の 批評 錄利 にして 甚だ 簡明な り。 ナタナ N ル 無花果の 樹 下に 祈り すれば、 


耶 沐は疾 くに 彼が 眞の イスラエル 人と して 切に 求め、 深く 憂ひ惱 みっつ ある 所の もの を 洞察し、 狼 

をして.^ 遇の i 禁 する こと 能 はす、 汝は 神の 子 イスラエルの 王な りと 叫ばし めたり。 善く 人 を 知る 

は^^こ 如かす。 人の 自ら 識ら ざる 所まで 徹底して、 其の 哀歡 苦樂の 奥の 奥 を. I 番 かに 看破し、 各自 

の 需要 渴望 に適當 なる 供給 をな す もの は 主耶穌 基督な り。 富める 靑年來 つて 之に 道 を 問 ふや、 彼 は 

其の 意外なる 邊に 己が 缺點 の存 する を發 見し： 其の 病に 適 中せ る藥石 を投ぜ られ、 其の 苦き に 驚か 

されて、 敢て 進む の勇氣 なく、 悲 みても と來し 方に 歸り 去りぬ。 藥瞑 眩せ ざれば 其の 病 癒えす。 此 

の 少年 此の 手 强き治 術 を 受け、 茶して 其の 病 を 癒さる るに 至りし か。 彼のた めに も 之と 類 を 同じう 

する ものの ために も、 こ は 心が かりの 次第なる べし。 

三 福音書の 記事 を 比べ 合 はすれば、 此 人家 富み、 名望 高く、 身 も 修まり、 加 ふるに 年な ほ 少き者 

なりし を 知る。 其の 現在 以て 滿 足し 難き にあら す、 其の 前途 また 輿 味 甚だ 深き もの あり。 靑 雲の 

梯、 何 所まで も 昇る こと を 得べ し。 淺薄輕 浮なる 樂天 主義 を 守らば、 是れ 以て 一 々自適すべきな 

り。 然れ ども 此の 青年の 靈魂は 其 だけの こと を 以て 滿足 する よりも 大 なりき。 常人の 滿足 する 境遇 

に 在りと 雖も、 其の 心に は 何となく 平 かならざる もの ありし なり。 其の くる 所 何も のぞ。 其の 胸 

中 穴 H 虚 なる を感 する 抑 何故 ぞ。 彼 自身 は 之 を 知ら ざり き。 唯 だ耶穌 これ を 知れり。 主が 其の 靈 魂の 

极 を診斷 し、 かれが 自覺せ ざ ひし 患部 を 指摘せ る， を 見よ。 馬 可傳に は、 一人 走り 來り てと あり。 

せきた 

走る の 語 彼れ が 性行に 付きて 消息 を傳 ふるものに あらざる を 得ん や。 幾分 か 急 促 立 つ 性質の 人に や 
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あり けん。 然れ ども 彼 は 心に 思 立ちし こと を 徒らに 默 止しが たく、 片時 も猶豫 する こと 能 はざる も 

^ま s> 

のの 如く、 耶穌 の來れ りと 聞く ゃ慌忙 だしく 之 を 訪問せ り。 其の 騷ぐは 心の 深から ざる を 示す ベ 

し。 其の 猶豫 する こと 無き は、 其の 心の 活潑 なりし に 由る とも 見るべき か。 鬼に 角 彼 は 共に 語りて 

輿 味 ある 靑年 にて ありき。 

限りなき 生命 を 得ん ために は 何の 善き 事 をな すべき かと 問 ひし かど、 彼れ 果して 限りなき 生命の 

何物なる を 知りし や。 其の 狹隘 にして 淺薄 なりし 平素の 生活に は滿 足し 難き を實驗 したりと 雖も、 

之に 代る 可き 大 いなる 限りなき 生活、 即ち 眞 個の 滿 足を與 ふべき 生命 果して 何物な り や、 彼 は 未だ 

之 を 知ら ざり しなり。 豈に唯 だ 此の 靑年 のみな らん や。 覺束 なき 滿足を 酒に 買 はんと 試み、 或は 平 

和 を 富に 求めて 之 を 得る こと 能 はざる に 悶え 苦しむ もの、 其 他 凡て 人生の 物 思 ひに 惱む もの、 此等 

みな 身に 必要なる 或る 何物 か を 尋ね 厭 倦め ども 未だ 其の 何たる か を辨へ 知らざる なり。 草木の 光に 

向 ひて 仲び、 水の 低き に 就きて 流る るが 如く、 人の 心 は 其の 未だ 知らざる 何物 かに 向 ひて 蜜め き 寄 

らんと はするな り。 而 して 此の 知らざる 所の 或る もの は 天の 父なる 神に 外なら す。 

C ，のち 

彼 は 何事 か を 勤め 行 ひ、 道德を 修め、 其の 勞作 勉强 によりて 此の 限りなき 生命 を 得ん と 企てた 

り。 彼 は 此の 生命の 與 へらる る はもと 天の 恩賜なる を覺ら す、 自ら 力めて 之 を 取らん ものと 思 ひ 僻 

めたり。 其 志健氣 なりと 雖も、 彼 は 己れ を 知らす、 又 其の 求む る 所の ものの 何たる を辨 へす、 其の 

を さ！ ft: 

淺 薄なる 禪 氣に乘 じて、 一 擧 これ を 獲得す べしと 妄信せ り。 之 を 要するに、 彼 は 人間て ふ もの を輕 


信 4,- レ なり。 人の 力に 過大なる 重き を 置き、 其の 分際 を 過信した るな り， 

昔ジャ ン* ジャク *ル ゥサゥ は、 人性 を 妄信し、 其の 害惡を 社會の 罪に 歸 したる より 危險 なる 改革 

を i? へ、 其の I なる 樂天 的觀 察の ために、 國家 人民 を大 いなる 過失に 導きたり。 凡そ 輕々 しく 人 

の 力 を 一 マ 〔じ、 其の 心に 蟠れる 罪の 如何に 猛烈なる か を覺ら す、 善 も輕く 之を考 へ、 惡も 深く 之を悲 

ぶこと なく、 事 も なげに 人生 凡て 爲 すに 足れり と 妄信す る 人 甚だ 多し、 彼等 は 容易に 人 を 善な りと 

稱す。 此の 靑 年が 耶穌に 向 ひて 善き 師 よと 呼び 懸けた るが 如し。 其の 所謂 善 は 恐ろしき 程の 善に は 

非す 其の 內容に 至りて は 品質 甚だ 高から ざり しもの ならん。 彼 は 如何なる 善き 事 をな さば 永生に 至 

る 可き かと 問 ひぬ。 談何ぞ 容易なる。 罪悪て ふこと を 深く も 感ぜざる が 故に、 何の 苦 もな く斯 かる 

問 ひ を 提出した るな らん。 厭世 哲攀 者シ ヨウ ペン ハウ H ルは、 人を輕 蔑して 之 を 一 一足 獸と稱 したり • 

4^ はゲ ェ テの輩 を 人が ましき ものと 尊崇す る こと を 知り たれ ど、 神の 子た る 人類て ふ もの を贵 ぶこ 

と を 知ら ざり き。 英雄 崇拜 多く は 其の 裏面に 人類の 蔑視て ふ 精神 上の 病 を 意味す。 カァ ライルの 如 

きを s:^^ て 之 を 知るべし。 基督 敎は 人の 罪を彈 劾して 假借 する 所な しと 雖も、 稅吏 罪人の 價値尙 物質 

的の 全世界に 愈る もの ある を 認識せ り。 ショウ ペン ハウ H ルの 如き 弊 は、 愼んで 之 を 避けざる ベ か 

ら すと 雖も、 善の 意義 を淺 薄に し、 之 を濫賣 するとき は 紙幣 濫發と 同じく、 終に は 之 をして 糞土に 

等しから しめ ざれば 止ます。 是れ輕 薄なる 樂天 主義の 通弊に 非す や。 耶穌に 道 を 問へ る 富靑年 も、 

此の 弊 こ 感染せ し 一人な りしと 見 ゆ。 然て こそ 容易に は 道 德を談 じたる なれ。 彼 は 理想の 如何に 高 
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きを 知覺せ ざり き。 彼 は 善の 如何に 洪大なる や を 感ぜ ざり き。 道義の 大法に 向 ひて は、 カント も肅 

然として 長れ、 其の 威厳に 打 たれて 戰慄 せり。 況んゃ 善の 實體 たる 神 を 認識し、 其の 犯す ベから ざ 

る 威靈に 接する に 於て を や。 人の 道義 少しも 見る に 足らす、 蜜 賢 も 之が ために 其 光 を 失 ひ、 各自の 

品性 卑陋に して 面の 向くべき やうな く、 神の 前に 侍立す て ふ 天使の 如く、  K を 以て 其 顔を掩 ひ、 唯 

だ 直なる かな 神よ と絕叫 せんの み。 此の 靑年 未だ 斯 かる 經驗を 有せざる が 故に、 輕々 しく 善を談 

す。 耶穌 其の 誤りの 根本 を 看破し、 其の 妄信 を 打破 せんがた めに、 何 ぞ我を 善と いふ や、 妄りに 人 

を 善と 稱 する ことな かれ。 一個の 外に 善き もの はなし、. 唯 だ 神 あるの み。 然るに 如何なる 善き 事 を 

なさば 限りなき 生命 を 得べき かと、 何ぞ言 ふことの 容易なる やと j 喝 せら A- る in; り。 

靑年は 斯くて も 十分に 其の 過失 を覺ら ざり き。 病 膏肓に， ^て は 容易に 之 を 台 難 ち ^±1 

基督 敎 によりて 養 はれし もの どもの 有する 罪 惡てふ 念 を 起す こと 能 は ざ ひき。 耶穌 I て 法 を 以て 其の 

病 を 探り、 其の 苦痛 を 誘引き 出し、 所謂 律法 を 小擧の 師父と なし 之 を 導きて 福音の 光明に 接せし う 

んと 岡り、 誡は汝 が 聞きし 所な り、 曰く 殺す 勿れ、 赛淫 する 勿れ、 盜む なかれ、 fL の證を 立つ る 

なかれ、 汝の 父と 母と を 敬へ、 また 已れの 如く 隣人 を^す べしと 言へ るに 對し、 已に ニー 一 n に 二回 ま 

でも 善 を輕々 しく 唱 へたる 彼 は、 何の 苦 もな く是れ 皆な 幼き 時より 我が 守りし 所な り、 何の けた 

る 所 か あると 言へ り。 彼 は 律法の 精神 何れの 邊 まで 深き か を覺ら ざり しなり。 無論 彼 は 深き 意味に 於 

て 道德を 解せ しものに 非す。 律法 入りて 我れ 死ねり と 嘆息せ る 使徒。 ハウ C の 如く、 霞 性 上の 沈痛な 


る實 驗を經 過せ ざ.^ しもの なり。 彼 は あ \ 我れ 困苦の 人なる かなとの 哀聲を 放つ こと 能 は ざ ひき。 

然れ ども 彼 は 世上す ベての 靑年壯 士と異 り、 議愼 にして よく 品行 を 修め、 普通の 道德に 於て 然す 

わか 

る 所な きに 似た.^。 年少く 家豐 かに 地位 多くの 人に 過ぎ、 行 ひ 修まりて 世の 模範と も 仰がる るに 足 

る。 然れ ども 彼 は 尙ほ滿 足し 難く、 如何なる 故と は 知らす、 其の 膨 くると ころ 何 所に ある を覺ら 

すと 雖 ども、 其の 日常の 生活 矮小 狹 隙なる が 如き 心地 禁 する こと 能 はす、 更に 犬なる もの あるべし 

と 信じて、 之 を 耶穌に 問 ひしな り。 然れば また 何の 虧 くる 所 あり やと 彼が 一 百 ひし は、 或る人た ちの 

解す る 如く、 己れ の 性行に 滿 足して 自負 高慢の 念 を 示せし ものと なす は 非な り。 寧ろ 之 を 自ら 疑 ひ 

惑 ひて 苦心 遣る 方な く、 幾分 か 失望の 氣 味を帶 ばせ て、 悲み 叫びた る 嘆息の 聲 と解釋 する こそ 適當 

なる ベ けれ。 彼 一 百へ らく 余 富で 凍餓の 憂な く、 年少に して 前途な ほ 適 かなり。 平素 身 を愼み 德を修 

め、 決して 敗 德の行 ひ をな せし ことなし。 斯くて も尙ほ 心に 滿足 する こと 能 はす。 世の 人に は 羨ま 

るる 生活 も此に 至りて は 殆ど 虛夢 幻影に 異ならす。 花榮 えて Eif 資の 之に 伴 はざる が 如し、 其 何の 故 

なる を 知らね ども、 必らす ft くる 所 あるに 非ん ば、 斯の 如き こと あるべ からす。 然れ ども 自ら 之 を 

見出だす こと 能 はざる な.^。 あ- - 余が 缺點 何れに あり や。 常に 煩悶して 巳む 能 はす。 乞 ふ 高 敎を垂 

れて之 を 救へ と。 彼 は 種々 の 短所 を 具へ しに も拘 はらす、 寳に孺 子敎ふ 可き の 精 祌を顯 したりと 謂 

はざる 可から す。 馬可傳 に耶穌 此の 首 を 聞き、 彼 を 見て 愛しめ りと あり。 人の 美を稱 し、 其の 善 を 

.  ことわり 

.揚 ぐるに 寛大なる 主 基督が、 此の 青年の 精神 を 愛せられ しも 實に理 とこ そ覺 ゆる なれ。 
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おきて 

靑 年の 缺點は 唯 だ 律法 ある こと を 知って 愛 ある こと を 知らす、 道義の 條现 ある こと を 知って、 永 

在 無限な 1^ 生ける ものに 事 ふること を覺ら す、 其の 心を倾 倒し、 其の 情熱 を 注ぎ 盡 すまでに 愛し 得 

べき ほどの もの を 世に 見出す こと 能 は ざり しなり。 宋 儒の 窮屈なる 繩 墨に 縛られ、 權利 義務の 約束 

に 縛られ、 禮 法の 覊 辭に繁 がれ、 孜々 汲々 として 行 ひを修 むる も、 以て 人の 活ける 露 性に 滿足 を與 

ふべ からす。 富士 艦に 装置せ る 巨砲の 規則正しく 運轉 して、 其の 正鵠 を 誤つ ことなき が 如く、 行 ひ 

修まりて 何の 缺點 なきに もせよ、 機械的の 行動 如何に 法式と 一 致 すれば とて 以て 人の 心 を 飽き 足ら 

しむる こと 能 はざる なり。 こ--に議直なる 一 紳士ぁ.s^。 其の 親子 兄弟 若しくは 妻に 於け る や、 進退 

悉く 節に 中り、 よく 與へ よく 取りて 精密なる 天 粹 の 如くに 公平な り。 然れ ども 彼 をして 溫 かに 感 

のち 

じ、 深く 愛し、 之が ためなら ば 身 を も 命 をも棄 てて 厭 はじと 思 ふ 程の ものな からしめ よ。 斯 ては片 

時も滿 足を感 する こと 能 はざる べし。 事い よく 公平に して 心い よく 平 かなら す。 行 ひ を 愈よ 整 

頓 して 胸中 は 愈よ 亂る べし。 條 規正し く、 樹木 整列して、 平 かに 淸げに 造り 成せる も、 靑 山の 墓 

地、 天 王 寺の 塚 原なら ば、 荆棘生 ひ 茂れる 草の 舍に、 妻子 眷族と 住居す るに 及ぶ ベから す。 此の 道 

德 堅固に、 權利 義務の 道に 長 じ、 勤儉 朴直に して 倫理の 化身と も 見 ゆる 君子 は、 朋友 妻孥 と共に 飽 

食 暖衣逸 居し、 卑俗なる 樂 みに 耽りて 餘念 なき 小人 や 俗流に 比 ぶれば、 其の 幸福 を必す 優れり と 謂 ふ 

いのち 

こと を 得 可から す、 人の 命 は 行 ひに 非す、 愛する にあり。 權利を 張る にあら す、 貴重なる 目的の た 

めに 已れ を犧牲 として 之に 事 ふるに あり。 かの 靑年は 善き 事 を 知りて、 善き 活物 を 知らす。 善き 活 


物 を 知り たれ ども 限りなく 善き 活物 を 知らす。 彼 は 苟且の 善 を 知り たれ ど、 限りなき 善 物 を 知ら ざり 

め ひ いのち 

き。 法 は 知り たれ ど 恩惠を 知ら ざり き。 優勝劣敗の 事 功 を 知り たれ ど、 限りなき 生命 は 己れ を 限り 

なく 愛する ものより 恩賜と して 與へ ら るる ものなる を 知ら ざり しなり。 豈に獨 り 此の 可憐なる 靑年 

のみな らん。 吾人 は紛々 たる 權利 義務の 世界、 繁雜 なる 禮法 道德の 天地に 齷齪と して、 機械の 如く 

遝轉 せんと 試みつつ あり。 たと ひその 運轉 をして 塵埃 を 揚げて 巷 を 燕 かせ 行く 赤 馬車の 如くなら 

す、 圆 滑なる こと 動物の 機關と 同一なら しむる も、 もし 心 を 傾け 志を盡 し、 熱情 を 注ぎて 愛する も 

のな くんば、 心なき 生活 を營 むの みに て 機械的の 存在で こそ あれ、 神妙 靈活 なる 人と して は、 全く 死 

せし 者に 異ら す。 況んゃ 形の 上に 於て すら 道義 禮法を 全うし 難き に 於て を や。 然 らば 如何なる 善き 

事 をな して 限りなき 生命 を 得ん やと 彼が 言 ひし は、 如何なる 木に 緣て魚 を 求めん やと 問 ひたる に 同 

じ。 抑 もまた 誤れる の 甚だしき に 非す や、 人の 生命 は 事に あらす。 行 ひに 非す、 機械的の 作用に 非 

す、 また 決して 愛な き 優勝劣敗 にも あらざる なり。 即ち 愛する にあり。 否な 限りなく 愛する にあ 

り。 故に 人の 生命 は 人 及び 人 以下の もの を 愛して 之 を 全うすべ きに あらす。 其の 生命 は 事 ふるに あ 

り。 即ち 恩寵に 感じ、 之に 身 を 獻げ、 生命 を 其の 祭壇に 供して、 少しも 憾 むる 所な く、 死して 尙ほ 

滿足 する 程の ものに 事 ふるに あるな り。 故に 唯 だ 目に 見 ゆる 社 # のみに て は、 以て 此心 を滿 足せし 

おきて 

むる こと 能 はす。 バウ a 曰く 我が 生ける は 基督、 死 も 亦 益な りと。 彼 は 律法に 支配せられ す、 禮法 

に驅 使せられ す、 權利 義務の 傀儡と ならす、 基督 を 愛し、 之に 事へ、 身 を 之に 獻げ て、 唯 だ 之が た 

永生の 耍道  1 五 


靈 性の 危機  1 六 

めに 生き、 また 働きたり。 彼が 死 もまた 益な りと 言へ るは宜 なりと 謂 はざる ベから す。 『限りなき 

い^ち  ひと リ  ヽ.^ 1 ノ  0 

生命と は 唯 だ 一個の 眞の祌 なる 汝と、 其の 遣 はせ し耶穌 基督 を 知る 是れ なり』 」 されば 永生 は 

必 すし も來世 的の ものに 非す 現在の 事實 なり。 限りなき 祌を 確信して、 其の 恩寵 を 味 ひ 知り、 限り 

なき 愛の 基督 を 認識して、 之と 精神 を 一 つに し、 其の 高義 慈愛に 感激して、 精神の 活動す る、 是れ 

限りなき 生命な り。 三 歲の兒 も 此の 心 あらば 限りなき 生命 現實に 其の 中に あり。 ラザロの 貧しき 

も、 十字架の 辱め も、 この 經驗 だに あらば 限りなき 生命す でに 其 有に 歸 せり。 神 を 知 ゆ 基督 を 愛す 

ると き は 人の 霞 性 根本的に 活動し、 生ける 水 其の 中に 湧き出で 滚々 竭 きす、 以て 永遠に 至らん と 

す。 故に 此の 生命 現在の 事寳 たらば、 また 永遠 無窮の 事實 たらざる ベから す。 大 いなる かな 限りな 

き 生命。 機械的の 行 ひに 非す、 倫理の 約束に 非す、 禮 法の 修行に あらす、 人間の 關 係に 滿 足せす、 

ひと リ 

唯 だ 一 個の 生ける 眞の神 を 愛し、 十字架に 釘せられ て 死にた る 主耶穌 基督 を 愛する 是れ なり。 

靑年禮 法 を 修め 德を愼 みて 間然す る 所な しと 思へ ども、 未だ 永生の 何物た る を 味 ひ 知らす。 我に 

何の g  くる 所 あるに やと 悲しげに 問 ひ 出で た ひ。 故に 耶穌 彼に 言 ひける は、 全 からん こと を 思 は 

もちもの 

往 きて 汝が 所有 を 寶 ひて 貧しき 者に 施せ、 而 して 来り 我に 從 へと。 此の 靑 年に 取 ひて は 所有 を棄っ 

る は 必要なる ことなり しならん。 永生 を 得ん に 必要と あらば 全世界 を棄 つるまた 何 か あらん。 其れ 

ほどの 志と 金剛 心と なくん ば、 永生の 門に は 入る こと 能 はざる なり。 然れ ども 所有 を棄 つべ しと 命 

ぜら るる もの ある 如く、 之 を 保ちて 神と 人と のた め 當然に 活用す べしと 命ぜら るる 者 も あるな ひ。 


兎に角 所 4^ を賣り 云々 を 以て 此の 文の 眼目と 見ば 大 いなる 誤解なる 可し。 我に 從 へと 言へ る こそ 永 

生 を 得る の 要 道 なれ。 耶穌に 從ふ是 れ心を 傾けて 耶穌を 愛し、 全力 を 獻げて 之に 事 ふること な ひ。. 

我が 生ける は 基督と バウ n が 言 ひし は、 富める 靑 年に 耶穌の 語られし 言の 反響に 非す や。 我が 生け 

る は 基督、 是れ 吾人の 永生な り。 基督に 於け る 生命、 之に 則る 所の 生命、 之 を 目的と する の 生命、 

是れ 永遠 搖ぎ なき 平和と 滿 足と を 與 ふる 限 ひなき 生命な り。  - 

然れ ども 此の 可憐な る HH:^ は此 の大 いな る 福音 を傳 へられ、 由來求 めて 得 ざ りし 限りなき 生命、 

今や 適切 明白なる 敎訓 によりて 眼前に 顯彰 せられ たれ ど、 終に 憂へ て 去りぬ。 其の 產業卽 ち 朽ち 架 

つべき 產業大 いなれば なり。 彼 は 此の ま \ にて 終りし か。 彼 はつひに 永生 を 得る の 機會を 永久に 逸 

し 去りた るか。 

富める 愚者 

或 耶穌 多くの 人に 向 ひ 道を說 き、 神の 保護 到らざる 所な きを 示し、 寓事 天父に 任せて、 餘 りに 

つかさ . 

思 ひ 煩 ふこと 無 かるべき を敎 へ、 叉 進んで 聖靈の 啓 導に 論及して 曰く、 人汝等 を會堂 また 執政 及び 

權 ある ものの 前に 牽き 行かば、 如何に 答へ 何 を 言 はんと 思 ひ 煩 ふ 勿れ、 其 時 一 百 ふべき こと は 聖靈汝 
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等に 示すべし と。 

おの ゴか 

是 れ高尙 なる 道義の 談 にして、 靈性を 感動し 信念 を 板 起し、 人 をして 祌を 何ぎ て、 自ら 見え ざ 

るの 世界に 接觸 せし むる に 足れり。 

此高尙 なる 談話の 調子 を 破り、 其の 與を醍 ます 事 こそ 起り たれ。 衆人の 內 より！ 人 耶穌に 言 ひけ 

る は、 主よ、 わが 兄弟に 遣 業 を 我に 分て よと 言 ひ 給へ と。 基督 は 聽く者 どもの 心に 天來の 感想 を 吹 

き 入れん と 欲し、 其の 金口より 發 する 所の 語、 着 々鍵 妙なる 眞理の 奥に 進み 人り、 之 を誘掖 鼓吹し 

て 神聖なる 域にまで 上らし めんと せられた るに、 此人は その 氣品賤 しき 語調 を 以て、 それよりも 更 

に 卑陋なる 思想 を陳 ベ、 淸き言 を牽 强附會 して 極めて 俗なる 意義に 轉 化し、 之 を 天より 引き 下し 

て 奈落の底に 沈め、 基督 をして 守錢 奴の 參 謀たら しめんと 試みた るな り。 花の 下に 杯盤 狼籍の 無風 

流を耻 とせす、 名山 巨嶽 長江 大河の 偉觀に 接しても、 崇高 偉大なる 感覺を 動かす ことなく、 之 を 眼 

前に 見ながら 唯 俗界の こと を談 する のみ。 丹 靑の技 神に 入りて、 墨痕 淋鸽、 筆々 飛 動す るの 妙 ある 

•  A めぢ 

にも 拘ら す、 それに は 少しも 感服す る 色な く、 た fli 地の 價格 幾何なる ゃを箅 用す るの 外 他事な 

し。 斯の 如き 無風 流 は、 簽だ 賤しむべき ことなりと 雖、 基督の 如き 人の 前に 立ち、 其 俗塵 を脫し 

て、 神の 光紛 ふべ からざる 聖顏を 仰ぎ、 常人の 語る と は^だ 異れる 其 言論 を聽 き、 神韵髙 妙なる 敎 

に 接し 乍ら、 之に 對 して 相應 しき 感覺を 毫も 起さす、 却て 己が 區々 たる 家督 爭に之 を 利用して、 私 

利を逞 うせんと 計る に 至りて は、 陋俗是 より 装し きもの 有る ベから す。 斯の 如き 心 を 以て 宗教の 談 


を聽 き、 基督の 退 を硏究 せんと 欲する も、 到底 その 目的 を. 達すべき にあら す。 目 を 地に 注ぎて 天文 

を 究めん とする は、 之に 比して 容易なる 事業な らん。 

或 人此頃 英國の ギネッ ス 氏と 同伴して 日光に 遊ぶ。 會々 二人 裏 見の？ t 布に 至りし に、 ギネッ ス氏 

や  >  ひさ  * 

！ i 布の 前に 佇立し、 之 を 仰ぎ見る こと 良久し かりし が， 頻りに 感想に 打 たれた る ものの 如く 見え、 

途に 我等 神 を禮拜 すべし とて、 帽を脫 し、 暝 目して 神の 榮光 を拜 したり。 斯の 如く 淸 高なる 心 志 を 

以て 自然界に 接すれば、 實に 天地 は 神の 聖殿 たるに 相違な し。 俗人 は 基督の 言 を も 俗化 せんと 試み 

たり。 卑俗なる 心に は 天地 悉く 卑俗に して、 其 間に 神聖なる 意義の 存 する を發見 する ことなから 

ん。 我等 は 常に 心の 氣品を 高う し、 靈 性の 感 覺を敏 ならしめ て、 凡て 高尙 なる 眞理の 啓 導 は 凡て 

之 を 洩す ことな きを 心 懸けざる ベ か ら す。 

陋を 極めた る此 俗人、 耶穌の 言 を附會 して その 絡 妙なる 調子 を 破り、 雅 樂を亂 すに 鄭衞の 音を以 

てせ りと 雖、 基督 はこの 破調 を 活用して、 更に 沈痛に して 偉大なる 音樂を 奏する の 機會と はなし 

ぬ。 即ち 言 ひける は、 人よ 誰か 我を立てて 汝 等の 裁判人 または 物 を 分つ ものと なせし ぞと。 耶穌は 

直接に 此 世の 國を 設立 せんがた めに 來 りしに 非す。 其經營 せらる る國は 即ち 神の 國 なり。 其 天職 は 

外部より 物 を 改革す るの 事業 を爲 すに 非す して、 先 づ心を 改革し、 神と 人との 關係を 一 變 して、 而 

おの ゴか 

して 後に 自ら 外部に も 善き 結 茶の 現れん こと を 期す るに 在り。 基督 は 決して 國政 を輕ん じ社會 改良 

を 蔑 如し、 制度 理財 等の こと を 等 閣 にせよ と敎 へられれ に 非す。 然れ ども 其の 直接に 從事 する 所の 
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事 は、 斯る 種類の 改革に 非す して、 靈 性に 關 する ことにて ありし なり。 故に 相績爭 など こ干步 く  . 

法律上の 問題に 立 入りて、 權利 名分 を 明かに する が 如き は、 その 敢て爲 さ ざり し 所な り。 然れ ども 

紛爭の 根 原に 溯り、 その 本 を 正う する の 順序に 從 ひて、 更に 語を繽 け、 衆人に 告げて 曰く、 心して 

貪 心を愼 めよ、 夫れ 人の 命 は 有つ ものの 豐 かなる に は 由らざる なりと。 基督 は 己の 利 を 貪り、 我，^、 む 

を 張りて 道を亂 り、 德を 破る こと 甚 しき 此 世界に 來り、 己 を 慮-うし 身 を 謙りて、 十字架に 死す る ま 

でも 神に 從ひ、 以て 之 を 改革 せんと 欲せし ものな り。 主 は その 言 を 以て 叉 その 身 を 以て 常に 貪、、 J 

を愼 むべき こと を敎 へられたり。 人の 命 は 有つ ものの 豐 かなる に は. S ら ざるな り。 有. «の 多寡に 

由り て 人の 生命の 貧富 淺深 定まる ものと すれば、 大厦 高樓に 棲む もの は 大人 君子 たるべく、 書棚 こ 

萬 卷を蓄 ふるもの は 博 學の人 たるべく、 紅粉 を こちた く粧 へる もの は 西 施 小 W にも 勝る の 美人た る 

べし。 

然れ ども 如何せん、 所有物 は 人の 生命に 非す、 德と 所有物と は 全く 相異 り、 へ n デの 如き は 一 國 

の 主として 富に 誇り たれ ど、 彼 は 人た るの 生命 を 有つ こと 能 はす。 基督 は 批評して、 彼の 狐よ と 言 

はれたり。 ヨハネ は 曠野に 住み、 身に 驗駝の 毛 衣 を 着す るの み。 食 は 蝗と野 蜜 を 有する のみ。 蛇の 

伏す る 所 猛獸の 潜む 所に 雜居 せりと 雖、 彼 は尙ほ 人た る 生命 を 全うし、 精神 上に 於て は暖も 富み 且 

っ榮 えたる 人な り。 耶穌 基督 之 を 批評して、 女の 生みし ものの 内、 未だ ヨハネの 如く 大 いなる もの 

ある ことなしと 言へ り。 王の 宮殿に 在りて 柔き衣 を 着る も、 その 生命 は 甚だ 微かなる を 見るべし。 


滔々 たる 天下 黄金の 重さ 萬 鈎に 及ぶ も、 其 身 は 宛ら 風に 搖 がさる る M の 如し。 其 富 山嶽の 如しと 雖 

も、 其 生命 羽毛よりも 輕し。 人の 生命 は 所有物の 豐 かなる に. H ら ざる さまた 疑 ふべ からざる なり。 

此に 於て 耶穌又 譬喻を 設け 之に 語って 言 ひける は、 『或る 富める 人 其の 田畑 善く 豐熟 りければ、 自 

ら忖ひ 首 ひける は、 わが 作り物 を藏 むる 所な きを 如何に せん。 叉 言 ひける に 我れ 斯く なさん。 わが 

倉 を 毀ち 更に 大 いなる を 建て、 凡て わが 作り物と 財 を 其 處に藏 むべ し。 斯くて 靈に向 ひ、 靈ょ、 多 

年 を 過す ほどに 多くの 財 を冇ち たれば 安心して 食 ひ 飮み樂 めよ と 言 はんとす。 然るに 神 之に 言 ひけ 

る は、 愚かなる ものよ 今宵 汝が靈 取らる る こと あるべし。 さらば 汝の備 へし もの は 誰が ものになる 

や。 凡そ 己の ために 財を蓄 へ、 神に 就て 富まざる もの は斯の 如きな り』 と。 

是れ 世上 幾多の 人 を寫實 せし もの、 俗人の 腸 明かに 見るべく、 富と 快樂 との 外 世界 ある を 知ら ざ 

る 徒の 心事 歴々 鏡に 映せる が 如し。 

凡そ 富 をな すに 道 あり。 左 道を踐 み、 邪徑を 歩み、 投機 欺騙 を逞 うして、 俄に 富豪の 身分と なり 

驕奢に 耽り、 人 も 無げ に 世に 時め くが 如き は、 佝 人と 雖も 之を卑 めん。 11 る もの 久しら かすと て 其 

末路 を 想 ひやる もの 多 かるべし。 斯る 種類の 富 は 無道に して 終り を 善くせ ざる は、 殆んど 疑 ひを容 

るる ものな かるべし。 假令 世に 所謂 正路 を踐 み、 着實 なる 方法 を 取りて 富 を 成せる ものな りと も、 

其 の 心事 を 察すれば 天地 容れ ざる 大罪 人 とい ふ ベ きもの も少 からざる ベ きを 知る。 今 此の 臂喩 の 富 

める 人に 就て 之れ を 見よ。 彼 は 投機 商に 非す。 事業の 中 にても 最も 誠實 なる 農業 を營 み、 粒々 辛苦 
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を 積みて 巨富 を 致せし ものな り。 之 を 今日の 紳商 輩に 比れば 雲泥の 相違 ありと 謂 はざる ベから す。 

彼 は 又 驕奢に 耽り、 金 錢を芥 の 如く 遣ひ棄 つる ものに 非す。 能く 後年 を 慮り、 餘 生を樂 まんと 欲 

して 儉を 守り、 用 を 節し、 克己して 財を蓄 ふること を 力めたり。 上 杉 鷹 山 公、 二宮 尊德 翁の 如き 

は 此人 を稱揚 して 止まざる べき か。 斯の 如く 立派に 富 を 成した る ものな りと も、 寫實 的に 基督の 

描き出せし 所に 依れば、 また 見る に堪 へす。 甚だ 卑しく して 神の 前に は 赤貧 者に 等しく、 其 罪？ If^ 

難き もの ある を 見るべし。 其 故 如何。 

第一 彼 は 神の 惠みを 思 ふこと を 知ら ざり しなり。 業務の 內 にても 農 は 最も 近く 神 Q 力に 接する 

ものな り。 彼 は 人力 を盡 すと 雖、 其 成功 は 人間以上の 力に 俟っ所 多く、 造化の 佑助 缺く ベから ざる 

を 疑 ふこと 能 はす。 日 之 を 照し、 雨 之を濡 ほして、 五 榖此に 成就す。 故に 我國 にても 古より 新嘗祭 

の 如き 儀式 ありて、 败瘦の 恩 を 神に 謝する の 意 を 表せし なり。 基督 敎 徒の 間に も、 

黄金な す 日光、 春の 風、 香 はしき 花、 滴る 如き 木の 菜、 何れ か 神の愛 を 表さざる。 畑實 りて § 

穫時 となれば、 萬 物を與 ふる 神の 恩み 更に 著し。 

と 歌 ひて 感諫の 意 を 表する ことなり。 『朝夕に 物 食 ふごと に 豐受の 神の 惠みを S へ 世の 人』 と我國 

の古擧 者が 詠ぜ しも、 實に 道理 ぞ かし。 然るに この 譬喩の 富める 人 は、 造化の 惠み 著しき 中に 身 を 

圍 まれ 乍ら、 目 を 擧げて 神 を 仰ぎ見る の 心 も 起ら す、 花よりも 團 子と 言 ふ 如き 靈界の 無風 流漢に 

て、 唯 如何に 樂み 如何に 遊ばん かとの 問題に 苦心す るの み。 人心の 奥底に は、 §1 祟 拜の念 あり、 


さけ 

恩に 感じ、 愛に 勵 まされ、 神に 尊み 事 ふるの 赤誠 胸中に 潜みつ. - あり。 窮 すれば 則ち 天に 號び、 感 

おの， つか 

すれ f  M ち 神 fjl 訴ふ。 大 いなる 惠みを 受け， 非常なる 成功に 接する とき は、 自ら 己 を 佑け たる 至上 

者 こ 思 ひ 至り 報恩の 心 頻りに 萌す。 是れ 人情の 自然に 非す や。 然るに 此 富める 人 は、 五穀 實 りて 作 

り 物を藏 むる 所な き 程に 案外の 富 を 致せし にも 拘ら す、 尙ほ 神の 事に は 心 付かす、 唯一 筋に 貨殖の 

道に 精；^ を 費せ り。 其靈 性の 銀 線 は、 神の 恩み の 風に 吹かる る も、 感謝の 音を發 する ことなし。 是 

れ 天下の 大 俗に 非す して 何ぞ や。 彼は此 心なき が 故に、 牧穫の 喜び を 俗にし、 小に し、 短く し、 又 

淺 くした る ものな り。 麥浪 海の 如く、 垂穗 黄金の 如く 色 づき、 倉廩 山の 如くなる は 農家の 快 樂に非 

す や。 然れ ども 守錢 奴と して、 快樂 主義の 徒と して、 愈獸の 仲間と して、 之 を 見る のみに あらんよ 

り は、 之に 加 ふるに 靈 性の 感 覺を發 揮し、 之 を 天父の 恩賜と 認め、 粒々 悉く 神の愛の 結晶せ る もの 

なりと 覺り、 之 を 食 ふ は 一 種の 聖 晩餐に 列す るが 如き ものなる の 心地し、 凡て 物質 上の 快樂 を以 

て、 祌の 制定せ る聖奠 なりと 感じ、 野の 百合に も 空の 鳥に も 叉、 天父 を 想 ひやり、 卑しき 身 尙ほ斯 

くば かり 上帝の 恩寵に 浴す るかと 思 ふに 至らば、 春の 耘ひ、 夏の 耕し、 秋の 牧獲、 冬の 取 人れ、 凡 

て 新なる 意味 を備 へ、 其樂み 愈々 深く 長く 且つ 偉い ならん。 然る を この 富める 人の 如く 蓄へ 且つ 樂 

む 時 は、 倉廩 充 ちて 胸中 愈々 空しく、 肉體 肥えて 靈性 日々 に 瘦せ衰 ふるのみ。 祌の惠 み を 記憶し つ 

つ 富 をな すと き は、 之が 爲に その 靈性も 進歩し、 心 も 漸く 高尙 なること を 得ん。 慈母 手中の 線、 遊 

子 身上の 衣、 行に 臨んで 密密に 縫 ひし もの、 其 心 は 唯 彼が 遲々 として 歸 らんこと を 恐る るの み。 斯 
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の 如く 慈愛の 籠れる 遊子 身上の 衣 を、 一 櫻 萬 金 暴 富 を 致して、 三越の 店に 新調せ る 綾羅 錦繡に 比す 

れば 孝子の 心に 於る 其の 價値幾 倍なる を 知る ベから す。 富める 人 倉廩 充ち 溢る る も 神の 恩み を 記 

憶せ ざり しため、 其の 靈 性の 卑俗なる を 暴露せ しのみ ならす、 彼 は 其の 幸福 を享 くるに 於て 大いに 

損失せ ひと 謂 はざる ベから す。 斯の 如き もの は 豈に唯 此の 譬喩の 富める 者の みならん や。 我等、 架く 

自ら を 顧みざる ベから す。 

第二 彼 は 所有 樓の 意味 を 誤解せ り。 天下の もの 絕對 的に 我等の 所有物た る 物な し。 動 蜜と いひ 

不動産と いふ 凡て 神の 委托 品に して、 我等 は 之れ に對 して 保管 者の 地位に 立つ ものな り。 之を活 

利 導す るの 責任 を 神に 對 して 負へ る ものな り。 寶を 積み 財を貯 ふるの 曉、 揎に 己が 目的の ためこ 之 

を 使用して 忌み 憚る 所な く、 神に 對 して 之 を 保管す るの 責任 ある を 忘れ、 神の 之 を 我に 賜る や 偶然な 

ら す、 必す之 を 以て 成就すべき 神聖なる 目的 ある を 思 はす 、財産の 處 分に 專ら 我意 を 振舞 ふま、 大ぃ 

なる 罪悪な りと 謂 はざる ベから す。 例へば 此にー 個の 株式 會社 あらんに、 年度の 決算 をな すに 當り、 

支配人が 其の 利を獨 占して、 己が 思 ふ 儘に 之 を 濫用す るの 不都合なる は 何人も 疑 ふ ものな からん。 

必す 株主 の 總會を 開 き、 配 當も積 立 も適當 に 之 を 議決す ベ き 害な り。 人 その 產 業を處 分す る に 當り 、 

唯 己と 人間の 組合との みに て 之 を牧ま 決算して 費消す べきに 非す。 神と 言へ る 一 大 資本 者 を 招き 其 

投票 を 乞 ひ、 其 意 を 受け、 之に 對 する 責任 を 謹みて、 後に 用途 を 定め、 貯蓄の 道 をも講 すべき 道现な 

ひ。 宫吏、 商人、 擧者、 農夫 等 何れの 種 額に 属する もの にても、 皆產 業の 主 權者は 天に 在る の 上帝 


にして、 凡ての 用途 其の 意 を 受けざる ベから すとの 責任 を 重ん する に 至らば、 社會 の有樣 驚くべき 

程に 變 化し、 我等が 日常の 生活 も 面目 を改 むる ことならん。 日々 の 賃銀に 衣食す る もの も、 手廣き 

業務 を營む もの も、 その 帳場に 神の 主權 儼然として 存 する を 記憶せ よ。 何 を 着、 何 を 食 ひ、 如何に 

積み、 何程 貯 へんとの み 思 はす、 先づ 第一 に此を 如何にな すが 神の 御 心なり やと 探求せ よ。 今や 物 

質的の 文明 滔 天の 勢 を 以て 社 會に撗 流せん とする の 時勢に 際し、 我等が 人間の 產業 に付きて 神の 主 

權 ある を 確認し、 之 を呼號 して 社會 に宣傳 する は、 國家 のために 最大 急務な ひと 謂 はざる ベから 

す。 身 を 修め 家 を 整へ、 现財 貨殖の 道を講 する に當 ひ、 我等 各自に 取りて 此眞理 を 記憶す る は 最も 

必要なる ことならん。 此 譬喩の 富める もの は、 財 產の處 分に 就きて 其主權 者た る 神 を 度 外に 置き、 

己の 責任 を 忘却し、 私意 を逞 うし、 其の 處分法 を 思料して 其 用途 を 決定した.^。 其 罪 また 重から す 

や。 此の 着 實節儉 の 農夫 はまこと は 神の 大罪 人に て ありし な ひ。 

三 彼 は その 靈に向 ひて 言へ り。 靈ょ、 多年 を 過す 程の 多くの 財 を 有ち たれば、 安心して 食 ひ 

飮み樂 しめよ と 言 はんとす と。 彼 は 己 ある こと を 知って 他人 ある こと を 知らす。 己の 快 樂を充 すべ 

きを 思 ひて、 他に 之 を 要求す る 人 ある を 思 は ざり しなり。 自ら は 飽食暖衣、 逸 居して 天下 飢寒の 民 

多く ある を 忘れた るな り。 彼 は 食 ひ 飮み樂 しむと 言 ふ 卑陋なる 快樂の 外に、 快樂 なる もの ある を覺 

らざ りき。 今日 我國 の社會 に跋屋 する 紳商なる ものが、 如何に その 财產を 費消し っ& あるか を 思 

へ。 彼等 は 日夜 食ひ飮 みする ことの 外樂 しみな く、 肉 愁を恣 にし、 酒色 を 貪る の外餘 念な きものの 
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如し。 彼等 は 公共心に 乏しく、 博愛の 念微 にして、 氣品 高き 風流の 嗜 みに 乏しく、 精神 上の 快樂を 

閑却す。 彼等 は その 使役す る 勞働者 を 器械と 同 一 視し、 貧民の 窮苦を 見る 市街 鐵 道に 鞭 據 せらる る 

馬 を 見る よりも 輕し。 食前 i#<、 五味 八 珍を陳 ぬれ ども、 貧民 問題の 切迫し 來るを 思 はざる なり。 

彼等 は 己の 快樂を 思へ ども、 其の 最も 卑しく 小さき もの を 取る のみ。 彼等 は 己の 快 樂を貪 りて 他に 

之 を 要する もの ある を覺ら す。 財 を 積みて 孤獨寂 家ー なる 生涯 を營 み、 單身飮 み 食 ひして 一生 を 安ら 

かに 過さん と 欲す。 彼等 は 智慮 人に 過ぎ、 遠く 百年の 謀 を 定めて 心安し と 思 ふならん。 然れ ども 神 

は 之に 向 ひて 11 目 ふ、 愚かなる 者よ と。 富める 者 は 智者と 仰がれ、 貧しき もの は 愚者と 輕 んぜら る。 

紳商の 思慮、 富家の 魂膽、 千慮に 一 失な く、 着々 功 を 奏すべ しと、 我 も 思 ひ 人 も 許すべし と雖 も、 豈 

料らん や 神 は 之 を { さ 判して 愚か ものよ と 宣告す。 ぁ&驕 りに 耽る 御用商人よ、 汝は必 すし も 智者に 

非 ざり しなり。 飢寒に 泣く 貧 人よ、 聊か 慰む る 所 あれ、 汝の貧 を 笑 ふ 富豪 必す しも 智者に 非す、 汝 

が 天に 在る の 父 は、 之 を 愚か者よ と 宣告したり。 彼等 は 財を蓄 へ、 永年の 計 を 定めて 得意 滿々、 

靈ょ 心安 かれと 言 ひつ- - あれ ど、 天地 は 神の 天地な り、 祌は 人の 所有物 を 以て 人 を 取捨せ す、 人 を 

以て 人 を 取捨す。 愚かなる 者よ 今宵 汝が靈 取らる る こと あらば、 汝の備 へし もの は 誰が ものになる 

や。 桃李 笑へ ども 之を植 ゑし もの. 1^ 處 にある や。 よしや 君 昔の 玉の 床 とても、 かからん 後 は 何に か 

はせん。 赤々 裸々 ありし 儘の 身 を 以て 五十 年の 夢 醒め、 永遠の 世に 移りて 神の 前に 立つ とき は、 生 

前の 財 寶何處 にあり や。 生前の 榮 華何處 にあり や。 假に 所有せ し財產 爵位 斯 からん 後 は 我に 附隨せ 


す。 唯 だ 我 は 我 を 以て 神の 前に 立つ のみ。 而 して 唯一の 問題 は 我 は 如何なる も のぞ、， 我と；^ と 何の 

關係 あり やとの 外な からん。 人の 命 は 所有物の 豐 かなる に は 由ら す。 祌の 前にて 誇るべき 財 を 自ら 

の！^ に備 ふること なくば、 人間の 富また 何の 益 か あらん。 凡そ 己の ために 財を蓄 へ、 神に 就て 富ま 

ざる もの は、 眞 正の 富 を 得し ものに 非す。 使徒 バウ 口の 如く 斷ー 百す る こと を 得すん ば 死生の 間に 迷 

ひて、 未だ 心 を 安ん する の 道 を覺ら ざる ものな り。 曰く、 『基督の 愛より 我ら を 絶ら せん もの は誰ぞ 

£ ナ  くるしみ  せめ  うえ  は どか  あ ふき  つる； W 

や、 あ 難なる か、 或は 困苦 か、 迫害 か、 飢餓 か、 裸 程 か、 危險 か、 刀劍 なる か、  或は 死、 或 

は， sf、 或は 天の 使、 或は 執政、 或は 權能 ある もの、 或はべ 「ある もの、 或は 後 あらん もの、 或は 高 

き、 或は 深き、 叉 外の 受造物 は、 我等 を わが 主耶穌 基督に 依れる 神の愛より 絕ら する こと 能 はざる 

ものなる を 我 は 信ぜり』 と (，？ ？ 書 if 一き)。 パゥ。 の 生命 は 所有物の 豐 かなる に は 由ら す、 或は 死 或 

は 生、 或は 今 ある もの 或は 後 あらん ものに 拘ら す、 己の 衷に備 はり、 己が 人格と なりて 存在せ し 或 

もの を 得 たれば こそ、 彼 は斯の 如き 曾 を爲す こと を 得た る なれ。 彼 は 主 耶蘇 基督に 依れる 神の愛 を 

たり。 彼が 生命 此に 在りき。 我等の 生命 また 此に 在るべし。 


富める S 者  二 七 
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活ける 泉 

(約 翰傳 四の  一— 二 六)  ， 

1 耶穌 まさに ガリ ラャに 行かん とす。 途サ マリヤ を 過ぎ 一日 午に 近き 時、 郊外の 井の 邊に 憩へ 

まち 

り。 其 弟子 等 食物 を 買 はんとて 市に 行きし かば、 耶穌 一 人 旅の 疲を 休めつつ あるな り。 折し もサマ 

.T ざ 

リャの 一 婦人 水 を 汲みに 來る。 彼 は 此の 賤 しき 業を爲 すに 當 りて 救世主に 逢 はんと は 思 ひも 懸け ざ 

りしな り。 然れ ども 兹に 端な く 高潔なる 耶穌の 前に 立ちて、 其 福音に 耳 を 傾く るの 機 會を與 へられ 

き。 實に 奇異なる 對 面に あらす や、 今夕 此處に 来られし 諸君の 中には 餘り宗 敎心も 熟せす、 唯 だ 好 

奇の 念^ 驅られ 或は 人に 勸 めら るるより 來 ると はなしに 何氣 なく 參會 せら Je, たる も あるべし。 何 

にせよ 凡ての 人が 今夕 此 席上 耶 穌に邂 返して 己れ を 知り、 叉 神 を 知りて、 活ける 水 を 掬 せられん こ 

と は 余の 切に 望む ところな り。 

二 此女は 世に 比 ひなき ほど 不幸な り。 彼 は 夫 を 有つ こと 五 人、 然 かも 一人と して 配ひ途 ぐる こ 

と 能 はす。 ：S 不品行な りしに 因る か、 將た 止む こと を 得ざる 事情 ありし もの か。 兎に角 其、 家庭 平和 

を 保つ こと 能 はす。 波風 荒く して 常に 不安の 境遇に 立ちた るな り。 如何なる 艱難 ありと も、 I 家の 

中和 樂 する こと だに あらば、 浮世 は 忍び 易 かるべし。 家庭の 港 崩れ 潰えて は 世 を 渡る ものの 悲慘殆 


んど之 を 救 ふに 由な からん とす。 さらぬ だに 水 を 汲む 如き 賤業を 厭 ふ は 人情の 常 なれば、 斯る 境遇 

あじき 

の 彼に 取りて は 世の中の 如何に 味氣 なく 感ぜられ しか 察する に餘り あるべし。 

ひる 

故ら に 人の 稀なる べき 午の 頃 を 選びて 水 を 汲まん となした る は、 人目 を 憚る ところ ありし にや。 

凡て 彼が 心事 偶む に堪 へたり。 其 生活 は 辛慘を 極めたり と 謂 はざる ベから す。 之が 爲性惰 にも 影響 

い お わる  ； 

を 及ばされて、 彼 は 心 も 僻み 意地 惡く なりぬ。 其 目に は 世界 悉く 敵と も 見えた らん 耶穌と 交 はせ 

し 問答 を 見ても、 彼が 殆ど 自暴 自繁 とも 云 ふべき 勢 ひ 凄まじ かりし を 知るべし。 艱難の 爲に 天地の 

繼子氣 質を帶 ぶる に 至る もの 此の 婦人の みに 非ざる べし。 

三 彼 は 其の 負けじ魂 を勵 まして、 猶も 人生の 盛り返し 策 を 講じた るな らん。 然れ ども 人生の 眞 

相に 通ぜ す、 神の 光明 彼が 胸中に 徹せ ざり し爲、 唯 其の 救 ひ を 外物に 求め 其の 境遇 だに 變 化せば 幸 

福 恢復 せらるべく、 安心 を 得ん こと も 確かな りと 思 ひしな らん。 左れば 其の 問 ふところ は 釣瓶のお 

無な り。 然ら ざれば 井の 深く して 汲み 難き を 眩き、 遙 かに 歩み を 運びて 之 を 汲む の 煩 はしき を 歎息 

したる のみ。 彼 は 外界の 事物 を 整頓し、 衣食住の 自由 を 全 ふす る こと を專 一 に 計畫し 居る ものの 如 

し 0 

叫 凡そ 外部に 頼る もの は 屡々 動かさる。 常に 安 からん こと 思 ひも よらす。 物に 繫る もの は 動 

く。 況ゃ 一朝 變に遇 ふの 場合に 於て を や。 大地に 安ん する もの は 變に遇 ふと 雖も 動かす。 況ゃ 常時 

に 於て を や。 比の 故に 人 は 其の 止まるべき ところ を擇 み、 其の 頼むべき ところ を 正しく 定めざる ベ 
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からす。 

耶穌は 人の 胸中 絡え す 湧き出で て 永生に 至るべき 活 水を與 へんと 云 はれたり。 之 を 外界に 求む る 

もちもの 

に 非す。 常に 胸中に 蓄へ 置く。 此れ 眞 正の 平和に 非す や。 人 は 其の 所有物に 安ん すべから す。 其の 

精神 上の 资格を 具へ 品性の 富 を 第 一 の 心 懸けと 爲 すべし。 神 を 愛する こと を 知り、 神に 愛せら るる こ 

め ひ？ 5 

と を經驗 して、 神 を 己が 中に 受け 容れ、 其 恩寵の 富 を 心に 藏す るに 至らば、 喜樂の 源泉 胸に 湧きて 

滾々 盡 きす、 遂に 限り無き に 至らん とす。 井の 水 を飮む もの は又渴 かん。 耶 穌の與 ふる 活ける 水 を 

飲む もの は渴 くこと なし。 世俗の 土臭き 水 を 頼む ベから す。 耶 穌に賴 りて 天より 流れ 來る 所の 活け 

る 水 を 掬すべし。 耶穌 十字架に 死 せんとす る や 其の 傍に 同じく 礎 殺せら るる 一人の 盗人 あり。 左し 

もの 悪漢 耶穌 の淸ら かにして 動かざる の 平和 ある を 見、 人の 罪の ため 神の 前に 赦しを 求められし 其 

の 恩 慈の 限りなき に 感じて、 年来の 迷夢 覺め， 前日の 非 を 悔い 靈性 上の 飢渴 頻りに 催 ふして 曰く、 

汝 神の 國に 至らん 時 我 を 記憶え よと。 耶穌 答へ て 曰く， 汝 今日 我と ともに、 樂 園に 居るべし と。 死 

する 時に 求めて 死す る 時に 之を與 ふ。 無形の 取引 奇 ならす や。 此る 際に 受授 する 物品 は、 世上の も 

のと は事變 りて 靈妙 不思議 永久 不變 なり。 之を携 へて 水火に も 入るべく、 之 を 抱かば 病床 も樂 園に 

等しく、 之 を 胸に 藏 すれば 死 も猶歸 るが 如し。 土 を 穿てる 井に 非す。 基督の 與 ふる 活水 は、 中に 湧 

き 上りて 盡 くる 時な からん とす。 サ マリヤの 女に も 之を與 へんと 言 はれたり。 基督 は 今日 凡ての 人 

に 此の 泉を與 へんと 欲す。 


五 耶穌サ マリヤの 女に 告げて！ ：！  く、 汝 若し 神の 賜 を 知らば と。 女 は 僅かに 有形の 水 を 主に 求め 

しのみ。 彼は神の賜如何に^!„3;くして大なるべきゃを夢にも覺らざりしなり。 頑是無き 痴 兒の 親に 求 

むる ところ を聽 け。 敎育 を與へ 同情 を 寄せ 年来の 經驗を 傅へ、 行く./ \ は 凡ての 肘產を 之に 讓 らん 

と 欲す。 然れ ども 子 は 愚かに も 之 を覺ら ざるな り。 唯 飴 を 求め、 玩具 を 乞 ひ、 遊び 戯れん こと を 願 

ふの み。 彼 は 此の 外に 餘念 なし。 親の 蓄 ふる 賜と 子の 求む ると ころと、 相隔 る： g しと 謂 はざる 可ら 

す。 此れ 親の 賜の 如何に 豐 富なる や を 知らざる なり。 子の 希望の 小なる、 其 計 畫の淺 薄なる、 せ， ハの 

求む ると ころの 鄙吝 なる、 誠に 心 ある ものの 口 惜く感 すると ころに 非す や。 然れ ども 神の 賜の 豐か 

にして 大 いなる に 比 ぶれば、 凡て 人の 思慮 亦 之と 異る ものな からん。 人心 は祌を 受け 容 れん 爲に造 

られ たり。 祌を 愛せ ざれば 安ん する こと 能 はざる ベく 組織せられ たり。 限り無き 生命 こそ 其の 本來 

の 虞 面目に て ある なれ， - 然れ ども 其の 求む ると ころ は虚榮 のみ。 唯 だ 明け暮れ 何 を 着、 何 を 食 はん 

とのみ 思 ひ 煩 ふ。 神の 恩寵 廣大 にして 其 賜 甚だ 高尙 なり。 然れ ども 人の 求む ると ころの 鄙し きは恰 

も 帝； 土より 其 所望 如何と 問れ て、 唯 だ 一 椀の 飯と 薦 一 枚と を 以て 之に 答 ふる 乞食に 異ら す。 大いに 

望み、 大いに 獲ん と 欲する の氣 象と 精神と を 養 はざる ベから す。 寶の 山に 入りながら 柴を 樵り て歸 

るの み、 豈に 愚かなら す や。 花の 下に 座して 唯 だ 杯盤 狼籍を 極む るの み、 豈に 殺風景 ならす や。 神 

ひ 天地に 住み、 靈 なる 父の 家に 宿りて、 唯 だ 飲食の 奴隸 たる は、 其の 不條理 之よりも： に甚 しと 謂 

はざる 可ら す。 
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六 耶穌 また 曰く、 汝と 語る ものの 誰なる や を 知らば と。 彼 は 眼前に 耶穌を 見ながら 其の 誰なる 

や を 知ら ざり しなり。 其の 滿ち 足れる 中に 恩寵 豐 かなる 耶穌 限り無き 賜 を 以て 其の 咫尺の 間に 立て 

り。 然れ ども 彼 は 之 を 嘲弄 せんと 試みたり。 而 して 水 を 汲む に 釣瓶な きを 說く のみ、 嘗て アマゾン 

の 河口に 難破せ る 船 あり。 兩岸相 遠くして 際涯 を 知らす。 宛ら 茫渺 たる 大洋の 如し。 船中の 人 其の 

河なる を 知らす。 飲料水 盡 きて 太く 渴す るに 及び、 彼等 は 徒らに 天 を 仰ぎて 雨滴の 降らん こと を 待 

つのみ。 而 して 己が 船 を 浮ぶ る漫々 たる 水 悉く 飲料水なる を覺ら ざり しなり。 人生 多く は 斯の如 

し。 眼 を 開きて 思 ひ 見ば、 限り無き 生命の 活水 近き にあり。 流れて 我が 胸中に 湧き上 らんこと を 待 

つ。 然れ ども 遠く 行く こと を 慮り 釣瓶 を 得て 之 を 汲まん と 焦る のみ。 神の 世 を 愛しみ 給 ふ は、 其の 

獨り 子を與 ふる ほどな り。 此の 愛 基督に よりて 顯る。 之 を 味 ひ 知らん とき 天地の 局面 ー變 し、 靈性 

革新し て 永遠 涸れざる の 泉 各自 の 胸に 湧き出 でんと す。 

七 夫 を 呼び 来れとの 耶穌 の聲は 彼が 良心 を 震動したり。 其の 眠れる 霧 性 は 之が ために 目覺 めた 

り。 五囘 その 夫を換 ベて 今 共に 住む もの は正當 なる 配偶に あらす。 耶穌 此の 事實を 捉へ來 りて 彼が 

靈性を 刺激す。 彼 は 世に 於て 不幸なる 女たり しのみ ならす、 又 罪 ある ものに て ありき。 人生の 苦痛 

一 方より 之 を 刺激し 罪悪の 感覺 他の 側面より 之 を 動かす。 頌 にして 心 僻める サ マ リャの 女 も 此に於 

て靈性 上の 希望 を 起し、 神の 事 を 心頭に 浮べ 來り、 遂に 問 ふて 曰く、 我等の 列祖は 此の 山に て拜せ 

しに 汝等 は拜 すべき 所 エルサレム なりと 云 ふ。 其の 是非 如何と。 此 所に 耶穌 の談愈 佳境に 人り て 神 


と 人との 關係 適切に 說 明せられ たり。 余 は 今夕 此 處に會 合せられ たる 諸人が 人生の 眞相を 悟り、 道 

念 を覺醒 せしめ、 宗教の 念を發 して 其の 主意と する 神の 一 事に 心 を 用ゐ、 肅 みて 主耶穌 の敎 へを受 

いふち  ふところ 

け， 生命の 道に 就きて 深く 發明 せらる る 所 あらん を 望む。 未だ 神を兒 しもの なし、 唯 だ 神の K にあ 

あら は 

る獨り 子の み 之を顯 せり。  . 

罪と 其の 救 ひ 

我等 は 罪 を 負へ り。 天下に 義人な し 否な 一 人 も ある ことなし。 基督の 福音 は I 非 ある ものに 傳 へら 

おと ヴれ 

れ たる 救の 音信な り。  \ 

罪 惡てふ 言葉 は 普通に 用ゐら るる ものに て、 別段 難 かしき 意味 ありと も兑 えす。 然れ ども 基督の 

敎へ にて は 其 意義 世間に て解釋 せらる ると 大に其 趣き を 異にする もの あり。 凡て 罪惡は 神に 逆ら ひ 

て爲 された る ものな り。 律法 若く は 道義 を 犯す よりも、 寧ろ 神 を 犯せり と 見る が罪惡 なり。 罪と は 

道に 背く が 上に 神 自身に 背く ことなり。 同一 の 放蕩 にても 獨身 ものの 爲す ところと 父母 ある ものの 

犯す ところと： S だ 異なり。 世界に 孤客た る ものの 淫 酒に 耽る が 不道德 なること 論す る こと を俟た 
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す。 然れ ども 故鄕に 父母 を 有する もの 漫 りに 酒宴 遊興に 耽る に 至りて は 其 無情 更に 甚だしく、 之 を 

獨身者 の 所爲 に 比 ぶれば 最も 悪む べき もの あ るべ し。 基督 敎徒は 此の 父母 ある ものの 放蕩 を 爲す如 

き 意味に 於て 凡ての 惡 德を觀 察す。 ， 罪惡は 天父に 對 する 不義な り。 天主 上帝に 逆 ひて 反逆 を 企つ る 

ことなり。 罪人 は 靈界の 朝敵な り。 

罪惡は 疾病な り。 聖 ま 量々 罪惡を 病に 譬ふ。 其 意味 極めて 剴切な り。 擧 げんと 欲すれ 共手擧 がら 

たまし ひ 

す。 轉 ぜんと 欲すれ ども 歩 を 移す こと 能 はす。 之 を 中風と 云 ふ。 靈 魂の 病む 亦 之と 同じ。. 共 欲する 

所 之 を 行 ふ 能 はす。 其 欲せざる ところ 反って 之 を 行 ふ。 此れ 道德 上の 病に 非す や。 周圍の 事物と 調 

和して 相順應 する 之 を 生物の 本色と す。 調和 不完全に して 順應 例の 如くなら ざる 之 を 病と 云 ふ。 調 

和 を 恢復す る こと 能 はす 不調 子 愈 甚だしからば 其 結果 唯一 死 あるの み。 靈性は 神 及び 祌の 世界と 順 

應 して 活動すべく 組織せられ たり。 信仰 崇拜 敬愛 渴望 祈念 等は靈 魂と 神と の順應 調和せ るに て 所謂 

限 ひなき 生命な り。 是 等の 作用^ 滯し 若く は廢絕 する 此れ 罪惡に 非す して 何ぞ や。 食氣 進ます、 胃 

腑に病 あるな り。 物の 色を辨 する こと 定かなら す。 眼 盲 せんとす るに 非す や。 我等が 靈 性の 神と 其 

事と に 於け る 亦 此の 如くならば、 其 病旣に 膏肓に 入りた るなる を 知るべし。 罪 惡旣に 病 を 以て 譬 ふべ 

し。 之に 對 する 神の 態. 度 如何 ぞゃ。 吾等 は 親しき ものの 病み 臥す に當り 其の 傍に 坐して 憂へ 悶え、 

時として は 病 者 自身に も 勝れる 悲み を經驗 すべし。 天の 父 我等の 罪惡を 見る 亦 此の 如くな らん、 之 

を 推し量りて 同情の 念 を 催 ふし、 自ら 奮て 起たん と 欲する に 至らば、 靈 魂の 病 漸く 恢復 期に 向へ る 


を 知るべし。 

： あ.々^ は 姆 なり。 之 を 犯す は 肉 慾の 奴隸 たる ことなり。 道念 其の 自出を 失 ひ、 91 性 北ハの 理想に 向 

て >!. 〔励す る こと 能 はす。 罪： € の 囚庾ゾ となりて 心 を 形に 役せられ" 靈魂を 肉體に 虐げら る。 奴隸 たる 

之より： g だしき もの あらん や。 バウ nn: く、 鳴 呼 我 困苦の 人なる かな。 誰か 此の 死の 體 より 我 を 救 

はんや。  - 

れ仿 .isi り。 耶穌 祈り を敎 へて ほく、 我等に 負债 ある もの を 我, の赦す 如く、 我等の 負债を 

も赦し 給へ と。 罪 は 俗 ふ を 要せら るる ftts なり。 明かに 祌の赦 し を 受け ざれば 心 を 安ん する こと 

能 はす。 罰 は 影の 形に 添 ふ 如く。 罪悪と 必然 相 作 ふべ し。 罰 は 罪の 一 半な りと 云へ る も實に 然る こ 

となり。 我等 旣に罪 を 天に 獲たり。 此の 負债 如何に 處置 せらるべき や。 決して 此條 にして 過ぐ ベ か 

らす。 规しァ ゥグス チヌス の 首へ る 如く 罰 は 罪惡者 の 公道な り。 彼 は 之を受 くべき 義務 あり。 否自 

ら 進んで 之に 當ら ざる 可 かす。 之 を 罰する は 之に 公 逍を行 ふに 過ぎす。 彼 は 罰せら るるの 義務 ある 

のみなら す、 又 其 特權を も 有すと 謂 はざる 可ら す。 罪惡は 神に 離畔 して 之と 隔絶す る ことなり、 路 

加 傅に 兌え たる 蕩子父 を 離れて 遠く 去りぬ。 此れ 罪惡 なり。. 我等 は 遠く 神 を 離れ 去りぬ。 日光の 徹 

せざる 所に 生 ふる 草木 は 繁茂す る こと 能 はす。 共 形 も 色 も 何ぞ衰 へたる の s: しき や。 生命の 本源に 

1  迷 ざ かりて 生命 を 保たん と 欲する も E お 其れ 得 ベ けんや。 

一 バウ aZ: く、 人 ル：： 罪 を 犯して 祌の榮 光を受 くるに 足らすな ひぬ と。 祌の靈 的 威光 郝灼 たり。 其 愛 

3§ と 其の 救 ひ  三 五 
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其義限りなき榮光を放って我ゅ^-の前に映す。 人 は 本来 此の 榮 光に 與 かり 己れ の 品性、 祌の德 と 一致 

する を 其 天職と す J 宗敎は 神の 活動に 參し、 其 德を與 にす る ことなり、 神の 前に 立ち 己が 參與 すべ 

き 害の 榮 光に 接し、 退いて 罪悪 を 顧る 時 は 恐懼 身 を 置く 所 を 知らす。 此に 於て 神の 榮ぇ を受 くるに 

足らすな りし を慚悔 する 此れ 基督 敎 徒の 悔改な ひ。 

神 は 愛な り。 然れ ども 我等 は 其 愛た るに 安ん する こと 能 はざる なり。 何と なれば 神の愛 は 神聖な 

り。 凡て 愛 は輕々 しく 己れ を 他に 許すべき ものに 非す.。 自ら を 重んじて 己が 責ぶ ところに 注ぐ が 愛 

の 本質な り。 豚に 眞珠を 投げ 與 ふべ からす。 其 最も 深き 意味に 於る 愛 は 其 愛する もの を 喜び 之に 滿 

足す る ことなり。 祌豈に 罪惡者 を悅び mj つ 之に 滿足 する こと を 得ん や。 神 は 愛の 眞珠を 诼に 4 又^ * 

ふること 能 はざる なり。 約 百 曰く 此 故に 我 神の 前に 戰慄 す。 我考 ふれば 神 を 恐る。 祌は 我心 を 弱く 

ならしめ、 全能者 我心 をして 恐れし め 給 ふと。 此れ 罪悪 者が 己れ を 知りつつ 神の 前に 立つ に當 りて 

感覺 すると ころに 非す や。 罪を赦 されす、 之 を 救 はれす して 祌の 前に 立つ は 針の +ー ^ に 坐す るよ ひも 

難し。 ィザャ 書に 曰く  (さ ホバの 御手 は 短く して 救 ひ 得ざる に 非す。 其 耳 は 鈍く して 聞えざる 

よこし  わざ  かま 

に 非す。 唯 だ 汝の邪 まなる 業 汝と祌 との 間 を 隔てたり。 汝の罪 神の 御 m を 覆 ひて 聞え ざら しめたり 

と。 祌は 恩寵に て充滿 し、 其 愛 溢れて 我等に 注がん とす。 然れ ども 罪惡の 之を妨 ぐる もの あり。 如 

何に せば 此の 罪悪より 救 はるる こと を 得ん や。 

二 


卯：： sj^ を感 すれば 之と 同時に 已が 無能 無すな きを 感ぜざる を 得す。 力 ントの 如き も 人心に 根本的の 

ぬ ある を 認めたり。 罪悪 如何に 深く 根 を 人心に 張り 如何に 其頑强 なる か を 知らば、 之 を 如何と もな 

し 難く 覺 えて 自暴自棄に 陷 らんと する に 至るべし。 故に 助け を祌に 求む る こと をせ ざる は 罪 惡の勢 

力の 犬なる を 知ら ざれば なり。 罪惡の 勢力 を 知らざる は、 平素 之と 苦鬪 する こと 少なき に 因る のみ。 

0 に 罪悪 の 勢力 を 感覺 せば、 如何にして も 無神論者 たる こと 能 はざる べし。 

レ コント 生物の 進化 を 論じて 曰く、 其の 最下 級の ものよ ひ 漸く 進みて 人に 達し、 最 劣等の 人物よ 

り 理想 人物に 及ぶ までの 行程 は、 眞 直にして 幅 甚だ 狭し。 故に 之 を 見出す もの 極めて 僅少な り。 進 

化の 途上 I 歩 を 誤らば 毛 厘の 差 遂に 千里の 隔絶 を 来たし、 其の 豫 期せし 點 まで 達する こと 能 はす。 

I たび 踏み外 づ さば また 舊の 道に 立ち 遣る こと 能 はす。 例へば 樹木に 於け る 如し。 撗 様に 成長し 始 

むれば 永劫まで も 枝た るの み。 決して 幹と なる の 機 (く、 到底 雲に 幾. ゆる 梢に 達すべ からす。 

故に 罪悪 を 感じな ば 皿ち 失望 を 感ぜ すん ば あらす。 自ら 如何と も爲し 難き を 悟.：^ て 助け を 神明に 

求む るに 至るべし。 更に 罪悪の 赦 されん こと を 求む るに 至りて 益々 此の 感覺 を强 うすべし。 何とな 

れば罪 を 神に 獲て 赦さ れんこと を 望む は 容易き ことに 非れば なり。 蓋し 罪悪 者の！： に赦 さるる と は 

復た祌 に 信ぜら るるに 至る を 意味す。 其の 旣往の 罪に 對 する 態度 及び 將來に 於て 正義に 歸 らんと 欲 

する の 志 共に 祌の 前に 喜ばるべき 程にまで 成熟す る ことなり。 赦罪は 神に 屬望 せらる る ことな.^。 

；!:! 用の 恢復な り。 罪 ある もの 如何にして 此の 地位に 達する こと を 得ん や。 天地の 法則 は嚴 正にして 

11  1 と 其の 歡れ -   ^  ►li  一二 A  If 
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秋 毫も 誤らす。 善悪の 結果 響の 音に 應 する が 如し。 罪悪 を 犯して 恰も 之 を 犯さざる ものの 如く 兑ら 

れんと 欲する に 如何なる 道 あり や。 赦罪は 人の 切に 求む ると ころに て、 赦 されたり との 感覺 明白な 

ら ざれば 道德 上の 恢復 望む 可らざる なり。 然れ ども 此の 赦 罪て ふ 人生の 秘義を i くべき f 何處 にあ 

り や。 

靈的 生命の 救援 は 其 本源よ ひ發 せざる ベから す。 故に 罪 惡の救 ひ を 神に 求 む る は 自然の 順序な 

り。 人 £ 非に^ すれば 必す共 本に 反る。 罪に 悲む もの 自ら 神に 向って 叫ぶ。 祌に 非す して 人 を 救 ふ も 

の 有. るべ から ざれば なり。 ； t は 如.：！： にして 人 を 救 ふや。 兑ょ 他人 を 救 はんと 欲する もの は 苦痛の 路 

を 踏まざる ベから す。 義士 仁人 苦み て 億兆の 人堵に 安ん する こと を 5r 脾の救 ひも 亦然 かなりと は 

基督 敎の极 本 的眞理 なり。 蓋し 自ら 苦痛に 廿んじ 身 を犧牲 にして 他 を 救 ふ は 愛の 本質な り。 萬 勿の 

勝史は 之に 向って 發展し 来れる ものと す。 試に 見よ 其 進化の 程度 劣等なる 場合に 於て は 生物の 有様 

唯 弱肉強食の 事實を 示す のみ。 テ 一一 ソ ンの 所謂 自然界 は 爪牙 紅に 染みて 其 光景 ® だ 物凄き 狀 態に 非 

す や。 然れ ども 漸く 進みて は强者 弱者の 爲に 苦み、 力 ある もの 力なき もの を 負うて 進む。 燒 野の t 

子 夜の 鶴の みか は。 生物界 を 見渡せば 强者 弱者の 爲に 苦み て 之 を 扶持す るの 事實 夥しく、 世界 は 唯 

修羅場の 如きの みに 非るな. り。 人 界に 進み 人. りて は 此苹寶 更に 著明、 父母の 愛の 如き これな. り。 

然れ ども 之に も 優りて 高尙 なる は 善 者 進んで 悪者の 爲に 苦む ことなり。 1^ 毒の 杯 を飮ま しめられし 

ソクラテス、 展 途に窮 したる 孔 夫子な どの 如し。 人類の 發達は 主として 悪者の 爲に 苦しむ こと を 厩 


はざるぉ：^^-の光明を前に立てて進めるものなり。 歷 史上 最も 燥爛 として 萬 世に 光 被す る は 義人の 犧 

牲的^ 活に 非す や。 

liiirloi^ の 救 はるる も此 法則に 依ら すん ば あらす。 凡ての 救 ひ は 犠牲と 苦痛と を 意味す. る もの に 非す 

や。 支那 は 如. 何に して 救 はるべき か。 m 本 帝！： は 如何にして 革新の： 史を 作る こと をお しゃ。 不近 

德な る 子弟 如. 何 にして！！： 小-せらる る や。 北淸の 野に if されし 宣教師の 紅 血と 愛闽 者の 犠牲的 企業と 

に 非 すして. 何物 か 能く 支那 を 救 はん。 日本に 於ても 幾多 條慨高 |§ の士、 阔 難に 殉ぜ ざれば 開！： 進取 

の！： 是ぉ まること を 5^ ざり しなり。 不孝なる 子の 爲に 血涙に 咽. ぶ 父母な く、 罪な くして 遂に 獄中 病 

に 感染して 身命 を 抛つ に 至りし ジョ ン*ハ ワルド 無くば、 如何にして 蕩子闪 徒梅改 する こと を 5^ ん 

や。 又 如. ：！： にして 監獄の 改良 共 緒に 就く こと を はんや。 犠牲的 苦痛 は 人類の 改善 進歩す る 所以な 

り。 此：； ^も 美しき 犠牲的 高 義は唯 だ 人類 世界の 事實 たるの みならす、 祌 自身に 於ても 之と 同 一 の 事 

あるな り。 否 最も 1^ 滿に顯 影せられ たる 其事實 あるな り。 犠牲的 生活 は 天 地 萬 物の 奥底よ.^ 發現 

し 来れり。 人 の 犠牲的 生活 は 山川の 淺 くして 騷 ぐが 如きの み。 仰いで 祌を拜 すれば 即ち 愛 を 以て 

其の 本 In? とせら. る。 北ハ 犠牲的、 活動 限りなく 美妙な り。 其 高さ 深さ 大さ て 之 を 測る ベから す。 其經 

營の 悠久な. る を m 心へ。 共 未然に 人 を 愛する を兑 よ。 其 愛. 何ぞ 其れ 永き や。 基督 信者 は大膽 なる 信仰 

を 以て 人の た め 苦み 得 る种を ii:^ す。 之 に反して 眞 如と 云 ひ絕對 者と 呼び 根本的 實在 者と 名づ け 無 限 

さか 

の^ 體と稱 する も 賢し ぶ ひて 之 を 制限し 束縛し 緊縮し 去りて、 苦む こと も出來 す、 他の 爲に憂 ふる 

罪と ^4、 の 救 ひ  三 九 
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こと 能 はすと し、 犠牲的 活動 を爲 すの 素質な しと 斷じ、 漠然として 無味、 朦朧と して 煙りの 如き 愛 

らしから ざる 愛の 中に 神 を 幽閉す るの 結 茶に 終る 哲舉の 貧し さよ。 其 冷 かなる、 其 迂遠なる、 其 靈 

的內容 の疎漫 なる、 實に靈 魂 をして 逡巡 せしめ、 戰慄 せしめ、 惱 殺せし むる に 足るべし。 

人の 爲に苦 を 受け 得る 神 を 認め、 其 犠牲的 高義を 仰ぎて 父なる 神て ふ 眞味を 解し 限り無き 愛の 滿 

潮に 其 汚れ を 洗 はれた る靈魂 浮び 上りて 天に 朝す るを覺 ゆ。 此れ 基督 敎の 福音に 非す や。 誠に 朋友 

を 愛す る もの は 之 を 失 ふに 當り て 悲哀 切な る もの ある ベ し。 之 を 失 ふ も 宛ら 破れ 草鞋 を棄 つるに 異 

ら すん ば 朋友の 愛 何處に 在り や。 其 友に して 生存せば 再 會の機 至らん こと を渴 望し、 此 目的 を 達せ 

んが爲 に は 千里の 道 も 遠し とする に 足らす、 忍び 難き 苦痛 も 甘 じて 之 を 忍ぶ に 至り、 始めて 其の 友 

情 世の常なら ざり し を 知るべし。 子に 背かる る 親 は 其 愛の 切なる に準じて、 之を惜 むこと 深く、 之 

を 挽囘 せんが 爲に は 如何なる 艱難 を も 厭 は ざ るべ し。 凡て 愛なる もの は 此の 如き を 共の 眞 面目と 

す。 神の. 愛 又 然る か。 然ら ざれば 何 を 以て 之 を 愛な りと 云 ふや。 神 は 人の 罪悪に 陷 りて 之 を 背き 去 

き ！K 

りし を 痛まざる か。 人類の 無情 は 神の愛に 傷痕 を 負 はせ ざる か。 神旣に 人の 罪惡を 痛む とせば、 此 

れ 犠牲的 活動の 一端に 非す して 何ぞ や。 罪惡を 痛む の 愛 は 之 を挽囘 せんがた めに 尋ね 求む るの 愛と 

ならざる を 得す。 百 頭の 羊 其 一 を 失 ふに 當り、 善き 牧者 は 九十 九 を 置き、 行きて 彼の 一頭 を 獲る ま 

あた リ 

で 尋ねて 休まざる べし。 尋ね 得ば 之 を 肩に 驟け其 邊の人 を 呼びて 言 はん、 我と 共に 喜 こべ、 我 失へ 

る 羊 を 獲 たれば なりと。 此れ 人情の 自然な り。 然れ ども 主 耶穌は 言へ り、 我汝 等に 告げん 斯の 如く 


一人の 罪 ある 人悔 改めな ば、 悔改 るに 及ばざる 九十 九の 義人より は尙 天に 於て 喜び あらんと。 罪惡 

は 人 11 世界に 影嚮 する のみなら す、 其の 關係； 大に 在りても 甚だ 濃 かなり。 此れ 最も 不思議 なれ ど、 

又 最も 偸 快なる ほ つ 實に然 か あるべき ことに 非す や。 

神の 世 を 愛しみ 給 ふ は、 其 獨り子 を 賜 ふ 程な り。 こ は 之 を 信す る もの 減び すして 限りなく 生きん 

が爲 なり。 人の 想像 蒸 縮して 天 {4.： 海 濶の概 なく、 阁陋 なる 散文的 生活に 陷 りて、 詩 味 索然 靈覺 魔醉 

めくるめ 

せる がた め、 受 苦の 神て ふ 絶大の 觀 念を容 るるに 躊躇し、 人間に 現れし 神の 榮 光に 眩 最き、 甚 しき 

あざわら 

は イン カルえ， "ショ ンの 妙现を 嘲 ふに いたる。 然れ ども 靈性覺 め 来れば 此の 絶大なる 基督 敎の 眞理 

蜜よりも 甘く、  tin 慧の妙 極り なき を感 すべし。 

基督の 救 ひ は 神の 人 を 思 ふこと 甚だ 厚き を 示す。 人類の 眞價 之に 因りて 發揚 せられる。 人 自ら 稱 

して 萬 物の 靈 なりと 云 ふ。 蓋し 遙に 下級生 物 を 見下し 萬 物の 盲動す ると 自ら を 比較し 來り、 昂然と 

して 自尊 自重す るな り。 獨り 基督 者 は然ら す。 天主 上帝の 前に 拜 伏し、 其の 威徳に 打 たれ、 祌 深く 

つ >f  ヘリく だ 

人 を 愛する を 感じ、 基督の 降 生に 依りて 神と 密接なる 關係 ある を覺 り、 肅 しみ 謙りて 人生の 贾値甚 

だ大 なる を 認識す。 彼等 は 神の 子 類と して 眞 正なる 獨立 自尊 を 主張す。 或る 者ら と は 大いに 異るも 

の あるな り。 R つ 基督 を 信 すれば 人生の 理想 夢幻に あらす、 確に 完成 せらるべき を 信すべし。 其の 

十字架 は 罪惡の K 相 を 暴露す。 罪惡に 潜伏せ る 凡ての 害毒 此に 決潰、 し來 りて 其の 大逆 判明す。 基督 

の 十 字 架 は 最も 嚴 かなる 斷案を 人類 の 罪に 向って 宣告せ しも の 非す や。 

SS と 其の 救 ひ  gn 


祌と 人との 關係 基督に 於て 完全な り。 祌の 子た るの 德此に 至りて 圓滿 なり。 加 ふるに 彼 は I 非 ある 

ものの 道 德をも 具足せ り。 何 を か 罪 ある ものの 道 德と云 ふや。 一旦 罪 を 犯せば 適切に 之 を 感じ、 之 

を 悔い、 之 を 恥 ぢ、， 祌の 前に 肅 みて 罰 を 待ち、 謙りて 其の 結 鬼に 服從 する 之 を 罪 ある ものの 道德と 

す。 基督 は 最も 適切に 人類の 悪 を 感じ 北ハの 祌に對 する 大逆 如何に 甚 しきもの なるや を 遣る 隈なく 知 

悉し、 罪 ある もの 自身の 覺り 難き 點 にまで 深く 罪悪の 苦 を 不思議なる 同情に よりて 其の 身に 經驗し 

人 の ため 血 を 流して 祌 の 赦しを 祈れ り。 赛悪な る 世界に は 祌の悅 ぶ ベ き 霞 的 の 態度 及び 其 の滿 足す 

べき 美しき 品性 獨り耶 穌に存 する に 非す や。 人間 獨り 耶穌 のみ 完全なる 意味に 於て 神の愛 を 受領す 

るに 足る。 斯くて 基督 は 之 を 信す る もの を 擁し、 其の 革新 を 保證 し、 之に 愛護 を與 へ、 感化 を 施行 

し、 活力 を 送りつつ 恰 かも 善き 葡萄 の^が 其の 技 を 支持す る 如く、 新たなる 人類 を 抱き、 之 を 代表 

して 祌の 前に 立てり。 我等 罪 ありと 雖、 基督 を 信す る 時 は 之に 依り 赦 されて 新たに せられ、 又榮光 

に擧 げらる るな り。 

惡に處 する の道德 

基 誓 曰く 若し 兄弟 汝に 罪悪 を 犯さば 之 を 諫めよ。 彼 若し 悔いな ば 之を赦 せ。 若し  一 E に 七 度 罪悪 


を汝に 犯して 一日に 七 次 我れ 悔 ゆと 首 は、. -赦 すべし と。 基督 敎は赦 罪の 宗敎 なり。 共の 祌は 雨を義 

なる ものに も、 然ら ざる ものに も 降らせ、 善き ものなら びに 惡 しきものに 曰 を 照らす。 人の 尙ほ敵 

たりし 時、 神旣に 其の 愛子 を 降して 之 を 救 ふの 道 を 開かれたり。 世の 人 を 愛 まるる は、 獨子 を與ふ 

る 程な り。 神 は 人の 自ら 進んで 志を飜 すに 至る を 待た す、 彼が 之に 反き て 忌-, 1. 憚 かると ころな きに 

も かか はらす、 己が 方より 進んで 悔い改め を 促さる。 神 は來る もの を 拒ます、 往 くもの を 追 はす、 

窮 れ？ の懷に 入る を 待て 而 して 後に 憐 み を 加 へんと する 如き ものに あらざる なり。 人 を 待た す、 先づ 

自ら 之に 迫りて 悔 改めの 志 を 起さし めんと する が 神の 限りなき 慈愛な り。 

斯 かる 天父 を 奉じ、 其の 赦免の 恩澤に 沐浴す る 身 を 以て、 兄弟の 罪 を赦す こと を 知 すん ば、 其ら 

の 不條理 實に甚 しと 言 はざる ベから す。 故に 我等 は 人の 罪悪 を赦す 如く、 我らの 罪悪 を も赦し 給へ 

と 祈るべし と 主は敎 へられたり。 然か のみなら す 他人 我に 對 して 犯せり とい ふ罪惡 は、 共の 事情 を 

細かに 調 木 比し、 其の 心 術 を 推し 窮 むれば、 大抵 誤解より 來り、 考 への 足らざる より 生ぜし 者 最も 多 

一一と  つ み 

く、 故 さらに 惡意を 構へ て、 我に 罪惡を 行へ るに あらざる を 知るべし" 其の 事情 を詳に するとき 

は、 罪悪 を 犯せり と 思へ る こと も罪惡 ならざる を 見出せる 資例 甚だ 多し。 他人の 罪 惡を愤 り、 飽く 

まで 之 を 咎めん と 欲する 場合に も、 直ちに 之 を罪惡 と斷定 しがた きもの 多し、 己が 身に W き 比べて 

之を考 ふるとき は、 癎瘤鎭 まリ、 寬大 なる 態度 を 以て 他人の 過失 を赦す こと を 得べ し。 

世に は 後藤 象次郞 伯の 如く、 度 I： 大きく、 豪放に して 敢て 他人の 舊惡を 咎めす、 己が 生命 を 付け 

惡に處 する の道德  II 三  ， 


狙 ひし 敵に も 無頓着に 交際す る こと を 得る 如き 性質の 人 も 少なから す。 多く は 之を稱 して 寬仁 大度 

の 人と なす。 然れ ども 斯 かる 性質 を 有する 人の なかには、 善 惡の區 別に 重き を 置かす 道徳上 無頓着 

つ ； S 

な り と 思 は る る 輩な き にあら す。 其 の 罪惡 を赦す の .5 度 ありと 見 ゆ る は 反って 其の 品性 の 卑劣な る 

を證 する のみ。 基督 敎徒は 此の 如き 精神 を 以て 他人の 過失 を赦す こと を尙 ばす、 道 德界の 無差別 主 

義を 取り、 善惡 を感覺 する の 神經を 鈍く し、 無頓着に 正邪 黑白を 包容して 粗 豪 自ら 誇る が 如き は、 

基督 敎の 倫理に 反く こと 甚し。 神 は 此の 如 き 靈性界 の 輕薄者 を 喜ば ざ る ベ し。 

無論 他人の 惡 意より 發せ すして 行き掛り 上た ま.，^ 吾が 不利益と なりし ことな どに つきて は、 之 

を 怨み 憤る こと ある まじき 害な り。 暗夜 岩石に 身 を 打ち 當て て 痛み を覺 ゆると き 腹立たし さの. 餘 

り、 之 を 鞭打つ 如き は 小兒の 戯れの み。 大人の 恥づる 所な り。 然るに 世人が 他の 行爲 にっきて 怨み 

憤る ことの 多く は 彼 の 惡 意より 出で た る 罪悪な り と 斷定す ベ か らす。 唯 だ 其 の 結果 偶然 に も 吾が 不 

利益と なりし のみ。 斯 かる 事柄 は赦 すべき か赦 さざる べき かの 問題 ともなす の價 値な し。 片時 も 之 

を 怨み 憤るな どの こと ある まじき 害な り。 よし 彼の 所爲 純然たる 罪惡 なる にもせ よ、 我 も 亦 神の 前 

に 罪人た る を 思 ひ、 彼に 對 する 吾が 擧動必 すし も 完全な りと 謂 ひ 難き もの ある を 記憶 するとき は、 

漫 りに 他人 を 非難す る こ と 能 は ざ る を感す ベ し。 

赦 すと は道德 上の 關係を 意味す。 神の 前 及び 人の 前に 於て 實に 罪悪な りと 斷定 せらる る ものに 限 

るべき ことなり。 旣に道 德上之 を 罪惡と 見做す とき は輕々 しく 之 を 看過すべき にあら す。 之が ため 


に 深く 悲しみ、 大に 其の 不義 を惡 み、 其の 天父の 慈愛 を 蹂躪し、 其の 御 心 を 痛む る だしき を 嘆 

き、 其の 靈 性の 墮 落を憐 み、 其の 悔改 むる に 至らん こと を 切に 望み、 進んで 之 を： 止 道に 挽き 囘 へさ 

んと盡 力す ると ころな かるべ からす。 神が 人の 罪惡 に處 する 實に 此の 如し" 祌は之 を 論す るに 足ら 

すと して 放擲せ す。 天より 其の 愛子 を 降して 悔改歸 順の 福音 を宣傳 し、 十字架の 苦痛 を經て 罪惡の 

赦免 を 成就せ り。 基督 敎は 罪惡 にっきて 甚だ 執念深き 主義 を 把持す。 不義 無道 を 容易く 忘却す る こ 

たうと 

となき を尙 しとす。 村落に 傳染 病の 侵 人す る や、 人 皆 之 を 撲滅せ ざれば 眠 食に 安す る こと 能 はす。 

神の 聖德に 倣 はんと 志す ものの 罪惡 に處す る 亦 之と 同じ からざる ベ か らす。 罪惡を 以 て 不供戴 天 の 

仇敵と なし、 之 を 殄滅せ ざれば 止まざる の覺悟 あらん を 要す。 故に 基督 は 漫然 人の 罪 惡を赦 すべし 

さとさ 

と敎 へられ ざり しなり。 罪惡を 犯す 者 あらば 先 づ之を 諫めよ と說 き、 彼 若し 悔いな ば 之を赦 せと 論 

れ たり。 他人 我に 對 して 惡を行 ふに 當り、 之 を 無頓着に 附し 去る まじき は 勿論、 天父が 人の 惡に處 せ 

ら るる 道に 則り、 深く 不義 を 憤り、 切に 之 を 悲しみ 歎きて、 悔 改めの 方法 を講 する は 基督 敎 徒の 道 

德 なり。 不義 不德 を悔改 むる と然ら ざると を 問 はす、 事も無げに 之 を 打ち捨て 置き、 交際上に も少 

しの 影響を及ぼす ことなき は輕 薄の 甚し きものな りと 謂 はざる ベから す、 神の 心に 限りなき 苦痛 を 

與 ふる 事實、 我れ に は 何の 感覺を も 生ぜす、 驚くべき ことに あらす や。 徒らに 愛の 福音 を說 きて、 

な *J し， ひ 

此の 厳かなる 義 の道存 する を 忘れ、 罪 を 憤る の氣カ さへ 萎 痺れた る もの 甚だ 多し。 之が ため 基督 敎 

徒の 間に 道德の 進歩 を 防ぐ る こと 少小 にあら ざるべし。 我ら は 一 歷罪 惡に對 して 執念深き 能 慶を養 

惡に 1! すらの 道德  £ 五 


成し、 不義 を悲み 憤る の 精神 を 盛に する を 要す。 一 身上の^^-害は之を記憶ょり取り除くこと 一 日 も 

束) かなる を 欲すれ ども、 神の 榮光を 汚し、 共の 大道 を 蔑 如せ し を 悲しむ に 至りて は、 神の 如くに 痛 

な、 r ひ  ， つみ- C 

切ならざる ベから す。 此の 心 を 以て 一日に 七 次の 多き を 厭 はす、 喜んで 兄弟の ために 共の 卵 1^ めを赫 

す。 之 を 基督教 徒の 道義と す。 

基督の 十字架に 就く や、 之 を 罵り 害 ふ ものの ために 祈りて 曰く、 父よ 彼ら を赦し 給へ。 共の 爲す 

ところ を 知らざる なりと。 斯 かる 場合に 臨みて 彼らの 知りし 所 を 思 ふよりも 寧ろ 其の 知らざる に 目 

を 着け、 其の 力なき を憐 むの 情 最も 深し。 是れ 我らが 他人の 罪 惡を問 はんとす るに 常り て 常に 忘る 

まじき 理想に あらす や。 然れ ども 彼らの 不義 は 神の 前に 不問に 附 すべから ざる ものなる を 感じ、 己 

； ^一  t ろ  るし 

が 一身 ヒの 苦痛よりも 寧ろ 其の 神の 御 心 を 痛む る甚 しき を 歎きて、 之が ために：？！： 非の 祈り を捧 ぐべ 

し。 基督 教徒の 罪 惡に處 する 常に 此の 如くなら ざるべ からす。 

神の 喜び 給 ふ 祭 

『兄弟よ 我れ 神の 諸の 慈悲 を 以て 爾曹 に勸 む。 其の 身 を 神の 意に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と して 神に 献げ よ。 

是れ爲 すべきの 祭な り。』 (羅馬 書 ニーの 一) 


IK 地 萬 物 は 祌の榮 光に て充滿 す。 花の 喚け る、 巧の 淸き、 -zilr の囀づ る、 凡て 造化の妙 W を顯 はさ 

ざる ものな し。 然れ ども 彼等 は 共の 誰が 俤を 反映せ る ものなる や を覺ら す。 彼等 は已が 身に 及べる 

意義 を自識 する こと 能 はざる なり。 字 宙の大 なる に對 すれば、 『人 は 宛 がら 破れた る 葦に 異ならす』。 

彼 は 天地の ために 壓 倒せら ると 雖も、 其の 意識に 於て 旣に 天地よりも 大 なりと 謂 はざる ベから す。 

蓋し 天地 萬 物 は ftl らを 知らす。 また 已が 容貌に 反映れ る 神の 榮光を 讃美す る こと 能 はざる なり。 ソ 

P モンの 滎華 にも 勝れる 野の 百合 も 雲井に 謳 ふ，： t も、 耶穌 ありて 其の 意義 を發 St し、 人 これに 感じ 

て 天 父の 限りなき 慈愛 を 慕 ふこと なくば、 其の 光滎を 神に 歸 する を 知らざる なり。 天地の 意義 を 解 

釋し、 之に 感嘆す るの 力 ある 人類の 出 づるを 待ち、 世界 は兹に 初めて 口 を 啓き 讚美の 聲を發 する に 

至れり。 人 天 地の 祭司た る 所以の もの 此 にあるな り。 禮拜 と祈禱 とは宗 敎の實 現せるな りと サバチ 

HI は 言 ひぬ，^ 天地の 顯彰 する 所 を 察し、 其の 蘊蓄す る 所に 通じ、 自己の 方寸に 顧みて 天父 上帝の 

肖像 を 見、 仰いで 神の 德に 接し 讚嘆 歸 依の 念 措く 能 はす、 己が 身 は 元来 一個の 私有物に 非す して、 

天地と ともに 神の ものなる を 認識し、 身 も靈も 凡ての もの を 之に 獻げて 言 ふべ からざる の歡 直：： をな 

す。 是れ祌 の 心に 適 ふ聖き 活ける 祭 物に 非す や。 人は自 から 祌に 喜ばる るの 祭 物にして、 また 實に 

之が 祭司たり。 此の 本分 を 全うし、 其の 身 を 神に 獻 ぐるに 至りて、 靈 性の 活力 圓滿に 作用して、 人生 

の 目的 を 成就す る こと を 得べ し。 獻身は 我等 終極の 目的な り。 生命の 秘義 ここ に 至りて 解釋 せらる 

る を 得べ し。 

•  神の^び 給 ふ 祭  四 七 


もと  そんへ もの  たまし ひ  かろ 

祌の 要め 給 ふ 祭 物は碎 けたる 靈魂 なり。 神よ 汝は碎 けたる 悔いし 心 を 親しめ 給 ふま じ。 

さい は ひ  ほまれ 

然れ ども 人 は 此の 福なる 地位に 滿足 する を 好ます。 祌の榮 光 を 輝かす よりも 自己の 聲譽を 街 ひ、 

其の 伎倆 を縱 ままに せんこと を 願へ り。 神の 聖旨 を 遂げん とする を 焦躁し がりて、 我意 を逞 うし、 

已が 謀を營 むの 外 他事な きに 至れり。 之 を 罪悪の 眞相 とす。 其の 本 亂れて 末 治まる もの は 未だ 曾て 

之 を 見ざる なり。 人生の 主眼 且つ 其の 歸着點 たる 敬神の 道廢 り、 獻 身の 大義 を 誤りした め、 一身の 

調和 ここに 破れ、 人心 愈よ 危 くして 道心 愈よ 微、 願 ふ 所 は 之 を 爲す能 はす、 願 はざる 所の もの は 却 

て 之 を 行 ひ、 肉 慾 增 長 跋扈して 靈性 曰々 に衰 へんと す。 從て萬 物の 靈長 たる 地位 を 保ち 難く、 常に 

其の 心 を 形に 役せられ て、 之と 物界の 調和 根柢より 頹れ、 天 を 怨み 人 を 咎めて 咨嗟怨 憤の 情 裏に 燃 

ひろ  やつ 二 

え、 寬ら かなる 世界に 五 尺の 身 を 悶えて 煩惱の 奴と はなれり。 人 旣に罪 惡に陷 いり、 新る 境遇に 立 

ち 至り たれば、 もはや 其の 汚れた る 身 を聖 なる 神の 前に 祭 物と して 獻 ぐる こと 能 はざる なり。 野の 

百合 も 其の 心の 潔白 を 代表す る こと 能 はす。 空の 鳥 も 其の 無邪氣 なる 歡喜を 歌 ふこと 能 はす。 彼が 

5 ら  かしら  き ず 

身 は 悉く 病に 觸れ たり。 足の 跖 より 頭に 至る まで 全き 所な く、 唯 だ 創瘦と 打傷と 腫物と のみな り 

(TIJO。 彼は獻 身の 大義 を誡實 に 思 ひ 立つ こと さへ 容易なら ざる 身と なりぬ。 よしや 之 を 思 ひ 立ち 

たりと も、 已を 省みれば 罪悪の 積れ る もの、 何 を 以て か 身 を祌の 前に 薦め 擧 ぐる こと を 得ん や。 

然 らば 一 旦罪 を祌に 獲し もの は、 献身の 道 を 立て 之を實 行す るに 由な きものと せんか。 罪人と 雖 

そな へ も 0 

もまた 己が 身 を き 祭 物と なして 神に 献 ぐる こと を 得べ し。 彼 は祌の 前に 其の 罪惡の 如何に 恐し き 


や を^ 悔し、 慚愧 ：；^! ^情して 神の を 恐懼し、 其の 叛逆より 生す る 苦味 を 十分に 嘗め、 其の 結 の慘 

毒 を 極む る を きて 、惡の 報いなる 死て ふ HJ の惱 みを感 する にぬりて、 罪人と しての 献身 を なすこと 

あ-し 二 

を も べし。 祌は 如何に 罪惡 に反對 する か。 罪惡と は. 神の愛 を 蔑 如し、 其の Si 寵を 土芥の 如くに 遇 

ふこと なり。 傷つ けられ 粲 てられた る 愛 ほど 苦しき もの 有る 可ら す。 棄 てられし 神の愛 は、 罪 ある 

^<； の 慚愧 し て 切 に 恐 れ 多く感す ベ き 所な り 。 献身の 道に 背きて 自我の 私心に 籠 城す る は 靈性を 死地 

に 置く の行爲 なり。 祌を 離れて 其の 愛 を も 喜び 難き に 至る。 人間 これより 恐ろしき こと あらん や。 

罪の 報い は 死なり。 靈 性の 死 は 死の 最も 恐るべき ものな り。 罪悪の 意義と 其の 結 ST 斯の如くに^„^ 

しきもの ある を 覺り祌 の 前に 痛悔 恐懼して、 一身 宛ら 粉 蓬に せられた らん 如くに 感じ、 祌ょ汝 の 愛 

を 蹂躪せ る 罪人なる 我 を憐み 給へ、 罪 惡の結 栗斯の 如く だし、 汝を 離れた るより、 此の 身に 及べ 

たまし ひ 

る 悲痛、 言語 道斷 得て 名狀 すべから す、 之が ために 碎 けたる 靈 魂と 悔いし 心 ここに 在り。 神よ 我 は 

そ， な 

無罪なる 者の 祭へ 物を献 ぐる こと 能 はす。 せめて は 罪 ある 者の 當然供 ふべき もの を献 げん もの をと 

哀 as を 放ちて 呼 はる。 是れ 神の また 喜ぶ 所に 非す や。 無罪！， I して 献身の 道を實 行す る こと 能 はすん 

へりく》」 

ば、 罪 を 悔いて 其の 結^ を 適切に 實驗 し、 祌の 前に 身 を 深く 謙りて 前非 を 痛 悔し、 碎 けんば かりの 

心 を 起し 之 を 献げて 人類の 義を行 はざる ベから す。 蓋し 善 を 行 ふの 義 たるの みならす、 罪 を 犯して 

之 を 痛切に 感じ、 现 まさに 然か あるべき 様に、 之が ために 苦しむ は義の 一端に して、 人の まさに 行 

>  .  もと  そな へ もの  たまし ひ 

ふべき 所な り。 此 故に 祌の 要め 給 ふ 祭 物は碎 けたる 靈魂 なりと は 言へ るな り。 然れ ども 人 は して 

神の 喜び 給 ふ 祭  S 九 


靈 性の 危機  五 〇 

此の 罪人の 義を完 うする こと を 得る や。 彼 は 罪に 溺れ、 .惡 に 目眩み しため、 罪惡 を感覺 し、 其の 結 

果を悔 むの 力 麻痺し たれば、 他の 事の 如くに 之 を 適切に 思 ふこと 能 はざる に 至れり。 彼 は 人に 棄て 

ら るる こと を 神に 遠ざかる よりも 恐し く 思 へ り。 人の 笑みに は 城 を も 傾く るの 愚 をな せど も 神の 怒 

りに 左まで 懸命す る 所な し。 見よ 彼 は扮々 たる 世上の 風波に 心を搖 さるる と雖、 神と 己れ との 關係 

如何にな り 行く も、 之 を 顧慮す るに 遑 なきものの 如し。 彼に は 神 を 失 ふこと 弊 履を棄 つるよりも 容 

易な り。 彼 は屢ば 罪を悔 ゆる こと あるに 似たり と雖も 彼の 遊蕩 子が 父の 許に 還る とき、 『父よ 我れ 天 

に 對し又 雨の 前に 罪 を 獲たり』 と 言へ る 如き 精神に 乏しく、 唯 だ 父の 家に 飽食暖衣 せる 多くの 僕 あ 

る を 羨み、 身の 落魄せ る を 嘆きて、 遣 恨 腸を斷 つが 如き 思 ひのみ 獨り 盛んな り。 彼 は 眞實に 罪を悔 

い、 神との 關 係破壞 せられた るを悲 み、 謙邏 にして 慚愧發 奮す るの 精神 を 輿す こと 能 はざる に 至れ 

まじ  かなし s5 

-^。 彼 は純粹 なる 悔改を 催し 難し。 其の 淚は、 神の 厭 はるべき 分子 を すら 多く 雜ゅ。 其の 悲哀 も 

血淚も 汚れ を 含み たれば、 之 を 神に 献げて 嘉納 せられん こと 思 ひ を 寄らす。 此を 以て 見れば 人 誰か 

そな へ も 0 

罪人と して 當然 なる 祭 物 を 祌に献 ぐる こと を 得ん や。 唯 だ 神に して 人なる 耶穌 基督の み 罪な くして 

罪人の 祭 物 を 献げ、 人類の ために 此の 献身の 大義 を 全うする こと を 得たり 『父よ 彼等の 罪 を 赦し給 

へ、 其の 爲す所 を 知らざる なり』 と 十字架 上に 耶穌の 祈りた るを聽 け。 人 は 皆な 其の 爲す所 を 適切 

に 知る こと 能 はす。 然れ ども 人の 知らざる 所 は 耶穌の 剴切に 知悉す る 所な り。 彼 は 人の ために 自ら 

之 を 痛切に 感じ、 限りなき 愛の 同情に よりて、 萬 民の 罪惡を 己が 所有な りし かの 如く 神の 前に 恐懼 


し、 痛 悔し、 遂に 天父の なる 愛に 訴 へて 其の 罪の 赦 されん こと を 求めたり。 罪 惡を腹 ふの 力 人 を 

救 ふの 道 此の 祈りの 内に 遣憾 なく 罩 りて あり。 彼 は 罪の 結 ra^ として 神と 離れ、 全く 暗き に 沈みて、 

最も 恐ろしき 滅亡に 至るべき を感覺 し、 經驗 して 『我が 祌ょ 我が 祌ょ 何ぞ 我を棄 つる や』 と 呼 はり 

たまし ひ 

ぬ。 是れ祌 の 罪人に 求めら るる 碎 けたる 悔いし 靈 魂に 非す して 何ぞ。 基督 は 血 流れて 淋： 腐た る 十字 

きざ はし 

架 を 階段と し、 萬 民の 罪の ため 碎 けたる 心 を 奉げ て、 神の 壁 殿に 昇り 其の 至 塞 所に 進み 入りて、 馨 

香 馥郁たる^ 祭の 煙 を 揚げ、 天父の 嘉納すべき 祭 物を献 げられ たり。 其の 潔白なる 慈愛、 其の 從順 

なる 謙遞、 死 を 以て 奪 ふべ からざる 其の 信念、 終りまで と 義とを 重ん する 其の 純白なる 志、 神の 

授けた る 使命に 從 事して 十字架にまで 至れる 其の 忠烈、 已れを 忘れて 人の ためにす る 其の 大節、 み 

そな へ もの 

な 神の 前に 喜ばる る 祭 物に あらす や。 人の 肉體は 其の 罪惡 の機關 なり。 思 ひ 外に 顯 はれて 罪の 實行 

となる は 肉體の 上に あり。 然れ ども、 王耶穌 基督 は 罪の 機關 なる 肉體を 活用し、 其の 死 を さへ 變 じて 

神に 喜ばる る 祭 物と はなしぬ。 汚れた る 世に 蠢 めく 此の 肉 身 も、 旣に 耶穌の 十字架と 結べば、 亦 神 

に 喜ばる る 祭 物の 機關 たる を 得ん。 據多 非人の 刑具な る^ひの 木 も、 祌を 祭る の 祭壇と なりし を 見 

れば、 、王 耶穌 基督の 精神に 身 を 浸して 其の バプ テス マ を 受けな ば、 苦 も 病 も 凡て 神の 前に 香りよ き 

祭 物と なる に 至る こと を 得ん。 苦痛の 眞味 十字架に よりて 學び 得べ し。 貧 も 辱め も、 十字架と 同じ 

やうに、 神の 殿に 進む の門戶 となる こと を 得ん。 十字架 は 辱めの 記號 にして、 基督の 死 は 祌の怒 

り を顯彰 せる ものな らんと 見る ほどに、 豈に 料らん 忽ち 變 じて 神 を 讚美し、 其の 愛と 義と を發 揮す 

神の _-:r ひ 給 ふ 祭  五 1 


べき 不思議なる 機關と はなり ぬ。 世に 生れて 身を處 し、 苦樂に 接して 心 を 安んじ、 命 を 全うして 道 

義を 貫徹す るの 秘訣、 十字架の 精神の 外に 出づ ベから す。 基督の 死 は 人生の 秘義 を開發 し、 其の 終 

極の 大目 的 を 成就すべき 唯一 の 行逼を 示せる ものな り。 『我れ 若し 擧 げられ なば、 萬 民 を 引き寄せ 

ん』 と は、 主が 其の 死に 不思議なる 活力 ある を 確信して、 其の 結 茶を豫 想せられ し 一一 一一 I： なり。 我 その 

基督の 活力に 吸牧 せられ、 信仰に より 身 を 擧げて 之に 投じ、 其の 感化 を 蒙らば また 自ら 斯の 如き 祭 

物を献 ぐる こと を 得る に 至らん。 パ ゥ n は 之 を 神の 因 5 籠な りと 言 へ り (f 一 m)" 人 もし 基督 をき" じ 

なば、 天下 國 家に 係る 大事 は 言 ふ も 更なり、 世上の 出來事 その 大 なると 小なる と を 論ぜす、 苦樂そ 

の 重きと 輕 きと を 問 はす、 凡そ 進退 行藏ー つと して 聖き 活ける 祭 物と なら すん ば 有らざる なり。 大 

いなる 哉、 敬虔の 秘義。 

十字架の 一 側面. 

罪惡は 其の 結 茶と して 精神 を 麻痺せ しむ。 一 たび 惡き 道に 入る とき は、 良心 痴鈍に なりて、 其の 

罪惡 たる こと を も 十分に 感覺 する の 力なき に 至る。 此れ 倫现の 法則と して 免れ 難き 所な り。 所謂 有 

つものに は尙ほ 多く 與 へられて 餘り あれ ど、 有たぬ もの は、 其の 有つ もの をまで 搬奪 せらる。 罪惡 


に 沈む とき はこれ を 適切に 感覺 する こと 能 はす。 之 を 悔い 改 むる のカ渐 くにして 衰へ 行き、 終に は 

全く 之 を 念頭に S かす、 罰 を受 くるに 至りても、 邪念 を 以て 之を迎 へ、 横 さまに 之 を 感じて、 ハ佺々 

拗けた る 心さ まとな り、 懲 さるれば 徵 さるる 程、 頑な なる 心极 となるな り。 或る 小說に 犯罪者の 自 

白せ る 言 を 載せて 曰く、 余 は 初めて 罪 を 犯せし とき、 母 や 妹の 悲嘆す るを兑 て、 其の 情に 感じ、 己 

が 不義 非道に 恥ぢ て、 悔改 むる の 心 も 起り き。 然れ ども 其の後 獄に 人り て 法律の 罰 を 受け、 々の 

難 苦 を 甞む るに 至りて は、 眞實に 罪 惡を悔 ゆるの 念 何れへ か 失せ去れり。 余 は 道と 情と に溫 かく 感 

する 心 を 監獄に 遣し 留めて 放免の 身と なれり。 余 は 今 全く 心なき 者と なれり と。 實に 是れ透 德上墮 

落の 順序に して、 露に 恐る 可き ことなり。 或る 法宫 犯罪者の 審問 判決 をな せる 間 久しく 經驗 せし 所 

なりと て、 北ハ 友に 詰れる は、 死罪な ど を 宣告せ しこと も 少 からね ど、 中に 就き 己が 罪惡を 悔いて 眞 

實悲 みしと 思 はるる もの 殆んど 稀な り。 無殘 にも 其の實 の 親 を 殺せし と 云 ふ 男の み、 まこと 其 罪 を 

適切に 悔いた るかと 覺 ゆるの みと。 此の 話し は 法律上の 刑罰 を 以て 人の 心 を gl 正し、 遷善 改心の 實 

を舉 ぐる ことの 容= ^に 望むべからざる を 示す のみなら す、 罪 を 眞實に 感じ、 共の 罰 を適當 なる 態度 

にて 受 くる ことの だ 難き を證 する に 足れり。 或は 世 を 憤り 人を怨 むる に 至る 者 も あり。 或は 北ハの 

汚れた る 面 0; を 一 洗して 會榜の 恥辱 を 雪がん と、 鋭意 勵精 する もの も あり。 ，社# の關 係、 事業の 成 

收、 身の 成り行き、 妻子の 苦樂 等より 打算して、 あ k 我 過てり、 克己 發愤 して 善き 人に ならで や は 

と、 思ひ定 むる 輩の 如き は 罪 を 獲て 之を悔 ゆる ものの 優等 者な りと 謂 はざる ベから す。 眞に 天に 對 

十字架の 一 側面  五三 
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し、 神の 前に 之 を 思ひ囘 らして 高尙 なる 道義 的の 意味に て 罪を悔 ゆる もの は 極めて 稀な り。 否な 一 

旦罪惡 に 沈みた る 以上 は、 如何にしても 之 を 適切に 感じて、 人ら しく 且つ 眞 正の 罰ら しく、 其の 結 

果を 身に A ひて、 罪人と しての 道 を 全うする こと 到底 及び難し と斷 一一 一一 n する を 得べ し。 我ら は 罪悪 を 

擔へ るの みならす、 之が ために 正しく 其の 罰を受 くる こと すら 出 來雞き ほどに 墮落 せひ。 

ひが 

罪と は 唯 だ 人倫 を紊亂 し、 邪淫、 窃盜、 兇 殺、 妄語な ど を專ら 指す ものな りと 思 ふは大 いなる 僻 

ごと 

事なる べし。 無論 人間 相互の 關 係に 於ても、 罪 惡の存 する こと 疑 ふ 可ら す。 『無き なぞと 人に は 一一 一一 n 

て ありぬべし、 心の 問 はば 如何に 答 へん』 然れ ども 更に 之 を 熟考す るに、 我ら 神 を 信す. る こと 容易な 

ら ざるな ひ。 未だ 其の 存在の 定かなら ざる 神に 對 しても 當然の 義務 は存 すと、 チャル モ ルスが 說き 

なほ f 

し は實に 道理 ありと 謂 はざる ベから す。 我ら 神と いふ 觀念 を歡迎 せす。 之 を 等閑に 附 して 顧る こと 

なし。 其の 存在 斯 くまで 疑 ふ 可らざる に 至る も、 之に 對 して 道義 上靈性 上の 關係を 結ぶ こと 甚だ 難 

し。 我らの 墮落は 甚だしき に 至れり。 神 を 忘れ、 其の 愛 を 疎略に し、 成る 可く は 之を棄 てんとす る 

ほど、 罪惡 重き は 無 かるべし。 此れ 忘恩の 至り 親 を 殺し 盜を なすよりも 甚だしき ものと 謂 はざる ベ 

からす。 況ゃ主 耶穌の 愛に 導かれ、 神の 賜 もの を 示されつつ、 尙 a 之 を 疎んじ 之 を 排斥し、 却て 肉 

慾の 奴隸 たるに 甘ん する に 於て を や。 ァレキ サン ドル • ヴィえ i が 死す る數日 前に、 其の 侍者に 吿 

げて 曰く 、『神が 耶穌 基督に 於て 我らに 與へ給 ふ 賜 もの を担絕 する に 至りて は、 人類に 一 の 解す ベ か 

ら ざる 怪 むべき 卑劣なる 心 ある を 認 むべき なり』 と。 眞に 道理 ある 一一 一一 C なり。 我ら は 不信仰 こそ 基督 


敎の 所謂 罪悪 中 最も 甚だしき もの なれと 斷定 する を 憚から す。 

『名將 一 K 行錄』 德 川賴宜 の條に 下の 如き 逸事 を 載す。 

熊 野 山中に 親 を 殺せる あり。 吏 之 を 捕へ て 礼 問 すれば、 恐れ 節る 氣色 もな く、 我れ 他人の 親 を 

殺せし にも あらば 御 咎め も あるべき ことなり。 我が 殺せる は 我 親な り。 常に 我儘の み を 言 ひ、 家內 

の 者 も 困り て、 某が. m. す こと を も川ゐ ざる 故殺せ るな り。 されば 我の 誤に あらす と 一一 一一 "ふ。 賴宣此 

の 由 を 聞き、 ^も.^ 熊 野 山中 邊 鄙と は 赏 ひながら、 我が 城下 を 離る る こと 遠き に 非す。 禽獸 すら 

も 孝 は 知れり。 況ゃ 下賤たり とも 人に 於て を や。 禽獸に 劣りた る 行 ひこ そ 彼が 過ちに 非す。 我が 政 

道の 届かざる 不德 のな す 業 なれと て、 淚を 流し、 然るにても 斯る 愚者 を 其の ま、 に 罪すべき にあら 

す。 其の 孝の 尊き を 論し 聽か せとて、 其 頃 南 紀の鴻 儒 李 梅溪と 云へ るに 申し付け、 日々 獄に 行て 孝 

經を 講じ 聽 かせけ り。 三年 を 經て後 其の 者 初めて 孝道の 重き を 知り、 夢の 醒めた る 如くに 言 ひ 出で 

ける は、 さて./ \ 今まで 斯る 親の 有.^ 難き こと を 知らす して 實に 勿體 なき こと をし、 上に も 御苦勞 

しばらく 

を 懸け 奉る こと 言 はん 方な し。 斯く 道を存 する 上 は 須臾 も 天道の 光り を 受けん こと 恐ろしく、 あは 

との 

れ 早く 御處刑 仰せ付けられ 候へ と。 殿 を 始め 役人 ども、 不便と は 思 ひながら、 政道な りと て 法の 如 

く 之 を 罪な ひぬ 云. -。 

此の 熊 野の 親 殺し は、 餘り 甚だしき 罪人に て、 之 を 讀む者 或は 驚き、 或は 腹 を 抱へ て 笑 ふこと も 

あらん。 然れ ども 善く 考 へて 見れば、 人間 誰か 此の 親 殺しに 類せ ざる 者 あらん や。 神に 對 して 恐ろ 
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しき 罪 を 犯せ ども、 话 として 恥づる こと を 知らす。 剩 さへ 天 を 怨み、 人 を 咎めて、 祌の笞 の 下に 可 

S  ねお  ひが 

所まで も 心 を 拗けさせ、 思 ひ 僻みて 益々 不義の 淵に 惑溺 せんとす。 斯て 眞實の 悔い をな し、 適切に 

己が 罰 を 受けなん こと は、 三年の 敎育は 愚か 一 生涯 を 費す とも、 容易なら すと 謂 ふべ し。 彼の 熊 野 

山中の 罪人が、 我元來 他人の 親 を 殺せる に 非す、 己が 親 を 殺せる のみと て、 飽くまで 抗 辯せ しと 

き、 本人の 平然たるに 拘 はらす、 役人 は 呆れ果て、 國 主たる 南 龍 公 は淚を 流せり と あり。 斯の 如く 

我らが 罪惡を 重ねながら、 忌み^る 所な きに 際し、 之が ために、 斷 腸の 思 をな して、 我らの 知ら ざ 

る淚を 流す もの、 他に 存 する ことならん。 我らの ために 罪 を 嘆き、 恥辱 を 感じて、 ^«:らの身の上に 

起り しことの 如くに 思 ひ惱む もの 栗して 誰ぞ や。 

人類の 道義、 五常 を 守り、 積極的に 正しき こと を 行 ひ、 神に 事へ、 人 を 愛する にある は、 首 ふ を 

俟 たざる ことなれ ど、 唯 だ 其れ だけにて は 未だ 滿 足し 難き 所 あるな り。 人類 は S; 惡を 負へ り。 扉惡 

を負擔 する 以上 は、 適 當に之 を 感じ、 痛切に 之 を 悔い、 天人に 對 して 罪の 責任 を 引き、 しほら しく 

其の 結果なる 罰に 服すべき が、 其の 道義の 一大 眼目た る こと 明かな り。 斯の 如く 罪 を 悔い、 其の 結 

果に 服す る ことなくば 人と して 其の 義を 全うせり と 曾 ふ を 得 可ら す。 罪の ため 當然に a 適切に 苦む 

は、 人類の 大義、 其の 道義の 最大 要點 なりと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 我ら は 知る、 人 は 到底 自 

己の 心に て、 又 其の 力に て斯る 道義 を 全うする こと 能 はざる なり。 古來 一人と して 此の 道義 を盡せ 

しもの あらす。 救 主耶穌 基督の 外、 能く 靠惡を 適切に 感覺 し、 其の 結 菜なる 痛苦 を 正しく #： め 味 ひ 


しもの ある ことなし。 某 は 新ら しき 人類の 根本な り。 其の 開祖な り。 故に 朋友、 蟹、 父母、 兄 

弟、 及び 天父に 對 して、 逬を 守り 義を遂 ぐる を 要する のみなら す、 彼 は 罪悪 ありて 其の 救 ひ を 求 > 

る 人類の 開祖と して、 自ら 罪惡の 苦味 を 完全に 甞め、 其の 結 栗 を 十分に お 襟せ ざるべ からす。 斯の 

如くなる に 非 すん ば、 I 非 ありて 救 ひ を 要す， ろ 人類の 根本と は 到底な， ろ こと 能 はざる なり。 我等の 罪 

悪 は 天父の 心 を 癌め、 降 世 以前に 在ても 旣に祌 の 子に 悲み を與 へしに 相 遠な し。 和歌 山城 下 を-ある 

こと 遠から ざる 熊 野 山 屮に親 殺し ありたり とて 淚を 流す もの は、 畏に 唯だ德 川頼宣 のみな らん や。 

罪惡 のために 神の 悲痛 如何ば かりなる か。 此は 我等の 虔んで 思 ふ 可き 要點に 非す や。 然れ ども 新人 

類の 開祖と して、 眞 筒の 完全なる 人と して、 罪惡の 苦味 を眷 め、 其の 恐るべき 意義 41： 蓄に 徹底し 

て、 罪惡 ある 人類の ために、 其の 道 德を全 うせし もの は、 獨り 十字架に 付きた る 我等の 主耶 穌某督 

あるの み。 彼 は罪惡 なき 眞 正の 人な り。 其の 意識に. はー點 毛頭 ほど も 自ら 罪 を 天に 獲たり との 感覺 

を .一!^ せ ざり き。 彼の 如き 玲瑜 透徹 微塵 も 曇りな き 心 胸に 罪惡の 意識^せ ざる は、 其の 眞實に 無 な 

る 確證に 非す や。 然れ ども 主 は 『夫れ 諸子 は 偕に 肉と 血と を 具 ふれば、 彼 も 同じく 之 を 具 ふ』 (II 

一一 一 I) と ある 如く、 受 肉して 人類の 一員と なり、 其の 驚く 可き 愛の 同情 を 以て、 之と 全く；^ §1. 飞 一 

致、 結合し、 叉旣に 事實上 之が ために 心を盡 して 救 濟の畫 策に 從事 せした め、 {：: ら罪 なきに も拘は 

らす、 我等の 罪惡 を感覺 し、 己が 罪の 如くに 之 を悲 み、 其の 恐し さ、 北 ハの漆 さ. と、 之に 對 する 神の 

聖 慮の 畏 きを 思 ひて、 身を容 るる 所な く、 十字架 上 良久し く、 天地 晦冥、 神の 御顔の 光 も、 1 ひ， 
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された るが 如くに 思 はれ、 言 ふ 可から す、 否な 測 知すべからざる、 恐ろし さ、 淋し さ を 感じて 『我 

が 神よ 我が 神よ、 何 ぞ我を 棄て給 ふや』 と 叫べり。 此れ 罪に つきて 人類の 義を 全うし、 旣に 其の 救 

ひの まさに 成就せ し 合ひ圖 なりと 見て 可な り。 基督の 外に 罪と 其の 結 鬼と を 常 然ほっ 適切に 感受せ 

しもの なし。 基督 は 之に 由り て 我等の 救 者と なられたり。 

耶穌 十字架の 上より、 殘酷 無情なる 罪人 等の 有様 を毘 やり、 神の 前に 空恐ろしく 覺 えて、 恐權慚 

はな 

措く 能 はす、 聲を發 つて 祈りけ る は、 父よ 彼等 を赦し 給へ と。 是れ 我等の 及び難き 點 にまで、 我 

.  はらお- 

等の 罪惡を 感じ、 我等の 達し 難き 高さにまで、 我等が 罪惡と 神との 關係を 仰ぎ 窺 ひ、 腸を斷 ち、 ，^ 

を 流し、 無限なる 愛の 同情 を 注ぎて 人類の 罪を吿 白し、 其の 結 菜た る 苦味 を 遣す 所な く 飮み盡 し 

て、 之 を 噴 ひ、 之 を 救 はれし ものに 非す や。 

基督の 救 ■ 

神の 敵 

わざ  ， あだ 

パゥロ 曰く、 夫れ 爾ら はもと 惡 しき 業 をお こな ふに 因りて、 神に 遠 かり 心に て 其の 敵と なれる も 

のな りと。 左れば 總て 不義 を 行 ふ もの は 神に 遠 かる ものな り。 世の 人聲 色の 慾に 溺れ、 卑しき 肉 情 


に 耽る こと、 あたかも 水の 低き に 就く が 如く、 蝶の 甘き に 集る に 異ならす。 然れ ども 心 を靈性 上に 

倾ナ、 ； w-c^ ことに 思 ひ を 注ぎて、 敬虔 篤信の 道 を 歩まん こと は、 其の 最も 難しと する 所な り。 吾ら 

の ほ 

は 意外に 連 だしく 物質的の 傾向に 左右 せらる。 汚れた る 性情 は 重く 滯 ふりて、 神の 天に 騰り 難し。 

吾ら は 人の 額を畏 るる こと 甚だしと 雖、 神を畏 るる こと を 知らす、 耳目の 美に 精神 を鸾 はると いへ 

ども、 靈界の 美妙 は 其の 夢に だ も 入る こと 稀れ なり。 見えざる の 天地に は 驚くべき もの 多く 實 在し 

て、 其の 妙 言 ふ 可ら す。 其の 味ひ窮 りなし。 其の 愛と こしな へに 盡 きす。 其 一端 を 窺 ひしの みなれ 

ど、 是を 以て 釋迦は 妻子 珍资及 王位 一切 を棄 てて、 之に 身 を 安ん ぜんと 心 懸けたり。 使徒 バウ 》1 が 

茶： 督の 十字架に 心 を 寄せて、 凡ての こと を 損と なせし も 唯 これが ためなりと 謂 はざる ベから す。 多 

くの 殉敎者 は 其の 露 土に 比せし 利 綠 よりも、 其の 肉體を 殺さん とする 劍と 火よりも、 神の愛 を 以て 

Is- に 堅固なる 實在 なりと 認め、 神の 恩義に 背き、 其の 罪人た る こと を 以て 一 暦 甚だしき 害惡 なりと 

し：^  く  さ くさ  ぬす 55 と 

思へ り。 然れ ども 世人 多く は 平素 斯る 經驗に 乏しく、 蠭蝕 ひ、 誘び 腐りて、 盜 人の 穿つ もの を 最大 

なりと おも ひ 僻め、 理想の 世界、 靈性 上の 事物 は 水上の 泡に 等しく、 活ける 神を崇 むる は 痴人の 夢 

に 似たり とす。 其の 靈性 痴鈍に なりて 活用 を 失 ひ、 氣品 卑しう して、 高尙 なる 事物に 疎遠なる に 非 

す や。 

吾人 他 を 愛すれば、 暫く も 之 を 離る る こと を 好ます、 止む こと を 得すして 之に 遠ざかる こと あら 

ば、 また 慕 ひ 求む る こと 宛 かも 瘦を 負へ る 鹿の 溪 水に 於け るよりも 甚だし。 愛 は 天涯 を 比隣の 如く 
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し、 神と 人との 間 交情 を 結びて 和 氣靄然 掬き すべき もの あらしむ。 友 を 深く 愛する とき は、 彼の 意 

皆 我の 心 胸に 通じて 響の 音に 應す るが 如く、 如何に 微かな りと も、 直ちに 其の 反 應を來 して 茅-ふこ 

となし。 愛 は 聯想に 富める ものな り。 其 心なき ものの 目に は 無意義なる 事物と 晃る こと も、 愛する 

ものに は 友の 俤 かと 思 はれ、 些細なる 機會 にも、 之を懷 かしく、 慕 はしく 感す るの 情い とど 切な 

り。 故に 見よ 基督 は 見る もの 聞く ものに つけて、 天父 を 感じ、 花に も 鳥に も 其の 消息 を愛讀 せり。 

愛の 誠 固より 然 あるべき 害な り。 之に 反し、 神と ともに 在る は、 吾人の 甚だ 好まざる 所な りと 謂 は 

ざるべ から ざす。 秋の 夕暮 人生 觀に 泣きて は 無限 者の 愛に 觸れ、 又大 節に 臨みて は、 皇天 上帝 を瞎 

仰し たれば、 あは や 神と 永く 相 親む に 至らん かと 見る ほどに、 思 ひき や 其の 感情 は 雲煙の 眼 を 過る 

よりも 疾く、 巳に 他の 點に 移り ゆきて、 昨 夢 茫然 今 はた だ 物質 界に營 々役々 たるに 至る。 汽車の 行 

たち ま 

客 相 親しむ が 如く なれ ども、 停車場に 達すれば 乍ち 南北に 離れて、 少しも 相 顧みす、 其の 交情 は汽 

笛の 聲の痕 を 空中に 留めざる にも 似た るかな。 元來 神に 疎遠なる 眼に は； 大地 も 上帝の 榮光を 隱蔽す 

るに 過ぎす。 自然の 美 は 反って 人 を 眩惑して、 風光 や 景色に 醉 はしむ るの み。 日々 の糧は 口腹に 觸 

るる だけにて、 靈 性の 琴線に 微動 だも與 へす。 

是れ 神に 遠 かり、， 心に て 其の 敵と なりし ものに 非す や。 心に ての 三 字 を 味ひ來 らば、 吾人 靈性上 

の狀況 赤々 裸々、 其の 醜蔽 ふに 由な きを 感す。 世に 穴 恐ろしと 言 ふ は、 此の 如く 神 を 蔑ろにし、 之と 

棘 遠なる を 形容して、 意義 甚だ 適切なる を覺 ゆ。 我ら はた ビ祌ょ 罪人なる 我 を B み 給へ と 呼び 求む 


る ほか 爲す ところ を 知ざる なり。 

父よ 彼ら を赦 した まへ 

、H.: 耶穌 八， まさに 兩 人の 兇漢と ともに 十字架の 慘 刑に 處 せられん とす。 有司の 暴 横、 苛政 を愤 ふる 

人： の 腐敗、 宗教家の 偽善、 朋友の 輕薄、 俗吏 兵卒の 殘忍、 兇漢の 亡狀を 首め として 人間の 罪悪 

く 其の 周圍 に讽卷 きたり。 然れ ども 耶穌の 心 は 毫も 其の 調子 を亂 さす。 其の 愛 は 之が ために 踩躪せ 

られ す。 慈悲の 熱 發 して、 己れ を殘 害する ものの ため 祈れる 聲と はなり ぬ。 田 く 父よ 彼ら を ゆる 

した まへ、 其の 爲す所 を 知ら ざ ばな りと。 天地 晦 腹なる にも 拘ら す、 神 は 依然 父と して 現在す と 

確信し たれば、 人に 棄 てらる る あ ひだに 立ちても、 罪悪 横行す るな かに 在りても、 耶穌の 心 は靜か 

に祌の もとに 往 きぬ。 其の 光景の 美 はし さ 得 も 言 はれす。 敵 を 愛すて ふ 新たなる 道德の 基礎 は實に 

此の 祈りに 在りと 謂 はざる ベから す。 

他人 我に 向 ひて 不當 なる 行 ひを爲 すに 際し、 我の 第一 に. 心 を 着けて、 憤懣に 堪 へざる は、 彼が 此 

しきの こと 知らで あるべき 害な しと 思 ふこと ならん、 知って 此の 如き 擧動 ある こそ 怨み なれと、 愤 

怒の 炎 胸中に 燃えて、 平らかなら ざる は 人情の 常に 非す や。 我ら は 彼の 知る ところ を 眼 ini として 他 

人の 行 爲に對 する の感 を 催 ふし、 且つ 自己の 態度 を定 む。 然れ ども 主耶穌 基督 は然ら す。 反って 

彼らが 知らざる 所に 着目し、 其の 無智なる を 憐れみて、 之が ために 神の 赦罪を 求めたり。 人の 未だ 


知らざる 所 あるに 注目す る は、 寛大なる 精神 を 維持す るに 缺く ベから ざる ことなり。 耶穌が 己れ を 

罵り、 酷く 傷け て、 慘 死に 至らし めつつ ある ものの 爲に、 其の 知らざる 所 ある を 理由と し、 深く 之 

を憐 みて、 之が 赦罪を 祈り 求められし は、 誠に 道 德界の 奇蹟な り。 フ H ィル べヱル ン 曰く、 人類が 

忌み 憚る 所な く 罪 を 逞しう し、 全能者 を 度外視し、 全智 者 を 蔑に して、 疋義 公道 を輕ん する に 際 

し、 神 は 如何に 之を視 たま ふこと なる か。 此の 祈り は卽 はち 其 を 表 はせ る ものと 見做す を 得べき な 

りと。 

知ら ざれば なりと は、 實に 罪を輕 減す る 所以の 理由と 爲 すべし。 然れ ども 之 を 無罪と 做すべき 理 

由と はならざる なり。 知らす とも 之が ために 無罪と なる を 得す。 世に は 無知と 有罪と 相伴 ふ 場合 も 

少 からすと す。 耶穌を 殺せる もの は 知らざる 所 ありし に 相違な し。 然れ ども 罰せら るべき 罪 なれば 

こそ、 耶穌は 殊更に 其赦 されん こと を 求めし なれ。 知るべく して 知らざる は 已にー つの 罪悪な り。 

之 を 知らざる より 忌み 憚から すして 犯せる の 罪 惡豈に 不問に 附 せらるべき ものな らん や。 故に 此寬 

大な る 祈りの 裏面に 立ち入り、 其 の 精神 を推究 せば 知らざる より 生す る 罪悪 ま た 甚だ 恐る ベ き 性質 

の ものた る を 見出し、 自ら 戰傈 する の 想 をな して、 益 々罪悪の 重大なる を 記憶すべし。 昔し バウ 口 

が 基督に 反對 して、 其の 弟子 等 を めし は、 彼が 自白せ る 所に 依り、 其の 知らす して 行 ひし ことな 

る を 知る。 實に彼 は 良心に 照して 善と 思ひ斷 め、 極端に 達する まで、 其の 意趣 を實行 せんと 試し 

なり。 彼が 基督 を 知らす、 其の 敎の 正しき を覺ら ざり し點 は、 大に 其の 罪 を矜恤 まるる 理. H たりし 


を M はす、 然れ ども 尙ほ バウ 口の 罪 言 ひ 逃るべからざる の點少 からす。 其の テモテ 前 S の 一三に 

一一 A-FH  ちな ど 

係！！ て ^^-::_=敎 を 迫. }:f:: せし 時の こと を 記せし 語に、 侮慢る ものな り 云々 の 一句 あり。 バウ D は 1ハ 良心に 

疚しき 所な くして、 迫害 を爲 せし ことならん。 然れ ども 其 自ら 吿. .H せし 如く、 意氣 傲然、 無 12 小 弱 

の 共. ^徒 を 啤 睨し、 太く 之 を 侮り 輕ん じたる 如きに 至りて は、 其 知らざる に 起因せ る行爲 また 大 

いに^むべき もの ありと 謂 はざる ベから す。 バウ 口にして 侮慢の 念な かつせば、 或 ひ は 漫然 自己の 

覺 や 意識に のみ 依り 顿 ます、 他人の 信仰 を も 尊敬し 肅 しんで 之を觀 察する より、 ：：^ 外に n 十く 共上督 

の 道に お 服せ しゃも 測られす。 侮慢 已に ー俩 の罪惡 なりし のみなら す、 他の ：® だしき 罪惡の 起因た 

る 無 何時と はなく 之に 伴 ひて 生じ 来る。 故に バウ 口 は 知らす して 行 ひたりと I  一：！ ふに 拘 まらす、 0 

かし- ：1 

人のう ち 我 は 首な りとまで 自ら を 卑下せ り。 彼 は 知ら ざり しと 言 ふと 同時に、 ：H 、の 旣往を 顧みて 己 

が-卯 悪の^ だしき を 認めたり。 斯の 如く 精細に i っ假 かに 一生 を觀 察する とき は、 誰か 己れ の罪惡 

を 感じて 祌に赦 されん こと を 求む る を 必要と せざる ものな らん や。 

邪穌を 粒せ しもの は 知ら やし て 之 を 行 ひぬ。 其が なかに 獨り 耶穌は 彼らが 所 爲の罪 Hij^ たる を感 

じ、 祌 のまへ に 恐 I 唯の 念 措く 能 はす、 自ら 痛切に 之 を負擔 して、 父よ 彼ら を赦 した まへ との 賠 罪の 

祈り を 搾 げられ き。 我らが 自ら 知らす 且つ 感ぜざる 所の 罪惡 は、 耶穌の 心 を 重 やかに 壓 したり。 我 

らは 此の 祈りに 依りて 救 はるる こと を 5^ べきな り。 

共の 身 刑場の 露と 消えん とする に 臨みて、 能く 犯すべからざる の 平和と 成 纖とを 保ちて、 十字架 


の h におる こと 宛 がら 天父の 懐に 在る に 異ならす。 驚くべき 從 順と 信念と を 以て；^ に 依り f み . 

に 共の 敵 を矜恤 みて、 父よ 彼ら を赦 した まへ、 北 ハの爲 す 所 を 知ら ざれば なりと 祈る。 天地た めに 震 

勒 J§ なる 人心 も此 に 於て か 慚傀悔 改の念 を 生ぜざる を おす" 此 の 祈り を聽 き、 共の ふの 熱 切な 

るに 感じ、 共の 天父と 一致 契合す るの 密 なる を 認識す る もの は、 此 人に 依.^ て 己が 罪の 赦 さる、、 〈き 

を 疑 ふこと 能 はざる なり。 

爾 今日 我と ともに パ ラダ イス に 在らん 

邪 it の 左右に ま、 殺せられ し 二人の 賊 あり。 共の 一人 は 罪悪の 結 * 身に 及びて、 益 々共 心を頒 にせ 

り G 己が 死 も、 殊に は 耶穌の 十字架 も 彼が 精祌 を^ 發す るの 効 梨な かりき。 他の 一人 は 漸くに して 

其の. 4、、, こ， ち 反り、 眞寳已 が 罪 を 悔いて n く、 我らの 斯の 如くなる は常然 なり。 爲せ しことの 報 

ひのみと。 斯くて 父よ 彼， らを赦 した まへ との 祈り は、 十字架 上の 兇漢 をして なる ァ 、 メ ンを發 

せしめたり。 邪 穌の精 祌と舉 動と は、 之 をして^ 世界の 存在す る を 認識せ しめ、 罪人 を矜恤 める 天 

父 を 仰がし めたり。 淺 酷なる 祭司 及び 兵士の ために も、 赦罪 を祌に 祈り 求めら る。 此の の 不可 m 心 

議 なる 慈愛に & らば、 人に 薬 てられ、 f に賴 むと ころな き 彼と いへ ども、 必ら すし も 救 はれ ざ 

る こと あらん や。 彼は大 いなる 希 ひ-;^ を 以て • 雨祌 の！； に 至らん とき 我 を記惊 えた まへ と 祈れり。 用 

穌答 へて. -く、 爾 今日 我と ともに バラ ダイスに IS るべ しと。 篤晉 侮辱の 下、 共の 呼吸 漸く 切迫し つ 


つ あるに 常り、 、王 は 人の ために 赦罪を 求め、 自ら 能く 之 を 救 ふこと を べしと 確信せられ たり。 悔 

い 改めた る 3- 漢の 身に- ¥飞 は、 輿論の 聲之を 可と 一一 一一：： ふ も 未だし。 已の良 心 之 を 可とする も 未だ 

し。 然れどもーー；寸^^:^絶ぇて、水久の世界に人らんとする^f:は、 人 の 一 袋^ 何 か あらん。 唯 だ 要する 所 

の もの は、 祌に-；^れられたりとの確：：：！^のみ。 主 は 北 ハの美 はしき 答へ を 以て 此確信 を 之に 與 へられた 

り。 十字架 卜： 死に 乘々 としつつ、 パラダイスの 門 を 啓かれし 主邪穌 督は、 今日に 於ても なほ 我ら 

を 救 はるる に 非す や。 


『生活の 兩 側面』 の 一 文 は旣に 

『信仰の 友』 にあり。 故に 鼓 

に は 求； 複を 避け て哲 略せ り。 


s 性の 危機  .  六. * へ 

耶穌 最初の 弟子 

輿 味盡き 難く inj^ ゆる は ョ ハ え、 ベ モ 口 其 他の 弟子 等が 始めて 耶穌の 門 に 入りし 鎖 末 を 述べた る 第 

きふ 

^福音 害の 記事な り。 記者 ヨハネが 六十 年餘の 後より 當 時の 有様 を囘 想す るに、 あたかも^ 日 あり 

し 出来事の 如く 記憶 甚だ 鮮 かに、 無限の 感懷を 以て 昔戀 ひしげ に、 彼等が 耶穌 とともに りし は畫 

の m 時 頃な りきと、 筆の 序に 寄き 廣 けるな ど、 其の 文 を 讀む者 をして、 、H-の最愛の^^-子が如何なる 

人物な りし か を 想 見せしめて 餘り ありと 謂 ふべ し。 

ヨハネ 及び アンデレが 耶穌の 後に 從ひ 行きて、 終に 其の 門 に 人る の機會 を與 へし もの は、 施 洗 者 

in ハ えの 熱 切なる 說敎 にて ありき、 曰く 世の 罪 を 負 ふ 祌の羔 を： n- よと。 是れ 模範的の 傳道 なり。 罪 

惡 及び 其の 救 ひ は ョハ えが 常に 說く 所の 中心 問題な り。 彼 は 道德の 講話 並 N 通の 社會論 等 をな すの 外 

能な き 多くの 傳道 者と 異 りて、 深く 靈性 上の 必要に 立ち 人り、 直截簡明に 之れ を 論じ. て、 生ける 救 

者な る 耶穌を 紹介す る の 傳道 に 從 事せ り 、 

斯 くの 如き 說敎豈 に {4.: しからん や。 少く とも 二人の 靑年は 1.^ に 動かされて、 尙ほ 委しく 耶 穌の敎 


を 受けん と 欲する の 志 を 立てたり。 ョ ハ え、 ァ ンデレ は 北 ハ曰耶 穌の寓 所に 至り、 之と j 夜な 明かし 

て 如何なる こと を， 語れる。 八水^_ポは其の席末に列らざりしを限りなき造憾とせざるを〔むす。 彼等 は此 

の 談^の 給 として 心を耶 a- に 寄せ、 身 を 之に 獻 ぐるの 端 を ii けり。 而 して 此の 新たに 川：： たる」 や； 1 

を己れのみ^3マらにして、 之 を 胸に 包む こと 能 はす、 相 約して 共の 親族 故舊に 倚へ ざる を 川，：： ざり き。 

我 や.： -メ シャに 遇へ りと 彼等の 觸れ囘 りし を兑 よ。 耶穌 に面會 する こと を 得た る 幸述を 此の 卜： もな く 

ケ； I： び、 -陪 夜に 忽ち 燈火を 得た る 心地して、 其の 思 ひ 懸けな き 知遇に 感 する こと i:^ だ 深 かりし なり。 

ョハ え、 アンデレ は、. ^づ各 々其の 兄弟に 吉報 を 傅へ 知らせん と 約せ しもの ならん。 人 fwM より 

浙く あるべき 苦な り。 特に 彼等が 兄お 打ち 述れて 北の方 ガリ ラャ より 發し、 ユダヤに 來 りし は、 ョ 

ハ ぇ^にぁりて^3を{ー：：；傳すと傳へ問き、 愛國の 精祌を 動かされ、 天闺 を歡迎 する の攻 己み 難 かり 

しによ る。 今 II らす も北ハ の 待ち $-1 め る メジャに 遇 ひて 取る もの も 取り 敢す 之 を 同志 の " ん；^ に ネ n げ ん 

と 欲し、 も ひぶ. 51 の 名 を 成せし をァ ンデレ とす。 曰く、 彼れ 先づ 其の 兄弟 シモ ンに S ふ。 ^ 者^ ョ ハ 

木が：^ づと いふ； 認を W ゐしに 注意すべし。 一 ー人が各自の兄^^^を探し出ださんと欲するの^^^^：だ切迫 

なりし を 知る。 アンデレ こそ 其の 兄 * に 耶穌を 紹介す るの 先 を 駅け たれ ど、 あたかも 之 を や； 次む もの 

の 如き 文 せ 心 而. {n  く 讀ま る るな り。 

ァ ンデレ は 十一 一 使徒の 一 人 なれ ど、 ョ ハネ、 ぺテ n の 如く 才 勝れし ものに 非す。 彼はぺ テ 口 を耶穌 

わかもの 

に 紹介して 後、 耶穌 五、 千 人 を 養 ひしと きこ、 に 少年 あり 麵包 五つと 魚 一 一つ を携 へて 居れり と 報じ、 

.  耶^ 最初の 弟チ  六 七 


また ピリ ボ とともに ゲ リシ ャ人を 基督の 許に 導きし と 記されし 外， ァ ンデ レ の 事業と て 記されし も 

のな し。 彼 は 世の 耳目 を惹く 程の 按倆を 具へ し 人物に あら ざり しなり。 彼 は感史 の 上に 光り輝く こ 

と を 得 ざり き。 然れ ども 彼 は 信義 厚き 兄 第 朋友に て ありき。 彼 は 他人の 不便 を m 心 ひやる こと 深く、 

何とかして 之 を 救 はんと 心懸 くる 忠資 なる 性 ほ を 有せり。 の 起る に 際して は 其 難儀に 辟 し、 ^ 

然 自失して、 銀 二 Kii の 麵飽も 人 毎に 少しづつ 與 へて 尙ほ 足らざる べしと、 唯 だ 嘆息の 聲を 放てる ピ 

リボ とは異 り。 アンデレ は 其の 忠資 なる 心より 覺朿 なく も 群衆の 間 を涉獵 り、 五つの 麵 齣と 二つの 

魚 を は 出して 之 を 耶穌の 前に 持ち 来れり。 聊かな りと も 其の ffl に 供 せんと 思 ひしな り。 阈に 在りて 

は g- くの 如き 人 は EI ケ 一た すして 功 最も 多し。 (豕に 在りても 其の 親の 慰め、 北ハの 子の 力と なること 多 

きは斯 くの 如き 八な り。 アンデレ は 友人と して 最も 頼もしき 性： ぼ、 の 人な り。 彼 は敎人 I： の 柱に あら ざ 

くさび 

りしと 雖も、 其の 俊と して 一 日 も缺く 可から す。 此 人な かつせば ぺテ 口 も 耶穌に 見 ゆるの 機へ  1: を 得 

すして 已 むこと なしと 斷言 すべから す。 輕 蒲なる 社 八 H は 柱の み を 尊み て、 の 大切なる こと を 忘却 

す。 風 吹き 地震 ふに 至りて は、 家 を 全うする の 力 アンデレの 如き 換に存 する を 常に 記憶せ ざるべ か 

らす。 アンデレの 事業 福音 史に見 ゆる もの 微か なれ ど、 倚に 據れば 彼 は 今 露 西亞阈 南部に 常れ る 地 

方に 傳 道し、 終に X 字形の 十字架に 懸けられて 其の 忠寳 なる 生命の 獻祭を 結了せ りと 云 ふ。 I に 行 

はろ る 架 アンデレ 形の 十字架 は 此の 傳 道に 其 七く。 十二 徒み な ペア 口、 ヨハネの 如き 輩の みならば、 

才力に 乏しき ものの 失-ゆ 上 を 来す こと あり もやせん.' 然れ ども ァ ンギ レ の 如きが 最初の、 め 子に して、 


後た 卜 ピリ。 ホがバ ノリ シャ 人を耶 i5 に 紹介 せんとす るに c い w り、 之 を アンデレに 謀り、 相携 へて？^：：: ルを耶 

^に 求めた ろ にても 知らる る 如く 其の 一方なら す 耶穌に 信任 せられし を 見れば、 平凡なる 人物 も 心 

强き を^ ゆ。 アンデレの 誠 だに あらば、 耶穌の e: 下に 在りて 顯 はれざる も 必す有 (化なる 5： となる こ. 

と を 5：! べし。 

ァ ン、 デレの n 几^ ぺテ 。は ；|3！ に 石の 如く 堅固 豪 壯快濶 の 兒 にて ありき、 彼 は 其の 天 禀の性 て ふ 

^横により、 衆 を 率ゐて 常に 首 動 者た るの 地位に 立つ こと を 得たり。 耶穌波 を 踏で 歩む を兑れ ば、 

已も 之に 倣 はんと？ 一一：： ひ 出で、 やがて 波に 捲 かれ 沈まん として 慌てた る も 彼な り。 山に 登り、 此の世 

C- まり 

ならざる 榮光 を：：： ルて、 三つの 應を 結ばん と 建言せ しも 彼な り。 主 H ルサ レムに 上らん とする を：：： 儿 

て、 北 ハ の！^ を 執へ 叱る が 如く 之 を， 切め たる も 彼な り。 ゲッセ マネ 園に て 刀を拔 き、 祭司 長の 俊に 切つ 

て かかりし も 彼な り。 耶穌の を受 くる を 傍へ 聽 きする 間に 我に も あらで、 三た びまで、 王 を 知ら 

すと 斷 曾し、 鶴 の^くに 驚かされて e: 外に 走り出で、 いたく 泣き 悲み しも 彼な り。 S 督の 復^せ し 

後、 ガリ ラャの 湖 $ 一にて、 シ モン ，ぺ テロ 汝我を 愛する かと 三た び 問 はれ、 謙遞 にして Hs つ 自ら 信 

する こと き 心 を 以て、 然り 主の 知り 給 ふ 如しと 霄ひ 放ちた る も 彼な り。 此 等の ieiH 貧 を 41 合せば、 

シ モン ，ぺ テロの 涕努诞 として 眼前に 浮び 來る。 やかなる 心 は ® 、もしげ なし。 イス カリオ テのュ 

ダを はよ。 一 n- 躓く 時 は、 王 を 喪り、 自 ら縊 り、 亡びの 子と なりて 4- まんと す。 ぺテ n は 過失 多 かり 

しに も拘 はらす、 また 他の 弟子 等の 犯す こと を 得 ざり し 罪 を 犯したり しと 雖も、 彼が、 H- を 愛する の 
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熱情 g 、ゆるが 如かり しため、 悔 改めて 正しき に歸陋 する の 反撥 力に 富み、 百折撓 ます、 念 (〈脱々 堅 

m: なり。 唯 だ 慰现に 屈服した るに は あらで、 其の 熱心 を倾 けて 耶穌 に從 ひ、 之 を 愛する. ことの 深き 

もの は、 躓き を經、 疑 ひ を 過ぎて、 いよく 其の 信仰 を强 くし、 天の 光明 を见る こと 〔i^ 々舴 やかな 

らんと す。 基督に 對する 埶 (愛 は懷疑 者の 良藥 なり。 信仰に 躜き しもの を挽问 する の 引力 •  なり。 ぺテ 

a の 如き は 其の 最も 著しき 實 例なる べし。 

おしお  ほと リ 

衆人 祌の 道を聽 かんとて 終排 ひける に 耶穌 ゲネサ レ の 湖の 濱に す-ちて、 織に  一 * 艘の舟 あ る を 见 

る。 漁の 者 は 舟 を 離れて 網 を 洗 ひ 居れり。 其の 一艘 はシ モンの 舟な りしが、 耶穌 之に 乘り、 うて 

1. -  おき 

岸より 少し 許り 離れ、 鹿して 舟の 中より 衆人 を 救 ふ。 敎へ竞 りて シ モンに 言 ひける は澳へ E£ で 網 を 

す. など  よもすがら 

下して 漁れ。 シ モン 答へ ける は師ょ 我等 終夜 はたらきし かど 所得な かりき。 然れ ど汝の 曾に 從 ひて 

網 を 下さん。 旣に 下して 魚 を ffl める こと だ 多く 網 裂け かかりければ、 いま 一艘なる 舟の 侶 を 招き 

て來り 助けし めしに、 彼：^ ザが 來 りし 時 その 魚 ニ艘の 舟に 滿 ちて 沈まん ばかりし なりし。 シ モン *ぺ 

テ 口 之 を 見て 耶穌の 足下に 俯して 主よ 我 を 離り たまへ 我 は 罪人な りと 言へ り (ff ほ 冠)。 彼の 荡 子の 

如く^ 魄 して、 艱難の 中より 己の 罪 を發 見し、 悔 改めて 祌に歸 るの 志 を 起す もの も あれ ど、 ぺテ Q 

は 之と 其 趣を與 にし、 共の 意滿 ち、 望み 足りて、 成功 を視 する の外餘 念な かるべく s〕 ゆる に、 祌 

の 威光に 接し、 己れ の 汚れた る こと を 感じて、 恐れ 戰き、 我 は 罪人な り、 、王よ 離り 給へ と 叫びた 

.^。 彼 は 罪 を 知る の 人な り。 彼の 霞 性 は 罪に 付て だ 鋭敏な り。 近世の 英 阈祌擧 者の 屮 にて、 一一 ゥ 


たまし ひ 

マ ン は！： を 知り 之 を 認識す るの ra: 難を感 する より 生す る靈の 悲劇 を W 取 も 痛切に 經驗 し、 之 を-一 H 文 

に Si はせ し 入な り。 『ディン』 チヨ ルチは 入 情 豐甯 にして 親子 夫婦 朋友の に；：^ する 底の^ やかなる 

たに； 5 

愛 を；： 取 も 深く 现 解し、 祌と人 額との 交通 を經驗 する 所 多く 所謂 鹿の 豁水を 慕 ふの 情 を 酌み、 ^子 父 

を _ ^て k 其の 心を慯 むる こと^だし きを 恐ろしく ふこと 切なり。 彼 は 纖性界 の 家庭的 则而を 適お 

に代^？^し得たり。 此の 二人と 時代 を 11： うして 共存し、 共に オクス フォ ルドの 運動に 大關係 ありし 他 

の 一 人 を ピウ ゼ ー とす。 彼 は 神の i\f なる に對 する 罪の 恐ろしき を 设も 痛切に 感じた る ： ^の 豫肯 ：^<J: 

にて ありき。 此の： 一一 人 は 各々 北ハ のお 所 を 有し、 霞 性 上の 發逹に 於て 缺く ベから ざる 三つの 糊お を 代 

^せ.：^。  <;-聚はカめて此の三^<:-の美を 一 身に經驗せんことを！！らざるべからす。 然れ ども 現代の n 

水 ，：1： 小敎 に 於て：：； W も 不：： ル せりと 思 はるる は 罪悪の 感覺に 非す や。 ぺテ 。は 此の 感覺 n;^ も 切なり した 

め、 大ぃなス傅^^^となろことを得しなり。 ぺ ンテ コ ステの 日に 於け る 彼の 說敎 に：^ 常なる 力 あり 

し は、 テベ リャ 湖畔 成功の 快 樂に溺 るる ことなく、 却って 已れの 罪 を 感じた る 共の 平生の 心懸 

によれり と は ざ る ベ か らす。 志 成り-ゆ，^ み遂 ぐると き は 之を樂 しむ の 外へ ゆ 念な く、 种 に對 して 忘 s,^ 

の をれ ふ もの 甚だ 多し。 ぺテ a が銜 かる 際に、 沈まん とする 舟、 滿ち 充てる よりもお づ^ 一  に 

に n を =5:^ け、 北ハの ^徳 に 感激した ろ は 以て 1： 薄な る 信仰 を# 戒. す るに 足るべし。 
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アンデレ と共に 耶穌 に從ひ 行ける ヨハネ は、 シ モン、 ぺ テロと 反對 なる 性質 を 有し 長短 相補 ひて 

意氣 投合せ る 朋友に て ありき。 友情 常に 斯 くの 如き もの 多し。 剛柔の 配合 この 二人に 於て 其の 妙 を 

極めたり と 謂 ふべ し、 

彼 は 雷の 子と 稱 へられた. り。 其の 沈痛なる 性質、 物に 觸れ て激 する や、 疾雷 耳を掩 ふの 暇な きが 

如く、 動もすれば 猛烈な. る舉 措に 出づる こと ありし を 以て、 斯くは 名 づけし なりと 解 釋 す-る 梨 者 も 

あり。 此の 說或 ひは然 らん。 然れ ども 博士  口 ボルト ソン • 一 ーコ ルが 默示錄 を解釋 せる 一 小冊の 屮に 

讀み しこと ありと 記惊 する ー說 こそ 更らに 妙な りと 思 はる。 ヨハネ は直覺 的の 人に て、 天の 成せる 

;_^;^<なり。 其の 祌を說 き 奥妙なる 靈 性の 眞理を 宣傳 する や、 恰も 黑 雲の 中よ ひ 雷光の 閃めき 出づる 

が 如く、 天來の 響き 忽然と して 界の人 を 驚かす の概 あり、 靈界 の秘義 その 愛の 直覺 によ ひ 示せ 

ら るる もの 頓る 多し。 

彼 は 愛の 使徒な り。 然れ ども 其サ マリヤに 在る や、 人民の 待遇 意の 如くなら ざり しを愤 り、 天火 

を 下して 之 を燒き 亡ぼさん こと を 願 ひたり。 此を 以て 見れば、 彼が 全く 愛の 使徒と 稱 へらる るに 至 

るまでに は餘 程の 鍛鍊敎 養 を 要せし ことならん。 熱愛 時に 偏 僻に 陷 るの 弊 あ る を 免 かれ ざり しか 

ど、 主耶穌 の薰陶 によりて 圆滿 なる ものと なること を 得しな り。 

カル ヂナル • ユウ マ ンの 『大舉 說敎』 最後の 一章 は、 敎理の 發達を 面白く 說 明せ しもの なり。 彼 は 

耶穌 降誕の 時 羊 を 牧ふ者 どもが 事の 爲體を 見て、 之を怪 み、 a つ； t を 崇め 讃 めつつ 歸り しに 反し、 


マリヤ は 凡て：； -ん 等の こと を 心に 留めて 思ひ囘 らしぬ と、 路加 傳ニ ii-sf に 記載せ る を 題と して、 敎理の 

il な， バは マ リャの 如き 性！：： と 北ハの 修養と に 淵源す るな りと 論じたり。 是等 のこと を 心に 留めて 思ひ囘 

ら すて ふこと をして、 基^ 敎開發 の I 大要 素たら しめば、 使徒 ョ ハネ は實に 斯道の 進歩 展開す るに 

つきて、 ^はだ 力 ありし 要 なりと 謂 はざる ベから す。 彼れ は マリヤの ごふく 神の ことに 心 を 潜め 

て、 深く  m め ひ！^ ら すの 人に て ありき。 ぺ テロの 活動的な るに 對 して、 彼は觀 察と 沈思と に 長す るの 

人に て ありし なり。 パト モスの 孤 £5 に 破 を 洗 ふ 波の音 を 友と して、 深き 思 ひ を 岡ら し、 其の 靈 妙な 

K*f を禪 つて 默示錄 を はす 者、 ョ ハネに 非す して また 誰か あるべき。 

. ^は t が 叫 福音書の 文體、 構造、 及び 其の 思想の 模様な ど、 凡て ガリラヤ湖 邊に 人となりし ユダヤ 

人ョ ハネに は^だ 似合し からすと 一一 一一 口 ふ もの あ. り。 然れ ども 此の 疑 ひはョ ハネの 人物 を 知らざる より 

起る ことならん。 彼 は 沈思 E (想の 人な. り。 第 福音書の 著者に 付きて、 近 來の好 著述 を 爲せ. りと 稱 

せらる る ワトキン ス 氏の 『バム プ トン 講演』 に、 ヨハネが エペ ソに 在住す る もの 二十 五 年、 共の M 

r 維 グ リシ ャは M より、 方 諸國、 さて は 印度 あたりの 思想 等にまで 接觸 せした め、 共の m め 想大ぃ 

に膨" 股し、 稷 々の 疑問 駁種 等に 向 ひて 基鲁敎 を宣傳 する の 必要より、 これ を說 明す るの 形式に 新 機 

軸 を 出 だし、 應病投 病の 妙 を 極めた る 技倆 を逞 うせ. りと 論ぜし 一 章 あり。 ワトキン ス氏は 之 を名づ 

けて 翻譯 とい ふ。 寶に ヨハネ は 基督の 事に 付き、 其 時代の 境遇に 對 して 適切なる 翻譯 をな せし な 

り。 北 〈の 結 少しも 生硬の 弊な く、 老熟の 手腕 後世の 舉者 をして 此は ユダヤ人なる ヨハネの 著作に 
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あらざる べしとの 疑 ひ を 抱かし むる 程な り。 翻 譯は唯 だ ヨハネ 時代に 必要な りしの みならす、 n 本 

の 傅 道に 最も 不十分な. る を感 する もの は 翻譯の 不熟練な り。 此は 文字の 翻譯の 謂に 非す。 ^^敎 を 

日 本人に 向 ひて 適切に 譯し 聞かせて、 之 を现會 せし むる の 手際 だ 面白から す。 生硬の 弊 極まれり 

と 謂 ふべ し。 今の 傳逬者 は 翻譯の 凡手の み。 老熟 達觀 ヨハネ 其 人の 如き もの 出づ るに 非 すん ば、 基 

督の； i 昔 は 昔時の 小亞細 亜の みならす 此 日本に も理會 せられす して 已 まんと す。 、王 を 愛す. る こと ョ 

ハネの 如く、 熱誠 彼が 如く、 詩的の 靈覺 彼の 如く、 傳 へられし こと を 心に 潜めて 深く 思 ひ 囘らす こ 

と 彼の 如き 者に 非 ざれば、 斯 かる 翻譯を 成就す る こと 能 はざる べし" 或 ひ は 阔家的 尸 杖と 言 ひ、 

或 ひ は 簡易 基督教と 稱へ、 或 ひ は 神道 佛敎に 出 人し、 或 ひ は 基督教に 孔孟の 衣冠 を 被らせん と 試み 

るな ど、 ^な 此の 翻譯を 試みて 拙劣なる もの。 政 家の 權 略が ましく、 斧 驚の 痕 藤々、 決して 世人に 

も滿足 をき 〔ふること 能 はす。 無論 基督の 精神に 忠なる もの を滿 足せし むる こと 能 はざる なり" 深く 

墓 の 精神に 通じ、 共の 敎を 心に 留めて 之 を 思ひ囘 らし、 誠 實に之 を 世に^へ、 之 を 以て 人 を 感動 

し、 凡ての もの を 之に 同化せ しめんと 欲する こと、 第 四 幅 昔 書 著者の 如くなる に 非 すん ば、 翻譯の 

成功 ^：: て 望むべからざる なり、 ヨハネ は 思想の 人に て、 進歩的の 性質に 富み、 敢て十 へに 拘泥せ 

す、 大膽に 今 を 同化 せんと 試み、 其の 基督教の 說 明に 創開 的の 技倆 を顯 はせ り。 我等が 此の；： 取 初の 

弟子に 於て 最も 慕 はしく  a つ 尊く 覺 ゆる ことの 1 つ は是れ な. りと 謂 はざる ベから す。 

第 叫 福音書 は间 より、 三つの 書翰 及び 默示錄 に 至る まで 之に 通じて 著しく 顯 はるる もの は、 著お 


の 想像： i めて isp" にして、 北ハの 調子 の^だ 高き ことなり。 世人 は m 心 想が 進歩 に 必 要な る こ と を 知 り 

て、 想像の 缺く 可から ざる ものなる を覺ら す。 唯 だ 思想界に 於ての みならす、 の 經綸、 事^の 

發 におても 想像 も 大切なる 要素な りと す。 ェ藝の 進歩、 機械の 發明も 想像力の 活動 成 ^ なる より 生 

す。 科 s_ いおが：； g 人 未發の 新： 説 を 出せる も、 其の 始めは 想像力の 結^な りと fi はざる ベから す。 科學 

發违の は 想像力 を 以て 共の 一大 動力と なすな り。 今の 日本 は あまりに 物 1^3; 的に して 所謂 来に 

熱し、 共の 淺簿 なる 所に 拘泥し、 目に て は、 耳に て 聽く邊 りに 滯る のみに て、 理想に 感激す る こと 

極めて 少く、 想像の 翼に 駕 して 天に 昇る の 意 氣 だ 乏し。 $： な^ 人 杖 を 以て 探りつつ 道 を迆り 行く 

に異ら す。 手足 あれ ども 羽 冀の 天に 飛揚すべき 者な きが 今 日 の 大忠， なり。 詩の 與ら ざる、 宗敎の 盛 

ん ならざる、 大人物の 出で ざる、 ^^な此の想像カの乏しきを證明する^^に非すゃ。 餘 りに 散文的な 

る 現代 にョ ハネの 人物 を 欽慕す る こ と を學ぶ は 必要な る べしと 信す。 

る 耶 ガリ ラャに 行かん として ピリ ボに逢 ひ、 我に 從 へと 言 ふ。 彼 は アンデレ、 ぺテ。 の 住 

める べッサ イダの 人な りと あり。 耶穌の 最初の 弟. 子が ガリ ラャの 人の みに て、 共の 出身の 地 を I!Z じ 

うせる は： 汀き-すべき ことなり。 基督 敎は 友情 を 尊ぶ。 出身の 地 を 同じう し 同 一 の 山に 登り 河に 遊ぶ 

が 如き 緣故 は、 靈性ヒ の-一- 史 にまで 其の 關 係 を 及ぼすべく、 所謂 袖す り 合 ふ も 他 牛； の緣 とやら に 

て、 銜 かる ま 憶 は 成る 可く 之 を 耕 やして、 相 共に 徳を 建て 信 を 養 ふの 一. 事に 活 川すべき ことなり。 

敎の發 逹は斯 くの. S き 友情に 淵源せ ると ころ！：^ た 多し。 ピリ ボは 如何なる 人な りし か詳 かに 之 
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を 知る によし なし。 主が 五 千 人 を 養 はれし とき、 事の 甚だ 困難なる に 驚きて、 なき 一言 を發し 

たる 如き、 トマスが 主よ 我等 汝の 行く 所 を 知らす、 如何にして 共の 途を. 知らん ゃと肯 へる に對 し、 

ち まこと  い のち 

耶^ 力 我は途 なり 眞现 なり 生命な り 云々 と 述られ しとき、 ピリ ボ 彼に 言 ひける は、 ■ 主よ 我等に 父 を 

顯 はし 給へ 然 らば 足れり と 云へ る 如き、 此 人に 取りて は 頗る 不利益なる 記事の 如くに 忍 はる。 耶 

穌 彼に 一一 一一：： ひける は、 ピリ ボ 我れ 斯く 久しく 汝等 と共に ありし に 朱 だ 我 を 知らざる か" 我 を r=l^ も 

の は 父 を： 13- しなり。 何 ぞ父を 我等に 顯は せと 言 ふやと。 是れ 其の 心の m ぶ 迷なる に 驚き 其の 惑へ るの 

：?:^ だしき を 悲しみ、 共の 年 來の敎 育 殆ど 空し かりし 如きに 失望せ し 言に 非す や。 ピリ ボは 主の 切な 

る 叱責 を 蒙りた るな り。 然れ ども 我れ 斯く 久しく 汝等 と共に 居りし に：^ ぞ云々 との 語 は、 凡ての： S: 

督 信徒 の ヒに多 少 適ね せらる 可き ものに て、 各自の 胸中 刺 さるる が 如く 感す ると ころな きを 得 ざ る 

なり。 然れ ども ピリ ボは： S 初 耶穌に 撰ばれし ほどの 人な り。 彼 は 多くの 共 ま "信徒の 如く、 北 ハの光 を 

？ S て 

包みて 傳道を 怠る ものに 非す。 自ら茶^^：：に從ふゃ忽ち友人ナタナ ェ ル に逢ひ、 我等 律法の 中に モ ー 

セが 載せた る 所、 豫言者 等の 記せし 所の ものに 逢へ り。 ナザレの 耶 as 是れ なりと 首 ふ。 共の 勢 に 

して、 新たに 得た る 經驗感 極り なく、 破竹の 勢 ひ を 以て 共の 友人 を ^ かんと 試みし.^ 様、 ヨハネ 傳 

第一章の 記事に 鮮 かなり。 彼が ナタナ エルの 冷酷なる 批評 を 受け、 ナザレより 何の^き もの 出 でん 

やと、 鋭き 反問 を 受けし とき、 更に ひるむ 氣色 なく、 米り て r=- よと 答へ し 如き、 北ハの 信念 確寶 にし 

て、 耶穌を 紹介す る を 憚から す。 之に 接せ ざれば こそ 疑 ひも すれ、 一た び 親しく 之れ を：：^ ば、 凡て 


の 疑 ひ 水 解す ベ し と確！：^ せ る 所實に 愛す ベ きも の あり と 謂 は ざ るべ からす。 我等 は ビリボ が +  肚截大 

腊に道 を 共の 友人に 說き勸 めしに 倣 ふべき なり。 此の 精神 だに あらば 福 ®: の傅播 9 郵 よりも 速 かな 

らんと す。 ビ リボに付きては多く^^-叫ること能はざるなり。 次に ナタナ H ルを 略；？^ すべし。 

ナタナ エル は ピリ ボの說 を 問き て、 ナザレより 何の^き ぶ 出 でんやと 反搫を 試みたり。 蓋し ナザ 

レは 其の：^ 25 せし 村に 程遠から す。 彼 所に 如何なる 人物の あるか、 此は ナタナ H ルの詳 知す る 所な 

り。 八/まで は斯る 人の^ 在せ りと 思 ひも 設け ざり しに、 . ^ナ、 如と して ビリボ の 斯く言 ひ出づ るに 不{番 

を 起し、 從來 己が 知りし 所の ものに 泥み て、 此の 新來の 驚く 可き 知識 を 担 絶 せんと はなせし なり。 

世人の 井」！ If: 敎に不 {番 を 抱きて、 之 を 1:^ する に禱路 する もの は、 大抵 從 米の 知識 けん ig を檩 準と し、 先 

入のお へに 共の 性の 門 尸 を 塞がれて 已れの M 請なる 想像 以外に 1:;:^ すべき こと あり^べ しと ふこ 

と 能 はす。 ために 新たに 得た る 報吿を 漫然 否. I- ル せんと 試みる に 起 す。 精神 上の 態. 瓜 かくの 如き は 

1;^ 仰のけ 化 も 恐る 可き 障 ホ：： 物な り。 故に 道 を 知ん と 欲する もの は、 旣往 の經驗 知識 は 大海の 一 滴に 過 

ぎす、 ：^^だ不十分なるを！：^惊して、 纖 懐、 M 现を 尋ね 求めざる 可から ざるな り。 ナタナ H ルの 

たまし ひ むとしお な  . 

戴 は 此の 附に陷 りて 疑惑の 中に 葬られん とする の 危難に 揺りし-^、 ビリボ の 友情と 北ハの 懇切なる？； 俶 

めに 救 ひ 出 だされて 邪 穌 に 而# を 求む る ことと なりぬ" 耶穌 ナタナ H ルの來 る を： z:- 之 を 指して 肯ひ 

、，ソ .H 

、ける は、 け 几よ 一】 A の イスラ H ル人 にして 北 ハの心 偽りな きネぞ と。 是れ ナタナ エルが イスラエル W 族 傅 

.來 の 志お-. -を傻 抱して、 ，を 憂 ひ、 1： を 愛する の 情 切に、 誠心誠意、 之に 力 を川ゐ つつ ある を K 讚せ 

^穌 最初の 子  七 七 • 
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られ しなり。 耶穌は 凡べ て斯 かる 場合に 於て 讚美に 吝 なら ざり しなり。 北ハの 寛大なる 赏訶、 凡ての 

善人 をして 益々 奮起せ しむる に 足れり。 ナタナ エル 如何にして 我 を 知り 給 ふやと 言 ふ。 耶穌 答へ て 

言 ひける は、 ピリボが汝を呼ばざる前に、 無花报樹の下に汝の居れるを：3^^りと。 ナタナ エル は 無 

花 ra^ の樹の 下に 何 をな しつつ ありし や。 彼 は 他の ガリ ラャの lijef 等の 如く、 愛 1： 憂世の 志 を 抱きて 

ヨハネの 洗禮に 赴きし なり。 彼は國 のために 堪へ 難き 程の 苦痛 を 抱きて 神に 祈りつつ ありし か。 將 

た 己れ の 罪に 惱み、 旣往 今來の 感懐に 泣きつつ 神の 前に 告白し 祈禱 しつつ ありし か。 共の 心に は 幾 

多の 希望 湧き出で て 獨り物 思 ひに 沈みつつ ありし に は 非ざる か。 ピリ ボが之 を 招 かざりし 前に 耶穌 

は ナタナ M ルの 深き 思想 感懷を 察知し、 之に 優 握なる 同情 を 寄せられ しなり。 耶穌の 言 を 問き てナ 

タナェ ルは已 が 希望 を充 たし 、嘆き 求む る 所を滿 足せし むべき もの は、 此の 君の 外に 之 を 求む ベ か 

らす。 彼が 靈性 上の 愁 望を斯 くまでに 知悉し、 同情の 慈愛 その 溫 顔に 溢れて、 切に 之 を憐む ものと 

毘 ゆる 耶穌 こそ、 問 はで も 知る き 神の 子 なれ。 イス H ラルの 王 なれと 認識す る こと を 得たり。 コル 

リッジ d: く、 聖書 は 不思議なる 書物な りけ るよ。 lij 書 は 我 を r ル出 だす ものな りと。 聖書に 接する に 

及びて、 己れ の 心つ かざりし 慾 望 感懐 等の 我が 胸中に 港め るを發 見す る もの 少 からす。 1|^:書は我を 

知る こと、 我よりも 熟せり。 特に 基督に 接すれば 此の 感！ に 深き を覺 ゆべ し。 基督の 如く 我 を 見出 

せる 者な し。 斯く 迄に 我 を！ naz せる 彼 は、 豈に 我が 靈 性の 王に あら ざん や、 是れ我 を 救 ふべき 主に 

非す や。 ナタナ エル は 此の 微妙なる 順序に よりて 基督に 從 ふこと を 得たり。 我等 もまた 基 傅が 我 を 


奥深 く：： 出 だされし に 感じ、 •  裕然 大悟して 基督 を 我が君 主 と £ 小 むる こと を 率ぶべき なり。 

祈り は 世界の 大法な り 

祈る こと は 動物の 世界に も 共の 萌しな きに あらす。 雛の 飢に啼 くや 牝敷之 を 斗 わぎ 救 ふ。 禽徵の 

に 祈りの 如き もの ある は、 擧 者の 夙に 注目す ると ころな り。 希 伯來の 詩人の 如き は、 此の 事 實に付 

きて、 趣味 深き：？ を 其の 歌に 遺せり。 『くひ もの を 徵に與 へまた 啼く 小， おに 與 へた まふ』 とい へる 如 

き は、 啼くを 以て 祌に 祈り を 奉ぐ ると 同じ 意味に 見立てし ものに あらす や 。『H ホバ は 泉をハ 介に！^ き 

5  うさき- リま 

出した まふ。 共の 流れ は 山の 間に 走る。 かくて 野の 諸の 徵に飮 ましむ。 野の 驟馬も 共の 渴を 止む』。 

とリけ も。 

水を^む る.： iliS は 自ら 神に 向 ひて 祈る て ふ 意識 を 有する ことなし。 然れ ども 祌は 共の 啼き 求む るに 

對 して 之 を 供給す るの 準備 をな した まへ り。 彼ら は 自ら 知らす して 祈る ものに あらす や。 慈 烏の 夜 

fs? ろ  う る 

啼くを 聞きて 不^に 其の 襟を沾 ほし 其の 聲 のなかに 吿訴 する もの あるが 如くに 感じた る を 支那の 詩 

人. {Z 樂； 人と す。 此を 以て 見れば、 動物の 間に 求めて 與 へられ、 尋ねて 物 を 5^ るて ふ^ 法の 行 はるる 

こと 明かな り。 „5{ に 進みて 人と 動物との 關 係に 至れば、 祈りの 法則 一入 著る しき を兒 るべ し。 愛 を 

人に. I 乙 ひ 求む る 犬の 服に は 誰れ か 共の 心の 自 から 和らぐ を覺 えざる もの あらん や。 ベ ー コ ン が無祌 

祈り は 世界の 大法な り  七 九 
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主義 を 非難せ る 論文に、 人 は旣ち 犬の 祌な けと 云へ る 一句 あり。 馬と 人と の^に 切に 訴へ 懇ろに 應 

する の關係 ある は 人の 熟知す る 所と す。 其の 關係密 なるや 遂に 馬の 性質 をして 之 を 飼養す る もの に 

同化せ しむる に 至れり。 佐 久敎會 の 井出 直太郞 氏は牧 馬に 熱心なる 人な り。 曾て 語りけ る は、 ^；门 几 

& の馬薩 人の 品性に 似、 南部の 產馬 東北人 の氣 風に 類す と 一一 一一 n ふ もの あり。 實に 然る こと も あるべ 

3  , .  そだて 

し 短 IS なる 人に 飼 はるる 馬は自 から 癇强 くな り、 柔^^なる人に撫育らるる馬は自から性5|^:も0か 

なりと。 宛 かも 禮拜 する ものが 其. の 事 ふる 所の 本尊に 同化 せらる る 如し。 土 耳 格 人 は マホメット 敎 

の祌に 似たり。 印度の 文明 は 梵天と 其の 性質 を 同う す。 畜類と 人類との にも 之と 同様なる 關係ぁ 

とリ けもの  もとめ 

り。 浙 くの 如く ill 獸は 人に 訴 へて 其の 需要 を充 たされ 其の 性質 を 同化 せらる るな り。 共の に 祈？. I 

の理； する に 非す や。 人と 人との 關 係に 至りて は 此の 理 F 、ら に顯 著なる もの あり。 父母 兄お 失：；！ 明 

友の 情誼 は 祈 禱の關 係に 外なら す。 家庭 は 祈禱の 組織な り。 弟 チの師 に 於け る 患者の 醫に 於け る 祈 

禱の理 義を備 へざる ものな し。 基督 は祌と 人との に 行 はるる 祈り を疆々 人^の 關 係に へられた 

^ し 

り 0  n: く、 汝ら のうち 父た る もの 誰か 其の？，^ 翅飽を 求めん に 石を與 へん や。 龟を 求めん に 之に 代へ 

て 蛇を與 へん や。 汝ら悪 しきものながら 善き 賜 を 其の 兒 輩に 與 ふる を 知る。 まして 天に 在す 汝らの 

父 は、 求む る ものに 聖靈 を與へ ざらん やと〕 こ は 人^に 祈りと 其の 感應 とのた しかに 存す るて ふ 事 

實 を根據 として、 祌と 人類との 關 係に 說き 及べる ものな り。 病める もの 醫に向 ひて 北 ハの病 狀を說 

き、 北 ハ S 苦痛 を訴 へ、 其の 救 を 求む る や、 言 ふところ 淺薄 粗漏に して 反って 已が害 となるべき もの 


を も 求む る こと あり。 だしき は ：！： 處に病 あり や、 何れに 痛みの 存 する や を すら 知らす。 唯 だ. i. き 

苦む こと を 知る のみ。 然れ ども 翳師 はよ く 共の 意味 を解釋 して 確實適 常なる 助け を 之に 與ふ。 祌と 

人との 關 係亦斯 くの 如き もの あるべし。 邪穌叉 口く、 汝ら のうち もし 或る人 夜半 北ハの 友に 行きて、 

友よ、 .r^: が 友 旅より 來 りしに 佻 ふべき ものな き 故、 三つの 麵 鉤を惜 せよ と 一一 一一：： はんに、. 內 にある もの 

^へて、 我を烦 はすな かれ。 もはや 門は閉 ぢられ たり。 兒輩も 我と 共に 在り。 起きて 與 ふること 能 

はすと 一一 n ふ もの あらん や。 ヽ 、 、我れ 汝 らに吿 げん、 求めよ さらば 與 へられ 云々 と。 此は 人の ^ に 

た i^cl らの ためなら で、 他人の ために も 物 を 求む るて ふことの あるより、 他人の ため 之に 代りて 祌 

さと  ことば 

に 祈り^ むべき を 論され し 言な りと。 

n とはリ 

架 W は 断の 如く 禽徵 相互の 關係、 人畜の 情誼、 人 の 交際に 祈りの 理 ある を說 き、 更らに 一歩 を 

進めて 神と 人との 問に も 之と 同 一 なる 關係 最も 美 はしく 存 する を 說き 示せり。 

祈りて 5^ る は^だ 迂遠なる ことにて、 斯 かる 必要なしと m 心 ふ もの も あるべし。 然れ ども 人昍！ S 上 

の 賜 は、 切に 求め 熱心に 願 ふ 心なく ば 得られざる なり。 愛情の 如き 其の 最も 著る しきものな るべ 

し。 士は已 を 知る ものの ために 死す、 漫 りに 身 を 以て 人に 許すべからざる なり。 切に 求めざる もの 

に 向って 愛を與 ふる ほど 不條理 なる もの 少し。 愛情の 如き は 切に 訴へ懇 に 求む る ことなくして 共の 

妙處に 連すべからざる ものの 一 つなり。 自主 自由の 有意 者た る 人類 は 道德上 及び 精神的の ことにつ 

き、 相互の 間に 求め 願 ふこと ありて 始めて 其の 志を遂 ぐる を 得べ し。 祌と 人との 間に も 祈る て ふこ 
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となくて は 到底 之 を 得べ からざる 種類の 賜 甚だ 多し。 人 もし 祈る こと をせ すん ば 如何にして 基 普の 

如き 心と なり、 叉 其の 平和 を享 くる こと を 得ん や。 心靈界 のこと 已に然 りと せば 其の 影響 肉體 上の 

ことに も 及ばざる を 得す。 我らの 日々 の糧を 今日 も與 へた まへ と 祈る ものに 賜 はる 食物 は、 斯く祈 

ら ざる もの の 味 ひ 得ざる ところ あるべ し。 たと ひ 得る ところの 物質 は 祈る と 祈らざる とに 係 はらす 

同 一 なりと する も、 一 種 天 來の 風味 は 祈る も. のの 獨り 占む ると ころに あらす や】 

.  我等に も 祈る こと を敎へ 給へ 

耶穌 或ると ころに て 祈りし ける に、 終りし 時 一人の ^子 云 ひける は、 主よ ヨハネ 其の 弟子に 敎へ 

し 如く 我 やに も 祈る こと を敎へ 給へ と。 弟子 等 は 耶穌が 祈りの 人と して 常に 神に 接し、 共の 關係甚 

だ 親密な りし を兑、 資に祌 の 子た るの 精神 藹然 掬すべき に 感じ 之 を 羨ましく m 心へ り。 n: く、 我等に 

も 祈る こと を敎へ 給へ と。 祈り は輕ん すべき ものに 非る の.， 1 ならす、 羨ましく 思 ふべき ものな り。 

财 りの 贵く して 常に 心 懸けて 務 むべき ものなる は、 其の 性質 を 窮め、 北ハの 意味 を 明かに せば 容 

に 之 を 知 る こ と を 得 ベ し。 

詩の 九 卜篇は 題して、 神の 人モ ー セの 祈りと 云 ふ。 栗して 何人の 作なる や 此には 之 を 喋々 する の 


必要なし。 如何にも §〕 く 祈りの 精：！： を：： S 備し 共の 要素 を 含める もの 故、 之に よりて 祈りの ひ^^ を發 

明 せんこと を 試むべし。 

一 主よ 汝は十 ：！ へより 世々 我等の： 家に て 在し ませり と (一節 ヾ こ は 先 づ祌に 向 ひて： S の： 既^の 

S ハ-贞 ^優； t! なりし を 感謝す るな り。 ^督敎 は 恩 を 本と す。 機械的に：大地を觀1:^6する之を無.：〈小敎とす。 

沘の屮 を 愛の 關係 とし、 穴」 の，：！？ も 野の 百合 も if 神の愛 を 表 車す るの 具と なす。 此れ；； ：2 仰の 生活に 非 

す や。 祈り は^ 一に  一！： 一家 一人の ヒに 神の 恩惠優 通な りし を 顧 み て 感謝す る ことなり。 人 ：5:^； 何^ 

か 之に 優りて 美しき 葉 あらん や。 恩に 泣かざる 奴隸の 境界 を^して、 恩に 感じ 愛に 泣く 子と なる 之 

を 信仰に 人る と 云 ふ。 感謝 は祌の 子た る 精神の 活動す るな り。 此の 意味に 於て 祈りす る は .lli に し 

きこと にあら す や。 

にリ  と-一し へ 

一 一 tn 未だ 生いです 汝 未だ 地と^ 界と をつ くり 給 は ざり しとき 永遠より とこし へ まで 汝は 神な り 

と (二 節丫 天地の 前に. 在し、 萬 物の 依て 立つ ところと して 祌の德 "：问 大無箭 . なる を 思 ひ、 北ハの 悠久 

な る を考ふ る 時 は 高崇の 感頻り に 催され、 祌の大 なる に 驚きて 向ヒ 畏敬の 念 f へす る こと 能 はす、 In 

葉 を 極めて 之 を讚樊 す。 諧 美して 盡きす 、 詩 を 詠 じ、 樂を 奏して 志 を 述べん とす。 此れ；^:^ 敎徙の 

譜 美に 非す や。 條々 たる 生活 を營み 、 區々 たる 事物の に 奔走す る 所の 我等、 時に 心に 雄へ； if し m 心 ひ 

を 高き に馳 せて 祌の 德を觀 念し、 共の 威嚴に 接し、 其の 恩 慈 を稱讃 し、 知らす/ ^c: ら 之に： 1： 化せ 

ら るるの 心地 あり。 大 いなる かな I？ 美の 迸。 此の 習！^ を 養 ふ は、 人類の 光榮 を發掷 する 所以な り。 

我等に も 祈る こと を敎へ 給へ  八 三 - 
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故に 祈りの 第二の 要素 を譜 美と す。 高 妙に して 偉大な. る 思 ％0 を 修め、 之に 伴 ふ 感情 を述 ぶる. て ふ 意 

味に 於て 祈り は 羨むべき ことに 非す や。 

三 我等 は汝の 怒， によりて 消えう せ、 汝の愤 りに よりて 怖 まど ふ、 、 ヽ ヽ 、我 ，がいや を經ろ n は 

な V  • そお  やそ お 

七十 歳に 過ぎす、 或は すこやか にして 八十 歳に いたらん、 され ど その 誇る ところ は 唯 だ 勤 と わみ 

とのみ。 その 去り 行く こと 速 かにして 我等 もまた 飛 去れり と (七 節— 十 節)。 こ は 詩人が 神の 前に 自ら 

を 顧み、 其の 小に して 汚れた る を 思 ひ、 人生の 頼む に 足らざる を 觀じ、 電光 石大朝 の 如きお 様 を 

考 へて 感慨無量、 a つ 悔い 且つ 歎き 且つ 悶え Ed っ愤 りて 共 所 懷を祌 の 前に 虛べ しもの なり。 ：.^ り は 

神の 前に 立ち 肅 然として 思想 を 凝らし、 至誠 を 以て 其の 感慨 を 吐露す る ことなり。 ォ I ガス チヌス 

は 其の 自傳を 祈りの 中に 叙したり。 彼 は祌の 前にて 己れ の實歷 を れり。 之 を 北 ハ 『吿 れ』 とす。 句 

句 熱誡言 々火の 如く 嚴然 として 犯すべからざる の氣 あり。 民約論 者 ルゥ ソゥも 己れ の 傅 を 街き 徴悔 

談を 公け にせり。 然れ ども 彼 は祌の 前にて 之 を 作りし に， 4tk す、 北ハ確量淡懷を銜ふ^俗氣自ら讀^^；：の 

鼻 を衝く を覺 ゆ。 祈りの 第三 要素 は 所感と 所 £ 心と を祌の 前に 吐露す る ことなり。 予輩 多くの 人の 析 

り を 聞く に、 此の 要素 甚だ 豐 富なら ざる を感 す。 

四 H ホバ ょ歸り 給へ。 かくて 幾何の 時 を經給 ふや。 願く は 汝の僕 等に 係れる^ 3:: を變へ 給へ 

と C 十三 節 )0 身に 苦痛 を 感じ 乏しき もの ある を覺ぇ て 切. に 救 ひ を祌に 求む る を 祈り の 第四耍 素と 

す。 こ は 願 ふ を 以て 祈りの 唯一 本領な りと 誤解す る もの ある 程に 重大な り。 感謝 護美 叙 K に 次ぐ に 


願 を 以てせざる は、 發端 ありて 結論 をお せざる 著 $S に異ら す。 札ての 祈り は 我等の n 川の If. を 今 曰 

も g ハへ 給へ、 我等の 罪 を赦し 給へ、 我等 を 悪より 救 ひ 出し 給へ やの 請願 を 含ま すん ば ある. ら ざる 

なり。 

祈り は斯 くの 如く，； f おなり。 我らに も 祈る こと を敎 へた まへ と， ふ、 また {rf ならす や。 

. 飲食に 由り て 牛馬た るか、 將た 天使た るか 

之 を に 聞く、 我が 國の 『祈る』 とい ふ. おの 原意 は 『いみの る』 にして 人 比 〔の 心を沾 くし、 

進 潔 して 祌の 前に 我が 念 ふこと を 宜り吿 ぐる を 云 ふなり と。 夫れ 言^ は 人 il 精神 感動の： な 

り。 短く 小さし と雖 も、 中に 無量の 意 を 含めり。 長く して 複雜 なる 議論 を 聞きて 僅に 现 解り はる こ 

とも、 簡 なる  一.？ 一 i 能く 之を盡 して 深き 味 あるな り。 我 邦人の 祈りと いふ 觀 念の 中には、 隨分 a; くし 

て 取る に 足らざる 意 を も藏. したるな らん か、 然れ ども 此の. 卞ー i の 原意 はまた 實に 精神の- 小； 1： なる 發励 

を 鎖 はせ しもの たる を 失 はざる なり。 英 人に **Recollccton" なる. おあり。 心 散漫して 我れ 我 を 治 

むる 能 はす、 玉石 を 問 はす、 冠 履 を 撰ます、 雜 多の ^$ 物 自^に 心 を 出入す る こと、 宛が ら關 門 なき 

市 術の 如く、 感 する ま- 心 ふま &、 外物の 刺戰 する ま ^ に 動き、 飄々 としてお まらざる こと、 あた 
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ノ ブ 

も ら 

力 も阈に 吹かる る粃 糠の 如く、 屋根のう へなる 風見に 左 も 似たり。 人の 心 斯くて あるべき こ ：！^ す。 

宜しく 意志の 力 を 用ゐ、 勉めて 撿束を 加へ、 關門を 置きて 情念 感動の 出入 を 一 々誰何し、 時 こま 全 

く 閉鎖して 蟥の這 ひ出づ べき 隙 もなから しむる を耍 す。 離 かに 反省 熟慮して 方針 を {疋 め、 散漫 せん 

とする 思想 を 一所に 凝集せ すん ば あるべ からす。 之 を是れ -Recollection" と は 謂 ふなり。 而 して 之 

を完 うせんと する に當 り.、 或は 難行苦行 を 重ね、 工夫 銀 練 を 積み、 依て 以て 此の dr 的 を 達せん とす 

る もの あり.。 然れど 基督教の 祈禱 ほど 完全なる "Recollection" あるべ からす。 聖書に 汝^: ると 

きは靜 なる 窒に 入り 戶を 閉ぢ てすべし と あり。 聖書の 叙事 は 直接簡明 なり。 決して 虚飾 谓色を 川， J 

す タ" も n  く、 戶を 閉ぢて 祈るべし と。 是れ人 は 外物の ために 心 を 刺激され 易く、 思想 縦 ままに 散 

漫する もの なれば、 自ら 之 を 引き締め、 故ら に戶 を閉ぢ てまで 祈るべし との 意な り。 it  ) 己が、. ：3ハ 

向 ふま まに 放任し 置かば、 信仰の 發達 得て 望むべき に 非す。 吾ち が 信仰の 進ます 神 を 愛する の- 

き は、 其の 原因 多く は 平素 精神 を 傾注して 祈り を なすことの 無き こ 座すべし。 }k りな 險冲ハ わい 遵り 

の.^ くして 眞 誠なる を 得べ からす。 我等の 祖先 は 精進 潔齋 して 祌の 前に 宣り吿 ぐる を 以て 祈りと 曾 

T  一！^ りの 態度に 付て 善き 訓戒 を 我等に 遣したり と 謂 ふべ し。 我等 必す しも 精進 潔 11 する を せ 

すと 雖も、 力の 及ぶ 限り 精神 を 引き締め、 思想 を 凝集して、 祌の 前に 肅み I めむべき なり，。 斯の 如く 

ならば、 人間 精神の 昇騰 之に 優る もの あるべ からす。 ぺ テロが 山上に 於て、 基督の gl7 て ir- ハの榮 

广まリ 

者る しき を 見、 三の 庵 を 結んで いつまでも 玆に 在る を 許せよ と 絶叫せ し 意中 も、 斯くて こそ 想 ひ 


やらる る なれ。 祈 禱は唯 だ 之に. E て 或 物 を 得、 また 或 點に逮 する 方法た るの みに 非す。 祈る こと 自 

ら， ぼに なり 義務な り。 我等 常に 祈禱の 精祌に 溢れて、 此の 高尙 美妙なる 心の 姿に fia せんこと を務 

むべ し。 

まし ま  ^  ^ 

主 si 督は 我等に 祈禱の 模範 を 示し 給へ り。 口 く、 天に 在す 我^の 父よ、 願 はく は 聖名を E ぶめ させ 

給へ。 御國を 来らせ 給へ。 聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成させ 給へ。 我等に 日 川の 精 を 今 n も 與へ給 

へ。 我等に 罪 を 犯 す^を 我が 赦す 如く 我等の 罪 を も赦し 給へ。 我等 を 試練に！ a はせ 給 ふ 勿れ。 我等 

ちから  さか^ 

を より 救 ひ 出 だし 給へ。 國と權 能と 榮光は 限りなく 汝の ものな りと。 此の 中に 七 稷の願 §:」 を 含め 

り。 而 して 前の 三つ は 天 のこと 祌の榮 光に 關 はれる ことにして、 短き 言の 中絶 大壯假 なる 精神 を 

めたり。 後の 三つ は 人間の ことに 係 はれ ども、 精祌 上の 願望に してせ： ハ の高尙 優美なる 之 を 他宗 敎の 

物 K 的 祈 禱 の、 殆んど 悉く 卑陋なる 慾 を 以て 充 たされた るに 比し、 雲泥 管なら ざるの、 iffii あり。 此 

の 祈の 中 唯 だ 一 つ 人間 肉 體に關 はる もの あり。 卽ち 我^の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ とい へる：： だな 

り。 祈りの 糾 織より 一一 一一 n ふ も、 主 は 我等に 己れ のこと を 先にす ベから す、 我意 を 尊ら とすべき に 非 ざ 

る を敎へ 給へ り。 先 づ祌の 御名 を崇 むる を 得ん こと を 願 ひ、 神の 國の擴 張 せんこと を冀 ひ、 巳が 精 

神の 全く 祌に 吸牧 せられん こと を 祈れと 言 ふ。 我等 豈に 自己の 利 寄 を 先にし、 祈り 求む るが 如き こ 

と あるべ けんや。 

m (原 ハ發- 軒の 著に 『樂 訓』 あり。 或る 西 人 之 を 見て 評しけ る は、 益 軒は焉 に 日本の ァ，. チソ ン なり 
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と。 其の 精神 文章 相似た る もの 少 からす。 樂訓は人生の幸福を翹§|^:して之を^るの道を^^きたるも 

のな り。 身體の 健全 は 幸福の 一 つに して、 之な きがため 山來 幾多の 人士 を 不：： 牛の 裡に 沈ませし めし 

や ひ  ため 

ぞ。 病疾 のた め g 剥 上に 非常の 影響 を 受けた る 例し 古今 決して 少 からざる なり。 我. 等 は身體 を^ 全 

愛 養し、 之に. S て快濶 なる 精祌、 健全なる H 《想 を 抱くべき なり。 叉 幸 幅の 一は：^: ハの 適切に，： ひと 

伴 ふ 事な り。 人間 意 はざる 事を務 むる もの 多し。 雨中の 卷蝶 飛び 難ぬ るが 如き は 人生の 慘_£！ に 非す 

や 已 が 精神よ く 事業と 和合す る あら ば 其 の 福 ゃ資に 大 なり と 謂 ふべ し。 或は 又 自然 の 美 を ゆ ひ^ 

ざるた めに 人生の 大 幸福 を 享受す る 能 はざる もの あり.。 『大名と な つ て (おら，， e ぬ 花の 下 』。た名の 

豪奢 を 以てする も、 爛 たる 花 下に 臥す の樂 みに 至りて は、 却て 菰 一 枚を财 If ぽ とせる 乞^に 及ばす と 

い ふに あらす や 。『願く は 花の 下にて 我れ 死なん 、 其のき さ らぎ の f  0 と. やま ひし も K に ^青な 

る 哉。 自然の 美 を 味 ふ を 得る は眞に 至大の 幸 幅と 謂 ふべ し。 {_效 庭の 和樂 また M より 然り。 モ ウセ 

しき 妻の ために 泣き、 モ 二 力 は 不信仰なる 良人の ために 陽 を斷 つ。 之 こ 反して 妥 Kszsg かなる"： やや H 

あばら や  /—  ；' 1-7  7^'  /  '  fi 

たと り 破屋な りと も 堅^なる 城の 若し" 然 りと 雖も人 は 決して 是， の： 福快樂 のみ を 以て 安ん す. 

きに 非す。 よ 身 體 健康なる がた め 却て 不幸に 陷 いり、 叉 P- を 犯す に 至る もの あり。 身 體病满 3! 苦 

に 照れる 力た め 却て 幸福 を 得る もの も あり。 されば 幸福 を完 うせんに は是等 以上、 义是 等の 外 こ 眼 

を 着けて、 平素 心懸 ると ころの もの を 有せ すん ば あるべ からす。 之れ 有らば 失敗す る もまた ig 足せ 

ん。 疾病 困苦の 中に もまた 慰め あらん" 是れ卽 はち 先づ 祌の國 とせ： ハの義 と を 求めよ と敎 へられし： W 


以 なり。 

使徒 バウ u が 好んで 用ゐし .^i に 『祌の に > 連て』 とい ふ あり、 彼 は： 賞に 此^に 於て 人 を t5》 き 之 

を 仏 ^ め また 之 を 救 ふの 大 いなる 心 ある を 認め、 之 を 信 川し 之に 從 ひて、 己が.^^に非す人の^心ひに非 

す、 全く 神の 欺 3:! に從 はんとし たる ものな り。 使徒 ョ ハ ネは乂 『祌 におる』 『^^に.^ る』 の. お を 愛 

はじめ 

したり。 使徒 信條の 首に 我 は祌を 信す との めり。 此は英 にて I  bclicvt  in  Go;l とい ふ。 卽ち 

祌の中に在て：！：！^するの意にして、 祌を 信じ 神に 任せ、 神と 契合して 一 つになる を 云 ふなり。 n.:f 丫 

の譯 文に て は 頓る物 足らざる 心地す。 ヨハネ 强く此 事 を 主張し、 其の 福 昔 書に も乂ぶ 翰に も 彼 は 力 

めて 之を顯 はさんと したり。 我等 は祌に 在る 者な り。 我 は 葡萄の 樹汝等 は 其の 权 なりとの 主の  一 W 一 i 

深く 味 ふべ し。 此心 あらば 世界の 事物 全く 其の 面目 をー變 すべし。 使徒 ぺテ a は 神の 敎 .It: に 山り 

て、 共 性！： (に 面白き 變化 ありた る 人な り。 彼は性<^,6の人にしてロ前の15^に心を支配され=:勿し。 然る 

に 彼に 優りて 希望 を說 くに 至れり。 彼 は 己れ の 弱點を 知りし かば ら y 布 上の 德を贵 し、 將來に 望 

み ひ：；：： つの 心 を 養 ひたり。 此を 以て 彼 は 常に 『云々 にまで 及ぶ』 との. Si を^ ゐ たり。 彼 は 此心を 以て 

天地と 人生 を觀、 此 .v^i を 口にして 平和 を 得たり。 是れ資 に lis 问敎の 精神な り。 此心を 以て 人地^ 物 

に對 すれば、 人生 は亂 麻に 非す して 糾織 あり、 起承轉 結の 整へ る：^ なり。 

先づ 神の 閾と 其の 義 と を 求めよ。 なくん ば 堅 W なる 快樂 なく 幸福な し。 無 0^ 迅速、 お 爲轉變 

の 世の中 失望な からん と 欲する も豈に 得べ けんや。 我等 神に 祈る に 《5 り、 神の ことと 人 神 卜-の 
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事に 關 はれる を 六つと し、 肉 身の 利害得失に 關る もの 其が 一 となる がごと き 比例 を 以てせば、 失望 

なくして 平和 あり、 卑陋の 心なく して 精祌の 高雅なる を 得ん。 是れ眞 に 幸疆を 得る の 道に あらす や。 

或は 主の祈りの 中に 於て、 前の 三つ 後の 三つ、 何れも 高潔 優美なる 祈願なる に、 獨り 共の 巾なる 

我等の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ の 一 句、 肉體 のこと に 係 はりて、 金 甌無缺 の 主の祈り を：；：：.？ つけ、 

璧 中に 瓦 を 混す るの 嫌 ありと なす 人 あらん。 然れ ども 基督 敎は 肉體 のこと を輕じ 3；- しめす。 ^キ敎 

徒の 未來は 現世と 密接なる 關係を 有す。 且つ又 心 を 留めて 之 を考 ふるに、 此は 決して 欲 9^ の 食を长 

むる が 如き 種 類の ものに 非す。 天の使の如き聖高なる情念其中に ^^：れるを知るべし。 リ〕ょ 『^^畋.^ 

の』 と あり。 以て 己 を 主として 外 を 顧みざる 貪愁 者の 聲 となす ベから す。 人^ 必然の 需要 を 身に 遂 

じ、 同胞の ため 同情 を 寄す る を 意味す。 又 『日用の 糧』 と あり。 不知 足 者 難, 處 1 一天 《ni: ー亦不 レ稱, 意、 

不 レ知レ 足者雖 レ富而 貧と は佛 氏の 言 ふ 所なる が、 此の 祈りの 意 は 足る を 知り 分に 安ん する を. V； して、 

決して 貪 黎の愤 を容れ す。 淡： 只 素 天に 任す の 心 を 以て 日用の 糧を 求む るな り。 基督 敎；^ の n 的 は 

肉體 上の 事よりも むしろ 精神 上に あり。 貧賤と 富 贵とを 撰ます。 鬼に 角 其の 本職 を mi し、 己が i;?r^ 

上の 敎育を も 施し 得て、 高所に 逹す るの 準備 をな すだけ の糧 あらば、 之 を 以て 足れり とすべきな 

り。 ゥ オル ヅゥォ ルスの 所謂 簡易なる 生活と 高尙 なる 思想と は、 今日 特に 尙 ぶべき 敎訓 なりと す。 

世に 最も 不道理なる は 富者が 富の 故に 跌扈 跳梁す る ことなり。 餉は戰 ふために して、 餉 のために 戰 

ふに 非す。 富む こと 固より 惡 からすと 雖も、 然も 人生の 目的 は佘錢 に 非す 齦齪 として 金 5^ を 5>ん が 


ために 此れ^め、 金錢 のために 生く るが 如き 觀 ある は、 卑しく もまた 醜く き： 全り と 謂 ふべ し。 家廢 

$：! て 一一；.：： ひし こと あり、 我れ 天下 を 取りし に 非す。 天下 轉げ來 りたれば 我れ 之 を 取りた るな りと。 是 

れ儒^<?の所§叫ぉ子は法を行って命を俟っものにして、 其の 泰然 迫らざる の 態度 は、 我等の また ぶ 

か て  つ はもの 

べき 所に 非す や。 伍 だ 敵と 戰 ふための 糧餉 あり、 祌の 兵 として 生 を 送るべき ため、 日：； g の 糧を求 

む、 W より $5 然 のことの み。 故に 日ハ 母の 糧を與 へ 給へ と は 祈な り。 王位の 上に 在る 者 も、 菰に寢 る 

乞食 も、 北ハに 此の 中に 含れ たり。 此の 心 持に 安 じ乂滿 足す。 或は 得る 所 あらん。 無き も 亦 可なら す 

や。 又 祈. りの 首に 『今日 も』 と あり。 夫れ 記憶 は 敎訓の 無盡藏 なり。 幸福 安 慰 之より 來 る者少 から 

す。 .：：； 小敎に 於て 特に 然り とす。 故に 主 は 記憶の ために 聖 晩餐の 禮を 設けられたり。 祌の恩ま^^忘る 

る は 人 の通忠 なり。 『今日 も』 の 一語 は、 咋日も 昨年 も、 神の 我 を 惠み我 を 養 ひたる が 如く、 今日 

も 糫を與 へられん と 信す るな り。 一寸先 は 暗の 世の中な り。 我等 將來を 思へば 唯 だ 疑惑と 失望との 

外 ある ことな けん。 唯 だ 過去の 經歷 を追懷 し、 紛糾 鉛粽 せる 生活の？^ にも 神の 恩惠 深き 攝现 つねに 

：:^ したる を；？ I め、 始めて 春の 如き 心 を 生す。 『今日 も』 の I 語 如何に 祌に 感謝し、 祌に 在て 安心す る 

の 意を现 はせ るぞ。 祌に日 の 糧を與 へ 給へ と 祈りて 而 して 之 を 得" 是れ眞 に祌の 手より 受 くるな 

り。 此心 あらば 天地 我 前に 趣き をー變 し、 不味き 食 も 方丈 八 珍の 美に まさり、 不如意なる 生活の 中 

また 言 ふ 能 はざる：^ 樂 あらん。 されば 璧 中の 瓦の 如く 思 はれた る 祈 も、 其 深き 點を兑 れば寶 に 高潔 

にして、 天の 使の 口より する も耻 かしから ざる 趣 あり。 神に 任す の 心 あらば 凡ての 物 共の 意味 を淸 

； g 食に 出り て 牛 るか、 將た 天使た るか  九 一 
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くせられ、 人の 前に 賤 しと 思 はれし こと も 非常に 榮光 ある 所に 擧 げらるべし。 野に 走る 、^に 鳴 

く蟲と 同じく する 食 も、 一 に 此の 祈りに 由て 聖 高なる 意味の ものと はなり ぬ。 食って：^ だ 牛！ と. 几 I 

を 同う する か。 將た 天の 使の 列に 加 はるか。 尊卑の 別 驚くべし。 飮 食に 對 して 懷く觀 念より、 ^；^ 

に 及ぼす 感化 は實に 驚くべき もの あり。 祈禱の 精祌を 以てせば、 人事 萬 端の 趣 を丁變 する こと また 

大 いなりと ^ ふべ し。 

き 口 よ り 0 こ 至る 

，ir マ リ ァ は^ の 外に 立ちて 哭 きつつ 墓に むかひ 俯み て、 二人の 天使.！： き 衣 をせ 气 耶穌 の 屍 を S きた リ し 所 

の： の 方に 一人、 足の 方に 一 人 座し 《is る を 見たり。 天使 かれに 口 ける は婦ょ 何ぞ哭 くや、 彼： へけ る は 

我が 主 を 取 リし者 ぁリ。 何虔に IE きし か を 知ら ざれば なり。 斯く いひて 反 顧 耶姊の 立ちし を：：^ る。 然れ 

ども 耶穌 なること を 知らず、 耶蘇 彼に 曰け る は；^ よ 何ぞ哭 くや 誰 を 零る か。 マリア 岡 を 守る 人な、 しんと 

意 ひ、 彼に 言け る は 君よ 爾 もし 彼 を移轉 し、 ならば 何處に 置し か 我に 告げよ。 我 之 を 取るべし。 耶穌彼 

に マリア やよ とい ふ。 婦か へりみ て 彼に ラボー 一 と； 一， 口 へ リ。 之を譯 けば 夫子な リ。 耶蘇 彼に 言け る は 我に 

捫る こと 勿れ。 我い まだ 我が 父に 昇ら ざれ ぱな リ。 わが 兄 第に 往 きていへ、 父すな はち 爾曹が 父、 わが 

神すな はち 爾曹が 神に 昇る と OK ョ ハ ネ傅第ニ十^；：；^第十 一 節より 十七 節) 

マリヤ は 耶穌を 葬りし 墓に 向ひ哭 きて 立てり。 世 を 去りし 共の 師を思 ふこと 厚き、 一益に 人 に滿 


ちた る， ぼな り。 耶 穌 北ハの 傍に 立ちた まへ りと 雖、 彼の n に は 是を認 むる こと 能 は ざり しなり。 斯の 

如く已が親しめる^^：を失ひて痛く嘆き哭める場合には、 人 にても； 大使 にても 之 を 慰 むる の 力な 

し。 獨り 耶穌來 りて 之 を 慰めた まふ。 深く 愛し 愛された る 者に 先き だ たれし、 苦き 經驗を めた る 

お、 E;^ して 共」 1^:: の與 ふる 如き 慰め を 他に 求め 得らるべし となす か。 

二とば 

マ リャは 初めの 賴來. りし 人の 誰なる を 知ら ざり しなり。 唯 だ 女よ と廣き 意味の 語 に 呼 ばれし 時 

は、 未だ 北 ハの 誰なる を 解す る こと 能 は ざ. りき。 然るに マリヤよ と 親しく 已が名 を 呼ばる るに 及び 

て、 共の ロ^み に^めた. り。 信仰 は假 人的の 關係 なり。 折：： 樂 者の 所謂 神 若く は 道の 如き fi^ 然 たる 者 

に對 して 街る 信仰 を 養 はんこと 望むべく も あらす。 牧羊者が 其の 羊 を取极 ふが 如く、 已が名 を 知 

り、 願 ひ を 知り 望み を 知り 缺 けたる を 知り 長 じたる を も 知り、 親しく 暖かな. る 心 を 以て 已れに 接し 

たま ふ祌 あ. る を實驗 して 始めて 活ける 信仰 を 生す。 斯る 親しく 暖かなる 心 を 以て 基督 は マ リャ よと 

一一 一 n ひっつ 北ハの 傍に 立ちた まひ、 マリヤ は 其の 聲に應 じて ラボ 11 と 呼びぬ、 此は 如何にも 趣味 深き 物 

語に あらす や。 ラボー 一と は ガリ ラャ 訛に て 先生の 義な りと いふ。 然 らば 更に 趣味 深き 面白き 問答に 

あらす や。 師 * の 交り、 友 SE の愤、 靄 然として 抱すべき もの あり。 福音書 を讀 まばべ テロ、 ヤコ ブ 

などの^ 子が 始めて 耶穌に 遭 ひたる 時、 ラビ 何 所に 寄りた まふ やと 問 ひ、 主が ヤコ ブの 井の 傍に 坐 

した まへ る^、 弟子た ち 食 を 調へ 來. りて ラビ 食し 給へ とい ひ、 ヤコ ブ、 ヨハネの 母 基督に 來 りて師 

よ 我が 门儿 を汝の 右左に 座らせ 給へ と 願 ひ、 此外 マルタ、 マリヤの 家に 於て は ラビて ふ 語 を 川 ゐられ 

信より 信に： 全る  九 三 


靈 性の 危機  九 e; 

たる こと だ 多き を 見るべし。 ラビと は 其の 師弟の 關係 厚く 親しき を 現 はす 語な り。 耶ゅ と^子と 

の關係 また く 此語を 以て 適切に 現 はすこと を 5：:: た. り。 マリヤよ と 呼び、 ラボー 一と 答 ふ。 其の 調子 

の 美 はしく 相 和せ る、 誠に 妙なる 音 樂を閬 くの 感 あり。 

然るに、 王 は マ リャが 感極まりて 取りす がらんと する を 制し、 我に 捫る 勿れと 言 は た. り。 マリヤ 

は 懐かしく 樂 かりし 主との 關係は 忽ち 十字架の 鮮血に 洗 ひ 去られ、 力 ルバ リ ー の i^v ごき 惡夢 にうな 

されし 如くな りし も、 今や 再び 舊に復 りたり との 喜びに 躍りし なるべし。 され ど 主 は最年 之に 門 る 

べき 者に は あらす。 死して 甦り、 新しき 世界、 新しき 社會 なる 靈的 生活に 人り たまへ り。 此に 於て 

か 耶穌と 弟子との 關係は ラボー 一と 言 ふだけ の 交際 を 以てして は不滿 足と なりぬ。 之 を 主と し、 神と 

し、 心靈界 の！^ 主として 仕へ ざる 可ら す。 其の 愛情 も 此に大 なる 變遷を 見ざる 可らざる に 至れり。 

ラビて ふ 語 は 此時マ リャ の用ゐ しのみ にて、 其の後 は 弟子た ち も 決して 之 を 用ゐざ りし ものの 如 

し。 主の 懐に 在りし ョ ハネ も、 無遠慮なる ぺ テ も絕 えて 復た此 語 を 以て 耶穌を 呼びたり とし も：：： 儿 

えす。 是れ 蓋し 藤 史上の 基督が、 信仰 上の 基督と 成.^、 山上に 說敎 し、 病める 者 を 癒し、 と 共 

に 晩餐 を 共に せられし 基督 は、 羅馬 書、 IE!? 羅西 書に 見 ゆる 基督と 成りた るが 故に あらす や。 斯 くお 

子等が 變遷 したる 原因 を 尋ね、 其の 結 ra^ を考 ふる は 稗 益 多き ことなりと 雖、 余 蒙 は 今 之が 說明を 下 

すの 機會を 有せざる なり。 

<KS. は 今日の 基督 敎 徒にして 尙ほ 基督より 我に 們る 勿れと 言 はるる 者 多 からん こと を 恐る。 基督 


の ネを明 力に きふる ことなく、 一 種の 感情に 放任し、 淺簿 なる 經驗 若く は粗雜 なる：； 2 仰 を 以て^ 足 

する- ズ 少しと せす。 共 t 督敎の 立場より 社.^:; の 問題 を 研究し、 之が 爲に醉 へる が 如く 狂へ るが 如くな 

るお、 海の 外に も 阔の內 にも 多し。 基督 を 倫理 擧の 敎師 とし、 平： 主義の 豫 き！： 者と し、 模範的の 人 

物と 成す のみに て は、 取り も 直さす ガリ ラャ 訛り を 以て 僅かに ラボー 一と 呼ぶ^な り。 未だ 父に JJ ら 

ざる 基督に 仕 ふる 者な り。 基督 は 天 に 上られし 资 格に 於て、 我等の 禮拜、 依頼、 親愛 を 受けん と 欲 

す。 ^督 は？ 堆に 我等 を敎 ふる 豫言 者た るの みならす、 我等 を 統治す る 王、 罪 を賠ふ 祭司の 長な り。 

十ネ 架の 救 ひ 復活の 奥義 等に 考へ 至る 時 は、 到底 ラビ 的 信仰 を 以て 滿足 する こと 能 はす。 世の 屮に 

罪悪の 勢力 ^まじく、 罪との 戰爭の 如何ば かり 激しき か を K- へ、 前に 橫 はる 妨げの 如何ば かり 多き 

か を m 心へば、 ラボ 二に て 足らざる なり。 我！^ は 全能力 を 以て 活動す る 王 を 要す。 机の 上の 議論に あ 

らす。 ！^^^が經寄を講するが如きに非す。 眞に 罪の 力 を 知り、 世に 處 する 道 を考 ふる 時 は、 先生の 

とに へ  さかえ 

稱 哼を宽 て. 榮の ilf; として 祌の 右に 座し、 萬 物の 上に 大 能力 を冇 する 基督 を拜 せざる 可らざる な 

り。 H に：^: 脊は祌 の 御座に 在り。 罪と }^ れに滿 ちた る此 世に 苦め る 者 を手づ からま-み、 之 を 感化 

し、 之 を淸め まふ。 此の 力に よりて こそ 弱き者 も 志 を 興し、 戰に 疲れし 者 も 奮 ひ 立つ こと を 得べ 

し。 然るに ほ ラビ を 以て 浙る 大眞现 を應 倒せん とする は、 所 lEl^ 負の 引き倒しに あらす して：！： ぞ 

や。 基督が 我に 捫る 勿れと 言 はれし は 之が 爲め なり。 

我ら は 基- 督を信 じて、 何れの 邊 まで 其の 所領と なりし や。 我らの 胸中に 聖匕 ：n の實行 せらる る 程度 

信よ リ 信に 至ろ  九 五 
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は 如何。 我らが 心の 狀熊、 信仰の 模様、 基督の 恩寵に 依りて 大に變 化し、 又 進歩す る 所な かる 可ら 

す、 基督の 爲 めに 行 ひし もの 何事 ぞ。 其の 名に 於て 與へ しもの 幾何 ぞ。 是れ祌 の 前に 靜 m い： すべき 各 

自の大 問題に あらす や。 目を發 つて 5^ 圍の 世界 を兑 よ。 罪悪 は滿 ちぬ。 重き を 負 ひて 疲れ 菜て たる 

者何ぞ 其れ 多き や。 基督 は惡 逆を逞 うして， 己れ を 殺せる 世に 僻 易す る ことなく、 逸んで慰むる^<？ 

さばき 

を 送り 以て 罪と 義と 審判と にっきて 世を曉 らせんと す。 然れ ども 多くの 基督 者 は 此の 勇氣 なく 逡巡 

に ひむ いは ひ ； S や  ますら ャ】 

して 退 守 せんとす。 日が 新郎の 祝の 殿 を 出づる 如く、 丈夫の 競 ひ 走る が 如く、 基督 は 愈 其の 國述を 

進步 せしめん とせら るれ ど、 我ら は 動もすれば 之 を 抱き止めん とす。 此 もまた マリヤの ラボ 一一に：！： 

じから す や。 理想 を 低く し、， 目的 を 小に し、 X 布 望簿 弱に して 己が 受け 得た る 一千 金に 滿 足せん とす 

る 者 は 皆 我に 觸る 勿れと 主に 叱られざる を 得す。 

一週の 初の 曰 弟子た ち 集りし 時、 耶穌來 つて 其 中に 立ち 彼等に 曰け る は 汝等安 かれと。 あ 子た ち 

は 主 を 見て 喜べり。 思 ふに 彼等の 喜び は 墓の 傍り なる マリヤと 同じ かりし ならん。 然れ ども 耶穌彼 

等に 曰け る は 父の 我 を 遣し X 如く 我 も汝を 遣さん と。 鳴呼此 一語 暫 らく は n ゆ 子た ち をして 瞻塞 きを 

感ぜ しめたる ならん。 基督の 如く 遣 はさる る は 死と 十字架と に 遣 さるるな り。 然れ ども 纏て 彼せ T は 

此 使命に 無上の 樂み存 する を 見出せり。. 基督 敎は主 を 抱き止めて 自らの 樂 みを恣 にす る を 忌む。 ^ 

督敎 は道樂 にあら す。 爲我 的の 精神 を 去り、 身 を 犠牲に 供して、 祌に仕 ふるの 志 を 働す は 某 督^の 

さは  こと ま 

天職に あらす や。 此の 點獨 逸の 神蔡者 Q ウテの 趣味 深く 論す る 所な り。 余輩 は 我に 觸る 勿れて ふ 語 


の 巾に 銜 の敎訓 を： a 出し 得べ しと 信す。 

彼 川む 前 寄 第 I 草 八 節に、 耶穌を 見 ざれ ども 之 を 愛し 今 見す と雖も I：：；： じて 立： ぶ、 其の 快 樂は肯 ひ 難 

く はつ 榮光 ありと いへ り。 我等 も 見えざる 基 との 關係 此の 如く 親密に、 且つ 高尙 ならん を 要す。 

：！：^！^と^^-子との關係は靈化せられしなり。  蒙の 一友 は 老境 其の 妻 を 失へ る 時、 世の 所 諮茶飮 友達 

となりた るに 及び 始めて 眞に 夫餘の 情愛 を 知れり といへ り。 是れ 彼等が 年老 ふるに 從 つて 互の 愛、 

〔i 化せられて 美 はしく 又 濃 かなる に 至れるな り。 基督 を 愛する 又實 に斯の 如くなら ざる 可ら， fs 。兌え 

ざる^ 将を 愛する は 見 ゆる 基督 を 愛する よりも 高尙 にして 深切な り。 愛の 第一義 は 好意な り。 愛す 

る 者の 心に 適 ふ 事 を 行 ひ、 其の 事業 を 助け、 其の 目的 を 遂げし めんが 爲め 犬馬の 勞を辭 せざる に 在 

り。 我等 基督と 其 圃 のために 盡 すの 赤誠 ra^ して 斯の 如くなる か。 未だ 之な くんば 愛な きなり。 某， 督 

くらぶ 

の德を 害び 之 を 嘆美して 戀ひ慕 ひ、 深く 之 を 感服し、 所 IE 汝は 人の子に 比れば 美 はして ふ 念に 滿さ 

れ、 機 あれば 其の 面の 光 を 見 まほし く 願 ひ、 之 を 見て 限りなき 滿 足と 喜び を爲 す。 是れ誡 に 基督 を 

愛する 者の 心中な り。 我等 は 役所、 擧校、 若く は 事務所に 於て、 繁忙なる 問に 一瞬 時 にても 基督と 

相 交 はりた しとの 熱き 心 懸け あり や。 鹿の _ 給水 を 慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我等の 心 神の愛 を 10^^ ひ、 また マ 

リャが ラボ 一一 と 叫びて 抱き付き たるが 如く、 基督 を懷 かしと 思 ひ 更に 之 を 得た しと 求む るの 熱 あ 

り や。 之に 反して 我等 は 基督に 疑 ひを揷 み、 之に 向 ひて 爆 信任投票 を 試む るに 非す や。 疑 ひ は 愛な 

きなり。 朋友の 交り、 夫 の 間 若し； 0- に 疑を容 るる こと あらば、 此は 取り も 直さす 愛な きの is5. 據な 

信より 信に 至る  九 七 


靈 性の 危機  九 八 

り。 基督と 我等の 關係 若し 『我、 王に よらで は活 くる 道ぞ なき』 『君に 頼らす ば 我 は 死 を g い； る』 て ふ 愛 

に 達せ すん ば、 愛 全し と  一一 一一 I： ふ 可ら す。 (ホル ランドの 『新 古の 信仰』 を 见ょ) 

死 は 何 を 意味す るか 

とら はれ r"\J 

使徒 バウ 口 漸く 老境に 達せし 時、 羅馬府 に 囚徒たり し 間に、 共の 感慨と 希望と を 述べて 曰く、 我 

はさ 

れ 二つの ことの 間に 介 まれたり、 我が 願 は 世 を 去りて 基督と ともに 在らん ことなり。 是 れ最， .，、 善き 

事な りと。 彼 は 罪惡の 間に 雜 居し、 其の 露 性の 進歩 全から ざる を 慨嘆す る こと 深く、 世に 在りて 宛 

がら 修羅の巷に 彷惶ひ 居る が 如き 心地 せらる るに より、 遙 かに 天の 榮光を 望み、 基 # と 偕に 在る て 

ふ 理想 境 を 慕 ひ 求む る こと 切なり しかば、 斯くて 何時までも 世に 存へ ん こと を 願 ふこと 能 は ざり し 

なり。 斯 かる 世界に 今日の 如き 有様に て 永久の 住居 を 占む る は 彼の 忍び 難く 思 ひし 所なる べし。 か 

命 長ければ 恥 多し と輕 薄なる 心に て 言 ひしと は 事 か はり、 是れは 生命て ふこと を 最も 深く 觀 察し 共 

の高尙 なる 意義と 目的と に 心 を W うる こと 切に、 所謂 飢ゑ渴 く 如く 義を慕 ひて 鍵なる 生活の 實驗淺 

からざる ものの、 死 を 見る こと 歸 るが 如して ふ 心 を 示せし 言な り。 人生 は 死な ざれば 共の 目的 を 成 

就す ベから す。 生命の 意義 を 察する こと 深長 なれば、 自づ から 靈界に 眼 を 着け、 其の 完成の 關 門と 


して 死 を 過ぎん と 欲する の 念 止み難く 感ぜら るる ことならん。 ；；^ ふべき か將 た；：^ ふべ からざる か。 

足れ 大 いなる 疑题 なり。 m 心 ふに 死に 接して 其の 儆 かなる 敎訓を 承く るに 非 ざれば、 牛： 命て ふこと を 

解釋 すべから. f。 余攀は 人 其の 死 を輕ん する を 見て、 其の 生く る ことの 深から ざる を 知るべく、 ま 

た 生く る こと 愈よ 深く して、 自他の 死に 於け る 益 々バウ" がー w ひし 如くなる を經驗 すべきな り。 羅 

iiiil の^ ぺテ a 堂に 美 はしき 母親ら しき 女が、 其 >;J を 他の 安らかなる 所に 移さん とする の！； を 彫刻し 

たる 墓碑 あり。 此は 死の 意義 を 甚督敎 の精祌 にて 解釋 し、 其の 一一 一一 " ふべ からざる 慰め を經驗 せし 心 を 

ぅリ  し 二め 

描せ しもの なり。 死 は 恐ろしき 醜女に は あらす。 人を此 世よりも 高貴に つ 安らかなる 所に 柊す 光 

の 天使な り。 

またげ 

死 は 現在に 於て よりも  一 1^3 深く 祌と 結び、 之れ と 親しむ ことなり。 肉の 幕 を 絞り、 凡ての 障礙 

を 除かれて、 祌の 前に 立つ ことなり。 死せ し 者 は祌を 遠ざかる に 非す、 いよく 神に 近づくな り。 

現世の 〈豕 庭に 不在なる は祌の 家庭に 在宅す る ことなり。 人 を 去りて 雲隱れ せりと 見 ゆる もの は、 祌 

の 光 榮の邊 りに 直と 近づける なり。 斯く思 ひ 來れば 死 を Si むに も祌を 知らざる ものと 異 りたる E 心 ひ 

ある を 得べ し。 

親戚 朋友な どの 世 を 去る に 遇へば、 何人も 死者の 缺點を 忘却せ すん ば あらす。 彼らの 過失、 00 

は 暗 黑裡に 葬られて、 其の 美事 善行の み 著る しく 顯 はる。 誰の 目に も 故人 は 人な り。 亡せ たるで 

ほど 賢き 者 はなし。 是れ 何故 ぞゃ。 よし 斯 くの 如き は 人情の f?:s 點 より 生じたり とも 見よ。  < 水 輩は是 

死 は 何も 意味す るか  九九 


性の 危嘰  一 〇〇 

れぞ靈 性 界の眞 相 を寫實 せる ものな りと 信す。 逸した る 魚を大 なりと する が 如き 妄想 も、 其の { 莨以 

て祌の 世界の 一大 眞理 を發 揮す るに 足るべし。 死 は 實に人 をして 多くの 缺點を 後に 殘し、 之 を淸め 

られ たる 有様に 移して、 其の 素懐 を 遂げし め、 其の 美 を 全うせし むる ものに 非す や。 懷 かしく 思 ふ， 

故人 は、 今よりも 一 歷滿ち 足れる 生活に 移りし なり。 彼等 は 今よりも 善く 神に 奉仕す る ものと なり 

すま ゐ 

しなり。 他人の 死も然 り。 我の 死す る も叉然 かなる べしと 信す。 我 父の 家に は 多くの 住宅 あり。 然 

ら すば 我れ 豫 ねて 之を汝 等に 吿 ぐべ かりし なりと、、 基督の 言 疑 ふべ からざる なり。 記者の 友人に て 

稍 や 老境に 近づける 某 あり。 近頃 其の 妻 を 喪 ひしが、 しみ-^ と 其の 心事 を 告げて HI く、 余が 夫婦 

の 愛て ふ もの を 最も 深く 經驗 せし は 近き 三年 間に 在りと。， 蓋し 彼等 夫婦 は肉體 やや 衰 ふるに 從ひ、 

其の 戀愛 漸く 靈化 したれば、 物質 を 媒介と せす して 深く 活動す る を 得る に 至りし ものな らん。 蜜 乳 

ni: は 愛の 最も 深厚なる 時期に 非ざる べし。 兎角 形質 上に 拘泥し、 諸事 物體と 纏綿して 離れす。 其の 

最も 優れたる もの にても 人界を 離る る 能 はす。 甚だしき は 動物界に 情慾の 奴と なる のみ。 其の 心靈 

界の 愛に 出入す る ものに 至りて は 殆ど 稀な り。 愛の 成熟 は 物質 を 媒介と する を 要せす。 超然 霞 化せ 

ら るるの 老境に 至りて、 其の 端 を 現 はすこと を 得るな り。 正しき 愛は斯 くの 如く 肉體の 枯れ 衰 へん 

とする に 至りて、 其の 活力 旺盛なる を 見るべし。 肉體の 全く 亡び 失する とき はじめて 其の 霞 化餘蕴 

なき を 望むべき なり。 靈と體 と 反比例に 進退す るの 事實 ここに 至りて 明かなる べし。 老人の 佛 いぢ 

りと いふ は 或る 意味に 於て 甚だ 面. く理會 せらるべし、 體 病み 記憶力 衰へ、 思想の 活廢 ならざる 際 


にも、 祌を：：：^じ、 、水久 の 世界 を考 へ、 無 限界に 出入す る ことの 益々 活潑 なる を 見れば、 智識 廢り、 

方 一一 一. "4^ む も、 靈 性の 沾動 絶えて 止む ことな かるべ して ふ 消息 を 傅 ふるものに 非す や。 

例へば 子 を 思 ふ 親の 心に 就て 之れ を 察する に、 甘：ハの愛は鬼^^：形の美しからんことを求め、 3^^着 

さか ゆ 

せ、 ：！： を 食 はせんと 思 ひ 煩 ひ、 チ」ハ の榮 行く末 を樂 み、 彼の 名 ほ： 心と 我の 功利 心と を 全うせし めんと 

欲する が^の 常なる べし。 然れ ども 其の 一朝 病に 確りて 世 を 去る に 及びて は、 もはや 物-は (ヒ のこと 

かりそめ 

を 思 ふの 追な く苟 の 利害得失に 拘泥す る ことなく、  一  ！^5靈化せられたる愛を以て死^<;を記憶し、 

之 を 追慕す るな り。 斯く の 如くな らば 親の 愛 は 子の 死により て 高潔 に せ られ たりと は ざ るべ から 

t 我の 死者に 於け る 然るの みならす、 死者の 我に 對 する また 之と 同一なる べし。 彼等 は 更に 靈化 

せられた る 觀察點 より、 世に 生き 殘れる もの を 思 ふこと ならん。 彼^が 我の ために 獻 ぐる 祈り は、 

せ： ハの 世に 在りし 時よりも 深く してよ く 事情の 肯綮に 中り、 祌の 前に 力 ある こと 生前の 比に あらざる 

べし。 友， 父 すべて 斯 くの 如く 靈 化せら るる ものと せば、 死は悲 むべき か 直い ぶべき か、 余 辈はニ 

つの に 介 まれて せ： (の 何れ を 選むべき かに 惑 はざる を 得す。 夢の 世に 友 を 有する すら 樂し。 ゆ と 物 

と 相半ばせる 契り すら 嬉し。 天に 友 を 有する ことの 樂 しさ 如何ば かり ぞゃ。 親子、 夫婦、 兄" の 契 

り、 死の 之 を .1^. 化する に 八 n ひて、 更に 美 はしく 慕 はしき もの ありと 知るべし。 

失れ 愛 は 形體の 奴肆に 非す。 其の 有無に 拘ら. \rr:n.s ま 在に 活動し、 時の 制限 を超脫 して 相感應 

し、 穴」 W の 枉 楷を破 却して 飛揚す るは議 性の 眞 面目なり。 故に 窓 下に 古人 を 友と して、 獨り 住む の 

死 は 何も 意味す るか  一 〇 一 . 


靈 性の 危機  一 〇 二 

淋しき を 忘る る もの あり。 我れ 世の 終りまで 汝 等と 偕に ありと は 基督の 一一 一一 I： にして、 無数の や-徒： ル の 

疑 ひなき 事黉 なる を經驗 し、 見えざる 基督と 交通して、 愛の 關係 死よりも 尙ほ 堅固なる を！？ I む。 一 

旦 基督の 愛に 沐浴せ る 者 は、 決して 黨 性の 不死なる を 疑 ふこと 能 はざる べし。 死後の 活動 は，： 4 、の！： "奴 

も 親しく 實驗 する 所 なれば なり。 一 一三 人 集る 所に は 我 も必す 其の に 立つ べしと ：} 一：： へる の 1.1^1; 

を 信す る 者 は、 愛の 交歡 死と ともに 盡 きす。 死 は 却って 之 を 導きて 高く 廣ら かなる 所に 進まし むる 

ものな ひと 見做さざる を 得す。 『e^ 徒の 交通、 なる 公 同 敎會』 は靈魂 不滅の 證據 なり。 山 問の 僻地 

に 一 一三 敎 友の 微かに 相 集まれる 祈禱會 は、 ソ クラ テ スの 来世 論に 優る こと 幾 倍なる を 知らざる^ ハ 

勢力 を 以て 讓性 界の實 在を證 明す。 見よ 肉體相 接する も 其の 交情 吳 越の 如く 相 離る る もの あり。 心 

同じければ 天涯 も 比隣に 異ならす。 此を 以て 知る、 愛は必 すし も 目 以て 相；： J -、 耳 以て 相聽 き、 すべ 

て 肉 體の相 近き を頓 みて 活動す る ものに 非す。 愛 は 時 問 の 上に 超然と して 獨 立す。 眞 li- の 愛 は 

老 ゆる ことなし。 また 亡ぶ る ことなし。 死 は 愛 を 抑留す る こと 能 はす。 之 をして 更に ならし 

む。 バウ 口が 愛は墮 つる ことなしと 言へ る意味ここに至りて稍明かなるを！！^^ゅ。 

此文 を讀む 者の 中には、 近き頃親しき者に死刖れて悲哀ゃる方なき^9^ぁるべし。 斯の 如き 人 を 

して 幾分 か 死の 眞相 を现會 し、 神の 慰め を經驗 する を 得せし むる の 助けと なり 得ば、 起草 者の 望み 

足りぬ。 『汝 等何ぞ 死者の 中に 生ける 者を尋 ぬる や。 彼は此 にあら す i:^ りたり』 と は 天使が 死に 八 I：！ ひ 

て茫然^！？失せる女ゃ^-に吿げし所なり。 此の 詰問 は 凡て 喪に 悲む者 をして 我に 反らしめ て、 生ける も 


の を 天に ましむ る 1:n にあら す や。 

敎 會 設 立の 的 

耶脉ぺ テ。、 ョ ハ ネ以下の，.^^子等とともにカ ィザ リ ャ • ピ リピ に._^りし時、 ぺ テロが 汝は 生けろ 

神の 子 某脊 なりと 首 ひし を 喜びて、 是れ 血肉の 力より 得た る 智識に 非す。 祌の ®s に赐 ひし 所に て、 

鎮カの >5 動より 來れる ものな りと 稱譜 し、 此の 信仰の 上に 我が 敎會を 建つべし と (U; ベら れ た.. -。 此 

は 耶穌將 に 世 を 去て 天に 歸 らんと する に 常り、 共の 事 紫を繼 綾し、 世 を 救 ふの 大 n 的 を.^: うする 

に必！ i 女なる 方法と して、 北 ハの敎 會を创 立すべき こと を肯ひ 造され しなり。 敎.^ ：： の？. が 立 一は 全く、 一.H 耶穌 

某-^ の^に 出で、 北ハの 遺訓に S づける ことにて、 祌 の！： を 摘 張 せんがた めに 缺く ベから ざろ 機關と 

す。 カィザリャ たヒリピに於て耶^;が共の、^^-子に吿げられし.ぷ1は、 敎き 剖た の^ 允 状な りと て 差 

支へ なかるべし。  . 

宗敎 は木來 社交的の 活動な り。 问志 同 信の もの 相 共に 祌を 禮； し、 共の 鶴 性 上の 苦樂を 共に する 

に 非 すん ば、 決して 信仰の 术 意を遂 ぐる こと 能 はざる なり。 特に^^ 敎は友 に 鼓 も..^ き敎 なり。 

教食 設立の H: 的  一 〇 三 


瓜 性の； $5 機  一 oil 

愛 を贵び 同情 を 重ん する こと 極めて 切なる を 以て 孤獨の 信仰に は滿 足し 難く、 互に 手 を 引き合 はせ 

異口同音に 祈り 且つ 歌 ふこと を 要す。 耶穌 其の 危急に 迫りし とき、 汝等もまた去らんとするかと^^^ 

子等に 問へ り。 其の 友 を 思 ひ、 圑結を 重んじ、 同情 を恃 みとす る 赤心 溢る るが 如し。 ゲッ セ マネ 園 

にあり て 祈りし ときの 如き、 彼 は 弟子 等が 師の 神に 祈りて 苦悶す るに も拘 はらす、 肉體の 弱き がた 

め、 思 はざる 不覺を 取りて 眠り 轉 げし を 見る や、 汝等は 我と 共に 一時 問 も 目覺め 居る こと 能 はざる 

やと 首へ り。 其の 心事 察する に餘り ありと 謂 はざる ベから す。 基督に 會 ひたる アンデレ は 之 をぺテ 

口に 傳へ、 ピリ ボは之 を ナタナ H ルに吿 げて來 り 見よ と 首 ふ。 是れ基 #敎 徒の 常狀 なり。 彼の はし 

たなき サ マリヤの 婦もー 曰 一耶 穌の 明察に 感じ、 其の 慈愛 滴る るば かりなる 敎 調に 励され て、 〈面目 

なる 生活に 立ち 歸 らんと する や、 忽ち 其の 隣里鄕 黨を會 し、 我がな せし 凡ての 車 を耶穌 我に 告げし 

と證 して、 同志 を 糾合す るの 端緒 を 開けり。 宗敎は 凡て 斯の 如き 性： 霞の ものに て、 其の 起る ゃ必す 

關 係より 關 係に 及び、 友垣 を 結ぶ こと だ 堅固に して 兄弟 主義に 倚る を 其の 眞 面目と な， す。 古へ よ 

り 基督 敎 徒の 圑結を 妨げ、 公會に 於て 其禮拜 する を 禁制せ し實例 多し と雖 も、 此の 信仰 を俩 人の 胸 

中に 幽閉 し 信徒 を して 孤立の 地位に 滿 足せし むる こと 能 はす、 水火 劍戰も 以て 基督 敎者 の 圑結を 解 

き 其の 共同 的 生活 を破瓌 する こと 能 は ざり き。 遠く は羅 馬の 『カタ nl ム』 の 如き、 l^J く は 蘇阈同 

ナン テオ ル  ■ 

盟敎 徒の 原野 山間に 集 畲を催 ふせし 如き、 皆な 多き 事實 中の  一 二に 過ぎざる なり。 基督 敎は 制度 を 

主と せす、 精神 を 根本と する もの なれ ど、 其の 生活の 結 菜自づ から 堅固なる 圑體 をな して、 其の 主 


M-RJtf. 全世界 を， 祉 服す るの 制度 を 紺 織す るに 至らす んば已 まざるな り。 之 を 基督の 敎き 

とす。 

火，.，^ やま rf 上.^」 べし 如く、  S 督が 其の 志 を 成し、 其の 阔を擴 張 せんがた めに 必要な りと 認めて 

ン l^sc  vll  n  I  ^  1,，.- 人 

せら^し ものな り。 然るに 敎會の 設立 を 難 じ、 自ら 了％ を 快と する ことにの み 汲々 として、 團 

體に對 する 責任 を 重んぜす、 獨り 返いて 神と 交 はり 鶴 性の 修養 を 務めて、 基督の 意 を 得たり となす 

が 如き は、 .X いなる ひ I 一 まなり と 謂 はざる ベから す。 是れ 已が智 以て 基脊に 優る もの ありと なすに 等 

し。 二三 人 雄る 所に 我 も 共に 集るべし と 主は敎 へられき。 獨 ひせち て は 得難く、 唯 だ 二三 人 以上の 

5- 八 1 ナー し 上に のみ 與 へらる ベ き 霞 性 上 の S あり。 社交的の 宗 敎を强 いて 倘 人的の ものたら しめんと 

す。 旣に 兄"：^ の こ， 缺 くる 所 あり。 愛の 道に きつつ、 能く 愛の神に 事 ふるの 道 を 入.^ - うせん こと m め 

ュ もお ぷら す。 弱に して 疑惑の 間に 迷 へ るク レ ォパ と 他の 一 人 は 群 を 逸して ヱ マ ォの S に 離れ 

去らん とす。 其の 去 K? や、 彼等の 胸中に 堂々 たる 现 出と 覺 しきもの も 之れ 有りし ならん。 其 ロ實と 

する；.^天下に對して少しも恥かしと思ふところなか.^しならん。 物に 激して 意馬 心 1：! の 狂ひ屮 いづる 

に^りて は、 唯か此 二人の 如くなら ざる 者 あらん や。 彼等 は 自ら 强大 なりと 確信せ る现. ^に 倚りて 

其の 巡 退 を 決せし ことならん。 然れ ども 耶穌の 慈愛 深き 敎訓に 接して、 其の 心 燃 ゆるが 如くに 感 

じ、 共 E 開けて、 復活せ る 主の 溫 容を拜 する や、 確信の 發動 すると 同時に、 W び 踏ま じとまで 思 ひ 

まと A 

し路を 取て 反へ し、 エルサレムに 行きて 兄弟の 團藥に 人り、 主實に il れ りと 冗 ひに 乎 を 握りて 相 祝 

教^, 設立の； R 的  . ー〇五 - 
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したり。 孤立せ し トマス は 耶穌を 疑 ひ、 弟子 等の 集會に 列り し 彼 は耶穌 の復、 活 して^ 前に 立てる を 

見き。 實に兩 三人 集る 所に は耶穌 特殊な 恩寵 を 齎らして 立つ に 非す や。 信仰 は 孤立すべき もの こ 

"^て 一 

非す 孤でして 榮ぇ， こと 思 ひも 寄らす。 他より 受 くべき 利益 を躋 うする の 氣遣ひ あるの みなら 

す 我 も 亦 基督より 受けし 賜 を 他の 人々 に 頒ち與 ふべき の 義務 責任 ある こと を m 心 はざる ベから や。 

與 ふべき もの を與 へす、 他人の 我より 受 くべき もの を 差し 押へ て、 之 を 受けし めす。 天 物 を 私する 

是れ より 甚だしき ものな からん。 是れ取 も 直さす 他人の 手に 歸 すべき もの を 横領す るに 異ならす。 

他より 受けす、 また 他に 與 ふること を 招 絕す。 斯の 如き 傲慢なる 精祌は 共」 脊敎の 主義に 北：； ：！； ^〈する こ 

と 苗し。 たと ひ 肉 を 食 ふこと 现に 於て 不可なる 所な しと 確信す る も、 れ しきの こと は 弱き 兄^に 

譲りて 克己 忍耐 これ を 食せ すして 團體の 好み を 全うすべ しと は、 剛膽 にして Q 出 を 東ん する こと 厚 

き バウ n の 精神に 非す や。 些々 たる 小節 目に 拘泥す る ことなく、 现義に 差し 支へ なき I 己 の 不便 を 

忍びて、 兄弟の 親睦 を 厚う する は、 基督 敎 徒の.： 乎 分な りと 謂 はざる ベから す。 

斯の 如く 宗敎の 性質に 自づ から 具 はり、 信仰の 活動と 相伴 ひて 離るべからざる 敎八 I： は、 何 を 以て 

其の 設立の 目的と なす や。 

敎 きの 設立 せられし 第 一 の 目的 は、 神 を禮拜 する ことなり。 時代に 出版に なりし 11 成 所の 英 

和字 書な どに は、 英ー 『チヨ ルチ』 を譯 して 禮拜 堂と なせり。 之 をき 堂と する に： おりし は 何時の 

より 何人の 始めし ことに や。 八 in 堂と 云へば 稱呼 何となく 集.^ E 所、 仉樂部 等の 意義 を S.1 に S きし 棟 


にて、 殘り 多く 感ぜら る。 堂 は 北ハの W 基督 敎の拜 殿な り。 蓋し 敎會の 主要なる EIW は禮拜 をな す 

にあり。 神の 榮光は 萬.：^ 界に現 はる。 十 を：. K に 成せる 彼の 雲漢 これ 神の 文に 非す や。 地に 共の 御 乎 

わざ  ことば 

のェを 一； 小す、 ら. H 一一 r: はす 共の 聲も 聞え す、 然れ ども 神の 語 は 全地に 遍 ねし。 ： 人の 妙 川 を 觀 察し、 

北 ハの幽 を かにし 微を き、 北ハの意_^我を解釋し、 北ハの 光榮を 造化の 大 主宰に 歸 して 神 を 嘆し 之に 

禮拜 の： 一 nil をな す は、 進化の 冠 冕た る 人の 责任 否な 其の 喜ぶべき 特横 なりと す。 人 は 萬 右の 通譯者 

たり。 然界の 祭司たり。 天地 萬 有に 代て 彼等の 擔 へる 光 榮を發 抓し、 是れ $1 な 神の ものな りと て 

讃美の- 聲を 揚げ、 上帝の 前に 額 づきて 禮 拜を捧 ぐ。 人類の 尊榮 之に 過ぐ る ものな し。 人の 心 は 神 を 

得て 滿；： 疋し、 之 を 仰ぎ 之に 事へ て 其の ネ領を 全うし、 共の 能力 を In 滿 に發逹 せし むる こと を £:。 然 

るに 人 巳れ の 木領に 止まる を 喜ばす、 ：人地の光榮を神に^！するを厥ひ、 萬 物 を 己れ の 手柄 に^し、 

神 を 小む るよりも. c: らを崇 むる の 念 盛んにして、 禮拜を 上に 向けす して 已が 内に 引き 下ぐ る こと を 

力む るに 至れり。 約め て 言へば 神 を 神と せす して 己れ を 神と する ことと はなり ぬ。 之 を I 非： 惡の眞 相 

とす。 ^^?#敎は北ハの堕落ょり人を救ひて、 其の 固冇の 本領に 反 正せし め、 全心 全力 を 擧げて 神を禮 

拜し、 北-の 成 f  fi^ し、 其の 恩寵に 歡 喜し、 其の 啓示す る 现想を 仰ぎ 望みて 靈性 を奮與 し、 北ハの 

かたち 

5： 分 を 悉く^ n せしめて 實に 神の 像に 肯 せて 造られた る 面 目 を發掷 せしめん とする を 期す。 せ 人 は 

甚督の 迸に 頼り、 ^化の 内に 顯 はれた る 神の 榮光を 仰ぎ、 受肉降 生と 十字架の 死と に顯ぉ 砂せられ し 

共の 愛に 感じて、 眞 if 無妄 なる 禮拜 を献 ぐる こと を 得べ し。  . 

1^ 窗 ^立の Ms  】 0 七 
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禮拜は 人の 自然に 發す。 瞻 仰げて 其の 掘 まる 所 を 知らす、 察して f 血.^ バの秘 義の大 なる に 驚き、 感 

嘆歸 依して、 至上 者に 事 へんと 欲する の 丹誠 を 柚んで、 己れ 能く 之と 契合す るに 至れる を菩 びて、 

彼の 無 限界より 来れる 靈 妙の 平和 を 胸中に 满へ、 最も 深く 且 高き 點に 於て 十分 飽き 足ら ひたる 心地 

ちから さか-に  たも 

して、 國と權 能と！^ と は 窮極す る 所な く汝の 有つ 所な りと 思念し， 適 {且 なる 場合に 發 して 逢なる 歌 

となり、 熱 切なる 祈りと なる。 是れ 基督 敎 徒の 禮拜 にあら す や。 彼の 偶像の 前に 跪き、 鬼神に 媚 

まじな ひ 

び、 賤 むべき 厩 勝、 祈禱 など を 務めて 忌み 憚る 所な きが 如き も、 畢竞 する に眞の 禮拜に 至らん と 欲 

する より 来りし ことにて、 バウ， 口 は 之. を機會 として 眞の神 を {ー 且俾 せし なり。 當初は 宗敎を 度 外に 置 

きし コ ント も、 人生の 哀れに 打れ 且つ 社會の 原理に 精通す るに 至りて は、 禮拜の 必要 を 感じ、 人類 

を椎 して 其の 本尊に 立つ る の禮 拜を設 くる に 至れり。 釋迦の 如き も 其の 所謂ず： 覺を發 揮し、 菩捉樹 

U と はり 

の 下に 成 道す るに 至りて は、 g; 諦の法 輪 を轉じ 十二 因 緣の理 を 示して、 生死の 海に g: し 涅槃の 岸に 

達せん と 心 懸けて、 神 もな く 祈り もな く禮拜 なきの 傅 道 をな せし に 過ぎ ざり しと 雖も" 北ハの 末流に 

至りて は、 斯る 有様に 滿足 する こと 能 はす、 佛を拜 し 之に 祈りて 禮拜の 巳むべからざる を證 せり。 

唯だ釋 迦を拜 する のみに て は 足らす や あり けん、 錫 蘭の 佛敎 徒が 彌勒 を拜 する が 如き、 支那 tn 木の 

同敎 徒が 文 珠觀音 等に 歸 依す るが 如き、 靈 性の 眞 面目 を顯 はせ りと 謂 はざる ベから す。 觀世 音を禮 


拜 する 一事に 至りて は、 北部 佛敎 を硏究 する 者の 常に 注目す る 所、 宗敎 心の 消. E、u を 傅へ て 吾人に 敎 

ふる 所 g だ 多し とす。 ァヴァ キ テス パラ (賭 III) 卽ち觀 世 音 は 力と g 現の 本尊に して、 人 ill 切 

の や.；^ 難 を 救 ひ、 子な き 者に は 送子觀 音と なり、 水に 溺 るる 者に はや： 籃觀 音と なり、 百 千 萬の 苦み に 

ろく や をん じ？. -ゥ だ， r- 

は お 千 萬の 觀音 ありて 之 を 救 ふと 信す。 一 の觀音 にして 百 千 萬の 化身 觀音 となる。 鹿野苑に 成 道せ 

る 折 M 人の 腦裹 i お に 後 世斯 の 如き 結 菜 あるべし と 豫想 せんや。 

眞： 止の 禮拜 は斯の 如く 人心の 必耍已 むべ からざる ものな り。 現今 曰 本の 社會に 於て、 多く は 無意 

識の 問に 人心の 渴§ェ しつつ ある もの は、 高 明 正大なる 禮拜の 本尊 を 安置して、 之に 歸依 せんと 欲す 

る ことなり。 羅馬 帝阈の 末路 宗敎 の類廢 せる に 驚き、 1： 家の 紀綱 弛みて 統 一 を缺 き、 土-: 朋 瓦解す る 

の 危險を 感 する こと だしきに 當り、 其の當路^^之を救ふの方法として、 カイ ザルを 禮拜の 本尊に 

推 立て、 一時 を瀰？ きして 焦 Hi の 急 を 救 はんと 試みし こと あり。 我國に於ても爲政^<;、 敎育 (银の 間に 

は斯る is^ を 夢みつつ ある^ 少 からす。 彼等が 泰西に 於る 古代の 經驗に 鑑みて、 少しく 學ぶ所 あらん 

は、 道の ため！： 家の ために 眞に 望ましき ことなり。 . 鬼に 角 宗教に 冷淡な りと 自ら 許せる 現代に 於て 

も、 禮拜の 必要 を感 する こと 切なり と 見て 可な り。 祌明を 敬 畏し禮 拜の渴 望を滿 足せし むる こと 能 

はざる がた め、 國 民の 氣風 及び 精神の 上に 影響を及ぼす こと 少 からざる べし。 禮拜の 道 を 講じ、 其 

の 眞意を 明に し、 おの 目的 を：. しう する は、 靈 性の 必要に 直す るの みならす、 國 家に 取りて 焦眉の 

急な り と 謂 はざる ベから す。 

會. な 立の M 的  一 0 九 
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夫れ 敎會 設立の 目的、 第一に 此の 人心の 必要に 應じ、 基督の 顯彭 せられし 所に 從 ひて 神 を 禮拜す 

るに ありと せば、 之 を 方便 視 して 勸善 懲悪の 機關 とし、 己れ の 德 を 建て 安心 を 維持す るの 手段と な 

すが 如き は、 甚だ 现義 に戾 り、 本末 を Si 倒せし ことなりと 謂 ふべ し。 祌 を禮拜 する 時 は、 心： 个 かに 

なり 精神 も淸 くな りて、 德を修 むる 上に 利 ：！ 分： 甚だ 多き こと 一一 一一 ：！ ふまで もな し。 然れ ども 此は 禮拜 より 

生す る 自然の 結 rai^ にして、 之が ために 禮拜 をな すに は 非ざる なり。 己が 生命 を 貪る もの は 却って 其 

の 牛： 命 を 失 ふに 至る て ふ 道 现此點 に 頗る 適切なる., V 覺ゅ。 己れ を 忘れて 只管に 祌 を禮拜 すれば こそ 

斯 かる 結 ra^ も豐 富なる を 得る なれ。 國家 治安の 方便た るに せんじた る 宗敎に 養 ほれ、 實利主 を 其 

の； CM 髓 とせる 敎育 の 下に 人と 成りし！： 民 は.、 禮拜 そのもの を 對 的に 尊 望す るの 氣風を 獎勵す る こ 

と 最も 阡耍 なるべし。 故に 敎會の 目的 を 論す るに 於て 最も 深く 此點に 注意せ ざるべ からす。 敎八 n を 

以て 第 一 自己の 利 谷： を 計 ズ>  所と なす は、 宛 がら H ルサ レム の聖 殿に 商業 を營 みて 利 を塑斷 せる _ ^に 

比して 五十 歩 歩の^ 異 あるの み。 f^^く耶穌の叱責する所とならざるを得f^。 其の 會 堂に 來 菜す 

る こと 恰 かも！？ 識 を贩寶 する 舉 校に 出 人す るが 如く、 講談 を IS き； nj- 聞 を廣 め、 高 妙なる 說 Si 及び 美 

はしき 昔樂に 其の 心 耳 を ませて J 精祌 上の 快 樂を縱 いま、 にせん こと を 期す るの みなる も、 亦た 

同一の 系統に 屬 する 者に 非す や。 斯 くの 如く 利己の 念 を 先にして 禁れ る阁體 は、 してやぶ M なるこ 

と を 期す ベから す。 蜂の 蜜に 聚 るが 如く、 また 時あって 粉 々接々 として 思 ひくに 解散し、 不平と 

愤 りの 府 とならざる もの 稀れ なり。 (然れ ども 余 ま は說敎 昔樂^ に 十分 重き を 置く ものな り)。 敎食 


の n 的 禮拜を もって 第一と なさば、 其の 畲 員の 信仰 を 純潔に し、 神と！ K の 遣 はせ る 基 傅と に付きて 

m め 想す ると ころ., V 確實 にし 明. {II にし 圓滿 にし 深遠に して、 其の 精に 通じ、 るべ く 其の 秘義こ 連 ノ 

て？^、 謹な からん こ と を 期せざる ベ からす。 故に 基^ は 祌を拜 する もの {fid しく 露と 誠 を もってすべ し 

と (= 示せられ しなり。 祌を& ： 想して 其の 實と遠 ひ、 之 を 仰ぎ 尊み て 其の^ を 誤解し、 之れ と 親み て 

祌と 人との 關係を m わ ひ 僻めな ば、 如何で よく： 當に神 を禮拜 する こと を 得ん や。 故に 敎<1" の豊罕 に 

は 信條の ：ぁ しからん こと を耍 す、 祌を拜 する に當 り、 會衆 起立して 異 n 同 昔に 使徒 信條 など を唱へ 

て、 せ： (の 信仰 を吿. 31 する が 如き は、 自づ から 禮拜の 本意に も 適 ひし美 風な りと す。 或 ひ は 信 條を輕 

んじ、 龜 11^ 敎に關 する 想を暖 味に し、 基督の 祌性、 罪の 意義、 救扬の 道に 付きて、 如何なる H 儿解 

を 抱く も、 此は 神學の 部類に 屬 すとの 一言の 下に、 輕 ろく 之れ を 度 外に 置き、 唯 だ F- 心 誠意 祌を禮 

拜 せば 足れり とい ふ 者 あり。 是れ 禮拜の 性質 を 誤解せ し 皮相の 兒 なりと 謂 はざる ベから す。 余輩 は 

信す、 ァ タナシ ウスの 論 は 決して 祌學 上の 戰 ひのみに 非す。 是れ 信仰的 生^ 競 1_ ザの 一大 苦闘な り 

し を 疑 ふこと 能 はす。 超自然の 要素 を 否定し、 淺 薄なる 理性に 偏し、 專ら靈 きを 道 に 置きて、 基 

督を 神と せす、 贈 罪の 正解 を 失 ひて、 其の 眞意を 誤 まるが 如き は、 禮拜の 意義 を 縮 少し、 信仰の 發 

逑を 妨げ、 其の 方針に 影響を及ぼす こと は 甚だ 大 いなる を 知らざる ベから す。 此を 以て 敎會 が禮拜 

,  まこと 

を^ん すると 同時に 其の 根底た る 信念 を確實 にし、 祌 のぼ、 實に適 ひて 之れ を 行 ふの 素養 を 深く せん 

こと を務 むべき なり。 
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彼の ィ ヤン • マク ラレ ンと號 する 英國の 牧師 ヮトソ ンが、 近頃 說敎 中に 今の 基督 敎徒は 商 W の 利 

害より 外 國と戰 端 を 開く に 躊躇せ ざれ ども、 古 へ の 基督 敎徒は 信仰の 爲に 兵馬 を 動かす に 至る を も 

憚らざる の氣 象に 富めり。 古への 蘇 國人は 信仰の ために 他人 を 迫害す るの 勇氣 ありき。 今の 佛人は 

利害の 競爭 より アンチ セ ミチ ッ ク 人種の 熱に 狂 じて 猶太 人 を 迫害す と 痛 篤せ りと 聞く。  より (卡 ひ 

は 好ましき ことに 非す。 迫害の 如き は 基督 敎史の 一大 汚點 なりと 謂 はすん ば あらす。 然れ ども：：：！ 仰 

の 異同 を 重ん する こと 斯 くまでに 痛切なる に 至りて は、 今日の 基督 敎が大 い に舉 ぶべき 所な らん。 

余輩 は傳 道の 方法、 氣 質の 差異、 財產 所有 權の 問題 等より、 叉 だしき は iHil 々たる 資 行き 懸 りな 

どより、 基督 教徒が 血眼に なりて 相爭 ふを兒 る。 然れ ども 信仰の 異同、 祌に 付ての 誤解、 基督 に對 

する 觀 念の 是非な どに 至りて は、 毫も 相爭 ふまでの 惯値 なしと： 做す に 似たり。 然か のみなら す、 

斯る 事の ために 大いに 論じ、 飽くまで 戰 ふの 意氣を 示す 者 あれば、 之 を 目して 愛に 缺 乏し、 精神の 

狭隘なる ものと す。 事理を鎖倒する是ょり^.$!だしきものぁるべからす。 余难は 信條の 異同が 人 間 交 

互の 關 係に 非常なる 影響を及ぼし、 之より 生す る 紛擾、 前に 列擧 せし ことな どより 生す る ものに 比 

して 多し と 確信す。 到底 ふこと 已む能 はすん ば 寧ろ 信仰の ために (卞 ふ を 良しと す。 寄附 金の 權利 

に 付て 举 ふよりも、 神の 子た るの 權 利に 付て Is- ふの 優れる に 如かす。 余牽 は斷 劣なる (サ！ i のみ 多く 

して、 高尙 なる 爭 ひの 少 きを 憾 とす。 


三 

唯 だ祌を 信す る 者お のが 赤心 を 神の 前に 吐露して、 潜 美、 4n 白、 感謝、 IS 禱を なすの みならす、 

彼等 は 其の 同胞 兄弟 の 未だ 神 を 知ら ざ る 者の ために、 窃かに 其 の 罪 を 悲し み 其の 眞 正な る $i 福を與 

へられん こと を 祈り、 彼等 自身が 未だ 曾て 夢に だ も 思 ひ 至らざる こと を 神の 前に 思ひ问 らして 熱 切 

なる 願事 を捧 ぐ。 是れ 基督 敎徒 禮拜の 重大なる 一 部分と す。 此を 以て 兒れば 禮拜は 祌 上の：： 一 ^犬な 

る活 W にして、 靈性 其の 間に 拫ひ、 道念 これが 爲 めに 動き、 祌を 仰ぎ 现想を 望む が 如き 偉大なる 事 

實を 含む のみなら す、 天下の 重き を擔 ひ、 國 家の 憂 ひ を 背お ひ、 人類の 悲喜 哀歡を m 心 ひやり て、 

胞 のためにす るの 愛を顯 はすこと なり。 禮拜は 容易に 出來 べき ことに あらす。 思慮、 感 i^、 意志、 

9 赏、 道念、 みな 活動し、 自ら を 知り、 人 を 知る の 誠 あるに 非 すん ば、 祌の 心に 喜ばる る禮拜 をな 

す こと 能 はざる なり。 

k 余 M は敎會 設立の 目的 は、 第一に 禮拜 なりと 說 きたり。 蓋し 禮拜と は 神の 兒ケ 等が 天地 を 代 

し、 同胞の ために 神に 向て 發 する 精神的 活動な り。 此の 外に 基督 信徒 は祌に 代り、 共上督 のために、 

同胞に 向て 務 むべき こと あり。 基督の 命 を 奉じ 之が ために 證を 立つ る こと 卽ち是 なり。 之 を敎會 

立 第二の in! 的と す。 祌を 知らす、 基督の 愛を感 する の機會 なく、 生命の 疑 題に 惑 ひ、 確實 なる 希望 

なく、 漫然 滅亡の 途を 歩みて 恐る る こと さへ も 知らざる もの 天下^だ 多し。 喑 きの 力 世に 蔓 りて、 
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悪しき 事 人 を 惑 亂し社 會を風 職しつつ あり。 敎會は 之 を 憂へ、 愤 然として 義を唱 へ、 道 を 立べ て，. - 

天の -fi? を 成さん と 志せる 者の 圑體 なり。 敎會は 出家遁世 者 流の 自ら，. 脇-ようして、 精 冲ヒの =- え： をへ は 

る 所に あらす。 敎會は 一 窒に閑 座して 香 を 評し、 茶 を 味 ひ、 花を赏 する 底の 目的より 起り しものに 

非す。 之を燈 臺に譬 ふる を 以て 最も 穩當 とす。 共の 光 は遙に 海上 を 照して 漂流者 を.^ ひ、 航： はこ 货 

^ものに 方針 を授 くる を 目的と なせる ものな り。 戶を閉 ぢ窓を 塞ぎて、 書 を 讀み歌 を^へ、 唯 だ窒 

內 の.？ S 明に 滿 足す るが 如き は、 決して 有る まじき ことなり〕 また 敎會は 最も 適切に 砲 憂に 譬 ふべ 

し。 脔を卻 け、 國 家の 薆ひを 除き、 人民 をして 堵に 安ん ぜ しめん こと を 期す るが 砲臺の ほ 的なる 如 

く、 敎きも 不義と 戰ひ、 惡を 防ぎ 社會の 全面 を 偵察して、 罪悪の 隱伏 する 所に は 其の 砲 彈を手 g/、 

發 射し、 人の 霞 性 を 救 ふの 砲臺 なり〕 社會を 防禦す るの 要塞と ならざる ベから す。 敎會は 神と 基督 

のために 證を 立てて 之 を 忘れつつ ある もの を 警戒し、 正義 公道 を宜傳 して、 ^人と 社，^:: との K 任 を 

明かに し、 罪惡を 摘發し 不義 を 攻撃して、 天下 を淸 むる の 任務 を盡 すべき ものな り。 敎八 はが 一 倘團 

體 の經營 にの み忙が はしく、 其の 維持に 汲々 として 他 を 顧みる こと をせ す、 自己の 信仰 を 養 ふこと 

に 力 を專ら にし、 其の 中に 在りて 安らかに 坡墓を 作る の 準備 をな すの 外餘 念な き は、 共の 特，， を 失 

へる の 甚だしき もの。 味 を 失へ る 蓮に 比する も 不都合な かるべし。 敎舍 は宣傳 者な り、 立證 者な 

り 蜀鬪 艦な り、 進んで 取る こと を 知れ ども， 徒らに 退いて 守る ぶ を 知らす。 飽くまで も P ひ、 

處ま でも 進撃し、 凡そ 人の 住む 所 は、 「彼の： 亞-弗 利 加の まさごの 原」 は 同より、 氷山 え 立つ グリ ー 


ンラ ンド まで も 福-行 を 傅 ふるが 基督 を 信す る もの の 任 なり。 余 M の 先 W は 此の 責任 を 感じて 裔起 

せり。 彼等の 立てた る證の 光明 は、 世々 の 傅 道史に _者 るし。 日本の 基督 敎 徒が 俾道 さるる に滿 足し 

て、 ，：：： ら傳 道す るの 氣 象に 乏しき は、 四面 敵 を 引き受け、 同胞 罪に 亡ぶ る を 眼前に 见る ものに 似合 

はす。 ^^の 前に 於て 深く 耻づ べき ことなりと 謂 はざる ベから す。 敎會の nil 的 は 禮拜に 次ぎて 傅逬 

を- ii- しとす。 牧. 師を 維持し 日曜 ハ § の禮 拜を滯 りなく 繼續 する のみに て は、 朱 だ 以て 敎會の cz 的 を 達 

せし ものと 謂 ふべ からす。 +d 接に §1 接に 時 を 得る にも、 得ざる にも、 凡ての 人に 基督の 名 を 傅へ、 

1  陪 きに 往む 者に 天の 光明 を 示し、 罪惡に 沈める 者に 義の 道を敎 ゆる ことなくば、 敎 八14 が 立の 主意 を 

穴丄 しう せりと 謂 は ざ る ベ からす。 

然れ ども 仰な くして 徒らに 言 を 飾り、 形式 を 修めて 禮を裝 ふ は、 偽善の 行に 非す や。 己れ に 無 

くして 之 を 人に 傅 へんと 擬 する は、 乞食が 人に 施濟 をな さんと す. るに 同じ。 故に 禮拜に は 仰の 厚 

きを 要し、 立 證にぼ ル」 _.将 を し、 ま、 を 行 ふの 實衷 に充盈 す. ろ を 要すべし。 敎 立 第三の n 的は德 

を趙て 信 を 養 ふこと なり。 基赞 曰く 我が 名のた め に. 二三 人の 奥れ. る 所 に は 我 も 其 の 巾 に 在 る ベ し 

と。 故に 某叔 M 生きな がらの 現在に 感激し、 其、 の 恩寵 を實驗 して、 信念の 燃えん こと を 期せば、 同志 

扪：：；iび心を合せて切sf球i^L共に祈りて同 一 の E 的に 向て 進軍し、 相呼應 して 敵に 常り、 ^を銜 か 

ざるべ からす。 德を gf て： C を 養 ふの 祕訣此 に 在り。 夫れ 4、 輩の 信仰 は^ 接に 獨り 立ちに 祌 より 来り 

しものに „ ^す。 先 a の 誘導に 依り、 其の 感化 力 を 呼吸して 神の 助け を 受けし なり。 信徒 は の 
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水中に 卿 化せる 如く、 敎會の 中に 生れし ものたり。 また 魚の 水に 游ぐ 如く、 敎會の 中に^ 励して、 

其の 成長 を 期せざる ベから す。 敎會は 基督 信徒の 發達 を遂 ぐるに 必要なる 陽氣 の充滿 する 所、 ^督 

の 現前す る 所、 之 を 外 にして 其 の 進歩 を遂ぐ ベ き 所な し。 

敎會に isi し、 兄弟 姉妹と 往来し、 長短 相補 ひ、 實驗を 交換し、 相 共に 祈る こと をな さば、 旣に： 一:^ 

を 養 ひ德を 建つ. るの 行路に 於て、 遙 かに 進行せ しものと す。 祌の肯 を 學び、 或は 兄 * の說く 所を聽 

き、 謹んで 敎を受 くるが 如き は、 其. #. 信徒 供 行の 一 大要 m: たる を 疑 はす。 然れ ども 敎八 I：： に 出 人す る 

ものが、 啦だ耳 を 勞し聽 くこと を勒 むる のみに て、 信仰 を 養 ひ 得べ しと 信す る ほど、 迷信の ffi だし 

きもの あるべ からす。 信仰 は實 物に 當り、 某. 督の？ 1=6 さ，^ し模 P に 則と つて 祌に ie^ へ 人に ふる 

に、 ，；：： づ から 進歩す る こと！： M も 多し とす。 故に 敎會に 嵐す る某楼 信徒 は、 ゆ-だ 新奇 巧妙なる 講說を 

喜ぶ のみなら す、 敎會 員と して 禮拜に 列. る だけにて 滿足 せす、 何 にても 相應 はしき あらば、 其 K 督 

のために 之 をれ 擔し、 敎會 のた め傳 道の ため、 各 其の 分 を 守り、 責任 を盡 し、 祌に 事へ 人 を 愛する 

の 道 を 着々 實 行す るの 工夫 あらん こと 肝要な り、 聽 くこと、 讀 むこと、 歌 ふことの みに て、 祌の^ 

に 深く 進む こと を 得ば、 靈 魂の 救 は. る. る ほど {芥：4^ なること はな かる. べし。 祌は 克己 他に ふるの 路 

.A^」 經て救 ひ を 全うすべ きこと を 変 書の 中に 示されし なり。 敎 會は祌 のために 勤め 他に je^ ふるの 便利 

を 供し、 共の 場合 を 作る の機關 なり。 牧師 を 始め 敎會 の當局 者た る 者 は、 會： H をして 手 を { やしう す 

る ことなら しめんた めに、 心 を 川 ふる を 其の 最も 大切な. ろ 責任と す。 支那 流の 政治 にて は、 野に 


ぉ贤 あらば.^ の不 f おなりと 太く 之 を 戒めたり。 敎. t に 活動せ ざる 分子 あらば、 吏 其の 责 におせ ざ 

K> ベから す。 

t,. や はまた- タ "戒を も 嚴"： ^にせ すん ば、 德養 の H 的 を 全うす. ろ こと 能 はざズ うべ し。 然れ ども. = - 

の is は H 下の 卞^ 之を詐 論すべき 必要 ある を 以て、 他 m 之 を 一 個の 题 M として 論述すべし。 

, 神の^の 工人 

『II 夭^ は 朝 ¥  く 出で 9 萄^ に 工人 を ¥i 主人の 如し。 工人に は  一 H に 銀 一枚 を予 へんと 約^ なし 

彼 や を _彻 菊 31 に 造せ リ、 乂九 叶. で 街に 徒く 立る 本" を て、 W 曹も _ 彻萄闹 に 行け 相 〔s の 惯を予 んと彼 

^に 貫ければ 則ち 往 く。  乂 十二時と 三時 顷出 でて 前の 如くな せリ。 五時顷 出で 乂 外の 立て る^に 遇て 首 

ナる. H 可： 終：：： 此に 徒し く 立 や、 之に 答 へ て 言け る は 我等 を 願 者な きに. H てな リ。 彼等に 言け る 爾普も 

葡_ お 31 に 行け 相？ お の 價を 得べ し。 ザ る 時 葡萄園 の 主人 其 の 家宰に 言け る は 働きた る 者 共 を 呼び 後に 

へる 者を始 とし 先の 者に 迄 價を拂 へよ。 五 時- m に 雇 はれし 者 共 來リて 銀 一枚 宛 を 受けた リ。 先の 者 g 

來 りて, y 等 は 多く 受 るな、 しんと 思 ひしに 亦 銀 一 枚づ っを受 く。 之を受 て、 人 を 怨み つぶやき ける は此後 

:4?s^ の 働きた る は 一 時ば かリ なる に 終 古 を负ひ 暑に あ へ る 我等と 均く 之 をな せリ。 、！^ ： 人 其 一 人 に^て 

fn ける は、 友よ 我れ 汝に 不義 をせ ず、 爾と銀 一枚の 5:^ 來を なした るに 非ず や、 谢の もの を I」 りて^け、 

我 亦 この 後 至 者に も爾の 如く 予ふ べし、 我 もの を 以て 我が 思 ふ 如くな す はよ か、 りず や。 我 善に 3： て爾の 
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基き か。 斯の 如く 後の 者 は 先に 先の 者 は 後になる べし。 夫れ よばる る 者 は 多し と 雁 も 選ばる I よ > 

し。』 (馬 太傳ニ 〇 の 一— 一 六)  ，  二  —  , 

种の闽 は 吾人 其の； 大 より 賜 はりた る 能力 を 十分に 活用して、 其の 本来の 性質に 適 ひたる S の 

、  ヽ  ぷ ど, VH たナ  、  i  ^ 

を遂 Hisi: なる 歡喜 を受 くべき 葡萄園な. り。 其の 始まる や 現在の 世界に 於て し、 斬.^ 進ヒ ト-界 ， て 

時 問な きの 永久 界 にまで 達す。 生命の 日現界 五十 年の 峯の 彼方に 沒 せんとす るに 常り、 葡萄^ 0 主 

人 は 工夫に ず-常なる 報酬 を與 ふべ し。 我 は眞の 葡萄の 樹 わが 父 は 其の 農夫な りと 耶穌 はず  1 ふ。 阔主 

は 或は 無益なる 枝 を 伐 ひ 取り、 或は 之 を 潔め、 或は 樹の f ぼ を 堀り^つ など、 m 意 至らざる 所な 

く、 凡そ 其の 發 育に 必要な. る 方法 は、 一 として 之 を 施さざる ものな し。 蓋し 神の や』 お を， 二、 ヒ、 の 

命す る，^ に從 ひ、 共の 經營 する 所に 熱心なる 同情 を 寄せて 其の 計 畫を實 行 せんとすべき は 人の，；,； も 

貴重なる 職分と す。 然る を 己れ の 計 畫を逞 うし、 其の 私 に 快き こと をのみ 願 ひ、 神 を 愛し 尊む の 

心に 乏しく、 卜： を瞻 仰ぐ るの 生活 を營 むよ ひ 物質的の 事柄に のみ 思 ひ を 焦し、 濁れ. る 世に 齦 I 蚍 とし 

て、 夢に だ も 神の 光榮 あ. る大 經綸存 する を覺ら ざる は 嘆か はしき 限りに 非す や。 之を憐 むことの 切 

なる より 祌は. 懇ろに 人 を 招きて 其の 生 を眞面 EI に歸 らしめ、 人の 人た る 本領に 從^ せしめん と 欲 

す。 是れ 基督の 招きに して 其の 5：： を 奉す る 徒が 熱心に 世に 勸め 人に 訴 ふる 所な り。 ^人 比，：： な 名？^ つ 

欲. J に，^. り、 曰 夜 役々 として 兒戯に 類す る 事に のみ 共の 心意 を 寒 はる。 彼等 は E 前の 利害の 外 他 を 

み. る こと を 知らす。 之よ ひも 勝れた る ことの 頭上に 顯 はれ 居る にも 氣 付かす。 ゆ： 上の 禍 よりも 恐ろ 


しき 大^^:: の 立地に 及ばん とする を も 懸念せ す。 醉へ. るが 如く、 眠れる が 如く 歲：： を經 過す。 萄 S 

の、 人 朝 夙く EE でて 之 を 催促し、 しきりに 之 を 慕る ことなくば 識未來 まで 彼等が^ 醒るの 期來る 

ベから す。 彼等 は^だし くも 熟睡せ る もの かな。 然れ ども 幸 ひに して： 大阔 の！ 葡萄 阐の、 王 人 は、 之 

を 愛す K> こと 深く 北 ハの敎 有 を 心に 懸けら. るる こと 厚き が 故に、 li:- 々の 方法 を 以て 人の を S;i ま 

し、 共の 愚かな. ろ 夢 を 破て、 露の 生、 活に復 ：t せんこと を 促す。 共の 聲は 輝け る： 人に 聽ぇ、 ：H 、り^ 匕：： 

は 地の 卜： に遍く {-2:1; 小せられ る。 秋の 夕暮遠 寺の 錢を 聞きて は、 端な く 生命の 疑题に 接して 物 界の榮 

を 夢と 觀じ、 方寸の 11 に 問く 理想の 光に 驚かされて 現在よりも 高 中：贝 な. る 半： 活の營 まるべき を 咸心じ 

て、 ^；：^^共だ深き嘆^^を：^す。 或は 佛人 アルフレッド *デ モッセ ー が 架ォゥ ガス チ ニスの 像 を 仰 

ぎて 共の 偉大なる に 打 たれ、 CI 已の 陋劣なる に 感じて、 熱涙の 下る を覺ぇ ざり しが 如き 經驗 をな す 

者 も あらん。 にお：： き は、 王耶 i5^$z の 性行 心事に 感激し で、 大いに 發 す. る：^. も あらん。 或は き 

灰と 出入し、 美 はしき (豕 庭に 育ちて、 大 氣の充 つるが 如く、 露の 植物 を沾 すが 如き 感化 を 無意識の 

に 何時しか 蒙. る こと 多く、  "-FT ぞと肯 ふ ほどに 立ちた る 激變を 經 すして、 神の 催促に 塵す K>: ^も 

あ. ろべ し。 無^; -湫 な. る 幼稚の S ハに サム ェ ル の如くに殊勝なる志を立て健氣にも；l:にi£^がる身となる 

は 如何に ぶべき ことならす や。 然れ ども 人 悉く サム H ルの 如くに 素^なる 者に 非す。 年 や- -長す 

るまで 神 を 恐れす、 截性ト：の事は全く忘れたる者の如く世を送る：s^;も亦少からざ.るなり。 車 業界に 

於ても 蘇 老^ は 一 一十 じ 歳 始めて 文に 志せり と 聞く。 露 性界に 於ても 其の 境遇の ため 若く は 共の H< 性 
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により 年長け， て 道に 志す に 至る 者 だ 多し。 是れ九 時 頃 主人の 催促 を 受けし 徒に 非す や。 It. は 街 

にお」 しく 立てり と あり。 此に 街と 譯 されし は 原語 『ァ ゴラ』 にして、 『ァ ゴラ』 は 多くの 人の^り て 

討論 舍 議し、 1=? 人な どの 叫 味 をな し、 或は 物を寶 り 買 ひする 公 il 場 を 指す。 たと ひ 公人と なりて 社 

<| 门の 表面に 時め き 辯 論 流る るが 如く、 窜を處 する は _ ^一丁が 平 を 割く が 如く、 勢 ひ猛に 振舞 ひ、 おく 

1  と：^ 

は 市場の 潮 汐を 支 配して、 共の 牙 驚 を 取て 畫策 する 15 鬼； ¥ を も 欺 くば かりにて 富 帝王 に 羡ま る る ほ 

どなりと も、 共の 心に 祌と云 ふ 一念な く、 高贵 なる 生活 を 慕 ふの 志に 乏しく、 唯 だ 物！：： の に 起臥 

す. るの みならば、 畢竞空 しく 立つ ものに 外なら す。 此點 より 見れば、 王侯 將相も 繁忙に して 徒 乎 傍 

觀の生 、活 をな す も の と 謂 は ざ る ベ からす。 世界 に 火 の 如く 奔走す る 商 ェ の 徒 も、 北ハ H 惰眠 をみ M りて 

お丄 しく^ ふるものと 評せら るるの 外な からん。 人の 見る 所と 神の 見た まふ 所と 北ハ に 非 《めな. る 懸隔 

ある こと 斯の 如し〕 世人 は 此の 眞 面目なる 一 點の隙 もな き 世界に. 何等の 故 を 以て 空しく 立ちつつ あ 

る や。 道舉 者の 言論 は觅も あれ、 、王 耶穌 S 督は 一一 一一 1： ふに 及ばす、 凡そ §0 風 義人と 稱 せらる る 者の 前に 

立ちて、 之と 已れの 生活と を對昭 一し 來れ。 汝の身 は 其の 最も 大 にして 高贵 なる 半面に 於て 死？^ と M 

じく 穴 q しく 立つ 者に 非す や。 富貴 草 頭の 露に 似たり。 榮華は 石火 電光に 比すべし" 汝の 生、. S 唯だ此 

の 類の 間に 賴 もしげ なく 經 過して 已 まんと する か" 見よ 葡萄園の 主人 は斯る 徒に 向 ひて、 相 の衍 

を 給 ふべ し。 我が 園 中に 進み 入れと 促しつつ あり。 道念 を 喚び 醍し、 生命の 意義 を 究め、 〈の 利害 

さい は 

を ほかにし、 利 ま： 以上の 善き もの あるに 心 付きて、 此の 慈愛 深き 懇切なる 招きに 應する 者 は 幅 ひな 


り。 北ハ の、 人 は 十二時と 三時 にも 出で て 前の 如くせ りと あり。 或は 三十に して 立って ふ 源に 逮す 

K> ま でも •  にぽ； 件 上 の iEi:- に 無 着な る 人 あ り。 或は 叫 十に^ りても 尙ほ 功名の 夢に 惑 ひ、 利愁の 淵に 溺れ 

て、 神と 北 ハの義 と を 求めざる 者-も あらん。 此^|5|-と雖も祌ば之を放棄することなし。 北ハの 懇切なる 催 

促の 1^ は の 願 境より また 逆境よ，^ 發し、 此の方 而に 於る 經 験の 敎育 鎖. る^かな り。 夜^け 人 

まりて 過ぎ 來し方 行く末 を 思 ひ つ づ く る 程に 神 の 招く 聲心 耳に 徹す る もの なき を ん や。 彼等 は 友 

の^ 将を Ilr^ する に 食 ひ、 旅屮故 鄕を懷 ふの 感禁ぜ ざるに 際し、 若く は讀む 所の 文^ 聞く 所の 談論に 

於て、 M; ば 我 を 忘れて 沈吟 ま、 想す る ことなから す や。 闳の、 王 人 五 時 頃に も 出で て 外の 立てる 者に 逢 

ひ In ひける は、 何故 終 R 此所に 穴-: しく 立つ やと。 五 時 頃 は 黄昏に 近し。 人 渐 く 老境に 進みて、 歩 I 

歩： gt: おの 傍に 近づきつつ あり。 日暮れて 途 遠し" 是れ 容易なら ざ. る 時期に 非す や。 少き時 は 遊びに 

す さ  " たリ 

荒 みても あらん = 現 世界 生命の 分 水 に 建して は、 其の 叫邊を 眺めて 餘念 もな く 唯 だ 物 l^u 的の t: み 

に忙 はしき のみなる も あらん" 然れ ども 其の 下り坂に 至り 餘す 所の 時 11 僅少なる にも 拘 はらす、 唯 

だ心なき生^^^に終され、 ソクラテスの 所謂 靈 魂と 其の 完美を 思 ふこと をせ す、 朝に 道 を 聞て 夕に 死 

す と も 可な り と f .:: ひ し 十：： 人 の 肯を 耳 にも^め す、 露 の 身 を 草 の 枕に S きな がら、 唯 だ 風に はよ もと 

{ 〈丄赖 みしつつ、 ^1 の 夢 を贪る は" >: に 悲しから す や。 • 何故に 終日 此 所に 穴丄 しく 立つ やと。 此の 終 口 

きば  、 

の！^ i は 心 あ. る：^ に 取りて 雷 零 齊康に 異ならす。 朝より 穴，； しく 經過 せる 時 問 だ 多くして、 餘す 一：^ の 

もの： S めて^ 少なり。 ひて 此に 至れば おに 愕然たら ざ. る を 5^ んゃ。 片時 も 靈界に 於て は 無^の 惯 
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储を 有す。 然る を. 何ぞゃ 五十六 十 も旣に 過ぎて、 古稀の 齢に 達する まで も 本； しく 立ちつつ ありし と 

は。 天下の 恐ろしき こと 之に 超 ゆる もの あるべ からす。 あ  > 何故に 終 rn 穴」 しく 立つ や。 、王の |ー；- ：喻に 

見えつ る 彼等 は 答へ て 言へ り、 我等 を 雇 ふ 者な きに 由て なりと。 m;^ して 然る か。 彼等 は闲、 王の ic^sl^ 

に 一回 も 接せ ざり しか。 彼等 は 幾度と なく 神の 懇切なる 催促 を 空しう せし に 非す や。 或は が 雇 

ふ 者な しと 言へ る は、 園 主の 偶 促を聽 かざりし と 云 ふの 義には あらす。 社會に 於け る 其の 經展 ：|=^ だ 

不幸に して、 失敗 叉 失敗、 撼 柯 不遇、 時と 勢の 利 あらざる がた めに 寸歩を も 進む. る こと 能 はす。 心 

如. 何に 逸. る も 施す に 術な き狀 況を啷 てる ものな りと せんか。 斯る徒 は、 此の世の 中に：^ して 少 きに 

非るべし。 人に 棘 まれ 世に 容れ られ す、 或は 不利益なる 境遇に 泣きつつ、 心 を 苦む る もの は {=：; しく 

天阐の 君、 葡萄園の 主人が 人 を 募る に應 じて 起てよ。 耶穌の 左右に ま、 殺せられ たる 賊の 一人 を：：： 儿 

よ。 旣に五 時 を も 過ぎた らんと 覺 しき 顷、 雇 ふ ものな きのみ か、 社會 より 放逐せられ、 生 き^ふる 

にぎへ すと て、 全く 見棄 てられし 時に 及び、 彼 は 十字架の 力に 募られ、 基督の 慈愛に 促が されて、 

葡萄園の 工人と はなり ぬ。 今日 汝 われと 共に パラダイスに 在るべし と。 基督の 吿 げられ し を 聞け 

ば、 彼 は 葡萄園の 中に て 勝れた る 工場に 招かれし に 非す や。 十字架 上の 兇賊す ら斯の 如し。 凡そ 五 

時 頃まで. 何の 分別 もな く、 或は 世 を 怨み 愤 りつつ 空しく 佇み 居. る もの は、 {=: しく 此の ぶべき 催促 

の 聲に應 じて 思 ひ 立つ 所 あれ。 必. f 相當 の 情 を ^ ベ し。 

蠡 蝕ひ錄 腐る 事物の ために 奔定 する こと を.^ り、 {^^ーなる世界に夢の如き生涯を送りっ っぁる者に 


ぷビ O^J.^-- ァ 

の k 出 V-!? ゾ-事 ，に 與 かる 可して ふ恩惠 を 賜 はる は 卞.^ ： ばし きこと に 非す や。 己れ の 事に 非す、 んリ 

isflf- に =^づ ：w の なりと は、 如何に；；？^ を も 9- 煩 魂 を も；^ き 立つ る 八 小-てに 非す や。 北 ハの關 すろ 所. H 一に 

K 猿の 151： 々たろ ことに 非す して、 天阈の 事-衆な りと 首 ふ。 誰か 之 を 聞て 精神の 蹯 るを覺 えざる 者 あ 

らん や。 祌は天の萬軍をして救ひを，1がんとする^<;に蔡ふるの霞たらしむ。 天 の 吏 は 神の 慕り に， 

じて 人の 救 ひの ために 馳驅の 任に 常る。 彼， 等の 喜び 知るべきな り。 祌 はまた 我等 如 き^を も 招きて 

共の.^ いな ろ 闽の經 に與 からしむ。 光榮 何もの か 之に 過ぎん や。 。ハウ 口  0： く 夂：： その；：； 门 されし 時に 

在りし 所の 分に 4- まるべし と。 茶 督敎は 出家 桑 n の 道に 非す。 n を 以て 敎を宜 ベす とも， 水火の 小 

に 人り て 殉教者と ならす とも、 凡そ 祌を 愛し、 其の 意 を 受け、 之に 任せ、 之に 從 順なる、. ：3 を 以てな 

さば、 何れの 靠業か 天！： の營 みに 非 ざらん。 共 ^ 督の 恩^に より 斯の 如く 天！： の經營 に與る こと を 得 

る は、 人 卸の 深く 感謝すべき 所に 非す や。  • 

ことっ^  かぜ  ； lj: どう f こナ 

人 け =^ に 、パれ 物慾に 蔽 はれて、 榮辱 利害 の 桎に繁 がれ 漠々 侍々 ら 進んで 祌の 萄^ に 人 る こ と を 

知らす。 北ハの 心の ままに せば 永遠にまで 斯て あるべき もの を。 祌の大 いなる 慈愛に. E り、 朝：. いくよ 

り 之 を-催促し、 几 時 卜 二 時 三時 を 過ぎ、 ^時に 至る まで も尙ほ 工人 を 慕藥 して. ます。 然 らば 共の 

闹 巾に 人り て 事業に 就く を 得し もの は 己れ の 憤 做に 非す して、 、神の 恩賜な りと！^ はざる ベから 

，  む^; し 

す 殊に バん を 過ぎ 幾多の 歲=^ を嚒 うした る 後 募られし ものの 如き は、 祌の 恩寵 優？ 5^ なる に 感じ、 

共の ェ錢の 雜には 心 を めす、 唯だ斯 る寬大 の！^ 如何で 惡く  遇す こ と あるべ けんやとの 確 1::^ を 以 
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て 催促に 應ぜ しなり。 彼等 は 園 主の 慈愛に 感じ、 其の 事業 を 喜び、 奮て 之に 從 事す るに 至れり。 墓 

督敎は 恩寵 を 本と す。 我 は 云々 のこと をな したれば とて、 權 利が ましく 報 赏を祌 に 要求し、 利齊を 

はたらき  、  >  1 

根本と して 出處 進退 を 定め、 律法の 作用に より、 道德の 修業 を 精で， 其の 志を遂 けんとす るかお き 

、 リ くご 

は 基督教の 趣意に 太く 悖れる ことなりと 謂 はざる ベ からす。 己れ の惜 傲な きを 感じて 大いに 謙り 斯 

る 者 を さへ 募れる 祌の 寛大なる 恩寵に 泣き、 祌國の 事業に 從ふを 喜びて 葡萄園に 人る 者 は、 祌の喜 

ぶ なり。 然れ ども 始 より ェ錢の 額に 目 を 着け、 園主と其の事業ょりも報赏を得るを_^サぶこと切な 

たから  i 

る 者 は、 未だ 神の 恩寵 を 知らす。 神を寶 とする こと を舉 ばざる ものな り。 北ハ Q 心 財に 在りて に.^ 

らす。 實 際に 於て 彼 は 神と I 致せし ものに 非ざる なり。 日 幕る るに 至り 此の 輩 園 主の 處 S に 不滿を 

抱き、 遲く來 りし ものの 己れ と 同様なる ェ 錢を與 へられし を愤 りし も. S なりと 謂 ふべ し、 彼 や. -の赛 

業 は 五 時 頃に 入り 來り しものに 比べて、 精神 ヒ 大いに 劣等なる ものな りし を覺ら す。 鶴界に 於て は 

事業の 形狀 よりも 精神 を 貴し とす。 爲す ことの 大小 輕重は 以て 世 を 眩惑す るに 足らん。 然れ ども 人 

の 隱微を 知れる 祌を 欺く こと 能 はざる なり。 寡婦の レブ タも 常め る 者の 多く 投す るに 優りし に 非す 

や。 愚者 も 弱者 も 心 强く感 すべき は 天國の 事業な り。 眞に 基督 を 愛する の 心 だに あらば、 . ^水 一杯 

も祌の 前に 於て 大 なりと せらる ベ し。 


敬虔なる 夫婦 

(路加 傳 一 章 六 節) 

Si 書に 現 はれた る 人物に 付て、 北 (の 人と 爲りを 論評し、 其の 信仰に 學び、 近德に II みる 所 ある 

は、 頗る 趣味 深く 又 谷； ある ことにして、 ，H て 以て 敬虔の 念 を 深く し、 德性 藻 を 高く する こと 少か 

らす。 乞 ふ 我等 をし て 今 ザ カリア と 其 妻 N リサべ ッ に付き 學ぶ所 あらしめ よ。  * 

路加 傅 第一章 第五 節 六 節に 曰く、 ユダヤの 王へ ロデ のとき に、 ァ ピャの 班なる 祭司 ザ カリヤと 云 

すズふ 

へる 者 あり。 其 妻はァ ロンの 裔 にて 名 を H リサべ ッと云 ふ。 共に 祌の 前にて 義 しき 人な り。 凡て 主 

いましめ おきて 

の誡 命と 禮俊を なく 行へ りと。 此の 記事 を讀ん で先づ 著しく 感ぜら るる は、 其の 叙述の 如何にも 

大 IS 無遠慮に して、 少しの 顧^と 構 作な きこと なり。 書 は 不思議なる 書に して、 右 を 顧み 左 を 望 

み、 前後に 驟 念し、 秩序 を 立て 調子 を 整へ て 書きた る ものに あらす。 斯る こと は 其の 解釋 と共に 讀 

^^？の自由に^し、 著者 自ら は 其 信す る 所感す る 所 を 何の 遠慮 もな く 書き 顯は したる ものな り。 例へ 

ば 耶穌山 t の 垂訓に、 人汝の 右の 頓を 打た ば、 また 左 を 之に 向けよ と 云へ る を、 其の ままに 顯 はし 

たるが 如き を 見、 或は バウ P 及び 其の 他の 使徒の 書翰に す も 明かに 然る を 知らん。 路加 傅の 如き 

は 著者 ルカが 2 取 も 苦心 經營の 末に 成れり と稱 せらる る もの なれ ど、 然 かも 絶えて 牛 夜の 燈の臭 ある 
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ことなし。 是れ實 に 書 文學の 特色と も 謂 ふべき ことなり とす。 今 ザ カリヤと H リサべ ッの 人と (は 

り を 記す るに 當 りても、 共に 祌の 前に 義き 人に して、 凡て 主の 誡 命と 禮 儀と を戯 なく 行へ" と In 

ふ。 是れ眞 に大暫 なる 叙事 法と いふべ し。 此の 語の意味 問よ" 彼 § ^ふ を 指して 完全 無缺の 人物な りと 

ま IM ろ  - 

なすに は 非す。 古へ アブラハムの 如く、 モ ウセの 如く、 其の 誠意 を 以て 祌を 信じ. 全 V.- 玍カ をい 一 = し 

て 之に 事へ、 善き 目的 を 以て 此世を 送りし を 云 ふなり。 夫婦 打ち 揃 ひて 斯の 如き は 有り難き ことに 

して 眞に美 はしき 至りなら す や。 驥馬 槽櫪に 老い、 佳 < ^搶 夫に 耦す。 是れ 人生の 慘事 なり。 然れば 

にや 似た もの 夫婦と 云 ふ 俗 誇 も あり。 勞働 者が 単 を 引けば 其の 妻と 子 後より 之 を 押す が 如き、 见て 

以て 則然 たら すん ば あらす と雖 も、 また 寳に美 はしき 所 自ら 其 中に 存す。 夫婦 偕に 稼ぐ すら. ほ n; 

っ然 り。 同じく し 苦 を 同じく し、 白髮 まで 渝る ことなく、 終に 境 墓に 入る に 至る まで、 所， i 偕 

老 同穴の 趣 は、 岡より 美なら ざるに 非す と雖 も、 人生 至上の 事た る 祌を拜 事す るに 於て 互 ひに 相 一 

致し、 共に 讚美し 共に 祈禱 する に 至て は、 其の 高く 潔く 美 はしき 何もの も 比する に 足らざる べし 

、*, カリヤと エリサべ ッとは 此の 點 にまで 相 一 致せり。 その 夫婦 11 關 係の 氣 高さ 想 ひやるべき なり。 

是れ 吾人が i 奴等 の 家庭 に 學ぶ ベ き 所 に し て 、 偕老同穴と 云 ふが 如きに も f て 祌を 拜す る 樂みを 有 

, せんこと 眞に 吾人の 努 むべき 所に 非す や。 

二人 は斯 の.^  く 共に 伸に 事へ しも、 其 間に 一人の 子な しと は-: 一 15: に遗憾 のこと ならす や。 寡邳獨 

一  たか t  ，k  — 

と稱 し、 老て 子な き は 人生 大 不幸の 一 つに 數 へらる。 よろ づの寶 子に 若 かめ や もと ームへ るん^も あ 


IJ  ま, ン 

り。 ^.1,を5^るは眞に冲ハ惠み に外ならす。 彼等 兩 人が 子 を擧 けたる とき 之 を ヨハネ (刺の 惠み) と 名 

づけた る も、 また 實に 尤もなる ことと ii ふ 可し。 特に 猶太 國に 於て は 祌の惠 千代に 及ぶ と 約束 あり 

しかば、 子の 無き を大 いなる 恥辱と し、 其 極 や 結婚の n 的 は 子を擧 ぐる ためなり とする を 生す る 

に 至り、 ために 婦人の 也 位 を 低く したる Ki さへ あり。 お や ょり惡 ししと 雖も、 其 1^ 又 美 はしき 

所な くんば あらす。 埃 及 人 は 子 を 生む を 以て、 己が 死後 回向 追善 を 受けん ためなりと なしぬ。 猶太 

阈人 は斯る 淋しき 考へを 抱かす、 數千 年来 約束せられ たる 祌の惠 みに 與り、 來 らんと する メシャ を 

望んで なりき。 猶太の 婦人 は 喜び 望みて 己れ こそ 此の 救世 者 を 生まん ものと 冀 ひしな り。 ザ カリヤ 

夫婦 は 如， 可なる 心 懸け を 以て 其の 生 を 送りつつ ありし か。 此は 路加 傳 一 音 I. を熟讀 せば. nl,^ ら 明瞭な 

るべ し。 皮 等 は 無 かし 熱心に チを 授けら れんこと を 祌に願 ひしな らん。 或は 祈 禱は斯 る 目的の ため 

に i,- べき ものに 非す となす 人 あれ ど、 此は思 はざる の しきものな"。 我 やの 祈り は 半信半疑、 左 

顧 右" B、 遠慮、 氣兼 をな すが 故に 题 目に 乏しく して 極めて 陳腐な b。 更に 其の 範圍 を擴 張し、 大膽 

に單る 所な く  1^ る 可き に 非す や。 ル ー テ ル 其の 兒に 送れる 書に 小兒 らしき 祈り を献 ぐる を獎 働して 

之 を め 立てた る. 語见 ゆ。 新くて こそ 適切に 祈る を 得べ けれ。 眞に ル.！ テル、 ゥ H ス レイ $ の 祈り 

を 見れば、 如何にも 天 眞爛熳 にして、 今日の 調子 整へ る大 なる 祈と 太く 趣 を 異にせる もの あり。 ザ 

力 リ ャ夫妻 は 熟 切なる 心を以 て 子 を 得ん こと を 祈りた る や 明けし。 然れ ども 初め の 熱心 も 漸く 老 い 

て 年 ふる 霜の 頭に 置く に 至りて は 次第に 失せ 行きて、 今 は 子な きに 滿足を 得る の 道 を 講じた るなら 
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ん。 鳥獸 を鍾 愛して 其 情 を 滿すは 子な き 人に 多く 見る 所なる が、 神に つかへ て 義人た る 彼等 は 平素 

の 心 懸け を 以て 自ら 慰め たるべく、 終に は 先の 望み も 忘れた るな らん。， 見よ 天使の 汝が妻 孕みて 子 

としす、 

を 生まん と吿 ぐる を 疑 ひて、 彼 は 我旣に 年老 ゆ、 妻 も 亦年邁 みたれば 何に. S て か此事 ある を 知らん 

, と 一一 一一 c ひしに 非す や。 若し 其の 三十 歳 四十 歳の 時な らんに は、 彼 は 喜んで 直ちに 之 を 信ぜし ならん 

も、 子 を 得ん との 望み は 昔の 夢と 消えて、 今 は 唯 だ 神の 御 心の まに-/ \ 子 無くして 生 を 終るべき 心 

, こ と は 

-を養 ひ 居りし なれば、 其の 驚け るも理 りなき に 非す。 然れ ども 天使の 一一 一一 II に汝 の祈禱 すでに 聽 かれた 

りと あり。 曾て は 熟 心 切 實に祌 に 求めし なり。 祈る 所 は旣に 業に 聽 かれ 居りし と雖 も、 然も、 ルの 

顯 はるる や 人の 智慧の 思 ひ 寄らざる 時に 於て す。 二人 全く 忘れ てし とき、 俄に 汝の 祈禱聽 かれた 

りとの 聲を聽 く。 爭 でか 驚かざる を 得ん や。 夫れ 盜を なせる 者 十 年に して 露顯 する あり。. 人 を 殺せ 

はや  よは ひ 

る 者 二十 年 三十 年に して 縛に就く あり。 額 淵 は 貧く して 夭く 死し、 盜跖は 甯み榮 えてせ パの壽 を u: 几う 

. す。 道 德界の 因梁應 報は必 すし も 物質 界の 如く 覿面なら ざるな り。 若し 吾人の 祈りの 一 に H 、の 思 ふ 

： 如く 聽 かれな ば、 其は寳 に 不都合の 次第と 謂 ふべ し。 神 は 何等かの 方法に. S りて 常に 我^ を！^ き 給 

ふ。 吾人の 祈り は 全く 神に 任せ、 信仰と 望みと を 以て 靜 かに 其の 結 ra^ を 待つべき こと、 《=s に ザ カリ 

ャとェ リサべ ッの 如くなる べきな り。 

且つ 夫れ 祈禱は 他と 關係 ある ものなる を 忘る ベから す。 路加 傳第 一 章 一 一十 六 節に は ヱ リサべ ッ孕 

，みて 後 六 個 にして、 マリア 天使の 託宣 を受 くる こと を 載せたり。 玆に H リサべ ッとザ ガリ ャ との 


-祈靡 の 結 SJ^ と遙 けき ガリ ラャ のナザ レ の處 女に 關 はる 出来事と は 離る 可から ざる 關係を 有す。 是も 

しるし 

早 かるべ からす。 彼も遲 かるべからざる なり。 豈に 妄りに 己れ を 主として 祈りの 效驗 なき を 眩く 可 

けんや。 祌の惠 は 思 も 寄らざる 邊に關 係 ある を 思 はざる ベ からす。 

叉 一 一十 四 節に は H リサべ ッ 孕みて 五 個 月間 隱れ 居りし と あり。 想 ふに 彼等 は 人目し げからぬ 所に 

避けて 暫く 靜 かなる 生活 を 送りし ならん。 六月に して マリア 訪ひ 来れり。 此間 彼等 そ もく 何 を か 

お -rosf  お うし  むき： ん 

なせし。 孕める 老姬、 瘠と なれる 老翁、 相對 して 靜 かに 日 を 送る。 其の 書き 板 を 以て 互 ひに 語り合 

一一とば 

- ひし は そ も 何事な らん。 乞 ふ兒の 生れし とき、 父 ザ カリヤが 言 ひ 出で し 靜を兒 よ。 皆な 悉く 葡 約に 

發せ しもの ならざる なし。 老て思 はざる に 子を擧 ぐ。 喜びに 狂して 前後 を 忘る るが 人情の 常なる に 

一一とば  . 

舊 約の 言 を 引きて 恭しく 神 を i? 美す。 敬虔の 念 心に 滿 つるに 非す んば爭 でか 斯の 如き を 得ん。 退隱 

の 五 個 ni: は、 彼等に 取りて 祈 禱と靜 思の 時に して、 彼等 は 聖書 を讀 みて は、 アブ ラハ ムの 子孫 等が 

焦れに 焦れ 居る 所の 光り を 望みて、 靜 かに 子の 生る る を 待ちし と は、 之 を 以て も 知る 可き なり。 

の 胎內に 在る とき、 母た る 者の 精 祌道德 は 產兒の 天性に 感化 を 印す る 所 極めて 深き もの あれば、 其 

. の氣宇 品性 を 高尙淸 潔に し、 以て 胎敎を 誤 まらざる べき は近來 益々 强く唱 へらる る 所なる が、 エリ 

サべッ と ザ カリヤの 如くん ば、 胎 敎の點 より 云 ふ も 亦實に 十全の ことと 謂 ふべ し。 の 生る るに 至 

て は、 親戚 等 之に 祖先 傳來の 名 を 襲 ふて ザ カリヤと 名 づけん とせし に兩親 之を聽 かす、 曾て 一た 、び 

にわか 

. も 家系に 顯 はれた る ことなき 別名 を 取りて 神の 惠みョ ハネ と名づ く。 先祖よりの 習慣 傳說 なに 破る 
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からす。 同じく 之に 從 はんとす る は 常人の 情なり。 是れ K に 總領の 順 六に して 陳腐なる 人の 常な 

り。 然れ ども 老夫婦 は老 て精祌 益壯 に、 イスラ H ル 人民の 歷 史ー轉 すべき 機運 を 眼前に？ IH み、 靑年 

ナら 夢想 だ もす る 能 はざる 希望に 溢れて、 是等 舊來の 習慣 傳說に 由り、 在り 來 りの ままに 從 ふこと 

をせ す。 嚴肅 二， して 敬虔の 念に 充ち、 信仰と 望みに 燃えた る 名 を 取りて 之 を ヨハネと 名づ く。 彼等 

め ひみ 

. は 唯 だ 一 一人の 間に； 4. を擧 げたり と 云 ふの みならす、 是の 慶事 元來 天に 在す；^ の il^. ^籠なる を へ るな 

り。 今生れ たる 嬰 兒は唯 だ 夫 録 の 間に 生れた る ものの みならす、 祌 密接に 關 係し 給 ふ。 此の 思想 を 

： 以て チの 誕生 を 見、 此の 思想 を 以て 子 を 鞠 育す。 宜な るかな 嬰 兒は漸 に 成長し、 精祌 ますく 强 

： 健に、 終に 神の 最も 大 なる 預雷 者と して 顯 はるる に 至りぬ。 . 

吾人 は ザ カリヤと H リサべ ッが 家庭の 有様 を 想望し 吾人が 家庭の 模範と なすべ きを 感 するな り。 

或は 妻た る ものにして 未だ 神 を 信す るに 至らす.， 或は 夫た る 者に して 未だ 基 丘ば を 知らす、 或は 親た 

り！ 40 たる もの 或は 兄弟たり 姉妹た る ものにして、 未だ 救 はれざる 者の 家の 內 にあら ば、 心血 を 注ぎ 

て 之 を 主に 導き、 偕に 共に 祌を拜 し 之に 祈る に 至らん こと ザ カリヤと ヱ リサべ ッの如 力らん は 眞 

に ましき 限りに 非す や。 其の 常に 至誠の 心 を 以て 痛切に 神に 祈り、 而 して 其の 結 ra^ を 祌の御 心に 

委す こと 亦 彼等の 如く、 病で 苦め る 時 彼等の 如く、 世 を 離れて 靜 なる 生^ を 遠る とき、 彼等の 如 

く、 14. を める とき 彼等の 如く、 子の 生れた ると き 彼等の 如く、 之 を 養 ふこと 彼等の 如き は 吾人 

. が裕 えす 心に 留めて、 深く 冀ふ 可き 所に 非す や。 


罪 を 悔いた る 補鑊ェ 

ジョ ン，バ ン ヤン 若く して 倜儘 不羅、 遊戯に 耽りて 常に 荒々 しき 所行 多し。 然れ ども 其の 不義 悖 

德は 未だ 曾て 男女 間の 道 德を紊 り、 色 愁に溺 るる 如き こと をな さす。 又 酒 を 貪りて 人事 を 忘る るが 

如きに 至らす。 彼 は 罪人に は相逮 なかり しと 雖も、 一 ii 毛色の 變 りたる 人物に て、 其の 擧動 如何に 

も si- らしく、 お 落に して 正直、 傍若無人 にして 素扑 なりし と 謂 ふ 可し。 此人 一旦 己れ の 行 をお みて. 

非 を 悟る や、 苦痛 烦悶 名狀す 可から ざる もの あり。 而 して 非常なる 奮發を 以て 行 を 改め、 謹直 を 皆 

とし、 極めて 方正なる 人物と なりぬ。 隣 里鄕黨 之れ を異 として 其の 過ち を 改め 善に 遷 るの 勇 を稱讚 

せざる ものな し。 然れ ども バ ン ヤン 自身 は 其の 行狀 いよ.^ 修まりて 其の 心い よいよ 汚れた るを感 

じ、 其の 外部の 生活い よく 罪と 離る るに 及びて、 其の 靈魂 いよく 深く 罪悪に 沈淪 せる を覺 え、 

自ら を 恥ぢ 自ら を 咎めて 天下 我が 加き 罪人 一人も^ せざる 可し、 我 は 彼の 醜き 蛙に だ も 若かざる も 

のな りと 觀 念し、 若し 此の 汚れた る 心と 交換す る を 承諾せば、 何人と も 之 を 交換す るを辭 せす と絕 
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叫せ り。 彼は斯 如く 己れ の 罪惡を 感じ、 其の 束縛に 苦しめら るる こと、 世の常に 超 ゆる もの あり 

.  まさ  め ひ！^  い モさ 

し を 以て、 其の 基督 を 知る や、 歡喜 措く 所 を 知らす。 罪の いや 增る 所に は恩惠 もまた 彌ゃ增 る もの 

ある 首) 證 にて、 &は眞 に 基督の 鴻 恩に 感 する 人と なること を 得たり。 フル，' ド 曰く、 バン ヤン は 低 

の 少年に，^ ベて 甚だしく 不道德 なりし に 非す。 彼 は 正直に して 良心の 働き 活潑 なりし が 故に、 己れ 

の 如き 人 は 他 こ， 存 せざる 可し と考 へしな りと。 あ k 我等が 罪 を 知らざる は 何故 ぞ。 罪な きがため 

か將た 道念 鈍き に 由り て 然る か。 

罪人の 首 

。ハウ 口 は 幼な き 頃より 擧を 好みて 德を 修め、 其の 國 人の 理想より 一一 一 曰へば 殆ん ど問然 する 所な き 人 

なる が、 自ら 罪人の 首な りと 見做す に 至れり。 誠實 敬虔の 士 古今 軌轍を 同じう して 同一 の 感覺を 抱 

くまた 奇 ならす や。 夫れ 罪 を 深く 知る もの は 外部の 狀情を 重し とせす して、 其の 最も 深く 注意す る 

听の もの は 精神 上の 有様な り。 我等 は 他人の 外部 を 見る こと を 得べき も 其の 心事 を 奥底まで 看破す 

る こと： g ます。 ter た 己の 事に 至りて は、 獨り 自ら を 省みて 默念 瞑想す るに 罪惡の 痕跡、 見えざる の 

靈 魂に 鮮 かなる を認 むる を 得べ し。 此に 於て 己れ の 罪 惡を感 する こと 最も 痛切なる を 得るな り。 或 

人 基督 を 信す る もの は 現世に 於て 完全なる 聖域に 達す 可し との 說に 偏し、 漸く 自ら 完全に なりて、 

も まや 罪惡の 、いて 存せ すと 信す るに 至り、 此の 事 を 其の 友 某に 吿ぐ。 友 は 完全 論に 付きて 之と 反 


對 なる 意見 を 抱く ものな りしが、 忽ち 之に 答へ て 曰く、 或は 然 らん。 然れ ども 兄 は 自らの 無罪なる 

を 誇る 心なき かと。 其の 人 大いに 悟り、 あ A 我れ 依然として 罪人な りとの 嘆 聲を洩 しぬ。 

神と 人との 距離 

鬼 角 我等 は 人と 人との 關係 に付きて 罪惡の 1: 及び 其の 淺深を 知らん と 欲する の 弊 あり。 然れど 

も 罪悪の 最も 大 なる は 神と 人との 關 係に 在り。 我等が 祌を距 る こと 如何に 遠く、  R つ 之に 北 n きし さ- 

如何に 甚だしき や を 知らん と 欲せば、 試みに 神に 立ち 歸る ことの 如何に 困難なる を 思へ。 我と 祌と 

の 間 は 相 隔たる こと 天淵啻 ならす。 其の 道程 頗る 悠遠なる を 見る 可し。 我等 は祌を 忘る る こと 易 

く、 心 を 物界の 汚愁に 傾く る こと 容易な り。 神 を 愛し、 靈性を 養って、 所謂 霞なる 生活 を營 まんと 

欲する は、 時として 泰山 を腋 ばさん で 北海 を踰 えんと する が 如き 感 あり。 水 を 山に 上げん とする に 

異ならざる 可し。 此の 點に 着眼して 思 ひ を 凝 さば、 我等が 形の 奴隸 として 物慾に 束縛せられ、 全く 

世に 屬 する もの、 卽ち 此の上 もな き 罪人た る こと 明かに 知らる 可し。 我等 は 世人の 一一 一 ic ふ 如き 罪な か 

る 可し。 然. d ども 比の 最も 深く 又 最も 恐る 可き 罪 は、 何人も 之 を 免る る こと を 得べ からす。 
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- 王の 祈りと ダンテ 

i 肅 なる ダンテ 傲慢の 害毒 甚だしき もの ある を 感じ、 自ら も 務めて 謙 遞の德 を 修め、 又 世人に も 

懇切に 此の 趣意 を 說き勸 めたり。 其の ボル ガト リオの 詩 第 十 章 及び 第 十一 章 を 見る に、 煉獄に 困し 

める たま 曾って 世に 在りし とき 傲慢な りし を 悔い、 其の 惡を 矯正す る 一 つの 手段と して 主の祈り を 

唱 ふる 有様 を 描き出せり。 詩 中 ダンテが 主の祈り を意譯 せる 文字 は、 之が 最も 適切 簡明なる 註解な. 

りと 謂 ふべ し。 詩人 英邁の 资は之 をして 倨傲 不遜の 人たら しめたり しか ど、 主の祈り は 之 を 救 ふの 

良藥 にて ありき。 余輩 主禱文 を精讀 し、 其の 意義 を！^ 嚼 して、 之 を 神の まへ に i? へな ば、 自ら 畏敬 

の 恵う ちに， ほりて、 輕 浮の 弊を脫 し、 謙遜に して 且つ 謹 儼なる 人と なる を 得べ し" 主禱 文の ^一義 

は 實に 畏敬 の 念 を 抱く に 在れば なり。 

祈りと は何ぞ 

『祈りと は 心のう ちに 感ぜられ たる 愁望 なり。 願 ひ 求められ たる 助けな り。 此の 助け を 得べ しとの 

確 与 n なり r  • 

『祈 は 力なき 身 を 力の 上に 投げ 懸 くる ことなり。 思ひ悶 ゆる ものが 平和 を 求む る ことなり。 汚れし 

ものが 淸 きを 慕 ふこと なり。 他 を惡む 心が 愛に 到らん と 欲するな り。 死の なかに 在りて 永生 を渴き 


r へまと  と. y:u?s と 

求む るな り。 祈り は； 太に 翔り 昇る 鷲の 如し。 塒に 歸る馴 に 似たり。 宛 がら 恩赦 を 焦れ 待つ 囚人に 

異ならす。 風 3 を 凌ぎて 港口に 達せん ともが く 海眞を 以て 之に 瑜 ふべき なり。 祈り は 慮 魂が 世の 事 

^こ货 み、 ： 人に 遁れて 神の 和氣に 沐浴 せんと 欲するな り。』 

ァ 1 メン 

初めて 签督 敎の舍 堂に 行き 其の 禮拜に 列す る もの は、 ァ ー メンと 呼 はる 聲に 奇異の 念 を 催 ふす こ 

ならん。 中には 思 はす 噴飯す る もの あるべし。 然れ ども 此の 語 ほど 多くの 人に 用ゐら るる もの 世界 

中に また あるべし とも 覺 えす。 四 億 三千 二百 萬の 基督 敎徒は 言 ふ も 更なり。 一億 二 千 萬 人の マホメ 

ット敎 徒より、 八 Ki: 萬 人の 猶太 敎 徒に 至る まで、 此の 語 を 用ゐて 其の 靈 性の 奥底に 潜める 感想 を陳 

べんと しつつ あり。 水火の 如く 相 敵視し、 信仰 上の 辯雞攻 擊斷ぇ 問な き 宗敎界 に 此の 一 つの 語、 斯 

くまで 多くの 人の 異ロ同 晉に唱 へつつ ある は、 せめても の 心遣りに 非す や。 余輩 は此 語が 日本 基督 

敎 の歸化 語と な り し を 喜ぶな り。 

約 翰 傳を兑 るに、 耶穌が 『誠に 實に』 の 語 を 以て 重大なる こと を述 ぶる の 序 一一 目と なせし もの 前後 

二十 五囘に 下らす。 誡に實 にと 譯 せし はァ ー メン、 ァ ー メンの 原語な り。 眞實 無妄を 意味す るァ ー 

メン は、 基督の 警語 なりし を 見るべし。 此は 啻に 其の 警 語たり， しのみ ならす、 基督 はァ ー メン を^ 

て 其の 名と す。 訧示錄 に 曰く、 ァ ー メン たる もの 忠信なる 眞誡の 證者斯 の 如く 言 ふと。 S 督はァ ー 
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さ ひ は 

メン なり。 舊約 聖書に、 眞實の 神に 向 ひて 福 ひ を 求む (jsltf ハ) と ある は、 卽ちァ ー メンの 神と 言 ふ 

に 同じ。 此を 以て 見れば、 神はァ ー メン なり。 眞實を 以て 性と す。 祌を拜 する 者 は靈と 眞實を 以て 

せ ざ る ベから す。 宗敎は 眞實無 妄を其 の本體 とする もの なれば なり。 

あひこと =H 

ァ ー メンは 基督教 徒の 喊 して 惡 魔を衝 くの 暗號 語な り。 欺かざる ァ ー メンを 以て 祌 存在す と 確 

信し、 疑 ひなき ァ ー メンを 以て 其の 保護に 倚り、 至誠 I 徹 神の 命 を 奉じて 我 ここに 在りと 斷ー 一目し、 

罪惡を 有りのままに 認識して、 神ょ我れ罪人を憐れみ給へとの言其の肺腑ょり^^り出で、 主よ 汝は 

我が 汝を 愛する を 知る と 明白に 陳べ 得る とき は、 千 萬の 魔 鬼 も 其の 勢 ひに 辟易して 呆然 爲す所 を 知 

らす、 怨敵 悉く 退散す るに 至るべし。 唯だ殘 念なる は 我等の ァ ー メン 多く は 虚勢 を 張る に 過ぎす し 

ね 5 はち 

て、 實質 其の 內に 充盈 せす、 徒らに 鳴る 鐘 や 響く 鐽鈸の 如きに 過ぎざる ことなり。 余輩 は輕々 しく 

ァ ー メンと 言 ふべ からす。 之 を 口に 唱 ふるとき は、 神に 達する の 至誠と、 サタン を 驚 殺す るの 氣カ 

を 以てする を 要す。 宗教の 銀鍊は 此の 簡單 なる 一 語に 盡 きたりと 見る も 不可な かるべき か。 

神 我 を 愛す 

故へ ンリ ー • ド ラモ ンドの 著書に 次の 如き 事實を 記載せ り。 

エドワルド • ォ ルビ ング (力 ー ライルの 親友に て 其の 自著の 囘想 記に 崖ば 褐 げられ たる 宣敎師 な 

り) 曾て 或 童子の 病みて 死に 垂ん たる を 訪 へり。 彼 は 其の 病室に 入る や、 直ちに 枕邊に 進み 寄り、 


死なん とする 童子の 額" お撫で、 精神 を 籠め て 神 は 實に汝 を 愛しつつ ありと、 二度まで 繰り返して 言 

.< 聞かせ、 また 忽然と して 出で 去りぬ。 傍に 侍して 看護し 居た る 者 此の 體を 見て、 事の 奇なるに 驚 

き、 暫く 茫然たり しが、 頓て 彼の 病み 衰 へたる 童子 は、 床の 上に 起き 反り、 あ、 眞に祌 は 我 を 愛す 

るか、 ，我 を 愛せり と 聞く 嬉し さよと、 非常に 喜びて 躍り 立たん 計りに 見えたり。 彼 は 病 癒 ゆるに 

至ら ざり しか ど、 其の 精神に は此 時より 犬なる 變狀を 来たし、 品性 從來の 様と 全く 異 りて、 一 個の 

新しき なりぬ と。 我れ 神の愛に 沐浴す て ふ 意識 は、 死なん とする 童子 をして、 新たなる 世界 を 

見せしめ、 新なる 思想と 希望と を 以て 生死の 大 問題に 向 はしめ たり。 彼 は 之が ために 精神の 根底 ま 

で 散す るの 感化 を 受けたり。 彼 は斯る 確信の 起 ひしに 非 ざれば、 到底 得 死ぬ まじき 方法に て 死ぬ こ 

と を 得たり。 又 他の 一 書に 於て 讀み しこと あり。 

一 靑年 己が 靈性 上の 有様に 付きて 疑惑 を 生じ、 不滿の 念 之 を 慰む るに 由な く 苦悶に 堪へ雞 ねて、 

有名なる マウ リスに 就き、 具 さに 其の 事情 を陳 ベて 曰く、 先生よ、 我れ 祌に對 する の 愛 を 全く 失 ひ 

し 如くに 感す。 ^55- が 心に は 神 を 愛する の 赤誠 毫も 存 する ことなしと。 マウ リス 答へ て 曰く、 足 丁 力 

祌を 愛する の 念 を 失 ひしと 言 はるる は 或は 然 らん。 然れ ども 祌は 足下に 對す るの 愛 を 失 ひし ことな 

しと。 ， ^の 一言 は 厭世的に なりて 疑惑と 苦悶の 暗き 淵に 沈みた る 彼の 靑年を 引き立てて、 青天白日 

の 思 ひ をな さしめ、 其の 靈性を 救 ひ 出 だすに 至れり。 我に 大 いなる 罪 あり。 我が 德 少しも 見るべき 

ものな し。 然れ ども 神の愛 は 限りなく 存す。 神 は 尙ほ我 を 慈しみ、 我 を 顧み、 我を誡 め、 我 を 驚か 
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して、 救 ひ 出 ださんと 欲す。 神 は 我 を 救 はんため に 其の 獨子を さへ 吝 まざりし な ひ。 我の 愛 如何に 

變る も、 神 は變ら ざるの 愛 を 以て 我 を 愛す。 己れ の衷を 顧みれば、 唯 だ 落膽、 失望、 疑惑、 暗雲 あ 

るの み。 神の愛 を 仰ぎ見れば、 光と 望と 能力と 進歩 あるの み。 余輩 願く は 神の愛の 福音に 由り て备 

自の靈 性を活 きかへ らしむ こと を 力めん。 

秀吉の 最後 

文擧 博士 三 上 參次氏 秀吉の 末期 を 論じて、 其の 悲慘 極まれる を說 かる。 豪放なる 彼 も 夢に 信 長に 

魔 はれて は 苦悶 だし かりき。 へ a デが 其の 殺せる ヨハネに 魔 はれて 耶穌を 忌みし と 左 も 似たり。 

英雄 も 良心の 前に は 臆病な りと 謂 はざる ベから す。 豐 公が 佛の崇 を 恐れて 其の 一 旦大佛 殿に 安 超せ.. 

る 如 來を善 光寺に 返還せ しとい ふ 一事 を 見よ。 信仰な きものの 迷信 却て 甚 しきもの あり。 祌を 畏れ. 

ざれば 惡魔 を^る るに 至る，。 猛き心 も 健全なる 信念な き 時 は、 愚 婦の迷 ひに 劣る こと あるな り。 彼. 

が 死に 瀕して 周章狼狽 せる を 見よ。 其の 悶え 苦み たる 有様 は 基督 を 信す る 老婆の 死に 比較して、 天. 

地 懸隔の 差 あるに あらす や。 昔者ソ n ンが 『幸福に して 死す る を 見る まで は、 漫に 人の 幸福 を稱す 

こと はり 

ベから す』 と 謂へ る も理ぞ かし。 良心に 責められ、 迷信に 魔 はれて は、 浪華の 榮華も 皆 夢 なれ や. - 

虚榮 に 耽ける もの 玆に 深 く 省み る 所な かるべ か らす。 


聽 くもの の德義 

或ろ 日 i の 一夜、 ー^^"町敎會に片岡健吉氏の演說を聽く。 氏が 信仰 上の 奮感、 我等 を 益せ しもの 

.ゃ、 り，^。 采 こ.^』 じ 人り たる は、 片岡 氏が 常に 祈禱を 以て 種々 の出來 事を觀 察し、 其 耳に せし 說敎 

朋友より 勸 めら れし言 など を 一 々念頭に 置き、 細かに 之 を 思 ひ囘ら せし 事な り。 曰く、 嘗て 同志と 

共に 三大審 件に つき 建白 をな さんがた め 上京せ し 時、 高 知 敎會の 祈禱佥 "に 於て 讀 みし 架， は 羅馬書 

十三の 二三 節な り。 席上 細川瀏 氏が 余 等の 送別に 朗讀 して 說 かれた る は、 馬太傳 やの 十六の 『われ 

爾曹を 遣す は 羊 を 狼の 中に 人る るが 如し。 蛇の 如く 智く の 如く 腳良 かれ』 とい ふ 語に て ありき。 

上京 後 苦心 經營 せし 事 意の 如くなら す。 終に 保」：^ 條 例に 觸れて 身 は 石 川. S に 一 一年 禁錮 せらるべき こ 

ととな ひぬ。 獄中 高 知の 敎 友より 書き送られし 聖書の 句 は 彼 得 前 翁 二の 十一 一節 以下 七 七 節までの.^ 

にて ありき。 叉 n く、 余 は 衆議院議員 となりて 種々 の 難題に 接し、 出處 進退 を 決する ことに 苦しみ 

しせ 勿へ r 多し。 ある 日曜に 一番 町 敎會に 出席せ し 時、 折し も 井深 梶之助 君の 說敎を 聞け り。 北ハ の题詞 

はテサ n 一一  ケ前書 五 ® 一十 一 節 凡ての 事考 へて 其 善 もの を 守れと い へ る バウ。 の 首な り。 余 は 之 を 

直きて 大いに 己が 精祌を 堅固に し、 邁往 直前の 勇 氣を增 したる を 記憶す と。 

片岡 氏の 演說を 聞けば 斯の 如き もの 枚擧 する に遑 あらざる べし。 氏の 如く 忠實 に聽 き、 忠 實に讀 

み、 忠實 に經驗 する は、 信 を 養 ひ德を 建て、 ^々祌 に 近づく の 秘訣な らん。 道 を 說く者 も 氏が 如き 

t  .  ニニ 九- 
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經驗 ある を 聞かば、 平生の 勇氣 百倍し、 大 いなる 望 を 以て 懾 快に 傳 道す る こと を 得べ し。 唯 だ 我等 

は 多くの場合に 於て、 漫然 之を經 過し、 汽車の 客室に 眠りて 富 士の麓 を 過ぎし ものと 同じく、 露. S 

の 趣味 冬 き 境遇 閱歷讀 害 說敎、 {仝 し く 怠慢 の 暗中 に 葬らる る ぞ遣憾 な る。 

人生の 好 譬 喩 

羅 馬の 宣教師 パウリ ナス、 古の 英國 に傳 道す るに 當り、 偶々 數 名の 贵 族と ゴッド モン ドハ ムに會 

し、 ヱ ドウ ヰン 王の 書院に 相 見る。 此は 王侯 贵顯の 前に 基督教の 眞理を 辯 明 せんと 思 ひ 立ちし に 由 

る。 一人の 武夫 暫く 其の 說を 聞き 居たり しが、 頓て 座に 起ち 其の 所感と 志と を陳 ベて 口く、 王よ 人 

め 世に 在る や、 知らざる 所より 出で て 知らざる 所に 歸る、 譬は 王と 王の 贵族 とが 冬季 暖窒に 集りて 

宴 を 設け、 燈 光燦爛 として 四邊を 照し、 爐火 暖かに して 宛から 春に 異ならす。 然れ ども 戸外に は 寒 

風 吹き 猛り、 雪花 粉々 たり。 伹だ 見る 一 個の 燕、 彼の 戸より 入り 來 りしと 思 ふ 間もなく 乍ち 此の In 

より 飛び去りぬ。 燕が 此の 窒 中に 在りし 瞬間 は、 冬の 塞烈も 其の 小さき 體に 達せざる なり。 然れど 

も 其の 享受せ る 平和 は 忽ちに して 消えて 跡な し。 彼 は 冬の 暗きょり 電光石火の 如く 飛び 來 りて、 ま 

た 冬の 瞎 きに 飛び去りぬ。 人生 また 斯の 如し。 余 S. は 其の ありし 昔 を 知らす。 また 其の 將來を 明か 

にす る ことなし。 彼の ボウ リナ ス が宣傳 せんとす る 新宗敎 にして、 若し 之 を 明かに する こと を 得ば、 

是れ實 に 我等 の 採用す べき ものな らんと。 


野蠻 時代の 武夭 は、 多くの 博士た ちよりも 適切に 人生の 疑問 を 陳述し、 其の 必耍 を發 揮し、 新宗 

,敎 を 是非す るの 口 ジック を 示せり と 謂 はざる ベから す。 

病床の 道德 

多病 は才氣 縦横なる を 妨げす。 マダム • ギオ ン なりし と覺 ゆ" 病に 惱 むは 信仰的 生活の 則な り 

. と 首 ひし 人 も あり。 此は 極端なる 言 なれ ど 病 を 得した め靈性 健全に なり、 物質 上の 係累 稍 薄くな り 

て、 永久 世界の 光明に 接する こと 甚だ 近き を感 する 場合 も あり.。 强壯 にして W 方に 奔走す る をのみ 

事業と 心得る 人 あり。 然れ ども ソ 口 モ ンは 其の 怒 氣を抑 ふる は 城を拔 くに 勝る と 言 ひしに 非す や。 

. 子孫 帝王 萬 世の 業 を 樹立す るよりも、 病床に 忍耐、 謙讓、 柔和、 惻隱の 情 を 養 ひ、 靜 かに 思 ひを馳 

せて 祌の 前に 昇降し、 無 限界 を 占領す るの 氣カ を發 揮し 得ん こそ 却て 優れり と 見る ベ けれ。 もし 祌. 

の攝现 により 病に 福る こと あらば、 病床の 戰 場に 稀 有の 功名 を爭 ふの 決心な かるべ からす。 健康に 

し て 營め る 有形 の 事業 は 朝露 の 如く 消え、 病 ひ 重く し て 歩行 にも 惱む 身の 窃かに 成就せ る 所い よい 

よ 輝きて 無 限界に 達すべし。 强壯 にして 得意の 境遇に 祭壇 を 築き、 春風に へ ける 花の 如く、 祌の前 

に 感謝 讃美す る を 得る も賀 すべき ことなれ ど、 祌 我が 敵の 前に 筵 を 開き、 危急に 臨みて 盃を 溢れし 

む。 此れ 何等の 妙ぞ。 十字架 を聖 化して 耶穌の 心 を 喜ばしむ べきの 祭壇と なせる 如く、 病床 をして 

.Mil が 苦 惱を聖 化せし むる の 祭壇たら しむる 神の 妙 用 も 亦 不可思議に あらす や。 斯 くの 如く 聖 化せら 
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るる を 得べき 病床 ま、 また 嫉妬、 懷疑、 貪慾、 失望、 不平、 我慢の 修羅場と なる の 恐れ あり。 病に 

やから 

よりて、 天使た る もの あり。 また 一方に は 之が ために 地獄の 餓鬼と なる 輩 あるな り。 腓立比 書 第二 

章ぶ 見えた る バウ 口の 友人 H パ フ ロデト は、 己が 病 篤 かりし を ピリ ビ 人の 聞き 知りて 凝 慮せ るを氣 

遺 ひ、 自身の 病苦 を 忘れて 彼等の ために 思 ひ 悶えたり と あり。 是れ 君子の 心なり。 否な 之よりも： 

に 善き 基督教 徒の 心なり。 

大 先生 を 導きし 小 先生 

^ まか  を さな ご 

英國に 或る 大舉の 先生 ありけ り。 其の 妻 は 一人の 男子 を殘 して 身歿 りければ、 先生 は 幼 兒を鍾 愛 

する こと 世の常なら す。 幼 兒も父 を 愛し 懷 かしみ て、 其の 擧 校より 退く ころに は、 門の 前に 立ちて 

A リク ナ 

父を迎 へ、 房々 としたる 其の 頭髮を 振りつつ、 父の 馬車と 共に 門 內に跃 入る を 常と なしぬ。 隣家に 

iii める 牧師の 夫人な ど は、 幼 兒の姿 を ちらと 見て、 母 を 失 ひたる 哀れ さ を 思 ひやれ ども、 幼兒 自ら 

ゆうげ 

は 決して 然る 悲みも 感ぜす、 全く 幸に て ありき。 夕餉 ともなれば、 幼兒は 今日 ありし 事 ども tf りな 

-ソ ，ぐ ュ  あくる 4 さ 

く 父に 吿げ、 其の儘 其 所に 假睡 して、 翌朝 目 醒めし 時、 初めて 昨夜 は 乳母に 運ばれて 床 入りし を 知 

り、 §|{ に は 夢の 物語 を殘 りなく 父に 告げ、 父の 擧 校に 出で 行く 迄 其の 書齋 にて 父の 傍に 座したり。 

父 は 名高き 攀者 にして、 目に 見えぬ 物 は 何に 限らす 信す ベから すと いふ 說を 取り、 今し も 之 を 書 

物に 著 はして 世に 知らせん とて、 其の 印刷の 校正 中な り。 幼 兒の方 は 全く 之と 異り、 其の 目に は 種 


秘枝々 の もの 現 はれ、 或は^：：？の話を聞き、 或は 妖怪の 庭に 础るを 兌たり。 〔母 mnl 暮 るる 顷には 我が 

愛する 父なる 祌 様よ、 どうか 坊を 善い 兒 とならし め 給へ と 祈り、 起き 出で て 又问じ 祈り を f; げぬ。 

りつ も 

或る日の 夕方 父なる 先生 は 例の 如く 家に 歸り來 りしに、 いつも 出迎 ふる 我が 愛 兒の姿 nD- えす、 時 

の V かりし にやと m 心 ひて 內に 人り、 坊やく と^がし く 呼び 立 つれば、 ^母 は 出で 來 りて、 坊枝 

は 少し 御 加減が 悪う ございま すと 言 ふ。 父 は 驚きて 乳母の 後に 從ひ 薄暗き 其の 窒に 至り 見る に、 幼 

兒は臥 榻のヒ に 横 はり、 玩具の 羊 を 抱き れり。 父の 人り 來るを 兑て坊 は 弱って よ、 牟も弱 つてよ 

と 一一 lie ふ。 乳母 は 傍より 明朝 は 御 癒り なさい ませう と 父 を 慰めぬ。 され ど翌る 朝と なりて は： _〈§-々惡 し 

くな り 行きし にぞ、 父は舉 校へ 行かで 醫師の 許に 走り、 之 を 我家に 請 じたる に、 醫師 も；^:^ 察の ヒ、 0 

く御氣 をつ けなさい と 甘て 去りぬ。 父なる 先生 は 呆然と 書齋に 立ち居り しが 窒の 外に 聲 ありて、 旦 

那様坊 様が 呼んで 在つ しゃい ますと 云 ふに ぞ、 ュぎ 1::? 窒に 人り 枕頭 を覼 きて、 何の 川が あるの かえ 

と 問へば、 幼兒は 如何にも 衰 へし 様に て 坊は弱 つち まって、 頭 も 痛くな りました と 首 ふ。 ナ 一一い d ぐ 

善くなる よ。 乃父が 此 所に 居て ヒ げやう と 力 を 付 くれば、 幼兒 はふつ と m 心 ひ 付きて、 父 様 猫と，！ 5?； を 

す ひ さま 

歌って 下さいな と、 ^稷 父に 求めぬ。 舉 校の 講壇に て は 恐れな く 講義 を isT ぶる 父 も、 之に はいよ い 

よ 臆病と なりて、 外に：^ れぬ やう 成るべく 微聲 にて 一 つ 二つの 短き its を 歌 ひぬ。 稚子は 乳 にも 

かせた く、 どうか 猫と 廣を 歌て 頂戴な と霄 ふに ぞ、 父は長さも短さも滅茶々 々 の調子にて猫と^{の 

欽を欲 ひ 終れば 幼兒 の^は まげに て、 父 様もう 左様なら、 乳母 も 左様ならと 肯て眠 人り ぬ。 共れ よ 


虽 性の 危機  _ にに 

り 病 はます く 進みて、 囈語 など Si りに 言 ひければ、 父の 心配 一方なら す、 立て 居つ 座って，. W つ、 

書齋に 人って 校正 を 催促し 來 りし 幾 通 もの 手紙 を 《殳 しく 兑 つめて、 呆然と して 居る こと も ¥u なり 

to 數 日の 後 醫師が 最も 4A5 晩と 言 ひしと き、 呼ばる る ままに 父 は 幼兒の 傍に 至れば、 お父さん 

と 聲を懸 く、 何ぞと 言へば、 よわって よと 言 ふ。 乃父さん が此 所に 居る からお 眠りと 言へば、 坊は 

御 1^9 をし なかった のです よと 言 ふ。 其 様な こと を今氣 にかけ る こと はいらな いと 一一 一 n へば、 だって 

神様 は氣 こかけ るで せう と 言 ふ。 此 言に 父 は 己れ の學問 深き にか か はらす、 幼兒の 智慧 は 自分より 

も 優れる こと を 知りぬ。 幼兒 はまた、 だけどお 父 樣が坊 の 代りに 祈って 下さるなら、 神様 は 御喜び 

になる でせ うと 言 ひ 放ち、 更にお 父 様が 祈って 下さいな、 坊は了 ー メンを 言 ふから と 乞 ふ。 ^^^ぢ 

やい けない の？ 父が 言へば、 い」 え 父 様で なくち やい けない わ。 玆に 於て 父 は 臥榻の 傍に 跪く。 大 

きな 聲で 祈って 下さいな、 祌樣は 大きな 聲で 祈る のが 好で いらっしゃる からと 幼 兒に言 はれ、 はて 

如 可 こ」 一一 一 c はば 幼 兒を滿 足さす る こと を 得ん かと、 父 はためら ひ 居れば、 义も 大きな 聲で よと 求めら 

1. どう 言って 祈ったら 善い Q だと 言へば、 お 父 様 知らないの、 かう 霄ふ のよ、 我が 愛する 父なる 

神様よ、 と 一一 一一 1： ふて 父の 從て言 ふ を 待て 居る にぞ、 父 も 我が 愛する 父なる 神様よ と績 くれば 孑 は ど 

うか 坊を 祝福して 善い 子と して 下さいと 首 ふ。 父 も 緒いて どうか 坊を 祝福して 善い 兒 にして 下さ 

い。 子、 そして 坊を l?i は 1 して 下さい。 父、 そして 坊を 明朝 は 治して 下さい。 子、 主の御名 にて 

潁 ひます ァ ー メン、 もう 之 だけです。 斯く 首て 幼 兒は陲 りしが、 父 は 書齋に 退きて 深く m 心に 沈，. -、 


臥床 こ 人り て は 亡き 奢の 事 を 夢.， 1 ぬ。 醫師は 病室に 夜 を 明かして、 北ハの 大事と 言 ひし 時 十分^ f せ 

nb*  1  .  よ  ぶく らもと  ズ VJ. /乙 

しに 病 は それより 次第に 退きて、 朝に は餘程 快く なれり。 父盜， t 足に て 枕頭に 寄りければ 幼兒は 

お ~ん1 もう" なのと 問 ふ、 さう だよ と 答 ふれば、 坊 はもう 快い のよ と霄 ふ。 嬉しい ことね と 父 も 

喜んで 言 ひぬ。 其れより 父 は. 科び 著作に 取り かかり、 印刷物 をく り廣げ 見れば、 殆ど 手落ちな く 出 

來 居りし も、 彼 は尙ほ 幾度 か 繰り返し 見て 容易に 校正 を 終らす。 共れ も 其の なり。 其^ は 丁度 祈 

りの 不道理なる を 書け る 章な りしな り。 

鼓に 於て 印刷所に 手紙 を 送り、 八 「少しく f 吐した きこと あれば、 暫く 待つべし と 一 百 ひや， リ、 己れ は 

書 齋 てて、 校正刷の 上に 猫ゃ奧 の奇々 妙々 なる 叢 を 書き散らし、 之 を 我 子に 示して 打ち 3- じぬ 世 

間にて は •！ 物の 出で 來 ぬより、 彼の 先生 こそ もはや カ盡 きたる なれ、 ^て は 豪き 人な りしが など 評 

し 合へ りしが、 何ぞ 知らん、 書きの 先生 は 其 子 を 尻 馬に 乘 せて 戯れ、 其の 精神 は 小敎師 のか ぼ そき 

手に て 開か^し 門より 見えざる 神の 國に 人り かかりし ならん と は 
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はしがき 

本 は.. して 祈の 生活と したの は、 其の 中の 一章から 取った ので ある。 祈の ことが 誉中 

の 太 部分 を 占めて 居る からで ある。 

元來 福音 新報に. 揭 げられ たの を 其の^、 鬼め たもので あるから、 同じ こと を 繰返した 

,9 一  つ， 喩ゃ 引例の 重複した 所 も ある。 其れに また 說敎の 筆記 其の^、 の も、 大意 を 

ロ傳 へに 書き 綴らせた もの も、 口授して 書き取らせ たの も、 又少しは自ら筆を取っ^- 

の も ある。 文體 のー樣 ならざる は 之が ためで ある。 故に 之 を 著述と 謂 はんも 不 似合な 

る 心地 どす る。 斯る 不充分なる ま、 で 本書 を 公け にす る は 汗顔の 至らで あるが、 若し 

ひよ Ijn 仰 を i 口し f 一、 5 を 建 つる 一 助 ともなり 得な ば 感謝すべき ことで まる • 

一九 一九 十  ー》- 十七 U 

植 村正久 
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一 卷の 宗敎感 ■ , 

星 輝け る 天、 山 高く 水淸き 地。 自然界の 美 得 も 言 はれす。 

^  い  た ふとき  き 

わが よ、 エホバ を： i め まつれ、 わが 祌 H ホバ よ、 汝は 最と大 にして 尊貴と 枝 威と を 衣た まへ 

り。 汝光を 衣の 如く 纏 ひ 天 を 幕の 如くに 張り、 水の 中に 己の 殿の 楝梁 をお き、 雲 を 車と なし、 硬 

わざ  さは 

の に 乘りー 了く。 焰の出 づる火 を 僕と なし 給 ふ …… エホバよ 汝の 事跡 はい 力に 多なる。 これみ な 

汝の智 惹 にて つくり 給へ り。 汝の 諸の 富 は 地に 滿っ。 S 第 百 四篇) 

殊こ彌 生 三パ、 樱花 爛漫たる 今日 此頃、 河 邊の柳 新 綠を粧 ひ、 空 も 春を湛 へ、 鳥 も 花に 啼く。 富に 

舊約 詩人の 首へ る 如く、 『神 靈を發 し 給へば 百 物 皆な 造らる。 神 地の 面 を 新たに し 給へ り』。 叉 曰く、 

『頒 よく ま エホバ の榮 光永 遠に あらん こと を』。 誰れ か 自然界の 春に 逢 ひて、 祌の榮 光に 感動し、 『生 

I  ，ん パら  V！？ もじ 

け る^り H ホバに 向 ひて 歌 ひ、 我れ 生存 ふる ほど は 我 神 を 頌め歌 はん。 H ホバを ふ 我が 念は樂 

しみ， ル 水し。 我れ エホバに よりて 喜ばん』 と 絶叫せ ざる ものが あらう か。 

花の 色に 盛者 必衰の 理を感 する は 印度 宗敎の 徒な り。 ナザレの 耶 穌はソ . -モ ンの榮 華の 極み を も 

凌駕すべき 野の 百合の 花に、 天に 在る 父の 惪深 きを 思 ひ、 空の 鳥と ともに 精神の 向上して 神の愛 洋 

1 春の 宗教 感  一 . 


洋 たる を 感ぜし む。 詩人が 『エホバ 其の わざ を 甚び給 はん』 と 言へ る 如し。 基督^に 取て は、 自然 

界の 景色、 歡喜、 悅樂 に充滿 して 活力 汪 溢し、 進んで 止まざる の 氣象を 示す。 『願 はく は 花の 下にて 

我れ 死なん、 その きさらぎの 望月の 頃』 と 西 行 は 詠 じけん も、 こは祌 無く 望 無き の 心で ある。 木 

の 芽 も 張る て ふ 陽春の 候に 於る 基督 者の 感想に は 新生 命充ち 溢れざる を 得ぬ。 葡き 生活 を 葬りて 新 

たなる お 動 期に 人らん こと を 志す は 基 を 信す る ものの 態度で ある。 彼 は 俳人と ともに、 『花 の^こ 

おや V リ 

んな 親爺 ぢ やなかった に』 と感 するな らん も、 其の 言葉の 下より、 バウ 口 とともに 『此の 死の 身體 

より 我 を 救 はんもの は 誰れ ぞゃ、 これ 我等の 主耶穌 基督なる が 故に 祌に 感謝す』 と 呼ば はる。 彼はパ 

よきり 

ゥ 口の 如く、 信仰に よりて 『基赞 と 其の 復活の 力 を 知り、 鬼にも^£:にも死にたるものの復ぉること 

を 得ん と 期し、 『我れ 是 等の 望 を旣に 得たり と 言 ふに 非す つ 又す でに 全うせられ たりと 一一 一一 II ふに 非す。 

或は 取る こと あらんと て 我た^ 之 を 追求む。 基 ^s! 之 を 得させん と 我 を 執へ 給へ るな り。 兄； fij^ ょ我自 

ら之を 取れり と 意 はす。 唯 この 一事 を務 む。 卽ち 後に 在る もの を 忘れ 前に 在る もの を 望み 祌 基？；：： 邪 

穌に 由り て 上 へ 召して 賜 ふ 所の 褒美 を 得ん と 標準に 向 ひて 進むな り』 とい ふ 意氣昂 逸して 息まない 

ので ある。 

秋は飽 くで ある。 牧穫豐 かに、 物 充ち 足りて 缺 くる 所 を 知らぬ。 秋の 甚び 然も^ らん。 北 ハの趣 

味 深き を覺 ゆ。 然れ ども 又 一方より 一一 n へば 旣往の 成績に 滿 足し ハ浙驕、 り、 志 鈍りて、 終に 現在の 生活 

にも 倦み 疲 る.^ に 至る や も 知れぬ。 存 は然ら す新綠 漸く 萌して 夏木立の 茂らん 時 を 待ち、 遙 かに 秋 


のか 實り. ヒ 望みて、 ^を 將來に 暴す。 が は 青年の 氣 象を帶 ぶ。 此點 上赞 者の 生活と 似て 居る。 ルゥ 

テルの 常に 主張せ る 如く、 艰ぉ I 者 は 成お して 止まぬ、 決して 完了せられ たる もので ない。 路の 行き 

留 りなる は 基督教で ない。 北ハ 生命の 大路、 地より 天に S りて U 只し、 雷 井遙 かに 其の 末 は n も SJi か 

ぬ。 『愛する ものよ、 我ら 今 神の 子たり。 後い かん 未だ 露れ す。 其 露 れん 時には 必す祌 に恃ん こと を 

ク<  二と 力 さ卞 6 

知る。 そ は 我ら その 眞ま を兑 るべ ければ なり』。 故に 基督 者 は^に 逢 ひ、 己が 眞 面目に， 11： ひて 覺醒し 

頻りに 新生 命 を發^ すべし と 悩 促せら る-^ 感想 を懷 くので ある。 小成に 安んじ、 ，s 文 的 宗教に 拘泥 

ち ひさ  よ し 

し、 枯木の 如くに なりて 少しも 新たなる 芽を萌 さす、 矮小き 道 德の縱 令 一種の 風致 を 具 へても、 盆 

栽の 椅 遂に 良 村と なる の. まみ 無き 如くならば、 ^だ惜 むべき ことで はない か。 耶穌が パリ サイ を 忌 

み 嫌 はれし も S 现し 之が 爲 であらう。  (一九  一 0 年 EU) 

一 一 神 は 我が 牧者な り 

詩篇 第一 一十三 は 宗教 生れの 全部 を 遣 憾 無く 説き 示した ものである。 

『ェ ホバ はわが 牧： なり、 われ 乏しき こと あら じ」 。宗敎 は祌と 人との §1 柄 を 好く 調和した 生^で あ 

る。 祌の 人に 對 する 關係 は、. 宛ら 牧 おの 羊に 4、 ける と じこと だ。 猶太の 國に 於て 羊 を牧玄 W こと は 

二 祌は.5^が牧^«なり  1 一 1 . 


中々 骨が 祈れる。 殊に 險 しき 山 や、 所 斑ら にし か 牧草の 生えて 居らぬ 地方な ども 多い から、 iHefJ?- が 

甚だ 難儀で、 辛き 目に 遭 ふこと も厦 ある。 『H ホバ はわが 牧者な り』 と 云 ふ 一句に は、 此の世界が 

さ W ふヴか  ちひろ 

如何に 寂寥し く 物凄く 危ぃ 所で あるかと 云 ふ 聯想 自然ら 籠って 居る。 茫々 たる 原野、 千壽の 谷に 臨 

つ sits り 

める 九折と も 見ら るべき 世に 在りて は、 祌 無くして 健全なる 生活 は出來 ぬ。 羊の 如き 家畜の、 、王な 

くして 其の 發育を 全うする ことの 出來 ぬと 一 つで ある。 其 所で 人の 心神に 確と 結び 着きて、 兩 者の 

間柄 此の 歌の 樣に、 H ホバ こそ わが 牧者 なれと 云 ふ 如くなる に 至らば、 卽ち 親しく 直接なる 深き 關 

係が、 神と 締結 せらる、 に 至らば、 『われ 乏しき こと あら じ』 で、 パゥ 口 と 云 ふ 基督 者が、 『憂 ふるに 

似 たれ ども 常に 喜び、 貧しき に 似 たれ ども 多くの 人 を 富まし、 何も 有たざる に 似 たれ ども 凡ての も 

の を 有て り』 とおのが 身の上 を 語った 如く、 皆な 神に. 5 り 又 其の 內に 在りて 何 不足な く阆滿 なる 生 

活を營 むこと が 出来る。 宗敎 は圓滿 にして 豐 富なる 生活で ある。 卽ち 限り無き 生命で ある。 

斯の 如く 神と 人との 間柄が 調和 せられて、 祌こ そわが 牧者 なれと 云 ひ 得る ほどの 狀態 になら ば、 

わ け 

少しも 乏しき ところ 無しと 云 ふ理. E は、  - 

^ ぎ は 

『エホバ は 我 を みどりの 野に ふさせ、 憩 ひの 水 濱に伴 ひた まふ。 H ホバ はわが 靈魂を 活かす』 から 

である。 宗敎は 第一 に 慰安と 休息と を與 へる。 祌と 偕に 在る もの は、 綠の 野に 臥し、 憩 ひの 水濱に 

伴 はる \ 羊の 如く、 心寬 く體胖 かに、 精神 も爽 かにな りて 元氣 うちに 充滿 す。 吾人 は 遠く 去りて^ 

を 求む る こと を 要せぬ。 神 我れ と 偕に 在らば、 春風 此の 胸中に 1? 蕩 として、 慰安と休^！&とに身をも 


讓魂を も 浸す ことが 出來 る。 實に 平和なる 生活 を 現出す る。 假令ひ 家 富ます とも、 ^^分賤くともl.^ 

S3 如^ こ， 不利益な りと も、 現在の 有樣 其の ま- - やがて 綠の野 邊ゃ淸 き 水 濱に队 し 憩 ひて、 靈 魂の 活 

き復 るば かりに 元氣 付く を經驗 する に 至らん こと 疑 ひ を容れ ぬ。 

然かし1^き祌と契合するに至った人ならば、 唯 だ道樂 的に 宗教 を 修めて 居る には滿 足せぬ であら 

う。 宗敎は 先刻 も 言った 通り 祌と 調和した 生活で ある。 活動 を 以て 其の 眞 面目と する。 決して 內に 

引き籠り、 諸事 消極的で は眞の 宗教で ない。 發愤 興起、 進んで 活動せ ねば 止まぬ。 だから 

『み聖 名の ゆ ゑ を もて 我 を 正しき 路に 導き 給 ふ』。 吾人 は 此の 活 世界に 出懸 ねばならぬ。 平和の 中に 休 

息 を 貪って は 吾ら れぬ。 波 潤 多き 世に 奮鬪 せねば ならぬ。 見渡す ところ 多くの 道筋 カ晚 斜^ 網の^ 

く、  り 遠って 居る。 何れが 本筋の 道路 やら 見當が 着き 難い。 厦惑 ふ、 また 遷 あらぬ かた 

に 迷 ひ 1:<.ーん で、 危險な 目に 出逢 ふ。 時として は 行き止まりの 路に 疲れた 足 を 徒らに 勞 する こと も あ 

る。 此に言 ふ 正しき 路とは 人の 行くべき 道の 本筋 を 云 ふので、 其れ を迆り 行かば、 必す 人道 を 全う 

し、 世に 生れた 目的 も 遂げられ るので ある。 然ら ざれば 龍 頭 蛇 尾の 歎息に 終る が 必定で ある。 祌を 

信じて、 其の 意志と 契合し、 心の 方角が 耶穌の 所謂 神の 國と 其の 義 とに 落ち着くならば 決して 岐路 

に 迷 ひ 込む 恐れ はない。 『聖 名の ゆ ゑ を もて、』 是れは 神の 方から 我らに 其の 聖德を 示され、 其の 豫ヒ" 

を發 表せられ たので、 吾人の 心に 斯と 認め 得た 神の 御 姿、 御 性質 を 言った ものである。 取り も 直さ 

す 神 は實に 其の 自ら を顯彰 せられた 如く、 愛と 篛と 智慧と に滿 ちた 御 方で あるから、 必す人 を 正し 

二 神 は 我 か 牧者な り  五 


き路に 導かる ふに 相違ない。 神の 性格 斯の 如く 賴母 しきもの である 故、 如何にも 心丈夫に 感ぜられ 

ると 云った 意味で ある。 吾人の 頓む ところ は 此方の 勉强ゃ 工夫 ゃ功德 ではない。 祌の德 が 力 だ。 祌 

が 神で あるから 安心す るので ある。 

斯の 如く 人生の 行路 心細き 限りで あるが、 祌の 指導の 下に は氣 丈夫な 歩み を 運ぶ こと も出來 る。 

然 かし 前途 を 望み 晃 ると、 死と 云 ふ喑澹 たる 蔭が、 凄 愴く映 じて 居る。 『花 もみ ぢ誘ふ 色香 をお しむ 

に、 身の 春秋 もつ ひの ゆ ふ 風』。 如何 も 仕方がない。 拔山蓋 世の 維 も 之に は 降參の 外な しだ。 誰 人 

ひと リたび  ぜしく こじ？ ついかめ  Z  ，5 

も 何れの 曰か 死の 蔭の 谷 を 通過せ ねばならぬ。 死 は獨行 だ。 前驅 後從嚴 しき 帝王 も 最後 は 一人旅 行 

をせ すば なるまい。 三 井 や 岩 崎で も 六道 錢の外 持って は 行けぬ。 『言海』 六道 錢の條 下に 『今 は審ら 

か， W ぜ ^  .  ろく もん  5. つめせ に 

紙錢 を用ゐ る』 と 書いて ある。 誠に 憐れな 鐘 六 文の 紙幣 だけ 瘗錢 とする ことが 出來 るの みで ある。 

如何にして 此の 死の 蔭の 谷 を、 通り 過け る ことが 出來 るか。 如何 すれば 希望と 平和との 問に 死し、 

また 死の 藩に も 光明 を認 むる ことが 出來 るか。 吾人 は 生存 競 爭に備 ふるば かりで なく、 死ぬ 道 を も 

攻究せ ね はならぬ。 如何に 生くべき か のみでな く、 如何に 死ぬべき かと 云 ふこと も、 甚だ 切迫した 

大 問題で ある。 『汝の 笞汝の 杖 われ を 慰む。 汝 われと 偕に 在せば なり』 で、 信仰 は 此の 點に 於て 吾人 

唯一 の 助けで ある。 。ハウ 口が 『死ぬ る もまた 益な り』 と 言った は、 少しも 不思議で ない。 信仰から 

見れば、 死の 蔭の 谷 も、 難所で はない。 安らかに 通過され る。 

是れ まで は 牧者と 羊との 關 係から、 祌 のこと を說 いたので あるが、 第五 節に 至り、 思想が w{ に展 


開す る。 唯 看る、 一 個の 落人が 喘ぎく 牧者の 天 幕に 飛び込み 來 つた。 彼れ は 敵に 追 はれて 危 くも 

か <  ま 

此 に遁げ 入った ので ある。 主人に 向 ひ 頻りに 庇護 はれん こと を 哀願す る。 主人 はァラ ビヤな どの 牧 

かくま  ^わの 

者氣 質なる 一種の 武士道から、 一諾 千金、 之 を 庇護 ふこと を 承引した。 期る ところへ 敵が 武器 を提 

げて 遣って 來た。 けれども 牧者の 天幕 は 堅城 鐵壁 だ。 敵 は 之に 手 を 着ける こと も出來 ぬ。 落人 は帷 

幕の 中に 心 を 安んじ 枕 を 高う して、 食事 も 眠り も氣 任せで ある。 其 所で 詩人 は 此の 光景 を 村 料. に 取 

り、 神 はわが 牧者で あるの みならす、 之に 賴り 総る もの は、 義勇 を 重ん する 牧者の 天幕に 庇護 はれ 

た 落人の 如く、 安心 此 上ない。 故に 曰く、 

力 5 ベ  さか プき 

『汝 わが 仇の 前に 我がた めに 筵 を まう け、 わが 首に あぶら を 注ぎた まふ、 わが 酒 K 凰 は あ ふる 、なり』。 

かく" * 

信仰 ある もの は 天 高く 翔る 鳥の 如く、 さしも^ ひすました 彈丸 も： g: かない。 神の 天に 身 を 庇護 はれ 

て 居る。 火 も 水 も 之 を 害する こと は 出来ぬ。 敵前の 娑 會興酣 に、 死中の 生命 永遠 を 期待すべく、 暗 

ひか リ 

中の 光. K 《難の 闇 を 破る に 足り、 十字架 上に も視 福を享 く。 不思議と 謂 ふ もお ろかで ある。 世人の み 

て も 『識ら ざる 糧』 を 身に 備 へて 居る。 

『わが 世に あらん 限り は 必す恩 惠と憐 偶と われに 添ひ來 らん』。 『添 ひ來 らん』 と あるが 實に 貴い。 

天の 父の 慈愛 は 吾人の 後 を 尋ね、 之に 追ひ鎚 りて、 少しも 目を離さぬ。 遁 ぐる を 追 ふ。 去る もの は 

追 はすの 類で は 決してない。 此方から 求む るに 由り、 始めて 應ぜ られた 順序で ない。 『我ら 神 を 愛す 

る は 彼先づ 我ら を 愛する に 因れり』。 我よりも 前に 祌我を 愛した の である。 『汝 らい ま祌 を識れ り、 反 
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つて 神に 識られ たりと 謂 ふべ し』。 是れ 信仰の 實驗談 愈よ 其の 佳境に 人った ものである。 此方が^ を 

識 つたと 云 ふよりも 神に 識られ たと 云 ふ 方が 如何にも 嬉しく 貴く 感ぜられる。 『或 ひ は 取る こと あら 

ん とて 我れ た^ 之 を 追 ひ 求む。 基督 之 を 得させん と 我 を 執へ たま へ るな り』。 努力して 志 を 成就 せん 

と 欲す。 此れ 基督 者の 熊 度で あるが、 然し 仔細に 之を觀 察すれば、 斯く發 憤 努力す るに 至った の も 

基督が 先 づ我を 執へ たからで ある。 神の 導き、 基督の 扶け 引かる.^ ことの あり たれば こそ 此の 心 

も 動いて 信仰 を 起した ので ある。 全能なる 神の 御手が か〃 かと 我 を拉し 去った ので ある。 始めは 煩 

悶、 討論、 研究、 沈思、 冥想な どと、 頻りに 祌を追 ひ 求め、 之に 追 ひ 緒らん と 試みた ので あるが、 

信仰生活の 經驗が 熟して 來る と、 事實は 今までの 想像と 異 つて 居る。 却って 此の 身が 神の 爲に追 ひ 

求められた のであった。 祌が 其の 恩惠と 憐憫と を 以て、 我れ を 慕 ひ、 求め、 尋ね、 獵られ たので あ 

つた。 此專實 の發 見せら る K に 及び、 信仰生活の 歡喜霄 ふるに 物な く、 宇宙 は 神の愛 を 以て 滿 たさ 

れ、 五 尺の 身 全く 恩寵の 大氣に 包まれて 居る こと を感 する。 『わが 靈魂は 汝を慕 ひ 追 ふ、 みぎの 聖手 

はわれ を 支 ふるな り』 (f~ 一)。 是れ 信仰生活の 妙味 を 道破した 歌で ある。 世に あらん 限り 神の 恩惠と 

き^とに， mi 一はれ て、 宛 かも 愛の 順風に 船 を 行る 如き 身の上と なる。 如何に 幸 多き ことよ。 SI.^ 寵の追 

風を受 くる は 信仰生活の 最も 深き 歡 ばし き經驗 である。 

『我れ はと こしへ に H ホバ の宫 にす まん』。 神と 人類との 關係、 上來說 きし 如くならば、 是れ 最も 價 

値 ある 生活で ある。 神 を 愛し 神に 愛せら る。 否 われ 先づ 彼を識 りしに あらす、 神に 執 へられて 之 を 


信す るに 至った ので ある。 斯の 如く 祌の 優渥なる 恩寵に 浴し、 其の 扶けを 得た もの 、 一 朝に して 煙 

の 如く 消えて 了 ふべき 害がない。 此は 永遠に 繼鑌 すべき 關係 である。 宗敎は 永久 を 期待す る。 祌と 

五 n 人との^ 柄 は 永遠の 契りで ある。 信仰 確 賞なる 上 は、 其の 生ん 叩の 永遠なる を 疑 ふべき 餘地を 出 

さぬ。  (一九 一  一 ^JJ" 七：： T) 
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も つく リ しか！^  つく- リれ し.. り Q  . 

§.0  ^ の 二 五に 『彼ら は 祌の眞 を 易へ て僞. となし、 迭物 主よりも 受造物 をせ がめ 入ト りて 之に 事、 ュ。 

冲は 永し 遠に-如、 むべき ものな り。 ァ ー メン』 と ある。 此れ は 神が 限りなく 頌 美べき ものなる を 念 ひ、 

其 の 盛んた る榮光 の 前に 畏れ 悼む 意 を 表 はし たもので ある。 實に 深き 敬虔の 念 を S: つた 人の 語で あ 

る。 る 种の實 在せ るに も 拘ら す、 世 多く は、 祌の眞 を 其の ま、 受け 人れ ない ので ある。 祌の眞 

と は： t 北ハ のま.^ の 御 姿で ある。 祌を 其の ある ま、 に 受け入れす、 似 もっかぬ 怪げ なる を 以て 誤解 

をす る。 种 たらぬ 者 を： t として 拜す るに 滿 足す。 天地 萬 物の 創造者なる 眞の神 を 忘れ、 人 は W より 

甚だしき は、 其れよりも 卑 くき 者 をまで 拜す るに 至る。 た^ 偶像 を拜 する のみで はない、 欲 (に 耽り 

て 神 を 忘る. - もの も ある。 尊むべき 神 を 捨て.^ 鄙き もの を 恐れる。 或は 身 を 殺して 魂 を 殺す こと 能 
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はざる 人 を 懼れ、 魂 を も 身 を も 滅ぼし 得る 神 を 恐れぬ。 

此の こと を エゼキエル ニニの 一 一六に は 斯う 書いて ある。 『その 祭司 等 はわが 法 を 犯し、 わが 聖き物 

を 汚し、 聖 きと 聖 からざる との 區別 をな さす、 潔き と據れ たるとの^^ を敎 へす、 その 目 を せひて 

わが 安息日 を 顧みす、 我 は 彼らの 中に 汚さる』。 豫言者 は エルサレム の 有様の 輕 薄なる を 嘆いた ので 

ある。 彼ら は祌 らしき ものと 然ら ざる ものとの 間に" 區別を 立てす。 ij:  一^ こ， して 了 ふ。 勿體 ない と 

,  きちん 

い. V も はない。 容を 改め、 肅 として、 嚴 なる 心持ちに ならない。 豫言者 は 此の 墮落を 極めた エル サ 

レムの 狀 態を慨 いたので ある。 

創世記の H サ ゥとャ コ ブ との 話 を 看よ。 彼ら は 同じ 腹の 兄弟で ある。 一 寸兒 ると エサ ゥは 愛すべ 

き 人、 ヤコ ブは 嫌な 男と 思 はれる。 然し 其 成行き を 見れば 大變に 違 ふ。 其 は何處 から つた か。 ェ 

サゥは 神を畏 る- - 態度な く、 形 以上の 事に 心 を 注め す、 物事 を K ロ氣に 輕く考 へる。 敬虔の 念がない。 

ヤコ. ブは 一癖 ある 人物で ある けれど、 敬虔の 念に 富み、 深き 所に 目が 清く。 祌の 惠こ對 して は濟ま 

ぬ、 恐れ多い と 云 ふ 感じが 直に 起る 性質の 人で ある。 斯くて 運命に 非常な 相 逮を來 たした。 此れが 

聖 #r の解釋 である。 問 違の ない 解釋 である。 性格の 醜 美 は 此點に 注意して 考 へねば ならぬ。 

此れ を 聖書の 他の 記事に 當て 彼め て考 へる と 了解し 3, ぶい。 ぺテ a は耶穌 の指圓 で、 人 問 業に 出來 

ぬ やうな 大漁 をした。 其のと き 彼 は 他の 漁師な どと 異 ふところに 目 を 着けた。 大漁ば かりに 氣を： 卞 

まれす、 耶穌の 人格に 目が 着いて、 其 所から 自己の 罪 を識る やうに なった。 路加 一  二に 富める 愚 


^の 話が ある。 此の 男は豐 年に 大 いなる 收穫 があった ので、 其 を收れ るた めに 今までの 倉 を 毀ちて 

ちま こ  も  Q 

建て直し、 左團 11 で 樂に暮 さう と 思 ひ、 又靈 魂に 向って は 『靈 魂よ 多年 を 過す ほどの 許 多の 貨物 を 有 

ち たれば 安心して 食 ひ 飮み樂 めよ』 と 言った。 其の 輕薄、 卑俗、 淺陋 で、 唯 だ 地上に こびり つき、 

」n 问尙 なと ころに 目の 着かぬ と 云ふ點 など は 誰が 目に も 卑し さが 映る。 世の中に は此 愚者の 如くに な 

り 易い 人と、 ぺテ。 の 如くになる 人と が ある。 我ら は 何れの 部に 屬す るか。 此の 邊 大いに 考 ふべき 

所で ある。 

災を 布る、 と祌々 しき 德 ある もの を畏 る、 と は 非常に 異る。 滿 足して 恐悅 がると 之に ついて 責任 

を 球^す ると は 大いに 異 る。 例 へ ば 薛 總 の 道具 を 見て 感心して も 自ら 蒔繪師 になら うと は 感じない。 

然し 偉人 を 見る 時 は 我も斯 くなら ねばなら ぬと 云 ふ 責任 を感 する。 自分 を 省みて 愧 かしく 殘念 にも 

ふ。 世の中の 嬉しい こと や 偸 快な ことに 遭遇した とき は、 ペナ 0 の 如く 恐れ をな し、 責任 を 問 は 

-^, ヒ隨な E しひ をす る。 斯く 恐縮して、 心 も容も 改まり、 餘程眞 面目に なること を 敬虔の 念と 云 ふ。 

此の 心の あると 無き と は 大變な 相違で ある。 其處 から ヱ サゥの 如き 運命 も 来れば、 ヤコ ブの 如き 立 

- 政な 終り を. m ぐる 様に もなる。 悲しむ とき や 偸 快なる 場合に、 我等の 心 は 何れに 屬す るか を 此處に 

： 冉び問 ひたいの である。 

先日 北京に 遊んだ 時 孔子 を祀 つた 所謂 文 廟と云 ふ もの を 觀に往 つた。 門 を 人る と 左右に は 上野 や 

芝の 德川氏 廟の石 燈籠を 見る 様に、 石碑が 林立して 居る。 其の 表面に 進士 及第者の 名前が 刻して あ 
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る。 其の 最も 古き は 元朝 時代に 屬す。 又李鴻 章の 名 も 一 つの 石碑に 讀 まれた。 十：： 柏 i 一 然として、 

子 美の 詩な どに 見 へ て 居る 柏 森々 の氣 色に 何となく 氣も締 る 心地せ ざる を 得ぬ" 堂內に 入つ て： ：^^ る 

と、 正面に 『至聖 先師 孔子 祌位』 と 題した 赤色の 位牌が 設けられて ある。 顔 回、 贫チ、 孟子 其の 他 

の 位牌な ども ある。 孔子の 位牌の 上に は、 故 總統袁 世 凱が 儒敎を 以て 德 育の^ 本と なす 3：= を 天下に 

論告した 微 文が 扁額に なって 立派に 懸っ て 居る。 支那の こと を 書いた 書物な どに は 此の 孔ナ廟 に 4^ ク 

詣し 『聖靈 彷彿と して^ 尺の 問に 在す、 敬虔の 愦 油然と して 起る』 などと 書いて あるが、 堂 內に入 

あ ふむ け 9  9  9  9  9  9  9 むさくろ  ^.n' 

つた s; 五の 支那 人の 一 人 忽ち 孔子の 位 脾の眞 下に 仰向に ふん ぞ りかへ り、 猿し き 胸 を 11 け、 脊： t を 

拭いて 風 を 入れた。 同行者 は^ 段 異な もの を 見た とも 感ぜぬ 様子 極めて 平氣 である。 實に與 が 醒め 

た。 然し 此が 支那 人の 氣風を 表 はした もので も あらう か。 孔子 は 常識の 豫言 者で、 現世 主義 生^の 

敎師 であるから、 弟子た る 支那 人が 斯 くの 如き 無禮を 働く も 或は 汝に 出で て汝に 返る と 曾った 様な 

譯 かも 知れぬ。 鬼に 角 支那 人に は 敬虔の 念が 極めて 少ない。 人格 を 重ん する 心が 乏ぃ。 自他の 人格 

を 重んじな いから 自然と 生命 を も 粗末に する ので ある。 斯く支 邦人 氣 質の 恐ろしく 墮 すがした 有樣を 

見聞し、 此の ま-では 終に 國も 亡びる だら うと 考 へた。 斯る こと は何處 から 起った か。 1( れは 支那 

の 人が 祌の事 を あまり 考 へざる に 依る もので は あるまい か。 彼等 は 凡ての こと を 現在の 世界 だけで 

止めて 了 ふ。 其の 注意 も 努力 も 目前の 世界に 限 局され て 居る。 其よりも 深き ところ、 高き 所に は mi 

が 着かない。 人間同士 は 高が 知れて 居る。 兄たり難く弟たり難し である。 彼 何人 ぞ、 我 何人 ぞと云 


ふ 様な 語 は 善き 意味で w ひられて 居る が、 然し 惡き 意味に も 取れる。 或る 事件の 起った 場合に も 

控訴 や 上告に 至るべき 事柄と、 內濟で 結了す る ものと は 非常に 違って 居る、 人 問の 世 は 示談 內濟の 

世の中で あるか。 或 ひ は挖訴 上告にまで 進むべき 次第で あるか。 內輪 同士の 關係 であるか。 外國の 

代表者 を も 相手に せねば ならぬ 性質で あるか。 支那の 人生 觀は祌 に 遠慮がない。 神の 御聽 きに 達す 

ると 云 ふやうな 方面 を考 へぬ。 只 人間同士の 關 係との み 思って 居る。 IK と 云 ふ 字 も W ゐられ ぬで は 

無い が、 大體の 勢 ひから 言へば 右 云った 様な 氣風 である。 

臺灣の 北 港と 云 ふ 所 だと 聞いて 居る が媽 姐と 云 ふ 神が ある。 年々 幾 十 萬と 云 ふ參詣 人が 出る。 然 

し 其の 言 心の 工合 を 見る と 敬虔の 態度で はなく、 金 貸に 利息 を 安くして 貰 ふ爲叮 ゆに 禮を 施す と 同 

樣で 人格 を 重ん する 氣分は 少しもない。 支那 人の 信心 は、 斯んな ものである。 德を 敬す ま 一^ ふ 言 は 

あるが、 其の 德とは 罰が 當 ると 云 ふ 如き もので、 道 德的叉 は 精神的の 意味 は 浅い。 恰も 病 犬 を 恐る 

る 如き 意味で、 狼が 神で ある やうな 事に 當る。 期の 如く 萬 事が 卑俗く、 唯 物的で、 現世 主義で、 P 

濟 的で、 偉い人に 對 しても、 ik が 何 だと 云 ふ 様な ことに 終る。 斯る 社會に 敬虔の 念 は 盛んになら 

ぬ。 勿論 孔子に は 敬虔の 念 逢々 動いた 様子で ある。 けれど 其の 弟子に なると 全く 然 うでな くな つて 

來 たもの らしい。 

听 くの 如く 人間同士と 云ふ考 だから 怪談、 神話、 例へば 瓢簟 から 駒が 飛 出した 様な 話 や 文 福 茶 

釜の 如き 事 は 有る けれども、 眞の 超自然的 のこと は少 い。 なるほど 仙人の 様な もの は ある。 列 仙 傅 
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中の人物などを見ると其の洒脫な1^|脆けのした有様には感するが、 結局 人間に 限 局され た 話に 過ぎ 

ぬ。 生 梅と 梅干との 差に 外ならぬ。 普通の 人 は 生 梅で、 仙人 は 梅干で ある。 仙人 は 皆 梅干 爺で ある。 

天使、 復活 後の 耶穌、 第三の 天に 上った と 云 ふ バウ a と は 勿論 大いに 異 る。 彼ら はた^ 現在の 生命 

を 延長 させた に 過ぎぬ。 支那 は大國 であっても 人の 心 は 小さい。 歷史は 長く とも 其の 規模 は 短い。 

結局 路加 傳 一 一 一に ある 如くに なった。 又斯 くな り 易い ので ある 。斯る 世の 英雄と 基督教の 英雄と は甚. 

だ異 る。 プル タァ クゃ史 記列傳 にある 英雄と 基督 敎の 英雄と を 比較 すれば 面白い 相違 を 見出す であ. 

らう。 基督 敎は 新しき 生命、 氣風、 文明 を 造る。 之を考 へる と ヱ サゥと ヤコ ブの 相違が 甚だ 面白い。 

現在 吾 國の狀 態 や 人情に ついて 省る と氣 味の 惡ぃ 程で ある。 是で往 くの かと 氣遣 はる \ 點が 多い。 

われら 

吾人 は 大漁のと きに もべ テ 0 の 如き 心 持 を 抱き、 戰に捷 てば まづ 天祐 を 思 ふ 様な 氣風を 養成した 

い。 又 失敗の 時 も ュダの 如く 自ら 縦れ すに、 耶穌 と共に 十字架に かけられた 盜贼の 如く、 我ら は 《n£ 

然 なれ ど 此の 人 は然ら すと 云ふ樣 になりたい。 斯る 敬虔なる 心持ち や 萬 事を眞 面目に 考 / る 風が、 

敎會の 中に 充 つる 様に したい。 我が 國は神 國と云 はれ、 峠 (たむ け) と 云 ふ 趣味 深い 文字 も ある 位， 

で古來 敬虔な 氣 風が ある。 然し 今日の 世の中 は，. 如何で あるか。 從 來の氣 風を舊 のま.. T に は 保ち 難 

い。 それ は 丁度 小 兒の衣 を 大人に 着せん とする やうな もので、 無理な 話で ある。 祌社 を拜 ませ やう 

としても、 唯物論 を唱 へ、 無 宗敎ゃ 無 靈無神 主義で、 信仰 を輕 蔑す る 世の中に は 役に立たぬ。 日本. 

古来の 美しき 氣風を 保ち、 之 を 意義 ある ものと し、 より 善き ものと して、 いつまでも 敬 の 念 を 保 


たせる もの は 基督 敎 である。 基督 者の 夤任 である。 此の こと は 秋風の 吹き 初めて 人の 氣の 引き締る 

此頃、 胸のう ちに 深く 藏 むべき ことで ある。 

現在の 生活の みに 凝り 固り て、 ：大 を 忘 るれば、 現在の 世界が 却って 疎になる。 迂遠な 樣 でも 矢 張 

り祌を 中心として 往 かねば ならぬ。 急がば 迂回れ と 云 ふが 此の ことで あらう。 或 人の 話に 先日 臺灣 

海の. 暴風雨で、 五六 ト時 ii 日の目 見す に 漂 ひ、 位置 を 測定す る こと も 出来す、 爲に船 を 安全に 進 

行せ しむる ことが 不可能で、 船員 も 乘客も 大弱りに 弱った と 云 ふ。 ただ 船の 中ば かりに 目 を 着けて 

は、 船員が 幾何 沾 動しても 役に立たぬ。 世の中 は 萬事斯 くの 如くで ある C 現世 主義 は 到底 失敗に 

終らねば ならぬ。  (一九 一 六 年 九 m) 

四 士  5 と き 口 仰 

『學は 志 を 遜り 務めて 時に 敏 すれば 其の 修 むる こみ 乃ち 成る』。 此 所に 志 を 遜る と は、 其の 心 を卑遜 

にして、 有りと 雖 も.^ だ 有らざる が 如くす るので ある。 自ら 未成品た る こと を 意識し、 其の 積り で 

萬 事 を 計 劃し、 少しも 現狀に 安ん する 所がない。 所謂 謙虚 益を受 くるので ある。 時に 敏 なりと は 進 

修 日に 新たに して 又 日々 に 新たなる の氣、 內 に充滿 して 努力 止む 所 を 知らぬ を 意味す。 愼 むべき は 
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現狀を 足れり として 驕慢に 陷り、 志 盈ちて、 其れ 以上に 善の 入り 難き 有様と なり、 懈怠して カを盡 

くさん ともせす、 氣 弛み 業廢る ことで ある。 之 を 基督 者の 生活に 就て 言へば、 ルゥ テルが 旣に 完全 

なる 基督 者 は 基督 者に 非す と 喝破した の も、 a ち此 所で ある。  . 

吾人 有る がま」 にて は 其價値 見る に 足らぬ。 重き を 將來の 可能性に 置く。 實 在に 於て 卑しく、 现 

想に 於いて 高い。 旣に 得た る 所 甚だ 小で ある。 將來に 期待す る 所 多く あらねば ならぬ。 此の 意氣込 

み を 志と 云 ふ。 朱 子が 陽氣發 する 所 金石 も 亦 透る。 精神 一た び 到らば 何事 か 成ら ざらん と激勵 した 

は 此の 志 を 振 はし めんと 試みた ので ある。 バウ 口が 信仰に 由り て義 とせら るべ しと 說 いたの も、 其 

の 意味の 一 面に 於て は、 基督に 於け る 期待、 卽ち 『基督と 偕に 祌 のうちに 藏れ si^ る』 生命が、 基督 

者の 價 直で、 た 之 有る が爲に 神に 容れら ると 云 ふこと であらう。 斯く見 来れば： 一;^ 仰 は 志な りと ーム 

つても 差 支がない。 信仰 は 基督に 於け る 志で ある。 

.  一  4 もと ふか、 

『夫れ 志 は氣の 帥な り。 人の 命な り 木の 根な り 水の 源な り。 源濱ら ざれば 則ち 流れ 息む。 极植ゑ ざ 

れば 則ち 木枯 る。 命繽 かざれば 则ち人 死す。 志 立た ざれば 則ち 氣氏 U し』 と 云って； 明 は 立志の 必 

要 を I いて、 其の 弟 を 訓戒した。 國民 でも、 個人で も、 志 無くば 命が 無い。 決しても のに 成らぬ。 

朽ちた る 索如问 とも 爲 るぶ 一が 出来まい。 然し 志を尙 ぶからん 云っても、 一お-を 餘り 多く 與 へられた iiiT 

が、 無暗に 跳ね 廻る と 同様、 た^ 氣が 苛立ちて、 野心 勃々、 何でも 關 はぬ、 行つ 着けろ と 云 ふ 様な 

事で は 困る。 其れで は 身 を 滅し世 を 害 ひ、 天下に 災を 及ばす に 至る。 亂臣 賊子 此 所に 生す。 我々 か 


ら 云へば、 獨 逸の 今日が 最も 好く 此の 弊 を 表して 居る。 精力 主義の 餘毒、 ュ イチ H の」.：^. s、 勢力 兄 

れ 1h 篛の 左.， 火 ベル ン ハルディの 飽くまで 行つ 着けろ 主義の 戰爭 論な どの 如き は^する 所 豆 を 貪 ひ 

過ぎた 馬で、 志に 取り締り 無く、 無責任に 意地 張り、 理不盡 に 野心 を 逞しう せんとした 結 に 外な 

らね。 た i.- 獨逸 皇帝 ゃネ ブカデ ネザル ばかりで はない。 普通の 一個人の 身の上 も 111 じで ある。 發^ 

くんし ひね もす けんく  ゆうべに てォ -じ& く；；： リ あやつ けれど" とがな し 

努力の みで 往 くもので ない。 支那 人の 古典に 『君子 終日 乾々。 タ惕若 U  !i 无 レ咎』 と ある。 乾々 と 

は自彊 息まざる の義 で、 惧 若と は畏愼 む貌を 意味す。 卽ち 君子 はラ不 ルギィ 一杯で、 何でも 行り 捲 

くる 氣象、 天 こい^る ばかりで、 所謂 終日 乾々 と 云 ふ 風がなければ ならぬ が、 其のみ では だ ぼ 「い。 

かし-一 

其听で 夕に 惯若 たりで、 卽ち長 れ^む 所 ある を 要す。 頭の 抑へ 手が 無い と往 力ぬ 版 敬ひ悅 の 

者 を 上に 戴き、 野心などは檢^-して？れかねばならぬ。 此の 謹愼の 心う ちに 存- して、 諸審 取り締り あ 

らば 初めて 安全で ある。 之 を- M けれども 咎 無しと 云った ので ある。 竄に 人心の. 射 ひに 適應 した 敎^ 

と 思 はれる。  . 

然ら f 如何に すれば、 此の 檢束を 行 ひ、 惯 若の 態度 を 維持す る ことが 出來 るか。 人生の 大 問題で 

ある。 支那 人 は 之に 對 して 一 つの 考案 を 提供した。 曰く、 『父 在せば 其の 志 を觀、 父 歿すれば 其の：：： 

ひ を觀』 よと。 註解 者に よって 異る所 も あるが、 最も 正しき 解釋 は、 吾人が 父の 志 を I- 準と し、 之 

を 軌範と して 身 を 修め、 事 を 行 ふべき 3" を敎 へた ものと 見る もので あらう。 父^ 命 なれば 親しく 之 

に 質したり、 其の 心の 向 ふ 所 を 察したり、 總 ベて 彼の 志 を 承く る こと を 忘れぬ 様に すべきで ある。 
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父の 世 を 去りた る 時 は、 外に 致し方 もな き ゆ ゑ、 切め て は 彼の 行った ことな ど を推究 して 其の 志の 

在る 所 を 尋ね、 其れ を 軌範と して 世渡り をすべき である。 成程 父 は 尊い に 相違ない が、 其れでも 神 

ならぬ 身の 隨分 過失 も ある。 見當違 ひも ある。 一 々之 を 標準と して は、 決して 安心が 出來 ぬ。 罪惡 

の 御 相伴 をす る こと も あらう。 然る を 父 在せば 其 志 を觀る 云々 と 云 ふに 腰を据 ゑねば ならぬ に 至つ 

ま  >1 と 

たの は、 窮餘 止む を 得ぬ 結 菜で ある。 眞 正の 宗敎 なき 時 は 何時でも 斯う 云 ふ 風になる。 遣り繰り 箅 

段の 甚だしき ものである。 例へば 今の 獨逸國 の 如く 四方に 敵 を 受けて、 然るべき 方面に 物资を 仰ぐ 

ことが 出来ぬ 時 は、 止む を 得す 內國 だけの もので 遣り繰り を 付けねば ならぬ。 パン も 一 々目方に 褂 

けねば 貪 ふこ ふ 能 はす。 其の 外 多くの 不自由 を 忍ばねば ならぬ であらう。 支那の 道德 がそれ だ。 天 

明かなら す、 祌を y しく 識る こと を 得なかった から、 止む こと を 得す、 人 問 同士の 內輪 のみで 道德 

の 遣り繰り を 付けねば ならぬ 始末に なった。 資本の 無い 商人が 無理な 工面 をして、 店 を 飾る と 一般 

屡 無理な 遣り繰り 道德を 以て 一 時 凌ぎ をせ ねばなら ぬので ある。 何れの 時代に 於ても 同じ ことで あ 

る。 日本の 德育 問題 を 見ても 然ぅ ではない か。 

故に 夕に 惕 若たり と 云 ふ 方面 を 適當に 修行して、 其 利益 を 正しく 收め やうと 謂 ふに は、 人間以上 

に 手 を 仲ば し、 天 を 畏れ 神 を 敬す るの 道を學 ばねば ならぬ。 卽ち 宗教が 必要になる。 信仰の 側から 

之れ を 言へば、 人の 志 以上の 志が ある。 世 道 人事 は總て 人間以上の 志に 由り て 支配 せられる。 歷史 

は その 展開で ある。 吾人 は大 いなる 經綸の 中に 織り込まれ たる 生命 を營 みつ.^ ある。 其方 針に 從ひ 


その 意志に 依り、 之に 悅 服して 進まば 卽ち 善人と なる。 之に 逆ら ふ 時 は" 人と なる" 同じく； E の經 

論 こ， は. ©-r- ぬけれ ども、 ュダの 如く 自ら 滅び、 犬 下 後世の 警めと なりて、 その 惡を救 ぼの 目的に 善 

用： y らる、 のみ。 世に は 神の 志が 確に 徧く 貫通して 居る。 ト筮者 は 甚だ 幼稚な 方法で 此の 志 を 認め 

天意 を 窺 ひ、 その 機微 を 穿ち、 その 經綸と 調和 せんこと を圃 る。 古より 欺 賢の 志呰此 に存 す。 御 

i 判斷 を依賴 する もの も、 迷信の 所 爲とは 云へ、 その 方向 は 間遠って らぬ。 人 Si 以上の 計 劃 ある 

こと を 認め、 その 經綸 のうちに 自己と 其の 生命と を 編 人した しと 出 心 ふからの 所爲 である。 

天に 從ふ もの は榮 え、 H< に 逆 ふ もの は 減ぶ。 事實に 於て 然り。 其の 理昭々 として 疑 ひ を容れ ぬ。 

然れ ども 天 はト筮 者の 占 ふが 如き、 靈覺 なき 禽獸の 機嫌 を 取る が 如き、 數舉 的に 割り出す が 如き、 

と 3 うと てつ 

全く 機械的の もので あらう か。 將 途方 途轍も無き 氣 紛れ もので あらう か。 然 ある 場合に 於て 一 々北ハ 

の 機嫌 を 窺 ひ、 事 ごとに 之に 屈服す る は、 f?: 失 を 層々 する。 父の 志 を觀て 標準と する よりも、 更に 

ナ 

I ん 力ん 

險 難で、 甚だ 辛い ことで ある。 

然し 天 は靈覺 なく、 機械的な もので は 無い。 最も 完全なる 人格で ある" 人の 靈性 之に 發 源す。 其 

さ. よき 

の 責任 を 負 ふ も 之に 對 しての ことで ある。 其の. 臧： 判に 畏れ 戰 きて 身の 措き どころ を， 5^ ら ぬので ある。 

如何しても 神 を 人格と して 待遇 はねば ならぬ。 無意識の 間 も祌の 前に 敬服したり、 畏れたり、 愧ぢ 

むか 

たりして、 宛ら 師父 朋友に 對 ふとき と 同じ やうで ある。 

む も ひ 

『エホバよ 汝は我 を 探り 我 を 知り 給へ り。 汝は 我が 坐る を も 立つ を も 知り、 又 遠くより 我が 念を辨 
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へ 給 ふ。 汝は 我が 歩む を も 我が 臥す を も 探り出し、 我が 諸々 の途を 悉く 知り 給へ り。 そ は 我が 舌に 

一一 一一 一口 ありと も、 視ょ、 H ホバ汝 悉く 知り 給 ふ』 (ff.l『)。 其 所で 神の 『御前に は 暗 も 物 を 隠す こと 

なく、 夜 も 喪の 如くに 輝け り。 神に は 暗き も 光 も異る こと 無し』。 斯く 思ひ續 くれば 『神よ、 願 はく 

は 我 を 探りて 我が 心 を 知り、 我 を 試みて 我が 諸の 念 を 知り 給へ。 願 はく は 我に 邪惡 なる 途 の.；^ り や 

無し や を！ 2- て、 永遠の 途 に！^ き 給へ』 と 祈らざる を 得ぬ。 靈覺 酲め來 るに 及びて は 必す斯 くの 如く 

經驗 する に 至る。 

『H ホバ， X はく 我が 思 汝らの 思と 異り、 我が 道 汝らの 道と 異れ り。 天の 地より 高き が 如く、 我が 道 

は 汝らの 道より ，1 く、 我が 思 は 汝らの 思より 高し』 頭 省" 肚)。 故に 祌を 畏れ 敬 ひて、 其の 志 を 尊み 

之に 鑒 みて、 總べ て 1  一一 I： 行 思慮から 出所進退まで を 正しう する が 當然で 又 必要で ある。 此の 外に 安全 

の 道 は 無い" 

『祌 其の 善き〉」：： を 行 はんとて 汝ら のうちに 作用き、 汝ら をして 志 を 立て、 事 を 行 はしむ』 f1Mff!f)。 

パゥ 口の 語の 如くば、 祌と 我らと 沒六义 涉には 非す。 常に 人の 良心 を 刺激し、 其の 志 を 昂進せ しめ、 

或は 獎め、 或は 斥く。 祌の 感化 鼓吹 絶え間がない。 志 を 興す の も、 神の 刺激に 出づる ものと 覺 ゆる 

ので ある。 

； ^二 ころ  つまり 

故に 主耶穌 『聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成させ 給へ』 と 祈る こと を敎 へられた。 結局 神の 志 を 尊 

みて、 之に 我が 志 を 投じ、 身 を 献げて 努力す べしと 云 ふ 意味で ある。 我ら は 己の 志 を 先き に 立てす 


祌 のい 心 を 仰ぎ、 之 を觀て 進退すべき である。 耶 穌ゲッ セ マネ 園 中の 祈りに も 『我が 父よ 若し 力な は 

f 比リ. +を 我より 離ち たまへ。 然れど 我が 心の 儘を爲 さんと する にあら す、 聖旨に 任せ 給へ』 と あ 

る。 比乜ょ 己が.：. を 述べて、 切に 求む ると ころ ありし にも 拘ら す、 敢て之 を 押し 摘さん とせす 刺 

の 志に 據り、 之に 訂正 を 加へ、 如何にも あれ、 甘んじて 從 はんと 砍 する 精神で ある。 信賴、 謙遜、 

训，^ の： m 象 溢れて 居る。 世の中に 祌の志 を 負 ひて 立つ ほど 勇ましく 强 きもの はない。 浩然の 

氣 漲れる を覺 ゆるので ある" 

基^ fo}^ りに は 比の 志 を 立つ ると 云 ふこと が 最も 緊要な 點 である" 讃美、 感謝、 徵悔、 謝^^ 

志 を 興す までに 1 底して 居らねば 役に立たぬ。 要するに 肅 しみて 神の 志 を觀、 何事 も 之に 從 はんと 

欲する が 祈りの 本旨で ある。 我が 志す 所祌の 意志に 非ざる を覺 らば、 惜し 氣も なく 斷 じて 之を棄 

つ。 ゆり：：. マ まる、 ところ あらば 水火と 雖、 甘んじて 之に 身を投 すべきで ある。 祈りは基督^<?カ，肭に 

依りて 志 を 磨き、 其の 同志と なりて、 進退す るの 機關 である。 君子 終日 乾々、 夕べに 慯 若たり 厲 

け 1 ども 3^:: 无し、 の 訓戒 は 基督 者の 祈りに 於て、 最も 善く 實現 せられ 得る ので ある。 

祈り 八 1" は 神の 前に 志 を 述べ、 之に 訂正 を 加へ、 之に 允許 を與 へられ、 H に 誓 ひ を 立て 結束して、 

事 こ 常る と 云 ふ氣風 盛んなる ところでなければ ならぬ。 た^ 感情 一 片に 終る やうで は 其の 趣意が 立 

か， ま 

ヒぬ。 泣 (て も、 巾 きても、 志の 半 ふ ものな くば 祈り は 不具で ある。 無責任 極まる。 不敬 も 亦た 甚 

だしと 云 まね V< ならぬ。 祈り 會の振 はざる は 感情の 昂 まらざる よりも、 寧ろ 其の 志の 緊張せ ざるが 
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其の 原因で ある。 病此 所に 在る を 知る が 今日の 急務で あると ふ。 

祈り 會 のみでない。 敎會 のこと 總 ベて 此 所に 注意せ ねばならぬ。 研究 を 事と し、 解った かと ひ 

解った と 答 ふるに て 能事 盡る やうに 心得、 疑圑 氷解、 理義 瞭然た るが 萬 事の 結局と ありて は 闲るこ 

とで ある。 其 所に 志の 問題が 起らねば たらぬ。 敎會は 基督に 於け る 同志の 集團、 或る 敬を征 4V し、 

或る 命令 を實 行し、 或る 目的 を遂 ぐる こと を心褂 くべき である。 會 昌 は 互に 志 を獎勒 して 北、 こキ： の 

事に 當ら ねばならぬ。 冼禮 志願者に 對 ひて 要求す るに も、 たビ 或る 事柄 を解釋 し、 基督 敎の 思想 を 

會 得し、 其の 趣味 旣に 基督 敎化 せられたり や 否や のみでな く、 志 51- して 神の 國に おし、 義を 見て 之 

に遷 り、 不善 之を改 むる の 志と 其の 勇氣 とを證 明し 得る や 否やの 問題 を 主と すべきで ある。 之 を 怠 

るが 爲 でも あらう。 敎き はた 薄志弱行なる 者の 寄り合 ひに 過ぎす、 消極的に も 積極的に も 世 f 人 

心に 貢献す ると ころが 少く、 基督 敎の 趣味と 感情と を 有しつ 身 は 滅亡に 陪る 可き 輩の 多くお 入す 

る 所と なる かも 測られぬ。 

信仰 は 基督に 於け る 志で ある。 敎會は 此の 志 を 同じう する もの どもの 集團 である、 此の 眞理 を^ 

憶して、 基督 者と 其の 敎會の 本領 を發挪 する が、 目下の 展大 急務で ある。 (一 t  I 五 年, -3 


『汝は 我が はらわた をつ くり、 又 わが 母の 胎に我 を 組成した まひたり。 我なん ぢに 感謝す。 われ は 

長るべく 奇し くつ くられたり。 なん ぢ キ跡 はこと/^ にくす し。 わが 鶴 魂 はいと つばらに 之 を 知 

れり、 われ 隱れ たると ころに てつ くられ、 地の 底 所に て 妙に っ^り あはされ しとき、 わが 骨なん ぢ 

^め 

に 力く る、 ことな かりき。 わが^い まだ 全から ざるに なん ぢの cz はは やくより 之 を： Iwr 日々 かたち 

づ くられし わが In 體の 一 つ だに あら ざり し 時に こと. <\- くなん ぢの 冊に 記されたり』。 

人 は 自己の 力に 依りて 成立す る もので は 無い。 祌 に^られ たので ある。 然も 單に 造られた のみで 

なく、 根本から 造られた ので ある。 旣に 母の 胎に 於て 糾 成され、 地の 底 部に て 妙に つづり あはされ 

北 ハ驅の 全から ざると き 神の 眼 旣に之 を 兌、 叫 眩 • 白體 未だ 成らざる に 先ち 疾 くに 神の 冊に 記された と 

あるが、 卽ち 上記の 意味 を 云った ものである。 

人の 觀察は 表面の 事 〔崑 にの み 止まる が 通で ある。 然し 祌は 人心の 機微に 通じ、 其の 思慮； 一目 動の 

、！ g まで も 悉く 與り 知られて 居る。 事の 由來、 其の 初頭、 其の 淵源 總 ベて 神の 管領 せらる k ところで、 

j つも 其の 手に か- -らぬ もの は 無い。 故に、 
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『エホバよ なん ぢは 我れ を さぐり、 我れ をし りた まへ り。 なん ぢ はわが 坐る を も 立 を もしり、 又 遠 

くより わが 念 ひ を 辦へ給 ふ。 なん ぢ はわが 歩む を も， 6 が 臥す を も 探り出し、 わが もろ ，/\ -の 途を悉 

く  S りた まへ り。 そ は 我が 舌に ニー 一一  II ありと も視ょ M ホバ よなん ぢ盡く 知り 給 ふ。 汝は 前より 後より 

われ を ぼ み わが 上に その 手 を 置き 給へ り。 斯る 智識 はいと 奇 くして 我に 過ぐ。 また 高く して 及ぶ こ 

と あた はす。 我れ 何處に 行きて 汝の 聖靈を 離れん や、 我れ いづこに 往 きて 汝の前 を 逃れん や。 我 夭 

に 上る とも 汝 かしこに いまし、 われ わが 床 を 陰 府に設 くると も視 よなん ぢ彼處 に 在す。 我れ 曙の 翼 

を かりて 海の 果に 住む とも、 彼 所に て尙 なん ぢの手 彼れ を みちびき、 汝の 右の 手 われ を 保ち 給 はん 

喑 はかなら す 我 を 覆 ひ 我 を かこめる 光 は 夜と ならん と 我れ 云 ふと も、 汝の みま へ に は 暗 も 物 を かく 

す ことなく、 夜 も晝の 如くに 輝け り、 なん ぢに はくら きも 光と 異なる ことなし。』 

我れ らは； 1： に 知られて 居る。 坐る も 立つ も、 遠き も 近き も、 內も外 も、 行住座臥、 何事 も 神の 眼 

A と ほ  ひめ， こと  さひリ 、 ^ 

にんらぬ もの は 無ハ。 神に 於て は 萬 事 透視し である。 如何なる 秘事 も 分明で ある。 其の 探 事 

の 最も 微かなる 逢り にまで 徹底せ すに は 居られぬ。 楊 震の 四 知の 一 つなる 『天 知る』 と 云 ふ 意識 は 

S 我らの 心 を 驚かせて、 神の 儼然 なる 權 威の 前に 恐懼 措く ところ を 知ら ざら しむ。 理窟で は 神 有る 

べき^ Is と 田 ：3、 ども、 確と は 實在を 認め 難く、 有耶無耶の 間に 歳月 を 過し つ-あつたが、 思 ひも 懸 

けす 機會 到りて、 神の 光 胸間の 暗 を 破り、 其の 威德に 接し、 時として 之に 鑑察 られ、 礼され、 審申 

かれ、 宣告せられ、 責め 懲らさる、 を 親しく 經驗 し、 又 時として は、 之に 訪 はれ、 敎 へられ、 論 さ 


れ、 諫められ、 命ぜられ、 荐 りに 獎め勵 まさる \ 如き 心地す るを禁 する こと 能 はざる やうになる。 

旣に祌 に 襲 はれ、 之に 捉 へられた の e ある。 『論より 設 據』、 此の 期に 及びて はも はや 祌の實 在 を 疑 

ふこと を容 るさぬ。 

殊に 『なん ぢは 前より 後より われ を かこみ、 わが 上に その 手 を 置き 給へ り』 と ある 五節に 注意せ 

られ よ。 約 百 記： の 八が 其の 最も 好き 註釋 である。 『彼我が 路の周 圍に垣 を 結 ひめぐ らして 逾る能 

は ざら しめ、 我が 行く 途に 黑喑を 蒙らし めたり』。 祌の攝 理は奧 妙で、 周到 緻密で ある。 我らの 過ぎ 

來し方 を 顧みれば、 寳に 前より 後より 神に ffl 繞 まれて たのに 氣 付く ことが 多い。 然 『我が 路の 

ま は り 

周 圍に垣 を 結 ひめ ぐら』 された かの 如く、 歩 一 歩 其の 導き を 受けて 居た ので ある。 浙 くて 右に も 左に 

も轉び 出づる ことなく、 僅かに 今日 ある を 得た ので、 天祐 を 蒙れり との 感覺 自然と き來 るを覺 ゆ。 

11 とば プ かひ 

『我が 上に 其の 手 をお き 給へ り』 此れ は聖 まば の 用語 法に て、 制止、 指導、 加勢、 獎勵、 刺激 を與ふ 

あしら 

る を 意味す る ものである。 我ら は 今 n まで 斯 くの 如く 祌 に會釋 はれ、 待遇せられ、 取扱 はれて、 其 

恩寵 は 知らざる 間に 各自の 身の上に 雄く 積り て 山 を 成し、 溢れに 溢れて 大海に 浸された やうに 感ぜ 

ざる を 得ぬ。 『我れ 目覺 むる. V きも 尙 なん ぢと 偕に： g る』 GiA) 『なん ぢ』 と ある は 神の 事 だ。 .；；^ める 

兒何 かの 物 昔に 驚かされ、 酷め て n を 開 き れば、 枕頭に は 慈母 端坐して 我が 顏を目 守りつ、 あつ 

た。 懇. なる 看護の 効力で、 兒は 夜前 前後 も 知らす、 安眠 を爲し 得た ので あるが、 母 は 一 と 交 ffi もせ 

す、 其 所に 附き添 ひ 居て、 層胸を騒がせ つ 、手を騎して、 ，其の眠れるもの ^寢^：：^を探りたらんとも 
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祈の 生活.  二 六 

覺 しく、 徹夜の心勞ひは歷々 と其s色褪たる額に讀まれ^^.^。 病人の 眼に はこ は勿體 なしとの 一 と 滴 

を湛 へざる を 得ぬ であらう。 祌の懇 なる 導き を 蒙れる に 心 づきた る 人の H 心 ひも 亦 之と 同じで あらう。 

取り分け 其の 靈 性の 覺酲 せる 前後から 今 n に 到る まで、 左轉右 倒、 一進一退、 冷 熱 常なら す、 危く 

も靈 性の 命脈 を繽 ぎ、 辛うじて 基督 者と なる までに 漕ぎ着け たる 徑路を 回想 するとき は、 目覺 めて 

母と 顏を 見合せ たる 上記の 病める 兒と 相似た る感 なき を 得ぬ であらう。  - 

此ら のこと を 綜合して 觀 るなら ば、 祌の寶 在、 炳" おとして 火 を \S ^るに 異ら す。 其の 慈愛 石の 如き 

とろ 

心 を も； かさんば かりに 熱烈で あるのに 驚かざる を ぬ。 殊に 新約の 敎を 受け、 基督の 十字架より 

輝き 百 一る 光 を 以て 之 を g 一ら すと き は、 イスラエル 詩人の 歌に も詞 にも 盡き雞 く、 總て 吾人の 意表に 

出づる ことのみ である。 吾人 は斯の 如く、 祌に 愛せられて：；^ る。 神 は斯も 其の 限りなき 御 心 を 小き 

人の 上に 注がる \ の である。 其の 成 行を斯 くまで 念頭に 懸けて 居られる。 實に 不思議と 云 ふ も 愚で 

ある。 賴母 しく 喜し き 世界で あるかな。. 夜 も晝の 如く 輝く、 斯くて は 黑暗も 光 も異る ことな けん。 

『我れ 何 所に 行きて なん ぢの 聖靈を はなれん や。 我れ 何處に 柱き てなん ぢの前 をのが れんや』 (1)。 

祌の 愛の 御手 は緊 しと 我が 靈魂 を捉 へた。 其 恩寵 は 大波の 寄來る 如く 我が 心に 迫りつ、 ある。 抵抗 

力 も 今 は盡き si^ て、、 御前に 降伏す るを餘 儀な くせら れんす る 勢で ある。 然れ ども 信仰 は 十字架 を 

意味す。 神に 從.^ . は 己 を棄 つる こと を 意味す。 なる 業で ない。 非常なる 努力 は 免れざる ところ 

である。 犧牲の 生涯 前に 撗 はり、 惡戰 苦鬪行 手に 物凄く 我を俟 つて る。 l^E 仰に 入りた くも あり、 


入りた くも 無し。 寧ろ 遁れ 去らん とも 思った。 然れ ども 『我れ 佝 所に 往 きて なん ぢの 聖靈を はなれ 

んゃ』 で、 神 は 我 を 離ち 遣る こと を肯 ぜられ なかった。 何 所まで もと 我が 靈魂を 追 ひ 慕 ふて 来られ 

た。 我れ を 離ち 遣らぬ 愛！ 夢よりも 更に 不思龜 なる 世界で ある。 神は斯 くの 如く 御 心で あらせら 

れた るか。 さても 不思議 や。 

rt?:!; 衞藤 氏の.^ 介せられ た フランシス • タムプ ソンの 『天つ 獵犬』 の 要旨 も此所 にある。 问所 

まで もと 靈魂を 放ち 遣らぬ 祌の 愛に 吾ら は捉 へられた ので ある。 『天に 上る とも、 汝 かしこに 在し、 

Hi を陰府 に？ はくる とも、 視ょ汝 かしこに 在す。 我れ 曙の の 冀を かりて 海の 果てに 住む とも 彼 所に て 

汝 のみ 手 我 を 導き、 汝の 右の み 手 我 を 保ち 給 はん』 (八、 九、 一 0)。 

、 -J  r  み. 山も^  すべく  >*リ 

そこで 『尉よ 汝の もろ/ \ の 思念 はわれに 貴き こと 如何ば かり ぞゃ。 その 思念の 統計 はいかに 多 

きかな。 我 これ を算 へんと すれ ども その 數は 砂よりも おほし。 われ 眼 さむと きも 尙 なん ぢと、 もに 

る』。 祌 の^しき 妙なる 攝理、 深く して 遠き 聖 皆、 細大 漏らす こと 無き 其の 經綸、 總 ベて 驚かざる 

を 得ない。 恩寵 天よりも 高く、 慈愛 蒼海よりも 深い。 身 は 宛然 愛のう ちに 全く 裹 まれて 居る やうな 心 

地が する。 其 さへ あるに、 新約の 敎へを 受け、 十字架の 意味 を覺り 得て、 神の 噴 ひの 經驗 身に 泌み 

たる ものに 至りて は、 實に 『测り 難く、 其の 踪路は 尋ね 難し、 誰か 彼と 共に 测る こと をせ しゃ。 誰 

か 彼に 與 へて 北 ハの報 を 受けん や』 一一 一 §y 此の 『愛より 我ら を 離ら せん もの は誰ぞ や。 患難なる 

せめ  はだか  つるぎ 

力、 .itf は： か、 迫害 か、 飢饑 か、 裸裎 か、 危險 か、 刀劍 なる か。 是 われら 終日なん ぢの爲 に 死に 
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付され； s ら れんと する 羊の 如く せらる るな りと 錄 された る 如し。 然れ ども 我ら を 愛め る 者に 顿 りす 

ベて，；^ らの 事に 勝ち得て 餘り あり。 其 は 或は 死、 或は 生、 或 ひ は 天の 使、 或は 寧 政 或 ひ は 能 有、 あ 

つく 0 れ しも 力 

る ひはト ある 者、 あるひ は 後 あらん 者、 或 ひ は 高き 或 ひ は 深き、 また 他の 受^者 は 我ら を 我 力 主 印 

^甚 # に 賴れる 神の愛より 絕ら する こと 能 はざる ものなる を 我 は 信ぜり』 一  1)0 基^^^の傅道 

生活 は斯 くの 如き 經驗を 積む ことで ある。 其の 志す ところ は 『基 # をして 信仰に 山て 我らの 心に 居 

らしめ、 また 彼ら をして 愛に 根し、 愛 を 基と して 諸の li^l 徒と 偕に 測る.^ ら ざる 基督の 愛 を 知り、 その 

濶さ 長さ 高さ 深さ を識 らしめ、 又總べ て 祌に滿 てる もの』 (f 5 ほ f だの) を 以て 充 たさる る ことで ある。 

冲と 人との 關係、 gr  くも 深き ものなる ことがん  13 得せられ、 離ち も 遣らぬ この 愛に 感激 するとき 

は、 身 を 潔き おける 佻 物と なして 祌 に献げ ねばならぬ ことになる。 『義を 取り 仁 を 成し』、 祌 の^に 貢 

献 する こと を 心 懸け、 何とかして 報謝の 實を擧 げん ものと 念じ、 片時 も 之 を 忘る、 ことが 出來 ぬ。 

時として は 神に 敵す る もの を 見て、 愤 慨に堪 へす、 不俱戴 天の 仇に でも 對 する やうな 心地 無き を 得 

ぬ。 ： 三 九の 詩に は 此の 心 持が 詠まれて 居る』。 祌 よなん ぢ はかなら す惡者 を ころした ま はん、 され 

くま ご. J  もめい 

ど血をi^化すものょ我を離れされ。 彼ら は惡 しき 企圔を もて 汝 にさから ひて 言 ふ。 なん ぢの s;^ はみだ 

りに 聖名 をと な ふるな り。 H ホバ よわれ は汝を 憎む， もの を 憎む にあら す や。 なん ぢに逆 ひて おこり 

たつ もの を 厭 ふに あらす や。 われ： 1:^」 く 彼れ らを 憎みて 我が 仇と なす』。 

一 八まで は祌の 愛の 春風に 吹かる やうな 感を しつ 丄 讃み來 たったが、 此 所に 至りて 急に 其の 趣き 


まり、 ^すと 云 ひ、 亡ぼす と 云 ひ 憎む と 云 ひ、 厭 ふと 云 ひ、 之 を 敵に 取る と 云 ふ 殺伐 極まる 口 

調で ある。 宛 かも 寒 威 凛烈なる 1^ に對 する 如き 心地 もす る。 其の 調.^、 前後 一致せ ぬ を 怪しまざる 

を f ない。 新約の 敎育を 受けし ものなら ば、 同じ 意味 を 云 ふに も 斯くは 無かった であらう。 時代の 

精： f. と 其の 缺陷 とは此 所に も 表れて 居る と 見て 差 支 は 無い が、 必 すし も然か 解釋 する にも 及ぶまい 

と 田 5 ふ。 文 を 以て 意 を 害して はならぬ。 其の 精神 を 酌む が 大切で ある。 神の 恩寵の 有り難 さ を 感じ. 

愛 こ？；^ いんと 欲する 志 熾烈なる ところから 天 を 蔑に し、 不敬 不虔惡 き を作爲 きて、 忌み 憚る とこ 

ろ 無く、 所謂 『人 1 来き 時 は 天に 勝つ』 の 事情で、 不信仰 や 罪惡の 勢を逞 うし、 凶暴 至らざる なき を 

見 こ、 き^の 情火の 如く 燃え 上り、 之 を 撲滅せ すん ば 止む まじと 慨然 志 を 決する に 至った もので あ. 

る 。『君 辱めら るれば 臣 死す』 と 云った と 同じ 心事、 深く 同情に 値 ひす。 如何しても 斯う 無くて はか 

な はぬ。 他？： t の 態度 や、 偶像 禮拜 や、 主 基督 を 侮蔑す る 事實を 見ても、 之 を 意に 介せ す、 痛 瘅關す 

ると ころな きが 如き は 基督 者た る ものの 心と して ある まじき ことで ある。 之に 對 して 臥 薪 嘗膽の 意 

氣 込み を 示すべき 場合と 謂 はねば ならぬ。 バウ 口が ァテ ンスに 在りし とき、 『其の 邑 こぞり て 偶像に 

事 ふる を 見て 甚く 心 を 傷めたり』 (ffi"o と あるの が 其 所 だ。 

... 言 &の 燃え 揚る結 21- は、 如何しても 傳 道になる。 或は 怫 者の 所謂 顯正 で、 積極的に 道 を宣傳 し、 

義を 進め 善を實 現せし むる ことになる。 或は 破邪で、 無道 を 伐ち、 不義 を 退治す るの 活動と もな 

る。 日本の 基督 敎は其 現在の 事情から 無論 專ら此 態度 を 取らざる を 得ぬ。 徹頭徹尾、 破邪 顯 正の 傅 
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道 を 急務と せねば ならぬ。 何 所 を 見ても、 此の ま、 拾て 置くべからざる 敵が 出沒 し、 多くの場合に 

あだ 

於て は 無遠慮に 横行して、 狼籍を 働いて 居る。 今ぞ 『汝の 敵 はみだり に 御名 を稱 ふるな り。 H ホバ 

よ 我 は 汝の惡 む 者 を惡む ものに 非す や。 汝に逆 ひて 起り 立つ もの を：^ ふに あらす や。 わ 甚く  4^ を 

憎みて 我が 敵と なす』 と雄誥 して 起たねば ならぬ 秋で ある。 

基督 者 は 漫然 道理 を 是認したり、 情義に 感じたり する のみで はならぬ。 輕々 しく 泣いたり、 哎. In^ 

したりす るの みで はならぬ。 そこに 志 を 立て」 奮發 努力す る を 要す。 鬼 角 祈り や 例の 感じ 話な ど を 

しても、 一 時の 氣 休めに 過ぎぬ ことが 多い。 氣 休め は 自己 を 瞞着し、 人 を 欺き、 甚だしき は 祌を偽 

る ことで ある。 氣 休め は： e 仰 生、 活に 禁物で ある。 神の 前に 於て は 勿論、 何 所に も、 氣 休め 風の こと 

を 基督 者の なかから、 一掃して 了 はねば、 決して 本式の こと は出來 ない。 

周圍の 事柄に 對 して 斯 くの 如く、 懷慨嗟 する も 然る ことながら、 亦 己が 衷を 顧みて、 自ら を修 

むる ことが 大切で ある。 人の 目にある 塵埃 は 明らかに 見えても、 己が nn にある 梁木に は氣附 かぬ。 

寶に危 い。 人の 心 ほど 氣味惡 きもの は 無い。 上よりの 助け li^ ね •  ま、 如： H\ ^らう か 測り 鍵る。 Jg, 物 

つま プき 

すると S 化 ひも 寄らぬ 顚 躓が 來る。 聖晚餐 の 席上、 王が 此のう ちに 裏切り をな す ものが あると 云 はれし 

とき、 第 子ら は眞 面目に、 そ は 我なる か、 我なる かと 自ら 省みた と ある。 吾人 も 其の 如く 己が 目の 

梁木に 注意した きもので ある。 故に 曰く 『神よ 願く は 我 を さぐりて わが 心 を 知り、 我 を 試みて わが 

もろもろの 思念 を 知り 給へ。 願 はく は 我に よこしまなる 途の あり やなし や を 見た ま/ 』 と 切に！；^ り 


k むる 心と ならざる を 得ぬ。 胸中の 敵 を 掃蕩せ ねば、 一 日 も 安ん する ことが 出来ぬ。 其の ま k で 置 

く は、 ^一  小忠、 第二 自己の 滅亡で ある。 淺黨を 根絶す るの 志が 強固して 居らねば ならぬ。 然るに 

て も 心 巾の 賊の執  1  ふさよ。 單獨の 力で は 心 もと 無い。 然て こそ 神に 請 ひ 求めねば ならぬ ので ある。 

『われ を、 水 遠の 道に 導き 給へ』。 道は兩 つ、 『邪なる 道』 と 『永遠の 道』 と あるの み。 平生 此の iHll 別 を 

明らかに 立て、：. y くべき である。 唯物主義に 基き、 生活 を 現在に 限 局し、 祌 無く-望 無くして、 世に 

立つ は. 水 .^3^:1 の 道で 無い。 其の 生命 を 獲ん と 欲する もの は 之 を 失 ひ、 道の ために 身命 を拋 たんと する 

もの 反って 之 を 全うする ことの 出来る 世界で ある。 よし 全世界 を 掌握す とも、 靈魂を 亡 さば 何の ハ" i 

あらん や。 永遠の 道 は祌に 在る。 靈 なる 方面に 於て 之 を 開拓す る 外 は 無い。 (一九 一六 年 七 3 

六 活ける 神に 接す . 

『至高く 上なる 永遠に 住める もの 進 者と なづ くる もの 斯く云 ひ 給 ふ。 我 はたかき 所 潔き 所に すみ 

又心碎 けて へりくだる もの と共にす み、 謙る ものの 靈を活 し、 碎 けたる ものの 心を活 す』 

比 所に は先づ 神の 至高、 至上、 永遠に して、 潔き こと を 言って、 其の 大 なること を 高調し、 次ぎに 

然も：^ は 『心碎 けて 謙りた る ものと 共に 住』 ませら るると 謂 ふ 事 寳を擧 げて祌 の 不思議なる 恩寵 を 
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頌め讃 へ て 居る。 此の こと は 詩篇に も 謹って ある 。『t- ホバは 高く 在し ませ ども 卑 きもの を 顧みた ま 

ふ。 され ど 亦 おごれる もの を 遠き より 知り 給へ り』 (ff た 一一)。 『エホバ は 心の 痛み」：^ しめる ものに ち 

くいく ブま 

かく 在して たまし ひの 悔頻れ たる もの を 救 ひ 給 ふ J(l 一一 一  1)。 祌は 『傷める 魔 を 折る ことなく、 ほの 暗き 

燈火を 消す ことなく、 眞理を 以て 道 を 示さん』。 至高、 至上に して、 最も 潔き 祌が 志 弱行の 人を斯 

もて. 仄 

く 待遇 さると 云 ふ は、 實に 不思議なる 事資 である。 然か のみなら す、 心碎 けて 謙れる ものと 共に 住 

ふと 謂 ふに 至りて は 更に 驚かざる を 得ぬ。 『我汝 の 指の 業なる 天 を觀、 汝の 設けた ま へ るバ と！：： 生と を 

よ < ^ひと 

見る に、 世人 は 如何なる もの なれば これ を 聖 心に とめ 給 ふや。 人の子 は 如何なる もの なれば 之 を 顧 

み 給 ふや』 (ff;- 八)。 -: 示 敎は祌 と 人との 交通、 契合、 一 致 を 意味す。 基督教の 如く、 深く、  。：！ 、く、 靈に 

して 最も 倫理的なる 意味に 於て 神 を 解し、 人の 罪 を 認め、 其の 汚れ を感 する ことの 深刻なる-: 〈小敎 に 

於て は、 此の 祌と 人との 契合、 一致 は 益々 不思議なる 事實 である。 然し 斯 くの 如く 不 H 心^なる とこ 

ろに、 亦 其の 力が 存す るので ある。 

基督 者の 最多 數は、 曾て 神 無く、 望 無き ものであった。 甚だしき は 似 もっかぬ もの を 神と 崇めて 

居た。 然るにへ マ は 救 ひ 出されて 『偶像 をす て、 祌に歸 して、 活ける 眞祌に 事』 ふるもの となった の 

である。 基督 者の 特徵は 『神に 向へ る 信仰』 を懷 き、 之 を據點 として 世界 を觀、 人生に 處 する こと 

である。 活ける 獨 の眞祌 天に 在ます 父の 實在を 認めて、 之に 信賴 する が 基督教の 极 本義で ある。 『そ 

れ 我ら は 彼に 賴て 生き、 また 動き、 また 有る こと を 得るな り』 ((5^i"-)。 我ら は 自己の 力で 生れす 獨 


立して 生」.，. す、 ，i2 も 魚の 水に 接み、 鳥の 大氣に 翔る が 如く、 己より 外の、 己より 以上の、 或る も 

のに.？ て 生？.。 た，^ 肉體の 生命 然ぅ であるの みならす、 『我ら は汝の 光に よりて 光き ん』 と あ 

る，. く、 ，，您作^良、レ21の如き、 其の 本に 溯れば、 皆祌の 光に 依りて 光 を I ので ある。 『人 

の蠱魂 は H ホバの I にして 人の 心の f 窺 ふ』 籠 y つ)。 道念の 刺激 を 感じ、 倫理 上の 責任 を覺ぇ 

義務の 念に 動かさる、 に當 りて は、 自ら 神の 前に 立ちて、 其 |判を 受け、 alf 

き 想 f." きこと 能 はす。 ^すると ころ 道德 生活 は 祌の實 在 を极據 とし、 之 を 其の 條 件と なせる ものな 

る I はぬ。 又飜 つて I の 如何にして 生じた る ゃを考 へ、 天文 地理 I 萬 物の 間に、 11 

^然として：：^ する を認 む。 加 之なら す 宗教心の 動く に從 ひ、 自己の 弱き こと、 小なる こと 汚， た 

る ことな ど を 思 ひ 廻らす とき は、 如何しても 神の 實在 せる こと を 認めざる を 得ぬ。 

神の 實在， ベから ざる こと 斯 くの 如くで あるが、 其の 性質 は 如何。 スピ ノウ、 ザ やへ エゲルの 樣 

こ考 へる もの も あり、 ユー 一 テリアンの 信仰 も ある。 如何 云 ふ 風に 祌を兑 るが 正しく ある 力 ルォカ 

や 古の 問題で ある。 邪穌と サ マ リャ 婦人との 問答 も卽ち 之が 解決 を與 へ んと 試みた も ので あ る。 『耶 

%i0iBt 唯に 此の 山の みに 非す、 亦 エルサレム のみに も 非 t て汝ら 父を拜 1 

べき 時來 らん。 汝 らの拜 する もの を 汝らは 知らす。 我らの 拜 する もの を 我ら は 知る。 そ は 救 はュダ 

ャ 、より 出づ るが 故な り。 神 は靈 なれば 拜 する. もの も 亦 靈と眞 を もて 之を拜 すべき 也』 つ" 二 I 一 5) 

サ マリヤ 人の f 知れる は ユダヤ人の 之 を 知れる に 如かす。 ユダヤ人の 神 を 知れる は 基督 者の 之 を 
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,R れ るに.^ かす。 『誠に 汝らに 告げん 婦の 生みた る もの の うち 未だ バ プ テス マの ョハ ネ より 大 なる も 

の は 起ら ざり き。 然れ ど： 大阈 の最と 小さき もの も 彼より は大 なる 也』 ，一つ と ある 如く、 基督 者 

が ヨハネより 大 なる 所以の もの は、 要するに 祌と 其の 救と に醒 する 考 の相逮 より 來 ると 云 ふこと が 

出来る であらう。 

平素 神 を 如何 云 ふ 風に 考 へて 居る か。 或は 生命 保險ゃ 火災 保險に 加入した 様な 心持ちで 祌を 旨す 

る もの も あらう。 或は 警察の 保護 を 仰ぐ 様な 考で、 道德ゃ 風俗の 番人 同様に^ 仰して 居る もの も あ 

る だら う。 た.^ みしき ときの 神賴 みだけ に 止まる もの も 有る だら う。 或は に 基督の 皆を會 得し、 

其の 精神の 流 を 汲み、 繁と眞 と を 以て 祌を 信す るの も あるで あらう。 等しく 神 を： すると 云 ふので 

あるが、 實 際に は 其 に 非常なる 懸隔が ある。 であるから 祌は 如何なる もので あるかと 云 ふ^ 題が 

甚だ 大切に なって 來る。 

基督 者 は 祈る ときに、 『： 犬に 在ます 我らの 父と』 呼ぶ。 天に 在す と は、 神が 地上の 小さな、 不完全 

極まる 物事と は i の罷 で、 同日の 論で 無く、  i. 能力、 正義、 仁 雇、 總 ベて 絕大 至高、 と 

て も 世に 類 ふべき ものな しと 云 ふ 意味 を 示した 辭 である。 此の 點を 深く 考 へざる 爲に、 祈りな ども 

淺薄 になり ヌ" い。 神 有りと n に は 云 ひながら、 事實 上無祌 者と 差別な きに 至る。 其 所で 前に 引いた 

ィザャ 書に、 『至高く、 至上なる 永遠に 住める もの、 聖者』 云々 と あるの e ある。 祌の 德廣大 無邊に 

して、 其の 悠久 無限なる を懷 ひ、 其の 正義 を 好し 汚れ を 厭 は せらる るに 對 して は、 l^g;^. して ム" んど 


身 を 昔く に 所な きを 感じ、 萬 物 を 創造し、 之 を 主宰 せらる る を 仰ぎて は、 ^^だ、乇^^く覺ゅることカ 

u來るo『^5=^-れ山に向ひて目.v擧ぐ。 我が 助け は 何 所より 來る や。 我が 助け は 天地 を 造り 給へ る エホ 

バ より 来る』、 と 詩人 の" ム つたの も此所 だら う。 

朱， 1, や 程 子の 詩文な どに 現 はれた 感想 を讀 んで兑 ると、 彼らが 性 理の舉 に 心 を 潜め、 道念 を 磨き 

て、 &想を 練った 結 5^、 『；人 地 有形の 外に』 fa 逸し、 旣に 絶大 至高の 或る ものに 觸れ て、 一種の 平和 

を..^、 へられ、 『富贵 にも 淫 せす、 貧賤に も樂 む』 ことが 何分 か出来た 様に： える。 禪.： 丈に 入りて 思 ひ 

を 凝らす 佛 者が、 言 說の相 を 離れた る不 m^s の 何物に か 接 到して、 歡喜 極り 無き を感 する に 至る も 

確かなる 事實 らしく 思 はる。 况んゃ 者の 餘流を 汲みて 『至な 问く、 至上なる 永遠に 住める もの 聖 

お』、 人格 的の 神 を 認め 得た る もの に 於て を や。 

t,. 叩說の 見地から 所謂 天 を 認めて、 一 の 淋しき 安心 を 55 る もの も ある、 スピ ノウ ザ， の樣に In 力 

上 リ愛を 以て；^ を 拜む樣 な 心持ちに なり、 鳩餘 念な き 歌 態に 進む もの も ある。 神の 攝理に 感じ、 其 

ウ^こ：^ ひし、 ^"こ-一 I ひせら る、 の 公明に 敬服す る もの も ある。 或 ひは舊 約の 人た ちの 如く、 國民 

の 懇史に 於て、 自己の 身の上に 於て、 明かに 祌の救 ひ を經驗 し、 其の 恩寵 を 味 ひ 知りて、 詩篇な ど 

こ，：， t ぜられ たる 如き 信仰の 程度に 進み、 ホセ ァの $i きし 如く 『人に ゆる 索 を』 以て 引き寄せ 給ュ 

て ふ 祌を慕 ふに 至る もの も ある。 此 はまた 『心碎 けて へりくだる ものと ともに 住む』 と ありて、 國 

の亂 し、 世の 成 1 了に、 い を 二. S め、 力 も 根 も 極り たりと 感じて、 只管 志 を 天に 傾け、 我慢 も 挫け、 剛情 
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も 折れ、 素直なる 信仰 狀 態とな り、 且つ 長れ、 且つ 慕 ひて、 た^ 神の 恩寵に 賴り鎚 らんと 欲する の 

外 他事な きに 至った 心持ちで ある。 ヤコ ブの 如き は、 ぺ 二 エルに 於て 夜の 明くるまで if?T 力べ し、 ，侈 

も 5- つが ひ はつ 

に 己が 棘の 柩骨挫 離る るに 及び、 『汝我 を 祝せ すん ば 去らし めす』 とて、 之に 取り 紘 りて 放た す、 遂 

に 名まで イスラ H ルと 改められた 程 其の 精祌に 一大 革新 を來 たす ことが 出来た。 彼は斯 くの 如くし 

て 祌の面 (ぺ 二 エル) に接觸 する こと を 得た ので ある。 これ 實 に：！： が 『、化 けて へりくだる ものと 

ヘリく だ 

ともに 住み、 謙る ものの 靈を 活かし、 碎 けたる ものの 心 を 活か』 された 事實 である。 ィザャ 書の 意 

味 も國の ことな どから、 ャ コ ブ の經驗 と！： 様な 心持ちに なった 意味で あらう と 思 はれる。 

然し 基督 者の 信仰に 就て 之を考 へて 兑 ると、 其 所に 一段の 進歩が あって、 罪. 惡を感 する 分. i が 主 

となり、 人の 心 を 打ち 碎き、 之 をして 自己の 貧弱なる を覺 えて、 謙遜なる 態度と ならしめ、 ルカ 傅 

第 十五 章の 蕩兒が 家に：！ りしと き、 『父よ 我れ 天に 逆 ひ、 汝の 前に 罪 を 獲たり。 2 取 n 十 子と 云 はるる に 

値 ひせす、 僕の 一人と も 見られん こと を』 と 云った 様な 心持ち を 生ぜし む。 稅 吏が 胸 を 打って 『神 

よ 罪人なる 我 を憐み 給へ』 と 歎き 求めた 様になる。 此れが 『心碎 けて へりくだる』 と， ムふ 有様で あ 

る。 バウ。 は。 マ 書 第 七 章に 之を說 いた。 『喧 我れ 困苦の 人なる かな。 此の 死の 體 より 我 を 救 はんも 

の は誰ぞ や』 と 哀聲を 放てる 下より、 祌の救 ひの 恩寵 を 仰ぎ、 『これ 我が 主 耶穌基 叔：： なる が 故に 祌に 

感謝す』 と 云 ふこと が 出来た。 正しく 『謙る ものの 鍵 を yi£ かし、 碎 けたる ものの 心 を 活か』 された 

一例に 相違ない。  - 


基 好 者 は 罪と 戰 ひて、 i りに 敗れ、 己が 心に 蔓れ る肉欽 の倡獗 なる に 辟易し、 汚れた る 世の 習俗 

や 拗けた る 性 》 など 恣に 胸のう ちに 往來 し、 無遠慮に 之 を 踏み拉きて、 粉 微舆と 云 ふ無殘 なる 狀態 

に^らし むる を自覺 し、 祌の 前に 身 を 置くべき ところ を 知らざる が 如くに 感じ、 た^ 恐お 人って、 

种ょ 我らの 罪 を赦し 給へ と 歎き 訴 ふるのみ である。 祌 の至聚 至大なる を 思った だけで も、 人た る も 

の 危坐 正 念、 へ ら ねばなら ぬの は 勿論で ある。 儒者で も、 回 々教徒で も、 况ん ゃ豫官 者ィ ザャ、 

の 如き は 勿論、 祌の 架德と 其の 成嚴 とに 對 して、 恭謙の 念 敬虔の 精 祌に充 たされざる を 得 

ない。 然し 基督 者の 心碎 けて へりくだ ると 云 ふ 心持ちに なると、 之と は 一段 懸け離れた ところが あ 

る。 卽ち バウ，， や、 ルゥ テル 共の 他 世々 の 基 叔：： 者 は 罪を感 する ことが 深い。 其れが 基 将敎の 特徴で 

ある。 各.！ の 罪を覺 り、 其の 壓 迫に 苦み、 祌の赦 し を 求め、 罪人の 頭なる 我， 祌の 恩寵に より 期く 

の 如く 救 はるる こと を 得たり と 感淚に 咽び、 多く 赦 された る もの 多く 愛すと ある 如く、 彼の 罪 ある 

^、 耶穌の i に來 り、 淚を 以て 御 足 を§ 沾し、 髮の毛 を 以て 之 を 拭 ひたる 如くなる が、 卽ち 基督 者で 

ある。 人 は 罪に 陷 つたから、 所謂 義を 取り、 仁 を 成す の 一事に 於て、 神と. 一致す る こと は 出 來.. > 

天使なら ばい ざ 知らす、 人間に は 及び難い ことで ある。 然し 祌は 人の 罪 を 如何に 御 覽ぜら るる か- 

罪 は： i: の 御 心に 如何なる 打撃と 苦痛と を與 ふる か。 神の 見ら るる 如くに 罪 を 見、 其の 感ぜら るる 如 

くに 之 を 感じ、 罪人に 對 する 其の 遺憾 痛惜の 切なる に 恐縮し、 罪人， を 愛し 慕 はるる 其 同情に 泣く に 

至り、 基督 者 は 罪に 對 する 態度に 於て 神と 一致す るので ある。 基督の 十字架の 前に 罪 を 悔いて、 其 
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の 救 ひ を 求む る もの は、 旣に 罪と 一. ムふ 恐ろしき 問題に 就きて、 神と K 合する ことが 出來、 罪人の^ 

なる 我 も 救 はるる こと を 得たり と；； -ふ 恩寵に 感激して、 歡喜 溢る る 心 を 抱きつ 、神の 御 面 を 仰ぎ 兒 

るに 至る。 實に 『至高く 至上なる、 水 遠に 住める もの、 聖^^と名くるもの斯くー；-ひ給ふ。 我 はたかき 

潔き 所に すみ、 また 心碎 けて へりくだる ものと ともに すみ、 謙る ものの 靈を かし、 碎 けたる 

ものの 心 を 活かす』 ので ある。 

成程 ヨハネ は バウ n と異 ふ。 彼 は バン ヤン ゃルゥ テルの 如くに、 罪 を 感じた 結 * として 基督の 慰 

寵 を經驗 した もので はない。 其の 道に 人った 次 ハがは バウ 口の 救 はれた ると 大に 相違して 居る。 然し 

ョハ、 不書 を熟讀 するならば、 彼が 漸くに して 罪の 痛切なる 感 覺に逹 し、 救 ひの 恩寵に 泣く に 至った 

一人で ある こと を 見出す であらう。 門に 人る の 順序と 其の， 禅路 とに 相逮 はありと も、 遲 かれ 速 かれ 

。ハウ 口の 如き 救 ひ 5 寳驗に 達して、 十字架の ドに 感淚に 咽ぶ に 至る が、 基督 者の 正則 狀態 である。 

當初斯 パダの 如くして 神の愛 を 認め、 其のと もに 住 は せらる る を 味 ひ 知る のみで 無い。 基督 者 は 信仰 

生活の 起點に 於け るの みならす、 其の 經過 其の 途中に 於ても、 其の 終りに 至る まで、 心碎 けて 謙る 

もので なければ ならぬ。 世々 の 聖者 iji 然り。 基督 者 は^に 悔い改めて i5 る。 其の 安心 平和 は 懺悔の 

涙に 伴 はれて、 引き締り たる、 甚だ 謙遞 なる 心持ちと 片時 も 離る る もので ない。 離る るなら. ま 根の 

無き 剪り 花 同様で、 纏て 萎んで 了 ふので ある。 

今日 我らの 間に、 神が 恩寵ぶ かく 現在し 給 ふと 云 ふ 意識^だ 鮮 かなら す、 兩 者の 距離 少なから 


ざる 如き 心地 ある は 蓋し 碎 けたる、 謙れる 態度の 信仰生活に 乏しき 結-娘で ある。 (1 八 1 六ギ 1 5 

- 七 二三 日本語の 研究 

或 席上に 恙蟲の 研究で 有名な 博士が 居られた。 談、 つ^がと 云 ふ 日本語の 意味に 及び、 北ハの 研究に 

興味が 湧いて 来た。 宗教 上 暗示 を與 へられた 點も 多かった ので ある。 

ひ は 病 や 憂 を 指す。 卽 ちつ、 みで ある。 っ& みは 謹慎で ある。 病 は 容易なら ざる もので、 深 

く謹愼 する こと を耍 する が 故に 斯く 名付けた もので あらう。 此れ は 固より 然 あるべ きこと である。 

然れ ども 苟且の 病 も 大事に 至るべき 恐れ ありと 云 ふだけ の 意味に 止まる もので は 無から う。 己が 病 

むと きも 人の 然か ある 場合 も總て 精神 上 大いに 警戒すべき 機 會を與 へらる &の である。 故に 和訓 榮 

にも ク いや 、つ- 1 み、 つ- 1 しみな どと 同意義な るつ \ ましき を 解して 『濫りに されぬ を 云 ふ。 敬 を 

つ \ しむと 云へ る も 心の 荒け す、 つ \ みこむ る 意 あり』 と說 いたので あらう。 卽ち 精神 を 緊張し、 

心 を 引き締む る 意味で ある。 或は 之に 依りて 天の 使の 如くに なり、 神の 子た るの 氣風を 養 ひ、 人格 

を鍛鍊 する こと も 出来くべく、 又は 惡 鬼の 如き 淺 ましき 狀態 にも 陷り心 僻み 氣捩 けて、 甚 しく 我儘 

なる 有様と もなる ベく、 恐るべき 墮落 を來す 原因と もなる であらう。 病床 は 精神 上の 分水嶺と も兒 
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られ る。 深く 謹愼 し、 細かに 警戒 を 加へ て、 假令 病が 慘 ましき 十字架で あるに もせよ、 『のぼるみ ち 

は 十字架に ありと もな ど かなしむべき 主よ みもとに ちかづかむ』 であるから、 之 を 精祌 

修養の 道場と もした ものである。 

生来の 盲人に 就き 親の 罪に 依る か、 彼 自身の 罪に 由る かとの 問が 出て、 否 何方でもない、 祌の榮 

の 彼に 由って 顯 はれん が爲 なりとの 主の 答へ も與 〈られ た。 斯る 問答 の 枕頭に 交換 せ ら る ベ き 場合 

ちゆ-つぶ やみ  しほ 

も少く あるまい。 基督 傳の織 癒 患者 は 其の 病 を 癒さる \ を機會 に、 之に 先ち て 其の 罪 を赦 された。 

重き 枕邊に 其れよりも 甚だしき 罪の 重荷 を脫 する こと を 得た ので ある。 疾病が 祌に 近づき、 ：；：：； ハの s: し 

寵を感 する 機會 となる こと は 屡 見聞 せらる \事實 である。 或は 苟且の 所 勞の爲 に意ハ m 沮喪し、 靈魂 

衰 へて、 祌をも 人 を も 見失 ふに 至る と 云ふ淺 ましき 例も少 くない。 實に愼 むべき は K である。 出レ 

ぃプる ひんの ごとく  二と を. つくる まつりの ごとし 

門 如レ賓 承レ事 如レ 祭と 古人 も： 一一 一口った が、 病に 處 する 時の 心 持 も 同様で なければ ならぬ。 耶穌の 

左右に 碟 殺せられ たる 兩人 を兑 よ。 身體 は^ 尺を距 つるの みで あつたが、 靈 魂に は パラダイスと 地 

獄 との 相違 ある を 示した。 恐るべき ことで ある。 基 瞥敎で 云 ふ 救て ふ 語が、 健. S を 意味す る も 亦 一 

つに は 此の 邊の 暗示と も 見ら る \ のか も 知れぬ。 

病 を V \ がと 名 付く る 意味 は 右の 如くで あるが、 罪惡 をつ みと 云 ふの も 北ハの 語原 は 一 つで 同し く 

， 誊,,  お ほ はら ひしつち-つせ-つ ， , ， 

つ \ しみの 義 である。 『大祓 執 中抄』 に 『つ \ が ある 身 を 云 ふなり。 罪 は 字義 こそ 行の 一 つ を 指せれ 

ことばの It ろ 

ど、 言義は 穢れ、 もろ.，^ の禍 など 總て祌 の 嫌 ひ 給 ふべき つ. - しみ 事 を 負いた る 身の ことにて、 此れ 


卽 ちつみ なり』 と說 いて ある。 此れで 見る と 罪 惡は祌 の 前にて 包まし き、 愼 むべき、 恐 多き、 @： り 

ある ことで ある。 た 行の 一 つ を 然か云 ふので 無く、 罪惡 ある 者の 身 そのものが 旣に祌 の 前にて 包 

ましき 恐れ多き ものと なって おる と， ムふ考 へ 方で ある。 だ宗敎 的で ある。 基 敎 の精祌 とよく 一 

致して；： る。 间ょり穢ゃ罪と云ふ^?^枘に就きては考が幼稚で初は物質的の意.^以上に進んで居らぬ 

やうで あるが、 此は 日本ば かりで ない。 イスラ H ル民 族で も 同じ ことで ある。 次 ^ ^に 精神的に 深き 

意味の ものと なった。 鬼に 角 i 非 惡は總 て 祌の御 目 障りに なり、 共の 御 心に 觸 るべき 恐れが あるから 

之を愤 み、 なるべく は 覆ひ隱 しもした きものとの 精祌が 痛切であった らしい。 が 罪の 赦を請 

ひ 求めねば ならぬ 必要 を 感じ、 之が 爲に續 を も賴 むに 至る と 同じ 系統の 考へ である。 富に 罪 惡は身 

の * つ、 が、 卽ち 包まし き 事、 神の 前に 恐れ多く むべき ことで ある。 之 あるが 爲に、 つ V が ある 身 

となり、 神の 嫌 ひ 給 ふつ 、しみ 事 を 負 ひたる 身と なる ので ある C 『我 當に救 はれん 爲に 何を爲 すべ き 

や』 と 問 ふに 至るべき が 自然の 結 栗で ある。 た^ 其の ま&に 打ち 過ぐ る を 許さぬ。 大和民族の 鼠 先 

が 罪の 献 をしたり、 喫な ど を 行った の は 之が 爲 である。 基 1" の 十字架 は 幼稚なる 狐 先た ちの 行った 

露 似 こと を實 現せし めた もので、 其の 理想 を 遂げた ものと 解釋 する ことが 出來 る。 

舊約 聖書に 『罪の 和 だめ』 と釋 された 語 は、 罪 を 被 ふと 云ふ義 である。 賴は卽 ち 表 ひ 隠す と 云 ふ 意 

来で ある。 此は 日本語に 罪惡を 包まし きこと \ 名付けた のと 同じ 考へ 方に 屬す。 神の 御 目障りで あ 

るから 其の儘に 棄て 置き 難く、 之 を 包み 被 ひて 感觸を 和 げんと 欲する ので ある。 贈 罪の 根本 思想 は 
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此 所に 横って 居る。 人の 心の 誠の 發露 せる ものである。 贖罪 は 精神 上の 必要に 應 する もので、 祌の 

御 心から 見ても 無 かるべからざる こと k 思 はれる。 神の 怒、 罪の 赦、 和めの 祭 物な ど 云 ふこと はせ 

之で 稍 明らかになり 行く やうな 心地 ぞ する。 

禮拜 は宗敎 生活の 大切なる 要件で ある。 神は靈 なり。 之れ を拜 する もの も 靈と爲 と を 以てすべき 

である。 耶穌の 言に 『夫れ 父 は斯の 如く 拜 する もの を 耍め給 ふ』 と ある。 此れ は 寧ろ 『父 も 亦斯く 

の 如く 拜 する もの を 要め 給 ふ』 と譯 する が適當 であらう。 靈と眞 と を 以てする； n 军に 到. Ji:- する が ヒ寸 

勢の 進 運から 生す る 自然の 歸着點 で、 道理 上然 あらざる を 得ぬ 次第で あ る と 云 n 意味 を 語られ、 

終に 其れの みで は 無い、 神に 於いても 亦斯く あらん こと を 嘉し希 はれる と說 かれた ので ある。 禮拜 

は 次第に 進歩せ ぬば ならぬ ものである。 神の 切に 待ち受けら るる ものである。 眞に 重大なる ことで 

ある。 之を肅 まねば ならぬ。 日本語の まつりが 此の 禮拜 に當 る。 ， ^ひ.^ の 語源 を 尋ね、 北 (始めの 意 

味 を 研究して 見る と、 基督 敎禮拜 の 精神 を 明に する 助けと なる 可き もの を： a 出す ことが 出來る 。 

外國 語で も 日曜日な どの 禮拜を 日曜日 奉仕と 名 付く る 習慣に なって 居る が、 n 本 語の.^、 つい も卽 

ち 此れと 同じ 事で 奉仕 を 意味す。 祭事 は 政の 中で 4^ も 重き ことで あるから 特に 之 を； Z ついと 名付け 

たもので あると 云 ふ 解釋も あるが、 宣 長の 古事記 傅に は、 『尙ほ 熟く 思 ふに 此の 訶の もとは、 其れ 

まろ まひ 

に は あらで 奉仕 事なる べし。 卽ち 君に 服從て 其の 事 を 承り 行 ふ を 云 ふなり。 祌を ま、 つ、 ると 云 ふ も、 

其の 神に 事へ まつるな り』 と 云って 居る。 禮拜を 奉仕 事と なす は、 * も當然 其の 本 皆 を 道 波した 解 


釋 である。 御 心の 儘に なし 給へ と 云 ふが 禮拜の 眼目、 祈りの 眞隨 である。 我意 を 張らす、 自己 を 固 

執せ す、 自分の 利益に 粋され す、 總て 祌に聽 き、 其の に服從 せんこと を 心 懸け、 身 を 以て 神に 

奉仕 へんと 欲する が禮拜 の本體 である。 

又 ー說に 『、ま、 つ、 る は 待つ の義 なるべし。 招待の 義 なり』 と 云 ふ。 つりの 反しが ちで あるから、 ま 

かは卽 ち； -5 りの 約 まった 言と 解 せらる。 或る 神道 者の 『まつろ ひ は 背く の反對 にて、 心の底より 

し、 S 水く せが 叹の意 を 表し、 上よりの 命 あらば 直ちに 其の 事 を 承 はり 行 はんと 待ち 構 ふる 意な り』 

と， C. たこと などから 考 へて 見. ると、 益 興味深き を感 する ので ある。 基督教の 祈り は 最も 此の 意味 

に 富んで 居る。 祈りす る もの は 決して 己が 思 ふま-を 並べ立てて 願 ふところ を 問え 上ぐ るに 滿 足す 

さ、 やき 

ベから す。 最も 大切なる こと は 神の 耳語に 耳 を 傾け 其の 暗示 を 承け 其の 命令 を 奉ぜん と 欲する 誡」 竹. ん 

に is たさる、 ことで ある。 命令 下らば 直ちに 之 を 肅み行 はんと 欲する 態度 を 整へ、 後れ じ 怠る まじ 

とつ 成 意 を 以てする i りの 本 3 曰で ある。 詩篇に は 神 を 待ち望む と 云 ふ 語が 多く 見 ゆる。 例 すれば、 

『^3^を汝の36理にみちびき我ををし へたまへ、 汝は 我が 救 ひの 神な り、 我れ 終 曰なん ぢを俟 ち 望む 『 

(15,)。 『エホバ を俟ち 望みて その 途を まもれ、 さらば 汝を あげて 國を つがせた ま はん。 なん ぢ悪者 

の 絶ち 亡 さる、 時に これ を みん』 (一一 一一 I の)。 『我 H ホバ を俟ち 望む。 我が 靈魂 はまち 望む。 我れ は そ 

の II 一  1 によりて 望 を 抱く。 我が 靈魂は 衞士が あした を 待つ に まさり、 誠に 衞士が 日： を 待に 勝りて 主 

を まてり』 (お 一一 §)。 此の 待ち望む が卽ち 日本語の^ ひいと 相 通 ふ 精神 上の 態度 を 表した 言で ある。 
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路.^ 傅 第 一 牽に 天使 ガブ リ ェ ル が ザ カリヤに 向 ひて、 『我 は ガブ リ H ル とて 神の 前に 立つ 者な り』 と 

云って 居る。 立つ と 云 ふ は 奉仕 を 意味す る 言で 舊約逮 書に も 屡々 使^せられて 居る。 奉仕：？ が：^, 前 

に 伺候して 其の 命 を 待つ て をる 態度 を 指した ものである。 日本語の まつり は 之と も關聯 した^^ を 

^つ て 居る。 

斯 くの 如く まつりて ふ 語の 源に 溯れば 基督 者の 信仰生活に 就きて 暗示 を與 へられ、 修養の 方針 を 

示さる 、所 頗る 多き 様に 思 はれる。 祈り は 祌を待 ち 望み 其の 命 を 承け て 之 を 行 はんとの 志 吓-ん なる 

態度で ある。 決して 自己の 難 题を總 て 神に 一任し、 自ら は 手 を 空しう して 居るべき 答の もので は 無 

い。 默示錄 の 天使が 六つの 翼 を擴げ て祌の 玉座に 伺候して 居る やうな 意氣 込で ある。 斯 く；；： ら すん 

ば眞 正の 祈りと は 謂 はれぬ。 

祌社 禮拜は 宗敎で 無い。 之 を 禮拜と 云 はす 寧ろ 崇拜と 云った 方が 好から う、 否？ 拜 でもない £{: 小 敬 

である、. 單 に敬禮 をな すに 過ぎない などと 辯 じて、 神社と 宗教と を强 ひて iHi; 別 せんと 試みる 楚もぁ 

る やう だ。 ， 神道の 禮拜ゃ 神社の 祭典が 宗教で ある こと は 日本の 歷史 から 考へ て も、 宗敎學 おの：： ル地 

から 見ても、 疑 ひ を容れ ざる ことで ある。 

今日の 所謂 祌 社が 全く 宗教の 意味 を 失って、 偶像 禮拜の 名殘. なる 西洋の クリス マ ス • ッ リイ： ：！： 様 

の ものと なり、 無意味の 形式に 化する 時代 も來 るで あらう が、 令の 所斯 くの 如き 意味で 神社 禮拜を 

獎勵 さる、 譯 でもな かるべく、 且つ 神社に は實際 宗敎の 分子が 着し、 離れて 居らぬ ので ある。 祖 


こけ を 表する ものと しても 之を祌 社に 祭る とき は旣に 超.^ 然 的の ものに 祭り上げ たので ある 力 

ら、 宗教 的 態度 を 以て 之に 敬禮を 致す ので ある。 

:^.:,L の、 ま、 つ、 りに は愿； ほの 分子が 如何しても 入って 居る。 故に 『祌紙 *.^』 の著^^；は 『fis も 亦 祭祀 

と 離るべからざる 關係 をお し總 ての 祭祀に は 殆んど 祈 薄の 意味の 加 はらざる はなし。 祈禱と は何ぞ 

や。 己の 欲する 所を陳 ベて 之を祌 紙に 訴へ、 其の 救 を 求む るの 故な り』 と 曾って 居る。 此れ 古来 

の ぽは云 ふ も 更なり、 今 n の祌社 禮拜に 於け る 動かすべからざる 事實 である。 旣に 祈り 力 ..¥-瓜 ク刀 

祀の 一要素な りと すれば 北ハの 宗教 的の 所爲 なること は 明らかで ある。 斯 くの 加き が事資 なる にも 拘 

らす、 神社 f^¥ を强叫 する は 取り もな ほさす、 宗 敎を强 制する ことで ある。 宗 敎を强 制する こと は 

：;;^ 印の 自. E に對 する 不法の 處：. ^である。 決して 其の儘に 見過ぐ すべき ことで は 無い。 祌社禮 邦を宗 

教の范 ^外に 置かん とすれば、 如何しても 無理な 苦しき 辯 解 を 添へ ねばならぬ ことになる。 何れ か 

に^-心を麻^^せしむるゃぅな事が起って來る。 た ビ當局 者が 祌社は 宗教で 無い と 辯す る を 好き 事に 

して、 其の f:? 拜を 容！？ I する は、 餘り 子供ら しき 擧動 ではなから うか。 此れ は 毒物に あらす との 符蹇 

さへ あしば、 何でも 容赦な く 丸： 存み にして 可な りと 言 ふと 一般で、 危險千 萬で ある。 宗教に 堪能な 

ら ざる、 然も 多く は 信仰の 經驗 なき 役人の 決定 を 標準に、 斯 くの 如き^ 題 を判斷 する が 如き は 元来 

=5」、：^ ひ 切った： S である。 肯 僚 主義の 最も だしき ものである。 基$:^<?にして渐の如き決定に1^歌す 

る もの ありと せば 實に 由々 しき 一大事で ある。 
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まつりの 一要素と 見做さる \ いのりの 語源に 就きても 輿 味 深き 研究 を 試むべき 餘 地が ある。 や ^ 

1^5 ほ つ， ので ある。 齋み淸 f てき 欲する f 神に f 奉る ので ある。 齋は 敬の 

1 致 眞實無 妄正心 誠意の 態度で ある。 斯くて 恭しく 神に 宣ぶ るが 祈 禱卽ち 1 かいで ある。 之 を. ひが 

のむ とも 云 ふ。 こ ひの むは 請 ひ 祈む の義 で、 請 ひ 願 ふこと と 思 ふところ を宣 ぶる こととの 二つの 一 嬰 

素 を 含む で 居る。 祈禱は 願ぎ ごと を捧 ぐるの みで は 其の 意味が 盡 きて 居らぬ。 感想 を 述べ 志 を；^ 歷 

する こと も 其の 中に 含まれて 居る。 奉告の 意味 も ある。 祈願と 奉告と が 祈 禱のニ 大要 素で ある。 之 

を 漢字に 當て 、考 ふるに、 禱は 寧ろ 奉告の 意味 を 主と し 祈 は 願 ひ 求む ると 云 ふ 方面 を 高調し た^で 

ある。 其 a- で 祈 禱は卽 ち 日本語の こ ひの 仏と 略 ぼ 一致した 文字で ある。 此の 意味 を 記憶し、 -らニ 

つの 要素 を 各自の 祈りに 實 現せし めんこと を努 むるならば、 より 深き 祈り をな すに 至る あらう。 

ァゥグ ，スチ ヌスの g 悔錄の 如き、 詩篇の 如き、。 ハウ 口の 遣せ る 祈りの 如き 告げぎ！！ のみ を 主として 居 

らぬ、 所懷を 披瀝す る 方 fg が 頗る 豐富 である。 

ぬ さおき て われ はこ ひの む あざむかす 

ゐ ゆ  あまお 

. た ^率 行きて 天路 しらし め  - 

これ は 萬 葉の 詩人が 愛する 死者の 爲に 捧げた 祈りの 歌で あるが、 宗敎 上の 兒 地から 其の 慣他餘 り 

貧弱な ものであるまい。 

とも 耶 穌のサ マリヤの 婦に 語られた こと を 思 ひ 出さ！. る を 得ぬ。 『汝 らの拜 する もの を汝 らま 


知らす、 我らの 拜 する もの を 我ら は 知る』 (§11 西) と ある 如く 神の 觀 念に 至りて は、 基督教と 他の 

宗教との 間に 非常に 大 いなる 相 遠を兑 出す ので ある。 とても 同日の 論で はない。 11: じく 祈る と 言つ 

て も 共益 n に 於て 天の 父 を 認め、 其 名に 於て 祈る と然ら ざると は 其 問に 驚く ベ き 懸隔が ある。 
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八 生命の 曙 

今 曰の 题は 『生命の 曙』 である。 一 口に 生命と 云 ふが 其れに は 種類が 色々 ある。 バウ 口 は 林 多 

前書 十五 章に 於て、 『凡ての 肉お なじ 肉に 非す、 人の 肉 あり、 獸の肉 あり、 ^1^の肉ぁり、魚の肉ぁり、 

天に 屬る もの、 形體 あり、 地に 馬る もの \ 形體 あり』 と 謂って 居る。 Is! 人 斯うして 生きて US るが、 

此の 生命 も 亦 年齢に よりて 種類 を 異にして 居る。 . 嬰兒 のとき、 小 擧の頃 或は 中學ゃ 大學に 居る 時 

分、 擧校 卒業後と 謂 ふ 風に 考へ ると 其れ/^ 相違して 居る こと を發 見す るで あらう。 子供の 時 はつ 

まらぬ 物 を 喜び、 自己本位で、 少しも 深い こと や 大きい ことに は 頓着 をせ ぬ。 子供 は 可愛らし いが 

精神 上から 見るならば 低い ものと 謂 はねば ならぬ。 吾人 は 斯る時 を經て 今日に 至った の だ。 然し 考 

へて ると 御 1!^ 樣尙ほ 幼少で は あるまい か。 多少の 智慧 ゃ擧問 はあって も、 大きい 所から れば、 
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矢 張 幼稚園の 子供ぐ らいに 過ぎぬ であらう。 吾人 は 今 tn いくら 威張った ところで、 其の 半 X 叩 は 微：： ；：ぉ 

で、 程度 も 低く、  #1 だ淺 薄で ある こと は爭 はれぬ。 精神界の偉人に比すれば等級の：^^た仳ぃもので 

ある。 共の 差 は 子供と 成人と 異 るよりも だしい と 謂 はねば ならぬ。 此所を 考へ ると、 維で も，：：： ら 

ル みて 現 狀に滿 足す る もの は あるまい。 嬰兒を 以て 成人で あると 强 辯して 之に 安ん する 者 はま さか 

あるまい。 此の こと は 旣に學 校 を 卒業して 人 を 指導す る 地位に ある もので さへ 感じて 居る。 況して 

擧 生に は 此の 感じが 强く あるで あらう。 .SI 分 は尙ほ 進まねば ならぬ、 或る時 機 を 得て： 5- に 高き 所に 

上る 必要が あると 云 ふこと を 深く 感じて 居る であらう。  . 

北ハ 所で 第二  11： の 誕生が、 め 要に なって 來る。 決して 幼稚園に 滿足は 出来ぬ。 .！11:ら§^ ^兒 1!^ 様の もので 

あるとの 自覺を 明かに して 大いに 志 を 高め、 鋭意 熱心 求む るの 精神 を 旺 にせねば ならぬ。 此の 二度 

の 誕生が 個人に 必要で ある 如く、 亦社會 にも 必要で ある。 ィザャ 書 五の 十三に 『辦 るが 故に わが： 

は 無知 曰に して 51- にせられ、 その 贵顯者 はう ゑ、 その もろ./ \- の 民は渴 きに よりて 疲れ はてん』 と あ 

る。 此所 にある 贵顯 者と は 社會の 上歷に 生活して 民の 指導者で あるべき 苦の 人々 である。 所が 彼ら 

も：；^ も 悉く 行き詰りの 狀 態に 陷 つたこと を 描いた ものである。 今日の 時代に 就ても 吾人 は の感 

じ を 懐いて 居る。 咋今 我が 國に 於け る 政治 上の 變動 にも、 此の 自覺が 何 所 かに fl いて 居る こと を發 

In}- する ので ある。 新く の 如く 社 會も亦 二度の 誕生 を 要しつ \ ある。 歐洲の 戰拳も 其の 文明が 二度の 

誕生 をな さんと して 產の 苦しみ をな しつ \ ありし ものと 見 ゆる。 然し 比の 問題に 對 して は H¥ に：^ き 


题 として 取り 极ふ のみで は 不可ぬ。 如何しても 之 を 各自の 人格 問题 として 考 へねば ならぬ。 多く 

の舉生 諸！！；^ は 新に 大蜜發 を 以て 都に 来られた。 各此 から 志す 道を迪 つて 大いに 遣り出さ うと 云 ふ 其 

の 出 發點に 於て、 活を 一段 高く し、 嬰兒 から 成人に 移る やうな 經驗を 味 はれたい ものである。 た 

だ 身體が 鄙から 都に 上った のみでな く、 共の 靈 魂が 幽谷 を 出で \ ^木に 遷る 如き 感じの 起る やうに 

したい。 其の 有る と 無い と は 諸君の 將來 に大關 係の ある 事柄で ある。 

私 は 先日 裏灣に 行った。 往復の 途次 船中に 於て 如何 か 十分に 日の出 を 見ようと W 心 ひ、 每朝巾 板に 

出て 见 たけれ ど、 天  >. おに 種々 差し障り があって、 此れ はと 思 ふやう に毘る ことが 出来なかった。 海 

ヒの i^k: でも^ 滿な 曰の 出 を る こと は 中々 難 かしい。 靈 魂の 變り目 もさう である。 其の 變 化の 圆滿 

玲籠 玉の 如く 眞に 模型 的と も 謂つべき もの は. 多く 毘當ら ぬ。 バウ 口 ゃァゥ ダス チヌス ゃルゥ テルな 

どは^ 魂 の^を 最も ii かに 經驗 した 人々 である。 斯 くの 如き 滅多 に^られぬ 實例を 心 ゆく ばかり U 

物し、 北 ハの靈 魂の 變 化した 跡を迪 るなら ば、 餘程 利益になる であらう。 然し 今日は 之 を 略せざる を 

得ぬ。 た t 諸^の 參考 にも 致した く 一 一三の 事項 を 申 上ぐ るに 止めたい。 

近 s^.:^ る 少女の 强盜 をした とい ふこと が 新聞に 出て ゐた。 彼 は 如何して 斯 くな つたので あらう 

か。 豫{番 の 模様で 毘 ると 人の 妾 や {几 しくない 種類の 女な どが 奢ったり、 派手な 風 をしたり する 風 を 

！ て、 {!1 分も眞 似. *^」 したいと 云 ふところから 强盜 になった やうで ある。 彼女 も 始めから 然ぅ では 無 

かったら うが、 よ 好らぬ 印象 を 受けた 爲に 强盜の 魂が 彼女の 胸に 生れた ので ある，。 人 は 場合に 山り て 
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斯く墮 落して 悪しき 方に 進み 得る ものである。 然し 斯 くの 如く 惡 しき 方に 進むならば、 また 善き 方 

にも 進む 害で ある。 時として 魔が さすならば、 神 もさす 害で ある。 此の 點ー 面 は 恐ろしく 感 する 

が、 他の 一 面 は 希望に 充 たされる ので ある。 

先頃 一一 イチ. - の傳 を讀ん だ。 彼が スヰス で哲擧 問題 を考へ 居った とき は、 丁度 佛戰爭 の 2!^ 中で 

あった。 一日 プロシアの 騎兵が 勇ましく 進行して 往 くの を 見た。 其の 時 彼 は 勇ましく 力に 充てる 

其 有様に 心 を 打 たれて 世の中 は總て 力で ある、 力に 限る。 力 こそ 世 を 救 ふ ものに 相 遠ない とつく づ 

く 感じた と 云 ふ。 此の 時に 一一 イチ- が 新しく 生れた ので ある。 今日の 會 衆のう ちに 曾て 或る H 舍の 

小擧 校の 手傳ひ をして 居た 靑年、 陛下 行幸の. 1! 簿嚴 に、 供奉の 騎兵の 如何にも 勇ましく 立派に 見えた 

の を 目撃し、 急に 軍人に なりたい と 云ふ氣 になり、 其れから 志 を 立てて 東京に 上り 遂に 將. {nn の 地位 

にまで 進まれた 紳士が 出席して 居られる。 此れ は 至極 結構な 話で あるが、 一一 イチ- のこと は それに 

似寄った、 然も 甚だ 危險な 思想家が 其の 間に 生れ 出で たので ある。 彼の 勢力 崇拜の 思想 は 今 IE の歐 

洲大 戰亂を 惹起す るに 就いて 與 つて 力 ある ものであった。 斯 くの 如き 恐ろしい 二度の 誕生 を 經驗す 

る もの も ある。 又 多くの 學 生のう ちに は平將 門が 伊豫 緣純 友と ともに 比 叙 山から 都 を俯陬 みて^ 心 

を 起した やうな こと を 下宿屋に 於て 考へ て 居る もの も あらう。 これ は 誠に 恐ろしい 生れ 方で あると 

謂 はねば ならぬ。 一 

マグ ダラの マリヤ は、 七つの 悪鬼に 憑かれて 居た と 記載て ある。 英國の 或る 美術家 は マリヤが 直 


しからぬ 職業に 從 事して 居った とき、 不圖 した ことから 耶穌の 面影 を て、 世の ものなら ぬ氣 高い 

姿に 感じ、 忽ち 打って 變 つて 高尙な 生涯に 入った と 云 ふ 意味の 名高い 油繪を 作った。 斯う 云 ふ 工合 

に 變る人 も あ. る。 此の 敎會の 或る人 は、 或る 大きな 學 校で 今年 はキ イツの 詩 を 講じて 居られる と 聞 

いた。 キイ ッは 子供のと き 馬小屋の 小 僭であった。 主人の 息子に 導かれて 蚩曰 物 を讀む やうに なり、 

1 日 圖らす もスぺ ン セルの 『フエ ャ リイ .ク ヰン』 を讀 むに 至り、 今まで 潜んで 居た 詩の 天才が 忽 

ち呱々 の聲を 上げて 生れ 出で た。 馬屋の 小儈は 終に 有名なる 詩人と なった ので ある。 

斯 くの 如く 人 は 善 かれ 惡 かれ 皆 周 園から 印象 を 受けて 居る。 之に よりて 變 化を來 すので ある。 故 

に 如 ：！： 云 ふ 印象 を受 くる かと 云 ふこと が大 問題で ある。 兎に角 吾人 は 現在の 儘で は 居られな いので 

ある。 乘 るか 反る か 何れに かならなければ ならぬ。 吾人 は 如何 か 善き 生命に 誕生した いもので あ 

る。 人^ 堯舜 たり 得べ し。 此の 善き 生命に 誕生す る こと は 決して 不可能なる ことで ない。 今ロ此 所 

に集會 せられた 學生 諸君 も 一 一度の 生命 を 善き 方に 發揮 せらる & やうで ありたい。 現在の 生 に 齦 

齪 せす、 永遠の 世界に 目 を 着け、 神 を 愛し、 其の 御 旨、 其の 經綸、 永遠 無窮な ど 云 ふ 方面に 心 を 潜 

めて、 世の中 の とは異 つた 大きな 生命と 其の 仕事と に 生れ 出 でられん こと を ^む。 

近頃 米國の 一新 聞に 左の 如き 與味 ある 記事が 出て 居った。 マサ チウ セッ ッ 州の 知事、 少年の 時 小舟 

で 或る 川 を 渡った が、 途中 其 舟が 轉 覆して 了った。 其 處で彼 は 一生懸命 岸へ 泳ぎ 1 いて 家に 歸 つた 

ので ある。 彼が 其の 顚末を 母に 物語った ところに よれば、 如何 かかう か： 冰ぎ 了せ て 一命 を 拾った の 

八 生命の 曙  五 1  • 


^ 母の こと を H.- つたから であると 言った さう である。 全く 母と 云ふ考 へ が彼にそれ？！^ーの勇氣とカ 

とを與 へたので ある。 基督 敎は 之よりも 深い 徹底した 意味に 於て 人 を 浮き 上らし むる 宗敎 である。 

神の 慈愛 意 3 曰、 經綸 など 云 ふこと が 各自の 心に 深く 徹するならば、 新 ) い 十：、、  1 が e^c- て 來る。 &く 

て 靈魂は 二度の 誕生 を 遂げて、 永遠の 世界に 生れる やうになる ので ある。 (一九  一 A 年 九：：：！) 

九 基督と ともに 隱れ たる 生命 

『夫 汝らは 死し ものに て、 其の 命 は 基督と 偕に 祌の 中に 隱れ 居るな り』 gjfif^) 『總 ての 肉；^ じ 肉に 

あらす。 人の 肉 あり。 獸の肉 あり。 it の 肉 あり。 魚の 肉 あり。 天に 屬 ける もの、 1% あり。 地 こ；；， 

ける もの.. 形體 あり』。 其榮 また 一様で ない。 互に 天地 雲泥の 和 遠が ある。 世に は 生命の 懸隔 甚 しく 

其 種類 大いに 異 るが 見 ゆる。 或る 種類の 生命 は 全く 認識せられ すに る。 故に 常時 世人 或は^ 穌を 

ペルゼ ブルと 呼んだ。 其の 家族の 人 等 すら 之 を 狂せ りとまで 誤解した 程 だから、 斯く ありし も 一方 

から 見れば 怪 むに 足らぬ。 一寸 人の 氣附 かぬ、 容易に 認められぬ 神妙なる 深き 生命が^ 穌 のうち こ 

へ- P  Ty  ^  ' - 

あつたの である。 『猶太 人と 云 はす、 希臘 人と 云 はす 凡そ 信す る もの を 救 ふべき 神の 大能』 の 福音 も 

屢 愚と M ゆるので ある 。『エー 匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり』 (1||ーーー)0良き石も2?1リの目こ は 


あまらなかった。 良藥 口に 苦き が 故に 唾棄 せらる。 國： Ji^ の 柱石 も 唯 物的 文明に 醉 へる ものに は 顧み 

られぬ 非運に 遭 ふ。 併し 時節： ム土 らば、 てられた る ものが 却って 隅の 首 石と なりて、 天下の 耳 E を 

驚かす であらう。 這の 回の 世界的 大亂の 結果 吾人の 期待す る 如く 獨 逸の 敗戰に 終った 場合、 其の 恢 

復カは ：！： 所に 存 する であらう か。 年來獨 逸人の 間に 冷却し つ \ あつたと ころの 敬虔の 念 S 歲" 敎の信 

仰に 外ならぬ ことが 明かになる であらう。 

『夫れ 天！： は 畑に 隱れ たる 寳の 如し。 人兑 出さば 之 を隱し 9 〔び歸 り 北ハの 所有 を 盡く賫 りて 其の 畑 を 

買 ふなり』 と ある。 アンジェ ラスの 圖を！ よ。 只 見る 賤の 男と 賤の女 田-! i の 間に 勞 働し て 

居りし が、 忽ち 晚 禱を告 ぐる 鐘の 聲に、 兩 人肅然 祈り を捧 ぐ。 其の 奥床し さ、 氣 高さ、 言 ひしらぬ 

姿で ある。 紛々 たる 俗塵の 問に も、 祌の 平和 を 味 ひ 知るべき 便り 無き にし も あらす。 資は其 所に も 

潜んで 居る。 『須 ひす 東郊に 向 ひて 尋ね 去る を。 春 は 千 門 萬戶の 中に 在り』 である。 山里 も 世のう き 

せ-ついん はれ- リ そ-つに かくれ た s いん はて 5 しに かくれ はく ゐ はしゅ やうに かくれ ら りたん ちう しに ふす 

ふし は 逃れし を、 よそ 目戀 しき 竹の 下 蔭。 小 隱隱ニ 陵薮？ 大隱隱 二 朝市？ 伯 夷 資ニ竹 陽？ 老聃伏 二 柱 史？ 

たと ひ 柱史の やうな 俗務に 役せられ て 居っても、 高遠なる 思想 を 練り、 道 德經五 千 言 を 世に 造す こ 

とが 出來 た。 況んゃ 基督 を 知る ものに 於て を や。 殺風景なる 世の中に 永遠の 生命 を發 抓 すべき 機會 

多き を兒 出す を 得る ので ある。 

耶穌 彼らに 云 ひける は、 『我に 汝らの 知らざる 食物 あり』 (ffj 曰)。 耶穌は 弟子 等の 案外に 思った 特 

別な 食物 を 得られた ので ある。 祌の 恩寵 は 肉體の 弱き を も 通じて 輝き 亙る。 だから 『人 を 惑 はす も 

九 督 とともに te- れ たろ 生命  五三 


祈の 生活  五 g: 

のに 似 たれ ども 眞實、 人に 知られ ざるに 似 たれ ども 人に 知られ、 死にた る ものに 似 たれ ども 生ける 

もの、 責を受 くるに 似 たれ ども 殺されす、 憂 ふるに 似 たれ ども 常に 善び、 貧しき に 似 たれ ども 多く 

の 人 を 富まし、 何も 有たざる に 似 たれ ども 總べ てのもの を 有て り』 (Ig^fg 六)。 。へゥ 。身に 一 つの 苦 

しき 刺 あり。 其の 除かれん こと を 祈っても 得す。 苦痛 依然たり しに も 拘らす 心 は 平和なる こと を 川む 

た". こ は 主 彼に 『我が 恩寵 汝に 足れり』 と 云 はれた からで ある。 此の la れ たる 食物 だに あらば、 所 

謂 富貴に も淫 せす、 貧賤に も樂 み、 眞に豪 雄た る ことが 出來 る。 

『凡そ 人 はま づ 良き 酒 を 出し、 酒酣 なる に 及びて 惡 しき 酒 を 出す に汝は 良き 酒 を 今 まで^め 置け り』 

(f^§ 一一)。 人生 斯 こそ ありた けれ。 始め 好く して 後惡 しきが 常習 なれ ど、 天よりの 糧を 受けて、 R の 生 

命 を 保つ に 至らば、 日々 に 新た 又 日に 新たなる こと を 得る ので ある。 吾ら がより 好き 方面 は 未だ 充 

分に 發 露して 居らぬ。 現在の 生活 は 多く 奴 隸の狀 態に 過ぎぬ。 漸くに して 子た るの 境に 進み はした 

もの. -、 今尙ほ 『心のう ちに 歎きて 子と ならん こと、 卽ち 我らの 救 はれん こと を俟 つ』 (laffA) 。將 

來に 期待す る こと 多き 祌の國 の 候補生で ある。 聖靈の 初めて 結べる 寳 を 有て る 我ら は奴隸 たる もの 

の 如く 懼を懷 く靈を 受けた ので はない。 『アバ 父と 呼ぶ子た る もの . -靈 なり、 夫 故に 我ら 若し 子たら 

よつぎ 

ば 又 後嗣た らん。 卽ち 神の 後嗣に して 基督と- - もに 後嗣た る ものな り。 我ら もし 彼と \ もに 苦を受 

けなば 彼と もに 榮を も受 くべ し』 (ff，；- 

日に 新なる 『この 尊き 生命 は 基督と \ もに 神のう ちに 隠れて 居る。 人の 目に 着く 現在の 生命 は^ 


の 我で、 眞の 我で はない。 我の 眞 面目 は 基^と-^ もに 祌 のうちに 秘藏 せられて 居る。 基督に よりて 

祌 のうちに 生 し 根 を 共の 愛に 下し、 基礎 を 之に 据えて、 靈 的の 作用 を遂 ぐるが 基督教で ある。 

此の生命は密なる{^-に入り、 戶 を閉ぢ て隱れ たるに 在す 天の 父に 祈る に 由り て與 へらる ベ きもの 

である。 に.： 人 は R 一き、 隠れて、 种と 親しく 語らねば ならぬ。 神と k もに 退隱 する の 心 懸け 厚からば 

、ふす や 1K は け 神の 使 人の子の 上に # 降 する を 見る ことが 出來、 祌の聲 を聽 くこと 鮮 かなる に 至る 

であらう。 1^ れ たる 生命 を 得る の 方法、 此の 外に 無い。 最も 大切なる こと は、 心 を 逢 書に 潜め、 神 

の 言に 身 を 浸す ので ある。 ァゥ ガス チヌス のこ 4 を 見よ。 彼 ほ 多年の 求道者であった。 猶豫 してな 

かく 決着に 至らぬ。 昔聖 アン トー 一 ォが會 堂に 詣 でて、 測らす も 馬太傳 一九の ニー  『耶穌 彼に 云 ひ 

ける は 全 からん こと を 思 は^ 往 きて 汝の 所有 を傻 りて 貧者に 施せ』 と ある 言 を朗讀 せられし にぞ、 

問 きし 條を Id ちに 實 行して 高 德の 人に なった と 云 ふ 話 を 或る日 彼 は 友人から 聞かせられて 非常に 感 

動した。 然し 情欲 S 羅雜 を斷絕 して、 此の 決定にまで 慕 進す る こと 能 はす、 自ら 甚だ 腑ギ斐 なき こ 

とに 感じ、 良心の 呵責に 惱 まされ、 十 年の 修行 何の 甲斐 もな く尙ほ 斯くて ある を耻 かし < 思 ひ流涕 

鳴 咽、 庭前なる 無 花 架樹の 蔭に 身 を 投げ 伏して 泣いた。 忽ち 隣家から 幼 兒の聲 が 聞え た。 宛然 詩吟 

でもして £5 るかの 如く、 『取りて 讀め、 取りて 讀め』 と 繰返して 云った。 そこで 窒に 立歸り 有り合 

ふ 聖書 を 取りて 開き 見れば、 羅馬書 第 十三 章 十三 十四の 兩 節が 目に 入った。 曰く 『行 を 端正し くし 

て晝 歩む 如くすべし、 饕餮、 醉酒、 また 奸娃、 好. 51、 また 爭闘、 嫉妬に 歩む こと 勿れ。 唯汝 ら主耶 

九 ^督 とともに 隱れ おる 生命  五 五 


穌 基督 を 衣よ。 肉 體の慾 を 行 はんが 爲に 其の 備へを なすこと 勿れ』 と。 之を讀 みし 時の こと を 語つ 

て 曰く 『余 は 其 以上 を讀 まざりき、 叉讀 むの 必要 も 無 かりし なり』 と。 斯くて 其の 心 は 定まった。 

疑の 雲霧 頓に 霽れて 祌の 平和 胸に 漲る を覺 ゆる を 得た。 昔 北 條早雲 三 略を讀 ましめ、 『.s^"qlll し^.^! _ と!^ 

えい ゆ-つ Q  ろ を とる 

攬 n 英雄 之 心 一』 と 云 ふ 一句に 至り、 旣 ゃ合點 したる ぞ、 餘は讀 むに 及ばす と 云って 讀 ましめ す、 起 

ちて 八州 を 席捲して 英名 を 青史に 留めた。 ァゥ ガス チヌス も バウ a の 一 語に 飜然意 を 決し 基！^ I の 下 

に 世に も 優勝き 勇將 となり 得た。 『我 基 傅と 、もに 十字架に 釘ら れ たり。 旣ゃ 我れ 生る に 非す。 基 

督 我に 在りて 生く るな り』 (mjg)o 此れ 正しく ァゥ ガス チヌス の實驗 したる ところで ある。 說敎の 

题 なる、 『夫 汝らは 死にし 者に て 其の 生命 は 基 叔：： と もに 神の 中に 隱れ 居るな り』 と ある も：^ じ 意味 

である。 

ゥェ ン デル • フィリプ スがハ アバ アド 大擧 にあり し 時、 風流の 靑 年純士 として、 文 藝に餘 念 無く 

高雅なる 社交的 關 係に 耽溺し、 丁度 白馬 銀 鞍の 貴公子と でも 云 ふやうな 氣 分であった。 然し 或る 十 

月の  一 R 奴隸 解放の 偉人、 a イド • ガリソンが 人道の 爲に暴 徒の 襲 擊に迺 ひ、 蹴られ、 W き 招ら れ 

打ち 叩かる \ を兑、 慨然 深く 感す ると ころ ありて、 其の 夕より 全く 其の 志 を 改め、 世の 爲 人の 爲献 

身 犠牲の 路を 歩む ことに 心懸 くるに 至り、 兹に 新生 命に 入る こと を 得た と 聞く。  ロイド • ガリソン 

の 高義に 接する のみ にても、 是れ 程の 感化 は ある。 況んゃ 祌の羔 なる 基督 を るに 於て を や。 ョハ 

かい ま？ 5 

ネの 紹介に て 邪穌を 瞥見た る 一 一人の 弟子 之に 從ひ往 きて、 隱れ たる 生命 を 動かされ たる も實に 其の 


道理で はない か。  (一九 1 e; 1^  二") 

一 〇 信仰 發展の 次第 

基 敎に 入る もの は、 共の 進み 方が 十人十色で、 其の 次第 も 人に よりて 非常に 遠って 居る。 或 ひ 

は れ紙を 一枚 づっ 刹が す 如く、 少しづつ 進んで、 何時と は 知らぬ 間に、 神の 國の 人と なる 向き も 

ある。 中には 電光 一閃 忽ちの 間に、 際立って 回心 を 遂げ、 道に 志し 神に 立ち る 者 も ある。 然し 意 

識 無意識の^、 遞ぃ 速い の 遠 ひ は あらう とも、 先づ 一回 は 下に 說く 様な 順序で 進む ので ある。 或 人 

は 初めから 罪 惡を感 する が、 外の 人 は 基督の 人格に 引かれて、 まだ 罪 を 感ぜざる 內に、 旣に 耶穌の 

弟子と なり、 餘念 無き 様になって からすつ と 後に 己れ が 罪人た る こと を 知る もの も ある。 其 等の 細 

かい 事 は S3 く $ ^き、 先づ 斯う 云 ふ 風に 往 くので あらう と 思 はれる。 


人 は 久しく 世 ごころ に 染み、 神 を 離れ、 之 を 忘れて 居る から、 宛 も 春の 眠り 曉を覺 えす、 レ ぎた 

なく 夢の 中に 彷惶 ふとい ふ狀 態で ある。 其の 故 順序と して 覺醒が tl^ 一に 來 ねばならぬ。 『是 故に 云 

1〇 信仰 展の 次第 發  五 七 


へる 言 あり。 寢 たる 者よ、 目 を醒し 死より 起きよ、 基督 爾を 照らさん』 (； ぎ。 或は 人生 種々 なる 

出来事に 逢 ひ、 或は 熟々 と 物の 道理 を考 へ、 身の 来し方 其の 行方な ど を 思 ひ 回らし、 良心の 冃が開 

まち 

いて 神 を 思 ひ、 救 を 求む るに 至る。 使徒 行傳 一六に ピリ ピと 云へ る 市の 典獄の 遽 かに 悔ひ 改めた 事 

寳が 記載して ある。 其 夜 俄然 大地震が あった。 之が 爲 めに 彼 は 靈魂を 驚かされて、 道念の 覺醒 する 

こと を 得た ので ある。 

ロセッ テの 描いた 畫に、 マグ ダラの マリヤが 未だ 罪惡の 眠り 酣で惡 夢に うつ \ を ぬかして 居る 眞 

はか-:?  もと 

最中. 不圖 も耶穌 パリ サイの シ モンの 家に 居らる- -を 見掛けた のが 因で、 道念の 覺 醒を來 たし、 忽 

ち飜 つて 高尙な 潔い 生活に 移った とい ふ 意味の 趣向な のが ある。 實に 共通り に 違 ひ 無い。 

第二 罪 を 知る 

其 所で 斯の 如く 覺醒 すると、 第一 に 心 を 刺戟す る もの は 自己の 罪で ある。 寢惚 眼の 漸く 明いた； 九 

へ、 日光が 差し込む と 目 映くて 堪ら ぬと 同じ様に、 鍵 魂が 目醒 むる と、 祌の德 に 打 たれ、 其の 光に 

射られて、 見向き もなら す、 隨 我れ 罪人 何として 好から うかと、 身 も 世 も あられぬ 様に 感 する もの 

である。 舊 約の 詩に 云く 『我 はわが 慰 をし る、 わが 罪 は 常に 我が 前に あり。 我 は 汝に向 ひて i なん 

ぢに罪 を 犯し 聖 前に 惡し きこと を 行へ り』 (！ 、一一)。 斯の 如く 罪 を 知る に 至る のに も rlni ある。 一 つ 

は 道義に らし 理想と 比べて 見る と、 自己の 言行 思慮 唯 々：IS^ つと も 無い ことのみ で、 身の 行末 も氣 


に懸 り、 天 罰の 恐ろしき を 思 ひて、 身 震 ひする ほどに 驚き 戰き、 所 IS 神の 法から 罪を感 する 様にな 

る。 是も 決して 惡き 事で は 無い が、 未だ 初歩の 所 位で、 深き 意味 を 以て 罪惡を 知って は 居らぬ ので 

ある。 正. 常に 罪悪の 了解る の は、 世 を 救 ふ 神の 福音の 光 を 受け、 基督の 愛と 其の 心 si しとに 感激す 

る 所から 生す るので ある。 『罪に 就いて と 言へ る は 我 を 信ぜざる に 因りて なり』 (ff 鳩 一)。 是は人 罪 

を g ぶく 感覺 する に 至る 次第 は、 耶穌の 様な 人格 を 見上げながら、 之に 心 を 寄せる：； M も 無く、 其の 愛 

を i# カ^, にして 打ち過ぎ たる を淺 ましく 罪深き こと" 思 ふ 所から、 我 罪人な りと い ふ 意識 深刻になる 

こと を 言った ので ある。 神の愛が 少しで も會 得って 來る とどう しても. ini ら罪 ある こと を 感ぜす に は 

居られない ので ある。 

第三 此に 至， 9 て 神 を 知う 基督の 事 を覺る rJ と 愈々 鮮 かになる 

& くて^ 沐の 辜が 漸く 明， H に會 得り、 彼と 我との 關係、 其の 救 ひの 不思議なる 察 等が 知れて 來 

. ？  かほ 

る。 『光に 命じて 暗きょり 照り 出で しめたる 神 我等 をして 耶穌 基螯の 面に ある 神の 榮光を 知る の 光 を 

顯 さしめ ん爲 めに 我 倚の 心 を 照し 給へ り』 (婦 I ま tl。 どうしても 耶穌の 事 や、 其の 人格、 其の 精神、 

其の 愛な どが 先づ 心に 徹する 程に 會 得せられねば、 信仰に 進む こと は 出來る もので ない。 其れ故 約 

も Q  もちた ま  , 

翰お. - にも 『彼 わが 榮を顯 さん、 そ は 我が 屬を 受け 雨曹に 示せ はなり。 凡て 父の 有給 ふ もの は 我屬な 

り、 是 故に 彼 わが 屬を 受けて 雨曹に 示す と 曰へ り』 Gi ーハ? と ある。 此處に 首って ある 如く、 耶穌に 
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係 はる 事 ども を 明かに 示されす 其の 榮を 認め ざれば、 ：！：^仰に進むことは出來るものでなぃ。 我ら は 

神の 事に 就いて 暗く、 實に淺 ましき 沒曉漢 である。 其れ故 此の 闇の 如き 胸中 を 上からの 光で 照らさ 

れ ねば 何とも 仕楳 がない。 

第 四 意志の 刷新 

然し 何程 會 得が 參り、 事理 明かに なりても、 其れの みで 濟む もので はない。 根本 は 意志の 题で 

ある。 意志 動か ざれば、 象 を 兎の毛で 刺いた 程に も 效カは 有るまい。 意志 は 根本的の 我で ある。 人 

格の 中柩 である。 此處を 一つ ゥンと 刺いて、 搖り 動かす ことが 必要で ある。 どうい ふ i§: 梅に. お 志 は 

感化され る ものである かとい ふに、 先 づ之を 說き勸 め 論し 勵 ますこと が 無くて はならぬ。 『われ 人に 

な は  あし-. ：! 

用ゐる 索すな はち 愛の つな もて 彼等 を ひけり。 我が 彼等 を 待 ふ軛を その 腮 より 擧げ 除く る もの、 如 

くにして 彼等に 食物 を與 へ たり』 (f  f  If ) 。此處 に 我と ある は祌 のこと を 言 つたの で ある。 神の 人 を 

き敎 へらる &ゃ、 實に 忍耐 持久、 驚くべき 同 を 以て、 も 親切なる 御者が 嶮坂 などに 懸 つたと き 

其 牛馬 を勞 はり、 口 を 取り、 手綱 を 緩め、 軛を 引き上げ などして、 自ら：^ 馬と 一列に なりて、 之 を 

進まし むる と 同様、 洋き 所に 乎の 屈かざる なく、  ^穀 懇切 を 極む。 『凡て 父の 我に 與へ しもの はわれ 

さた 

に 就らん 我に 就る もの は 我 かなら す 之を棄 てす』 『我 を 遣 はし 、父 もし：；：； かざれば よ く 我に 就る な 

ゆずぶ 

し』 (^|，^|)。 斯の 如く 祌我を 引き 給 ふ。 詮 する 所 自ら 進んだ のでな く、 祌に W かれ、 搖 板ら れ、 


動かされた 結^で、 ャッと 借 仰の 志が 起った ので ある。 諧美歌 一 九 八の 意味 を 深く 味、. - べきで ある。 

共れ こ は 默示錄 三の 二十に 恶き 『とぼ そに た、 すむ まれび と をみ よ や いと もの しづかに お 

とな ひた まへ り』 云々 と いて ある。 諸^；；も？好て兑られたでぁらぅ。 ホ ウル マン • ハ ントの W 毛に 

なった 畫に、 耶沐が 外に 立って、 戶を 叩きつ-^ 待って 居らる h 耿を寫 したの が ある。 戶 は.^ しい^ 

I 鎖め 切られた ものと 兑ぇ、 上 から^が 下った で、 共邊 一而 雜草 茂り、 はだ 物淋しき 景.^ であ 

る。 喑き ての み出沒 する 蝙蝠な ども 兑 える。 是は 多分 人の 露 魂が、 泰 物の 露 相に 暗く、 祌 のこと 

ぁリ さま  ： , 

にかけ て は 無學蒙 味で、 五里霧中に 迷って 居る 狀態を 示した もので あらう。 馬 も 食 はぬ^な 雜 =リ の 

みが 一 5:^ り， 戶な ども 一 {：；| の 絡った 儘で 棄て 置かれて あるの は、 人如何に靈魂の^に無顿ぉでぁるかを 

^はさんと した もので あらう。 屮に 人ったら 如何なる：：^ 味 惡き蟲 などが 蜜， 爾 して 居る か。 必定 魑魅 

魈；： 11 のす fe. であらう。 如何にも 適切に 人の 靈 魂の 罪に 迷ふ狀 態を寫 した ものである。 共 所へ 耶穌 が來 

られて 忍耐 深く 戶を 叩き つ 、案 內を乞 はる k ので ある 。彼 は强 いて 戶を押 破り、 屮 へ 踏み込む 様な こ 

とま 爲られ ぬ。 1^ を盡 し、 道理に 訴 へて 諫める、 論す、 戒 むる、 導く。  ^うい ふ 方法で ま： 魂の 奥深 

I  二と はりせ 

く迎 へられん こと を 切に 待って 居られる。 卽ち 愛の 綱 を 以て 引かれる ので ある。 斯の.^く迸^^:^め 

て、 人の 意思 を 動かさん と 試み、 頻りに 說き 諭されても、 人の 靈魂は It 志 弱行、 祌經衰 者の 様で 

あるから、 手の 着け やうがない。 故に、 

一 0 信仰 發展の 次第  六 一 


第五 意志に カを與 へられざる 可らず 

『願 ふ は 其榮の 富に 循ひ、 其靈を もて 爾曹の 衷の人 を 剛健に』 す Qlffl") と ある 如く、 人の 意志 は 

神の 聖靈 によりて 強められねば ならぬ。 病人が 醫 者に 馳 けつけ る 様に 神の カを賴 まねば ならぬ。 そ 

こで 斷乎 たる 決心が 出来る。 全く 己の 我を折り 基督の 救に 身 を 寄せ、 之 を 我が、 干；、 我が 救 者と して 

仰ぐ A.U が實際 やれる 様になる。 卽 ち絕對 的に 神に 服從 し、 主 耶穌の 救に I がと 依り 鎚る様 こなる。 

第 六 信仰と 悔改 

是れ が卽ち 信仰で ある。 思想 も 情感 も 意志 も 悉く 耶穌 に歸 依す る。 耶穌與 へて 我 之れ を受 くる。 

耶穌 照して 我れ 之 を 反射す る。 落花 流水、 水と 5 一との 關 係の 如き 交りが 結ばれる。 祌の遣 はされ た 

る 基督と 其 救の 事業と が 無ければ、 切實 に當然 に祌を 信仰す る こと は 出来ない。 祌を；：；^fるとぃふ 

は卽 ち耶穌 基督に 於て 顯彰 せられた る 彼 を 信す る ことで あるから 約翰傳 六の 一 一九に 言って ある 如く 

『神の 遺 はし \ 者 を 信す る』 ことが 大切で ある。 斯の 如く 主耶穌 基督に 信賴 し、 之 を 愛し、 之に 身 を 

献げて 事 ふる 様になり、 卽ち 信仰が 湧いて 来れば、 神と 活動 を 共に し、 其の 生命の i に 自ら も 加 人 

する ことが 出來 るので ある。 

使徒 行傳ニ 〇 のニー  に 『神に 對 ひて は悔 改め 主 耶穌 基督に 對 ひて は 信仰すべき こと を ユダヤ人 及 


び ギリシャ 人に 示せり』 と ある。 基督 者の 傅 道 は 古 も 今 も 悔改と 信仰と を勸 むる に 外ならぬ。 此の 

二つ，. が異 つて 居る か。 悔改は 旣往を 顧み、 神の 前に 自ら を 反省して、 前日の 非 を 悔い、 衡 つて 

ナリじ やうし し 

罪- 惡を 去らん と 欲する 決定 心 を 謂 ふ。 li:;^ 仰 は 基督と 之に. H りて 顯 はれた る 一大の 父と に 導ら 心 を倾け 

之に 身を投 する を 謂 ふので ある。 幽谷 を 出で て 喬木に 移る とい ふ エーに 當て 見る と、 幽谷 を 出る のが 

悔改 で、 喬木に 移る の は 仰 である。 西から 東へ 行く を 以て 謦 ふれば、 西より とい ふが 悔改 で、 ^ 

あ t  つまり  ， 

へと いふが 一 K 仰に 對當 るので ある。 結局 一 つの 事 を 其の 兩 端から 首った もの だ。 決して 全く 相^れ 

た训々 の 事で はない。 信仰に 進む と 同時に、 過去に 對 する 反撥 力が 盛んに 起る。 耶穌の 愛に 引 • かれ 

共の 救に 身 を 寄す ると 共に、 罪悪に 對 する 盛 返しの 力が 自然と 振 ひ 起る。 旣に 幾分のお 仰 無くば、 

悔改 は出來 ぬ。 第一、 神の 存在 を 信ぜねば ならぬ (一 ifff) 。第二、 神の 慈愛 を 信じなければ 活力 ある 

レは改 は 生す る もので ない。 何程 悔いても 失望で は 何にも ならぬ。 悔み 歎きつ、 滅 ぶる のみで ある。 

『それ 祌に循 ふ 憂は悔 なきの 救 を 得る の 悔改に 至らし む。 然れ ども 世の 憂 は 死に 至らし む る 也』。 

i^ヒ#に依りて神の愛に感じ、 之に 勵 まされて 望 を 起し、 勇氣を 奮っての 悔改 でな くば、 

徒ら こ _ 死 を 招く のみで ある。 救と なるべき 悔改 は、 己が 罪 甚だ 大 なりと 雖も、 神の愛 は 更に 深く 且 

まっし ひら  ,  . - L 

つ 犬なる ものである こと を 認め、 其の 救 を 目 懸けて、 « 地に 駆け込まん と 欲する ものである „^ハ 氷 

であるから、 悔改の 中旣に 信仰が 根ざして 胚胎され て 居らねば ならぬ 道理で ある。 又5^仰ぁりと言 

つても ヤコ ブ 書に いふ 如く. 『なん ぢ祌は 唯一な りと 信す、 如 此信 する は 善し 魔 も 亦^ じて 戰慄 
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り』 の-とい ふ 有様で は 役に立たぬ。 如何しても 『愛に 由て 作 川く ところの 5^ 仰』 (§ 拉の太 I) で な く 

て は 何の 益 も 無い。 眞 正の 基督 者 は 『我 は 我が 行に 由り て 我が i い 仰 を 雨に 示さん』 (1 の 各 一 $) とい ふ氣 

風 を 有つべき 害で ある。 

此 意味の 具備した 眞 正の 信仰が 卽ち 基督 者た る もの \ 生沾の 基礎で あり、 其 道徳の； i; 力が 總て此 

處に 伏在して： IS る。 基督 者は卽 ち： G 者で ある。 

第 七 罪の 赦を 得て 神の 子， るに 至， 9 し を ft 登す 

とし？」 ろ 

斯 くの 如くに 耶穌を 俗 じ、 又祌 を：！：^ するとき は、 己が 罪赦 されたり との，！ m 覺： き來 りて、 . ^來 ®- 

魂の 重荷であった ところの 罪 惡も釋 けて、 自. H の 身と なった 歡喜 何とも 云 ひ 知らぬ 様になる 。『神の 

選びた る 者を訴 へん 者 は 誰か。 義 とする 神なる 乎。 罪を定 むる 者 は 誰か。 死にて 役よ みがへ り 神の 

右に 在りて 我らの 爲に禱 吿し給 ふ 基 # なる 乎』 (a3i，)。 

人 は 神に 造られ、 共の 保護の 下に 成長して、 遂に 神の 子た るの 實を發 すべき ものであるが、 罪 

に 溺れ、 物界に 於け る 生活の 外餘念 無く、 祌に對 して は、 ：；に 仰 無く 愛 心無く、 《めに之を危ぶみ；^^ひ 

て、 天の 父の 家なる 此の世界 にも 安堵す る こと 出來 す、 宛 かも 仇の 接み かに 宿りて 針の^に する 

かの 如く 常に 憂苦 煩悶に 駆られ、 自己の 工夫と 經營 とに 忙しく、  丁度 輕 薄なる 子が 親の 家に 在りな 

がら、 孝、 む を盡す こと を 知らす、 只 不斷に 自分の 事にば かり 屈託して ると 同 然 之が 爲め 共の 兄 n.:^ 


市 妹と も 几し からす、 怨み、 妬み、 愤り、 猜疑心 深く して、 相愛す るの 道行 はれ 雞 きめ 核で あ 

ると： 11: じで ある。 斯くて は 如何しても、 神の 子た る 精神が 無い。 北ハの 精神 無くば、 之 を祌の 子た る 

實無 きものと 認めねば ならぬ。 ハれで 人の 狀態は 今の 如く 悲慘 極まり、 烦悶 常に 絶え^な きものと 

なった ので ある。 

然し： |5! こ說 明した 如き 意味の： 一:^ 仰 を 抱く に 至らば、 路加 倚 一 五の 放邀 なる 子が ル 父の もとに. 參 

したと 同じ 様な ことになる。 彼 は 前非 を 悔い、 父の 家を戀 ひしく 思 ひて 歸り來 りしに、 父 は^に 遠 

くから 之 を 見出して、 歡 喜の 情に 堪 へす、 走り 往き 其の 首 を 抱きて 接吻した。 『子 其の 父に 曰 ひける 

は、 父よ 我 天と 雨の 前に 罪 を 犯し たれば、 汝の 子と 稱 ふるに 足らざる なり。 父 その 僕 等に！ ：！ ひける 

は 致 も" を if りて 之に 衣せ、 北 (指に 環 を はめ 其 足に 履 を i 牙せ よ。 また 肥えた る犢を き來 りて 

宰れ。 我ら 食して 樂 しまん。 是 わが 子 死にて 復 生き、 失 ひて また 得 たれば 也』 (If ほ 11) 。是は A も 

卬を^ て、 冲の 子た るを鮮 かに 感得 するとき の 心 をよ くも. n した ものである。 祌のィ たるの ^^.=4 

こ 認めら r -、 實に 天の 父と 相 親み、 其の 信任の 厚き を 思 ふの 自ま心 も 生じて、 胸中. お A かに.^ 〔-， >S る 

-  よつぎ  1 ) 、： 

るば かりで ある。 此は。 ハウ 口が 羅馬 書に 言った 如く、 『我 儕 もし 子たら ば 又 後 綱た らん 卞 の 後 

1^ こ， して 基督と 偕に 「後嗣た る ものな り。 我 倚 もし 彼と 偕に」 苦み を 受けな ば 彼と 揩に榮 を も受く 

べし n  (fl) 。信仰の 前後に 於け る 人の 相逮 驚くべき である。 基 者の 祌 より 賜 はる 精神 は 『奴^た 

る もの \ 如く 復び懼 れを懷 く 鍵に 非す。 アバ 父と よぶ 子た る もの k 靈 なり』 (fflT^J 『汝 ら旣に ザ 
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たる こと を 得しが 故に、 祌 その子の 靈を 爾曹の 心に 遣り アバ 父と 呼ばし む』 (11^5。 是れぞ ：4^- し 

く 在天の 父に 對 する 孝子の 心で ある。 

人 若し 從來の 行き 懸. りの ま \、 その 自然の 成り行きに 放任せられ しなら ば、 印 S 舉蜀 の裔發 にて 

此處に 達する こと は 出来ぬ。 叉 天の 父 を 心の底から 懷 しみ 戀ひ慕 ふ 一念 も り 難ハ。 『i5? る 人 は，^ 

P も-ス 

脈に. S るに あらす、. 情慾に 由る に 非す、 人の 意に 由る に 非す、 唯 神に 由り て 生れし 也』 (ml) 。卽 

ち 祌の獨 り 子耶穌 基督 を 受け、 其 名 を 信す る もの \ み祌の 子た るの 權を與 へられる ので ある。 全く 

祌の恩 深き 救から 出づ るので ある。 基督の 救 人の 心に 徹し、 其の 愛靈 きの 屮に 効力 を顯 すに 及び、 

始めて 祌の 子た るて ふ精祌 は產れ る。 此の 如く 生れ 出で たる 神の 健兒 ならば、 勢 ひ 猛烈なる 世に 勝 

つ こと も 出来る。 勝利の 氣カ蒙 勃と して、 常る 可から ざる ものが ある。 實に男 ましき ことで ある。 

喜び 之に 過ぐ る もの は あるまい。 

『なん ぢら視 よ 我-侮 稱 へられて 祌の 子た る こと を g -。 これ 父の 我 倚に 賜 ふ 何等の 愛ぞ。 t は 父を識 

らす。 是 によりて 我 儕 を も 知らざる なり。 愛する 者よ、 我 倚い ま 神の 子たり。 後い かん 未だ 露 はれ 

す 其の 現れん 時には 必す祌 に 肖ん こと を 知る。 そ は我條 その 眞狀を 見る ベければ なり』 (lf<.luff)o 

神の 子た るの 道 は實に 廣大な ものである。 基 誓 敎の道 德は皆 其の 根據 を此處 に：， y く。 共 品性の 淵 1£ 小 

である。 夫 孝 德之本 也、 敎之所 由 生 也と あるが 如し。 孝の 本體 は、 祌の獨 り 子 耶穌に 於て 1:;^ も^， 

に實 現せられ て 居る。 吾人 は 之 を 信じて 祌の 子た るの 道を體 現し、 理想的 生命 を抉梳 し、 身 を 立て 


て、 人類た るの 光 榮を發 g: し、 祌の避 ぼ を 顯彰. する ことが 出來 るので ある。 

第 八 孝道の 熟達 

さすら  にちぶ 

多分 法華經 であったら うと H 心 ふ。 長者の 子が 親 ある を 知らす して、 流離 ひ 人となり、 酷く 落魄れ 

てお たの を、 親なる 長者 兑 出して、 其 跡目 相 綾に したいと 切に 望んだ けれど、 如何にせ ん墮 落が 甚 

だしい ので、 急に は 其の 運びに 至らし むる こと も 出来す、 種々 苦心した 結 ra^ やっと 親子の 名 吿りを 

する 様になつ たとい ふ 話が 書いて ある。 基督 敎に 於て、 神の 子た る 道 を 成就す る も 之と 同じく、 た 

ぬけさ 

とひ 祌の 家に 入れられても、 久しき 罪悪の 汚れと 其の 弊と は 頓に脆 切る もので 無い。 餘 程の 修行と 

鍛練と を 精まねば、 孝道 を 全 ふす る こと は六づ かしい。 不良少年の 宿 腐む らくと 發 作して、 见角 

横道 こ ^ 迷 ひ 人らん とする ので ある。 其 だから 基督 者 は 恐れ 戰 いて、 己れ の 救 を 全 ふせねば ならぬ。 

聖 の 啓 導と 其の 黧陶 とに. H りて 益々 潔め られ ねばならぬ。 『されば 愛する 者よ、 我 倚 この 約束 を 得 

おの^  きょき  /f  - ゝ NA«SX, 

たれば、 肉と 靈の 凡ての 汚れ を 去りて 自己 を 潔くし、 神 を 畏れて 聖潔 こと を 成就すべし』 s#tf)。 

祌學 者の 語に、 成分に 於て は 完全 なれ ど、 度に 於て は、 不完全な りと いふ ことがある。 人 若し 基督 

まるで 

に附屬 し、 身 を 以て 全く 之に 投 するならば 旣に 神の 子と せられた ので、 昔と は 全然で 異っ たものに 

なった 道理で あるから、 種子 は 完全で あるし、 發達 成熟の 晃込は 十分で ある。 乍然 如何に せん、 ま 

だ 幼 維 軟弱で、 餘程手 を 懸けねば 發育を 誤る かも 知れぬ。 此處 が卽ち 成分 は 完全で も、 度に 於て 不 
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完全 だとい ふ 意味で ある。 基督^^は曰々潔められることを努めねばならぬ。 此の 潔 めら る \ と いふ 

に 二種 ある。 一 つ は 神に 聖別され 其 用に 供 せらる、 意味で ある。 他の 一 つ は 斯く祌 の 用に 聖別 せら 

れ たからに は、 其の 目的に 適 はしかる 樣、 精神 上 其 資格 を 整へ ると いふ ことで ある。 前の 意味で 言 

へば、 基督 を 信じ、 志 を 立て、 方針 を 定めて、 神の 道に 身を投じた とき、 卽ち身 を 聖別した とき、 

基督 者 は旣に 全く 潔め られ たもので ある。 其が 彼の 本領 特色と なった ので ある。 其處 からい ふと 基 

督者 は旣に 完全に なった と 謂っても 不可 はない。 然し 此 本領 を 發 揮して、 着々 其の 目的に 適 ふだけ 

の 實を擧 ぐるに は、 幾多の 時日と 努力と を 要する。 だから 後の 點 よりい ふと、 基督 者の 潔 めら る k 

こと は S 糸 進 的の ものである。 然し 人の 努力 は 結局 神の 聖霊に 依らねば 効力が 無い。 故に 『願 はく は 

かぎり 

窮 無き 契約の 血に 由り て 羊の 大 牧者なる 我 儕の 主耶穌 基督 を 死より 甦らし 入+ 安の 神、 耶穌 基督に 

由り て 其 悅ぶ所 を 爾曹の 心の中に 起し、 叉爾曹 をして 其 3 曰 を 行 はせんが 爲 めに 凡ての 善事に 於て 爾 

曹を全 ふせ しむべし』 (fig 嚓 1 一一 さ とい ふ 志が 必要で ある。 我等 は 『潔く 缺 なく 咎 なくして』 基き の 

前に 立たん こと を 期待せ ねばならぬ。 是れ 永遠の 事業で ある。 『我ら 今 神の 子たり、 後い かん 未だ 露 

れす其 の 現れん ときには 必す 神に 肖. ん こと を 知る』。 是れ 基督 を 信す る もの \拘 負で ある。 
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■ 一  如何で 斯 のこと あらん や 

(約 翰傳 三の 一— 一 五) 

一一 コ デモ は ユダヤ人の 宰で、 議院に 一席 を 占め、 德望を 以て 世に 常： んぜ られ、 自ら 老人 を 以て 任 

する： が 齢に ばした， < "である。 然し 其れでも 3: か滿 足の 出來ぬ ものが あって、 人生 を行懸 りの ま&に 

過す こと を 好ます、 更に 好き もの を 獲ん と 欲する の 志 止み難く、 旣に 作り 得た 經歴を 枕に は 死ねな 

いと 思 ひ， ほめて おたらしい、 彼 は 向上の 氣 分に 富んだ ので ある。 斯 くの 如き 成功者 や 老人の 多き 岡 

は 幸福で ある。 

夜間の 訪問 何の 意 ど 

山來 一一 コ) ァモの 如き； S 風の 人 は 耶穌の もとに 引き 着けられたがる。 因循姑息、 總 じて 保守に 倾く 

しでか 

流债 では、 の 道に 近付く  Hi が 難 かしい。 一一 コ \ ァモは 何事 をか爲 出したい、 此の ま. - 老朽ち て は 

ならぬ と 同志と 相 i り 自ら 之が 代表者と なり、 大 いなる 問题を 提げて 耶穌を 訪問した。 然しせ： (れは 

が^であった。 ：！： 故 夜 を 揮んだ ので あるか、 夜業の 餘カを 之に 與 へたので あるか。 人生の 大事 を 

解：^ し ウル 敎の 問題 を 釋んと 欲する もの は、 之が ために 最善の 機會を 提供し、 能 ふ 限り を Ita, すの 覺悟 

を 有って おらねば ならぬ。 或 ひ は 世を拇 かり、 人 s を 避けて、 夜陰 密々 に來 たので あるか。 其れで は 
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到底 大 いなる 獲物 を 手に入れる こと は 出来ぬ、 精祌界 のこと は 男氣を 要す、 徒らに 平和 をのみ 思 ふ 

こと を容 さぬ。 時として は 劍をも 出す を辭し 難いので ある。 また 或 ひ は 耶穌事 多くして 夜 問の ほか 

面會を 求め 難き 理由で あつたか。 若く は 深き 談話 は靜 なる 夜間に 如かす と考へ たからで あらう 

か。 何れと も斷 言す る こと は 出来ぬ、 何に せよ 彼が 夜間 來 たの は 一考 を惯 ひする ことで ある。 

天 縱の師 

彼 は 先づ言 ひ 出で た 『ラビ 我れ 汝の祌 より 來る師 なりと 知る。 祌 もし 偕に 在 さすば、 汝が 行ふ此 

しるし  こうけい あた 

らの徵 は 誰も 爲し能 はぬな り』 (二)。 其の 耶穌の 人格 を觀 察せる ところ、 未だ 肯綮に 中って は 居らぬ。 

然し 眼旣に 非凡で、 敬服すべき ものが ある。 兹に 神より 來る師 と ある は、 門 地ゃ擧 閥に 關係 なく 

直ちに 祌の敎 を 受けた 天才の 人、 天 縦の 師と 謂った 様な 意味で ある、 ラビと 言へば 學校 出身の 人で 

誰の 門に 舉び 如何なる 擧膝を 有する かな ど S1 だ 面倒な 時代に ありて、 而 かも 北方の 僻地 ナザレより 

たくみ 

出で 木工の 子と して 世に 知られた る 耶穌を ラビと 稱し 其の 天来の 人なる を 認め、 學 閥に 拘 はらざる 

權 威に 推服し、 進んで 之に 道 を 問 はんとす るに 至った と 言 ふこと は實に 見上げた 精神で ある。 一一 コ 

デ乇 は旣に 格式に 拘泥せ す、 通常の 系統 以外に 人 を 求め、 思ひ懸 なき 方面より 先生 を 迎へ來 りて、 

之に 師事し 共に 大事 を圖 らんと したので ある。 彼は當 時の 民本主義 者であった。 共 敎は斯 の 如き 

もっとも 

氣風を 尊ぶ、 耶穌が 此の 人と 數 刻の 談話に 感 與を覺 えられた る も 道理で ある。 舉者も 可な り、 研究 


者 も 可な り。 然れ ども 天 錫の 師 なる 豫霄者 は 更に 1^ やぶべき ものである。 

隴を 得て 蜀を 望む 

十：： 人 は^ の奇 蹬を兑 i し、 其の 物理的に 意外なる 出来事で あるに 驚き、 或は 疾病 を 癒されん と 期 

待し、 だしき は 肉體の 食物 を 獲ん と 欲する に 過ぎなかった。 然れ ども 一一 コデ モは 耶穌の 爲を見 

て 之 を 『§ し』 と解釋 し、 甘：： の單に 物理 界 の出來 事に あらす、 靈 的の 意味 深 かるべき を 思 ひ、 漸 やく 极 

本 的の 深き 問題に 觸れ、 國 民の 宿志た る 神の 國の實 現すべき 時節 到来せ しに やと 雀躍の 心地 もせら 

れ、 尙ほ 之に 就きて 敎を 受け、 所見 を も 述べて 見ば やとて 耶穌を 訪問した ので ある。 其の 傾向 は頗 

る逮 全であった。 志が 正しき 方向 を 指して 居た。 所謂 一 を 聞きて 二 を 知る。 出来事の 皮相から 其の 

祌髓に 人らん こと を 心 懸けた ので ある。 其の 造詣 益々 深く、 漸く 進んで 徒 境に 入らん とした。 道 を 

舉ぶ もの ル，： 斯く ありた きこと である。 

百 尺 竿頭 一 步を 進む 

- コ， テモの 思想 斯の 如き 善き 方向 を 指して は 居た が、 祌 國に關 する 其の 見地 は 依然 時代精神に 支 

配せられ、 ユダヤ 對羅 馬の 關 係に 拘 はり、 政治 糾織ゃ 制度 文物の 方面に 忙 はしく、 其の 純然たる 霞 

的 意味に く、 概して 者の 治國平 天下の 理想の 如く、 未だ 宗敎 及び 倫理の 堂奥に 達せす、 形式の 
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世界に 彷德 して 居た ものと 見える。 例へば 今や 世界の 大 25 根本的に ー變 せんとす るに 當， ひ、 國際聯 

g| などの 如き 大 問題に 就きても、 或は 僅かに 經世濟 民の 政治的 兒 地から 之 を 解決 せんと 試み、 國際 

の 法度 典 章な ど を專ら として、 其の 目的 を 遂げん と 欲する 向 も 頗る 多数の 様で あるが、 實は 精神 上 

の大 問題の 其の 前に 横り 居る の に氣 付か ぬ 様で ある。 諸國民 の 精祌狀 態が 今 のま.^ で 其の 理想に 變 

りなく、 其の 趣味 は舊 のま \ にて 繼績 し、 從來の 如く 利害に 支配 せらる \ のみなら ば、 未曾有の 戰 

禍を惯 ふに 足るべき 結果 を 1  莨 現せし むる こと は 到底 望まれぬ。 今や 世 の 進歩 を 夢み、 文明の ー轉 

機を來 さんと て、 焦心 苦慮す る人尠 からす。 緻密なる 研究 を 公に し、 或は 合縱 連衡の 智 術を掷 ひ、 

巧妙なる 法文 を作爲 し、 安全なる 國境を 制定し、 聯盟 を 維持す るに 缺く ベから ざる 制裁 を 何れに 求 

むべき か を 討論す るな ど、 其の ffl 意 周到に して 努力 怠る ところな き 様に 見受ら る。 然れ ども 斯くて 

國際 聯盟の 美 果を牧 めんと 欲する は 如何で あらう か。 重大なる 何物 か を 見逃がして 居る ので は ある 

まい か。 所謂 列强が 利益 や 威力 を爭 ふこと を斷 念し、 精神的に 更生して、 祌を れ義を 愛し、 人道 

を 重ん する の 基礎の 上に 國を sa つ る狀 態に 達せ ざれ は、 萬 事 徒 勞に歸 する や も 測り 難き 次第で あ 

る。 一一 コ デモの 考も 今日 巴 M に 猿 まれる 人々 と餘 り相逮 して 居ら ざり しゃも 知れぬ。 其れで は 到底 

其の 志す ところ を實 現せし める こと は 出来ない。 

新に 生る 、を 要す 


『耶穌 答へ て肯ひ 給 ふ。 誡に誡 に 汝に吿 ぐ 人 新に 生れす ば 祌の國 を 見る こと 能 はす』 へ 三) 。蓋し 一一 コ 

、、テ モの せ、  1 ま 彼 CI 身の 想像せ るよりも 大 なる 事業で ある。 富に 意外なる ほど 徹底せ る 根本 問題で あ 

る。 阔 も： W 人 も 今の ま \ にて は 其 所に 到逹 する こと は出來 ぬ。 現在の もの を 悉く 否定し、 破雍し 

さたが. り-つまれ かはリ  , 、 

て、 總てを 板 本より 改^し、 iss* 新なる 出發 點を晃 出し、 宛然 更生た る もの k 如くなら ねばなら 

ぬ。 終 緒で なく 改築で ある。 成長でなくて 誕生で ある。 j^r つ 来の 勝史 を繼 あ-する に 過ぎざる 狀態 では 

行かぬ" 新たなる^ 國を耍 す。 革命がなくて は 叶 はぬ。 全！ 1:^ 面に 一旦り て 維新 を ii るが 必要で ある。 

國ぉ として 斯の 如く 新なる 出 發點に 就かねば ならぬ のみなら す、 一一 コ 、、テ モ の 如き 個人 も 世に 許され 

たる 紳士 社會の 上流に 位せる 先 W たるま & にて は 新時代の 役に立たぬ。 世界 改 #3 の 材料 は 全く 新に 

1^. り 出した る ものに 非 ざれば おの^に 適せぬ であらう。 現今 大立 物た る ゥヰル ソン 氏の 如き、 彼自 

身 は 鬼 も あれ、 其の 相手と する 列國ゃ 其の 代表者、 さて はせ： 〔の 國！^ を 村 料と して、 己れ の 理想せ る經 

綸 を現赏 せし むる こと は 不可能で あらう。 如何しても 總 てが 根本的に 改造 せらる &を 要す。 耶穌の 

首 はれた 意味が 此處 である。 ユダヤ 國 1^ は 現在の ま. - 推し 移りて、 祌の國 となる こと を 得ぬ。 一一 コ 

ギ乇も 社 會の指 i:3?*^、 國 1^ 會の 議員、 德望ー ：2 き老 li^ であると 云 ふの みに て は 新たなる 國に 人り て、 

や tjpi< ^とな"、 棟梁と なる さは 出来ぬ。 彼 は 今日まで 蓄積せ る經 驗越歷 の、 餘威ゃ 餘カを 被； 土の ご 

V- と 

とく 放鄉 して、 全く 新なる 出 發點を 見出さ すん ば 祌國を 認識す る こと も出來 難いので ある， 燈？ 〈^ 下 

暗し、 旣に其 の ものに 接しながら 之に 氣 付かす 居る や も 知れぬ。 新時代 到り、 世界 改造の 場合と な 
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りても 舊 時の 夢 酣 にして、 { 仝 しく 保守的の 見地に 孤城 落日の 狀態を 維持 せんとす る もの も ある。 此 

か ^くに 

等 は 未だ 新に 生れざる 故に、 神國を 認識す る こと 能 はざる ものである。  . 

人生 終局の 大目 的  き 

li コ， テモは 天 晴祌國 の經營 者と して 自任して 居た が、 其の 志す ところの もの は 自己の 想像せ るよ 

われら  -- 

り も 遠大な ものであった、 吾人の 世に ある、 また 之に 同じく、 何れも 終！ ii の 目的に 向って 進みつ \ 

あるが、 望む ところの もの は 自己の 明かに 意識せ るより 遙 かに 廣大 なる ものである。 怜も 高山に 登 

る 時の 如く、 もはや 之に て盡 きなんと 思 ひつ X、 一  つの 峯を越 ゆれば 前路 更に 一 寒のより 高く 錄ゅ 

るに 驚かさる \ 心地す るので ある。 名利、 富贵、 功 案、 威力 等 を 目が けて 幕？ 進 すれ ども、 終お の 目 

くるめ 

的 實は其 所に 在らす、 目 も； 1^、 くば かり 天を衝 いて 幾. ゆる 理想. の 眼前に 出現す る を 見出す ので. ある。 

然れ ども 多くの 人 は 之に 心 付かぬ。 見れ ども 見えす、 聽け ども 開え す。 饑渴 けど も 何 を 以て 癒す ベ 

きか を 知らぬ。 道 遠から す 近く 眼前に 迫り、 旣に 我內に 在れ ども、 之 を覺ら すして 過ぐ。 唯 物的で 

か？ 5 のく に 

神な く 望な く、 只 富と 功名と に愤 がる & もの は 神國を 認識す る ことが 出来ぬ、 寶の 山に 居ながら 貧 

しく、 水上に 在りながら 渴 きて 死なん とする 如くなる を 免れぬ。 決して 人生 終 ：！：！ の 目的 を 途げて 其 

志 を滿す こと は 出来ぬ であらう。 吾人 は 新たなる 人生 觀を 要す、 世界の 意義と 其の 終！ II の 《2 的に 關 

して、 思想 一 變し、 志す ところ 根本的に 改まら すん は、 到底 人生の 目的 を 達する こと は 出来ない。 


人 新 f」 生 すし、 ま 沖の 國を 見る こと も、 之に 人る こと も出來 ぬので ある， 

老が身 を 如何に せん 

世の中 は 行き 懸 りに 支配せられ 易き ものである。 歷 史が艇 進歩の 妨げと なる。 遠く 踏み出し たる 

路を 立ち 戾 りて 更に 出發 する の は 容易なる 業で ない。 ユダヤ は國を 建て. -旣に 幾 歳月 を經、 民に 古 

俗舊惯 ありて、 老熟せ る 文明 を繼 承して 居る。 二 コ デモの 如き 旣に齢 高く、 經歷に 富み、 聲望 世に 

敬 重せられ つ X ある" 之に 向って 根本的 革新 を 促し、 赤々 裸々、 新に 生る るに 至らん を耍 求す る 

ま、 ^ だ！！ u% なき ことで ある。 旣に 築き上げ たる 基礎の 上に 家屋 を 建築し、 其 弊 を 除き、 其 失 を 補 ふ 

を 以て 足， 丄 り-とす るが 當然 であらう。 二 コ デモ 曰く 『人 早老 ぬれば 如何で 生る \ こと を 得ん。 释び母 

の胎こ 入りて 生る こと 得ん や』 £)0 老儒の 見解 一理 ある。 世の中 は 決して 歴史 を 無視す る を 許さぬ、 

に 有りし ことに i みて 新なる 出 發點を If すが 適當 である 。强 ひて 更に 誕生 せんこと を 促す は、 再 

び 母の 胎に 入って 生れ 出る を 望む と 一般、 非常識 極まれる 話で ある。 又 人生の 犬なる 損失で はない 

か、 斯の 如き ロ實を 設け、 紫の 朱 を 奪 ふ 如き 理由 を 主張して、 進歩の 機會を 逸し、 新なる 生命の 現 

はる k を妨 ぐる 場合 も少 くない。 若しも 專ら斯 の 方針に 依ったならば、 化學 世界が 生物界に、 生物 

が 人界に 進む こと もなか つたで あらう。 而 して 人界も 神國に 移るべき 機 會を失 ふに 至る であらう 
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. 人の 本領 

人 は 二 靴 類に 分れて 居る。 人！： の 民と 祌國の 民との 二つで ある。 前者 は槪 して 唯物主義の 見地に 

立つ。 甚だしき に 至りて は 己が 腹を祌 とす。 唯 だ快樂 功利 名聞 を 以て 處 世の 本位と し、 人と 人との 

關係 だけにて 足る ものと 心得、 それ 以上 は總て 迂愚で、 死なば 萬 事 休す と斷 す。 其の 眼界 を 現在の 

社會 組織に 局限し、 多く は國 家！^ 能 主義 を唱 ふ。 約言 すれば 神な く 望な き 無 宗教の 輩で ある" 

之に 反して 祌國は 耶穌の 唱道せられ たもので、 祌の 王道 を 基礎と し、 其の 民と しての 大義 を 全 ふ 

する を 理想と し、 他の 事柄 は^ 之に 附屬 する ものと 見做す を 立脚の 本位と す。 世の中 を 鍵 的に 解釋 

し 目に 見 ゆる 利害 以上の 點に志 を 置く、 祌國と 其の 義とを 求む るの が 終局の 目的で ある。 

人國 と神國 との 兩 主義 は 水火 相容れ ざる 反 對の现 想で ある。 決して 兩立 する こと を 許さぬ。 祌國 

の 民た らんこと を 望まば、 全然 人國 との 關係 を斷絕 し、 其の 志 を 根本より 一新せ ねばならぬ。 現今 

西に 愛蘭 問題 あり、 東に 朝鮮の 事件が ある。 問題の 是非 曲直 は 暫く 措き、 單に之 を事實 として H 儿る 

に、 系統 や 藤史を 異にし、 利害 を 同う せす、 趣味 習惯 風俗 宗敎 其の 他 幾多の 點に 於て、 一致 を缺け 

る 民族が、 或る 大國の 一部分と なり 其の 附庸 となりた る 場合に 於て は、 根本的に 生れ 變 はらす して 

平和 を 全うする は 望み 難き ことで ある。 民族自決 主義なる 標語の 世に 行 はる X に 至った の も 此が爲 

であらう。 民族と 民族との 和合 は 一方が 全く 生れ 變 るか、 兩 者相讓 りて 別に 化合 體を 形成く るに 到 


るかの 外 施すべき 策 は あるまい。 i き 藤史を 有する 愛蘭 人民が、 人 はや 老 ゆれば 如何で 再び 生る ベ 

すん やの 困難 あるに も拘 はらす、 若し 英國 民の 子た る狀 態に 生れ 出 づるを 得ば、 問題 は 直ちに 解決 

せられる であらう。 朝鮮人 も 或る人々 の 狂奔す るが 如く、 頻佐之 男 命 を 祭らし むる に 由り て 萬に 1 

つ 其つ 民族の 系統 をー變 せし むる こと を 得な ば、 禍亂は 根絶 せらる..^ であらう。 然し 斯 くの 如き こ 

と は 容易に 望み 難き である。 人國の 主義に 溺れた る ものが、 神國に 入る こと も 之と 同じく、 耶 

穌の言 はれ 一如く、 新に 生れ ざれば 出来ぬ ま， ^である。 基督 敎は 祌國の 公民た る 生活で ある。 人國 

の 民族の 氣 風精祌 その ま \ にて、 基督 敎の 化に 浴し、 其の 祝福 を享 くる こと は出來 ぬ。 どうしても 

生れ 變ら ねばならぬ。 

祌の 子た るの 道 如何ん 

斯の 如く 祌國に 入らん と 欲する もの は 新に 生れねば ならぬ、 新に 生る &とは 神國の 子と なる に 至 

る を 意味と す。 神の 子に あら ざれば 神國の 民と なること は 出来ぬ。 此の間に 厳密なる 民族自決 主 

がラ よれて 居る。 其處で lis は 神の 子な り やとい ふ 問題が 迫って 來る。 世の中 を 家に 譬 ふれば、 或 

は 其の 內に 使役 せらる- -奴隸 の 如き も あり。 一夜の 宿り を 許さる" 客の 如き も あり、 食客 も あ..。 

或は 其の 門の し i ゐを さへ 越え 難き 仇敵に 類す る 者 も ある。 其の 内的生活に 與 かり、 共に 其の 祝福 を享 

け 全く 一 家 團藥の li ぴ 告を樂 しむ 者 は 其の 子で ある。 其の 家の 子と 生れ、 其の 團樂に 入るべき 害なる 
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も、 迷 ひ 出で て他鄕 にさ すら ひ、 分資を 悉く 耗し 赤貧 洗 ふ 如く、 友に 蔑めら. e,、 饑飢こ 迫りて、 豕. 

まめから  みた  ， 

の 食す る 所の 豆爽を もて 己が 腹を果 さんと 欲 ふ 程の 狀 態に 陷 りたる 放蕩の 子 も ある。 fcT 人 は 天 の 父 

の 家なる 世界に ありて、 此等 何れの 種類に 屬す るか、 現在の ま A 能く 神の 子た るの 實を 具へ て、 其 

の國の 民た る こと を 得る であらう か。 

」 - - われら 

a の 子た るが 吾人 最上の 幸福に て、 基督 敎の 本質 叉 玆に存 する ものと せば、 神の 子に して 其の 實 

質 を 具へ す、 似 も 着かぬ 狀 態に 落 魂た る 吾人 は、 何とかして 神の 子た る こと を 得る に 至らねば なら. 

ぬ。 如何にせば 然 かなり 得る であらう か。 基督 を 『受けし もの 即ち その 名 を 信ぜし ものに は、 神 Q 

子と なる 權を あたへ 給へ り。 斯 かる 人 は 血脈に よらす、 肉の 欲に よらす、 人の ね ■ によらす、 た 祌 

にょりて生れしなり』(1|^^1ー1さ と ある 如く、 人間以上の カを與 へらる &に非 ざれば 出來ぬ ことで あ 

0  ^1  かたち おた ど 

る 吾人 は 『御子の 像に 象らせん と豫め 定められ、 多くの 兄弟のう ちに 御子 を 嫡子と』 仰ぎて 同 

相と もに 神の 子た るべき 使命 を帶 びて、. 世に 生れ 出で たので ある (ff ぎ。 然れ ども 現在の 狀態は 

之と 全く 背馳せ る 方針に 向 ひて 墮 落し つ.^ ある。 急轉 直下の 勢 ひ 甚だ 凄 t き 心地す。 

水と靈とに由ft^て生れざるべからず  , 

如何にして 此の 悲惨なる 狀態を 免 かれて、 新たなる 生命に 移る を 得べき か。 即 はち 水と 鍵と に. H' 

りて 生れねば ならぬ。 水と は 洗禮者 ヨハネの ヨルダン 河に 行った 洗禮 にばんだ 詞 である。 ^ち 從^ 


己が 抱け る 人生観の 根本的に 誤れる を發 見し、 神な く 望な かりし 生活 を 悔やみ， 前日の 非 を 歎き 悲 

Z みて、 神の み"^ し を 求め、 枯木に 花唤 かしむ る 如き 其の 恩寵に 沐浴す るに 至る を 意味す。 靈とは 新 

たこ 內 的の 活力 を 賜 はり、 神の 子た るの 精 祌を湛 へ、 天の 父 を 慕 ひて 只管 之に 事 へんと 欲する の 誠 

き、 ^々む fi に 湧き出 づる をい ふ。 『神の |て 法 を衷に 置き、 其の 心の 上に 之を錄 され、 祌は 彼等の 祌 

となり-、 彼等 は祌の 民と なるべし と エホバ 謂 ひ 給 ふ』 ut^^o と ある 如き 狀 態に 達する ので あ 

る。 ，A^等ニr^の豫i条件を具へざる限り、 何人も 未だ 以て 我 こそ 神の 子 なれと 言 ふこと が 出来ぬ 

肉よう 生る、 もの は 肉な う、 靈ょ，o^生る、ものは靈な，o^ 

然れビ も 悔い改めて 神の il を鮮 かに 體 得し、 靈活の 力 をして 心に 溢れし むる は、 人力の 企て 及 

ぶ 所でない。 人 は 罪に 惑溺し 社會は 汚に 沈んで 居る。 これ を 如何に 搖 動かし たれば とて、 其の 中よ 

り 善良なる 結 を收 むる こと は 甚だしき 難事で ある。 樹の 性質に 從 つて 實る ほか^るまい。 流 は 源 

より 高き に 上る こと 能 はす。 1 は 類 を 以て 集る。. 同類 相追隨 して 影の 形に 伴 ふ 如くなら ざる を 得 

i  间人 としても、. 社會 としても 己が 如き 種類の もの を 産出す る ほか 有る ベ からす。 『アダム 百 

三十 歳に 及びて、 其の  1 に隨 ひ、 おのれに i どり て、 子 を 生みたり』 (i 惑) と ある 如く、 皆 此れ 止む を 

得ざる 行き 懸り である。 現在の 如き 人生 觀に 支配され、 唯 物的 文明の 波の まに く 浮沈して、 理想 

低く 志 i しく、 欲に 1 れ愦 lii れて 有らぬ 方 に 迷 ひ 出で 、 利害の ほかに 餘念 なく、 神 を 忘れ、 世に 
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執着して、 忌み 撣る こと を 知らざる 人類の 世界 は、 決して 神の 子 を產み 出すべき u が を 具へ て 居 

らぬ。 『血肉 は祌國 を嗣ぐ こと 能 はす、 朽 つる もの は 朽ちぬ もの を嗣ぐ ことなし』 (づ. IIMg) と あ 

る を 以て 之 を 知るべき である。 詩篇に 『視 よわれ 邪曲の なかに うまれ、 罪に ありて わが 母 われ 

を 孕みたり き』 (gfi) と あるが 如くならば、 唯 だ 神に 向 ひて 『わが 爲に淸 き 心 をつ， くり、 わがう ちに 

なほき 震 を 新に おこした まへ』 (f レ) と 祈る ほか 爲 すべき 道 は あるまい。 新なる 生命 ま とよりの 

力 を 受け、 神の 感化 を 蒙ら ざれ は、 其の 發達を 期待す る ことが 出来ぬ。 目に 兑 ゆる 世界と せ： (の 事 

物と に 局限せ る 生活と 努力と を 以て、 より 以上の 點に 進み、 精神 上の 根本的 革命 を圆 らんと する 

は徒勞 である。 此 はた ^神の 鍵に. E る ことで ある。 神に 由り. て 生る.. T を f るので ある。 

I  , ，ミ \  > や，、 1- 1  みたま はたらき 

屈を怪 L ます、 何お 獨 fts 神の 靈の 作用 を 怪しまん や 

聖靈の 進退 は 其の 端倪 を 知る ベから す。 其の 如何に，^ g くや を 認め難い。 -1 コ デモ 聖纖の 感化に 

由り、 新たなる 生命の 與 へらる べしと 聽 きて、 風 を 捕へ 雲 を i るが 如き 心地 やし けん。 呆然た る g 

貌 であった。 折 L も淸風 一陣 木の葉の 戰ぐ 音の 耳に 觸れ たで も ありし か、 耶穌. 刁 離に 之を說 きまと し 

て 曰く、 汝 新に 生るべし と 我が 汝に言 ひし を 怪しむな〕 風 を 見す や、 其 形 を 認め難い。 何處 より 來 

り 何處に 行く を 知らす、 唯 だ 其 音 を 聞く こと を 得る のみで ある 3 世の中に は斯 くの 如き こと 頗る 多 

い。 若し 其の 形跡の 捕捉すべからざる を 以て 之 を 疑 ふべ しとせば、 其の の 明かなる に拘 はらす 


風の 實在を も 疑 ふに 至る であらう。 目に 遮らす して 勢力の 甚だ 著しき もの は、 科舉の 進歩と ともに 

日々 北 ハの數 を增， 川し つ- - ある。 殊に 人格と 人格との 相感應 する の 微妙なる に 至りて は、 其の 不思議 

に 驚かざる を 5 おぬ。 斯く考 へ 来らば 聖 戴の 作用 も 怪しむ に 足らぬ" 努め 之 を 疑 ふなかれ。 

& くの 如く ii された る - コ デモ 尙ほ 其の 意 を 得る 能 はす、 『如. 何で』 斯 かる ことの 有り^べきと 一一 一一 口 

つた。 ^穌 答へ て 言 ひ 給 ふ 『汝は イスラ H ルの師 にして 猶斯 かる こと を 知らざる か。 誠に 誠に 汝等 

て吿 ぐ、 專 知る こと を 語り 又 見し こと を 1」 す。 然るに 汝ら 其の 證を 受けす、 我 地の こと を 言 ふに 

汝等 lllL" ぜ すば、 天の こと を 首 はんに 如何で 信ぜん や』 と。 蓋し 耶穌 一一 コ デモの 遞 鈍なる に I 驚 を 喫 

せられた ので あらう。 人間の 不信仰と 其の 愚か さと は遞々 主 耶穌を 驚かしめ たので ある。 1 つ 更生 

の 必要 は 深く 人の 道念 を 研究し、 悪 を 去りて 善に 就く の 難き を 熟知せ る もの" 常に 感じて^ たこと 

で、 浩然の 氣を 論じたり、 . 正 氣の歌 を 誦したり した 人々 の 疑 はざる 所であった" 之 を 思 ひ 之 を 思へ 

ま、 3^神叉我を^£くと管子にも言ってぁる0 ヱ メル ソンの ォゥヴ ァ* ソウル も 同じ 意味 を 語れる 文 

^ではない か。 近頃 悔改發 心 回心 等の 心理 舉的 研究が 流行して 居る。 宗教心 现 舉は旣 に^ 攻の舉 課 

ともなつ さ。 天来の 感化に 接觸 して 精神 上の 驚くべき 飛躍 をな せる 實例 地上 頗る 多い。 然るに 之 を 

L も 尙ほ疑 ふべ しとせば、 更に 微妙なる 天上の 秘義、 霞界の 密事に 至りて は 如何で 能く 之を會 得す 

る を^ん や。 加 ふるに 罪悪の 人心に 蔓れる を 歎き、 其の 勢力 人爲を 以て 之 を 如何と も爲 すに. W なき 

を 悲しみ、 パゥ 口の 言へ る 如く、 鳴 呼 我 i める 人なる かな。 誰か 此の 死の 體 より 我 を 救 はんやと、 
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哀聲を 放って 叫び 想 ふる ほどの、 深刻なる 靈的 實驗を 有する もの は、 人 すれば 天に 叫ぶ と ある 

如く、 必すゃ 助を吴 天に 呼び 求め、 人間以上の 手に 倚り 鍵る こと を 禁じ 難く 覺 ゆるで あらう。 B あ 

る もの 必す醫 を 求む。 多くの 人 聖靈の 感化 を 歡び迎 ふるの 心なく、 漫然 懐疑の 念に g さる k は 罪悪の 

問題 甚だ 切迫せ る を知覺 せす、 霞 的 經驗猶 ほ淺藏 なる が爲 であらう。 然ら ざ，^ ば ふす 大 I 干" の 雨 を 寺 

こさ どり  , バ 

つ 力 如く、 雀躍して 天来の 救援に 飛び も 付 かんづる 勢と なる に 相違ない。 遠き に 至らん と 4., ぱ必す 

近 きょひすべき である。 地上の ことに 明かなら ば 天上の こと も從 つて 之 を理會 する こと を^る であ 

らう。 此の 順序 常に 心得 置くべき である。 

斯 くの 如く 一一  コ デモの 遲 鈍なる に惘 きれて 其の 頭上に 一 擊を加 へられ たれ ど、 主 は 決して 共の 問 

を 無視せられ たので はない。 進んで 其の 惑 を 啓き、 更生の 條 件を說 明し、 水と 霞との 奥妙なる 作用 

を 開示して、 漸 やく 福音の 根本 眞理に 觸れ、 神 子 降 世の 事實ょ ひ 十字架に 至る まで、 片言隻語 宛ら 

雲の 絕 間よ ひ 月明 を赞 見した るが 如き 心地 を 抱か しめられ たので ある。 

天よう 降う し 人の子 あるの み 

一一 コ デモ は 地上 精神 界 のこと に は 暗く、 天の 上の ことに 全く 知識 を缺 いで 居る。 精神 界の 事を傳 

ふるだけ の 德を備 へたる 人の 一一 目 を 信じて 之 を 學ぶ他 道が 無い。 耶穌に 叱られて 彼の 心 大いに 解けた 

様 なれ ど、 所謂； 大の事 を 直接 見聞して 認識す る は 不可能で ある。 之れ がた めに は 信す ると 云 ふ. fc^ 


が 僅かに 之 あるの み。 然し 如何に せん、 『天より 降りし もの、 即ち 人の子の 他に は 天に 昇りし ものな 

L』 ( 一 三) である。 

北 ハの意 蓋し 謂へ らく、 天の 上の 事を說 き、 神 を 有 ひの ま、 に 語らん と 欲する もの は、 地上の 生活の 

みの經驗では、未だ其の资格が足らぬ。_^31人の垣观きに類す、 先づ 天の 上に 移り 住みて、 親しく 其の 

事に 精通せ ざれば 出來 難き である。 然るに 斯の 如き 人 は 世に 一人 も 無い。 呰 其の 眼界 を 人間に 

限られて 居る。 唯 だ 天より 降りし 人の子、 此の 資格 を 具備して 居られる のみ。 正に 此れ 太初に 神と 

ともに 在 ひし もの (一一 一の)、 實に 父の 懷裡に 在りし 獨り 子の 神 (一?) が、 未だ 天に 昇り L ものな き 人 

^ゥ狀 態に れ出 でられた ので ある。 之に 由り て 天の 上の 消息 も詳 かに 聞え、 神の 秘義 も顯 明に せ 

ら るべき 機 八 ir を與 へらる k に 至る。 此時は 一一 コ デモ 耶穌の 言 を會^ する こと を 得す、 謎で も 懸け，^ 

たかの 如く 感じた であらう か。 主の 十字架の こと 等 ありて、 後日 其の 人格に 關 する 多くの 疑問 釋け 

しとき、 始めて 之 を 思 ひ 合する こと を 得、 寳 にもと 悟り 得た であらう と 察せら わる" 

だは 聖資 たると 凡夫た るとの^ なく 皆 天に は 門外漢で ある。 哲舉 などの 見地から 何程".^ _墜 立て 

をしても、 霞界の 消息 杏と して 測る ベから す。 活ける 信仰 を 生じ 救の 勢力と なり 得べき 性質と 程度 

とに 於て、 神の 事情 を會 得せん こと は 思 ひも 寄らす。 低級なる 他の 神なら ば然 ほどの 困難 も 有る ま 

W0 或 ひ は 偶像 禮拜ゃ 熱烈なる 加持 祈 禱の行 はる k も 不可能で 無から う" けれども 基督 者の 認 むる 

如き 祌に 至りて は、 警ゲの 分 到底 確と した 信仰に 到達す る こと は 出来ぬ。 神 まことに 吾人の 父で あ 
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る 力。 果して 吾人に 愛の 同情 を 寄せら る X や。 罪 は 如何に 御覽 し、. 如何に 之 を處置 せらる るか" 0 

を 天に 鍵れば 祈る 所な しと 謂 ふが、 神に 赦 罪の 道 あり や。 ブラウ 一一 ン グのサ ウル は 此れら の 問題に 

つき 驚くべき 大膽 なる 官； 言を與 へて 居る。 斯 くの 如き は 基督教の 啓發を 待ち たれば こそ 言 ひ 得た る 

なれ" 舉究 的の 穿鑿 ゃ鍛鍊 修養の 工夫で は 夢にも 浮ぶ まじき ことで ある。 たと ひ 人の 心 新約の 信仰 

に 於け. 1^ 如き 神に 求む る こと 法然 上人の 様に 切な. りと も、 之に つきて 明確なる 歸 を 得る こと は 極 

めて 困難で ある。 結局 覺 束な くも； 1: 彌陀 ほどの もの を 案出す る ことが 出来れば、 殆んど 望外の 幸； 禍 

であらう。 

遮莫、 更生 は 眞理に 由る の 他な きを 如何に せん 

人 新たに 生れ ざれば 基督 者と なること が 出来ない。 水と 靈 とに 由り て 生る \を 要す。 新たに 生れ 

て 生ける 望 を 懐く  (fl 一 f 一書) に 至らん と 欲すれば、 『朽 つる 極に 由ら で朽 つる ことなき 種、 即ち： t の 

活ける、 限りなく 保つ 一一 一一 II に 由. りて 新たに 生れざる ベから す。 人 はみ な 草の 如く、 其の 光榮 はみ な 車 

の 花の 如し。 草 は 枯れ 花 は 落つ、 然れど 主の 御言 は 永遠に 保つな り。 汝ら に宣べ 偉へ たる； 1 音の 首 

即ち 此れな り』 3， 一  iil の)。 祌は 『其の 造り 給へ る 物の うちにて 我ら を 初德の 如き ものたら しめんと 

て、 御 のま X に 眞理の 言 を 以て 我ら を 生みた まへ り』 (一 更生 は、 福音の 言 を 以てせ ざれば 

望み 難き ことで ある" 基督 者 は 眞理の 言 を 以て 生み出さる.. -の である。 一 1 コ デモ 如 吋で 比の 事 あら 


ん やと 云へ るに 對 して 必要なる 答 は、 先づ 天の 上の 消息 を傳 へ、 祌の 事情 を ら かに 示す ことで あ 

る。 神のお るが ま k なる lgl を 認め、 其の 救世の 愛に 觸れ、 世の 初よ ひ 粒され たま ひし 神の 羔の十 

字 架に も 咫尺す るの 思 ひ を爲す 程に 非れば、 精 祌界の 起死回生 は 期待せられ 難い。 新たなる 生命 を 

發 St する こと は出來 ぬ。 然るに 世 未だ 天に 昇りし もの は 無い。 天の 上 は 消息が 絕 えて 居る。 懐疑の 

雲に li れて、 ^だ 覺來 なき 狀態 である。 斯くて は 電流と 隔離せ る 車體の 如く、 逸 返 並に 不可能で 如 

. 何ん とも 爲し 難い。 若し 『おは 天に 在るなら ねば、 唯 か 我等の ために 天に 昇りて、 之 を 我等に 持ち 

下り、 我等に 之 を 聞かしめ また 行 はし めん やと 謂 ふに 及ばす』 (sffl 一一) と ある 如き 種類の ものなら 

ば、 人 意の 工夫に て 足る であらう。 然れ ども 元來 天の 上の 事で あるから、 天に 昇りて 其 所に：^ んだ 

ものに 非れば 之に つきて 確なる 宣言 を與 へ、 人の 靈魂を 回生し むる こと は 出来ぬ。 たぐ 思想して 天 

の 父 を 認め、： ^力して 之に 接觸 する こと を 得べき 次第で ない。 父 を識る もの は 子 また 子の 欲する まま 

に ^t^.^ ころの もの. - 他に 無し Cf? ま 7 未だ 神 を 見し ものな し。 唯 だ 父の 懷裡に 在す. 獨 子の きのみ 

彼 を 顧し 給へ り (ff 一  1 然れば {d なる かな、 邢穌は 道な り、 眞理 なり。 生命な. り、 之に 由ら では 誰に 

て も 神の 御 もとに 至る ものな し。 もし 之 を 知りたら ば 父なる 神 を も 知り しならん (if^ 一一 一)。 故に 天よ 

"降りし 人の子に 依らねば ならぬ fc^.^ になる。 夫れ 基督 は 天より 降られし のみなら す。 人類と 形容 

や 感を同 ふ L、 宛ら 同鄕 人の 111 るが 如く H ひに 意志 を 交へ て、 親しく 相接觸 する ことの 出来る 

人の子で ある。 ilK 之に 由り て 神の あるが ま \ の 相貌 を 認め、 天上界の 實況に 通す る こと を^る の 
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である。 即ち 人 を TJ て 新たに 生れし むる に 足るべき、 『幅 音の 言 y 『眞 現の  一一 一一 II』 である、 故に ぼ穌基 

督は眞 の豫言 者で ある。 

人の子 また 擧 げられ ずん ば 有るべからず 

人 をして 新たなる 生命 を發 揮せ しむる ために 缺 くべ からざる 眞理 は、 斯 くの 如く 耶穌 基督に 由り 

て顯彰 せられた ので あるが、 然した とひ 眞理 は發揚 せられ、 祌の 有る がま. -を 知るべき 便宜 は 十分 

に與 へられた ひと も、 疾患の 症狀を 明かに 診斷 せられ たるま.^ にて、 未だ 治療の 法 を 授けられざる 

と 同じからば、 反って 絕 望の 淵に 沈む 様な 結 菜 を 免れぬ であらう。 天に 父 は 在す。 然し 未だ 御 許に 

歸 順すべき 道 を 見出さ る 放蕩の 兒 ならば 如何ん。 父 を識る こと 愈々 明かなる に隨 ひて、 之に 遠 ざ 

かれる 自己が 不幸 愈々 痛切に 感ぜられ、 世 を 怨み 身 を 惨み て、 悔恨の 遣る に 由な く、 終に 悶死す 

^1 スはひ  めで な  ぁぴ 

るに 至ら ざれば 僥倖で ある。 光 は 世に も偉麗 きもので ある。 然した とひ 浴る が 如く 之に 照 さるに と 

お の 

て、 其の 結 菜 若した^ 自己が 醜 狀を嗥 露す るの みならば 禍 ひなる かな。 旣に 神の 有る がま、 なる 聖 

容を 認めた らんに は、 如何して 之に 親和す る こと を 得べき かの 問題 切迫し 來 るので ある。 

故に 基督 は 吾人の ために 眞理 なる のみなら す、 また 途 なり、 生命な りと 稱 せられた ので あらう。 前 

め ケ  一 メ  卞こと 

の 一 つのみ ならば、 後の 二つ を 如何ん ともし 難い。 『恩寵と 眞理と は耶穌 基督に 由り て來れ るな： 

(ff せ.) と 記された の も、 此 所の 意味で あるまい か。 眞理に 由 ひて 天の 父 を 認め、 噴 罪の 恩寵に よ 


りて、 御 許に 歸 順し、 アバ 父よ と 呼 はりて 子た るの 道 を 全うする に 至る ので ある。 且つ 神の 眞理の 

內容を §1S め、 失 はれし もの を t ゆぬ る 至 愛に 觸れ、 罪人に 代る て ふ 其の 仁慈に 達し、 旣に 十字架 を 

みすが た 

神のう ちに 認む るに 至らば、 是れ 天の 父の あるが ま、 の 聖 容を拜 した ので ある。 

ま^^贖罪者な.=^ 

基督 は斯 くの 如く 天 を 開きて、 神 を 有る がま、 に 明かに する 者なる が 故に、 之 を豫言 者と 稱す。 

M て 象 言 者と して 人の 靈魂 を啓發 し、 天の 上の こと を 開示せられ たる 內容は 何で あるか。 『モ ー セ 

—  ふる ごと 

% 野 にて 蛇を擧 げし 如く、 人の子 も 亦 必す擧 げらるべし』。 之 は 民數記 第二 十一 章に 記された 故事 を 

取った 言で ある。 即ち 昔 イスラ ヱ ル人 曠野 を經 過せ しとき、 毒蛇の 害に 遭 ひて 斃る \ 者 夥しかった 

ので、 之 を 救 はんが 爲にモ ー セ 神の 3 曰に 依り、 靑 銅の 蛇 を 製して 之 を 竿の 上に 揭げ、 人民に 敎へ仰 

ぎて之を^15{^-らしめ、 斯くて 不思議に も 其の 災を 免れ 得た と 云 ふ 傳說に 基いた 言で ある。 要する 

ふる ごと  ふし 

に 基 ほ 目の 十字架に 懸けられ たるに は、 イスラ H ル 民族の 歷史に 於け る此 故事 を ひ 合すべき 節が 少 

くない。 罪な き 基督 は 罪を擔 ひて 十字架に 懸けられ、 人 を罪惡 より 遣 漏な く « ひ盡 し、 其の 牙 を 破 

り 其 力 を 挫きて 害毒 を 逞しう する こと 能 は ざら しめ、 『移り行く 世に 獨り锋 ゆる 十字架』 を 玉座と 

ナベ レら  つく-: >  $ ちま も 

なして、 精神 界を 統治せられ るので ある。 仰ぎて 之 を 熟々 と 打 目 守り、 深く 歸 依し、 志 を 立て- - 口ん 

管 之れ に從 はんと 欲する の 態度 を」 保つ もの は、 イスラ H ル 民族の かの 故事の 如く、 罪の 害毒 を 免れ 
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て 健全なる 生命に 進む ことが 出来る。 此れが 基督の 福音で ある。 

十字架 は 基督に よりて 與 へられた る 啓示の 內容 で、 然 かも 其の 神髓 である。 天の 上の 秘義は 即ち 

それで ある。 神が 斯 くの 如き 驚くべき 慈悲 を 以て、 人の 身と 其の 成行きと に 深き 興味 を 有 たれ、 其 

の獨 子を與 ふる ほどに 世 を 愛し 給 ふて ふこと が、 正に 是れ 吾人の 最も 熱心に 知らん と 欲する 神の 有 

みすが た  みすが た  a いまみ 

りの ま.^ の聖容 である。 且つ 此の 聖容は 基督の 十字架 を 介せ ざれば 垣間見る こと も 出来ぬ。 天の 父 

の 限 ひなき 慈愛の 心 は 十字架に 於て、 之を鮮 かに 仰ぎ見る ことが 出 來 る。 Iff/ 人 之に 由り て 罪 を赦さ 

れ たる を 確實に 意識し、 神の 限りなき 慈愛に 沐浴し、 恩寵の 強烈なる 電流に 觸れ、 i„ きょり 光に 入 

り、 死より 生に 移 ひて 全く 別世界の ものと なること が 出来る。 

ラ ファ ルの 基督 變貌 の畫を 見る に 上に は 神々 しき 聖容を 現 はせ る 基督 あり、 下に は隨癎 こ， て 謹 

わらべ 

火に 使れ 水に 佳れ 甚だ 苦しめる 童の 基督に 由り て 救 はれつ > あるの が 描かれて 居る。 ラ ファ ^{ ルの 

上の 圖と 下の 園と は、 其の 間相俟 ちて 離るべからざる 關 係が ある。 主 耶穌は 天より 降りし もの 即ち 

人の子に して、 實に 親しく 神と 共に 住居せられ たるに 由り、 神 を 有る がま >r に顯彰 せらる.. -ゥ \lj あ 

る。 實に彼 は豫言 者で ある。 而 して 斯 くの 如く 豫言 者で あるが 故に、 世の 罪を喷 ひて 人の 靈魂 を欧 

わざ  みすが た 

ふこと が 出来る。 救世の 事に 由り て 神の 聖容は 愈々 鮮 かに、 徹底的に、 顯 はれ 来り、 其の 燦然た る 

光 を 世界に 放つ ことが 出來 る。 基督の 豫 言 者た ると 祭司た ると は、 斯 くの 如く 密接なる 關係を 保つ 

ものである。 


. ^處に 『必 す擧ら るべ し』 と ある 『必 す』 と は、 人の子 罪 ある 世に 来らば 光と 暗と 衝突し、 義者不 

義の 重荷 を 背負 ひて、 恐るべき 苦痛に 至る ことの 到底 免 かるべからざる を 意味し、 人の 罪 十字架 を 

みすが な 

以てする に 非 ざれば、 救 はるべき ものに 非ざる を 示し、 神の 神た る 聖容、 天の 上の 秘義は 之に 非 ざ 

れ ば顯彰 せられ 難き ものである こと を覺 らしむ る 一一 目で ある。 人の子 必す擧 げられ すん ば ある ベ から 

ざる 道理 を會 得する とき は 天の 父の 愛の 聖容、 人の 罪の 眞相、 救の 道、 一一 コ デモの 如何で 斯 のこと 

あらん やと 云へ る 問題、 みな 明かになる ので ある。 耶^ エマオに 行く の 途上 二人の 弟子の 惑 を 啓か 

ん とて 云 はれけ る は、 『嗚呼 愚かに して 豫言 者の 語 ゆた る總 ての こと を 信す る 心 鈍き ものよ、 基督 は 

必す此 等の 苦難 を 受けて 其の 榮 光に 入るべき に 非す や』 3f，s の)。 

基督 は靈 魂の 王な う 

斯 るが 故に 基督 は 十字架 を 其の 玉座と せられた る 王者で ある。 實に 其の 榮 光に 入られた ので ある。 

とこしえ  いのち  / - ノ  いのち  .  ，、 、  ^  3 

『總て 信す る 者 は 彼に 由り て 永遠の 生命 を 得ん』 (i)。 永遠の 生命 は 精神 界の 王者た る 基督の 2. ^賜で 

ある。 其の 天啓の 光明 を 浴び、 其の 十字架の 賠ひを 被る とき は、 水と 靈 とに 由り て 新たに 生れ 出で 

て、 能く 鍵 的の 生命 を完 ふす る ことが 出来る。 

(一 九 一 九 年 三月) 

1 】 如何で 新の こと あらん や  八 九 
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一 一 一 基督 者の 禮拜 


此の ー篇 もと 傳道 者の 爲に 語リ しもの なれ ど、 傳道 者なら ぬ 基督 者 も 心して 讀 まば 參考 

となる 處少 からざる べし。 


禮拜は 人格の 根本的 態度 である 


『汝心 を盡し 意ば せを盡 して 主なる 汝の神 を 愛すべし』 と ある 如く、 人格の 全部 を 或る人 格的對 

象に 傾注し、 活力 を盡 して 之に 事 ふる は禮 拜の竇 質で ある。 其 故 一回 禮拜の 對象を 誤り 『神の 眞を 

0^ て僞 りと なし 造 物 者よりも 受造物 を 崇め 奉りて これに 事 ふる』 に 至らば、 旣に 生命の 根本 を破壞 

し 去り、 其の 向 ふところ をして 全く 邪 路に陷 らしめ た 事 Is になる。 個人に も社會 にも 由々 しき 結果 

を與 ふるに 至らざる を 得ない。 何を拜 する やと 云 ふこと は 甚だ 重大なる 問題で ある。 

神は靈 なれば 之を拜 する もの も 靈と眞 と を 以てせねば ならぬ。 靈を 以てと は 神 は 人格で あるから 

之 を 人格 的に 取り 极は ねばならぬ. こと を 意味す。 宗 敎は靈 性と 靈 性との 關係 である。 心と 心との 契 


合で ある。 巫^ 幻術の 如く、 決して 機械的の 手段 を 以て 行 はる \ もので 無い。 精神的に せねば なら 

,r^。 徒らに 一 、い 不亂、 凝り固ま りたれば とて 禮拜に はならぬ。 斯くて は 木に 緣 りて 魚 を 求む る 如く 

可の 甲斐 も 有るまい。 また 眞を 以てすと は 事物の 眞相を 握り 其の 有る がま \ の 事實と 一 致す るぶ 一 を 

意味す るので、 凡そ 祌を 禮拜 する もの は祌の 如何なる もので あるか を會 得し、 之に 近づかん とする 

自己の 性質と 價慨 みを辨 へ、 期く の 如く 明かに せられた る兩 者の 關 係に S づき、 其の 道に 緣り、 正 

しき 順序 を 踏みて 事の 實 際に 1 はしからん やうに 心懸 ねばならぬ。 露の 道に 適 はざる 心 を もて 财る 

とも、 如. 可で 神の 之 を 受けら る、 の ある 可き。 禮拜 する に 臨みて 徴悔 謝罪の 心なき もの は 未だ 神 

-^^^75, ところ を會 得せす、 天 を も 畏れす、 神 を も 敬 はざる 徒擎 である。 然れ だから 祌の德 を 認め 

其の に 通じ、 其の 心 を識る ことが、 眞の禮 拜に缺 くべ からざる 條件 である。 

其 听で戶 を 鎖して 祈るべし と 仰せられ たこと は 暫く 措き、 兩 三人 集る ところに は 我 も 供に 在るな 

りと 言 はれし 公共の 禮拜に 就いて 一 言したい と 思 ふので ある。 文 舉には 歌合せの やうな ものが ある。 

な 「も尙 せ. の 年中行事 になって 居る。 斯の 道. の發 達に 會 合の 必要で ある こと は 自ら 認められて 居た。 

日本に 於て は 可 故 西洋 害； の 進歩 遲々 たり やと 云 は^、 有力なる 會 合の 便 尠く、 古今の 名畫に 接觸し 

て见ぬ 世の 人 を も 友と する 造な きが 其の 重なる 原因と して 算ら る" ので ある。 綺の 事も會 合の 力 を 

ii£ る を 其 進歩の 條件 とせねば ならぬ と兑 ゆ。 音樂亦 之れ と 同じで、 例へば 共獨 i? 獨奏の 技倆 は 第二 

流に 翳す る もので あっても、 合奏 若しくは^ 和な どの 場合に は、 平常に も 優りて 第一 等の 成績 を 得 
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る こと 屢々 であると 云 ふ。 宗 敎も會 合を尙 ぶに 至りて 此らと 同じ ことで ある。 孤立して ハへ ^ 々褒 疑の 

淵に 沈まん としたる ト マ スも 日曜日の 夜 さり 兄弟ら の 集會に 列して 共 氣分を 引き立てられ、 精； 状 

態 漸く 高潮に 達して、 復活せられ たる 主 耶穌に 見 ゆる こふ を 得た ので ある。 無敎會 を呼號 し、 秘 

主義 を 以て 自ら 任す る こと 强き 人た ち も、 『人獨 り 居る は梵 しからす』 で、 洗 禮者ョ 〈ネが 荒 に^ 

獨の 生活 をして 居っても 舊約 の豫言 者 を 友と したる 如く、 第^ 福音書 著者に 私淑したり、 ァゥ ガス 

テヌス の谶悔 錄ゃト マ ス *ァ. ケ ム ピ スの 基督の 模倣 や 『テオ 口 ギア • ゲル マ 一一 力』 など こ、 レを #： め、 

た i ひ 

靈 魂と 靈 魂と 相 會 して 切 達 球 磨せ ねばならぬ。 世々 の 聖徒 は 雲の 如く 群がれる、 目に 見えざる 證人 

ら と接觸 する 機會を 作りて 氣を勵 まし 力 を 加 へ らる \ こと を 得た の である。 旣に昇 天せ る 人々 も 

『我らと 偕なら ざれば 全うする こと 能 はざる 更に 優れたる もの を 我らの 爲に 神豫め 備へ铪 へり』 と 

ある 如く、 同じく 會 合の 力に よって 其の 志を暢 ベ、 その 素 懷を實 現せし むる こと を # るので ある • 

會 衆が 一堂に 集まりて 禮 拜を爲 すに 當り、 微妙なる 感動 を與 へらる，^ 所以 は、 目に 見 ゆる 兄弟 姉妹 

らの 御蔭で あるの みに 非す、 亦 目に 見えざる 敎會の 感化に よる ものである。 資に 『聖： の 交り 聖な 

る 公 同 敎會』 は 禮拜の 力と 認めら るべき ものである。 初 週 祈 禱會に 一 種の 力 ある も し 同じ に 

よる もの であらう。 

斯 くの 如く 公共の 禮拜は 甚だ 大切なる ものであるが、 何故に 其の 効 梁 思 ふ ほどに 擧 がらぬ ので あ 

るか。 何故に 集會 無効 を唱 へ、 隱遁 主義の 信仰生活 を 守らん とする ものが 々起る ので あるか。 鳢 


拜は 何故 幾囘か 失望 を與 ふるや。 何故に 大規模の 祈禱會 など は遞々 あっけなく 物 足らぬ 終結 を吿ぐ 

るので あるか。 如何に すれば 禮拜 をして 其の 期待 せらる \ だけに カ を發挪 し、 精神的の 趣味 津々 盡 

きざる 如く 感ぜし むる に 至る であらう か。 これ 大いに 研究すべき 問題で ある。 公共の 禮拜に 失望す 

る こと ある は 禮拜者 自己の 精神 狀 態が 其の 主要なる 理. E である。 自己の 態度 整 はす、 馬の 耳に 令： 怫 

の 如き ことで ありながら、 其責を 專ら集 會に轉 嫁し、 漫然 說敎を 批評し、 禮拜を 非難す る は 甚だ 間 

章 J つ， AJ 事で ある。 f 拜に 於け る 個人の 責任 を 明かに する こと も 甚だ 大切で ある。 然れ ども 今 は 此の 

點 こ J 一一  C 及すまい。 主として 公共 禮拜の 局に 當る 人々 の こ と を 言 ひたいと 言 ふ。 

二 

ー1と^5ら いくつ 

多 數基脊 者が 集合して 禮拜を 行 ふ 場合に ありた き 條件は 幾何 あるか。 食堂の 建て 方な ども 其の 一 

つで あり #- る。 先日 も 名 古 屋の繼 續庫道 修養 會に 於て 或る人 は 之に 就きて 頻りに 高調して 居た。 事 

W  き 

務的 整理 も 必要で ある。 禮拜 前から、 其の 問 も、 其の後に 至る まで、 總 ての ことが 整然と 理 まって 

居らねば ならぬ。 一! 雜く樣 な ことがあって は 折角の 說敎ゃ 祈り も餘程 損傷 を受 くる 機になる ので あ 

る。 出入、 戶の §i、 堂內に 於け る 歩き 工合、 座席の 配列と 聽 衆の 座り 様、 空氣の 流通、 時 問な ど 

を 始めと して 單 調の 弊に 陷ら ざら しむる 工夫に 至る まで、 總て 綿密なる 注意 を拂 ふこと が 大切で あ 

る。 何時で あつたか 或る 英語 雜 誌に 東京の 基督教 講壇 を 批評した なかに、 日本で は說敎 者が 日曜日 
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に髯 も^らす して 講壇に 立つ こと も あると 書い て あるの を 見た。 些細な ことで は あるが 斯 くの 如き. 

方面に も 心 を 用 ゆべき ことが 少く あるまい。 決して ハイカラ 者 流の 批評の みとして 聞き流しに すま 

じき ことで ある。 

然し 耍は 精神的 準備 如何と 云 ふ點に 最も 深く 用心すべき ことで ある。 物事が 商船 や 軍艦に 於け る 

如く、 漢法醫 の 百味 箪笥と 同様、 如何に 極り よく 整頓して あっても、 肝腎の 精神 正しく 齊 つて 吾ら 

ねば 少しも 役に立たぬ。 却って 氷室に 人った 様な 氣 持で 何の 感與を 起す こと も 出来ぬ であらう。 た 

だ 共同墓地が 幾何 擧 的に 現 則 正しく 整理せられ たと 同じ 樣な會 堂 は 死人の 往 くべき 所で ある。 

會堂は 主として 神を拜 むと ころで ある。 擧校 ゃ俱樂 部に 出 人す る樣で 無く、 一寸 好かぬ 言葉で は 

あるが、 參詣 すると 云ふ氣 分が 欲しい。 神の 前に 出る 心 持 を 有って 居たい。 此の 點は 加特 力の 會堂. 

などに 學ん でも 好から う。 講壇 も 會衆席 も總て 神の 御前に 伺 侯して 居る と 云 ふ 樣な靜 肅謹嚴 なる 空 

氣に充 たされ、 雜念 を拂ひ 除き、 心 を 神と 永遠なる 事 どもに 集注し、 貧しくな りたる 心 胸 を 被き、 

見 上ぐ る こと 高く、 望む こと 遠き 態度 を 具 ふべ く、 精神 上の 準備が 徹底いて 居らねば ならぬ。 

曾て 本紙に も 見えた ことで あるが、 日本語 祭り は 俟ち受 くるの 意味で ある。 聖書の 口調 を 以てす 

ふさ は 

れば主 を俟ち 望む ことで ある。 此れが 禮拜 に相應 しき 態度で ある。 我れ 此 所に 在り、 主語り 給へ と 

云 ふ 心 組で ありたい。 會衆 一同 斯 くの 如く 期待して 眞に 俟ち受 くるならば、 禮拜は 正しく 祌の 家に 

迎 へられ、 天父の 膝下に 座したら む 如き 心地す るで あらう。 


基将者 の 生活 は マルタの 如く I". & へに 心 を 用 ふべき こ と 勿論 であるが、 其れ と 同時に マリアの 女く 

靜 かに 侍し、 心 耳を燈 ませて 主の l^i り 給 ふところ を 聽き其 命 を 承け て 遺漏な からん と 欲する の心懸 

け を 持たねば ならぬ。， 9- 會吏は マルタ を學 ぶの みに して マリアの 氣 分に 乏しき かも 知れぬ。 列 

^拜の 前にお， りて は 努めて マリアの 如く 爲 すが 肝要で ある。 然もなければ ノぼ衆 一 冋總て マルタ^ 

4 になって 了 ふか も 知れぬ。 禮 拜は靠 の熊度を 以て 比お ま" とする もので き。 f  > 、け^" ほ 

. を聽 き、 其の J 曰 を 奉じて 之を寶 行 せんと 欲する の 態度 を齊 へ、 忠誠の. 志 を抽ん でて 神の 前に 伺 侯す 

^と， である。   

りト ナ」 &る まじき は禮拜 がまに 答辭を 奉る ので あると 云ふ點 である。 盖し宗 敎は祌 の啓迪 其の 

勅旨に 對 する 奉答で ある。 戶を 叩く もの は 主で ある。 之 を 開きて 內に迎 へ 奉る は 人で ある。 斯くて 

I まま 元 來祌の 御言に 對 する 應酬で あるから、. 講壇 も會衆 席 も 一 同肅然 蹲," り 耳 を 傾け 心を專 一 に 

して 其， 印 旨を聽 くこと にせねば ならぬ。 人の 方で 餘り 多く 語り 過ぐ るが 現 時の 通弊で あるか も ，5--. 

客を迎へて自ら饒^；^！り續くると同じことで、 無禮の 至り 不邏も 亦 極まれり と 云 ふべき である。 

t 幸よ 徹頭徹尾 り 通しで あるべ からす。 基^に も 機 會を與 へて、 其の 御 首を發 せらるべき 順番 

を il せざる 様 謙 適と 謹愼 とが 肝要で ある。 者の 禮拜に は 沈默の 分子が 缺 けて 居り はせ ぬか 

，^ ハ ^  0  -s^ ほどの 11« いとあって は だ 不面目な 次第で ある。  せ あ 

禱 きの 折 も それで、 祈りの ぎ 1 へる ことば かり 氣 にして 唯間斷 なく、 我も我もと 折りの 競り合 

\t 五 

1 二 基お きの 禝井 
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ひを始 むる を 以て 大成功と 誤解す る司會 者の 無いで は あるまい。 祈 禱會に 祈りの 絶^え たりす る こ 

は 其の 精神の 缺 けて 居る 結 架と 兑 るべき 場合 も あるで あらう。 冷淡から 生す る 沈訧も ある。 民り の 

沈默も ある。 最も 恐るべき は 死の 沈默 である。 然し また 餘り眞 面目に なり、 精神 緊張し、 心 充ち溢 

れて 祈る こと 容易なら す、 深き 思 ひに 沈み、 時として は 我 も 無く 世 も 無くた に； W 'のみ 在せ りと いふ 

やうな 境に 身 を 置く より 生す る 沈默も ある。 時として は 彼 を 思 ひ此を 思うて 默禱餘 念な き 場な 口 も あ 

-'  ほか 

る。 又 時として は司會 者の 云った こと や 他の 人の 祈りに 刺戟 せられて 其から 其れと 聯想 や 沈 S し C 枕 

む ^ 

り、 祌の國 と 其の 義 しきとの 爲に心 胸 を 占領 せらる \ 場合 も ある。 斯 かると き は、 沈默が も 善き 

禮拜、 最も 善き 祈禱 である。 沈默の 間に 神の 恩寵が 最も 深く 其の 人の 霊魂に 徹底し つ.. ある。 聖靈 

はたらき 

の 作用 豐 かに 實を 結びて、 其の 牧穫の 甚だ 多大で あり 得る が 此の 場合で ある。 靈 的の 趣味 津々 とし 

て盡 くると ころ を 知らす、 當に 其の 佳境に 人り つ k ある もの を、 漫然 氣を 散し 心 を 奪 ひて、 其の 熟 

達 開展の 邪魔 を爲 すが 如き は 無情 も 亦 極まれり で、 草木 を 萎ら しむる 秋風 を 嵐と 云 ふよりも 尙ほ惡 

むべき 魔障で ある。 であるから 祈禱會 に沈默 を歡迎 すべき 場合が ある。 又厦々 これ を 誘引して、 靜 

に 神を俟 ち、 其 の 御 聲に耳 を 傾けし む る 機會を 作る べきで ある。 

日本に 於る 禮拜の 各部 分に 就きて 具 さに 其 優劣 を究 むれば、 先づ 不充分ながら 稍 形 を 成して 居る 

もの は 講壇の 說敎 である。 之に 就きて は 後に 語る 可き ことがある。 其の 次に 位して 漸次 進歩して 居 

る 様に 見 ゆるが 唱歌で ある。 此も 後の 話に 出る。 而 して 最も 劣りて 見 ゆる は祈禱 である。 鳢拜の 


大要 素で あると ころの 祈禱が 最も 未熟で、 其の 形 も 殆ど 成って 居らぬ と 云 ふ 様な 批評 をも受 H. て 居 

る。 極 曾 すれば 禮拜の 他の 部分 は 1 りなり にも 生きて 壷いて 居る が、 此れ は 如何に、 まだ 死んだ ま 

まに なって 居る。 此 所に 至って 禮拜は 半身 全く 不隨の 形に なって 居る。 充分なる 作 川 も出來 す、 其 

つ.^ 兑 るべき もの 少きは 怪しむ に 足らぬ。 如何に すれば 此の 缺陷を 補 ひ、 講 擅の 财 le をして 其の 

當然 有って 居るべき 害の 價値 を發裼 せし むる こと を 得る であらう か。 昔 弟子ら は、 、王よ 祈る こと を 

敎へ 給へ と 願 ひ 出た が、 我ら も 同じ様に 申し出で ねばなら ぬと 思 ふ。 

講壇の^り をして 其の 價値を 十分に 發 揮せ しめんと 欲する に 就きて は、 聖書に 記載せられ たる 耶 

穌の 新り 及び 之に 關 する 其の 教訓 は 言 ふ も 更なり 平生 パゥロ 等の 祈りに 心 を 潜め、 其の 精神に 親、 し.. 

む. 最も 大切で ある。 H ぺ ソ書コ 口 サイ 書テサ 口 一一  ケ前 後書 等に は 意味 深く、  と 希望と 愛と に 

1^ ち，. たる バウ 口の 祈りが 讀 まれる。 之に 就きて 特に 著述 せられた 書 も ある。 ァレ キザン ドル -ホヮ 

イト はパ ゥ 口 の 祈りが 如何に 神學 的で あるかと 言 ふ 點をパ ゥ 口 に關 する 其 著述に 於て、 高調して 居 

る。 其の 他 聖書に 記載せられ たる 祈り 就中 詩篇の 如き は 最も 善き 規範 刺激 嚮導 及び 村 料で ある。 嘗 

て 本紙 こ 紹介せられ たる "A  Chain  of  Prayer  Across  The  Ages: 『古今 祈りの 鏈』 "Great  s§ls 

at  Pravcr" 『祈りに 於け る 犬なる 霊魂』 の 如き は 利益 必す多 かるべ きを 疑 はぬ 。ダリ ン ホッフ の說彰 

1 二 恶督 者の 輕拜  プ，^ 


集の 末尾に 直錄 せられた る 講壇の 祈禱 文を讀 みて 多大の 敎訓を 得た こと を證 明した 同 勞者も ある。 

所謂 聖公會 の 公 禱文も 無論 参考になる であらう。 プレ スビ テリア ン 系統の 傅 道 者 は 米 國プレ スビテ 

リア ン敎會 に 採用せられ たる 『公共 禮拜 書』 なる ものが 價値 多き ものである こと を 記憶すべき であ 

る。 嘗てへ ン リイ • ゥォド っビ イチ ャァの 說敎集 を讀ん で、 彼の 說敎其 自身より 前後の 祈りに 輿 味 を 

感 する こと 深 かりし を 想 ひ 出す。 また チヤ ァ モル ズ の傳に 彼が 日曜 毎の 講壇の 1^ りに ST:3 想 を 精 凍し 

自ら 筆 を 取りて 之 を 書き 緩り て 置いた と 見える 如き 準備 も 有益で ある。 また 遷々 必要で も あらう と 

田 あはれ る。 此ら よりも 大切に して 缺 くべ からざる は會 堂に 行く 前に も 講壇に 上る 前に も 自ら、， か 

に 成る 可く 多くの 時 を 祈りに 費す ことで ある。 聖容の 變られ た 山より 今し も 下りたり と 云 ふ 如き 精 

神 狀態を 以て 講壇に は 立ちた きもので ある。 前に 一言した 様に 會衆 一同の 『俟ち 受け』 の 態度 を齊 

へて 居る に 加へ て、 講壇の 人に 是 ほどの 用意 あらば、 禮拜 は必す 最も 精神的に 行 はる.，， ことが 出來 

べき！^ 舌で ある。 

講壇の 祈り は 人情に 充ち、 生活と 共鳴して、 思 ひや 感じ を 世 道 人心と 行き 通 はすべき こと 言 ふま 

でも 無い が、 比較的 閑却され て 居る は 神の ことで ある。 人事に のみ 注意し 疾病 苦樂傳 道の 興蠻 さて 

は敎 きの 會計 等にまで 關 心する の 情 は 著れ て 居る が 神の こと を 念じ、 其の 光榮を 仰ぎ、 其 恩寵と 威 

嚴 とに 心 を 占領 せられて、 餘念 なきが 如き 方面 は然 ほどに 修養せられ すに 居らす やと 氣遣 はれる の 

である。 講壇の 祈りに は 後者に 屬 する ものが 今よりも 多くなる 様に 心懸 くべき である。 神 を BJP 上げ 


て 其の 恩容を 打ち 守り、 天威に 尺す るの m 心 ひ內に 溢れ 言に 發す こと 多からば、 人の 上世の Jii 一 

より 架く より 切に 祈らる. - であらう。 願 ひよりも 少く 且つ 劣れる である。 更に 然る は 感謝で 

ある。 此らの 成分 貧弱なる は 講壇の 祈りに 於け る大 いなる 缺陷 である。   I 

祈りの 好き 題： H を 捉へ來 り、 適當 なる 精神 を 之に 伴 はせ たいと 欲するならば， ^もに 鎮魂 を 潜 

め、 牝ハの 經綸に m 心 ひ を 深く 入れ、 其の 聖 3 曰に 通す る こと を 心 懸けて、 熟々 其の 修行 を 積むべき であ 

が 身 我が家の こと を 始めと し、 人の こと 國の狀 態 界 の出來 事な ど總 てに 就きて 神の 意 皆 如 

町ん 其の fl^ や.^ せらる、 こと 喜ばる、 こと 好ませられざる こと 如何ん と 深く 思 ひ 廻らすならば rtll ら 

聖靈の 言 ひ 難き 祈りに も I ノ" り、 歡喜、 憂苦、 希望、 切なる 願 ひ、 天に 達する の 向上心、 世界 を^ 容 

する の 志な ど 心 胸に 溢れ 來 りて 新り は 潔き 泉の 岩の 下より 进り 出る が 如く、  ！^香の煙缓靆き騰るが 

如くに なりて、 講壇 は至聖 所と 化する であらう。 我が 祈る ところ 求む ると ころ 實 行すべく 期す ると 

ころ 祌の 意志に 出で 卽ち 神の 命令であるなら ば、 また 何 を か 恐るべき。 其の 志は鐵 石よりも 堅 M な 

る こと を 得る であらう。 邁往 勇進の 氣は岩 を も 裂く に 足る であらう。 

たに 神 を 思 ひ 其の 聖旨に 通す るの みならす、 人 曾 衆の 生活 狀 態に 同情し、 其の 一人々々 の 境遇 閱- 膝 

成行き 等に 注意して、 之と 共鳴す る こと を努 むるならば 祈 禱の村 料 は 無盡藏 で變化 極まり無く、 埶ハ 

烈 なる； 々講壇 一に 溢れ、 き 衆 を 雷して 神の 御 許に 上る であらう。 此點は 有名なる デヱル が 『說敎 

かたち ヴく 

に關 する 九 講演』 (一一 一一 g^r) の 最も 輿 味 ある 一 節 を 形成って 居る。 

1 二 茶 g 者の 禮丼  九." 


祈の 生活  100 

祈りの 姿勢 も 研究 を 要する 一 つで ある。 如何なる 姿勢 を 取る が當然 であるか。 國の 習俗 も參 酌せ 

おばなるまい。 各自の 敎 派に 於け る 慣例 も 尊重すべき ことで あらう。 漫 りに 一定の 方式 を、 王 長" す、、/ 

きもので あるまい。 聖書 を 見ても 傲然 反り身に なりて 祈れり と覺 しき パリ サイの； W りの 旁 こ は、 れ§」 

吏の 俯し 目に 胸 を 打ちて 捧げた る ものが 記いて ある。 主 耶穌の ゲッセ マネの； きりは 馬 可專に 『地 こ 

, C  ,  ひ f ヴ  ，  / 

伏して』 と あり、 路加 傳には 『曲 膝き て』 となって 居る。 アブラハムが ソ ドムの 爲に 起ちて 祈りし 

たこと は、 創世記 一 八に 出て 居る。 然し サム H ル下 七の  一 A に は 坐して 祈った と 記いて ある。 叉 1 

方に は 詩 九 五の 六 其 他 多くの 文に、 拜み ひれふす となって 居る。 さて は テモテ 前書 二の：， >、 詩の 二 

「ノの 二に は 手 を 擧げて 祈る ことが 見える。 此の 手を擧 ぐるの は、 上よりの， 况福を 推し 戴きて 受ナ， レ 

とする 態度で ある。 斯の 如く ユダヤ 民族の 祈りに 於ても、 其 姿勢 は 一定して 居らぬ、 時と 場合と に 

より 祈る もの \ 精神 狀 態から、 その 異同 を 生じた 次第であった らう。 強いて 一 つの 形式に 拘泥す、、/ 

きもので 無い と 言 ふこと は、 此の 事實 から 考 へ て も 刹る。 

然し 鍵と 眞とを 以て 祈る ので あると は 言へ、 身體の 姿勢 も 心と 伴 ひて 嚴肅 で、 充分に 敬意 を 表す 

る もので ありたい。 此の 點に 深く 注意 さへ すれ は、 餘り 偏屈に 凝り固まら ぬが 好い ので ある 。『君が 

代』 を唱 ふる ときには ー齊に 起立し、 肅然容 を 整へ て 敬意 を 表する 習慣の 行 はる，. 社會 にあり てま 


§、 榮歌其 他 直ちに 祌を拜 み 之に 祈り を 奉る 意味の 讃美 を爲す 場合な どに、 一 同 起立す るが 當忽 であ 

らうと 思 はれる。 近頃 米國の 新聞紙に 見えた が 九 五 『あまつみ 使よ、 耶穌の 御名の』 の 聖歌 を唱ふ 

るに 當り、 一同 必す 起立す るの が 一般の 習慣と なりつ ト あると 云 ふこと である。 我が 國 民の 『君が 

代』 に 於け ると 同じ様に 此の 讃美歌 を 取り扱 ふので あらう。 假令 他の 聖歌 は 坐し たるま、 で 好い と 

しても、 斯 かる 歌を唱 ふるに 當 りて は ー齊に 起立して 嚴肅 なる 態度 を 整へ、 誡を 籠め た 敬意 を 表す 

べき 害で ある。 祈りの 間は會 衆に 至る まで 總 ての 人が 姿勢に 注意し、 . 少しも 取り 亂 したる ところ 無 

き 様に 注意す ベ ことで ある。 且つ 或る 敎派ゃ 敎會に 於け る 如く 餘り 甚だしく する も考へ ものである 

が、 禮拜の 間に 或は 起ち 或は 坐す るな ど會 衆の 姿勢に 變 化を與 ふること は、 禮拜の 精神 を 緊張し、 

其の 氣分を 整へ、 其の 單 調に 陷るを 防ぐな どの 利益 頗る 多き を 記憶す ベ きで ある。 

言語の 用 ひ 方 は， 可れ の 場合に も 注意 を 要する ことで ある。 まして 祈る ときに 於て は 最も 效 かすべ 

き 害で ある。 殊に 講壇の 财 りに は亂雜 なる 言 遣 ひなく、 簡潔に して 要領 を 得、 如何にも 祌の 前に 起 

、いさよ 

ちて！^ りする に相應 しからねば ならぬ。 其 所で 折 禱文を 用 ゆる 利害 を も 研究せ おばならぬ 次第で あ 

る。 ぼ穌も ト 字 架上に 析られ たと き、 詩篇の 言 を その ま \ 用 ひられて 居る。 謂 は^ 祈 禱文を 用 ひら 

.^1 たので ある。 祈 禱文必 すし も 惡くは 無い。 或 場合に 於て は 之 を 用 ゆるが 最も 適 當と思 はる k こと 

くりす ます いいす た あ  1  -^^  '  , 1- 

も ある。 東京 市內 の敎會 にして 聖誕節 復活 節 や 新 嘗禮拜 などに、 特に 祈 禱文を 印 1^ して 會衆 一同 之 

を 用 ふる 例 も ある。 古の 聖徒ら と 思 ひ を 同じう し 心 を 合せて 祈りつ \ あると 云 ふ 意識の 貴重なる は 

1 1 二 茶督 者の 鼸拜  一 。 一  . 


いふまで も 無く、 敎 育の 効 鬼 頗る 多く、 且つ 言 遣 ひな ど 之が 爲に 自然 優秀なる 方に 導かる &に 至る 

であらう。 此 事に 就きても 詩篇な ど を熟讀 し、 聖書に 記載せられ たる 祈の 言に も 精通し、 自ら 北ハ言 

に 染まり 其氣 分に 化せら る 、様になりた きもので ある。 日本人の 祈り 殊に 講壇の 禮拜が 一 層 聖書 的 

なる MJ は 望ましき 事で ある。 文語と 口語と が餘り 懸け離れて 居る 日本語で は 不便 も少 からぬ 様で あ 

るが、 平生 心懸て 居るならば 聖書の 言 を 祈りに 應 用す るの 餘 地は必 すより 多く 見出さる & であらう 

講壇の 祈りに は 時間の 制限が 大切で ある。 己 一 人して 爲す 場合に は 徹夜す る ほどに しても 差 支 は 

無い が、 公の 析りは それ を容 さぬ。 漫に 長々 しき は 却って 禮拜の 目的に 妨げ を爲 すで あらう。 深く 

0  = ごと 

注意せ ねばならぬ。 開會の 财 りは會 衆と 共に 神前に 伺候す るの 奉吿を 兼ねて、 禮拜の 上に 祌の 祝福 

を 請 ひ 求む る もので、 最も 簡單 なる を 要す。 例へば 主の祈りよりも 短き ほどに て當然 である。 說敎 

の 前の 祈り は 成る 可く 諸方 面に 行き 百ー りたる、 比較的 長き ものであって 差 支が 無い。 然し 亂雜 冗漫 

に 陷らぬ やう 注意せ ねばならぬ。 長き に 失する よりも、 短き に 誤る が 好し、 且つ 必す しも 說敎の 意 

味と 關聯 する に 及ばぬ。 屢々 之と 全く 懸け離れても 構 ひ は 無い。 說敎 後の 祈り は 自ら 或 ひ は 正面よ 

り 或 ひ は 半面より 說敎の 內容に 伴 ふ 意味の もので、 比較的 短く 切り 上ぐ るが 肝要で ある。 

公け G 禮拜に 於て は、 祈りよりも 稍 進歩して 居る のが 讃美歌で ある。 歌 は 人の 天性に 發す。 感深 


く Kmtoi まり、 思 ひ 切なる とき は、 歌 はで 止む ことが 出來 ぬ。 暴政に 虐げられ， 苛稅に 苦しめら る、 

人民 は、 『庄屋の 內 俵の 紅 裏 小：!、 地下の 百姓の 血の 淚』 と 歌 ひて、 其の 歎き を訴 へんと する に茧 る。 

而 して 比 Q 短き 言に 千 言 萬 語に 勝る 力が ある。 た^ 憂へ や 苦痛の みで は 無い。 『我が 子 死にて 復 生き 

な リ，？ 力 をどリ おと  ■>  .0 ュ， 、 ) 

失 ひて 复得 たれば なり』 と 言 ふ 場合に は、 『樂と 舞の 音』 の戶 外にまで 漏る & ほどになる か « 態 であ 

る。 ぶ敎ま 人の ft も S 永き 生命で ある。 之に 比 ふべき 深さ 高さ 强さを 有った 情操 感覺は 他に 之 を昆る 

、さ  あめき すめ さ 一一と  ^^0 

ことが 出来ぬ。 日の 神" か，. 痛に 隱れて 海 常 暗の 艱 みあれ は、 天鈿女 命ら 5 石 戸の 前に 集りて に 俳優 

を. し、 I お 之に 和して 遂に 其の 鎖し を 開く こと を 得た と 古き 國書 にも 記いて ある。 天地 を 動し 鬼 

； e. こ， も i する は 歌で ある。 殊に 基督 敎の 如き 最も 深き 信仰に 至りて は、 间 より 然 うで ある。 北 ハ禮拜 

は 公私と もに 歌と 離れ 難き 關係を 有って liw る。 バウ： -とシ ラス 傅 道の ため ピリ ピの獄 に投ぜ られし 

とき 『^り をな し 且つ： W を 讃美し、 囚徒ら 耳 を 傾けて 之 を聽き たり』 と ある。 獄の戶 を 打ち き 

-./  _  /  きけ ぴ 

囚徒の 足枷 を も 毀つ に 至れる 地震 は 自然の 出来事であった であらう が， 其れが 雄 とも 一一 目 はま ほし 

き兩 人の 讃美の 歌に 伴った の は、 興味 頗る 深き 様に 感ぜられる。 パゥ 口 は 其の 齊 翰に 於て- 〔一一 小 敎と歌 

の關 係を說 いて 居る。 『基督の 道 をして 汝らの 心に 存て充 ち 足らし め、 諸べ ての 詩と 歌と 靈に 感じ 

て 作られた る 賦とを 以て 互に 相敎へ 相勸め 恩に 感じて 心の中に 神 を 讃美すべし』 (lis? お？.^ 額)。 

歌 は 人 を 『相勸 め相勵 ます』 の 力に 富んで 居る。 傳 道の 力 强き 武器で ある。 總て 新に 起れ る 主義 

主 <ぉ は必す 歌に 半 はる \ に 及び、 始めて 世に 勢力 を 退し うする に 至る が、 古より 何時も 變ら ぬ事實 
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である。 或る 祌學 者が 『余 をして 敎會の 讃美歌と 音 樂とを 作る こと を 得せし めな ば、 .1^ 人が 其の # 

擧 のま DT を 著述す る も あまり 深く 顧慮す るに 足らす』 と 言った の も 道理で ある。 リウス， は； 冊き 一に 於 

. い て も 力 鋭き 人で あつたが、 彼 は 其の 異端 を擴 むる に 就きて た^ 論理の 力に 伕賴 する に 止まらす、 

水夫 や 巡禮者 ゃ勞働 者の 爲に歌 を 作りて 自說 を宣傳 する ことに 努めた。 .5:^::,TRir:J\ ^コ ンス クチ 

ノウ プルの 監督であった とき、 民衆が 廻廊 や 戸外に 於て 旦暮 アリウス 等の 歌 を 歌 ひつ あるに 耳 を 

一 傾け、 其の後 はた だ 自己の 非凡なる 雄 辯の み を 以て 之 を擊退 せんと はせ す、 大いに 敎會の 讚美歌 を 

擴 張し 其の 勢力 を發 揮す る こと を 努めた。 ，1; ゥ， ク スチ， ，^lre 如き 思想界の 豪の者 もド ナ テスト の異 

端と 戰ひ、 信徒 をして 彼らの 誘惑に 罹る こと を 免れし めんた めに は、 自ら 讚美歌 を 作る の 必要 を感 

じたので ある。 ル ウテ ル の 歌が 其の 文章 や 雄 辯と \ もに 驚くべき 勢力の あった こと は 世に！^ れ もな 

い 話で ある。 弟ゥ- ス レイの 作れる 歌 は、 兄ゥェ ス レイの 說敎と 肩 を 並ぶ ほどの 効力 を 示した。.^ 

ゥ f アイ はサ ン キイ を 獲て 獅子に 翼 を 添へ た 如くであった。 チヤ プマ ンと 同行して 日本に 來た ァレキ 

サン ドル の 讃美歌 は 前者の 說敎 よりも 長く 此國に 記憶 せらる \ であらう。 先年 京都で 死んだ ゴ ル ボ 

ルド は 他の 方面に 於て なかく 偉い ところ もあった が、 遠く 滿洲 朝鮮に 至る まで 彼が 傳 道の 一 勢力 

となった の は、 其の 讚美歌に 依った ので ある。 彼が 技術者と して 如何なる 地位 を 占む るか は 問題で 

あるが、 其の 熱烈なる 福音 的 護美 厘々 聽衆を 動かし、 多くの 人の 肺腑 を衝 いて、 回心の 刺 戦と なる 

- こと を 得た ので ある。 餘り 技巧に 屈 托せぬ のが 其の 力の あった 秘密と も 見ら る、 であらう。 


ぬ カリ 

块 g 美 は斯く の 如く 勢力 の大 いなる ものであるから、 講壇- に 立 つ 人 は 其 MM に 於て 脫落 なく 之 を 

活用す る こと を心懸 くべき である。 所謂 『相勸 め相敎 ゆる』 と 云 ふが 此處 だ。 讃美歌 は斯 くの 如く 

f を 傅へ 德を 建て 信仰 を增 すの 利器と して 力に 富んで 尻る。 然し 餘り藝 術 的に なり、 禮拜 をして 演 

奏會 じみた 空氣に 感染せ しむる やうな ことがあって はならぬ。 1^ 角 然ぅ云 ふ 弊害に 陷り 易い もので 

あるから 局に 當る 人士 は 深く 注意せられ たい。 唱歌 圑の 如き もの を設 くる も 餘程考 へ ものである。 

歌團を 健全に 維持す る こと は 尋常 大抵の 仕事で ない。 先づ 君子 危 きに 近 よらす の 方が 好い かも 知 

れぬ。 寧ろ 會衆 一同の 讃美歌 を獎勵 する が 優しで ある。 特に 數名 善く 歌 ふ 人 を 訓練し、 ，^|2衆ー同を 

も敎 育して みな ー齊に 好く 歌 はしむ る樣 にありたい。 藝人じみた唱歌圑ゃ獨^？のぁらんょりは、 ハ 

イカ ラ者 流に は聽き 苦しく とも、 會衆 ー齊の 讃美歌が むしろ 神に 喜ばる" であらう。 信仰 生 沾の利 

ハ： i となる もの は 寧ろ 後者で ある を 疑 はぬ。 ブラウ 二 ングの 『童子と 天使』 の 歌に 正直なる 赏 子セォ 

ク リタの 讃美歌が 天 使 ガブ リ H ルの 其れに 勝りて 神に 喜ばれた と 云 ふ 意味の 面 由き 一 節 ある も 此^ 

に 想 ひ 出さる.. ので ある。 敎會の 讃美歌 を 改良 せんとて 苦心す る 場合に は、 動もすれば 藝 人の 空氣 

が 入り込み 易い から 大いに 注意せ ねばならぬ。 

因みに 言 ふが 現行 讃美歌 は 口調 や てにをはの 方面に 於て は 稍 進歩して 居る が、 其の 精 祌熱愦 信仰 

的氣 分な どに 至りて は、 却って 反對 ではない かと 氣遣 はる k ので ある。 唱ひ 方の 改良 も 然る ことな 

がら、 歌 そのもの を 改善せ ねばなる まい。 讃美歌 は 人生 行路の 歌、 詩篇に 所謂 『旅の 家に ての 我が 
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歌』 である。 人生の 境遇 は 曰々 新たで ある。 督者 の 讃美す る 神の 恩寵 も 亦 曰，々 ■, に 新たに、 朝 毎に， 

鮮 かに、 夕 毎に 愈 深 沈で ある 1 故に Ifar パ にむ かひて 新ら しき 歌 をうた ひ、 地の 極より 其の！^ 

をた たへ ま 0. れ』 と ある 如く 新しき 歌が 必要で ある.。 日に 歩み n;: に 進む 世界に は 歌 も 新ら しくなら 

ねばならぬ。 信仰より 信仰に 進む 神の 恩寵 は 新ら しく 歌 はれねば ならぬ。 日 本の 基督 敎は 新なる 

美 歌の 作らる. -を俟 つて 吾る。 


然し 公け の 禮拜に 於いて 決して 油斷 すべから ざる、 少くふ も 他の 部分と ともに 同様の 汴意 を拂ふ 

べき もの は說敎 である。 聽 くに 堪 ふる 價値を 具へ たる 說敎 を爲す もの 少く、 偉大なる 說敎 者と 名づ 

くべ き ほどの 人 を 見出す ことの 困難なる は 現在に 於て 日本の 基督 敎 のために 憂 ふべ き缺陷 である。 

傳道者 は 好き 說敎 を爲 すべく、 主に 於て 道の 爲に勵 まねば ならぬ。 敎會も 好き 說敎 者の 起り 5:- る や 

う 其の 途を 開き、 總 ベての 便宜 を圖 るべき である。 斯て 牧穫の 主より 日本に 多くの 好き 說敎 者が 與 

へらる，^ であらう。 求む る ものに は與 へらるべし。 說敎者 自身 は 言 ふまで も 無く、 敎，^ S に 於いても 

此の 點に 就き 目下の 缺陷を 深く 覺り、 之 を 補 ふに 至らん こと を 切に 求め、 相と もに 此の nz 的に 向つ 

て 大いに 努力す ベ きで ある。 『是を もて 我 かさねて H ホバ の 事を宜 ベす 又 その 名 を もて かたら じと 一一 r:: 

へ り。. 然れど H ホ バ のことば 我が 心に ありて 火の わが 骨の 中に^ ぢ こもりて 然 ゆるが ごとく なれば 


し につかれて 堆へ 難し』 3§^s。 主の 言 其の 心に ありて 骨のう ちに 火の 閉ぢ^ り て 燃 ゆる 如く 

覺ぇ、 之 を 忍ぶ に 疲れて 堪へ 難しと 首 ふ ほど 傅 道心 熱衷 し、 止まん と 欲すれ ども 止む こと 能 はすと 

言 ふ 如き 精祌狀 態で あるの が 力 ある 說敎の 最大 要件で ある。 パゥ 口 は 福音 を傳 ふること 宛 も 負債 を 

償却す る 如くで あると 感じ、 福音 を傳 へざる を 以て 己が 大 いなる 禍ひ であると 首った。 『然れ ど豫首 

する もの は 人に 語りて 其の 德を 建て i、l をな し 慰安 を與 ふるな り』 (^itl 書)。 傅道^^の目的の 一 つ 

.IIP を與 ふること である。 人生 憂 ひ 多し。 人み な 重き を 負 ふて 疲れて 居る。 、王 邢穌 の齋ら する 平 

^休息と を 之に 分け 與 ふるが 傳道 者の 任務で ある。 た. - 高利 貸の 如く 道德を 促り 信仰生活の 勤勉 

..s-ill. るの み を 以て 講壇の 能事 了れ りと 心得る 如き は、 大 いなる 逮ひ である。 然し 之と 同時に 

^書に 所 慰安 は 寧ろ 力 を 與へ剪 を 鼓し 戰鬪 カを增 さしむ る を 主と する ものなる を記惊 する こと も 

，大切で あ バリ。 傅 道 者の 與 ふる 慰安 は 精神的に 緊張せ る 堂々 たる 要素 を 含んで 居らねば ならぬ。 女々 

.w:;1fT:^ きと ころの 無き やう 注意す るが 肝要で ある。 

バウ 口が 此薩に 『g ぎ』 と 言った こと を、 二 四、 二 五の 兩 節と 對照 すれば、 其の 趣意 明になる で 

あらう 。『然 比 ど 若しみ な贾ー t 一口せば 信ぜざる もの あるひ は 愚なる もの 人り 來 らんと き此 すべ てゾ 人に 

出り て ピを 責め この 衆の 人に， S りて 己の 罪を認 むべ し。 此 くの 如く 其の 心に 隱れ たる こと 露 る- 

が 故お て.^  を拜 み、  また 神 は 誠に 汝らの 中に 在す と 言 はん』。 講壇より 傅 道^の- K ぶる ところ 期の 

如く 人 をして 自ら 責め 己が 罪 を 認めて 其の 心に 隠れた る もの 露れ 来れる を覺 え、 肅 然として 祌を勇 
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する に 至り、 實に 其の 冒すべからざる 威厳に 接する を 感ぜし むる 効力 を發 揮し 人を勵 まして， 肯 仰に 

進まし むる 種類の もので あらねば ならぬ。 た 冷然 道 を談じ 理想 を說 き擧究 的の 講演 を 試みる のみ 

にて、 靈 魂に 迫る が 如き 氣分 乏しき は、 或る 說敎 者の 弱點 である。 說 敎に缺 くべ からざる もの は 熱 

烈と 痛切と である。 

總 ベての 說 敎は聽 く？ の 『德を g!l」』、 信仰 生 4 め を 向上し、 基 f: の 姿 を 現せし： y て- 奢た な なん 

格 を 完成す る を 以て、 其の 終極の 目的と なさねば ならぬ。 It 擅の 力 此の方 面に 於いて 缺 けて 居る.^ 

らば、 全然 共の 目的 を 失った ものである。 

講壇 は 此らの 目的 を 遂げん ために 神より 傳道 者に 與 へられし ものである。 『基督に より 我ら をして 

己と 和が しめ 且 其の 和が しむる 職 を 我らに 授く。 卽ち神 基督に 在りて 世 を 己と 和が しめ 其の 罪 を 之 

に 負せ す、 且 和が しむる 言 を 我らに 委ねた まへ り。 是 故に 我ら 召されて 基督の 使者と なれり。 卽神 

われらに 託り てなん ぢらを 勸め給 ふが 如し、 我ら 基督に 代りて 汝らが 神に 和がん こと を 汝らに 救 ふ』 

(f!§5? 一 g)。 傳道者 は 『己れ のこと を宜 ぶる にあら す、 たビ 基督 耶穌の 主たる こと、 また 耶蘇に 依 

っナ 

りて 汝らの 僕た る こと を宣 るな り』 と ある 如く、 『我れ 基督 耶穌と 彼の 十字架に 釘ら れし 事の 外 は 

汝らの 中に 在りて 何 を も 知る まじと 意 を {: 几め』 て、 北 (の 使命 を 5!^ すべく 忠誠 を竭 さね はならぬ。 パ 

ゥ 0 の 如き は 趣味 多方面に 1 り、 爆複雜 なる 事柄 を處 置し、 紛々 たる 人事に も關 係せ る こと 少く無 

かった が、 何事 を說 き、 如何なる 問題 を 取り扱 ふべ く餘傣 なく せられても、 彼の 人事 は 常に 神と 基 


督の 卜.， 子 架と に 聯終を 保って 居た。 些細なる 仕事で も 基督と 其の 十字架と に 源 頭 を 發し其 所に 局 を 

結ばし むる が 彼の 流儀であった。 決して 一本調子に 流れ ざり し. パゥ 口の 說敎ゃ 文章 は 基督と 其の 十 

字 架と を 中心として 千變萬 化、 實に應 用の 妙 を 極め、 多方面に 亘 りて 活動した ので ある。 

『Iyl に は 我れ 柔弱 者の 如く なれり。 是柔 弱者 を 得ん 爲 なり。 叉す ベての 人に 我 は その 衆の 人の 

1^ に循 へり。 是 いかにもして 彼等 數人を 救 はんため なり』 (lf?1 一 1 書)。 傳道者 は 神人と なれり と 云 

ふ眞 现を體 得して、 總 ての 人の 地位に 自ら を my き、 總 ての 人の 狀に循 ひて 道を傳 へねば ならぬ。 

(一九 一八 年  一 no 
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宗教 は 神と 人との 友誼で ある。 總て 朋友の 間柄 は對 面、 音信、 交歡、 訪問、 談話、 などに 始り、 

維持せられ、 叉增進 せらる- - ものである。 漠然 心に 思 ふ 位で は 足りぬ。 其れが 形に 發し、 何 かの 事 

實 となりて 表れねば ならぬ。 而 して 僅かに 最初の 一回に て 止むべき で 無い。 機會を 得、 また 之 を 求 
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めて、 厘々 繰り 反すが 必要で ある。 互 ひに 忘れぬ 様に する。 訪 ひも 訪 はれ もす る。 空飛ぶ 鳥 の^こ 

まで 音 間 を 托する に 至る。 之が ために は 有 ゆる 工夫と 努力と を 杏まぬ。 『人の 相識る は 心 を 5: 識る』 

を尙 ぶと は 申しながら、 餘り 精神的 を氣 取りて、 之 をロ實 に油斷 をす ると、 終に 疎遠に^、， -て了 ふ。 

神と 人との 關係も 同じ 事で ある。 心の 誠 表面に 現 はれて 祈りと はなる。 卽ち || み- 一る の義、 神に 

向 ひて 信仰的の 談話 を 試みる ことで ある。 霞なる 生命 發 露して、 神と 思 ひ を 交へ、 感 を.^) ませ 志 

を述 ぶる が 祈りで ある。 獨 語す るので は 無い 0 餘 念な く會話 する にある。 其の 中には 冲り德 を. § 、め 

讚 ふる は 勿論、 重累の 恩惠を 感謝し、 胸に 滿 つる 懷ひを 述べ、 旣往 現在の 罪 を吿. 悔し、 共 rw..- 

を 求め、 向上心 を 披瀝し 過 を 改めて 正義に 遷 るの 意志 を 表明し、 只管. ^：! へよりの 亀 I れ と^"!: と を 哀願 

して 息まぬ。 祈りの 內容 人の 心と 共に 甚だ 入り組む。 極めて 多方面で ある。 

詩の 第 百 四に 『若き 獅子 ほえて 餌 を 求め、 神に 食物 を 求む』 と ある。 人より 下の 動物に も反嚷 

ごとき 關 係が ある。 求めて 之に 應じ、 饑 ゑて 助け を 他に 求む るの 道が 行 はれる。 人と 此ら 動物との 

間に 至る と」 膨 明かで ある。 或る 書物の 名 を 『人の 友』 と 云 ふ。 內容は 犬の 事を說 いた もの だ。 ；吶 

者の 間に 不備ながら 祈りの 如き ものが ある。 ベ ェ コ ン 嘗て 『人 は 犬の 神な り』 と 云った さう だが 如 

何にも 道理 至極 だ。 虎の 烕を藉 る 狐 のみでな く 『主人に 伴れ られて 勇 氣百搭 威勢 傍輩 を壓 する』 犬 

二 だち 

も ある 彼ら は 『神の 諸子の 現 はれん こと を俟 ち』 之れ に追隨 して 其の 『榮 えなる 自. H に 入らん こ 

と』 を 願 ふて 居る。  - 


人と 人との 問に は 同より 此關 係が： に 親密で、 少しも 疑 ひ を容れ ぬ。 社 會は總 て 祈りの 關係 であ 

ると 云っても 好い。 『人獨 りして 居る は {nj しからす』。 呼びつ、 應 へつ、 助け 助けら る、 が 其の 正則 

狀態 である。 親子、 夫 s、 兄" HJ^、 姉妹、 主 僕、 師弟、 朋友、 さて は 商 賣の關 係に 1^ るまで、 悉く 此 

の现に 外ならぬ。 正に 邪 穌の臂 へられた 如くで ある。 『或 人 夜半に 北 (友へ 往 きて 友よ 我が 傍^ 旅よ 

り來 たりし にル ふべき 物な き ゆ ゑ 三の パ ンを 借よ と 曰ん に、 內に 居る もの 答へ て 我 を £^ はす 勿え 

おや リは ぢ われと 共に "^l^n: も牀に 在れば、 起きて 予 ふること 能 はすと 云 ふ 者 あらん 乎。 我汝 等に 

きげん 比ハの 友なる に 由り 起きて 予へ ざれ ども、 ひたすら 請 ふが 故に 其 需に從 ひ 起きて 予ふ べし。 我 

汝雷吿 げん、 求めよ、 然 らば 予 へられん。 ，よ、 然 らば 遇 ひ、 門 を 叩け よ、 然 らば 叫かる、 こ 

と を 得ん』。 人 ii の關係 S 々輕 薄に 流れ 易い。 其の 助け 助けら る k 愛の 行動 も、 時として は 友情より. 

低き 他の 動機に 支配せられ、 北ハ 問に 餘り 感心の 出来ぬ 神 も 曝露す る。 耶穌 の譬へ は實に 人-おのお 

りの 儘 を r.? された。 然し 其れ を 段階と して 祌と 人と の^に 行 はるべき 祈りに 說き 及ばされた 如く、 

入 お- S く Q 川くなら. ま、 祌と 人との 間に は、 之に も 優るべき 美妙なる 關 係の 成立し，.^ M るべ 

き. &と云 はねば なるまい。 靑々 と 茂りた る樹を 見れば、 果實を 期待して、 心も^ 力れ つ」 之に 近寄 

らんと する が 如く、  f に 天に 訴へ、 if 際して 神明の 加襲助 を藉る は、 自然の 人情で ある。 

古今^ 韋人は 其 才德の 高き ほど 益々 天に 負 ふ 所 多き を自覺 して 居る。 故に 之 を 天才と 云 i 彼ら 

s:i333aBsl33% 信じた 藝 である。 ジョン. ブラウンと 
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云へ る舉者 嘗て 人の 中には ソ ウラル、 マン (太陽 勢 下の 人) なる 一種の 傑物の ある，^ を說 いた。 卽 

ち 地上の 關 係に 出て 成立せ す。 天上との 關 係から 偉大なる こと を 得た 連中で ある。 西 折" ソクラテス 

が祌 明の 啓 發を賴 みに して 居た こと は、 ル M 人の 熟知す る 所で ある。 ピタゴ ラス は 幾何 擧の發 見. こ，^. - 

喜 措く 所 を 知らす、 取る もの も 取り 敢 へす、 己れ を啓發 して 此 所に 至らし めた 神に 感謝の 供物 を 棒 

げたと 云 ふ。 人々 ハイドンの 天才 を稱讀 した 時、 彼 自身 は 天 を 指して、 『我の 力に あらす、 我の 力に 

あらす、 只 神より 来れり』 と 叫んだ。 殊に イスラエル 民族の 豫言 者に 至りて は 此の 確信と 自覺 とが 

際立ちて 明確であった。 彼等 は 『エホバの 一一 一一 n 我に 臨む』 『斯 くの 如く  H ホバ云 ふ』 と 常に 語って ゐ 

た。 後 回に 機會を 得て 說 くごと く 耶穌は 祈りの 人であった。 ヨルダン 河に 於て バプ テス マ を 行 は 

れ 祈りつ、 もりし 間に 天 よりの 聲を 聞き、 鍵 之に 降りて 其の上に 住する を實驗 せられた。 廿 ベの 一 

生の 大事 は總 ベて 祈りに 由て 決せられ、 K 其の 問に 得 たる 力 を 以て 行 はれた。 祈り を 以て 開始 せら 

れ たる 其の 事業 は、 十字架 上 亦 之 を 以て 其の 局 を 結んだ。 何人も 耶穌と 其の 生 1 了と に 親しま f、  W 

り 力 活ける 幕 はしき 事實と 勢力で ある こと を 感ぜ ャには 居られない。 我 も斯く ありたい と 望む に 至 

るで あらう。 

もヌ 

天 言 はす 人 をして 言 はしむ。 『語らす 言 はす、 其聲 聞えざる に 其 言 は 全地に 遍 し。』 『エホバ き 

は 水の 上に あり。 榮 光の 神 は 雷を疆 かせ 給 ふ。 H ホバは 大水の 上に 在せ り。 H ホバ. の 聲はカ あり。 . 

エホバ の 聲は稜 威 あり』。 然れば 之 を 神 鳴りと 云 ふ も 其 害 だ。 支那の 聖人が 迅雷 風烈其 色を變 すと 云 


がク k  CI ら.^ こ 接する の 感想 を禁 する こと を 得なん だからで 有るまい か。 『エホバよ 汝 はぎ を り 

我 を 知り & /り。 汝は 我が 坐る を も 立つ を も 知り 又 遠くより 我が 念 を 辨へ給 ふ。 汝は 我が 歩む を も 

我が 臥す を も 探り出し， 我が 諸の 途を 悉く 知り 給へ り。 そ は 我が モ" に 一言 ありと も、 視ょ H ホバょ 

なん ぢ 悉く 知り 給 ふ。 汝は 前より 後より 我を圍 み、 我が 上に 其の 御手 を m はき 給へ り』。 『我れ 何 所に 

往 きて 汝の^ 靈を 離れん や。 我れ 何 所に 往き汝 の 御前 を 免れん や』 祌の 前にて は 暗 も 物 を 隠す こと 

なく、 夜 も畫の 如くに 輝く。 其の 眼光 は 肺腑 を も 貫く。 斯くて は 如何しても 祌の 前に 罪 を 認め、 其 

の 故し を #ん こと を 願 はすに は濟 まぬ。 又 之に 向って、 『神よ 願く は 我 を 探りて 我が 心 を 知り、 我 を 

試みて 我が 諸の 思念 を 知り 給へ。 願く は 我れ に 邪なる 途の 有り や 無し や を 見て 我れ を 永遠の 道に 導 

き 給へ』 と 祈る が、 自然の 順序と なる。 のみなら す 耶穌に 伴 はれ、 之に 紹介 せられて、 彼の 父 又 我 

らの 父なる：^ を拜 する 時 は、 祈りが 自ら 起らねば ならぬ。 神 は 人格 的で、 自由で、 社交的で、 我ら 

の 父であって、 常に 我らに 語り、 敎へ、 論し、 警め、 慰め、 獎め、 責め、 又 宜吿を 下される。 斯く 

自覺 したら しこ， は、 之に 相應 はしき 答 をな し、 且つ 嘆き、 且つ 喜び、 且つ 謝し、 且つ 求む るが 最 

もま 然 なる である。 要は 皆 如何なる 性質の 祌を認 むる かと 云 ふ 一 點に歸 着す。 祈る こと を躊路 

したり、 之に 反對 したりす るの は、 上に 說 いた 如く 祌を 認めない からだ。 疑 ひ は祌を 誤解す るより 

生す。 ァゥ ガス テヌス E く、 『我が 誤謬 は 我が 神に あり』 と。 卽ち總 ベての 誤解 は 神 を 誤解す るに 起 

因す と 云 ふ 眞理を 高調した 言で ある。 ま 然界に 於て、 道念の 作用に 於て、 神 を 焦れ 求む る靈 性に 於 
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て、 人類の 宗敎 意識に 於て、 取り分け 耶穌 基督の 人格と 其 意識に 於て、 在天の 父なる 祌を 認識せば 

祈らす して 止む ことの 出來ぬ 様になる。 結局 神 を 愛する の 念 止み難き 所から 祈り を爲ね f ならぬ こ 

とになる。 『バ ビ 口 ン王 ダリ ウスの 臣下 王 を 唆 かして 曰く 今より 三十日の 內 は唯汝 にの み願專 をな さ 

しめ、 若し 汝を 措きて 神 または 人に 之 を 爲す者 あらば 總 ベて 獅子の 穴に^ 入れん と 云ふ是 なり。 然 

？ 5 こと 。リ  , 

れば 王よ 願く は 其の 禁令 を 立て、 其の 詔書 を認 め メデアと ペルシャの 廢る ことなき 律法の ごとく 之 

をして 變ら ざら しめ 給へ と。 王卽ち 詔書 を 認めて 其の 禁令 を 出せり』。 然れ ども バビ a ン 王の 朝に ダ 

一一 エルが 居た。 彼 は 此の 『詔書の 出で たる を 知りて 家に 歸 りけ るが、 其の 二階の 窓の エルサレムに 

向 ひて 開ける 所に て 一 日に 二度 づ. -膝を かがめて 禱り 其の 祌に向 ひて 感謝せ り。 nj^ その 時の 前より 

して 斯く なし 居 たれば なり』。 詔書 も、 王の 逆鱗 も、 獅子の 穴 も、 ダ  一一 H ルの心 を； t ひ、 其のお 惯を 

Z  ,  . 1 , ：) ：  わ 力 こ V ろい しに あらす てんずべ からざる なリ ゎゲ >lj.>r ろむ しろに も あら！ JJ まくる ベ か， っャ るな リ 

てし むる こと を 得なかった。 寳に 『我心 匪， 石不， 可， 轉也、 我心 匪， 席 あ， 可 一！； #,』 であった。 兄 

る 可し、 祈り は斯 くの 如く 深く 人の 心に 根ざす。 其 必要 は饑渴 よりも 甚だし。 何物 も 之 をん より 

奪 ひ 去る こと は 出来ぬ。 

二 耶穌の 祈ら 上 

『耶穌 ある 所に て 祈りし ける に、 終りし 時 一人の 弟子 云 ひける は、 主よ ヨハネ 北への 弟子に 敎 へし 如 

く 我らに も 祈る こと を敎へ 給へ』 (ff 一一)。 彼ら は 耶穌の 祈らる る狀 如何にも 貴く 覺 えて、 分ら も 


日 來 祈らざる にあら ね ど、 少しも 形成て 居らぬ かの 如くに 感ぜられ、 页に 修養せ ねばならぬ を 悟り 

て、 く は 申し出で たので ある。 我ら も然か 致した きもので ある。 

贄に主 は 祈りの 人であった。 北ハの 敎訓の 中、 祈りに 關 する もの 頗る 多く、 所說 〈咼妙 深遠 至れり 盡 

せり ヒ、 の 祈 FH1 の 偉大な る を感す る ことで あるが、 共の 實 生》：^ は 口に 言 は れた 所と 異ら す、 祈りに 

於て だ 偉大なる ものであった。 傅へ 聞く ル ー テル は 一日に 約 三時 問 を 祈りに 費した と 云 ふが 邪 

穌の 生涯 も 祈り を 以て 充 たされた。 『彼 肉體に 在りし とき、 哀しみ 哭び淚 を 流して、 死より 己 を 救 ひ 

得る ものに 祈り、 又 なし、 其のう き畏 によりて 聽 かる こと を 得たり』 cmy 其の 祈りの 狀態 

を^ば る、 心地 ぞ する。 熱 切 燃 ゆるが 如く、 一語 ー淚、 神に 迫る の 趣き あると 同時に、 少しも 敬 長 

の 態度 を 失 ふこと なく、 戴 的 調和 の 妙 得 も 言 はれ ぬ 。 

mij の 一日 は 常に 祈り を 以て 始まった。 『眛 爽耶穌 n 十く 起き、 人 無き 所に 行き、 其 所に て 祈りせ 

り』 (fg!)。 昨日 は 終日 甚だ 多事に して、 殆んど 寸暇 をも餘 さす、 疲勞も ひ 遣られた るに 拘^ 

らす、 朝つ とめて 起き 出で、 特に 入 無き 所にまで 行きて、 祈られた ので ある。 一年の こと は 元日に 

あり。 一 HI のこと は 朝に あり。 朝の 祈り は 人の 生. 活に大 なる 關 係が ある。 社會 折：^ 學の 創立者と も 祈 

すべき 佛國の コム トは、 基督 者で なく、 神に 祈りす る 人で 無かった が，、 朝 侍^が 之 を 呼び 醒 ます 

とき、 聲高こ 『コム ト君、 記隐 せられよ 君は爲 すべきの 大事 あるな り』 と 言 はしめ たと かや 基督 

^  かどで .  . . 

者 は 神の 前に 於て、 コム トに 勝りた る 準備 を 整へ、 心 を 引き締めて、 一日の 首 途を爲 す こと 力 H 东 
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るので ある。 

朝 は 元氣も 好く、 事業 我 を 促す ものの 如く、 自ら 精神 を 引き立 てらる.， 心地して、 1^ りに も ハ浙の 

進むべき が當然 である。 兒玉 大將の 如き 信仰に 緣 遠い 人で も、 大戰を 前に 控 へて 居った とき は、 朝 

つとめて 太陽 を 仰ぎ、 祈念 を 凝らした と 云 ふで はない か。 朝の 祈り は 殆んど 自然に 出づ る。 奪 者 

で 無くと も 朝 柏手 打ちて、 何 か は 知らぬ が拜む もの を 多く 昆褂 くる、， 併し 割合に 夕の 拜みを 爲すも 

の は、 事實に 於て 少なから う。 始め 有りて 終り 無き が 世の 習 ひ、 苦しい ときの 祌賴み も、 咽喉 もと 

過 ぐれば 熱さ 忘る、 とやら、 鬼 角 神の 前に 夕の 勤め は 怠り 易い。 其れに 直の 疲れ も あり、 氣も 沈み 

勝ちで、 失望な どの ありた らんに は 尙更、 祈りに 氣乘 り爲ぬ やうに なり 易い。 だから 夕の 祈りに 精 

神の 籠る やうに なりて、 其の 習慣が 立派に 持續 する は 修養の 結 栗で なければ 出来ぬ。 .^£；^ れ激 p， 

"3 りて、 行 はるべき ことで あ K 力 基督 者 は 夕 の i りに 心 を 用 ひねば ならぬ。 努力 を耍 する。 ；-仪 1^ 

神に 祈りて 向上心 を 振作し、 志 を鍍鍊 する こと を 努めな ば、 其 効 3^ 朝の 精神 歉 態に 現 はれ、 共の 影 

響總 ての 方面に 著る しくなる であらう。 吾人 は 臥」 j£ に携へ 行く 心 持 其の ま、 で 朝起き 出づる ものと 

見做して 差 支 あるまい。 其 所で 耶穌 のこと を 顧みる に、 『^ が ％ ：を歸 して 後 祈りの ため 山 こ 一 了ナり n。 

(fsfi) 其の 一 日 は 祈り を 以て 終結した。 基督 者の しすべき ことで ある。 

よもすがら 

又 終夜 刷られた とい ふ 記事 も ある。 『當 時耶穌 祈りの 爲に 山に 往 きて、 終夜 冲に 祈れり み 穴) U 

主 は屢々 祈りに 夜 を 明かされ たので ある。 


朝と 夜間の みならす、 北 (間に も 祈りが あった。 實に 詩の 五 五の 一七に 兒 ゆる 如くで ある。 『夕に 

朝に 晝 にわれ 歎き 且つ 哀しみ 呻めかん。 ュ ホバ 我が 聲を 聞き 給 ふべ し。』 

；  ひそか 

S 一  人して 祈られた。 『耶穌 常に 人 無き 處に 退きて 祈り 給 ひき』 C^TI  )。 曾て 『；. ^ると き は嚴密 

なる { 至に 人り、 戶 を閉ぢ て隱微 たるに 在す 汝の 父に 祈れ』 (fl 德) と敎 へられし 如くで ある。 法然上 

人の 如き も 念怫に 深く 心 を^ ひ、 公に 之を唱 ふるのみ ならす、 一 人して 爲す こと を 努めた やう だ。 

曾て 其 弟子 僧の 敎阿 彌陀 なる ものに 授けた 面白き 敎訓が ある。 彼 はもと 盜賊 なりし が、 法然 の說敎 

に每 悟して 心 も 圓き曾 侶と なった。 將 に故鄕 なる 相 模に歸 り 住まん とする に 臨み、 法然の 一言 を授 

かり 生涯の 紀 念に 供 へんと 言 ひ 出で た。 法然は 之に 念 怫の法 を 示し 『早い話が 泥棒 ぢゃ。 他人の 寳 

に 思 ひ を 懸けて 忘る 、問と て は 無 けれども 平 氣な顏 して 少しも 人に 氣 付かれぬ やう 仕向ける。 此の 

盗み 心 は 全く 他人に 知られねば 飾らぬ と 申して 可い。 決定 往生の 心 も是れ で、 其の 時の 念怫 は怫樣 

の 外 は 誰れ も 御存じない』。 彼 は 他人に 斯く敎 へたの みならす、 自ら 之を實 行した。 敎 阿彌陀 或る 夜 

深更 不圔 目を覺 ました 所、 上人が 頻りに 念佛 する を 聞きし こと ありと 云 ふ。  - 

『我が 名の 爲にー ニニ 人の 集まれる 所に は 我 も 其の 中に 在れば なり』 i5f1cy。 多くの 人の 心 を 合せ 

て爲る 祈り は 驚くべき 勢力が ある。 ぺ ンテコ ステの 如き 其の 實 例の 一 つ だ。 心理 學 上から 見ても、 

斯く ある 可き 害で ある。 加 ふるに 吾人 は 社交的の ものである 故、 感謝、 徵悔、 财願は 又 社交的で 無 

くば 道理に 適 はぬ。 基督 者 は 社交的の 祈り を 行 はねば ならぬ。 故に 耶穌が S 々衆と 共に 祈られた る 
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を 見る。 

『主 又 云 ひける はシ モンよ シ モンよ、 サタン 汝等を 索め て麥の 如く 簸 はんとす。 然れ ども 汝 の：；：： 仰 

絕 えざる やう 汝の爲 に析れ り』 (f^f 一一 一一 一一)。 これ は 耶穌が 他人の 爲に 祈られた ので ある。 十字架 上の 

祈り も 其れで ある。 約 翰傳第 十七 章の 如き 其の 最も 著る しき 實例 である。 『もし 人 其の 兄-.^ の 死に 至 

ら ざる 罪 を 犯す を！ ば 祈りて 死に 至ら ざ る 罪 を 犯 す 者 に 生命 を與 ふべ し』 (I  ^  f  13。  W りて，， に 

生命 を予 ふべ しと ある。 他人の ために 祈る の權能 また 大 いなる かな。 變3:^^の生活は、 代りて 祈る 

ものである 可き 苦 だ。 他人の 幸 ひ を 感謝し、 其の 3f を 悲しみ、 北 (の 必要に 同情 を 寄せて 斬る こと 

を 怠つ て はならぬ。 

主 耶穌の 祈られた うちに、 古人の 成句 を 其 ま \ 蹈襲せられ たもの が、 少なくない。 例へば、 十字 

すて 

架の 上に 『我が 神、 我が 神、 何 ぞ我を 遣た まふ 乎』 と 祈られた の は、 詩の ニニの 一 をお 川せられ た 

ので ある。 叉 『大聲 に 呼ば はり 曰 ひける は、 父よ 我が 靈を汝 の 手に 托く』 と ある は、 詩の 三 一 の だ 

なら はせ 

より 出で、 へ ブライ 民族の 風習と して、 母が 夜 其の 子 を 眠りに 就かし むる とき、 傍に ありて 彼が 

爲に唱 ふる 詩の 一節で ある。 耶穌 十字架 上に 於て 之を唱 へられし は、 其の 心 も 思 ひ 遣られて、 味 は 

ひ 窮まりな きを 覺ゅ。 主 は 成文の 祈り を 用 ふること を耻 とせられ なんだ。 基^者の祈り^„右し耶^^の 

其れの 如く 聖書の 祈りの 訶 や、 古聖 徒の 鍛練した 祈 禱文を も 用 ふるに 至らば、 多くの 弊 を 11 め、 共 

の 精祌を 更に 高^なら しめ、 其の 內容 を富瞻 ならしむ るで あらう。 


『此の 故に 耶 S 彼らに 答へ て 曰 ひける は、 誡に 實に汝 らに吿 げん、 子 は 父の 行 ふこと を兑て 行 ふの 

そ は 

外 は 何 ごと を も 行 ふこと 能 はす。 蓋總て 父の 行 ふこと を 子 も 亦 行へば なり。 父 は 子 を 愛し 總て 己の 

行 ふ 所の こと を 彼に 示す。 汝ら をして， 異 しまし めん 爲に 彼の ことどもより 更に 大 なること を 彼に 示 

さん。 そ は 父の 死し 者 を 甦らせて 生かしむ るが 如く 子 も 己の 心に 從 ひて 人 を 生かしむべし。 …… そ 

れ父は 自ら 生命 を 有せり。 其 如く 子に も 賜 ひて 自ら 生命 をお せしめたり。 また 人の子た るに 因りて 

さ ^ や】 

これに 審判す るの 權威を 賜へ り。 …… 我れ 何事 を も 自ら 行 ふこと 能 はす、 聞く ところに； ぬひて- 雜判 

す。 我が， 搖判は 公平な り。 そ は 我れ 我が 意 を 行 ふこと を 求めす。 我れ を 遣 はし \ 父の 意 を 行 ふこと 

を 求 むれば なり』 (fg ほ ー^§)。  . 

此の 數節は 耶穌の 生涯に 一旦れ る 精神 を 遺憾 無く 發 露して 居る。 何事 を爲 すに も、 總 ての 點に 於て 

其の 態度 方針 手段 歸趣 ともに、 神の 意 旨と 接觸を 保ち、 調和 を 維持し、 全然 協同して られ た。 兩 

者の 問に 完全なる 一致が 成立し、 また 繼續 せられた。 其の ヨルダン 河に、 ヨハネより バプ テス マ を 

受け、 祈りて 居られた とき 天 忽ち 開け、 聖靈 其の上に 降り、 天より 聲 ありて 汝は 我が 愛子な り、 我 

が悅ぶ 所な りと 之に 告げた。 此の 縫の 如き 事實 を解釋 すれば、 主 は 此の 機會 祌の幽 妙なる 聖 意に 洞 

通し、 祌と 自己との 關 係を認 むる こと 愈 深く、 天来の 啓迪 威力 其の上に 加 はった ものである。 斯く 
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なられた 因由 はと 云へば、 聖書の 本文に も 見 ゆる 如く 祈りで ある。 『祈れる 時』 と あるが 其 所 だ。 

常々 祈りに 由り て 天に 在る 其の 聖 なる 父と 思 ひ を 通 はせ、 事 を 謀り、 人と 事物と に 就きて 正しき 

解 を 得、 有らゆる 場合に 於て 神の 期待し 且つ 望 を 寄せら る- -所何 所に ある や を 明かに 見、 斯くて 何 

事に よらす 之 を 成し 遂 ぐるの 用意 全く 備 はり 泰然と して 召しに 應 する こと を 得られた ので ある。 

斯 くの 如く 常に 祈られて 神と 最も 美しき 一 致 を 保てる 耶穌は 此の 人に して 此の 事 ありで、 最も 能 

く 徹底せ る 祈りの 訓をも 世に 遺された。 『汝ら のうち 誰か 其 子 パン を 求めん に 石を予 へん や。 また 

魚 を 求めん に 蛇を予 へん や。 然 らば 汝ら惡 きものながら 善き 賜 を 其 子に 予 ふる を 知る。 まして； 太に 

在す 汝らの 父 は 求む ものに 善き もの を予へ ざらん や』 (I は の)。 實に 祈り は 子の 父に 於け る 如く あ 

るべき である。 

『汝ら 祈る 時に 異邦人の 如く 重複し ごと を 言 ふ 勿れ。 彼ら は 言 多き を 以て 聽か れんと 意へ り。 是の故 

ね 力  , .  メズぶ y\ 

に 彼らに 做 ふこと 勿れ。 汝らの 父 は 求 はざる 先に 其 無くて ならぬ もの を 知りた ま へ はなり』 (ぜ $ マユん) 

祌は 我らの 祈り を 鼓吹し、 誘 被し、 また 喚起 せられる。 羅馬 書に 聖靈言 ひ 難き の 歎き を 以て 我らの 

つま リ 

爲に 祈る と ある も、 結局 は 祈る こと を も 知らぬ 人の 心に 所り を 促して 之 を 喚び 起さる \ こと^ 示し 

たので ある。 子 は 親に 謝 辭を述 ぶる こと も辭 儀す る こと を も 知らぬ。 親が 之を敎 ふるので ある。 然 

るに 之を敎 へたる 親 は、 其 云 はしめ 爲 さしめ たこと を 喜び 受けて、 世に も あはれ 目出度き ことと W 心 

ふ。 祌と 人との 間に また 斯の 如き 關 係の ある 樣に思 はれる。 旣に然 らば 神 は 人の 願 はざる 先に • そ 


ゥ_啦 "くて ならぬ もの を 知られ 居る 箸で ある。 或は 之 をロ實 として 祈るべき、 幺要年 〔しと 川.^ ひ 僻む もの 

もや あらん。 大方の 人 は斯く 主張した き 下心が あるか も 知れぬ。 然し 耶穌は 之と 反 對で神 知らざる 所 

無き が、 其の 祈り 心 を 鼓吹す る 動機であった。 心 一 つで、 同じ 物 も 結 《 ^が斯 くまで 違 ふ。 问じ 飴で 

も 孝子に は 親 を 養 ふために 用 ひられ、 盜跖に は 窃盜を 働く 手段 を 供給した。 元來祈りは1^^3人の必.要 

.S3 お "で、 あまり 之に 心 付かざる 神の 注意 を 喚起すべき 手段で は 無い。 此方の 必要 を 熟知し、 我 

が も高尙 なる 利益 を 御 心に 懸けさせられ、 同情 至らざる 所 無き 祌に 信賴 し、 其の 聖 皆に 添 ふこと 

, ^念じ、 之に 從 ふこと を 志して 祌の予 へんと せらる、 恩寵に 沐^す るの 準備 を 整へ、 之に 相應 はし 

^5^」態度を具ふる所以でぁる。 斯 くの 如き 準備 有る ものと 無き ものとの 問に 祝福に つきての 相違 ある 

Tflji^y 兩者 何の 區別 無しと 云 は.^、 それ こそ 世の中 は 常 暗と 云 はねば ならぬ。 全く 玉 

石 S 清で ある。 人 同士で も 心 ある 親 は 子の 必要 を 知りつ、 も、 其の 精神的 难備 成りて、 それが 熱 

誠 を 籠め た懇 なる 願 ひとなる まで は、 空しく 之 を i 止し 置く 場合 も少 くない。 濫に予 へて は 大害を 

釀す であらう。 

まの 祈り を 見る に 『御名 を 崇めさせ 給へ』 より 始まりて、 『惡 より 救 ひ 出し 給へ』 に 終る。 事の 輕 

重、 公私の 別、 一 絲亂れ す、 其 次第が 甚だ 嚴重 である。 身體は 衣より、 霊魂 は身體 よりも 重大で あ 

る。 故に 身 を 殺して、 靈魂を 殺す こと 能 はざる もの を 恐る \ 勿れ。 全世界 を 得る とも 靈魂を 失 は^ 

何の 益 あらん やと 云って あるの だ。 祈り も此 順序に 從 はねば ならぬ。 例へば 日用の 糧を 今日 も予へ 

ニニ 
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給へ と 求む る は、 其 前の 願 ひなる 御國を 来らせ 給へ に附隨 しての ことで、 其が 爲の 要求から 生す る 

日用の 糧は御 國の爲 であるから、 時と 場合に 依りて は、 これが 爲に飢 ゆる こと も 可な りと 覺悟 せね 

ばなら ぬ。 1^ 角 此の 次第 を 立てぬ のが 多くの 祈りの 缺點 である。 

『耶穌 また 人の 恒に 祈りして、 沮喪す まじき 爲に譬 へ を 彼らに 語りけ る は、 或る 邑に JS. を £ ズれす 人 

や も 力お しな 

を 敬 はざる 裁判人 ありけ るが、 其 邑 に變婦 ありて』 云々 (ff だ A)。 嫠婦の 熱 切に して 橈まざる 願 

ひ は、 神 を 畏れす 人 を 敬 はざる 裁！： 官をも 動かし 得た。 況んゃ 神に 於て を や。 共御心に從ふ；.^^りに 

答 へられざる 道理 は 無から う。 耶 穌は斯 くの 如く 祈りの 熱烈 懇到 痛切なる 可き を敎 へられた。 

のろ  な？^； 6 せむ 

『その 仇 を 愛し 汝らを 憎む もの を 善くし 誣ふ者 を 祝し、 虐遇 むる 者の 爲に 祈りせ よ』 3s，fll)。 

シ モ ゾ， パ テ 口 を 始め 人の 爲に 祈られた 耶穌は 敵の 爲に 祈る こと を 其 弟子に 要求 せられた。 基将 者の 

祈りに は 此の 分子 を缺 いで はならぬ。 十字架と 『父よ 彼ら を赦し 給へ』 と 祈られた が 其の 校範 である。 

『誠に 實に汝 らに吿 げん 我れ を 信す る 者 は 我が 爲す ところの 業 をな さん。 且つ 此れより 犬い なるこ 

とを爲 すべし。 汝ら總 て 我が 名に 託り て 願 ふ 所の こと は 我 總て之 を 行 はん。 父の 榮の 子に 因りて 顯 

はれん が爲 なり。 若し 汝ら 何事 にても 我が 名に 託り て 願 は V 我 之 を 行さん』 (f15 一 li の)。 これ s」 しく 

その 世に 在りし 時 自ら 神より 賜 はりた るよりも 大 なる もの を 期 化して.. 之 を 望むべく 弟子ら を獎 9. 

られ たので ある。 其の 前後の 聯絡 文を按 する に、 耶穌の 其 折り 爲し 居られた こと は、 民の 疾病 艱苦 

を 救 ふ 所謂 慈善事業の 種類であった。 弟子ら また 之 を 行 ひ 得べき のみなら す、 之よりも 大 いなる こ 


ふ を、. ：3|^ け、 主の 名に 於て 之 を^るべき こと を 命ぜられた。 而 して 更に 大 なること は 何で あるか。 

言 ふまで も 無くべ ンテコ ステ のことの 如き を 指す ので ある。 卽ち靈 的の 事業で ある。 是れ 我らの 最 

も 執" 切に 祈り 求む 可き ことで ある。 

主 は その 名に 於て 祈る こと を敎 へられた。 耶穌の 名に 於て 祈る と は、 我らが 北 (の 使^と して、 共 

ゆるし  ねが ひごと 

任命 を帶 び、 その 允許 を 頭に 戴き、 其 誘引と 指導と に 由り て 願事 を捧 ぐるので ある。 耶穌の 名に.^ 

りと 云/ば、 もとより rer 穌 自身の 事業と 其御國 との 爲 めに 祈る 外 有る まじき 害で ある。 め陋 しき 

私ぶ = を 逞しう する やうな ことがあって はならぬ。 要するに 御 心の 儘に 爲し 給へ と 云 ふ 意味で ある。 

，四 祈.=^の培養と其の效果 上 

つ la?  ぜぅ 

怫敎に 數珠功 德經と 云 ふが ある。 數 珠を滔 るなら ば、 『自ら 利し 他人 を 護り、 速に 諸 法 を 成し、 

も驗を 得る こと 多く、 其 福 ひ 無量 算 計す 可から す。 ■ 校 量す 可き こと 難し』 と說 いて 居る。 他山の石 

聊か 參考 ともなる。 要 之 心の 散逸す る を 防ぎ、 雜念を 除き、 精神 を 統一す る 方法な りと 见ゅ。 其の 

用意周到 である。 基督 者に は斯 くの 如き 機械的の 手段 を 用 ひたり、 流行の 深呼吸 を 行ったり する 必 

要は 無い が、 祈らん と 欲する もの は、 氣を鎭 め 心 を 落着け、 神 を 只管に 念じ、 志と 力と を 一 つに 集 

めねば ならぬ。 『風に 1 かされて 翻へ る 海の 浪の 如く』 では 仕樣が 無い。 然し 時として は 取り止め も 

無 &ノ ことが、 Si ハ處 21- 處と 無く、 念頭に 浮びて、 祈りの 出来ざる やう 感 する 場合 も ある。 道路 は 人 
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馬 往來繁 く、 關守も 之 を 制し 難ぬ るば かりの 有様で ある。 耶 穌は戶 を閉ぢ 密かなる 室に と 云 はれた 

が、 其 所が 難しい。 强賊ゃ 窃盗が 我が家に 入り込む の だから 困る。 斯る 場合に は りに 11 人し 米る 

やつ まら 

奴輩 を捉へ て 直ちに 祈の 題目と する が 好い。 例へば 若し 世の 思 ひ 煩 ひ 胸に 一 5li りて 祈り 心に なれぬ を 

覺 ゆるならば、 其 を 神に 投げ掛けて 其覊胖 より 救 はれん こと を 祈る ので ある。 何事 か 嬉しくて、 

氣も 浮き立つ 場合に は、 直ちに 之 を 感謝すべき だ。 難事に は、 神に 呼び 求め、 堪へ 難き 試練に は、 

之 を 天の 父に 訴 へよ。 下向きに なりて、 省 的に 己が 念 慮 を 整理 せんと 試みる より は、 寧ろ 祌 を兑 

上げ、 北 ハの御 容に心 を 凝集す る やうに 努 むる。 自己の 思 ひ を 街り み、 祈りの 詞遺 ひな どに 屈^す る 

よりも、 祌の 意志 を 窺 ひて、 其の 愛、 義、 恩寵、 人の 反 正る こと を俟 たれる 御 有様な どと、 此方の 

思 ひとが 全然 往き通 ふやう になり、 神の 心と 共に 胸が 鼓動す る やうになる ならば、 執 (誠 我 を 忘る、 

ばかり 燃 ゆる やうな 祈りが 自然 口から 迹 り出づ るで あらう。 

逢ァゥ ガス テヌス は 使徒 信條を 直ちに 引き直して、 祈りに したと いふ。 實に 面白き 方法で ある。 

之 を 順に 祈りて 往 かば 讚美 も、 懺悔 も、 感謝 も、 赦罪も 交 も 溢れ出 づ べき 道理で ある。 聖徒の 交り 

くごり  * 1 

聖 なる 公 同敎會 の條に 至って は 同情が 古に 溯り、 後にまで 及 ふ。 我 を 忘れて^ 化 登仙す とで も 云つ 

た 様になり、 隱れ たる 別世界に 遊ぶ 心地して、 嵌き 感想 や、 之に 伴 ふ高尙 なる 祈りが 湧き上る に 相 

違ない。 鬼 角 己れ のことの みに 局限せられ 易き 注意 を 隣り や 友にまで 延長し、 彼らの 爲に 善き 祈り 

を爲 ねばならぬ。 聖 徒の 交り， 聖 なる 公 同 敎會を 思 ふとき は 此の 六 かしき 祈り も出來 易くなる。 或 


人が 之に 名 づけ、 I り 敷きつ 久を 愛する ことなりと 云った 如く、 人の 身の上 を 祈りに 拳る こ 

と I の 美しき III る。 叉 之 I 激し、 之 を 振作す る 力で ある。  - 

^ のうち にても、 感謝 は 比較的に 少く、 叉 出來雞 いこと である。 然し 着 者に は斯る 困難 は 無 

かるぎ 害 だ。 旣に 罪も 基督に 依りて 赦 された る 以上、 煩悶 苦痛の 村 料が、 取り も 直さ S ながら 

，f なり g ではない か。 P 災も 冷水 囊の 如く 吾々 のためにな るから、 考へ方 I で 5 

する こと も 出来る、 『故に 總 ベての こと 感謝すべし』 『總 ベての ことにつ きて 恒に 我らの き 穌着 

の 名に,， りて 冲卽ち 父に 謝すべし』。 殊に 己が 救 はれた 急寵 I ふに 至りて は、 如何なる 境遇に あ 

りても 秦の 出来 可き I。 た 二 身上の こと 許りで ない。 朋友の ことに 就きても、 其の 好意、 善 

t 利 達、 ffl 一 g など を ひ 遣りて、 之 を 感謝す るが 當然 である。 眞 正の 友情 斯る 感謝のう ちに 锻も 

美しき 光 を 放つ。 現 直き 人ば かりで はな s。 死者の ことに 就ても 感謝す るが Is^ 志で 

あるべ I である。 S 世に あると 亡きと を 問 はす、 總 ベて 朋友の 品性 や 其の 敬愛す 可き 容が 或は 

慕 はしく 或は 懷 かしく、  S 者の 蠢 のうちに 彷彿と して 目の前に 映 じて 來る。 山里の 獨り I も 

斯くて は {|{| しく 感ぜぬ。 常に 溫情濃 やかなる 家庭の 心地 もぞ 十る。  ー 

『エホバの ，#は短 くして 救 ひ 得ざる にあら す、 其の 耳 は 鈍く して 聞えざる にあら す、 唯 汝らの 牙 

=ffl なる 業汝ら と汝ら S との 間 を 隔てたり。 又 汝らの 罪 其の 御 面 i ひて 5 ざら しめたり』, 1 

一一、) 置 を 其の儘に なし f、 心 を正 うし 志を 誠にす る ことなく、 不 篛なる習 慣を 除き 去らん とも 

一 S 祈のお 究 


ぶー r ろ 

せす、 世 心に 充 たされ 私情に 驅 られ、 肉愁に 溺れし ま、 にて 祈る とも、 何の W. 斐 あらん や。 基 Kn.^ 

は悔ひ 改め、 心 を 潔め、 義に遷 るの 志を繁 固に して 神の 前に 立つ 可き である。 曲れ る 祈りに は 沖 も 

耳 を 傾けられぬ。 決して 非禮を 受けさせられぬ。 

其處で 問題 は 祈りに 對 する 神の 答、 卽ち其 効 5^ に 入って 来た。 『心 だに 誠の 道に かな ひな f 听らす 

さか 

とても 神 や 守らん』 と 賢 しげに 詠 じた 人 (然し 菅公 ではない) も あるが、 一 方に は 『心 をば 誠の ほ J 

に 入れ 置きて、 祈らば なほ も祌ゃ 守らん』 と 詠んだ 人 も ある。 後者が 寧ろ 穩 當 である。 ^一、  0^ 

者の 祈り はかくの 如く 現金 主義な もので 無い。 右から 左と 其の 効 を 見込む やうで は、 精祌上 殊勝 

なる 所が、 少しも見ぇぬ。|^^人：^ま..§.^ぉ..^..^1藉御.自身が-慕はしぃ，..3^,,^ゃ 神に 近づき、 共の 

御 容を拜 し、 其の 御 曰 を 窺 ひ、 其の 恩寵 を 味 ひ 得ん とする が 最上の 目的で 無くて はならぬ 。耶穌 『十 

二人 を 立て \己 と共に 置き』 給へ り。 此の 『共に 置く』 と 云 ふが 最も 緊要なる 點 である。 祈りて 祌 

と 親しみ、 之に 同化 せらる、 が、 祈りの 最も 美しき 効果で ある。 何人も 此效鬼 ある を 疑 ふ もの は あ 

るまい。 之 だけで も 祈るべき 理由 は 明白で ある。 加 ふるに 讃美、 徵悔、 感謝な どに つきて、 妥 りに 

其の 效果の 如何 を j: ふことの 無理なる は 云 ふまで も あるまい。 迷信 を 主と する 滅勝ゃ 加持 祈禱 なら 

ばい ざ 知らす、 基督 者の 祈りに は、 親子 夫 ^1 の 間に 算盤 を 持ち出す 如き こと ありて は、 甚だ 不 似合 

である。 吾人 は 神 を 信す るが 故に、 また 愛する が 故に 祈らねば ならぬ。 然し 祈りに は 或る H 的 を 立 

て \、 之 を 成就すべく 祌に訴 へ 求む る 方面 も あるから、 其の 効果 ある を 信ぜねば 之を捧 ぐる、.： J にも 


なられぬ。 求めよ、 尋ねよ、 門 を 叩け よだが、 之 を 得、 之に 遇 ひ、 また 閱 かる、 こと 人 上く 無しと あ 

りて は、 到底 出来ぬ 話で ある。 

G.H なる 祌の 支配 せらる k 世界に、 自由 行動の 行 はれ 得べき 問に、 自由なる 人類が、 兌 込 を 立て 

願 ひ を や S めて、 IS り 求むべき 餘地は 充分で ある。 其の 効果の ある 可き も 疑 を容れ ぬ。 此の 點 にっき 

近頃 科學 上の 研究 も 次第に 熟し 來 りて、 鑿々 其の 根據が 明かに なりつ k ある。 然し 此れ は 次に 論す 

る こと、 して 差し 向き 一 言せ ねばならぬ ことがある。 

頒是 なき 幼兒の 親に 求む る こと は、 一 々聽 かる \も のでない。 聽 かれざる ことの 々ありて こそ 

其の 幸福 は 全 ふせらる.. なれ。 人の 神に 祈る も 同じ こと だ。 決して 一より 十に 至る まで 悉く 其の 求 

むる 如く 成就す る こと は 無い。 事の 性質に 於て 旣に然 か ある まじき 害なる のみで 無い。 _^^し祈りが 

一々 聽 かれたならば、 或 ひ は 恐る 眞 正の 信仰 其の 跡を斷 つに 至らん こと を。 世は擧 りて 储 兵の 如き 

敎 と 化すべく、 聖徒の 敎會は 却って 微々 振 はざる に 至る であらう。 眞 正の 信仰 無き もの もル H 修 

驗 者の 如く、 山伏の 如く 祈 禱を爲 すに 至らん。 上よりの 命令に よりて ー齊に 喪章 を 着 くれば とて、 

悉く 愛國 忠君の 精神 ありと は 認め 難き と 同様 かも 知れぬ。 揃 ひの 喪章と 一 様なる 祈り は精祌 界に歡 

迎す 可き もので 無から う。 

五 祈らの 培養と 其の 效果 下 

一三 祈の W 究  ニー セ 


相談 を爲 たり、 何 か 物を賴 むだり 爲 る場洽 にも、 然 りと 云 ふ 答 を 必す期 S: する は、 先方 を" £1 鹿に 

した 話で、 時として は、 否と 云 はるる こと を 無ければ ならぬ。 間々 否と も應 とも 明白に 答 へられぬ 

あや 

こと ありと も、 之を異 しと はせ ぬ。 何れにしても 先方が 思慮と 同情との おる 人なら ば、 此方の：； ムふ 

こと を聽 かれた に 違 ひ 無い。 た^ 其の 答が 時として は然 り、 時として は 否、 又た 時として は 沈 默 で 

あるの だ。 考の ある 活 きた 人の ことで あるから 固より 然 あるべき 害で ある。 然るに 祌に 祈り を爲す 

. ひがごと 

に、 何時も 然 りとの み 答 へらる 可き ものと 極め を 付けて 懸る は、 .大 いなる 僻事で ある。 

祌 吾人の 祈りに 同情 を 寄せ 善き やうに 處置 せらる べしと 思 はば、 否に も 塵に も、 心 を 安んじ 川 ，5 ベ 

きで ある。 パゥ& は 其の 苦痛に 堪 へぬ 事： W を 三回 も 祈った が、 其の 願へ る 如くに は聽 かれなかった 

けれど、 主 曰く 『我が 恩寵 汝に 足れり』 で 彼が 期待した より 外の、 且つ 北ハれ より 好き 方法 を 以て 祈 

りを聽 かれた。 斯 くの 如き ことが 多い から、 總て祌 に 任せて 祈らねば ならぬ。 

祌は S 御 聲も鮮 かに、 吾人の 祈る ところに 答 へられる。 之に 對 する 思 召が 明瞭に 聽 ゆる。 約聖 

書に は、 『斯 くの 如く  ホバ云 ふ』 て ふ 句が 數多 出て 居る。 默 して 祌を思 ひ、 熱心 祈り を爲す に、 

祌の御 聲を聽 きて、 我が 求む ると ころに 對し 否か 應 かの m 心 刀 n 分明に 會 得せら る。 然し 呼べ ど 叫べ ど 

何の 答 を も 得ざる 場合 もまた 無き にし も あらす。 祌は履 沈默を 以て、 答 へらる るので ある。 此の 沈 

しばし 

默が 最も 好き 答で ある こと を 忘れて はならぬ。 言 はぬ は 言 ふに 勝る。 頃- M の 沈默、 千 言 萬 語よりも 

雄 辯で ある。 舉 者と パリ サイ^ 淫を爲 したる 51 を捉 へ、 之 を 鬼き 來 りて、 罵り 叫喚いた とき、 『邪穌 


身 を i め、 匕" にて 地に It けり』 と ある。 法廷に 於て 主 は 祭司 や 役人の 問 ひに 無言 を 以て 答 へられた 

ぇ默が 時に 取りて 妙哝 最も 深き 答 辯であった。 此方の 願 ふこと 不常 であるか、 熱心 を缺く か、 願 ひ 

は爲て も、 S だ 無 責任で、 之が 爲に 己の 爲 すべき こと を盖 すの 心 もな きか、 などの 場合に は 沈^^ 

つて， に 充て I である。 例へば 親族の 救 はれん こと を 祈りても、 神は默 して 御 答な きかと 疑 は 

る I も ある。 如り る もの \  f 感化す るに 必要なる 乎 段に して 己が 力 及ぶ もの 多き に 狗ら 

付し 去りて、 無舊 にた だ 口 を 以て 時として は餘り S なき 感情 一れ の 淚を 以ての 

M^i-lls-^l^^. 祌 Q 沈 默は之 を I して、 此方の n ら a す 可き こと を 

^3P9 せらる る ものと 解す る こと も出來 る。 自ら 1! 業ぐ 力の ある 奴に、 北ハの 求む るずに f 

を與 ふる は、 貧民 を增 加す る ことになる。 それで 神 も 精神 界に 貧民の 增加 する を 好ませられぬ であ 

ism 此方の 求めし 如く、 或は 他の 形式に 於て、 何時しか 事の 旣に成 

さまの！ て、 資 にもと, くこと も ある。 I？ しても 祌が 祈りに 答 へられた ので ある。 ジ 

ェ ムス I の 貢に i る ときには 今まで 眠り 居た る 請 勢力が 活動 を始む るので、 必 S まの 

内 I が 事 i 遂げら るるに 相逮 ない』 と ある。 祈りに よりて 上よりの 勢力の 通路を開 き、 i 

された 堪を 切って 水 I す 如き SI る。 之が 爲に 人格 I 練し、 品性 を高尙 にし、 精神の 

%c  n 常の f に 好き 異狀を 來すは I、  ■( 容貌にまで ii 化嘉ら す。 肺に 故障 あり 


て 黴菌に 其 生命 を蠶食 せらる-. 憂を懷 くもの は、 太陽の 光線 ゃ淸 新なる 大氣の 中に 移り、 身 を 之に 

浸して、 其の 病毒 を驅 除す る こと を努 む。 獵 人に 追 はる \ 鳥 は、 虚空 高く 舞 ひ， 易り、 着單 距離 を 掠 

めて、 危險を 免れる ので ある。 人 も亦斯 くの 如し。 祈り は 吾人の 精神的 生活に 非常なる 關係を 有つ 

て 居る。 

たぐ 此ら の範 圍に屬 する ことば かりで ない。 己が 身の上、 他人の ことに 就き、 背 りて ST へく、  ；.^ 

ら では 得すして 止むべき 多くの 祝福が ある。 病な どに 至りても 祈りに 大 いなる 効 5^ が ある。 英國の 

科 擧者サ ァ* オリ バル •  口 ッヂ 曰く 『幼兒 の 如き 態度 を 以て 神に 祈る こと は、 科學の 方から 兌ても 世 

界を 支配す る 勢力の 中に 算 ベら るべき ものである。 祈り は 世界 を 指導し 運轉 する 勢力の 一 つので あ 

る』 と。 又 八月の M ク ス ポジ トリ ィ • タイム スに 祈りに 關 する 一 文章 を 見た。 其の 中に 科擧 世界に 

於け る 祈りに 就きての 傾向 を 指摘し、 智的 方面から 晃て も、 祈り は 道理に 合 ふ ものであると 論じて 

居る。 先頃 英國に 於て 種々 なる 專 門の 擧 者が 數名 集まり、 前後 十九 回の 委員 會を 重ね、 (f:^:! む：； ァ 

,3 多くの 證人 を調亮 し、 討論 熟議 を盡 した 結 某 祈りの 病 を 癒す に大 いなる 効力 ある こと を證 明す 

る 報 吿書を 世に 公に した。 僅かに 五十六 頁、 小冊子で は あるが 極めて 眞 面目に、 最も 簡潔に 之を說 

明した。 題して、 『スピリチュアル • ヒィ リング』 と 云 ふ。 マク ミル ラ ン會 社の 出版 だ。 ジェム ス敎 

授 曰く、 『醫學 上の 事實 から 云へば、 病人の 爲 めに 爲す 祈り は 多くの場合に 於て 共の 恢復の!； I，J 

なる。 療法 學の 手段と しても 之 を獎勵 すべきで ある』 と。 基督 者なら ざる 心理 舉者 も科舉 的^ 究の 


すゑ、 期く の 如く 斷言 する を 憚らぬ。 それ も 其の 害 だ。 成 S 自然の 法則 は定 つて 居る。 ほ^の 應報 

ま 必然で ある。 然し 我々 は 他人に 訴 へて 或る 事柄 を 成就し、 ある 目的 を 達す。 然 かせ ざれ は、 之 無 

くして 止む。 賴む 可き 醫者 を頓 ますして 病まり、 之を賴 みて 其の 癒 ゆる こと ある は、 人の 熟知す る 

所 だ。 ん 士 旣に斯 くの 如し。 祌に訴 ふる も訴 へざる も、 何の 相 遠な しと 云 ふ 可き 道理 ある 可 か 

らす。 世界に は 祈りの 効 を容 る、 餘 地が 充分に ある。 して 窮屈に 考 ふべき ことで ない。 

t  、所 ヒ こも 一 寸 云った H クス ポジ トリ ィ， タイ ムス に、 『今や 祈り は靈 魂の 最も 熱烈なる 作用で 

あると 云 ふこと を 基 $1 者 は廣く 認めて 来た。 現今 程 祈りが 多く 語られ、 叉 熱心に 實行 せらる、 に 至 

つたこと は 古今 殆んど 未曾有で ある。 一定の 事柄に 就き、 他人に 代って 祈る の を 目的と する 祈禱團 

が 至る所に 起り つ- - ある。 祈禱に 於け る 新なる 信仰、 敎會の 中に 勃興し、 祈 禱に伴 ふ 期待が 1^ だ 熱 

烈 である』 とフ レデ レツ ク， ジェ • レイ 氏 は 云った。 確かに 之が 精神 界 目下の 趨勢で ある。 

:w り は， と 親しみ を 厚 ふし、 靈的 修練 を 積む 所以で あるの みならす、 之に よりて 或る もの 與 へら 

れ、 成る 出來事 を來ら せ、 それ 無しに は 得難き 結 raif^ 兒る 所以の 活力で ある。 『多くの 人の 等 にし 

つ ある 一 大 力 は _ ^實に 思慮 r 架く 祈る 人の 心と 口と に 近く 撗 はって 居る。 之 を 用 ひざる が爲 に^ 界 

は 非常なる 损失を 免 かれぬ。』 

家庭 夏期 學校講 ：俩 

.  (1 九 1 四 年 八 n:) 


『耶穌 某所に て祈禱 しける に畢 りしと き 一 人の 弟 千 曰 ひける は、 主よ ョ ハネ 其の 弟子に 敎 へし 如く 

我らに も 祈る こと を敎 へた まへ』 (f 一 加の さ。 耶穌の 生涯 を兒 ると、 其の 常例と して 行 はれた ことのう 

ち、 殊に 禮拜 に關 して 注意すべき ことが 多く ある。 

然ー 路加 傳を 見る と、 幼い とき 兩 親に 伴 はれて 都 H ルサ レムに 上り、 聖 殿の 祭に 參詣 せられた 

ことが 童 C いて ある。 是れは 耶穌の 家族 的 宗教の 模様 を 示す ものである。 第二 は、 家庭 禮拜 のこと で 

あるが、 耶穌の 家庭に は 禮拜が 良く 行 はれて 居った であらう。 宗教 は 個人的の 方面 のみでな く 家族 

擧 つて 之 を 重ん すべきで ある。 耶穌は 幼少のと きょり 父母に 導かれて 信仰生活の 習慣 を 有つ て 居ら 

れた。 我が 邦の 基督 者の 家庭に も、 近頃 稍 や 家庭 禮拜を 重す る 風の 興って 來 たこと は 感謝す べきで 

あるが、 尙ほ 進歩すべき 餘 地の 多く 存 する を 認める。 此の 點耶穌 の 家庭に 鑑みて 啓發 すると こが 多 

からう。 第三、 耶穌は 幼時 親た ちに 連れられて、 常例 も 公會の 禮拜に 列席せられ たのみなら す、 年 


長 じて 化 1 こ y.:: 動 せらる \に 至りても、 尙ほ 安息日に は 例の 如く ナザレの 會 堂に 參會 せられた。 其の 

親 こも 卞 まれす、 自ら 主動的に、 多分：^ 子ども を 引き連れて、 行かれた であらう。 ー體 猶太 人の 禮 

拜は 不完全な もので、 耶穌の 之に 出席せられ たが 不思議に 思 はるる 位で ある。 此の 事實に 出り て 一 

所 こ.^ つて 禮拜 する ことの 如何に 大切なる か を 知る ことが 出来る。 己が 信仰の 精神的なる を n 實と 

して 漫 りに 公會の 禮拜 を輕ん じ、 甚 しき は 之に 列す る 者 を さへ 嘲る ものと 比 ぶれば 雲泥の差 別で あ 

る。 お 四、 生 堪の轉 機に 當り、 大事 を 決せら る \ 場合に 於て は 特に 祈 禱に心 を も 力 を も t;;f^ たや 

うで ある。 例へば 十二使徒 を撰拔 せられた ときの 如き 其れで ある。 第五、 更に 進んで 其 前途の雲 行 

M 吊なら す、 八 r にも 一大事 G 起らん とする 場合に 臨み、 耶穌は 夜な夜な 篇 山上 靜 かなる 所 を 選ん 

で 斤 S のために 往 かれた やうに 田-はれる。 卽ち靜 かに 清らかな 自然界の うちに、 我が 摘 人の 上、 

機々 のこと I ひ 回して 祈られた ので あらう。 斯 くの 如く 如何なる 場合に 於ても f れ たに 逮ひ な 

いが、 持に 好んで 或る時 或る 場所 を 選み、 祈 を 爲られ たもの らしい、 信仰 篤き 蘇 格 蘭の レヱ トン は 

アルラン. ゥ オタ ァと云 ふ 河お で、 祌 のこと を考 へ、 また 祈禱を捧 ぐる こと を 常と し、 ジョ ナサ 

ン* エド ヮルヅ も ハドソン 河の 岸邊を 歩みながら 祈る のが 習慣で あつたと 云 ふ。 我ら は必づ しもお 

り I 山の 中に 行く を 要せぬ。 然し 或は 會 堂に 於て 或. は 机に 對 して 端座 するとき など、 其處へ 行け 

ば自づ と祈禱 の湧き 出づる ほど 平生の 習慣が 熟して 居る やうで ありたい。 時間の こと も 亦が り 

太 人 は 一 日に 三た び 祈る のが 習慣であった。 必す しも 一 日 三度と 杓子定規に 定める 必要 もなから う 


力 朝夕そ^/^ 適當な 禱 時間 を 定め、 之 を 習慣と する こと は 大切で ある。 吾ら の 主は是 等の こ 

と を 凡て その 習慣と して 幼少より 祈 禱に親 まれた ので ある。 

耶穌の 一生 は 祈禱を 以て 一貫して 居る。 啻に 口 を 以て 祈 禱を敎 へしの みならす、 平生の 行爲、 日 

常の 様子が 巳に 祈禱を 以て 滿 ちて 居つ たがために、 之に 接近す る 弟子た ち は、 自分ら の 祈 fl 时の 幼稚 

なる を 感じ、 現狀に 不滿を 感じ、 然て こそ 『我らに も 祈る こと を敎 へた まへ』 と 願った ので あらう。 

g ち 耶穌の 弟子た ち は 言 を 以て 敎 へられた のみなら す、 其の 日毎の 生活 を 見聞す る 問に いつも 其の 

祈禱に 深く 刺激され たので ある。 

プロゾル •  ロォ レンスの 『ゼ V7 ラ クチ ス • ォブ っゼ* プ レ ゼ ン ス • ォブ っゴ ッ ド コ は、 冲と 皆に 在る 

と 云ふ氣 風の 修業 を 積み、 * 習慣 を 鍛え上げる こと を 書いた ものであるが、 耶穌の 生涯 は； &と 偕に 

在る の 生活に 最も 熟した 模範で ある。 常に 神と 偕に 在る と 云 ふ 意識が 鮮 かであった。 何人も^^ こ， 

接すれば 父なる 神との 間柄 極めて 親密で ある こと を 感ぜす に は 居られなかった。 約翰傳 I 一の ニニ 

に 『^りながら 假令 今にても 汝らが 神に 求む る 所の もの は 祌汝に 賜 ふと 知る』 と マルクの 言った こ 

と 力 記して ある。 天父の 心と 耶穌の 心と 親しく 相 通 ふこと は 何人に も 明かに 見えた ので ある。 互 

の 間に 於ても 何人 かに 物 を賴み 込まん と 欲する 場合に 其の 親近 者に して 此の 人 さへ 受け合つ て吳れ 

るなら ば 事必す 成る と 思 はる 人物が 厘 ある。 マ ルタに は 天父と 耶穌 との 間柄が 略 ぼ北ハ やうに 兑ぇ 

たので あらう。 昔 ヤコ ブ はべ テルに 於て 天の 橋 立に 天使の 昇り 降りす る を 夢み た。 然 かし 耶穌の 身 


近に 侍った 人々 は 常に 白晝 彼の 上に、 また 其の 周 園に、 天に 達する 梯と之 を 昇り 降りす る 天の 使と 

を 見た。 宛 かも 吾人 子供の 時分、 親が 語り合 ふ 傍に 坐して 其の 話に 耳 を 傾けた やうに、 彼ら は耶穌 

の日常生沾に接觸して^5?1ら神の現在及び耶穌と神との關係を手に取る如く感知し得たのでぁる。 

の 如く 我ら も 亦 日夕 耶穌の 生涯 を考 へ、 思 を 潜めて、 其の 深き 信仰生活の 狀 態に 接觸 せねば な 

らぬ。 然 かし 之と 同時に 或る 形式 を 以て、 或は 特に 容を 改めて、 神に 祈る こと も 穴 切で ある。 或る 

人々 の 如く 漫 りに 形式 を 罵る こと は 犬なる 心得 違 ひで ある。 耶穌は 世間の 凡夫と 同じく 形式に 從は 

れた。 我ら は 自ら 凡夫 以上で あるかの 如く 高 尙を氣 取る はよ ろしくない。 

之 を 要するに、 耶穌は 其の 變化 多き 生涯 を 通じて 常に 祈禱 せられた。 弟.^ を擇 ぶと きに も、 敵に 

1^ さるよ きに も、 終に 十字架 上に 於て 敵の 爲に 祈られし に 至る まで、 其 If  S 禱 I 派で あ 

る。 卽ち 形に 於て、 又 精神に 於て、 祈禱の 完全なる 雛 形 を 示して 我らに 敎 へられた。 其の 含蓄 多き 

敎を 懇に擧 ぶなら ば、 我らの 信仰生活に 益す る 處必す 多 かるべき を 信す る。 

二 天に 在す 我らの 父よ 

『ほ. ％言 ひける は 祈る とき は 斯く云 ふべ し、 天に 在ます 我らの 父よ …… 』 (1 一力の ^。 

マシゥ • へ ン リイの 書いた 聖書の 註解が ある。 隨分 古臭い、 又 時々 可笑しい やうな こと も あるが 

おし 大體は 信仰的で、 處ス 驚くべき ほど 意味 深く 說き 明して ある。 彼れ 主 の^を 說 明して 曰く、 要 


する に 是れは 一 つの 手紙で ある。 神に 宛て 差し出す 手紙 は 斯く認 むべき も のぞと、 其の 書き振り を 

示した ものである。 卽 ち先づ 所書き、 次に 宛名、 用向き 最後に (是れ は 厳密に 云へば 主の 祈の 中に 

加 ふべき もので はない が) 『國と 權と榮 は窮り 無く 汝の もの なれば なり』 と 云 ふの が 結尾の 恐： g 謹言 

に相當 する。 其れから 日附 けで あるが、 是は 『我らの 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ』 と 云 ふ 今日と 云 

ふの が 其れであって、 ァ ー メン は/、 封緘で あると。 如何にも 單純 であり、 又 少し 可笑しみ も ある 

が 中々 適切で 面白い 說明 である。 主の 祈に は 手紙の 要素が 皆 揃って 居る。 先づ 宛名から 考 へて 見た 

い。 

まし ま 

J,『 天に 在ます 我らの 父よ』。 昔 ヤコ ブはャ ボタの 流の 畔に 於て 怪しげなる ものと 角力 をし. たが、 豈 

圖 らん や 相手 は 神々 しき 御 方であった。 段々 力 を 角す るう ちに、 彼 は 神に ついて 是れ までと 違った 

經驗を 得て、 之 を 呼ぶ に 從來用 ゐた名 を 以てして はもの 足らす、 何 か 新しい 名がなくて は 其の 折の 

新しい 經驗に は相當 せぬ こと を 感じた。 ユダヤ人 は 昔より 其の 禮拜の 對象を 全能者 若く は 神と 呼ん 

で來 たが、 ヤコ ブ 此の 用ゐ 慣れた 名 だけで は 自分の 經驗を 一 百 ひ 表 はすに 足らぬ を 感じ、 相手に 對し 

ふさ は 

て 『汝の 名 は 何ぞ』 と 問 ふた。 新なる 信仰の 經驗を 得た 場合に は、 何人も 亦 之に 相應 しき 新なる 名 

の 欲しい ものである。 

基督教に 於て は、 他の 宗教と 違った 新なる 信仰が 信者 各き に實驗 せられて 居る。 此の 新なる 信仰 

に 當て篏 る 名 を 以て 祌を 呼ばねば ならぬ。 其の 名 は卽ち 『父』 である。 然し 神 を 父と 呼ぶ こと は舊 


約 聖書に も 見 ゆる。 共の 外 アポ クリフ ァ のうちなる I タレ ジャス テク ス などに は、 舊約 聖書の 記事 

よりも、 もっと 明瞭に 神の こと を 父と 稱 して ある。 『嗚呼 主、 我が 5^ 命の 父、 また 君よ。 我 を 委て& 

彼の 輩の 計畫の 儘に 任せ 給 ふ 勿れ』 云々。 其 外 同じ 了ボ タリファ の 一 つなる 『トビ ッ ト』 にも 『祌 

こそ li^ に 父 なれ』 と 記して ある。 支那 や 印度に も 此の 種の 言が 無いで は 無から う。 其れ故 基督教 

以外 こも 种を 父と 呼んだ 例の 無き にも 限らぬ。 然し 基督教に 於け るが 如く、 明かに 深く 適切に 之 を 

使用  <  是れ でな くば 祌 のこと を 言 ひ 表 はすに 足りぬ と 云 ふ ほどの 意味に は 達して 居らぬ。 其の 意 

味 を 基督教の 父と 云 ふのと 比 ぶれば 影法師の 如くに 朦朧たる ものである。 加 拉太書 四の 六に 『且つ 

汝ら旣 に 子た る こと を 得しが 故に、 其の 子の 靈を 我等の 心に 遣り、 アバ 父と 呼ばし む』 と 記して あ 

るが、 是れ 基督教の 特徵 である。 基督 敎は 神と 人と を譬 へて 單に 親子の 如しと 云 ふので ない。 ち 

耶穌 基督の 靈を賜 はり、 其の 靈に 由り て 神 を 父と 呼ぶ ので ある。 神 は 造 物 者 若く は 上帝と 云 ふやう 

な 意味に 止まらす、 實 に耶穌 基督の 父で ある。 父母と 云 ふに も 種々 あらう。 孤 兒院に 於て 院長 は别 

兒の 父、 其の 妻 は 母と 呼ばれて 居る。 或る 不潔なる 社會 では、 惡 しき 營 業を爲 せる ために 抱へ た 女 

子 をして、. 抱へ 主に 對し 母と 云 ふ名稱 を用ゐ しむる 習慣 も ある。 或は 是ら に比べて 一層 關 係の 深い 

突々 親子の 間にしても 時として は、 中々 難 かしき 事情が 起る。 親子 は 他人の 始まりと さへ 皮肉る 場 

な 口 も ある 斯く 親に も 種々 ありて、 神と 人との 關係を 唯 だ 普通の 意味に 於て 親子に 譬へ るの は、 不完 

全に して 叉 誤り 易い。 然し 基督教の 神 は耶穌 基督の 父で ある。 此れが 其の 意味 を解釋 すべき 標準で 


ある。 神に 對 する 耶穌の 態度 を IB- るに、 天の 父は聖 にして 慈愛に 充ち 溢れて ILW る。 其の 子と して 之 

に對 する 耶穌の 關係亦 如何にも 美 はしく、 切. なる 愛 を 以て 之に 事へ、 よく 其の 孝道 を 全うして 居ら 

れる。 眞心を 以て 其の 救に 線り、 其の 恩寵に 浴 するとき、 主耶穌 の纖が 我等に も與 へられ、. 祌の獨 

り 子の 精神に 化せられ、 神 を 父と 呼ぶ 意味 も 全く ー變 し、 美しく 溫 かい 慈愛に 充ち たものに なる。 

斯る 意味に 於て 基督 敎の神 は 父で ある。 言 は 同一で も、 共の 内容 は 同日の 談 ではない。 は 迷 ひ 出 

でし 我ら を 求め、 我らの 罪 を 負 ひ、 我らの 爲に 限り無き 苦痛 を 嘗め、 共の 獨り子 を赐ふ ほどに 我ら 

を 愛せられる。 之 を 呼ぶ に 『天に 在ます 我らの 父』 と 云 ふの は敎 も相應 しき ことで ある。 

然し 單に 父と 謂 ふ のみでな く、 我らの 父で ある。 天の 父 は 我等が 獨り 占に すべき もので ない。 自 

分の 外に も 子等が ある。 我ら は 兄弟と 偕に 相 並んで 父に 事 ふる 態度で あるべき を 忘れて はならぬ、 

卽ち 基督 者の 祈禱 は、 友情 を 重ん に、 四海^ 兄弟た るの 思が 深く 其のう ちに 根ざして 居るべき 苦で 

ある。 

正しき 意味に 於て 人道と 云 へ ば、 勿論 祌に事 ふること も 含んで £5 るが、 一 寸聞 くと 人 はかりの 關 

あさ 一; し 

係に 止まる 如く 感ぜられる。 然し 人道が 娱 して 之に 盡 きた ふ すれば 淺間 いもので ある。 親の 居る 

は 兄弟 親しくして 居ても、 親が 亡くなる と、 扇の 要の 離れた 様に 散り散りになる 家庭 も少 くない。 

親の 無い 兄弟 は氣の 毒で ある。 『太に 在す 我らの 父』 を 有たない 人道主義の 危險な こと は、 怫： 岡 西 革 

命の 歷史 に徵 しても あきらか である。 當時怫 蘭 西の 革命家 は、 s 山、 平等、 兄弟の 三大 主義 を 標榜 


し、 之 を 以て 社會の 改造 を 企て、 目覺 ましき 活動 を 試みて 天下 を 風靡した。 恰も 我 邦に 於て 數十 年. 

前 (福淨 氏の 『舉 問の す &め』 が 其の 一 例) 益ん に 獨立を 鼓吹した 顷、 獨 立と 云 ふ 言が 頻りに 流行 

して、 額な どに は 其れに 因んだ ものが 用 ゐられ し 如く、 怫蘭 西に 於ても 自由、 平等、 门=- 第と 云 ふ 

言が 到る 所に 使 はれて 石に 彫刻した ものが 今日 にても 巴里邊 りに は 造って 居る さう である。 然るに 

之 を 標榜した 連中の 多く は 無神論者 或は 宗敎 無頓着 者であった。 其 所で 結 鬼 は 如何で あつたか。 

ら獸の ほ. る 如く、 血の 雨 を 降らせて 修羅の巷 を 現出した。 若し 同胞 主義 博愛主義 を、 人 il の關係 

の ケで菡 足し やうと するならば、 其 結 Bla^ 々同じ 運命に 陷ら ざる を 得ないで あらう。 北 (故 一家に 於 

て は 弗 *w に 位牌な ど を 安置して 或る 勢力の 下に 其の 團結を 章 固なら しめ 様と 努めた ので ある。 然し 

ズケ 工夫で は 到底 纏まりの つくもの ではない。 兄弟 打 揃って 畏れ 敬 ひ、 誡 實を盡 して 仕 ふる 祌が 

無ければ ならぬ。 詩篇に は 畏れ 戰 いて 喜べと 記して ある。 敬虔と 歡 ま-" と、 此 二つの 好く 調和した、 も 

持が 卽ち、 王耶穌 の靈を 受けて 祌を 『我らの 父』 と 呼ぶ 心で ある。 之 無くば 兄弟の 道 は 決して 全うさ 

れ がたい。 

主,^ v:^ の敎 へに 依り、 其 心 を 受け、 同胞 を 愛する 精祌を 龍 めて、 『天に 在す 我らの 父』 を 兑上リ 

共の 慈愛に 感激し、 一 種 言 ふべ からざる 所の 平和 を 心に S へ つ 、祈 を捧 ぐる ことが 出来るならば、 

其 1 だけで も 已に大 なる 祝福で ある。 此 一句に 表れた 關 係が 何よりも 深き 喜びで ある。 氣の 治る 

よりも 饑 曷の艇 さる.. よりも 結構な 話で ある。 假令 人に 罵られ 世に 辱め を 受け、 十字架に 懸けら る 

一四 主の 祈  一三 九- 
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る 如き 場合に 陷 りても、 『天に 在す 我らの 父よ』 と 祈り 得るならば、 凡ての 損失 を 賞ひ尋 て尙， 涂りぁ 

る 所の 獲物で ある。 とても 耶穌の 心 ほどの 高さ 深さに 及ぶ こと は出來 まいが、 尙 之に 效 ひて 戎 る、、/ 

く 深く 其內 容を會 得し 益 々 適切に 其 眞味を 咀嚼したい ものである。 

三 聖名、 聖國 及び 聖旨 

,  -  .  あ 力め  ？ .3 た  ；^ー てろ 

『 …… 「きはく は 聖名を 尊崇 させ 給へ、 聖國を 臨ら せ 給へ、 聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成らせ 給へ』 

前に 說 いた 天に 在す 我らの 父 は、 耶穌 基督に 於て 最も 明かに 其聖皆 を顯 はし、 我ら 人類 を 子と し 

て 愛し、 其の 亡び 行く を 最と惜 みて 救 ひの 道 を 示し、 悔改 むる もの を 喜んで 受け 容れ給 ふ。 我ら 是 

れら のこと を 無上の 光榮 ふ-して 喜び、 之 を 重んじ、 其の 恩寵に 感激し、 眞心を 以て， に 事 ふる 是 

れが 『聖名 を 祟む』 るの 意味で ある。 若し 神の 恩寵 を 無視し、 衆人の 前に 於て 天父の 光 榮を顯 はす 

べき 場合に 神 を 信ぜざる もの \ 如く 口 を 减んで 引き込んで 居るならば、 宛 かも 學 問の 出来る 身分の 

良い 息子が、 國 許より 來た 田夫野人の 老父 を 親に あらざる かの 如く 人前 を 取り繕 ふ 陋劣なる 態度に 

^  1  r  ^  -  N  '  ■  ^  -.、  .U  , み をな て ち をお， 二な ひ 乂ゃ 一二り せいに あげ もって ふぼ を あら はす か 5 の を はり なり 

も^て 不孝 之れ よりも 大 いなる は 無い。 『立身 行 道、 揚名於 後世、 以顯 父母 孝 之 終 也』 と 支那 人 は 

言った が、 基 鲁敎に 於け る 孝道 も亦然 り。 我ら 人類に 對 する 天父の 貴き 思 召 或 ひ は 其の 神々 しき 御 

姿 を 力の 及ぶ 限り 顯す こと を 心 懸け、 吿 白すべき 場合に は必す 告白し、 讚美すべき 場合に は iii: らす 

讃美せ ねばならぬ。 猶太 人 は瀆す こと を 恐れて 神の 名 を 呼ぶ を 成るべく 避け、 外の 語 を 以て 言ひ紛 


ら すか 然ら すん ば默 して 濟ま したので ある。 其の 用心深き 點は 感心すべき も、 當然之 を 言 ふべき 場 

合に 何 か.^ 細らし く 引 込ま S  くの は  一 f-R ば 敬 靈管陷 る 恐れが 意。 基 雾は 其の 阈家 

との i、  SQl 作法、 霊 上の こと、 緣組 のこと など 總て是 れらの 問題に つきて は 神の 看 

を 崇めて 居阜 生の 志の 當然 出て 來 べき 害で あるに 拘ら す、 之 を 出さす に 居る 場合が 多い- t は 

嚯に？ 重んじて 居る か。 包まん としても 包み 了せ す、 何人に も 其れが 見える やうで あらね はな 

らぬ。 中の 慈愛が 人に 無硯 せらる、 如き 場合に は、 之 を 歎く こと 甚 しく 宛 かも 古の 忠臣が 君 辱 力し 

めら るれば 臣死 すと 言った ほど §f 懷 くべき 害で ある。 我ら 自分 S 面に 係る こき I 分 心 

配 をす る。 然し 其れに も 優して 大切なる は 神の 聖 名の 崇めら る k ことで ある。 

『霞 を 臨ら せ 給へ』。， 謹の 第一の 霞 は.、 我らの 心 着 を へて 之 を变と 仰ぎ、 諸事 萬 端 其 

の 方針に".^ ひ、 一切： W の 支配に 基く を 謂 ふ。 第二 は 家族の 關係、 政府と 人民との 關係、 資本家と 勞 

働 者との 關係 など 其 他 さま，^ の點に 於て 能く 神の 律法の 行 はる 、を 謂 ふ。 我ら は 時の 勢 時節.^々 

可 こ， まても 仕方がな いと P むる ことがある。 斯 かる 一種の 宿命 說に 依りて、 宛ら 流れに 從 つて 

き 行る 如く、 世の 風潮に 對 して ー堪り もな く 敗走す ると は殘牵 萬で ある。 我ら は 神薩を 理想 

として、 之が ために 抗爭す tifl 管 上に 堅く 立たねば ならぬ。 唯 だ 成り行きに 任せて、 

ati  fc. をず 無造作 £1 いて 了 さは 今 曰の 流 弊で ある。 此の間に 在りて 

剛健なる 改革の 精神 を 維持し、 、王に 對 する 囊の心 燃 ゆる 如く、 臥 薪嘗膽、 神の 秦の行 はる A 


に 力 を盡す ことが 大切で ある。 第三に、 此の 一句 は 更に 將來を 待ち望む 意味 を 含んで 居る。 雷に 現 

在に 於け る 期待に 止まらす、 神の 聖旨の 次第に 行 はれて、 萬 民 救 を 得、 主 基督 大 いなる 榮光を 以て 

世に 臨まる る K 一 を 待つ ので ある。 今 詳しく 說 くこと は 出来ぬ。 然し 現在 及び 来らん とする 世の 希 よ 

と、 此の 二つの 方面より 我ら は 『聖國 を 臨ら せ 給へ』 と 祈らね ばららぬ。 病人が 眠られ， 夜半 こ蜀 

り寢 返りしながら 遠 寺の 鐘 聲を數 へつ.. 朝の 光 を 待ち 侘る 如く、 人 皆 眠れる 中に 獨り 醒めて 『避阈 

を 臨ら せ 給へ』 と 祈る。 卽ち斯 くして 改革の 精神 は 起り 來 るので ある。 支那の 革命 は 恐らく  々の 

方面より 考 へて 喜ぶべき ことで あらう。 ゥォ ル ズゥォ ルス 初めは 怫國の 革命 を it んで 歌つ とが、 

に は 失望した ことが 其の 傳 記に 見 ゆる。 支那の ぶー も 如何なるべ きか。 隨分 懸念すべき 問題で ある。 

人間の 進歩 は 百 歩 を 運んで. 十 丸 歩 は 徒然に 歸し、 僅かに 一歩 だけ を 進む るに 過ぬ と 言った 人 も あ 

る。 恰も 螺旋の 如くで、 其 回る 道程 は 長いが 進む 度合 は 僅かで ある。 然し 我ら は祌 の！： の现想 を, 

標に、 屈せす 撓 ます、 世界の 進歩と 改革と を圖 り、 神の 主 檣の 普く 認めら.. に 至る まで、 此の 祈， 

の 精祌を 貫徹して 行かねば ならぬ。 

『聖 53 の 天に 成る 如く 地に も 成らせた まへ』。 是れは 全く 已を棄 て 、祌に 委せ、 吉凶, 福 凡て 神の 胷 

惠と 愛と を 信じて 自ら 安ん する ことで ある。 卽ち 柔和に 謙遜に 己が 分際 を辨 へ、 毫 しも」 „ ^ス くこと な 

く 最も 喜ばしき 意味に 於て 斷 念る ことと 解す る 人 も ある。 然し 此の 解 釋は狹 きに 失する。 何と なれ-ま 

『聖 5!n の 天に 成る 如く』 と 記して ある。 天に は 苦痛 を 忍ぶべき 疾病が あるか、 敵が あるか、 不自. H 


なる 境遇が あるか。 天 は 凡てが 順境で ある。 勝利と 榮 光に 輝く 所で ある。 故に 此は 辛抱す ると 云 ふ 

意 よりも、 寧ろ 積極的に 活動し、 各自、 分 相應に 奉仕し 責任 を 負 ひて 甲斐々 々しく 傲く と 云 ふ 意味 

では あるまい か。 我ら は 祌の國 の 公民、 主 耶穌の 家来で ある。 森 蘭 丸 や 木 下 藤吉郞 は、 常に 主君の 

御 W 召の 先 を^して 勤めた。 君 召さば 駕を 待た すして 行く と 云 ふ 態度 を 以て、 天使が 祌の 御前に 立 

ぬかり  いそし 

ち 働く 如く、 嵌 名の 爲に 一身 を献げ て、 疎漏 無く 御 奉公に 勤まねば ならぬ。 若し 正直に 此の 祈 IS を 

棒ぐ るなら ば、 其の 生活 は 活動的と なり、 主の 御 召 を 待た すして 摘豫 なく 着々 責任 を * す ことが 出 

來る であらう。 紐 育の スピィ ァは 日露 戰役當 時 軍籍に 在る 一人の 日本人が 召集令の 下る に 先立ちて 

故 國に歸 つたの を 材料と し、 神に 事 ふるに は須 らく 斯の 如くなる べしと 云 ふ 意味で 小冊.^ の  一 を 

書いた。 實際斯 てこ そ 立派な 基 |s 者で ある。 自己の 乏しき を訴 へ、 困難より 救 はれん こと を 願 i 如 

き は 後に 回し、 先づ聖 名の 崇めら れんこと を 希 ひ、 神の 國の御 S を勵 むこと を 先にせ ねばならぬ。 

四 日 ごとの 糧 

『我らの の I を 曰 ごとに 與へ 給へ』 (f 一 加の き)。 祈 禱の始 の 部分に 於て、 先づ祌 のこと にっきて 祈 

る こと を敎 へられた が、. 次に は 自分の こと や 人類 一 般 のこと に 移る。 是れ が祈禱 の當然 なる 順序で . 

ある。 且つ 先づ 人の 肉 體に關 する 事柄より 始め、 段々 靈 魂の 方面に 及ぼされた。 低き より 高き に、、 

ト より 大 にと、 ；. k 禱こ. は 正しき 秩序が ある。 
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支那 人 も 衣食 足りて 禮節を 知る と 言って 居る が、 人の 半面 は 動物で、 肉體を 有って 居る 以上、 先 

づ 手近き 身體 のこと より 考へ 始める のが 當然 である。 然し 之 を 思 ひ 違へ て、 飛んでも ない 唯 物的の 

誤った 方向に 進んで は a る。 然し 衣食 足りて 禮節を 知る と 云 ふ眞の 意味 は、 基督教に 依り 始めて 

しく 解釋 せらる るので あらう。 今日の 社會は 人の 動物 的 側面の 種々 なる 必要が 切迫して 居る。 之 を. 

等閑に して 靈 魂の ことに 力 を 用 ふること は 出来ぬ かも 知れぬ。 卽ち 事柄の 大小 輕重 は觅も あれ、 我 

ら は先づ 『日 ごとの 糧』 について 祈らねば ならぬ。 

『日 ごとの 糧』 と 云 ふ 原文の 譯し 方に は 中々 議論が ある。 『我らに 無くて 叶 はぬ 糧』 或 ひ は 『明日の 

糧』 と譯 するな ど、 種々 說も あるが、 『明日の 糧』 とする 方が 最も 穩當 であらう。 卽ち明 口の 生活に 

ついて 祈る ので ある。 耶穌は 『明日の 事 を 思 ひ 煩 ふ 勿れ。 明日 は 明日の を 思 ひ 煩へ。 一 曰の 苦勞 

は 一日に て 足れり』 と敎 へられた が、 人間 は意氣 地の 無い ものである。 明日 は 如何なる ことかと 3 お 

えす 氣に 懸けて、 其の 苦 勞にカ も 根 も盡き 煩悶して 罪 を 犯す 様な 場合に 陷る も ある。 其處で 『我 

らの 明日の 糧を日 ごとに 與へ 給へ』 と 祈り、 人事 を盡 して 神の 恩惠を 求め、 其の 日 其の 日 を 送る の 

が 道で ある。 唯 だ 身 一 つの 力で は、 明日 を 思 ひ 煩 はぬ やうに 努力しても 難づ かしい。 及ぶ 限り は 手 

を盡 し、 其れ 以上 は 祈禱を 以て 生活 するとき 始めて 『明日 を 思 ひ 煩 ふ 勿れ』 と 云 ふ 敎が實 行 せらる 

るので ある。 我ら は 今に 至る まで、 養 はれし 恩 惠を鮮 かに 記憶して 感謝に 堪 へぬ。 之より 前途 も然 

う 案じた もので はない。 今日 も與へ 給へ、 明日 もまた、 旣往に 於け る 如く 將來も 護ら せた まへ と 我 


が 身 を 確かと 天父の 御 保護に 委ね、 感謝と 希望と 平和と に充 ちて 此の 祈 禱を捧 ぐべき である， 

次に 注意すべき こみ は、 此の 一句の 首め の 『我ら』 と 云ふ詞 である。 旣に 前に も說 いた 如く、 基 

督敎は 家族 的 團體の 生活 を 重ん する 敎 である。 食事に しても 犬が 骨 を 拾 ひ 物 蔭に 隱れて 嶙ぢる やう 

こ、 各自^々 に獨り 貪り食 ふの は 如何にも 舆の酲 むる 行爲 である。 眷て 讀んだ 西洋の 小說 に、 f 

が獨 身に なつてから 胃を惡 くした。 伴侶と 一所で ない と 食事 をしても 胃の 腑が 働かぬ。 况 してや 我 

の 食事が 精冲的 こ. 肖^ さ乜 て、 愛 を增し 人の 德を 建つ る ことな ど は 思 ひも 寄らぬ と 云 ふ 稼な 意味 力 

書いて あった。 之が 人 問ら しき 所で ある。 元來 我らの 生活 は 他人と 偕に すべき ものであって、 唯 だ 

蜀 りの 生活 は 人 の 本性に 適せざる ものである。 然し 祈禱に 他人の こと を 思 ふに しても、 我が (f 艮 

或 ひ は 舉校を 同う する ものな ど、 其の 境遇 相似た る ものの 範圍に 限る は (固より 其れ も 大切で は あ 

るが) 大いに 祈禱の 趣味 を 減す る。 『我ら』 の 範圍は 更に 廣ぃ。 我らが 日用の 糧を與 へられん こと を 

禱る は、 社會の あらゆる 階級の 人 を 心に 記え て 祈る ので ある。 其れ故 家に 貯蓄 ありて、 明日 を 思 ひ 

烦 ふに 及ばぬ 氣樂な 身分の 人 も、 世に は 多く 飢ゑ たる 者、 或 ひは戰 場に 在る 者、 其 他 種々 不自. S な 

る 生活に 惱 める 人の ある こと を 思 ひ 浮べて、 熱心に 『我ら』 の 糧の爲 に 祈る ことが 出来る ので ある 

此の 同情 裕 かな IS 禱が 朝夕 正直に 捧げら る、 ならば、 如何に 精神が 美 はしく 敎 育され るで あらう か。 

七の 祈 禱の睛 神 を 以て 食 車に 對 は^、 始めて 祌を 父と 呼ぶ ものら しく 食事 をす る ことが るので 

ある。 
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此の 祈禱必 すし も 明 rn の 糧を氣 遣 ふ 故に 必耍 であると 云 ふので はない。 卽ち倉 靡に 有り 餘る 食物 

が あると しても、 此の 祈禱 不必要と は 言へ ぬ。 假令ひ 粒々 辛苦、 腕 一本で 蓄 へた 富で ありても、 畢 

竞は祌 の 御蔭で ある こと を 忘れぬ ことで ある。 我らに 此の 祈禱の 精神が 缺 けて 0::^ るなら ば、 故； に 

も 自らの 力 を恃み 恩惠を 忘れて、 苦しい時の神頼みの 外 は 祌を思 はぬ 様な 現金なる 生活に^る であ 

らう。 然れば 何 不自由 無き 身分の もの も、 朝な 夕な に 推し 戴きて 祌の 賜物 を受 くる 心 懸けが 大切で 

ある。 一 天 萬 乘の君 も、 朝夕の 煙 も 立て 兼ねる 賤が 伏屋の 民 も、 皆 塞 遜に 此の 祈禱を 捧げて、 祌 を. 

敬 ひ、 其の 恩惠を 感謝したい ものである。 又 一方より 考 ふれば、 我らの 身體も 衣食住 も、 rr- て是れ 

神の 賜物で ある。 變化 極まり無き 我らの 世渡りに 於て、 斯る 物質 上の ことにつ いても 悉く 祌に 依り 

鎚り、 萬 事 を 打ち 任せる 態度が 必耍 である。 斯 くして 業に 勵み、 額に 汗して 獲し もの を W ふるなら 

ば、 其の 問に は 感謝 も 同情 も ありて、 食事の 意味 も 新しき 趣きが 加 はりて 來 るに 相 逮 無い。 

此 まで 說 いて 來 ると、 祈禱の 順序と して 罪 を赦す ことな ど、 漸く 精祌 上の 方面に 言 ひ 及ぶべき^ 

であるが、 其れに 先立ちて、 耶穌 が肉體 上の ことに 關 して敎 へられた 意味 を 深く 考 へて 置きたい 。■ 

主耶穌 世に 在る の R に、 彼 は 幾た びか 人の 飢を救 はれた。 又 其の 憐 偶が 如何に S 々人の 肉體の 上に 

係って 居た か。 其ら のこと を 思 ひ 回らすならば、 我ら も 或る 場合に は 心を籠めて、 斯る 物質 上の こ- 

と を も 心配せ ねばならぬ 道现が 解る であらう。  ヤコ ブ書に は、 人が 飢を訴 へて 居る 場合に、 何 か 仔 

細らし く說敎 染みた こと を 首って、 自分の 身に は 何の 辛 さ を も 感ぜざる 輕 薄な 挨拶 を 以て、 實際上 


の 責任 を 口の 先で 紛ら かす やうな 仕方 を 手痛く 非難して ある。 世に は 基督教 を 誤解して、 遁世 的で 

經賓 など こ は  一 係せ ざる もの & 樣に考 へる 人々 も ある。 然し 是れ は大 いなる 誤りで ある。 耶穌 

は： US; 友人の 問に 在りて、 偕に 喜び 偕に 祝 ひて 樂 むの が習惯 であった。 彼 は 精神的で あつたが、 妙 

な 山人 奥い 所 ま， たして 無かった。 衆人と 共に 飮み食 ひせら る.^ を廠 ふこと なく、 ヨハネと 異 るは當 

時の 人々 も 直ちに 感知す る ことが 出來た 程であった。 高 尙な靈 的の 禱 のうちに、 曰 用の 糧を與 へ 給 

へと 云 ふ 如き は、 如何にも 俗臭が あって 調和 を 破り、 歌なら ば 腰折れで あると 考へ 0^ いが、 決して 

きらす。 此の 一句に は 深く 又 高い 精神が 籠って 居る ので ある。 基 $ -敎は 精神的な りと 揚言して 日常 

のこと に 不注意なる は、 耶穌に 忠なる 所以で ない。 

くて 兵糧 は 調った。 『聖 皆の 天に 成る 如く 地に も 成させた まへ』 と 云 ふ 高尙な 任務 を 引き受け 

て 事に 當 るに 堪へ 得る やう、 旣に 糧道 は 開かれて i£g る。 我らの 生活 は此に 一歩 を 進めて、 M に 深き 

精神 上の 方面に 向 はねば ならぬ。 糧の 問題 も 大切で あるが、 人 の 能事 は 之に 了らぬ。 若し 其れ 以 

上に 出る ことが 出來 ないならば、 人と して 遣憾 此の上 も 無き 次第で ある。 

五 罪の 赦 

『我らに 罪 を 犯す 者 を 凡て 赦 せば、 我らの 罪 をも赦 した まへ』 (f 一 加の 1)。 前 1： において 神より 賜 はる 

日^の糧 について 考 へた。 確かに 神 は 我ら を 支へ、 重大なる 任務に 就く に當 りて 必要なる もの を與 
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へ 給 ふ。 從 つて 起る 問題 は 我れ らの 罪で ある。 聖名を 崇められ、 聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成る や 

う 努力すべき 責任が 我れ ら にある。 之が 爲に 扶持 を 戴いて 居る。 實に 之が 爲に 生存して 居る に 外な 

らぬ。 然るに 我らの 現 狀は祌 の 恩寵 を 徒らに 受け、 茶すべき 責任 は 果して 居らぬ。 或 ひ は 幾分の 奮 

發 もした が、 薄志弱行、 中途に して 挫折し、 神の 知遇 を 空しく して 此に 幾年 月を經 たので ある。 英 

文の 聖書に は 此の 祈の 前に and と 云 ふ辭が 入れて ある。 卽ち 我ら は 日毎の 糧を與 へられん こと を 

祈る と 同様に、 朝夕 長れ 戰 いて 『我らの 罪を赦 した まへ』 と 祈らざる を 得ぬ と 云 ふ 意味で ある。 

罪と は 道理 や 法則に 背く と 云 ふ 丈け ではない。 活ける 神に 背き、 其の 愛 を 無視す る ことであって 

卽ち 恩義 深き 君主に 對 して 謀反す る ことで ある。 其 故 『我らの 罪を赦 した まへ』 と；. S る は强ち 犯罪 

の 結果 自分が 今 難儀して 居る から 其の 苦痛 を脫 れん 爲に 我が 罪を赦 されん こと を 願 ふと 云 ふ 意味で 

はない。 斯る 利己的な 願 は、 眞に赦 罪 を 希 ふ 基督 者の 志で ない。 寧ろせ めても の罪滅 しに、 あら ゆ 

る 苦痛 を 潔く 受けん こと を 喜ぶべき である。 貧窮の 救 はれざる、 病苦の 癒されざる は尙ほ 忍ぶべし 

忍ぶ 可らざる は 神との 平和の 破れし ことで ある。 願 ふ 所 は 唯 だ 神との 關 係の 圓滿な らんこと である。 

神の 聖旨なら ば、 之が ため 水火と 雖も辭 せす と 云 ふの が、 基督 者の 赦罪を 祈る 心で ある。 之れ を 唯 

だ 己が 身の 安樂 をのみ 希 ふ 輩に 比すれば、 其の 心懸の 精神的 なること、 雲泥の差 ありと 謂 はねば な 

らぬ。 • 

然て 罪の 意味 を 單に惡 事 を 働く こみ のみと 解す るなら ば、 或 ひは然 やうなる 覺ぇ 無しと 言 ひ 得る 


かも れね。 然し 罪と は 馬 太 傅に 記されし 如く 『負 偾』 と 云 ふ 意味で ある。 『負債』 と 云へば 意味 力 

廣ぃ。 人 を pi さすと も 人 を 救 はぬ と は負债 である。 我ら は果 すべく して 菜さビ りし 負債 を 《 へ盡せ 

ぬ 程ぎ つて 居る。 馬太傳 第二 五の 四 一 以下に 『 …… 罸 せらるべき 者よ、 我 を 離れて 惡 魔と 共の 使者 

の爲に i へたる 媳 えざる 火に 入れよ。 そ は汝ら 我が 飢 ゑし 時 我に 食 はせ す渴 きし 時 我に 飲ませす、 

旅せし #i§ を 宿らせす、 裸な りし 時 我に 衣せ す、. 病み また 獄に 在りし 時 我 を 顧 ざれば なり』 と 記し 

て ある。 見よ、 重刑に 處 せらる K 理由 は、 決して 人の 飲食物 を 奪 ふが 故で なく、 人の 衣服 を 剝ぎ取 

るが 故で もない。 最と 小さき 者の 一人の 爲に、 心 を 配り 手を盡 して 勞 はるべき 場合に、 輕 薄に. N を 

見過した 故で ある。 斯く考 へ 来るならば、 我らが 重ね重ねの 罪人た る こと は 明白であって、 『我らの 

罪を赦 した まへ』 と は、 總 ての 人の 棒ぐべき. 祈禱 である ことが 了解され るで あらう。 

次に 考 ふべき は、 此所 にも 『我ら』 と 云 ふ 言の 用 ゐられ たこと である。 前回 糧に關 する 祈 禱に於 

て說 ける 如く、 罪に ついても 我が身の ことば かりで なく、 他人の こと を も 思 はねば ならぬ。 親しき 

家族の 中に 若し 不都合を働く 者 あらば、 假令 自分に 何の 咎は 無くと も、 身內の 一人と して 祌と 人と 

の 前に 恐れ多く 思 ふが 當然 である。 啻に 家族 のみでな く、 國家ゃ 社 會の罪 を も 感じて、 神に 其の 赦 

し を 願 ふべき である。 ィザャ は 選ばれて 預言者た らんと するとき、 『禍 なる かな 我れ 滅びなん- 我 は 

汚れた る 唇の 民の 中に 住みて 機れ たる 唇の ものなる に、 我が 眼 萬 軍の ュ ホバ に 在ます 王 を 見 奉れ は 

なり』 と 神の 前に 恐懼した。 漫 りに 社會の 奸惡を 罵り、 世は澆 李で あると 冷淡に 觀 察し、 

一四 主の 祈  一四 ^ 


祈の 生活  一 五 〇 

自ら は 局外に 立ちて 枇 評する 如き 極端なる 個人的 態度 は、 基督 者の 取らざる 所で ある。 

今より 三十 年ば かり 前に、 二週間 ほど 華 盛 頓に滯 在した ことがある。 其の 頃 恰も 出版され た 書物 

に、 米 國の藤 史上 大切な 文書、 例 之へば 獨 立の 布 吿文或 ひ は ワシントンの 大統領 就職 演說と 云 ふ 類 

の もの を 集めた ものが あった。 當時 其れ を 讀んで 最も 刺激され たる は、 リン コ ルンの 於 9; ニ问 大統領 

就職 演說の 一節で ある。 彼 は 人 も 知る 奴隸廢 止の 爲に 自ら 一命 を 賭して 戰ひ、 遂に 其の 生命 を 捧げ 

たので あるが、 卽ち 曰く 『北部に も 南部に も、 此 たびの 恐るべき 戰ひ は、 我らに 取りて 罪 惡の報 ひ 

なること を覺ら ざる 可ら す』 と。 其の 外 彼の 手紙の 中には、 國家 及び 國 民の 罪 惡 にっきて、 自ら 染 

みぐ と 其の 責任 を感 する 旨 記した ものが 少 からす ある。 彼 は奴隸 制度の 罪惡 なること を 主張し、 

之ケ」 廢 する 爲に戰 つた 人で ある。 然 かも 其 罪 を 敵に のみ 負 はせ す、 北部 も 南部 も 共に、 『我らの 罪』 

なること を 知らねば ならぬ と、 宛ら 塵芥の 中に でも 身 を 埋めた 心地して、 深く 國家を 憂 ひたので あ 

る。 政治家 も 斯くて. こそ 偉大と 謂 ふこと が 出来る であらう。 

若し 今日 世の 父兄た ちが、 一 家の 中に 不良少年 ある 爲に心 を 痛む るに しても、 唯 だ 世間 體を 恥ぢ、 

或 ひ は 金錢を 空費され たこと を 嘆く に 止まらす、 其の 罪に 思 ひ 及んで 自ら 神の 前に 恐懼し、 或 ひ は 

更に 此の 關係を 推し 擴 めて 朋友 國 家社會 などに 對 するならば、 此の世界の 狀態は 確かに ー變 する に 

相違 無い。 耶穌が 十字架 上に 於て 『父よ 彼ら を赦 した まへ 其の 爲す ところ を 知らざる 故な り』 と 祈 

られ たの は卽ち 此の 意味で ある。 罪 を 犯せる 當人 ども は 平氣で 居た が、 獨 り目覺 めし 良心 を 有て る 


耶蘇 は 罪の 爲 めに 苦んで 赦罪を 乞 ふたので ある。 斯の 如く 我が身 も 世の 罪に 連座して^ るとの 精祌 

あらば、 ^日讀 む 所の 新聞紙 も 一種の 聖書と なりて、 國 民の ため 社會 のために 懺悔し ®s する 媒介 

となる であらう。 實に大 いなる は 我が 罪 他人の 罪で ある。 只管 御 赦しを 願 ふの 外 は 無い。 我らに 此 

の 恐 i 船の 念が あれば 如何にして 他人の 罪 をのみ 酷に 責 むる ことが 出來 やう。 必す美 はしき 同 m が 湧 

き 出で て 人 を 潤し、 悔 改めて 救に 入る の 端緒 を與 へる ことと なる であらう。 世に は プリマス • ブレ 

ズ レンの 如き 氣取屋 もあって、 一日； 罪を赦 されし 基赞 者が 更に 赦罪を 願 ふ 必要 は 無い。 此の IS 禱の 

如き は S 土督 者の 捧 ぐべき ものに 非す と； 百 ふ。 然し 是れ は大 いなる 心得 遠 ひで ある。 罪 無き 耶穌 さへ 

人の 爲に 罪の 赦しを 祈られた でない か。 兎角 考が 旣に赦 されたり と 云 ふ 方に 偏りて、 赦し たまへ と 

；.^ る 心の 足らぬ は 信仰 上の 危險 である。 我ら は 『我らの 罪 を赦し 給へ』 と n ごと 怠らす して、 祈る 

ベ きで ある。 

次に 『我らに 罪 を 犯す 者 を 凡て 赦 せば』 云々 と ある。 赦 すと 云へば、 唯々 諾々 如何なる 者 を も 友 

とする やうに も 聞 ゆるが 決して 然ら す。 盜賊は 盗賊と して 之 を 警戒せ ねば、 我が 持物 は 悉く 楚ひ去 

らる、 であらう。 無論 之 を 引 捕へ て 一 々警官に 渡す こと は考へ ものであるが、 斯る徒 « を も、 其の 

IM:s> の鬲て a" く、 い を 開いて 友と する こと は、 偽善に あら すん ば 卽ち愚 だ。 否 不道德 である。 『若し 兄 

汝に罪 を 犯さば 之 を 諫めよ。 彼れ 若し 悔いな ば赦 せ』。 赦す こと は無條 件で はない。 若し 彼に し 

て 惡事を 同 持し、 悔 ゆる ことな くんば 絶交す る こと も 亦 止む を 得ない。 基督教 は 好き 意味に 於て 潔 


瘤で ある。 善惡 無差別、 無暗に 敵を赦 すは輕 薄で ある。 寧ろ 正しき に 反らん こと を 希 ひつ. 1、 嚴格 

に 絶交す る は 眞に敵 を 愛する の 道で ある。 基督 敎の愛 は 識別 を 重ん す。 玉石混淆 を容 さぬ。 唯 だせ 

きば かりで なく 辛味 を も 含める 愛で ある。 我らの 神 は 正しき 神で ある。 

リン コル ンが合 衆 國全體 の 責任 を 負 ひし 如く、 我ら も 亦 此の 祈禱の 精神 を會 得して、 親子 夫婦 兄 

弟 朋友 及び 社會の 罪を考 へ、 我 も 亦 罪人の 一類た る こと を 思 ひ、 謙遜と 同情と 恐懼と を 以て、 日 ご 

と 我らの 罪の 赦 されん こと を 冒らねば ならぬ。 


『我ら を 試みに 遇 はせ す惡 より 救 ひ 出 だした まへ』 (f 一 加の 1)。 此の 祈禱に 就いて 先づ 不思議に 感ぜら 

る \ は、 神が 我ら を 試みに 遇 はせ 給 ふと 云 ふこと である。 是れは 怪し かる 話で はない か。 鬼して 斯 

>  しろ 

力る ことの あり 得べき であらう か。 我らの 信す る 如く 此世は 慈愛 深く 且つ 正しき 神の 治しめ す 所で 

あると すれば、 惡 魔の 誘惑す る を 其の ま \ にせら る \ さへ あるに、 殊に 我ら を 此危險 なる 場合に 置 

き 給 ふと 云 ふ 如き は、 解し 難き 話で ある。 確かに 之に 就て は、 人智の 得て 解すべからざる 問題が あ 

るに 違 ひない。 然し 此に 我らの 心 を 慰む るに 足る ものが ある。 斯 かる 試み も 亦祌の 慈愛 深き 賢き 攝 

理の 下に 行 はれる ことで ある。 神 は 人に 對し 決して 無理な 要求 を爲ら る. - 害がない。 故に 誘惑と い 

へ ども 我ら をして 到底 如何ん ともしが たき ほどの 窮地に 陷 らしむ る こと は 出来ない。 如何に 手强き 


悪魔の 誘惑で も、 必す しも 氣を沮 し膽を 遣す に は當ら ぬ。 呰是れ 神の 支配 せらる" 領分の 外に 一歩 

も 出、 づる こと を 得ない ものである 。此に 我ら は 幾分の 安心 を 得て 賴母 しく 心丈夫に 感 すべきで ある。 

一 體 我ら を 試みる と 云 ふと 試みに 遇 はせ ると 云 ふこと と は 意味が 違って 居る。 また 試みる と 云 ふ 

ことに も 二つの 意味が ある。 一 つ は 品物 を 火に 懸けな どして、 眞物でぁるか！^物でぁるかを吟味し 

或は 品物 を .c^ くす る爲 めに、 之 を鍛へ 若く は 玉に 磨き上げ ると 云 ふ 様な 意味で ある。 他の 一 っは惡 

を 犯さし むる こと 卽ち 誘惑であって、 惡 魔の 行爲 である。 固より 斯 かる 試み を 神の 爲し給 ふ 害が な 

C -。 然し らを 誘惑 せらる へ 追 ひ 遣り、 危險な 場合に 遭遇せ しむる こと は 慈愛 深き 神に も あり 

_  ご ま は ひ 

得べき ことで あらう。 可愛き 子に は 旅を爲 せる。 親 は その 愛する 子が 道中に 於て 胡 摩の 灰な ど、 人 を 

ffi かす 奴等の 餌と なり、 叉は惡 所に も 引き込まれ 易き 危險 ある を 承知の 上、 尙宛も 獅子が 其 兒を谷 

底へ蹴_^^す如く、 敎 育の ため 必要と 認 むる 場合に は、 危險を 胃しても 行かし むる ことが 歷々 ある。 

^はち 誘惑す る もの は 道中の 惡漢 であって、 誘惑に 遇 はせ る もの は 親で ある。 祌は斯 かる 意味に 於 

て、 その 慈愛 深き 御 旨より、 我らの 品性 を鍛鍊 する ため、 誘惑に 遇 はせ 給 ふこと も 亦 あり 得べき 道 

M. 一で ある。 ^靈耶穌を^^に追ひ遣り、 悪魔の 誘惑 を 受けし めた ことな ど を 深く 考 ふるならば、 蓋し 

m 心 ひ 半ばに 過ぐ るで あらう。 

先年 一人の 婦人が 好成績 を 得て 舉校を 出で、 直ちに 或る 職に 就いて、 其 任地に 赴かん とするとき、 

自分の 所へ も 暇 乞に 来た。 彼女 は 元来 質素な 婦人で、 餘り 身の ま はりな ど 構 はぬ 方で あつたが 其 日 


は隨分 着飾って Ili" た。 自分 は その 餘り 打って 變 つた 姿を兑 て、 是は危 い。 或は 成功が 失敗と なり、 

出世して 墮 i 洛 する こと は あるまい かと 行末 を 心配した が、 案の 如く 今度 旅行より 歸 つて、 彼女の 身 

の 上に 不祥な 噂 を 聞いた。 斯様な こと は此 外に も少 からす 有る であらう。 管に 一個人の ことのみ で 

ない。 傳道 ゃ牧會 のこと に 於ても、 長い m: 日の 間に は 域々 思 はぬ 危ぃ 目に 遭 ふ ことがある。 魔が 差 

すと 云へば 迷信の 様に 聞 こ ゆるが、 我らの 生， 泥に は 僅かの 油斷 より、 回復し 難き 程の 破滅に 陷る危 

機が 幾た びか ある。 それ 故 我ら は斯 かる. 誘惑に 對 して 大いに 警戒 を 加へ、 戰々 統々 として 之れ に當 

り、 若し 能 ふべ くんば 此杯を 我より 離ち たまへ と 祈らねば ならぬ。 然るに 之 を 餘り氣 にも 懸けす、 

浮 調子で 出 懸けるならば、 必す 恐るべき 失敗に 陷るを 免れない。 今より 三 ト 一 年 前に 一 人の 傳近者 

を 西の方へ 送った ことがある。 彼 は 中々 好人物で あつたが、 暫くす ると 之に 添書 を 持たせて 遣った 

或る 老練な 牧師より、 手紙で 斯う 言って 來た。 『予は 彼の 爲め 出来る 丈け の 心 添 をして、 成功す る 様 

に 注意 は 充分す る 積り で 居る。 唯一 つ 言って 置く が、 彼 は 自分の 着手す る 事業に 如何なる 危險が 伏 

在して 居る か を 少しも 考 へす、 甚だ 暢氣に 構へ て 居る。 恐らく は 遠から す 失敗す る こと も あらう か 

と 心配す る』 と 云 ふので あった。 當時餘 り 此の 注意 を 適切に 感じなかった が、 一雨 年 を經て 老傳道 

者の 豫曾は 不幸に して 的中し、 彼 は 遂に その 任地に 留まる こと さへ 出来ぬ や う な 破綻 を 生じた。 

可惜 好人物 その 出鼻 に 於て 浮 足であった 爲 めに 不覺を 取った ので ある。 

昔、 家康、 武田信 玄と戰 ふに 當 りて 二人の 斥候兵 を 出 だした。 其の 一人 は大膽 不敵、 勇 氣叫邊 を 


拂ふ 天晴な 1^ 者 板り、 彼 こそ 兑事其 任務.^ ra^ すで あらう と 見えた。 然るに 他の 一 人， は 命を受 くる 

や 忽ち^^ 土の 如くに 變じ、 ^ん として 出 懸けた。 並居る 將卒 之れ を 見て、 彼奴 ii 氣 付いて； i 乂 "-か 

ら、 必^ 途中より 引き返す ことで あらう と 嘲った。 家 康は獨 り 之 を 否み、 ^怯と 見 ゆる 彼 こそ 却つ 

て大謦 こ，； £ 也 に路み 人り、 敵情 を 其に 視察して 歸る であらう と 言った が、 ra^ せる かな 彼 は 最も 有力 

なる 報 吿を窗 して り來 つた。 是れ家 礙の傳 記 中に 於て 甚だ 興味深き 一節で ある。 我ら は 此の 反覆 

常なら ぬ危險 多き 社會に 於て、 浮 調子に 陷る こと を 警め、 平生 深く 愼 みて、 『我ら を 試みに 遇 はせ す 

.:oi^ より 拯ひ 出した まへ』 と 祈らねば ならぬ。 

然て 七の 祈禱の 精神より 推し、 我ら は 態々 進んで 危險 を！：：： す やうな こと を 避けねば ならぬ。 もと 

より 沖の 攝现、 事の 順序と して 1 かれぬ 場合に は、 勇 を 鼓して 進むべき である。 然し 左 もな きとき 

に、 川 も 無く 平地に 波澗を 起す は DiJ.^ 虎^ 河の 勇で ある。 命 を 知る もの は 厳 i せの 下に 立 たづ 君 ザ は 

うきに 近寄らぬ い 耶穌の 誘惑 も 叫 十日 叫 十 夜食 はすして 飢た ときに 襲ひ來 つたので ある。 卽ち物 

の 順序 また 勢 ひとして 段々 事が 迫って 来たので あって、 賣ら れた戰 は 買 はぬ 譯には 行かぬ。 其お 

で邪穌 は禱蹐 せす 正面より 敵に 當 つて 打ち勝 たれた。 然し 惡 魔が 聖 殿の 頂きより 落ちて 兌よ と £ つ 

たと き は、 一 言の 下に 之 を 斥けて 應 ぜられ なかった。 自ら 好んで 身 を 危險な 所に 投じ、 信仰 を 際ど 

く 試みる こと は愼 むべき である。 是 れ謙遞 にして 賢く 又 最も 安全なる 信仰の 生活の 道で あらう 

然し 前に も說 ける 如く、. 我ら は 試みに 遇 ふべき 境遇に 推し 遣らる、 ことが 無い にも 限らぬ S 
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廛 ある。 若し 其れが 神の 思 召と あらば、 君命に 違背す る は 不忠の 至り、 假令我 眼に は 八方 塞り と兑 

ゆる 場合に も、 祌の 慈愛 深き 攝理に 一身 を 托し、 測り 難き 前途に 勇し く 進み 行く が 基督 者の 氣 前で 

ある。 家康 麾下の 彼 勇士 は 顏色變 る ほどに 一時 は 憂へ たが、 然も 進んで 偉功 を 奏した。 ； 35- ら は，^ 

照覽 せらる 、戰鬪 に 臨む ので ある。 昔より 主君から 同情 を 受けた 敵討ち は 減 多に 1^ り 討ちに ならぬ。 

此の上 は 心丈夫に、 有らん限りの 智惠を 廻らし 力 を 振って 敵に 當り、 强 敵と 雖も臆 せす、 男 氣凛然 

として 立ち 向 ひ、 願 はく は 敵 を 難 伏せ 首尾よく 仕 止む る こと を 得させ 給へ と 祈る 壯ん な淸祌 が： V？ 祈 

禱に 籠って 居る ので ある。 他の 譯に 據れば 『彼の 惡 者より 扱 ひ 出した まへ』 となって ある。 惡者は 

卽ち惡 魔で ある。 基督 者 は道德 的の 敵懷 心に 充 ちて 居る。 彼の 惡 者に 取って 押 へられて； E> とし きう。 

旣に 一旦 敵と 立ち合 ふから は、 驅け 破り、 突き 伏せ、 敗く る ことな ど は 夢にも 思 はす、 す 勝ち 1^ 

せる 希望 一杯の 霊魂 を 以て、 人生の 旅路 道 德の戰 場に 出 懸けて 行く。 是れが 此の 祈禱の 意味 また 基 

督 者の 精神で ある。 

七 耶穌の 名と ァ ヽメン 

『誠に 實に汝 らに吿 げん、 凡そ 我が 名に 由り て 父に 求む る 所の もの 父 之 を 汝らに 授け 給 ふべ し。 汝 

ら今 まで 我が 名に 由り て 求めた る ことなし。 求めよ 然 らば 受けん。 而 して 汝らの 喜び ® つべ し』。 

(約 翰 傳 一 六の ン 

_0  ニー 一、  二  EI  J 


先頃から 主の祈りに 就いて 引き 繽き說 いたが、 此に 平生 祈禱 のとき に 用 ふる 『耶穌 の 名に. S りて 

祈る』 と 云 ふ 語の意味 を考 へたい。 我ら は 無意味に 叉 機械的に 之を唱 へ、 其れが 爲に耶 穌の名 を 騙. 

ると 云 ふ 大罪 を 犯して aw り はせ ぬか。 單に 人の 名 を漫に 使用す るの みならす、 官名 を& =： し、 は 

やん ごとな き 人の 名 を 用 ゐて世 を 瞞着す る は 更に 惡ぃ。 然し 耶穌の 名 を 濫用す る は 其れ 所でない。 

富に 恐るべき 罪で ある。 

然 らば 其の 意味 は 如何にと 云 ふに、 之 を簡單 に說明 すれば 耶穌の 名代 人と して 求む るの 意で ある。 

卽ち 自分 一個の 資格で なく、 耶穌の 精神と 一 致し 其の 意 を 受け、 其の 代表者と して 祈る ことで ある。 

&.^^^らが：^を信するにも、 耶穌に 依らす して 父なる 神 を 了解す る こと は出來 ない。 祌と 我らとの 

係 は、 凡て 耶穌に 由って 徹底す る。 單に彼 を 道德の 先生と 觀て、 孔子 や 釋迦と 程度 こそ 違へ 種類 

は 同じと 考 へる 位で は、 彼の 十字架 上の 死 や 救の ことな ど は 更に 解らぬ。 從 つて 自己に 對 する 解釋 

も淺 く、 人の 現在 及び 將來或 ひ は 世の中の 吉凶 禍福 成敗 利鈍、 凡て 何 を 意味す るか、 共の 解 釋が不 

明瞭であって 深い 所に 考 へが 達かぬ。 其れ故 憂國 慨世と 云っても 其の 內容は 甚だ 不滿 足で ある。 況 

んゃ 生死の 圃 題に 至りて は淺薄 極まる を 免れぬ。 斯 かる 立場より 神に 祈る と 耶穌の 名に 由り て 祈る 

と は 固より 同日の 論で ない。 耶穌の 名に 由り て、 或は 耶穌の 名に 於て、 また 耶穌の 名のた めに 祈る 

と は、 神に つき 其の 外 萬 端の ことにつ き 悉く 耶穌の 指導に 從 ひて 之 を解釋 し、 悲喜 哀歡 凡て 聖旨と- 

一致し、 . ^が 祈る 所 は 己一 個の 考 へで なく、 是れ 主耶穌 基督の 考へ であると 確信して 祈る 意味で あ 

1EI 主の 祈  一 五 4 
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る。 之 を 手近く 譬 へて 言へば、 我ら は 耶穌の 代理人と して、 或る 仕事 を 托せられし 者で ある。 我ら 

の 商 賣も擧 問 も 事業 も 其の 健康 病苦な どの ことに 至る まで、 何れも 自分 一 個の 問題と して.： り极っ 

て はならぬ。 智是れ 耶穌の 代理人と して、 主人 其の 人の 志に 適 ふ 如く 處 置すべき 害で ある。 挺 僚が 

上官の 命 を 受けて 事を辨 するとき、 若し 上官の 名 を 盗んで 恣に 振舞 ふなら ば 重罪で ある。 我ら は耶 

穌の命 を 受けて 様々 のこと を 切り盛りす るに 當り、 苟も 耶穌の 本意に 非ざる こと を 行って はならぬ。 

凡そ 耶穌の 家族た る もの は 其の 家憲に 從ひ、 如何に 自分に 取りて 望ましく 感 する ことなり とも 耶 

の 賛成 せられぬ 場合に は、 斷 じて 之 を 斥けねば ならぬ。 彼より 命ぜられし 場合に は、 ：H (事 自分 こ.^ 

りて 苦痛 多くと も、 尙ほ 害んで 之に 從ふ覺 悟が 必要で ある。 我ら は 常々 此の 精神 を會 @- せんこと を 

心がけ、 喜 怒哀樂 悉く 本能 的に 邪穌と 一致す るに 至る やう 努力すべき である。 新くて 事に 當 りても 

また 深く 考へ、 是ぞ 耶穌の 命す る 所、 若し 願 はぐ 直ちに 承認して 裏書 を も 連署 を もせら るべ し、 と 

確信し 自ら 正しき 代现 人た る 態度 を 以て 神に 祈らねば ならぬ。 是れ卽 ち 『耶穌 の 名に 由り て る』 

ことで ある。 . 

遠く 旅して 見 も 知らぬ 中へ 行く ときに も、 若し 信用 ある 人の 添書 を携 へ、 或 ひ は 有て る 爲替に 

かる 人の 襄 書が あらば、 其れに 由って 歡 待せられ、 又 爲替も 自由に 通用す る。 祌の國 に 於て 事を爲 

さんみす る も、 其れと 同じで、 必す 耶穌の 添書 を携 へねば ならぬ。 又 用 ふべき 爲替に は其裘 書が 必 

要で ある。 若し 耶穌に 裏書 を担絕 せらる，. ならば、 用 ふるまで もな く 引 込ませて 了 ふが 當然 であら 


つ， 卽ち使 川す る 前に 先 づ耶穌 の 同意 せらる k ものなる や 如何 を考 へ、 自らお みて 川 心する やうに 

なる。 七の 川 意と 態度と を 以て 神に 祈る の は、 偶像 者 やお^ 雞述の 御利益 主義と 全く 逮 つた 氣分 

のもr^でぁることは言ふまでもなぃ。 然るに 我ら は 耶穌の 裏書 を 乞 ひ 其 添書 を 求む る手數 を^き、 

- 地々，？， 尺 魔 化したり 或は 横着 をす る。 兎角 其 祈 纏のう ちに、 埒も 無い ことの 出て 來 るの も 之が 爲 めで 

ある。 かる 禱の聽 かれざる も 亦 怪しむ に 足らぬ。 耶 穌の氣 風と 相 一致せ ざる 全く  當逮 ひの 祈 

0ck なほ 耶穌の 名 を 用 ふる は 主人の 名 を驅る 不屈 千 萬の 仕業で ある。 我ら は 更に 深く 敎育 せら 

れて、 ： 止しく 耶脉の 名 を 用 ふる 者と なりたい。 

次に また 斯 かる 立派なる 添書 を 貰 ひながら 之 を 使 川せ すに 居る のは淺 念な ことで ある。 我ら は 旅 

屮の I;- 人より 親切な 手紙 を 受け、 之 を 利用した いと 思 ひつ k も 力 及ばす、 折角の 好意 を 穴 r; しくして 

a つ. こ ときには、 其 人に 對 して 何となく 濟 まぬ 感じが 起る。 況して 耶穌 より 懇 なる 添書 を 戴きな が 

ら、 之 を 用 ふること を 面倒に 思 ひ、 祈 を 自分の みのおへ 通りに する は 不敬の 至りで はない か。 『汝ら 

へ で 我が 名に よりて 求めた る こと 無し』。 我ら は寳を 持ち腐れ にして、 與 へられし 權利を 抛 寧し、 

而 して^に 我が 願 ひの 遂げられざる を 不足に 思って 居る。 然し 邪穌の 御者へ は 之と 全く 遠 ふ。 汝ら 

は 願 はない ので ある。 『求めよ 然 らば 受けん』。 多くの 祝福 は 汝らの 願 ひ を 待って 居る。 今までの 汝ら. 

の 願 ひ は、 淺 墓な 勝手な ものであった。 我が 名に よりて 求む る こと を 知らぬ は 如何にも 殘念 である 

と 云 ふま.^ を 語られた ので ある。 養へば 親の 方で は 何 か 利 ハ盐 になる 書籍 を 買って 吳れと 願 ひ、 或 ひ 

1四 主の 祈  ー五づ 
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は敎育 博物館へ でも 速れ て 行って 吳れ よと その子の 求む るの を 待ち 構へ て をる に拘ら す、 頑是なき 

子が 活動 寫眞ゃ 玩具 屋に ばかり 連て 行って 吳れ よと 强 請るならば、 親の 心に は 其 を 如何にも どかし 

く殘 念に 思 ふで あらう か。 祌は與 へんと して 待って 居ら るれ ども、 求めぬ 故に 手 持 無沙汰の 形で あ 

る。 神の 惠 みは 宏大に して 汲め ども 盡 きぬ。 然し 我らの 求む る 所 は 如何にも 小さく 吝嗇 臭い。 神の 

方に は尙ほ 取って 置かれの 恩が 幾何 あるか 其の 數が 知れない ので ある。 それ を 折角 寳の 山に 人り な 

がら 手 を .{仝 しくして 歸る 様な ことの 無き やう 注意せ ねばならぬ。 己が 一 料簡で なく、  と 精，， Z- 

に 一致し、 その 代表者と して 立つ 場合に は、 資格より 考 へても 卑 いこと は 出 來ぬ譯 である。 少 くと 

S き！？ 5 

も 鷹が 生 飼で なくば 食 はぬ 位の 自重 心 を 以て 求むべき もの を撰擇 して、 如何なる もので も 遠慮 會釋 

なく 欲しがる 様な 根性 を 一掃せ ねばならぬ。 卽ち 自ら 一種の 烕嚴を 具へ、 堂々 として 王者の 如く 此 

の 世に 生活す るが 基督 者の 眞 面目で ある。 

序ながら ァヽメ ンと云 ふ 語 は、 もと 誠 實斯の 如し、 毛頭 偽りな しとい ふ 意味であって、 また 邪穌 

の 名に より 祈る 所 は必す 成るべし との 確信 も 籠って 居る。 我ら は 心の S より ァ ヽ メ ンと言 ひた ハ。 

自分の 賛成す る ことの 出来ぬ 他人の 祈禱 にも、 無暗に 此の 語 を 使 ふ は 無責任で ある。 我ら 願 はく は 

耶穌の 名に 於て、 耶穌の 名の 爲に、 彼と 結び 彼と 聯り、 葡萄の 幹と その 枝との 關 係の 如く、 『我れ 生 

くるに 非す 基督 我れ に 在りて 生く るな り』 との 精神 を 以て 祈り、 而 して ァヽメ ンと言 ひたい。 その 

一語に は 山 を拔く ほどの 力、 世 を 藍 ふ ほどの 氣が 籠って をる。 その 響に は 魑 避 魈顿も 影 を 潜む るで 


あらう。 我らの 祈り は 常に 斯く ありたい。  (一 九 1 二  ^六 5 

一 五 祈の 生活 

弟子た ち は 主と 其の 祈りの 生活と に 感じ、 自分 等の 祈に 何となく 物 足らぬ 心地が 胸に 湧いて 來た。 

之 が 缺陷を 補 ふ 道 を 見出すべく 『主よ 約 翰の 其の 弟子に 敎 へし 如く 我らに 祈る こと を敎 へた まへ』 

と 頭 ひ 出た。 吾人 も 斯く敎 へ を 受けねば ならぬ 必要が ある。 もっと 好き 祈りが したい。 『我ら は 神の 

うちに 生き 動き また 在るな り』 『•  我 は 葡萄 樹汝ら は 其の 枝な り』。 神と 人との 關 係は斯 くの 如くで あ 

る。 大氣 のうちに 棲息す る 人、 呼吸に 不便 を感 するとき は、 苦痛 を覺 ゆる。 轍の 鲋は復 び 故の 水に 

入ら ざれば 死 を俟っ 外ない ので ある。 吾人の 靈魂 もまた 之と 同じで 神と 離れて は 健全なる 活動 を遂 

まて 

ぐる ことが 出来ぬ。 終は靈 なる 生命 を 全く 失 ふに 至る であらう。 

宗敎は 卽ち祌 と 人との 間に 此 精神 上の 關係を 保ち 其 交際 をい よく 深から しむる 道で ある。 其れ 

が 意識の 上に 現 はれ、 切なる 情感 を 伴 ひ、 志に も發 する を 信仰と 謂 ふ。 其の 形に 表現し、 言に も W 
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づ るが 祈りで ある。 

あたたま リ 

祌は遍 く 照らす 光明で ある。 總 てのもの を 包む 和 照で ある。 『其の 響き は 全地に 遍く、 北ハ の， ゆ f は 也 

まこ 

の 極にまで 及ぶ』。 實に 『H ホバは 我 を 探り 我 を 知り 給へ り。 汝は 我が 坐る を も 起つ を も 知り、 遠く 

より 我が 思 ひ を 辨へ給 ふ。 前より 後より 我を圍 み、 我が 上に 其の 御手 を S き 給へ り』。 祌は 新の 如く 

吾人の 總てを 見 そな はし 心の 秘め ごとに 至る まで 知らざる ところが 無い。 祈らざる さき 旣に 無くて 

能 はぬ もの を 明かに 察て 居られる。 其れ だから 神に 訴 ふる 事 も出來 る。 祈り をな すの 道现も ある。 

はたらき 

然し 神の 吾人に 對 する 關 係と 其の 恩寵 深き 作用と は 此方の 精神 狀態、 首ひ換 ふれば 祈に 制限せられ 

ると ころが ある。 如何なる ものに も 雨 は 降り、 善人 を も 惡人を も 日 は 照らす。 然し 世に は 銜く往 かざ 

る もの も ある。 此方の 精 祌狀態 一 つで 或は 獲られ、 或は 獲られざる 種類の ものが ある。 此れら は 祈 

るを俟 ちて 與 へられる ので ある。 卽ち 求む る 者に して 與 へられ、 門 を 叩く 者に し て^かれ、 尋ねる 

者に して 遇 ふが、 其 定規で ある。 祌は 人の 自由 を 重ん す。 其 志 を るに 非 ざれば 御手 を 出 だし 給 は 

ざる 方面が ある。 決して 推參 がまし く 来られる ので はない。 强 ひて 恩寵 を 押し付け はせ ぬ。 心 ひねし 

すがた 

くなら ざれば 之を充 たす こと 能 はす。 心淸 から ざれば 其 聖容を 示す こと は 出来ぬ。 平和 を 求む る 者 

に 非ざる を漫 りに；^ の 了と は稱 ふること を容 さぬ。 斯 あるから 祌は 求めざる さきに 何 ごと を も 察知 

して 居る けれど、 亦 吾人の 方から も 祈らねば ならぬ と 云 ふ 道理になる ので ある。 

心 だに 誠の 道に 適 ひなば 祈らす とてもと 言 ふ もの も あるが、 それ は 甚だ 不徹底な 一 W ひ 分で、 少し 


も 意味 を 成して 居らぬ。 一 概に 誠の 道と 云 ふけれ ど 誠の 道に 適 ふと は元來 如何なる 意味の ことで あ 

るか。 己れ の 缺陷を 感じ 簿志 弱行なる こと を覺 え、 神の 知らざる ところな く、 湿らす ところな き 慈 

愛に 感激し、 之に 力 を 得、 心 を 強められ、 望 を 起し、 志 を 引き立てられて、 信仰の 念 頻りに 燃え 向 

上 心 熾に, ぎる に 非 ざれば 誠の 道に は 適 はぬ。 然か あらざる は、 人道 を 外れ、 偽りの 路に 入った の 

である。 また 斯 くの 如き 精祌狀 態とな りて、 誠の 道 を 心に 體 得し 之 を實 現す るが 卽ち 祈りで ある。 

に、 にも 拘らす 祈らす とてもと 言 ふ は 自家撞着に 陷 つた 考へ 方で ある。 或は 祈らす とてもと 云 ふ は 所 

En 御 祈お ^ で、 5? へ 事 を 指す と 辯す るで あらう。 然し 新り 卽ち 誠の 道に 適 ふと 云 ふ 精祌狀 態旣に 心に 

胚胎 く  ，. ^に 溢れ、 頻に 念ひ續 け、 感極まり、 情 動き、 望 凍き、 志 金鐵の 如く 堅^なる もの あらば 

如何しても 之 を 形に も 現 はし、 言語に も發 せねば ならぬ やうに なって 来る。 强て之 を 抑 付けて 默殺 

する は 甚だ 不. R 然 である。 

沂 りは问 より 精神的の ことに 相違ない が、 之 を 形 や 聲に發 する が 自然で、 然か あるの がその 本^ 

の 質で ある。 故に、 祈りと 言へば 必す正 心 誠意 口頭に 宜り 出す ものと 極って 居る やうに 解釋 せら 

る，， こ 至った ので ある。 思 ふこと 首 はざる は 腹 ふくる る行爲 である。 共れ では 唤 かざる 櫻 樹 蒸ら 

ざ る 梅花 の 如く SI だ 物足りな いこと である。 

『斷 えす 祈るべし』 と 吾人 は敎 へられて 居る。 た.^  口頭に 現 はす ものと すれば、 斷 えす-がる こと.^ 

不可能で ある。 然し 之 を 精神的に 解釋 し、 誠の 道に 適 ふやう に 心 を 持す る ことと 見るならば、 斷ぇ 
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十 祈る こと も出來 る。 吾人 は 『神のう ちに 生き、 動き、 また 在る』 ので あるから、 暫時 も 神と 離れ 

て は 人と して 精神的なる 生命 を 全うする こと は出來 ぬ。 生物が 常に 呼吸せ ねばならな 如く、 魚つ.,^ 

中に 泳がねば ならぬ 如く、 吾人 も斷 えす 祈り、 常に 神の 靈的 生命と 氣息を 通 はせ て 居らねば なら 

ぬ。 基督 者の 霊魂 若しも 間斷 なく 基督の 中に 呼吸して 居らす ば、 その 生命 を 保つ!！ 现 こは往 かコ。 

此の i えす 祈る と 云 ふこと は 吾人が 間斷 なく 基督と 偕に 在り、 志 之と 通 ひ、. 趣味 も 一致し、 上 vl- 

の 全部が 之と 共鳴し、 『御名 を 崇めさへ 給へ、 御國を 来らせ 給へ、 聖旨 を 遂げさせ 給へ』 ときぎ おむ 

る 態度 を 保ちて 居る ことで ある。 假令 形に 表れ、 一一 一一 II に發 せす とも、 斯 くの 如き 心 を 有する 靆 魂は旣 

に 祈り 繽 けて 居る。 念々 斷 えざる 祈禱を 行って 居る ので ある。  . 

とも 

伊へば 偕老同穴の 契り 深き 夫婦 同に 棲まば、 • 兩人實 に 一 體 である。 心と 心と が 行き 通って 居る。 

此れ 求めて 彼れ 應じ、 彼れ 與 へて 此れ 受 くると 云 ふ 交渉が 精神の 上に 於いて、 不言不語の 問に も 行 

はれて 居る。 夫婦 は 決して 饒舌り 繽 けて 居らぬ。 沈默の 間に 各自の 勤務に 從 事して、 餘念 なく 見 ゆ 

る。 效れ ども 必要 を 生じ 機 會を與 へら るれば、 其 深き 思 ひ を 言語に も發 し、 他の 形式に も 之 を 表す 

ので ある。 聲に發 せ ざれ ど 生活 を 偕に する の 趣と 氣 分と は 其の 家に 滿 ちて 居る。 基督 者の， に 於る 

また 斯 くの 如し。 水道の 水 は 鐵管を 通じて 家に 行き I 且り、 其 流れに 少しの 間斷も i い。 然し 必 すし 


も 外面に 流 je- て は 居らぬ。 多くの 人の 飮料 となり 火事の 用心に もなる ほどの 多量の 水が 々盡 くる 

ととな く 其 所に 通って 居る と は、 I め觀に 一寸 想像の 附 かぬ 事柄で ある。 然し 栓を 一 つ： れば 瀧の 如 

く れて來 る。 ^り も 亦 之と 同じ やうな ものである。 心 は 念々 間斷 なく 恩寵の 御座に 通 ひて、 生命 

は 基督 者と 其の 神との 氣脈を 通じ 互に 相俟って 活動 を績 けて 居る。 然し 其れが 何時も 績け 様に 聲を 

發し、 言に 表 はれて は 居らぬ。 然れ ども 機會 さへ あれば 何の 苦 もな く、 水道の 給水 同様、 切なる 祈 

の 言と なって 表 はる。 さながら 水道の栓 を捻ぢ るに も 類して 居る。 

また 之 を 呼吸に も譬 へる ことが 出來 る。 呼吸に 間斷 があって は 生命が 保たぬ。 斷 えす 呼吸せ ぬば 

ならぬ。 然し 時として は 坐 を 起ちて、 身體を 仲ば し、 外 問に 出で、 淸き 流れに 臨み、 高 a の 新鮮な 

る 空氣を 求め、 或は 深呼吸な ど を 行 ふの 必要 も ある。 間斷 なく 呼吸 すれば とて 換氣の 方法 も 不完全 

なる 窮屈なる 部屋に 一 一六 時 中閉ぢ 籠りて 執務に 餘念 なきが 如き は、 健全なる 生命 を 保つ 所以の 道で 

ぶし やつ 

ない。 ふす 肉 體を害 ひ 精神 を も 傷つく るに 至る であらう。 餘 に懶惰 になり て、 外出 を あます た^ 

垂れ 籠め ての み 吾らぬ やうに 注意し、 克己 精進、 寒風 を も 冒し、 高き 山に も攀ぢ 上り、 雨に 濡ォ 

汐を 被る こと を 厭 はぬ ほどの 氣概 ありて こそ 健康 は 保た る、 ので ある。 間斷 なく 呼吸して 居る と 一 h 

ふ事實 のみ に 安心 は 出来ない。 

、、1^ に^の 首 一 こ i ひて、 言 念； S. と 交 涉を斷 つ ことなくば、 これ 正しく 絶えす 祈って 居る と 云 ふこ 

„  ニー 

ふに 相當 して 居る。 然し 其れの みで 安心 は 出来ぬ。 逢 其の 機き を 見出して 跪 坐 正 念 辭 を整ハ 
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： 聲を發 して 祈る こと をせ ねばならぬ。 長時間  一 {|^|に執務するものが、 爆心 ゆく ばかり 充分に 架^ 吸 

を耍 すると 一 つ ことで ある。 之が ために は 耶穌も 『戶 を閉ぢ て』 と 言れ た 如く、 殊^に 閑 を 作り、 

機 會を設 くべき 必要が あるで あらう。 克己 精進 之 を 行 ふ 事に せねば ならぬ。 努力が 必要で ある。 『な 

んぢの 名 をよ ぶ 者な く、 みづ から 勵 みて、 汝 によりす がる 者な し』 (sf/ 祌に 依り 纖 るの 態度 を 

持す る これ 不斷の 祈で あるが、 之を爲 さんと 欲せば、 斯の 如く 『自ら 勵 まね』 ばなら ぬ。 御名 を 呼 

ぶこと を 忘れ、 勵 みて、 依り 賴 むこと をせ す、 祈禱の 友と 疎くな り、 密{!^-の祈を忘れ、 長き §1 之 を 

噫に も 形に も 出さ ると き は、 精神的に 斷 なき 祈 も 恐らく 漸くに して 斷ぇ/ ^になり、 一 マ" 卬の生 

A 叩 心 もとな き狀 態と もなる であらう。 故に 默々 の 問に も 祈 禱は斷 ゆる もので ない が、 可 時 も!^々 で 

あって は 甚だ 不利益で ある。 共れ では 祈禱の 精神 枯渴 して 廢滅 に歸 する の a れが ある。 

へ りく だ 

『謙卑 る ことと 天使 を拜 する ことに 困りて 汝らの 褒美 を 騙き 奪ら る，^ 勿れ。 断く の 如き 人 は 未だ 兑 

かしら  すお 

ざる 者 を 窺 ひ 己の 心に 從 ひて 妄に 誇り 首に 屬 くこと をせ ざるな り。 全體ー の 竹に より 諸々 の 節と 难 

を もて 相 助け 相聯 なり 祌に 育てられて 成長つな り』 (lf，f{^)。 斯 くの 如き 人 は 影の 本 體に沿 ふが 如 

ふし すお 

く、 節 も 維 も 相 因り 相聯 なり、 全體 神に 長 てられて 成長す るが 祈禱の 生活で ある。 斷 えす 祈らねば な 

らぬ。 然る を 『首に 屬 くこと をせ す』 で、 懶惰 放縦、 傲慢 不邏、 た^ 世 心に 驅られ て、 靈魂 祌と睐 

遠に なり、 努めて 祈る こと をせ ざるに 至らば、 靈 なる 生命 遂に 滅亡す るに 極って i5 る。 祈りな き 生 

活は 首に 屬 かざる 手足の 蠢 くが 如きに 過ぎぬ。 


诉の 効^に 就いて 疑 ふ 人 も ある。 彼ら は 祈る とも 何の 甲斐 か あらんと しば/ \ 問 ふ。 此れ は IS を 

もてた 願ぎ ごとに 限る ものと 思 ひ 僻む るから 生じた 疑惑で ある。 人 を 愛し、 之に 誡を盡 くし、 敬 

意を拂 ひ、 往訪 音 問の 禮節 を盡 くす に當 りて、 其の 効 2^ 實益 如何と 專ら 苦心す る は、 甚だ 淺間 しき 

ことで ある。 た 何もの を か 獲ん と 欲して 爲 すと ありて は、 旣に 自家 梳着 であるの みならす、 精神 

上 &の價 直 を も 見出さない。 少しも 之 を 嬉しく 思 ふこと は 出来ぬ であらう。 神に 祈を爲 すに 於ても 

た^ 與 へられん こと を 期す るからで はない。 亦献 げんこと を 志す ので ある。 讀美、 感謝。 懺悔な ど 

は效 5^ の 有無に 拘 はりた る 話で はない。 た i.. 誠意 を盡 くして、 日光に 花の 唤く 如く、 神の 前に 思 ひ 

續 けて 意中 を盡 くさん と 欲する が 祈る 人の 心で ある。 何もの を か 獲べ しと 云 ふ保證 なくば 祈る まじ 

と 言 ひ 張る 如き は愧づ べき ことで ある。 人 問の 關 係に 於て すら 然ぅ であるから、 祌に對 して は 固よ 

りの ことで あらう。 神の 實在を 信じ、 其の 恩寵と 威嚴 とに 感じ、 己が 身に 深く おる ところ あらば、 

おの ヴ から 

祈 自然 胸中に 湧き、 言外に 溢れ 來 るので ある。 

然し 得る ところ あらん を 期して 祈る に 非す とも、 其の 效 は豫想 以上に 多大で ある。 況んゃ 或る 

事物の、 め耍を 感じ、 頻りに 之れ を與 へられん こと を 願 ひ 求む ると 云 ふこと も、 確かに 祈の 一部分に 

相逮 ない。 斯 くの 如く 願 ひ 求む る も、 其の 效果は 期待し 難き ことで あるか。 願ぎ ごと を爲す も爲さ 
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ざる も、 何等の 相違 を 生じない ので あるか。 『義 しき 人の 篤き 祈 は 力 ある ものな り』 (fffs)。 『求め 

ょ然 らば 與 へられ、 尋ねよ 然 らば あ ひ、 門 を 叩け ょ然 らば 開かる る こと を 得ん。 盖 すべて 求む る 者 

は 獲、 尋 ぬる 者 は あ ふ。 汝 等のう ち 誰か 其 子 パン を 求めん に 石を與 へん や。 また 魚 を 求めん に 蛇 を 

與 へん や。 然れば 汝ら惡 しき 者ながら 善き 賜 を 其の 子に 與 ふる を 知る。 況して 天に 在す 汝らの 父 は 

求む る 者に 善き 物 を與へ ざらん 乎』 (fnfs の)。 親に 請 ひ、 友に 求め、 彼らに 訴 へて、 其の 效果を r 几 

る ことの 出来る 世界に 於て、 聖 にして 愛に 充てる 全能の 天父に 祈る ことのみ 獨 り無效 なりと 認 むべ 

き 道理 は あるまい。 祌は 至誠 を 籠め た 祈に 聽 かれる であらう。 聽 かれる と 云 ふこと は必 すし も 求む 

るが 如くになる を 意味せ ぬ。 神の 聖聽に 達し、 祈る ものの 狀 態に 深く 其の 聖意を 留めら るれば 足り 

る。 願 ひし 如くになる は 固より 祈を聽 かれた ので ある。 然し 斯 くなら すと も總 ての 事 は旣に 恩寵 深 

く智き 天の 父に 聽ぇ 上た ので あるから、 之に 一 任して 心 を 安ん する ことが 出來 る。 

あきら 

祈 は 神に 聽 かる \ ものである。 其の 效架必 す 響の 音に 應 する 如くで ある。 感應昭 著 かで ある。 欺 

くの 如く 祈 は 求む る もの を 獲る の 力で あるが、 其の 效果此 所に 止まらぬ。 祈る もの k 人格の 上に、 

其の 精神 狀 態に、 効 架 を 及ぼす こと も 甚だ 深く、  だ 多大で ある。 斯 くの 如く 财の効 菜は兩 様に 解 

釋 せらる。 求む る もの を與 へらる i て ふ 効果、 求む る 人の 人格に 及ぼす 感化 卽ち 其れで ある。 前者 

は 祈の 重大なる 要素で、 確實 なること であるが、 其の 方 は 他の 場合に 讓 りて 玆 に詳說 せざる ことと 

し、 暫 らく 後者に 就きて 一 言したい。 
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祈 を 奉げ 殊に 其の 要素 を 列ね、 且つ 讃美し、 感謝し、 徵 悔し、 志 を 表明し、 至誠 を 相んで て ^ 

ぎ 求む ると き は、 其の 結果と して、 眞に 謙遜の 人と なること が 出来る。 謙遜 は美德 である。 之に 由 

ら ざれば 學問も 出来ぬ。 自然の 法則 を 尊み、 其の 力に 賴る こと を 心 懸け、 其の 作動に 從 ふこと を 喜 

ぶに 非 ざれば 大 いなる 工業 は發 達せぬ。 自ら 恃み、 敢て 無理 を 行 ふとき は必す 失敗す。 例 すれば 獨 

兔 一 の カイゼルの 如き を 見よ。 自ら 恃 みて 傍若無人、 宛 も 天に 神 も 無き が 如く 振舞 ひたれば こそ 今 

回の 如き 運こ陷 つたので ある。 麟る者 久しから す。 春の 夜の 夢の 如し。 彼 をして 基督の 名に 於て 

^^^^c^dlp^  JA'^  I  け-つけ-つた リ ちん ほくの いた 54 ききん ひわん のお それ 

眞に tE>. ^も 祈る もので あらし めたならば 斯く はなら かった であらう。 實に 矯矯珍 木顯、 得レ無 n 金 丸 

^-^s^<s 荒！^に於ける耶穌の權られた誘惑も、 其の 謙遜の 德に襲 擊を受 

たかぶる も 0  へりく る.；？ の  ，  /tla&! ノ  ^  t  ト、 

4- られ たる 實例 である。 『神 は 驕傲 者 を 担ぎ 謙卑 者に 恩を與 ふ』 つ g 雜) 『まら は 某 上 

降 こより、 こ對 して、 斯る 確信 あり、 され ど 己 は 何事 を も 自ら 定む るに 足らす、 定む るに 足る は 

. ^てよ るな り』 (籠 fi)。 朝な 夕な 祈 を 怠らざる は 此の 心の 表現で ある。 所謂 謙に 居て 益を受 くるの 

？ m. 狀， こなって 吾る。 此の 心旣に 人の 美德 であるの みならす 其の 成功の 秘訣、 力 を 得、 祝福 を 全 

ふす る 道が 此所 にある。 『心の 貧しき もの は 福な り。 天 國は卽 ち 其の 人の もの なれば なり、 柔和なる 

者 は 福な り、 其の 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得れば なり』。 此れ 屈すれば 仲る てふ理 にも 適 ふ。 靈と眞 と を 

以て，，^ 拜し、 虔 んで聽 き、 靜 かに 命を俟 ち、 奉仕の 姿勢 常に 整 ひ 居る もの は、 上よりの 力 を 授け 

ら I、 其の 勢の 範圍 を擴 めら れて、 祝福に 充 たされざる を 得ぬ であらう。 而 して 此れ ル M 祈より 來る 

1 五 祈の 生活  ーブブ 
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ので ある。 其の 効 Bi^ 此 所に 至りて 甚だ 著明で ある。 

おの ヴか 

此の 外 祈 をな す ものが 自己 を 批評す るに 於て、 自ら 誠實を 旨と し、 公平なる 我斷を 下す ことの 出 

來 るの も、 其の 効 5^ の 一 つで ある。 居 は 心 を 移し 交 は 品性に 驚くべき 變 化を來 す。 常に祈をなす^^ 

の， § 神 狀 態の 高尙 になり て、 何となく 威 嚴を增 すに 至る は 自然の 順序で ある。 デ H リンゲル は基赞 

敎の 古代史 を 研究して 之に 精通した 人で あるが、 其の 結論の 一 に 曰く、 『初代の 基脊 者を兑 るに 身分 

低き もの 多く 大抵 卑き 階級に 屬 する もので ありた るに も拘ら す、 其 品格 思 ひの 外に 高く、 文に して 

雅 なる 氣象を 具へ て 居る やうに 見 ゆる 理由 は、 彼らが 祈る こと を 重んじ、 常に 之に 從 事した 結 EJ^ で 

あらう』 と。 

祈の ために 人生の 環境 を 一新し、 逆 も 順に 受け、 貧苦のう ちに 祝福 を兒 出し、 忠難 にも 喜び、 弱 

きに も强 く、 常に 主の 恩寵 我に 足りて 餘り ある を經驗 する は、 祈る ものに 非 ざれば 味 ひ 難き 幸福で 

ある。 

21 らぎ 

祈りて 平和 を 得、 狂 はんとす る 意馬心猿 を 繋ぎと めて 靜 平の 態度 を 持す る ことの 出来る も、 祈 禱 

の 効 鬼で ある。 斯 くの 如く 算ぇ 来れば 祈の 主觀的 利益 枚 擧に遑 なき ほどで あらう。 

(一九 一八 年 1 〇 nO 


一六 祈禱の 題目 

今 ui- の 初 週^ 禱會は 元日 早々 から 行 はるべ しと 云 ふこと になって 居た。 其れで は 日本の 社會事 ft 

に 適せぬ とて、 非難の 聲も 聞え た。 事實に 於て 初 週 祈 禱會を 元日から 開かぬ 向も少 くなかった やう 

にも 聞く。 

元 來初週 祈 禱會の 題目 を 作製す る 福音 同盟 會と云 ふの はプ n テス タン ト基 瞥敎の 諸派 を 代表す る 

ものと は 謂へ ない。 其の 或る 一派の 思想 や 氣風を 代表す るに 過ぎぬ。 其の 信仰的 趣味 も"^ る 一 翻の 

方 ：® に 限られて 居る。 其れ故 公平に 觀 察すれば、 餘り 感服し 難き こと も 生す るので ある。 諸 敎會に 

於て 其の 當局 者が 此の 逢の 事情 を 斟酌し、 其の 祈 禱會に 於て 適當 なる 取 拾 增減を 行 ふ は智き 方法で 

あらう。 

回々 敎徒 だの 猶太 人な どの 爲に 祈る と 云 ふこと を 甚だ 無意味の やうに 感 する 人 も ある やう だ。 成 

程 此等は 日本人 平生の 考 へや 同情に 緣 遠い 故、 然か思 ふの も 道理で ある。 然し 此の 極 類の 題目が 少 

くと も 時々 與 へられる と 云 ふ は、 其の 利益 精神 上 多大なる べしと も解釋 する こと も 出来る。 化生 

活の 眼界 を擴 め、 『御國 を 来らせ 給へ』 とて 祈り を 世界 犬の ものと する こと も 出來、 天下 萬 國の禾 害 
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休戚に 心 を 寄せし むる 機會 ともなる。 。ハウ n の 如き は 。 マ 書 第 八 章に 於て 萬物產 みの 苦み を爲 し、 

• 被 造 物の 救 ひ を俟っ こと 切なる に 同情 を 寄せて 居る。 實に 基督 者と して は斯く ありた きもので ある。 

吾人の 祈り は淺 く、 狹く、 小さく、 低い ものである。 幼子が た わい もな きことの み强 要りて、 親 

の 遠き 慮 かり を辦 へす、 所謂 『親の 心 子 知らす』 であると 同じ やうな 次第で ある。 其の 心の 往 くま 

まに 之 を 放任し、 其の 好いた ことのみ を 祈らし むるならば、 何時までも 幼稚 軟弱で 我儘 千 萬な 祈り 

の 程度に 落ち着いて 了 ふで あらう。 攝理の 妙 用に 由り、 人生の 思 ひ 懸けざる 出來 事に 敎 育せられ、 

聖書の 言に 導かれ、 祈り 會に 出て 他人の 祈禱に 刺激 せらる、 など、 聖霊の 暗示、 啓 導 を 蒙りて、 其 

の 祈りの 新たなる 方面 を 開拓し、 生命の 領域 を 推し 擴む るに 至る 場合が ある。 其の 屡 ある は：；：；^ 仰 生 

活 の 改善 進歩す る 機會を 最も 多く 與 へ ら るる 次第と も 解釋す る ことが 出来る。 初 週 祈禱會 の 題目に 

ついて 似合 はしく 感ぜられざる 事柄 も 此の 見地から すると 餘り 捨てた もので もなから う。 他山の石 

各自 の 靈性を 磨く の 利益 少 から ざ る實 例で あるか も 知れぬ。 

. 又 

此れ も 祈禱會 のこと である。 去年から 今年の 初 週に かけて 數回 聯合 祈 禱會が 催された。 其 人數と 

云 ひ、 其の 熱烈な りし こと、 祈禱の 分量の 多 かりし ことな ど 感嘆すべき もの 少なから す。 敎會に 於 

て、 個人に 於て、 ^に傳 道の 勢力と して 精神 上の 効 ra^ 多大な りし を 疑 はぬ。 我ら は 其當局 者の 勞を 


多と する ものである。 然し 其れに 就きて 尙 I しき 事柄 無き にし も 非 t 初 週ハ聯 11 に 於て 

演說 の爲に f 多くの 時間 を 殺 がれた 如き も 其 一 つで ある。 又 何れの 響に 於ても 所謂 祈りの 定連 

なる ものが あったら しく、 時として は 彼らの 爲に 全く 集會を 占領せられ たこと も ある やう だ。 其ォ 

も-祈りの 品 貧 次^だ が、 聲の大 なる 割合に 精神的 內容の 極めて 貧弱なる ものに 祈禱會 を專ら 支配 さ 

して は 困る。 司會者も 之が 爲に晷 を 感じた 折 も あるで あらう。 初 週の 聯合 祈禱 會に 於て は 司會者 

より 婦人の ず を 求めた こと も あるが。 時として は 其れに も 頓着せ す、 攀が 我れ 勝ちに 先 まし 

て 市 妹た ちに 口 を 開かし めなかった 場合 もあった やうに 糧す。 或 人 曰く 『電車に 行 は， 義も 

墓 會には 顧みられぬ であらう か』 と。 な 簡 である。 曰本藝 者の S り會 は、 其の 精 祌に於 

て、 其の 遣り方に 於て、 折に は 其の 禮 儀に 於ても 尙ほ 幾多の 敎養を 積まねば ならぬ。 

又 

i 右し 基鳋 者の 傳 道が、 祈り 會に表 はるる 品質 及 程度の ものなら ば、 實に 心細き ことで ある。 然し 

より 架 I りと 精神と が、 祈り 會の 表面に 露れ ざる 人た ちのうち に 漲って 居る だら うと 相 T カーつ 

の.. ^もしき ことで ある。 然しより 高尙 なる 見地から 見なば 後者 も 大した もので は あるまい 頼む ベ 

き は 『言 ひ 難 S き』 を 以てすて ふ 塞 S 祈で ある。 基督 者は懇 弱行で ありと も、 其の 祈り は. -何 

こおお く、 狹く、 冷やかで ありても、 傳道は 神の 志で ある。 日本の 救 はる、 こと は 神の 原. - である 

1 七 H 
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『願く は 主耶穌 基督の 恩寵、 神の愛、 聖靈の 交通 汝ら すべてと 共に あらん こと を。 ァメ ン。』 

是は 現に 基督 者の 間に 普通 行 はるる 祝 禱の詞 である。 コ リント 人の 爲に宣 ベた ので あるが、 また 

人類に 悉く 適用 せらるべき ものである。 其れ程 世界的で ある。 

祝 幅 は 一面に 於て 祌福ひ を 人に 賜 ふ 意味で あるが、 神の 祝福 を 人の 爲 めに 祈る にも 通用す る。 ，：；w 

禱是れ なり。 昔し ユダヤ人の 會 堂に 於て は、 禮拜の 終りに 祝 禱を爲 すが 例であった。 基督 者の 敎會 

に も 自然 其れが 傳 はった ので ある。 

コ リントの 敎會に は、 敎理道 德兩樣 とも 種々 の 弊害が 行 はれ、 會員 互に 相爭 ひ、 甚 しき は 靈的緣 

故の 殊に 深き バウ a を も 疎外し、 之を惡 ざまに 批評す るに 至った。 哥林多 後書に 於て バウ ：1 は 之に 

向 ひて 極力 辯駁を 試み、 論戰 甚だ 猛烈であった にも 拘ら す、 其の 結尾に 至りて、 主^ 穌 基督の ョし 
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祌の 働きで ある。 我ら は 祈りて 神の 志に 合體 し、 其の 一一 一一 口 ひ 知れざる 所に 伴 ひ、 其の 働きに 附隨 して 

は 進むべき である。 然 かする とき は 龍の 雲に 乘 する 如く、 流れに 從 つて 船 を 行る 如く、 傳 道の 勢當 

るべ からざる もの あるで あらう。  (一 九 一 ヒ年 ノ 
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..m、 祌の 愛、 聖靈の 交通 汝ら すべてと 共に あらん こと をと 祝ひ賀 ぎて 祌に 祈った ので ある。 實に其 

の 精神の美し さよ。 誰も 斯く こそ ありた けれ。 人の 利益 を冀 ひ、 幸 多 かれ，^ かしと 祈る にも、 淺深 

の 別 ii- だしき ものが ある。 然し 如何に 高尙 なる 願 にても、 バウ a の 祝禱の 如く 根本的で 奥" i£ しく 高 

尙 にして、 偉大なる は 少なから う。 親 は 子の 爲に、 叉 兄弟、 夫婦、 友人 は 相互に、 斯く願 ふ ほど 善 

きこと は あるまい。 

さ き  たまもの 

1S> 故に 主 耶穌 S 督の 恩寵 を 先頭に 置いた か。 吾人 神の愛 を 認めて 深く 之 を 感得し、 壶靈の賜を^2?- 

に亨 くるに 至る は、 主耶穌 基督の 恩寵 を經驗 する からの ことで ある。 『汝ら 我らの 主耶穌 基督の 恩 籠 

を 知る。 彼 は 富める ものな りしが、 汝ら の爲に 貧しき ものと なれり。 是汝ら 彼の 窮乏に 由り て 富め 

る：^ とならん 爲 なり』 (fw ま. S 資)。 パ ゥロは 殊に 己が 身に 於て 最も 熱 切に 之 を寶驗 したので ある 。『そ 

-  いとち さき も Q 

は 祌の敎 きを 迫害せ し 故に 使徒と 稱 ふるに 足らざる 者に して、 使徒の 中に 至微者 なれば なり。 外い 

けがし 

れ ども 我 かくの 如くなる を 得し は 神の 恩寵に 由り てな り』 峰、" i\y 『我 昔し は漬 謗た る もの、 0 

|| とる も の^ど 伊た る ものな りしが、 我 信ぜざる とき、 知らす して 之 を 行へ る 故に、 なほ 矜： W を 一 父け 

.,こ り。 我らの 主の 恩寵 及び 基督 耶穌に 在りて 保つ ところの 我らの 信仰と 愛とば 極めて 大 になれ 


り 

^妹 基昏 罪人 を 救 はんため に 世に 1 れり。 信すべく 又 疑 はすして き 話な り。 罪人のう ち 我 は 首 

] ^ "  ./  .  >.  いやさき  かぎ リ なきい ふち 

なり。 然れ ども 我が If 恤を 受けし は 基督 耶穌最 先に 我に 寛容 を 悉く 顯し、 後 彼 を 信じて 永 生を受 


，る 者の 我 を 投^と なし 給へ る 也 一〕 CITS は 1^0。 
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斯 くの 如く 彼 は 基督の 恩寵 肺腑に 徹して、 身に 餘る こと を 感じた。 其處で 其の 書翰に は 此の 詞が 

殆ど 續け さまに 用ゐて ある。 全く 之 を 以て 終始す と 云っても 差 支ない。 新約 全書 自餘の 書に 見えて 

居る のに 比ぶ ると、 バウ C1 一人で 二倍 ほど 多數 此の 詞を 使用して 居る。 恩 籠と は耶穌 基督に， S りて 

たまし ひ 

救 を 全うせん とする 神のう ちなる 動力で ある。 十字架 上に 顯れ、 また 其 所より 人類の 靈 魂に 最も 力 

はたらき 

強く 運用 せらる \ 神の愛 卽ち 其れ だ。 基督に 於て 顯れ たる 祌の 恩寵の 作用 洪大に して、 効 raj^ 驚く ベ 

てと す 

きもの ある は、 提多書 第一 一章 十 一 節 以下， 示せる 如くで ある。 『夫れ すべての 人に 救 を 賜 ふ 神の 恩寵 

あら はれ 我ら を誡 め、 我ら をして 神 を 敬 はざる 事と 世の中の 愁 とを棄 て、 自ら 制し、 正しく、 且つ 

虔 みて 今 世に 存へ、 望む ところの 福と 犬なる 神、 すな はち 我らの 救 主耶穌 基督の 榮の顯 れんこと を 

望み 待た しむ。 基督 我らの 爲に 己の 身 を 捨て 給へ り。 是れ 我ら を 諸ての 罪より 贖 ひ 出し、 且つ 己の 

ひとった？ §  . 

爲に 一 民 を 潔め、 之 をして 熱心に 善業 を 行 はしめ ん爲 なり。』 

バウ の 如く 此 恩寵に 感激した 盲目の 牧師 マ セソ ンの 歌を聽 け。 

I 我 を 放ち 遣り 給 ふま じき 愛よ 我 疲れたる 靈魂を 君の 屮に憩 はしむ。 より 我が 受けし 生命 

を また 君に 献げて 返し まつる。 

斯くて 君が 大海の 底 深く 其の 流れ 愈よ 豐 かに 滿ち 溢れなん。 

二 我が ゆく 途の 何處 にも 常に 伴 ひた まふ 光に、 

たいまつ 

消え消えに 搖ぐ 我が 手 火 をば 君に さ.^ げて 委ね まつる。 


i5-VJ 我が 心 其 借り 得た る 光 を 回復して 胸間の 晝も 君が 日の 光の 輝きの 中に、 愈よ 美し かる 

を 得ん。 

三 苦痛の 中に 我 を 尋ね 給ふ歡 喜よ、 ゆめ 我 は 君に 向 ひて 此の 心 を 閉づる ことな からん。 

我れ 雨の なかに 虹 を 見出で、 

明けん あした は淚 無から めて ふ、 

御 誓の あだなら じと こそ 覺 ゆれ。 

四 我が 頭を擡 ぐる 十字架よ、 

我！ i;^ を调れ 去らん と は 得 こそ 願 はじ。 

き はみ 

生命の 光榮 死にた る を 我れ 塵に 伏せ 置けば 究極 無 かるべき 生命 

北 ハの場 を 去らす 地より 紅に 人お、 き出づ るな り。 

基督 は 『祌 のか i ちに て 居りし かど も 自ら 其の 神と 匹し く あると ころの こ と を棄て 難き こ と と 意 は 

す、 反って 己れ を i しう し、 僕の 力 をと りて 人の 如く なれり』 (fl 樣書) 彼 は 『富める ものな りしが、 汝 

らの爲 めに 貧しき ものと なれり』 滅) 是れ 自ら 屈して 抑 損せる もの、 他に 其の 類 あるべし とも 

覺 えす。， 基督の. 恩寵 はま 遜りて 自ら 抑 損する 所の 愛で ある。 『人の子の 來るも 人 を 使ふ爲 にあら す、 

人に 吏. Hl、 また 多くの 人に 代りて 生命 を與へ 其の 贖と ならん 爲め なり』 是れ 人の 僕と な 

りて、 之 1 こ a 义は る、 こと を せんする ものである。 恩寵の 特徴の 一 っ此に 在り。 『彼 は 侮られて 人 
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かなし » 

に棄 てられ、 悲哀の 人に して 病. saw を 知れり。 また 面を蔽 ひて 避く る こと を せらる る ものの 如く 侮ら 

れ たり。 我ら は 彼 を 尊 まざりき』 (顏 ft??) 。犧牲 献身 他人の 爲 めに 苦痛 を耐へ 忍ぶ もの、 實に 基督の 

恩寵に あらす や。 『祌罪 を識ら ざる もの を 我らの 代りに 罪人に なせり。 是れ 我ら をして 彼に 在りて 祌 

の義となることを得しめん爲なり』(額碌？^1書)。 『基督 旣に 我らの 爲に詛 はる 、者と なりて 我ら を 贖へ 

つぶさ 

り』 基督の 恩寵 は 人に 代り 罪な くして 罪人の 地位に 立ち、 罪の 打擊を 具に 嘗め 盡 したる 愛で ある。 

十字架の 上より 『我が 神、 我が 神、 何ぞ 我を棄 つる や』 と 絶叫せられ たも 之が 爲 である。 

要するに 基督の 恩寵 は、 謙に 居て、 自ら 抑 損し、 人の 僕た るに 甘んじ、 苦痛 も 厭 はす、 罪 惡を北 s 

負 ふこと を辭 せざる 救の 愛で ある。 哥羅西 書 第 四 章 六 節に 『汝ら の 言 常に 恩寵 を 用 ふべ し』 また 路 

あやし 

傳第叫 章 二 トニ 節に 耶穌の 言 を 指して 『其の 口より 出づ ると ころの 恩寵の 言を奇 めり』 と ある。 

此に 恩寵と ある は 蓋し 人の 靈魂を 魅り 之 をして 心醉 せし むる 一 種の 魔力 若く は 引力 を 意味す ると 解 

せられる。 基督の 恩寵 は大 いなる 引力で ある。 其の 馨香 は ナルダ の香膏 に 優り、 其の 味 ひ 醍醐に 秀 

づ。 恩寵 は 善き 意味の 魔力で ある。 人の 心 を 洗 ひ 潔め、 其の 元 氣を壯 ならしめ 『萎た る 手を强 くし、 

りたる 膝 を 健かに』 する は 此の 恩寵な り。 故に 『基督の 愛 我を勉 せり』 (§ft1*w) 。基督 『我に 云 

ひた まひけ る は、 我が 恩寵 汝^ 足れり』 (fl^l 書)。 此に 於て 基督 者 は マセソ ンの 如く 歌 はすん ば已 

み 難き 心地す る。 

基督の 恩寵 を斯の 如く 身に 經驗 し、 深く 之 を 味 ひ 知る に 至りて、 曾て 『逢靈 の 保證』 に說 きたる 


如く、 种の愛 群！ < の 心に 注ぎて 漲り 流れ すん ば あらす。 祌の世 を 愛しみ たま ふこと は- 其の 獨子を 

賜 ふ ほどな り。 基 赞の救 は i 是れ 天父 自らの 經綸、 罪の 赦は 他の 贖 に^りて 餘懷 なくせられ たるに 

あらで、 總て 天の 父の 限りなき 慈愛より 來る。 基督の 恩寵の 流 を 掬し、 其の 潔き 活ける 水 を 飲める 

もの は、 其の 源に 溯りて 天の 父の 限りなき 愛 を 讃美せ ざる を 得ぬ。 神 は 父で、 我ら は 其の 子たり て 

ふ 確信、 之に 由り て 愈 熱 切日に 淸 新なる を覺 ゆるので ある。 祌を 信じ、 其 愛に 安んじて、 孝子の 慈 

父 こ 於け るが 如くな らんと 欲する もの は、 ナザレの 耶穌に 近づき、 其の 驚くべき 謙遜 犧牲、 自ら 抑 

損して 人に 代られし 恩寵に 身 を 浸し、 其の 祝福に 沐浴す る を 要す。 是れ 神の愛に 接すべき 正門で あ 

る。 之に 由らざる 信仰 は、 磽 地に 落ちし 種子に 異ならす。 一 日. 萠ぇ 出る も榮 えに 榮 えて 其の 色 を も 

香 を も 全うする こと は出來 ぬ。 i つ ~至 の 何時か は脫 落て 其の 眞相を E 祭 露す るに 至る であらう。 

iss 恩寵 を經 驗し 神の愛 胸のう ちに 湧 I ふる 、を覺 ゆる もの は、 謹の 交通に 入る こと S 

るので ある。 約 翰傳第 十八 章 十 S 節に 聖靈 のこと を 『慰む る もの』 『介抱 者』 と名づ け 基^ 別に 之 

れを 送らん と 書いて ある。 然るに 約 翰 第一 書 第二 章 一節に は 『我らの 爲に 保惠師 (卽ち 前に 云へ る 

あり。 卽ち義 なる 耶穌 基督』 と ある。 之で 見る と 聖靈は 或る 意味に 於て 取り も 直さす 基督 

である。 基督と 聖 戴との 關係 にっきて は 甚だ 混み 入った 研究 も ある。 聖靈の 人格 論な ども 中々 の 難 

題で ある。 今 之 を說く 暇がない。 聖靈は 元 來パゥ P の經驗 せる 如き 恩寵に 滿 てる f 督 吾人の 靈 魂の 

うちに 活動 を繼續 せらる \ の であると 解し、 其 作用が 內住 的であって、 祌交 默契實 にも 極めて 神秘 
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的なる を 高調す る だけで、 暫く 滿 足せねば ならぬ。 手 短に 云へば 活ける 某 寂 3E が 其 贖罪の 力 を 以て 吾 

人の 胸中に 宿る、 是れ 聖靈の 感化で ある。 

聖靈の 交通と は、 聖靈の 感化に 由り、 基督 者の 相愛す る關 係が 最も 美しき に 至る の 謂な， りと も 見 

るべ く、 また 聖靈 を客觀 的に 解釋 し、 基督 者が 聖靈と 交りて、 其の 慶に 浴し、 其の 平和に 與 かり、 

其の 歡 喜に 董ー染 する ぎ 意味 を も理會 する ことが 出来る。 何に しても 戴 的 生命 彌 高く 昂進し、 

益 々 廣く 展開す る を 云 ふ。 永遠の 生命が 卽ち 其の 結果で ある。 

敎會の 一致 や 家庭の 和樂 をして、 若し 氣分、 趣味、 利害 關係、 喜 怒 面に 現 はさざる を賣 ぶて ふ禮 

儀の 虚飾、 血脈の 聯絡な ど を 主と せる ものに 過ぎ ざら しめば、 甚だ 淺 ましと 云 はざる を 得ぬ。 願く 

は 基督の 恩寵に 根し、 神の愛に 淵源し • 聖靈の 交通 を 基と せる 愛の 關係 たる こと を 得せし めよ。 人 

間の 祝福 何もの か 之に 過ぎん。 此の 祝禱の 如くなる が侗 人に も 家族に も 敎會^ も 最も 願 はしき 理想 

では 無い か。  (1 九 ニニ  五") 

■ 一  八 四通八達 


叫 年 iiw き續 きたる 戰爭 の爲に 暗雲 世界 を蔽 ひ、 人類の 進歩 其の 去 向 を遮斷 せられた るかの 如き 

、ク地 もした ので ある。 然るに 平和の 嘉き 音信が 突如と して 鳴り響き、 错 ともに 愁眉 を 開き、 歷史の 

新たに 2^1?^ ん やる 祥端 著る しく、 世界 は 玆に復 び 活路に 就く を 得る に 至った ので ある。 

一 一千 年前羅 馬の 文明 行き詰りて、 總 てが 立ち 辣 みの 狀 態であった とき 基叔 P 天降りて 世界に 新なる 

紀ー： 儿を M き 文明の 進路 を開展 せしめた ので ある。 今日の こと も 之と 同じく、 戰爭 終？ ん して、 新なる 

^界を 現出せ しめんと する 氣 運に 向 ひたる 原因 は 基蝥を 本と せる 精祌の 刺激が 漸く 人の 心に 徹底す 

るに-至らん としたから である。 ロイド • ジョ ルヂ や、 大統領 ウィル ソ ンの 如き 人た ちの 心事 を 窺 は 

ば、 必す 此の 消息 を 看取す る ことが 出来る であらう。 

今や： R 界は 新なる 時期に 入り、 正 褒を尙 び、 民 を 重んじ、 阔 民 性 を 敬し、 人類 同胞の 大義に 依り 

相：^ りて 進まん とする の 時節と なりつ、 ある。 こ は 基 * の 開き 置れ し 進歩の 門戶 である。 之に 由る 

もの は吕ん になり、 之に 背く もの は衰 へざる を 得ぬ。 興亡 盛衰の 鍵 は 基教の 手に 握られて 居る。 

た.. 廣 く社會 のこと ゃ國 家の 上に 就ての み 期く の 如く 云 ふべき でな からう。 個人の こと また 同様 

である。 蓋し 人生 は窮と 達、 通と 塞、 此ら兩 者の 問に 行きつ戻りつ して^る。 此 所に 大 問題が ある。 

き f る もの 如何に すれば 達する か。 塞がる もの 如何にして 通す る を 得る か。 國家も 個人 も 道 を 誤つ 

て窮 且つ 塞、 羞を 得て 逹叉 通。 先づ例 人の ことにて 就て 之 を 言って 兑 たい 

『是， に 邪穌， か， e らに rn ける は 誠に 實に汝 らに吿 げん。 我 は 羊の 門な り。 凡べ て 我より 先き に來 
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ぬす， ひと  もし 

りし 者 は竊賊 なり、 强盜 なり。 羊 その 聲を聽 かざりき。 我 は 門な り。 若人 われより 入らば 救 はれん。 

且つ 出 人 をして 草 を 得べ し』 (ff^i〇)。 此れ は 吾人の 生命 基督に よりて 通達すべき を 示した 言辭で 

ある。 夫れ 羊は豐 かなる 生命 を 得ん と 期待すべき ものである。 基督の 所謂 豐 なる 生命 は 如何にして 

之に 到着す る を 得べ きか。 

第 一 基督の 門に 入りて 救 はれねば ならぬ。 路加 傳第 十五 章に 敎 へられし 如く 失 はれた る 羊 は 其 

のま \ にて は 滅亡 あるの み。 救 を 得る と 得ざる とが 第一の 問題で ある。 十字架の 意味 を 解し 救の 要 

領を 得る に 非 ざれば 進歩の 門に 人り て 健全なる 發 達を遂 ぐる こと は 望み 難いので ある。 故に 我より 

人ら ば 救 はると 一一 一一：： はれた ので ある。 

第二 叉 曰く 『且 出入 をな す』 と。 これ 自由に 活動す るに 至る を 云った ので ある。 基督 敎は 自由 

を尙 ぶ。 活動して 止まざる の 精神 を 鼓吹す る。 總 ベての 抑 壓を排 し、 束縛 を 斥けて、 人格の 自由に 

發 達する こ と を 獎勵す る が實 に 基督教 の 特色で ある。 

第三 曰く 『草 を 得べ し』 と。 人格の 發達は 勢力 を 供給し、 精神 を 作興し、 進んで 攻め、 退いて 

守る の 能率 を 最高 度に 伸暢し 且つ 之 を 維持せ ねば、 期待すべからざる ことで ある。 阿片 や 酒精の 如 

きもの を 用 ひて 勢力 を增 し、 能率 を 保たん と 欲する 如き は 愚の 至りで ある。 然れ ども 世 多く は 之に 

類せ る 誤謬に 陷 りて、 其の 弊害に 心附 かざる 如くに 見 ゆ。 眞に 健全なる 發達は 精神 界の 供給 を 充分 

に 受け、 靈 的の 食物 不足な く、 魂の 活力 常に 旺ん なら ざれば 之 を 期待す る を 許さない。 主 耶穌は 天 


より 降れる パンで ある。 其の 門に 出 人す る もの は、 草 を 得て、 勢力 益々 加 はる ことが 出来る— 

此 故に 如何なる 人 も耶穌 基督 を 認めて 其の 由るべき 門と なし、 進んで 之に 出入す るに 至らば 必す 

豐 かなる 生命 を 得て、 活力 極めて 旺ん に、 何事に 於ても 窮し 塞る 如き 氣遣 ひなき に 至る であらう。 

例す ま 病 者の 如き も 基督に 依らば、 其の 進むべき 門戸の .M  く 開け放 たれた る を 見出す であらう。 

年 逝きて 元旦 を迎 ふれ ども、 疾病 は 依然として 去らす、 舊の 如く 重き 枕 を 擁しつ k 徒らに 一陽来復 

の 時節 を迎 ふるもの も あるで あらう。 病 は 確かに 人生の 八方塞がり である。 志 ある ものの 袋小路で 

ある。 或は 自己の 病の 爲に斯 くの 如く 悲み 或は 親しき ものの 身の上に つきて 同情の 憂堪へ 難き まで 

こ感 する もの も少 からぬ ことで あらう。 然れ ども 基赞 により 其の 門に 入りて 進む とき は、 重患 痼疾 

なや 

も央 して 人生の 八方塞がり ではない。 バウ 口の 云 ひし 如く 爲ん 方盡 くれ ども 窮 せす、 難め ども 望 を 

失 はす、 死 門 こ 入りて 不思議に も 活路 を 開き、 暗中 光明 を毘 出す ことが 出来る。 旣に 基督の 十字架 

が 其れで ある。 十字架 は 基督の 勝利で あるの みならす、 總て 之に 從ふ 徒の 勝利 を 意味す。 古米 廢人ゃ 

病 者に して 驚くべき 事業 を 世に なし 終へ た 人も少 くない。 病中 健全なる 魂 を 保ち、 其 事業 また 甚だ 

見るべき もの を 成就す る こと を 得た 人が 古 來敎會 に は 頗る 多い。 皆 八方塞がりの 病床に も 基督が 廣 

く 門戶を 開放して 與へ 置かれた 結果で ある。 豈たピ 事業との み 云 はんや。 假令 多病 業 を 遂げ 書 を 著 

す 如き こと はなら すと も、 何人も 基督に ありて は 己が 人格 を 全うし、 靈性を 健かにし、 信仰に 深く 

理想に 高く、 同情 濃 やかに、 自他の 爲 世界の 爲に祈 を 常にし、 志を馳 せて 永遠 界に翱 翔し、 目は兒 
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えす とも 神と 其 世界と を 明かに 見、 飮 食を斷 つに 至る とも、 祌を樂 むこと を 得、 歩行に 艱む とも 身 

は豐に 基督と ともに 歩む ことが 出来た。 『見よ 我 戸の 外に 立て 叩く もし 我が 聲を 聞きて 戶を 開く 者 あ 

らば 其 人の 所に 就らん、 而 して 我 は 其 人と 偕に 其 人 は 我と 食 せん』。 凡そ 基督 を 信 やる 者 は 病：； 1£ の 人 

なりと も 皆斯の 如き 事實 を經驗 する ことが 出来る。 實に之 を體驗 した 人が 夥しく ある。 人生の 門戸 

のま リ くだ リ 

は 病中 決して 鎖され て 居らぬ。 開かれた る 門の 奥行の 深さよ。 天 開けて 人の. 子の 上に 天の 使の 昇降 

する を 見る ので ある。 

二 

衣食 足りて 之が ために 禮節を 知る ことが 出來、 窮 して 濫し 貧して 鈍す るが 世の 習 ひで ある。 生 意 

行き詰りて 赤貧 洗 ふが 如く、 途方に 暮る& 向 も 多い。 貧窮 は 所謂 八方 塞り である。 然れ ども 貧す る 

に 由り て、 世態 人情に も 通じ、 富貴 夢の 如く、 專ら 外界の ものに 賴 みて 成立 せんこと を 計りた る 愚 

-」 *  .  かたちよりの-つへ 

さ を 悟り 人間の 樂地は 所有物の 外に も存 する を 看破し、 寧ろ 形而上の 世界に 逍遙 せんと 志す に 至 

り 始めて 眞の獨 立 を 成す ことの 出来る 道理が ある。 商賣に 失脚し、 事 意の 如くなら す、 財產 を蕩盡 

したと 云 ふやうな 場合に 於て、 全く 意氣 阻喪し 進退 維 谷る は 世の常で あるが、 道の 人 信仰の 嗜 ある 

もの はパ ゥ n と共に 次の 如く 言 ふこと を 得る ので ある。 『われ 何なる 狀に 居る も それ を 以て 足れり と 

-  いやしき  と 

する こと を擧 ベば なり。 われ 貧賤に 居る の 道 を 知り，、 又 富貴に 居る の 道 を 知り、 飽 くこと も餓 うる こ 


とも 富む こと も歉 きこと も 諸の 事に 於て 我れ これ を 熟練せ り。 我 は 我に カを與 ふる 基督に 因りて 諸 

ベての 事 を爲し 得るな り』 (ff は f『)。 斯 くの 如き 氣 分を懷 きて 人格の 獨立を 保つ ことが 出来れば、 

とま   * 

『憂 ふる に^たれ ども 常に 喜び、 貧しき に 似 たれ ども 多くの 人 を 富し， 何も 有ざる に 似 たれ ども 總 

ベての もの を 有て り •』 (llfffg 書) と 云 ふこと， を 得る であらう。 世に は 山な す 財產を 擁して 常に 平和な 

く、  n 悶 する のみで、 全く 囚 はれた 生活 を 送り、 人格者と して 頭 を 揚げ 得ぬ もの も 多い ので ある。 

.UD リ  一 ir> に ま。，、 ゥ 口 の 如く 貧しても 鈍す る ことなく、 困窮しても 人格と しての 活路 を 開き 得て、 自己 

が 志 を 維 寺す るの みならす、 身に は 少しの 貯蓄な きも、 遂に 多くの 財物 を 運用し、 人 を 富まし 世 を 利 

する を も 得た ものが 佛 者のう ちに すら あるで はない か。 恩寵の 下に 修養 毅鍊を 積て 此の 境に 進ま 

-ま 精祌上 貧に 富む こと を 得る の. みならす、 或は 物質 界 にも 偉大なる 成功 を遂 ぐる も出來 るで あら 

う。 可と なれば 人格に 於て 獨 立して 居らねば、 富むべき 權利を 有って 居らぬ ので ある。 富 を 正しく 

賢く 使用す る 能力 もない。 貧して 鈍せ す窮 して 濫 せす、 無一物に して 總べ てのもの を 有て りと 云 ふ 

こと を导る 人 は 富まざる も 可し。 おた 富む に 至るべき 資格 を 具備して 居る から、 意外の 成功 を 見る 

こと も あるので ある。 故に 『貧しき もの は 福な り』 と ある。 貧 人 決して 失望す ベから す。 『我な や 

みたる とき 汝 われ を. くつろがせ 給へ り、 願く は 我 を あはれ み、 わが 1£ を聽き 給へ』 fif) と 歌 ふ 如 

き 心 懸け を 有って 居たい ものである。 

然し 志す ところ 齟齬し 計割總 ベて 徒 勞に歸 して、 人生 蠻氣樓 なりと 嘆 a- する 境遇 ほど 苦しき もの 
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は あるまい。 青雲の志 夢と 過ぎ、 徒に 白髮を 戴く。 頼む 樹蔭は 雨漏りて、 宛然 木より 轉び 落ちた る 

.  さすら 

猿の 如くに 呆然 自失す。 ヤコ ブが家 を 出で て、 無人の 鄕に 流離 ひ 石の 枕に 假寢の 夢 を 結ばん とした 

るが 如き、 ョ セ フが 其の 多くの 兄 どもに 嫉 まる \ ほどの 祥端を 身に 負へ る も 穽に投 ぜられ 遠く 奴隸 

に賣 られ、 寃罪拭 ひ 去る に 由な く、 獄中の 人となり たるが 如き、 モ ウセが 同族の 愛 止み難く、 俠武 

の 精神 燃 ゆるが ごとく、 回天の 志 を懷き 救世 濟 民の 理想に 驅 られ、 一 呼 すれば 民 悉く 響の 音に 應す 

る 如くな らんと 相 { 像して、 憤然 自ら 起ちた るに も 拘らす * 一敗 地に 塗れて、 見る 影 もな き 浪人の 姿 

となり、 ァラ ビヤの 山 影に 水 を 汲み 羊 を 追. ふの 生活に 身 を 潜む るに 至れる 如き、 皆 限りなき 苦痛、 

遣 恨 千 萬 無量で あつたに 相違ない。 パン を 求めて 石を與 へられ、 魚 を 求めて 蛇 を 供 せらる る も 同様 

失望の 極、 窮狀譬 ふるに 物 無き ほどの 次第で ある。 然れ ども 神 を 信じ、 道に 由り て 歩む もの は、 斯 

る 場合に 於ても 四通八達の 街に 出で、 活路 を 見出し、 生 門 を 開く ことが 必 す出來 る。 行傳第 十六 章 

を 見る に 、『彼ら フル ギヤ とガ ラテャ の 地 を 過ぎし 時ァ ジ ァ に 道 を傳ふ る こ と を i;: 靈に禁 めら れ、 遂 

にム シァに 近き ビテ 二 ァに往 かんとせ しが 耶穌 の靈 これ を 許さ りければ、 彼等 ム シァを 經てト a 

ァスに 下れり』 (1^11 と 記載て ある。 ，ハウ 口 は アジアの 傳道を 思 ひ 立ちた る も 何事 か 止む を 得ざる 

故障 起り て、 志 を 茶す こと を 得なかった。 其の 失望 思 ひ 遣られる。 然れ ども 彼は聖 靈に禁 めら れた 

さ ど 

る ものと 之 を解釋 した。 言ひ換 ゆれば 恩寵 深く 賢き 神の 意志で あると 之 を理會 つた。 其 所で 再び ビ 

テ ニヤの 方面に 其の 志 を 仲ば さんと 思 ひて ムシ ャと 云ふ听 まで 來た。 捲土重来の 勢、 今回 こそ はと 


意 氣久」 んだ ことであった らう。 然れ ども 思 ひき や 此の 企ても 畫 餅に 歸 して 耶穌の 霞また 之 を 許さす 

やみく アイ ギオ ン 海の 方に 向 ひ トロア スの 濱邊に 漂然 旅寢 する に 至った。 或 ひ は 行方 も 知らぬ 思 

ひに 耽った かも 知れぬ。 其の 失 然 こそと 思 ひ 遣られる。 然れ ども 信仰に よりて 進退し、 祌の 鍵の 

導き を 重んじて、 濫. りに 己の 計 畫を回 執せ す、 神の 攝理の 指導に 從ひ、 主の 命す るが ま &に往 かん 

て ふ 志であった から、 失望の 間 忽ち 思 ひ 懸けな き 門戶が 開け マケドニア 人の 催促 頻りに 到り (九) 海 

を 被えて 歐羅 巴に 道を傳 ふるの 端 を 開き、 兹に アジ ャゃ ビテ ュャの 傅 道の 比に あらざる 極めて 大ぃ 

なる 事業 を 成す に 至った ので ある。 

听 くの 如く 病苦 貧 翁 失意 不成功な ど總 ベて は、 信仰に よりて 其の 間に 活路 を 開き、 新なる 進歩の 

門 を 兌 出す ことが 出來 る。 如何なる 境遇に ありても、 疑 ひなき は 神に 從ひ、 永遠の 世界に 出 人し、 

眞の 生命 を 第一 に心懸 くる ものの 決して 終りまで 敗者の 地位に 落着く ことの あり 得べ からざる 一事 

である。 必す思 ふま. -に 其の 手足 を 伸ばす 機 會が與 へられる。 大は小 を 兼ぬ。 人格に 於いて 成功す 

ると き は 萬 事に 成功した ので ある。 『全世界 を 得る とも 靈魂を 失 はば 何の 益 あらん や』。 時 を 得 額の 成 

金 も 魂 を 失 は，. 何の^ 斐ぞ あるべき。 一 眼 隻脚を 失 ふ 如き 窮苦も 身 を 神の 國に容 る、 の機會 となる 

こと を 得な ば 寧ろ 幸 ひで ある。 『先づ 神の 國と義 と を 求む る 者』 は あらゆる 境遇に 於いて 終局の 勝禾 

者で ある。 假令 『祥 る路は 十字架に ありと もな ど 憂 ふべき』。 病苦 貧窮 失意 不成功 其の 他總 ベての 困 

. ^みな 基督 者に とりて は 四通八達の 衝 である。 基督に 就きても 『かれ 子 たれ ども 受く ると ころの 
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苦難に 由て 順 ふこと を 傲 ひたり』 (gfl 書) と 記された。 從 順の 德を 獲な ば假令 百の 苦難 も 其の 代償 

として 甚だ 廉價 である。 凡そ 基督に 救 はれ、 其の 流 を 汲む もの は 主 耶穌の 其れの 如き もの を 體驗す 

る こと が 出来る に 相違な い 。 

然るにても 死して は 百事 爲 やう も 有るまい。 疾病 艱苦の 如き は 旣に說 いた 如くで あっても 死 をば 

如何すべき。 死ぬ もの 貧乏で ある。 死せ る兒の 年齢 を算 ふる 如き は 愚痴の 標本と なって 居る。 死 は 

ノ まひ 

碗 力に 八方 塞り である。 萬 事 休す と 云 ふから 其れで 結局と 見做さる k が 世の常で ある。 然し 死 は 菜 

して 萬 事 を 終る か。 神な く 希望な き 者 は 然ぅも 云 ふで あらう。 基督 者は斷 じて 然 うでない。 『ウジ ァ王 

の 死にた る 年 われ 高く あがれる 御. liij に H ホバ の 虚し 給 ふ を 見. しに、 其 衣 裾 は 殿に みちたり』 (gf- ィ 書)。 

ィザャ は 華冑の 人で 宮廷に 出 人し、 政權 にも 近づき、 世に 志 を 行 ひ 理想 を實 現す るの 便 {儿 多く、 前 

途望洋 々たる 身分であった。 彼 は 明君 ウジ ャに仕 へ て 輔弼の 功名 を 輝かす こと を 得べき 箸であった。 

^るに 此の 人に して、 此の 病 あらんと は 思 ひも 懸け ざり し 惡疾に 罹りて 王 は 終に 肚に 亡き人と なつ 

た。 暗夜に 燈を失 ひたらん が 如く， 如何に 力無く 感じた ことで あらう か。 然し 此の際 彼 は 神の せ ：！ に 

深き 思に 沈んで 居た とき 端な くも 『高く あがれる 御座に H ホバ の 坐した まふ を 見し に、 其の 衣 裾 は 

殿に 充 ちたり』 と ある 如く、 暗雲 を排 して 天の 門 ここに 開け、 此の世の 1 ら ざる 君に^ 尺し、 大 

いなる 豫言 者と なるべき 新なる 門戶を 見出し、 最も 光榮 ある 生活に 進むべき 路を 歩む に 至った ので 

ある。 彼に とりて 死 は 決して 八方 塞り でなかった。 暗中 見えざる 世界の 光明に 接する こと を 得た。 


王の 死により て 彼は斯 くの 如く 祌の高 御座に 坐し 給 ふ を 見し のみなら す、 下 萬 民に 同情し、 生活 

の 翁涂ー こ申吟 する 同胞 を 思 ひ 遣る こと を 得る に 至った。 彼 は 身分 高き 人々 の 世に 跌扈 する を 愤り憐 

むべき 下歷 人民に 深き 同情 を 寄せて、 或ると き 慨然と して、 『禍 なる かな、 かれら は 家に 家 をた て聯 

ね、 ,i に 田圃 を まし 加へ て 餘地を あまさす、 己 ひとり 國 のうちに 住ん とす』 (§ 嫂 M 書) と絕 叫した。 

默示錄 の 見者が パト モス 島に 高 御座の 天に 設けられし を 仰ぎ見た のも斯 る機會 であった らう。 ィザ 

ャは 王の 喪に 籠りて 神の 人、 人間の 人と なること が 出来た。 

英 國の大 政治家 ブライト 最愛の 妻 を 失 ひて 憂愁に 沈んだ とき、 友人 コブ デン之 を？^ 問し、 此の 機 

會に 於て 多くの 人民の 疾苦 を 救 はんと 志し 穀物 條例廢 止の 運動に 參加 せんこと を從 痛^した。 ブライ 

ト 之に 同意し 兩 人相 携 へて 政治 上の 活動 目覺 ましく、 世に も 稀なる 政治家と なること を 得た。 ブラ 

イトに は 妻の 死 決して 生活の 行き 止り でなかった。 却て 之が 爲 めに 大 いなる 生命 を 見出した ので あ 

る。 ：.；^ 屮に光 を！？ し、 力 を 得、 人格に 於て より 深くな り、 事業に 於て より 偉くな つた 者 は 十 ブラ 

イト 一人で は あるまい。 他に も 其の if きを 疑 はぬ。 耶穌も 其 世 を 去らば 弟子の 利益で あると 云 は 

れト で。 5^然45^等は^:穌の死後驚くべき進境を示すに至ったのでぁる。 基督 者 は 最も 哀しむべき 死に 

^遇して 之と 以通 へる 事實を 身に 經驗 すべき ものである。 また 實に 之れ を體驗 した もの 力 夥しく あ 

る。 カリフ ォ ル ュ ャに リイ ランド • スタン フォ ド*ュ 一一 ヴァ シティと 云 ふ 有名なる 大擧が ある。 其の 

^立せられ た. E 來は 正しく 此の 眞理 を例證 する 事實 である。 
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リイ ランド • スタン フォ ドは カリフ ォ ル 一一 ャ 州の 知事で、 叉 選ばれて 合衆國 上院の 議員と なった 

人で ある。 彼 は 王侯 を も 凌ぐ 富 を 有し、 繁榮 世に 肩 を 並ぶ る もの もなかった。 之に 獨 子が あつ.. ご。 

さか ゆ f 一 

其の 榮 行く末 を樂 み、 之が 爲に 種々 のこと を 劃策し、 親子が 未来の 幸福 を 夢み つ.. T 餘念 もなかった 

ので ある。 然るに 花に 嵐で 十二 歳の 愛 兒病を 獲て、 四時 春の 如き イタ リャ に轉 地した る 甲斐 もな く 

遂に 死んだ。 兩親は 冥府に 葬られた やうな 心地して 悲哀に 沈んで 居た が、 其の 時 圖らす も 彼ら はィ 

ザケの 如き HI を經驗 したので ある。 世に は靑 年に して 舉 業に 志 ある も、 其の 途 なく 力なき 者が 多 

い。 實に惜 むべき 事で ある。 スタン フォド 氏 之に 想到し、 自今 カリフ オル ユア 洲の靑 年子 女 を 以て 

我が 子女たら しむべし と 決意し、 其の 財産 を 提供して、 一個の 大學を 設立し、 授業料 を徵收 せ^の 

みか 尙 幾多の 便宜 を與 へて、 靑年 男女に 高等なる 敎育を 授け、 專 門の 擧課を 修めし むべき 門 戶を開 

き、 之 をして 名 を 成し、 功 を 遂げし むる 機會を 得せし めた。 日本人に して 其擧 校に 遊舉し 終に 身 を 

立てし もの も數名 ある。 斯の 如き は 愛兒の 死に 依りて 生命の 新なる 門戸 を 開いた ものと 云 ふこと が 

出来る。 死 も 亦 我が ものであると 聖書に 敎 へて あるが、 基督の 弟子た らん もの は 死 を 己が 藥籠 中の 

ものと なして、 逆 を 順に 受け、 害 を 利に 善導し、 暗きょり 光に 移り、 死より 生に 轉 する。 信仰の 見 

地より すれば 死せ る もの 決して 貧乏に 非す、 ますく 富んで 居る。 死せ る 愛 兒の齢 もまた 算 ふべ 

し。 彼ら は 上の 御殿に 移殖 せられて、 いよく 榮 えつ、 ある 。『汝 ら 心に 憂 ふること 勿れ、 を 信じ 

»  すま ゐ 

亦 われ を 信すべし、 わが 父の 家に は 第 宅 多し、 然ら すば 我豫て 汝らに 之を吿 ぐべき なり。 我 汝らの 


所 を i へに 往く』 ヌ 一一)。 『兄姉よ 汝らの 憂戚 は 望な き 他人の 如くなら ざらん こと を 願 ふが 故に 梦 

ら すでに 寝れ る 者に 就て は 汝らが 知らざる を 好ます。 我ら もし 耶穌の 死にて 輕 りし 事 を 信す るなら 

、ま^ i£ 由る 所の 旣に寢 れる者 を 神 かれと 偕に 携へ來 らんこと を も 信すべき なり』 で 一- r ケ i 書)。 『わ 

I- 1-  /  はたらき 

が 生ける は 基督の 爲 また 死ぬ る も 我が 益な り。 然れど 肉體に 在りて 生ける こと、 若し わが ェの栗 を 

結ぶ, がと なるべく は 何れ を 選ぶべき か 我 これ を 知らす。 われ この 二つの 間に 介れ たり。 戟が願 は 

世 を 逝り て 基督 と共に^ん ことなり。 これ 最も 美事な り』 (ぽ r 一。 T ，一一)。 然れば 基督に ありて は 死ぬ る 

ものに も 死なる、 ものに も 死 は 八方 塞り にあら す、 叫 通 八達の 街で ある。 

然 りながら 別けて も 八方 塞り の 感に堪 へざる もの は 吾人の 罪悪で ある。 ユウ ゴゥの 『哀史』 に 見 

えた ジャ ン* ゲル ジャ ンは 出獄 人の 悲し さ、 社 會に身 を 寄すべき 所な く、 彼 所に 疎ん ぜら れ此 所に 

斥けられて、 幾 回と なく 罪 を 犯す やうに なった が、. 幸に してつ ひに は 高潔なる 品性の 人物と なり 果 

せた ので ある。 小說 家の ものせ る 筋 書に て は 筆の あや 次第で 如何様に も 書き 立つ る こと は出來 るが 

直 際の ジャ ン • 、ブル ジャ ンが 善人に なること は 容易な ことで ない。 ジョ ウジ *ェ リオ ッ トのづ 『口 

モラ』 の 一人物なる テトォ が 利己心に 驅 られ、 臆病 祌に誘 はれ、 猿 智慧に 誤られて 道德 上の 失敗 を 

重ね、 罪より 罪 を 産み、 W 落 また 腹 落、 續け ざまに 罪 を 犯し、 愈々 進みて 愈々 悪しく、 遂に 全く 滅 
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亡の 淵に 沈淪 する に 至った 悲慘 なる 事 實を敍 せる 條に、 罪 は 親の 産んだ 子供の 如き ものである、 一 

たび 生れ 出 づれば 親の 體 から 獨 立して 存在し、 自ら 子を產 み、 綿々 盡 きす、 月 日 を經れ ば經る ほど 

益 繁殖して 億兆の 多き にも 至る であらう と 云った やうな 意味の 語が ある。 如何に すれば 罪 惡の惡 因 

緣を斷 つ こと を 得る であらう か。 全く 罪 をば 杜絕 する ほどに あらす とも、 社會の 秩序 を 危うせ す、 

生活の 安全 を 保ち 得る 程度に 於て、 惡 風俗 を 嬌 正し、 國の M 維て ふ禮儀 廉耻を 興起す る だけの il 题 

で すら、 敎育家 を 始め 世の 有志 者み な 手 古 指り 祓いて 居る ではない か。 罪惡は 到底 通過す ベから ざ 

る雞關 である。 況んゃ 此の 問題 を 宗教の 意味にまで 進め、 根本的に 之 を解釋 して、 如何に 處^ すべ 

きで あるかと 問 ふに 至らば、 益々 紛糾 錯雜、 進む も 退く も、 人力の 及ぶべからざる ことで ある を H 儿 

出す であらう。 

聖書に 用 ひられし 罪と 云 ふ 言のう ちに は、 正 ，$1 を 失し 標的に 外る，^ を 意味した ものが ある。 罪惡 

は 人と して 自已 の發 達すべき 道 を 踏み 誤り、 邪 徑に陷 り、 滅亡に 至る ことで ある。 グリフィス ，ジ 

ョ オンスの 『基督に 由れ る 昇騰』 に 於て 讀ん だと 記憶す るが 樹木の 成育す るに 當 りて、 そ 幹部に 

屬 する もの は 次第に 發 達して、 楝 梁の 材 ともなる が、 其の 一 旦 枝と なりたる 分 は 何時まで 經 過ても 

枝た る こと を 免れす、 盡未來 際まで 斡と なること は 出来ぬ。 一歩 を 誤りて 枝と なりたる 以上、 其の 

運命と して、 たと ひ 永遠に 至る も、 楝 梁の 材を 供す る 者と はなり 得ない。 罪 も亦斯 くの 如くで 人生 

の 岐路に 入り、 邪 徑に陷 りて、 柴と 同様 薪に. 用 ひらる、 ほか 何の 役に も 立たぬ 小枝と なって しま ふ 


たやうな 事情で ある。 假令 北への 門 は廣く 其の 道は狹 からすと も、 結局 は 滅亡で ある。 

.  さすら 

或 ひ は 之 を 迷へ る 羊に 比へ、 失 はれた る 貨幣に 凝し、 然ては 親 を 捨て 家 を 遠ざかりて 流離 ひ 出で 

豚 を 羨む ほどの 境界に 沈淪 した 放蕩息子 にも 譬 へて ある。 バウ 口 の 如き は 誰か 死 を 致す ベ き 此體驅 

より 我 を 救 ひ 出す も のぞと 嘆き 呼 はった と 記載て ある。 如何にせば 之 を脫る \ こと を 得る か。 世に 

は 之に まさりて 困難なる 問題 あるべく も 思 はれぬ。 黑 奴が 由くなる よりも、 更に 難 かしき 問題で あ 

る。 赛ら」 お 人 を 取り扱 ふために 設けられ たる 所で すら 屍 は 正門 を 通過す る を 許されぬ。 愤然 不淨門 

より 出で て 墓に 移さる & 外に 道がない。 神の 世 sf; に 於て は 罪 もまた 斯 くの 如き ものである。 日本語 

罪 はつ、 む、 つ、 しむの 義、 所謂 憚りと 云った も 同様、 之 ある もの は祌の 前に 出 づるを 憚らねば な 

らぬ。 臭い ものに は 蓋 をす る、 罪 は祌の 世界の 憚りで ある。 長れ 謹み、 何とかして 之 を 包まねば な 

らぬ。 決して 其の ま &に棄 て 置く こと を 許すべからざる 性質の ものである。 若し 神の 前 を 憚る とす 

れは、 祌は 固より 遍在で あるから、 罪 ある 身 を 何 所に 置くべき。 所謂 天地 容れ ざる 身と なった ので 

ある。 吾等 は斯る 性質 を 有して 居る ところの 罪 を 何とかして 赦 されねば ならぬ。 祌 ならで 誰か 人の 

罪 を赦す ことが 出来よう。 慚愧 悔恨 自ら 赦す こと は 出来す。 神に 赦 さるべき 道 を 見出す こと は 更に 

最も 甚だしき 難事で ある。 然 のみなら や 罪 は 束縛で ある。 如何に 焦慮 りても、 藻摄 きても、 悶 へて 

も、 共の 竊を斷 つ こと 覺 束ない。 爲 さんと 欲する こと は 之 を爲し 得す。 爲す まじく 決心した こと は 

容易に 之 を 行 ふ。 百 重 千 重に 縛られた る 靄 魂、 如何で 其の 自由 を 恢復す る こと をうる であらう。 汚 
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れ たる 霊魂 如何にして 潔くなる こと を 得る であらう か。 

斯くて 罪悪 は 最も 恐るべき 窮途 である。 之 を 通過す る路 がない。 何 所 を 見ても、 門が 塞って 居る。 

然し 罪惡 のために 救の 門が 開かれた のが 耶穌 基督で ある。 人の 力で は赦 され 難き 罪 は 十字架に 死せ 

る 基督に 依りて 赦 さる k ので ある。 其 罪 如何に 甚だしく ありと も、 基督 を 信す る もの は 西の 柬を距 

るが 如くに、 全く 之と 隔離す る ことが 必 す出來 る。 恐ろしき 罪の 毒蛇 も 之 を 十字架の 上に 望めば 宛 

ら 彼の モ ウセ の 銅の 蛇の 動き もなら す、 害毒 を逞 うする も 得なら ざる 有樣 となりて 力なく 屈伏せ る 

を 認め、 虎口 を 逃れた 如く、 負 ひ 難き 重荷 を 卸した 如く、 如何にしても 償却の 道な き 負債 を 償 ひ 得 

たる 如き、 心地す る ことが 出来る。 此れが 基督 者赦 罪の 經驗 である。 

例へば 今 和 蘭の 一 地方に 遷謫 された 狀の獨 逸 前 帝 は 四 年の 恐るべき 戰 爭に對 して 如何に 其の 責任 

を 感じて 居る であらう か。 實に 自ら 好んで 惡 魔の 如き 事を敢 てしたの であるが、 先 R 或る 新聞紙に 

前 皇太子 は 父 も 自身 も 此の 責任者で ない と 辯 明して 居た。 何れにしても 遠から す 明白になる であら 

う。 また 今日の 新聞紙に も米國 シカゴのへ H デン 夫人なる 人が 裁判所に 向って 獨逸前 帝に 對し 殺人 

罪の 訴を 提起した と 云 ふこと が揭 げられ て 居る。 此れ は 夫人の 父 カルラ ンと云 ふが 彼の ルシタ 二 ャ 

の 轟沈した とき 其の 生命 を 失った ので- 其の 責任 前 帝に 在りと 認めての 行爲 である。 斯る 奇異なる 

訴訟の 起る も 輿 味が ある。 戰爭の 出来事で ルシ ター ーャ 事件の 如きに 就いて 飽くまで 責任 を 問 ひ、 其 

の 處罰を 求め、 其の 賠償 を 得ん と 欲する 如き こと は 法律の 方面に 於て は 如何 も あれ、 道德 から も、 


ra- 義か らも、 有り得べ きこと である。 皇帝に 對 しても 戰爭 の當局 者に 對 しても 一個人の 損失 災害の 

責任 を 問 ふことの 出来る やうな 世の中と ならねば ならぬ 道现が ある。 これ は 別問題と して 若し 戰爭 

にっきて ウィリアム • ホォ ヘン. ッォ レ ルンが、 當然 其の 責に 任すべき もので ありと すれば、 彼 は 如 

何に 寢覺 めの 悪い ことで あらう。 衆人 は 赤面せ すと 云 ふ綠の 如く 國家的 行爲、 政治 上の 事實に 就て 

は！： と 云 ふ もの..^ 蔭に 隠れて 一 個 入 全く 其の 責任 を 回避し、 粒 人 も 强盜も 良心の 呵責 を受 くる こと 

が少 いか も 知れぬ。 然し これ は 道理に 適 はぬ ことで ある。 祌の 前に 於て は 『聖徒と なれる 惡徒』 の 石 

井 翁吉の 如く、 獨逸前 帝 も 罪に 責められ、 幾千 萬の 人に 慘害を 及ぼした 責任に 身 も 世 も 有らす、 如 

ts- しても 寢 食に 安ん する こと を 得難き 害で ある。 若し 彼 をして 徳義 上祌の 前に 於て 斯 くの 如く 敏. ra^^ 

なる 良心 を 有せし むれ は、 假令 閑地に 就きて 何の 不自由なく^ 生涯 を 送り 得る としても、 決して 悠 

々自： 誼と 云 ふ 譯には 行くまい。 自己に 責められ、 祌に 責められ、 無数の 被害者に 對 して 償却の 道 を 

S す こと も 出来す、 人格の 破産 を宣吿 せられた 身 を 天地 間に 容る、 所がない であらう。 斯る 場合に 

於て,？ 惡は雈 かに 生命の 八方 塞り である。 名 もな き 一市 人 も 世界の 覇權を 握った 獨逸前 帝 も、 事 は 

^違して 道理 ま 一 つで ある。 何人も ウィリアム • ホォへ ンッォ レル ンの 心事 恐怖に 似 ひする を 感じ 

て戰慄 せざる を 得ぬ であらう。 斯る 場合 罪悪 啡 積して 其の 責任 山嶽に 勝る ほどなる がた め 心 も 狂せ 

ざる を 得難き 時に 當り、 天下 何 所に 活路 を 開く の 方法 あり 得べ きか。 

基！^ の 十字架の 前に 拜 伏し、 其の 贖 ひの 力に 賴り 純り、 誠心 徴悔赦 罪 を 求め、 如何なる 苦痛 を も 
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恥辱 を も 基督の. 十字架に よりて 之 を 甘受し、 謙遜 從順. 只管 神の 憐 みに 身 を 寄す るに 至らば、 獨逸 

前 帝の 如き 場合に 於ても 人の 智識に 過ぎ 越 ゆる 平和 を經驗 し、 十字架の 藤に 復活した やうな 事實を 

示す こと も出來 るで あらう。 然もな くば 無責任、 横着、 無頓着、 健忘症、 自暴自棄、 輕薄、 狂妄、 

墮落等 を 外にして は 安心 平和の 道 は 得られぬ であらう。 此ら淺 ましき 手段に 身 を 托して 苟も 心 を 慰 

めんと する が 如き は、 假令 其の 目的 を 達する を 得ても、 精神 上の 活路で はない。 人格の 破滅で ある 

永遠の 死に 陷 るので ある。 罪惡の 問題 を眞 面目に 取扱 はんと するとき は 基蝥と 其の 十字架の 外に 乎 

和の 門 はない。 其れ を 外にして 靈 魂の 活路 を 求むべき 所 全然 ある ことなしと 斷言 する を 憚から ぬ。 

且つ 新生 命 我が 衷に 動作き、 基督 我に ありて 生く るな りとの 經驗鮮 かにな り、 神 は 其の 着手せ る 

業 を 遂行せられ すして 止む 可ら すとの 確信 を 抱き、 罪 惡に對 する 戰 勝の 勢 強大なる を 自ら 經驗 する 

に 至る。 此 故に バウ 口 は 前に 記載せ る 如く、 我 を 救 はんもの は 其れ 誰ぞ やと 殆んど 失望した らしく 

叫んだ にも 拘ら す、 其の 言 未だ 終らざる. に、 旣に 『是 吾ら の 主耶穌 基督なる が 故に 神に 感謝す』 と 

凱旋 歌を歡 呼す るに 至った ので ある。 汝 の罪赦 されたり、 安然 去れよ、 復罪を 犯すな かれと 吿 ぐる 

主の 御聲 に、 不思議なる 平和 を 感じ、 惡を 去りて 全く 聖域に 進む を 得べ しとの 確信 を懷 くに 至る は 

基督 を 信す る 者の 常に 經驗 すると ころで ある。 バ グビィ は 罪 を 悔い改めて 新たなる 生命に 入りし 多 

くの 不思議なる 事實を 集めた 書 を 『再生の 人』 と 名け、 又 之に 『碎れ 茶碗』 と 題した が、 實に然 う 

である。 基督に ありて は 死した る もの も 生き返り、 碎れ 茶碗 も 全く 舊 形に 復 せんこと 疑 ひがない。 


甚^ を 信す る ものに は罪惡 決して 生命の 行き 止り でない。 之 を 通過して 天にまで 曰 る こと を 得る の 

である。 被の 放蕩息子が 父の 家に 歸るゃ 前に 優りた る 祝福のう ちに 包まれた 如くで ある。 罪悪て ふ 

難關 ですから 旣に斯 くの 如くなる を 得る 以 t 他 は 推して 知るべし。 如何なる 難局 も 基- 帑者 を^ 途に 

唯 ：> 落す こと は出來 ぬ。 總 てのものに 勝ち得て 餘り ありとの 意氣 甚だ 旺盛で ある。 

^界は 殆ど 行き詰りの 狀 態であった が、 大 戰と獨 逸の 沒 落とに 引き絞き、 其の 將來 に關 係の 犬い 

なる 講和 條件も 提議せられ また 首尾よく 其の 議決 を も 見ん とする に 至って 居る。 其 結 ra^ 開展 進歩の 

門戶 大いに 開けて 或は コ n ン ブスの 西 大陸 を發 見した 後の 世界の 如く、 怫蘭西 革命 後の 其れの 如く 

になり て、 物事 總て 新たに なり 行くべき を 疑 はぬ。 日本の 如き も 世界の 潮流に 押し 動かされ、 頑冥 

保守の 人々 によりて 築かれた る 域 壁 は 崩 滑せられ、 自由 進歩の 精神 旺んに 興り、 政治に も 教育に も 

面目 を 一新す る ものの 多く 生ぜねば ならぬ 時代と はなった。 明治維新の 當時 着手せられ、 雨來 幾多 

の 波澗と 頓挫との に往 きつ 戾 りっして 居った 改革の 事業 も、 此機會 に 於て 一 歷 徹底的に 實行 せら 

るべき 氣運 となった ので ある。 西鄕 ゃ木戶 の. 如き 志士 今の 時代に 現れ 出て、 當時 改革 進取の 政策 を 

實 行した 諸 豪の 如き 精祌を 以て 活動す るに 至らば、 明治維新 にも 劣る まじき 鴻 業が 兹に 成就せられ 

るで あらう。 然もな くんば 千載一遇の 機會を 逸して、 維新 時代に 於け る 因循姑息 優柔 不斷、 何事 を 
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も 仕出さ V りし 諸 藩が 薩長 等の 後 邊に瞪 若たり し 如く， 人類の 世界に 全く 其の 面目 を溃 さるる 非運 

に陷 るべき 恐が ある。 吾等 は 此際帝 國の爲 に 祈らざる を 得ない。 

世の中 は 進歩の 門戶斯 くの 如く 開けて、 志 ある ものの 活動 を 促しつ \ ある。 吾 基督 敎も歐 米諸國 

に 於て 興隆の 機 漸く 熟し、 目覺 しき 活動 を 開始 せんとし つ、 ありと は、 本紙に も 報ぜられた ところ 

である。 昨今の 新聞紙に 米國に 於て は 禁酒が 法律 を 以て 强行 せられん とする に 至った と揭 載せられ 

て 居る。 從來は 其の 實現を 夢想す る HJ すら 不可能であった 多くの 事 も 斯く 容易に 行 はるる に 至つ 

た。 世 運の 方向 も 之 を 卜する に 難から ぬ。 日本に 於ても 然ぅ であらう。 基督 敎の發 達すべき 機會が 

到着して 居る。 夜の 次第に 明け 行く 様な 心地が する。 諸 敎會に 於ても 其 用意 を さく 怠りなく、 種 

々なる 計畫が 彼方此方に 成立 せん：^ しつ ある 模様で ある。 行き詰りと 屢唱 へられた 基 醤敎傳 道の 

方面に も 門戸が 斯の 如く 新に 開けて、 前途 望洋々 の感を 催す に 足るべく 覺ゅ。 誠に 喜ばしき ことで 

ある。 基督 敎の 人士が 此の 機會を 逸する ことなく 旣に 開かれた る 門 を 目 懸け、 祈り 深く 誠意 邁進す 

ると 然ら ざると に 依り 日本 基督 敎の 運命 は 長く 定まる であらう。 故に 基督 者 はた だ單 純なる 傳道を 

行 ふの みならす、 米國の 新時代 作動と 一般、 神の 國の爲 め、 諸方 面に 其 主義 を實 現せし めんこと を 

心 懸け、 都鄙 到る 所に 改革 進取の 氣運を 鼓吹し、 上より 與 へらる \ に從 つて 努力 奮鬪 せねば ならぬ。 

敎會 指導 の 任に 當れる 人々 は 此際 基督 者 の 勢力 を 賢く 導き て 着々 其の 抱負 を實現 せしめ、 所 志を徹 

底す る やう 大いに 其の 經綸の 才能 を盡 し、 神の 國 のために 忠勤 を竭 さねば ならぬ 場合で ある。 


然れ ども 靈界 は斯 くの 如く 一  陽 來復旣 に 春の 氣分 となりし にも 拘ら す、 傅 道に 從事 する 人々 のう 

ちに は 未だ 冬籠りの 狀 態を脫 せす、 宿 昔の 志 を 仲ば すに. H なく、 敎 勢の 不振 を 嘆 じ、 總て 行き 詰つ 

たやう に感 する もの 或 ひ はこれ 無き にし も あらす。 其の 行き詰り を感 する 理由と 其の 事情と は 一 様 

であるまい。 或 ひ は寒鄕 僻村に 任 所 を 得て 其の 不遇 を 嘆す る もの も あらう。 或 ひ は物價 騰貴して 生 

活雞 こ， まられ、 爲 めに 傅 道の 氣 力の 衰 へざる を 得ぬ もの も あらう。 或 ひ は同勞 者との 關係當 局 者と 

の 翁久" 意の 如くなら す、 配所に 憂き 月日 を 送る 如く 感 する もの も あらう。 或 ひ は 敎會の 人た ち不 ぎ 

、、1 こ， して ら笛 ふけ ども 汝ら 踊らす、 悲歌 をな せど も 汝ら哭 すと 常に 口癖の 如く 眩く 傳道者 も あら 

う。 或 ひ は敎勢 十年一日の 如く 少しも 進歩す る ことなく、 名目 だけ 辛うじて 存在す る 敎會も あら 

う。 比ら は 皆 同情に 堪 へざる 次第で あるが、 泣き面に蜂と 云 ふこと も あるから、 餘り 泣き 事 を 云 ふ 

もの は 却って 自ら を 害 ふやうな 結 架に も陷 る。 凡そ 精神 界 のこと は悲觀 的で 往 くもので ない。 不平 

は簿 道の 氣カを 殺ぐ。 眩く こと は 敎會の 損失で ある。 泣く のみで は 善くない。 蜂に 刺されぬ 用心す 

べきで ある。 

西洋 紀 聞に 於て 讀 まれた であらう が、 新 井 白 石の 時代に 羅 馬から ョ ハ ン • バプ テスタ ー • シドチ 

なる ものが 簿 道の 爲め遙 かに 日本に 渡來 した 甲斐 もな く、 忽ち 捉 へられて 長 崎に 護送され、 江戸に 

移され、 切支丹 屋敷に 幽囚の 身と なり、 屢 取調べ を も 受け、 終に 獄中に 死んだ。 傅 道の 行き詰り 之 

より 甚 しきもの は あるまい。 然れ ども シドチ の 精神と 其 事業と は 彼 自身の 煩悶した 如く 實 際に 於て 
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行き詰りでなかった。 彼 は 生前に 二人の 信者 を 得て 之に パプ テス マ を 行 ひ、 其の 志 は 白 石の 優美な 

る 文章に よりて 後世に 傅 はり、 幾 百年の 後 多くの 人に 多大の 感激 を與 へて 其の 志 を 助けて 居る。 主 

は 彼の 爲 めに 獄中に 傳 道の 門 戶を 開かれた ので ある。 バウ 口と シ ラス は ピリ ピの 獄に投 ぜられ たが 

深夜 其讀 美の 歌 囚徒の 夢 を 破った。 忽ち 地震 ひ 動きて 獄の戶 を 破りし 如く、 傳 道の 門 パゥ。 の爲に 

開かれて 思 ひ 設けざる 好 結 2^ を牧 むる に 至った。 斯 くの 如き こと は 今 も 屡 ある。 凡そ 迷へ る 羊を祌 

の 心の 如く 慕 ひ、 基督の 十字架に 感激し、 傅 道の 赤誠 燃 ゆる 如く、 祈りて 息ます、 努めて 怠らざる 

傳道 者の 爲 めに は 門戸が 必らす 開かれる。 信仰 深き 兄弟 を 有する 敎會は 世の 光地の 鹽 たる 機 會を必 

す與 へらる、 ので ある。  (一九 一 九 年 一 H-) 
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第三 版に 序す 

本書 載す ると ころ は、 曾て 福音 新報に 揭 げられ. K ものである。 口授 

したる もの や、 講演の筆記を幾分修補し^^ものもぁる。 其れ 力た め 

用ぶ 气 文體、 長 s、 甚だ 不同なる を 免れない。 其 他 不備の 點 多く 

今 在る がま、 で 之 を 世に 公け にす る は 遺慽の 至.. - である。 然るに 發 

刊 後程 も あらせず、 旣に 其の 第三 版 を 刊行す るに 至れる は、 著者に 

於て 驚異の 喜び を 感ずる 所で ある。 信仰生活 を 開 導す るの 一 助と も 

な. OS 得な ば、 望外の 幸で ある。 

1 九 二 四 年 二月 十一 日 

植 村正久 
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宗教と 基督 敎  

信仰生活の 次第  

基督に 於け る 生活の 特徵… 

或る 病人の 歌を讀 みて … 

信仰の 進み  

基督 を 信じた る 或る人た ち 

汝我を 愛する か  

死と 死者  


宗教と 基督 敎 

一  宗敎は 世界 至る ところ、 人 問 共通の 事實 である。 其れ は 人の H< 性に 出づ るからで ある。 宗 

敎は 自然で あり。 無 宗敎は 不自然で ある。 

ひでり 

第二 宗敎は 人に 取って 實に 必要な ものである。 旱天に 雨 を 待つ 如くで ある。 必要に も、 感じて 

居る のが あり、 又 感じて 居な いのも ある。 

耽に は 人の 感じて 居ない 必要 も隨分 ある。 所謂 盲人 蛇に 怯ぢ ざる やうに 實 際に は 必要で あるに 拘 

はらす 其れ を 感じて 居らぬ こと も 多い。 斯 くの 如く 宗教に 於ても 其の 必要 を 更に 感じない 人 も往々 

まこと 

見受 くる ことで あるが、 實は 何人に も缺 くべ からざる ものである。 然し 其の 敎育を 受けない と、 -」 ポ 

敎の 必要 を感 する こと は 出来 難い。 猫に 小判の 類ぬ 陷る。 『凡て 病 ある 者 は 醫者を 求む』。 ^を 感じ 

ない 人 は 醤 師を賴 む氣が 起らない ものである。 丁度 豚に 眞珠を 投げ 與 へたと きの やうに 一向 宗教の 

必要 を 感じない。 感じない からと 謂っても、 決して 其れで 好い ので はない。 愈々 危險 だ。 終に は靈 

性 滅亡の 本で ある。 

第三 人生 苦痛 多く、 罪" 惡も薆 つて 居る。 死生 亦 煩悶の 種で ある。 斯う 言 ふ 事實を 考へ來 ると、 

宗教と^  g 敎  1 . 


宗敎の 必要が 起って 來 る。 

お たと へ  はし 

第 四 宗教の 價値。 耶穌 の御譬 のうちに、 或 人 端な く、 畑に 隱 されて あった 寳を發 見した。 そこ 

で 彼 は 自分の 所有 を 悉く 賣り、 その 畑 を 手に入れて、 大儲を せんとした。 又 或 商人 市に 好い 眞珠を 

探して 歩いて ゐた とき、 天下一品と 云 ふ ほどの もの を發 見した ので、 おのれの 所有 を 悉く 寶 却して 

之 を 手に入れた。 神の 國も斯 の 如しと 言 はれた。 宗教の こと を 斯く言 はれた ものと 解して 差 支へ が 

ない。 人の 宗教に 於け る 宛 かも 此譬の 農夫の やうに 何 心なく 仕事 を爲っ つ 年 を 送って 居る 間に、 

何 かに 感じさせられて、 其れと はなしに 信仰の 人と なった 例も少 くない。 斯る人 は 途で拾 ひもので 

も爲 たやうな 心地す る ことで あらう。 或は 此の 眞珠 商人の 如く 以前から 人生 問題に 想 を 潜め、 向上 

. 心に 導かれて ゐて、 煩悶 もし 研究 もした 結果、 漸く 宗敎 にまで 到着す る もの も ある。 斯くて 農夫 や 

もの 

商人が、 其の 所有 を 盡く寶 つて、 畑の 中の 寳ゃ、 天下一品の 眞珠を 自分の 有に したと ある 如く、 宗 

敎の價 値 を 認め、 極力 之 を 求め、 其れが ために 多くの 犧牲 をも吝 まぬ 志が 吾ら にも 無くて は 不可な 

い。 古 來宗敎 に 熱心であった 人た ち は 何れ だけの 犠牲 を拂 つたので あるか。 其れ を考 へるならば、 

宗 敎の價 値が 解る であらう。 吾ら は 信仰に 入るべく、 高き 代 價をも 支拂ふ 決心 を 有たねば ならぬ。 

宗教の 價値 それ 程に 大 なる を 記憶すべき である。 

第五 宗敎は 何で あるか。 宗敎 にも 種類が ある。 幼稚な ものと 高尙な ものと が ある。 淺 きも 深き 

も ある。 故に 凡ての 宗 敎に當 嵌る 定義 を 下す こと は 頗る 難事で ある。 幼稚な 宗敎 に高尙 基督 敎の如 


きに 適する 定義 を與 へんと する は、 大人に 赤坊の 衣服 を 宛 行 ふやうな もので、 都合 好く 行かない。 

然し 難儀で は あるが 凡ての 宗敎に 適用すべき 定義 を 見出さねば ならぬ。 そこで 先づ 次の 如く 言った 

ら 好から うと 思 ふ。 宗教 は 人が 自己の 環境なる 何ものに か 向って 取る 所の 態^で ある。 然し 其れ も 

次の 如き 條 件の 下にな さるる ので ある。 

一 之に： M ら ざる を 得ない、 之を賴 まざる を 得ない とい ふ 感じ を懷 くので ある。 之に 依り 之に 賴る 

と 謂 ふ 觀念ゃ 感覺が ある。 而 して 其の 依り 賴 むの も 一様で ない。 基督教の 祌も あれば 偶像 敎の祌 も 

あるつ 水神 も あれば 山の 祌も ある。 人の 依屬 せねば ならない と 思 ふ もの は 同. 一で ない。 然し 何え に 

しても 依 屬と言 ふこと が宗敎 には缺 くべ からざる 要素で ある。 

一 一 其の^ 露せ ねばなら ぬと 思って 居る ものより 何う かして 助を藉 りたくな つて 來る そ ォカ爲 め 

こま 生じ、 ^々な 祭な ど を も 行 ふやう になる。 何れにしても 其の 依屬 して 居る 祌の助 を 獲べ く 或 

る 手 § 講 する やうになる。 

三 漸く 之 を贵く 感じ、 之に 向って 禮拜を 行 ふに 至る。 

^ 之と 親しみ 交る こと も心懸 くる やうになる。 

£ 奉仕 を 志す。 

是 等の 條件を 具^ すれば 之 をば 宗教と 稱 する ことが 出來 る。 是 等の 要素 を 具備 すれば 旣に 宗敎で 

ち 力。  - 

あるに 相違ない が、 實 際に 至る と 諸 宗教の あ ひだに 淺 深の S1 だしき 差が ある。 其の：^ 利な ものに 至 
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ると 太鼓 を敲 いたり、 お 百度 を 踏んだり、 呪， をしたり する。 漸く 向上して 其の 深い 所に 達する と 基 

督敎の やうに、 祌は靈 なれば 之を拜 する にも、 靈と眞 と を 以てすべ しと 敎 へて、 人の子の 共の 親に 

事 ふる 如き 態度 を 有つべく 獎 める もの も ある。 此の 差別 を 忘れて、 玉石 を 混じない やうに 注意す ベ 

きで ある。 

第 六 祌の實 在。 宗教 は 人 其の 環境に 對 する 態度で あるが、 祌 とか、 怫 とか、 環境に も 種類が あ 

る。 そこで 基督教で 信す る 神の 實在を 認め、 其の 性質 を 明かに せねば ならぬ。 今 は 有神論 を 精し く 

叙述す る 場合で ない が、 簡單 にても 之に ついて 一 言すべき 必要が あると 思 ふ。 試みに 思へ、 宇 の 森 

羅萬象 を 見る に その 中に 甚だ 奥妙なる 思想が 充 ちて 居る。 擧問は その 思想 を 思想す る ことで ある。 

斯くて 吾ら は 宇宙の 奥の 方に 潜んで 居る 大 いなる 深き 思想に 觸れ、 微妙く 崇高なる 心に 接せざる を 

得ない。 天地 は實 にこの 心の 發現 である。 且つ 吾ら 畫ゃ 彫刻 を US- ると、 それ を畫 いたり、 作ったり 

した 人の 天才 を 想 はざる を 得ない。 自然界に は藝術 趣味が 滿 ちて 居る。 春の 曙、 秋の 夕、 水の 流れ、 

日 や 月の 輝き、 何れも そこに 念の 入った、 趣味 深い 装飾が 施されて ある。 それで 吾ら 世界に 對 すれ 

ば、 藝術 味に 富んだ 或る ものが 其 所に 存在して 居らる ると 感ぜざる を 得ない ので ある。 退いて 自分 

の內に 省れば、 善 惡邪正 を 判別す る 道念が ある。 我に 向って 責任 を 問 ふ ものの ある こと を感 する。 

ふた を や  す ぼ ま 

兩 親の 前に 出る 子が、 或 ひ は 肩身 を廣く 感じ、 或 ひ は 其れが 窄る やうな 心地 をす ると 同じで ある。 

5 ゐ てん べん 

カント や 力 アデ 十 ル， 一一 ユウ マ ン はこの 點 から 祌の實 在 を證明 せんと 試みた。 有 爲轉變 の 世の なか 


人生 種々 の 出来事が ある。 浮きつ、 沈みつ、 多くの 經驗を 重ぬ るう ちに、 此 は：. K 罰、 彼 は 天祐な ど 

お？ 

と感 する こと も ある。 慰められたり、 論され たりす る やうな 覺も 生じて、 しみ-^ と 胸に 徹する 場 

合 も くない。 之に よって 祌の實 在を認 むる 人 も ある。 いにしへの 有名な 宗教家 ゃ豫言 者の 經 藤な 

どを考 へて！ 彼らの 實驗に ii して、 祌のカ を 認め、 其の 感化 を 慕 ふに 至り、 其 所から 導かれて 祌 

の 實在を 信す るに 至った 人 も ある。 例へば 耶穌の 人格に 親み、 其の 精 祌を味 ひ、 其の 不田 《議 なる 平 

お^ プか  _ わ け 

和 や 力に 接する とき は 自ら 神に 近く 引き 着けられる やうな 念 慮 を 起さない 事態に 行くまい。 心 を 落 

ちつけ て 世の なか、 人のう へ、 おのが うちに、 目 をと め 思 を 凝らし、 あるひ は靜 かな 夜 大空 を 仰ぎ、 

彼方の 山の 萬古搖 がざる を 望んだり するならば、 何人も 念頭 自ら 無 限界に 入り、 想 は 悠久 永 f 、逃の こ 

とに 及ばざる を 得ない。 吾等 は斯 くして 祌の實 在 を 思 はせられ、 其れで 自然と 宗敎心 を そそられる 

ので ある。 更に 進んで、 尙精 しく 神の 性質 を 研究すべく 導かれる やうになる。 成る ほど 神 は 有る。 

共れ にしても 如何なる 祌 であるかと 謂 ふ 問題が 出て 來る。 祌は 人格 的で あるか、 或は 汎祌說 に、 If 張 

される やうな もので あるか。 卽ち 之を譬 ふれば、 神 は 木で 人 は 其の 木から 出る 脂の 如き 關 係の もの 

であるか。 神 は 海で 人 は 波で あるか。 或は 八 百 萬の 祌を拜 む 如き 多神說 が爲现 であるか。 nz 下 アン 

ゴラ 政府の 勢 だ猖獗 であるが、 此は囘 々敎の 勢力 を 代表す る ものである。 祌はマ ホメッ ト敎 徒の 

信す る 如き もので、 我ら はた だ 運命の 世の なかに 住んで 居る ので あるか。 又祌と 人との 關係は 技：^ 

と 製作 品との 如く、 建築 師と 建物との 如き もので あるか。 祌は 王で 人 は 臣民で あるか。 神 は 主人で 
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人 は奴隸 であるか。 斯う 謂 ふ 風に 多種多様な 疑問が 起る。 どうしても 祌は 如何なる もので あるか を 

研究せ ねばならない。 宗敎の 價値は その 本尊と し て 崇め る 神 次第 である。 

然 らば 基督 敎の祌 は 何う 謂 ふ もので あるか。 神 は卽ち 我らの 天の 父で ある。 北ハの 保護が 實に 行き 

屆 いて 居る。 『又な に ゆ ゑ 衣の こと を 思 ひ 煩 ふや。 野の 百合 は 如何にして 育つ か を 思へ、 勞 せす、 ^ 

よそ ほひ 

がざる なり。 然れど 我なん ぢ らに吿 ぐ、 榮華を 極めた るソ 口 モ ン だに、 その 服装 この 花の 一 つに も 

及 かざりき』 『空の 鳥 を 見よ、 播 かす、 刈らす、 倉に 牧 めす。 然るに 汝 等の 天の 父 は、 これ を 養 ひ 

たま ふ』 丁度 父が 子に 於け るが 如く、 祌は 我ら を 養 ひ 且つ 常に 護ら れて 居る。 基督 者 は祌の 攝理を 

信す る ものである。 神 は 我らの 祈を聽 かれる。 基督 敎は 祈禱 の宗敎 である。 『父 は斯の 如く 拜 する 者 

を 求めた まふ。 祌は靈 なれば 拜 する 者 も 靈と眞 と を もて 拜 すべきな り』。 親 は 子の 禮傣 正しく 恐 しづ 

き 事 ふるの を 見て 嬉しがる。 神 も 同じ やうに 人の 禮拜を 待ち望ま るる ものと 信ぜられる。 

かたち かたど  i 

羅馬書 第 八 章 二 九に 『祌は 豫め識 り 給 ふ もの を 御子の 像に 像ら せんと 豫め 定め 給へ り。 此 多くの 

兄弟のう ちに 御子 を 嫡子たら せんが 爲 なり』 と ある。 祌が此 世界 を 造られた の は、 人間が 基督 を宗と 

し、 自ら 其の 末々 の 子どもと なって、 善き 奉仕 を 神の 前に 盡し、 之 をして、 古の 支那 人の 說に、 身 

を 立て 名 を 揚げ 父母 を顯 はすが 孝の 終で あると 言つ て ある やうに、 神の 榮光を 輝かさし むる 聖 3111 で 

さ ま 

ある。 萬 物 進化の 歷史は 進みに 進んで 遂に 其 落 付く 先頭が 此 所に あるので ある。 基督 を 以て 嫡子 ふ 

し 人 は 其 流 を 汲んだ 子どもと して 成立し 奉仕の 道 を 全 ふし、 祌の國 をして 現實の ものたら しむる の 


が 世界の 創造 及び 其 經營の 大目 的で ある。 

同 二八に 『祌を 愛する もの、 卽ち 1^11 によりて 召された る ものの ために は、 すべての こと 働きて 

益と なる を 我ら は 知る』 と ある。 此は萬 物の 進 運 は、 何にも あれ、 其歸 着す る 所に 於て、 凡て 人の 

成立と 幸福との ためになる べしと 結論した 意味と 解せられ る。 斯の 如く 愛に 基き、 愛 を 以て 貫かる 

る攝 1 が 世界に 行 はれて 居る と 信す るが、 基督 者の 生沾に 於け る 耍點の 一 つで ある。 

路加 傅 第 十五 章に 耶穌の 三つの I 言 11 が 載って 居る。 牧羊者 は 九十 九 頭の 羊 無事なる にも 關ら す、 

失 まれた る 一頭 を 愛惜す るの 餘り、 難 を 犯し 勞を厭 はすして、 之 を 尋ね 獲て、 大いに 喜び、 隣の も 

の や 友 だち とともに 之 を 祝した。 一人の" 11 所有の 貨幣 十 枚のう ち 一枚 を 失った が、 之 を 隈無く 捜し 

索め 遂に 出して、 安堵の 思 をな した。 人 あり、 二人の 子 を 有って 居た。 弟なる もの 装 だ 我儘で 親 

の もとに 落ち 付いて 居る ことが 出来す、 時期に 先 きだちて 其 分 前を强 要し、 其を携 へて、 遠く 家 を 

離し、 異郎に 住居した が、 放蕩に 身 を 持ち崩して、 失敗 また 失敗、 悉く 资產 を蕩盡 して、 身の 置き 

所 無く、 豚 飼 ひにまで 成り 下った。 窮 した 餘り、 漸く 善心に 立ち 反り、 其の 罪を谶 悔して 家に 戾っ 

て來 た。 父 は遙か 子の 來るを 望み、 狂 せんば かりに 喜びて 之 を 我が家に 迎へ 入れた。 子 を 思 ふ 親の 

愛 溢れて 掬す るば かりで ある。 耶 穌は此 三つの 譬喻 によりて、 祌の人 を 愛する こと 斯の 如くで ある 

と敎 へられた ので ある。. 

主 邢穌と 其の 在世中よ^ 死なれる に 至る までの こと を 見なば、 祌は實 に 人の 父で あると 細 針.^ 眞^^- 
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が 明瞭に 認められる。 上に 說 いたやう に單だ 自然界 を藝術 的に 觀 たり、 內 なる 道念 を^み て、 祌の 

在す や、 其の 聖德 を感 する だけで は、 如何う しても 物足りない 所が ある。 之に つきて 最も 大切な 

れ すがた 

こと は 主 耶穌を 熟視す る ことで ある。 然 すれば 必す 父た る 祌の聖 容を拜 する ことが 出來 る。 基 軒 者 

は 造化の 祌を 讃美す るよりも 之 を 主耶穌 基督の 父と 稱 ふる 方に 重き を 置く。 耶穌神 を 愛し、 祌耶穌 

を 愛して 居らる るの を兒 ると、 其 問に 父子の 關 係が 明瞭に 貫徹して 居る。 其 所で 神 は 亦斯の 如くす 

ベ て の 人の 父で あると いふ ことが 疑 無き やうになる。 右の 順序で 祌の 如何なる もので あるか を會得 

し、 之 を 信じ、 之 を 愛し、 之を拜 し、 之に 仕へ て 行く のが 基督 敎 である。 

他の 幼稚な 宗教で は、 神と 人との 關 係が 主人と 奴隸 との 間柄の やうに なって 居る が、 漸く 進んで 

基督 敎に 達する と、 父と 子との 親しみに なって 來る。 宗敎の 極意 は 人が 神に 對 して 其 子た るの 熊 度 

を 整へ、 此の 心ば へ を 全うする ことで ある。 卽ち 子と して 祌に仕 ふる 道で ある。 然し 何れの 宗敎に 

其 極意た る 此の 精神が 1: 然と 示されて 居る か。 會 社と 株主、 翳 者と 病人、 宫立舉 校の 敎 帥と 生徒、 IS 

主と 臣下、 雇主と 雇人、 若く は 本と 末、 源と 流、 昔と 響と の^に 於け る 如き 關係 は隨分 多く 說 かれ 

て 居る が、 宗敎の 極意なる 此の 中心 點には 達する ことが 出来て 居ない。 近き 頃 或る 學者は 孝道 研究 

の 結 菜 を 世に 公に した。 近 江 聖人 中 江 藤樹の 如き は、 最も 善く 孝 を 論じて、 殆んど 其の 蘊奥 を 極め 

て 居る。 彼ら は 抽象的の 孝道 を說 いて 精細 を 極めて 居る が、 其れが 遂に 人 問の 關 係に は當て 嵌まら 

ざるまでに 至る。 過ぎた る は尙ほ 及ばざる 如しで、 孝道の 極致 をば 人間に 局限 せられた 關 係に 於て 


かど 

實 現せん と 試みた 結 5f 家族 習慣 や 人間の 道德に 由々 しき 弊害 を 酸した 點も尠 くない。 

抽象的に は 孝の 道が 如何に 美しく 說 かれ たれば とて、 其れの みで は 足りない。 終の 菓 物の 美味く 

ない と 同じ やうな 缺點が ある。 人間の 孝道 を、 遗憾 なく、 又 弊害の 作 はれざる やう、 實 現した の は 

獨り 祌に對 する 基^の 態度で ある。 孝の 活 きた 敎と 言っても 好い。 そこで 旣に說 いたやう に 宗敎の 

極意 は、 人が 祌に對 して 子た るの 道 を盡す ことで あり、 而 して 中 江 藤樹ら の講釋 した 孝道 そのもの 

を、 神と 人との 問に 持って来ても、 餘り 甚だしい 見 當違ひ はない やうで あるが、 矢張り 抽象的に 止 

つて は實 にならない。 此の 宗敎の 極意 を具體 的に 說ぃ たもの は、 基督 を 外にして、 事寳上 何れに も 

兌當ら ない。 献立の 表が 如何に 立派に 出 來てゐ て も、 北ハれ では 腹の 脹れる 譯に 行かぬ。 宗教が 具體 

的に 實物 となって 現れて 居る の を ねばならぬ。 其れが 出来ない と 甚だ 力無き 心地せ ざる を 得ぬ。 

此ら 宗教 の 缺陷は ナザレの 邪穌 によつ て 完全 に 補 はれた の で あ る。 其 の 人格に 宗教 の 本體は 遣ち な 

く K 現されて 居る。 基督 は 神の 子と して 宗教 を 完全に 體 得して 居られる" 邪 穌基赞 が卽ち 完全なる 

宗敎 で、 その 絕對權 成で ある。 耶穌基 は 完全なる 宗教の 所有者で ある。 世界 は 北 (の もとに 往 いて 

ほか  > 

之 を 擧ぶ外 他に 其の 途 がない ので ある 

然し 現在の 敎會に 於て 說 かれる もの や、 個々 の 基督 者の 身に 現 はれて 居る £w 仰 生活 や-: 示教 談が完 

全で あると は 言へ ない 所 は、 虎を畫 いて 犬に 類す る 缺點も あらう し、 說 いて 精し からす、 論語 猿み 

の 論語 知らす と 同じ やうな 過失 を 有って 居る 向き も あるで あらう。 制度、 信條、 祌擧 などが 完全な 
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る宗敎 であると 主張す る は 間違で ある。 此ら はすべ て 基督 を 目 懸けで 進みつつ ある も の に 過ぎな 

い。 けれども 神に 對 する 態度、 卽 ち宗敎 意識の 完全に 實 現されて 居る の は耶穌 の宗敎 意識で あるか 

ら、 其れ を 指して 絕對な 完全な 宗敎 であると 言 ふこと は 出来る" 基督 敎は 文書で ない。 敎會 でな 

い。 形式で ない。 基督の 人格と 其の 圓滿 に體 得せられた 宗敎 其の ものである。 共れ が 基督 敎の 眞^ 

である。 

ffi^ くの 如く 解釋 せられた 基督 敎は 實に活 きて 居る。 活 きて 居る ところに 自由が ある。 基督 敎の解 

釋には 自由なる 進歩が ある。 『我 は 律法 を壞 たんた めに 來ら す、 成就 せんが ためなり』 と 耶穌は 言 は 

れた。 基督 敎は 他の 宗教と 並立す る こと を容 さぬ。 人の 靈を獨 占せ ねば 滿 足の 出来ぬ ものである。 

然し 百 川の 海に 入る 如く、 自餘 のす ベての 宗敎は 其の 眞理 なる 點を 基督 敦の 中に 吸牧 せられ、 融合せ 

ら るるに 及び、 始めて 其の 本来の 面目 を 明かに し、 其の 趣旨 を 徹底せ しむる ので ある。 此れが 大ぃ 

なる 不思議 だ。 すべての 宗敎は 基督に よって 完成 せられる。 其の 眞理は 基督 敎 によって 聖 化せられ 

完成 せられて 後世に 傳 はる ことが 出来る。 ギリ： ンャ 哲學、 儒敎、 さて は 佛敎に 至る まで、 其れ，^ 

幾分の 眞理を 抱いて 居る。 基督 敎の 活力 は 之 を融變 し、 同化し、 完成し、 其の nn 的 を 徹底せ しめて 

それ を 永久に 保存す るので ある。 此 所が 基督教の 妙味で ある。 また 其れで あるから 基督 敎は 世界の 

宗教 を統 二し、 單獨で 人の 靈魂を 占領すべき 終局 的な 絕對 の宗敎 である。 今や 怫敎者 は 種々 の點に 

於て 基督 敎を眞 似ん として 居る。 餘 ほど 焦り 氣味 である。 怫敎に 其れら の もの を 消化す る 活力が あ 


るか。 其れ は 疑問で ある。 然し 基督 敎には 印度の 思想 を も、 支那の 哲擧を も、 すべて 融變 し、 完成 

する 活力が 充滿 して 居る。 精神 界の偉 觀奇象 之に 過ぐ る もの は あるまい。 

『3mlt 一の 御靈來 らん 時、 なん ぢらを 導きて 眞理を ことごとく 悟らし めん』 (r4 In 一)。 基督 敎は其 創 

立 者なる 耶沫が 神の 完全なる 子で あると 謂 ふ 意味に 於て、 完全なる 宗敎 であるの みならす、 すべて 

の 宗教 を 完成せ しむる 點に 於て 絶對の 宗教で ある。 宗教に 於け る 終局の 權威 である。 (1 さ 一一 一一 年  一 .5 


信仰生活の 次第 

一 基督と 基督 者 

基督 者の 霄仰 は、 人が 神の 召 を 受けて 基督と ー體 になる ことで ある。 其れで 今までと 全く 違った 

生活に 進む。 『我 は 葡萄の 樹、 なん ぢらは その 枝な り、 人 もし 我に をり、 我 また 彼に をら ば、 多くの 

實をふ J? ぶべ し。 汝ら我 を 離 るれば、 何事 を も 爲す能 はす、 人 もし 我に 居らす ば、 枝の 如く 外に 棄て 

ら れて枯 る。 人々 これ を 集め 火に 入れて 燒く なり。 汝等 もし 我に 居り、 わが 言なん ぢらに 居らば、 

何 にても 望に 隨 ひて 求めよ、 ら然ば 成らん』 G5lis5i)。 基督と 人との 間に 斯 くの 如き 關 係が 生す る 
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なら は、 『主につ くもの は 一 っ體 となるな り』 で、 基督の 活力が 人のう ちに 作用く やうになる。 兌 

地、 立脚 點、 行動、 悉く 變化 を來 す。 思想、 情操、 志望、 愛な ど、 みな 神に 似通った 狀 態になる。 

いきま ひ  はこら き 

在りし 昔に 比 ぶれば 宛 も 死者の 復活した やうで ある 。『神の 大 能の 勢威の 活動に よりて 1;;- する 我らに 

ちか- り 

き-する 能力の 極めて 大 なること を 知らし め 給 はんこと を 願 ふ。 神 は その 大能を 基督のう ちに 動か 亡 

て、 之 を 死人の 中より 甦 へらせ、 天の所にて已の右に座せしめ』(ー*ぃ、ソ|^ー}の)、 『汝ら 前に は咎と 罪と 

つかさ 

によりて 死にた る 者に して、 この 世の 習慣に 從ひ、 空中の 權を 執る 宰、 すな はち 不從 順の 子ら の 中に 

+ なほ 働く 靈の宰 にした が ひて 歩めり。 我等 もみな 前に は 彼らの 中に をり、 肉の 愁に從 ひて 日 をお 

i%  あま vlr 

くり 肉と、 七との 欲する 隨を なし、 他の 者の 如く 生れながら 怒の 子な りき。 され ど 神は憐 g に 富み 給 

ふが 故に 我ら を 愛する 大 なる 愛 を もて、 咎 によりて 死にた る 我等 を すら 基 B^IL は 穌 こ.. H りて 基 條と共 

め ひ ^ 

に^ 力し (汝ら の 救 はれし は恩惠 によれり、) 共に 甦 へらせ、 共に 天の 處に 座せ しめ 給へ り』 (1111)。 

寳に 枯木に 花の 唆いた の を 見る 如き 事實 である。 此れ は 人力の 及ぶ ところでない。 祌の違 上より 

し；；！  めんどり 

作！： t き 人の 心 下より 之に 應じ， 牝鷄に 温められる 卵の 雛と なるやう に、 人の 纖 魂に 新なる 生命が 發 

生す るので ある。 

二 神. の 言に よる 

然し 人の 心の 斯の 如く 變 化する は、 決して 手品師が 瓢簟 から 駒 を 出す やうな 所爲 でない。 奇術 を 


>J と はり  はたらき 

以て 思 ひ 懸けざる 給 * を 現 はし 人の 目 を 驚かす 類と 同視して はならぬ。 全く 道理せ めた 當然の 作用 

から 生す る 結 5^ で、 神の 言を會 得し、 其の 精神に 動かさる るより 起る 當然 の變 化で ある。 『汝 らは朽 

つる 種に. H らで朽 つる ことなき 種、 すな はち 神の 活ける 限りなく 保つ 言に 由り て 新に 生れ たれば な 

り』 (前べ-一 ァ 一一？ 一) と ある 如く、 『祌の 言 信す る もののう ちに 作用く』 によりて、 然 かなる ものである。 人 

の 言に も 種々 の 形式が ある やうに、 神の 言 も 一様で ない。 『四時 行 はれ 萬 物 育す』 と 謂 ふ 問に、 無聲 

の 言".^ の 心に 響き渡り、 之 をして 自ら 神の 威に 觸れ しめる。 或 ひ は 人心の 妙なる 作 w、 道念の 機微 

こ h つて、 . ^の聖 震に 接する の 思 を なすこと も ある。 或 ひ は 人生の 出来事、 侗人ゃ 社會の 問に 實現 

せられる 神の II に 驚かされて、 恐權 措く ところ を 知らす、 神威に^ 尺した 如き 心地す るに 至る。 

聖書のう ちに 祌の 聖霊が 磅 礎して 充 ちて 居る ので、 之 を讀む に 親しく 其の 御言 を 賜った やうな 感 

うす こと も ある。 殊に 基督 は祌の 活ける 言で ある。 人の 心の底にまで 徹する 祌の 言が、 其の 人 

格、 事業、 及び 其の 感化から 響いて 来る。 『我 もし 上げられ なば， 萬 民 を 引き寄せん』 と 首 はれた の も 

其れ e ある。 そこに 不思議な 力が ある。 此れら 諸方 面から 響く ところの 祌の言 を聽き 取り、 之を會 

ひ >  <  之に 動かされ、 之に 感佩 するとき 卽ち 上の 如き 變 化が 生す るので ある。 然し 此れ は 事理 を辨 

別 r る ：4;.* に 達した 場合の ことで ある。 東西 をも辧 へざる 幼稚 者の こと は 自ら 別で ある。 事 實に於 

て 胎教 も 行 はれて 居る。 無意識の 間に 神の 聖靈は 作用く。 然し 思想の 力の 發逹 する 年齢に 於て、 道 

念 を 萌し、 仰 を 呼び 起される の は、 通例 正則と して、 神の 首を聽 取す る ことから 來る ものと 認定 
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して 差 支へ あるまい。 

斯くて 生す る 精神 狀態を 更生と 稱す。 『耶穌 答へ て 言 ひ 給 ふ 、誠に まことに 汝に吿 ぐ、 人 あらたに 生 

れ すば 神の 國を 見る こと 能 はす』 (一；； 一；？ 1 傳)。 一念 發 起し、 志 を 定め、 奮って 新なる 生命に 進まん と 欲 

する 側面から 見れば 之を囘 心と 名 づける。 

一二 千 態萬狀 

きき 

囘心は 之 を 神の 作用の 方面から 見れば、 聖言を 通じて、 人の 靈魂を 神に 引き 付く る 聖靈の 所爲で 

ある。 之 を 更生と も 名付ける。 更生と 謂 ひ、 回心と 謂 ふ も 畢竟す るに 見る 方面の 差に 過ぎない。 司 

一 のこと を 意味す る ものである。 斯くて 人の 靈魂 新たなる 生命にまで 產み 出される 様式 は、 人と 其の 

境地と により 千 態萬歉 で、 之 を 一 つ 鑄 型に 嵌む る こと は 出来ない。 ジ H ム スが 著書の 名と 同じ やうに 

まちく 

宗敎的 實驗の 相 形 甚だ 區々 なる を 見る。 ヨハネと ぺ テロと は、 其の 天 禀旣に 相異る 如く、 その 一一： "卬 

生活に 於て 展開す る 模様 も 違って 居た。 從 つて 信仰の 出發點 なる 更生 や、 回心に 於ても、 北 (の 狀態 

が、 互 ひに 相違して 居た。 ヨハネと パゥ G の 如きに 至って は 一 膠 甚だしく 相異 つて 居た。 然しお よ 

そ囘 心なら ば、 誰の 場合に も、 何れの 實例 にも、 或る 共通 點 がなければ ならぬ。 他 は 如何に 異 つて 

も、 必す 具備して 居らねば ならぬ ものが ある。 

一 囘 心に は 先 づ覺醒 する ことが 必要で ある。 『この 故に 言 ひ 給 ふ、 眠れる ものよ、 起きよ、 死人 


の 中より 立ち上れ。 然 らば 基 11 し 給 はん』 (ま 1)。 我 さ 精神 狀態は 宛ら 死んだ ものの 如 

くで ある。 少く とも 長夜の 眠に 陷 ちて、 前後 不覺 の狀 態で ある。 闇夜に は、 美しき も、 醜き も、 一 

つ ことで ある やうに、 迷った 證も、 天と地との 差別 をす ら辨 へる ことが 出来ない。 すべての 價値 

を i して 了 ふ。 奥い もの 身 知らす である。 眞珠を投 げ與 へられた 豚と 餘り 異なる ところ 力な レ 

くて ia? の 耳に 念怫 で、 神な く、 望な き 生涯 を 送る も 怪しむ に 足らぬ。 

二 一とた び目酲 めた る議は 己が 如何なる もので あるか を 辦へ、 神の 前に 罪人で ある こと を認 

むる やうになる。 罪 を認 むる と 謂っても、 其が ただ 人間同士の 關係 では、 甚だ 不驚 である。 神と 

の 關係 になり、 初めて 罪の 妻が 明かになる。 元来 罪 を 知る と は 人間の 正しから ざる、 善から ぬ こ 

との 羞を 神の 前に 感じ、 それ を？ 恐れて、 身の 誓 所 を も 知らざる に 至る ことで ある。 たゲ 

«.を相 手の 問題なら ば、 糧 Q 領分 を 出 神 I 手の 問題と なった I、  S が 初めて 6 

こなる ので ある。 而 して 此の 問題が 卽ち 罪で ある。 た I に I る 世界 だけなら は、 罪 I む 

る こ 〔は 果ない。 それ ゆ， S 穌の it 見えた stf 父の もとに 歸 つたと き、 『父よ、 我 天に 對 

し 又なん ぢの 前に 罪を 犯したり』 と 言った。 此れ 其の 行狀が 其の 親と 自己との 關係 のみに 止ら す 

また 种の 前の 問題と なって 居る ので ある。 裏の 見地から 悟り ftf 惡の 感覺を 深刻に 寫 し.. し.^ 

詩の 第五 一 に、 『我 はなん ぢに むかひて 獨 なん ぢに管 を かし、 I にあしき こと を 行へ り』 (四) と 

ある も 同じ 霞で ある。 此れで あるから 基督教で いふ 罪 は、 矯正され たり、 除き 去られた りする こ. 

1 五 
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と を 要する のみなら す、 また 赦 さるる こと を 要する 事件で ある。 神と 人との 關 係に 恐るべき 缺陷を 

生じた 問題で ある。 

然 のみなら す、 對 基督の 關係 となる に 及び、 罪の 意味 更に 深刻になる ので ある。 『罪に 就きて と は 

彼ら 我 を 信ぜぬ に 因りて なり』 (ブで 11)。 此れ は 人 聖靈の 感化 をう けて、 罪 ありとの 自覺 明かなる 

に 至る 次第 を說 き、 すべての 惡 しき 所 爲が、 終に 基督 を 斥け、 之に 叛 き.、 其の 愛 を 無視し、 共の 恩. 

寵を 蹂躪す る 意味に 歸 着す る ものである こと を會 得する に 及びて、 其 の感覺 最も 深刻な る を 說 い ヒ 

ので ある。 道に 叛く は惡 きこと である。 然し 之を寶 現して 居る 祌を棄 つる は、 より 惡し きこと であ 

る。 其れに 比べて 更に 甚だしく 惡 しき は 感化の 最も 盛んなる 基督の 人格 を 冷遇し、 其の 愛の 艱 S 請 を 

担絕 し、 最も 甚 しきに 至って は 十字架の 恩寵 を I んじ棄 つる ことで ある。 あ^ら f に然 かならざる もこ 

との 歸着 點を究 むれば、 結局 此の 意味に 他なら ざる 事 寳が少 くない。 たと ひ歷， 史上の..^ v:^ を. 印ら 

す、 基督の 人格に 接觸 した 經驗の 無き もので も、 其の 罪 は 正しく 約 翰 傅に 所謂 『我 を 信ぜぬ に 因りて 

なり』 と 謂 ふ 斷案を 受けねば ならぬ 場合 も あり 得る ので ある。 吾ら は旣に 知って 罟る は穌の 罪人 ヒる 

のみなら す、 未見の 基督に 對 しても 罪の 責任 を 負 はねば ならぬ 場合 無しと 言 ふこと が 出来ない。 罪 

の 意義と 其の 實質、 ここに 至って 最も 恐し き 意味で 認められる。 何人と いへ ども 此の 深刻なる 意味 

り ある こと を 免れぬ。 然し 斯 くも 甚だしき 意味の 罪惡を 其の 身に 負 ふて 居る ことに 心 付き、 彼の 

稅 吏の 如く、 『祌 よ、 罪人なる 我 を憐み 給へ』 (おさ 一) と 哀しみ 求む るに 至る は、 少く とも 獨り^ 


〈の；^ の 實在を 認め、 進んで 基督と 其の 救と に關 する 幾分の 體驗 を^って 居る ものの 外 其の 忽カぁ 

.  おきて   

る を 期待す る こと は 出来ない。 お ほかた の 世の 人 は、 僅かに バウ 口の 所謂 法律に 因って 罪を認 むる 

ぶ 度 こ？^ 2}- つて 居る。 共れ では 宗教の 眞味を 解す る こと は 難 かしい。 んゃ 救の 恩寵 を 基 管に 於て 

吼嚼 する こと は 不可能で ある。 

三 そこで 基督 を 知る ことが 熟して 來る。 上に 說 いたやうな 程度に 於て 罪 を覺る こと 漸く 深くな 

れ. ま、 穌の 人^と 北ハの 十字架の 意味と が 解し 易くなる。 實に 此れ 祌の獨 り 子で 『人と 其の 救』 と 

のヒ 力に、 たる 救 者で ある こと を 信す るに 至る であらう。 早天の 雨に 於け ると ：！： じこと であ 

る。 聖靈は 基督の こと を 紹介し、 人の 靈 魂に 之 を 推薦して、 之に 歸 依し 之れ に從 順な らんと 思 ひ 立 

つやう に 導く。 『彼 はわが 榮光を 顧さん。 そ は 我が もの を 受けて 汝らに 示す ベければ なり』 G^TI) 

と ある。 ち 北ハれ である。 & くて 『心の 目 明かに』 なり、 祌の 『大能 基督のう ちに 作用き て、 之 を 

r  まつりごと  ちか ら 

ゼ にの 中より 甦 へらせ、 天の 所に て 己が 右に 座せ しめ、 もろもろの 政治、 權成、 能力、 支配 また 管 

こ 比の 世の みならす、 來 らんと する 世に も稱 ふるすべ ての 名の 上に 置き、 萬の 物 を その 足の 下に 服 

はせ、 彼 を 萬の 物の 上に 竹と して 敎會 に與へ 給へ り』 (一 エー、. { 、ソ f 一一 一一の) と ある やうに 基督 を 認識し、 其の 恩 

寵と 威力と を驗 得する に 至らせる ので ある。 

叫 くて 意志 新たになる。 第一、 『父の 我に 賜 ふ もの は 皆 われに 来らん、 我に きたる 者 は、 我 こ 

れを 退けす』 (r ハー？ 3)、 『我 を 遣し し 父 ひき 給 はすば、 誰も 我に 来る こと 能 はす 我 これ を 終の 日に 甦 
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へらすべし』 (is/ ここに 父の 賜 ふと 言 ひ、 其の ひかれる と 言 ふ、 みな 神の 感化 力 人の 靈 魂に 作用 

くので ある。 祌 如何にして 人の 靈魂を 引き付けられ るか。 『われ 人に もち ゐる 索、 すな はち 愛の つな 

を もて 彼等 を ひけり。 我が かれら を 待 ふ は、 軛を その 腮 より 擧げの くる ものの ごとく』 と あ 

る 如く 道理に 訴 へて 感激 を 生ぜし め 頻りに 靈性を 呼び 活けん と 試みられ るので ある。 

五 斯くて 人の 意志 新たに 力付けられ、 神に 向って 回轉 する に 至る。 『父 その 榮 光の 富に したが ひ 

て、 御靈 により 力 を もて 汝ら の內 なる 人 を 強く』 (一 _ 一。^ ベぎ すで、 宛が ら祌經 衰弱に 權っ たかの 如き 

靈 魂が 上よりの カを與 へられる。 停滞して 居る 車體が 電力の 到る によって、 忽ち 動き 出す 如くで あ 

る 0 

六 かくて、 基督の 召に 應じ、 身 を 神に 献 ぐるの 志 堅固に 立ちて、 絕對 の服從 をな すに 至る。 生 

くらさ 

命の 方向 全く ー轉 して、 地より 天に 移り、 暗より 光に 入り、， 死灰 再び 燃. え、 枯木 花咲いた やうな 事 

實が現 はれる。 此れ 信仰で ある。 『ただ ひとりの 眞の 神と その 遣し 給へ る耶穌 基督 を 知り』 §1  リに顯 

はれた る大 能の 作用 を 身に 實驗 する ことで あるから、 これ を 永遠の 生命、 基督に 於け る 生命と も 名 

付ける。 基督 者 は 神のう ちに 神々 しく 生きん こと を 志し、 着々 其の 目的 を實 現しつつ ある もので あ 

る。 斯く 新たに 生きつつ ある もの は、 神の 國を 以て 共の 奉仕の 領域と し、 其れ を 活動の 環境と す 

る。 卽ち 神の 國の 公民、 其の 都の 市民と なる ので ある。 信仰生活 は 神の 國の 公民生活 である。 舊來 

の 我に 呆れ、 世と 背き、 之 を 去り、 纜を 解いて 岸 を 離る る 船の 如く、 罪と， 超つべく 斷然志 を 立つ る 


方面から 言へば、 之 を 悔改と 謂 ふ。 期くて 祌に 向って 進み、 基督に 歸 依して 新たなる 活動に 入る が 

t2 & である。 侮改は 背く ことで ある。 信仰 は 向 ふこと である。 向背 二つに して 一 つ、 同じ 作用の 兩 

端で ある。 悔改は 借 仰と 相 待たねば ならぬ。 信仰 は 悔改を 含み、 悔改は 信仰に 根ざし、 且つ 之に 向 

つて 進まねば ならね。 斯の 如く 向背 兩 全なる を眞の 基督 者と 言 ふ。 

四 基督 者の 祝福 

『今や 基督 耶穌に 在る 者 は 罪に 定めら るる ことなし …… すべて 祌の 御靈に 導かる る 者 は、 これ 祌 

の 子な り、 汝ら 再び 懼を懷 くた めに 僕た る靈を 受けし にあら す。 子と せられた る ものの 靈を 受け ォ 

り。 之に よりて 我ら は アバ 父と 呼ぶな り …… 祌は預 じめ 知りた まふ 者 を 御子の 像に 象らせん と预じ 

め 定め 給へ り。 これ 多くの 兄弟のう ちに、 御子 を 嫡子たら せんが 爲 なり。 叉 その 預 じめ 定めた る 者 を 

召し、 召した る 者を義 とし、 義 としたる 者に は 榮光を 得させ 給 ふ』 璿 i1 ，一一 斯くて 

一 罪を赦 される。 我ら 罪 I むれば、 何う しても 之 を赦 されねば ならぬ。 其の ままに 打ち 棄て 

置く こと は 出来ない。 此れ は 前に 說 いた 罪の 意味から 考へ ると 明かで あらう。 聖書に は 之を義 とせ 

られる ことと も 名付けて ある。 赦 される も、 義 とせられる も、 元来 同じ ことで あるが、 後者 はま を 

故され る ことが、 基督の 十字架に より、 正義 を 基礎と し、 合理的に 行 はるる ものであると^. -點を 

高調す るので ある。 『祌は 罪 を 知り 給 は ざり し 者 を 我らの 代に 罪と なし 給へ り。 これ 我らが 彼に 在 
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りて 神の 義 となる を 得ん ためなり』 (ぉ^^^コさ。 吾ら の義 とせられる は 行 爲には よらない。 ただ 信 a. 

によるの である。 『され ど 働く 事な くと も、 敬虔なら ぬ 者を義 とした まふ 祌を 信す る 者 は、 その 信 

仰 を義と 認めら るるな り』 (^^g) 

二 神の 子と せられる。 吾ら は 生れながら 祌の 子で あるか。 人 は 神の 子 たるべく 造られた もので 

ある。 然 かならねば 其の 本領 を 全うする ことが 出来ない。 罪の ために 其の 間 を遮斷 せられて 、神の 子 

たるの 心 を 保ち 得ざる もの は 神の 子で ない。 其れ ゆ ゑ 『之 (基督) を 受けし 者、 卽 ちその 名 を 信ぜし 

者に は、 神の 子と なる 權を あたへ 給へ り』 (^13 と ある。 基督 を 信じて 其の 生命に 連ら ざれば 祌 

の 子と なること は 出来ない。 『斯 く汝ら 神の 子た る 故に、 祌の 御子の 御靈を 我らの 心に 遣して 「ァ 

バ、 父」 と 呼ばし め 給 ふ』 (Is- おの ァ f)。 斯くて 祌の 子た る こと を 得て、 人間の 光榮 其の 極點に 達し、 

生存の 目的 全く 成し遂げられる。 『視 よ、 父の 我らに 賜 ひし 愛の 如何に 大な るか を。 我ら 祌の 丫と稱 

へらる。. 旣に祌 の 子たり、 世の 我ら を 知らぬ は、 父 を 知らぬ によりて なり。 愛する 者よ、 我等い ま 

神の 子たり。 後い かん、 未だ 顯れ す、 その 現れん 時 われら 之に 肖ん こと を 知る。 我ら その 眞の狀 を 

兒る ベければ なり』 (一；；" f ヌー 一書) 

三 ま を赦 され、 祌の 子と せられ 11 たもの は、 聖域に 進み、 且つ 淨 化される。 聖域に 進む も、 

淨 化される も、 聖書に は 潔め られ る、 若く は 聖別せられ ると 謂ふ言 になって 居る。 一 つの 言で 兩様 

の 意味が 表 はされ て 居る。 第一、 聖域に 進む と は、 基督 者が 從來 自己 を 中、 レ とし、 世^1、1って生界 


して 居た の を 斷然廢 めて、 神 を 中心とし、 之に 身 を 献げて 奉仕し、 神の 國の 民と して 活動すべく 志 

を 立て、 此の方 針に 從 つて、 健氣に 踏み出した 生活 狀態 である。 斯く 聖域に 進む を 聖者 若く は 聖徒 

と ふ。 然し 志 はこ こに 在りと も、 未だ 完全なる 人間に なった ものと は 謂へ ない。 尙ほ 品性の 缺陷 

を 補ュ、 一一：" 卬を增 し、 德を 建てねば ならぬ。 然し 赤誠 を 以て 基督 を 信す る こと だに あらば、 其の 品 

性尙ほ 不完全で ありながら 聖者と 名 付ら れ 得る。 旣に 聖域に 進んだ ものと 稱 する ことが 出來 るので 

ある。 第二、 斯くて 淨 化されねば ならぬ。 聖域に 進む と は 志 を 言 ふので ある。 淨 化と は 此の 志 を 成 

す ことて ある。 前者 は 出 發點で 後者 は 進行で ある。 志 や 出發點 から 言へば、 我ら は 基督 を 信す ると 

ともに 旣に 聖者で ある。 然し 志 を 成す の 過程と 其 進行と から 貢へば、 まだ 不完全で ある。 神の 助に 

よって 不斷の 努力 を爲 さねば ならぬ。 『されば 愛する 者よ、 われら 斯る 約束 を 得 たれば、 肉と 露との 

汚 機より 全く 己 を 潔め、 祌を 畏れて その 淸潔を 成就すべし』 (&?  、~r^)。 『然れ ば 汝らの 天の 父の 全き 

が 如く、 汝 らも 全 かれ』 (£wg)。 『我等 はみ な面帕 なくして 鏡に 映る ごとく、 主の 榮光 を兑、 榮光 

より 榮光 にす、 み、 主たる 御靈 によりて 主と 同じ 像に 化するな り』 QS、~T§)。 『今 は祌基 好の 肉の 體 

を もて 北ハの 死により 汝等 をして 己と 和が しめ、 潔く 瑕な く責 むべき 所な くして、 己の 前に 立た しめ 

しと 爲給 ふなり n  0?fj;.i 書) 此れが 基督 者 信仰生活の 概要 及び 其の 次第で ある。 2 九 二三 年 £ リ) 
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基督に 於け る 生活の 特徵 

家に 歸ぅ たる 季子の 如し 

基督 者 は 福音の 道を聽 き、 基督の 恩寵に 接し、 天の 父の 愛 を 承け て、 いよいよ 深く 罪 を 知り、 其 

の 救 はれた ことの 不思議な るに 感泣して 止まない ものである。 路加 第 十五 章に 見 ゆる 放蕩で 家 3,r を 

と-つと  チ。 - や 

した 季子の 赦 されて 慈父の 膝下に 歸 順した 後の 生活の 如く、 彼 は 只管 神の愛に 生く るの みで、 常に 

謙 ii り て 感謝 報恩 を 心懸る 外餘念 もな いので ある。 之 を 其の 兄の 父に 對す るのに ± ぶ^、 ま甚 しい 相 

違で ある。 兄 は 何時も 父の 許に 居れ ども、 其の 愛の 味 ひ を 知らない。 宛 も 雇人の やうな 氣持 である 

彼 はまめ に 働き、 謹直に 生活して、 すべての ことに 忍耐強く、 多年 辛抱して 來た。 酷し い 冬 も、 凌ぎ 

難い 夏 も 過ぎて、 春風に 吹かる る 身と なる の は 何時で あらう かとた 1. 其れの み、. ：3がぱ」ナ て、 ョ せこ 

と し な ひた ひ  >  i<  I  (  ^  ^ 

る 年齢 浪の皺 を 親の 額 上に 算 へつつ、 年期の 明くるの を 待ち 焦る る 僕 や は P の やうな 心ん 醒 である。 

兄 は 法治 國の 民で、 道德の 規定に 約束せられ、 機械の 運轉 する 如く、 學 校の 生徒の 如く、 營 中に 起 

居す る 兵士の 如く、 生活して 居る。 季子 は悔 改めて、 父の 溫き愛 を 何よりも 貴き ことに 思 ひ、 身に 

餘る惠 に 感泣して、 父 を 喜び、 其の もとに 募す こと を樂 みとし、 ただ 之を懷 しみ、 慕 ひ 求めて、 可 

事に も あれ 使 はるる のが、 其の 最も 大 いなる 滿足 である。 彼 は實に 親の 子で ある。 3 異に 家庭の 入 


ある。 辛抱す るより 寧ろ 喜んで 居る。 法規の 人で なく、 恩愛の 人で ある。 基督に 救 はれた 吾ら の 志 

す 所 も、 此の 季子の 父に 歸 順した のちの 生活の 如くな らんと 欲する ので ある。 

攝理の 確信 

正直の 頭に は 神が 宿る。 M し や  1SI の 話に、 禍福の 道を敎 へられ、 天運 循環の 理に 頼り 縱り 

陰德 陽報の 說に 慰められ、 進化 擧 者の 提唱す る 生物の 歸趣、 自然界の 趨勢 を當 に、 或 ひ は英國 詩人 

某の 言った やうに 『義に 向って 歩武 を 進めつつ ある 一 つの 力』 を 便りに、 辛うじて 此の 波澗 多き 世 

界に 生活す る ことが 出来るならば 甚だ 幸福な とで ある。 天道 私な く、 義士 仁人 必す 祝福 せらるべし 

との 確信な くば、 舵 を 失った 舟 を 海に 浮べた やうな 結 架 を 免れ 難いで あらう。 攝理の 信仰 は 生活の 

羅針盤で ある。 基督 者 は 神の 實在を 認め、 空の 鳥 野の 百合に も 攝理の 消息に 接し、 吾ら の 日常の 糧 

を 今日 も與 へた まへ と 祈りつつ、 天父の 保護 を 信じて 生活して 居る。 其の 有 祌說が 確かで 一 暦 徹底 

.^e ある だけに、 其の 攝理を 信す る こと も 根底が. 深い。 其 他の 人た ちよりも しっかりして 居る。 效 

し 其の 信仰 は 上に 記した 諸點に 基く のみで はない。 其の 最も 力 ある 理由 は 自分が 基皙 によって た 救お 

1 た 經驗と 確信との うちに 見出され るので ある。 『己の 御子 を惜 ますして 我らす ベての たがに 付し 給 

ひし 者 は、 など か 之に そへ て 萬 物 を 我らに 賜 は ざらん や』 (？ 一^ fry 罪より 救 はれた こと は 人の 根 

本 的の 救の 成就され しこと である。 他の 利害 や 得失 は 末で ある。 旣に 本が 定まれば 末 はすべ て 確 力 
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である。 獨 りの 御子に 代へ て 吾ら を 救 はれた 祌は必 す 此の 救 を 完成せられ るで あらう。 始 ありて 終 

のなかるべき 害 はない。 そこで 基督の ト字 架が 攝理 の保證 になる。 斯くて 『神 を 愛する もの、 すな 

はち 御 匕： n によりて 召された ものの 爲に は、 すべての こと 相 働きて 益と なる を 我ら は 知る』 (~ 一 マー 1! ズ)" 

故に。 ハウ 口 はまた 『萬の 物 は 汝らの 有な り』 Q^J.^fj  j と斷 一一 一一 E する こと を 得た ので ある。 基督 者は祌 

の 攝理を 信す るに 於て 廣も 徹底した ものである。 

吾ら は祌に 寄る 旅客な，.^ 

無常迅速、 世 は 草 頭の 露、 水のう への 泡に 異ら ぬ。 石火 電光 甚だ 賴み少 いところ である。 基督 者 

の 世界 觀も、 一方から 兑れ ば、 其れと 異 つて は 居ない。 故に 詩篇に も、 『人の 世に ある は 影に ことな 

らラ、 その 田 ひな やむ こと はむな しからざる はなし、 その 積蓄 ふるもの はたが 手に を さまる を 知ら 

す』 f 一 i 一  1^) と ある。 朝の 紅顔、 夕に は 白骨と なる。 人生 は 重荷 を 負 ふ 旅で ある。 德川 秀忠は 人生 朝に 

夕 を賴み 難いから、 今日 を 精勤して 過さねば ならぬ と 言った さう だが、 成る ほど 善い 分別で ある。 

然し 『吾ら 明日 死ぬ や を 測らぬ ゆ ゑ、 食 ひつ 飮み つすべき なり』 と 言 ふに また 一 理 ある。 『；大 他 は 逆 

旅、 光陰 は 其の 過客な り。 古人 燭を秉 つて 夜 遊べる もまた 以 あるな り』 斯く 支那 人の 言った の も、 

其 立場から すれば、 然も こそと 首肯かざる を 得ない 现由 である。 此れ 多く は 趣味の 問題で ある。 禿 

忠の 如く 見る こと も出來 るし、 支那の 詩人が 桃 季園を 詠 じた やうな 氣分 にもな り ？1 る。 此の 分水嶺 


が 甚だ 危險 である。 基督 者 は佛の 諸行無常 を纰 何が 觀 念して 居る か。 同じ 詩篇， は；^ の 如く 見え" 1、^ ジ 

る。 『あ 、 エホバ よねが はく はわが 祈 を ききた まへ。 …… われ は なん ぢ による 旅客す ベ て わが 列祖 

の ごとく 宿れる ものな り』 (一一  1 ーュ の)。 基督 者で あると 否ざる と は 問 はす、 人ル H 旅客で ある。 然し 基督 

者 は： W に 寄る 旅客で ある。 神に 寄る とは祌 とともに 旅する ものと 謂 ふ 意味に 解せられ る。 基督 者 は 

申の 客と して、 之と 同行し、 遂に 其の モに落 付くべく 旅しつつ ある。 吾 父の 家に 住家 多し と耶穌 

も 言 はれた。 浮世の 旅路 も、 此 所に 其の 性質が 全く ー變 する ので ある。 『祌に 寄る 旅客』 は 自ら 安ら 

かで、 供給 も豐 富で、 慰め 多く、 決して 旅の 恥 はかき 捨てと 謂 ふ 如き 氣 分に 流れる 氣遣 もな く、 極 

めて 緊張した 精神 狀態を 保ちつつ、 有益な 旅行 を續 ける ことが 出来る。 

召されし 時の 狀に 安堵せ よ 

、H:^.HE 在の ままで 落ちつくべき もので はない。 より 善き 方に 進まねば ならぬ。 然 なくば 如何に 

見立ての ない もので あらう。 向上したい、 進歩した いと 謂 ふの が價値 ある 生活の 特徵 である。 然し 

此れ は 生命の 本質に 就いて 言 ふべき ことで、 其の 形ゃ狀 態な ど を 意味す る ものと 思 ひ 僻めるならば 

甚 1  で危險 である。 生命の 本質 は 人格で ある。 靈 魂の 價 値で ある。 善き こと を 身に 實 現し、 品性 を完 

t し、 最も 眞 なる もの、 最も 善き もの、 最も 美 はしき もの を體驗 し、 神 御自身 を樂 しみ 得る ことで 

ある。 此れ さへ 成就され るなら ば、 貧富 貴賤の 如き 生活の 狀 態に 心 を餘り 多く 捉 はれし めて はなら 
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ぬ。 何 を 着、 何 を 食 はんとの み 思 ひ 煩 ふは大 なる 間違 ひで ある。 此れら は 抑 も 末で、 本が 大切で あ 

すま ゐ 

る。 止むな くば、 僅かに 膝を容 るる だけの 住居で も 差 支 あるまい。 其 所から 天へ 昇る こと も出來 

る。 強いて 宮殿 樓閣を 求む る必耍 はなから う。 此れら は 生命の 附帶 事項で、 有れば よし、 無くば ま 

た 忍ぶ ことの 出来るべき 害の ものである。 神 若し 許した ま はば 富む こと も 尊き こと も敲む 必要が な 

い。 顯達も 感謝すべし。 然し 此れら のこと に 拘束って、 焦心れ 苛つ こと は 愚で ある。 また 恥づ べき 

ことで ある。 現代の 病が 此 所に 在る。 もっと 氣を樂 にもち、 精神の 自由 を 維持す る やう 心懸 くべき 

ことで ある。 

耶穌が 人 はた だパ ン のみに 生きす、 また 神の 口より 出づる 言に よると 仰せられ たの も 其れで あら 

う。 『兄弟よ 召されし 時の 狀に 止まりて 神と 偕に 居るべし』 (l,5w;Jf)0 バウ 口が コリ ント 人に 斯く書 

き 送った 時分、 基督 者の 中には 多くの 奴隸が 居た。 彼ら は精祌 上の 自由 を 獲た ので、 自然ら 其の 氣 

分が 大きく 望 も 高くな つて、 現 狀に滿 足し 難き やうに なった。 其れで 餘り 煩悶したり 憤慨した りす 

る 結果、 身 を も 社 會をも 危害に 陷 らしめ る やうな 氣遣 ひが 生じた。 自由の 身と なる は 望ましき こと 

である。 なるべく 奴隸の 境涯 を脫 せんと 欲する は 人情で も あり、 また 理想で あらねば ならぬ。 然し 

みな 機宜 程度の 問題で ある。 遮二無二 其の 實行を 試みるべき でない。 時 を 測り、 道に 順って 其 所に 

進まねば ならぬ。 神の 子と して 永遠の 生命 を 保ち、 各自の 救 を 全うする こと は 奴隸の 境涯に 於ても 

可能 的で ある。 解放 せらる る こと は 望ましき ことで あるが、 時の 次第 物の 順序と して は暫 らく 奴！； f 


たるままで も、 祌の 子と して^ 裕掉々 たる ことが 出来る。 餘り 急り 立つ ると ころ 力ら 角を燸 めて 

牛 を 殺す 如き 弊害 を 生す る 場合 も ある。 ただ 奴隸の 問題ば かりで はない。 人 問 萬 事 同じ 道现 である 

生活の 附帶 事項に 心を捉 へられ、 境遇 ゃ狀 態に のみ 苦勞 し、 煩悶し、 妄りに 瞋恚の 炎 を 燃やして、 

危道を 踏み、 罪 惡に陷 る 場合が 屡 ある。 荒野に 於る 耶穌の 誘惑が それであった。 富、 身分、 境遇な 

どに 專ら 支配され るの は、 一種の 唯物主義 である。 基督教と は 相容れない。 生命の 寳質を 全うする 

を 志の 中心 點 となし、 祌の國 の 公民た るの 地位に 安んじ、 人格の 成熟に 滿 足し、 其の 自然の 結 と 

して、 餘カを 生命の 附帶 事項 や、 其の 狀態を 改善す るの 問題に 費さん とする のが 基督 者の 本領で あ 

る。 一派の 社き 主義者 も 此の 點に 於て 根本の 間違 ひ を 行って 居る。 彼ら は 物 や 形に 役せられ て、 靈 

魂の 問題 を 忘却す る。 彼ら は 屡 無 神 無靈の 主義に 陷る。 彼れ は 如何しても、 。ハウ" の說 いたやう に 

召されし 時の 狀に とまりて 神と 偕に 居る ことに 滿足 する ことが 出來 ない。 彼ら は 『すべての ことに 

榮ぇ a つ 健 かならん. こと を』 願へ ども、 之が 前提た る 『靈魂の榮ゅる如く』 (^ー；^ョー)と謂ふ方面には 

全く 無關 心で ある。 だから 石を變 じて パンと すべく 企て、 サタンの 前に 拜 伏してで も、 權カを 其の 

乎に 牧 めん ふ 試みる ので ある。 古今 同じ やうな 弊害に 陷る。  ， 

自己の 身の上 は 言 ふ もさら なり、 社會 すべての 方面に 於て 基督 者 は斯る 間に 其の 特徵 を發 揮して 

^しく 進艮 一す る こと を 心 懸けねば ならぬ。 召されし 時の 狀に 安ん する こと も 出来る やうな 精 刺狀態 

を 常に 維持し、 目前の 利害、. 物質 上の 境遇、 凡そ 生命の 附帶 事項に 超越した ところの ある 靈魂を 確 
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と 握って 居る やうに せねば ならぬ。 

わが 恩惠 なん ぢに 足れ， 9 

使徒 バウ 口 は 其の 肉體に 一 つの 刺を與 へられて 居た。 『卽ち 高ぶる こと 莫 らんた めに 我を擊 っサタ 

ンの 使な り。 われ 之が ために 三度まで 之 を 去らし め 給 はんこと を 主に 求めた るに 言 ひた まふ 「わが 

め ひみ  ちから 

恩惠 なん ぢに 足れり、 わが 能力 は 弱き うちに 全うせら るれば なり」 然れば 基督の 能力の 我 を 庇 はん 

ために、 寧ろ 大に 喜びて 我が 微弱 を 誇らん』 0;! ^む 後)。 彼 は 苦痛 殆ん ど堪へ 難き ほどの 病に 權り、 

其の 癒されん こと を 熱 切に 祈った けれど、 其の 願が 聽 かれなかった。 然し 決して 失望に 陷ら す、 な 

ほ 基督の 恩惠を 經驗す るに 滿 足す る こ と を 得た ので ある。 否 其の 病が 彼 をし て 主の 恩 惠を味 は しむ 

べき 仲介と なり、 肉體の 微弱が 反って 神の 能力 上より 之に 灌ぎ 入れられる 水道と なった こと を： 出 

して、 寧ろ 大いに 喜び、 反對に 己が 微弱に 誇った ので ある。 『アブラハムの 娘なる 女、 十八 年の 長き 

間 サタンに 縛られた』 と解釋 された 病に 對 して は、 耶穌宛 も 其の 仇敵に 對 する 如き 意 氣込を 以て 之 

む もむ き 

に當 られ、 殆んど 倶に天 を 戴くべからざる の概を 示された。 斯の 如く 疾病 は惡 事で ある。 之 を 除く 

ベく 努力せ ねばならぬ。 如何なる 場合に 於ても 之 を歡迎 する を容 さぬ。 然し 昔 家康が 其の 年来の 敵 

將信玄 の 死んだ と 言 ふ 報知に 接した とき、 兵法の 良師 を 失った とていた く 之 を 惜んだ やうに、 多く 

の 場合に 於て 肖が 吾ら の 信仰 を し、 德を 建つ る機會 となり、 病窒が 道場と なり、 主と 接見す る對 


面 所と なり、 天にまで 向上す る 段階と なること も 出来る と 謂 ふ 眞理を 一」 心れ て はならぬ。 バウ a の 所 

R 巾の 能力 わがよ ■ ぎに 於て 全うせられる 首った のが 卽ち 其れで ある。 口に は 苦き 良藥 でも 滿足 する 

ことの 出來る やうに、 吾ら は 损失を 償って 尙ほ餘 ある ほどの 利得 を 炳氣ゃ 艱難 の^に w_ 出し、 溢 

るるば かりの 恩寵に 感泣す るの 特權 を與 へられる。 人 問 は 如何しても 病氣を 癒されねば 仕 かたの 無 

いもので はなから う。 苦痛の 繼繽 する は、 如何しても 祝福な く、 平和 を 味 ふことの 必す しも 出.^ 

ない と 謂 ふ I はない。 S 督無 きものな らばい ざ 知らす、 苟 くも。 ハウ 口 をして 微弱に 誇らしめ I 

卬を^ つなら ば、 艱難に も滿 足し、 病中 尙ほ祌 の 恩 惠充ち 溢る る こと を經驗 する ゾ板會 を L,.HI1 得 

るに 相違ない。 病 氣に灌 るの も 智慧と 愛と に 富める 天の 父の 攝理 の範 圍に屬 し、 吉凶 禍福み な. - 别.^ 

配劑 である。 ただ 活動 ゃ享樂 の？ のみが 祌 から 與 へられる と考 へて はならぬ。 彼の 生れ？ - りの 

盲人が 營 罪に 由って 然 かなった のか、 將た 己の 罪の ためで ある t 問 はれた .1 して、 、王 はず 

でもない。 祌羼 わざの 彼に 由って 彰 れんが ためなりと 答 へられた やうに、 疾病 や 艱難の. ^つ？ 

る 原因 や 道理 は 一様で あるまい。 然し 何れの 場合に も 之 を 利 導して、 人 問の 大目 的 を 成就し、 根 一 

的の 成功 を收 むる ことが 出来べ 4 である。 吾ら の 病床 4 々修道院の やうな 意味の ものと なり^ 

る。 『罪 無くて 配所の 月を眺 むる』 と 謂った のに も 何處か 似通って、 また 人間の 一 樂 であらう。 

誘惑 も 神の 監視のう ちに あ. y 
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仏 中 鹿 之 助 は 常に 七難八苦 を 合せて 賜 はれ かしと 神に 祈った と 言 ふが、 人に 其 ゆ ゑ を 問 はれた と 

き、 吾が 心ながら 事に 逢って 様 さ ざれば、 器量の ほど も 知れない から、 事に 逢って 之 を 1 したく リホ 

する ので あると 答へ たと 名將言 行錄に 記いて ある。 世間 艱難が 多い。 或 ひ は 其の 由来の II： した も 

の も あり、 或 ひ は 何故か 諒解に 苦しみ、 ただ 天道 是か非かと 嘆息す る 場合 も ある。 然し 神 世界 こ 

は 偶然 や 無理の あるべき 害がない。 艱難 もす ベて 其の 深い 思 召から 生じた ものに 相違ない。 其の 一 

つの 目的 は 人 を 試す ことで あらう。 或 ひ は 試されて、 落第し、 苦し 粉れ に 惡に陷 り、 或 ひ は 之に 由 

つて 其の 品性 を 精練され る。 艱難の 一 つの 作用 は 鍛鍊ゃ 誘惑で あるが、 人の 屡陷る 誘惑 は 艱難の み 

ではない。 歡樂ゃ 利益が 誘惑の 餌になる。 惡 魔は屢 甘い 言 を 以て 人 を 惡に誘 はんとす る。 ： 五 3 らは斯 

の 如く 罪惡、 懐疑、 不信仰に 陷る ベく 脅され、 唆られ、 引かれ、 壓 迫され る。 すべて 之 を 誘惑と 名 

づける ので ある。 人 問の 先祖が H デンに 於て 誘惑され たは 言 ふまで もない。 主 耶穌も 荒^に 於て 試 

げきたい 

みを受 おられた。 其れ は 首尾よく 都 退せられ たが、 遂に 十字架に 至る まで、 間が な 隙が な 誘惑に 付 

け 狙 はれて 居られた。 其れ ゆ ゑ 『惡魔 は 有 ゆる 試み を盡 しての ち 暫く 耶穌を 離れたり』 (gg きと 記 

されて ある。 其れ だから：^ して 小康に 安ん すべから す、 ゆめ 警戒 を 弛めて はならない。 

主の祈りに 『吾ら を 試みに 遭 はせ す、 惡 より 救 ひ 出し 給へ』 と ある。 何れにしても、 試みられる 

こと は 人間の 大事で、 仲る か 反る かの 分れ 目、 油斷 のなら ぬ 場合で ある。 然し 誘惑 は祌の 監視 せら 

るる 問に 行 はれる ので、 決して 其の：： S を 掠め、 其の 不意に 乘する もので ない。 若し 魔が さすと 謂 ふ， 語 


の 意味の 如く、 簸 から 棒に 惡 魔が 襲 ひ來 つて、 祌の 見て 居られぬ 問に、 人の 靈魂を 害する ことが 出 

來 るなら ぱ、 世の中 は 甚だ 氣 味の 惡 いところ である。 片時 も 安心 はならぬ。 全く 敵地に 在る やうな 

、い 地が ノ 常に 布ぢ氣 立って 居らざる を 得ないで あらう。 到底 子が 親の 家に 住んで 居る やうな 心地に 

は なられまい。 基督教の 信仰 を 有って 居る もの は 悪魔と いへ ども、 神 を 出し 祓いて は 其の 所作 を逞 

うする ことの 出来ない ものと 考 へる。 其れで 誘惑 も 神の 意中の 出来事で あると 解す るから、 主の 祈 

りに も ある やうに 吾ら を 試みに 遭 はせ 給 ふ 勿れと 祈る ことが 出来る。 すべて 天の. 父の 御 心の ままで 

ある。 II： しても 逃るべき 途の 付いて 居らぬ 誘惑に 陷 らうと は 萬に 一 つも 想像す る ことが 出来ぬ。 

必す 何れ かに 活路が 開かれる であらう。 祌の 世界に 於け る惡 魔の 力 は 監視の 下に 置かれ、 勝手 氣ま 

まなことの 出來 ないやう に 制限され て 居る。. 其れで 誘惑に かかっても、 自ら 氣强 いところ が ある。 

何 處か落 付きの ある 態度で 之と 戰ふ ことが 出来る。 

然し 成る 可く は 誘惑 を さけたい。 好んで 之を迎 へたり、 無造作に 其の 渦 巾に 身を投 する やうな こ 

と は 祌を畏 るる ものの 爲 すべき ことで ない。 ゆ ゑに 吾ら を 試みに 遭 はせ 給き-勿れと 祈る ので ある。 

然は 一一 r ふ ものの、 祌の思 召で 誘惑と 戰 はねば ならぬ 場合に は、 旣に曾 つた 如く、 すべて 祌の視 て 居 

られる 下に 起る ことで あると 思 ふから、 決して 應 病に はならない。 敵 懷心を 振 ひ 作して、 之に 劉.^ 

すべく 身 構へ をす る。 其れが 惡 より 救 ひ 出し 給へ と 祈る 意味で ある。 止むな くんば 戰 ふこと を辭せ 

ぬ。 ただ 勝 を 得させ 給へ と 祈る ので ある。 基督に 於る 生活 は、 此の 點に 於ても、 眞 面目に 剛健な 精 
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神に 支配され る。 

神の 平和 

つま i- 

念珠 を 爪繰り、 深呼吸 を 行 ひ、 或は 禪道を 修め、 氣を鎭 め、 心 を 臍下丹田に 聚め などして、 物に 動 

ぜぬェ 風に 凝る 人 も ある。 氣に落 付きがない と、 何 をしても 不覺を 取り、 思 はざる 失敗に 陷る 虞が 

ある。 時として は、 罪惡を 犯す やうになる。 人格 を 傷け る やうに もなる。 環境に 捉 はれ、 物事に 拘 

泥して、 由な き 煩悶に 陷る。 自ら 苦しむ のみなら す、 他人の 害になる であらう。 そこで 胸中 平和 を 

堪 へ て 置く ことが 必要で ある。 『さらば 人の 思に すぐる 祌の 平安 は 汝らの 心と 思と を 基督 m 穌 により 

て 守らん』 (。ほ J ば)。 基督 者の 心懸 くる 平和 は 上に 擧 げた 種類と は異 つて、 神と 人との 柄から 生じ、 

物理 や 心理から 案出され た 修養 法で はない。 元來、 罪の 問題 を 解決す る を 主と する ものであるから 

專ら出 離 解脫を 目的と する 佛敎 などの 安心と は、 其の 性質が 全く 異 つて 居る。 其れが 基督の 十字架 

に 基く と 謂 ふの も 不思議で ある。 耶穌の 所謂 人の 知らざる 精 を 供給され て、 之れ に 飽き 足る 者の 平 

和 は、 實 に祌祕 的で ある。 故に 『すべて 人の 思に すぐる 平安』 云々 と 言 はれた ので あらう。 天の 父 

の 愛 を 信じ、 罪惡の 問題が 責任と しても、 顧 迫と しても すべて 遣憾 なく 解決せられ、 祌と 契合 一致 

し、 永遠の 生命 胸中に 湧き出で て、 旣に說 明した 如く 艱難に も 喜び、 有る ところに 安んじ、 置かる る 

ところに 滿足 する を 得、 萬 物 我が ものであると 思 ふこと が出來 るなら ば、 、： ：- は 常に 春で ある。 此の 


驚くべき-卜 和 だに 心に 湛 へられて あるならば、 宛ら 兵隊に 警護され た 家の 如く、 心 は 盗人 や 敵の 便 

入す る 隙 ii なく、 1^ だ 安泰で ある。 之に 由って 氣 平らかに、 思想 は 明かで、 物事の 分別 を 誤らす 出 

龜進^ 道 を 踏み外さざる こと も出來 易くなる 

然しす ベて は 『基督に よりて』 と 謂ふ條 件に 據ら ねばならぬ。 基督 者の 平和 は 主 耶穌と 其の 十字 

架と に 由って 與 へられる。 着が 平和の 正門で ある。 之に 由ら す、 他の 方法 を修 して、 精神の 落 付 

きを 求めん と 試みる の は、 所謂 『異端 を攻 むる 斯れ 害の，^』 で、 また 耶穌の 用 ひられた 語なら ば 

『より 入らざる もの は 盗人な り强盜 なりで ある。 如何しても 終 を 全うする ことが 出來 す、 永遠の. a 

八 叩に 達する こと 思 も よらぬ。 すべて 姑息 手段で ある。 斯る 種類の 平和 を 心の 番兵と して 居る 人た ち 

の ％ノ 養 は 散 底 的で ない。 根本的に 行かない。 『豐 かなる 生命』 を 全うする こと は 甚だ 困難で あらう。 

之 を 植物に 譬 ふれば、 斯くて 養 ひ 立てた 人格 は I の 類で、 とても 棟梁の 村に はなり 得ない ので あ 

る 。『誠に 汝 らに吿 ぐ、 女の 產 みたる 者のう ち、 バプ テス マの ヨハネより 大 いなる 者 は 起ら ざり き。 

然れ ど犬國 にて 小き 者 も、 彼より は大 なり』 一) と、 野に 呼べる 修養の 人ョハ え. を 邢穌の 評 

賈 された の も 玆に思 ひ 合 はされ る。 

『われ 平安 を 汝らに 遣す、 わが 平安 は汝 らに與 ふ。 わが 與 ふる は 世の 與 ふる 如くなら す 汝ら、 も 

を 驚が すな、 また？ な』 (S さ。、 i 穌は 此の 11 平？ 人 問に 與 へられる。 之 を根據 とせ 

す、 ただ 利害から 打算され、 催眠術、 深呼吸、 座禪、 其 他の 養生 若く は 修養の 工夫 を宗 とする 安、 も 
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や 平和 は餘 りに 賴み にならない。 玉 箒と 稱 せらる る 酒に 由って 憂 を 解き、 氣を 安ん ぜんとす るのと 

似寄った 弊害に 伴 はれ ざれば 僥倖で あらう。 中毒の 危險が ある。 

今日の 世界 は 戰§ 'に 厭きて、 頻りに 軍備 縮少 やその 撒 廢を唱 へ、 國 際に、 また 勞資の に、 平和 

を寶 現せし めんと て會 商したり、 協議したり、 制度 を 設けたり 法令 を 定めたり して 居る。 之が ために 

使節の 往來も 甚だ 頻繁で ある。 ^も 筆 も 極めて 多忙で ある。 其の 用に 供 せらる る 印刷機の 運轉 nz 下 

の 如く 急なる こと は 未だ 嘗 つて 見ざる ところで あらう。 斯 くの 如く 平和 を 目標と する 微盟ゃ 同 g 孤 も 

然る ことながら 人心の 平和 は 申す まで もな く、 社會 S 平和、 國 際の 安寧 は、 もっと 根本的に 解決せ ね 

ば、 其の 基礎が 簿 弱で、 到底 永續の 見込 は あるまい。 長髮を 剪らざる サム ソン は、 如何なる 繩を以 

てしても 之 を 縛り 置く ことが 出来なかった。 社會 の爭鬪 も、 之と 同じ 道理で ある。 而 して 其の 根本 

の 解決 は 主 邪 穌の御 約束の 平和に 依る 外 其の 途が あるまい。 人の 思 ひに すぐる 基督の 平安 はこ 、で 

も 其の 番兵で ある。 其の 守りの 堅固なら ば、 すべて 波靜 かに 風 枝 を 鳴さざる 泰平の 世界で ある。 

活  B 

『孔 席煖 かなら す、 墨 突^ます』 支那の 賢哲 は 棲々 遑々 と 言つ て目覺 しく 活動した やう 記 かれて 居 

る。 其れ は 如何で あっか 知らないが、 耶穌 在世中の 活動 は實に 驚くべき ほどであった。 馬 可 傳には 

『直ちに』 と 謂 ふ 語が 多く 用 ひられて ある。 日 木 譯には 『時に』 とか 『斯くて』 とか 或 ひに 『爱 に』 と 


か 奪され た 所 も あるが、 第一章の みで も、 すべて 十回に 上る。 全部 を 通じて 四十 回、 新約 愛 r 全部の 半 

數こ 達して 居る。 此れ 著者の 筆 癖で も あらう が、 叉實際 主のお 動 は 隙 問な く 常に 緊張して 居た から 

である。 „氣 ぶ は 少しもなかった。 之と 比 ぶれば 吾ら の 生 ん 怠慢が ちなる は恥ぢ ざる を 得ない。 

第一章 ニーから 三 叫まで は 或る 安息日の 記事で あるが、 人の 常に 休む 日で あっても、 、王 耶穌の 生活 

は斯 くの 如くで あると 言 は S ばかりの 書き 振で ある。 終日の 活動で、 次の 日 は 如何 あらんと 思 はれ 

たで あらう、 『朝 まだき 暗き ほどに、 耶穌 起き 出で て、 寂しき 處に ゆき、 其處 にて 祈り ゐた まふ』 さー 

S と ある。 如， 巧に も 奥床しき 心地す る。 精力 旺盛で あらせられた ことが 見える。 常々 祈りに 多く 

の 時と 力と を 用 ひられた こと も 推し測られて 贵ぃ。 第 叫 章 三 六に 『弟子た ち 群衆 を 離れ、 耶穌の 舟 

にゐ たま ふま. - 共に 乘り 出づ』 と ある。 或 ひ は 群衆 を 離れ 其の ま、 耶穌を 舟に 乘 らしめ て 出 づと譯 

しても よから う。 孰れに しても、 『其の まま』 なる 語 は 取る もの も 取り 敢へ すと 謂った やうな 意味で 

ある。 主 ^穌は 多事で あっても、 決して 多忙な 人でなかった に 相違ない が、 其の 進退 動作 少しの 迎. 

滯 なくい つも 事が!^.? 運び、 傍から 見る と慌 しく 餘り 切迫した やうに 誤解され 易き ほどで あったら 

う。 懶 けもの や 鈍 問な 漢は 耶穌の 社中に 不 似合な 人間で ある。 

神と もに 活動す 

う！ 1^ を か 

『ii なる かな、 偽善なる 擧者、 パリ サイ 人よ、 汝らは 一人の 改宗者 を 得ん ために 海陸 を經 めぐ 

基督に 於け る 生活の 特徵  一一 ーョ 


り、 旣に 得れば、 之 を 己に 倍した る、 ゲへナ の 子と なすな り』 (一 1  一 wl§ 一一)。 幾ら 海陸 を經 めぐる ほどの 

活動 をし、 幾人の 改宗者 を 得 たれば とて パリ サイ 人ゃ僞 善なる 舉 者の 如きで は、 何の 價値 もない。 

にせもの 

精 祌界に 通用の 出 來ぬ暨 物で ある。 精力 旺盛が 却って 禍害の 本になる。 獨 逸の 失敗の やうな； に 

陷る であらう。 

『我ら は祌 と共に 働く 者な り。 汝らは神の^3なり、 また 神の 建築物な り』 (籠? J)o 『我ら は祌 とと 

もに 働く 者な り』 (ffif§f)。 斯の 如くす ベての 活動 は 神と ともに 爲 ねばならぬ。 出處 進退す ベて 神と 

同志 m; 勞の 意味 を 具備して 居らねば ならぬ。 何 所に ありても 祌を 代表す る 使節の 精神 を 保つべき で 

ある U 主耶穌 平生の 志 は 次の 言に 明かで ある。 友に 耶穌言 ひ 給 ふ。 なん ぢら 人の子 を擧 げしの ち、 

我 は 夫なる を 知り、 又 わが 己に よりて 何事 をも爲 さす、 ただ 父の 我に 敎へ給 ひし ごとく、 此等 のこ 

と を 語りた る を 知らん。 我 を 遣し 給 ひし 者 は 我と ともに 在す、 我 はつねに 御意に 適 ふこと を 行 ふに 

よりて、 我を獨 りおき 給 はす』 (f^g ，ゴ 1)。 『我 はわが 父の 許に て 見し こと を 語り、 汝らは 又なん ぢ 

の 父より 聞きし こと を 行 ふ』 (II: 二)。 此れ だから 『われ を 遣 はし 給へ る 者の 御意 を 行 ひ、 その 御^ をな 

し遂 ぐる は、 是 わが 食物な り』 (ff^lfl.) と 言 はれた ので ある。 

.si ちいさき，？ の 

洗 禮者ョ ハネ は； E の國に 於る 最微 者に も 及ばぬ と稱 された にも 拘ら す、 實に 女の 產 みたる ものの 

うち 屐も大 なる もので、 神と ともに 進退す る こと を 畢生の 志と して 居た。 ゆ ゑに 邪穌の 漸く 世に 顯 

,  に ひよ め 

れんと する に當 り、 師の 事業 宛も曉 の！：！ 法の 如く 成り 行く を 憤^した 門人に 告げて 『新 嫁 を もつ 者 は 


i なり、 駕の友 は、 立ちて 新郎の 聲を きくと き、 大に 喜ぶ、 この 我が 歡£- ま 1：： たり。 彼" 

ま、 盛 こなり、 我は衰 ふべ し』 (§g と 言 ふこと が 出来た。 又 『泰は 嫉妬と f とに よりて 

督！ 傅へ、 ある もの は 善き 心に よりて 之！ 傳"： .5 せ響条 明す るた めに 我が？；." 

U る こと を 知り、 愛に よりて 着を宜 ベ、 かれは 我 f に if 加 へんと 思 ひ、 靈 によらす、 徒 

f よりて 之 I 一ぶ。 さらば 如何ん、 It も あれ、 眞 にも あれ、 孰れ も宣 ぶる 所 は 着 なれば、 

我 こ， i きぶ、 また I 喜ばん ば 5。 此れ は 常にき f ともに 在る こと を 學んで 居た。 ハウ 

口の 志で、 其 fs いものが ある。 みな 私 f 差し 挾ます、 ただ 神と まに 使く こき、 I くる も 

のの 精：^ から 生じた ものである。 

基资 f 化ハの 計畫に 於て、 其の 事業に 於て。 すべて 神の 5 を 奉戴し、 之と 共鳴 一致して ゆく こ 

と を 其の 卷の 方針と する ものである。 其の 手段 も 神の 認可せられ る もので あらねば ならぬ。 f 

5 と 同志た る ことが 出来、 其の if 稱 せらる るなら ば、 人間の 業 之に 勝る もの はなから う。  1 

常に 种のき 田 s、 种 のこと を 行 ふべ く 努め、 世界の 經綸 に 於；！ 神の 御き 如何なる 方面で も 

つて 之に 當 るべ く勵む もの は、 是れ 卽ちグ ぶの 所謂 神と 共に 勞作 くきで ある。 祌 と共に 勞 作く 

ならば、 何 如なる 場合で も 氣强 く、 力 も 入り、 必勝 を 期して、 進む ことが 出來 る。 宛ら 順風に 帆 を 

張って 舟 を 遣る 如き 心地^す るで あらう 
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祈..^の邪魔を斥けょ 

然し 神と ともに 勞作 くと 謂 ふことば、 ただ 表面の ことで ない。 パゥロ の 一一 目った やうに 福 一 RDI の {ー 且傳 

にも 或 ひ は 誠意に よらす、 徒黨 によって する もの も ある。 眞 より 出る もの 一方に あれ f、 他 卞こは 

うは ベ  は- 1 ぶぬ 

外貌に すぎぬ もの も ある。 ノアの 方舟 を 作った 大工の やうに 全く 其の 心なく して 事に 當る もの も あ 

るで あらう。 甚だしき は イス カリオ テの ュダの 如き 心 術で、 世の 罪 を 贖 ふ 神業の 手傳ひ をす る もの 

も あり 得る。 恐るべき ことで ある。 其れで あるから 吾ら は、 出来るだけの 理會を もち、 と 共鳴し 

悅ん で、 其の 御 業に 參加 する こと を 心 懸けたい。 

其れに は 祈りが 大切で ある。 基督 も 之に よって 神の 御 皆 を學び 得られた ので ある。 苦き 杯 をば 喜 

んで飮 まれた の も 其れから である。 面 も 振らす 心 を 堅固に して 最後の エルサレム に 向 はれた の も北ハ 

の 結果であった。 元來 祈り は 神 をして 吾に 應ぜ しむる ことで ない。 此方が 神の 意 旨に 從 はんと 欲す 

る こと を 意味す る。 然し 神の 意 旨を會 得せす、 之 を 誤解し、 ^だしき は、 我が 田に 水 を 引いて 曲解 

する 場合 も あるで あらう。 實に 『吾ら 如何に 祈るべき か を 知らす』 然れど 『御 鍵み づ から 言 ひ 難き 歎 

とりな 

きを もて 執 成し 給 ふ』 (~_ マー fA) ゆえに、 其の 消息 を 知る ことに 努め、 其れに 對 して 此方の 感覺 敏捷 

になり、 其の 微動 を も 見逃し、 聽き 漏す ことのな からん やう、 常に 努力せ ねばならぬ。 是れ 所謂 基 

督の 名に 於て 祈る こと を鍛鍊 する ものである。 


此の 修養 を 積みて 神の 意 旨に 通じ、 眞に 基督の 名に 於て 祈る ことが 出來 るなら ば 事 ごとに- -1^ とと 

もに 勞 作く ことが 出来、 すべて 成功せ ざる ものな きに 至る であらう。 

らの 事業 神と 合體 した もので あり、 すべての 努力 神の 意ビ H と共嗚 する ことで あり、 祌の意 皆な 

りと 理會 した ことが 眞に祌 の 意 ぼで あり、 而 して 吾ら の 平素 鍛練した 祈りに 由り 神の 意 じ H 的確に 知 

られて 吾る と 謂 ふが、 基督 者の 本領であるなら ば、 祈りの 精神 を 養 ひ、 之 を 常習す る 生活 を 維持す 

る こと は 何よりも 必要で ある。 基督 者の 死活問題 である。 大氣の 呼吸に 於け ると 一様で、 寸刻 も忽 

諸にす る こと を容 さない。 

『夫た る 者よ、 汝ら その 妻 を 己より 弱き 器の 如くし、 知識に 從 ひて 偕に 棲み、 生命の 恩惠を 共に 嗣 

ぐ 者と して 之 を 貴べ。 此汝ら の 祈に 妨げな からん ためなり』 &;^©。 此れ は 夫婦の 關係を 言った も 

ので あるが、 例へば 夫婦 同棲す るので も、 其の 爲方 一 つで 祈りの 氣分を 殺ぐ 結果に 陷る やうになる 

然る 場合に は 祈の 妨害に ならぬ やうに 之 を修齋 せねば ならぬ。 職業、 遊び、 友交、 學問 議酽 

動す ベて 祈りの 邪魔になる もの は、 と 同じ やうに 之 を 退治すべき である。 決して 之と 倶に天 を 

戴くまい と 謂 ふ 氣分を 有て 居らねば ならぬ。  (一 九 二 三 年 三 《") 


基督に 於け ろ 生活の 特徵  三." 


或る 病人の 歌を讀 みて 

先日 或る 年若き 學 者が、 重き 病 を 得て、 遂に 世 を 去った。 大手 術 を ニ囘も 受け、 數 ヶ月の 11 病院 

の 一 窒に 呻吟して ゐた。 親類 や 友達が 同情して 暗涙に咽んだ こと も數 回であった。 彼の 專攻 の擧問 

は哲擧 であって、 その アイ ンシ タインの 相對性 原理に 就て 書いた 論文な ど は、 隨分 評判 も 好かった 

歌に 繪畫 に音樂 に、 廣く 且つ 深い 趣味 を 持って 居った。 多年 宗教の 方に も 志 を. 寄せ、 病 "休 漸く 熟し 

て その 信仰 を吿白 する に 至った。 然し 病 重く 苦痛 も 烈しく、 有 爲の才 を 抱きながら 空しく 病の 床に 

數ケ 月間 を 送った ので、 時として は 煩悶 やり 難く 覺ぇ たこと もあった ので あらう。 その 場合に 於け 

る 詠と 見え、 次の 一 首が ある。 

せめて ゆめに さちの 世界に いりな まし、 覺め たる 身に はなやみ のみ 兒 る。 

彼 は 時として はかなき 夢を賴 みに、 いささか その 心 を 慰めん と 試みた こと もあった らしい。 舊約 

聖書 詩篇の 一 節に 曰く 

『わがた まし ひ は 衞士が あした を 待つ に まさり 誠に 衞士が あした を 待つ に まさりて 主 を 待てり』 

此は 責任 上 眠り もやらぬ 衞士 が、 更け 行く 夜 を 悶えつつ、 朝の 早く 來れ かしと 待ち わぶ る 心の中 

を 詠 じた ものである。 吾ら の 病める 友 もしば しば かくの 如き 心地しつつ 病床の 夜 を 明かす に 苦んだ 


であらう。 唯 かくば かりで 繽 いたなら ば、 心 を 慰む る途 もな く、 全く 暗黑 裏に 投げ 落された やうな 

をした ので あらう。 然し 彼 は旣に 信仰の 人と なって.^ た。 共の しき 苦痛の 間に 神に 祈る こと を 

も び、 E 心 ひ を 永遠の 事柄に 馳せ、 『吾が 恩寵 汝に 足れり』、 と 言 はるる、 王 基督の 愛に 心 を 慰め 氣を勵 

まして、 耐 へがた き 苦痛 を も 忍ぶ こと を 得た であらう。 基督の 十字架の 道 を 信じて、 そのみ 足の 跡 

を资 まば やと 心懸 くる 者に はか かる 暗夜の なかに も 一 道の 光 を 明かに 認 むる ことが 出來 る。 それで 

彼の 遣 稿のう ちに また 次の 一 首が 遣って ゐた。 

秋た ち て さ えたる 空を眺 むれば 際限 もな く 心 の び ゆく 

彼 ま 牙え 度り て 際限 もない 秋の 空に 心の び ゆく まま、 昔ャ コ ブ がべ テ ル にての 夢に 兑 たる 橋 立の 

. ^く、 种^^使の眼前に昇降するを望んだでもぁらぅ。 彼が 信仰の 友 は、 その 歌に かくの 如く 意味 を 

二 じつけ 

凟み 人， たく も 思 ふので ある。 これ も餘 りに 過ぎた 附會 ではな からう。 世 を 去りし 彼の 意中 を 最も 

}t* しく 解釋し 得た もので あらう。 

世の中が 前の 一首の やうに のみ 兑られ て は 致し方 もない。 絶望の みで ある。 然し 此處 に解釋 せら 

れた 意味 を 含め、 後の 一 首の 意で 人生 を觀 察する 時 は 慰め も 力 も 湧きた つやうな 心地が する。 

無事の 時なら ば、 無 宗教で 世に 耐へ 得る かも 知れぬ。 然し 生命の 海に 漂 ひて、 はかなき 夢 を 僅に 

頃まざる を 得ない やうな 狀 態に 沈まば、 誰か 信仰の 援助 を 蔑視す る ことが =  山來 よう。 かかる 際に 神 

なしと 斷 言す る こと は 容易に 出來る もので ない。 何う しても 思 ひと 志 を 永遠の 世界に 馳せ、 際限 も 

或る 病人の 歌ち 謂み て  四 一 


なく 心の び 行く に 非 ざれば 憂 を 遣り、 悶え を 忘る る こと は出來 ないで あらう。 

イスラ H ルの 詩人 は 『愚者 は 心に 神な し』 と 語る と 言った が、 まことに 不信仰 は 世の 實 際と 一致 

しない 態度で ある。 祌 なしな どと 言 ふ は 愚者の 戯言に 過ぎぬ。 (一九二  二 年 1  一 Ho 

1 一一 曰 ^の 進み 

去年 十一 月 二. H 二日の 本紙に、 『或る 病人の 歌お 讀 みて』 と 言 ふ 短い 文章が 載せて あった。 數日前 

の 記念 會の行 はれた とき、 打ち 寄って 其 遺稿な ど を 護んだ なかに、 次の 數首 があった。 

彼 は n 十く その 父 を 喪った ので あるが、 常に これ を 戀ひ慕 ふて ゐた。 

みなしご は 荒野に 一 人 さまよ ひて 

空行く 雲に 君 慕 ふなり 

此は、 其の 神 を 求めて 居た 志 を 表 はすに も 適用す る ことが 出來 る。 寶に彼 は 鹿の 溪水を 喘ぎ 求む 

る 如く、 活ける 神 を 慕 ふて 居た ので ある。  - 

然し 時として は、 道 を 尋ね 厭 倦みて  . 

書を讀 めば 遠く 世界に 逃ぐ るの み 

獨り田 へ だ 解く る 時な し 


之が ため 彼はシ 二 シズ ムに陷 るべき 危險 にも 近づきた らんと 覺 しく. 

我 を 我と 思 ふ 我 はも 我に あき 

憂き 世に あきて つむじ まがれり 

と 詠 じた こと も ある。 然し 彼 はこの 狀 態に 落着く に は餘り 素直で 志 もとより 堅固であった。 

神の 慈悲に 浴す る 人よ 汝は 知らん 

無限の 智慧 を 無限の 愛 を 

旣に 信卬に 人り し 人 を斯の 如く 羨みつつ あった ものと 見える。 『飢え 渴く 如く 義を慕 ふ もの は 幅な 

り。 必す飽 くこと を 得べ ければ なり』 で 彼 は 遂に 

心く ちて 求めて 得ざる 時 はすぎ ぬ 

今う ちに 滿 つる 喜びの あり 

と 歌 ふに 至った。 此れ は 其が 未だ 洗禮を 受け ざり し 前の 歌で あるが、 寧ろ 彼の 後の 思 を 述べた 言 

とも 見られる であらう。 

斯くて 草 野次 彥氏は 秋 も 春に なった やうな 心地して、 病床に も 臥し、 また 幾程 も 無く 上の 世界に 

移る こと を 得た ので ある。  (一 九 二 一一 一  年  一 5 


基督 を 信じた る 或る人た ち 

基督 者 は 自分 一人で 生活す るので ない。 基督のう ちに 生活す る。 之と 相 連って 生活す る。 木と 枝 

との 如く、 河の源と 流との 如くで ある。 其れで 新たなる 生命が 生す る。 バウ。 の 語 を 以て 之 を 言へ 

ば、 卽ち 新に 造られた る ものになる ので ある』 (Jjiit? 録き カリフ ォ ル 一一 ャに、 多分 ブル バンクと 言 

ふ 名 だと 思 ふが、 一 人の 植物 專門 家が 居る。 彼 は 植物 を 色々 と 作り 更る。 日本から 送った 躑躅な ど 

さョ て ん 

も 種類が 此方よりも もっと 多くな つて 居る。 又 覇王樹 の 刺 を 除って 了って、 家畜の 食物に なり 得る 

やうに 作り 更へ ると 言って 威張って 居る。 旣に 或る 程度まで は 成功して 居る やう だ。 其の 他 種々 の 

方法 を 以て、 以前の ものと 全く 見 違へ る やうな 植物 を 彼 は 仕立てて 居る。 

そこで 聖書 を 見る と、 羅馬書 一 一 の 一七と 二 四と に、 斯う 書いて ある。 一七 『初穂の 粉 潔くば、 

かたま リ 

パンの 圑塊も 潔く、 樹の根 潔くば、 その 枝 も 潔 からん。 若し ォ リブの 幾許の 枝き り 落されて 野の ォ 

一つる ほひ 

リブなる 汝、 この 中に 接がれ、 共に その 樹の 液汁 ある 根に 與 からば、 かの 枝に 對 ひて 誇るな、 たと 

ひ 誇る とも 汝は根 を 支へ す』。 二 四 『汝 生来の 野の ォ リブより 切り取られ、 その 生来に 悖りて 善き 

もとき 

ォ リブに 接がれた らんに は、 況して 原樹 のま まなる 枝 は 己が ォ リブに 接がれ ざらん や』。 これ は旣に 

言った 所と 同じ 意味になる。 野生の ォ リブに 良い 種類の を 接ぐ と 其の 性質が 變 つて 来る。 野生の 物 


がレ、 (に良くなる。 植木屋な どに 問 かば 斯んな こと は 幾らでも あるで あらう。 精 祌界に 於ても 然ぅ 

だ。 吾ら 自身 ま 罪に 染 つて、 甚だ やくざ な質 である。 然し 基督 を 信じて 其の 中に 生活すな 面目 

全く t くなる。 これが 卽ち 信仰で ある。 植物き 專門家 は、 其の 巧なる 方法に 依って、 草木き 

肩 を I へる ほどに 變ら せ、 花 Q まぬ ものが f」、 唤 いても 花が 小さく 立派で ない ものが 窗ナ 

きく 立派な ものになる。 實& のおし ^ばかりであった のが 暴な る實を結 ぶ やうになる。 斯る こと 

ま 唷. s.n^ こも ある。 基督 を 信仰す ると 今 申した やうに 變る。 質が 變る。 

木な ど を 见ても 大きくな りさうな の も あり、 恐らく 餘り 大きく はなる まいと 思 はれる の も ある。 

人 の身體 でも 然 うだ。 一寸見ても は餘程 大きく、 高くなる であらう と 思 はれ f かの も あると m.- 

へ-ま、 七 方に は 如何 も然ぅ 行き さう に 見えぬ の も ある。 共れ は 節々 の 具合な どから 判定る の だ。 靈 

魂に も iQ 讓に 由り、 永需 生命 を 有って 居る と然ら ざると に 由って、 逢何菅 でも 仲び て 

I さうな 質と ft あり、 これで 止り、 其れで 終りで あらう 鱼 はれる の も あるら しく 見き 

同じ 人間で あっても 天に 屬 する 質の もの も あれば、 - 地に 屬 する 質の もの も ある。 交際上 手で、 常識 

が 頗る 熟して 居、 萬事拔 目な く、 此 世の 生活に はもって 来いで、 眞^ 所 適才、 すん く 仲び て.^ 

く。 然し 其れより 上 は 仲び さう にもない。 た.^ 地上 だけ だ。 やっと 地面 を 這 ひすって 居る のみで 

瓜 や 芋の 蔓 が^に 這 ひ 回って 居る やうに、 下向の 業に 老けても、 空 を 凌ぐ ほどの 大木に なり、 立派 

な 梁 や 柱に はとても なれまい と 思 はれる 質で ある。 其の 现想、 其の 首 行、 其の 發 達の 工合が 地の 

S 五 

基督 も 信じ 4i る 或る人お ち 


方へ とのみ 進んで 往く。 天に 伸びて 往 くのと 大變 違って 居る〕 天に 屬 する ものと、 地に 屬 する もの 

との 相違で ある。 彼 は 時間 的、 此は 永遠で ある。 同じ 人間で あるのに 斯 くの 如く 隔が あらう とは不 

K 心議の やうで あるが、 額 付 だけ 見ても、 何だか 違 ふやうな 氣も する。 惠比壽 ゃ大黑 の顏は 何として 

も 天に 屬 する ものら しく 思へ まい。 彼ら は 何 さま 地上の ものと!： If を 着けねば ならぬ。 ひとしく 偶 

像で も 惠比壽 や 大黑と は 趣味の 違った ものが ある。 觀 音と 辨 天と を 較 ぶれば、 觀 音の 方が 稍 や 天に 

近 さうな 顏 をして 居る ではない か。 一寸 顔 を 見ても 然 うだが、 靈梦の 深き ところに 進み 行く と、 此 

の 相違が 實に甚 しくなる。 斯の 如く 人の 生活に は 野生の ォ リブと 本 當のォ リブとの 間に 於け る やう 

な 恐るべき 懸隔が ある。 . 

或る 書物、 これ は 科舉の 方面から 基督教 を 論じて、 一時 は隨分 廣く讀 まれた ものであるが、 屮に 

斯う 言 ふこと が 書いて ある。 これ は 十 幾年 前の ことで 分明した 記憶 はない が、 大要，^ の 如くで あつ 

たらう。 ここに 一 株の 木が 生へ た。 漸く 成長して 段々 大きく、 枝も繁 くな つて 来た。 所が 枝に なつ 

たが 最後 何 所まで 伸びて 往 つても 枝に 過ぎる こと は 出来ない。 枝で は 結局 大黑柱 や 帆柱に なること 

は 出来ぬ であらう。 枝 は何處 まで 往 つても 枝で 終らねば ならぬ。 終に &f として 圍爐裡 に i ベる 外 

用 a 方 も あるまい。 然し^の ままで 仲び て 往く方 は、 上へ 上へ と 次第に 仲び て、 汎柱 にも、 亦大 a: 

柱に もなる ことが 出来る。 同じ 木で あっても、 轮と 枝と は 大變な 相違で ある。 人 一 旦祌を 失って、 

神の 生命に 遠ざかる と、 其の 生活が 枝に なって 終 ふ。 或る時 期になる と を 斫られ る ことに もな 


るで あらう。 何分 邪魔になる 奴 は 全くき つて 了 はれる かも 知れない。 あっても 駄目 だ。 百姓の 背負 

籠 こ 人 叱ら- て、 何 處へか 運ばれる であらう。 粋に なった のと 枝に なった のとの 間に は、 其の 運命 

に、，^ 遠の 相 遠が ある。 人間 も 之と 一 つの 事で ある。 今 は 斯うして 同じ 人間で、 五分く の 格 だ 然 

し 後に は大 いなる 相 逮を來 すか も 知れない。 耶穌 のお 譬喩に、 二人の 婦が差 向 ひで 何の 氣 なしに 曰 

を 挽いて 居る。 或は 其の 一方が 大變 綺麗 かも 知れぬ。 然し 豈 計らん や、 不 雲に 見えた 方が 反って 

選に 與り 美人の 方 は 取り 遺されて 了った。 然んな ことが 世の中に は隨分 多く あるで あらう。 皮相の 

見方 を 以てすれば、 相似 寄って、 全く 同一に 思 はれる かも 知れない。 然し 信仰に よって、 基督のう 

ちに ある もの は、 永遠の 生命 を湛 へた 活力 を 有って 居る もの、 永遠 を 期待して 頻りに 向上して 進み 

往 くものと、 ただ" ill にの み 這 ひすって、 此世限りの淺問しぃ生活を績けて居るものとの間には^^ 

局 大變な 相違が 起って 來 るので ある。  や のナ 

聖書に 世の 子ども は 光の 子どもより 賢い と 書いて ある。 前者 層獨り 敏捷に 行って 去る こと も ある。. 

後なる が 或は 遲れ氣 味に 見える。 何故 光の 子た ち はもつ と 賢く 敏活に 行らない ので ある 力 甚だ. 

殘念 である。 斯の 如く 世の 子どもが 厘 く &る。 然し 大局 を 見渡して 之 を 論す ると、 基 银敎を 奉す 

る 社 舎が、 これ を 奉じない 社會 よりも、 全體 として は 其の 文明が 勝って 居る であらう。 例 すれば、 

富に せよ、 事業 學問 にせよ、 信仰の 篤い 百 人と、 信仰な しの 百 人と、 何れが 優秀で あらう.^。 か 信仰 

的な 眞 面目な 基赞 者の 方が H 桂冠 を 占む る こと は 疑 はない。 此れ は 一人 や 二人の ことで は 判^り 難.. 
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い。 百 人な り 千 人な り 纏めて 比較す るなら ば、 圑扇 は必す 基督 者の 方に 揚る であらう。 未だ 統汁表 

に當 つて 調べた ことで はない が、 どうも その 害 だと m:3 はれる。 

わか じに 

時として 惡黨 長命 を 保ち、 聖人 夭折して、 天道 是か非かと 憤慨 せざるを得ない やうな 事實も ある 

然し 此れ は 目前 一時の 勝敗で 決せら るべき ことで はない。 事の 眞相、 其の 行き 懸 りの 複雑なる 翔？ 系 

さて は 結局の 利害得失 をまで、 盡 く見窮 はめす して、 うかと 判斷を 下す こと を眞 まね、 まならぬ。 兑 

たと ころで は、 全く 同じ ほどの もので あっても、 終局に 至って 非常な 相違 を 示す 例が 幾ら も ある。 

麥を杉 や 檜の 苗に 較 ぶれば、 麥が 長大で あるか も 知れぬ。 杉 や 檜が 寧ろ 小さく 見える であらう。 麥 

時 を 得て 優等 を 誇る 場合 も あらう。 麥は 一年で あの 位に 大きくな つて 熟達す る。 杉 や， +i 然ぅー 了 か 

ない。 見たところ 麥 ほどに は 伸びて 居ない。 其れで 考 へて 御覧なさい。 ただ 目前の 形で は. 可 方が 韋 

いか 一寸 解り難い。 然し 長い 月日に は 判る。 これ は 誰も 疑 はないで あらう。 

元來 基督 敎を 信す る ものと、 全く 無 信仰な ものと は 大いに 遠 ふ 所が ある。 一一 n 仰が あるに しても、 

單に 神の 實在 を認 むる 程度の ものと、 罪を赦 されたい と 言 ふ 感じ を 懐き、 彼の 路加 傳第 十五 章の 放 

蕩兒の 家に 歸 つて 其の 父に 喜び 事へ たやうな 精 祌狀態 を 有つ て 居る ものとの 間に は、 品性の 形狀、 

人格の 種類、 その 行き方、 その 生命の 質に 於て、 非常な 相 遠 を 見出さねば ならぬ。 其の 心 持、 平生 

の 志、 心配す る こと も、 喜ぶ こと も、 安心 も、 不安 も、 すべて 大變に 違って 居る。 これ は 西洋 東洋 

の道德 の歷史 や、 其 所に 現 はれて 居る 人物の 互に 相 異る點 を 研究して 御覽 になる と、 實に 然る こと 


う： んづか 

も あり ナり と 首 るるで あらう 

基督教. V 信す ると 直ぐ 完全な ものに なり 得る であらう か。 基督 者に も隨分 詰らない 奴が 居る では 

ないか。 信者の 立派な 奴 は 何 所に 居る か。 斯うた たみ 懸けて 論す る 人 も ある。 然し 多数の 執 i なる 

基督 者に 目を羞 けて 之 を 研究して 貰 ひたい。 た.^ 基督 者の 屑 を 相手取つ たので は、 其の 結論が 不公 

平に 陷り はすまい か。 善良なる！^" の 基督 者の 精祌狀 態に 就いて 判斷を 下す こと を 要求せ ねばなら 

ぬ。 後者の 如き 穩 類に 屬 する 基督 者 も 或 人々 の 言 ひ 觸らす ほど 稀 有で はない。 到る ところ 隨分 其れ 

を昆 もし、 聞き もす るので ある。 之に 就いて 精 茶し 来らば、 以上 說き來 つたと ころに 同意す るは餘 

り 難 かしい ことで も あるまい。 

世に は 善い 質の 埶 一誠なる 多數の 基督 者が ある。 然しす ベて まだ 未熟 もので 任 重く 道 遠し の 感を免 

れ， ょハ。 n:- レて 完全に なれる であらう か。 杉 や 槍 は 一年で 直ちに 村 木に なれる か。 麥は 一年で 役に 

立つ ほどに 成れる。 杉 や 檜 は然ぅ 行かない。 然し 完全なる 良 村 ともなり 得べき 質 を 有って 居る。 麥 

と は 確に 違 ふ。 白樂 天の 詩 を讀ん でも、 山の 上の 苗と 溪 底の 松と、 植えられた 地に 由って 高低 も 違 

つて 居る と 言 ふ 意味の 句が ある。 世の中に は 隨分麥 で 威張って 居て、 杉 や 搶の苗 を 下目に 見 11 鹿 

にす る やうな こと も 間々 ある。 基督 者の こと もまた 之に 似寄って 居る。 彼 は 我 基督に 在る、 前日 は 

野生の ォ リブで あつたが、 今 は 良い 種類の ものに 接がれて、 質も變 つて 居る と 首 ふ。 然し まだ 其の 

發 育が 不充分で ある。 此れ も カル ビンの 祌舉 に據 ると、 組織 は 完全で、 其の 程度が 不完全で あると 
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言って 說明 する ことが 出来る。 其の 意味 は 斯う だ。 嬰兒は 正しく 人間で ある。 目 も 鼻 も 耳 も 整然と 

俯って 居る。 人間 並の 靈魂を も 有って 居る。 人間と しての 組織 は 完全で ある。 然し また § の 赤ん坊 

であるから、 其の 程度 は 低い。 今から 成長して 往 かねば ならぬ。 之 を 其の 組織 は 完全で 程度が 不完 

全で あると 言 ふので ある。 基督に 在る もの は祌の 子になる。 基督 を 信 すれば 直ちに 神の 子で ある。 

新たに 生れた 神の 子で ある。 決して 不具 もので はない。 然し 永遠の 生命 を與 へられ、 神の 子と して 

生れ 出で たもので あるに しても、 其の 程度に 於て はま だ 不完全で ある。 尙ほ 成長しつつ ある。 rs:^ 

るの を俟 つて 居る ので ある。 此れが 基督 者 今日の 狀態 である。 

約 翰 一書 三の 二に 『我等い ま 神の 子たり 後い かん 未だ 顯れ す、 その 現れん とき、 われら 之に 肖ん 

こと を 知る』 と 言って ある。 今旣に 神の 子で あるが、 後 を 待って 尙ほ彰 はるべき もの を 有って 罟る。 

一一とば 

普通の 辭で 雲へば、 其の 世に出 づ べき 時が 必す來 る。 まだ 部屋住みで 堂々 世に は 立たない が、 遠 か 

らす 世に出 づる であらう。 其の 曉は 如何なる 光榮に 輝く であらう か。 有 明の 月の 光 を 待つ ほどに 吾 

がせ はいたく ふけに ける かな、 の 感じ を 深 ふす る こと も 無いで はない が、 主の 彰， たま ふ 日に は 確 

に 之に 肖ん こと を 知る と 信じて、 勇み 進まん とする が 基督 者の 本領で ある。 

其れと 同じ こと を バウ n は 斯う 言って 居る 『聖靈 の 初の 實を もつ 我ら も 自ら 心のう ちに 嘆きて 子 

とせら れんこと、 卽ち 己が 體の贖 はれん こと を 待つな り』 (^ 一 マー ff3。 吾ら 今の 狀態は 神の 子た る 生 

命の 初の 實を 牧穫し 得た に過ぎない。 實に心 はは や 神の 聖靈の 感化に 活 きて 感謝に 堪 へない ので あ 


るが、 此れ 尙ほ 新年の 初荷に 外ならぬ。 一年の 商寶 いかでた だ 此れ ほどで 止むべき。 希望に 於て 救 

はれた る 身 は、 唯 彼の いや 增 さる 光榮を 前途に 望み 兒て 進まん と 欲する ので ある。 

二 

斯くて 『基督に 在らば 新たに 造られた る もの』 (gslr;^:« である。 卽ち基 将と謂 ふ： S に 接がれた 枝 

である。 葛の 株から 切り^られ、 野生の ォ リブと 絕緣 して、 此方の 良き 幹に 接がれた ものである。 

いままで 

新たなる 種類、 新たに 造られた ものである。 へ 吹く 花 も、 結ぶ 實も、 從 前と はう つて 變 つた 狀 態で あ 

る。 抑 聖靈の 結ぶ 實は、 『愛、 S 零 平和、 寛容、 仁慈、 善良、 忠信、 柔和、 節制』 (經 ゾャ望 ) であ 

る。 而 して 其の 展開 進歩す る 段取りと 有様と は旣に 記された 如くで ある。 基督 者の 現狀は 甚だ 兒す 

ぼらし くも ある。 今 は 苗木 同様の 狀で あるが、 後 如何ん。 其の 希望 胸に 躍って、 歡喜身 も 浮き立つ 

やうで ある。 基督 敎は 結局 斯う 言 ふ 趣意で、 信者に なると 言 ふの も 斯う 言 ふ 意味で ある。 

斯 やうに 基督 者に な つ た 人た ち の こ とや、 基督 者に な つ た 時 の 模様な ど を 幾 つ か 擧げて 御 參考に 

たより  .  —  . 

^したい。 宣に 進まる る 便と もなる であらう 

一  に 紹介した いのは マグ ダラの マリヤで ある。 此は 常に 耶穌に 侍き 仕へ て 居た 婦の 一人で ある 

今 物語る こと は 福音書の 記事 其 ままで はない。 少しく 小說 的な ところ も ある。 何故 然ん な.^ 說カカ 

つたこと を 語る ので あるか、 實傳が 好いで はない かと 仰せられる かも 知れない が、 實傅 であらう と 

小說 であらう と、 其の 意味 さへ 能く 解つ て、 當の 人物の 心 術 や 品性が 明かに なれば 好いで はない か。 
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マグ ダラの マリヤに 就て 近頃 或る 小說 家の it いた もの も ある。 隨分 面. HI いやう だが、 私 は 其れでな 

い。 一 つの 總の話 だ。 曾って 英國に ダンテ • ガブ リ H ル •。 セ ツチと 一一 目って 緒に 妙 を 得た 人が 居た。 

中々 信仰の 篤い 感心な 人で あつたが、 その 描いた のに 次の やうな 一枚が ある。 派手に 着飾った 一人 

さ さ 

の 女が 今し も 街 を 前方へ 往 きつつ ある。 其れ は 此の 繪の 表に は 見えて 居ない. が、 何 所 か 大きい 立派 

やしき  い, リ つ、 

な 邸宅が あって、 其 所に 催された 舞踏 會か 实會 などへ 參會 する 途中ら しく 察せられる。 彼女が 遊 冶 

ら-ン  as て  • 

郞らと 打ち連れ 立って やって 來 ると、 右方の 窓から 主 耶穌が 之 を昆て 居られる。 其の 氣 高い 淸ぃ御 

顔が 深く 彼女の 態 を 哀れむ が 如く、 しみ-^ 凝と 眼 を 注ぎつつ ある。 瞥と 其れ を 見た 彼女 は、 己が 

き ヷ 

生涯の 如何に 淺問 しく 汚れた もので あるか を 深々 と 感じさせられた。 新たなる 思 ひが 其の 胸 を 訪問 

れて、 豫 期した 方に 進む こと を容 されなかった。 今まで 樂 しみに して 來た 席に も 列る のが 嫌に なつ 

た。 其 所で 忽ち 方面 を更 へて 耶穌の 居られる 家に 驅け 人らん として 居る。 彼女 は 耶穌の もとに 身 を 

投じて、 其の 道を聽 くべ く、 一刻 をも爭 ふ ものの 如く 昆 える。 すると 一緒に 來た 奴ら が 或は 家の人 

口に 立ち塞がって 之 を 押し 囘 さう とする。 或は 後から 引戾 さう として 居る。 彼女 は 無二 無； 一； 猛烈な 

勢で 飛び込まん とする。 それが マグ ダラの マリヤで ある。 總 はロセ ツチの 想像で あるが、 當ら すと 

雖も 遠から す、 殆んど 寫生畫 の やうに 思 はれる。 マリヤ は 曾て 七つの 惡 鬼に 捉 はれて 居た が、 基督 

其れ を 追ひ拂 ひ、 彼女 をして 正しい 精神 狀 態に 反る こと を 得せ しめたの である。 此の 鎗の 模様の 如 

き 物語 は事實 上世に 少 くないの である。 多くの 人 は 基督に 依って 斯の 如く 變ら せられる。 


^^Ill^i^^o それ は ガリラヤ湖 畔 カペナ ゥンの 町に 於る 出來 奪あった。 ^ 

斤 は 八 J-f もない やうに なって 居る が、 昔 は隨分 盛んな 町であった。 税關 もあって 荷物な どの 出ス 

もい々 冬かった。 その 頃 ユダヤの 稅吏 は牧 防な どの 行 もあって 食愁飽 くこと なきもの どもで、 今 曰 

ならば 一 S 貸 か 何 かの やうに I から 忌み嫌 はれて 居た。 其の 稅關に勤 務 して 居た 一 人の 役人が あ 

つた。 名 を マ タイと 謂った。 彼 は 丁度 執務中であった らうが、 或 ひは此 までに 耶穌の 語られる の を 

P きした もの かも 知れない。 折し も 事 務を視な がら 何 か 物 思 はしげ な I をして 居た でも あらう 

其 所 を ほ^が 通行し、 過ぎが てらに 例の 力 ある 視線 を 注ぎ、 之に 向って、 我に 從 へと 仰せら た マ 

タイ は その II り 片付けて、 直に 耶穌に ま剩へ I.S に 以前の S たち、 朋 I もす ベて 

親しい 人々 を 呼び集めて、 我 は 今より 斷然 ナザレの 耶穌の 門に 人り、 新たなる 人， して 世に立つ 

ので あると、 堂々 披露した。 加 ふるに 事の 序 を 以て 此の 好 襖 會を傳 道に も 利用した いと 思った であ 

らう。 大膽 なる 回心 振り を 實に氣 味 好く も發 揮した ものである。 

策 三 路加 傳第 十九 章 一節 以下の 文 も、 稅關の 役人で、 マ タイより 年上な、 斯る ことに は 手腕の 一 

.5.^.^ かったら しい ザァ カイと 謂 ふ に關 する 記事で ある。 彼 は 身の 長 も 低い し、 然らぬ だに 職掌 

柄 世間から 霍れて 居た が 何 所 I り 者であった。 一種の 奇物 であった と 見える。 彼 はまた 1 現 

在の 生活に f する ことが 出來 す、 折に 觸れて は 善くな りたい と 謂 ふ 志 も 起った であらう。 然る ほ 

どこ^が 其の 住んで 居た H リコ I 過せられ きとに なった。 此所は 旅人が ヨルダン I より 渡 

、  五 一一. 一 

^督も 信じた る^る 人 4i ち 


つて 程なく 到着す る 山 もとの 市街で ある。 彼 は 千歳 一 遇の 機き 逸すべ からす。 如何 謂 ふ 人 か 一 と 目 

之 を 見たい と 思った が、 耶穌は 前後左右 群衆に 圍繞 せられて 居た から、 身の 丈の 足らない ザァ カイ 

に は 力 及ばない。 止む こと を 得す、 彼 は 必要なる 程度まで 身の 長 を 補足すべく 樹に 登った。 餘 まど 

へ-つきん  た， ごもの  な，^ 

票輕な 奇拔な 人物であった ことが 判る。 決して 普通人ではなかった。 彼 は 普通の 見物人と 違って 居 

た もっと 深い 動璣も 有ったら う。 斯くて は 見え も 外聞 も あらば こそ、 一生懸命、 ^の 上から 不 v.^ 

の 過ぎられ るの を 見て 居た。 、王 此の様 子 を 看られ、 樹の上 を 仰いで 曰く 『ザァ カイよ 急ぎ 降れ。 今 

日 我必す 雨の 家に 宿らん』 彼 は 歡んで 耶穌を 我が家に 請 じ、 心を盡 して 之を歡 待した。 叉 re: 穌に吿 

,  もちもの  - ' . 

けて 曰く 『主、 視ょ、 わが 所有の 半 を 貧しき 者に 施さん、 若し、 われ 誣ゐ訴 へて 人より 取りた る處 

あらば 四 倍にして 償 はん』。 耶穌言 ひ 給 ふ 『今 曰 救 はこの 家に 来れり、 此の 人 も アブラハムの 子な 

れば なり。 それ 人の子の 來れる は、 失せた る 者 を 尋ねて 救 はん 爲 なり』。 寶に 今日 救 はこの 家に 來 

た。 此の 男は變 つた。 新しい 人間に なった ので ある。 

第 四 使徒 行傳第 十五 章 三 九 を 讀んで 見られよ。 これ は バウ 口と バルナ バが 一組 こなって 傅 首 J こ 

出かけ やうと したと きで あつたが、 彼ら は 手 傅が 欲しかった。 それで バルナ バは マルコと 首 ふ 自分 

の 甥 を 伴って 往か うとした。 然るに バウ 口 は 之に 反對 して 言った。 マルコ は 曾って ともに 導 道に 出 

たと き、 其の 行 先 を 心配し 氣 怯れ がして 途中から 罷 めて 逃げ 歸 つたこと が ある。 斯る輕 薄な 漢は連 

れて往 くの は 嫌 だと 言って 如何しても 聽 かない。 バルナ バは 是非 連れて 往く、 バウ a は往 かぬ と 主 


張して 相 譲らぬ。 兩 人の 間に 爭 論が 起り、 止む を 得す、 何時までも 相爭 はんより、 寧ろ 穏 力に バウ 

口 は； g か、 バルナ バは 1_ ず と^れ 別れに なって 傳 道に 出た。 之で 兑 ると 此 時の マルコ は 人物が 氣に 

食 はない。 バウ 口が 見棄 てた の も 道理で ある。 ところが 次第に 變 つて 來^。 提摩太 後書 四の 一 一 を 

讀 んで兑 ると、 先年 バウ 口が 氣に喰 はぬ とて 棄 てた マルコ は、 全く 變 つた 人物に なった ものと 兌え 

る 。『唯 ルカの み 我と ともに 居るな り。 汝 マルコ を 連れて 共に 來れ。 彼 は 職の ために 我に 益 あれば な 

り』 驚くべき 變化 である。 此は バウ 口の 前の 判斷に 間遠が あって、 マルコ を 擯斥した ので はない。 

彼が 後に 至って 變 つたので ある。 其の 結 菜、 正しく 提摩太 後書 二の 二 〇 及び ニーに 首って ある 如く 

になった。 『大 いなる 家の 中には 金銀の 器 あるの みならす、 木 また 土の 器 も あり、 貴き に ffl ふるもの 

あり、 また 賤 しきに 用 ふるもの あり、 人 もし 賤 しきもの を 離れて 自己 を 潔くせば 贵 きに 用 ひらる 器 

となり、 淨 めら れて 主の 用に 適 ひ、 凡て 善き 業に 備 へらるべし』。 基督 敎を 信す る ものが 立 f じ f 人物 

のみで は 困る。 吾ら 如き £ ざな もの は 失望す る 外 あるまい。 然し マルコの やうな 粗 ざな、 當 初はパ 

ウ 口に 斥けられた it 後 大いに 變 つて、 斯の 如き 貴重な 役に立つ やうに なった の を 見る と顿 もしく 

なって 來る。 斯 くも 人 は 感化せられ 得る か。 野生の ォ リブから 切り取られて、 良き ォ リブに 接ぎ 更 

へられるならば、 斯 くも 見事に 實を 結ぶ もので あるか。 我 も 其の やうに 變 りたい と勇氣 づけら るる 

ゝ. J 也べ する。 

第五 ここに 又ピ レモン. 書と 言 ふ。 ハウ P の 短い 手紙が ある。 ピ レモンと 言 ふ は 身分 ある 人で、 其 

£ 五 
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信仰の 生活  五六 

の 家に は 下男な ど を も 幾人 か 使って 居た。 その 中に ォネ シモと 一一 一一 c ふ ものが 居た。 彼 は 主人の 家から 

持 逃げ をし、 流れ 流れて 遠く 羅 馬に 往 つた。 此間も 横濱の ある 商館の 西洋人が、 ニ萬圓 ばかり 穴 を 

開けて 何 所へ か 逃げた と 言 ふこと であった が、 つ ひに 上海に 往 つて 隠れて 居る と 判った さう だ。 1^ 

じ やうに ォネシ モも持 逃げ をして 羅馬 へと 逃げて 往 つた。 此は 東京の やうな 人口の 多い ところ だか 

ら 人中に 潜り込んで 居れば、 滅多に 露顯 もすまい。 叉 何 かの 仕事に あり 付 くだらう と 一ぎ ふ考 へで、 

彼は羅 馬へ と 志した ので あらう。 其 所に うろ 付いて 居る うち、 圖らす バウ 0 に出會 つて 敎 / られま 

た 救 はれた ので ある。 ォネ シモは 『益』 と 謂 ふ 意 妹で、 此方なら は 益 造と か 利 助と か 言 ふやうな も 

の だ。 然し 其の 名に 似合 はす 主人に は 無益な 奴で あつたが、 今 囘パゥ ：！ に 救 はれてから は 本 當に益 

造に なった ので ある。 バウ 口 は 然ぅ謂 ふ 意味 を 書き入れ、 添 手紙 をして 益 造の ォネシ モを舊 の 主人 

の もとに 歸ら せた。 書中 また 如佝か 決して 此 3；；： を 奴隸の やうに せす、 主に 於け る 友達の 如く 扱って 

下さる やうに と 言 ひ 遣った ので ある。 勞働 問題な ど を 解決す るに も 善い 參考の 材料になる 話で あ 

らう。 

三 

第 六 タ" し 基督 敎はォ ネシモ の やうな 人間の 襤褸 屑 を 拾 ひ 上げて、 廢物 利用 をす るの みの 道で は 

ない。 使徒 行 傅の 第 六 章 以下の 所に ステパ ノと言 ふ 人の 事が 書いて ある。 此人は 耶穌の 道の ために 

心を盡 して 甚だ 有力に 活動した 人で ある。 彼 は 智慧 も あり、 殊に 聖靈 に滿 されて 罟 たから、 其の |5 


論に 偉大な 力が あった。 反 對者も 議論で は北ハ の 前に 立つ ことが 出来なかった。 北 ハれが 到頭 彼の 害に 

なって、 迫. 辔を 受け、 石で 打ち殺される ことにな つた。 そこで^ 七 章 五 九 及び 六 〇 に 至る と 『斯て 

皮 i:lt. がステ パノを 石に て舉 てると き、 ス テパノ 呼びて 言 ふ、 「主ィ H スょ、 我が 纏 を 受けた まへ」 ま 

Z イス-一一  >  しる 

た. づ (て 大聲に 「主よ、 この 罪 を 彼らに 負 はせ 給 ふな」 と 呼ばりつつ 眠に 就けり』 と 記載 L て あ 

る。 不思議な 話で ないか。 石で 撃ち殺される とき 『この 罪 を 彼らに 負 はせ 給 ふな』 と 祈って 眠る が 

. ^くに 死んだ。 右に ついて 一 つの 話が ある。 英國 にジョ セフ *パ ァカァ と^ふ 名高い 牧師が あった。 

或る時 彼 は、 無神論者で 日顷 基督教の 駁擊を 事と して 居た 有名なる 雄 辯 家から、 公 の 討論 を 挑ま 

れた。 北ハの 席上 色々 討論した 末、 相手の 辯士は 突如と して 次の 如く 言 ひ 出した。 『君 は然ん なに 基督 

敎を 有難が る けれど 如何 だ、 ステ パノの 殺された とき 祌は 如何なる 助け を 彼に 與へ たか。 彼 は 如何 

して あの やうな 無 殘な死 方 をした ので あるか。 神 は 如何した の だ。 如何 之 を 助けた ので あるか』。 パ 

了 カァは t 日 自ら吿 して 活る 如く、 此の 突擎に 一寸 口籠った が、 間もなく  II き 直って 答へ た。 『實 

に そのと き 主耶穌 基督 は 彼 をして r 此罪を 彼らに 負 はせ 給 ふな」 と 祈ら しめたの である。 それだけ 

の 愛、 それだけの 氣カを 之に 與 へられた。 此れが 神の 力で ある。 基督教の 力で ある』。 聽衆は 大いに 

感じて 拍手 喝釆 した。 討論 は 此れで パァ カァの 勝利と なった と 言 ふ 話で ある。 然も あらう。 基督 敎 

は 其の 信卬に 依て 人 を浙の 如くなら しめる。 共の やうな カを與 へ る ものである。 

第 七 最近 到着した 英國 新聞に 『ミス タ ！• ジョ ージ* カドべ リイの 死』 と 言 ふ 一節が あった。 此 
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の カドべ リイ 氏のお 孃 さん は、 彼の 讃美歌の 獨唱で 有名な、 其の 良人 ァレキ サン ドルと 共に 七 年 前 

日本に 來た。 信仰の 厚い 感心な 嫁 人で ある。 カド ベリ ィはコ コア を 製造す る 人で、 设 初に は 二十 だ 

人位 使って 居た が、 それが 今では 九 千 人 ほどに なって ほる。 共の 所得 を い 奉仕 的 事業に 惜しみな 

く 使用した。 彼 は 工場に 働く 九 千 人の 衞 生や 敎育 を, g んじ、 就中 彼らの 魂の ことに 深く 注^して、 

多くの 設備 を 整へ、 彼らの ために 老後の 生活 を 安から しむる 方法 を も 講じた。 今で こそ 社會キ ：蓊な 

どが 勃興して ストライキまで も 行って 居る が、 カドべ リイ は 共の 信仰から 多くの 點に 於て 之に 先鞭 

を 着けて 居る。 彼 は 其の 使用人ら のために 一 つの 村 を 作った。 世の 人 之 を 花園 村と 稱 して 譜 めぬ も 

の はない。 独の 製造す る ココア は、 埶ー帶 の アフリカ あたりから 持って 來る もの を 北：： の 村 料と する の 

であるが、 幾年 か 前 其の 最も 善い 産地に は、 今な ほ 奴隸を 使役して. _ ^だ殘 酷な 取极ひ をして ると 

謂 ふ事寳 が 判明した。 之 を 知った カドべ リイ は、 其 所から 來る品 を 一切 使^しない ことに 決心し 

た。 それ を 使 はない と 商賣の 損になる。 然し 人道の ために は 自己の 損失 を も 厥 はない。 斷乎 として 

惡ぃ 事業に 反對 したので ある。 彼はまた或る日刊新聞を買牧してi^^潔なる新聞紙を與すべく、 多く 

の 金 も 力 も 費やした ことがある。 終に 成功 はしなかった が、 確に 共の 志 は 立派 だ。 金備け 一方の 營 

業と は 雲泥の 相違で ある。 彼の 商 賫には 新たなる 生 八 叩が 人って 居た。 世 の實業 家なる ものが 野生 

のォ リブなら ば、 カドべ リイの 事業 は、 共れ から 切り放され、 良い 種類の ものに 接がれて、 全く 別 

な 方面に 芽 を 出した ので ある。 


.ガ 八 もう 一人 クロス 丫と謂 ふ 善い 紳士が あった。 此 人は英 5i 師の 出身で f の 機械 等 

を 造って たが、 成る 瓦斯の 機械 を發 明して 特許 を^、 大變な 僮け をして ぉ奈の 身と なった。 然 かし 

皮 も カドべ リイの やうに、 マ ンチ H スタァ 市に 於て、 造の ため 人の ために 北ハの 財産 を 盛んに 使 W し 

た。 ^るに從ってドシく，ぃ^^^に其を使って了ふ。 友人が.^ る 時 1 齿に來 て 言った。 『^然 んな風 

に 金を使 ふの は 善く あるまい。 何時も 金が 儲かる ものと 思って は 不可ない。 他に 新發 明の 機械が リ= 

來て、 S の 方の 特許が 餘り 役に立たぬ 日の 到來 する かも 知れんで はない か』 其れに ク " ス レ ィは斯 

ふ J> へ， ヒ 『有り難う。 それに 遠 ひない。 の 言 はれる 如く^の 機械が 何時 廢るカ も，. 力-. -なレ 然ぅ 

なると 何 ほど 使 ひたく とも 金が 出来ない ことになる。 北ハれ 故出來 るう ちに 飽くまで 善い 事 獎に之 を 

使 はねば ならぬ と 思 ふので ある』。 ク 口 ス レイ は 精祌界 に.？ -々 な 仕事 を 試みて 隨分 多く 成功した。 

^九 基督教の 歷史 にァゥ ガス チンと 謂 ふ 大人物が ある。 東洋に も 西洋に も その 類を兑 出す こと 

ま：；：： 來 i ハ。 m^^?、 舉問、 謹、 靈 的の 力と 深さと に 於て、 實に喊 世の 優勝者で ある。 此人は 

いとき 隨分. 小身 持で あつたが、 北ハ 母が 良い 基叔 y 者であった ので、 共の 精 祌狀態 を 深く 憂 ひ、 彼が 悔 

化め て 旨卬 0 人と なるやう、 熱心に 祈り 求めた。 そのうち だんだん 變 つて 來た。 . ^る 時 彼 はとつ お 

いつ 思案に 》れ て 煩 悶 して た。 彼の 鶴 魂 が^みの 苦み の设 中で、 卽 はち 祌の國 に 生れ やうか^ 4 

まい か、 その 11 に陕 まれて 煩悶して 居た ので ある。 忽ち 小さい 子供の K らしい のが 耳に 響き、 取て 

i 浪め、 取て ほめ、 と 貢った。 誰が 然ぅ言 つたの か。 唯 小さい 子供の-? i と かれた ので ある おし 是 

^督も 信じお る 或る人た ち  - 
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ぞ 神の 示しで あらう と 解し、 ありあ ふ 聖書 を 取って、 讀んで 見る と、 目に 着いた のが 羅馬 書のう ち 

に 『晝の ごとく 正しく 歩みて 实樂、 醉 酒に、 淫樂、 好色に、 爭鬪、 嫉妬に 歩むべき にあら す、 た 

だ 汝ら主 イエス、 キリスト を 衣よ、 肉の 慾の ために 備 すな』 (一 } 一一 一一 4 & であった。 此 所で 彼 は 夜の 明け 

たやうな 氣分 になり、 決心 をして、 其 年卽ち 紀元 三 八 七 年 復活 聖日の 晚洗禮 を 受けて 基督 者と はな 

つた。 彼 は 大に洗 禮と言 ふこと を 重んじ、 そのこと を餘 ほど 貴く 思って 居た。 の 生涯 は 比の 洗ず な 

を 境と して、 全く 別な 物と なった。 其で 今日まで も 世界中に 重んぜられる 聖者に なること を 得た。 

悔 改めて、 舊き我 を 脫ぎ棄 て、 新たに 基督 を 着る。 これが 基督 敎 である。 斯 くの 如き 例を擧 ぐれ 

ば、 ウェス レ ー、 ルゥ テル、 バン ヤン、 チンデ ン ドルフ は 勿論、 或は トルストイの 如き 少し 流儀 遠 

—しな 人間の ことで も、 或は ドスト エフ ス キイの 傳ゃ 其の 小說 のうちに も、 ^ほ 夥しく ある。 

此らの 人々 は 其の 生命が 基督 か ら發し て 居る ことの 證人 である。 皆 其 の 信仰の 結果 だと 自ら 言 つ 

て 居る。 其れならば 如何なる もの を 信仰と 謂 ふの か。 信仰 は 形式で ない。 解釋 でない。 或る 說 明に 

對 して、 然り然 りと 首肯す る だけの ことで ない。 單に 解る ことで ない。 信仰 は卽ら 志で ある。 基 

の 命令 を 奉じ、 それに 志 を 傾け、 誠意 を 以て 從 ふこと である。 詰り 全身 全生涯 を 悉く 主 邪 穌基赞 に 

投じ、 すべての 物を擲 つて、 そのお i£ をす るが 信仰で ある。 此の 信仰 ある 人が 新たなる 生命、 永遠 

の 生命 を 賜 はるので、 全く 浮世の 生命と は 違 ふ。 一 つの 新しい. 力で ある。 『人 もし キリストに 在らば 

新に 造られた る ものな り。 古き は旣に 過去り、 視ょ 新しくな りたり』。 斯くて 自身が 變る。 祌が變 つ 


て. -る。 萬 物が 變 つて 來る。 之が ため バウ 口 は、 もはや 肉 體に隨 つて 基督 を 知らないとまで 切言す 

るに 至った。 基督に ついての 考へ 方まで が 遠って 來 たので ある。 吾ら は 信仰に 山り て 新なる 世界に 

(一 九 二三 iii- 一一 、八) 

人る ことが 來 


汝我を 愛する か 

ョ ハネ傳 第二 十一 章 を讀 みて 


ベ テロな ど は 漁 をして 居た ので ある。 今し も 網 一杯の 魚 を 引き 上ぐ るのに 困難 I する よは さ^らで あ 

つた。 陸上に 耶穌の 姿 を 兑るゃ 否や、。 ヘテロ は 直ちに 海に 飛び込んで やって来た。 船に も、 終夜 骨 を 

折って やっと i た 魚に も、 頓着す る 暇がなかった ので ある。 主耶 穌に對 して、 あな 懷し、 慕 はしゃ 

と の淸 切な t のがあって、 片時 も 早くお 傍に 行き、 其の I メに 接したい と 思った からで あらう。 

ここが 第一に 注意すべき 點 である。 主耶穌 傍に 立ちた まふなら ば、 他の ことに 目 も くれす、 只管 之 

に 仕へ たいと 謂ふ氣 分が 盛んに 起り、 其の 心 持に 胸 を 占領 せらるべき 苦で ある。 

ぺ テ 口 の やうに 瞬 時の 感情に 任せて 海に 飛び込み、 耶穌の 許に 甌け 付ける と 謂 ふやうな ことお 

六 一 

^我 も 愛する か  - 


人の 性ハ 刀に も 由る が. 世間 有り勝ち のこと である。 か- -る とき は 前後 を考 へる 餘裕 もな く、 勢に 乘. 

じて こと を 行っての ける やうな 場合 も ある。 感情に 激して、 平常 は溫 1 ^(しい 控へ 気.. ^の、 も、 案 

外奮發 して 寶に 盛んな こと を 行って 退ける こと も あり 得る。 然し-: 風の 後の 靜 寂の 如く、 ことの 坎 ：\ つ 

た 後 は 時として 氣拔 けの 感 がする。 某して かかる 誠意が 自分の 心の中に 深く 潜んで 尻る か。 ハれが 

自己の 震 魂 の 姿 を 眞實表 はした もので あ る か 。 全 く眞底 の 志で あるか。 元來 志と 謂 ふ もの は 常の 、> 

であるから.、 しっかりした 堅固な もので なければ ならぬ。 或 ひ は 一時的、 發作 的の もので あるか。 

そこが 考へ 物で ある。 

- さて 今まで は 波立って 居た ぺ テロの 心 も、 邪穌 とともに 食事 をした ので、 すっと i 井 付いて 來 一 

時 的の 感情 も靜 まった。 心の 風 止み、 波 鎮まり、 海の やうに 平 かにな つた。 ー體 食：？^ は、 昂 ぶつと 

感情な どを靜 める に餘程 効能が ある。 其れで 邪穌 はぺテ a が I 時 的、 發作 的の 感情の 靜 まるの を 待. 

つて 居られた ので あらう。 斯くて ぺテ 口に 向って 『ヨハネの 子シモ ンょ、 汝 この もの どもに りて 

我 を 愛する か』 と 問 ひか けられた。 

『この もの ども』 と は 何 を 指した ので あらう。 此れに 二つの 說が ある。 一 つ は 北 ケ听に Gixn せた 他の 

弟子た ち を 指して、 『汝は 他の 弟子た ちに 勝って 我 を 愛する ので あるか』 と 問 はれた 意味と 解釋 する。 

斯る解 釋も强 ち 不都合 だと は 言 はない。 然し 主 耶穌は 何時でも 無錢な ことな ど を 口に 出されぬ 紳士 

の 標本で ある。 それで そこに 當の 人た ちの 居る にも 構 はす、 『汝は 此の 速 中よりも 多く 我 を 愛する 


か』 と §i ふが 如き 問を發 せられ やうと は 思 はれない。 又ぺテ P も 之に 對 して、 『ハイ 私 はこの 入 

たちよりも § おく 愛して ります』 と は 言 ひ 難いで あらう。 又 共れ を 言 はせ ると は餘り 心ない 話で あ. 

ると 八 I する 人 も ある。 此の 說に 道理 も 幾分 あるら しく 2 心 はれる。 

まこ 也つ V 々は、 ヒ、 れは舟 や、 網 や、 魚の こと を 言った のであって、 『汝が 地上の 富 や 財 寶に化 力 

L、  n 來跑味 深き fl に 身 を 入れて、 相當の 利益 をい：： むる こと も 好い ことで あらう。 舟 も 網 も 大切な 

ものに^ ひない。 然し 其れ をス f いじ 詰める と汝の 身と 謂 ふこと になる であらう。 共れ よりも 汝は我 を 

愛する ので あるか』 と 基^が お尋ねに なった 意味 だと 說 いて 居る。 そこで 或る人々 は、 網、 仏ヽ 

の 领と耶 穌とを 比較す る こと は餘り 釣合の 付かぬ 話 だから、 然んな もの を 指して 此れら よりも 我 を 

愛する かと 問 はれさう に 思 はれない と 言 ふ。 が然 うで はなから う 

人 は寳に 弱い ものである。 或は 一寸 物兑 遊山に 出かける と 謂 ふので、 その 方にば かり 氣を 取ら 

し 、 v^in な 戴 魂 の 問題 を 忘れる こ とも 隨分ぁ る で あ ら う。 花：^ で な く と も 其れ に 類し た伟 かなお 樂 

のた め、 主耶 穌に對 する 大切な 責任 を つたり.、 忘れたり、 後 廻し にす ると 謂った やうな こと 必 

しもな かつと は 言へ まい。 生命 を さへ 犠牲に して 仕へ ると 謂 ふの が 吾ら の 志で ある。 况； 5^!^ や 4 ォ 

より 以下な もの は 露 土の 如く 之 を 楽つ る ことが 容易で あるべき 箸で ある。 然るに 經驗上 却々 然 うは 

サ かない。 ：：^ 外 吾ら は意氣 地な き はしたない ものである。 世の中の 些細な 事物と 基督 を 交換す る や 

うな 場合 も M あつたか も 知れない。 其れ を考 へて 見る と、 ぺ テロに 向って 斯う 謂 ふ 問 をせられ たこ 

六 三 

^. 我 も 袋す る 力 
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とも 怪 むに 足らない。 

私が 明治 十一 年 名 古屋に 居った とき、 或る 老年の 信者が 居た。 稍 や 下品な SR で 『何時も 俺 は 飯よ 

り も 耶穌が 好きだ』 と 言 ふ 調子であった。 其れが 彼に 取りて は 最上の 一一 一一：： ひ 分であった。 けれども こ 

の頃考 へて 見る と、 明治 十一 年に 折々 聞かれた 此の 語が、 自分に 取っても 必要な 試驗 問題で あり は. 

しない かと 感じられる。 して 自分 は 耶穌が 飯より 好きで あらう かと 考へ させられて 吾る ので ある。 

『汝 この もの どもに 勝 リて我 を 愛する か』 と は、 其の 話の 上で は、 網 だの、 魚 だの、 自分の 好きな 

仕事 や 物品 を 指す やうで あるが、 その 根底に 突き 込んで 考へ て兑 ると、 結局 {IT 分と li ふこと になる。 

吾ら は往々 自分の 身、 卽ち この 話に すると、 舟、 網、 魚、 すべて 漁の 仕事な ど を 庇 ふやうな. 孵が あ 

るので は あるまい か。 其れに も 種.々 あらう が、 何れにしても 然ぅ謂 ふ ものよりも 我 を 愛する かとび 

穌に問 はれた 場合に は、 何と 答へ 得る であらう か。 m ^してべ テロの ごとく 立派に 答へ 噚る であらう 

か。 正直に 考へ ると、 答が 岡へ る やうな 氣 持に 展々 なり はしない か。 

ぺテ P は 先刻 舟 や、 網 や、 魚な ど を棄て 置いて 海に 飛び込み、 周章 慌忙 いて や. つて 来たので あるが 

それ は 一 時の 感情で、 單に、 場合の 調子に 乘 つて やって来 たので あるか、 或 ひ は 本當に 其れが 彼の 常. 

の 態度で あるか、 其試驗 をな さるた めに、 耶穌 はき 時 その 氣の靜 まる を 待って 居られた であらう。 

卽 ち先づ 食事 を 了 ませてから、 『汝 この もの どもに 勝りて 我 を 愛する か』 と 問 はれた、 之に： して、 


ぺテ 。は 『主よ、 然り、 わが 愛する 事 はなん ぢ 知り 給 ふ』 と 答へ た。 然し ぺテ n と ^ 亇" 人に^ 斯 

a とかく f る やうな、 そそっかしい、 白ら を 知らない やうな、 偶 i はない ことで も. 

一 百って 了 まふ やうな 弱點 もあった ので ある t 、『あ、 さう か』 と 言って、 王 も 其の ま、 お I せに な 

る嘩 に， かなかった ものと 兑 える。 そこで 又 まねて 問を發 せられた。 『ヨハネの 子シ モンよ、 我 を 愛 

する か』。 今度 は 舟 や、 網 や、 魚 や、 漁師の 仕事な ど、 すべて 然ぅ謂 ふ 趣味と か快樂 とか^つ たやう 

な ものと 比 蚊して 問 はれなかった。 眞實 お前の 心に は 我に 對 する 眞心罩 めた 熱愛が あり、 其の 意識 

が 明かで、 I か t た斷言 が 出来る かと 問 はれた。 ベ テロ は 之に 對 して、 『主よ、 然り、 わが 汝を 愛す 

る こと は、 なん ぢ 知り 給 ふ』 と 首 ひ 切った。 確かにべ テロ は その 心に、 耶穌を 愛する 赤誠の ある こ 

と を 自ら 知って 居た ので ある。 

然し 邪^. H 三度 『ヨハネの 子シ モンよ、 我 を 愛する か』 と 問 はれた。 此れ は 詰りべ テロ をして 

ev^ こ， 對 する 愛が、 0 己の 心中に 充ち 溢れて 居る こと を自覺 せしめ、 然る 後 自ら 大いに もじ 何 力 

爲る こと も 出來る だら うと 「^① ふ 確信 を 有た せて 遣る お 目算であった らしい。 其れでべ テロ は 『主よ 

りた ま はぬ 所な し、 わが 汝を 愛する こと は、 なん ぢ識 りた まふ』 と 答へ た。 今度 は 少し 忌々 しく 

i じた かも 知れない。 私の 心の中 は 11 つ 放して、 隅から隅まで 御 承知の 害 だから 今更 申 h げる まで 

もない ことと 信す ると 言った 意味で あらう。 此れ は實に 偉い 言で ある。 主は斯 くの 如くして ぺテ 

口，^、 いこ， 耶 穌に對 する 愛の ある や 否や を 確め られ たので ある。 これ は餘程 大切であった。 ー體 斯.. ^ 

丄、 五 

^我お 一 愛する か 


謂 ふ 場合に は • ほかにお 話になる べき 筒條 もあった であらう に、 何故 この 點 ばかり 言 は 1. たの 一 じあ 

る 力 それに 就いて ある 書物に 次ぎの やうに 記い て ある。 三度 ほど 同じ やうな 問を發 せられた の を. 

ると、 他の こと を 語り 得る 餘裕は 充分あった ので ある。 然るに fl:^ と问じ やうな こと を 三度 ま 

續け ざま まに 問 はれた の は、 何故で あるかと 言へば、 これが ぺテ tt の恃 氷の 生 に關 し、 すべ ごこ 

かんじん か： なめ 

勝って 根本が な、 肝 賢 要の ことで、 それ を 十- 臺に しないと、 他の 事柄 は 如， 町あって も 1^ 拔 けの の 

おの 如くで、 少しも 役に立た ないから である。 それで わざわざ 續け ざまに 三た び 問 は. たので あ 

る。 決して 他の ことに 貢 及す る 暇がなかった からで はない。 そこで 飜 つて 我ら 各. nl も 己が 戴 魂の こ 

とや、 仰 生お のこと に 就て 考 へねば ならぬ 點が やはり こ、 にある と 思 はれる。 共れ. H キ -^穌 て對 

する 眞實の 愛が 吾ら にある か 否やと ふこと である。 

一一 

愛に 就て は 加 拉太書 第二 章 二 〇 に 『我 基督と 偕に 十字架に つけられたり。 袋 早 われ 生く るに あら 

す、 基醤 我が 內に 在りて 生く るな り。 今 われ 肉體に 在りて 生く る は 我 を 愛して 我がた めに 己が 身 を 

捨て 給 ひし 祌の丫 を 信す るに. E りて 生く るな り』 と ある 如く、 彼が 先づ 吾ら を 愛し、 ifjn ら のために 

其の 生命 を 拾て 給 ふこと よく 身に 染みて、 感慨 深く、 それが 吾ら の 肺腑に 徹して、 靈 魂の どん底 ま 

でも 衝 かす やうに なり、 基督に 對 する 愛が 燃え、 それに 報 ゆるた めに 此方から 基^に 向って 愛 を 注 


がねば ならぬ やうになる のが 基臀敎 である。 彼 先 づ我を 愛した が 故に、 我 また 之 を 愛する と ふ 翁 

ベ-こ 對 する 愛が、 丑 11 らの內 に 確と 植え付けられて 居る やうに しなければ ならぬ。 先日 來 基督の こと 

に 就い マ 硏究を 重ねて 來 たが、 丑-いら もべ テロの 如く 基督から、 なん ぢ我を 愛する やと 問 はれても、 

ぁなヒ り に は 私の 心 は^ 放しであります から、 あなた は 何も彼も 御 承知であります、 私 は あなた 

を 愛して 居ります と苜へ る やうで ありた... - 

を 愛する と ふ は、 必す しも 感情的の ことで ない。 無論 感情 も あるに 遠 ひない。 愛する こと 

iti.^ こ嬉 ノ いもので ある。 人 問 同志の 愛で も、 また 戀 愛で もさう だ。 確に 燃 ゆる やうな、 飛び立 

つやうな 思の あるべき 害で ある。 然し 感情の み を 標準と して 愛 を判斷 する は當を 得て 居ない。 愛の 

富 在と 北ハの 深さと にっきて、 疑 ひを懷 くの あまり、 濫りに 自ら を 苦しめて、 くだらなく 思ひ烦 つて は 

よろしくない。 神經 質の 人が 病 氣を氣 にし、 何時も 自分で 脈 を 取ったり、 鏡に 對 して 午" を兑 たりす る 

やうな ことで はために ならぬ。 或 ひ は 心中に 浮き立つ やうな 喜びがない。 辦 ゆるば かりの 想 も 起ら 

ぬ。 それで 燃えない 燃えない と 首つ て 力 を 落したり、 失ひェ したり、 徒らに 烦悶 したりす る やうな 場合 

も あらう。 然んな こと は 全く 頓 せす、 全體祌 を^す ると いふ は 感情ば かりの ことで ない ゆだから 

燃えす とも 熱せす とも 構 はない と 決め込んで 落ち 付き 拂ひ、 いやに 度胸 を 据える の もまた 險 呑な 話 

である。 然し 餘り 感情 を 標準に し：： 仰の 有無 を 決^す る こと も 善く は 無から う。 故に 耶穌 は、 『若し 

爾我を 愛するならば 我が 誡を 守れ』 と 言 はれた。 何だか 熱情が 缺 けて 居て、 餘 り道德 的で 冷たい や 

汝我を t; する か  ナ - 


うに も 感ぜられる。 然し そこに 耶穌の 深い 思 召が あるの だ。 餘り 感情の みが 昂 ぶり、 燃える とか、 

熱する とか、 溢れる とか、 躍り 立つ とか 謂 ふことば かり を檩 準に して 考へ ると 病的に 陷り h 勿い。 もつ 

と 落 付いた 方面に 注意 を 向けねば ならぬ。 愛は必 すし も 感情ば かりが 當 になる もので ない。 

の 思 召 を 承け、 其の 御 命令に 從ひ、 熱誠 を めて、 怠りなく 勉 むる こと を心懸 くるう ちに、 耶^に 

對 する 愛が 作用いて ゐる。 必す しも ハレルヤ、 ハレルヤと 騷ぎ 立つ のが、 耶 穌に對 する 愛の 表 は， e 

さと つま ら  . 

ではない。 斯 く理會 つて 徒爾ない 病的な 思 ひ 煩 ひ を 除く ベ き 必要 を 有 つて 居る 人 も 或 ひ は あるで あ 

らう。 また 冷やかな 信仰 狀 態に 滿 足して、 感情な ど を 馬鹿にする 人 も あるで あらう。 餘り 庇つ 唞せ 1 こ 

暢氣 なの、"、 餘 りに 理智 的で 感情の 伴 はない 信仰 も、 ともに 困った ものである。 

主 耶穌を 愛する 心が あるなら ば、 時として は 嬉しくて 堪ら す、 宛ら 世界が 變 つて 來 たやう に 感じ 

夢心地になる こと も あるべき 害 だ。 然し 其れが 常住 不斷で 無ければ ならぬ と 謂 ふ は 無理な 注文で あ 

らう。 其れで はとても 人間が 世の中に 生活す る こと は 出来まい。 主 耶穌は 然ぅ謂 ふこと を耍求 せら 

れ るので ない。 先づ 食物 を與 へて 昂 ぶった 感情 を鎭 めさせた 上、 徐ろに、 『汝我 を 愛する か』 と 問 は 

れ たので ある。 此の 道理 は 解る であらう。 

ぺテ 。前書 第一 章 八に は、 『汝ら 耶穌を 見し ことな けれども 之 を 愛し、 ベ ry- ざれ ども、 之 を 言 じて 

さか^  よろこび 

言り 難く 力 っ光榮 ある 喜悅を もて 喜ぶ』 と ある。 よく 基督 者 平素の 精 祌狀態 を 表 はした 語 ある。 

親しく 之 を晃 ざれ ども 愛する。 此れ 『見ざる 愛』 である。 其の 歡喜言 ひ 難く、 その 光榮 またき 术然た 


る ものが ある。 

そこで この 愛 して 我に あり やなし や は、 如何にして 試驗 する ことが 出來 るか。 液 體に何 か 含ま 

れて 居る か を試驗 する に は、 試験 藥を投 すれば 沈澱す ると か、 色が 變る とか 謂 ふこと で 判る ので あ 

る。 吾ら の 靈魂も 其と 同じで、 眞實に 基督 を 愛して 居る 否や を試驗 する 方法が あるで あらう。 ^る 

場合に 於て は 感情 を 標準と する。 嬉しくて 堪らない ので、 自分 は 確に 耶穌を 愛して 居る とい ふこと 

が 1^ わめら れ るので ある。 然し 感情の み を 標準に して は危險 であらう。 唯實 行々々 と 言って 冷やかな 

の も餘り 好ましくない。 例へば 放蕩息子の 兄 を 看られよ。 よく 辛抱して 十年一日の 如く 親に 侍 づき 

事へ、 冷やかな 親孝行 をして 居た が、 決して 其れに 滿足 する ことが 出来なかった。 放蕩しても、 其 

の^が 悔 改めて 歸 つて 來 たと き は、 寧ろ 其の 方 を 喜んだ ことで はない か。 其 所に 機械的な 道德 と、 

生命 ある 道德 との 相違が ある。 寳行專 門の 人た ちが、 放蕩息子の 兄の やうな 仲 に はいらす に 了め 

さ：； は ひ 

,ま％?，\1-ぁる。 

然 らば 露 實に基 ：！1 を 愛する 心の あるか 無き か を 知る に は 何う したら よいので あらう。 他に も 其の 

方法 は あらう が、 ここに  一二 申 上げて 置きたい。 嘗 つて 英國 マン フス. - 1 ルド • 力 レジの 校長 を 

勤めて 旣に 故人と なった フ" アベ ルンが、 ぺテ 口前 *! 第一章 八 を 題と した 說敎 は、 此の 點 について 

餘 程參考 になる。 彼の 著述 『祌の 都』 に 載って 居る。 又 英國の アルチ ビショップ • レイトンの ぺテ 

。前書 註解 は 非常に 信仰的で、 或 ひ は 時代 後れの やうに 思 ふ 人 も あらう が、 其の 寳第 十九 世紀末 葉 
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のフ "アベ ルンの 說敎 も、 百年 以上 前の レイトンに 负 ふところが 少 くなかった やうで ある。 而 して 

レイトン は 愛に 三つの 缺 くべ からざる 要素の ある こと を說 いた。 卽ち 第一 好意、 ^一  H:| 船、 第三 願 

ひで ある。 若し 基督に 對し てこの 三つの もの を 心に おて 居るならば、 其れ は 確かに 基督 を 愛して ほ 

るので あると 彼 は 言った。 

其の 三つ を 斯う 謂 ふ 風に 言って たい。 支那 流に 言 ふと、 其の 第一 は 志で ある。 吾ら は腐實 i^: 督 

と 志 を 同う して 居る か。 基督が 世に 遂げたい と 思 召された 目的、 計變、 經綸、 及び 仕事の ある こと 

を 知り、 其れに 同情 を 有ち、 之が ために はたと ひ緣の 下の 力持ちで もしたい と 思 ひ 立つ。 われ 人 を 

役 ふために 來ら す、 人に 役 はれん ために 來れ りと 仰せられた やうに、 基 1$： の 志 を 行 ふ 場合に は、 他 

人に 役 はれる に滿 足して、 ひたすら 主の 志と 一致し、 それに 靈魂を 打ち込み、 滿- 腔の 好意 を 寄せて 

萬 一 の 御用に も當 りたい と 謂 ふ 風な 心 持が あるならば、 北 ハれ が旣に 基督 を 愛して 居る ので ある。 D 

分の 信仰 は 簿 い/ \ と 言つ て 居られる 人で も、 其の 心に 今 言った やうな ものが 有る か 何う か を 自ら 

問 ふて 見られたら よから う。 自分 は 薄志弱行で、 甚だ 意氣 地の な. いもので あるが、 この 志 だけ は 確 

力に 有って 居る と 斷霄 し 得 る 人 は 案外 多 からう と ：：：： す る。 

第二 愛 は 喜 傥\^ ある。 愛 は その 對 象に 滿 足す る。 それ を歡ぶ ものである。 共 所に 興味と 樂 しみ 

とがあるなら ば、 旣に 愛して 居る ので ある。 先刻例に^-ぃた 『俺 は 耶穌が 飯より 好きだ』 と 言つ 

た、 名古屋 の 人 を 記憶 せられよ。 吾ら もし 耶穌が 好きで あるかと 問 はれたら JH- と 答へ るので あらう 


か、 ；：^ 外 多くの 人 は 好きだと 答 へられる であらう。 好きと Pi ふ 語 は 低い 意味で ある。 陛下に 向って 

『私- H. 贵 方が 好きです』 と 言ったら、 役人に 叱られる かも 知れない。 好きと ii ふと 徹底 しないと こ 

ろが おる やうに 思 はれる。 然しながら そこに 主耶 穌に對 する 誠が 旣 に^して 居る。 否 好き どころ で 

はない。 耶 床に 深く 興味 を 感じて 居る。 彼の 人格 や 一 マ：： が 何よりも 嬉しい。 世に は それほど 贵 いもの 

はまた と あるまい と 思って 居る。 

人 は 花 を 愛し、 之を甚 び、 之を樂 しむ こと を 知って 居る。 事 は 遠って 居る が、 耶 穌に對 して、 少 

くと も 北 ハれに 類した 心 持 を 有つべき 答で あらう。 之に 對 して 何の 感情 も 起ら す、 馬の 耳に 念 佛に過 

ぎぬ 人 は 實に氣 の 毒で ある。 幾分で も 誠が あり、 殊に 福 昔の 道を聽 かせられて、 人 問の 罪悪 を感覺 

し、 つ ひに、 王が ら のために 身 を 拾 てられた こと を も稍會 得する に 至らば、 北ハ 所に 與 味が^いて 來 

て、 お 側近く 事 ふる を 無上の 幸福と 思 ふやう になる ので あらう。 之と 離れる か 或 ひ は 忘れで もす る 

と 何となく 寂 し 味を覺 え、 その 生活が 荒んで 來 たやう に感 する であらう。 如何にも してお 侧 近く 

にありたい。 共れ が 愛で ある。 

^一一： に はフ. - アベ ルン も レイトン も 同じ 辭を 使って 居る。 卽ち願 ひで ある。 もっと 耶穌の 御 側近 

くに 行き もっと 親しくな り、 もっとよ く 知りたい と 謂 ふ 想が いやましに 生す る。 面 {n い 書物 を 其の 

序文から 章 を 重ねて 讀んで 行く と、 夜の M る を も 忘れ、 ® が 鳴いても それ を 措く ことが 出來 ない。 

^^とひ？にじでっご  . 

ここが 願 ひで ある。 俗な 語で 言へば、 共」 督に對 して 後 引 上！：： になる ので ある。 ^し 基^に して 後 
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引 上戸であるなら ば、 淺深は あるに せよ、 旣に之 を 愛して 居る ので ある。 

この 三つの 愛の 要素 自身に 有り や 無し やと 自問自答して、 基督 を 愛する 心根が うちに 存 して 居る 

こと を 認め 得るならば、 それ は 新たなる 生命、 心に 湧いて 來 たので ある。 たと ひ芥 種の 芽生え ほど 

に 過ぎす とも、 實に美 はしい 可愛らしい ものである。 鎌 を 人れ て 刈 取る 垂穗 よりも 小さな 苗の 方が 

むしろ 可愛らしく 見 ゆる 場合 も ある。 主 耶穌は 確かに 愛の 苗の 發育 をお 喜びになる であらう。 

吾ら は 主 耶穌を 愛して 居る か。 志が あるか、 喜悅が あるか、 嬉し さ を 感じて 居る か、 又 後 引上戶 

のぞ； & 

であるか。 この 試驗 法で 靈魂 を检 ベて、 合格したならば、 いままで は 神な く 希望な きものであった 

にも 拘ら す、 細々 ながら 基督に 對 して 斯う 謂 ふ 心 持を與 へられた こと を 感謝せ ねばなる まい。 それ 

を何處 まで も 徹底せ しめねば ならぬ。 

基督に 對 する 愛 は、 人間の 靈魂を 潔め る 力で ある。 靈 魂の 中に 潜んで 居る 惡 分子 を 排泄す る 力で 

なる。 吾ら はこの 愛の 排泄 力が 足らない やうで ある。 願 はく はこの 愛を滿 し、 其の 湧き上る 力で 惡 

すつ かリ 

いもの を 悉皆 排泄し 盡す やうに したい。 斯 くす るが 基督 者で ある。 これが 基督 敎 である。 

主 耶穌を 愛する は實に 嬉しい ことで ある。 愉快な、 有難い 力 ある 喜悅の 溢る る ことで ある。 おの 

が 心に も、 家庭に も、 廣 く社會 にも、 この 愛 を 一允 實し、 仲暢 せしめねば ならぬ。 

(一 九 二三 年 五 nr) 


死に 對 して は 何人も 不平に 堪 へない。 最愛の ものに 死に別れた 場合 は 殊に 然ぅ である。 何だか 有 

まじき、 不自然な 出来事の やうに 思 はれて ならない ので あらう。 生 ある ものの 死す る は、 生物界の 

なら ひ 

常例で、 已むを 得ざる， 豫て 期待 せられる ことで ある。 然るに も拘ら す何處 まで も 之 を 問題に して 

これ 故ぞと 質さねば ならない のが 不思議で ある。 これ 人間が 永遠 を 期待す るからで ある。 其の 愛の 

關係 も、 實現を 望む 志 も、 現在 限りの もので なく、 永久 的で あらねば ならぬ と 思 ふからで ある。 他 

の 動物な ど は、 其の 定まりた る壽 命に て、 萬事盡 きて 居る が、 人に 於て は然ぅ 行かない。 永生が 其 

の 本領で あると、 自ら 思 はねば ならぬ やうに なって ゐる。 そこで 其の 愛する もの は 何故 死んだ か。 

吾 は 志 を 抱きつ つ 何故に その 世界 を 去らねば ならない ので あるか。 此の ままう ち 過ぎて は 道理に 適 

はない と 思 はざる を 得ない のが、 人情の 自然で ある 如く 見える。 

朝に 紅顔の 美少年た る も、 夕べに は旣に 白骨と なる。 斯 くの 如く 組み立てられ たる 體嫗の 建築物 

が、 土 崩 瓦解して 姐に 食 はれ、 火に 燒 かれて、 塵と なり 灰と なって 了 ふ。 何う しても 二た 目と 見る 

ぁリ さま 

に 忍びない 狀態 である。 


樂 しき 自然界、 愛する 人間と 絕緣 し、 生命の 快樂に 別れ を 吿げ、 有爲の 才能 を 仲ば すべき 機會を 

全く 奪 ひ 去られた が 如き 心地な きを 得ない。 

宿 昔の 志 半途に して 夢と なり、 品性 を 築き あげ、 人格 を 全うせん と 欲する 理想 も 水泡と 消える か 

とリ け わか 

と 疑 はる。 就中 少 くして 死にた る ものの 場合に は、 此の 怨ー翳 切なる ものが あるで あらう。 

道德 上の 努力 半途に して 其の 進路 を 遮られ、 愛情の 連鎖 あへ なく 中斷 し、 千代 八千代と 祝 ひたる 

こと も、 影 を 追 ひ 風 を 捕 ふるの 類に 過ぎざる を 嘆く。 死 は實に 悲慘な 出来事で ある。 

假令 死は斯 くの 如く 滅亡 を 意味す る ものであると 斷言 する を 憚るべし とする も、 死して は 如何な 

る 情 態 移る ので あるか、 尙ほ 愛の 關係 を繼續 する ことが 出來 るか。 陰府に 於る 存在 は 陰欝 極まつ 

たもので なから うか。 白日 靑天 であらう か。 へ ブル 民族 は 陰府に 人り て エホバの 御顔 を 仰ぎ見る こ 

とな かるべき を 甚だしく 氣 遣った やうで ある。 死 は假令 生命の 消滅 を 意味せ すと する も、 未見 未知 

甚だ 危疑ぶ まれる 暗黑 裏に 身を投じ、 例へば 舵 もな く、 帆 も 切れ、 權をも 失 ひたる 小舟 を何處 とも 

なく 暴風 怒濤の 中に 乘り 出す 如き 心地す る 場合で ある。 

加 ふるに 死 は 過ぎ 來し 生活 を點撿 する こと を餘 儀な くせられ、 良心の 感覺 醒め 來 つて、 道徳上の 

醜 さ を 曝露され、 赤々 裸々 寒天に 吹き 曝ら される が 如き 心地 せざるを得ない 時で ある。 所謂 死 は 吾 

ら總て を 臆病なら しむる 一 種の 物凄い 魔力 を 有って 居る。 

死は斯 くの 如く 怖し き 形相 を 以て 人間 を 脅かしつつ ある。 愛する ものが 之と 苦 鬪を績 け、 然 はさ 


せじと &i きつつ ある を 見、 殊に 堪え難き は、 あな 無念、 死の ために 仕て やられ、 全く 彼の 虜 とな 

つて 了った 0 で、 氣も 消え、 膽も漫 るる 場合 は、 煩悶 悲嘆 遣瀨 なく 感 する ことで あらう。 自ら 死 を 

宣吿 されて、 其の 黑き 影が 刻々 迫りつつ ある を覺 ゆる 時の 胸中 如何で あらう か。 野蠻の 境涯に 慣れ 

人格の 眞 意義 を も解ぜ す、 僅かに 猛獣に 等しき 生活 を 保つ 程度の ものに は、 死も然 ほどの 苦味 を呈 

せざる こと 或 ひ は 可能 的で あらう。 され ど 常識に 依り、 人情に 訴 へて 之 を判斷 すれば、 死 ほど 恐ろ 

しきもの は あるまい。 鬼 を 欺く 勇士 も 之に は 辟易す るで あらう。 然し 死に は 之 以上に も 更に 深刻な 

る 意味が ある。 

二 

先日 或 人 其の 愛する もの を 葬った とき、 神に 見放された 如き 心地して、 堪 へられなかった と 語ら 

た。 ーぽ 仰の 經驗稍 や 深き ものに は、 死につ きて、 斯る 感想 を 催 ふす こと も あるで あらう。 死 は 日 

つま 

の る 世界、 愛する もの どもの 顏、 賴 もしき 聲 など、 すべて 自然界 や 人間と 離れる のみなら す、 結 

局 は 其の 大本で あると ころの 神とまで 遠ざかる 事實 とも 見られる。 死 其の ものが 旣に罪 惡の報 ひで 

あると 解釋 する 考へ方 も ある。 よし 然 うまでで なくと も、 所謂 『死の 刺 は 罪な り』 で、 若し 神と 人 

との 問 を 離隔す る 罪 を 身に 負 ふて 居るならば、 肉體の 死は少 くと も 祌の御 怒の 象徵 で、 其の 御前よ 

り 遠ざかる と 謂 ふ 物凄い 意義 を 表示す る ものと 解せられ る やうになる であらう。 自然界 や 人間と 永 


く 別れる です ら堪へ 難き を、 まして 此 はすべ ての 本源、 萬 物の 基礎と 絕緣 する ことで あるから、 全 

く 寂寥 孤 獨の狀 態に 陷り、 少しも 賴む ところ 無き ものと なる ので ある。 日の 全く 蝕 するとき、 鳥 や 

獸は 慌て 惑 ひて、 哀しき 聲を 立てる と 聞く が、 死に際して 人 問の 苦惱 は、 其れよりも 限り無く 甚し 

きもので あるべく 想像す る ことが 出來 る。 之 を 要するに 死は少 くと も 神と 離隔す る ことの 象徴、 罪 

に對 する 祌の御 怒の 反映、 最も 恐るべき 意味の ものである。 

死のう ちに 此ら の嚴 なる 意味 ある を覺ら す、 頑是なき 兒 童の 之に 對 する 如き 態度 を 示し、 生命の 

觀念淺 墓なる 未開人の 之 を 取扱 ふ 如き 有様なら ば、 餘り 思ひ悶 へる こと もなくて 瞑目す る こと も 出 

あきら 

來る であらう。 或は？ S 儈ゃ 豪傑の 如き 最後 を遂 ぐる もの も あらう。 我 ひ は 必然の ことと 斷念 めたり 

靈魂 不滅の 信念に よりて 些か 慰められる 場合 も 見出され るか 知れない。 然し 此らは 死 を 深く 理會し 

ない のが 僥倖で、 辛くも 然ぅ謂 ふ 風に 行く ので ある。 死の 如何なる もので あるか を會 得し、 全く 神 

の 生命に 遠ざかる と 謂 ふ 恐し き 意味と 解す るなら ば、 死 ほど 恐し きもの は 世に あるまい。 馬 可傳九 

の 一 に 『死 を 味 はぬ 者 ども あり』 と 言 ふ 語が ある。 希 伯來書 二の 九に は 耶蘇 『神の 恩惠 によりて 萬 

民の ために 死 を 味 ひ 給 ふ』 と 言って あるの も 同一の 點に歸 着す ると 思 はれる。 死の 何もので あるか 

を 深く 味 ひ 知る に 至らない から、 靈魂 不滅 ほどの 解釋で 姑息の 安心 をす る ことが 出來 るので ある。 

或 ひ は 甚だ 低級で 盲人 蛇に 怖ぢ ざる 類の もの も 生す る 事由で ある。 

聖書に は 死ぬ る こと を 眠る と 言った 例 も ある。 ス テパノ が 石で 打ち殺された とき 彼 は 眠った と 記 


して ある。 然し 此は 死の 意味 を會 得し、 其の 苦痛 や 恐怖の 要素 を 明かに 知りつ \ も 基赞の 救に 與か 

りて 苦痛の 最も 恐るべき 要素で あると ころの 罪 を 救 はれ、 旣に其 の 刺 を 取り除かれて 居る がた め、 

死 を 3^ る歸 るが 如く、 『世 を 去りて 基督と 偕に 居らん こと 遙 かに 勝るな り』 と 言 ひ 得る ので ある。 

然ら すん ば 十字架 上の 基督の 如くに 死 を經驗 し、 『日、 光 を 失 ひ、 地の 上遍く 暗くな り』、 遂に 

吾が 祌、 吾が 祌、 我を晃 捨てた まひし や』 と 叫ばれた ときの やうな 心の 狀 態で、 然 かも 全く 絶望 

の 淵に 沈淪 せねば ならぬ であらう。 然る を 『. 兄弟よ、 旣に 眠れる ものの ことに 就きて は、 汝らの 知 

ら ざる を 好ます、 希望な き 他の 人の ごとく 歎 かざらん ためなり』 とパゥ 口と ともに 斷 言す る ことの 

出來 るの は、 第一、 古への 武士道が 死と 謂 ふ事寳 ある を 常に 記憶す る こと を 以て 其の 敎 育の 一 つと 

なした 如く 死の 道德的 訓練 を 味 ひて 精祌 修養の 功 を 積み、 第二、 生物 進化の 道程に 於て 死の 之れ に 

貢献す ると ころ 多大なる こと を 認め、 第三、 人生れ て 死の 免れ 難き を覺 り、 是れ 必然の 出 來事如 

何ん ともし 難しと 諦め、 第 w、 吾ら の 死す る は、 智と 力と 愛と に滿ち 溢る る祌の 意志に 出で、 死 

者は實 に 其の 御手に 歸 する ものである こと を 信じ 、第五、 人の 生命と 其の 志と は 決して 現在の 世界 

のみでな く、 より 善き 他界 を 望む こと を敎 へられ、 第 六、 基督の 十字架 を 仰ぎ 其の 意義 をき 得し 

て 死の 刺で あると ころの 罪の 問題 を 遺ち なく 解決す る ことが 出來、 第 七、 基督に 於け る 愛の 關 係す 

ベて 全 ふせられて 永遠 無窮なる べき を 期待す る こと を 得る ので、 然し も 此の 物凄き 事 實に對 し、 パ 

ゥ Q の やうに 生と 死との 孰れ を 撰ぶべき か" 其の 二つの 間に 挾まれて 迷 ひっつ ある ごとき 心地し、 


『吾が 願 は 世 を 去りて 基督と ともに 居らん ことなり。 此れ 遙 かに 勝るな り』 と 言 ふこと が出來 るの 

である。 

罪に 對 する 神の 御 怒の 反映と も 見ら るる 死 は、 基督 十字架の 上に 死なれた ので、 其の 刺 最早 名殘 

りなく 取り去られた ものなら ば、 尙ほ 基督 者の 死ぬ る は 無意味で ないか。 一 種の 犬死にな り はす ま 

いか。 

ミ 

『今や 基督 耶穌に 在る 者 は 罪に 定めら るる ことなし』 (^~f)。 死 も旣に 其の 刺 を拔き 去られた から 

もはや 罰の 意味 は 消えて 居る。 神の 恩寵の 充ち 溢る る 基督の 死に 由り て斯く 成った こと を 思 は せら 

れて、 ただ 感謝の 題目 を 提供す るに 至る ので ある。 死 其の もの は凶徵 であるが、 基督 者に 取りて は 

かたち ヴく 

其の 性質 ー變 して 休徵 となり、 一 つの 聖典 を 形成って、 吾が 人格 を 向上せ しめ、 罪惡を 根絶し、 潔 

め 別た るる 德を 全うし、 愈よ 深く 基督と 結合す る 媒介と なり、 永遠の 生命 を充實 せし むる の 効力 を 

有って 居る。. 吾ら の靈魂 は、 肉體の 死により て 『乳 をた ちし 嬰兒の 如く』 (f 一一 一一 i) 、より 善き、 より 深 

き 生活 關 係と、 其の 狀 態と 進む ことが 出来る。 毒藥變 じて 藥 となった やうに、 信仰 無き ときの 罸 

ちょ... か i  , - 

も 信仰に 入りて 後 は、 懲艾の 意味と なり、 吾ら を 導き 進む るの 手段に 供せられ る。 固より 敎 育の 道 

であるから、 眞 面目に 之に 應じ、 肅んで 之 を 通過し、 見 ごと 及第せ ねばならぬ。 死 は 斯くて 永生の 門 


である。 

其れ ゆ ゑた とひ 基督の 救 を 獲た る もの にても、 通例 は 死の 路を經 ねばならぬ。 例へば 特赦の 惠に 

浴した る もの も 或る 場合に 於て は、 其の 健康 を 保ち、 無事 出獄し 得る までに 攝 養すべく、 之 をして 舊 

のま ま訣 窓に 寢 食せ しむる の 必要 ある 如く、 基督 者 も 他の 人々 と 同じ やうに、 然し 根本的に 變 つた 

意味に 於て、 死の 路を 行かねば ならない ので ある。 死の 床が 耶穌の 十字架の 如き 精神的 大 活動の 場 

所 こなる。 主の 恩寵に 沐浴した もの は 死も旣 にいみ じき 道德 で、 靈 魂の 一大 飛躍 を 意味す る。 遠 ざ 

かりたる 子の 吾が 家に 歸 るが 如くで ある。 實に 十字架の 上に 『父よ わが 靈魂 を汝の 手に 托す』 と 叫 

まれた やうな 思 を 有って、 靜 かに 神の 懷に身 を 寄せる ので ある。 第三 六 三の 讃美歌に 『耶穌 きみに 

ありて、 寢 ぬる ぞ やすけ き』 と あるが 其れで ある。 斯の 如き 信仰が 無いならば、 『いくる にみ ちな 

く、 死ぬ る もお そろし』 と 言 はねば ならぬ。 

基督 敎 信仰の US- 地から 見れば、 死 は 此れ程の 深い 意味 を 含んで 居て、 其れ 自身 旣に 取り もな ほさ 

す 深 妙なる 生命で あるが ゆ ゑに、 之 を 重んぜねば ならぬ。 フランスの ルゥ サゥが 少しも 愼 重な 態度 

なく、 き IS を 吐きながら、 死に 臨んだ の は、 其の 心に 敬虔の 素養な く、 生の 眞意を 味 ひ 知らな かつ 

た *53^ である。 通 を 装 ひながら 寧ろ 其の 識見の 不徹底なる を 曝露した ので ある。 吾ら 死に 臨みて は 

男 士の戰 場に 出る が 如く、 志士の 大 節に 臨む が 如く、 敬虔なる 人の 神の 聖 殿に 昇る が 如き 態度 を 持 

すべきで ある。 孔子の 所謂 『出 h 如 大賓 1 使】， 一民 如， 承 > 一大 祭 1』 と 言った やうに 心懸 くるが 肝 


耍な ことで ある。 

死の 意味と 之に 處す るの 態度が 然 やうであるなら ば、 バウ 口が 哥林多 前書 三の 一 一二に 1^ 破し ヒ n 力 

く 死 もまた 吾ら の 有と なる ので ある。 忌 はしき 死 其の ものが、 基督に 在る ものの 光榮 ある 且つ^め 

て豐 富なる 得分、 嗣業 となる ことが 出来る。 眞に 不思議なる 交換で ある。 還 銀 術の 妄想が 事寶 とな 

つ たよりも 驚く べき ことで ある。 

故に 基督 者 は 自己の 死を愼 みて 大賓を 見る が 如く、 大祭 を 承く るが 如くせ ねばなら ぬと 同時に、 

親子 夫婦 兄妹 朋友の 間に ありても、 彼ら をして 死に 處す るの 道 を 遵奉せ しめ、 其の 責任 を靈 し、 其 

の 道 を 行 はしむ る やう 深く 志し 且つ 穴に 努力せ ねばならね。 武士の 母 其の 子の 出陣 を 送る が 如き 心 

ばえ 無くて は 叶 はぬ。 母 猫の 子猫に 於け る 如く、 唯 之 を 撫で 職り て、 淺 薄なる 愛に 溺れ、 口 や 腹の 

快き を 第一と して、 餘命 をた わい もな く 過 さしめ、 動物の 死 を 取り扱 ふ 如きの みに 止るならば、 眞 

に 人間の 道を盡 した ものと 言 ふこと が出來 ぬ。 寧ろ 營業的 看護婦の 所爲 にも 劣る であらう。 親しき 

ものに 死なれた とき、 之 を 自己の 單 なる 損失と 考 へて 掌中の玉 を 失った にも 擬ら へ、 甚だしき は 山 

の 上に 消 ゆる 雲霧に 比べて、 口惜しく のみ 思 ふ は、 死 を輕ん じ、 死者の 人格 を 侮蔑し、 其 價値を 無 

視し或 ひは價 高き 骨董 を 取り扱 ふと 同じ やうな 意味に も陷 り、 之に 對 して 甚だ 心無き 無禮を 働く こ 

とで ある。 人の 死 は、 其の 自他 何れに 關 する を 問 はす、 もっと 鄭重に 之 を 取り 极は ねばならぬ。 切 

めて 斯る 時に こ そ眞の 愛の 道 を 行 ひたい ものである。 


ほんとう 

前に も 一一 一一 n つた やうに 世に は 死 を 眞實に 味って 居らぬ 人が 多い。 然しながら へ ブル 書に は 基督 死 を 

味 はれた と 一一 一一 II つて ある。 死 を 味 ひ 得る は 人格の 發達を 意味す る。 基督 者の 中にはた とひ 不充分で も 

此の 死 を 味 ふと 言 ふこと が、 何 ほどか 實 現されて 居る。 中には 雜の眞 似の 烏、 之を學 びそ こねて、」.^ 

ふるま ひ 

りに 死 を輕ん じ、 殊に 他人の 死んだ 場合な どに 事 も なげなる 擧 止に 出る もの も あらう。 餘り 平氣な 

ためし 

ので 喪に ある 家の人な どに 好まし からぬ 感じ を與 ふる 例 も あるで あらう。 其の 必要 もな き 場合に、 

死者の こと を 眠った ので あると 言 ひ、 甚だしき は 永眠した とまで 言 ふ。 永眠 は 不祥な である。 ， 水 

く 眠って 居る やうで は爲樣 がない。 無考 へに 斯る詞 を 用 ひるの は愼 むべき ことで ある。 t= 通の 場合 

に は 死と 謂ふ詞 のみで 足る 答で あるの を、 必要 もな きに 故ら 眠った 眠った と 言 ふの は 面白くな いこ 

とで ある。 其れ は ともかく、 或る 基督 者 は斯の 道の 精神 を 誤解して、 死者に 對 する 人情 を 無視す る 

やうな 過失に 陷る かもしれ ぬ。 此の 邊の 事情から でも あらう、 基督 敎は 死者に 對 して 冷やかで ある 

と 想像し、 甚だしき は 基督 自らが 稍 や 淡泊に 死 を 取り 极 はれた であらう と考 へる 人 も ある。 此れ は 

大 いなる 間違 ひで ある。 

ナインの 寡婦の 子の 死んだ とき、 耶穌 之れ を 如何に 取り扱 はれた か。 また ャ イロの 女 や、 ベタ 

一一 ャの ラザロの 死んだ ときの 事 を 見るならば、 就中 後者の 墓に 詣づ ると て、 耶穌 の淚を 流された 事 


實 など、 決して 死者に 對 して 冷淡で なく、 同情と 慈愛と に滿 ちて 居られた こと を 認め 得る であら 

ひとま はリ 

『 一 過 の はじめの 日、 朝 まだ 暗き うちに マ グ ダラ の マリヤ、 墓に きたりて』 と ョ ハ ネ傳の 一 節を讀 

む もの は、 死者に 對 する 人情の 溢る るば かりなる こと を感 する であらう。 ステ パノが エルサレムの 

城外に 石 を 以て 打ち殺された とき、 『敬虔なる 人々 ステ パノを 葬り、 彼のた めに 大いに 胸 打てり』 

と あるの は、 輕ぃ 語調で 死者 は單に 眠った ので あると 漫然 言 ひ 慣れん として 居る 或 基督 者 

の 誤り を規 した 語と も 解せられ る。 吾ら は 死者に 對 して 人情の 常習なる 哀^ を 催さざる を 得ない。 

の ほか 

然し、 『希望な き 他の 人の ごとく 歎 かざらん』 こと を心懸 くるので ある。 此れ 『哀ん で 傷らざる』 も 

ので あらう。 『願く は 主 ォネシ ポロの 家に 情憫 を. 賜 はんこと を。 彼 はしばしば 我 を 慰め、 又 わが 鎖 を 

恥と せす、 その ロマに 居りし 時に 懇に 尋ね 来りて 遂に 我に 逢 ひたり。 願く は 主 彼の 日に いたり ^ は 卿 

を 彼に 賜 はらん こと を。 彼が ヱぺソ にて 我に 仕へ しことの 如何ば かりなり しか は、 汝の 能く 知る と 

ころな り』 (ゲァ y 一〉？ f.y〕 才ネシ ポロ は バウ 口の 親しき 友であった。 其の 羅 馬に 捕 はれし とき 彼 は 其 

の 鎖 を 恥と せす、 友情 を盡 して、 懇に之 を 訪れた。 此れより 先 エペ ソに 在りし とき も、 彼はパ n ゥ 

のために 多くの 親切 を盡 したので ある。 苦樂を 偕に する 朋友の 關係 實に溫 かかった が、 ォネシ ポロ 

遂に 他界の 人と なった ので、 バウ n 懷舊の 情に 堪 へす、 彼が 世に 遣した 家族 を 思 ひ 遣り、 Ea つ 『主 

かの 日に いたり』 云々 で、 他の 世界に 於け る 彼のた めに 祝福 を 祈り 求めた ものと 見える。 世 を 去つ 


たものに 對 して 如何なる こと を爲 すべき かの 問題に 就き、 バウ B の； f 一 i は 確かに 健全なる 方針 を 示し 

.^-ものでぁらぅ。 

靑 島に 獨 逸人の 設けた 有名な 屠 牛 所が ある。 其の 結構 設備 殆んど 完全で、 眞に 模範と 謂って よか 

らう。 日本人の 手に 人って から、 旣に幾 頭の 牛を此 所で 屠殺した であらう か。 之 を 想像す ると 何と 

なく 氣味惡 く 感ぜざる を 得ない。 其れ か あらぬ か、 日本人の 手で 其 所の 人口の 邊に 牛の 靈を 祭った 

塚が ある。 香 や 花が 手 向けて あった。 此れ は 滑稽の 甚だしき ものであるが、 死者 を 祭る 習慣 は 厘 之 

に 類した 迷信に 流れ、 不合理な 結果に 陷る ものである。 死者の 霊に 祟られん こと を 怖れて、 魔除け 

でもす る やうな 祭祀 も少く あるまい。 或 ひ は 生ける に 事 ふる 如く 死に 事へ んと 欲する 人情の 誠 を 表 

した もの も あらう。 或 ひ は 魂よ 享 けよ などと、. 施餓鬼の やうな 趣意で 供物 をす る 場合 も あ ら う。 

或 ひ は 亡き魂 を 慰めん とて 種々 な 物 を 供す る こと も あらう。 甚だしき は靑 島の 屠 牛 所の 如き 笑止 千 

萬な 事例 も あらう。 然し 此らは 五十歩百歩で、 等しく 不合理の 非難 を 免れまい。 生死の iHil 別 を 無視 

し、 死者 を 宗敎禮 拜の對 象と する 如き 嫌 も あり、 虛僞の 儀式に 流れ 易き 弊 も 件 はれる。 少 くと も兒 

戯に 類して 居る。 未開人の 習俗 を 其 まま 踏襲した ので、 餘り 感心 は出來 ぬ。 大人の 飯事 遊び、 噴飯 

を價 する のみで ある。 

然し 吾ら は 死者に 對 する 道義 を 守るべき である。 之に 對し て忠實 と 信義と を盡 さねば ならぬ。 其 

の！！ らしながら 死んだ 志 を も 成すべく 心懸 くべき である。 


とこし へ の あけぼの となりな ば、 

世に て なごりおし  くも、 

わかれし ともの かがやく かほ は、 

笑みつつ われ をむ かへん。 

と 歌って 再會を 期し、 望 を 天の 一 方に 懸ける こと も 愛の 道で あると 思 はれる。 『われ 汝 らに告 ぐ、 

不義の 富 を もて、 己が ために 友 をつ くれ。 然 らば 富の 失する 時 その 友なん ぢらを 永遠の 住居に 迎 ベ 

ん』 (t> 鳩) と あるで はない か。 

吾ら 死者に は 祈らない。 然し 死者 は 吾ら のために 神に 祈りつつ あるで あらう。 其の 効力た とひ 冥 

々 の 間にせ よ、 たしかに 此の世に 在る 人た ちの 上に 顯 はるべき を 疑 はない。 從っ てまた 吾ら も 死者り 

ために 祈. りを捧 ぐる ことが 出来る。 然か爲 るが 當然 であらう。 祈りの 黄金の 鎖 を 以て、 現界と 他界と 

幽冥 相 繋る を 得るならば 大 いなる 慰藉と 力と を與 へる であらう。 『然 らば、 われ 第 一 に勸 む、 r,- ての 人 

のた め、 王た ち 及び 凡て 權を 有つ ものの 爲 におのお の 願 ひ、 祈禱、 とりなし、 感謝せ よ』 一-^ 1)。 

之 を 他界まで 延長す るが 自然で、 道理で、 愛で あらう。 

親しき 死者 を紀 念して、 誠を盡 さば、 之に 由って 精神的 氣分を も 養 ひ、 眞 面目なる 生活 を 耕す こ 

とも 出来る であらう。 家庭の 敎育ゃ 親族の 關係、 さて は 他の 友人の 親しみにまで 善き 結 を 持ち 來 

すに 相違ない。 たぐ 虛禮 に陷ら す。 迷信に 流れす、 誠 實を宗 とし、 自然に 出る を尙 びて、 單純、 質 


素、 殊に 出来るだけ しめ やかに、 靜 かに、 之を實 行したい ものである。 無論 すべてが 基お！ 1： 敎の 信仰 を 

^"、ぃ とせねば ならぬ。 斯る こと は宗敎 的に 行 はるべ き 害で ある。  二 九 二三 年 二  5 
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